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躍 跳 惡 


犬 野犬 


鹂惡鬼 跳躍 (一 8 


登場の 人々 

犬 山 眼八郎 活動 寫眞會 社長 

日向 孝 一 取締役 

飛 田五郞 監査役 

浦 春 潮 文士 

阿久澤た へ 子 女 優 

綠川昇 男優 

野 田靜水 老優 

監  督 

カメラマン 

その他， 女優 數名、 男優 數名、 監督 助手 給仕 

など 0 

—— 左右 は 俳優の 方から。 

活動 寫眞會 社の 社長室。 

左手 奥の 窓の 下に、 事務 用の 大卓。 その上に 卓上電話。 

その 傍 1: 書 柳が あろ。 

正面、 造リ つけの 暖爐、 その上に、 午後 三時 vJ* 指した 


米^ 製の 奇拔な 計が あろ。 五^に なろ と、 ォ" ゴ 

1 ク 仕掛に て 『汽笛 一 驛新 檣.^』 の 節.^ 朗 かに 奏し 出 

す 0 

壁 上 Li は、 『誰 知 烏 雌雄』 と、 俗惡な 大字で 書した 額が 

かかって ゐろ。 维者は 故 大腿 重 信 侯で あろ。 

秘めて 華美な 被氍が 一 面に 敷いて あって、 室の 中央に 

は 金 雎と來 客用の 大 卓が あろ。 ソファ、 椅子な ど。 壁 

間に は、 メリ一 • マグラ ー レン 0 リリアン. ギッシュ。 

メ， 'べ^  •  ノ ー マ ンド など 美しい 活動 女優の 鹿告ビ ラ 

かけて わろ。 

事， お 卓の 前の 凭リか 、りの 椅子 Li 身.^ 埋めて 社長 犬 山 

眼 八 郎が大 島の 洽 に 袴 はいて、 頻リに 書類，^ 調べな 

がら 陰餑な 頸で 考 へこんで ゐろ。 

右手の 入口の 扉、 づ-ソ くと なろ り 

犬 山 (獨 語) どうも 困った 11 五十 萬圓 の缺损 だ。 たへ 

子 かな。 (柔 しい 驛で) おはいり。 

(扉 開く。 異樣な 『死』 の 扮裝， ^した 老優 野 E 靜水が 

大鎌^ かつ いで 登場 リ) 

(野 H の 額ば 髑微の やうに 描かれて ゐ ろ。) 

(ギ ョ -ソ として) 誰 だ。 

へへ \  X、 社長。 私です よ。 

何 だ。 野 田 か I . (嚼 みつく やう に) その 姿 は 何 だ。 


躍 跳! 4 惡 
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野 大野 犬 野 大野 犬 野犬 野犬 野犬 野 


野 E  (卑しげ に) 今日 三時から 撮影が あります からね。 

犬 山 君 はも、 っ扮裝 して 來た のか。 

野 田 どうて す- 社長。 この 顏は。 (にや リと笑 ふ) 

犬 山 不 氣 味な 奴 だ。 何 か 用 かね。 

野 H 瓧長、 にっこりして 下さいな。 

犬 山 俺に 笑へ と 云 ふの か。 

野 ra それでな いと、 話が 切 出しに くいから： ：。 

犬 山 (吐出す やうに) また、 前借り か。 

野 田 社長、 酒屋の 拂 だけです。 

犬 山 一 體、 いくら 欲し いんだ。 

野 m 五十 圆 てい、 のです C 

犬 山 もう. 今月に なって 五十 圓も 飲んだ のか。 

野 ra  (凄い 餌に なろ) 僕が アル コ ホル 中毒 だと 云 ふ 事 は、 

社長 だって 知って ゐ るて せう。 

犬 山 アル コ ホル 中毒で 君の 顔が K. 思議に 歪んで ゐ るか 

ら、 この 會 社て は 給料 を拂 つて ゐ るの だ。 

野 m つまり 僕は汽 本の やうな 物です。 石炭 をた かなけれ 

ば、 會 社の 役に は 立ちません。 

犬 山 厄介な 奴 だ。 

野 E 僕 は 一 曰に 八 度 酒 を 飲みます。 つまり 飯より 五 度 だ 

け餘 計です。 だから 金が か、 ります。 

犬 山 一 體、 どうして 君 は アル コ ホル 中毒に なん ぞ なった 


んだ。 

野 m 素面で ゐる のが 耐 まらない からです。 

犬 山 (眼 ギロ  9 と 光らす) 何 か 惡ぃ事 をして ゐる ね、 

君 は。 

E いや、 惡ぃ 事なん かしゃし ません。 

.W でも 氣が 咎める の だら うり 

田 違 ひます。 思 ひ 出す のが 厭な のです。 

山 やつば り惡事 だから だ。 

E 然し、 僕 はこれ 迄 五十 年の 間、 金て 間違 ひ をした 事 

はありません。 

山 そり や、 金に 緣 がなかった からさ。 

H 社長， 僕 も 一 遍惡事 を 働 けろ 位 金 を 持って みたい と 

思 ひます。 

山 ぢゃ君 は 何 をした の だ、 

E 啞の 娘と 關 係した のです。 

山 if の 娘と 關 係した。 

E さうて す。 (何 か 云 うとして 考 へろ。 狡 さう に 笑 

つて) 社長 * こり や 筋になります ぜ。 

山 ふむ。 まあ、 話して み 玉へ。 

m いくら くれます。 

山 IS 格 は 物 を 見てから つける もの だ" 

田 いや、 きっと 受けます ぜ。 
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躍 跳)! _惡 


野犬 野犬 野犬         野 犬 野         犬 野犬 


犬 野犬 野犬 


犬 山 ー體 そり や 何時の 話 だい。 

野 E 私が 二十 八 九の まだ 新派の 二枚目 を やって ゐた 頃の 

事です。 

山 恐ろしく 古い 話 だね。 

田 少し 古いが、 話に は 身が あります よ。 

山 君の 話 はいつ も 長ったら しくて いけない。 今日の 撮 

影に は、 この 社長室 を 使 ふ 事に なって ゐ るんだ から、 も 

う、 そろく 支度に 来ろ" 手つ 取 早く 話し 玉へ。 

E 前借りの 方 はどうです。 

山 仕方がない。 さあ、 この 傳 票て 會 計から 取って き 玉 

へ。 (傳 票に 捺印して 渡す) 

田 (輕く 頭，^ さげ ろ) 伊豆 の 下田て 御難 を 喰ら つて 座 

長以 下樂屋 に寢 泊り をして ゐた 時の 事です 。辨 當屋 か ら 、 

樂屋に 飯 を 運ん てく る 啞 の 娘が ゐ ましてね。 

山 い、 女 かいつ 

E え、" 一寸 可愛い 顏付 をして ゐ ましたよ。 

山 でも. ぢゃ あね。 

田 (辯 解す る や う に) 何た 、 物が 云 へ な いだけ です。 

山 君 は それ をロ說 いたの か。 

田 (哀訴す ろ やうに〕 御難 を 噴ら つ て 女郎 買に も 行 け 

ない 時だった からです。 

犬 山 非道い 奴 だな、 て、 どうして それ を 思 ひ 出す と 厭な 


氣 がす るんだ い。  ； 

野 田 啞と 密通いた と 云 ふ 評判が、 樂屋 から 町へ 擴 がった： 

のて、 琉 石の 私 も 閉口し ちま ひまして ね、 それに 芝居 のん 

方 もトャ ですから 思 ひ 切って 私 は 夜逃げ をした のて す。 ； 

犬 山 啞を置 ざり にして かい。 

野 田 (慎 然として) 考へ て 御覧なさい。 そんな 者が つ れ 

て 歩け ます か。  ^ 

犬 山 よく 追つ かけて 来なかった ね。  - 

野 田 ところが 追つ かけて 来られない 譯 があった のです。 一 

その 娘 は 孕んで ゐ たのです。 この 私の 種子 を：： 一 

犬 山 11 の 癖に： ：i 非な 話 だ。  一 

野 ra それから 二 ヶ月ば かりして から、 一座の 奴に 出會 LI 

たと き、 その 啞 娘が 身 を 投げて 死んだ 話 をき かせられ ま 

したよ 0 

可哀 さう に：： それて 君 は 酒 を飮み 出した のか。 i 

どうて す。 これ は 筋に なり ませう C  ： 

うん、 買つ て もい >-。  .： 

いくら くれます 0  i 

まあ、 作者に 書かして みなければ 値 はきめ られ ない 一 

野 ra  (異樣 な 眼 付で) 今でも、 醉 ひがさめ ろと、 その 娘 

の 顔が ハツ キリみ えます よ。  ！ 


躍 跳 惡 
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監 犬綠監 綠犬 綠 犬綠監 


(入口 1<J -ノ  -ソ グ すら 音が さ、、 えろ 0) 

犬 山 おはいり i 

(扉が 開く _t 監督が 洋服 姿で シネ リオ，^ 持つ て 出て 

くろ 0) 

監督 昨日 御 願 ひして 置いた とほり、 今から この 室て 撮影 

にか  >1 ります から。 

犬 山 (立 上って) よろしい。 (時計，^ 出して みろ と：) 三時 

か らと云 ふ 話 だつ た が、 もう 十五 分 過ぎ てゐ る：： 

監齿 (愤慨 すろ) 實に 不埒て す。 

大山 何が。 

(この 問 に 野 ra は 誰 I 氣 付かぬ やうに 鎌,^ 擔 いで 退場 

すろ。) 

監督 今度、 撮影す る 『戀の 煉獄』 は 社長 も 御存じの とほ 

り 、 當時 文壇で 天才と 云 はれて ゐる 浦 春 潮先 生 に 懇請 し 

て 、 此處 の 役者 に は めて 書い て 頂 い た 傑作であります。 

犬 山 君、 その 辯士の やうな 口調 はやめ 玉へ。 

§  (恐縮して〕 は あ， つ い、 昔の 御 里が 出まして。 

犬 山 そこて 何が 不埒な のです。 

監督 男優の 綠川 昇です。 他の 俳優 はキ チンと 時間 ど ほり 

に 集合し ま し た が、 綠川 だけ はま だ 出て きません。 

大山 そり や 怪しからん。 綠 川の 役 は 何てす。 

監督 浦 春 潮先 生が、 特に あの 男の 身體 にあて はめて 若い 


資本家の 役 を 書いて 下す つたの てす。 今度の フィルムの 

云 はビ、 主人公です。 

犬 S ぢゃ. 他の 役者と 取換る 事 は 出来ない のですな。 

監督 え \  0 

犬 山 て、 君 はどう 云 ふ 處置を 取りました か。 

監昔 只今。 洽 仕に 自轉 車で 迎ひ にやり ました。 

犬 山 ふむ。 

(そ、、 へ：^ 仕に と な はれ ズ、 男優 綠川 C 升が 飛込んで 

くろ。 餌 LL 大きな 腫物が 出 來てゐ ろ。 切開して， S 

が つても る。) 

督 -嚼 つく やう LO 君、 困る ぢゃ ないか。 

川 (E 物 1-3- おさへ て) いや， どうも 申譯 がありません リ 

山 ー體、 どうして 遲 刻した のです。 

川 も-つ 絕 望です。 社長。 私 は ど、 つして い 、 か 分らな く 

な h ました 0 

山 何が。 

川 (鼠 物 yj- 指さし 顔に こんな 大きな 腫物が 出来た 

のです。 

督 そり ゃ大變 だ。 

川 この 顏 では 二枚目 はっと まりません。 

山 0§ ろ) ：： 

督  一^、 何時 出来たん だい。 
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躍 跳 34 惡 


監 綠犬監 犬  監犬綠 


綠川 昨日て す。  一 

監 ぢゃ、 昨日 一寸 僕に さう 云って くれ、 ばよ かった ぢ 

やない か。  一 

綠川 僕 もこん な 大きな 腫物に ならう と は 夢にも 思 はな か 一 

つた もんで：：  一 

監督 ぢゃ、 今朝ても 電話 を かけて くれ X ばい、 のに。 一 

綠川 何しろ 翳 者へ 行って 切開して 貰 ふのに、 今まで か丄 

つたん てす。  一 

犬. E 翳 者 は 何時頃までに 癒る と 云 ひました。  一 

綠川 (診斷 書， 懐中から 出す〕 これです。  一 

犬 山 (受取つ ズ讃 む) ふむ、 病名- 濃 泡 性 濕疹、 病 wr ま 

髮染の 中毒に よる 物と 認む ——- 君 は 白髮を 染めて ゐる Si 

か。  一 

終 川 え、 ® は。 (かう 云って、 頭.^ なでろ)  ，： 

犬 山 (つ ぃズ讀 む) 豫 後- 良。 十 曰 間の 靜養を 要す か 0ー 

監督 (嚼 みつく やうに) 困る ぢ やない か、 君。  一 

綠川 昨夕 一一 キビ だと 思って、 つぶした のが 惡か つたの. て 

す 0  i 

大山 (大喝) 馬鹿。 一一 キビの 出来る 年 かい。  丄 

綠川 (陰鳜 に) は あ。  .」 

監赞 社長、 どうし ませう。  J 

犬 山 巳む を 得ない。 撮影 は 延期 だ。 (綠川 に) 君、 撮影 


が 延期になれば、 會 社に それだけの 損害が ある 事 は 知つ 

てゐる だら うね。 

綠川 そり や 知って ゐ ます。 

犬 山 これ は 君の 責任 だと 云 ふ 事 は。 

綠川 知って ゐ ます。 

犬 山 ぢゃ， 會 社の 內规 によって、 君の 今月の SE は 半分 

しさ や 渡さない から：： 

川 (情けない 顔 付で) 減俸て すか。 

山 さう だ。 

督 社長。 折角、 撮影の as 子 を 見に 浦 春 潮先 生 も 來てゐ 

らっしゃ いますし * 俳優た ち も、 もう 扮裝 をす まして ゐ 

ますから どうです。 綠川 君の 出ない 最後の 場面 だけ. て も 

映し ませう か。 

山 成程。 さう して、 綠川 君が 癒る まで、 他の 撮髟 にか 

かって ゐ れば少 くと も 時間の 經濟 だね。 

督 ぢゃ、 皆 を 呼んで、 すぐ 取り か、 り ませう。 

山 さう して くれ 玉へ。 (綠川 に) 君は歸 つて 寢てゐ 玉へ。 

川 はい。 (退場) 

管 (扉の外-」半身，^-出して) お、 い、 皆來てくれ玉 へ。 

それから、 誰か、 浦 先生 をお つれして くれ。 

(俳 極， カメラマン、 監督 助手な ど、 ぞ るく 現 はれ 

る。 皆肚長 LL 一  錢 すろ。〕 


躍 跳 鬼惡 
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助 監大監 
手 督山督 ま 


(最後に 阿久澤た へ 子が， 文士 沛春 潮，^ 案內 して 出 

ズ くろ。 「浦 恭潮は 一座に ズー 称 醜 貌の俳 俊.^ して 扮 

^しむろ 事 」。：> 

たへ 子 社長、 これが、 浦 先生て ゐ らっしゃ います。 

犬 山 や. 先生、 ようこそ 私が 社長の 犬 山 眼八郞 です。 11 

此度 は、 また わざく 會社 のために 御 執筆 下さいまして 

有難う 御座いました。 

浦 いや、 始めて 御 眼に か.^ ります。 どうも 原稿が 大 へん 

遲れて 御氣の 毒でした。 

犬 山 どういたしまして —— その か はりあん な 御 傑作が 頂 

戴 出来ました ので、 皆 大喜びで 御座います。 

監^ 社長、 綠 川お の 事 を 鳥渡 先生 に：： 

犬 山 浦 先生。 どうも 申譯 のない 事が 出来まして (浦ば 默 

つて 犬. W の瓿， ^みて ゐろ) 實は 主人公 役の 綠川 昇が、 今 

朝 急に 顔に 大さな 腫物が 出來ま し て、 (浦は思ばす^^分 

の 欲 かなでろ) 醫 者から 撮影 を 禁止 された のて：：、 今、 

監督と いろく 相談いた しました が 、巳む を 得ません か 

ら 、綠 川の 出ない 場面 だ け 撮影す ろ窜 にいた しました。 

0 さ- 「です か。 それ は 困り ましたね。 

00 綠川君 は 二 キビ だと 思って、 つぶした のです。 

犬 山 (咳拂 ひ,^ する) 何も 先生が わざ/,^ 御出で 下さ い 

ましたのに、 こんな 失態 を 御 股に かけて、 何とも は^?  


浦 では、 今日は 最後の 場面 だけ やる のて すね。 

犬 山 さうて す。 何れ、 綠 川が 癒り 次第， 全部 撮影いた し 

す 0 

社長、 て は そろく か 、り ませう か。 

うむ 0 それで は 僕 も 浦 先生と 一 緒に 見物して ゐ よう。 

(助手-」〕 君、 撮影 準備 だ。 

i  、  0 

(助手 は大 卓の 位 sa,^ 直したり、 人工 光線の 装置，^ し 

たリ、 室內 f^K け ま はって ゐ る。) 

(監督 はシネ リオ, 開いて、 浦 春 潮と 何 か 相談 1^ して 

ゐる 0) 

(カメラマンば、 撮影機 fj- 適當 の. 11 に据 ゑろ。) 

(阿久澤た へ 子 は、 犬 山 服 八郞の 胸に よりすがろ やう 

にして 甘えながら 何 か 話して ゐろ。 女 ffisR 優す ベての 

眼ば 好奇と 羡望と 嫉妬の 光.^ 放つ ズ兩 人の 方に 燦爛と 

輝いて ゐ ろ。) 

(『死』 に扮 しに 野田靜 水が、 何時の間にか、 來てゐ る。〕 

野 田 (突然 叫ぶ) や、 大變 だ。 俺の 鎌がない。 

( 一 同 愕然とす ろ。〕 

職工に 扮 した 男優 君 はきつ と 撮影 場の 前の 酒場に 置 忘れ 

てきたん だよ 0 

野 あ、、 さう だ。 一寸 顧 むよ。 鎌 を 取って くるから。 
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監助監 
骨手督 


(大^J^>r」で退場。) 

監 43  (^1と打合ぜ,^す*-して、 室の中央に出ろ〕 阿久澤 

さん。 

たへ 子 (驚いて 犬 山の 胸から 離れろ) はい。 

監督 あなた は、 社長の 事務 卓の 前の 椅子に 腰かけて、 入 

口の 方 をみ てゐ るの てす。 

たへ 子 (云 ばれた とほ リの 姿勢 して) かう。 

監督 それでよ ろしい。 (乳母 LL 扮 した 女優 に 向って) 乳 

母さん。 君 は、 この 御嬢さんの 前に 立って、 いた はって 

上げて ゐ るの だ。 

乳母に 扮 した 女優 これて い X の。 

監督 よし。 そこでと (あた リ キヨ 口 キヨ 口 見廻す) お 

や、 野 m 君 は〕 

職工 に 扮 した 男優 いま- 銶を 取りに 行 さました。 

監督 (いら （- して) 仕樣が な い な。 折角、 浦 先生に 順 

序 を 追つ て、 撮影して 御 S に いれようと 思つ てゐ たのに 

(野 E 靜 水が 鎌，^ 擔 いで 飛込んで くる。) 

野 S や、 遲く なって 濟 まねえ。 

監督 さ、 早く 11 君 はこの 床机に 腰かけて くれ 玉へ 。(前 

の 組から はなして 宋 几,^  く〕 

野 E よしきた。 (腰かけろ) 


助手。 パックの スクリ ！ン はどうした。 

はつ。 (ス クリ ー ン, 立てろ) 

(カメラマン LL 向って J ォ， I ライ o( 手, 上げろ) 

(カメラマン 『死』 LL 扮 した 野 田 V?- 撮影し？ 1 じめ ろ。 

監督に 『死』 に 向って、 さま- 4^ の 注 窓，^ あたへ てゐ 

ろ。 少時、 監督。 撮影 中止の 合圖， ^すろ。) 

カメラ マ ン 何う したの てす。 

監督 (野 田に 向って) 君、 そんなに 動い ちゃ 駄目 ぢ やな 

いか。 

野 田 だって、 あんまり 急いで やって きたので、 呼吸が 切 

れて やりきれ ねえの さ 0 

監督 困るな あ —— カメラマン、 やり直し だ 0  ( カメラ マ 

ン無 言で、 また 撖影， ^やり 返す) 

(監督 はシネ リオ,.^ ち f< い./,, 見ながら、 いる /(\- 指 

圖1^-すろ。 静止して ゐた 『死』 はやが て、 首，^ 左右 LL 

動かし、 不氣眛 な 笑 ひ 洩らして. 撮影 終ろ。 監哲中 

止の 合圆 yj- すろ。 11 乳母と 令嬢とば その 間に 死 指 

さして は 笑って ゐ ろ。) 

野 田 (立 上ろ。 酋す i^l ^おり 搔 く：； あ、、 南京 蟲に 

さ、 れて. 非道え 目に 會 つた。 

監督 さあ、 今度 は あっちの 組 だ。 

(カメラ マ ン 撮影機， ^動かす。 助手 は 光線の 
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した リ- 人物の 位 動かしたり すろ。) 

搲影 はじまろ。 令娘 LL 扮 したたへ 子が 乳母と 結婚 に つ 

いて 話,^, L てゐ ろ。 ふと、 たへ 子 は 膝 朧と現 はれ. i,: 

『死』 の 姿^ 見て 驚く I - 凝視 數秒〕 たへ 子 撮影 中止の 

たへ 子 一寸 待って 頂戴。 

監督 (面. ^つて) 何う したの てす。 

たへ 子 ねえ、 監督さん。 こ、 の處が あたし やり 憎く つて 

仕 嫌がない わ。 何とか 直して 頂戴よ。 

監督 何う 直 すん てす。 

たへ 子 わえ、 先生。 (かう 云 ひながら 浦卷 潮の 方へ 步み 

0 え。 

たへ 子 今のところ、 何だか あたし、 やり 愤 いんです が： 

： 何うて せう、 先生。 あの 兹て 一 寸泣 くわけに はいき ま 

すまい か。 

監赞 そり や 無理です。 あすこて は 結婚の 樂 しさ を {1^ 想し 

て 乳母と 話 をして ゐ るので すから：： 

たへ 子 (惯 さげ LL 監督 tJ- にらんで) そり や、 あた L だつ 

て 知って る わ。 

監管 そこへ 突然、 『死』 の 姿が みえ るんで 面白い のです。 

始めから 泣いたら 折角 『死』 が 出て くるの が 無意味です。 


たへ 子 、監督の 言葉 fJ- き、 もせす) 先生、 何う で 御座い 

ませう 0 

0 それ を 僕が 御 答へ する の は、 一寸 闲 ります ね。 

たへ 子 あら、 どうして t ^せう。 

0 僕 はこの 會 社の 注文に よって、 僕と して は， あなたに 

一 番 はまった つもりで 書いた シネ リオです。 

たへ 子 そり やさう で 御座いませう とも。 

0 そこで. この シネ リオが 出來 上った とき、 會 社から は 

社長の 意志 を. 代表して、 此處に 居られる 撮影 監督が、 御 

約束した けの 金 を 持って 禮に 来られ だのて す。 (た へ 

子は酜 つて 聽 いて ゐる) だから. もう. 僕と して は， こ 

のシネ リオ は、 會 社に すべての 機 利 を 費って あ る譁 です。 

たへ 子 でも、 あなたが 御 書きに なった 物ぢゃ 御座いませ 

んか。 

0 さうて す。 決して 5^ 作ぢ やありません。 然し、 たへ 子 

さん * 書いた の は、 確に 僕です が、 相當の 金： 锁て賓 渡し 

た 以上す ベての 權 利は會 社に あるので すよ。 その 點 では 

丁度、 あなたの 指に はまって ゐる ダイヤの 指環， 4 同じ 事 

です。 こ はさう と 失な さう と、 もう 今では あなたの 御 勝 

手です。 

たへ 子 (監督に) ぢゃ. 監督さん〕 私が 云った やうに 直 

して 頂戴。 
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監督 そんな 事 は出來 ません。 

たへ 子 何故 出來 ない の。 

監督 成程、 浦 先生の おっしゃる とほり、 この シネ リオの 

すべての 檁 利は會 社が ゅづ つて 頂いた のです。 だから、 

權利を 持つ てゐ るの はこの 映畫會 社 だと 僕 は 思 ひます。 

たへ 子 だから、 直して 頂戴って 云 ふん ぢ やない の。 

監 $1 お分りに ならない ゃラ だから、 ハ ツキ リ云 ひます が、 

この シネ リオの 權利 は會 社に あるので すよ。 あなたに あ 

るので はない のです よ。 

たへ 子 でも 會 社の 物なら、 直して くれても い k ぢゃ ない 

の。 (たへ 子ば 犬 山の 額，， ^見ろ〕 犬山知らん額，^-し て ゐ 

ろ) 社長さん、 さ うぢ やなく つて。 

犬 山 (朥揚 に〕 とに 角、 この 映 畫の事 はすべ て 監督に 任 

して あるんだ から：： 

監督 (熱くな つて) さう です。 社長から 監督に 命ぜ ら れ 

てゐる 以上， すべての 事 は 僕の 責任な のです。 

たへ 子 ぢゃ 直して 頂戴。 

監督 厭です。 

たへ 子 何う して。 

監督 直せば この 映畫が 滅茶苦茶になります。 

た へ 子 直さなければ、 あたしが 引 立ちません。 

Oi 舂 潮が 大きな クシ ャミ, 5^ する。) 


監 曾 あなた は P 分 引 立って ゐ ます U 

たへ 子 あたし はもつ とく 引 立ちたい のよ。 

監哲 でも、 この 上 あなたが 引 立つ と、 他の 役者の 影が 薄 

くなります。 

たへ 子 だから， 他の 方の 影の 雜く ならない やうに あたし 

を 引立て、 下さい。 

監督 そんな 事 は 出来ません。 

たへ 子 て も、 それが 監督の 役目 ぢゃ なくって。 

監督 (憤然とし て) 僕 はそんな 事 をす るた めに 監督して 

ゐな いのです。 

たへ 子 ぢゃ あなたの 役目 は 何な の。 

監督 カメラ マ ンと 役者 を 監督 指揮して、 映蠻の 統一 を は 

かるの が 僕の 役目です。 (得意ら しく 浦 ilw 潮と 大山 と か 

ヂロリ とみろ) 

たへ 子 ほ X ::。 あたし 可笑しく なつち やった わ。 

監督 何が 可 笑いので す。 

たへ 子 だって、 あたし は あなたの 三十 倍 も 月給 を 貰って 

ゐ るの よ。 さうて せう。 

監督 (口惜しげ に) そり やさうて す。 

4^ へ 子 月給の 少ぃ 者が、 澤山 取って ゐる もの を 指揮す る 

なんて 滑稽 だ わ。 

監哲 (1§ ろ)：： ぢゃ、 僕の 役目 は 何 だと あなた は 云 ふの 
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たへ 子 さう ね、 あなたの 役目 は、 撮影の 時に 役者の 世話 

をしたり、 筋 を 直して、 あたした ちの 引 立つ やうに する 

事 だ わ。  . 

監督 悔厚 だ-. - とてもた まらない。 紅 長、 僕 はこの 映畫の 

監督 は 御免 を かう むります。 

犬 山 まあ、 君：： さう 愤慨 しないで：： 

たへ 子 社長さん. どうしても、 この 人が 直して くれな け 

れば、 あたし、 この 映 畫には 出ません からね。 

犬 山 そり や 困る .： 

たへ 子 (惯 らしげ に 監贤， そ，： らむ) あなた、 隨分 生意氣 

で 强情だ わ。 

監督 (破れ かぶれ LL なろ) 費樣 こそ 無智で 傲慢 だ。 

たへ 子 (わつ と 泣いて 犬 山の 胸に 凭リ か、 ろ) 社長さん。 

あの 監督 は、 あたし 大嫌 ひです から 免職して 下さい。 

犬 山 (唸ろ)：： 

0  (夢中に なって) 畜生， 誰が こんな 處に 居る もの か。 

こつ もから 御免 かう むら あ。 

(退場。) 

犬 山 (優しく) たへ 子さん、 泣く の はおよ しなさい。 (一 

swli 向って) これ は 何と 云 ふ 醜態 だ。 ー體、 この頃 は會 

^の 規律が 亂 れてゐ る。 まるて 滅茶苦茶 ぢ やない か。 浦 


先生に 對 しても 面目ない 次第 だ。 今日は これで 撮影 中止 

にす る。 何れ 監督に 對 して は嚴 重な 制裁 をす るから：： 

皆さん。 もう、 あっちへ 行って よろしい。 ( 一 同一 禮し 

て 去る) 

(後に は 阿久澤た へ 子と 大山と 浦 ir? 潮と が 残る。) 

浦 あの 監督 は惜ぃ 事に は、 少し 頭腦が 舊 すぎます ね。 

犬 山 全くです。 どうも 頭 固て 困ります。 

たへ 子 浦 先生の やうな 聰明な 方に 監督して 頂いたら、 ど 

ん なにい X 氣 持てせ う。 

浦 (にや/ \ して〕 たへ 子さん の やうな 天才 は、 か へ つ 

て 監督な んか あると、 藝 術の 奔放 性 を 束縛 されて 御不自 

由です よ。 

r へ 子 (美し い 聲ん」 出す) あたし 先生が 好きだ わ。 

犬 山 (不安ら しくた へ 子, ^にらむ) どうもた へ 子さん は 

時々 さう 云 ふ 心に もない 失 禮な事 を まつ ていけない。 

浦 や、 これ は 御 邪魔し ました。 僕 はこれ から、 ある 雜誌 

の 編 ® 所へ 行かなければ なりません から， 失禮 します。 

たへ 子 あら、 もう 御歸 りな さるの。 

浦 失敬し ます。 

犬 山 これ はどう，.？ 大 へん 失 鱧いた しました。 て は. • その 

內、 また ゆっくり 御 眼に か X つてい ろく 御 話 を 承り ま 

す。 (ー禮 す， 0 
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': 犬た 犬 た 犬た 犬た 犬た 犬 


(沛^^潮退場。) 

たへ 子 なか/. \ 頭腦 のい、 方ね。 

犬 山 (不 機敏 に〕 俺 は 文士 は 厭 だ。 

たへ 子 (凝 乎と 犬 山，^ みて ゐろ) あら、 あなた は 嫉妬 を 

やいて ゐる のね。 (迸ろ やうに 笑 ふ) 

犬 山 お前の 擧動 はどう も 怪しかった。 

たへ 子 まさか、 いくら あたしが 物好き だって、 あんな 變 

な 顔の 人に：： 

山 變な顏 の 人に は 惚れない と 云 ふんだ ね。 

へ 子 あたり まへ だ わ。 

山 ぢゃ、 俺 はどう だ U 

へ 子 あなた は 別よ。 

山 だって、 いま、 お前の 云った 事 を 煎じつ める と、 俺 

の やうな 者に は 惚れつ こ はない と 云 ふ 事になる ぜ。 

へ 子 (藤む やうに) 馬鹿ね え、 あなた は。 

山 どうして。 

へ 子 だって、 あなた は 別 だって 云 ふ 事 はも やん と 分つ 

て ゐるぢ やありません か。 

山 それが 俺に は 分らな いんだ。 

へ 子 だから 馬鹿 だ わ。 

山 どうもお 前の 云 ふ 事 は 可笑しい ぜ。 

へ 子 何故。 


犬 山 だって. 正直な ところ、 あのへ つぼ こ 文士と 俺と 比 

ベ て 男 振に は 大した 違 ひ はない からね。 

たへ 子 だって、 あなた は、 第一、 お金が ある わ。 

犬 山 (t むろ) ：： つまり 俺の 金鍍金に 惚れて ゐ るんだ な 

たへ 子 ねえ、 あなた、 そんな 事 どうても い X ぢ やない の。 

犬 山 ぢゃ、 俺が 破產 したら、 どうす るリ 

たへ 子 そんな 事 は ある 箬 がない わ。 

犬 山 (段々 凄い 服 付 に なろ〕 いや、 たへ 子-誤魔化しち 

やい けない。 俺 は 本當の 事が き、 たいんだ。 

たへ 子 そり や 無理 だ わ。 

犬 山 何が 無理なん だ。 

たへ 子 ぁたし本當の^^なんか考へ てみた寧はなぃんてす 

もの — 

犬 山 (突然、 たへ 子の 手 vJ- れ 上げろ) どう だ。 痛い か。 

たへ 子 (額，.^ しかめて) また. 始まった のね、 痛い わ。 

犬 山 (齒, ^喰 縛って、 ますく ね. ち-上げ ろ〕：： 俺が 憎い 

か。 

た へ 子 およしな さいよ。 (叫ぶ) 痛い。 

犬 山 俺が 愤 いか。 

たへ 子 (恐. <： しさう に) あなた、 氣 がちが やしなく つて 0 

犬 山 (たへ 子，^ にらんで) さぞ、 愤 いだら う 。この 俺が：： 
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たへ 子 そり ゃ惯 いわ。 

犬 山 (クタく になって、 手,^ ゆるめろ〕 それみ ろ —— 

それが お前の 本音 だ。 本當 はお 前 は 俺 を 憎みき つて ゐる 

の だ。 

た へ 子 あたり まへ だ わ。 あんな 亂 暴な 眞似 をす るんで す 

もの- -: (腕,^ 出す) 御覽 なさい。 こんなに 紅くな つた 

大山 (それ^ まいとして) よせ、 もう、 そんな 腕なん 

か 出す の は 止めろ。 

たへ 子 (獨 言の やう lO 本當に ひどい 人ね、 まだ ひりく 

する わ。 

犬 山 r 陰 隳に) たへ 子。 

たへ 子 何よ。 

犬 山 くどい やう だが、 もし、 俺が 破產 でもしたら、 お前 

はどうす る 0 

たへ 子 此頃 • あなた は餘 程、 どうかして ゐる わ。 祌經衰 

弱ぢ やなく つて。 

犬 山 (いらくして〕 俺の さいて ゐる 事に 素直に 返事 を 

しろ 0 

たへ 子 だから、 この間から さう 云って ゐるぢ やない の。 

あたし はそんな 事を考 へ た 事 はない つ て。 

犬 山 また 11 ぢゃ、 俺が 賴 むから 考 へて みてくれ。 


たへ 子 そり や 無理よ。 

犬 山 何故 リ 

たへ 子 あたし 考 へたくない 事 は、 いくら 考 へようと して 

も考 へられな いんです もの。 

犬 山 一 體、 お前の 魂 は何處 にある の だ。 

たへ 子 そんな 事， あたしに 分らない わ。 

犬 山 どんな 男で も、 大抵 何處 かに 急處が あるが、 女の 急 

處は 俺に はどうして 、兑 付からない。 

たへ 子 女 は 身 體全體 が 急處だ わ。 

犬 山 つまり 何處を さはっても、 同じ 感じし き や 起らない 

んだ。 急處 がない 譯だ。 

た へ 子 (美しく 微笑して) あなた。 

犬 山 何 だ。 

たへ 子 これで，.^ 愚圖々 々云 ふの。 (かう 云って、 右の 手 

, ^眞 直に 高く 搫げ る。 ゆろ い 衣服 は 長 襦样の 袖と 一 緒に 

まくれて、 甴ぃ腋 の 下がみ えろ。 黑ぃ 絹糸の las の やうな 

毛が 叢生して ゐろ) 

犬 山 (颜 へ る) 駄目 だ。 俺 は變態 性欲 つた。 (頭.^ おさへ ろ) 

(事務 卓の 上の 卓上電話が 突然け た、 ましく 鳴ろ。) 

犬 山 (飛んで 行つ ズ、 受話器 fj^ 耳 に 押 付けろ) は あ， 俺 

だ. I 何 取締と 監査役が 来る つて：： さう か」 俺 はもう 

十分 位 は 社長室に ゐる つもり だ。 ぢゃ. 待って ゐ るから。 
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さよなら  

たへ 子 日向さん と 飛 田さん がゐ らっしゃ るの。 

犬 山 (陰轘 に ) うむ。 

たへ 子 何の 御用て せう。 

犬 山 さあ * 何か會 社の 事 だら う。 兎に角、 お前が 此處に 

居ち やま づ いね。 

たへ 子 ぢゃ、 あたし 行く わ。 

犬 山 もう. す. く 家へ 歸 るかい。 

たへ 子 どうで も  

大山 晩飯 を 一緒にた ベよ うぢ やない か。 

たへ 子 え 、、ぢ や 洋食に しませう。 

大山 うむ。 何でもい X。 ぢゃ 撮影所の 方で 待って お出て。 

たへ 子 え、 11 ぢゃ、 また 後で。 (かう 云って 眼で 笑つ 

て 退場) 

(犬 山 眼 八郞ば 事務 卓の 處へ 坐って、 き はめて 陰嚮な 

して、 書類 挟みから、 數 葉の 書類，^ 引出し 調べて 

ゐ ろ 0〕 

(扉 vj- た、 く 昔。) 

犬 山 おはい り0 

(、、の 聲に應 じて、 取綺 役、 日向 孝 一 と， 監査役、 飛 

田 五郞 とが 入って くろ。) 

曰 向 や、 社長。 御 待たせし ました。 


犬 山 いや、 大 へん 早かった ぢ やない か。 

日向 ほ 動 車で 飛んで きたの てす。 

犬. W ふむ。 (探ろ やう に 二人の 額，^ 兑 比べろ) 

(沈 默。) 

日向 (飛 田に 向って) ぢゃ、 僕から 御 話しよう か。 

飛 £ さう 願 はう。 

犬 山 何 だね。 

日向 例の 一 件です。 どうです * 社長、 金策の 方 は、 f まく 

運びました かリ 

犬 山 殘念 だが 、 駄目 だ つた。 で、 君た ちの 方 は：： 

日 向 やはり 駄目でした。 (沈 默) 何しろ 恐るべき 不 景氣 

てす よ。 ねえ、 飛 田 君。 

飛 田 何處も 決算期 だからな。 

犬 山 一文 も 出来なかった のか。 

口 向 え \、 责に 不思議な 位です。 

犬 山 (1§ ろ) 撲は 君た ちの 方を當 にして ゐた。 

飛 S 私 はまた 社長の 方を當 にして ゐ たのです。 

犬 ，：！ 株主 總會 は、 もう、 眼の 前に 迫って ゐ るんだ ぜ。 

日向 蓮く も、 此處 二週間の 內に は、 何とかして 五十 萬圓 

だけ 調達し なければ なりません〕 

飛 m 私たちの 方に は、 もう、 一 つも 當 はありません。 

口 向 これが 百方 奔走の 結果です。 
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犬 山 ：： 僕の 方に もな いんだ。 

(沈 默。) 

飛 E 社長。 

犬 山 何てす。 

飛 S 株主た も はもう 感づいて ゐ るので す。 

大山 (飛 上ろ) それ は本統 かい。 

飛 E 昨 曰 ある 銀行て 厭な 噂 をき X ましたよ 0 

犬 山 厭な tl- 11 どんな。 

飛 m 大 株主の 島 田 運 平が、 こっそり 一味の 株主た ちと 會 

合して た 形跡が ありさう です。 

日向 何しろ 彼奴 はこの 前、 社長に なら. うとして 失敗して 

ゐ ますから.； r 

犬 山 それが 事實 なら 大變 だ。 帳簿 を撿查 される とすぐ 我 

我 は 横領 罪で 縛られる.^ 

口 向 さう-てす。 

犬 山 しかも 僕と 島 田と は、 犬と 猿の 仲 だ。 

日向 社長、 どうかして、 二週間 以内に 五十 萬圓 だけ 調達 

して 下さい。 

飛 田 もう、 かうな つて は、 社長に 調達して 貰 ふより 他に 

方法はありません。 

犬 山 僕の 私財 をす つかり 投 出しても、 五萬圓 あるかな し 

だ 0 


飛 E そんな 事 ぢゃ燒 石に 水です。 

n 向 (狡 さう に) 瓧 長お 互に 誠意 を 以て 御 相談し よ う ぢ 

やありません か 0 

犬. E  (愤 然として) ぢゃ， 僕が 財 產を隱 匿して ゐる と 云 

ふの か。 

日向 阿久澤た へ 子の 名義に なって ゐる 銀座の 地所 を抵當 

に し て 御 ^13^ な さ い 。銀行 ぢ や 五十 萬 は 立派に 出します よ。 

犬 山 あれ は 出せない。 俺と たへ 子の 死 金 だ。 

口 向 ぢゃ， 社長 は 我々 を 見殺しに す るんで すか。 

飛 田 (凄い 額-」 なろ) あなた は 私に あの 時、 何と 云 ひま 

した 0 

犬 山 ぢゃ， 君 は 僕の 言 を 全部 信じて ゐる のかね。 

飛 W あたり まへ てす。 

犬 山 嘘 も 休みく に 云 ひ 玉へ。 君 は 自分 も 金が 欲し かつ 

たから、 我々 の 3^ 方に なって 、帳簿 の 監査 を 怠 つたの だ。 

飛 田 あなた は惡黨 だ" 

日向 よし 玉へ， 飛 田 君 U 社長 は 君より 役者が 上 だよ。 だ 

が、 犬 山さん。 さう 突 放して しまつち や、 あなたに もお 

爲 になり ません よ。 

犬 出 そり や 無論 三人 共倒れ だ。 

口 向 まあ、 一つお 互に 何 かい \ 方法 を考 へよ うぢ や あり 

ません か。 
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犬 山 それや 君の 云 ふと ほりだ。 

(突然 >  扉.^ 亂打 すろ 者が あろ。) 

(三人 ギ ョ ッ とすろ。) 

飛 田 (t. 吸. ^呑んで) 何 だら う。 

口 向 はてな 0 

犬 山 とも 角 も 開けて み 玉へ。 

飛 田 (扉，^ 開けろ) 

(職工に 扮 した 男優が 飛込んで くろ。) 

犬 山 (一 歩 退が っズ銳 く〕 何 だ。 何う したの だ。 

職工に 扮 した 男優 (手に 持った 號外 vj- 差 出す) 大 へんで 

す。 號 外が 出ました。 

飛 田 (楚 ふ樣 に 受取ろ。 譲む) 社長、 北京が 大地震て す。 

犬 山 え、 ペキンが —— どれく。 

飛 E いえ、 僕が 讀 みます。 天津よりの 無線電信 によれば、 

今朝 午前 八 時 二十 八 分、 北京 市に 大地震 突發 して， 死者 

無慮 七十 萬、 傷者 擧げ て數 ふべ からず。 なほ、 地震と 共 

に、 市街 各所に 火災 起り 目下 延燒 中、 悲 絕慘絕 言語に つ. 

きがたき 由 U  . 

日向 ふむ。 郵船 株 は 暴騰す るぞ。 

飛 田 その後に 大學の 地震 學敎 室の 今 村 博士の 話が のって 

ゐ ます。 

犬 山 (驚喜して) そんな 物 はどうで もい X —— 日向 君、 


我々 は 助かった よ。 

口 向 どうして す。 

犬 山 (職工に 扮 した 男優：， L 向って) 君 は 撮影所に 飛ん て 

行って、 カメラマンに 大 至急 来て くれって さう 云って く 

れ 玉へ. > 

職工 LL 扮 した 男優 はつ。 (退場) 

犬 山 君、 二の 地震 は 天祐 だよ。 早速 飛行機 だ。 

H 向 どうも 社長のお 話 は あんまり 奇拔 て、 私に は 分り ま 

せんが：： 

犬 山 君 はどう かして ゐ るね 。北京 大震災 の 映畫が 出れば 、 

五十 萬 やそこら は 瞬く 內に 儲かる とい ふ 事に 氣 がっかな 

いか。 

日向 て も、 金 は 二週間の 内に 要る のです よ。 

犬 山 飛行機て 一 呼吸に 飛べば" 北京まで 二日 路だ。 一 日 

撮影して 二日て 歸れ ば、 一週間 目に は、 市 の 常設 鉈に 

は 震災の 寫眞が 出る 譯ぢ やい か。 

日向 成程。 

飛 田 さすが は 社長 だ。 

犬 山 天 未だ 我 を 捨てず だ。 兎に角、 飛行機 會 社に 電話 を 

かけな くも^!  (かう 云 ひながら、 卓上 鼋 話の 虔へ行 

さ、 受話槻 取って、 耳 赏ズ ろ) 

(職 H に扮 した 男優が 飛んで 出て くろ。) 


職工 Li 扮 した 男優 ^^長、 駄目です。 

犬 山 (いぶかしげ に) 何 -11 駄目 だ。 

職 H に扮 した 男優 監督と カメラ マ ン とが、 同盟罷業 を 起 

しました。 

犬 山 (哈 ろ、 杼倒 すろ) 

日， M 社長、 社長、 どうしました。 氣を 確に お持ちなさい。 

(飛 5に) 君、 翳 者 を：： 

飛 E  (職工に 扮 した 男優」) おい、 早く 醫者を 呼んで 來 

ないか。 

職工に 扮 した 優 はつ。 (行かう とすろ〕 

犬. S  (やう やく 呼吸，^ 吹 さかへ す) 

飛 E  ^長。 御氣 がっさました か。 

犬 山 おい、 もう 翳 者 は 呼ばなくて もい 

職工- し 扮 した 男優 はつ。 (退場) 

大山 (額の 汗 1^ 拭く〕 大打擊 だ。 然し、 日向 君、 みすく 

儲かる 處 を：： 實に 殘念ぢ やない か。 

口 向 然し、 郵船 株 は 確に 暴騰し ますよ。 

大山 僕 は 全く 不運 だ。 折角 滿 都の 人氣を 集める 事が 出来 

る處 だった のに ： 君み てゐ 玉へ。 さっと 大 阪の會 社が 

僕の 計 畫を資 行す るよ。 

n 向 社長， 何 辜 も 廻り あはせ-てす。 御 諦めなさい。 

飛 E かうな ると、 いよく 善後策が 緊急 問題です ね。 


口 向 大地震が 東京に 起る とよ かったん だが な あ。 

犬 山 (眼.^ 閉 つて) せめて 火事ても あると、 差 向 一時の 

急場 はし のげ るんだ が：： 

口 向 (異様な 聲で) 瓧長、 あなた は眞 面目に さう 思 つ て 

お出で ビ すか。 

犬 山 僕 は 何時でも 眞 面目 だ。 

日向 (不氣 味な 微笑) それ ぢゃ救 かる 途が あるか も 知れ 

ません よ。 

犬 山 何、 救 かる 途 が：： 君。 そり ゃ本當 か。 

日向 この 會 社に は、 フィルムが 澤 山貯藏 してあります ね。 

犬 山 さう さ、 四 五日 前に 米國 から 入荷した から、 少 くと 

も 二十 萬 尺 は ある だら、 つ。 

飛 田 二十 萬 尺 あれば、 階下の 倉 isr ハイで せう。 

日向 重要 書類 はすつ かり 此處の 金庫に あるで せうな。 

犬 山 無論 だ — つつかり 他人に は 見せられな いからな。 

日向 フィルム 貯藏 倉庫 はすぐ この 下て したね。 

犬 山 さう だ。 

B 向 あなた は 金庫に 火が 入る 理由 を 御存じて すか —— 火 

事の 場合に。 

犬 山 知らないね。 そんな 事 は。 

日向 さう 云 ふ 事 も 研究して 置く ものて すよ。 

犬 山 (不安ら しく〕 一  體ど うすれば、 金庫に 火が 入 る の 
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• こ 、 0 

日向 譯 はありません。 フィルム を 入れて 置く のて す。 さ 

うすれば、 金庫 は 破裂して しま ひます よ。 

犬 山 (^ろ ビ：. 

飛 E 成程、 これ は 工夫 だな。 

犬 山 二十 萬 尺の フィルム は、 此 建物 を燒 くに は、 十分な 

燃料 だ。 (陰聽 な 餌で 考 へこむ〕 

飛 E 證據が 無くなれば、 もう 法律 を 恐がる 必耍 はあり ま 

せんね 0  . 

犬 山 待ち 王へ、 日向 君。 君 は實に 恐ろしい 男 だね。 

日向 何故です。 

犬 山 君 は 島 田に 賈收 されて ゐ るね。 僕に 火 をつ けさして 

置いて， 君た も だけ 助か ら うと 云ふ惡 だくみ だ 0 

日向 いや、 それ は 誤解て す。 私 は 島 田と は 少しも 關係は 

ありません。 

犬 山 然し、 火 をつ けて、 使 込みの 方の 證據を 無くして し 

まへば、 あと は、 放火の 罪跡 だけが 問題になる の だから 

日向 (冷然と して) それ" てなければ、 社長に 全責任 を 負 

つ て 貰 ふだけ です。 

犬 山 全責任 を 負 ふと 云 ふと：： ふむ、 僕に 自殺し ろと 云 

ふの かね。 


口 向 とに 角、 もうかう なつち や、 その 二つより 他に は途 

はありません よ 0 

犬 山 (凄い 眼で 二人, ^にらむ；； 僕が 自殺 させられる とす 

れば、 君た ち 二人 も安穩 にして は 置かない。 

日向 社長， そり や 駄目て すな。 

犬 山 どうして。 

日向 あなたに だって 分って ゐ るで せう。 我々 は 何時も あ 

なた の 手から だけ 金 を 受取つ てゐ るので すよ。 帳簿に は 

みんな あなたの 印が 接して ある だけな のです。 

犬 山 惡黨。 

飛 H  a 向 君、 僕の 方 も 大丈夫 だら うね。 

日向 安心して ゐ 玉へ。 惡 いやう に はしない から：： 

犬 山 然し、 監査役が 見 免して ゐた點 で 株主た ち は 疑 間 を 

持つ からね。 

日向 ぢゃ、 すっかり 云って しま ひませ う。 その 方が あな 

たも 往生し ぃ&だ らうから。 

犬 山 まだ、 何 かたくらん でゐ るの か。 

u 向 資は私 も 島 田 運 平の 密議に ぁづ かって ゐ るので す。 

犬 山 (隐 ろ) 底の 知れない 惡黨 だ。 

日向 あなたが 全責任 を 負って 下さる とすれば， いろんな 

氣持の惡ぃことをぉきかせしなぃ方が^^顏が奇麗になる 

だら うと 思って、 これまで 謹 して ゐた の-てす。 つまり 老 


蹣跳 J4 悪 
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婆 心て すよ。 

大山 0W 嚼み 1^ しながら〕 よくも 君達 は 俺 を こんな 破目 

におと し 入れた な 0 

日向 方法 は あなたの 御 勝手です。 とに 角 二つし さや 途は 

ない のです から、 —— ぢゃ、 よく 御 考へを 願 ひます。 (飛 

田に) 君歸 らう。 

飛 田 ^^長、 失禮 いたします。 

(兩人 退場。) 

(沈 默。) 

犬 山 (獨 語， } だが、 みすく、 彼奴 等の わなに 引か 、 る 

の は、 何う 考 へても 心外 だ。 仕方がない、 ー應 はたへ 子 

をロ說 いてみ よう 11 然し、 彼奴が なか （- 一 筋 繩で行 

く 女て はない からな。 もし 銀座の 地所 を 俺に 贷せ ばよ 

し、 贷さ なさ や、 彼奴 を 殺して、 俺 も 死ぬ ま-て だ 11 た 

へ 子 は 何と 云っても 日本一 の 女優 だ。 彼奴の 居ない 會社 

は、 魂の ぬけた 死骸み たや、 「な 物 だ。 (事務 卓の 抽出し 

から、 小形の-：：：働拳銃^^出す。 凝視 数秒 —— 突然。 哄笑 

す る) その 時の 島 田 や 曰 向の 顔が 眼に みえる やう だ。：： 

(扉 昔 もな く 開く。) 

(たへ 子が 現れる。) 

たへ 子 あなた、 何が 可 笑いの よ。 氣昧の 惡ぃ笑 ひ 方 をす 

る わね。 


犬 山 (举錢 fj-^ す〕 誰 だ。 たへ 子 か。 あ、 吃驚した。 

たへ 子 何と 云ふ顏 をして ゐ るの —— 何だか あなた 變 ね。 

(注意 深く あた リ 1^ 见ま はす) 

犬 山 (時計 vJ* みろ) もう 約束の 時間 だな。 たへ 子、 出か 

ける 前に 1 寸 話が ある。 まあ、 此處 にお かけ。 

たへ 子 ところが、 あたし 殘 念です けれど， 今日 行かれな 

いの 0 

犬 山 何、 行かれない。 飯 を 喰 ひに かい。 

たへ 子 え \ 、今、 家から 電話が か X つてき てね、 何てす 

か、 急に 歸 つて 來 いって 云って きたの よ。 

犬^  (注意ぶ かくき いて ゐろ) たへ 子、 今お 前 は、 日向 

に出會 つたら う 0 

たへ 子 い、 え、 出會 はなかった わ。 

犬 山 嘘を吐い ちゃい けない。 この 廊下の 階 子の 邊で 出會 

つた 害 だ。 

たへ 子 全く 會 はない わ。 

犬 山 — お前が シラを 切る ところ をみ ると、 もう、 日向 

はお 前 を 抱 込んで ゐ るんだ。 仕方がない。 いよく 最後 

後の 手段 だ。 

(突然。 犬 山 は 拳銃で、 たへ 子 1^ 射つ。 たへ 子 倒れろ。 

犬 山 は、 その上に-逸 ひかぶ さる やうに 身，^ 伏せろ。) 

犬 山 これて や、？ やくお 前の 正體が 分った。 (自 殺す ろ。 奇 
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躍 跳 * 惡 


拔 な米國 製の 置 時計が、 この 時、 オシ ゴ ー か 仕掛で、 汽 

ffi 一  驛 新橋^ • はや、 わが 汽車 は 離れた リの 一 節,^ 朗か 

LL 奏し だす。 苦悶して ゐろ犬 山 は 首 yj- 上げて 叫ぷ〕 誰が 

時計 を かけたん だ = (死す) 

(少時、 『死』 Li 扮 した 野田靜 水が 醉 つばらって 入 つ 

てく る。 嫌！^-持ってゐなぃ。) 

野 田 や、 社長と たへ 子と 寢てゐ やがら：： 

(野 田 は 猥褻な 身 振，^ して、 大^に 笑 ふ。 日が 次第に 

甚れ る。) 
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女 桑 淸醫櫛 同 同 宇 

島 水田 佐 

お 信の 美 

英ー え ぶ 新 
中三郞 者い 一子 吾 


おえい 先生. 如何て 御座いませう。 助かり ませう か。 

驛者 さあ。 

おえい (泣驛 で) もう 駄目て 御座いませ うか。 

醫者 さあ。 (長い間，^ 髭いて〕 モルヒネ を どの位 飲まれ 

たの か 分らん ので：： 

おえい 只今、 吐きました だけで はないで せう か。 

醫者 まだ 胃の 内に 殘 つて ゐる かも 知れません ね。 それに 

不斷 から 心臓が 弱い 方でした から 心配です。 

おえい (思 はす 高い 聲で) 先生、 どうかして 生命 だけ 取 

りと める やうに して U 'さい まし。 後生です から ：• 

翳 者 ：： まあ 、出来るだけの 事 はして みます が、 ：: 

新 吾 (突然 浮言.^ 云 ふ。 辯士 時代の 調子が その 言 LL 殘っ 

てゐ る) 飛行機 上の 接吻 か。 素 的、 素 的。 

おえい まあ、 あんな 事 を：： 

醫者 何、 浮言です よ。 モルヒネ 中毒 者 はよ く あんな 事 を 

云 ひます。 や、 大分 脈 もよ くな つてき ました。 この 調子 

だと、 或は 持直す かも 知れません。 

おえい まあ、 本統て 御座いま すか。 さうな つ て くれた 

ら、 どんなに 嬉しい か 知れ やしません C 

新 吾 (突然) あは、、：：。 こり やい、。 やつば り チヤ 

-ソブ リ ン は 大悟 傲 底し てるね。 女に ことわられ てる あの 

顔 付と 云ったら * は、、：： 


艦噓 (一 5 


物 

活動 寫眞會 社長 

別居の 妻 

一 子 

辯護士 

重 役 

現 代 

『大悟 徹底』 と 云 ふ 大字.^ 俗 惡な峯 致で 書いた 額の 下 

に 立派な 鬆 生やして 肥った 宇佐 獒新 吾が、 ビ いたく 

な寢 具の 內に身 la- よこた へて ゐろ。 新 吾 は、 某 活動 寫 

aiRW: 肚 の辯士 から 成 上った 社長で あろ。 毒藥ん /吠んで 

a 殺 ふし かけた 處 であろ。 醫 者が、 秃 頭の 後 だけ， 見 

せて、 了. 5 に 脈,^ 见てゐ ろ 。妾の 櫛 田お えいが 心配 さ 

うな 付で 坐って ゐ ろ。 深夜の 事で もろ。 


i2 


噓 


gs? 御商賣 柄， 活動 寫眞の 事が 始終 頭 を 離れな いんです 

おえい (脈が よくな つたと 云 はれた ので 、すっかり 安心し 

て〕 まあ、 夢で も 見て ゐ るんで 御座いませ うか。 先生 U 

15 者 さうて す。 モ ル ヒネを 飲む と、 始終 愉快な 夢 を兑て 

ゐろ譯 てす。 

おえい でも、 死ぬ つもりの 人間が：： 吞氣な 夢なん か 見 

て ゐて。 それて よろしい の. てせ うか。 

驛 者 え、、 別に 構 ひません。 (時計, ^出し \ ^みる) もう 

十 一 時です ね。 

おえい え、、 かれこれ そんな 物て 御座いませうよ。 

齊者 (新 吾の 瞳孔,^ 調べた リ 、罄 まくって みたり すろ。 

心臓部に 聽診器 VJ^ あ がって 凝 乎と 耳，^ すます。 やが 

て) 心臓 は、 仕 合と 今のところ では、 だん/ \- い k 方に 

向つ て 來てゐ ます。 では、 私 はもう 一 軒、 急病で 見舞 は 

なければ な ら ん 家が あります から：： もし 御 容態 に 變り 

が ありましたら、 霄 話て 御 報ら せ を 願 ひます。 何れ 明朝 

は， また 拜 見に 上ります が：： 

おえい (柱の 呼 リン 押す) まあ どうも 遲く 御苦勞 さま 

て 御座いました 。では 容態が 變 りましたら 電話 を おかけ 

いたします。 (叮 1- に 別れの 挨投， ^する) 

新 吾 此處は 少し 切ら なきや 臀 察て やかましく 云 ふだら う ■ 


ね。 惜 いな あ、 人情の 極致 だからね。 何しろ 毛唐 は 大悟 

徹底して るよ。 は、：： 

(女中 登場。) 

醫者 (診察の 逍 具，^ 片付けて) 盛んに St 言が 出ます ね。 

では 明朝。 (輕 く會釋 して 立 上ろ) 

(おえい は 出て また 女中- IL 向って。) 

おえい 先生 を 御 玄關 まで 御 りし てお く れ. 1 - では 先 

生、 私は大 へん 失 禮て御 ii いますが 此處て 御免 かう むり 

醫者 さあ、 どうぞ。 (退場、 女中 その あとに つ いて 行く. ：- 

(沈 酜。) 

新 吾 それ、 ォ ー ケス トラ。 英國 の國敬 だ。 ド ドレ .レ ド 

レル、 ミ ミフ アミ レド •  • ： はは — (おえい は 驚 いてみ 

てゐ る。 長いく 沈默、 新 ll^a は 身 ，る。) 

おえい あなた 。あなたり ぉ氣 がつ いて 。あなた。 (長い 

間。 答へ なし) やつば り 駄目 だ わ" 

(女中 登場。) 

女中 只今、 會 社の 管 業 部の 安本さん からお 電話で 御座い 

まして、 あれ か ら御 容態 は 如何て いらっしゃります かつ 

て 仰し やって 御座います。 

おえい ぢゃ あたしが 出る から、 お前 鳥渡 此方へ 居て おく 
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お 新 お 


女中 、，o 

(おえい 退場。 女中 は 恐 さう LL 枕元に 坐って ゐ ろ。) 

新 吾 (大きな 聲で) おい。 どうしたんだ。 警視 廳 から は、 

まだ 檢閱 に來 ないか。 

女中 (面喰らって) はい。 旦那 さま。 まだ どなた もお 見 

えに なりません。 (返審 なし。 女中 はけ  >ん な 額で 新 吾 

つ. X  乂ゐ ろ。 やがて 心 ffi さう に) 寢言 かしら。 

io) 

(おえい が 出て くろ。) 

おえい ぢゃ、 お前 はもう あっちへ 行って 居ても い \ よ。 

女中 はい。 (退場 ぜんとす) 

おえい あ、 それからね、 淸 水さん に 話 を かけて、 曰ー那 

さま はもう お宅 をお 出な さ いましたら うか つ て 伺つ てお 

くれ。 

女中 はい 0( 退場) 

おえい (獨 語) もう えさうな もんだ のに：： (新 吾 長 

い^ 吸，^ して 身.^ 動かす) あなた。 あたして すよ。 えい 

よ 。分って あなた。 (返事な し) あなた。 (あたりに 誰 

も！ ない の 見て) 何とか 云って 调 戴よ。 ねえ、 あな 

た。 (淚聲 で) ほんと に 駄目な のか しら。 あ.^、 どうし 

たらい \ たらう" (新 s!« の 上-し 突っ伏して 泣く) 

S  (身動き fS- すろ。 長い間。 哀れな 聲で. } おい、 苦し 


いから 除いて くれ。 

おえい (驚喜) まあ、 (凝 乎と 新 吾の 額， のぞきこむ) 

あなた。 ぉ氣が 付いて。 ほんと にお 氣が 付いた のね え。 

(微笑) 

女中 (登場) あの、 淸水 さまの 曰ー 那 さま はもう お宅 をお 

出な す つ た さうて 御座 い ます。 

おえい はな。 御覽 よ。 且那樣 がお 限 をお 開きな すった より 

女中 まあ、 ほんと で 御座いま すか。 (まじく と 見ろ) 

新 吾 おえい。 さう 騷 がないで くれ。 頭が 割れさう だ。 

おえい ぢゃ、 はなや、 お前 は あっちへ 行って ゐ ておくれ。 

(女中 退場。) 

新 吾 何だか、 まだ 身體 中が 俺の 物ぢ やない やうな 氣 がし 

てなら ない。 (長い 呼吸，^ すろ) 

えい そんなに お 苦しく つて。 

吾 一 體ど、 つ し て 俺 は 死な. X かったん だい。 

え い あなたが モルヒネ を 召 上がったら すぐ 铺田 先生が 

ゐ らしって、 すっかり 藥. て 吐かせて 下さつ たん-て、 助か 

つたんで すよ。 先生 はね、 もう 五分 も經 つて ゐ たら- と 

て も 駄目だった らう。 うまく 手後れに ならずに 濟ん だつ 

て さう 云って ゐ らしった わ。 

新 吾 困った な あ。 今更 助からう なんて SSi にも 思 はな かつ 

たよ〕  j 
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お 新 お 


新 お 新 


新 吾 (間. 5- 置いて) 併し 俺 だって モルヒネの 瓶 を 手に 持 

つまで は、 やはり その 位に 考 へて ゐ たんだ。 

おえい (注意 深く 新 吾, a- 見る。 恐怖の 表情〕 何 を 云って 

るの よ。 しっかりして 頂戴。 

新 吾 お前 は 俺の 氣が變 になった と 思って るね。 (間) 大 

丈夫 だ。 安心お し。 (微笑) 

おえい 本統に 大丈夫：： 何だか あなたの 面 差が 變 つて 凄 

いわ。 

新晋 (何 か考 へて ゐ たが) おい、 おえい。 瀧 田 は 何と 云 

つて ゐ たんだい。 俺の 身體 の^を。 

おえい 不斷 から 心臓が 丈夫. てない から 要 心しなければ い 

けない つて 云つ てゐ らしって よ。 

新 吾 ふうん リ ぢゃ 注射ても して 行った のかい。 

おえい 吐さ藥 です つかりお 腹の 内の 物 を 出して しまって 

から 注射 を 一 本な すった わ。 

新 吾 (間，^ いて) 何う も變 だ。 こんなに 頭が ハツ キリ 

澄んだ 事 はこれ 迄つ ひぞ ない。 何だか 自分て 自分が 凄く 

なって きた。 やつば り 俺 は 死 ぬん かな。 

おえい およしな さいよ。 そんな 氣 味の 惡ぃ事 を 云 ふの は 

—— (眼，^ つぶろ) あ、 厭 だ. 厭 だ。 先刻 あなたが モル 

ヒネを 飲ん てグ タリと して ゐ らしった 時の 事 を マ ザ/ \ 

と 思 ひ 出しち やった わ。 


おえい どうして また あんな 恐い 眞似 をな すった のよ。 あ 

たし を 匱 放しに して。 

新 吾 いや、 正直な 事 を 云へば 俺 も あの 時、 心の底から 死 

なう と考 へて ゐた 譯ぢ やない。 パ ッ タリ 行 きづ まつ て 苦 

しんで ゐる處 に モ ル ヒネの 瓶が 見付か つたから いけな か 

つたんだ。 併し 今、 かう やって 助かって みると、 何故 本 

統に 死ん てし まはなかった らうと 思 ふよ。 あ、、 死 損つ 

て 生きて ゐ るの は 實際慘 めだ。 

おえい 心の底から 死ぬ つもりがなかった のなら、 助かつ 

た 方が い、 譯ぢ やない の。 

吾 そり や 女の 考へ方 だ。 

えい を かしい わね。 何う して。 

吾 さ うぢ やない か。 成程 死なう と 云 ふ 決心はなかった 

が、 ffi^ に 角、 モル モネが、 他の 咽喉 を 通って 行く とき は、 

そり や 何とも 云へ ない 氣 がした よ。 俺 は モルヒネの 味が 

舌から 消えて しまった とき、 あ、、 これ. て やう やく 死ね 

たと 思 ふと 何だか 全身の 力 をつ かひつく L てし まった や 

うな 心 持が した 11 1 度 あんな 氣持 になったら 人間 はも 

う 決して 生きて ゐられ ろ もん ぢ やない。 

えい て も 生きて ゐ らっしゃろ からい、 ぢ やない の。 

吾 馬鹿 だな。 

えい 何が 馬鹿な のよ。 


25 


新 吾 會 社の 方 はどうな つた。 

おえい あなたの 書 置 を 持た してやる と、 すぐ 監査役の 方 

が眞 蒼に なって 飛んで ゐ らしった わ。 そして、 これから 

煮 役會議 を 開く つて 云つ てお 歸り になって， さう わ 三十 

分 もした かと 思 ふと、 營業部 の 安田さん から 電話で ね 、 

あなたの 容態 を閜 いてきました から， あたしが 出て、 ま 

だ 昏睡した ま、 で どうなる か 分りません と 申 上げる と、 

では 兎に角、 あなたの 方から お 電話が 來る ま-て 秘密に し 

て此儘 待つ マゐ ませう つ て おっしゃい ましたよ リ 

新晋 つまり 俺が 死んだ と 云 ふ 電話 を 待って る譯 だね。 そ 

れ から 淸 水は來 たかい。 

おえい もうお 宅 はお 出かけに なった さうて すが、 まだい 

らっしゃ いません。 

新 吾 (獨 言の やうに) 俺が 死ねば 株主が 告訴 を 取 下げる 

だら う. 0 思つ て 待つ て ゐる譯 だな 0 

おえい 清水さん は 通 いぢゃありません か。 

新 吾 淸水 はいろ く 奔走して ゐ るんだら う。 (長 い 間) 

併し あの 時、 たと へ本氣 ではない 迄 も 俺 は 何 だって 自殺 

しょうなんて、 考 へたんだ らう。 つまり 重役た ちの 思 ふ 

つぼに はまった 譯だ。 

おえい どうして。 

新 吾 これ 迄 も 度々、 あいつ 等 は 俺に 向って、 そんな あて 


こすり を 云つ てゐ たよ。 だから 俺 は斷然 一 人て 責任 を 背 

負ったり 何 か はしまい と 決心して ゐ たんだ。 あれ だけ 用 

心して ゐ たのに 何う して 死ぬ 氣 になった のかし らん リ 

おえい ぢゃ なほ、 助かって よかった 譯ぢ やない の. - 

新 吾 (イラ/、 して) 馬鹿。 とに 角 一度 自殺し かけた 以 

上、 あいつ 等の わなに 引か \ つた 譯 になる ぢ やない か。 

おえい でも あなたが 死な X かったん だから、 向ぢゃ 困る 

わ。 安田さん に 電話 を かけ ませう か 。もら 大丈夫 だって。 

新 吾 よせ、 何も こっちから そんな 事まで する 必耍 はな 

い。 俺が モ ルヒネ を 飲んだ 事 をもう あ いつ 等 は 株主 全 IS 

に 振れ 廻って ゐ るに 違 ひない リ さもしい 奴等 だ。 

おえい 安田さん はあくまで 重役 だ けの 秘密に して 置 さま 

すって 云つ てゐ てよ。 

新 吾 當 になる もんか。 もう、 さっと 何處 かて 大 株主 だけ 

の 秘密 會が 開かれて ゐ るよ" 俺が お 人よ して あくまて 責 

任 を 重んじて 自殺し かけた と 云 ふ 報告 は、 とにかく > 重 

役た ちに 取って は、 いくらか 歩が よくなる 事 だからな。 

おえい でも 横領 罪に なろ なら 重役 は 皆 罪 を 着な ふ、 やなら 

ない つて、 淸 水さん が 云って ゐ らしった でせ う。 

新 吾 だって 皆 シャァ /、して ゐる 内て、 俺 一入 こんな 眞 

一 似 をした とすれば、 裁判官て なくった つ て、 俺 を 疑ぐ る 

一 事になる ぢ やない か。 おまけに 俺 は 社長 だ。 
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墟 


信 新お 信お 


(女中が 周章て、 出て くろ。) 

女中 あの 御 本宅の 奥 さまが 坊ち やま をお つれ 遊ばして ゐ 

らっしゃい ました。 

新 Itja  (ギヨ- ソ とすろ) 何、 おのぶ と 信 1 が：： 

おえい あたし からお 報ら せし ましたの 0  ( 新 吾 は 何とも 

一 H はす _ せ悶 す) あなた 0 こちらへ おつれして もい X でせ 

う。 (新 吾點 頭く， おえい 立って 女中と 出て ゆく) 

新 吾 (凝 乎つ と 苦し さう：.： 空 1 ^見つめて 何か考 へズゐ ろ。 

突然) やう やく 分って きた。 俺は會 社の つか ひ 込みで 死 

なう としたん ぢ やなかった。 おのぶ の 事から モ ル ヒネを 

飮む氣 になつ たんだ：： (額 1< 手で S ふ〕 

(おえい の 後 に つ いてお のぶが 信 一 の 手 曳 いて 出て 

くろ 0) 

おえい さあ、 ど、 r ぞ： ： 

おのぶ (おえ ぃ,^-見下す や うにし ズロ きかす LL 室內に 

入って、 枕元に 坐ろ。 信 一 も. その 傍 Li 坐ろ) あなた。 

御久 し 振て 御座 い ます。 (か う 云 つ て叮 1- に 頭，^ 低げ ろ〕 

(お. たいはお のぶ vJ-LL ら みながら 新 吾の 寢宋の 向 側に 

廻って 坐る C おのぶ はおえ いよ リ 四つ 五つ 年上に え 

ろし おえい ょリ はろ かに 美人で ある。) 

新 吾 (手，^ 頭から 離す) お X、 おのぶ か。 

おのぶ (信 一-」) さ、 お父さん にお 辭儀 をなさい。 j 


信 一 (不思議 さう Li) 母ち やん。 お父さん は 生きて ゐる 

ぢ やない の。 

ぷ まあ、 何 を 云 ふんて すよ。 

だって、 御 覽。 瞬き をして ゐ るよ。 

ぶ およしなさい。 そんな 事 を 云 ふの は。 

(微笑) 信 一。 どうした。 よく 來 たな。 

(新 吾，^ じる く 見て) 母ち やん。 歸 らうよ リ 僕な 

ん だか 恐い もの：： 

新 吾 信 一。 何故， お 父 ちゃんに 返事 をし ない。 

信 一 お 父ち やん は 惡ぃ人 だから、 口 をき いちやい けない 

んだ ねえ、 お 母ち やん〕 

新 吾 (おのぶ の 額 1^ 凝 乎と みろ) おのぶ。 お前 は 俺が そ 

ん なに 僧い か。 

おの ぷ (僧 惡の眼 ざしで) い X え、 た^、 お 可愛 さう に 

HQ ひます 

新 吾 ci. く) おのぶ、 後生 だから 今日 だけどう かそん な 

箏を云 はないで くれ。 成程、 お前に は 隨分言 分 も ある だ 

らうが 俺 は 今 死 にかけ てゐ るんだ。 俺が 眼を閉 つてし ま 

ふまで、 どうか： もう 少し 柔 しい 樣子 をして ゐて くれ。 

おえい 奥 さま。 ぉ醫者 さまが、 なるたけ 病人の 氣に 障る 

やうな 事 は 云 はない やうに しろって 仰し やい ましたよ。 

おのぶ (おえい に は 答へ やに) あなた。； 1^ と あなたと お 
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新 信お 信 


話 をし ますのに 邪魔て すから、 おえい を臺 所へ-て もやつ 

て 下さい まし 0 

おえい (カクと なって) まあ、 奧 さま 0 

新 吾 (憫 fj^ 請 ふやう-」〕 おのぶ：： 

おえい (おのぶ！ i) あなた はよ くも 仰し やい ましたね。 

あなたが 旦那から 嫌 はれて， あ、 やって 一 人-て 暮らして 

ゐら つし やる のが， ぉ氣の 毒 だ と 思って、 蟲を押 へて ゐ 

るのに、 よくも そんな 事 を 仰し やい ましたね 0 

新 吾 (强 く) おえい。 

おえい い \ え、 あなた は默 つて ゐ らしって 下さい まし、 

奥 さま〕 (何 か 云ば うとす ろ) 

新 吾 (やさしく) おえい。 

おえい (泣 崩れる) だって、 あたし まだ こんな 口惜しい 

^に會 つた 事 はな いんです もの —— 

おのぶ (侮す む やう LL その 有樣. ^見て ゐ ろ= やがて) あ 

なた。 

新香 (おえい の 泣く の，^ 見て、 何とか 慰めて やりたい と 思 

ひな-から、 おのぶ に 氣,. ^かれて 0 フ^ \ して ゐろ) 何 だ 

ゝ 0 

おのぶ ー體、 今夜の 事 はどう 云 ふんです。 だしぬけに 使 

の 者が きて、 あなたが モルヒネ を 召 上って、 昏睡して ゐ 

らっしゃ るから、 すぐ 坊ちゃん を つれてお 出で 下さいと 


云 ふお えいの 周章て 切った 手紙 を はふり こんて 行つ てし 

まった のです。 モルヒネ を 召 上った 以上、 もうあな たは 

とても 生きて はゐ らっしゃるまい とかう 思つ て來 てみ る 

と、 あなた は 何時もの とほり 丈夫 さうな お 顔 付で 寢てゐ 

らっしゃる の-てすり 私に はさつ ばり 譯が 分りません。 

新 吾 いや， こんなに 遲く 呼びつ けて すまなかった。 その 

譯は、 いま 俺が 話して きかせる から：： 

一 母ち やん リ 歸 らうよ。 

のぷ 何 を 云 ふんです。 

一 だって 眠 いんだ もの ：： 

吾 信 一。 眠いだら うな。 おえい。 さ、 信 一 を寢 かして 

やってくれ。 

おえい (泣いて ゐて 返事 しない)：： 

新 吾 さ、 俺の 傍に 床 を 敷いて や るんだ。 

(おえい 不承不承に 立た うとす ろ。) 

おのぶ い、 え、 信 一は 決して この 家へ は寢 かしません。 

私が つれて 歸 ります。 

新 吾 まだ そんな：： たまに は 俺の 傍に 寢 かして くれても 

い \ぢ やない か。 

おのぶ い \ え 、いけません。 決してお 父 ちゃんの 傍へ な 

んぞ寢 るん ぢ やない つ て敎 へて あるんで すから：： 

新 吾 (强 く) おのぶ。 信 一は 俺の 子 * ちゃない か。 
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おのぶ (急に 態度が 崩れて * ハラ-. \ と淚 1 ^、、ぼす) その 

信 一 の 傍から あなた は 逃げて ゐ らしつ たんです。 

(おえい は そこ！， i 坐ろ。 そして まじ >/.-- とおのぶ の樣 

子，^ 見つめて ゐろ 0) 

新 吾 俺が 惡 かった。 だけれ どな、 おのぶ。 これに はいろ 

んな お前に 分らない 事情 も ある。 モルヒネ はすつ かり 吐 

いてし まった が、 俺 は不斷 から 心臓の 弱い 身體 だ。 また 

助かる か 死ぬ か 分らな いんだ 。おのぶ せめて 今夜 だけ は、 

信 一 を 俺の 傍に 寢 かして くれ。 

おのぶ (腸ん 俊き むしろ やうな 聲で 泣きながら) い、 

え、 いけません。 あなたの 今のお 苦しみ を、 私 はこの 三 

年間， ずっと 耐 へて 來 たのです。 

新 吾 だから 恕 して くれと 云つ て ゐるぢ やない か 0 おのぶ。 

俺が 何故 モルヒネ を飮ん だか、 お前 は 知って ゐ るか。 

おのぶ (冷然と して) そんな 事 を 私が 知って ゐる 箬 がな 

いぢ や 御 111 いません か。 自分で 散々 つばら 勝手な 眞似を 

して 置いて 々にっちもさっちも 行か なくなつ てから モ 

ルヒネ を 飲んだり してい、 耻っ さらして すわ。 

新 吾 (悲痛な 聲で) 俺 は 決して 自分の つか ひ 込み や 何 か 

のために、 こんな 馬鹿 氣な眞 似なん かしゃし ない。 俺が 

モルヒネ を 飲んだ の は、 お前と 信 1 の 事から だ。 

(それ 1^ きくと、 おのぶ とおえ いと は 驚いて 新 ItiavJ- 見 


ろ。) 

おのぶ (間,^ 置いて) 今更、 そんな見ぇすぃた^！をぉっ 

しゃっても、 もう 駄目です よ。 

新 吾 (泣く) 噓ぢ やない 。おのぶ、 何故お 前 はそんな 殘 

酷な 事ば かり 云 ふんだ。 人間 は モ ル ヒネ を飮ん てから ま 

だ 嘘 をつ ける 者 だとお 前 は 思って ゐる のか。 

おのぶ 他人 はどう だか 知りません が、 少く とも あなた は 

さう です。 

新 吾 (呻く) あ：： 

おの ぷ (凝 乎つ と耐 へて ゐた 感情が 急-しあ ふれて くろ) 

あなた。 私 はこの 二三 年の 間の 苦しみ を考 へる と、 自分 

て もよ く 生きて ゐられ たと 云ふ氣 がする 位て すよ。 (泣 

く) 乳 吞子を 抱へ たま、、 あなたに 捨てられて， お金と 

云って は 一文 だってな し、 ほんた うに 今考 へても 氣が狂 

ひさう. てす。 漸く あなたから 月々 の 仕 551^ り は來ろ やうに 

なり ましたが、 それても 信 一 を 抱へ たま、 淋しい タ 御飯 

をた ベる 時の 心 持 は、 本統に 何とも 云へ ません てした： 

新 吾 あ、、 信 一 の 事 は、 もう 云って くれるな。 胸が 苦し 

くなる： ：0 

おのぶ あの 頃の 事を考 へる と 私 はどうし たって * あなた 

が^くて 耐 まらなくなります よ。 今日 も 此處 へ くる 途 て、" 


嫂 
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新 お お 
吾の え 


萬々 1 まだ あなたが 生きて ゐ らしったら それ こそ 腹の 癒 

える まて 仇が 打てる と 思つ て それ を樂 しみに 途を 急いだ 

のて^  

新 吾 お前 は 俺 を 殺す つもり か。 

おのぶ ：： 私に あなたが 殺せたら、 こんな 苦しみ はしな 

かった てせ う：：  . 

00  (慘 ましく 泣く) 俺に はお 前の 心 持が ハツ キリ 分 

る。 ：： これ 迄 は 俺 は、 たビ 漠然とお 前が 履に さはって 

耐 まらなかった。 俺 は 何故 そんなに お前が 憎い のか 考へ 

て も 見なかった。 結局 俺 はどうしても、 お前と 一緒に 居 

る *r か出来な くって、 かう やって おえい の處に 逃げて 來 

たんだ。 この 子 煩惱の 俺が、 信 一 を 置きつ ばな しにして 

おのぶ (居眠り,^ して ゐろ信  一 fj- しっか リ.： H 分に 引 i ぜ 

ズ) 私 はおえ いの やうな 者に 見替 へられた のが 口惜し 

いのです。 

(おえい は、、 れ，^ さくと 類 色 か へ ろ。) 

新 吾 あ X、 待て、 今日は 俺に 腹の 內を あら ひざら ひ 云 は 

せて くれ、 俺 はこれ 迄 嘘ば かり 吐いて 世 を 渡つ てきた 男 

だ。 處が、 俺の 嘘が うまく 當 つて、 とん/ \ 拍子に 出世 

が 能き たので、 すっかりい X 氣持 になって しまって、 何 

時と なく 俺 は. H 分， 目 身に 向つ て も 嘘 を つ く 癖 を つけて し 


まった。 その 結果が 今日の モルヒネに なつたん だ。 

おのぶ どうして、 それが モルヒネに なつたん です。 

s  (手で おのぶ の 言,^ 押へ ろ やうな 身 振 fj- すろ) 苦し 

い。 (呻ろ) 

おえい (驚いて) あなた 。あなた 。どこが 苦し いんです。 

新 吾 いや 胸 だ 胸が つまって 呼吸が 出來 ない：： (少時 苦 

悶。 やがて ふリ しぼって) おのぶ。 俺 は 今日の 晚飯 

の 時 ま. て モルヒネの 事なん か 夢にも 考へ てゐ なかつ たん 

だ。 たビ 何とかして、 うまく 會 社の 不仕末 を隱 さう と 苦 

心して ゐ たんだ。 何う 云 ふはづ みだった か， ふいと 俺 は 

會 社の 建物 を 重役と 棒 組んで 抵當に 入れた の は、 お前の 

. 處を飛 出して 一 年經 たない 內 だった と 云 ふ 事 を、 その 時 

思 ひ 出した。 . I すると. 耐 まらな くお 前が 憎くな つて 

しまった。 その 時、 机の 上の モルヒネの 瓶が ふいと 眼に 

寸 、 •  Jo 

おのぶ あなたが モ ルヒネ を飮ん だら さぞ 私が 困る だら う 

とか-つ 思った のて せう。 

新 吾 さう だ。 思 ふさ ま 困らして やれと 思って すっかり 捨 

て 鉢に なって ゐた。 

い まあ：： 

ぷ 本統に 恐ろしい 人ね。 あなた は。 

だが な、 おの ぷ。 今にな つてよ く考へ てみ ると、 俺 


so 


女お 新 女 


桑 新 桑 新 


はお 前が 惜 かったん ぢ やない：： 俺 は 自分自身に 向って 

臃を ついて ゐ たんだ。 (額.^ 手で 覆 ふ) 

女中 (登場) あの 會 社の 桑 島さん がい らっしゃ いまし 

た 0 

おえい あなた 。會 社の 桑 島さん がい らっしゃい ましたよ 0 

どうし ませう。 此處 へお 通しす るんで すか U 

新 吾 (手，^ 餌から 離す。 陰氣な 微笑) たうとう 待ちされ 

ずに やって きたな。 此處へ 通せ。 

中 はい。 (退場) 

吾 (獨 語) 桑 島 をよ こした の は 面白い な。 

えい あの方 は 耳が遠い くせに 隨分 おしゃべりね。 

中 (姿 は 見え こちらで 御座います。 

(桑 島英三 和服で 祷 1^ はいて 現れろ。 始終 物に 驚いて 

ゐろ やうな 餌附、 丈 高く して コチ くに やせて ゐ ろ。) 

00 や、 これ は 奥さん。 どうも 飛んだ 箏て さぞ 吃驚な す 

つた-て せう。 (おのぶ 挨拶す ろ) お、、 おえい さん。 一 

體 どうしたん てす。 僕 は 一 體不斷 から、 社長 は あんま. り 

眞 面目す ぎる から、 或は こんな 事に なり はし まひ かと 思 

つて 心配して ゐ たんて すよ。 (おえい 挨投 すろ) 社長。 

如何て す。 お 苦しいで すか。 

新 吾 oivj- しかめて〕 騒々 しい 奴 だな。 

00  (聞遨 へて) さうて せう。 さう でせ う。 はたで 拜見 


しても お 苦し さう です。 (おえい に) それて 翳 者 は 何て 

云 ひました。 

おえい 心臓の 方に さはり さへ なければ、 大抵 大丈夫 だら 

うって 瀧 田さん が おっしゃ いました。 

桑 島 心臓に —— 

おえい 只今のと ころて は 大分 脈 もよ くな つて 參っ たさう 

です。 

桑 島 何です。 もう 一度、 そ の 耳が 遠 いので。 

おえい (大きな 聲で， } 脈 も 大分よ くな つてき たさうて 

す。 

桑 島 脈が —— あ、、 さう です か。 それ は 何よりです。 お 

二人とも 御 安心で せう。 は k あ、 それ を 伺って * 私 も 安 

堵 いたしました。 會社 でも 皆 胸 を 撫でお ろす てせ う U 

吾 嘘を吐け。 

烏 はつ、 何 か 仰 しゃいました か。 

晋 皆に 心配 させて すまなかった。 

島 いや、 どうしまして。 會 社の 者 は 皆 あくまて 社長の 

御 無事 を 祈つ て 居ります のて、 私が 歸っ て 話して 閗 かせ 

ましたら、 それ こそ どんなに 喜ぶ か 知れ やしません。 併 

し 實際思 ひの 外. てした。 私 はじめ 誰も かう やつ て 二度と 

社長の 御 無事な お 顏を拜 見出 来ようと は 夢にも 考 へて 居 

ません-てしたから ねえ：： 
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新 It^E  (叱ろ やうに.) もう， よし 王へ。 そんな 腹に もない 

窜を云 ふの は。 

桑 島 (新 吾の 額 色 みて) はつ。 (間) いや、 私 は その 

耳が遠い のて どうも：： 

新晋 そんなに 誤魔化さな くっても い、。 (吐出す やう lO 

K にず るい 奴 だ。 

桑 は、：： 併し、 奥さん 社長の 今度の 態度 は實に 立派 

でした な。 あ i まで 自分の 責任 を 重んじて、 モルヒネ ま 

で飮 まれたん てす からな あ：：。 (つ ひ 口,^ すべらす) 

只今 も 株主 諸君が 感心して 居られ ましたよ。 

新 吾 (鋭く) やつば り 株主た ちに は， 僕が モルヒネ を飮 

んだ事 を ふれ 廻つ たんだね。 

おえい さっさ- 電話で 安本さん が、 常： 役 だけの 秘密に し 

てお くつ て おっしゃった のに：： 

S  (周章て、) いや、 無論、 平の 株主に は 秘密に して 

あります。 重役 だけて すよ。 

§  (少時 考 へて ゐろ) おい。 おの ぷも おえい も 一寸、 

此處 をはづ して くれ。 桑 島 君に 少し 内々 で 話した い 事が 

あるから — 

おのぶ はい。 (信！ 1^ 起して) ぢゃ桑 島さん。 御免 下さ 

い。 (もと 來た 方の 入口に 去ろ) 

桑 iij どうも、 奥さん レ 恐縮-てす。 


おえい 曰 ー那、 お 話が すんだら、 呼 鈴 を 押して 頂戴。 (反 

對の 方の 入口に 去ろ) 

新 吾 桑 島 君。 もっと 傍に よって くれ 玉へ。 

桑 島 は、。 (LL じリ よる ：} 

新 吾 もうこの 室に は. 誰も 居ない だら うね。 

9 はつ 私 一人て 御座います。 

新 吾 (間。 險 しい ^し VO 嘘 をつ さ 玉へ。 あすこの 隅 

に 誰か 居る ぢ やない か。 

S  (鳥渡 ふリ かへ つてみ ろ。 にやくと 笑 ふ 。狡 さう 

に) 社長。 あんまり 思 ひつめ ない 方が い \ てせ う。 

新 吾 (愤 然とし v^) 馬鹿。 僕が 君の 前て、 狂人の 眞 似な 

ん かする もんか。 (間、 陰 慘な聲 で〕 畜生、 たうとう 出 

てきやが つたな。 

桑 島 何 を 仰し やる の-てす。 何も 居 やしま せんよ。 

新 吾 (それにば 答へ す LL) 貴 さま だな。 俺に モルヒネ を 

吞 ましたの は：： 

桑.； 55  (新 吾の 肩に 手,^ かけろ) どうしたん てす。 社長。 

確かり して 下さい —— 何も 居 やしな いぢ や ありません 

か。 

新 吾 (呆けたゃぅな^^付で宙,<^-見っめてゐろ0 やがて、 目 

がさめ たやう に 苦笑す ろ) 何 だつ あれ は 君の 影法師が— 

I 俺 はおの ぶかと 思った：： 
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桑 鳥 奥さん は あちらへ いらし つた ぢ やありません か。 

新 吾 (いら- (\ して) そんな 事 は 君に きかないでも 分つ 

てる。 (ii, 鋭く) 桑 島^。 

桑 島 は- -。 

新 吾 (冷たく) 重役た ち は 僕が 生命 を 取 止めた ときいた 

ら、 さぞ 厭な 顏を する だら うな。 

S 決して そんな 事はありません。 

新 吾 (不機 縦に なろ) よし 玉へ と 云ったら 11 君 は どこ 

まて 噓を つくの だ。 

桑岛 いや 嘘て はありません：： 實 際：： 

新 吾 僕に はよ く 分って るんだ。 併し、 安心し 玉へ。 や は 

り 僕 は 死ぬ だら うから：： 

桑 島 (驛の 調子が きろ) でも 脈が よくな つたって 云 ふぢ 

やありません か。 

新 吾 何 • よくな つたって 一時 さ、 人間に は 死ぬ 時が 分る 

と 云 ふが、 どうも. 嘘お やない ね。 

桑岛 どんな 心 持が します。 

新 吾 さあ、 鳥渡 口へ は 出て 来ない：： 寂しい と 云 ふの か 

しら、 ちが ふね、 冷たい：： ぞっとす る やうな 心 持 だよ。 

あ、 僕 はかう しちや ゐられ ない。 何だか、 段々 近づいて 

くる やう だ。 (額 vS- 手で s ふ) 

桑 島 (凄い やうに 新 吾 1^ 見つめろ) 社長。 何が てす。 


新 吾 何だか 知らない ！ 凄い 靜 かな 者 だ (長い間。 新 吾 

は 額ん-覆った ま、 時々 戰 すろ) いや、 俺 は 死なない-— 

—決して 死な X い。 (かう 云って、 額から 手 fj- 取ろ) 

桑 島 (心中 に 迷 ふ もの、 如く) 社長。 醫者は 11 それに 

は 及びません か。 

新 吾 (僧し み，^ 露 はす) 君 は 俺が 死ぬ の を、 本當に 待つ 

てゐ るんだ な „ - 

桑 島 いや、 それ は 誤解-てす。 (ゆろ やかに) 併し 社-お。 

これ はもし もの 場合 を考へ て 申 上げ るんで すよ。 あなた 

が 不幸に も. もしもの 事が ありましたら、 會 社の 方 は 重 

役 一 同が どうにか 致します から：： 

新 吾 そして、 俺 は ど 、「な るんだ。 

桑 島 私 は 誓 ひます。 あなたの 御名 譽 にも 決して 傷 はっけ 

ません。 

S  (帅 る) それ を 俺 も 云 はう と 思って ゐ たの だ。 俺 は 

どラせ 死ぬ かも 知れない い だから もし 死んだら、 後の 事 

は 重役 一 同に よろしく 賴 む：： 

桑 島 承知いた しました。 (間) あなたの 御 本心が 分った 

のて、 皆 さぞ 安心す るて せラ。 

新 吾 (長い間,^ g ぃズ) して、 會 社の 暖： t の 尻 はどうな 

るんだ。 

桑 鳥 現金が あれば、 どうで も 誤魔化せます。 
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新 一:i3 現金 はな いぢ やない か。 

8 それが あろ 所から 出ろ 事に なった のです。 

0^  ひこんだ 二十 萬 蘭が 全部で るの か。 

S は あ、 併し， 無論 一 人て はありません 三 四 人の 株主 

が 出す のです。 

新 誰 だ。 その 株主と 云 ふの は。 

8 いや、 それ は 未だ 確定した 事. てありません から、 お 

話 は 出来ません。 

新 吾 社長の 俺に 話せない と 云 ふの か。 

S とに 角、 確定す る 迄 は、 どうも 御 話いた しかねます 0 

契約て すから：： 

新 1* 確定す るの は 何時 だ。 

S  (冷然と して〕 あなたの 御 不幸の あった 時です。 

新 何、 俺が 死んだ 時：： ぢゃ、 君た ち は、 俺の 生命 を 

化 萬 圆て賣 つたの だな。 

S  ^長。 そんな 事 は 仰し やる もん ぢ やありません。 さ 

うしなければ、 あなたが、 告訴され るば かり-て なく、 重 

役 一 n: もつ まらない 眼に 會 ふんです。 お 互に 苦しまな け 

れ ばなら ない 時だった のて すから ね。 

新 吾 それて 俺 一人 死ぬ のか。 

S 供し ili 長の 立派な 行爲は 決して 無駄に はなり ませ 

ん U 


新 n!2  (悅 然として) 何たる 事 だ。 一身 を 犠牲に L て、 惡 

い 奴ら を 救 ふため に 他 は モル ヒ ネを 吞んだ のか。 

桑. お 社長。 どうか さう 與窗 しないて 下さい。 

(、、の 時、 わつ と 信 一 の 泣く 聲が き、、 えろ。 つ  >  いて * 

お のぶとぉぇぃと の雞^！に爭ふ氣配がする) 

新 吾 (isK-,^^^.o 何、 「した。 信 一。 

(信 一 が 泣きながら 入って くろ) 

桑 島 坊ちゃん。 何う しました。 

信 一 母 ちゃんが おえい と喧曄 をして、 二人とも 恐い 顏を 

して ゐ るんだ もの：： 

吾 また 初めた か。 

烏 (卑しく 笑 ふ) 兩雄雙 び 立たず てす ね。 社長。 

吾 (熱くな つて) 餘 計な 事 を 云 ふな。 

(おえ いが 『わなた』 と金 切^,^ 出し ズ飛 込んで くろ。 

そして， そこに 突 伏した ま、 泣く。) 

一 (しっかり 新 吾 LL かじりついて) おえい の 馬鹿。 

吾 お X、 信 一よ くお 父さんの 傍に 来て くれたな。 (1^ 

, ^、- ぼす) 

信 一 お父さん。 おえい を 追 出して おくれよ。 ね。 さう す 

ると、 僕 も 母ち やん も、 お父さんと 仲よ くす るから：： 

新 吾 (悲痛な 驛で) 信 一。 

おえい (恐い 額で) まあ" 坊ちゃん。 
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お 新お 新 桑 お 新お 信 


おえい まあ、 口惜しい。 (また 泣き伏す〕 

新 吾 ：： 今にな つて、 いろんな 事が 段々 ハツ キリ 分って 

くるり (^首の やう LL 云 ふ) 

おのぶ あなた 、では、 私は歸 ります 11 情の 深いお えい 

の 懐て、 後の 御 養生 をなさい まし。 (行かう とすろ) 

新 吾 (血,^ 吐く やう LL) おのぶ。 

おのぶ 厭った 女に はもう 用 はない 害です。 

新 吾 決して 俺 はお 前 を 厭った のぢ やない 11 俺が モル ヒ 

ネ を吞ん だの は、 お前と 信 一 のた めだつ たんだ。 

おのぶ (冷笑) あなた。 私が まだ そんな 甘口に 乘る とお 

思 ひなす つ て。 

新 吾 おのぶ。 まあ 俺に 云 はせ て くれ〕 いま 俺が お前の 傍 

に 居られなかった 譯が、 やう やく 俺に ハツ キリ 分って き 

たから：： 

おのぶ 私の 傍に 居られなかった 譯が 分って きたんで すつ 

て 0 

00 さう だ。 俺 は 死 際にな つて、 やう やくお 前と 俺との 

深い 因緣を 悟つ たんだ：： 

おのぶ (や &柔 かな 表 ilwLi なって. そこに 坐ろ.)：： それ 

はどう 云 ふ 事な のです。 

新 吾 俺 はお 前が 心 の 内て 他 の 人 を 思 つて ゐ るの を 充分 知 

つて ゐ ながら、 無理に お前 を K つた。 それが 間違 ひだ r,„ 


新 吾 おえい。 

(この 時、 おのぶ が おんど 冷やかに えろ やうな 餌付 

で 入つ ズ くる。 それな 見ろ と 信 一は わつ と 泣いて 飛ん 

で ゆく。) 

一 (おのぶ に かじりつく〕 母ち やん。 

のぶ さ、 信 一。 お 家へ 歸 るんで すよ。 

吾 おのぶ。 

のぶ ぢゃ、 あなた。 これて 失禮 します よ。 桑 島さん。 

御免下さい。 

島 奥さん。 あなた は氣 てもちが やしま せんか。 社長が 

こんなに 惡 いのに —— 

吾 おのぶ。 待って くれ。 (淚 1^ こぼす) どうして お前 

はさう 殘 酷なん だ。 俺が 死に か k つ てゐ るのに：： 

のぶ あなた は 私に は、 もう 他人 ぢ やありません か。 

吾 ：： お前 は 俺の 妻 だ。 

のぶ いまの あなたの 本當の 奥さん は、 この 下司 女のお 

えいて す。 

新 吾 いや， お前 は 俺の 妻 だ。 

おえい (僧し みの 眼で) 奥 さま。 あなた は 旦那に 厭 はれ 

た 女です よ。 

おのぶ 旦那に は、 お前 位が 丁度、 適當 して ゐ るんだら う 
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たんだ。 

おのぶ でも 私 はもう そんな 人の 事 は 諦めて しま ひまし 

た。 この頃て は 思 ひ 出し もしゃし ません。 

新 Ml お前が 諦めた 事 も 俺 は 知って ゐる。 

おのぶ それなら 何も 私の 傍に 居られない 譯 はない 害ぢゃ 

ありま せんか。 

新 niw 俺 もこれ 迄 は、 さう 思って ゐた。 それ-て ゐて どうし 

て もお 前の 傍に は 居られなかった の だ。 

おのぶ つまり あなたに は 私が 御氣に 入らなかった のて す 

. I 私が 厭て 耐 まらなかった のです。 

新 吾 決して、 決して さ うぢゃなかった。 俺 はお 前の 事 を 

思 ふと- すぐ 淚が 出る くら ゐぉ 前 が 好きだつ たの だ。 

おの ぷ ：： 

0.^ それ はお 前に もよ く 分って ゐた箬 だ。 

おのぶ (問 いて) 私 はもう 耐 まらな くな つてき まし 

た。 (深刻な 嗚咽 1^ すろ) 

新 おのぶ。 お前 は 俺 を 憎んで ゐる。 俺 はお 前に 身 も 魂 

も 打 込んで ゐ ながら、 どうしても お前の 傍に は 居られな 

い —— 世の中に はそんな 理に合 はない 事が あるんだ：： 

おのぶ (鳴 咽，. ^ つ けながら) 敎 へて 下さい。 あなた、 

何故 • 私の 傍に 居られなかった の • てす。 何う してお えい 

の處へ 逃げて いらし つたの てす。 


新晋 おえい と 一緒に 居れば、 始終 氣が樂 だった からだ： 

おのぶ 何故 私と 一緒 だと， あんなに いら/ \ なさる のて 

す 0 

S 今 思へば、 やはりお 前の 心の底に かくれて ゐる 前の 

男の 眼の 光 を、 暗々 裎に、 俺 は 感じて ゐ たの だ。 だから 

いらくし ないて は 居られな かったん だ。 

おのぶ 私 はもうと うから 誠め てゐ ると 云って ゐるぢ や あ 

りません か。 

新晋 お前が 諦めて ゐ るの は、 よく 分って ゐ ると 俺 も 云つ 

た。 だが な、 人間 はしらずに 噓を つく 者 だ。 一 旦、 心に 

とまった^ はいくら 諦めても、 消えて しま ふ者ぢ やない 

11 だからお 前の 前て は、 俺 はどうしても 安心して 裸に 

なれな いんだ。 人間 は 時々 裸にならなければ、 然と 心 

が IK してく る — 

おのぶ どうして 裸になれな いんです。 私に は あなたの 仰 

しゃる 事が 分りません わ。 

新 俺 は 何度と なくす つかり 裸になって、 お前に 心の底 

まで 話して みょうとした。 お 前 も 情 に 燃えて 俺の 眞實を 

知らう とした。 それ は^えて ゐる だら う。 

おのぶ え、、 よく 憶えて ゐ ます。 私が 折角 打 解けようと 

すると、 すぐ あなた はいらく して 皮肉な 言 はかり 仰し 
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やる の-てす、 だから 私 は あなた を- m み 出した のです。 

新晋 どうして 俺 は あんなに 々しい 皮肉 を 云 ふの か、 自 

分に も 分らな かったん だ。 おのぶ.」 つま" 俺 は 弱い 眞實 

をお 前の 前に さらけだして、 前の と くらべられる のが 

恐 かったん だ。 だから あんな jit 口 をき つて、 逃げて ゐた 

んだ —— その 結果、 俺 は モルヒネまで 吞 まなければ なら 

なくなつ たんだ. • 

おのぶ でも 私の 傍から はなれて ゐ らっしゃ るんだ から、 

何も モルヒネ なんか 吞 まなくて もい 、譯ぢ やありません 

か 0 

新 吾 (鳴 咽す ろ) おの ぷ俺は 信 一が 可愛い、 の だ：： 

(沈 おのぶ は 憫れむ やうに 見て ゐろ。 女中が 出て 

くろ。) 

中 淸水 さまが 御出でに 御座います。 

島 あの 辯 護 士の淸 水 君 か。 

中 さやうて 御座います。 

0  (勳搖 す) 今時分。 

(浩水 一 郎が 入つ \ ^くろ 。洋装。 堂々 たる 風采で めろ。) 

水 や あ、 遲く なった。 ー體 どうしたと 云 ふの だい。 

岛 S0,b モルヒネ を ©ん だんだ。 

水 や、 奥さん 少時 御 K にか、 りませんでした。 どうて 

す。 この 子て は 生命に はさ はり はなさ \ 、つ-てす ね。 


おのぶ 心臓の 方 さへ 氣を つければ、 まあ 生命 だけ は 取 止 

めさう で 御座います。 

淸水君 U 少時。 

何 だ，' 君 も 來てゐ るの か。 

(てれて) 一寸、 社長の 見舞に：： 

桑 島 君、 君た ち は實に 怪しからん ぢ やない か。 

何故。 

何故 だ 11 白ば つくれる の もい X 加減に し 給へ。 僕 

は、 先刻 電話て、 宇佐美 君の モルヒネ を吞 まれた 報 をき 

くと、 すぐ， 會社曙 託の 義務 を考 へて、 主だった 株主の 

家 をす つかり 廻って、 a 畏に對 する 感情 やら、 告訴の 手 

つ きの 進行 をき いてみ たんだ。 ところが、 君た ち 一味 

の 雷： 役 は、 これ 迄、 會 社の 金 を いろんな 支出の 形て 横領 

し て 私腹 を こやして ゐる のみならず、 社長 の 自殺 をもう 

株主た ちに 報告して しまって ゐるぢ やない か。 

桑 島 この 揚合吿 訴を取 下げ るた めに は、 己む を 得な い ぢ 

やない か。 

淸水 さう だ。 告訴 を 取 下げる ために、 已むを得ないが > 

何故 君た ち は、 横領 罪の 责任を 社長 一人に 押しつけたん 

だ。 事 實橫領 して ゐ るの は、 君 たちだ ぜ。 

S  Q1 々しく) それ は 出る ところに 出て みなければ 分 

ら ない よ。 
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水 それば つかり ぢ やない。 ^；？たちは手分けをして株主 

の 家 を. 廻って、 會 社の 缺損 は、 社長の 責任 だけれ ども 何 

とかして 自分た ち赏 役が、 うめ 合せる から、 吿訴を 取 下 

げて くれって 歎願した さ うぢ やない か。 

新- s!"  0^11しさぅに叫ぶ) 桑 島 君。 君 はこの 俺 を 殺しに 來 

たんだな。 

溝水 さう だ、 君が 生きて ゐる窜 は、 贯役 たちに 取って 大 

へ ん K. 便な 事なん だ。 

0 誰が 死ぬ もんか C もうかう なって は、 俺は斷 じて 死 

な.^ い：： 

(桑 島 は 冷然 と L て 微笑して ゐ る。) 

淸水 宇佐美 君。 この 憎むべき 重 役た ちに 比べる と、 君の 

態度 は資に 立派 だ。 君 は 社長と しての 責任感から、 モル 

ヒネ を吞ん だんだ。 君の 心 班の 高潔 さは、 確に、 この 人 

生の 理想と 一致す る。 (この 水の 一；^ 詞の に 新 吾の 額 

色ば 石灰の やうに 蒼 G  くな つ V- 、烈しい 苦悶の 表 IT か. 露 

はれろ) さすが 君 だ。 この 額に 書いて あると ほり 大悟 徹 

底した 心事 だ。 成程， 本妻と 子供と を 捨て、、 妾と 一 緒 

に 暮らして ゐた 君の 平生の 生活 は 或は 指彈 さるべき もの 

かも 知れない。 然し、 人間と して 過失の ない 者 はない。 

今度 の 壯烈な 君 の 態度 は、 たしか > J れ迄 の 君の 失 行 を 償 

つ て あまり ある もの だ o( 新 Ms の finis はます く 烈しくな 


ろ) ねえ、 奥さん。 宇佐美 君 は 現代の 英雄です。 偉人. て 

す。 高潔な 心事に 對 して は、 あなた も 平生の 過失 をお K 

めになる 氣 はもうな いでせ う。 許して お上げなさい。 許 

してお 上げなさい。 

新 吾 (耐 まら なくなって. i. くやう Li) 淸水 君。 あ X、 苦し 

い。 もう、 何も 云 はない やうに して くれ 玉へ。 

淸水 (おのぶ とお えいと が 思 はす 新 Itlll の 傍に rs ろの,^ 見 

て) どうした。 宇佐美 君。 

新晋 僕 は 死に さう だ" 胸が：： 胸が。 

淸水 君、 氣を 確に 持ち 玉へ。 今 君が 死んで は。 會社 はも 

う暗黑 だ。 

0^. おに やりと 冷たく 笑 ふ。) 

あ X。 胸が：： 

い あの 齋 藤さん をお 招び しませう か。 

早く、 早く、 - てない と；：^ んで しま ふ：： 

(おえい 急いで 返 場) 

信 一 母ち やん、 僕 は 恐い よ。 

(新 s.n は 言語 LL 絕 したろ 苦悶の 後、 その 生命,^ 終リ、 

ダラ fl- となろ) 

桑 もう 駄：； II だ。 脈が 上って しま ひました 0 どり や、 會 

社に 電話で 報ら せて 來 よう。 
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0  ^  (^高く 泣く)：： 

(おえい 歸 つてき て、 この 樣子 1 ^見る。) 

おえい (驛 vS< ふりしぼって) 奥さん。 

おのぶ おえい：： (手で 餌.^ 押へ ろ) 

淸水 偉大なる 死 だ。 


笑 哄の骸 死 
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同 藤 尾 山 小 吉村同 同 

田 崎 路 川 田 山 

つ  滿 
た 良と よ と ゆ は 

子輔 めしみ きな 誠 子 


東 京 

つ い 今し がた 腦 溢血で 亡くなった 録入科 .Is 院長 松 E 博 一 

士の 私宅で もろ。  一 

•MLL 面し-^ 十 A 弋 正面11は^!^の1^かぁって大きな鍾まー 

の 幅. か 掛けて あろ。 右手 は緣が は， 開け放した 庭から 一 

暴った S の 夜の 空が 見えろ。 綠が はが 茶の 1? からの 通 

路 になって ゐ ろ。  一 

左手 は 一面に 唐紙で ffl め 切って めら。 これに 玄關 から 

通 ふやう になって ゐろ。 招 問 に は 誰かの 模寫 した 古い 一 

マドンナの 油緣が 懸けて あろ。  一 

右手 奥 寄りに 蒲圑が 敷いて あって、 その上 Li 松 H 博. H 

が 臥せられて あろ。  一 

枕元 Li は隱 居お 滿， 息子 誠、 E 村 謙齊、 はな、 ゆ さ、 

とみの 三 妾が 坐って ゐる。 二人の 看護婦が また マゴ マー 

ゴ して ゐろ。 松 田 博士に 今 呼吸,^ 引きと つた 虚 であ 

ろ。 烈しい 光線が 額に 射らない やうに、 鼋燈の 半面に 

黑ぃ 布が あて、 あろので、 博士の 死の 床 は 暗く 朧に見 

えて ゐろ 0 

誠に 呆ゃリ 父の 死に 頸，^ 眺めて ゐろ。 家族の者は^^！：泣 

き 伏して ゐろ 0  , 

E 村 (愁然と して〕 おい、 吉岡 その 氷 籠 を かたづけろ。 

看護婦 はい。 (一人の 方が 氷^.^ とって、 綠侧 から 去ろ) 


艦 死 S の 哄笑 (一 8 


人 物 

故 松 H 良 造 婦人科 院長 

その 母 

その 息 子 

愛 妾 

闻 

同 

生命 保 險會社 支配人 

その 妻 (故人の 妹) 

田 村謙齋 (驟學 博士) (故人の 親友) 

小 倉な つ 仲働き 

その他 書生 i 婦 など。 

時 

現 代 
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笑哄 の骸死 


ぉ滿 (間 fj-e ぃズ) 田 村さん。 私 は 何だか 夢の やうて 御 

座い ますよ。 かう やって 伴の 死 水 を 取らう と は 思 ひも 掛 

けません. てしたよ 0 

E 村 あなたのお 心の 内 は 全くお 察しし ます。 何しろ あま 

り 突然な ので 11 それに この 腦 溢血と いふ 病氣 は， 輕ぃ 

の は 癒り ますが、 かう いふ 風に やって 來 ると 醫 者の 手で 

はどう もな りません ので  

ぉ滿 はい、 何ももう H 緣て ございま すから、 私 は 諦め ま 

したが：： たピ この 子が 兩親 とも 無い 事になります のて 

：: それに、 あなた、 私 とてももう 九十 二て ございます 

もの、 何時 どんな 事になる か 分り やしません からね え。 

H#   

ぉ滿 私 は それが 苦勞 でございますよ。 (泣く) それに あな 

た、 この 子が 普通の 子なら よろしう ございま すが、 御存 

じの 通り 頭腦の 働きの 鈍い 子て すから ねえ。 

田 村 御 心配 は 御尤もで すが、 あんまり つめて ぉ考 へに な 

つて、 あなたのお 身體に 障 ると それ こそ 大變. てす からな 

あ 0 

お^ 有難う ございます、 -. 

田 村 (残った.；？ 護婦 に) 石 川、 汝は藤 W さんに 電話 を も 

う 一 度 掛けて 見て くれ。 まだ S 倉から 三人と もお 歸 りに 

なりません かって。 


看護婦 はい。 (去ろ) 

(入れ違 ひ に 今 一 人の 看護婦が 出て 來 る。) 

お 滿 先刻 危篤 の ® 報 を 打ち ましたの が 六 時て ) J ざ い ます 

から、 もう 來 さうな もので ございま すが — 

ra 村 さう. てすり 

看護婦 先生。 もうこの 電氣の 覆 ひ を 取って よろしう ござ 

いませう か。 

田 村 あ k 、取つ て くれ。 

(肴 護絲 立って 黑 い 布， ^取り去る。 死 乜ろ松 出 氏の^ 

が§^0く：：3^ぇろ0〕 

誠 (間，^ e いて) ねえ、 お祖母さん〕 お父さん は 腐 白な 

顔 をして ゐ ますね え。 

ぉ滿 何 を 言 ふの て すよ。 

誠 お 父つ さん は あんな 顏 をして、 何を考 へて ゐ るの。 お 

祖母さん U 

お 滿 そんな 事 を 訊く ものて はない よ。 お 父つ さん はね 

え、 もうお 亡くなり なすった の だよ。 

誠 ぢ や.；^ んぢ やった のリ 

ぉ滿 さう です よ。 だからもう 汝は 二度と お 眼に かんる 事 

は出來 ない の だから、 よく ぉ顏を 憶え て お 置き なさい。 

誠 死ぬ とお 父つ さん はどうな るの、 お祖母さん リ 

お^ 遠い 處へ 行って しま ふの だよ。 


笑哄の 死 
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お 誠お 誠お 誠 


ぉ滿 ff^0^5 私 はこん な 人 は 知らないが：： 

(看護婦が 綠が はから 出て 來 ろ。. 

看護婦 先生、 お 電話 を 掛けましたら、 まだお 歸り になら 

な いやう-て ござ います。 

n 村 さう か。 

(突然左手の唐紙がする-^^と開く" 盛装した 山路 f8 

し 子が 現 はれろ o) 

よし子 まあ. 御隱 居さ ま 0 暫 らくで ございました。 

ぉ滿 (驚いて) あなた は 何人です。 

fit; 子 もうお 忘れで ございま すか。 病院に 居りました 山 

路 でございますよ。 

お 滞 あ k 、看護婦の —— (看護婦 二 名 額 fj- 见合 はぜて ゐ 

ろ) 

rs し 子 さう-て ございます U かう やっての こ （- お宅へ 上 

れ る 義理て は ございま せんが、 今日 鳥渡 先生 に 申 上げ る 

事が ございまして、 病院に 電話 を かけましたら >  急に お 

亡くなり になった とい ふので：： 御隱 居さ ま。 (泣く) 全 

く かの やうて ございま すねえ。 一 昨 口 私共へ お出て にな 

りました まて は、 少しもお 變り もなかつ たに、 もうこん 

なお 姿に なって おしま ひ 遊ばす と は、 私 どう L て も本當 

と は 思へ ない ので ございま すよ。 

お 猫 (煙に^！^かれ乂ゐろ) 汝は 始終お： S に會 つて ゐ たの 


遠い 處っ て、 何處。 

0 極樂と 言つ てね、 佛樣の いらっしゃる 處 だよ。 

面白い 處。 

-滅 (問.^ S いて ) 大變 結構な 處て すよ。 

ぢゃ、 お 父つ さん は 喜ん てる" てせ う。 

0 默 つてい らっしゃい。 (恐い^ > ^する) 

(玄^^が 出て 來ろ。 ) 

玄關番 (一 1^ の 名刺 1^ 出して〕 御隱 居さ ま。 此方が 鳥渡 

お 眼に か、 りたい とおつ しゃって いらっしゃ いました。 

お^ 誰です。 (吸が 雜 いので^ 字が 讀 めない ので Hs_」 繊 

fj- よせて 名刺ん .-H- てゐ ろ。〕 

玄關番 山路 よし子と 書いて あります。 

ぉ滿 山路 よし子と：： 誰 だら う。 (ra) 鬼に 今日は 取り 

込ん て 居ります から 甚だ 失 鱧です が、 お 眼に か 、り ね 

ますって、 さう 言つ て 下さい。 

玄關番 今 さう 申 上げたん てす が、 先生の 御 不幸 を 伺って 

上った のです から、 是非お 跟 にか k りたい とおつ しゃつ 

て、 どうしてもお 歸 りに なりません。 

ぉ滿 何てす。 先生の 御 不幸 を 伺って 上った のです つて 1 

—どんな 人です。 

二十 八 九の 立派な 御 婦人て す。 
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笑哄 の^ 死 


お 誠お 誠 お 誠 お 


誠 ぢ やお 父つ さん は 死ん ぢ やって、 物を考 へる 處が 遠く 

へ 行つ ちゃった から、 かう やって 何も 考 へないで 臥て ゐ 

るの。 

はな さあ、 坊ち やま。 私と 一緒に 寢 みませう. -而 白い お 

話 をして 上げます よ。 

誠 はな はすぐ 居眠り をす るんだ もの。 

はな (赤くな つて) あら 坊ち やま。 

ぉ滿 (1^ すろ) ぐ づく言 はないで ぉ寢 み。 

誠 だって：： (しくく 泣きながら はなと 退場) 

ぉ滿 (誰に いふと もな く) ほんと に 我^て W ります よ， - 

よし子 まあ、 坊ち やまのお み 大きく おなり 遊ばした こと 0 

私が 病院に 御 厄介に なって 居りました 時分 はま だほん の 

赤さん で. よくお 亡な りに なりました 奥 機に 抱かれて い 

らっしゃい ましたが：： 

お まへ 

ぉ滿 (その 話に は 構 はすに) ぢゃ汝 は 良 造に かこ はれて 

ゐ たの だね。 

よし子 (^態,^ し \^) え 、。あれから ずっとお 世話にな 

つ て 居りました ので ござ いますよ。 

(他の 二人の 妾 はこの 話，^ 聞いて、 獠ぃズ よし子の 餌 

^n^50 さま- J:\ の 思惑が 二人の 餌に 見えろ。) 

ぉ滿 (冷淡， ^装って) さう です か。 

よし子 (間^ Si ぃズ) 私が 病院に 上ります と， すぐに 先 


です か、 病院 を 出てから も。 

よし子 え、、 この 三年と いふ もの は 五日と お 眼に か、 ら 

ない 事はなかった ので ございま すよ。 

ぉ滿 (間， ^置い \ ^不機 縦な 聲で) 石 川さん ももう あっち 

へ 行つ て 休息して 下さい。 

看護 嫁 はい。 (二人とも 去ろ) 

ぉ滿 さあ、 誠、 汝 ももう 寢 るんで すよ。 

誠 いや だな あ。 撲 はもう 少しお 父つ さん を 見て ゐ るん 

だ 0 

お 滿 そんな 事 を 言 ふ ものではありません。 

誠 ねえ、 お祖母さん U お 父つ さん は 遠い 處へ 行つ もまつ 

たって 言 ふけれ ど、 やつば り 此處に 居る ぢ やありません 

か 0 

滿 遠い 處に 行く の は靈魂 だけて すよ。 

靈 魂って 何。 

0  (五月 蠅 さう 1_0 そんな 富 を 訊かないで 早くお 寢み 

なさい。 

て も 分らな いんです もの。 お 腿 母さん。 

0 靈 魂と は 心の 事. てす よ。 

心つ て 何。 

0 五月 蠅 いねえ。 この 子 は。 心と いふの は 物を考 へる 

處さ。 


笑哄 の^ 死 
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生が いろん な 事 を おっしゃ いました が、 丁度 あの 時分 

は、 まだ 奥樣が 生きて いらっしゃいました から、 そんな 

事 をして はいけ ない と 思 ひまして ぉ斷り をして をり まし 

たの。 その内 奥樣 はお 亡くなりになります し、 先生 も 何 

かにつ けて 御 不自 由 だら ラと思 ひました から、 私 はた ラ 

とラ お世話になる 事に なりました ので 御座います 。(急に 

悲し さう L1) まあ、 今から 思 ひます と、 先生の 柔 しくし 

て 下す つた 事ば かり 思 ひ 出されて 私 はもう 悲しく つて 悲 

しくって：： 

ぉ滿 (っリ 込まれて) 私 もね え。 この 年に なって、 こん 

な苦勞 をしょう と は 思 ひません てしたよ。 

よし子 ほんと でございます ねえ。 私 は御隱 居さ まのお 心 

をお 察しし ますと、 もう 淚が こぼれて . . ： 何も 申 上げら 

れ ません よ" (泣く) 

ぉ滿 (泣きながら) あ、， よく 言って おくれ だ。 

(おゆきと おとみと は 憎らし さうな 颜 付で， よし子の 

^,.5- 见 つめて ゐ ろ。) 

ゆき (こらへ かれて) 御隱 居さ ま。 

ぉ滿 何 だい。 

ゆき 佛樣 がま だ 眼 を あけて いらっしゃ いますが — 

ぉ滿 さう だった ねえ。 

C おとみが 素 立って 行って 眼,^ ふさが IP- る。〕 


とみ (その 儘 死人の 餌 1^ 凝 然と 見て ゐ たが"？ 4に 狂 i 幼の や 

う LL なつ ズ〕 n ー那樣 * どうして あなた はこん な 情ない お 

姿に おなり 遊ばしたん でございますよ 0( 死人の 上に 泣き 

伏す) 

(沈 默。) 

ゆき (1=^1"^ つまら ぱ ながら) ねえ、 御隱 居さ ま。 私に は 

あの 御 丈夫な 方が こんなに おなりに なった かと 思 ふと 世 

の 中が たよりなく 思 はれます よ。 今朝 病院へ お出かけの 

時 洋服 をお 着せ 申します と、 旦那 樣は にこく 遊ばして 

「おい、 おゆき. いやに 不機嫌な 顏 をして ゐるぢ やない 

か、 何 處か惡 いの か。」 つて おっしゃい ましたの 。「い、 

え 少し 齒が 痛みます から 0」 と 申し上げ ますと、 「どれ 見 

せろ。」 つて おっしゃって、 私の 顎に 手 をお 掛け 遊ばして 

見て 下さい ましたの。 (間) 私 は あ の 時の 「小さな 蟲齒 

だ。 大した もの ぢ やない。」 つて おっしゃ つたお 聲 が- ま 

だ 耳に つ いて ゐる やうで、 どうしても 忘れられ ま 4j んの 

-て ござ います — (泣く) 

ぉ滿 もラ く， 止して おくれ。 思 ひ 出す 程 悲しくな るか 

ら…. 

(よし子ば 不思議な 額 付で 二人,^ 見て ゐる 0) 

田 村 (イラ/,.、 して〕 藤 W さん は遲 いな。 どうし たんて 

せう" (時計 yj- 出して ろ) もう 九 時 二十 分になる。 


笑哄の 死 


おゆ  i あなた は 何 か 御用が おありな さいます のて すか o 

E 村 いや、 何 一 軒 これから 往診し なければ ならない 處が 

ある だけです。 

お 滿 それ は 困りました ねえ。 もう 參る だら うと 思 ひます 

が：： ほんと に まあ 何 だって 鎌 倉なん かへ 參 つたん てせ 

う。 あなたお 急ぎで ございま すか。 

田 村 いや、 まだよう ござんす。 さっさ 電話で 十 時 頃 行く 

からって 言つ て やつ て 置きました から。 

お ffi あ、、 さうて ございま すか。. 鬼に 角 藤 田 夫婦が 參り 

まして- あなたに 立會っ て 頂いて 逍言狀 を 開けなければ 

なりません から ： ： 御迷惑で ももう 暫 らくお 待ちな す つ 

て 下さい まし〕 

田 村 は あ、 承知し ました。 

(おはな が かに 淡 側からば 入って 來 ろ。 玄關^ が 現 

はれろ 0) 

玄^^ 御隱 居さ ま。 尾 崎 とめ子 さんと. S. 上げる 御 婦人が 

見えまして、 先生が お亡くなり なすった さうて すから、 

是非 御隱 居さ まに お 股に か k りたい とおつ しゃつ てて 

す 0 

お^ 尾 崎 とめ子さん * へえ、 H 村さん、 どうしたの てせ 

う。 良 造の 舊ぃ 友達で 結核で 亡くなった 尾 崎 正 夫さん の 

奥さんて すよ。 四 年 も 五 年 も 一度 も顏を 見せない. て、 今 


になって # ひたい なんて 11 それに 良 造の 死んだ 事 を 何 

處 から 閗 いたので せう。 

田 村 (變な _g 付， かして) 尾 崎の 未亡人て すか。 ぢ ゃ此處 

へ お通しな さらなければ なります ま い。 

ぉ滿 どうして す。 私は會 ふまい と 思 ひます が：： 

H 村 いや、 さう いふ 譯には 行きますまい 。あの人 は此頃 

大分、 松 田 君と 往来して ゐられ る やうです から：：。 

ぉ滿 まあ、 さうて すか。 それ を どうして 私に 隱 して ゐた 

のでせ う。 .ぉ 造 は —— 

口村 (間.^ いて) やつば り 言 ひ 憎かった のて せう。 

お^  (驚く〕 ぢ ややつ ばり —— まあ さう です か 0( 四 人の 

愛妾の 方 1^ 見る 0 四入^:3^«ぁリげな额,^す-<0 ぢゃ こち 

らに 御案內 して 下さい。 

玄^番 はい。 (去ろ) 

ぉ滿 (嘆. は 1^ 吐いて) あの人 まても ねえ：： 

(沈 。ノ 

(大きな 丸 SJfiL-ig つた Est- とめ子が 出て 來 ろ- 三十ば 

かりの：^ 射で あろ o) 

とめ子 (瓿. ^赤く して) まあ 御隱 居さ ま 久し振り てお g 

にか V ります。 こんなに 御無沙汰し てはいけ ない と 始終 

思 ひ 暮らして 居りました の-てす が、 やつば り 上り 僧い の 

て…. 
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ぉ滿 ほんと に 久し； ii りて したねえ。 (ジ C1 く 見ろ) 

とめ子 また 今度 は 突然 飛んだ 御 不幸で、 さぞ あなた も 御 

殘 念-て ござ いました らう。 今夜 私共 へ お出でにな るって 

おっしゃって お出て がない ものです から、 病院の 方へ お 

話で 伺 ひます と、 これく だと おっしゃる のて、 私 は 

眼 を 廻して しま ひまして ねえ" (泣く〕 まあ 何と いふ 悲し 

ぃ窜 になり ましたの-て せう。 

お 滿 やつば り 酒 や 女 狂 ひが 過ぎた のて すよ。 ねえ、 田 村 

さん 0 

H 村 1 體松田 君に は腦 溢血の 素質が ありました から、 わ 

たくし も 鼠 暴な 生活 を 魔す やうに 注 した ん です が： 

とめ子 おや、 田 村さん てい らっしゃ います か。 まあ 暫ら 

く。 取 a して 居りまして、 ちっとも 氣が 付きませんで 失 

禮 いたしました。 

口村 いや、 暫 らくでした。 

とめ子 御隱 居さ ま， どうぞ 此 迄の 事 はお ゆるし 遊ばして 

下さい まし。 先生が お亡くなりに なりました のて 私 は ほ 

ん とに 心細い 人 問に なつ てし まひました ので ございます 

から、 此 から はせ めて 御隱 居さ まのお 傍に a '々上って い 

ろい ろ お 話ても い た しましたら、 少し は心强 いか と 存じ 

ますから：： どうか 御隱 居さ ま * 私 を 娘 だ とお 思 ひ 遊ば 


して：： 

お ig  (っリ 込まれて) とめ子さん、 私 はこの 年に なって、 

、 J ん な 苦努を しょうと は 夢に も 思 ひませんで したよ。 

とめ子 ほんと て ございま すねえ， しみ.， お 察しいた し 

ますよ。 (死人の 傍へ 招リ 寄って) まあ， 先生。 (狂 熱 的 

5 お 情ない。 どうして こんな 窜 におな り 遊ばした ので 

すよ。 先生， 私 は 先生に 死別れ て 一 人で 生きて ゐる氣 は 

いたしません よ。 此問 お出. て 遊ばした 時、 お 酒のお 相手 

をした のが、 一 生のお 別れに ならう と は 夢にも 思 ひませ 

ん. てした。 (死屍 ゆすぶつ ズ) 先生、 何とか 言って 下 

さい まし。 とめ は 一 生 あなたのお 情 を 忘れません よ o( 泣 

き 伏す) 

(四 人の 愛妾 はさま/^ な 思 ひで、 この 愁嘆，^ 眺めて 

ゐ. ろ。) 

お ffi  (泣く) 

とめ子 (^咽しながら) 御 隱居樣 * お 恥 かしい 話て すが、 

ど う ぞ 不身 持な 奴と おさげすみ 遊ばさないで、 私の 話 を 

お訊き 下さい まし。 一 旦 後家に なった ものが どうして あ 

んな氣 になり ました か、 今から 考へ て兑 ろと 自分ても 不 

思議に 思 はれる のて ございま すよ〕 主人が 亡な りまして 

から 寂しい in. 月 を 送って 居ります と、 先生が 御 親切に も 

始終お 訪ね 下さいまして ねえ。 それ は柔し い 事 を 言つ て 
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下さる ので ございま すよ。 その内 あれ は 主人が 亡くなり 

ましてから 四 ヶ月ば かり 經っ てからて ござ いました。 あ 

る晚 先生が お出で 下さいまして 「一人で は 心細から うか 

ら 世話 をして やら ラ 0」 とおつ しゃる のて ございま すよ。 

私 も 一 度 はお 斷り 致し ましたが、 何しろ 主人が 後の 始末 

をして 置いて くれなかった ものです から、 段々 暮 しも 心 

細くな つて 參 りまして、 それに K 家 は 死絕ぇ てし まつ 

て、 相談 相手に なって くれる 者 も ございま せんので、 つ 

いいつと なくお 世話になる 事に なって しま ひました の 0 

(問、 淚, ^こぼして) でも こんな 悲しい 目 を 見る 位なら、 

あの 時な まじ ひお 世話にならなかった 方が 好い と 思 ひま 

すよ。 御隱 居さ ま。 愚痴な やうです が、 私 はどうしても 

諦められません の. て ございま すよ。 (泣き伏す) 

ぉ滿 (泣く) 

(四 人の 愛妾 も大 泣きに 泣く。) 

E 村 (また 時計,^ 出して 見ろ。 舌 打 して) もう 九 時 四 

十五 分 だ。 どうしたの だら う。 

とみ (はな 向つ ズ) おはなさん、 お 互に 旦那 樣 がいら 

つし やらない と 思 ふと. 心細くて 心細くて、 行く先が 眞 

黑 なやうな 氣 がする わね え。 

はな ほんと-てす わね え" (しくく 泣きながら) 私なん か 

つく <\ さう 思 ふの。 此方へ お 小間使に 上らなければ 今 


頃 は田舍 でお 父つ さんと 一 緒に 眞黑 になって 働いて ゐる 

のよ。 かう やって 結構に して 頂く のを考 へる と ロー 那樣の 

御 恩 は 忘れられな いわ。 

ゆき 私 はもう 曰 ー那樣 のお 世話にな つてから 足懸四 年に な 

る けれど、 何時も 柔 しくして 下す つたの。 それ を考 へる 

と勿體 ないやうよ。 

はな それ も 長く ぉ忠 ひなす つた とても 言 ふなら、 諦め や 

う もあります けれど、 今朝 まて あんなに お 丈夫だった 方 

が 急に お亡くなり なすつ たんです もの * どうしても 諦め 

られ ない の。 私に はま だ 物 を おっしゃ るお 聲が 聞え る や 

うだ わ。 

とみ あ X、 全く 情ない のね え。 ねえ、 おゆきさん。 これ 

から は 何に かあつ て も 三人 仲 善くして 暮らし ませう ね。 

ゆ さ ほんと にさう しなければ ならな いわねえ。 

とみ そして 且那樣 の 窜を思 ひ 出したら、 三人 寄って お 互 

に 泣き ませう ね。 

(玄 關难が 出て 來 ろ。〕 

玄關番 御隱 居さ ま. 只今 藤 田さん がお 藩き に なり まし 

た 0 

(玄 關番の 言が また 終らない うちに 藤 輔 とその 妻 

つた子が 旅裝 のま V は 入って 來 る。) 

E 村 や あ、 藤 田さん。 
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s や あ。 

田 村 大分 待ち ましたよ。 

膝 田 それ は失禮 しました。 時に 義兄 は 如何です。 危篤と 

いふ 霜 報て 11 

ぉ滿 良輔 さん。 もうとう./ \ 、いけません てした よ。 (泣 

く) 

つた子 お母さん、 ほんと です か。 

口村 松 E 君 は 三十 分ば かり 前に 呼吸 を 引取られました。 

つた子 病氣は 何てす。 

E 村 劇烈な 腦 溢血て した。 私が 診に 參 つた 時には、 もう 

Il^t睡狀態には入っ てお 出て、 した。 

つた子 (接 嘆の やうに 低く) まあ：： 

藤 E  (間，^ K いて) 放縱な 生活の 報いて すよ。 

(沈 默。) 

ぉ^1 良 造 はよ く 自分ても 「あんまり 私 は 血が 多過ぎる か 

ら長生 はしまい」 とはいって 居た が、 まだ 五十 三と いふ 

と、 Ef^ 盛り だから こんな 事になる まいと 思って ゐ たのに 

 < 問 は 全く 當 にならない 者 だね え：： 

つた子 お母さん. ー體 兄さん は 何時から 惡く なった のて 

す。 私たちが 鎌 倉へ 行く まへ にお g にか、 つたと きに 

は- まだ 何ともなかった ぢ やありません の。 

お 何時から 惡く なった とお 言 ひかい。 


つた子 え i、 あんまり 突然て、 私に はどうしても 本當と 

は 思へ な いんです もの。 (泣く) 

ぉ滿 (泣きながら) 良 造 は 亡くなる 一 時間 前まで は 平常 

の 通り 眞 紅な 顏 をして ゐ ましたよ。 つた子。 あれ は 夕 御 

飯 を ベ かけて 急に 引っくり返 つたので すよ。 

はな (ける リ として) 丁度 私が 御給 仕を致して 居り まし 

たのです が、 五本 目の ビ ー ルを 一 杯 召 上 る と 、 心 持が 惡 

いとおつ しゃって、 そこに 突 伏してお しま ひ 遊ばした の 

でございますよ。 私 はま あどう しょうかと 思 ひまして： 

つた子 (愤 然として〕 おはな、 汝に 訊いて ゐ やしません。 

差 出口ば かりして：： 

はな (赤くな ろ) はい。 

つた子 (ふとぁたリ¥^-見廻して、 ょし子ん發見し 不思 

議さ うに〕 お母さん。 

ぉ满 え、 何てす。 

つた子 このお 二人 は どなたです。 私 は 存じません が：： 

お^  (少した じるいで) 良 造の ね：： 

よし子 まあ、 奥 さま 0 あんまり、 ぉ跟 にか  > -らな いのて 

お忘れなさい ましたの てす か。 私 は 山路て ご ざいます 

よ。 (笑^に なろ〕 

つた子 山路さん と 巾 します と。 
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ぉ滿 病院に 看護婦 をして ゐた。 

つた子 へえ * 私 は 知りません よ。 そんな 方 は。 

よし子 ねえ 奥 さま • お忘れに なった の-てす よ。 私 はよ く 

奥 さまが 此方 へ お遊び にいら しったの をお 兑 掛け 申し ま 

したよ 0 

つた子 (冷淡に) さう です か。 お母さん、 この 方 は 何 か 

御 川で もあって いらし つたんで すか。 

ぉ滿 あのね、 良 造の 世話 をして くれた 人 たちだよ。 

とめ子 (ぉづ く) 私 は 尾 崎と めと ゆします 0( 挨 IJl,^ す 

ろ ) 

つた子 (それにに！^ ^1 へやお 滿 に 向って〕 何て^-す。 

ぉ滿 何てって いふ こと はない けれど， おはな やおと みの 

やうに 不斷 の 世話 を し て 居た 人 たちだ よ。 

つた子 だって これまで， 家に は 見えなかった ぢゃ ありま 

せんか。 

ぉ滿 他所に 置いて あつたの だよ。 私 も 今日 初めて 閗 いた 

んだけれど：： 

(藤田は驚ぃてニ人の^^,^しげくと觅る。) 

つた子 へえ：： (かう 首つ ズ五 人の 愛妾，^ くらべ ろ) 

さう です か。 

(沈 默。) 

(五 人の 愛妾 はてれ てゐ ろ。) 


00  (m 大な 1 帑件 14^ 談 する やうに ffi 々しく) お母さん、 

それで は 義兄さん の 世話 を して ゐ た 女 はこれ だけです 

か Q 

お これ だけ だら うと 思 ひます がね え。 

藤 W ふむ。 (間 1 せ いて 竊リ 言の やう！ o 五 人 II 

おゆ i  (感偽 的：，：〕 も 嫁が 亡くなつ てから、 何 かにつ 

けて 不自. S だった やう. てす から、 私 は 度々 新しく 嫁 を 探 

してやりました けれど、 何う いふ IS です か、 もう 家内 を 

持つ の は 厭 だと 巾し ましてね え. 何の ロも斷 つてし まひ 

ましたの。 今にな つ て考へ て M ますと、 あれ は 一 人の 女 

を 可愛がつ て 行く 性質 の or てはなかった のて すねえ。 

膝 H 義兄さん にと つて は 女 は 人 ii てはなくて， 人 問の 爲 

に 役に立つ 一 種の 生 さ 物と しき や E 心 はれな か つたので 

す。 

つ.^ 子 (死^の 傍に 坐って、 しげく と 良 造の 額 vs^ 見つ 

めて ゐ たが) 兄さん は敎 育の ある 立派な 女 を 知らな かつ 

たから、 そんな 間違った 考を 持った のて すよ。 亡くなつ 

た 義姉さん が あの 通りの 性質で したから ねえ。 

藤 m 義姉さん の 嫉妬に は 義兄さん. --餘 程 閉口して 居られ 

たやう でした ねえ。 

つた子 それに今更こんな靠をぃふのも何ですが。 ^§さ 

ん にも 少し 學間 があった ならば、 あんなで もなかった-て 
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せう がね。 

藤 m 何しろ 少しも のない 人だった から。 人間 は 善 か 

つた けれど-^" 

E 村 (欠仲.^嚼み殺しズ時計.^出しズ=^0 十 時 五分 前 

だ C 

ぉ滿 (ま. 悲しくな つて 來ろ) でも かう やって 私が 良 ffi 

の 1^ 顔 を：：；^ ようと は 何とい ふ不 仕 合て せ うねえ。 、造 も 

辛苦して、 やう やく これまで 家 を 盛 立て \、 これから 少 

しづ X 樂 が出來 ようとい ふ 時に なって、 こんな 寧に なつ 

てし まって 私 は 可愛 さうて なりません よ。 S く) 

つた子 if" お 酒と 女の 毒です よ。 

(五 人の 愛妾 は 恥 かしめ られ たやうな _g 付で ー齊 Li つ 

子，^ 呪む。) 

(沈 Ke,; 

つた子 (愛姿たち1„^:;睨みか へして〕 私 はかう やって 兄 

さ ん の 死顏を 兌て ゐ ると、 慘た ら しく^&殺 し に さ れ た 人 

を 見て ゐるゃ うな 氣が してな りません よ。 兄さんの 顔に 

は 苦痛に 責め 跌れた 人が 死んで、 漸く 安らか になった や 

うな 表情が 表 はれて ゐ ますい- 私 はたった 一 人の 兄さん を 

こんなに 慘 たらしい 股に 會は せた 人た ちが 愤 くて I：  くて 

耐 りません。 

とめ子 (愤然 として) 奧樣， それ は 私たちに 向って おつ 


しゃる のです か。 

つた子 私 は 誰と 人 を 指して 申しません。 兄と 不适 德な關 

係 を 結んで ゐた總 ての 女に 向って いふの てす。 

とめ子 K. 道德 てす つて、 まあ。 

よし子 それて は 奥樣伺 ひます が、 道德 的な 男女の 關 係と 

中 します の は、 どラ いふ 關 係て ございませう。 

つた子 それが 分らない のて すか。 一夫一婦の 結婚より 他 

に、 人に 聞かれて 耻 かしくない 男女の 關 係はありません 

よ 0 

よし子 それて は 奥樣， あなた はま だ 何にも 御存じな いの 

です ね。 (il^e ぃズ) そのお 齢で 男と 女との 間の 車 は 

何 一 つお 分りに ならない のです ね。 

つ. ！，： 子 失禮な 事ば かり。 私 はかう 見えても 女子高 等 師範 

學 校を卒 梁して、 藤 W と 結婚して からもう 十 iH- になり ま 

すよ。 その 位の 事が 分らな いて どうす る ものです か。 

よ，.； 子 て も 十五 六の 未婚 娘の 言 ひ 草 見た やうな 事 をお つ 

しゃる ぢ やありません か。 

つた子 02 き 込んで：) 何てす つて、 十五 六の 未婚 娘の 言 

ひ^てす つて。 まあ、 素性 も 分らない 妾 風情の 口から そ 

んな侮 扉 を 受けた かと 思 ふと、 私 は 口惜しくて 口惜しく 

て 0 

よ L 子 (落 付 い て ；； 奥樣。 今 私共 は 系陶 調べ をして ゐ る 
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のて は ござ いません よ。 そり や 私共と 違って お金の ある 

娘さん は 立派に 思 ふ 方と 結婚して、 他所 眼に は 羨まれる 

やうな 家庭 をお 造りになる 事が 出来ます。 併し さう いふ 

御 夫婦が 皆、 あなたの おっしゃる やうな 人に M かれて 耻 

かしくない 御 關係だ か、 どうか 分る もの ぢゃ ございませ 

んょ。 よし また これが 人に 聞かれて 耻 かしくな いやうな 

御關 係て あつたに しろ、 私共から 見れば そんな 御 夫婦 は 

少しも 人間と して 價値 のない 者と しき や 思 へ ません。 

つた子 どうして 價 値がない のです。 

よし子 折角 入 間が 天から 授かった 寶物を 味 は X ないから 

です。 K の 持 腐れ だからて す。 丁度 智惠 のない 金 持が お 

金 をす つかり 藏の內 へし まって、 錯 させて しま ふやうな 

物です。 物の 偎値を 知らないの はこの 世の 内て 一番 大き 

な 罪です よ。 

つた子 そんな 事はありません。 私 は 決して 價値を 知らな 

いのて はありません。 節制す るので す、 濫費 をつ 、しむ 

だけです。 (死 ^1^ 指さし \^) 兄 を御覽 なさい。 これが 

m 費の 結果です。 あなた 方が 人 問て なければ、 兄 は拂っ 

ただけ の價 値の もの を あなた 方の 身體 から 貰つ て 行けた 

のです が、 あなた 方が 人間だった ために あなた 方の 兄に 

くれた 物より 大きな 値段 を 兄は拂 はせられ たのです。 そ 

の 結果が 腦 溢血です。 この 通り 慘 たらしい 死 態 をし なけ 


れ ばなら なかった のて す。 兄 は あなた 方 五 人から 責め苛 

なまれて 死んだ のです よ。 

田 村 (また 時計，^ 出して 見る) 十 時 十分 過ぎ だ 0( 藤 田と 

おゆ i とに 向って) この 調子で は 今夜 中 に は 遺言 狀を讀 む 

やうに はなり ますまい。 私 は 鳥渡 失禮 して 病人 を 診て 來 

ませう 0 

(つた子の 最後の 言葉.^ 閗 いて、 五 人の 愛妾 は險 しい 

眼 付で つた子， や 白 睨んだ が、 田 村が S 言狀と 云った の 

で電 おに か、 つた やう LL 1 齊：， L その 方, ^見ろ。) 

藤 田 いや、 お 忙しい 處 をお 待たせして 匿いて、 ぢ やそろ 

そ ろ 遣 言狀を 開封 しませう か。 遣 言 狀 は どこに あるの-て 

す 0 

ぉ滿 おはな、 あの 良 造の 書齋の 床の間に 置いて ある 箱 を 

持って 來 ておくれ。 

VV な i  、，0  (退く) 

藤 3 先年 私が 勸 めて 遺言 狀を 書かせて 置いた のて、 後の 

財産 等の 整理に は 大助かりて すよ。 

つた子 でもよ く 兄さんが あんな 物 を 書いて 置く 氣に なり 

ましたね え。 あんな 氣 象て：： 

お^ やつば り蟲が 知らせ たんだよ。 

Em 誰ても 五十 を 越す と、 遣 言狀を 書く 氣に なります 

よ。 併し 義兄さん も 働いて 貯めて あつたから 後は樂 てす 
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よ。 この 宅地と 病院 だって 時： S に 見 積って 大した 物て す 

から 11 それに 私の 會 社に 一 萬圆 の保險 がつ いて ゐ ます 

から  

^0 あれ は 今度 取れる のでせ ラか。 

藤 田 私の 會 社で は當人 が 死んで から 五 m 以内に 全部 支拂 

ひます から。 

(はなが 朱塗りの 大きな 筘 1^ 大事 さう に述ん でく ろ。 

一 使の 者 t-^ 默 つて その 箱の 一 舉 一 励.^ 见 守って 片唾 

, ^吞ん でゐろ 0) 

ハぉ滿 が 箱， はなから 受取って 藤 田に 渡す。) 

鹿 E  受取って ra 村：，！〕 田 村さん、 あなたお 讀み下 

さいます か。 

W 付 いや、 ぉ身內 ですから • あなたの 方が ぃ丄 てせ う。 

(藤 H はせ の 意見 vS- 問 ふ やうに 一 -Mys^ 见 廻す。) 

ぉ滿 では 御苦勞 てす が、 良輔 さん、 讀んて 下さい。 

Em 承知し ました。 では iS みませう 0( かう 言って 藤 rati 

封印 1 や 切って 箱 1^ 開ける。 內 から 一 通の 狀が現 はれる。 

^ S は それ fj- 擴げ て) では 讀 みます から：： (皆に 跌っ 

V 1 醴 する) 大正 二 年 十月 十九 日、 午後 九 時 この 狀を認 

む：： 我 今 五十一 回の 誕生日 を迎 へ、 しか も尙 我が 脈管 

の c に 流る \ 血液の 熱に 惱 める を 感ず。 今にし て 顧みれ 

ば わが 一 生の 生沾 は慘 苦と 快樂 と、 恰も 機械の 樹 輪の 如 


く 緊密に へ J ひ 違 ひて、 その 間に. S 隙な きを 覺ゅ。 これ わ 

が 生活の 唯！ の 誇りに して、 同時に また .HI 己の 滿 足な 

り。 我れ は祌を 信ぜず。 た 人間 を 信じ かつ 愛す。 そ も 

そ も 人間 は淚と 笑との 器に よって、 その 肉 體を虛 偽と 35^ 

資とを 以て 彩られた る 者な り。 地上 他に か X る靈 妙なる 

物 あらん や。 (一座 變な 鋭， ^して IS いて ゐろ〕 わが 人間 

を 熱愛す る 所以 は此 處に存 す。 彼等 は 一 面 K だ多淫 にし 

て、 一面 極めて 多淚 なり。 われ はこれ を .21 己に 徵 して 知 

る。 われい まだ この 察 ffi に 想 ひ 到ら ざり しとき はた.. -徒 

らに 人生 を 苦痛と したり。 怠惰 は その 頃の わが 好 伴侶に 

して、 鶴 g は 妄想と 共に わが 食膳の 缺 くべ からざる 滋味 

f き〕 此處に 生活 は 沈滞し， 人生 は燜壞 の岐と 化し 

て、 わが 肉 體が奇 しき 蔓の 内に 始終す る 者と ならん とし 

たりき。 危 かりし かな。 

お-? i  (とう/ 、耐へ かねて) 良輔 さん、 それが 遺言 狀で 

ございま すか。 

藤 E え、。 (ffi の內, ^なほ 一 應 調べて) これより 他に は 

何も ございま せんが。 

つた子 何だか 變で すねえ。 

藤 3 まあ 先 を 讚んで 見 ま せう：： その 頃 われ は 極めて 贫 

W にして、 人 問 生活の 外面た る 衣な 住の 一 として 滿 足な 

る 物 は あら ざり しなり。 然れ ども われ は敢 てこの 闲苦缺 
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乏を 意と せず、 たビ 35 なる 靑 春の 意 無に 驅られ て 怠惰と 

霹！？在 との 内に 未来の 安樂 を 夢み たりき。 然るに わが 三十 

歳の 時、 鬮らず も われ は 人生の 一 大事. 實に逢 藩し 此處に 

初めて 多年の 迷夢 を 破り、 眞. MG 生活 を發 見したり。 わ 

れは 後に わが 妻と なりて、 多くの 嘘を吐き、 多くの 貞節 

を盡 し、 遂に 同紘四 年に して. 一子 を殘 して 死去した る 

一 美人 を戀^ したりし なり。 幸 iSi にも わが 堂々 たる 風采 

とわが 職 菜と は、 かの 女と その 父母 を 欺 く^を 得て わが 

家庭 は 造られ 宿望 は 此處に 達せられたり。 われ はかの 女 

によりて 人生の 多くの 秘めた る 事 を？ おたり。 これ わが 未 

だに かの 女 を 忘れ 得ず。 口 夜 感謝の 情 を 以て 巳に 十 年 前 

一片の 土と 化した る 彼の 女 を 思 ふ 所以な り。 同 接 二 年に 

して かの 女 はわが 親友 某 IS 學 博士と 情 を 通じたり 0( 一  座 

151 然とす ろ。 田 村ば 狼^して 色.， か錢 す) 而も わが 妻 を 愛 

しその 親友 を 愛す ろ 情 は 依然と し て變ら ざり き。 もし わ 

れ 早く 此世を 去らば、 その 友 は 必ず わが 垂死の 床に 伏し 

て、 わが g の 閉づる を見屆 け、 わがた めに 遺言 狀を讀 む 

一人と なるべき を 疑 はず。 (ほ 村 は频リ に 汗 ふいて ゐ 

ろ) かの 女 は 二心 を 抱きて、 ますく われに 貞節な り 

き。 夜： に 送る わが 熱き 情に 酬 ゆるに 娼婦の 如き 情熱 を 

以てしたり き。 かくて わが 愛すべき 妻は戀 愛の 苦勞 によ 

りて 劇烈なる 祌經裝 弱と なり、 僅に 二十 一一 一歳 を 1 期と し 


て 白玉 拠 中の 人と なれり。 わが 悲歎 比ぷる ものな かり 

き。 妻の 死により て 初めて 人生の 最も； ffi き 秘密 に 徹底 し 

得た る われ は、 飜 然として 虚偽 も 眞^ 以上に 尊むべき 所 

以を 悟り 得たり。 わが 生活 は 一 轉 したり。 それより われ 

は 虚偽 も眞责 も總 て わが 生活の 途に 逢着す る 最高 の 亭實 

として 恭しく 取扱 ひたり。 不思議な るかな。 數年 にして 

われ は總て の 事實を 虚偽と も眞貲 とも 感ぜざる 迄 修養し 

得たり。 かくて われ は 人生 を 熱愛し 今日の 富 を て體： 55! 

二十 二 莨を數 ふるに 至れり。 今 われに とりて は 生 も. 处も 

虚偽 も眞， M もな し。 た 美しく 愛すべき 自己 あるの み。 

—— これ だけし きゃ窨 いてありません よ。 

(せ 呆れて ゐろ 0) 

fs し 子 ぢゃ 私たち は、 どうなる のて ございませう 0( 答 ふ 

ろ 者な？ 0 

(突然 緣が はの 外で 泣き^がき こえろ 0) 

ぉ滿 誰 だら う。 

(つた子が 默 つて 立って 障子，^ あけて 見ろ。) 

つた子 おや、 汝 は：： 

なつ (泣きながら) はい。 なって ございます 0( 内に 入つ 

て來 ろ) まあ、 n 一 那樣、 とうく こんな 情ない お 姿に お 

なり 遊ばして  (大 泣きに 泣く) 

ぉ滿 なつ。 どうしたの だい * 突然 入って きて。 


笑 哄の骹 死 


53 


なつ 御隱 おさま、 どうぞ 失 禮な處 は 御勘辨 遊ばして 下さ 

いまし。 私 はさつ きから その 緣が はで 立って 居りました 

のて ございます。 まあ、 何とい ふ 悲しい 事で ございませ 

う 。あんなお 柔 しくして 下す つた 旦那 樣 がわ づかニ 時間 

か 三時 間の 内に こんなに なって おしま ひなさい ますと は 

—— なつ はもう 決して 旦那 樣、 お 嫁に なん ぞは參 "はい 

たしません よ。 且那樣 のお 墓の 傍へ 御 車 公して 一生 尼に 

なって 暮らします。  

ぉ滿 何 を 云って ゐ るの だい、 汝は 11 

なつ い、 え、 御隱 居さ ま、 お M き 遊ばして 下さい まし。 

これが 悲しくなければ 犬畜生に も 劣ります のて ごや」 いま 

す。 先口 忘れ もいた しません。 今日から 五日 前の 晚方、 

丁度 皆 さまお 芝居 へいら つし つ た 後で 御 書 齋て曰 一都 樣が 

お 招び になり ますから * 私が 參 ります とそれ はくお 柔 

しい 事 を おっしゃ いまして わえ、 もう 私 は 恥 かしくて 死 

にさう で ございました：： あ  > -、 旦那 樣、 私に はどうし 

て もこん な^にお なりな すった のが 嘘と しき や 思へ ませ 

んて ごや， います。 (死人の 傍 Li すリ 寄って) 旦那 機く 

何とか おっしゃって 下さい まし 0 なつで ござ いますよ 0 

先日 且那 32 の溫 かいお 手に 抱いて 頂いて 長い 事 泣いて 居 

りました なって ございま すよ 0 旦那 樣 あ、、 もう 何とも 

おっしゃれな いので ございま すか。 お 可愛 さう に：： 


(なつ は 死^, ^ゆすぶって、 狂人の やうに 泣く ひ) 

11 靜 かに^ 11 
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觸 姙婦 授産所 n  S 


入 物 

玉 木蹿子 她 娠校產 所長 

宇川 村 子 同 授度所 事 移 凰 

毛 利 勝 子 同校. M 所 助手 

武田收 二 新 ！！記 者 

滑田享 一郎 牧師 

田 代う ら 子 女學生 

草 田靜江 琴 S 指南の 鼓録 

內田新 之 助 商業 學校 生徒 

梅 本 りん 小間使 

その他 同 g 產所女 玄關^ 等 

時 

現 代 

場 w 

東京 巿內 

楊 末の 街。 下宿屋，^ その 儘 買った やうな 家の つくり- 

十！ @ と 六 Mi- の 室。 


十月 中句の 晴れた 午後で あろ。 奥の間の 正面ば fi 子 障 

子で 立 切 つて あろ。 外 は 庭。 鴨お に 支那 人の 字で. 

『至誠 迎天玉 水 女. 至 鶴』 と 記した 額が あろ。 fi 子 障 

子の 外は緣 が.：：：， i なリ 病室に 通 ふやう に なつ ゐろ。 

右 は S5 紙で 閉て 切って あろ。 姙婦 診察室と 云 ふ 張 札が 

して あろ。 左 は宋の 間と 違 ひ 棚と LL なって ゐ ろ。 床の 

間にば 大きな 松の 鉢 梳が钸 つて あろ。 左の 六 II- は忠 者 

の 待合の やうに なって ゐて、 新^ 二三 種と. K きな 淑 戶 

物 の 火鉢が S いて あろ。 奥の間に は 小形の "p^ 浙 スト- 

プが あろ。 下 LL\lP 氈ん败 いて 中央に 紫樘の 卓が 据み 5 て 

あろ。 その上に 灰皿、 貧 入、 帳簿、 四 五册。 女 玄關桥 が 

牧 ：l»=m 享 一 郞と女 a- 生 W 代 うら 子，. 伴れ て 次の か 

ら 座敷へ 道 入つ \ ^くろ。 冗浙 スト ー プに 火.^ 點 けろ。 

女 玄關番 只今 先生が いらっしゃい ますから、 少時お 待ち 

なすつ て 下さい まし。 

(二人 默 つてせ 驛 V ^する。〕 

(女 玄關番 去ろ。) 

%m  (小聲 で) うら 子さん。 存外 い 家て すね。 それに 

靜 かです よ。 あなたの 下 IS なんかより 餘 程い、。 

うら 子 どうせ さう-て すよ。 あなた はよ くそん な惡 口が 云 

へます ね。 

また そんな を —— あなた は 近頃 餘程 祌經 過敏に な 
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つ てゐ ますね。 

うら 子 神經 過敏に は 誰が したので すよ。 こんな 恥 かしい 

眼に あつ て —— あたし どうして あの 時 あんなに 馬鹿 だつ 

たので せう 0  (泣く) 

！ 5? 田 (う， C た へ て) うら 子さん。 今 先生が 來 ますから 

うら 子 来ても い 、わ。 あたしが 泣く の は 無理て せう か。 

こんな 身體 にされ ちまって。 

Is- 田 困るな あ —— 家て もうあれ だけ 泣いたり、 僕 を苟め 

たりした のに。 (熱くな つて) うら 子さん、 僕の 愛 を 信 

じて 下さい。 僕 は あなたの 身體の 始末の ために 全力 を 注 

いで ゐ るので すから。 

うら 子 でも 壻 田さん。 あなたの 愛 を 信じた 結果が これ 

よ。 あたしと あなたと 始めて たった 二人て お話した とき 

あなた は 矢 張 『^の 愛 を 信じて 下さい』 つて おっしゃつ 

たぢ やありません か 0 

田 (悄然と なろ) うら 子さん。 これ は 不慮の 災難-て 

す。 あなたが もし 僕の 愛 を 信じて 下さらねば こ の 場合 

うら 子 い >- え、 當然の 結果よ。 さ うぢ やなく つて。 

！ 5? 田 うら 子さん。 神 をお 信じ 下さい。 あなたの 言葉に は 

異敎 徒の 調子が 出て 来ました よ。 恐ろしい 事です。 


うら 子 異敎 徒に もな り ませうよ。 けふ祌 谷さん の 夫人が 

あた し の お _g を み て 變な笑 ひ 方 を して ゐら しつ た わ。 あ 

の 方 は 饒舌 者 だ か らもう き つ と 敎會中 の 評判に なって る 

%m  (急 LL 氣 が 付く ) そり やさう と、 うら 子さん。 お金 

の 方 はどうし ませう。 

うら 子 困る わ。 あたしお 金なん か 持って やしなく つて 

よ 0 

^田 僕の f が 全部て 二十 九圓 五十 錢 —— と。 とても そ 

れ では 足り やしない 0 あなた はお 國 からい くら 貫って る 

ん てす。 

うら 子 二十 圓ょ、 毎月。 

%m 合せて 四十 九圓 五十 錢。 併し それ を^ 此 處へ拂 つて 

しま ふと 來月僕 は 一 文な しにな つてし まふ。 洋服屋と ミ 

ルクホ ー ルに はどうしても 拂 はなけ り やなら な い が。 

(考 へ、、 む) 

(玉 木 輝 子が 紋 付の 羽織に 黑繙 子の 誇と 云 ふ 全部 黑す 

くめで 出て くる。 四十 七 八ので っぷリ 肥った 醜い女で 

あろ。) 

輝 子 (商 K 馴れた 男の やうな 口調で) や、 鳥渡 仕掛けた 

用事が あつたの て失趙 しました。 

(うら 子は府 向 いて ゐ ろ。) 
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(なろ ベく 弱 足.^ 見乜 ないやう に) いや。 どういた 

しまして。 今日 上り ましたの は：： 資 はこの 婦人 を 鳥渡 

診て 戴 さたい と 思 ひまして。 

琿子 (輕 く) は あ、 成程。 (うら 子に 向って) あなたが 

產婦 さんてい らっしゃ います か。 

うら 子 (赤くな つて) は あ。 

輝 子 (卓上の 呼 鈴， ^ま.？ らす。 女 $5 -務晨 宇川 村 子が 飛んで 

出て くろ) 鳥渡 診 斷簿に 記入して 下さい。 

村 子 はい。 (卓の 側に 坐して 帳錄 fj- 開く〕 

輝 子 (うら 子に 向って) では 鳥渡 御 姓お と 御 齢と お 住居 

と を —— 

%m 住所 は 本 鄕區森 川 町 一 、 滑田享 一 郞方田 代 うら 子、 

明治 i 八 年 六月 生れて す。 (村 子 その 通りに- m 入す) 

輝 子 ぢゃ 二十歳て いらっしゃ いますね。 

、つら 子 は あ。 

輝 子 (うら 子の 姿勢, < ^ジ C ジ na- ながら) これまで 別に 

重い 病氣 におな りなす つた 事はありません か。 

うら 子 いんえ。 (村 子 は その 返 Isf-,^ 記す) 

輝 子 では 鳥渡 拜見 しませう。 (立って 診察室の 方へ ゆく。 

うら 子ば 氣 i リ惡 さう に 從 いて ゆく。  ば それ,^ 心配 

な 服 付で 見送ろ) 

%m  (室 內,^ 一通 リ兑 廻して 正面の 額, 見つめ ズゐ ろ。 


やがて 獨語の 調子で〕 『至誠 通 J<』 11 

(診察 室 から 火 さな 輝 子の？ t がき- - えろ 0) 

輝 子 村 子さん。 月 經 初潮， 滿 十二 年 五月。 —— 以後 « 調 

. I 本年 一 一月 十八 曰來 潮せ =i  :A 月頃より 輕 度の 惡阻 

ありし も 二 ヶ月に して 治癒せ り。 その他 疾病な し。 月經 

期間 七 曰內外 —— 最終 月 經はー 一月 士 一  曰に 始まり 同 十八 

日 閉止す。 分 晚豫定 B は：： 十一月 二十 五日。 

%m 今日が 二十 3  (指折り 数へ ろ〕 

輝 子 八月 二十 三日 始めて 胎動 を 感ず、 下腹部に 緊張 あ 

り。 

(村 子-ての リに 入す。) 

せ 田 (考へ 深く) 『至誠 通，， 天』 と：： 

(輝 子 とうら 子ば 診察室より 出て くろ。) 

輝 子 r にこやか Li^E に 向って〕 只今 あちらから 申 上げ 

たやうな 譯で 11 定 U は 十 一 月！ 一十 五日です が。 

します と：： 僕 は 一向 かう 云 ふ 窜には 通じて ゐ ない 

んて すが、 その 豫定の 日に は 必ず 生れる のて せう。 

うら 子 い、 え、 どう. 之ば つかり はさう きちんと 參る も 

ので は ございません。 がし かしこの 康婦 さん は 私の 考へ 

て は それより 早から うと も遲く はなる ま いと 思 ひます。 

%m は >- あ：： (うら 子 1 ^顧みて 相談す ろ やう Li) う 

ら 子さん。 て はお 願 ひします か。 
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うら 子 (默 つて どうで.^ い 、と 云 ふ ^動の. s: に l^tii のお： 

vJ- 現す〕 

%m もう 後一 月し さやない のです から 11 もし 逢婦 のお 

预 かり を 願 ふ とすれば 何時頃から が 宜しいで せう か。 

輝 子 (呆然， i し V- ゐろ女 事務， -ftLL) 村 子さん。 此 處が濟 

ん だら 先刻お 願 ひし て 置 い た 胞衣 會社 へ や る 手紙 を！ い 

て 戴きたい のて すが。 

村 子 (赤くな ろ) はい。 (去ろ) 

輝 子 (^ELl 向って) 私の 所 は 何時ても お引受け 致し ま 

す。 お望みな， T 今日から でも 11 幸ひ產 室が 昨日 一 一つば 

かりさき ましたから。 

%m なる 程 —— さう します とお 預けいた します 費用 は ど 

の 位に なり ませう か。 

輝 子 (流れる やうに) 入 iH- 料 は 特等 一等 二等に 分けて あ 

ります。 特等 は 一日 一圓 一 等 八十 錢ー 一等 五十 錢て妝 まで 

附き ます。 尙康榑 に 居らつ しゃる 間 はこの 倍額 を. m 戴す 

る 事に なつ て 居ります。 それから 御 出 產の時 は 諸 K 用と 

も に 十圆だ け 戴く 規定て 御座います。 これ は總 十日 分 だ 

け 宛 前金て、 お納め を 願 ひます。 

%m なる 程。 (胸の 內で 勘定す る) ：: 

輝 子 これから 特等 一等まで は 私が お取上げい たします が 

二等 は 助手に 任せて あります。 


%p は あ。 どう-て せう。 、？， T 子さん。 セ コンド にして 

io 

うら 子 セコ ンド。 (不服ら しく 云 ふ) 

%m  (汗,^ ふさながら) でもい ろ./ \> 都合が あります か 

ら 0 ね。 、. て. う。 

うら 子 いやよ。 あたし。  ig: 田さん。 特等に して- m 

戴。 

や- E 併し その —— 

うら 子 (rt: 暴 に〕 - そんなら い X わ。 あたし あなたに 願 は 

ないから 11  (惡 さう に. E 眼む) 

^田 (閉口して) 併しう.， T 子さん。 

うら 子 (輝 子に 向って) ぢゃ 特等に 願 ひます から、 さう 

して 今日から お 願 ひしたい と 思 ひます。 何時 どんな 事が 

あるか 知れません から。 

輝 子 (简単 LO は あ、 よろしう ございます。 

うら 子 (^raLO て は 滑 田さん。 あたしもう 歸 りません 

か ら あなた 鳥渡 家 へ 行って あたしの 荷物と お金 を 持って 

来て くださいな、 荷物 は 手 廻りの 物と 着替 二三 枚で よく 

つ てよ 0 

%m  (iw なさう に 思切惡 く) でも。  

うら 子 (低い？ 母で さつく) これ は あなたの 義務よ。 (輝 

子 L1 向って〕 丁度 夫が 柬 京に as りません のて 此方に いろ 
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いろ 世話 をして 戴いて ほんと にお 氣の 毒です の。 

琿子 (何， t か..^ 全部 知し 切って ゐろ や、 つな 額 付で) ま 

あ、 さう です か。 それ は 御氣の 毒な 事て ござ いますね 

え 0 

^田 (一 ばい 唸った 人の やうに 忌々 L さう 11) ぢゃ。 う 

ら 子さん、 僕は歸 ります から (輝 子 Li) 長座いた しま 

した。 て はさう して 願 ひます。 (去る) 

輝 子 (せ m に挨 1^5 しながら 呼 鈴,^ チン チンと ならす。 女 

事務 負が 飛んで くろ) 村 子さん、 この 方 を 昨 曰 空いた 十 

ニ號 にお 伴れ 申して 下さい。 

(女 事務れ は うら 子，^ 伴れ て綠が はづた ひに 去ろ。) 

(女 玄關番 が 名刺,^ 持って 出て くろ。) 

女 玄關番 先生。 かう 云 ふ 人が お 眼に か、 りたい つて 來て 

いらっしゃいました 0 

輝 子 (名刺ん みろ) ぢゃ 此方へ お通しなさい。 

(女 玄關番 去ろ。) 

(新聞記者 武 E 收 二が 出て くろ。) 

武田 (叮嚀に) 始めて お 股に か X ります。 私 は 東京 X  X 

新聞の 社會 部の 記者で 11 名刺 を 差 上と きました が武田 

と 申します 者て す。 

輝 子 は あ. さうて いらっしゃいます か 。始めまして。 何 

か 御用ても。 


武 S  は 今度 この あなたの 御 事 菜に 付きまして 少し 新^ 

に el きた い と 思 ひます ので- - - . 

輝 子 なる 程。 

武 E 私共の 社で は 社長 はじめ 非常に あなたの 御 事業に 御 

同情 を 持つ て 居る のて ございまして —— 

輝 子 まだ 事 菜と 名のつ く 程の 事で も ございま せんのに 

11 そんな 事 を おっしゃられて は 却ってお 恥 かしい やう 

て ござ います。 

武田 どういたしまして I - それて はお 忙しい 處を 甚だ 恐 

れ 入ります が、 一 つ 現在の 御狀況 とか あなたのお 履歴と 

か、 この 事業 をお 思 ひ 立ちに なりました 動機 または 將來 

の 御 希望と 云 ふや、 「な 事に 付きまして、 お 話 を 願 ひたい 

ので ござ いますが：： いか J^. て ごさい ませう か 0 

輝 子 まあ、 左樣. て ございま すか。 

(記者 は 忽ち 手帳，^ 出し ズ紛筆 1^ けづ ろ。 助手 毛 利 勝 

子が 緣が はの 方から 出て 來 ろ。) 

勝 子 先生" 九 稀の 產婦 さんが 潮時の やうて ございま すが 

輝 子 何 か 異常が あります か。 

勝 子 別に 異常 は ございま せんが 頻りに 陣痛 をう つたへ ま 

すから：： 

輝 子 あの 達婦 さん は 二等で したね。 ぢゃ 御苦勞 てす が あ 
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なた 取上げて 下さい。 

勝 子 かしこま りました。 (去る) 

武 S さう します と 現在 何人の 產婦を 御收容 になって いら 

つ しゃいます か。 

輝 子 當授產 所て 三十 四 人收容 して 居ります。 

武田 (ss 入しながら) なる 程。 

輝 子 餘程社 會の耍 求が あった ものと 見えまして 創立 以來 

三日と 達 室の 空いた 事が ございません リ 

武田 は X あ、 人 室して 居り ます 達 婦は主 に 何う 云 ふ 社會 

上の 階級に 碣 して 居る 人達て ございませ うか。 

輝 子 それ は 一 定 いたしません。 けれども 何れ- - 正式の 結 

婚 をして ゐ ない 人達ば かりで ございます。 

武 S なる 程。 それ はさう でせ うな。 してみ ますと 未婚の 

婦人が 多い 譯 ですな。 

輝 子 い、 え。 C!{ 人 を 失した 人の 方が 多い かも 知れません 

よ。 私 どもから 見ます とこの 人 はお 達 をした 事が あるか 

ないか はすぐ 分ります からね。 

武田 は 、あ。 —— では これ 迄 手に おかけな すった 達婦の 

數は どの位 ございませう。 

輝 子 さう でございます。 はっきりした 事 は g;^ えて 居り ま 

せんが 創立 2? 來 S: 年間に 八 百 三 四十の もので ございませ 

ラ 0 


武 ra 大した ものです な あ。 

輝 子 まづ私はー生の内に  ー^^近ぃ私生兒を生せるゃぅに 

なる だら うと 思つ て 居ります。 

武 E  (驚く) は あ。 そんなに 澤山 私生兒 をお 造りになる 

の は 何 か 社 會の利 S にても なさらう とい ふお 考 へからて 

すか。 

輝 子 (笑って) い、 え。 私 はそんな お金 持の 考 へさうな 

事 は 決して 考 へません。 1 萬 人の 私 生兒を 生ませる の は 

別に 何の 意味 もありません。 た^-私の仕窜の結2^てす。 

私 はこれ から 何年 生きる か 分りません が、 私が 安樂に 一 

生涯 生活した 證據 になって 殘 つて くれる のが 一 萬 人. の 私 

生兒 だと 云 ふだけ です。 

武 E さう します と あなた は あなたの 御^ 業が 社會に 何う 

云 ふ 影響 を與 へる もの だと 云 ふ^はお 考 へに ならない の 

です か。 

輝 子 それ は 働いて 御飯 を 戴いて ゐる人 問の 考 へる 窜 では 

ない と 私 は 思つ て 居ります。 

武 E どうしてです。 

輝 子 働かないで 生活の 出来る 人間 は 別と して、 これ は 誰 

も與存 のない 車 だら うと 思 ひます が、 人間 は 肥え太つ て 

樂々 と 世 を 渡つ て ゆく のが 當 人に 取つ て も 他人に とって 

も 一 带 愉快な 車て す。 その 點 では 人 問 も 豚 も あまり 變り 
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はない と 思 ひます。  ： 

武田 なる 程。  ， 

輝 子 そこで 元來 貧乏な 人間 は 何 か 一 番 有利な 仕事 を 搜さー 

なければ なりません。 それに は その 人間の 性質と 技倆と 一 

が 自分に はっさり 分って ゐ なければ ならない のです。 

う. てせ う 0  ^ 

武 E それ は あなたの おっしゃ ると ほりです。 

輝 子 處が この 數の 多い 人間が 皆が みな 社會の 利益になる 一 

やうな 職業に 適する やうに 出来て ゐる もので はあり ませ 一 

ん。 なかには まあ 極端に 云へば 盜贼の 名人 も 居ます。 こ 

れは 決して 人間ば かりてはありません。 .H 然の 人間に 與 

へた もの 、内に滋養になる食物もぁれば人を殺す黴茵..^^ 

ある やうな ものです。 それ だのに 折角 自分 を 幸福 にして 一 

くれる 仕事 を社會 の 利益の ために 竊牲 にす るの は 矢 張 覆 

鹿の 一 種です。  i 

武田 けれども 人間に は 良心が あります から、 結局 さう 一 1^ 

ふ 風に して S5 た 幸福 は 一 種の K. 幸になる だら うと 思 ひ 

すが。  一 

輝 子 それ はさう です。 そこて 私 ども は 是非 見なければ な 

らな いものと、 見て はいけ ない ものと、 世の中の 出来事 

を嚴 重に この 二 つ に 分けてし まひます。 そして それに 適 

合 まる やうに Q: 分を敎 育し なければ なりません 0 さう し 


て 終 ふ と 心 持が の ひの びし て來 ます。 

武 E と 云 ふと：： あんまり 奇拔て 私に はよ く 分りません 

が 0 

輝 子 何ん な惡箏 でも 何處か 世の中に 適つ て 居る 處が ある 

ものです。 盗まれた 當人 は报辔 でも そ の 金が 遊 へ 落ち 

れば そこて 何人 かの 人間が 助かって 行きます。 世の中が 

進んで 複雄 になれば なる 程 かう 云 ふ 矛 lis が 烈しくな つて 

ゆきます から、 私共 は .H 分の 職榮 のよ い 方ば かり を：^ て 

惡ぃ方 を 見ない やうに 自分 を敎 育す るので す。 

武 ra そんな 事が 出來 ませう か。 

琿子 そこが 敎 育の 必要な 處 てす。 私 ども \ 始めの 内 はよ 

くお 芝居に 出て くる 人の やうに 見て はいけ な い 方 を 見て 

は-: R 分で 苦しんで 居ました が、 仕 合と 此 て はそんな 事 

はない やうに なりました。 此 仕事な どで も 出さなくて い 

ぃ襤 镇を隱 してやる のて すから、 確に 社 會には 必要な 仕 

事です よ。 

(助手. 毛利膀 子が 緣が はから 出て くろ 0) 

先生。 五番の 達 婦 さん は 只今 御 安 逢な さ い ました。 

御苦勞 でした ね。 男て すか 女です か。 

男のお 子さん てす。 

此頃は 奇體に ER ばかり 生れます ね。 

それから 只今 十六 番の 達婦 さんが 11 
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武田 は、 あ  

輝 子 私の ^5: 產所は 仕 Mf にかけ て は 出来るだけ 正確に 规則 

的に して 居ます。 この 仕 _ ^を 始めます とき、 私 は 人 問の 

身體 から 子供 を 引 張り出す 器械に なった のです。 そこで 

は 仕事に 關 して は 鐵の やうに 沈默 でなければ なり ませ 

ん。 私 ども は 仕事の 上で は 秘密 を 守ります。 併し それ は 

器械と して 守る のです。 その 間に 少しも 人 問ら しい 感情 

を 生じません。 

武 E 器械と して。 

輝 子 つ まり 鐵て造 へ た やうに 無意識に 仕窜 をして ゆく の 

です。 もし 何人も この 仕事 を兑 にい らっしゃらなければ 

これ は 何時 ま， て も 秘密に なって 居ります。 けれども 何人 

か 見に お出て になれば 決して 隱 しはいた しません。 器械 

として a! 分 の 職分 を盡す に 差 支ない 限り は どんな 處 でも 

お 服に かけます。 たと へそれ がそのお 方の 見て はいけ な 

い.？ も。 

武 E なる 程。 あなたのお 考へ は餘程 面白い。 確に 近代的 

てす。 處で私 は あなた を失禮 ながら 人間の 身體 から 子供 

を 引 張り出す 器械と して、 あなたの 御腹 赠を伺 ひたいの 

てす が。 

輝 子 (笑って) では 私 は鐡の やうに 無邪氣 にお 話しし ま 

せう „ - 


子 あれ はたし か 狭窄 骨盤で したね。 

子 さうて 御】 M います。 

子 あの iiS 婦 さん は 何等て したら う。 

子 矢 張 二等て 御座います。 

子 さうて すな。 切 開 は 厭が るの てしたね。 

子 さう で 御 鹿い ます。 

子 ぢゃ！ W 殺 fsT 孔術を やって 下さい。 あなたと 村 岡さん 

と立會 つて。 

子 は あ 11 

子 用心して 下さい。 母親に 危險 のない やうに —— それ 

か、. T 子供の 頭 を よく 謎し てゐ ない と 励き ますから。 

子 は あ。 承知いた しました。 (去ろ〕 

m 頭穀， ぉ孔 術と 云 ふの はどう 云 ふ 遣 方な のです。 

子 母親の 骨盤が 狭くて 赤兒が 出られません から、 赤兒 

の に孔を あけて 腦髓 をす つかり 出して、 頭を畏 くして 

挽 さ 出す のです。 赤兒を 殺して 母親 を 助ける のです。 

武 E そんな 重大な 手術に あなた は、 ぉ立會 なさらな いん 

です か。 

輝 子 私の 授康 所の 规定 として 特等 一等 は 全部 私が やり ま 

すが 二等 は 助手に 任せて あるので す。 助手 は 只今 一 一人 居 

ります が ijn 立派に 女 の 免 狀を持 つて 居ります か ら差支 

はありません. > 
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武 E どうぞ 願 ひます。 

If 子 (如 51? の？ 、うな 調子.^ 加へ て〕 私 は慶應 元年 十月 六 

仁 *r はな ん 

日に 祌奈川 縣橘樹 郡の 相當な 寺に 生れました。 私の 父 は 

B 蓮宗の 坊主て 御座います。 十八 歳の 春まで 可な り 可愛 

がられて 育ち ましたが、 その 年に 父が 亡くなつ てし まひ 

ました。 私 は それから 一 11 人 良人 を 持ちました がその 内 二 

人 は 私を緊 てて しま ひます し、 1 人 は 肺病て 死ん てし ま 

ひました。 初めの 良人 は 矢 張 日蓮 宗の 坊主て 御座いまし 

たが、 m 樂 者て 私の 財 產 をす つかり 費つ てし まひ まし 

た。 次の 良人 は柔 なしかった か はり、 身體が 弱くて 早世 

しました。 三雜 目の 良人 は 私より 年下で 巡査で 御座いま 

したが *  EI ヶ月ば かりす る內に 逃げて しま ひました。 私 

はもう 一文の 財憲 もな く、 ほんた うの 裸 1 貫に なった の 

です。 幸 私の 世話になった 人に 者が ありまして * その 

人の す、 めて 私 は 二十 八 歳の 時、 女 翳になる 決心 をして 

學校 に 這 入りました。 甕 は その 人の 家の 藥局を 務め て 、 

夜學に 通った のです。 在校 中 は 勉強に 一 心て したから、 

別に 何事 もありません てしたが- 後期の 試驗が 通つ て 1 

人前の 女醫 になって から 私 は 長らく 友人と して 交際して 

ゐた 一 人の i; 學 生から 戀 一お の 情 を 打明けられ ましたが、 

私 は その 人の 誠意 を 疑 ひました から 承諾し ま せんで し 

た 0 


武 E  (熱心に その 話，^ 箪 記して ゐ たが そのと. き 烏 渡 手, 4- 

止めて) その 時 あなた はお 幾 歳でした。 

輝 子 三十 五 歳でした。 それから 私 は 身心の 寂统 ^ を 忘れる 

ために 發窗 して 米國に 渡航し ました。 そして あちらで い 

ろく 苦勞 しました が 學間上 何も 得る 處 はありません て 

した。 只 金が たまった だけです。 私 は 四十 一歳に 日本へ 

歸っ て來 まして 取敢ず 開業し ましたが どうも 思 はしく あ 

りません。 そこで 米國て 見聞した 處 もあります しまた 日 

木 刻下の 社會 にかん がみて、 この 姙婦投 産 所 を 開いた の 

て 御座います。 幸 ひな 事に は 開 菜 以來滿 四 年になります 

が 次第 に 隆盛になる ばかりです。 

武田 や、 有難う 御座いました。 これ は 一 種の 立志 談 とし 

て も 結構な お 話です。 早速 明日の 新聞に 載せ ませう。 

輝 子 文 は 何う か 御 訂正 を 願 ひます。 

(女 玄關番 出て くろ。 ：} 

女 玄關番 先生。 一人 産婦が 見え ましたが。 

輝 子 さう です か。 

武 S や. > じ もじし VO  S- に S だ 願 ひ 兼ねます が 康婦御 取 

扱 ひの .Ic^ 情 を 一 っ拜 見させて 戴く 譯に は參 ります ま い 

か 0 

It 子 それ は 心安い 事て す。 失禮 てす が あなた はもう 妻帶 

してい らっしゃ います か、 それとも 御 獨.：^ てす か。 
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武 S まだ 鋭 身で 御座います。 

輝 子 御 鋭 身て は * これ は あなたに 取って てはいけ ない 

事になります が、 それさへ お 構 ひなく ば：： 

S いえ， 私 は II ひません。 

輝 子 では 御 服に かけ ませう。 併し あなたが 其處に 坐って 

いらし つ ては矮 W が耻 かしがり ますから、 仕事の 邪魔に 

なります。 ぢ や 少時 あ の 緣が は の 戶袋 の 蔭に 隱れ てゐて 

下さい。 

武 E 承知し ました。 (緣が は LL 出ズ 戸袋の 藤 Li 隱れ る) 

輝 子 (女玄 脇 に) 產婦 さん を こちらへ お 伴れ 申して 下 

さい。 

(女 玄關番 去ろ。) 

(琴 S 指南の *sti5:i-EIW 江、 品の い V 切 下 髮で被 布，^ 

fgv^ 出ズ くろ。) 

(二十 七 八 の器燈 のい、 女。 大きな 腹，^ 持 扱って ゐ 

ろ 0) 

輝 子 あなたが 產婦 さん-てい らっしゃ います か。 (じる じ 

ると その 姿勢 yj- みろ) 

^江 (さま リ -f おさう に) 左樣で 御座います。 始めまして 

^子 (輕く <^释 しズ〕 や、 始めまして：： 

江 ©は鳥渡兑て戴.^たぃと^^じまして：： 


輝 子 は あ 11  (呼 鈴 fj- チン チンと 鳴らす) 

(女 寧， お „E; 宇川 村 子が 飛んで くろ。 村 子 は 卓の 側に 坐 

つて 帳雜 ys^ 開く。) 

輝 子 では 鳥渡お 姓名と お 齢と お 住居 を：： こもらて 書き 

取ります から。 

輝 子 私 は 趣町區 三番 町 五番 地に 居ります 葦田 靜 江と 申し 

ます 琴の 師匠で 御座います。 

子 (額 あげて) お 齡は。 

江 二十 九 歳て 御座います。 

子 これ まてお 產を なすった 事が 御座いま すか。 

江 い X え、 初めて 御座います。 

子 では 何 か 重い 御病氣 をお 權ら ひなす つた 事 は。 

江 御座いま せんの。 

子 では 一寸 拜 見いた しませう。 

aw 江 か 伴れ て 診. おな & へ 這 入ろ。 村 子 は ぺ ン の先，^-氣 

に しながら 待って ゐる。 w 子 障子から 武 田が 室 內，^ 覼 

いて また 隱れ ろ。) 

M. 子 村 子さん。 月經 初潮 滿 十七 年 八月。 爾來 順調 11 本 

年 三月 二十日 以来 潮せ ず。 惡阻 その他の 疾病な し。 月經 

期間 五日 内外、 最終 月經は 三月 十五 日に 始まり 同 廿日 閉 

止す。 輕窟婦 なり。 分娩 豫定日 は：： 十二月 二十 七日 リ 

(村 子 その リ に記 入す。) 
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輝 子 七月 中句より 胎動 を. H 覺す。 その他 状な し。 

(沈 默。) 

(二人 は 診察室より 出て 來ろ。 武 田は弒 V ^出し ズゐた 

が、 狼 w て、 引 込める。 村 子 は 帳^,^ 片付けて 去ろ。) 

輝 子 十一月； 一十 七： n 前後て すから まだ 大分 問が あります 

が。 —— ど、 つなさい ます。 今から 入室なさい ます か。 

江 左樣で 御座いま すね 。(娘び ろ やうに 笑つ V0 資は 

先生、 少し 御 相談が 願 ひたいんで 御座いま すよ。 私 は 御 

m のと ほり 鼓婦て 御座 い まし て 確然した 親類 もな いので 

御座 い ますから どうぞ 先生、 可哀 さう だ と 思 召し て：： 

輝 子 そこて 御 相談と おっしゃ いますの は。 

静江 (微笑) まあ 先生。 (4= へる やうに) 只今 申 上げ ま 

すわ。 こんな 耻 かしい 車 は 先生 さう <t4 いて 中 上げられ や- 

しません  0 

輝 子 (呆れて ゐろリ ：: 

靜江 先生。 そんな 眞而 目な 顔 を 遊ばし * つや 厭て 御座いま 

子 (W 惑して) 私の 無愛想 は 持 前です から：： 

S あらお 憤り 遊ばして は ますよ。 資 は 私 はこの 四 

^程 前に 良人に 別れまして ね。 

鰥子 は、 なる ST 

t% 江 元 々 -ぉ、 人 と屮す のが ほんの 人の 善い ばかりで 少しも 


働 さの ない BR だった ものて すから、 後で 私 は 其 日の 御 版 

も 戴けない やうな 次第で —— まあ 私 はどうし ようかと 思 

ひました の。 其 内 良人の 生前から 御 懇意に 願って 居り ま 

した 方て、 やはり！； じお 役所へ 出て いらつ しった 方です 

が、 いろく 親切に 話 をして 下さいまして ね。 やう や 

く 琴の 師匠 を はじめ ましたの。 

輝 子 は あ。 

江 さう 致します 内に、 先生、 まあお 耻 かしい 話で 御座 

いますが その 方が いろく 可 笑 な^を おっしゃる やうに 

なった のて 御. M いますよ。 私 は それが 厭で たまりません 

てしたの、 先生。 

輝 子 なる：： 

14 江 (泣く) 先生。 私 は 亡くなった 良人に 濟 まない * を 

してし まひ ましたの 0 ：: 

輝 子 ：： それで。 

靜江 それと 申します の も 先生， 私 は 女の 身て ほ 分で 御飯 

を 戴いて ゆかなければ ならない 身 體て御 K いませう。 で 

すから つ ひその 方に もまた 外の 方に も そんな 强 い^は 巾 

上げられません てね。 どうか 先生。 可哀 さう だと 思 召し 

て 下さい まし。 (頻リ LL 泣く) 

鳏子 なる 程。 それで 此處 へいら つし つたので すね。 

江 先生。 私 は 何時の 問に かこんな 思 ひ. a 、驪 けない 車に 
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もありませんでした か。 

勝 子 は あ、 別に。 

輝 子 て は 跡の 消毒 を 手落ちの ないやう に 願 ひます。 子供 

は 男でした か、 女でした か。 

勝 子 男の ゃラ. てした。 

輝 子 また 男です か —— それから あの 五番の 產婦 さん はま 

だ產れ ません か。 

勝 子 え、、 村 岡さん がっきつ 切りに 付いて ゐ ます けれど 

輝 子 お 達が 始まった の は 今朝の 午前 十一 時からて した 

rs 

勝 子 午前 十一 時 十五 分からて 御座います。 

輝 子 さう でした ね。 御苦勞 てした。 あとから 私 も 鳥渡 診 

に 行 さます が あなた も 時々 廻つ て 診て 下さい。 

勝 子 かしこま りました。 (去ろ) 

輝 子 (蘇 江の 方に 瓿 fJ- 向けて〕 それて。 

靜江 まあお 忙しい 處に 長話 をいた しまして —— そこ-て 先 

生。 これ は 一生の 御 願な のて 御座いま すが (愛橋 笑 ひ vs- 

して) 聽 いて 戴け ませう か。 

輝 子 (ぶっきらぼう に) あなた はま だ その 用 向 をお 話し 

なさい ません。 

靜江 あ X —— いまお 話しし ようと 思って ゐる處 て 御座い 


なって しまって 途方に 暮れて しまつ た の で 御座います 

よ。 處が 先生。 (口惜し さう lO 男と 申します もの は 薄 

情な もので 御座いま してね。 私が こんな 身體 になります 

と、 も、 つ 誰れ も 寄り 附き もいた さな い の で 御座います 

の。 もう 私 は 口惜しく つて 恥 かしく つて 早速 その 始め か 

ら 世話し て 下す つた 方の 處に談 じ 付けに 參 りました の。 

さう します とどうて せう。 先 iH^。 私もう 殘 念-て 殘 念-て： 

： ： (少しも 殘念 らしくな く 泣き 入る) 

輝 子 (困り切って ゐろ)  

靜江 (輝 子が 親切に 訊いて くれないの,^ 口惜しが つて) 

先生。 その 男 は 嫉妬 を やいて どうしても 私 を 引取って く 

れな いので 御座いま すよ。 

輝 子 さう  

靜江 そのうちに 御 近所て いろく 噂が 立って 參 りまして 

 もうく 私 は 恥 かしくて 外 は 歩け ません の。 (泣 

く〕 

(助手 宅 利 勝 子緣が はから 飛んで 出ろ。〕 

勝 子 先生、 十六 番の 產婦 さん は 御 安產で 御座いました。 

(汗 1^ ふく) 

村 岡さん と 立 合つ て 頭蓋 肆孔術 を やった の-てす か。 

は あ、 康婦 さん は 御 無事て 御座います。 

それ は 御苦勞 てした。 それて は產婦 さんに 別に 出血 
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ますよ。 先生。 さう 云 ふ 次第て 之から 十二月 仆 七日 まて 

待って 居ます と 家業に も 差 支ます し：： 私 は大變 W るん 

て 御座います がどうて 御座いませう。 お金 は 費る だけ 掛 

けます が早產 を させて 戴く 譯に は參 りますまい か。 

輝 子 それ は出來 ません。 法律で 禁じられて 居ります か 

ら 0 

銻江 そこ を 一 つ 秘密でして 戴 さた い の で 御座いま すが 

.11 その か はりお 金 を 決して 悟み ません から 11 ねえ、 

先生。 

輝 子 一 體 窗 科で 早產を させて い、 の は、 骨盤が 狭い と 

か、 身 體が產 をす るに 耐 へない 病氣が あると か、 何か條 

件がなければ だめです。 失鱧て-^-がぁなたの身體には少 

しも その 條 件に 適する 點 がありません。 あなたのお 身體 

はまる-て 子 を 逢む ために わざく 造へ たやう に 工合よ く 

出来て ゐ ますから。 

靜江 でも 先生。 どうかお 情 を 持ちまして：： 

輝 子 い X え。 さう 云 ふ 事は當 © 產 所ではお 引受す る 事 は 

出来ません。 當 授産所 創立の 際 定めました 規定に 『分 挽 

に 適せざる 身體を 持ちた る產婦 以外に は 人工 早產を 施行 

せず』 とかう 書いて 御座いま すから —— 折角です がお 斷 

りします 0 

靜江 (一 ほで ゆ 吸 yj- しながら) では どうしても 駄目て 御座 


、ます 1TP  生 

輝 子 は あ。 お 氣の薛 です が：： 

^1%江 それならば 致し方 も 御座いません。 どうも 長々 お 邪 

魔いた しました。 では 失禮 いたし ませう。 

輝 子 これ は 折角 御出でな すった のに。 

(靜江 去る。) 

(女 玄關^ 入 違 ひに 這 入って くろ。) 

女玄關 # また 產婦 さんがい らっしゃ いました。 

輝 子 此方へ お通しなさい。 

女 玄關番 かしこまりました。 (去ろ) 

(武田 收ニ耐 まらな い 鋭 付で 戸袋の 藤から 出て くろ。) 

武田 や、 どうも 伺って ゐ ると —— 

輝 子 まだ 出て はいけ ません。 も 一人い ま來 ますから 11 

(武 W びっくりして 戶袋の jiS へ 引っ込む。 鐵物屋 の 若 

i 那、 商業 學校 LL?i つて ゐる內 田 新 之 助が 小間使 梅 本 

リん， ^つれ 恥 かし さう に 這 入って くろ。) 

子 (默 つて 二人，^ 見ズゐ ろ) 

之 助 (てれ ズ) 始めて お 股に か、 ります。 

子 は あ。 

之 助 (益々 てれ ズ) 資は 鳥渡 診察 を 願 ひたいの て ，1 

子 產婦 さんです か。 

(リん は 紅 に なろ。) 
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新 之 助 はい —— 四 ヶ月 程 前から 段々 大きくな りました の 

て：： 

輝 子 (呼 鈴な チンく と 鳴らす) さうて すか。 

(女 事務：： W 宇川 村 子が 飛んで くる。) 

輝 子 では 產婦 さんのお 姓名と お 齢と お 住居 を 伺 ひませ 

、つ 0 

新 之 助 は あ：： 日本 橋區 室町 二 丁目 一番 地鐵物 商、 內田 

商 iSS 梅 本 りん。 (りんに 向って) おい、 汝は 何年 生れ 

だい。 

リん (おどく して) 若旦那 樣。 私よ く覺 えて 居り ませ 

ん のて 御座いま すが。 

新 之 助 困るな。 ぢゃ、 今年 幾 歳 だい。 

リん あの 十六 歳て 御座います。 

(宇川 村 子 それ，^ 帳簿 L! 記入す。) 

輝 子 あなた は 當授產 所の 規定 をお 讚み てした か。 玄關に 

張って あります が 11 

新 之 助 (！^レ卷かれて) いえ。 まだ 拜 見いた しません て 

した 0 

都 子 ぢゃ 必要な 點 だけ 私から お話しいた しませう。 

(助手 モ利將 子が 緣が はから 這 入って くろ 0) 

勝 子 先生 五^の 產婦 さんが 御 安 にな" ました。 

輝 子 あ \ さうて すか。 男て すか 女て すか。 


子 女の お子さんで 御座います。 

子 產婦 さんに もお 子さん にも 異常はありません か。 

子 お子さん は 別に 何ともありません が 逢 婦 さんが 出血 

のた め腦 血 をお 起しなさい ました。 

子 それて。 

子 枕 を 低く して 葡 酒 を 差 上げました がもう 大分お よ 

ろし いやう. てす タ 

子 それ はお 手數 てした。 

子 い X え。 (會釋 して 去ろ) 

子 (兩 人に 向って) や、 失禮 しました 。それて は 御 話 

いたし ませう。 まづ 入室 料 は 之れ を 特等 一等 二等の 三級 

に 分ち 特等 一日 一圓 一 等 八十 錢ー 一等 五十 錢を 申受 くろ も 

のとす。 各 賄 付と す。 尙瓷搏 に 居らる、 內 はこの 倍額 を 

納めら るべ し。 分娩時 は 諸 費用 全部 を 合せて 十圓 納付 さ 

る 可き ものと す。 右 は總て 十日 分 前金 拂 なり。 

新 之 助 なる 程。 

輝 子 それから これが 必要です。 第 六條に 當投產 所に 於て 

は 分娩に 適 せざる 身體を 持ちた る 產：！ 以外に 人工 早產を 

施行せ ず。 —— まあ 必要な 事と 云へば こんな ものです。 

新 之 助 あ、、 左樣 でございます か。 では 一 つ 御 診察 を 願 

ひたい ものです。 

輝 子 は あ、 承知し ました。 では 此方へ いらっしゃい。 
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(りん，^ 伴れ て 診察室へ 這 人る。 村 子 は ベン. 持つ \^ 

喾く 用意,.^ して ゐろ。 新 之 助 は 心配 さうな 額 付で 診， 祭 

室の 方 vJ- 見つめて ゐろ 0) 

(沈默 数 分。〕 

(村 子 は 不思議な 額 付で、： fwlv^ 倾 げてゐ る。 「おや、 

變だ」 と 云 ふ 表 で。) 

(新 之 助は楣 間の 額 眺めて 偶然 庭の 方から 戶 袋ん J 

迥し武 田の 餌,^ 發 見して 吃驚す る。 武田は 狼 狼て、 引 

込む。) 

(やがて 輝 子が リん， ^伴れ て 診察室から 出て くろ。) 

村 子 (桃ら なくなって、 先生 リ 

輝 子 村 子さん。 此方 は 帳簿に 記入し ないても い \ のです 

ょリ 

八 村 子け  >ん な 額， ^すろ。) 

輝 子 (e! 面目 に) 只今よ くお 身體 を拜兑 しました が * こ 

の 方 は姙娠 して はゐ らっしゃ いません。 

新 之 助 (驚喜して) え、、 本統 てす か、 それ は。 

輝 子 は あ、 このお 腹の 大きくな つたの はお 腹に 水が 溜つ 

たのです。 俗に 脹滿と 申す 病氣 てす。 

(リん は 紅 LL なって そ、、 に 突 伏してし まふ。) 

新 之 助 は あ 11 (呆れて ゐ たが 少時 して) おい。 何 だ 

つて そんな 病氣に 罹った の だい。 (落膽 したやうな 餌,^ 


すろ) 

リん (泣く やうに) 若旦那 さま。 濟 みません。 どうか 堪 

忍 遊ばして 下さい まし。 

(沈 默。) 

新 之 助 a? まリ惡 さう に) おい。 りんや。 ぢ やお 暇し よ 

う。 

リん はい。 

新 之 助 これ はお 邪魔いた しました。 (挨拶，^ して りん，^ 

伴れ て 去 る) 

(宇川 村 子 は緣が はから 出て ゆく。 戶 袋の 蔭から 武田 

が 苦 L さうな 鋭で 飛 出して 來ろ 0) 

武田 や あ、 どうも 珍ら しい 物 を 党せ て 戴いて 有難う 御座 

いました。 

輝 子 (平然として) いや、 どういたしまして。 

武田 私 は 何てす か 結婚す るの が 厭に なって 來 ましたよ。 

輝 子 だから はじめに 申 上げた のです。 これ は 未婚者の 兑 

てはいけ ない 事な のです。 

武 E  (間の 拔け た颜 付で) なる 程。 いやお 邪魔いた しま 

した。 私 も失禮 しませう。 

— 幕 I 


鬼の 樂歡 


6d 


正 室 

ろ 法 

齊 

手 

右 

T&1 內 

海 ^ 

ヺ 6 

» は 

老 W 

奧 

大 

屮 極 

茶 -1- 

-f 

ブ ぶ 

央 め 

色 it 

京 所 

入 

ろ 

の 藤 

P 

ぬ 

兩 It 

m 亨 

の 

{in 素 

斑 の 

せ 

^ に 

の 

れ 

の 裝 

翁々 J 

屋 

放 飾 

MX 

まほ 

町 

ま） 

FT 诠 b 

り 1: 

リ 

あ る 

° 古 

壁 

1) 。 

び 
て 

而 

幕 

おも 

華 

び、 

文 

大 

m 

1  二 

の 

か 

m 

擦 

架 

れ 

す- 

あ 

た 

切 

リ 

り 

そ 

れ 

の 

す: 

歡 

m 檢 夫 法 
m 登 
博 場 

fiili  ^人士 人 
物 

樂 

の 

鬼 

ノ  13 

理 m 

愼 f 敏藤 
大三敏 

八 

幕 

リ 

正面、 お 側の 窓の 下！，：、 太な ろ 證害卓 一 個.^ う。 

右手 中央：.： 古風な ろカミ ン爐 あり。 上：， 1 置 時計， 腐な ど 

. ^載す。 ^；^のぉ方、 壁^?に泰^!法錄^^|?の4<なろ$:|11貼 

像,^ か V. ぐ 0 

カミ ン爐 Lias さて 玄關 LLPS すろ 兩 開きの ぁリ。 

室内の 中央より や、 おの 奥 小な ろ 圆 卓 一 個,^ 据う。 

その 周 圃に綺 子 数 脚。 翁 架の 前に、 ソファ  一 ^よ、、.；： 

はろ。 内の 惊 調に、 险懲 LL しズ 悽愤 なろ 事、 都せ の 

曉に 似たり。 愉快に 曇リ たろ 初 S の 夜 は、 その 1= き 眼 

^M<, 玻璃の 窓よ リ靦 ヘリ。 

夫人、 敏子、 年 わかき 地方裁判所 檢：； T  三吉 と、 

小 卓に 相 向 ひて 談笑す。 三 苦は洒 一ぬ たろ 背廣 にて、 金 

緣の 近眼鏡，^ かけたり。 三吉の 語調， S. 止、 すべて 極 

めて 都^ 的な リ。 

夫人の 眼- 折々 に 何物 か 凝視す る 時， その 主我 的な 

ろ 容貌に、 犯しが たき 女性の 權威， 小现 ばす。 折々 遗方 

の- m 光、 瞬く ごとく 窓-, i 映射す。 

敏子 (心安げ に 卓上に 手 載 V- て) 貴方 も 御存知て せ 

う。 松 岡 博士の 長男の 方 *  11 ほら、 あの ェ學士 に 御成 

りなす つた？ 

三吉 え- ズ 。よく 知って 居ます よ。 熊 本の 高等 學 校に、 一 

緒に 居ました から。 
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敏子 昨夜 あの方の 御 結婚の 御 披露が、 紅 紫 館て あつ. たも 

のです から、 私も參 りました が、 一寸 綺麗な 夫人です よ。 

三吉 さうて せう。 何ても 華族 女學 校で、 有名な 美人 だつ 

たさう ですからな あ。 それに 松 岡 君 も あの 通り 綺麗な 男 

てす から、 全く 理想的な 夫婦. てせ ラ 0  一 

敏子 さう ね。 です が、 私 は 松 岡さん の やうな 顏立は 厭て 一 

すよ 0  一 

三吉 何故です。 色が 白く つて， 據々 しくて、 所謂 白皙の 一 

美丈夫 ぢ やありません か。 

敏子 (三吉 fj^ 凝視して) 私 はも 少し 弱々 L い 男の 方が 好 

さてす よ。 あんな 强ぃ顏 付 を 見る と、 何だか 此方が 威壓 一 

される やうで、 不愉快で 耐 りません の。 

三吉 つまり 贵女は 男の 內 から 女性的の 美 を 攫み 取らう と 

云 ふので せう。 贵 女み たや ラに 感情の 荒んだ 婦人 は. 多 

くさう 云 ふ 風に なって しま ひます ね。 

敏子 まあ 非道い。 ぢゃ私 は 年 ^襲 者が 俳優 を 買 ふのと 同 

じ 心 持で、 弱々 しい 方 を 好む のでせ うか？ 

三吉 まあ さう-てす C 纏 者 は 醜 惡な現 賞に ふれて 敎 育され 

ますが、 費 女は讀 書に よって * 其處 まて 到達した の-てす。 

敏子 (故意 に 微笑す) 贵方は 私が さうな つたの を、 輕蔑 

なさる の てす か？ 

三士 口  (微笑して) 飛んでも ない 事 を。 僕 は 決して 贵女を 


輕蔑 しゃしません よ。 唯、 贵女は 餘り文 學裙類 を 讃み過 

ぎました。 (時計^み ろ) それ はさ、 r. と、 先生 は， 大變 

遲 いぢゃありません か？ 

敏子 何でも 學 校から 歸 つて、 又 出た の ださうて す。 私 も 

今日は 晝 から、 一 寸他處 へ 行きました から 11 併し、 も 

ぅ歸っ て參 るで せう リ 

三吉 何 か御忙 がしい 仕事ても 御 ありな さるので すか？ 

敏子 いいえ、 學 校から 歸 つて、 外出す る 事 は 滅多にない 

のて すが、 今日は 生 僧 —— 

三吉 相 か はらず 御勉强 てせ うね？ 

敏子 ええ。 何う して 家 は あんなに 出不精な のでせ- 1 毎 

曰每 日、 書籍ば かり いぢく り ま はして ゐて、 能く 倦き ま 

せんね え。 (室內 1^ 见 廻す。) それに この霱 IS の 陰氣な 

事と いったら 11 私 は 一入で は、 一時間 も 心棒で さませ 

ん より 

三吉 まう、 さう。 僕が まだ 御 厄介に なって ゐた 時分から、 

*1 らひ 

費 女 はこの 室が 厭て したね。 

欲 子 (他 IS^-yJ- 考へ 居た ろが、 俄 LL 氣 付きて) ええ。 さう 

てす よ。 (三 吉， ^みて 微笑す。) ねえ。 津 田さん U 贷方 

ももう 夫人 を、 御 貰 ひな さらな くち やなりません ねえ。 

家から 大學へ 通って ゐ らした の は、 本 統に此 聞の やうで 

すが、 もう (指折り かぞ へて) さう さう. 一が 生れ 
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てから、 問 もな く 御 卒業な すった の. てす から、 五 年 近く 

になり ますの ねえ。 

三吉 (微笑す。； 纏です つて。 戯談 云つ ちゃい け ませ 

ん U それとも 持參 金ても 澤山 持って来て くれる 人が あれ 

ば、 賀 つても さしつ か へ はありません が、 現今 結婚し 

て、 夫婦て 乾 干になる なん ざ あ、 あまり 感心し ません か 

レ i. 

くらし 

敏子 だって 愛 方く らゐ 取れば、 生活に は 充分 ぢゃ ありま 

せんか。 まあ.；：： 分て 家庭 を 持って 御覽 なさい。 下宿なん 

かして ゐ るより、 何の 位 心 持が いい か 知れません よ。 御 

幾 歳て したつけ ねえ、 今年？ 

三^|" 撲て すか？ 

敏子 ええ。 

一一！ 吉 卅 二になります よ。 たしか 貴女より 三つ 上だった、 

と 思 ひます が  

敏子 さう でした つけねえ。 ぢ やもう 急いて 御 持ちに なら 

なけり や、 どんな 女 だって、 頭の. 禿け た 御 婿さん より は、 

充 げてゐ ない 方 を 好みます からね。 (微笑す。) 此れ か 

ら 私が せいぜい 心が けて 置き ま せ う。 

三吉 (戯談 らしく) 何う か 頭 ひます。 なるべく 美人て、 

若い 處を 11 

敏子 ほほ ほ：： (^1 化お きズ) だけれ ど s!g: 方 は吞氣 だか 


ら 却つ て 私達より 若く みえます よ。 

三吉 (夫人 熟視め て) さう W へば、 ft 方 は 近 s"^ 恐ろし 

く 更けて きました ねえ。 さう して • 

敏子 (强 ひて 微笑す。 三 苦の 談 1-^ さへ ざリ て、 n 十 口に〕 

もう 御婆さん てす もの L 

11 一吉 顏色 もよ くない やう-てす。 何 處か惡 いの ぢゃ ありま 

せんか —— 醫 者に 診せ て 御 i3 なさい。 

敏子 宅ても 始終， 「汝 は此 Is- 色が 惡 い。」 つて 云 ひます か 

ら、 此間御 者さん に 診て 斑いた の * てす が、 別に 何とも 

ない さう. てす。 

三吉 (狼 失 人よ リ服 vJ- 放さす に) それならよう 御座ん す 

が。 (閒) 精一さん が 死ん てから、 # ；；; 方 はすつ かり 前と 

變 つてし まった やうです。 何時まで 思っても、 同じ 事ぢ 

やありません か。 それより 心 を 快活に して- せいぜい 美 

味い 物で も、 ^ベて 御 驚なさい。 またす ぐ 後が 出來 ます 

よ 0 

敏子 (®; 憂な ろ 凝視) 精 一。 (間， く。 神！！ 的に) あ 

んな 恐ろしい 顔 付の 子供が、 何う して 私の 腹から 生れた 

のでせ う 。あの 時分の 事 は、 考 へても ぞっとし ます。 (半 

ば獨 語の やうに) 宅に も 私に も 少しも 似て ゐ ない の 

やうに， g ぃ兒 てしたね。 (間) 私 は あの 兒を 始めて 兑 

たと さ、 耻 かしい やら 情ない やらて、 氣が狂 ふやう. てし 
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た。 (聲， ^そ ひめて) 田さん。 恐ろしい 事です が、 私 

は 1 遍 あの 兒を 殺さう とした 事が あります よ。 

三吉 (沈痛 Li) さう。 僕 も あの 頃 は 丁度 御 家に 居ました 

から、 よく 知って 居ます。 貴女の 產 後の 肥 立が 思 はしく 

ない 上に、 あの 劇烈な ヒス テリ ー でせ う。 あれて は 先生 

も餘程 心配して 居られた やうで た。 

敏子 (迫ろ が 如く) ねえ 津 田さん。 何う して あんな 兒が 

生れた のて せ、 つ。 (意味 ありげ LL 一一 一吉，^ 凝視す。 間。) 

兩親 とも 健康で、 血統 も 極く 正しい 家庭に も、 あんな 子 

供が 生れる ものて せう か？ 

三吉 さあ。 さう 云 ふ醫學 上の 問題 は、 僕に はよ く 分り ま 

せんが、 顏ゃ 姿の 醜 いのは 必ずしも。 

敏子 (談 1^ さへ お、 る。 熱心 LL) いいえ 。精一の 顔の 醜く 

かった 事ば かり を 云 ふの てはありません。 (驛 VJ- ひそめ 

て) あれ は 低能 兒 でした よ。 

！ー 一吉 (夫人. 4- 熟視して) 低能 兒 U  (間) そんな 事 は あ 

ります ま V 

敏子 いいえ-〕 確に さうて す。 やっと 五つに なった ばかり 

て 死んだ も の ですから 、他 處の御 方に は 分からな かつ た 

やうです が、 宅と 私に は、 あれの 腦の發 育が、 餘程 鈍い 

の が よく 見え て 居た の です。 

三士 口  ^し 男の 兒は、 一 體に發 育が 遲 いものて すよ。 僕 は 


精一 さんが、 やう やく 二つに なられた 時， 岡 山の 裁判所 

へ やられた のて * それから 何う 云 ふ 風に 成長され たか、 

少しも 知りません が、 僕の 兄の 長男な ど は、 今年 四つに 

なります が、 まだ 能く 言 紫が 出来ない やうです。 

敏子 ええ。 精 一 も 死ぬ まて、 滿 足に 言葉が 出ません でし 

た。 併し、 それば かり ぢ やありません。 あの 兒に は、 物 

を 記憶え る 事が、 何う しても 出来なかった のです。 五つ 

になって、 父母の 顔 さへ 能く 見分けが 付かなかった 位で 

す もの。 

三吉 (少時 沈默) 御病氣 はたし か腦膜 炎て したね。 亡く 

なられた の 時の？ 

敏子 ええ。 急性 腦膜 炎でした。 (ra) その 苦しみ やうと 

云ったら 11 まるて 大人が 死ぬ やうて したよ。 私 は 見て 

ゐられ ないで 病室から 逃げ出した 位て すの。 今でも 時々 

思 ひ 出して は身顏 します よ U 厭な f 錄て 呻吟る のが、 何と 

も 云へ ません てした。 

ゎづ 

三吉 なる 程。 餘程 ながく 摧ら つて 居らつ したので すか？ 

敏子 いいえ。 ほんの 一週間ば かりて 亡くなり ましたの。 

丁度 宅が 京都の 方へ 講演に 行って、 今日 京へ 來 ると 云 

ふ 日でした。 權ら ひだした の は。 

三吉 ぢゃ 先生の 御 留守だった のです ね？ 

敏子 ええ。 七 時の 汽审 で歸 ると 云 ふ 電報が 來 たもの てす 


妙 赚 
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から、 私 は 夕飯 を かっこんで、 急いて 新橋へ 迎 ひに 參り 

ましたの。 丁度、 其 日 は、 夜半に 雪ても 降り はしまい か 

と 思 はれる 黄色く 暴った 寒い 日. てしたから、 私 は 一 枚餘 

計に 衣服 を 着て、 玄 g に 出ます と、 精一が 疲れた やうな 

悲しい やうな 妙な 顏 付て- 後から つ いて 來 ますの。 私 は 

車の 上から 「この 寒い のに、 こんな 所へ 出て 来て はいけ 

ません。 早く 內へ御 入りなさい。」 つて、 叱りながら 門 を 

ゎづ 

出ました。 今 思 ふと、 その 時もう 罹らって 居た のです ね。 

コ 一吉 なる 程。 ぢ やそれ 迄 は、 別に 變 つた 事はなかった の 

です か？ 

敏子 (お，^ ろ。) ええ。 別に 何にも。 8 いつもの 

通り 御飯 も 食べ ましたし、 何處が 痛い と 云 ふ 事 もなかつ 

たやうて す。 さう します と、 生愤 宅の 汽車が 脫 線した と 

かて、 新橋へ 誇く のが 大層 運れ て， 二人が 家へ 歸り まし 

たの は、 もうかれ これ 九 時でした。 宅 は あれで なかなか 

子^ 腦 ですから、 此處 て、 紅茶 を 飲みながら 「精一 は 何 

うした。 もう 渡た か。」 つ て 訊きます の s,^ は 家 を 出る 時， 

女 巾に 「八 時に なったら 子供 を御寢 せ。」 つ て 云 ひつけて、 

S きました から 「はいもう 寢ん だで せう。」 と 云 ひながら、 

後 を 見ます と. (左側の 入口 1 ^指さす。) あすこから、 

默 つて あの 兒が 出て 来ました。 その 顔色と 云ったら 11 

すっかり 査ざ めて しまって —— 何だか 苦し さう に • がた 


がた 顫 へて ゐるぢ やありません か。 宅が びっくりして、 

額に 手 を あてて みます と、 全て 燒 ける やうな のです、 こ 

れは 大變だ • と 云 ふので、 亙理 さん、 ifa; 方 も 知って 居ら 

つ しゃる てせ う？ 

三吉 ええ。 東京 病院の 院長て せ-つ？ 

敏子 ええ。 あの方に 診て 頂い た の で す。 その 晚 すぐ。 

お-、； 3 ん 

few すると あの方が むづ かしい 顏を なすって、 「夫人。 

御氣の 毒て すが， 坊ちゃん はもう 醫 肺の 手て は療り ませ 

ん。 餘程 性の 惡ぃ 急性 腦膜 炎です。」 と 仰し やい ましたの。 

てす から、 私 はもう 始 から 助からな いもの だ、 と 諦めて 

居り ました リ 

(少時： y 默。) 

三吉 全く あの 病氣 ぐら ゐ 子供に 取って、 恐ろしい もの は 

ありません。 大抵 死んで しま ひます が、 もし 癒っても、 

多く は 白痴に なって、 一生、 親兄弟に 歎 を かける のです 

から 11 

敏子 ええ。 さうて すと も。 薄情な やうです けれど、 あの 

兒は 死んだ 方が、 自分に も 幸福だった と 思 ひます よ。 た 

と へ 、 貴方、 生きて 居た 所が • 何も 仕事が 出来る ぢ やな 

し， 一生涯 父の 厄介に なって ゐて、 人 樣の笑 ひ 物です。 

その内に 私 共 が 死 ん て御覽 なさい。 それ こそ 誰も かま ひ 

手はありません から、 乞 〈：^ になる か、 養育 院 にても は 入 
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るより、 外に 仕方が ありません。  一 

三吉 まさか さう でもあります まいが、 併し さう 云 ふ 不幸 一 

な 身體を 持つ て 生れた 人 は、 却つ て 早く 死んだ 方が、 苦 一 

痛が 少ない かも 知れません ね。  一 

敏子 (突然 神經 的に) てす が津 田さん。 何う して あんな 一 

兒が、 私の 腹から 生れた のでせ う。 あれ は 全く 淺 一 

ましい 兒 てしたよ。 贵方は あれが 大きくな つてからの 事 

は * 御存知な いのです が、 もう 三つ 位の 時から、 あの 厭 

らしい 醜い のが、 すっかり 大人に なり 切って 居ました よ 0 

身體 はま だ 子供て ゐ ながら、 顏付 ばかりが 大人に —— さ 

うして 髮の 毛が 厭に 簿 くって ひそむ。) 顏を見 

て 居る と、 全で 老人の やうで したよ。 あんな 氣 味の 惡ぃ 

兒 はありません ね。 

三吉 さあ。 先生 も 貴女 も 血統 は 正しい し、 惡 ぃ病氣 はな 

いし —— たに 單に 偶然と 云 ふより 外に、 設 明の 仕樣 は あ 

りません な あ 0 

敏子 (疑 ふやう LL 三吉, ^凝視す。) 偶然て せう か。 (間) 

宅 はよ く あの 兒の顔 を 見つ めて、 「これ は淺 ましい 造化の 

謎 だ：^ 云 ひました が * 私に は 何う しても、 偶然の 出来 

事と は 思へ ません。 宅 か 私 か 何方 かに 深い 罪が あって、 

その 報が あの 兒に現 はれた ので はない か、 と 思 ひます。 

つまり 云 ひか へれば、 精一 は 恐ろしい 血族の 罪の 記念な 


の-てあります まい か 0 

三吉 そんな 馬鹿 氣た 事が ある もんて すか。 費 女 は 相 か は 

らず 浪漫的な 思想で、 現 を判斷 して ゐ ますね。 

敏子 いいえ" さう 云 ふ 意味で 云った のではありません。 

私の 云った 恐ろしい 血族の 罪の 記念と 云 ふの は、 もっと 

實際 的な 言葉な のです リ そめて) ねえ。 gjw さ 

ん。 私 は 時々 さう 思 ひます よ。 宅が 若い 時分に 非常に 放 

蕩か何 かして、 その 結果が 精一 になった ので はないで せ 

うか。 

三吉 では ft 女 は 何 かそん な證據 でも 御 す つたの ごす 

か 0 

敏子 いいえ〕 別に證據をa^^譯てはなぃのですが、 何う 

したの か、 私に はさう 見えて 仕方がな いのです。 

三士 口 それ は贵 女の 邪推-て すよ U もし 先生に さう 云 ふ 罪が 

あつたと したら- 贵 女と 結婚され てからの、 あの 謹嚴な 

態度 は、 證明 する ことが 出来な いぢ やないで すか。 

敏子 それ はさう です が、 私 はね、 そんな 小說を 讚んだ 事 

があります の。 ある 非常に 眞 面目な 紳士が 家庭 を 造 つ て 、 

幸福に 日 を 送って ゐ ると、 その 夫 入が 娘の 時分、 戀 人が 

あって その 人から、 ある 病氣を 受けて 居た のです。 處が、 

當人も それ を 知らずに、 結婚して しまって、 もう 前の 戀 

人 の^は、 すっかり 忘れて ゐ ると * 四 五年經 つてから、 
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懐胎した のです。 生れて 兑る とその 子供 は 母の 造傳 によ 

つて. 何時 まても 言棄を 記憶えない のです。 そこで 紳士 

は 啞の兄 を 抱いて、 陰 11 な書齋 に、 夫人に 對 する 殘 忍な 

譽を もくろみながら、 一人 寂しく 日 を 逸る， と 云 ふ 筋 

なのです。 これ は小設 てす けれども， さう 云 ふ事資 は、 

世界に は 有り勝ち なのです からね え —— 

三 吉 そ れ御覽 なさい。 矢張贵 女が 小 設を識 み すぎた か 

ら、 さう 云 ふ 事を考 へる のです。 全く 詩的 y& 想と いふ 奴 

は、 家庭に 取って. 何より 禁物です。 それよりか 御 料理 

でも、 習って 御 ii^ さい。 先生 は 喜ばれる し 我々 も 時々 

御馳走に 有つ ける 譯 ですから。 はは は  

敏子 (輕き 不快の 表情) 貴方 は 御.： R 分 以外の 者 は、 實に 

殘 酷に 批判な さるの ね。 だけれ ど 御茶 へ 行つ て 藝者を 

買 ふのと、 比べたら、 何う でせ う？ 

一一 一吉 いや。 それ は異 ひます。 贵女は 男と 女と 云 ふ 二種 類 

の 人 問 を、 一緒にして 考 へて ゐ るから いけない のて す。 

敏子 いいえ、 決して ER と 女と を、 一緒にして 考 へて 居る 

のて はありません 3 私 は 私の 考 へた 婦人の 立場 を， 始終 

守って 居る のです。 

一一 一士 口 それ は 何- 「一 K ふ 事な のです？ 

敏子 つまり 婦人と いふ 字から、 此れ迄の 弱い 恥 かしい 奴 

隸 的な 意^ を収 つてし まふの てす 。私 は 日向 葵 の やうに、 


太陽の 光り をう けて * 思 ふさ ま ® いてみ たいと 思 ひます。 

(右側の 兩 開きの 扉 あきて、 下婢み-.. S 入リ來 ろ。) 

み 夫人。 ロー 那樣 がお 歸り 遊ばしました。 

敏子 さう、 御歸 りに なった の？ 

(博士 遠 藤亨、 地味な ろ洋裝 Li て、 葉 卷，^  口にく にへ 

たろ ま  入リ來 ろ。) 

敏子 (立上り V0 御歸 りなさい まし。 (頭, ぐ) 

亨 や あ。 津 3 君 か。 久し 振だった な あ。 

三吉 (立上りて) 餘り 御無沙汰 をし ましたから —— 

亨 御無沙汰 は 御 互 だ。 はは は：： 

敏子 Si3 さん は贵方 を、 二 時 問ば かり 待って いらっしゃ 

いました よ 0 

亨 さう か。 それ は 御氣の 毒だった。 まあ 掛け 玉へ。 

(博士 は その 讀甞 卓の 前な ろ 凭 リ掛リ の 椅子に 腿 かけ 

卓上 に かれた ろ 二三 通の 手紙 fj- よむ。) 

(コ 一吉 も 夫人-,.. 無 言 LL て 、椅子に 腰かけろ。) 

敏子 貴方。 そ れ から 今 曰の 贅 過ぎに、 東洋 堂と か 申す 

書店の 番頭が 參 つ たさうて 御座い ます。 私 は 丁度 留守て 

御座いま したが —— 

亨 (手紙 1^ 誼みつつ) うん 訊いた。 

(少^ 沈 默。) 

(やがて 手紙，^ 怨き收 めて。) 
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亨 俺の 守に， 亙 理は來 なかった か？ 

敏子 いいえ 。御出でになりません よ。 

亭 さう か、 今日は 一 寸 W 事が あつたので、 學 校から 雷 話 

を かけたら、 七 時 頃 御宅へ 伺 ふから、 と 云 ふ 事だった か 

ら —— それて はもう 來る だら う。 (椅子 fjM 一 一吉の 方へ 向 

け^^す。) おい。 紅茶で も 入れて 來 ないか。 

敏子 はい。 (左側の 入口より 去らん として) 贵方 。御飯 

は？ 

亨 飯 か？ 飯 はもう 濟ん だ。 

(敏子 去る。) 

亨 津田 君。 近頃 は 何う だ。 役所の 方 は 面白い か。 

11 一吉 いや 一 向 面白い 事 もありません。 それでも 岡 山より 

はいい やうです。 

亨 併し 田舍の 方が 靜 かで、 勉强 がて きさう だが —— 

一一 一吉 無效 です。 何しろ 周 園の 人が 皆吞氣 な樂天 家ば かり 

ですから >  若い 人間が ゆく と、 刺戟がない のて- 不知 不 

識自分 も 馬鹿にな つてし まひます。 もう 3 〈せ 廻り は眞平 

てす。 

亨 はは は：： それ はさう かも 知れん。 (卓上の^ 革 箱,^ 

出し) 何う だ。 一 本 やり玉へ。 

三吉 は。 ぢゃ 一本 頂きます。 (紫卷 に 火，^ 點す) 

亨 時に 君 は 相 か はらず 下 住 ひだらう？  • 


三吉 ええ。 さう です。 

せァ 不便 だら う。 何う だ、 家 を 持って みて は？ 

三吉 何" もう 五六 年 馴れた 生活て すから、 別に K. 便と も 

思 ひません。 それにもう 少し 鋭 身で、 勉強して 兌たい と 

思 ひます から  

亭 それ もさう だな。 (間) 赏は先日；！^の 兄さんから、 手 

紙が 來 たが、 「君に 結婚 を勸め て も、 何う しても 聽き 入れ 

ない のて、 兩 親が 非常に 心配して 居る。 ついては？ K 方 か 

ら、 何とか 是非 結婚す る やうに、 云 ひき かせて くれ。」 と 

書 い て あ つ たが 11 併し 君が さう 云 ふ考て ゐ るなら >  そ 

の 通りに 俺の 方から 返 車 を 出して おかう。 

三吉 (輕く 頭,^ 低げ て) 何う かさう 願 ひます〕 田 舍の老 

人な どと 云 ふ もの は、 全く ig 固て こまります。 それ は自 

分の 生きて 居る 內に 孫の 顔 を 澤山兑 るの は、 -H 分に 取つ 

て は 愉快て せう が、 意志の ない 結！ 恋をさせられて. 子供 

を 造ったり • 生活難に 苦しんだ りする 常人 は、 資に慘 め 

な者ぢ やあります まい か。 さう しても し當 人が、 

それ を 承諾 しないと、 すぐ 親の 恩と 云ふ舊 式な 器械 を 持 

つて 来て， 拷問に かける の. てす.^  (微笑す。 ) 併し； 吶親 

も|!^ちゃ餘程手古§^?ったとみぇて、 到頭 先生の 處へ 持つ 

て來 ましたね。 

一 。ァ さう。 鬼に 角 君の 御父さん は、 Ig 固な 點 では、 我々 の 
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親類 中で • 有名な 方な の だから、 君 も隨分 W る 事が ある 

だら う。 併し 親なん と 云 ふ 者 は、 あと. さ-つ 長く 生きて ゐ 

る もので もな し、 安心 させて 置く と、 また 一 方て は、 君 

の 生活に 便利な 窜も あるから、 なるべく K 抗 しない 方が 

いいと 俺 は 思 ふ 0 

一一 一吉 それ はさうて す。 何しろ 僕の 親父 は、 非常に 先生 を 

信仰して 居ます から、 今度の 事な ど * 先生から 上手に 云 

つて やって 下されば、 きっと 安心す る だら う、 と 思 まひ 

す。 御迷感 てす が、 どうぞ —— (輕く 頭,^ 低ぐ) 

亨 外に 丁度 少し 用事 も あるから、 では 其 序に 書いて おか 

ラ 0 

(敏子 • 洋銀の 盆 LL, 紅茶， ^載せ ズ 入リ來 ろ。) 

敏子 味が 何うて すか。 よく 出ました かしら —— 

三士 口  (紅 茶.^ 喫みながら) いや。 結 溝です。 昔から 夫人 

は 紅茶 を 入れる こと は、 名人て したねえ。 はは は：： - 

05^ 茶，^ 喫す。) 

敏子 (微笑す) それ は 貴方、 十 年 以上、 毎日 毎 曰 入れさ 

せられて 居ます もの- 上手になる 害です わ。 全く 宅み た 

や-つに、 紅來の 好きな 人はありません ねえ。 

(M- 士小 卓に 片 肱，^ 突き、 惱 ましげ に 指,^ 0- て、 雙方 

の 顧 願 部 1^ 押さ へ ゐ ろ。) 

三吉 (之 みて) 先生。 何う かなさい ました か？ 


竽 (獨 語の やうに) 何う もい かん。 

敏子 (額，^ 博士の 方に よせて) 貴方) また 痛み 出し まし 

たか？ (三吉 に. m: ひて) 此頃は 夜になる と、 きまって 

頭が いたいと 申します の。 

亨 (額 1^ 上ぐ) 濘田 君り 實に妙 だよ。 晝間は 何ともな く 

て、 夜になる と腦の 奥が 糸を曳 くやう に 痛んで 來る。 

三吉 腦が惡 いの ぢ やありません か？ 

亨 さあ。 Gi.〕 さう かも 知れない。 

三吉 も、 r 翳 者に 御 診せなさい ました か？ 

亨 いや、 まだ 診せ ない。 つい 暇がない もの だから。 

三吉 (間 1^置 きて) 早く 御 診せ なすった らい いぢ や あり 

ません か。 腦 でも 惡 いと 大變 ですから —— 

亨 (倦み疲れた やうに 微笑す) いま 腦が惡 くなる と、 俺 

は 物質 上に も破產 しなければ ならん。 

敏子 置 方。 今 H 亙理 さん は、 御 診察に いらっしゃ るの-て 

す 力？' 

亨 うん。 外に も 一 寸 用事が あるので、 序に 診察 もして K 

ひたかった から >  電話 を かけた の だ。 

(少時 沈 默。) 

敏子 もうい らっしゃ りさうな ものて すね 0 

三吉 (間，^^ きて〕 先生。 今度 御 書きになる 法理 學新論 

と 云 ふ 書籍 は、 いつ 頃 出来る のて すか？ 
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亨 さあ。 まだ 漸く 思想が まとまった だけで、 少しも 書い 

てない から、 能く は 分らん が、 何う しても 後 三 四 年 はか 

かる だら うと 思 ふな。 

三吉 ぢゃ 大分 大部な ものて すな？ 

亨 いや。 それ 程で もない。 三千 真內 外の もの だら ラ。 

111吉 西洋人の 考へ 出した 法理 學と は、 餘程異 ふので せう 

な 0 

亨 無論 異ふ。 俺の 新ら しい 思想 を說 明す る 爲 めに は、 こ 

れ 迄の 法理 學と は、 立論の 基礎まで も變 つて 来なければ 

ならない の だ。 (次第に 熱心になる) 俺 は あの 書籍 を、 

俺の 生存の 記念と して、 總 ての 人類に 進呈した いと 思 ふ。 

少く とも 俺の これ 迄の 讀 書と 思索と は、 あの 書籍に よつ 

て 始めて 一 個の 果實 となる の だから 11 

三吉 資は、 この間 偶然 電車て、 内 田 博士に 御 眼に かかり 

ましてね。 

亨 内 田に は 久しく 會 はんが、 病氣は 少し 快 い と 見える 

な？ 

一一 一吉 ええ。 血色 もよ し、 餘程 以前より 肥つ て 来られた や 

うてす 0 併し 何と 云っても、 もう 長い 事 はありますまい。 

おの 肺 はすつ かり 腐って しま つたと 云 ふ 話です からな 

あ。 それても 元氣 だけ は • 相 か はらず 盛な ものです 。「遠 

藤が 今度、 法理 學新 論と 云 ふ 大部な もの を 書く さう だ 


が、 俺 も 一 つ 一世一代で、 何 か 書いて 見たい。」 つて 云つ 

て 居られました。 

亨 あの 男？ 身體 は、 あの 元氣 一つで、 持って 居る の だ。 

隨分 長い 肺病 だから、 费 通の 人なら、 もう 餘程 前に 死ん 

てゐる 箬 なの だが。 (間) 又 東京へ 歸 つて 来たの かし 

らん？ 

三吉 いいえ。 やはり 逗 子に 居られる さう てす。 「今日は 久 

し 振て、 東京の 空 氣を吸 ひに 来たの だ。」 つ て 笑って居ら 

れ ました。 

亨 俺 は 巴 里で は， 内 田と 始終 同宿して 居った が、 其 時分 

から 腦の い い 偉い 奴だった。 併し 一 體 虚弱な 上に、 亂暴 

な 生活 をした もの だから、 彼奴の 思って 居た 仕事 も出來 

ない 内に、 あんな 病氣に 取つ かれて しまった。 惜し .， も 

の だ。 

三吉 さう です。 (懐中^計，^ n ^る。〕 何と 云っても 商法 

ぢゃ、 あの方と 肩 を 並べる 學者 は、 一寸 兑 付かり ません 

からな あ。 や、 もう 八 時 だ。 (立 上ろ) 

亨 まあいいだら ラ 。ゆっくりして 行き 玉へ。 

三吉 ええ。 有難う 御座います。 一寸 他處へ 寄らなければ 

なりません から —— 

敏子 まあ 御 話なさい まし。 久し 振て す もの。 

1 ニ吉 ええ。 また あがります。 では 先生、 先刻の 御 話は宜 
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しく 願 ひます。 

亨 よし。 承知した。 

(三吉 博士 夫妻に 挨按 して、 お 側の 入口より 去る。) 

(夫妻 は 三 苦 ぶ込リ て、 又 室内に 一!!- リ來 ろ。) 

(敏 子。 紅茶の 道具 片付ける。) 

敏子 亙理 さん はいらつ しゃいません ね。 

亨 急な 病人で もあった のかし らん。 それなら 電話で も か 

けさうな もの だな 0 

敏子 さうて 御座いま すねえ。 

亨 来たら 此處へ 通して くれ。 さう して 葡萄酒で も 出した 

らいいだら 、つ。 亙理は 酒好き だから。 

敏子 はい 0 かしこま りました。 

(敏子 左側の 入口よ： T 去る。) 

(博士 は 室內, 歩 さ 1! リ、 窓よ リ空模 樣,^ 覼ひ 居る。) 

(敏子 また 入リ來 る。) 

亭 明日 はまた 雨ら しいな。 (かく 云 ひ 終 リズ 讀害 卓の 方 

へ 步み來 る) 

敏子 K で 御 13 ますね え。 

亨 (此れに は 答へ す、 卓上の 葉卷 fj- 取リ、 火，^ 點 じて ソフ 

ァの 方へ 步み 行き、 陰 11 なる 表 SSLi て、 ソファの 上に 横 

たはろ。 やや W らく、 頭の 痛む,^ 指に て 押さへ 居る) 

敏子 そんなに 御 痛みになります なら、 御 冷やしに なって 


は 如何. てす。 氷 を 取りに やり ませう か？ 

亨 いや。 それに も 及ぶまい。 (ra) 資に 妙な 痛み 方 だ。 

敏子 困ります ねえ。 何う したの てせ う。 

(少時 沈 默。) 

(夫人 1^ 度視 して) おい。 敏。  ， 

子 はい。 

妙な 事 を 訊く やう だが、 汝は 今日 何處へ 行った？ 

子 私で 御座いま すか？ 

うん。 

おと. on ち 

子 一寸 御友 人の 處 まで 參 りました？ 

おとも：；，： ち  . 

(柔らかに) 御友 人の 處ぢゃ あるまい？ 

子 (搏. H,^ 凝視して 〕 いいえ。 御友 人の 處て 御座いま 

す 0 

亭 (微笑して) 汝は俺 も 欺く つもり だね？ 

敏子 (鋭 どく) いいえ。 たしかに 御友 人の 處へ參 "まし 

た 0 

亨 (間,^ g き VO 俺 はよ く 知って ゐる。 汝は今 to ^一の 

墓に まゐ つたら う。 (不快なる 表情 に て、 なほ 夫人 yj- 直 

視す) 

敏子 (俯 く)  11 

亨 今 H 學 校で 敎授， si があった のて • 俺 は 三 tig^ 出かけ 

て ゆく と、 松 島が 丁度 其處 へやって 来て、 「や あ 、遠 藤 君。 
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今、 染 井の 墓地で、 君の 細君に 會 つたよ。」 と 云 ふぢない 

か。 CB) それ をき くと， 汝が 精一が 死んで 以来 * 時々 

烈しい 憂 酵 に 落人ったり、 また 此頃 三日 を 置かず、 俺に 

隱れ て何處 かへ 出かける 、理由が、 始めて 分かった。 (や 

や 長き 問) それ は 親子の 情. で 、當然 の 事 だ から 何も 隱す 

に は 及ばない。 八ム然 出かけた らい、 ぢ やない か？ 

敏子 ：： 

亨 、半ば^ 語の やうに) 併し あの 兒が生 さて ゐる うち は 

あれ 程默 だった 汝が、 何 、「して 死んで から、 *itl に^ 1 を 

jt^ ふやう になったら う。 —— 俺 に は 何う も その 心理が 分 

からない。 

敏子 (徐 るに g-,^ あぐ。 次第に 感激す 。遂 Li 神！ ^的に 嗚咽 

して) それ は 私自身に も 分りません 。私 は 始めて 精一 を 

生んだ とき、 あの 醜い 獸の やうな 顏付を 見る のが、 厭で 

耐ら なかった ものです から、 無慈悲な やうて すが、 始終 

心の中で は、 早く この 兒が 死んで くれれば いい。 此兒が 

生きて ゐろ爲 めに、 私 は 生活の 快 樂を味 はふ 事が 出来な 

いの だ， とば かり 思って 居りました。 さう します と、 去 

年、 五 年間 私の 苦痛の 種子に なって ゐた 精一が、 死んで 

しま ひました。 私 は ひそかに それ を 喜 こんだ の. て 御座い 

ます。 これから 美く しい 生活が、 私の 前に 開ける と 思つ 

て、 あさましい 事です が、 私 は 始めて 安心し ました。 


8 まあ、 その 當 座の 二三 ヶ月 は、 樂 しく 過ぎ去り ま 

したが、 不思議に も、 この 春 あたりから、 私 は 何とも 云 

へない 物寂し さ を 感じました。 私 はこの 譯の 分からない 

憂愁 を まぎら はす 爲 めに、 芝居 や 音 樂會ゃ 婦人 會ゃ、 な 

るべ く 人の 多い 華やかな 場所に 出かけた のです。 併し 何 

うした のか 心の 寂し さは、 私が まぎらさ うと 思へば 思 ふ 

程、 ふかく 胸の 奥底 へ^ひ 入りました。 私に は あの 兒の 

生きて 居た 時分の 生活が、 i 戀 しくな つて まゐ りました。 

それから 以後、 私 は 心の {T^ 虛に惱 まされる とき は、 いつ 

も 方に 隱れ て、 精一 の 墓に まゐ りました。 あすこ は 私 

の靈 魂の 避難所て 御座います。 あの 兒の 墓の 前に 立って、 

時の たつの も 知らずに 種々 な 事を考 へて 居ります と、 深 

い 地の 底から 慘 ましい 血族の ？® が、 私 を 呼 ぶ やうな 心 持 

がいた します。 それ を 訊く と、 始めて 私に は、 ほ 分の 生 

きて ゐる のが、 よく 分かって 參 ります。 

亨 つ まり 汝は精 一 が 死んで 始めて 血族 の 愛情 を 感じ て來 

たの だ。 汝は今 段々 母と 云 ふ ものに なりつつ あるの だ。 

併し 何 i. 俺に 隱 して 行く 必要 はな いぢ やない か？ 

敏子 (悲しげに 微笑す) 私 は，： IE 分の 心 持の 變 つて ゆく の 

を、 贵 方の 御 腺に かけた く 御座いません てしたから —— 

亨 俺 は 決して 汝の心 持の か はった の を、 悲しみ はしな 
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敏子 (^4-,^ 凝視して) 私 は 母と なる より、 婦ん として 

生きた く 思 ひます。 

(下^みよ. 右側の 口より 現 はる。 い 

みよ あの ロー 那樣、 亙理樣 がい らっしゃ いました。 

亭 さう か 此處へ 御通し ゆせ。 

r み fs 去ろ。) 

(i- 士？？ 5 書 卓の 方へ 歩みよ る。) 

亨 (夫人！： 向 ひて，) 亙 理には 少し 秘密の 用事が あるか 

ら、 汝は あっちへ 行って ゐて くれ。 

敏子 はい。 

(醫師 瓦理愤 太郞、 みよに 案內 せられ ズ現 はる。 半，： 《 

の？ 一 ^あり、 羽 絲祷に 金 緣の吸 鏡.^ かけ、 小なる 跑，^ 2 

げたり 0) 

亨 や あ。 先刻 は 失敬した。 

Mm いや 僕 こそ。 (夫人に 向 ひて) 夫人。 暫 らく 御無沙 

汰 しました。 au,.^-^ ぐ) 

敏子 い いえ、 私 こそ 。先 曰から 一 遍伺 はう と 思 ひながら、 

つい 11  (頭，^ 低げ る) 皆 樣御變 り も 御座いません 

か。 (三人 小 卓 i<j- か、、 みズ 坐す) 

S 有難う。 皆無 事です。 (博士に 向 ひて) も 少し 早く 

來 ようと 思った が、 生憎 一人む づか しいの があった もの 

て， つい 通くな つてし まった。 


亨 いや。 —— 御忙 がしい 所 を * わざわざ 御 呼 立して 濟ま 

なかった a 

亙现 そんな 心配 はいらない。 呼ばれて 診察に ゆく のは醫 

者の 務だ。 はは は：： 

(少時 沈 默リ〕 

敏子 何う ぞ御 ゆっくり。 (一 禮しズ 左側の 入口よ リ去 

亨 (煙草 箱.^ 出し、 ま-つ その 一 本，^. H か ら 取り- 火，^ 點 

す。 互理 も 無；  一一 口にて、 一本の 葉卷， ^取ろ) 今.；^ は 何 だ 

か 蒸 熱 いぢ やない か。 

S 理 何れ 降る だら う。 (間) この 邊は 全く 靜 かていい 

な。 (室 內.^ 见 廻す) 

亭 靜 かな 事 は靜か だ。 何しろ 此處に 住んで ゐ るの は、 大 

抵 官吏 か、 學 校の 敎師 みた やうな 人間ば かりだ からね。 

亙 理 さう さ。 我々 と は 全く 生活が 違 ふ。 毎日き ちんと 出 

動して、 歸 つて 来れば、 もう 用事 はない の だからね。 

亭 その か はり 君達の やうに、 金が 取れない から、 同じ 事 

だよ。 

(みよ、 菊 萄洒， ^持ちて、 左側の 入口より 登場す。 博 

士苴理 に洒, ^すすむ。) 

亙理 や 。もうか まふの はよ し 玉へ。 (葡萄酒，^ 飮 む。) 

僕 はこの 頃、 少し 頭が 惡 いので、 なるべく 酒と 煙草 を ひ 
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かへ る やうに して ゐ るが、 仲々 苦しい ものだね。 

亨 さ うだらう。 何しろ 酒と 煙草に 掛けて は、 君の 名 は 

大した ものだった からな あ。 あれ が 所 His 者 の 不義 生 だ 

苴现 ：： はは は：：。 併し 酒 はま だいいが. この 煙草と 

云 ふ 奴は忙 がしい とつ い 喫み 過ぎて 困る よ。 

亨 併し 二三 杯 はいいだ らう。 (洒 1^ つぐ) 

有難う 。まあ あんまり 顶 くまい。 (ハンケ チ 1 化 取り 

出し 口 か-ふく) 時に 今日 話-て 診察 して くれと 云 ふ 話 だ 

つたが、 一 體柯 處が惡 いの だい？ 

亨 K は此 問 から、 夜になる と、 毎晚 頭が 痛ん て來 るの さ。 

そのく せ tsi^ は、 忘れた やうに 癒つ てし まふんだ が —— 

あまり 妙 だから、 君に 一 遍 診て K はう と 思って 11 

苴理 ふうん。 夜になる と、 ！职 が 痛む。 11 外に何か 變っ 

た 事が あり はしない か？ (德 士，^ a 視す ) 

亨 一 日. 身 體が だるくて、 何 をしても、 すぐ 厭きて. 嬤に 

なる 0 

苴理 能く 眠れる か？ 

亨 いいや。 眠れない。 始終う とうとと して ゐて、 一寸 眠 

ったかと思ふと，5:^に氣昧の惡ぃ^^ぎ.5^りみる。 (間) そ 

れに盜 汗が 非常 だ。 

S なる s!i。 (注^！深く拇士^みろ) 〈al 事 は？ 


亭 1 向 進まない。 何-つ だら う。 腦が惡 い の 力ね え？ 

Mm さあ 鬼に 角 診察して みないと 分からん が、 广銳 どく 

博士，^ 見る。 ra) 君は若ぃ時分、放蕩をした5$^ぇはなぃ 

力？. 

亨 放蕩？ (やや 長き 無言。) 何う して？ 

1 现 放蕩 を やれば、 よく 種々 な 病氣を 引きう ける。 その 

病氣の 内に は、 十 年 以上 身體の 内に ひそんで ゐて、 急に 

腦を 犯す のが ある。 

亭 ふうん。 

Mm 何う だい。 ある だら う？  一 ^も そんな 事 は 云 

ひ £ くから うが、 併し 辦 者に 向って、 隱 すの は 愚 だよ。 

亭 (やや 畏き 間) 實 はさう 云 ふ 事が ないても ない。 

苴理 さ うだらう。 (間) 僕 は 精一さん の 生れた とき か 

ら- 旣に を 疑が つて ゐた。 

亨 i 然として) え。 精一。 (5 では あの 子供 も、 僕 

の 病氣 の 影辦 をう けた のか？ 

旦现 さう さ0^;1^にさぅ云ふ秘密の病氣がぁると云ふ事を* 

不幸な 精一 さんが、 僕 等に 設 明して くれた や、 「な もの だ。 

亨 (やや 長， Avra^^s く。 沈痛 に) 併し 僕 は. あの 忌 はしい 

病 氣を發 見した とき、 充分 療治 をし て 置い たが。 11 

苴现 あの：^ 氣は 癒った か、 癒らない の だか、 者に も 分 

からない 事が あるから ねえ。 § ー體^^は何時ゃっ 
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たの だい？ 

まだ 巴 里に 學 して ゐる 時分だった。 

理 では 两 洋 人から 感染した の だね？ 

さう だ。 

理 それて は 少し 性が 惡ぃ かも 知れない 。sl; 人種 間 に は , 

€000 に 来ろ もの だからね。 

劇烈に 来る？ 併し あの 病氣は 今の^ 術て は、 それ 程 

恐る るに 足らん 物 ださ うぢ やない か？ 

0 さう。 大抵 は 癒る が —— 併し 腦を 犯された 奴 は. そ 

の 程度に よ つ て は 、 豫後 不良 だ。 

豫 後不. おと 云 ふと？ 

理 (f- 士，^ みる。 raw 發 狂す るか。 白痴になる か。 また 

は腦 溢血て 急に 死ん てし まふ。 

(慘 ましく 表 す) ふうん。 

理 lis 何時 から 頭が 痛み 出した の だい？ 

(深く 考 へに 沈み ゐる) 

现 aw+ か W 視し て) おい。 遠 藤 君。 頭の 痛み 始めた 

の は 何時 だい？ 

享 (考 へより @1 む) え。 —— さう。 此 四月の 初め 頃から 

だった と 思 ふ。 

S 理 それ はいかん。 何故 早く 僕に 云はなかった の だい？ 

亨 それ 程の こと も あるまい と 思って ゐ たもの だから —— 


理 兎に角 一寸 診察して みょう。 

では 御 願 ひしょう。 

现 (半ば 竊 語の やうに) K 底 檢查の 器械 を もって 来た 

かしらん。 (跑, ^引 寄せ その 內ょ リ檢眼 銃ん、 取 出す) あ 

あ。 あった。 (博士に 向 ひて) それから 御手 數 だが、 

これから 網膜の 異常 を 調べなければ ならん から、 ラ ンブ 

を 一 っ拜 借したい もの だ。 何ん なのても いいから 11 

一寸 待ち 玉へ。 (立ち ズ壁 側の 呼 鈴 vs- 押す) 

i  G 々側の-入口よ リ現 はろ) 何 か 御 Bffl で 御座います 

か 0 

夫人 は？ 

I 御 庭 を 御 歩きに なって いらっしゃいます。 

では 奥に ランプが ある だら う。 あれ を 持つ て 來ぃ。 

I かしこま りました。 (去る) 

では 始めよう。 上衣 を 脱ぎ 玉 へ。 

0^  士 上衣，^ 脫ぐ。 苴理 椅子，^ 博士の 方へ 寄せ、 診察 

はじむ。) 

(みよ？！. ュ 場す。 手に 叙 銀の 小 ランプ 1< ^携 ふ。 これ 1^ 卓 

上に 乘 せて。) 

i これでよ ろしう 御 jffi います か？ 

理 (振り か ヘリて) ああ 。結構 だ。 (みよ 去る) 

(苴理 診察 1^ 終 リズ 立上り、 その ランプに 火，^ 點じ、 
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^士 に。) _ 

苴理 Is。 一寸 電燈を 消して くれ 玉へ。 

(博士 立ち上 リズ 霓燈 消す。 室內 やや 暗くな ろ。 〕 

1 理 此れて よし。 君 この 洋燈を 君の 後の 卓の 上に 乘 せて 

くれ 玉へ。 

. 十二 フン プ, < ^讚禽 卓の 上に g く。) 

亨 (ふリ か ヘリ \^) 此邀 ていい かい？ 

S ああ。 よろしい。 さあ これから 眼底 檢查 だ。 は 僕 

の 左の 耳 を 見て 居 玉へ。 いい かい。 

03!理检眼銳.^以て レンズ fJ-Ji リ たろ 光，^ 博士の 而上 

に 反射せ しむ。 TO- 士の 眼の ほとりの 皮膚の 色、 燈光 LL 

映りて- 疼く やう Li 鮮やかに 见 ゆ。) 

直理 ふうん。 (ra) こんど は 右の 耳を兑 るの だ。 さう 0 

(やや S き IT; さ、久.1方と..^乳頭|1血を起してゐる0 

(獨 IT ハ W の やう Li 云 ふ) 

(眼底 検 * 終る。 理检服 レ ン ズ等 1^ 納 ひながら。) 

苴理 君 はや はりあの 病氣 に、 腦を 犯されて ゐる。 しかも 

もう 餘程 進んで ゐる やう だ。 

亭 (沈痛 Li) さう か。 (S き ra) で、 恢復の 兑込 は？ 

(IA 理，^ 直視す) 

罝理 (冷然と して) 病氣は 無論 癒る。 併し 腦に 出さた 腿 

物の の缺所 は、 癒る もの， て はない。 (間) 君の lis 命 


は、 その 缺 所の 大小に よって 定まる の だ。 

亭 く。 平 靜.^ 裝 ひて〕 發狂 すると か、 白痴に な 

ると か、 腦 溢血て 死ぬ とか？ 

旦现 さう だ。 誠に 御 氣の毒 だが、 今の 震 術の 可能性 は 其 

處 まで だ。 

一 亭 (沈 長き 無言の 後， 悲痛なる 微笑) つまり 論理的 

一 に 完備した 結論に 到達した と 云 ふだけ の 事 だね。 

(短 き 無言〕 な る ベ く 平い 方が い い が —— 何なら 

僕の 病院に、 入院して みない か？ 家に 居る と， 何う し 

て も 種々 の 事に、 腦を 使ったり 何 かして. 病 氣の爲 めに 

よくな いだら うと 思 ふから。 

亭 さ t 

苴理 君の 方の 都合 さへ よくば、 叨 B にも 來 たまへ。 部 

を 明けさせ とくから  

亨 さう。 (沈思 LL 耽けろ) 

(少^ 沈 跌。) 

(瞬 室の 時計 十 時 1^ うつ。) 

ま现 (懐中時計, ^n- て) では- 僕 は 御 暇しょう。 

亭 (沈思よ リ覺 めて) まあい いぢ やない か？ 

一 亙现 ああ。 さう * さう。 先刻 1^ 話て は 外に も 何 か ffl が あ 

一 る やうだった が？ 

一 亭 ああ。 (考 へて) 併し かうな つて は、 あんな^ は 相談 
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した 處が 仕方がない。 (ra) 實 は家內 だが ね？ 

101 理 うん。 

亨 この頃 また ヒス テリ ー が、 段々 烈しくな つて ゆく やう 

だから、 僕の 著述の 邪魔に なつ て も 困る と 思った のて、 

君に 相談して 何處か へ轉 地ても、 させて やらう と 思った 

の だが —— 

S なる 程。 併し それ はもう 過去の 問 だが ね。 いま 君 

は 著述な ど に 耽って はいかんよ。 なる ベ く 精神 を安靜 に 

して、 病氣の 恢復 を 待たなければ な ら ん 身な の だから。 

亨 併し この 話 は 家内に はしない ておいて くれ 玉へ。 それ 

から 僕の 氣の事 も。 

亙理 うん。^ 知した。 * て は (立 上ろ) 11 

亭 (孤 脚の 不安 か 恐ろ ろ やう LL) もう 暫 らく 話して 行き 

玉へ。 今 十 時 をう つたば かり ぢ やない か？ 

苴理 い や。 今夜む づ かしい 忠者を 一 人殘し て 来たから 

—— それて は、 鬼に 角 電話 を かけて くれ 玉へ。 

亭 さラ か。 どうしても 歸る のか。 では —— (立 上ろ。) 

S 夫人に よろしく リ 

oi.: 现 右側の： g 開きの ょリ、 玄關の 方へ 出で 行く。 

^屮 も；^ 送リ LL ゆく。) 

(舞お 〈^ 虚 となり、 洋燈の 光、 ^く 輝く のみ。) 

(正 而底 n に 通す ろ兩 開きの 玻璃 扉 あきて、 夫人 敏子 


室內 Li 現ば ろ。) 

( 髮亂れ 額 蒼 ざめ たり。) 

敏子 (喪心 乜る ごとく 無言に て、 右側入ロv^~凝視す) 

亨 (ゆるやか に 步 みて 內 LL 入 リ來リ 、正面の 玻 薛の g 

きたろ ままな ろ 1^ 見て. 夫人の • 止,^ 注 窓しながら、 間 

^f5 汝 は彼處 から 入って 来たの か？ 

敏子 はい。 

亨 何故 あんな 處 から は 入って 來た。 (とがむ る やうに 鋭 

く 云 ひ 放つ) 

敏子 (昂然と して) 私 は彼處 から 入っても、 少しも 差 支 

はない と 存じます。 

亨 (不快げ LL) 何 だ。 其 顔色 は。 —— 俺 は 少し 調べ物が 

あるから 少時 あっち へ 行つ てゐて くれ。 

敏子 (溥士 1^ 凝視して) 私 は あちらへ は參 りません リ 

亨 何、 あちらへ は參 りません？ (問 。やや 險 しき 颜 す) 

汝は 俺に K 抗 する つもり か？ 

敏子 (故意と 冷- Iwl^ 裝 ひて) いいえ。 決して 反抗など、 

致す のて は 御座いません。 

亭 そんなら 俺の 云 ふ 通り、 あちら へ 行けば い いぢ やない 

か 0 

敏子 (博士の 言，^ 湖かざる 如く、 やや 神經的 Li) 私 は 唯 

貴方に 伺 ひたい 事が 御座いま したから、 參 つたので 御座 
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亨 (夫人，^ 政視 して) 俺に 訊きたい 事が ある？ (間。 眉 

fj- よせて) 何 だ、 その 訊きたい と 云 ふの は？ 

(搏士  ^子に 坐す。〕 

敏子 (極めて 靜か lO 精一の やうな 兒が、 何う して 私共 

の 家庭に、 生れた のて 御座いませう。 (冷やか-」 笑 ふ。〕 

もうかうな りましたら、 貴方 も 御 話 T さいます だら うと 

存じまして 1 

亨 (險 しく) 何 を 云 ふ。 (長き 間〕 夫人 fS- 直視して) 汝 

は 今の 話 を 立 聽 して 居た な？ 

敏子 (說 く) はい。 聽 きました。 何もかも すっかり —— 

亨 (早口  Li) 汝 は立聽 などして、 恥 かしい と は 思 はない 

力 ef 

敏子 (口惜しげ lO 立聽 をして 恥 かしい と 思 はない かつ 

て、 仰し やる ので § いま すか。 立派な 家庭に、 精一 の 

やうな 兒が 生れた の と、 何方が 恥 厚て 御座い ま せう。 

(間) 費 方 はよ くも 私 を 御 欺しなさい ましたね。 

亨 それ は、 間题 がちが ふ。 

敏子 (强烈 なろ 感情 1^ 暴露して) いいえ。 同じ 事で 御座 

います。 私 は 方の 爲 めに、 獸の やうな 兒を產 ませられ 

ました。 之が 私に とって 一番 烈しい 侮 て 御座います。 

亭 兎に角もう あっちへ 行って くれ。 俺 は 今夜 はま 大な間 


题に ふれて ゐ るの だから —— 

敏子 いいえ。 私は贵 方に 伺 はない 内 は、 何う しても 參り 

ません。 (棒の ごとく 凝立す〕 

亨 (間) 汝は 俺を氣 狂に する つもりが？ 

敏子 それ は 私の 方から 申 上げたい 率て 御座います。 (少 

博士，^ 凝視して) 先刻 亙理 さんが 御出で にな り まし 

たと き、 貴方 は 私に 「少し 秘密の 話が あるから、 あちら 

へ 行って ゐ ろ。」 と 仰 しゃいました。 私 は a: 分の 部； で、 

書籍で も 讚 まう と 存じて 參 りました が、 何う も氣 がく さ 

くさ 致します から、 少し 鹿 を步 くつ もりで、 下へ 降り ま 

した。 さう します と、 丁度 あの 白截 薇の 花壇の 處へ 立つ 

て 居ます とき、 平生と 異 つた 心配 さ、 つな 貴方の 御 fJT か、 

斷々 にき こえて まゐ ります。 私の 好奇心 は、 段々 私 を 窓 

の 方へ 引 寄せました。 (問) 私 はきく ともなく、 つ ひ？ M 

方の これ まての 恐ろしい 秘密 を、 伺つ てし まった ので 御 

座い ます。 01。 迫ろ が 如き 服 差す) ねえ 費 方。 私 はこ 

れ から 何-つ 致したら 宜し い のて 御座 いませう。 

亨 (强 ひて 冷靜 に) それ はどうで も汝の 勝手 だ。 汝には 

汝の 意志が ある だら うから。 (間) 併しよ く考 へて みろ。 

それ は に 俺の 方に 罪が ある。 けれども 汝と 俺と は、 も 

う 十 年 以上 も 同 B して ゐる 夫婦 ぢ やない か。 汝が今 云つ 

た 言 紫の 意味 は、 よく 俺に は 分って ゐる。 併し、 汝 にだ 
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つて. 俺が 今 C 己の 破滅 を 豫 言され て、 口にする こと も 

出来ない やうな 恐怖と 心配に、 惱 まされて ゐ るの は 分る 

だら う。 さう したら 少し は 俺 を 憫んで くれても、 よさ さ 

うな 物 だと 俺 は 思 ふが —— 

敏子 (冷やかに 笑 ふ) 贵方を 偶め とおつ しゃる ので 御座 

います か。 御氣の 毒て 御座いま すが、 私 は不斷 から 贵方 

のおつ しゃった とほり、 自己 を 離れても のを考 へろ 事の 

出来ない 女て 御座いま すから、 今の 場合、 とても そんな 

事 は 出来ません。 それに 私 は • 貴方より まだ 不幸な 人 を 

知つ て ci^ ります から、 私 はま づ、 その 人から 憫ま なけれ 

ばな りません もの。 

亨 それ は 誰 だ。 

敏子 死んだ r て 御座います。 (祌經 的に〕 可哀 さう 

に、 何も 知らない あの 兒は、 糈神も 身體 もす つかり. 方 

の 罪の ために、 腐って しまって 居た のて 御座います。 あ 

れは 決して 人間で は 御 .M いません てした。 血族の 罪から 

生れた 獸だ つたの で 御座 い ます。 

亨 一。 (嗟嘆す) 

敏子 (反語 的 LL) あの 兒も きっと 今頃 は 、暗い 地の 底て 

ぼんやり ft 方 や 私の 事 を 思 ひながら、 あの 醜い 顏を しか 

めて、 泣いて ゐ るて せう。 (力，^ こめて〕 全く あの 兒 

の爲 めに は、 贵 下は此 上ない い い 御父さんて 御座いまし 


たからね え。 

亨 (慘ましき表愦。 夫人^^^^視して) 汝は實 に 恐ろしい 

女 だ。 汝は俺 を 殺さなければ 承知 しないの だね え？ 

敏子 殺す。 まあ 11 貴方 は 氣が御 違 ひに なった のて は 御 

座い ません か。 何で 私が 貴方 を 殺し ませう。 能く 氧を落 

付けて 考 へて 御 S 遊ばせ。 私 はた だ 私共 三人の 内で" 精 

一 が 一 番可哀 さう だと、 申した ので 御座いま すよ。 

亨 (眼ん 二ケ處 LL 凝集せ しむ) 精一。 ああ —— 

(少時 沈 默。〕 

敏子 (柔らかに) 貴方。 精一が 生れる 前 は 全く 面白い 家 

庭て 御座いま したねえ。 能く 井野さん ゃ內 田さん を 御 招 

びして、 御 一緒に 御飯 を <=r へたり なんか 致しました つけ 

ねえ。 

亨 あの 頃 はま だ 御 互に 若かった から 11 

敏子 (注. ぶかく 博士の 舉 動.^ 舰 ひながら) 私が 此方へ 

參 りました の は、 丁度 贵 下が 歐羅 巴から、 御歸 りに なつ 

たばかりの 時で 御座いま したねえ。 

亨 さう. さう。 汝には 島 田が 一 番 似合 ふと 云 ふので、 家 

へ 来てから も、 厭が るの を 無理に 島 田に、 結 はした の を 

覺 えて ゐる。 

敏子 あの 時分 貴方 は 全て 子供の やうな 無 邪氣な 方でした 

ねえ。 まだ 覺 えてい らっしゃ います か。 此方へ 參 つた 年 
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の 夏、 二人で 藥 山に 參 りました の を？  一 

亭 うん， そんな 泰 があった な。 

敏子 (微笑し ズ) あの 時 贵 方が 勉强 ばかりして ゐ らしつ 

て、 つまらな いと 云 ふの て、 持って ゐ らした 御 書 を、 私 

がすつ かり 隱 したの-て、 貴方 は 怒って おしま ひな さる、 

私 は 泣く、 大 さわぎ をした 事が 御座いまし たれ。 11 

亨 俺 は あ の 頃から 今度 の 法理 學新論 を 書く 準備 を して ゐ 

た 11 考 へて みれば もう 十 餘 になる。 (烈しき 悔恨の 

表 is) ああ。 あの 書 ももう 書け ない のか 11  (夫人.^^^ 

視 す。) おい。 敏* 俺の 贵ぃ讀 害と 思索と が、 この 腐つ 

た 腦の內 て.：^ んて しま はなければ ならない と 思 ふと、 俺 

はもう 耐ら なくなる。 俺 は 何にも 仕事 を殘 さないで、 蟲 

けらの やうに 世 を 去る 事 は、 何う しても 出来ない。 この 

地上に 一つ の 足跡 も殘 さず、 もう 死んだ 梨 朝から、 人々 

は 俺の 存 して ゐ たの を、 忘れて しま ふやうな 生活 を營 

むた めに、 俺 は 生れて 来たので はない。 敏。 頼む から 俺 

を 救け て くれ。 俺 は 明日から 一 生 懸命に なって、 原稿 を 

書く から、 何う か 傍に 居て. 俺 を 看護して くれ。 

敏子 ええ。 よろしう 御座います。 

亨 (興^^"して) では 承知して くれた か？ 

敏子 (^どく) え、 え、 その 替り贵 方 は 私の 願 を 訊いて 

下さいます か？ 


汝の 願？ 

子 え、 え、 私の 願。 —— 訊いて 下さる てせ う。 

(點 頭す) うん。 何でも 訊かう。 

子 (問。 憎..！ の 表情す) ぢゃ伺 ひます が、 贵 方の 御 病 

氣は 何で 御座います？ 

亨 (愕然として) え 。俺の 病氣？ (1^) 何う して 汝は 

さ-う 俺 を 恥 かしめ るの だら う。 何もかもち やん と 知つ て 

ゐるぢ やない か。 —— 

敏子 (落 付 さて) 贵 方が 私 を 欺いて ゐ らっしゃる 間 は 私 

は 貴方の 敵で 御座います。 

亨 俺 は 決して 汝を 欺いて は 居らん つもり だ。 

敏子 いいえ。 欺いて 居らつ しゃいます。 私 は 貴方 を 私 一 

人て 所冇 しなければ、 何う しても 心が 濟 みません。 です 

から、 贵 方の 御 心に さう 云 ふ 秘密が あると 云 ふ 事 は、 私 

に 取つ て は 大變な 不安の種 子な のて 御座います。 

亨 俺の 秘密 は、 もう 先刻す つかり 立聽 してし まった では 

無い か？ 

敏子 先刻 伺った の は 御 病 氣の事 だけで 御座います。 私 は 

もっと 委しく、 その 時分の 御 話 を 承らなければ、 安心が 

出来ない のて 御座います。 

亨 敏。 それだけ は 許して くれ。 今にな つて あの 頃の を 

思 ひ 出す の は. 俺の 最も 苦痛と する 所 だから —— 
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敏子 では 仕方が 御 鹿い ません。 私 は 私の 途を 行く ばかり 

で 御座います。 (iE レ 博士.^ 凝視す) です が 貴方 は 先刻 

おっしゃった 御 仕事 を、 もう 思 切つ ておし まひなさい ま 

した か？ 

亨 (痛ましき 容貌 にて) いや" 決して 思 切り はしない。 

敏子 では その 御仕窜 を、 御 一人て なさる 御考 がつ. V  、まし 

たか？ 

亨 (IE) 汝は 何う しても 訊かなくて は 承知し 無い の だな 

あ" (嗟嘆す；； 

敏子 當然て 御座いま すわ。 そんな 卑怯な 眞似 はなさら な 

いで、 さあお 早く 御 話し 遊ばせ (迫ろ やうに 云 ふ) 

亨 (長き 問ん、 さ 沈痛に 半 II 語の や う に 語ろ〕 俺は大 

學に 居る 時分から、 選拔 されて 洋行す るまで、 極めて 素 

行の 正しい 靑 年であった。 處が 俺が 佛蘭 西へ 行って、 巴 

里の 大學 て、 法理 學を Kw^- して ゐる 時分， 彼 地の 人の 華 

やかな 生活 を 見馴れて 来る につけ、 つく，？ 我々 東洋人 

の慘 めな 生活 を、 殊に- H 分の これ まての 直線 的な a しい 

生 iS を. 獻 ふやう になって 来た" (夫人ん， - 柔らかく 視な 

がら；； 後に^^もぅ.^^,虛な孤獨生话に耐へ られ なくなつ 

て- & 一 夜 灯の 明る い 街 を 歩き ま はって、 健かに 酵を慰 

さめた 事 もあった。 すると ある 雪の 夜， オペラの 歸途に 

寄った カツ フエて、 俺 は 一人の 美く しい 女と 近付きに な 


つた。 (夫人の 眼 漸次に 輝く) その 女 は 暗色の 髮と、 黑 

い 瞻を持 つ た 西班牙 生 れ の 阿 婆摺れ ものだった。 まだ さ 

う 云 ふ 截樂に 馴れない 俺 は、 初めて その 女に よって、 生 

活の充 S を昧 はった の だ" そして 醜い 惑溺のう ちに、 世 

も 人 も 忘れ て， ただ 女の 紅い 葛 を 熟視め てば か" 居た 。 

さう すると その 女 は 若い 異邦の. の 熱情に、 この 皮肉な 

恐ろし い 病氣を もって 報いた。 併しもう その 頃 は 俺の 神 

經も 大分 荒んで ゐ たから、 一， 時 は 驚いた が、 それ 程の 耻 

辱と も 思 はず、 薺 者に 通つ て 癒ろ と、 又す ぐ 放蕩の に、 

新ら し い 女 の 笑顔 を 見た。 さう 云 ふ 風に し て 巴 里 に 三年 

の 月日 を 暮ら し た 俺 は 、 名譽ぁ る 少壯 法律 學者 として 日 

本へ 歸 つて 来たの だ。 

敏子 (僧惡 の の 快よ さ,.； -味 は ひっつ) まあ、 ！ 

しそれ 程 放蕩 をな すった 貴方が、 よく 此 地へ 御 歸 りなす 

つ てから、 ああ 云ふ眞 面目な 生活 を 遊ばしました ねえ。 

亨 俺 は 「聰明」 と 云 ふ 事 を 忘れなかった。 もし 日本て、 

俺が ああ 云 ふ 生活に 耽ったなら 俺 は 到底、 n 分の 仕事 を 

仕遂げる 見込 はな い、 と 云ふ窜 を、 よく 知って 居た か 

ら —— 

(少^ 沈 默リ〕 

敏子 さう して 見る と、 ^一  はやつ ばり 私の 疑ぐ つて ゐた 

とほり、 血族の 罪の 恐ろしい 記念 だ つたの. て 御座います 
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わね え 0 

亨 (悲痛な ろ 表情。) さう。 あれ は慘 ましい 「歡樂 の 鬼」 

てあつた。 (嗟嘆す) 

敏子 「歡樂 の 鬼」 (博士,. ^見ろ。 間) してみ ると、 何も 

知らない 私が、 あの 兒を 生んだ の は、 贵 方の 爲 めに は、 

大變 御氣の 毒な 御 役に立つ た譯 なので 御座いま すねえ。 

(皮肉 LL 笑 ふ〕 

亨 (手，^ 振ろ) もう そんな 話 はよ して くれ。 (博士 雙方 

の顳顬 部，^ 指^ 以てお さへ 苦痛の 表情.^ なす) 

敏子 又 痛みます の？ (博士の 舉 動，^^ ふ) 

亨 S3 

敏子 (冷酷な ろ 調子 に て) 費 方。 私 は 貴方に 申 上げな け 

れ ばなら ない 事が 御座いま すの。 

亨 何んだ？ 

敏子 先刻 私 は 方に、 貴方の 御 仕事 を 御 助けす る やうに 

申 上げ ましたが、 私 はもう 何う しても * 貴方と 御 一 緒に 

生活して 行く 事 は 出来ません から、 御 暇 を 頂戴いた しま 

す 0 

亨 (驚きて) 暇 を くれ。 又 そんな 事 を 云 ふ。 一 體何 うし 

たと 云 ふの だ？ 

敏子 私は贵 方から、 婦人と して 三つの 損害 をう けました。 

第一 に、 私 は 精一 と 云 ふ兒を 生まなければ なりません て 


した。 第二に、 私 は その 爲 めに、 婦人の 美く しさ を、 失 

つ てし まひました。 第三に、 私 は あの 兒の 病死 によつ 

て、 心の 虚に、 惱 まされなければ なりません. てした。 

亨 汝は 夫婦 間の 愛情 を， さう 云 ふ數學 的の ものと、 思つ 

て 居る のか？ 

敏子 今から 思って みます と、 私 は 決して 贵方を 愛して、 

結婚いた しました ので は 御座いません。 その 時分. 私 は 

まだ 世間 を 知らな い 馬鹿て 御座 いました から. やはり 普 

通の 處 女の やうに、 貴方の 地位と 名聲と を、 愛した ので 

御座います。 

亨 お ぃ敏。 そんな 事 は 云 はな いで 何う か 俺 を 助けて くれ。 

敏子 いやて 御座います。 兎に 私 はま だ これから 長い 一 

生 を、 みぢ めな 靠婦 や、 病人の i 婦 として、 費した く 

は 御座いません からね i^o 

亨 (愤 然として) 汝は K に 冷酷な 婦人 だ。 

敏子 (笑 ふ) そり や 冷酷と お 思 ひな さる かも 知れ ませ 

ん。 私 は 一 人の 男を始 から 終まで 自分 一 人で、 所有して 

居たい のて 御座います。 

亭 少く とも 之から 先の 俺 は、 汝 一人の 所有 ぢ やない か？ 

敏子 貴方の 御 命が これから 先 何年あります？ 

亨 (長き 無言) ああ、 考 へても 恐ろしい。 (烈し 戰 

慄) 俺 はこれ から 死 か 狂氣か 白痴 か、 その 三つの 一つ 


鬼の 染歡 
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を、 ぢ いっと 待って 居なければ ならない の だ。 (健^ 1^ 

一 ケ盘に 凝 as しむ) 

敏子 (冷然たろう ちに 絕 えす 博士の 舉 li.^ 注意し つ つ) 

貴方 は 明日 亙理 さんの 病院に 御 入りな すって、 世間の 事 

を 忘れて、 靜 かに 仕事ても なすったら 御 宜しいで せう。 

(獨 語の やうに) 亙理 さん は 貴方の 御友 人です から、 貴 

方が 冷たく 御成り なさる まで、 親切に 療治して 下さ るで 

せう。 

亭 (烈しく 苦 悶 す) ああ。 俺 はこれ からた つた 一人に な 

ら なければ ならない。 (il) 腐った 頭腦と 半.；^ の 身體を 

抱いて、 —— 人々 の 冷たい 眼光に、 追跡され ながら、 寂 

し い 、 ぉ院 の寢 室の 上に たった 一 人て 、淺. 間 しい 最後 を 

待たなければ ならない のか。 (かすかに 歡駄 す。 問。 つ 

ぶやく やうに 云 ふ) 併し 俺 はどうしても、 此 まま 死ぬ 事 

はてき ない。 (問) 死。 ああ、 考 へても 恐し い。 平生 健 

康 てあつた ため、 俺 はこの 問題に 付いて、 まだ さう 深く 

は考 へて 置かなかった。 呼吸が 絕ぇ， 心^の鼓動が 止つ 

て. 筋肉が 硬く 冷たくな ろと、 總 ての 意識 は閉 されて し 

まふ。 俺 は 永久の 暗黑 のうちに、 段々 腐って 行かな けれ 

ばなら ない。 (ra) いや、 俺 は 何う しても. 此儘 死ぬ 事 

は 出来ない。 (漸次 烈しく) 俺 は 建築 肺が 高い 搭を築 

くや、 r にあの 法理 學新論 を S  く た め に 土毫を 堅め、 足 


場 を かけて 來 たの だ。 (頭 髮.^ かきむしろ) さ、 「する 

と 今にな つて、 敏、 汝は 行って しま ふ。 のみならず、 い 

つの 間に かこの 執拗な 病氣が 、俺の 生命に 喰 ひ 込んで ゐ 

る。 (狂氣 の やうに) 無益 だ。 も つ 無益 だ。 ああ 一 生 

の 希望 も、 計 « も 、告 一時に 消えて しまった。 (俄 "レ蘇 

生ぜろ ごとく) 併し 俺 は 何う しても このま ま 死ぬ こと 

は 出来な い。 敏" 何う か 此處に 居て くれ。 顿 むから 俺の 

仕窜を 助けて 、 完成 さ せて く れ- 

敏子 (德士 .^w 視 して) 贵方。 それ は 御 無理て 御座いま 

す。 私に は 私の 意志に、 K 抗 する 力 は 御座いません もの。 

まだ種々申上げる*^%御座ぃますが、 また 長くな ります 

から- 遲く なりません 内に、 私は參 ります。 

亨 敏。 (よるめ きつ 、立上り、 少時 啞 者の 如く 夫人 fs- 凝 

視す〕 

敏子 (立 去らん として 振 かへ る〕 はい。 

亨 (かすれ.^ ろ ft にて 斷々 汝 はこれ から 何處へ 行く 

つもり だ。 俺 一人 残して —— 

敏子 私て 御座いま すか？ 

亨 (無言〕 

敏子 (やや 長き 間の 後. 靡 やかなる 驛 にて) 新ら しい 大 

きな 世界へ 參 ります。 この 私が 婦人と して. 日向 葵の や 

うに 輝く やうに、 自由に 大騰 に、 美く しく 生きて 行かれ 
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る 新ら しい 世界へ 參 ります。 

亭 (^,5. しぼりて) それで は汝は 精一の こと は、 全く 忘 

れて しまった か？ 

敏子 (.£ ^き 意 き 無言の 後 低く) 精一。 (感 勃發 

す) ああ 何う したら いいで せう。 私 はとても 此處を 離 

れる こと は 出来ません。 あの 兒の靈 魂の 聲が 何う しても 

私 を 放して くれないの てす。 あの 獸の やうな 兒が 何故 私 

に はこん なに 忘れら れな いのでせ う。 (It な き 働哭) 

亭 SW 敏。 では 何時までも 此處に 居て くれる のか？ 

敏子 私 はもう 何う しても 何う しても 他處へ は參れ なくな 

りました 0 

亨 え。 汝 は本統 にもう 行かない のか？ (夫人，^ 堅く 抱 

く) 

敏子 (柔らかく うち 額へ つつ) ああ. 何時の間にか 私 は 

もう 母に なって しまって 居りました —— 

(夫人 鋭 どく 泣きつ っ搏士 に凭リ かかろ。) 

—— 幕 — 


mi 
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%  H  m  m 村 问 （73  Ri 秋 


第 一 幕 

秋 山家の i^。 鮮やかな 六月 顷の 午前の 日影が 射して ゐ 

ろ。 右LLは母展の古風な窓が^^んる。 勾配の ゆろ ぃ屋 

根が 空か 劃って ゐろ。 中央 は 古い 土蔵。 觀昔 開きが あ 

いて. av^、 1" い 内部が 见え る。 

おば 一 杯の 鵜 小 S3 1,1 なって ゐろ。 

土 と 母 との は、 路 次の やうに！ いま 地に なって 

ゐて、 その 突 あた リが、 黑ぃ 塀に なって ゐ ろ。 堺の後 

から、 母屋の 屋根の 上 にかけて、 K すろ やう！， L、  S 

な 隣 寺の 森が 見えろ。 Eli* にば 小さな 木戸が ついて ゐ 

て、 寺と 此 家の-通路，^ なして ゐろ。 

おさと が 出 リ のとき 子 や、 下女 下 使って 蟲千 VJ- 

始めて ゐろ。 S 舍の 鄕士の 家で あるから、 .HI い 武具た 

の 甞畫骨 蜜 品、 昔 流行った 女物の 派出な 衣裳、 和漢の 

tti^ などが、 そこらに 一 而 Li 並べ かけられて ゐ る。 

おさと (土蔵の 内 LL 向い て) おとき。 おとき。 

おとき (內 から) はい 0 

おさと 汝 はおな ほと 二人-て、 二階から お 琴 を 降して きて 

おくれ。 

おとき (矢 張驛 だけ さ、、 える) はい。 

へえ、 もうこれ でお しま ひかね。 


5S  (1 一一 幕) 


入 物 

山 俊 

5 一郎 

おさと 

とき子 

田 宽 介 

お むら 

さくる 

海 良 玄 

山 作三郎 

その他 ド女 下男な ど 

時 

a 代 

m 所 

宽 京に 近い 海 造 筋の 小さな 街. 


退役 中尉 

その 母 

出 一 k リの 若い 叔母 

屮 尉の 叔父 

その 妻 

その 娘 

© 侶 

下 mR 


おさと どうして、 まだ 二階に 澤山 干さ なきや ならない も 

のが あるよ。 あ、 おつね。 その 紋 付の 据に泥 がつ いてる 

よ。 鳥渡 はたいて おくれ。 

おつれ (土蔵の 側面の 壁 Li  、綱，^ 渡して 掛けた 古風な 仕 立 

ての 紋 付の 泥 於す〕 御隱 居さ ま。 この 紋付 は御隱 居さ 

. まの かね 0 

(手に 取って、 しげしげと n ^ろ。) 

おさと (笑 ひながら) あ X、 私が ね、 此處の 家へ 嫁に 來 

たと，. V4H しさた の だよ。 もう 三十 四 五 年 も 前 だから、 袖 

の 工合なん か 今と は 仕 立が 丸つ さり 違 ふわえ。 

(下女 は紋 付，^ 感心して て ゐる。 と 「さ、 どっこい 

しょ o」 と 云 ふ！^ が^え ズ， 手拭，^ かぶった とき子と 小 

問 使のお なほが 重さう に 袋 LL は ひった 古い 一 面の 琴,. 

持 出して くる。 梅吉 ti このと き 土蔵の 內には ひろ。) 

とき子 あ X、 重かった。 おな ほが 力がない もの だから、 

二階から 降りろ とき、 危なく 落す ところだった わ。 

おな ほ 私 まあ どうしようかと 思 ひました よ 。とき子 さま。 

おさと ほんと に氣 をつ けて おくれよ 0 それ-て も 落されち 

ゃ大 へんだ からね。 

とき子 大丈夫よ。 さあ、 一 呼吸に 出して しま はう。 (又 

內 部にば ひろ。 151 いてお なほと おつれが は ひって ゆく) 

梅吉 (c^ びつ 1^ 荷つ ズ出 ズ來 ろ) や、 どっこい しょ。 こ 


り や 重い や。 (蓥，^ あけて、 ^取 SL\ ^干す) 

(おさと-か 何 か 思 出し. i-l やう Li、 そ、 くさと 土蔵の 內 

に は ひって ゆく。 梅 吉ほ默 つて それ 1^ 見送って ゐる。 

おつれと おな ほが 書 箱,. 出し. Z  くる。) 

おな ほ おつね さん。 そんなに 急 いぢ や だめよ。 私 苦しく 

つて 仕樣がない わ。 

おつれ この 位な もの 一 人て 澤山だ 。骨惜しみば かりして。 

おな ほ (ふくれる) あら 11 骨！ S しみなん かしゃし ない 

わ。 どうせお つねさん みた やうに お la 姓て きたへ た身體 

ぢ やありません からね え。 (かう 云 ひ 捨て、、 また 内へ は 

ひつ \ ^しま ふ) 

おつれ (^さう に 後 白眼んで) 何んだ 、色情狂〕 白粉 

つける 窜 より 外に や 孺枠ー っ錢へ もしね えて —— 

おさと (陸軍 中尉の 正装の は ひった^の 箱，^ 持 出して く 

る) これ を 干しと かないと、 また 俊が 喷 まし い から 

ね。 (おな ほが 後から、 つんと して 禮帽を 持って 出て く 

ろ) 

(おな ほ は 又 內へは ひろ。 おつね は 本節,^ あけて、 甞 

籍 vS- 干す。 おさと は體服 fj- 出して 千して ゐ ろ。) 

梅吉 (突然) 御隱 居さ ま、 村 田さん のお 客 は 今日お 出で 

なさる だかね。 

おさと (下 VJ- 向いて、 醴 服の 被 yJ> のばしながら) ああ、 


渴饥 


お 


十 時 三十 分の 汽 1^ だから、 汝は 御苦勞 だけれ ども、 停車 

場まで 迎 ひに 行って 賀 はなく ちゃ。 

梅吉 へえ、 ぢゃ もう 行か なきやなら ねえな あ。 十 時 はさ 

つき 打つ た^から —— 

おつれ へえ、 十 時 三十 分に なった よ。 

おさと おや、 も- 「そんな かい。 ぢ ゃ梅吉 急い-て 行って お 

くれよ。 ^；！；ニ郞が行ってゐるにゃゐるけれど。 荷物が あ 

る だら うからね。 

梅吉 へ え、 ぢゃ 行つ て參 ります。 (去ろ) 

おさと (其返ぃ、りに干してぁろ-,^のの、位^,^^^しなどし 

ながら、 貌 言の や う に) あ X やつ て 束 京で 綺羅 を 張つ て 

ゐ たもの が、 急に 零落れ て 田 舍に引 込む の は、 さぞ 厭 だ 

らうね え。 

おつれ (II か S いて〕 皆 樣當分 此處へ 居な さる だかね。 

おさと ああ、 比，：！ と 云っても、 たった 親子： 二人 だからね え 0 

丁度 家 も 今の 人數 ぢゃ廣 すぎる しする から、 まあ、 此處 

に 居て w:? は、 フと 思つ て — 

おつれ ぢゃ 口； 那 さまと 奥 さまと、 ぉ孃 さま だけ かね。 

おさと ああ。 (突然 思 ひつ いたやう LL) おとき。 もう 干 

す もの はない かい。 (內に 向って、 訊く) 

とき子 (聲だ け 1= ぃ處 から 聞こえろ) ええ。 もう それて 

$1 てす よ。 今お なほと 此處 を！！ 除して ゐ るん-て すよ。 ま 


ぁ大 變なゴ ミだ 事。 

おさと よく 隅の 方まで 掃い といて おくれよ。 

(沈 默。〕 

(正面の ゅ屋 と 十； 藏の 間 の木戶 1„ ^あけて、 寺 Bf^ の 磯 五 

郞 が出ズ くろ。) 

機 五郎 御免な せえ まし。 

あつれ おや、 磯さん 。どこへ 行く だね。 

碟 五郎 な あに、 鳥渡 そこまで 和尙 さんの 御用て ゆく だよ。 

(おさとの 方 あ 向い ズ) 蟲 干で 御座え ます か。 

おさと ああ、 かう やって： 年々々 二日 も 三日 も 暇 をつ ぷ 

すん て  ほんと に 厭に なつ てし まふよ U 

磯五郎 (笑 ひながら) そんな 事 を 云 ふと バチが あたる ベ 

えよ d 私ら 蟲干 する にも. する ものが 無え だから。 はは 

(突然 土蔵の 內 部から、 笑ひ驛 がき、、 える。 磯五郎 は 

吃驚して、 そっち,^ 兌つ めろ。) 

お さ と そ ん な處て フザ ケてゐ ないて、 早く 掃除 を しま は 

ないかい。 も-つす ぐお 客 さまが 着く ぢゃ ないか。 

とき子 もう 掃除 はすんだ のよ。 (かう 云 ひながら、 おな ほ 

と 二人で 笑って 出て くる。 ^Jwt チ リ 取りと，^ 持って ゐ 

ろ) ああ、 可笑しかった。 姉さん 。今な ほが 長 持の なか 

を 掃除し てゐ ると ね、 大きな 鼠が ぴ よいと 飛 出したん て 
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すよ。 その 時の なほの 驚き やうと 云ったら -I - ああ、 可 

笑し い。 (笑 ふ) 

おな ほ (氣ま リ惡 さう に * 嬌態ん. - しながら) あら、 とき 

子 さま。 でも 突然て 御座 い ます もの - - •  • 私 まだ 胸が どき 

どき 逸します よ 0 

磷 五郎 (からか ふ) 鼠が そんなに 恐い かね。 おな ほさん。 

おな ほ (それに は 答へ す"，！) 御隱 居さ ま。 もうこ ちらに 

は 御 W は 御 iii いません てせ うか。 

おさと ああ。 ぢゃ汝 はお 座敷 を片附 けと いてお くれ。 も 

うお 客が くるから ね。 

おな ほ はい。 

碟 五郎 (-」 やに やしながら 5 鼠 だって 耐 へられめ えよ。 

おな ほさん の顏を 見た ら 1—— >  ^ の 頃 は 豪ら 女 振が よくな 

つたから な あ。 

おな ほ Oi ついて) まあ、 あんな 馬鹿ば つかり 云って る 

よ 0 

とさ 子 (皮肉な 調子で) 汝が あんまり 白粉 を つ ける か 

ら * 皆でから かふんだ よ。 

(おな ほば 厭な 鋭，^ して、 默っズ 返 場す る。) 

おつれ (rafMd い VO 何ても いい、 せっせと 働いて ゐせ 

えす り や 間違 はね えだ か ら。 (獨 言 の やうに 云 ふ) 

おさと さう だと も。 人間 は 堅く して 働く に 限る よじ おと 


さ。 もう M 時 だら- 「。 

とき子 さう です ね。 追つ け 十 一 時て せう。 

おさと まだ 來 ない ね。 どうしたの だら う。 

磯五郎 どり や 油を賫 つてね えで、 行って こよう。 御免な 

せえ まし。 (秋山の屋敷，^^*iリぬけて村の方へゅく) 

とき子 ほんと ねえ。 もう 来さうな ものね。 

おさと (忍 出した やうに) さあ。 此處 が濟ん だから、 そ 

ろ そろ 御飯の.；. 乂度 にかから なく つ ちゃ I -ぉ つ ね。 毫所 

の 方 はおとき と 私て する からね。 汝 はお 風呂に 水 を 汲み 

込ん どい とくれ。 

おつれ へえ。 

(三人 退場。 少時 は人氣 もな く. ただ 叨 ろい 日光が It 

S の 閑寂 てらして ゐろ。 鵜の 驛 が 時々 き： えろ。 や 

がて、 「や あ。 今：：：： は蟲干 だな。 おい、 作 三郎。 あの 土 

蔵の 前へ 押 して 行って くれ。」 と 云 ふ？ t がき こえて * 秋 

山貞 俊が、 椅子に isf のつ いた 物に (来って 現 はれろ。 0 

が 蒼白く やせて 鬚が はえて ゐろ。 A 悛 tin 露驟 役で 砲 

彈 に 赏 つて、 兩 方の 足ん」 腿から 切られて しまった 歩兵 

屮尉 でもろ。 その 椅子の 凭リ か、 リ の虚， ^丁^ 乳母車 

,5- 押す やうに、 丸 山 作 三郞が 押して ゐろ。 作 三 郎に戰 

役 常時 中尉の 從 本，^ 勤め ズゐ たが、 n じ 時に 负 係して 

錢兵 になった ので、 中尉 が^んで， 一 生 fi- 飼 殺しに し 
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てゐろ 下男で あろ。 右の 规と額 Li 烈しい 裂傷の 痕がぁ 

ろので、 兇惡奇 醜な 面貌 yJ- して ゐ ろ。〕 

負 俊 あ、、 此處 てい X。 (間) おい、 作 三郞。 もうす ぐ 

夏になる な。 みろ、 あすこの 屋根に 巣 を 喰った 燕の 子が 

大變 さわいで ゐる。 

作三郞 (中尉の 椅子， i< はなれて * 土蔵の 石段に 腰かけた ま 

ま、 鈍い 額 付で 中尉の 指す 方 tJ- 眺めろ〕 今年 やまた 馬鹿 

に 澤山子 を 生 んだ ねえ。 中尉 殿。 

AM 悛 どう だ。 親 燕が 歸っ てく ると、 あの 通り 吻を 出して 

11 可愛 いぢ やない か。 

作三郞 (間 yj- おく) 中尉 殿。 俺 や この頃 子供が 欲しくて 

仕樣が ねえ。 獨 りて ゐ る の が 寂し いやう な氣 持が してな 

ら ねえ 0 

貞悛 そろく 女房が 欲しくな つたな。 (笑つ ズ) 待て 待 

て、 今にい X 女を搜 してやる から。 

作三郎 (間,^ 置いて) こんな 顔に なつち や 若え 女 は 傍へ 

よるの も 厭が る、 だから：： 中尉 殿。 俺 女房より 子供が 

欲し いんて すよ。 

a! 悛 (凝 乎と 作 一一！ 郞の 額， 見つめて) な あに — 面なん 

か ど うで もい い 11 今に さ つ と 女房 を 持た してやる よ。 

ぉ三郎 中尉 殿 U 俺よ" あんた 早く 奥 さま 呼ばな き やなる 

めえ。 


貞悛 (突然 笑 ひ 出す) はは は：： 俺 か —— 俺 は錢人 だか 

らな。 こんな 弱い 身體て 女房 を 貰って どうす る。 

作三郞 さう でね えだよ。 あんた 奥 さま 呼ばね えと、 秋 山 

の 家が 立た ねえ。 

貞悛 俺 はた かう. やって、 殘 つた 日 を この 椅子の 上て 暮 

ら せば それでい、 の だ。 (暗い 心 持で) 今更 女房なん か 

貰って、 世間め く 必要の ない 身體 だ。 

作三郞 (間 l^s いて) 今日は あんまり 暖け えから 睡 くて 

仕樣が ねえ：： 

貞俊 俺 はちつ とも 睡 くない。 (間) あ 、。毎日 毎日 かう 

やって 暮 すの も、 もう 倦々 した。 何處か 景色の いい 處へ 

行きたい がな あ。 

作三郎 (答へ す LiSS 眠リ fj- はじめろ) 

貞俊 おい。 作 三郞。 (返事がない ので、 作 三； 郞の 方,^ 見 

ろ) 何 だ。 睡っ てゐ るの か。 

作三郞 (驚いて) は あ， 何 だね。 

S 俺た ちが 負傷して. 戰 地から 後逸され たと き、 行つ 

て ゐた熱 海の 療養所 はいい 景色だった な あ。 

作三郎 俺ら はもう 一 生 あんな 結構な とこに や 行けね えだ 

ねえ。 

貞俊 あすこて 春 崎 少尉に 始めて 會 つたと きに や、 さすが 

の 俺 も 思 はず 淚を こぼした よ。 春 崎と い へば、 士官 學校 
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ぢゃ 有名な 美少年だった が、 兩 方の 眼 玉 を 打 たれて、 二 

眼と 見られない 顏 になって ゐ たからな あ。 

作三郎 春崎少 Ms 殿 は 今 どうして ゐ なさる かね。 

貞悛 さあ、 さつば りたより が 無い が —— どうして 居ろ か 

しらん。 (短い 間) 春 崎と お母さんと、 たった 二人 暮ら 

しだった が：： 

作三郞 あの人 は 初め 俺ら の 小險畏 だった が、 酒飲みて ね 

え。 醉 ふと 亂 暴して 手が 付けられなかった だ。 

貞悛 併し 勇 氣のぁ ろ 男 だ つ た 。 得 利 寺 の 遭遇 戰 のとき に 

や、 あいつ の武老 板が 、 一 番目 ざまし か つ た。 ，：： 兵戰に 

なつてから， あんな 小さな 身體 で、 露 助 を 六 人 斬 倒した 

からな あ。 あの 時 は 感狀を 貧って、 喜んで ゐ たが：： 

传三郞 (何 か考 へて ゐ たが、 突然) 特務 曹長 殿 は、 何う 

して ゐろ だね 0 

貞俊 山 口 か、 あれ は 俺た ちが 後逸され てから、 沙 河で 戰 

死した さう だ。 

作三郞 本統 かね。 俺 や 今まで 知らなかった。 へえ、 いい 

人だった がな あ：： 

貞悛 (間 fj- 置 い て) 彼奴ら の やうに、 戰-处 した 方が ど の 

位 幸福だった か 知れ やしない。 (間，、 あ、 厭 だ 厭 だ。 俺 

はもう かう 云 ふ 生活に は 倦々 してし まった。 

(沈 默。 土蔵の 屋极の 陰影に 半身，^ 彩られて 作 三郞は 


何事 か 思 出した やうに 微笑して ゐる 0) 

作三郎 中尉 殿。 俺 やい ま いろんな 事 を 思 出した が、 あの 

大 石橋の 夜襲のと き や、 凄かった ねえ。 

貞後 うむ 11 あの 時 は 俺の 中 嫁が 一 番苦戰 をした な あ。 

作三郎 (蜜い 微笑 fj- 浮べながら) 今でも 夜中に 眼 を さま 

したと さなん か、 あの 時の 露 助の 機關 銃の 音が さ こえる 

やうな 氣 がして なんね え 事が あるが：： 全く 豪え 戰 だつ 

たねえ 0 

貞俊 三軍 枚 を ふくんて 進む か 1—— 併し 愉快 だ つ たな あ。 

今考へ 出しても、 肉が 引 締まる やう だ。 (間) さう さう。 

俺 は あ の 夜襲の 前に 將校 斥候 に 出た 事が あつたよ、 卒六 

名 を 伴れ て I— 汝も覺 えて ゐる だら う。 あの 內 W な あ。 

作三郎 内 ffl 上等兵 殿 かね。 

貞悛 うん。 外の兵を森の^！に殘して、 俺と 内 田 上等兵と 

たった 二人で、 本道 上 を 進んで 行く と、 道の まがり 角に 

出たん だ。 ひょいと 兑 ると、 つい 二三 十 米の 處に 敵の 騎 

兵が 十五 六騎 休んで ゐるぢ やない か。 それって 云 ふんで、 

早速 逃 げたの 逃げない のって —— で も 幸福な ことに は、 

その 騎兵 は 四 五發 後から 射つ ただ けて、 別に 追 かけ て は 

來 なかった。 が、 あんな 恐ろしい 事はなかった よ。 今で 

も 思 ひ 出す と • 汗が 出ろ やう だ。 

作三郞 戰 地の 味ば かり は 行って みねえ 者に や、 分らね え 
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よ。 身の 毛の よだつ やうな 思 を 何度す る だか、 分らね え 

だからね え。 

a: 悛 辛い 事 も 恐ろしい 事も隨 分あった が、 併し あの 頃 は 

何 をす るに も 張 合が あった、 面白かった な あ。 

作三郞 (i?,^-?:^ ぃズ) あの 時分 はま だ 若くて、 身 體が丈 

夫だった からね え。 何ても かう しょうと 思 ふと、 その 通 

り に 出来た だもの 11 だが もうだめ だ。 今ぢ や 身 體が半 

分 死ん てる だから。 

貞俊 (陰穆 Li) あのと さは 俺 はま だ 二十 二に しき やなつ 

てゐ なかった からな あ。 (間) 宇 品から 運 逸 船に 乘 込ん 

だ と き に は、 「俺 はこれ か.， T 戰 地へ 行く の だ。 これで 愈 軍 

入 の 本分 を 全うす る 事が 出来る の だ ぞ。」 と 思 ふと , 癟し 

いやうな 恐ろしい やうな 氣 がして、 俺 は 丸っきり 夢中 だ 

つたよ：： 併し 何と 云つ て もま だ考が 若かった。 船の 内 

では 戰の 事ば かり 考 へて ゐ たからな あ。 あのと き、 ふと 

俺 はもし 戰 死したら どう だら うと. かう 思った 事が あつ 

た。 すると 何とも 云へ ない 悲壯な 心 持が して、 涙が 自然 

に 流れた が、 どう 云 ふ もの だか、 少しも 恐ろしい とも 厭 

だと も 思へ なかった。 (間) 俺は戰 死す るか、 無事に 凱 

旋 する か， ど つ ちか だとし さや 思つ て ゐ なか つ たの だ 0 こ 

ん な身體 になって しまって、 退屈な 張 合の ない 暮らし方 

をしょう と は、 あの 時分 は 夢にも 思つ.^ ゃゐ なかった よ 0 


作三郞 天道様の なさる 事 だ。 默 つて 諦める より 仕方 はね 

え：： 

(沈默 。磯五郎が 歸 っズ來 ろ。) 

磯五郎 (會釋 する) 今日は —— いいお 天氣て 御座え ま 

す。 

貞悛 磯五郎 か 11 何處へ 行った。 

磯五郎 な あに 11 ハ 手に 持つ ゐる包 せて) これて 

さあ。 和尙 さんの 買物 さ。 

貞悛 何 だ。 挽 茶 か。 

磯五郎 はは：： さうて がんす 。美味く もね えもの を、 よ 

く飮 みなさる。 一斤 かっても ものの 半月と 持た ねえ だか 

ら ねえ。 (退場し うとす る) 

良 俊 おい、 碟， ガ "郞。 和尙 さんに な * お 開て したら ぉ效び 

にい らっしゃ いって、 さう 云って くれ。 

磯五郎 へえ。 かしこまりました。 (木戸より 去る) 

作三郞 (突然) 中尉 殿。 今日は 東京から お 客が くる だか 

ね。 

貞悛 うむ。 もう やがて 來る だら う。 

(おさと が 急いで 出て 來ろ 0) 

お *.、 

おさと おや、 汝は 此處に 居た のかい。 

MM え、。 何 か 御用て すか。 

おさと い X えね。 *x 俊、 あの人た ちが 来たら 何 處に寢 て 
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も 大分 失敗 續さで * 艱難し ました からな あ。 

良玄 まあ 此處 では 中 憎い 話ぢ やが、 村 田さん もこの 街に 

地主さん. て、 柔 なしく して ゐ なさる と、 今 こんな 事に な 

ら なかった のぢ やが な あ：： 

良 俊 何しろ、 若い 時分に は自. ffl 民 權の設 か 何 かに かぶれ 

て、 政 黨騷ぎ をして 歩く と 一 K ふ 風だった のです から、 こ 

んな處 に 凝つ として ゐられ る物ぢ やありません リ 

rt- 玄 あなたのお 父さんと はどうして あ、 性質が 異 うたか 

しらん。 丸て 他人の や、 っぢ やった からな。 

貞俊 やはり 性質が 違 ふ の て 、あ X 仲が 惡か つたので すね。 

良玄 うむ。 この 街ても その 時分 秋 山の 兄弟 は 腹が ちが ふ 

の. て、 あ X 仲が 惡 いの ぢゃ、 など 三百 ひ はやして 居った 

からな あ。 

A 俊 そんな 噂が その 時分あった のて すか。 

,u 玄 馬鹿 どもが 言 ひふら したの ぢゃ。 村 田さん は あなた 

の 祖父さん が、 江戸の 妾に 生ませた の を、 生れろ とすぐ 

此方へ 引取った のぢ やな ど. -な。 はは：： 併し 村 田さん 

もお 氣の 毒な 人ぢ やな。 子供の 頃 村 塾へ 行く ときにはな 

かく 俊才 ぢ やった てな。 手 もよ し、 詩な ども 上手い も 

の ぢ や つ たが -—— 人 問の 行末 は 分らぬ も の ぢ やな。 

i 併し 何と 云っても、 商業 だけ は あの 氣 質て はだめ で 

すよ。 IS 腦が ® に疏大 なのです からな あ。 


良玄 ふうむ。 

(短い 沈 默。) 

貞俊 何しろ 政治 蓮 動て は 失敗す るし、 商業で は 失敗す る 

し. 今ぢ やどう する こと も出來 ない のです からな あ。 (間) 

それても 私が まだ 少尉て 東京に 居た 時分 はな かく 立派 

な 構の 家に 住んで ゐ ましたが 11 

良玄 村 田さん の 奥さん や 子供 は、 まだ 此處は はじめて ぢ 

やな。 

良 俊 叔母 は 一度 来た ことがあります。 父が なくなつ たと 

きに。 何しろ 叔父と 來て は、 あっちへ 行った きり 一 度 も 

歸贫し たこと はない のて すから ねえ 0 

良玄 ふうむ。 何れ 此 家に 居な さるお つもり ぢ やらう が、 

あなた やお さとさん と 折 合へば い  が：： 

貞俊 私 は 叔父と は 仲が い. - のて すよ。 幼年 學校ゃ 士ぉ學 

校に ゐる 時分、 よく 遊びに い つ て， 御馳走 さ じて やった 

ものです。 あれで 叔父 は 妙に 子供 や 若い者が 好 さてして 

20 

良玄 (間,^ 置いて) 併し あの 性質で、 よく 村 田さん が こ 

つちへ 歸ろ氣 になった もの ぢ やな。 

M0 やはり 東京の 生活に 疲れて 氣が 弱くな つたの てす 

よ 0 

(このと き 家の 內が 急に 騷 がしくな つて、 若い 女の 甲 
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贞作^ 良 


贞；^ いや、 御 苦勞だ つた。 荷物 は 皆 持って 來た ら う 。 

貞ニ郎 え \ 、持って来ました。 梅 に 审を曳 かして ill 

(突然、 母 厘 の內 から 若い 女の 聲で、 「a: 俊さん ば何虚 

へ いらし つて。 この 窓の 外 o」 と 云 ふ It がき こえる。 0 

美な 姿 fj- した きくゑの 效が 窓から 現 ほれる 0) 

貞俊 (間 1^餘 いて) や、 きくゑ さんか。  - 

きくゑ まあ、 貞 俊さん U 

(貞ニ 郞ば笑 額で 二人，^ 见 くらべて ゐ る。) 

貞ニ郞 兄さん。 さく ゑさん が大 さくな つたて せう。 

きくゑ (嬌笑) いやよ。 貞ニ郎 さん。 

威俊 (肢 しい やうな 額，^ して〕 全く 見 違へ る や、 つ だ 。と 

ても途 で-^ 3 つたって 分り やしない。 

玄 どり や、 俺 は失禮 しょう。 

貞悛 まあ、 い X ぢ やありません か 。いま 叔父 も來 ます か 

ら 0 

良玄 いや、 お疲れ ぢ やらう から、 村 田さん に はまた 後に 

お 目に か \ らう。 

良 俊 さうて すか。 

良玄 さよなら。 (去ろ) 

きくゑ (後 姿 1^ 見送って) どなた。 お父さんの 知って る 

かた。 

貞俊 叔父さんの 昔の 友 だち て、 この 裏の 寺の 和尙 さん 


高 ぃ聲 などが き、、 えてく ろ。 今迄う つ らう つら K 眠 リー 

, ^して ゐた作 三郎は 突然 眼， さまして、 あたり キ ョー 

口 キヨ ロ兑ま はす。)  」 

贞悛 (ゆろ やかに W 屋の 方，^ 見送って〕 やって 來 たやう 

です"  . 

ふうむ。 着きな すった かな。  ^ 

おい、 作 三郎" 汝 行つ て 鳥渡 見て 來ぃ。  J 

三郞 へえ。 (去ろ)  一 

俊 (その 方 1 ^見送りながら- 貌 tn の やうに) 娠 やかな 一 

東京から 来て は、 こ X の 先 活が當 分： 小便で 寂しくて W る 一 

でせ うよ 0  一 

良玄 さ、 っぢ やな。 村 田さん は何ぢ やが、 奥さんた ちが.；^ 

闲りぢ やらう。 (かぅ云っ\^母屋の方,„J-E^Q) あすこ か 

ら戲 ニ郞 さんが 来な すった。  ； 

oe- ニ郎 出て くる。 二十 五六で、 快活な 男。 また 書 ：5i| 

a であろ 0) 

貞ニ郎 や あ、 和尙 さん。 いらっしゃい。 (會 釋ズ どす ろ) i 

良玄 (にこやかに) 貞ニ郎 さんか。  1 

貞ニ郞 (兄の 方,^ 向いて) あまり 早く 迎 へに 行きす ぎち 

まった ので， ほ 分 待ち ましたよ。 それに 今日は 何 處か東 

京の 女學 校の 遠足が あって • 汽車が こんて ゐ て、 叔父 さ 

んは 大分 W つて お出でて したよ〕  1 
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だ o 

きくゑ まあ さう。 

(この 時 さく ゑの 後から 「きくゑさん 0 何です よ、 そ 

んな處 へ 出て。」 と 云 ふ 女の 聲 がき、、 え ろ〕 

さく ゑ CX.-LL 後, ^ふり 返って) あら、 お母さん、 いま 貞 

俊さん とお 話して ゐる のよ。 

(窓から お むらと 宽 介との 姿が 現 はれろ。) 

な悛 あ、、 叔父さん。 

Ic^ 介 や、 貞俊。 暫 らくだつ たな。 

お むら (^に， 汲 ぐんで) まあ、 ^3;俊さん。 (^俊,^ 見や 

つて ゐろ 0) 

贞悛 叔母さんで すか。 

お むら (しんみりと) ほんと にあな たは 異 りました ね 

ぇリ 

貞悛 (故意と 笑って) い、 形に なった てせ う。 はは は： 

(作 三郞が 出て くろ。 鳥渡 窓の 方, ^見ろ。) 

作三郎 中尉 殿、 あんた やつば り 此處に 居る かね。 

貞俊 ラむ 0 

(作 三 郞ば默 つて 土蔵の 石段に 腿，^ かける。 遠くから 

とき子の で 「良 ニ郞 さん、 鳥渡 手 1 ^かして 顶戴。 荷 

物が着ぃ^.:から0」と云ふのが開ぇる0) 


貞ニ郎 はいよ。 ぢゃ 叔父さん。 荷物 は 皆 あの 儘 家に 上げ 

て 置きます から。 

宽介 うむ、 さう して K はう。 

お むら 貞ニ郞 さん、 ほんと に 御苦勞 さまです ねえ。 

貞ニ郞 いえ。 (去ろ) 

寬介 貞俊， こんど はまた 皆て やって来て， 豪い 厄介 を か 

けるな 0 

貞悛 何てす 0 叔父さん" 

お むら 全くです よ。 長年 まあ、 御無沙汰 勝 もて ゐて、 急 

にこん な 御迷惑 を かける のが、 ぉ氣 の 素-て ねえ。 

貞俊 そんな 事が ある ものて すか。 此處は 叔父さんの 故鄉 

です も の —— 歸り たくな つたら， 歸 つてい らっしゃ るの 

が 當然ぢ やありません か。 

(おな ほが 出て くろ 0) 

おな ほ あの、 お 風呂が よろしう 御座います。 

負悛 ぢゃ、 叔父さん。 は ひつ てらつ しったら どう-てす。 

お疲れで せう から。 

寬介 うむ 。では 一つ は ひって 来よう。 

貞俊 あ、 叔父さん。 御存知て せう。 お 隣り の 良. M さん を。 

寬介 うむ。 

貞俊 今まで 此處 へ來て 話して ゐ ましたよ。 

寬介 さう か。 久しく 會 はない が、 相 か はらず 元氣 かな。 
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る わ。 (短い 間) 肢を 切る とき は隨分 痛かった てせ う。 

A 俊 切る の は魔藥 がか、 つて ゐ たから、 何ともなかった 

が、 切る まてが 耐ら なかった。 それから 切って しまって 

から、 も 「俺の 足 は； ゆ 方と も 無い の だ。 俺 は 片輪に なつ 

たの だと 思った とき、 何ともい へない 寂しい 厭な 氣 持が 

したよ 0 

さく-な ほんと ねえ。 (間。 熱心に) 負傷な すった の は 何 

處 だった の。 

貞俊 遼 陽の 戰 のとき だった。 きくゑ さんに その 話 をして 

きかせよう かね。 

きくゑ え、、 話して 頂戴い 面白い わ。 

贞悛 僕が 負傷した の は 本攻擊 にか、 つ てから 二日： H だつ 

た。 もう 四 五 曰 少しも 眠らない ので、 精神が ばう つと し 

て、 傍の 奴が 彈に當 つ て.；^ ん でも， 何とも 感じない 位 だ 

つたよ。 僕 は 丁度 第 一 線の 小隊 長だった から、 散兵 壕の 

内から、 一 懸命に 射擊 して ゐた のさ。 そのと き はもう 

巾 隊.： ^が戰 死して しまつ てゐ たのて、 一 来 吋 古參の 小險長 

が 代理 をして ゐ たつけ。 (このと さ 呆然して ゐた 作三郞 

が^ん あげ ズ、 熱心に 話 LL 開き 入る) 曇った 厭な 日 だつ 

たよ。 すると 前進の 命令が きた。 僕 はもう すっかり 枯れ 

てし ま つ た歸を ふりしぼ つ て、 「前 へ o」 と 云 ひながら 散兵 

籙を飛 出した。 す ると 突然 僕 の 前で 天地が 大きな 瞬 を し 


た やうな 氣 がした。 僕 は その ま、 其處に 倒れて 氣を 失つ 

てし まった。 後て きくと. そのと き 砲彈が 僕の 直ぐ 前で 

破裂し たんだ さう だ。 

さく ゑ まあ. —— . 

貞俊 (作 三郎 yj- 指し ズ) この 男が その 時分 僕の 從卒て 

わ。 僕が 倒れた から、 すぐ 僕 を つれて 散兵 ii の 內へは ひ 

つて、 繃帶 しょうと 思って 調べる と、 兩脚 はぐち やぐち 

やに 碎 けて ゐ るし. 胸に は 傷が あるし する ので、 もうと 

て も 助からな いと 思った さう だよ" 

きくゑ まあ、 それても よく 丈夫に おなりな すった わね え。 

やつば り 運が よかつ たんだ わ。 

貞俊 (g  。不快な 額 付で) 運が い、 か惡 いか 知らないが、 

僕 は あのと き 死ん てゐた 方が い 、と 思 ふよ。 こんな 不自 

由な 身體 で、 生きて ゐ たって、 何に な るんだら う。 却つ 

て 婆 婆 ふさげ だ。 

きくゑ まあ —— いやよ、 そんな 恐い 事 を おっしゃつ ちゃ。 

八お さとが 窓から 額 か 出す J 

おさと きくゑさん。 こんな 處にゐ たの かい。 

きくゑ え、、 今貞 俊さん から. 戰爭 のお 話 を 伺って たの 

おさと さう かい。 早くお 風呂に おは ひり。 

きくゑ え、、 あたし 後で 入れて 戴く わ。 
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おさと そんな 事 を 云 はないて、 今日はお 客 さま だから— 

きくゑ いいのよ、 伯母さん、 誰か 先に は ひって 頂戴。 

おさと ぢゃ 先に 御飯に しょう 。あっちへ お出て なさい な。 

貞俊 もね。 (去ろ) 

良悛 大分 腹が！^ ないた。 ぢゃ あっちへ 行かう。 

(作 三郎が 立ち かけろ 0) 

きくゑ 貞 俊さん。 あたしが 押してい つて あげ ませう か。 

良 俊 (笑つ ズ) きくゑ さんに 押せる もの か。 仲々 重い よ。 

きくゑ 大丈夫よ。 この 位ゐ 何ても ない わ。 (椅子.^ 押し 

て 去ろ) 

r 折 立ち かけ. i.: 作三郎 は、 また 舊 のと： るに 腰かけ 

て、 呆ゃリ 椅子の 行く 方,^ 見つめて ゐ ろ。) 

—  m  — 


第二 幕 

もう 八月に 近い 美しい 夏の^で あろ。 舞 裏の 前の 方ば 

0. 正面に 十 M„i 敷の 廻 リ緣の 物々 しい 客間が ぁリ、 障 

子 は 全部 取はづ L ズ あろ。 古風な 大形の ® 洋燈が 室,. 

らして ゐる。 ^敷の 正而 は^い 床の！？ と 遠 ひ 棚に な 

つて ゐろ。 床の間に は 北 島 雪山の 二 幅對の 書が かけて 


あろ。 違 ひ 棚に は靑磁 の, 爐と、 寫 帖 などが かざつ 

て あろ。 床の間の 中央 L1 ば刀懸 があって、 そりの 强ぃ 

朱鞘の 古刀が かけて あろ。 左に 一 面の -蹈。 十七 日 位の 

月が、 幽遼な 光，^ 投げて ゐろ。 庭の 中央.. * リ 少し 左 寄 

リ LL、  座 1^ すゑ ズ、 とき子、 きくゑ、 お むら、 おな 

ほな どが 浴衣が けで、 月光の 内に 涼んで， a ろ。 

敷で は緣 ばな に 蚊 やりん」 たい 浴衣-かけの 宽 介と、 

良玄とが默々としズ蘇，^^^^:ってゐろ。 大 ijt おいと： る 

から、 物悲しい や-つな 浮々 したやうな 尺八の 一昔が きこ 

える。 女た ちが 笑 ひ 興じて ゐ ると、、, C でせ lis く。 

きくゑ あれ、 竖カ — 

とさ 子 まあ、 さく ゑさん。 大きな li を 出して —— 私 吃驚 

しました よ _u 

(さく KSi は 何と-.^:^ 〈"へす Li、 つき 物が したやう：，！ ふら 

ふら 立って、 圑 扇で 螢，^ 追 ひかけ ろ。) 

お むら きくゑさん。 およしなさい。 何てす。 子供み たや 

う - J  

きくゑ (廿 えて) て も 綺麗-てす もの. I なほや. そっち 

の 方から 追って 頂戴。 あら あんな 高い ところに 逃げち や 

つたわ。 

(きくゑば 惜し さう LisK 麼 に 戻つ てく ろ。) 

お むら (間.^ 置い ズ) 馬鹿 だね え。 ほんと に 11 何時 ま 


107 


で汝 はねん ねえて ゐる つもりな の だら う。 

きくゑ ねえ。 とき子さん〕 あたし 東京に ゐた 時分よ く 筵 

を賈 つて 来ち や、 蚊. 帳の 内に 放して 寢た わ。 此處 いらに 

は隨分 居る でせ うね。 

とさ 子 お 寺の 池の ところに は、 もう 五月 ffi ぃ程ゐ ますよ。 

きく ス 5 さ， 「。裏のお 寺 — 取りに 行きた いわねえ。 

おな ほ お 嫂 さま。 そり や 綺麗て 御座いま すよ。 何時かと 

ふ ニナ さま やつね やと-取り に 參ゎ まし た が ね え 。 

とき子 さう、 さう。 何時か 汝 たもと 一緒に 行った ねえ I 

—でも あすこ はお 墓の そば だから、 何だか 氣 味が 惡 いよ。 

きくゑ 家で も 何時か 東京に ゐた 時分、 大宮の 公園に 行つ 

た わね え。 お母さん。 あのと さは 私隨分 取った わ。 

お むら 裏の お 寺つ て、 私 まだ 一 度 も 行つ て 見ない が、 そ 

んな 池なん か あるの。 

とき子 ぇ&、 なかく いお 寺です よ。 此處 から 黑ぃ森 

が 見える てせ う。 あの 森の 內に 池が あるんで すよ。 こん 

ど 何時か 晝 間ても 行つ て御覽 なさい ましな。 闞靜 てす よ。 

负 俊さん がよく 行つ てゐ ますよ。 

お むら さう かい。 贞 俊さん と 云へば 何處へ 行つ たんだら 

う。 今夜 は 見えない ね。 

おな ほ 何てす か 御飯 を 召 上って から、 散歩した いとおつ 

しゃつ て、 作 三郎が $1 子 を 押して 出て いらっしゃ いまし 


たよ 0 

とき子 きっと 凉 みに 出かけ たんで せう。 あの人 は 自分. て 

歩け な い 癖に、 そり や 外 へ 出る の が 好きて すから ね。 

お むら 外 へても 出な けり や 何の 樂 もあります まいから 

ねえ。 私 や 始めて 此處へ 来たと きに や、 これが あの 活 3^ 

な 良 俊さん かと 思 ふと、 淚が 出て きて ねえ。 

(沈 默。) 

きくゑ お母さん は此頃 ほんと に淚 もろく おなりな すった 

わね え" 

お むら 汝 だって 今 はさう やって、 浮々 して ゐる けれど、 

年を取 つ て 御覽。 やつば りお 母さんの やうになる から— 

—世の中つ て 云 ふ もの は 決して 若い ときに 考 へて ゐるゃ 

うな もの ぢ やありません よ。 

とき子 (獨 言の やうに) でもね。 今時分 何處を 歩いて ゐ 

ろん てせ う。 

おな ほ 御門 をお 出 遊ばして、 下の 方へ いらっしゃ いまし 

たから、 きっと、 また 八 て 御座いませう。 

とき子 さう かも 知れな いね。 な： 一郎さん も 今夜 は 居ない 

のかい。 

さく ゑ いいえ。 お 部 屋 にゐ らっしゃる わ。 

(哈 いとこる から、 「 へえ、 今晚 は0」 と 云 ふー錄 がき，, え 

ろ。) 
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とさ 子 (1= 中.^ 舰さ 込む やうに して) 誰 だい。 

殲五郞 (段々 姿，^ 現 はす) へえ 、磯五郎て 御座います。 

鳥せ  

とさ 子 何 か和尙 さんに 御用 かい。 

碟五郞 へえ。 只今 伊勢屋の 御 隠居 さまが、 お出でて 御座 

えまして、 和尙 さんに お 目に か  >- りて えって 待って ゐな 

せえ ますから：： 

ぉま へ 

は入玄 (座. 敷の 內 から) よし、 分った。 汝 先に 歸 つてな。 

只今す ぐ 和 0： さんが いらっしゃいます とさう 申し上げて 

おくの ぢゃ。 

碟五郞 へえ、 御免な せえ まし。 (去る) 

(座敷 では まだ 勝负 fK^lf- つて ゐ ろ。) 

お むら (しみじみと) fl; ； 郎 さん も、 あ-' やって ぶら ぶ 

らして ゐ なすつ ちゃ、 自分-て も氣が 揉める だら うねえ 0 

とき子 え. > -、 でも 此頃 やもう 身 體も 大分よ くな り まし 

たからね え. 1 -ー  時 は 肺病に なり やしない かって 隨分心 

配し ましたよ〕 

きくゑ 曳ニ郎 さん はまた 来年から 早稻 田へ 行 くんです つ 

て —— 商科ね、 あの方 は。 

おな ほ (突然) あれ、 ぉ孃 さま また 螢が參 りました よ 0 

きくゑ なほや、 汝も 加勢して 頂戴。 

(ニ人ば圑扇で^,^^取らぅとして、 夢中に なって 座敷 


の 方へ ゆく。) 

(「あれ、 あすこで 御座います fso」「 汝 ためだよ。 もつ 

と 早く はたかな くつち や 0」 などと 騷 いで ゐろ 驟 がき、、 

え ろ。) 

お むら (ra,^ 置いて) あの 作 三 郎と云 ふ 男ね。 突し ぬけ 

だけれ ども、 あり や 何な の。 舊 は兵險 だってね。 

とき子 あれです か。 あれ は WKD; 俊さん の從卒 だつ たんで 

すがね。 あんな 片輪に なつち まって、 それに 親 もなん に 

もな いんです よ。 それて^3;俊さんが哀れがっ て、 あ、 や 

つ て 飼 殺しに して あるんで すよ。 

お むら まあ、 さう かい。 何だか 氣昧 の惡ぃ 男ね え。 

とき子 え- -、 人 Si はいいん. てす けれども * 何しろ あんな 

顔です からね え。 

(沈 默。) 

(座敷でば 漸く 勝お が濟ん で、 丼^！石^^片付けてゐる。) 

良玄 これで 相々 ぢゃ。 あなた は 然しな か/,、 强 いな. - 俺 

と 三 目 は 0 にち がふ や うぢ や。 

宽介 いや、 だめて すよ。 若い 時分に 一 時 凝った 事が あつ 

たが、 この頃 はさつ ばり 碁石に 手 を 付けない よから。 はは 

ま…. 

良玄 や、 伊勢屋の 隱 居が 待って ゐるぢ やらう。 (歸リ 支 

度 する) 


109 


お 31 お 51  12  J£ 

む 介む 介  介 玄 介 


まって：： 

お むら 私たち も せいぜい 捜しと きます がね、 ほんと にい 

い 口が あったら、 嫁に いった 方が よう 御座ん すよ。 今の 

内 はま だ 若い から、 何とも 思 はない けれども、 年を取つ 

てから 一 人 だと 心細くて ねえ。 

とき子 え、 * 私 もね え、 子供 さへ ない と， 何んで すけれ 

ど、 向う に 置いて 來た 子供が 氣 になって、 何だか 新ら し 

く綠づ く氣が しないんで すよ。 

(また 座敷の 襄の方 Li きくゑの 聲が き、 一え る。) 

お むら まあ、 何 をして 騒いで ゐ るんだら う。 

宽介 さく ゑ か。 あれ ももう そろ 嫁 づける 工面 をし な 

けり やならん が：： 

とき子 でも 人間 はきく ゑさん の 時分が  一 fkt 花て すねえ。 

(沈 默。) 

Gi 敷の 唐紙 1^ あけて、 おつれが 出て くろ。) 

おつれ あの 御隱 居さ まがお 茶が は ひりました から、 お 話 

に お出でな せえ ましって、 おっしゃ いました。 

^介 あ >-、 さう か。 お むら、 ぢ やお さとさん の處へ 行つ 

て、 お茶 を 御馳走に なって 來 よう。 

とき子 どり や、 私 も 少し 仕事で もし ませう。 

(四 人 退場。 舞臺ゅ >1 "虚 になる。) 

(きくゑが 出て くる。) 


まあ、 お茶ても 一杯 人れ 替 へて：： 

いや、 また 來 ませ ラ" て はさ やうなら。 

さうて すか。 ぢ やまた その内に  

(良玄 は 下駄，^ はいて、 S 座の 處 でお むら やとき 子 

挨投 して 去る。) 

(緣 が-はに 腰かけて) いい 月 だ 。今日は 幾日 だら う。 

ら もう 十七 日 か 八 曰で せう。 

さうな るかな 0 もう まもなく 秋になる な。 

ら 早い ものね え。 私たちが こっちへ 來 てから、 もラ 

二 ヶ月になります よ。 來た當 座 は 朝夕 は セルても 着ない 

と 寒い やうだった がね え。 

とき子 (團 扇,^ ば ゃリ ながら) もラ さうな ります 

かねえ。 此 間の やうて すけれ ども。 

宽介 (. 突然) おときさん、 あんた も 何時 ま-て もさう やつ 

てゐ ろ譯 にもい かない だ ら う。 どう だ。 も 1 度緣づ い て 

見. \ り や 

とき子 て ももう ァ J んな出 屍り のお 婆さん を 誰が 貰 ふもん 

です か。 

お むら そんな ことがある もんて すか。 あなた 位ゐの 年-て 

綠づく 人 は、 世間に はいくら もあります よ。 

介 いくつだった かな、 今年。 

とき子 もう 三十 一て すよ。 ほんと にお 婆さんに なって し 
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貞ニ郞 あ、、 きくゑ さんが 欺かし さへ しなければ：： 

きくゑ え 、、もう 欺かさない わ 。その か はりあた し を 

威 かしち や 厭よ" よくって。 

貞ニ郎 あ、、 (きくゑの 持って ろ 幾の 包，^ 見て ：} 何 だい、 

それ は S か い。 

さく ゑ ぇ&、 今な ほやと 二人て お 寺の 裏に 行って 取って 

さたの。 きれいて せう。 

い！： a 一郎 あの 池の 處 かい。 

さく ゑ え \、 隨分 恐かった わ。 眞 暗て 厭に しいんとして 

ゐ ろんで す もの. —— 0 

卜 W  ニ郞 あすこに は 大きな 狸が 居る よ。 

さくろ M あら、 厭よ 0 また そんな  

ニ郎 成 か」 -んぢ やない よ。 ほんと だよ。 

きくゑ 0U ニ郞 に 添 ひながら) うそよ。 うそよ。 きっと 

威 かすんだ わ。 ， 

貞ニ郞 ほんと だって 云へば。 だって あすこの 磯五郎ね。 

あ の 爺が 日向 ぼ つ こ をして ゐ る處を 見た ん だって 云 ふ も 

の 0 

さく  厭よ。 もう そんな 話。 

(贞 ニ郎 ば寄リ か、 つてく るき くる 1^ 緊かリ 抱く。 き 

く ゑ" 默 つて ゐる 0) 

い U ニ郞 (11 ふ ® いて) it: が 恐い かい。 きくゑさん。 


さく ゑ (小さな 聲で) え X、 恐い わ。 

(沈 默。) 

(贞ー 一郎き く ゑ Li 接吻しょう とすろ。) 

きくゑ (驚いて) あれ、 貞ニ郞 さん 。厭よ。 

貞ニ郎 え、 きくゑさん 0 

きくゑ (急に振リ^！なさぅとして) よして 顶戴、 厭よ、 

あたし 恐い から。 

貞ニ郎 恐い 事 はない よ。 

きくゑ (漸く 良 ニ郞の 手,^ 振リ はなして 乜 はしく 呼吸 

刻みながら) 厭よ、 厭よ、 あたし。 (問) あなた は 恐い 

ノ 

A ニ郞 (鈍い やうな 調子で) きくゑさん。 も 一度 此處へ 

おかけよ い 話が あるから。 

きくゑ 厭 だ わ 0 また あなたが あんな 亂 暴な 事 をす るから 0 

A ニ郞 もう 決してし ないから、 ねえ、 鳥渡 此處 へお 出て 

よ。 い 、だら う。 

一 きくゑ (短い 間,^ 置いて〕 ぢ やきつと ね。 

良ニ郎 あ、、 大丈夫 だよ。 

. (きくゑば 默 つて JQ;  ニ郎の 傍に 腰かけろ。) 

(沈 默。) 

一 貞ニ郞 (きくゑの 肩 Li 手 l^i! して) きくゑさん は 僕が そ 

一 ん なに 厭な のかい。 え。 
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きくゑ (小さな 1^ いで〕 知らない わ。 

fln 一郎 ぢ やどう しても キッス させて くれないの。 

さく ゑ (泣聲 になって) だって 恐 いんです もの：： 

貞ニ郞 ぢゃ 僕の 心が まだ 分らな いんだね。 

きくゑ (默 つて ゐろ) 

貞ニ郎 え、 きくゑさん。 

(沈 默。) 

(貞 一 一郎 は無现 に 接吻し よ う とす る 0) 

きくゑ あれ、 また そんな：： 

(たう、.， -ぅ 二人 は 接吻して しま ふ。 二人の 唇が なれ 

ろと、 きくゑ はは ニ郞の 膝の 上に 突 伏してし まふ。) 

貞ニ郞 (きくゑの^, =5-^ ふ： 一んで) ゆるして おくれよ 0 

ね、 きくゑさん —— 

(庭の 暗い ところから、 作 三 ^に：^ 子な 押さ 乜て良 俊 

が 現 はれろ。) 

貞俊 (吃驚して 離れた 二人.；^ 陰 儀に 白眼んで) おい、 

ニ郞。 (短い 問) 今 汝は何 をして ゐた。 

き 一郎 え。 

貞悛 (鋭く〕 汝は今 何 をして ゐ たと 云 ふの だ。 

さ 一郎  

a; 後 (ジ n  " ときく ゑの 方,^ 見ろ 。きくゑ I 置 に 突 伏し 

て 泣いて ゐる) 二人て し て ゐた の は あれ は 何 の 眞似 だ。 


さ 一郎  

S 俊 (ヂレ て) おい， 貞ニ郞 。返事 をし ないか。 

貞ニ郞 (間 fj- 置いて、 石の やうな 額 付で) 何もして ゐゃ 

- しません。 (間) た きくゑ さんと 話 をして ゐ ただけ で 

す 0 

貞俊 (險 しく) 何、 何もして ゐ ない。 嘘 をつ け。 貞 ニ郞。 

汝は俺 を 馬鹿 に す る氣 だな。 

貞ニ郞 (蒼くなる) 僕 は 決して 兄さん を 馬鹿にし やしま 

せん 0 

寅悛 これが 馬鹿にし たのて なくって. 何んだ。 貞 ニ郞。 

俺 は チャンと 見て ゐたぞ 。(間) 何もかも 汝 たちの 爲た 

事 はす つかり あの 暗い 處か ら見 てゐ たの だぞ。 

貞ニ郞 併し：： 

A.fe  (蜜 然として) まだ 云 ふか。 あんな 眞似 をして 置い 

て、 まだ 俺 を 欺 さう とする。 圖々 しい 奴 だ。 (間) やれ 

身體が 弱い のなん のと 云って、 學校は 怠ける し、 女 さへ 

見れば すぐ 汚ら はしい 眞似 をす る。 それて 敎 育をラ けた 

靑 年と 云 ふ 事が 出來 ると 思 ふか。 (間) また 女 も 女 だ。 

男が 何 か 少し 甘い 言 を かける と. すぐ 嬉しがって、 男の 

云 ふなり になろ。 何と 云 ふ醜體 だ。 おい Jon 一郎。 貴樣み 

たや、.' な 心 G 腐った 奴 は、 も- 「家に 置く 事 は 出来な い か 

ら、 何處. て も 自分の 勝手な 處へ 出て ゆけ。 不搏な —— 
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貞ニ郞 兄さん。 それ ぢゃ 丸て 下等 社會の 喧嘩です。 そん 

な 非道い 事 を おっしゃらな くっても、 い いぢ や ありませ 

ん か。 

悛 何 ！ 下等 社 會の喧 iK;^ 生 意 氣な事 を 云 ふな。 俺 

の 言 ふ 事が 下等 社會 なら、 貴様の した 事 は 何 だ。 あれ は 

畜生の 眞似 か。 

貞 一 一 郎 (i^, 然とし て) 僕 は 兄さん だから と 思 つて、 凝 乎 

と耐 へて ゐ るので すよ。 それに その 言 草 は 何てす。 あん 

まり 侮辱して 貰 ひますまい。 よう 御座ん す。 僕 は 出て 行 

.V 、ませう。 こんな 侮 摩 をう けて は、 到底 ゐ ろと 云った つ 

て 居られ やしません。 

S よし、 出て 行け。 誰が 何と 云っても、 俺 は 責樣を 追 

出して やる。 この 秋 山の 家に は- まだ 貴樣 みた やうな 墮 

落した 人間 は 一人 も 出た こと はない。 その か はりもう 追 

出したら、 いくら 贵樣 が泣附 いてきても、 決して 家へ は 

入れない から、 さう 思へ。 貴樣 みた やうな 奴 は 乞食に て 

もな るが い k  0 

a; ニ郞 餘計 なお 世話です。 乞食ても 何ても。 僕 は 僕の 勝 

手な 者になります。 

S え、、 口の 廣ぃ事 を 云 ふな。 さあ、 早く 出て ゆかな 

いか。 贵樣 みた やうな 奴が、 一刻で. -此 家に ゐ るの は 家 

の 汚れ だ。 (間) おい、 作 三郞、 早く 此奴 を 追 出せ U 


作三郞 中尉 殿。 まあ、 氣を靜 めて 下せえ。 何も あんた、 

そんなに 怒らね えで も、 よく 話しせ えす り や、 分る こつ 

たに 11 

負悛 貴樣 ま-て そんな 事 を 云 ふか， さあ、 作 三郎. 早く 追 

出せ。 追 出さない と、 贵樣も 追 出す ぞ。 

作三郎 まあ、 中尉 殿：： 

貞悛 (や、 低く) 俺が こんな 片輪に なって、 身體が 利か 

ない ので 馬鹿にして ゐ るの だな。 貴樣は 11 

作三郎 誰が あんた を 馬鹿にする もの か、 中尉 殿。 まあ 落 

着いて 下せえ よ。 拜 むから：： 

(さく ゑ は 泣 さながら、 いさ 一郎， cj* なだめて ゐ ろ。) 

貞悛 落着け， I 俺 はこん なに 落 蒲いて ゐるぢ やない か。 

OJX 悛ば 段々 落盖 いてく る。 そして 獨 言の や-つな 調子で) 

よく 考 へて みろ。 俺が こんな 片輪に なって しまったの は 

決して 俺 自身の 爲めぢ やなかった の だぞ。 俺は國 のた め 

に、 汝 たちのた めに、 まだ 若い 愉快な 事の 出来る 身體を 

險牲 にして， 恐ろしい 生死の 間に は ひって 来たの だ。 そ 

して 俺 自身の 身 體を惜 まずに 働いた 結果が、 こんな 哀れ 

な 半分 死んだ 片輪に なって しまったの だ。 併し 今更、 俺 

は それ を悔 むの. て はない。 かうな るの は 俺の 運命 だ つ た 

の だ。 俺 はこん な 醜い 身體 になっても、 心の なかには 少 

しも しい 處 はない。 俺 は あ？： 戰 のとき- 多くの 人 を 
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慘 たらしく 殺した。 併し それ も皆國 のた めだった。 汝た 

ちの 爲 だった。 その 間に は 1 點と 云へ ども 私利 私 愁の汚 

ない 心はなかった ——— それ だ の に汝 たち は 今にな つて、 

もう 總てを 忘れて しまって、 俺の 身體の 利かない の をい 

い 事に、 俺の 眼 を 盗んで、 そ，^, 巧ら はじい 事 をす る。 

一 體 それでい X のか。 汝 たち 活の 恩人 を 欺いて それ 

てい 、のか。 

良ニ郎  

M0 貞ニ郞 。汝は それでい X のか。 

貞ニ郞 (.-r, く-"; に 和めら れ ながら) でも 兄さん。 僕 は 何 

も あなた を 欺い たんではありません もの。 

MM  (また 險 しくな ろ) 何、 これで も 欺いた ので はない 

か。 汝 たち 二人 は 俺の 眼 を 盗んだ ぞ。 (i? 。深く 心の底 か 

ら 1^ き 出して 來ろ やうに) 何う しても 許して 置く 事 は 

出来ない。 貞 一一郎、 早速 出て ゆけ。 

貞ニ郎 兄さん〕 あなたが おっしゃる まても ありません。 

私 は 出て ゆきます。 

きくゑ (泣聲 になって) また I W ニ郞 さん。 あなたが 

おっしゃ る から 貞 俊さん がお 怒りな さるの だ わ。 默 つて 

いらっしゃいよ。 後生 だから。 

貞ニ郞 よ-つ 御座ん す。 きくゑさん) かま はないで 置いて 

下さい。 僕 はもう どうせ 此處を 出て 行く つもり だ か ら • 


云 ふだけ の 事 を 云 ひます よ" 

さく ゑ でも、 あなた 0 それ ぢ やまた：： 

貞悛 (その樣子，<^-惯しみの眼，^-以て見てゐたが) これ だ 

け 言 はれて ゐ ながら、 まだ 圆々 しく 二人で ぢ やらつ いて 

ゐるリ その 醜 體は何 だ。 貞 ニ郎。 あんまり 愚圖々 々して 

ゐる とた - き 出す ぞ。 

貞ニ郞 (きくゑ vj- 振 切って) お待ちなさい。 兄さん。 溪 

はい ま 云 ふだけ の窜を 云つ て、 それから 出て ゆきます か 

ら —— 

(さくる はまた 置 座の 上に 泣 さ 伏してし え ふ。) 

貞悛 何 11 言 ふだけ の 事 を 云 ふ。 何 だ、 云 ふだけ の 事と 

は。 さあ 云って みろ。 

貞ニ郞 え、. 云 ひます ともし 兄さん。 僕 はやつ ばり あな 

たと 同じに 此處の 家で 生れたん てす よ。 

貞俊 そり ゃ當然 の事ぢ やない か。 それが どうしたと 云 ふ 

の だ。 

貞ニ郞 た^あな たの 方が 四 五 年 早く 生れた と 云 ふだけ て 

すよ。 僕 だって あなた だって 人間に 於て は、 ちっとも 違 

はな いんです よ。 

貞俊 (1$ 々しく) た 俺は汝 みた やうに 汚ら はしい 心 を 

持って ゐ ないだ けだ。 

貞ニ郞 何-てす つて。 (間" 思 返して 柔らかく) まあ、 い 
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い、 兄さん。 お聞きなさい。 僕 は あなた からた； -弟 だと 

云 ふだけ て >  始終 忍ぶ に耐 へない 侮 厚を受 けて ゐ る の て 

す より た 四 五 年後れ て 生れた と 云 ふだ けて 11 こんな 

•&1 鹿氣た 不公平な 事が、 世の中に あるで せう. か。 

fl; 俊 そり ゃ當然 の話ぢ やない か。 弟が 兄に ゆづるの は 何 

も 不公平 ぢゃ な いぢ や な い か 。 

W ニ郎 弟が 兄に ゆづるの は當然 です。 けれども いくら 弟 

だって、 兄から 自分の 人格 まて ふみにじられて は、 もう 

默 つて 耐 へて ゐる譯 に は ゆきません。 兄さん、 あなた は 

これまで 一 緒に 暮らして さた 何十 年の 間、 いっても あな 

たの 我を立て とほして 来たので すよ 0 そのうちに は 僕 は 

あなたから 何度と 數 へ 切れない 程、 亂 暴な 侮辱 を 受け ま 

した。 僕 はもう 耐へろ 事 は 出来ません。 

S 何 を 云 ふ。 生 意氣な 11 汝 がさう 云 ふ 兄 を 兄と も 思 

はない 傲慢な 心 を 持って るから、 それ を 直す ために 叱る 

の だ。 分の した 事 は 忘れて しまって、 すぐ そんな 云 ひ 

拔け をしょう とする 0 

A3; ニ郎 まあ、 お聞きなさい、 兄^〃。 これ まて 僕が 始終 

腹の 立つ の を 無理に 耐へ てきた の は 他ても ありません。 

あなた は戰& のために、 そんな 片輪な. せ體 になって しま 

つて、 世の 巾に 何も 樂 のない 方 だ か ら 、大抵 の 無理 は、 ま 

あ 俺 の 方で 耐 へ なければ ならな いと、 かう 思った か らて 


す。 所が あなた は 何時ても 口癖の やうに 「俺 は國 のた め 

に汝 たちのた めに こんな 身體 になって しまったの だ。」 つ 

て おっしゃ るの てす。 如何にも 僕たちが 故意と あなた を 

犠牲に して、 そんな 身體 にして しまった やうに あなた は 

思って ゐ るので す。 併し それ は あなたの ひがみて すよ。 

あなたが そんな 身體 におな りなす つたの は、 僕 等の 知つ 

た事ぢ やありません。 

S 汝 たちの 知った 事ぢ やない か。 い、 か、 ほ ニ郞、 さ 

け。 俺は汝 たちの 代表者と なって、 汝 たちの 生活の 安め ぬ 

のために 戰 つたの だぞ。 そして こんな 身體 になって しま 

つたの だ。 GEO むら （-と 湧いて くる 怒に. i?-, ケ颜 は^ 

て) それ を 何う だ。 今 の #樣 の 言 草 は 11 丁度 俺が 00 

に戰に 行って、 こんな 身體 になって 歸 つて も來 たやう 

に —— さあ、 一郎 出て ゆけ。 もう 一 刻 も 置く 事 はなら 

ん。 二 入と.，，？ 早く 出て ゆけ。 

きくゑ (聲 一 =1： く 泣き伏す) 

； 唐紙ん 開けて お むらと .K^ 介. か出ズ くろ。) 

ら まあ、 どうした のです。 

(險 しい 服 付で) こら、 ニ郞、 出て ゆかない のか。 

ら 广其處 にあった 下駄，^ つ 、かけて 庭に 降 リて來 て) 

まあ、 さく ゑ、 何てす よ" 汝 まで そんな 處て 泣いたり な 

ん かして 仕 ST かな いぢ やない か。 


きくゑ (泣きながら〕 だってお 母さん：： 

M.M 出て ゆかない とかう して くれる ぞ" おい、 作 三郞も 

つと 前に 出して くれ。 (かう 云って ジレろ 拍子に 危なく 

地面 へ^ち-たっと する ) 

お むら あれ、 危ない。 まあ、 貞 俊さん、 落 こったら どう 

します よ。 (後，^ 向いて) 43； ニ郞 さん。 さあ、 早く あつ 

ちへ いらっしゃい。 これ、 t ゑ。 何 だね、 汝は、 早く 

貞ニ郞 さん を あつち を 伴れ て お出でよ。 貞ー 一郎さん てば 

さ —— ほんと にジレ つたいね え" 

貞ニ郎 え、、 叔母さん。 今 行きます よ。 兄さん、 撲 はも 

、つ 決して あなたに はお 眼に か、 りません からね。 

MM ど-つと も 勝手にし ろ。 人非人。 (かう 云って. 贞ニ郎 

とさく ゑ の 後 姿,^ 火の や うな 眼 付で a 送 つ ズゐろ 0) 

お むら まあ、 ほんと にどう したんで すよ 0 

(af 俊 は 凄い^,^ して 默 つて ゐろ o) 

？！: ^介 (緣侧 へ 出て、 凝 乎と 见てゐ たが〕 俊、 何つ した。 

何で 喧 if したの だ。 

S  aw リ 切って) いや、 何ても ない のです 

お むら そり やね、 貞 俊さん。 貞ニ郎 さん もま だ 若い から、 

いろんな 氣に さはる でせ うが、 そこ は あなたが 勘辨 しな 

くつ もやいけ ません よ。 それにね：： 

貞悛 おい、 作 三郎。 


作三郎 何 だね。 小尉 殿。 

fi  ^を あの 八幡の 廣場 につれ ていって くれし 

お むら まあ、 さん 0 また これからお 出かけな さるの 0 

貞悛 え、、 鳥 波 出かけて 心を靜 めて 来ます。 では 叔父 さ 

ん、 叔母さん。 お休みなさい。 

(作 三郎に 椅子，^ 押させて 暗い 方に 消えて しま ふ。) 

(沈 默。 お むら は その後 姿，^ 兑 送って から、 上に あが 

つて 共 ^盤 や 何 か 散って ゐる物 1^ 取リ かたづけろ。) 

お むら (片付けながら) あなた。 何う したんて せう。 今 

夜 は 11 あんな 大 喧嘩 を 兄弟て したりして。 

宽介 さあ、 何う 云 ふもん かな。 (かう いって 綠側 にで、) 

あ、、 い、 月 だ。 併し、 今夜 はこり や 蒸 熱くて 疲られ な 

いな" 風が ばったり 無くなって しまった。 (かう 频首の や 

うに 一 百って、 其虚-」ぁった下默^^-っ 、かけて S 斑のと、 一 

ろに 出て くろ) 

お むら あなた、 もう そろ// \- 床 をし かせ ませう か。 

宽介 (e^ に 腰かけて、 其 4|に あつ 開 扇，^ パ タ パ タ使ひ 

ながら) まあ 待て。 今から 閉めた ひに は、 とても 熱くて 

寢られ ない。 

お むら い \ え、 た 床 だけ 敷いて 置いて、 戶は寢 がけに 

私が 閉めます から：： 

宽介 うむ —— まあ 此處へ 出て 来て 御覽。 そり ゃ凉 しいよ。 
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お むら え X、 今 床 を 敷いて から 行きます よ。 まあき く ゑ 

は 何處へ 行つ たんだ らう。 自分 の 床まで 私に 敷か せ て 、 

ほんと に 仕樣がない わ。 (お むら は 口小言，^ 云 ひながら、 

席 紙 開け ズ、 隣室 か、 -> 蒲 劇 やら 蚊帳 やら 持 出して， 寢 

S 支度ん. <  してし まふ〕 

宽介 (お むらが 蚊帳,^ 釣つ ズし まって 庭に 降 リズく るの 

^M<^ あ、、 い \ 月 だ。 かう やって 凉 んてゐ ると、 家 

へ は ひって 寢ろ氣 はしない な。 

お むら に 腰かけて) やつば り 外 は 蚊が ひどう 御座 

ん すわ。 

宽介 (圑11:|,^パ タ パ タ云は^！ズ) うむ。 (間，^ 置く〕  ^ 

安 一片 月。 萬戶 捷衣聲 か。 

お むら ねえ、 あなた。 S 俊さん と 貞ニ郎 さん は 何て あん 

な 喧嘩 をし たんで せう。 

宽介 さあ、 何てした のかな。 併し、 お むら。 喧曄 をす る 

の も 若い 內の事 だよ。 

お むら あなた もよ く 若い 時分に は、 兄さんと 喷嘩 をな さ 

いました ねえ。 私 はま だ 嫁に 来たば かりで * まあ、 ほん 

とに どうしようかと 思った 事が ありまし たよ。 

宽介は \ 、：： 俺 も あの 時分 は 可な り氣が 荒かった から 

な あ。 

(沈 默。)  . 


お むら ねえ、 あなた あの 何時かの 河口さん の 方の 話 は ど 

うなつ たんて せう。 あれつ きり 何とも 云って 來 ません ね 

え 0 

寬介 河口の 方の はなしと は — つむ、 あの 北海道の 農 圃 

の 管理人の 口 か。 (鬮 1;!,^ バ タパ タ やろ) 

お むら え k 、だめな のでせ うか。 

宽介 さう さな あ 。もう 何とか 云って 來 なければ ならない 

力-… 

お むら 月給なん かいくら 安くても、 親子 三人 暮らせ さへ 

すり やよ 御 13 ん すから ね。 いくら 親切に して 貰っても、 

何だか かう やつ てゐ るの は、 氣が 落着かな いて 私 は 厭で 

r よ。 

宽介 うむ。 明日 はもう 1 度 手紙 を やって みょう。 

(沈 宽 介ば 居眠り， にじめろ 0) 

お むら (少 1  す阒 isSfT ハタ バタ やって ゐ たが) あなた、 大 

變 蚊が 出て 来ました よ。 まあ、 こんな 處て 眠る と、 風邪 

を 引きます よ。 あっちへ 行って 寢 ませ、 つ。 さあ。 

(お むら はま 介，^ ゅリ 起す。) 

宽介 うむ。 (欠 仲，^ しながら あ 、 い チむ持 だ。 長 安 一 

片月， 萬戶 禱衣聲 か。 

(^介ば 立 上 つて 庞 救の 方へ 行く。) 

(： お むら，， V 寬 介に つ ぃズ 行かう とし-^ が. ふと 附ぃ 
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て リ) 

お むら (獨 言の やうに) きくゑ は 何處へ 行ったら う。 き 

くえ、 さく ゑ。 

(おむ らば 娘の 名，^^ びながら， Iss- のお 手の 方へ は 

ひって ゆく、」 座の 上 LI はきく る； の 忘れて いった 资の 

包が、 ^吸 すろ やうに 靑く 光って ゐ る。) 

 幕  

第 三 幕 

秋 山家の 門前。 もう 十月 十四 五日 顷の 夕方で あろ。 

正面に は 大きな 昔風の 門が ある。 その 左に 門番の 家が 

あって、 古風な 武 * 窓が 付いて ゐろ。 

右 は 高い 黑雜。 その上から 高く 母屋の 屋根 だの、 稱際 

に 核 ゑて あろ 樫の 木の 捎だ のがみ えろ。 門の 內は 敷石 

の Li なって ゐろ。 

門の 外 は 街道。 時々^ 失 やら 旅人 風の 男 やらが 通って 

行く。 秋の 短い 日 は、 大分 傾いて、 物の 陰影が 長 

く 濃く みえろ。 何虚か 遠方で 子供た ちが、 わ あわ ぁ騷 

いで ゐろ聲 がき こえる 0 門のと、、 スに は、 おな ほと お 

つれが 立って ゐろ。 武者 窓から は 門^の 梅 吉の內 儀 さ 

んが 餌，^ 出して ゐろ。 門の 外の 黑»に 添って 俥が 四臺 


待って るろ. 

門番の 女 段 おな ほさん、 ぉ孃 さまが 行って しま ひな さる 

と、 あとが 寂しくな るね。 

おな ほ ほんと よ 。ぉ內 儀さん 。昨夜 あたしお 孃 さまと 二 

人で、 そり や 泣いた わ。 

門^の 女& 何處だ ね. こんどお 娘 さまの 行きな さろ 處は。 

何でも 餘程 遠方 だ つ て 云 ふ 話 だね え。 

おな ほ 北海道よ。 ぉ孃 さま も 昨夜 あたしに さう おっしゃ 

つたわ。 あんな 塞い へんぴな 處へ 行く 位ゐ なら 死んだ 方 

がまし だって 11 

おつれ な あに。 行って しまへば、 またす ぐ 馴れて その 土 

地が よくなる よ。 

門 桥の女 何 だつ てまた 急に そんな 遠方へ 行きな さる だ 

ね。 

おな ほ 且那樣 にお 役が ついたん だって さ。 だけれ どい く 

らい、 お 役が ついた つて 厭 だ わ" あんな 遠い 處 —— 汽审 

で 三日 も か X るって 云 ふんだ もの。 

門番の 女 GlS 隨分 遠い ねえ。 何百 里 ある だね。 

おな ほ あた しもよく 知らない けれど、 三百 里く らゐ ある 

でせ う。 

おつれ 皆樣 豪ら 遲 いだね。 何 をして いらっしゃる だか I 

—(かう 云って 門の 內に 入って ゆく〕 


mu 
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門番の 女房 今年 はお 屋敷に や、 久し 振て いろんな 事が あ 

つたね え。 東京から お 客 さま は 御座らつ しゃる し、 貞ニ 

郞 さま は 何處か へ 行つ てし まひな さるし —— 御隱 居さ ま 

も苦勞 だね え。 

おな ほ ほんと ねえ。 でもお 内儀さん。 若旦那 さまの ゐら 

つし やろ 處 はや ラ やく 分った のよ。 

門番の 女お へえ。 分った かね。 

ぉ^？ほ え X〕 何ても 東京のお 友 だち の 下 にゐ らっしゃ 

るんだ つて 云 ふ 話 だ わ。 それて 御隱 居さ ま は、 一昨日 旦 

那 さ ま に 内證で , お金 をお 经り な さった のよ。 

門番の 女& へえ、 やつば り 親子 は 有難い ものだねえ。 

(おつね が 出て くろ。) 

おな ほ おつね さん、 もういら しって。 

おつれ まだ 奥て 何 か 話して ゐ なさる が、 汽車に 乘遲れ た 

ら どうしな さる だ。 

門番の 女 Has な あに、 荷物 は 先に 行って るし、 あと は身體 

だ けだ か ら 、 行く に は譯 はねえ だ よ。 

おつれ 梅吉 さんが 停車場て 待ちくたびれて ゐ るべ えよ。 

門 翁の 女お おな ほさん、 この頃 はやつ ばり 旦那 さま は 機 

嫌が 悪い かね。 

おな ほ 惡 いのなん のって —— もう 毎日 恐い 顏 をして、 物 

1 つ おっしゃらな いわ。 


門番の 女 1;:^ 若 且那と 旦那と は 前から、 あんなに 喧嘩し な 

すった かね。 

おな ほ い- -ぇ。 前に はそんな 事はなかった わ" あのお 客 

さまが いらし つてから よ〕 

門番の 女 as 一番し まひに あの 若 且那が 家 を 飛 出して しま 

ひなす つたと きの 喧嘩 は 豪え 騒ぎ だ つたね。 

おな ほ ほんと にね え。 あたし 傍て 見て ると、 腰が 拔 けさ 

うだった わ。 旦那 さまが ねえ、 凝 乎と 服を据 ゑて ピスト 

ルて 若旦那 を 狙って ゐ らしつ た 姿 が 今て も^に 見える や 

うよ。 あ - 厭 だ。 考へ 出し てもゾ ッ とする 15 U 

門恭 の 女房 且那は 若 Hi 那を 殺す つ もり だ つた かね。 

おな ほ どう だか、 そんな 事 は 分らない わ。 でも 當ら なく 

つてよ かった わね え。 

門番の 女房 全く だよ。 當 つた 日に や、 旦郵は 牢へは ひり 

なさら なきやなら ねえ だものね え。 でも 旦那 は餘程 ぉ壤 

さまに 惚れて ゐ なすつ たんだね え。 

おな ほ え X、 そり や 夢中だった わ。 傍て 見て ゐても 可 笑 

しい 位ゐ だった のよ。 でも 厭 だ わね え。 いくらお 金が あ 

つても、 あんな 片輪に なった 人 は。 

おつれ 此人 はま あ、 旦那 さまの 惡ロ ばかり 云 ひ 散らして、 

知れたら どうす る だ。 

おな ほ 大丈夫よ。 知れる もんて すか。 (舌 yJ- 出す) 
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おつれ お 客 さまが 歸 つてし まひな さると、 家の 內 がまた 

靜 かになる だ。 さう すり や、 また 且那 さまの 氣が靜 かに 

なって くる だよ 0 

おな ほ おつね さん はほんと に 旦那 さま 思 ひね。 

おつれ (間 yj- 置く) 御主人 さまの 事 を 思 はねえ で、 どう 

する ベえ。 

(沈 默。) 

(このと き 門の 內が 俄に 驟 がしくな- 00) 

おな ほ おや、 いらし つたわ。 (遠く 街道， <5 ^見込んで) 俥 

屋 さん。 俥屋 さん。 (手,^ た、 く) 

(俥 at- が 四 人 左から 出て くろ。 門 潘の女 は 窓から 首 

vJ- 引 込めて、 門の. ところ に 現 はれろ 0) 

(旅装の 村 e: 一  家が 門に 現 はれる。 その後から、 おさ 

と、 とき子、 良 俊、 作 三郎が 出て くろ 0) 

お むら もう ほんと に、 おさとさん。 此處 ま-てお 逢り 下さ 

ると 澤 山て すよ。 

宽介 嫂さん、 もう どうぞ。 何處 まて 经 つて 頂いても 限り 

はない から —— 

おさと まあ ほんと に 長々 御 一緒に 暮らして ゐて、 急に か 

うやって、 お別れす るかと 思 ふと， 何だか 心細くな り ま 

すよ。 どうか 寛 介さん おむらさん、 あっち は 寒い さう-て 

すから、 お 身 を 大切に して. 達者で ゐて 下さい ましよ。 


きくゑさん。 お父さんと お母さんに 氣を つけて あげて 下 

さいよ リ (きくゑ は 悲し さう に 默禝 する) 

宽介 いや、 何から 何まで、 ゆ 分の ない 手厚い お 世話に あ 

づ かって 有難う。 ぢゃ 俊。 これでお 別れす るから、 く 

れ ぐれ も 身 體に氣 をつ けて な 11 

お むら ^俊さん、 私たち はまた きっと その 內に 出て 來ま 

すから、 どうか それ迄 患ら はない やうに して ゐて 下さい 

な。 まあ、 何と 云って い 、か、 ぉ禮も 出來 ない くら ゐ、 

皆樣て 親切に して 下す つ て —— ほんと にこの 御 恩 は 忘れ 

やしま せんよ 0  (涙ぐむ) 

< 俊 いや、 何もお かま ひする 事 も出來 ませんで —— 叔父 

さん も 叔母さん も、 どうぞ 御 丈夫ても う 一遍 こっちへ 入 


おさと 皆さん、 どうぞ 御 遠慮なくお 使に ぉ乘 りなす つて 

下さい。 時間が 御座います から：：。 

お むら ねえ、 あなた、 ぢゃ 折角 嫂さん がん 上 おつ て 下さ 

るから 失禮 です けれども * ぉ俾を 頂戴し ませう〕 

宽介 うむ。 

(門の 虚に $S まった 人た ちと 祭って ゆく 人た ちの 間に 

別れの 挨拶が、 一 しさ リ脤 やかに きこえろ - 村 S 一  家 

は俾 LL 乘ろ。 おとき も 一番 後の 俾に乘 ろ 0) 

おさと 今日は どラ しても 私が 停車 Si まて、 お 見； おりす る 
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害なん-て すが、 天氣ん 加減て、 少し リヨ ゥ マチが 起って 

きまして ね、 お逸りが 出来ません から * おとき を 代理に 

差 上げます。 おとき、 よく 氣を 付けて あげてお くれよ。 

とき子 广俾の h から 點 頭く〕 はい。 

お むら まあ、， a- う ほんと に 結構-て 御座いま すのに。 まあ 

まあ、 恐れ入り ますこと —— おときさん、 わざ <\ ぉ氣 

の 毒て 御座いま すねえ。 

とき子 い、 え、 おむらさん" 何 を おっしゃ るんで すよ。 

宽介 や、 良玄 さん。 俥の 上で 大 へん 失 禮で すが —— もラ 

お 眼に か X れんか も 知れん から、 貴下 もどう か 身 體を大 

离 にして、 長生して 下さい。 

-れ玄 いや、 昨日 はわ ざ/ \ お 立 寄り 下す つて 有難う。 い 

よいよ お發 ちかな。 これ はお 名殘 惜しい 譯ぢ やな。 

お むら こ *r らに 居ります 內は、 また 何かとい ろ/, \ 'お 世 

話に なりまして、 有難う 存じます。 では. 1 , 

良玄 いや、 奥さん。 それで はお 機 嫌よう。 (道行く 人 や 近 

所の 子供な どが 俥の 傍に たかって 见てゐ ろ) 

(おな ほ は頻リ にさく ゑの 俥の 傍へ よって、 何 か 話し 

てゐ -co) 

お さ i ぢ や 皆 さ ん御 無事で —— 

^^介 有難う。 

お むら 嫂さん 。あなた もお 達者で —— では 失躋 致します。 


(体の 梶 が あがろ、 見送りの 人と、 發っ 人との 間に、 

「御 無事で" 失 禮。」 と 云 ふやうな 短い 言が かにされ ろ。 

四臺 の俾 は、 左の 方 LL 消えて しま ふ。 寂し い 沈默。 門 

の 外に ffif まった 往來の 人々 や 子供ば、 何時か 居な くな 

つ てし まふ 0) 

おさと (默 つて 長い 事 俥の 行った 方，^ 見送って ゐ たが、 誰 

に 云 ふと もな く) やれ/、、 皆 行って しまって、 これ か 

らまた 家の 中が 寂しくなる ねえ。 

(は 俊ば 門の 右側の 處に、 死んだ やうな 餌，^ して 椅子 

に 腰かけて ゐろ。 遠方で また 子供の 骚ぐ聲 がわみ く 

ときこえ ろ 0〕 

良玄 もう 冬，， i 間近い のに、 これから 北海道へ 行きな すつ 

て は、 村 田さん も身體 にさ はらなければ い \ がな —— 俺 

は 行った こと はない けれども、 あっち は餘 程、 寒さが き 

びし い と 云 ふ 話-ち や か らな あ。 

おさと (しみ ^ と〕 あの人 も 運の 惡ぃ 人て すねえ。 あ 

の 年に なつ て、 親子 三人て あんな 寒い ところへ 行かな く 

つち やなら な いと 云 ふの はねえ 11 

良玄 人間の 行末く らゐ 分らぬ もの はない な。 

おさと ほんと です よ。 あの人 なんか はこの 街に 居れば、 

立派な 旦郵さ まで 幕ら せたん てす がね え。 

おな ほ 御隱 as 、私 は- -ぅ 御用 は 御座いま せんてせ うか。 
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良玄 いや， もう 秋が 大分！^ くな つたな。 (間) ときに お 

さとさん. 一郎さん はどうし なすった。 たよりが あり 

ました か。 

おさと え X、 一昨日 京の 友達の 下宿に 居る と 云って 參 

りました が —— ほんと にあれ にも 困つ てし まひます よ。 

良玄 若い うち は、 いろんな 事が して 見たい もの ぢ やから 

な あ。 あつ. て 何 をし なさる つもり かし.，： んて. > 

おさと また 舊の學 校へ 通 ふんだ さう-て すが、 まだ 身 體も 

ほんと では 御座いません しねえ。 無理 をして 患ら ひても 

しなけ り やい、 と 思つ て、 案じて ゐる T いて 御座いま すよ U 

貞悛 (突然) 一 體 お母さんが あんまり 貞ニ郞 を 可愛がり 

すぎた からい けな いんて すよ， - 1^ 長して あんなに なって 

しまったん てす 0 

おさと 何 を 云って ゐ るの だよ- 貞俊リ そり やわが 子 だ も 

の、 可愛がらないで どうし ませう。 

貞俊 度に 過ぎた 可愛がり 方 をす ると * 人間 は 我 組になり 

おさと (ため息，^ ついて) 汝も 貞ニ郞 も， ほんと に 剛情 

で 困つ てし まふね え。 

良玄 貞 俊さん * この頃 はちつ とも 俺のと ころへ 來ら れん 

や うぢ やな リ またち と 碁ても 打た うかな。 

A 悛 (暗い ゆお で) え \、 その内に あがり ませう リ 
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どう 云 ふ 譯て私 は 武運が 强 いのでせ う。 それ を考 へる と 

厭になります よ、 なまじ ひに 武運が 强 かった ばかりて、 

私 はこん な身體 になって、 若い 年月 を 何の 面白い 事 もな 

く 退屈な 日 を 逢らなければ ならな か つ た のです。 (間 0 嗟 

嘆して) 他の 奴等 は 皆 愉快に 世 を 暮らして ゐ るのに、 私 

一人 かう やって、 寂しい 曰 を 送らなければ ならない かと 

思 ふと、 他の 者が みんな 憎くな つてき ますよ。 

おさと Ja; 俊、 まあ、 何 を 云 ふんだ よ。 

貞俊 いきえ、 お母さん。 私 は あなた だって 憎い と 思 ひま 

すよ。 同じ 兄弟の 內 にも、 偏颇 をつ け るん てす からね。 

おさと まあ、 私が いっそんな 眞似 をし ました。 私 は汝た 

ち 一 一人に はいつ でも 同じ やうに 仕向けて ゐ ますよ。 困る 

ねえ、 そんな 事 を 云 つち  

良玄 貞 俊さん〕 失禮ぢ やが あなたの 考は 少し 間違って 居 

り やせん かと 俺 は 思 ふの ぢゃ。 今 あなた は&: 分の 武運 を 

恨む と 云 ひなす つたが、 まあよ く考へ てみ なさる が い、。 

これ は 人々 の 授かり 者 ぢゃ。 あなたの やうに 云うた 曰に 

は、 貧乏人 や 病人 は $1 生. V 二」 ゐられ なくなつ てし まふ。 

其處ぢ やな。 人間の 大事な 處は —，| 何事 も 天命に 安んじ 

て、 敢て 多き を 望まず ぢゃ。 神の 苦 梁 はこの 世の 相と 

はまた 別ぢ やからな。 

(良 俊 は K つて ゐ ろ。〕 
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おさと ねえ、 .„a5: 俊，、 - ほんと にお. H さんの おっしゃる やう 

に 氣を廣 く 持って おくれよ。 後生 だから。 —— 

(ぉ寺の夕甚の鐘がごかんくとなリ渡ろ。) 

(俄 LLi 琳 付いて) や、 もう 六時ぢ や。 どり や 俺は歸 

らうい おさとさん 0 それて は  

おさと まあ- わざ./,^ お 見： 411 り 下さいまして、 ほんと に 

有難う 存じます。 

^^玄 いや. ^3; 俊さん。 それで はよ く考 へて 御覽。 結局 人 

ii は 其處の 諦めさへ つけば、 も-つ 樂な もの ぢ やから —— 

さよなら。 (暗い 門 の內 に ばひつ て ゆく) 

(貞 俊ぽ默 つ て 1^,^ 下げ て 、 - の 後 姿，^ 凝 乎と 見 つめて 

ゐる。 何虚 かで 法 華 太 IgfJ- た、 く 昔が きこえろ。 まだ 

れきら ない ので、 銀色の Kir が^に 輝いて ゐ ろ。) 

おさと (空 眺め ズ) さあ、 貞俊歸 つて 御飯に しませう。 

A 悛 お母さん * 鳥渡 待って 下さい。 少し 話が あります か 

おさと 何 だい。 貞俊レ (凝 乎と ト M 俊の；^ yj-^ き、、 ん で) 

おや、 どうし たんだい。 汝は 11 氣昧の 惡ぃ顏 をして。 

贞俊 お母さん、 貞ニ郞 は 1 體何 處にゐ るん てす。 隱 さな 

いで 敎へ て 下さい。 

おさと 何 を 云って ゐ るんだ よ。 一昨日 汝に 見せた ぢ やな 

いか。 資ニ郞 の 手紙 を 11 まだ 疑ぐ つて ゐ るの かい。 


貞悛 (冷たく) あの 手紙 は 手紙です。 私 はどうしても あ 

れを 信じる 裹は 出来ません。 そり や 私み たやうな 醜い 片 

輪と 違 ふから、 お母さんが 可愛い とお 思 ひな さるの は、 

決して 無理と は 思 ひません から。 ねえ、 お母さん。 本統 

の 事 を 云って 下さい。 貞ニ郎 は 今 何 處に居 るん てす。 

おさと 困る ぢ やない か。 W 俊。 そん な^を 云つ ちゃ —— 

何遍 云っても 同じ 事 だけれ ども. 私 は 決して そんな 考へ 

は 持って ゐ やしま せんよ U 何方も 自分のお 腹 を 痛めた 子 

ぢ やない か。 あれ 一人 を 可愛がって、 汝を 僧む なんて ま 

あ：： 親の 心に もな つ て 御 iso そんな 事が 出 來るも の か . 

どう だか。 

貞俊 まだお 母さん は隱 してい らっしゃる のて すね。 私 は 

決して あれの 居所 をお 敎へ なすつ て も、 亂 31^ な眞 似なん 

かしゃし ません から、 どうかお 母さん〕 本 統の事 を 云つ 

て 下さい。 

おさと だから さ。 あの 手紙に 書いて あると ほり 牛 込のお 

友 だ チ>  の 下宿に 居 るんだ と 云 ふのに —— まあ、 貞俊。 よ 

く考 へて 御覽。 あれの 居所 を 私が 汝に隱 して 何になる ん 

だよ 0 

貞俊 そんな 事 を 私が 知る ものて すか。 (間〕 よう 御座ん 

す。 これ 程までお 賴 みしても 敎 へて 下さらな いのなら、 

もう 決して 伺 ひません から。 


mi 
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おさと 闲 るね え。 ほんと に汝は —— どうして さう ひがん 

でし まったん だら う。 私は隱 してなん かゐ やしないって 

ば。 (稍 强く云 ふ) 

(沈 跌。) 

貞俊 お母さん。 くどい やうです が、 どうしても 敎 へて 下 

さらな いんて すね。 

おさと (恐怖 か 感じて) まあ、 汝、 何と 云 ふ氣味 G 惡ぃ 

風 をす るん-て すよ。 そり や もし ほんとうに ® してゐ るな 

ら、 敎へ てあげる が 全く 隱 して ゐ るん ぢ やな いんだから 

ねえ：：。 貞俊， 後生 だから、 そんな 變な事 を 云 はない 

でおくれよ。 

贞悛 今にな つ て、 そんな 事 をお つ しゃつ て も だめです 

よ。 お母さん、 私に も やん と Jo:  ニ郞 をお 母さんが 隱 して 

ゐら つし やる ！！ _ 吟據を 持 つ V 」 み ますから ねえ。 

おさと 證據。 まあ、 汝は何 を 云って みるんだ い。 そんな 

證據 があるなら 出して 御覽 なね。 どんな 物 か 知らないけ 

れ ど：： 

S まだ そんな 事 を おっしゃ るんで すか、 これ を 御 11】 な 

さい。 こり や 何てす 0 

(お 1^^^.- の 受取，^ 出す) 

おさと え、 これ か い —— 

良悛 お母さん、 あなた はこの 五十 圆を 私に かくして 誰に 


遼 つたので す。 貞ニ郎 に； J ^つたので せう。 

おさと そり や 汝に隱 し て遼 つたの は. 私が 惡か つた か ら 、 

謝ります がね ——- 

贞悛 私 はい まそんな 事 を 訊く のぢ やない のです。 良 ニ郎 

は 何 處にゐ るか を 伺つ てゐ るので す。 

おさと だから さ。 やつば り 私の 云った とほり その 爲替に 

書いて あろ 牛 込の 11 

fi 噓 てす。 そんな 事で 私 は 欺され やしません。 

おさと まあ、 お聞きよ U 私 は 決して 欺す んぢ やない つて 

云 へ ば —— 

貞俊 い X え. 欺す のです。 そ りやこの 爲替に 書いて ある 

處に はこの 受取人に なって ゐる M 二 郞の友 だち は 居ろ で 

せう。 併し W ニ郎は 決して 此處に は 居 やしません。 金が 

其處へ 着く と 貞ニ郎 は その 家へ 取りに 行く のです。 貞ニ 

郎が 他の 處に 泊って ゐ るの は、 私に は チャンと 分って ゐ 

ますよ 0 

おさと (長い 1^ 吸, して) W るね え、 私 はま あどう しょ 

う。 汝に隱 して その 金を经 つたの は、 そり や 私が 重々 惡 

かった けれども 11 ねえ。 俊。 少し 、に 私の 身に もな つ 

て考 へて おくれ。 あの 子 だつ て やつば り汝と n: じ 私の 子 

なの だからね え。 それに あ \ 云 ふ 弱い 身體 だから、 あつ 

もへ 行つ て もし 忠ら ひ-て もす ると 可哀 さう だと 思つ て、 


126 


私 は あれ だけ 逸って やつたん だよ。 汝 だって 弟の 事ぢゃ 

ないか。 私が 金を途 つたの を まさか 惡 いと は 云 やしまい 

io 

俊 だから 金の 事 は 云って ゐ やしない ぢ やありません 

か。 私 はたに 貞ニ郞 の 居處が 知りたい だけです。 

おさと まあ、 ほんと にどう したら い、 だら う。 ぢゃ汝 は 

あの 子の 居處 をき いて どうしょうと 云 ふの だえ。 

S 分って るぢ やありません か 。あなた は それまで 隱す 

つもりで すね。 

おさと それまで —— それ ま. てと は 0 

貞悛 だめ. てす よ。 いく.， T 誤魔化さう としても。 (間) あ 

なた と 貞ニ郞 と グルになって、 私 を出拔 いて、 きくゑと 

あいつと を 結婚させる つもりで せう。 チャンと 知って 居 

ますよ。 

おさと 馬鹿な ..  .. i まあ . 汝夢 でも 見 て る る ん -ち やない か 

い。 よく 落着いて 考 へて 御覧。 きくゑ は 今 寛 介さん に 伴 

れられ て、 北海道へ 行った ぢ やない か。 ほんと に 確かり 

して くれな くち や 困る よ。 

貞悛 また そんな 子供 欺し みた やうな 事 を 11 そんな 事 は 

いくら おっしゃっても だめて す。 私 はもう 何もかも すつ 

かり 知って ゐ るので すから。 そり やきく ゑ は チャンと 叔 

父さんた ちに 伴れ られて 行った にはちが ひありません。 


併し。 此處を 出てから 先 は 何處へ 行った か、 分る もん ぢ 

やありません からね。 (獨 言の やうに) 何しろ 皆て グル 

になって ゐ るの だから。 

おさと ほんと に 厭 だね え、 どうして そんな 事を考 へる の 

だら う。 ぢゃ證 據か何 か あるの かい。 きくゑが 貞ニ郎 の 

處へ 行った ！  — 

貞悛 馬鹿な 事 を おっしゃい。 お母さん。 あなた 方が そん 

な證據 なんか 殘 して 置く 人です か。 (問。 呼吸，^ 刻んで) 

、 J ん な 片輪 になった ばか りで 、 皆 か ら愚 弄さ れ るかと 思 

ふと， 腹が立つ て耐ら ない。 

(沈默 0 

(門番の 家の 武者 窓に パ ク と^ 火の 影が 映す。) 

おさと あ  > あ X、 困って しま ふねえ。 私 はも ラ 死にたい 

やう だよ。 ねえ、 M 俊。 ほんと にどう か 確かり してお く 

れょ e 汝 がい まそんな 風になる と. 私 はたった 1 人 ぼつ 

ちに なって しま ふから ねえ。 い、 かい 貞 俊。 

A 悛 だからお 母さん。 た 真ニ郎 の居處 さへ 敎 へて 下さ 

れ ばい- -んぢ や ありま せんか。 あなたが 私に あの 事を隱 

しさ へ なさらなければ、 何でもな いん ぢ やありません か。 

おさと まだ そんな 事 を 云って ゐ るんだ ね。 ぢゃ汝 の 疑の 

はれる やうに、 誰か 汝の 信用して る 人を搜 しに やって 御 

覽。 きっと Jan 一郎 は 一人でお 友 だち の 下宿に 居る から： 
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MM そんな 事 をして、 何の 役に立ちます。 さう すり ゃ貞 

ニ郞は 自分の 家から、 その 下宿へ そのと き だけ 來てゐ る 

にき まつ て ゐるぢ やありません か。 

おさと ぢゃ 何う すれば い- \ のさ。 もう 私に は 仕樣がない 

か ら 、 どうで も汝 の 勝手な 手 だ て 疑の はれる やうに し 

て 御覽. 

负 俊 え. 1。 よう 御座ん す。 きっと 搜 して 見せます から。 

so  nw しさう に) -.^ く ゑと 貞ニ郎 は どんな 事が あつ 

て も 結婚させる もの か。 

(沈 默。) 

おさと (柔 しく) わえ、 a^。 も、 つ 家へ 歸り ませう。 御 

飯 だから 11 

S  (すげ なく) お母さん。 一人 先へ ぉ歸 りなさい。 私 

はま だ歸 りたくありません から。 

おさと (ため息， つく) 困る ねえ。 ぢゃ作 三郞、 汝 よく 

氣を 付けて 旦那 を つれて 歸っ ておくれ。 私 は 先へ 歸 るか 

作三郞 へえ。 

(おさと 門の 內に 隱れろ 0) 

作 11 一郎 さあ、 中尉；！。 御隱 居さ ま 心配して ゐ らっしゃる 

だから、 歸り ませう。 


貞後 (險 しく ：> こら、 作 三郞、 貴 さま ももう あっちの 昧 

方 だな。 

作三郞 何 を 云 ふだよ。 中尉 殿 。俺 は あんた の 事より 外に 

や、 何も 考 へた 事 はねえ だ。 つまん ねえ 事 を 云 ふもんて 

ねえ。 

(沈默 じ 

貞悛 (嗚咽しながら) おい、 作三郞 、俺が 惡 かった。 ゆ 

るして くれ。 たと へ 他の 奴等 は 皆 俺の 敵に なっても、 汝 

だけ はいつ， 5、 俺の 味方 だな あ 11 あ X、 作 三郞。 ゆるし 

て くれ。 

作三郞 (い- i.: はる やうに) さあ、 中尉 殿" もう 家へ 歸っ. 

た 方が い X だ。 家に ゃ溫 けえ 飯が あんた を 待つ てる だ。 

貪 俊 いや だ。 俺 は歸ら ない。 おい 作 三郞。 俺 はこれ から 

東京へ 行く から、 汝 はこの 椅子 を 押して 来て くれ。 どう 

し て も あ い つ 等 を 捜し出さ なく つち や：： 

作三郎 馬鹿 云 ふて わえ よ、 中尉 殿。 さあ、 俺の 云 ふ箏を 

聞いて、 家へ 歸 るが 一 资ぃ \ だよ。 

S どうしても 俺 は あいつ 等 を搜し 出さな けり やなら な 

、 0 

作三郎 (間 .5- 置いて) 中尉 殿" あんた の 心 は 俺が よく 知 

つてる だ。 あんな 女 どつ する 氣 だね。 まあ 待つ がい \ た 

よ。 その 內に は、 もっとえ、 女搜 して あげる から。 


1?8 


作 

力； 三 r- 
て ハ近郎 訊 

遠 行 作く  く 


(あた リは段 々暗くな つてく る。 火 さな 半月が 門 称の 

屋根から- 半分ば か.： T 露 はれて ゐ ろ。) 

(一 矗の俾 が^って 來て、 門のと ころに 梶棒 1^ 下る す 

と、 內 からと き 子が 現 はれる。) 

(とさ 子,； -兹 さう に 袖 か^れて、 そ、 くさと 門の なか 

に 入って しえ ふ。) 

. I 靜 かに 幕 H 


S おい、 作 三郞。 俺の この 胸の 内 を 知って くれる の は、 

全く 汝ば かりだな あ。 

作 一 一一郎 中尉 殿。 あんた と 俺と は、 何； 遍 一 緒に 今 死ぬ かと 

思 ふや、 つな 恐.；，' しい 處を 通って 來 たか 分らね えだから ね 

え。 俺 はどう あ つ て も あんた の惡 いやう に はしゃし ねえ。 

(貞 俊ば 默っ て 嗚咽して ゐ ろ。) 

作三郞 さあ- はやく 家へ 歸 るが  一 ^だ。 もうお f 歸っ 

てし まった から、 これからお 屋敷 はまた 靜 かになる。 そ 

の 方が あんた の爲に は藥 だ。 明朝から また この 椅子に 乘 

つて、 お 寺の 池の 處へ 日向ぼっこ をし に 行く ベえ。 

貞俊 うむ、 作三郞 U 歸 らう。 

作三郎 (椅子の 後の 取手 vJ- 押さう として-) あいた x> - 

た。 (額，^ しかめろ) 

貞俊 どうした、 作三郞 U 傷ても した か。 (きづかば しさう 

) 

(間， か いて) いや、 何て もね えだ そろく 冬 

な つ たで 、この 肩の 傷痕が 痛ん てなら ねえ だ。 

三郞 はかう 云って、 特 子，^ 押して E のなかに 入つ 

く。) 

くから 子供の SC の がき こえる。) 

 力なく 力ら 力 へ ろ 

蛙が なくから か へ ろ  
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阿 與敎顯 


正 

茶 寺 


如 如 


入 


光 光 41) 

丸 9： 壽佐 


鈴 木 孫 一 持久 

黑 丸の 光玄 坊 

願證 寺善堯 

蘭 菊 丸 

町人 宿老 三 名 

戮山 法師 三 名 

おさめ 

隻眼の 武士 


さ の ひさきみ 

近 衞前關 白 前久公 


雜贺 門徒の 首領 

北國大 一 揆 落人 

伊勢 一  揆 落人 

本願 寺 小姓 

大阪 庄屋 

敎光院 侍女 

(姓 不詳、 大學 殿- 

ろ) 

勅 使 - 

同 


- 呼ばれ 


庭 田 大納言 重 保 卿 

勸修寺 中納言 唷豐卿 同 

宮内卿 法 印 織 は 方 使者 

佐 久間信 盛 同 

その他、 一門の 坊主 衆、 武士、 侍女 法師た ち、 

, 門徒 一 揆の 農民、 野 武士な ど 大勢。 

時 代  ， 

天 正 八 年間 三月 三日より 同 十 年、 六月 三日まで" 

場 所 

大阪， 石山 本願 寺と、 紀州鷺 の 森 別院。 

序 曲 

天 正 八 年閏、 三月 三日のお。 


ね.^ 開城 記 SS ハ 8 


本願 寺 門跡 

長子、 新 門跡 

次子、 脇 門 跡 

三 子 

(如^^：^公〕 北の方 

下 間 刑 部 卿 法 撟頼廉 上席 家老 

同、 按察使 法 橋 頼 龍 家 老 

せリ しん ほっけ it,*.J,£y* 

同、 少進法 橋 仲 之 奏 者 

願 寺 §3： 悟 連 枝 


河內顯^寺^；；^淳 

常樂 寺超乘 

敎 光寺 證誓 

粟津 源 六季遠 

矢 木 itl: 守 光 直 

平 井越 後 守宗成 

大多和 惣兵衞 元 直 


同 

同、 (御 翁 取 d 

同、 (御 翁 取： 

本願 寺 臣 

同 

宅 利 家の 侍 


, 役) 
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K 光超 光 仲 


大阪 石山 本願 寺の 祖師 堂に 於て、 門跡、 顯如 光佐が、 一 

和議の 大 評定 V5> 開いて ゐろ。 

正面に 祖師の 骨肉の 御 wi^^J- 納めた 大 翁が 內陣の 奥 ふか 一 

く かざられて ゐろ。  一 

顯如 光佐、 願 得 寺. (九十 歳に 餘ろ 老僧) 常 樂寺超 一 

乘、 顯證 寺覺淳 その他 速 杭、 下問 賴嵌、 同、 仲 之の ニー 

家老 vS- はじめ、 平 井越 後、 矢木駿 河、 鈴 木 孫 一な どの 一 

重 E たちが 綺縱 星の やう LL 並んで ゐろ。  一 

仲 之 (一同.^ 见 廻し ズ 席より 進出で) 御 召に よりまして 丄 

一同 罷り出で まして 御座り まする。 (平伏す る) 

光佐 敎如は 如何いた した。 まだ、 見えぬ や うぢ やな。 " 

仲 之 御意に 御座り まする。 新 門樣、 敎行寺 殿、 按察使 法 

機、 粟 律 源 六な どい まだ 參られ ませぬ。  一 

光佐 敎如は 今 { せの 評定に 缺 けて はならぬ。 先刻つ かせし 

大 鐘の 街が えぬ 事 はよ も あるまい。 如何いた したの ぢ 

や。 

仲 之 先刻より お待ちい たして をり まする が， あまり 新 門 

樣の御 出が 隙 どり ます ゆ ゑ， 只今、 召使の 者 を 北の 御所 

へ つか はしました ると ころ、 敎行寺 殿、 按察使 法 橋な ど 

相 詰めて、 密々 何事 か 御 談合 あらせら る、 最中と 申す 事 

て 御座りました。 

(一座 緊張す る。)  一 


光佐 勅使に は 明朝 泰 答の 手 害. ぢゃ。 今宵 はどう あつ て も、 

此 石山 立 退の 議を まとめねば ならぬ。 和議に ついての 大 

阪 町人の 意嚮 を たづぬ るた め、 召 出した る 庄屋た ちの 參 

る も、 もはや、 問 も あるまい。 仲 之。 今一度、 使 を敎如 

の 館に つか はせ。 

之 かしこまりました (退場)  . 

佐 常樂 寺。 

乘 はつ。 

佐 御 籠の 扉 をお 開き 申せ。 

乘 はつ。 (立 上って、 大鑰 て， 正面の 大 かせ" の 扉. 5- 開 

く〕 

(世 骨肉の 御眞 影と 呼！：：； ろ &親！ P 上人の 影像が、 & 

明の 光 火照らされて、 仄かに 現 はれろ。) 

(光佐ば- IS の 前 に み、 合掌 禝拜 すろ。) 

( 一 同 合掌。〕 

光佐 (我 座 LLla- ろ) さて、 昨夜の 評定 を績 ける 前に、 そち 

たちに 1 言 申しき かせる。 それ は餘の ではない。 昨 口、 

禁裡より 勅使と して 近 衞前久 *、 庭 W 、勸修 寺の 三 卿が、 

再び 參ら れ、 此度、 織 田右府 との 和 該とビ こほりな く 相 

濟み 、禁裡に 於 て も 祝 着 至極に 思 召 さる、 との 御設を 賜 

は つ た 次 は 、旣 に そちた ち も 承知 いたして 居る 事ぢ や。 

(ー！1頭，^-低げろ) ついては、 とてもの 事に * この 石山 
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を 立 退かれたならば、 織 田 右府に 於ても 定めし 滿 £ に 思 

はれ、 和議 も末畏 うつ くで あらう との 勅書に そへ て、 

近衞公 より こまごま と 御 話が あ つ た 11 所5^3本願寺が 、 

この 石山 を 立 返く か、 退かぬ かによ つて、 和戰 いづれ と 

もな ろと 云 ふところが、 あの 勅書の 服 目 * ちゃ。 あくまて 

石山 返 轉 に 異議 をと な ふろ 敎 如の 心ば え は、 九 年 前、 初 

めて 織 田 殿と 戰ふ 頃の われらの 心-ちゃ。 浮世の 辛 勞を知 

らぬ 乳く さい 考ぢ や。 敎如 一味の 敎行寺 も賴龍 も， 軍に 

かけて は 豪の者と 云 はれよう が、 心が 練れて 居らぬ" 云 

は 一徹者 ぢゃ。 昨夜の やうに 雙方 意地 を 立て X 論戰ぃ 

たした な ら ば 、 今资も また 小田原評定 に 終らう ぞ。 

00 いかに- a 、門跡 樣 仰せのと ほり、 この 論戰は 何時 まて 

たっても、 まとまる 害 は 御座り ませぬ 0 併しながら， 毛 

利 家よりの 糧道 をた X れし 目下の 窮境で、 無謀の 戰 をつ 

づけ ますれば、 宗門の 滅亡 は E 前で 御. 11 ります る。 成程 

新門樣 仰せの 如く、 この 石山 を 返轉 いたす は • 御開 山 蓮 

如上 人に 對 しても 相濟 まず • かつ は、 當 寺の 最初よりの 

申 分 を 失 ふ 泣理て は 御座ります るが、 兵糧米 も かく の 如 

く 残 少ない 有樣 で 御座り まする 上、 門徒 衆い かに 猛 くと 

も、 九 年に わたる 難戰 にも はや 倦み あぐねて 居ります 

る 0 

光佐 そちの 云 ふと ほり この 上の 合戰 は、 もはや 無益 ぢゃ。 


併しながら、 敎如 一味の 者 ども を かへ りみ ず、 このま X 

和議 を 進む る譯 にも ゆかぬ。 そこで、 昨夜より、 とくと 

考 へた 末、 やう や、 つ 案じいだ した 方略が ある。 それ を そ 

ちた ちに きかす るぞ。 二 同 頭，^ 低げ ろ) 卽ち、 只今 敎 

如が 參 つたならば、 なほ ー應 理解 をと いてみ て、 彼ら 一 

味の 者 どもが、 承服 すれば よし、 さもない 時 は、 敎如を 

勘當 いたす つもり ぢゃ。 

( 一 同 動 描。) 

頼廉 御 勘當と 仰せられます るか。 

光佐 いかにも、 久離 切って 勘當ぢ や。 父と して は、 まこ 

とに 忍び難い 事ながら、 宗門の ために はやむ を 得ぬ。 

覺淳 門跡の 仰せ、 容易なら ぬ 宗門の 一 大 1^ と 心得ます る。 

只今、 法 敵 天下に 充滿 いたし、 當寺を 十重 廿竄に 1^ りか 

こみ 居ります る 際に、 御 父子の 間、 さやう の 事と 相 成り 

ますれば、 折角 門徒 衆 決 の £?； 氣も にぶり • 織 田お 府を 

して 漁夫の利 を 得せし むる 事になる で 御座らう。 此處は 

よくよく 御 分別が 肝要で 御座る ぞ。 

賴雕 顯 證寺樣 8 仰せ 至極と 存じます る。 か、 る 大難の 時 

にあたり まして、 御 父子の 御 K. 和 は 決して 宗門の ため 御 

一 門の ため、 EI 出度い 出来事で は 御座り ませぬ。 恐れな 

がら、 その 錢は今 一 應御熟 慰 遊ばす やう、 ひとへ に 御 願 

いたし まする。 
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光 樂光樂 


平 井越 後 守 顯證寺 樣>  刑 部 殿の 御 思案のと ほり、 何 さま、 

宗門の 一 大事と 心得ます る ゆ- 末席 を も か へりみ ず、 

我々 一 同よりも 御 願いた します る。 (一 同 頭,^ 低げ ろ) 

光佐 我らと て、 それ 程の 事を考 へぬ ではない。 つくづく 

天下の 有 樣を思 ひめ ぐら し 熟慮 を 重ね し 上の 方略 ぢゃ。 

弦淳 新 門は當 流の 嫡々， 殊に 利發の 生れで 御座る。 宗徒 

の大將 たちの 内に も- 門徒 衆の 内に も、 新 門の ために は 

命 も惜む まじと 思 詰 めた 者が 數 知らず 御座る。 こ の 石山 

の 法 戰九年 の 間に ゎづ かに 二度より 敵に 氾けを 取ら ぬ は 

新 門の 軍略よ ろしき を 得た、 めかと、 ？ W りながら、 愚僧 

は 思案いた す。 かの 織 田お 府は なかなかの 曲者で 御座れ 

ば、 たと へ、 門跡 右府の 思惑 ど ほり、 この 石山 を 退轉さ 

る、 とも、 機 をみ て、 如何なる 難題 を 持ち かける や も 知 

れ ませぬ。 いま 新 門 御勘當 あらば、 その 時に いたって 後 

悔臍を かむ とも、 もはや 及ばぬ 沙汰と 相 成ります る。 

光佐 成程. 一理 ある 言葉お や、 その やうな 時が 来よう も 

知れぬ。 その 時 こそ、 この 光佐が 「開山の 御眞 影」 を窣 

じて、 懸命の 戰 をいた すわ。 宗門 一大事と あらば、 日本 

全國の 門徒 衆が、 何事 £ いても 走せ 集まって くれる で 

あらう。 

超乘 祖師 親 聖人 は、 御子 善 ®l を 御勘當 遊ばしました。 

また、 三代 覺如 上人 は、 存覺 と義絕 された と 承 はります 


る。 され ど、 これ は 御 宗門に 異說を 立てられた 爲 11 © 

t> 敎義の 上の 解 II にも とづ いた もので 御座る。 

光佐 待て、 常樂 寺、 なる sr 御 先祖お 二方が、 その子 を 

勘當 遊ばされし は、 そちの 云 ふと ほり * 敎義の 上の si! 說 

を 許し 難く 思 はれた からてあった。 然るに この 光佐 は、 

さやうな 宗門の 義理から • て はなく、 た^、 この 石山 退轉 

を 肯んぜ ぬ が 故に 彼 を勘當 する 11 御身 は それ を 申す の 

であらう。 

さやう で 御座り まする 0 

その 儀なら ば、 無益 ぢ や。 もはや 申すな。 

(色 yj- 作し 無益と 仰せられます るか。 

い か にも 無益 ぢ や。 われら は 宗門 の 義理 にも， 石山 の 

返轉 にも、 一 向、 差異 を 認めぬ。 今日 目前の 大事 は 石山の 

退轉ぢ や。 わが 淨土 眞宗の 敎義が 未だ 固まらぬ 内 は、 義 

理の 上の 爭が 一大事であった。 然るに、 今以 つて、 ひた 

すら 敎義の 爭を绿 しとす る は、 詮 ずると ころ、 古に なづ 

んだ 議論 ぢゃ。 (赏 悟の 方 yJ* 向く) 願 得 寺。 蓮 如上 人の 

御子 息の 内. て生殘 つて 居らる、 は 御身 一人 ぢゃ。 この 儀 

につ いての 御身の 思案 は。 

赏 SiH  (笑 ふ) いや、 格別よ い 思案 も 浮び 申さぬ。 新 門が 

<54 られ て、 談合 さる、 内に は、 何 か 思 付く かも 知れ ませ 

ぬわい。  1 
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光佐 (しみじみと) 常樂寺 0 血 を 分けた 子供の 事ぢゃ 0 わ 

れら とて、 決して、 喜んで 勘當 はいたさぬ わ。 

(超 乘は頭 下げろ。) 

(下 間 少進仲 之が 出て くろ。) 

仲 之 使で は $t の あきかぬ る 事 もと 存じました ゆ ゑ、 某 直 

直に 北の 御所へ S いたし、 新門樣 をお つれ 申し まし 

た 0 

光佐 御苦勞 てあつた" 

(敎 如と 敎行 寺證 誓、 下 n 按察使 法檎賴 龍、 粟 维源六 

が入來 ろ。 敎如 以下の 人々 はま づ 「骨肉の 御影」 ，^ 拜 

して 座に つく。) 

数 如 (光佐の 方. 向いて) 御 評定の 時刻に 蓮れ まして、 申 

譯も 御座り ませぬ。 (ー醴 すろ) 

證誓 我々 1 同よりも、 遲 刻の 段 御 詫 を 申 上げます る。 ( 一 

同 頭 低げ ろ〕 

光佐 勅使の 方々 へ 明朝 まてに 御 返事いた さねば ならぬ ゆ 

ゑ、 今宵 は 是非とも 和戰 何れに か 決せねば ならぬ。 然ら 

ば 早速ながら 評定に 移る といた さう。 (間。 一 同の^.^ ず 

らリ と：：^ 廻し VO さて、 此 度の 爭 はわが 淨土 眞宗の 法^ 

に 取って は、 未曾有の 大難て ある。 卽も、 今资は 合戰の 

中に も S 奇端を 現 はし 玉うた 宗祖 聖人の 御眞 影に も， 御 

同席 を 願って、 惯 霜に 談合いた すため に、 この？ S 肺 堂に 


集まって 貰うた のぢ や。 

(一 同 頭な 低げ ろ。) 

00  (座^^^進めて) 只今， 門跡 樣 仰せの 御 趣意 に從っ 

て、 評定に うつり まする。 昨夜 御 詮議 を 願 ひました る禁 

裡御 勅書の 件て 御座り まする。 皆様 も 御存じの とほり、 

昨夜 は 遂に 論 戰と相 成り、 三更に 及んでも、 石山 轉の 

可否、 何れと も 定まりません て 御座りました。 云 ふまて 

もな く、 これ は當山 草創 以來の 一 大事て 御座り まする。 

なかなか 一 朝 一夕に 定まる ベ さ 事柄て は 御座り ませぬ。 

そこて、 引續ぃ て 今 も 御 詮議 を 願 ふ 次第て 御座ります 

る。 門跡 樣御 演說 のと ほり、 明朝 を 以て 勅答の 手笞 にな 

つて 居ります ゆ ゑ、 何としても、 今 { おは 御 評定 を 終らね 

ばな り ませぬ。 よろしく その 邊の事 をお 含み 願 ひます る。 

證誓 (突如と しズ) 刑 部 卿に たづぬ る議が 御座る。 

賴赚 何事に 御座ります るか。 

證誓 いや、 餘の^^ては御座らぬ。 そもそも此度の石山返 

轉の iKtr 恐 多く も 禁裏に 於 かせられて、 深く. 襟を惱 

まされ、 勅使 を以っ て匆々 和議 を 取 計ら ふやう 仰 出され 

しに 初 まる〕 もとより 一 天 萬乘の 君の 勅に 反き 奉る は、 

お 下と して は 不忠の き はみで 御座る。 さりながら、 事の 

次第 を 深く 慮 かりみ るに、 石山 3! 轉の 難題 は、 法 敵、 絨 

田 右府が ひ そか に禁 に 手 や 11 し て 、 勅畫 を强 Si いたせ 
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しかと 思 はる X 節が 御座る。 いや * われらよ りっか はし 

置きた ろ 間者が 屍って 參 つて、 織 田右府 より 勅書 降下に 

つき、 密かに 伏奏せ し 仔細 を つぶさに 物語り 申した。 織 

田 右府と 不和に おはす 前關白 近衞公 を， 勅使と 共に 下ら 

せし は、 その 謀 を 知られぬ ための 手段 かと 愚考いた す。 

卽ち、 只今、 この 石山 を退轉 すれば、 む ざむ ざ 敵の 術中 

に陷る 道理 —— この 邊の 思案、 訊ね 申す。 

00 成程 敎行寺 殿 仰せのと ほり、 この度の 勅書 は、 或は 

織 田右府 のからく りか も 知れ ませぬ。 されば と 申して 兎 

も かく も徵盧 より 仰せいだ されし 錢に、 もし 異論 を さし 

はさみ 申さば、 遠 勒の罪 を 云 ひた てられ * 右 府の思 ふつ 

ぼに はまり 申す で 御座り ませう。 兎角、 織 田右府 け， 日 

本 一 の 曲者て 御座り まする。 かやう に 幾重に も 張られた 

11 をのが る、 ために は、 餘程 思慮なくて は 叶 ひませ ぬ。 

證誓 (怒 リズ〕 愚 傲に は 思慮な しと 申す か。 (つめ 寄 

3 

頼廉 これ はしたり。 何. て その やうな 事 を 申し ませう。 た 

だ 某 は 右府の 腹の 黑さ を、 心に 思 ふま 、 に 申 上げた だけ 

て 御座り まする。 

敎如 敎行 寺。 ひか へられい。 父上の 御前で 無禮て 御座ら 

光佐 敎行 寺。 やはり 短氣 はやまら ぬと 見 ゆるな。 


誓 (赤面し 乂) 何とも 恐 入ります る。 

如 父上に 申 上げます る。 

佐 何ぢ や。 

如 只今、 敎行 寺が 述べました 當寺 退轉の 儀に つ さまし 

て、 昨夜 御 評定の 果てます ると 共に、 同心の 者 ども、 私 

館に 引上げ、 只今 ま. て * さまざま 思案 を宽 ねました が， 

何 は ともあれ、 この 際， 當 寺の 御 動 座 は. 私 ども 一統 不 

承知で 御座り まする。 また 勅 の 儀に つ ふ、 まして は、 敎 

行 寺の 申 述べます る 通り、 ぉ府の 謀た る 事 は、 もはや 一 

點の疑 ひも 御座り ませぬ。 只今， 刑 部 は 遠 勅の 罪 を 云 立 

て \ 右府が 必ず 攻めて 參る てあらう と. W. しました が. 愤 

り あろ 事な が ら 、 眞赏 の 戮 魔なら ぬ勅設 といたし ますれ 

ば、 敢て、 恐る X 事 も 御座る まいと M 心 はれます る。 當今 

の 帝に 於 かせられ ましても， 本願 寺の 忠節 はよ く 御存知 

かと 思 はれます る。 卽ち、 一 ロー 違 勅の 罪 をう けても、 わ 

が 宗門 を 堅固に かたむる が、 我らの 取る ベ さ途 かと IS り 

ながら 思案いた します る。 

光 住 然らば そちに 問 ふが、 もし， 織 W 右 府が違 勅の 罪 を 

鎮 向に 振りかざして、 大軍を 以て 攻めて 參 つた 時 は 如何 

いたす つもり ぢゃ。 

数 如 その 時 こそ、 某、 門徒 衆 を はげまして、 一 心 K.ii に 

戰 ひます る。 織 田 勢， いかに 猛く とも、 〈マ ハ佛に 凝り かた 
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ま つ た 門徒 衆の 必死の 矛先に は 手 向 ふ 事 は 叶 ひませ ぬ。 

光佐 門徒 衆の 信心に こり 固まりた る 力 は、 もはや 九 年の 

籠城に よって、 よく 分って 居る —— 併し、 長 籠城の 果て 

ぢゃ、 さすがの 勇士た ち も、 疲れ はて、 しまうた のが、 

そちに は 見えぬ かのう。 

敎如 たと へ、 いかに 疲れ はて \ 居り ませう とも、 1 且法 

敵に 立 向へば • 忽ち， 勇氣 日頃に 百倍して， 生死 を 忘る 

るの が、 門徒の 習て 御座り まする。 

光佐 それ 程の 事 は、 弱年者の そちに 習 はいても、 われら、 

よう 知って ゐる。 これ まての 長 籠城に あたら 門徒の 生命 

を 失 はせ た數を どれ 程と 思 ふか、 われら、 それ を 思へば、 

あまり 罪深 さに、 夜 もお ちお ち寢 まれぬ 程ぢ やい 

敎如 これ は 異な 事 を 承 はります る。 今， 海内 は 麻の 如く 

ss^ れ て. 工法 光 を 失 ひ、 下より 上 を^す る 末法 濁世の 有 

樣て 御座り まする。 當琉 は、 御 先祖の 上人 以來、 屢危ふ 

きに 顔して、 或 時 は 寺 領を掠 取られ、 また ある 時 は 危難 

身に 及び、 ifa なく も 門跡の 御身 を 以て、 惡 徒の 兇 の 下 

に 立 も 王うた.^ も 御座り まする。 卽ち、 信心の 門徒た ち 

が當流 宗門 擁護の 爲め， 降魔の 利劍を ふるって、 法 敵に 

立 向った のぢ やと、 幼少の 折より、 父上の 御敎を 受けて 

居ります る。 

光佐 然 らば あらためて 云 ひき かす。 この 本願 寺が 降魔の 


利劍を 取って 立った の は、 兇惡無 殘の法 敵の ために 宗門 

の斷絕 せむ 事 を 恐れた から ぢゃ。 窮地に おちいって * 已 

む を 得ず、 身 を まった うせむ が爲ぢ や。 決して、 無辜の 

門徒 衆の 尊と い 血潮 を、 無益に 流す ためて はない ぞ。 

敎如 いま、 法敵の張本信長の僧むべ .^隱謀にょり、 1^0な 

くも 蓮 如上 人 i 山の この 靈場を はれん とする 大難に 

殉ず る 血潮が 無益て 御座ります るか。 

光佐 父に 向つ て 暴言 を 吐く か。 無禮 であらう ぞ。 

敎如 いや、 決して 暴言て は 御座り ませぬ。 わが 宗門 を 思 

へば こそ. 御 怒り を も かへ りみ ず、 諫め たてまつる 次第 

て 御座る。 

光佐 成程、 この 石山 は 無二の 靈場、 幾 萬の 門徒の 血 を 流 

したる 日本 唯一 の 眞宗の 道場 ぢゃ。 何人も 捨てが たく 思 

ふ 人情に か はり はない。 そ もく われら が 始めて 籠城 い 

たした 時 は、 東 國は武 田信玄 公と 堅く 結び、 加賀の 一 揆， 

長 島の 門徒 も 盛んな 勢て あった。 また、 北陸の 上 杉 輝 虎 

入道、 淺井朝 倉の 大名た ち も われらに 懇志 をつ くして 居 

た。 然るに， かの 機 山 公 は 上洛 途上に 雄志 を 抱いて、 {.il 

しく 倒れ、 淺井朝 倉 は、 はかなく も 織 田に 亡ぼされ、 上 

杉 入道 ％ 遂に 天命に 勝つ こと 能 はず、 病の ために 不 おの 

死 を とげて しまうた。 彼等 は 何れも 信 長の 大敵て あった 

事 は、 そち も 知る とほり ぢゃ。 かくて 勢に の つ た 信 長 
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は、 加賀長 島の 門徒 を 討って、 わが 本願 寺の 枝 を 刈り 幹 一 

を 切つ てし まうた。 今 はも はや 孤立 無援 ぢゃ。 頼み 切った 一 

る 毛 利の 接 軍 も、 かやう に 海路 を斷 たれて は 何としても 一 

来られぬ。 寺 中の 兵糧 も、 もはや 手簿 うなって しまうた 一 

のぢゃ 11 われらが 一 且、 信 長と 和して、 この 靈場を 返 

くの は、 この 上 >  無益の 血 を 流しても、 將來の 見込が 立 

ちかぬ るから ぢゃ。 いやしくも 宗門の 束 を 司る 者 は、 そ 

ちの やうに 血氣に まかせて い たづら に 合戰の 夢ば かりみ 

て 居る 事 は 出来ぬ。 

敎 .§ 只今の 御言 藥、 敎如 心外て 御座り まする。 某と て、 

人命の 尊 さはよ く 承知いた して 居ります る。 徒らに 血氣 

に はやって、 合戰の 夢ば かり 兑ては 居り ませぬ。 宗門の 

ため、 よかれ と 思へば こそ、 あくまて 籠城 を 云 ひ 張る 次 

第で 御座り まする。 

光佐 然 らば そち はこれ 程 理解 を說 いて も 承知 いたさぬ の 

ぢ やな。 

数 如 宗門の ために は、 致 方が 御座り ませぬ。 

光佐 (勃然として〕 默れ、 敎如。 父が 苦心 も 察せず. あく 

まて 我意 を 云 ひ isi る K. 孝 者 奴。 

敎如 諸 如来 も照覽 あれ。 某 は 決して 我意 を 云 ひ 募る 次 

第て は 御座ら ぬ。 偽 多き 信 長に 欺か る を 恐 るれば こそ 

申す ので 御座る。 (敎如 一 眛の者 ども は 自然と 敎如 LL 寄 


一 

一 リ そふ) 

光佐 然 らば そち はあく まて 籠城 をいた せ。 違 勅の 咎をか 

うむって、 亂臣 賊子と 末世まで はる \ たけ ぢゃ。 

覺淳 (見 かれて) 敎如 殿。 御 父子の 間で 何事て 御座る。 靜 

かにお 話な されても 分る では 御座らぬ か。 

光佐 捨てお け、 顯證 寺。 苟 くも 門跡た る わが 心に 反く 奴 

は、 御開 山の 御 同朋と は 申されぬ。 未來 かけて 勘當 いた 

敎如 (立 上ろ〕 何、 御 勘當と 仰せられます るか。 

( 1 座 混 亂。) 

(一方 光佐に 味方す ろ もの は、 光佐，^ 取 園んで 立つ。) 

光佐 (靜 かに 立 上ろ) 不孝 者 奴。 もはや 父ても ない。 子と 

も 思 はぬ。 立ち去れ。 

敎如 (呼吸 fJ- 吞ん で) 致 方が 御座らぬ。 たと へ 御 勘當を 

受けても 信ずる 處は 曲げられ ませぬ。 

證誓 (殺氣 vS- 含んで) 新 門の 仰せ、 理に 於て 缺 くる 處な 

しと 信じ 申す によって. われ 等 一同 何處 まで もお とも 致 

. r。 

货悟 (進み出る。 大昔に) おのれ。 その 言 草け 何事 ぢゃ。 

門跡に 封し 奉って 申し 上ぐ る 言 か。 不所存者 奴、 0O0 

f。 

證誓 たと へ 願 得 寺 殿の 御^りう けても、 こればかり は 曲 
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げられ ませぬ 0 

s そ の 我慢 を捨 ていと 申す のぢ や。 うろた へ 者 奴が 。 

ゎづ かの 事に 眼 色 を か へ て 騷ぎま はろ 見苦し さ を 恥ぢぬ 

か。 (證 誓不求 不承に 口  VJ- つぐむ) 

(小姓 跑菊 丸が 現 はれろ。〕 

m 菊 丸 巾 上げます る。 大阪 町人の 宿老た ちが、 お 召に よ 

つ て參 りました。 

S お、、 丁度、 よい 處ぢ や。 すぐ これへ つれて 參れ。 

丸 かしこまりました。 (退場〕 

S 顯如殿 も、 新 門 もお 閗 なされい。 はからずも よい 思 

案が Si び 申した。 は、  >-、 まづ この 難儀な 時に、 角 目 だ 

つて 父子 爭ひ をせ ずと もの 离ぢ や。 二人ともお 坐りな さ 

れい。 (間。 二人が 坐った の 1^ 見て) そこて その 思 5- 

や。 俺の 思案と 申す は 他で も 御座らぬ。 凡て 法師た る 者 

は、 天下 萬 民の 幸 を 祈る が 第一 で 御座る。 決して わが 身 

の 利 愁を先 にいた して はならぬ。 わけ て も わが 土眞宗 

の 宗門 は、 宗祖 以来、 諸 國の賤 しい 百姓 や 町人た ちの 間 

に 彌陀 の 悲願 を傳 へて 參 つたの ぢ や。 そこで、 當 地返轉 

の議 について は、 俺 は、 まづ、 大阪の 町人た ちの 心 をき 

いて， 然る 後に 何れと も定 むる が、 ー娇ぢ やと 思 ひます 

る。 幸 ひ、 只今、 これへ 大阪の 庄屋 どもが 參ろ 故、 早速 

ながら， きいて 見よう では 御 L 坐らぬ か。 


光佐 成程， これ はよ い 思付ぢ や。 

00 さすが は 願 得寺樣 で 御座る。 天晴の 御名 案 揮り なが 

ら、 刑 部 は 感服 仕りまして 御座り まする。 

覺淳 當時 石山 第一 の學 僧と 云 はる i だけに、 お 年 は 召さ 

れて も、 智惠は 暴らぬ 11 愚僧 は 願 得 寺 殿の 御 思案に 同 

意で 御座る。 

實悟 老 ぼれ の 世迷言 をよう こそ 聞 屈け 下された。 ぉ禮 

ro さて、 顯， el^、 かやう に 事が きまった 上 はも はや、 

お 父子の 問に 隔意 は 毛！^ 御座 ろまい のう。 

光佐 われらに 於て は 勿論 隔意 は 御座らぬ。 

S 敎如殿 とても 同じ 御 心で 御座らう のう。 

敎如 父上の 御 心さへ 解け ますれば、 某に 置きましても 至 

極 大慶て 御座り まする。 

•K 悟 (一同^ 見廻して) 各々 方に も、 お 父子のお 言に つ 

い て 異存 は 御座る ま い と存 ずる。 

( 一 同 頭， 低げ る。) 

(蘭 菊 丸に 導かれて、 大阪 町人の 宿老 三人 入リ來 ろ。) 

竊菊丸 町人の 宿老 を 召 つれまして 御座り まする。 

宿老  一 f 末座に 平伏して) お 召に よりまして、 大阪 島の 

内の 庄屋， 紅 尾 勘 兵衞、 同じく 玉 造の 庄屋、 村 田 庄八、 

同じく 野 田の 庄屋、 伊勢屋 宗堪參 上いた しまして 御座り 

まする。 (宿老 二三 も 平伏す ろ) 
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•K 悟 下問 少進。 

仲 之 はつ。 

货悟 町人 ども は、 もはや、 此 度の 和議に ついて 承知いた 

して 居る. てあらう のう。 

仲 之 はつ、 昨日、 御 評定が 終ります ると、 すぐさま、 仔 

細 を 申し 傳 へさせて 置きました ゆ ゑ、 一同と くと、 相談 

の 上， 伺候いた しました 事と 存じます る。 (宿老た ちに) 

ど ラぢゃ 0 

洁老 一 仰せのと ほり、 下間樣 よりお 達しが 御座りました 

から、 今朝、 町の 主 だち ました 者 どもと、 談合の 上、 參 

りまして 御座り まする 0  (平伏) 

仲 之 然らば 訊ぬ るが、 この度 織 田 右大臣 家と 當 寺との 和 

議 について、 町人 中の 意嚮 はどう ぢゃ。 

宿老 二 村 田屋庄 八より 御 答へ いたし まする。 當 本願 寺樣 

と 右大臣 家との 確執 は、 もはや 九 年に 相 成ります る。 そ 

の 間の！，：： 姓 町人の 難 は、 たビ、 御 推察 を 願 ふば かりて 

御座ります ろ。 御 和睦の 儀が 相 調 ひま すれば、 一 同の 喜、 

これに 越す もの は 御座り ませぬ。 (平伏) 

仲 之 然ら ば當 寺；^ 轉 の 儀 はどう ぢ や- 

-お 1^  其方た-,^、 遠^^はぃらぬ。 包まず 心底 を 申せよ。 

宿老 三 有難い 仰せ、 恐 入りまして 御座り まする。 その 儀 

にっきまして は、 伊勢屋 宗堪 よりお 答へ いたし まする リ 


私 ども 始め 大阪の 百姓 町人 は、 大方 門徒 衆で 御座，.， ます 

る。 したがって、 當 山の 御 返轉を 好む 者 は 一 人 も 御座り 

ませぬ。 併しながら、 只今 村田屋 より 申し上げました 通 

^» 百姓 町人の 難 if の 有樣を つくづく 見ます ると、 私共、 

庄屋 を 相 務めます る 者 ども は 何と ぞ して 泰平の 世の中に 

致し 彼等の 苦 を 救うて やりたい と、 かやう に 思 はずに は 

居られ ませぬ。 身の程 を 知らぬ 奴と 思 召さる.^ か は 存じ 

ませぬ が、 眞 a さやう に考 へます るの. て、 申 上ぐ る 次第 

で 御座り まする。 

.S 然 らば 當 寺の 退轉を 望む のぢ やな。 

宿老 三 (平伏) 上人 漾の 深き 御 憐みを 持ち まし て、 私 ど 

も の 胸中 御 察し を 願 ひ 上げます る U 

赏悟 よろしい。 よく 申した。 もはや 御 W は 相濟ん だぞ。 

三人 はつ。 有難う 存じます る。 (平伏) 

仲 之 其方 ども は 引-取っても よろしい 

(三人 はまた 一 躞 して 蘭 菊 丸に 導かれ S 場す る。) 

光佐 やはり 推 i1 いたした とほり ぢゃ。 

(敎 如が 何 か 云 はう とすろ。) 

資悟 まづ御 聞きな されい。 やう やう- 俺の 思案が 定まり 

申した" 敎如 殿の 云 はる 、とほり. 織 wi;;:^^ は 心の 知れ 

ぬ EfT ちゃ。 一 曰 一 和 を 結んで、 當 寺の 汕斷を 見す まし、 何 

の やう な^をた くらむ かも 知れ ませぬ。 そこで * 當万. て 
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も 何^ はぬ 顔で 和議 を 取 結び 、門跡 はこの 石山 を 去ら る 

るの ぢゃ。 新 門 は 後に 殘っ て、 織 H の 方へ は 引渡しの 支 

度 中と 云 ひ 送り， なるべく 時 を 仲ば す 工面 を さろ 、のぢ 

や。 はは は：： 信 長に、 もし、 たくみが あれば >  必ず そ 

の內に 知れます る。 なければ 甫 叠. 新 門 も 引取らる. -が 

よい。 ど うぢ やな、 敎 如^。 その 邊て折 合 はれた がよく 

は 御座るまい かのう。 

敎如 至極の 御 思案と 存 ずる。 然 らば、 父上 御 退去の 後、 

某 はこの 開山の 御 眞 影のお 伴 をいた して 當 寺に 居 殘り、 

安土 の 樣子 を汕斷 なく 探ら せ て 置く で 御座ら う 。 

.K^ やれ、 やれ、 ようこそお 書き下された。 これで 俺 も 

安心いた した。 はは >- W 

11 幕 —— 

第 一 幕 

第 一 場 

石山 本願 寺 城門の 內。 正面の 大きな 門から 遠く 淀川よ 

リ大阪 の 人家 平野が みえろ。 

右 も 左 も 小 i;S く 築 上げた 城壁の 土手に なリゐ ろ。 その 

上に 矢 八お が もろ。 

「南無 不可思議 光如 來」 と 大書した 紐の. B 旗 や、 幢旙 


の 形の 大旗 など、 城壁：. L 立て つられて ある。 

城門の 樓 上に は 大幅の 額， ^掛け 「ii 足 者往 itl 極樂。 S 

足者隨 I ^無間地獄」 の 十六 字の 大字 vJ- 書い \^ ある。 

陽 iil^i: 月初めの 午後の 事で ある" 1： 徒 兵、 法：！ 武者な 

どが， 大勢 坐つ ズ鐵砲 1^ 掃除した リ、 刀餘. a- 麼 いたり 

L 乂ゐ ろ。 長朗な 日射が その 邊,^ 照らし ズ、 雲 在の 囀 

リがさ ： えろ，' 

法師 武者 一 (鐵砲 掃除の 手 VJ- とめて) やれやれ， 疲れた 

わ。 塞 B。 

法師 武者 二 何ぢ や。 

法師 武者 一 いよいよ 春ぢ やな。 城外から 雲雀の がき こ 

えて 來ろぞ よ。 

法 M 武者 二 かやう に 日 ましに 暖かうな つて、 花が g< さ 雲 

雀が なくと、 嚴 しう 逆茂木 を 打った 城 內にゐ るの はっく 

づく 厭になる のう。 

法 M 武者 一 久 振りに 京 へても 行って、 花見 酒が 飲みた う 

なった わ。 

法 M 武者 三 櫻 ももう 見頃 ぢゃ。 若い 女の 酌で 醉 うて 見た 

いもの， ちゃな。 

法師 武者 二  (鐵 砲ん 搽 除しながら) やれ、 やれ、 この 鐯は 

ど うぢ や。 こすっても/ \- 落 もる 段-て はない わ。 

法師 武者 四 鐯 びる 箬 ぢゃ、 久しう 使 はぬ からのう。 
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法師 武者 二 それに 春先 は濕氣 が强ぃ 故、 錯が來 やすいの 

ぢゃ。 

法師 武者 一 鐵砲 掃除 ももう 倦 々した の う。 (少し 離れて 

給，^ 磨いて ゐろ 門徒  一，^ 見て) これこれ， 雞賀の 作右衞 

門 殿。 お 身の 鎗 はどう ぢゃ。 まるて 赤鰯 ぢゃ、 鐵の膚 は 

少しも 見えぬ て は 御座らぬ か。 

門徒 一 去年の 暮に花 隈の戰 に 騎馬 武者 を 突 落した ま x、i 

一 度 も 磨かぬ ため， て 御座る。 ほ體 人の 脂 は 鐵には 大毒ぢ 

や 0 

門徒 二 作右衞 門。 よう 磨いて 置かぬ と. また 組頭に やか 

ましう 云 はる 、ぞ。 

e: 徒 一 いや、 大事ない。 いよいよ 和議と きまれば、 武器 

の 類 は 悉皆 織 田 殿へ 差 出さねば ならぬ。 切味 はどう あら 

うと、 た 點數 がそろう て さへ 居れば よろしい と 組頭 は 

云うて 居られた わ。 

門徒 三 してみ ると， 今度の 和議 は 本物 かな。 

門徒 一 先日 勃 使の 見えた とさに、 上人 樣は 起請文と 一 緒 

に 和議の 受書 をお 出しな された と 云 ふ話ぢ や。 (法師 武 

者：. i 向って) さう で 御座った のう。 御坊、 

法師 武者 一 さ うぢ や。 下 間 三 家の人々 が 血判した 起請文 

ぢゃ。 

門徒 三 今度 こそ * さすが、 新門樣 も、 我慢の 角 を 見事 折 


られ ておし まひな された と 見 ゆるな。 

法師 武者 二 新門樣 いかに 軍 好に わたら せらる、 とて、 こ 

の 上 籠城 は 云 張られまい。 昨日 焰硝藏 へ 行って みて、 愚 

© は 心細う 思うた。 玉藥の 箱が、 もういく つも 御座らぬ。 

(この 群から 離れて、 無言の ま V、 一  心-」 鏜の胴 つ 

くらうて ゐた 三人の 法：！ は 餌 上げて、 憎々 しげに、、 

の 群,^ 見つめろ。 叙 山からの がれて きた 法師た ちで あ 

ろ。 服裝が 他の 者とば S 幼って ゐ る。〕 

門徒 二  (それに 氣 付かぬ 樣 子で) 玉藥 だけで は 御座らぬ。 

何にも かも 手薄 ぢゃ。 これ は聲 高に は 云 はれぬ が 俺の 從 

兄が 兵糧 方に 入って 居る のて きいた のぢ や。 米も麥 もも 

ぅ殘 少ない 有樣ぢ やとのう。 

門徒 三 何ぼ戰 がない とて、 近頃の やうに 飯米 を 減らされ 

て は 叶 はぬ わ。 

法^ 武者 一 毛 利の 手から、 二 萬 石の 兵糧 を 入れてから、 

もう 四 年に もなら う。 その上、 この わたりの 田 は、 何時 

も拔 目な く 織 田 方て 刈つ てし まふの ぢゃ。 今まで ひの 

ばした が 不思議な 位ぢ や" 

法^ 武者 四 二度目の 毛 利の 兵糧 船が、 船戰に 勝って 入つ 

て 居れば • まだ 緩く 害て あ つたの に —— 殘念ぢ やの う。 

法師 武者 三 兵糧の 話 をしたら 腹が 空つ てきた。 (欠伸.^ 

すろ) 


記 城 開山 石 


141 


門徒 一 何せ 此 は 敵 も 味方 もた 砦 を 固めて ゐる だけ 

で. 合戰 どころ か、 小 ぜり合 もせぬ から、 分捕 物が 大不 

景氣ぢ や、 これに は 全く 氣が 滅入る わ。 

法師 武者 二 昨年の 春 はよ い 春て あつたのう。 例の 荒木 村 

重が 織 田に 叛 いたのて、 よい 機ぢ やとば かり、 刑 部 殿の 

手に つ いて、 天下 茶屋の 砦 を 夜 討した のぢ や。 愚僧の こ 

の 太刀 は その 機の 分捕 ぢゃ。 

門徒 一 (太刀 fj- 羡 ましげ-, i みる) これ は大將 分の 佩く 太 

刀ぢ や。 

法師 武者 二 いや、 太刀ば かりで ない。 不意 を 打 たれて 敵 

が總 崩れに なった 後 ぢゃ。 gl? の內に は、 ある わ 。ある わ。 

刀劍， 物の 具の 類 は 勿論 >  酒 撙が十 もずら りと 並んで ゐ 

る —— 得たり かしこし ぢゃ。 鏡 をね いて 我勝ちに 飲った 

To 

門徒 一 われら は 丁度 運惡 く、 あの 頃 は、 福 島の 出城の 守 

備に 行って 居った わ。 御身 は 仕 合せ 者ぢ やのう。 

法^ 武者 三 愚僧 は あの 襖に は 飛 龍と 言 ふ銘を 黄金て 象眼 

した 種ケ 島の 短筒 を 分捕つ て參 つた。 

門徒 一 それ はまた、 いかい 儲 ぢゃ。 して、 その 短筒 は ど 

うなされた。 

法師 武者 三 それが のう。 我々 雜 兵の 持つ 物て ない と 言 ふ 

のて * 加 賀の黑 丸の 光玄 坊に 取上げられ たの ぢゃ。 


法師 武者 四 これ、 偽 を 言 ふまい。 光玄 坊は 北國大 一 摸の 

大 將株ぢ や。 今. てこ そ、 落人と なって、 この 城に 來てゐ 

らる、 が、 御身の 分捕 物 をた で联 上る やうな 人で はな 

いわ。 

法師 武者 三 (躍氣 となろ) いや、 本統ぢ や、 愚 傲 決して 

偽 は 甲さぬ。 

法師 武者 二  (笑 ふ 〕 頭 石坊。 御身 は、 もう 忘れた の ぢ や 

な 0 

法師 武者 三 何 を 愚僧が 忘れた と 言 はる X。 

法師 武者 二 あの 短筒 を 御身 は 光玄 坊に 砂金 一 兩て寶 り わ 

たした て はない か。 (法師 武者 三が 何 か 言に うとす る の 

^押へ て) その 晚、 御身 は^ 事に 負けて、 折角の 一 兩を 

はたいて しまうた の ぢゃ。 は 、は、、。 (皆 笑 ふ〕 

法 M 武者 三 (立 上ろ。. g 相，.^ かへ て) おのれ はこの 頭 石 

に 耻厚を あた ふるの ぢ やな。 

法師 武者 一 一 何. 耻辱ぢ や。 は、、、 、片腹痛い 言草ぢ や。 

法師 武者 三 伊勢の 長 島で 願 證寺塔 中の 悪僧と 唄 はれた 愚 

僭の 手 並 をみたい のぢ やな。 (打ち か、 る) 

法師 武者 二 え、、 その 高慢の 鼻 を 打ち 折って くれう ぞ。 

(格闘) 

(^は 面白がって みて る。 矢 食から、 長 島 頭證寺 同宿 

善 堯が降 リズく る。) 
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善堯 (大昔に〕 また 喧曄 いたす。 喧嘩 口論 は 堅く 禁制と 

大將 より 御 布令が あつたに も か、 はらず、 そちた ちは此 

頃、 よると さはる と、 すぐ 喧嘩 ぢゃ、 さほど、 喧嘩が し 

たくば、 愚僧に 向って 來 るが よい、 誰彼の 容赦 はない。 

つかみ ひしいで くれる ぞ。 (兩 人の 法師に この 言葉の 間 

LL 格鬪 yJ- やめる〕 

法師 武者 三 (間，^ 置いて) いや， 御 布令に 反く つもり は 

御 iij ら ぬが、 さ、 捨て 難き 雜言を 吐きます ゆ ゑ：： 

& 0 え、、 默ら ぬか、 自體四 五日 來， 軍兵 どもの 風儀が 

眼に 見えて 亂 れて參 つた 11 まだ、 和議 は， しかと 定ま 

つた 次第で もない のに、 すぐ 氣が ゆるむ やうで は、 末代 

ま. ての 笑 はれ 者ぢ や。 以後、 かやうな ことが 眼に ついた 

ら、 すぐさま、 斬って 捨てる —— さっと 申し わたした ぞ。 

or 一  同，^ ねめ 廻して) 武器の 掃除 は、 もう 仕上げた か。 

法師 武者 一 仕上げまして 御 ります る。 

善堯 仕上げた 上 は 何故 早く 矢 倉へ 納めぬ。 

法^ 武者 一 はつ。 (一同 は 立 上って * 武器，^ 運び かけろ。 

た J-、 鎧の 胴， つく， C つて ゐろ者 ど.. -だけ 残る) 

善堯 武器 を 納めて しまったら、 すぐ、 組 師 堂の 前に 集ま 

れ。 (立 去ろ) 

門徒 二 また、 _組 肺 堂の 掃除 ぢゃ。 (餘 數本 かついで、 矢 

倉 へ 行く〕 


門徒 三 善堯 奴と きたら、 一 時 も 樂をさ せ ぬ。 (太刀.^ 取 

集め ろ) 

法師 武者 一 長 島で も あやつの 組 下 は 泣かせられた ゎリ 

(鐵砲 擔 いで 矢 會へ 入る) 

法師 武者 二 まだ 和議 はしかと 定まった 事で もない と 言 ひ 

くさる 11 新 門黨の 奴ら は、 殺生が 道樂ぢ や。 

(かう 云 ひながら 一同 武器，^ 矢 倉へ 納め、 退場。) 

(鎧の 胴，^ つくろって ゐた 法師た ち は、 凝 乎つ と 彼等 

の 後 姿 見送ろ。) 

法師 一 ど うぢ や。 良潭- 本 門び いさの 奴ら は、 臆病者の 

揃ひぢ や。 和議の 聲を きいて、 犬の やうに 尾 を 振って 喜 

ぷ有樣 は 見苦しい のう。 

法師 二 脫 柵して 女 遊び はする 。^事 はする。 その 隙に 

は、 喧嘩 沙汰 ぢゃ。 軍律 も 何もあった もので はない。 

法師 一 折角 張りつ めて ゐた 心が 弛んだ のぢ や。 あれで は、 

まるで 烏 合の 百姓 一 投ぢ や。 われらが 見捨て、 きた 教山 

の 腹 落 も ひどかった が. 此處 とても 此 頃て は あまり 變り 

はない のう。 

法師 三 何故 門徒が 開山の 御真影 を 守って、 この 石山に 籠 

城いた した か、 それすら、 もはや 忘れ はて、、 たに 現在 

の 安樂 を 願ふ淺 間し い 奴等 ぢゃ。 

法師 一 さ うぢ や。 慈悲 忍 辱の 宗門 すら、 兵 杖 を 以て 守護 
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せねば ならぬ。 これ は大 いなる 矛盾に 違 ひない。 慘 まし 

い 矛 ほ ぢゃ。 

法師 三 併し、 その 矛盾の 内に、 われら は 如来の 御 心を感 

ずる —— 所設、 新 門 殿の 御 思 召 ど ほり、 あくまで 法 敵と 

戰ふ のが 本 ST ちゃり 

法師-一 われら もさう 思 ふ。 この 矛盾の 内から * 何者か を 

生み だすの が、 人間の 務め ぢゃ。 

法師 三 たと へ 改宗 はしても， 戮山を 信 長に 討 たれた 時の 

あの 恨 は 忘れられぬ。 (立 上ろ。 城 e: の 額.^ 仰ぐ い 足 を 進 

むる は 極樂に 往生し、 足 を 退く る 者 は 無間地獄に 墮落 

せん ぢ や。 —— この 言に よって 血 を 流した の數 は- 計 

り 知る ことが 出來 ぬ。 

法師 二 や、 城門の 外から、 下問 刑 部 殿が， 歸 つて 来らる 

る 0 

法師 一 いや、 下 間 殿ば かりて はない わ。 鈴 木 孫 一、 矢 木 

駿河 守の 姿も兑 ゆる。 

法師 三 ー赉 後から 来る のが 平 井越 後の や うぢ や。 何れも 

本 門び いさの 御歷々 ぢゃ。 

法師 一 本 門黨の 人々 と は、 面 を 見合 せても 蟲 唾が 走る— 

I もはや 錯の修 もやめ ぢゃ。 (Is v^- 俊いで 矢 倉へ 退場 ：} 

(他の 二人，， 退場。) 

(やがて、 下問 刑 部 卿 法^ 賴雕， 鈴 木 孫 一 、矢 木驟 河、 


平 井越 後の 四 人が、 城門で 下馬して 入って くろ。) 

賴廉 久 振て よい 遠乘 をいた した。 (馬丁に 向って) 馬 は 

もう 要らぬ。 休ませい。 (馬丁 は 四 Ig の 馬 曳 い. KSS 場) 

さて、 各々 方， 門跡 樣御 返轉の 支度 もこれ であら かた 備 

うた 次第 ぢゃ。 御 出門 は 九日 昧爽 と內定 いたして 居る。 

さやう 心 られ い。 

平 井越 後 承知 仕る。 然 らば、 この 挑 口の 御門より 御發 足 

に 御座るな。 

頼 藤 如何にも 11 そこて. 御路筋 は、 この 御門より 只今 

檢 分いた せし 路を 住吉、 堺に お取りな されて. 貝塚の 願 

. お 寺に 御 一泊」 翌ロ 驚の 森へ 御 到着の 顧 序て 御座ろ。 

鈴 木 孫 一 路 次の 警護 • 御 行列の 順序 はいか やうに 相 成り 

まする。 

賴簾 そ こぢや。 今朝 未明に-かの 間者の 大學が 京よ" 戾 

つて 參 つて， 織 田 殿. この度の 御路 筋に て、 内々 門跡 樣 

を 失 ひ _ ^り、 長へ にわが 宗門 を滅 さんとの 御た くらみ あ 

りと 中す。 時節柄、 決して 油斷 はなり 申さぬ。 

矢 木 i 俨河 いかさま、 右大臣 殿の 事 ゆ ゑ. さやう のた くら 

み もない と は 云 はれませ ぬ。 兎角 要 心いた さねば なり ま 

00 そこで， 常 樂寺樣 、下 間 少進法 橋な ど、、 昨夜 額 を あ 

つめて 考慮 を 雷： ねし 上 * 大體 かやう に 決定 致した 。ま づ、 
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紀 州に 入れば、 根 來雜賀 の 門徒 衆が 御 出迎ひ 致す 手 害 ゆ 

ゑ、 心配 は 御座らぬ。 また、 住 吉の逾 まて は堺 町の 御門 

徒が is いたす で 御座ら う 。 卽ち 御宿 に 當 る 貝塚 岸 和 田 

あたりが 一 番 心配て 御座る。 そこて 當地御 發足を 未明の 

頃と 相 定めた のぢ や。 さやう いたせば 遲く とも- 日の 蔭 

らぬ內 に 願 泉 寺に 御着になる て 御座らう。 

平 井越 後 成程、 して、 御行 列の 順序 は。 

賴赚 まづ， 先發は あの あたりの 地理 をよ く 心得た 者で な 

くて はならぬ。 根來の 小密茶 坊に賴 まう と存 ずる。 その 

次が 某、 つ いて 門跡 樣御籠 側 は 下 間 三位と 七 里 三 河 等 

に 堅めて K ふの ぢゃ。 下って、 少進仲 之， 願 得 寺 殿、 そ 

の 他 御堂、 衆 御 一門の 坊主 衆 * 殿軍 を 矢 木 殿、 平 井 殿に 

鈴 木 孫 一 某 は 御行 列に 洩れます るの て 御座る か。 

親廉 いや、 贵 殿に は 大役が 御座る。 是非 御 願いた さねば 

ならぬ のぢ や。 

鈴 木 孫 一 いかなる 御 役で 御座る か。 

00 まこと は 今夕、 §5 樂寺 殿お 一人 御先 發 として 紀 州へ 

お下りで 御座る。 御苦勞 ながら. 贵 殿に は、 その 御 Is 

を 御 承引 願 はねば ならぬ。 

鈴 木 孫 一 (不平の 餌 色) 某 は 常 樂寺殿 を：： 

00 成程、 御 不審 も 御座らう が、 これに は 深い 仔細が 御 


座る。 常樂寺 御先 發の列 中に、 北の方 腰元 衆お さめ 殿が 

まゐ るの ぢ や。 そのお さめ 殿の 守護が どうしても 餘 人に 

は 任されぬ。 

鈴 木 孫 一 これ はまた 不思議な お 言葉 を 承 はる。 何故 某で 

なうて はなり ませぬ か。 

親 簾 孫 一 殿。 この 儀 是非とも 御 承知 下されい。 本 門黨ー 

同に なり か はり、 某， 折 入って 御 願 ひいた す。 その 仔細 

は 別儀で 御座らぬ。 (四方 1^ 見廻し) まこと は、 腰元、 お 

さめ 殿の か はりに、 かの 「開山の 御眞 影」 を 女 與に乘 せ 

參ら せ、 ひそかに 紀 州へ お伴いた すので 御座る。 0^«驚 

く〕 いや、 これ はま だ 門跡 樣 にも 御 承知な き 秘中の秘て 

御座る ぞ。 

鈴 木 孫 一 驚き入つ たる 仰せ を 承る。 かの 「御眞 影」 は 先 

夜の 大 評定の 折、 新 門樣仰 出されて、 當 石山 表に 御殘り 

と 定まり 居りし やうに 存じ 申す。 

賴廉 あれが 某 一期の 失策て 御座る。 まこと は 新 門 樣如才 

なく 仰 出さろ k 前に * 某より 「御眞 影」 の 儀 は 是非とも 

門跡 樣ぉ伴 遊ば されて- 紀 州へ 御 移り あ ろ や う 申 上 ぐ ベ 

きで 御座った。 かの 「御眞 影」 は なく も 宗祖 親 紫 上人 

の 御荼毗 の 灰 を 漆に まぜて 塗り 奉りし W 宗 根本 の 御眞影 

で 御座る" これな くば、 石山 九 年の 籠城 も、 あるひ は覺 

束なかった かもしれ ぬ。 また 合戰の 間に も、 さまざまの 
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奇瑞 を 現 はされ たる 事 は、 各々 方 もよ く 御 承知て 御座ら 

う。 卽ち、 もし、 これが 新門樣 御手に 移らば 門跡 樣はぁ 

れ ども 無 ふっか 如く、 眞宗の 法燈は ひと へ に 新門樣 御手に 

輝く  js^ となり. S. さう 0 いかに、 各々 方。 それで 御 得心が 

參 るかな。 

平 井越 後 中す まで も 御座らぬ、 某 は大不 得心て 御座る。 

矢 木驟河 成程， 只今 承って、 驚き入る。 危 ふい 事て 御座 

つたのう。 

鈴 木 孫 一 某 も あの 折， 新門樣 が， 最後に 誰も 氣 付かぬ や 

うに 「御眞 影」 の 事 を 仰せられ たの を. いぶかしう 存じ 

て は 居り ましたが、 さほどの 謀と は 心 付き も 致さず、 た 

だ^き 流して 居りました が：： 

00 つまり 新 門 樣にー パイ 喰 はされ たの ぢゃ 。はは：： 

そこで、 北の 御 方と 示し合せて、 今朝 門跡 樣 お勤めの 後、 

常樂寺 殿が ひそかに 御 眞影を 抱 出し まゐら せ、 只今 は 北 

の 御 方 の 御 居間 に 安置して あるの ぢゃ、 貴殿 に 御 願 ひい 

たす の は、 そのため ぢゃ 0 

鈴 木 孫 一 (喜色.^ 浮べ て) 成程。 これ は 大役で 御座る。 

00 然 らば 御 承知 下さる か。 

鈴 木 孫 一 1^ 知 仕る 段て は 御座らぬ。 が 併し、 門跡 樣御承 

知な くと も、 後て 御 叱り は 御座る まいな。 

00 その は 御氣づ かひに は 及ばぬ。 旣に 北の 御 方 も 御 


承知で 御座れば、 後々 の 事 は 某が 取 計らう で 御座らう。 

平 井越 後 北の 御 方が、 あの やうに 新 門樣を 憎ませら る、 

は 何とも 合點が 行き ませぬ。 

00 それに は 深い 仔細が 御座る 11 この度の 御 父子の 御 

不和 も、 源 は 北の 御方ぢ や。 お、、 あれに 新 門 樣御出 ま 

しお や" 我々 が 寄 合うて ゐる處 を 見付けられて は， 面白 

、つ 御座らぬ。 參 ると いたさう。 

(四 人 退. 場。) 

(敎 如きら び やかに 鏜 うて、 證誓、 賴龍、 粟 律 源 六、 

黑 丸の 光玄 坊、 善堯、 その他の 武士、 法師 fJ- 引つ れズ 

出て 來 る。) 

敎如 源 六。 

粟 ti: 源 六 はつ。 

&如 これて 矢 倉、 矢 倉 を 廻った 譯ぢ やな。 

粟 律 源 六 さやう で 御座り まする。 この 稱 口の 御門が 最後 

て 御座り まする。 

敎如 此處は 善堯、 たしか その 方の 持 場て あつたな。 

善 1!M さやう-て 御座り まする。 長屋の 一 挨の者 どもと、 叙 

山の 殘黨が 守備いた して 居ります る。 

敎如 士卒の 樣子は 何 うぢ や C 

やはり 和議 を喜ぷ 本門樣 びいき と、 新 門樣思 召に 從 

ふ 者と 一 一派に 分れて 居ります る。 
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敎如 志氣 はどう ぢ やな。 

00 和議の 嘩が きこえて 參 りまして 以来、 殘 念ながら、 

志氣は 弛んで 居ります る。 

敎如 ふむ。 誰の 持 場 も 同じ や うぢ や。 して、 士卒 は殘ら 

ず 此處に 居る か。 

善堯 廿人 程、 祖師 堂の 廣 場の 掃除に 行って 居ります る。 

それから 木 律の 砦に 交代に 參 りました のて、 只今 は 三十 

人程殘 つて 居ります る。 

敎如 その 者 を これへ 呼 出せ。 

$ かしこまりました。 (矢 倉へ 上ろ) 

敎如 (證 誓，^ か ヘリみ て) 諸處の 砦と 城内の 士卒 を あは 

せて、 われらに 忠節の 者が まづ 八千ぢ やな。 

證誓 いや、 ー莴は 間違 ひなく 當 寺へ 殘 るて 御座り ませ 

、つ。 毛 利 家より つか はされ ました 者 ども も  一 いたし ま 

する 害で 御座り まする。 

如 あれが 二 千 は 居らう。 なるべく 内輪に 見つ もらねば 

ならぬ からな 0 

(善堯が先に立って士卒，^っれて出てくろ。) 

00 一同 召し つれて 御座り まする。 

それへ 並ばせい。 

$^ はつ。 (士卒に 向つ て) 一同 それへ 出い。 新 門樣直 

直の 仰せが ある ぞ。 


(士卒ば そこへ 並ぶ。 一同 頭，. 低げ ろけ) 

敎如 (進出て〕 さて、 近頃 はとん と合戰 がない のて、 そち 

たちに も 久しう 合 はぬ。 さりながら、 何時も か はらず、 

當琉 宗門 のために 粉骨碎 身す る そちた ちの 志 は、 新 門、 

心の中で 有難- 「思うて 居る。 祖師 聖人 樣も 定めし 極樂淨 

土て、 そちた ちの 出稱を うれしう 御 覽ぜら る 、 てあら 

50  ( 一  同 合 (110 そこて、 今日、 こ の 新 門が 矢 倉々 々 の 

持 場 を ま は つて そちた ちに 言 を か はす 仔細 は 他て はな 

い。 溥々 はも はや 承知の 事と 存 ずるが、 此度、 法 敵- 織 

田 信 長が、 この 石山 を 攻め あぐんで、 卑怯に も、 當 今の 

帝の 袞龍 の 御 袖に すがり、 和議 を 申入れ て參 つたの ぢ や。 

御 父 門跡に 於 かせられて は、 ひとへ に 違 勅の 罪 を 恐れ 

て、 この 石山 を 轉 遊ばさる、 御 決心て ある。 然るに、 

この 新 門 は 何として も 信 長 の 心 を 信ず る 事が 出来ぬ。 ま 

た、 蓮 如上 人 以来の 霊場た る當 石山の 城 を、 空しく 法 敵 

の躁躪 に まかす る は、 前後 九 年の 大法 難に 血 を 流した る 

門徒 衆の 屍に 向っても 相濟 まぬ 錢ぢ や。 (士卒の 間に 感 

激の聲 がさ、 - える) 卽ち この 敎如 は、 深く 慮 かろ 處 あつ 

て、 この 石山 を；^ かぬ 決心の 臍 を かためた〕 たと へ 信 

大兵 を以っ て 攻めて 參る とも、 我に 如来の 加護 あれば、 

決して 恐る、 に は 足らぬ。 はて は敎如 一人に なって、 空 

しく 骨 を 城門に さらす とも、 宗門の 爲に はさら に 厭 ふ 所 


記 城 p ポ山ォ i 


147 


て はない。 然るに 幸に も 門徒 山 めに 度々 奇 端 を 現 はし 

f た眞ぉ 根本の ii 山の 御 R 影が 、 われら と共に この 石 

山に 御殘 りになる 事に なった。 お 難い 事て はない か。 (一 

同^ 名) 然しながら そちた. 門徒 衆 も、 もはや 九 年の 惡 

戰に 疲れ はて、 居る。 或は 家 里に 歸 りたい と 思 ふ 者が あ 

ろか も 知れぬ。 それ も 無理て はない。 もし、 さやう の 心 

があるなら ば、 慮 はいらぬ。 早速 申出 づ るが よい。 す 

ぐ さま ST とほり にいた しっか はす。 ( 一 同，^ 見廻す 。門徒 

たちの 額に は、 複雜な 表 が 現 はれろ) また、 あくまて 

敎 如と 生死 を 共に し、 御 眞影を 守護して 法 敵と 戰は うと 

思 ふ 者 あらば、 た ちに 中 出で い。 未来 かけて 我らの 友 

ぢゃ。 

(鎧の 胴.^ つくろうて ゐた 三人の 叙 山 法師が 列 中から 

驅 出ろ。) 

法師 一 御 願て 御座ります ろ。 何時 まても 新 門 樣の御 側に 

-ぁ つ て 、 開山 の 御眞 影に 仕へ たう 御座り まする。 

法 il 二 生-:^ を かけて 御 願 ひいた します る。 

法： は 三 どうぞ、 御 聞 屈け を 願 ひます る。 

： 三人 平伏。) 

(士卒の 列 中に 動搖が 起ころ。) 

敎如 三人の 法師、 顔 を 上げえ。 そちた ちの 願、 敎如 な 

、つ BS ぅぞ 0 


三人 (感激) 有難う 存じます る。 

敎如 (法 ：！  一  ， ^凝 乎と 兑て) お X そ.，； は 先年， 福 島 

の戰の 折、 わが 馬 11 り をつ とめて 5. 斐々 々しう 働いた 法 

師ぢ やな。 (法 M 二-., 0 そ ももよう 見覺 えて 居る。 (法 M 

1  一一 Li) そち は あ の 機 我らの 馬の 腹帶 をし めな ほして くれ 

たのう。 

三人 o^t^ 流して) 新門樣 がわれ く をよう 見覺 ぇぢゃ 

生きて この 城 は 出られ ぬ わ。 (士卒の 列 中に 高い 感動の 

聲が 起ころ) 

一同 御 願て 御座り まする。 何時 まても 御 傍に S いて 下さ 

り ませ 0  (くり 返しく リ 返し 叫ぶ。 列が 亂れて 熱 した 

士卒 は、 次第に 敎 如の 身に； F」 ろ やうに 寄乜ズ くろ) 

第二 場 

本願 寺 典 殿の 北の方の 2wil、 同じ：：： の 夜， 部屋の 內， 

お 手にば 几帳が f はかれて もろ。 正面. ^の 問、 違棚、 

夠爛， さに めた 花鳥 極彩色の 襖に て 仕切ろ • 廣ぃ緣 に 

は 勾 欄が つ いて ゐろ。 すべて 寺院 染と寢 リ との 

合した 樣式 であろ U 前 は 美しい 庭阈、 今 yj- 盛りの 櫻 

が、 軒 近く 咲^れて ゐ ろ。 

短粲の 灯，^ 前にして、 妖艷な 門 跡の 北の方が， 「骨肉の 

御影 像」 の 御襟卷 して ゐろ。 腰元のお さめが 出て 
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くろ a 

おさめ 北の方 樣に申 上げます る。 

北の方 何ぢ や。 

おさめ 只今、 常 樂寺樣 が 刑 部 樣と御 一緒に 内々 お 眼 もじ 

致したい と 仰せられて、 あれに お待ちで 御座ります。 

北の方 お、、 お 早い お出 ぢゃ。 此れへ 御 案内し や。 

おさめ かしこま りました。 場) 

(北の方ば 亂れ箱 に蠱 ん であった n のさめ ろ やうな 打 

掛， ^取り出して、 御影 像に *S せろ。) 

おさ》 -i  、常樂 寺に 下^ 節赚. „ ^案內 してく ろ) 常 樂寺樣 刑 

部樣御 越て 御 班り ます。 (退場) 

超乘 (旅装 * で〕 いよく 發 足の 刻限が 參 つた。 お 暇 乞 

かたぐ 先刻、 御 打合せい たせし とほり 「御眞 影」 を 頂 

戴に 參 つて 御座る。 

北の方 先刻より 御 待 申して 居りました。 超乘 さま。 勿 鱧 

ない 事ながら かやう に 致して 置き ますれば、 何人も 氣付 

き は 致します ま い 0 

超乘 成 程* これなら ば、 堺 口の 御門で も 怪しむ 氣づ かひ 

は 御座らぬ。 

賴廉 女 儀の 御 智慧 はさす がに こまかく 行渡り まする。 

超乘 先刻、 新 門 殿に 御 暇 乞の ため、 北の 御所に 參 りし 

に、 今 は 士卒の 風 i 分の ため、 新 門 殿、 御身 を やつ 


されて、 城 內を御 巡り ある 由に 御座る。 咎 めら れて 

は、 一期の 大事 ぢゃ。 

北の方 新 門が 城內を 廻られます るか。 

賴廉 北の 御所て は、 もつ ばら， その 御 仕度 中て 御座り ま 

する。 

北の方 刑 部。 まだ、 新 門 は 何事 も 存じて は 居らぬ ので あ 

らうな 0 

00 いや 御氣づ かひ あらせられ まするな。 斷 じて 御 承知 

では 御座り ませぬ。 

北の方 心の 鋭 どい 新 門の 審ゅ ゑ， 少し-て も 怪しう 思 はれ 

たら、 事の 破れに なり ませう ぞ。 

超乘 今朝， 愚 僭 と 刑 部と 二人して、 ひそかに ffl 肺 堂より 

「御眞 影」 を联 出し 參ら せし を 見た 者 は、 誰 一 入御 座ら 

ぬ 0 

北の方 なほ、 この 上と も 用心が 肝耍 かと 思 はれます る。 

門跡 さまに 御 暇 乞 はなされました か。 

赵乘 只今 これへ 參る 前に 御 服 ど ほりいた して 御座る。 

北の方 開山の 「御眞 影」 について， 何 かお 話が 御座り ま 

した か 0 

超乘 た、. -、 愚 傲 は それとなく、 宗門の 魂た る 「御眞 影」 

を まだ 本 門跡 もつ がせられ ぬ 新 門 殿に お渡し ある は、 將 

來の ため 面白う 御座る まいと、 かやう に 申しました。 
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00 門跡 樣も御 心中て は 深く 御 後悔の 御樣 子と 拜し 參ら 

せまして 御座り まする。 

超乘 いや， 愚 la は 御 父子 S 情愛に 兎角お なづ みなさる > - 

御樣 子と 御 見受け 申した。 

北の方 何と 御意 遊ばされ たの ぢゃ。 

00 勘當 いたさせし 者なら ば、 とも 角、 願 得 寺の あっか 

ひに よって、 折角 折 合うた 上 は、 旣に新 門跡 を ゆるした 

敎如ぢ や。 「御眞 影」 をゅづ X て も 大事 あるまい との 御 

意て 御座りました。 

北の方 それならば、 安心 ぢゃ。 刑 部の 推察し やる とほり 

ぢゃ。 

超乘 愚 僭 は あの 仰せ は、 眞實の 御 心底より 出て しものと 

思案いた す。 

北の方 なるほど、 新 門 をい としう 思 召す 御 心 は 、人一倍 

深く わたらせら る \ が、 この度の 儀 は、 ひそかに 口惜し 

う 思 召して おいで ぢゃ。 

超乘 その 仔細が 承 はりた う 御座る。 

北の方 かりにも 思 召に 添 はぬ 事 ある 時 は、 決して 本心 を 

明かされ. 3 御 氣象ぢ や。 さやう の 時には、 鋭 どく 機 を 見 

てお 出-てな されます る。 

賴廉 この 上 は、 門跡 樣に、 この度の はから ひ を 申 上ぐ る 

のが 一役て 御座ろ。 某が 心を惱 まします る は， た 、そ 


れ だけて 御座り まする。 

北の方 .H 體 これ は 常樂寺 殿に お 願 ひする がー^よ いと 我 

身 は 思 ひます るが- 生惜 今^ 御 發足ぢ や。 (刺 ffiLO そ 

ちが 惡者 にならねば なるまい。 

賴廉 また 肝に こた ゆろ お叱り を受 くるの て 御座り まする 

な あ。 

超乘 お \ もはや 出立の 時刻で 御座る。 鈴 木 孫 一 が 待 兼 

ねて 居る て 御 らう ン 

北の方 「御真影」 の 御輿 は參 りました か。 

賴靡 御 庭の 木戶 口に 參 つて 居ります る。 某が 參っ てこれ 

へ 召 つれ ませう。 (立 上ろ) 

(頼廉 は 庭先 LL 下 リズ 左の 方へ 去ろ。) 

北の方 「御眞 影」 の 事 は、 なほ、 我 身より. -、 門跡 さ ま へ 

申 上げて 置，. V 、ますろ， 

超乘 その 邊は よろしく 御 願 ひいた す。 

(親康 に 3* かれて、 鈴 木 孫 一が、 二人の 士卒に 女 輿な 

擔 がせて 現 はれる。 孫 一 ば 北の方 その他の 人々 LL 禮す 

ろ 0) 

賴廉 (士卒に) その 方 ども は、 只今 戸口へ 參 つて 某が 呼 

ぶまで 待つ て 居れ。 

士卒 二人 はつ。 (退場) 

賴廉 (その後，^ 兑 送つ ズ) りながら、 「御眞 影」 を これ 
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へ 願 ひます る。 

超乘 承知いた しました。 (御眞 影，^ 緣 Li 運ぶ) 

賴廉 恐 入ります る。 (御 asu 影 受取って、 舆に乘 せろ) 鈴 

木 氏。 只今の 者 ども をお 呼び 下され。 

鈴 木 孫 一 承知いた した。 (退場〕 

頼廉 (簾 1^ 下る す) 常樂 寺樣、 この 御 與は表 御 玄關に 廻 

して 置きます る 0 

超乘 然 らば、 北の方。 これて 御 別れいた す。 

北の方 我 身 も， この 九日に は當 城を發 足いた します る。 

また、 鷲の 森て， K もじいた します るリ 

超乘 お待ち 申す。 なるべく 早く 御出でな され。 御免 かう 

むる。 (退場) 

(鈴 木 孫 一 が +卒， ^つれて 出て くろ。) 

親赚 これ を擔 いて 參れ。 

士卒 二人 はつ。 

北の方 孫 一。 大儀 ぢ やのう。 

鈴 木 孫 一 恐 人り まする。 

賴廉 鈴 木 氏」 道中の は、 かねて， 御 願 申せし とほり、 

よろしく 御 ® みいた す。 

鈴 木 孫 一 承知いた しました。 然 らば、 御免 下され。 

顿廉 御玄關 にて、 常樂寺 殿のお 出 をお 待ち 下され。 

鈴 木 孫 一 よろしう 御座る。 (退場。 士卒 も 興，^ 擔 いで 孫 1 


の 後よ リ退 場。) 

賴廉 (見送って 緣 II 上ろ) 心が かり. て 御座り まする ゆ，^、 

辨 口の 御門まで、 某 御 見送りい たして 參 ります る。 

北の方 さう してた もれば、 我 身 も 安心 ぢ や。 

賴廉 御免 かう むります る U  (退場) 

北の方 (呼 鈴の 綱 1^ 虫く) 

(おさめが 現 はれろ。〕 

北の方 御開 山 さまの 御身 代りと は そち は 果報者お やの 

う 0 

おさめ 恐 入ります る。 もはや 御 出かけに 相 成りまして 御 

座ります るか。 

北の方 只今 U やうく 御 出かけ 遊ばした。 大學 はもう 參 

つたて あらう。 

おさめ はつ。 先刻より あちらへ 控 へて 居られ まする。 

北の方 ひそかに これへ 呼んで たもれ。 

おさめ かしこま りました。 (退場) 

(やがて、 蒼面雙 眼の 異様な 男が 現 はれろ) 

お 召で 御座る か。 

刀 お、、 大學。 夜陰 の 出仕 大儀 ぢ や の う。 

(さげすむ や-? し 微笑す ろ) 北の 御 方の 御 召 は、 か 

へって 樂 しみて 御座る。 

北の方 そなたに 內々 賴 みたい 事が ある。 ま そっと、 近 
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う 

大學 御免： 卜され。 (近くに じりよ ろ) 

北の方 (凝 乎つ と 大學. ^兑 つめろ) 大學。 そなた は、 や 

はり 我 身 へま こと をつ くして くる 、てあらう のう。 

大學 中す まで も 御座らぬ わ。 信 玄公御 最期 以来、 武田を 

見 かぎって 浪々 の 身と なり、 窮苦を かさねし 某 を、 かう 

して- 養うて ド さる 上 はのう。 

北の方 武 田家 は 姉上の 嫁いて 居らる、 ぉ家ぢ や。 そのお 

家に 仕へ た そなた を、 我 身が 養うて 取らせる のが、 何の 

御恩ぢ や。 まして そなた は、 これまで 幾度 か、 當 寺と 武 

S の 御用 を つとめた 身ぢ や。 

大學 (皮肉に) 仰せ、 身に あまりた る 名譽で 御座る。 

北の方 そこて そなたへ 頼み ぢゃ。 さいて たもる か。 

大 ffi- 某の 身て 出来ます る 事なら ば、 御辭退 はいたし 申さ 

ぬ"  . 

北の方 只今， 常樂寺 殿が-門跡 さま 石山 御 返轉の 先發と 

して、 此處を 立 たれた のぢ や。 お 伴 は 雜賀の 鈴 木 孫ーぢ 

や。 その 御先 發の 一行の 內に、 恐 多く も、 m 肺 堂の 「開 

山の 御眞 影」 を女與 にお 乘せ 申して ある。 これ は 我 身の 

計ら ひ、 深い 仔細が あるの ぢゃ。 

大«f 成程。  , 

北の方 常樂寺 殿は當 家の 御 連枝、 もとより 御 疑 ひいた す 


譯て はない が、 當 時の 人の 心 は 計られぬ。 そち は 大儀な 

がら、 これより 御 一行の 跡 をつ けて 鷺の 森の 道場まで 行 

つ てた もらぬ か。 

大學 常 樂寺殿 の 振舞 に 眼 を 離さ ぬ やう 致せば よろ しいの 

て 御座る か。 

北の方 さ うぢ や。 怪しい 御 振舞がなければ よし、 もし、 

腑に 落ちかぬ る 事が あった 時 は * 容赦 はいらぬ。 お 命 を 

縮む るの ぢゃ。 

火 學 、切齒 すろ やうな 苦しげ な 笑 方，^ すろ) 承知いた し 

た。 よい 御用 ぢゃ。 この 大學は 人の 血 を 見る ことが 大好 

きぢゃ 0 

北の方 もはや 搏 口の 御門 をお 出な された 頃ぢ や。 早う 參 

大學 然 らば 御免 かう むる。 (退場) 

(北の方 ti 少時、 何事 か，^ 考 へて ゐろ。 やがて 立ち上 

つて 几帳の 虚へ 行き、 几帳^^-か ^けて內に蹬ってろ蘭 

菊 丸の 手 曳 いてつれ ズ くる) 

北の方 (いたに- 0 やうに 微笑して) さぞ 待 遠て あつたて 

あらう つ 何かと 用事が 出 來て參 つて、 そなたに 窮屈な 思 

を させた のう。 

蘭 菊 丸 (落着かぬ 樣 子で) いえ、 いえ、 さやうな 事 は 御 

座り ませぬ。 
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北の方 何で その やうに 物法ぢ 致す のぢ や。 誰 一人 此處に 

參る者 はない。 靜 かに 落着いて 美しい 笑顔 を 見せて たも 

れ。 そなたと、 かう して ゐる のが、 我 身の 人 しらぬ 樂ぢ 

や 0 

躕菊丸 今符は 何故か 氣が 沈んで なり ませぬ。 

北の方 (手 か 取って、 凝 乎つ と 鋭ん る。 繭 菊丸耻 かし 

さう に 俯向く) 何 かそな たは 我 身に 隱 して ゐる 事が ある 

であらう。 眼の 色が 少しも 定まらぬ。 

^菊 丸 さやうな 事 は 御座り ませぬ。 

北の方 (獨首 の やうに) 何故か しらぬ が、 我 身 は そなた 

がいと しうて ならぬ のぢ や。 何事 も 包み かくさず 話して 

きかせて たもれ 0 

K 菊 丸 私 は 何も 包み かくして は 居り ませぬ 。たに 何とな 

く 心が IS いで， この 世の 相が、 冷たく、 すさまじく 思 は 

ろ k の-て 御座り まする。 

北の方 熱が あるか も 知れぬ。 此處 へ. V 、や 0( 蘭 菊 丸 傍 近く 

にじりよろ。 北の方。 額へ 手，^ 常て、 見ろ) いや、 膚は 

氷の や うぢ や。 これ、 何が 恐ろしうて、 その やうに 顫ふ 

の ぢゃ。 

蘭 菊 丸 北の方 さま。 まこと は、 私 は 新 門 さまが 恐ろしう 

てな り ませぬ。 

北の方 何と 中す。 新 門が 恐ろしい：： それ はまた 俄に 何 


うした のぢ や。 我 身と、 そなた の 秘窜を 知って 居る の 

が、 氣 がかり ぢ やと 申す ので あらう。 

蘭 菊 丸 はい。 この の 新 門 さま は、 それ は 恐ろしい^ ざ 

して 私 を 御 睨みな されます る。  i 

北の方 その 儀なら ば、 もはや 心づ かひ はいらぬ。 九 曰に ； 

は そなた も 我 身 もこの 石山 を 立 返く の ぢゃ。  一 

蹢菊丸 先刻、 大窗院 の 廊下て， 御 出合 巾し ましたる とき ； 

の 殺氣を 含んだ 御 限の 色 は、 思 ひ 浮べても 恐ろしう 御座 ： 

ります る 0  i 

北の方 新 門 は あのと ほりの した.^ か者ぢ や。 決して この 一 

事 を 口外いた す氣づ かひ は あるまい。 安心し や。  一 

蘭 菊 丸 はい。 私 はた 北の方 さまの 御 袖に 鎚 つて 居り ま 一 

する。 

北の方 (蘭 菊 丸 抱きしめろ) そなたの 其 心が いとしい 

のぢ や。 のう、 蘭 菊 丸 U たと へ 新 門が 如何 ほど そなた を i 

憎まう とも > 少しも 恐る、 事 はない。 何時も 我 身が 几帳 ； 

の薩 にかば うて やります る。  一 

蘭 菊 丸 北の方 さま。 お 嬉し ラ存 じあげ まする。  ； 

北の方 新 門 はこの 年の 始め 頃より、 そなたの 樣 子に 股 を 

つけて ゐ るの ぢゃ。 ft 處 へ忍ぷ にも、 よう 心して 氣 付か 一 

れぬ やうに してた もれ 0  ： 

蘭 菊 丸 かしこまりました。 
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北の方 わが 腹 を 痛めた 新 門が、 あれほど 愤ぅ思 はる.^ に 

引かへ て、 そなたが いとしうて 耐ら ぬと は 罪深い わが 心 

ぢ やのう。 

§ 菊 丸 何故、 その やうに 新 門 さまに 御 憎しみ をお かけな 

されます るので 御座ります るか。 私に は 不審て なり ませ 

ぬ Q 

北の方 それ はわが 身の 生 立ちから ぢゃ。 そち はま だ 知る 

まい。 語つ てきかせ ませう。 

蘭 菊 丸 北の方 さま は、 細 川晴元 公の 御 息女と 恐れ な が 

ら、 承 はつ て 居ります る。 

北の方 晴元公 は 我 身の 養親ぢ や。 あの やうな お 方に 養 は 

れ たばかりに、 肉 身の 者 を も 信ぜぬ 頭な 心に なって しま 

うたの ぢゃ。 

^菊 丸 それ は 何故て 御座り まする。 さやうな 名家に お 育 

ちな された は、 私 どもに は、 この 上 もない お 幸福と 思 は 

れ まする。 

北の方 我 身の まことの 親御 は 三 條公賴 と 申す 殿上人て あ 

つた。 晴元 公が、 我 身と 姉上と を、 深い 思 召から 養育て 

られ たの ぢゃ。 甲 州の 武田 信玄 公の 北の方が、 我 身の 姉 

上ぢ や。 幼少よ" 他人に 育てられて、 親の 慈しみ を 知ら 

ぬ 我 身 は、 やがて、 晴元 公の 御手 元から、 この 本願 寺に 

緣 付いて 參 つてのう。 それと 云 ふの も、 晴元 公が わが 力 


にせうた めに、 本願 寺と 親しうな りたい と 思 ぼした から 

ぢゃ。 

蘭 菊 丸 當寺 へ 御 出 遊ば しました の は、 北の 方 さま 御 幾 歳 

の 時て 御座りました か。 

北の方 やう やう 十三に なった 頃の 事ぢ や。 此處 とて- a- 我 

身に は 冷たい 住家で あつたの ぢゃ。 

蘭 菊 丸 北の方 さまの 仰せのと ほり、 他人の €： ほど 辛ら い 

物 は 御座り ませぬ。 

北の方 そなた も 宿世が よう 似て ゐる。 互に 心が 分かる 簧 

ぢゃ。 かやう に 育った 者 は、 世の 情け、 親子の 情愛な ど 

は、 何としても 信ぜられぬ。 た J^、 おのれ 一人が 手頼ぢ 

や 0 

蘭 菊 丸 仰せ、 一 々わが 心に 思ひ當 ります る。 

北の方 新 門 をい としう 思 はぬ は、 その やうな 育ちの 頭な 

心から ぢゃ。 まして、 近頃、 新 門が そなたと 我 身の 語ら 

ひ を、 心 付いて から は、 1 しほ、 愤 うてなら. 2。 

蘭 菊 丸 新 門 さま も 新 門 さまで 御座り まする。 ns- の 御；！！ 

舞 は 決して 御 母君た ろ 北の方 さまに 御 孝心 深う わたらせ 

らる、 と は、 恐れながら 申し かねます る。 

北の方 これが 前世よりの 定まる 菜と 云 ふので あら ラの 

う。 いや、 折角 そなたとの 逢 酒に、 かやうな 沈んだ 話 は 

無益 ぢゃ。 ど うぢ や。 少し は 氣が輕 うなった かや。 
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蘭 菊 丸 お 情深い 仰せ * 身にしみて 嬉しう 存 上げます る。 

私 はま だ、 何う やら 氣が 群いて なり ませぬ" 

北の方 病 は 心からと 申す。 待ち や。 そなた は、 かねて、 

筝の 琴が 好. V つてあった のう。 いま、 御身が 撣 いてき かす 

る ほどに、 機嫌よう 笑- 「て 見せて たもれ。 (自 から 立つ 

て、 側 LL 立て かけても つた 琴 1 ^下る す) 

蘭 菊 丸 恐れ 名う 御座り まする。 私が ぉ手傳 ひいた しませ 

うり (と-, .>に 立って 琴，^ よい 處 Li 据る； る) 

(短 菜の 灯影， ^あび ズ 北の方に S; 今 vJ- 彈： JSf ひ 出す。 蘭 

菊 丸に 凝 乎つ とさ、 入って ゐ る。〕 

(長い間.^ 置いて、 二人 は 餌，^ 見合せ ろ。 そして 美く 

しい 微笑，^ か はす 0) 

(おさめが 慌た  > しく 出て くろ。) 

おさめ (辞.^ ばすま^ て) 北の方 さま。 門跡 さまのお 入 

りで 御座り まする U 

北の方 0? ^やめ \^) 何、 門 _ ^さまのお 入り ぢゃ。 (餌 色 

か はる) く， 

おさめ. もはや これへ 御 出て 御座り まする。 

(蘭 菊 丸 は 色，^ 失って、 うるく すろ。) 

北の方 お知らせ もな く 突然のお 入り、 何とも 不思議 ぢ 

や。 これ、 おさめ。 そち は 蘭 菊 丸 を 伴な うて、 庭 口から 

つれて 出し や。 お出 迎は我 身が、 みづ からすろ 程に：： 


おさめ かしこまりました。 さ、 關菊丸 さま、 お出て なさ 

れ ませ。 

(S れん、 の 、 く 蘭 菊 丸の 手 取って. M 先に 降りろ。) 

(二人 は 木立の 闇に 消えろ。) 

(北の方に 二人の 行衞. ^見送って、 立上り、 靜 かに 入 

口の 换の 外へ 出ろ。) 

(やが ズ、 北の方 は 門跡 光佐，^ 導いて 歸 つてく ろ。 腰 

元が 三 四 人、 その後に つ > く。) 

光佐 いよく、 九日に は、 この 石山 を 立ちの かねば なら 

ぬ。 そなた も われら も、 此處は 深う 馴染んだ 土地 ぢゃ。 

さまぐ の忙 がしい 要 事に 急きたてられて、 つい、 そな 

た を訪ぬ る 事 も 怠りが ちであった。 今宵 は 珍ら しう 暇 を 

得た のて、 久 振に そなたの 琴ても き k ながら、 休息いた 

すつ もりて 參 つた。 

北の方 ようこそ お入り 遊ばしました。 皆の 者、 酒の 仕度 

しゃ 0 

腰元；.： ち はつ 。かしこまりました。 (退場) 

光佐 此 道場に 生れて、 三十 六 年の 日 をく らした と 思へ 

ば、 何とな う 去りが たい 心地が いたす。 そなたと て、 十 

三の 年から 今まで 廿年 あまりの 住家 ぢゃ。 今宵 は 1 つ 昔 

語り を 致して、 石山の 別 を 惜しまう ではない か。 

北の方 それ は 何よりのお 思 付て 御座り まする， -私も 琴な 


K 城 開山 石 


155 


ど彈 いて、 御 相手 をいた します る。 

(腰元た ちが 洒肴， ^運んで くろ。) 

光佐 (f^v^ 取って) 鷺の 森の 片田 舍ぢ や。 何 かにつ けて 

不自由て あらう ぞ。 その か はり、 海の 眺め はこの 上 もな 

くよ ぃ處ぢ や。 古歌に 名高い 和歌の 浦ム 間近 ぢゃ。 打ち 

つれて、 濱邊の そに ろ 歩きに、 ra 頃の 憂 を 忘れよう ぞ。 

北の方 和歌の 浦 輪の 名月の 眺め は， さ、 一 そと 只今より 樂 

しみに いたして 居ります ろ。 

光佐 (盃， ^さす) そなた もー獻 傾けて はどう ぢゃ。 

北の方 頂戴いた します る。 (K-,^ 受けろ) 

光佐 (また 盃，^ 受けて) 唯今、 此處 へ參ろ 道す がら、 久 

振に そなたの 琴の 音 を さいた。 早速で は あるが、 一曲 所 

望いた す。 

北の方 つれぐ の 手す さびに、 只今， 筝の琴 を 取 出し、 

もて あそん て 居りました。 おは もじながら おき. -に 入れ 

ませう。 (膝元に) 只今の 琴 を これへ 出し や。 

腰元 一 かしこまりました。 (琴 vj- 北の方の 前に a く) 

(北の方ば 琴.^ 彈じ はじめる。 光佐 は ^手-しして 凝 

乎つ と 聞 入ろ 0) 

(突如と し乂、 靜寂 破って、 若い 男の 悲鳴が きこえ 

ろ。 北の方ば ハク ト しながら、 强 ひて 胸中の 動搖 f?- 押 

し隱 して、 琴ん 彈 きつ > ける。 つ > いて 女の 悲鳴。) 


光佐 何事 ぢゃ。 (耳，^ すます。 列 4^ の 腰元た ち は 怯" ち 恐 

れて 互に 額，^ 見合せ てゐ る〕 誰か 見て 參れ" 容易なら 

ぬ 聲音ぢ や。 

腰元た ち はつ。 U 同緣に 出ろ) 

(緊張した 沈默。 やがて、 敎 如が 粟 律 源 六と 四 五 人の 

士卒.^ つれ ズ 出て くろ。 士卒 は 蘭 菊 丸と おさめの 死^ 

, ^抱いて ゐ ろ。) 

敎如 夜陰に 及んで、 奥 殿 を さわがし 奉る 狼 鐯の罪 はお ゆ 

るし を 願 ひます る。 

光佐 (立 上る) 敎如。 如何いた した。 

敎如 (額 色 1^ かへ て、 凝 乎つ と 心 1^ 押へ てゐろ 北の方の 

方，^ 尻 眼に かけて) 只今" 奥庭の 垣の 外 を 通り か、 り ま 

すろ と、 怪しい 男女の 人影が、 ひそかに 枝 折 を 開いて 出 

ますろ 樣子ゅ ゑ、 引 捕へ むと 致します ろと、 忽 身 を飜 

がへ して 逃げ出しました。 それとば かり 追 ひかけ ました 

が、 勝手 を 知った る 奴ら とて、 あち こす； に 逃げ ま はり、 

あは や、 見失な ふば かりて 御座りました ゆる；、 不憫な が 

ら 切って 捨てました。 (士卒 Li) 曲者の 面 を 見せい。 (二 

つ の死賴 f?- 士卒た ち は， そ、、 に 寝かし， 灯，^ 差 出す) 

や， これ は 驚 入ろ。 母上。 曲者 は、 お 側近う 召使 はる、 

おさめと 蘭 菊 丸て 御座ります ろ。 (凝 乎つ と 北の方 vj- 兑っ 

めろ J 
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第 
幕 


光佐 (敎 如の 级，^ つめて ゐろ) 

北の方 (深く 愤 つて) 新 門 は、 また、 何 用あって この あ 

たり をお 通りな された の ぢゃ。 

敎如 (冷笑 ふやう に) 和議の 噂が 出ます ると、 士卒 ども 

の 志 氣が亂 れて參 りました ゆ，^、 ひそかに 城 內を檢 分い 

たす 途中で 御座りました。 (短 かき 問) 察する ところ、 

この 二人 は 不義 をいた し 居りました 物と 見えます る。 

光佐 (敎 如の 語氣と 北の方の 樣 子より 何事 か.^ 感じろ) 

まこと、 二人が 不義なら ば、 かや ラな淺 ましい 眼に 會ふ 

も、 心柄 ぢゃ。 致 方がない わ。 

(北の方 は 深い 恐怖 に 襲 はれて、 光佐の 額 じろ リと 

見た ま. /-、 眼 伏せろ。) 

数 如 (凝 乎つ とおさめ の 死骸. ^みろ。 ふと 思 出して) 母 

上、 おさめ は 何う して、 城内に 殘り 居る のて 御座ります 

るか 0 

北の方 (僧 々しげに 敎如 fj-;^ る) おさめ は 我 身の 召使 ぢ 

や、 城内に 居ろ の は 不思議て は 御座るまい。 

敎如 (疑惑に 沈む) いや、 先刻 鷺の 森へ 御 退けの 先發と 

して、 常樂 寺が 城 內 を 出ます ると き * 確かに、 母上 御 召 

使お さめが 女 與に乘 つて 一緒に 參. 0 ました 箬 て 御座り ま 

する 0 

北の方 それ は 誰か、 他の 女子で あつたので あらう。 


第 一 場 

お 州 1^ の 森 別院。 

廣ぃ害 院の內 部。 その 年の 夏の 初めの 事で あろ。 宋 の 

間に は、 二 幅の 大幅の 南赉 がか、 つて ゐる。 緣の勾 欄 


敎如 辨 口の 御門 を檢分 中、 通り か、 りました ゆ ゑ、 念の 

ため 取調べ ましたが、 鈴 木 孫 一 の 口よりしか とさ やうに 

聞きまして 御座り まする 0  ( 粟津 源 六 v!- か ヘリみ て) さ 

うて あつたな、 源 六。 

源 六 いかにも 仰せの 通り、 おさめ 殿が 北の方 御發 向の 前 

に、 奥 向の 仕度の ため T らる、 との 事て 御座りました。 

敎如 (何 か 思ひ赏 つた やうに) 父上。 

光佐 (探ぐ ろ やうに) 何ぢ や。 

敎如 念のため 承 はります る。 「開山の 御眞 影」 は 確かに 

祖師 堂 に 安置して 御座り ませ、 つな リ 

光佐  一 E 一、 そちの 守護と 定まった 物 を、 何て、 われらが 

手 を かけよう。 安心いた せ。 前の ま、 ぢゃ。 

(北の方 深刻な 表^で 微笑す ろ。 敎如は 凝 乎つ と 光佐 

の 1^,^ みつめろ) 

— 幕 I 


記 城 開山 石 


157 


か っハ で， 遠く 海が 見えろ 。换 -」 は 雪中の 江山の 光 

骨が、 墨緣で 書いて あろ。 すべてが 石山より 目立つ 程 

粗末で あろ。 幕 開く と、 興 正寺顯 尊、 下問 仲 之が 勅 

使、 前關. H 近衞 前久、 .Ms 大納言 重 保、 勸修寺 中納苜 

^璺の 三 卿と 織 E 家の 使者、 佐 久間信 盛、 宫內卿 法 印 

の 二人，^ 案內 してく る。 

励 使なら びに 織 E 家の 使者 は 設けの 席に つく。 

0^  (平伏して) 勅使の 御高 來、 先刻より 御 待いた して 

居りました。 父、 顯如 以1^ 、王 從の者 ども、 只今、 御 g ど 

ほり 致します る。 何卒 少時 御 待ち を 願 上げます る。 

(小姓が 茶と 菓子，^ 運んで くろ。) 

前久 お X 顯 尊殿ぢ やな。 少時 見ぬ 間に 大人び て 来られ 

た。 (庭5 、勸修 寺の 二 卿 LL 向つ て) 門跡に 面 差が よう 

似通 5 て 居る では 御座らぬ か。 

重 保 いかにも 近衞 公の 仰せのと ほり、 よう 似て 居られ ま 

する。 

この 三月、 石山に てお 會ひ 致せし 折 は、 只今の やう 

にたく ましう 肥えて はお 出-てな されぬ やうて 御座った 0 

m- 保 顯尊 殿。 お 年 はおい くつ ぢ や。 

顯尊 十五 歳に 罷りなります る。 

(江山.！：：5^-の換が開ぃて、 光佐、 北の方、 一門 連枝の 

坊主 達、 下 間賴雕 などが 現 はれろ。) 


(光佐 以下の 人々 は、 せ、 静かに 設けの 你 につく。 平 

伏。) 

光佐 遠路の 勅使、 御 苦 勞に存 上げます る。 

前久 門跡に は * 久し、 つ 御 K にか \ら ぬ。 兑參ら すと ころ、 

顔色な ども、 却って 以前より つやく しく なられた やう 

ぢゃ。 御壯 健と 見 ゆるな。 

光佐 恐 入り ま す る。 近衞公 はじめ、 戴 保 卿、 晴豐 卿に 

も、 美 はしき 御 尊顔 を拜し 奉りて、 祝 着 至極に 存じます 

る 0 

重 保 御 房。 打絕 えて 御 眼 ど ほりいた さぬ。 ぉ變り もな う 

て、 御 目 出た う 御座る。 

光佐 御言 葉、 痛み入り まする。 

前久 さて、 今日はる ぐ推參 いたした 次第 は餘 の^て は 

御座らぬ。 例の 石山の 一 件ぢ や。 どうも 困った 物で 御座 

るのう 0 

光 住 敎 如の 錢 にっき、 恐 多く も 勅使 を 給 はろ 段， 何とも 

申 上 ぐ る 言葉 も 御座り ませぬ。 

重 保 SFM^ のさ、 げた 文箱，^ とって) 此れが 勅 55 て 御 iS3 

る。 謹 しんて 御 聞きな されい。 (勅書な 聞く。 光佐に 平 

伏す ろ" 一同， これにな らう ズ 平伏。^ 保 勅 赛，^ 讀 む) 

此度は 石山 返 去の 儀と ピ こほり なく 相す み、 祝 藩と 存じ 

候。 然るに、 新 門跡、 後に 殘ら れ、 何かと 世の中 騒がし 
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きょし、 織 W 右府 より 頻りに 訴へ 申され 候。 もし 天下の 

亂と相 成る やうな 事 も あらば、 萬 民の 憂 たるべく 候。 よ 

くよ く 御 分別 有 之 ベ さ や う. 內々 截 慮よりも 仰 出され 

候。 なほ、 く はしき 事 は 源 大納言. 勸修 寺中納 言。 兩入 

申 上ぐべき 候 也。 かしく。  — 本願 寺 M 正 御 房へ。 (重 保 

は 讚み 終 つ て 勅書，^ 光佐に わたす) 

光佐 (光佐膝行して勅喾，^っけて、 一 の 後、 卷 納めろ) 

新 門、 い たづら 者に 加擔 いたし、 天下 萬 民の 慮 を も かへ 

りみ ず、 ひたすら 我意 を 云 ひつの り、 端な くも 敦 慰を惱 

まし 奉る 段、 光佐に おきまして は、 たヾ、 た^、 恐 入り 

奉る ばかりで 御座る。 勿論、 先 曰來、 屢々、 使者 を以っ 

て、 新 門に 石山 立 退の 儀 を 申しつ か はしました が- 如何 

なる 天魔の 魅入りし か、 更に 聞 入る X 樣子も 御座り ませ 

ぬ。 もとより 彼 は わが 淨土 眞宗の 法統 血脈 を嗣 ぎます る 

者、 光佐が 杖と も 柱と も 頼む 嫡气て は 御座ります るが、 

か やう に 畏多 くも 違. 勅 の 罪 を かさぬ る 上 は、 やむ を ま 

せぬ。 父子の 緣を 切って、 宗門より 勘當 いたす 所存に 御 

鹿り まする。 

前久 門跡の 御 決心、 御 痛 はしう は存 ずるが、 か、 る 時節 

ゆ ゑ、 一時 さやう の 事と 相 成る も 巳む を 得ぬ て 御 lij ら 

う。 

直 保 御 心中、 深く 御 察し 屮 す-禁裏 敦 .賊 に 於 かせられて 


も、 此 度の 和議が、 かやう の 事より 萬 一 破談と も 相 成ら 

ばと、 た.； -、 それの み をお 氣づ かひで 御座る。 殊に 織 田 

右府 は、 知らる \ とほり、 短氣の 大將て 御座れば、 その 

點も、 とくと 御 勘考 あらせら る V やうに との 勅設て 御座 

つた。 

啧璺 門跡 御 房の 石山 返 去に ついては、 帝 も 深く お喜びて 

御座る。 今日、 われら 勅使の 一 行に • 織 田右府 よりの 使 

者、 宮內卿 法 印、 佐 久間右 衞門尉 を 差 加 へられた る は、 門 

跡 御 房の 御 思案 をと くと 承 はり， 石山の 處置 について、 

なるべく 穩 便に 引 濟む やう 取 計ら ふためと * 右府 直々 の 

ぉ賴 みに よった 次第で 御座る。 

光佐 戮 慮の 1}^ じけ なさ、 織 W 右 府の御 心勞、 光佐， た 

だ 、たに、 深く 耻入 るば かりて 御座る。 

宫内卿 法 印 門跡 上人に は、 打絕 えて 御 服 ど ほりいた しま 

せぬ。 御 無 禮の段 はお ゆるし 下され。 

光佐 いや、 無沙汰 はこ ちらの ことで 御座る。 

宮內卿 法 印 右大臣 家の 御：？， 1^ は、 佐久間 殿。 資 殿より ぉ傳 

へ 下され。 

信 盛 承知 仕ろ。 門 跳 上人に 申 上 げ ます る。 右大臣 家に 

は、 一昨日， 安土より 俄かに 御 上洛 遊ばされ、 禁裏に 於 

て、 天機 御 伺 ひ 遊ばされし 後、 ニ條 城に て、 宮内卿 法 印 

と 某と をお 召 あり 。「汝 等- 早々 勅使のお 供いた して 鷺の 
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森に 下り、 門跡 御 房に 會、 「て、 石山の 不始末 を 間 ひた^ 

して 參 れ。」 と、 以 つての 外の 御機嫌. て 御座り ました。 

內卿法 印 打 割って 申せば、 右大 R 家に は、 もはや 御覺 

悟の 態と. この 法 印 は 見受け 參ら せて 御座り まする。 新 

門の 御勘當 との 仰せ を 承 はりし 上 は、 包まず 申 上げます 

る。 かの 若 坊主 果っ ろか、 信 長の 天命 盡 きたる か、 天下 

の 兵 を あげて、 ー戰に 勝負 を爭 、つてみ ようずと、 散々 の 

御機嫌に て、 お 側の者 どもに 仰せられた を， この 法 印し 

かと 承 はりまして 御座り まする。 

光佐 (凝 乎つ と 心. 押へ て) 無分別なる 新 門の 振舞、 ま 

ことに 右 に對し て 面 ur も 御座らぬ。 

お 內卿法 印 右大： 21 家 御 憤 ほり 深く して、 まこと 石山に-犬 

下の 大兵 を $1^ めら れ ましたる 節 は、 この 驚の 森に も- 何 

の やうな 難； 成が ふって 參らぅ も 知 わ ませぬ。 此處 はよ く 

よ く 御 ffir か 肝要 かと りなが ら 存じ まわる。 

光佐 (愤 ろ) 然 らば- 法 印に たづね る。 宗門の 跡取り を 

勘當 まて 致せし 光佐の 心 を 推 45- もな く. なほ、 內々、 石 

山に 一 味： 2 通いた すとの 疑 を かけらる X のぢ やな。 

お 內卿法 印 いや. 決して さやうな 儀. て は 御 iffi り ませぬ。 

た^、 萬 一 の 場合 や 懸念いた したば かりて 御座る- 

光佐 思うて i 見ら わい。 新 門 は 我 か 總領で 御座る。 殊に 


幼少の 折りより 共々 に 籠城いた し、 楚度か 生. 处の 間 をく 

ぐって 參 つた 者 ぢゃ。 愚痴で は 御座ろ が、 決して 憎う は 

思 ひませ ぬ。 天 下の 爲 を 思へば こそ 勘當 いたした ので 御 

座る ぞ。 

信 盛 只今， 法 印の 申し まし た ろ錢は * 門跡 上人の 御 心 

を、 いま だ 御 承知な さ 右大 ほ 家 の 御 isr て 御座り まする。 

揮りながら、 我ら 兩 人立歸 つて、 御當 地の 樣子を 包む と 

ころな く右大 K 家に ゆ 上げ ましたな らば 、 右大 K 家の 御 

疑 は 忽ち 晴る k て 御座らう と歸考 仕り ま T ろ。 

光佐 (額色.^?柔げて) いや， われらと て、 右府の 使者た 

る その 方た ちに、 殊に 勅使の 御前に て * かやうな 事 を 申 

しつの る 心 は さら に 御座ら ぬが、 あまり 心外の 御 疑 を か 

うむる ゆ ゑ、 つい， 持 前の 短慮より、 もはや、 勘 當も無 

益ぢ や。 あはれ、 新 門と 共々 に 織 3 殿 を 今 一 度苦しめ^}^小 

らうず と、 ふと. かう 思うた だけ ぢゃ〕 (法 印と 信 盛と 

は • 驚い ズ眼 兑合 y ろ) はは、、 御. K: 赦 あれ。 も は 

一 や， 心に わ だか まる 物 も 御 鹿らぬ わ。 

一 前久 (光佐,^ 見つめろ) 御 房， 恐 多く も、、 }t: 上 はじめ、 

一 われら 骨折って、 やうく 和議のと、 のうた る 折から、 

一 只今の 御言 紫 は穩て 御座らぬ。 つ、 しみ 召され。 

光佐 御 無 禮の段 は 平にお ゆるし 下され" た^、 一時の 短 

慮より、 ふつと 思 ひつめ た 事 を その ま、 包まず 申した だ 
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けで 御座る。 まこと は、 昨日、 われら 一門の 實 悟と 申す 

者 を 石山に つか はし、 勘 當の趣 を 申して やりました。 

ffi 保 それ は 驚き入る。 もはや、 敎如殿 を 御 勘當て 御座る 

か 0 

光佐 いかに. a 、勘當 いたして 御座る。 この 儀に つき、 勅許 

を 仰ぐ ため、 今明日の 內に、 これなる 下 間 刑 部 卿 を 京へ 

上す つも. 0 で 御座った。 

賴廉 只今、 門^&ょり申上げましたるとほり、 某 使者 を 承 

はり 京へ 上って、 禁裏へ 其の よしを 申 上げ、 なほ、 安土 

へ も 伺候の つもりに て. 仕度 を 急ぎ 居りました 次第て 御 

座ります る。 

前久 右大臣 家の 使者た ち。 

宮內卿 法 印 (平伏) はつ。 

佐 久間信 盛 (平伏) はつ。 

前久 門^^の言葉を承はって、 その 方た ち も 安堵いた した 

であらう。 

せ！： 内 卿 法 印 仰のと ほりに 御座り まする。 

S 資悟 殿と 申す は、 かの 蓮 如上 人の 御實 子で 御座ら 

ラ。 

光佐 さやうて 御座る。 蓮 如の 實 子に て、 ゎづ かに 生殘り 

居" まする は、 顔 得 寺寶悟 一 人で 御座る。 彼 は 一門の 畏 

老で 御座り ますれば、 敎如 とて、 無下に その 諌を 退く る 


事 も 叶 ひますまい。 K 悟 は 深く 此 度の 儀 を 痛心 いたし て 

居ります る ゆ ゑ、 勘 當の趣 を 申し 傳へ、 なほ、 幾 篾 にも 

理解 を說 いて、 石山 を 立 退く やうに 申しき かする と 言 

うて、 出かけて 參 りました。 

暗 g^i それ は 黄疊. 御心づ かひ、 定めし 主上に 於 かせられ 

て も、 御滿 足で 御座らう。 

重 保 右大臣 家 も そ れ を きか るれば さぞ 御喜び， て 御座ら 

う 

信 盛 我々 使者と して 參 上いた しました 者 どもの 面目 も 立 

ち、 この 上の 喜 は 御座り ませぬ。 

啧璺 然 りながら、 門^ 御 房 はと も 角， 女 儀に てお はす 北 

の 方が、 さぞ 情なく 思 ぼした. て 御座らう のう。 

北の方 (會釋 して) 何事 も 天下の ためと 申し さけられ、 

たに、 た， >淚 を 飮んて 居ります る。 

前久 われら、 いと ほしう 思 ひ 居ります ろ ぞ，」 (北の方 頭 

低げ ろ 「庭 E  、勸修 寺 二 卿に 向つ 乂) さて、 門跡 御 房 を 

はじめ、 當寺 一統の 御 心 を 伺うた 上 は、 われら も、 今一 

度、 石山に 參り、 敎如 殿に 御 眼に か K り、 勅設の 次第、 

右时の 心中な ど を、 とくと 申しき け、 敎如殿 並びにつ き 

從ふ 面. に 利害 を說 いてみ ようで は 御座らぬ か。 

^ 保 その 儀 >  もっとも 然るべ く 存じ 申す。 

啧登 石山 は 幸 ひ、 歸 洛の路 筋に 當 ります ゆ ゑ、 日數 もさ 
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して のび ませぬ 0 

前久 (法 印， 信 盛 lO その 方た ち はどう ぢ や。 

法 印 是非とも. 御 伴 を 願 はしう 存じます。 

前久 然 らば、 さやう に 致す。 敎如殿 も、 われらと は、 き 

はめて 入 懇の仲 ぢゃ。 かへ つて、 よい 都合に 參る かも 知 

れぬ。 

北の方 (光佐に 向って ) 御用 相す みました る 上 は、 支度 

も 出来て 居り ますれば：： 

光佐 然 らば、 あれなる 海 近き 鹿 敷に、 支度いた させ 置き 

ましたれば、 打く つろ い-て 御 休息 下されい。 

前久 御心づ かひ、 かへ つて 痛み入る。 

北の方 京と ちがうて、 むさくる しう は 御座ります るが、 

和歌の 浦 輪 を 見 はるかす 景色 だけ は • 自慢で 御 ij ります 

る。 さ、 (顯 尊に) 御案內 しゃ。. 

前久 然 らば 仰に したが ひ、 休息いた さう。 

光佐 われら も 後刻、 酒の 御 相手に 參 るて 御座らう 0 

(勅使と その 一 行 は案內 せられて 退場。) 

(光佐と * の 方の 二人 だけ 殘 ろ。) 

光佐 (心中の 苦々 しさ 1^ 押隱 して) そなた も 部屋へ 下つ 

て 休息いた せ。 

北の方 (焦跺 の 心地) わが 夫に. & 上げます る。 

光佐 何ぢ や。 (ふと 思 ひ 返し ズ) いや、 いや。 今日は 勒 


使の 御成り ぢゃ。 何箏 もさくまい C 

北の方 (押迫ろ やうに) 恐れながら、 火急に お 耳に 入れ 

ねばな り ませぬ。 御 聞き 下され ませ。 

光佐 (立 上ろ) いや、 何事 も 明日の 事ぢ や。 今日は そな 

たに 構うて は 居られぬ わ 0 

北の方 (僧し みの 眼 ざしで， 凝 乎つ と 光佐，^ 見ろ) さや 

うに 言 を かま へ て 御 逃げ 遊ばす と は 卑怯て は 御麼り ませ 

ぬか。 

光佐 (怒り， ^餌に 現 はす。 やがて 冷やか に) 近頃の そな 

たの 心 は、 われらに は 分らぬ。 部屋へ 下って、 凝 乎つ と 

落 付い て考 へ るが よから ぅぞ。 

北の方 何故， その やうに、 あなた さま は、 御自身の 心 を 

お包み 遊ばします。 (間、 鋭 どく) 新 門が 可愛 ゆうて な 

ら ぬと 何故 正直に 仰せられ ませぬ。 

光佐 (瘘ぃ 眼 ざし II なろ) みだりに 人の 心 を 推量ろ は、 

かへ つて、 そなたの 身の 爲 であるまい。 

北の方 (冷やか！！ 笑 ふ〕 もはや 私 は覺悟 をいた して 居り 

まする 0 かやう に、 お 心に さから ふ は、 覺 悟の 底から 

き 出づろ 女の 恨で 御座り まする。 

光 住 (烈しい 惯 しみで) 女子 を 夜叉と 申された 如来の 御 

言葉に 偽 はない —— 恐ろしい 心ぢ や。 

北の方 そのお 言 奠で、 新 門 を 身に かへ てもと 思 召す 御 心 
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が、 よ- < '分ります る。 ほほ、 、 V-0 

光佐 (勃然として) 默れ、 そち はあくまで、 この 光佐 を 

あなどる のぢ やな。 然 らばき かう。 眞 fi 血潮 を 分けた 母 

と 子の 間て、 それ 程まで 新 門 を 份 むは、 何の 爲ぢ や。 

北の方 た 、憎い から、 惜 みます る。 

光佐 おのれ、 あくまて 欺かろ 心ぢ やな。 そちが 新 門を惜 

む は 人畜 生 にも 劣った さもしい 心から ぢゃ。 これ だけ 云 

ふさへ、 口の けがれ ぢ や。 

北の方 何時ぞや、 石山の奥庭て御i^^されたニっ の死屍 

が、 それほど 御 心の 機になります るか。 

光佐 (殺氣 vS< 含んだ 眼 ざしで) む、 やはり 疑うた とほり 

ぢゃ。 

北の方 あれ こそ、 嚴 しい 御法度 をな みして-不義 をいた 

せし 一 一人の 者に 下りました 天罰て 御座り まする。 

光佐 いや、 さう は 云 はせ ぬ。 もはや、 そちの 口占で 明か 

に 知れ て しま Jr. た —— 今頃 は 蘭 菊 丸が 焦熱地獄て、 不偶 

や、 さぞ， やち を 待って ゐ よう ぞ。 

北の方 それほど 御 疑 ひなされ ますなら， 何故 私 をお 責め 

なされ ませぬ。 只今 も 申す とほり、 もはや、 覺悟を 致し 

て 居ります る。 たと へ 身 は 八 裂に されても * 少しも 厭 ひ 

ませぬ。 

光佐 そち は、 まだ、 われらの 刑罰 を さとらぬ か • さりと 


は 鈍 ぃ心ぢ やのう。 

北の方 何と 仰せられ まする。 

光佐 そちに は、 身 を 切らる，、 より 辛い 事が ある 害 ぢゃ。 

北の方 (間，^ 置いて) その やうな 事 は 御座り ませぬ。 

光佐 また、 偽 を 申す。 久離 切って 勘當 いたせし 新 門 を， 

まこと はわれら いと ほしう 思、 つ て 居る とした ら ど ラ ぢ 

や。 (北の方の 額色變 ろ) これが そちの 一 番の 苦しみ ぢ 

や 0 

北の方 それ はまこと で 御座ります るか。 

光佐 (凝 乎つ と 北の方，^ 見つめる) 阿 茶 丸 は 末子 ぢゃ。 

萬 一 、 新 門の 勘 當を赦 さうなら 不 偶ながら、 この 本願 寺 

の 門跡 は ゆ づられ ぬ。 

北の方  

光佐 次男の 顯尊 を與正 寺の 跡取りに やって しまうた 上 

は、 そちの 最後の 阿 茶 丸が 門跡になる 順ぢ や。 併し • 新 

門が 房って 參 ると、 さう 行かぬ 事になる のう。 

北の方 いえ、 いえ、 いかにい としう 思 ぼせば とて、 御 勘 

當の 勅許 を 願 ひます る 上 は、 もはや、 御 自由に はなり ま 

すま I 

光佐 恐 多い 事ながら、 また、 御 赦免 を 願 ふば かり ぢゃ。 

北の方 (晷^^-嚼んで) 恐ろしい たくらみ ぢゃ。 

光佐 (惯ぃ 程 冷やか に) さやうな 時が 參 つたならば、 新 
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門 は、 さぞ- そなたに 孝行 をいた す-てあらう。 

北の方 (身 vi- ふろ はせ VO いや  >  新 門 をい としい と 思 ぼ 

すの は、 た i -、 私 を 苦しむ るた めの 偽ぢ や。 それに 違 ひ 

は 御座り ませぬ。 よう 分って しま ひました。 

光佐 それ はどうと も、 そちの 推量に まか するがよい わ。 

ぢ やう 

北の方 新 門 をい としう 思 ぼす が、 まこと 定 なら、 何故、 

「開山の 御眞 影」 を當 地へ 御 移しいた した 箏を、 御 叱り 

なされ ませぬ。 あれが、 まことの 御 心の 證ぢ やと、 私 は 

思案いた します る 0 

光佐 何故 ぢゃ。 

北の方 あれて、 あなた さまが、 新 門 を 何う 思うて お出で 

遊ばす かがよう 知れて しま ひました。 

光佐 (沈-節に) いかに われらが 憤っても、 もはや • あ V 

なって は、 何う もなら ぬ。 恐ろし いのは、 女子の たくら 

みぢ や。 

(阿 茶 丸が 泣きな が ら 乳母 に つれられて、 現 はれろ。) 

5 北の方 さまの 御 側へ お出でな されたい と. おむ づが 

り 遊ばして、 何として もお 聽 入れな され ませぬ ゆ ゑ. 御 

用談 中と は 存じ ましたが、 お 伴れ 申しまして 御座ります 

る 0 

北の方 お k  、 阿 茶。 これ へ ぉぢ や。 (手 fj- 擴げ 抱か う と 

すろ) 


阿 茶 丸 (泣 さつ > けて) 麿 は 父上の 御 側へ 參 りたい のぢ 

や 0 

北の方 何、 父上の 御 側へ。 (險 しい 額 LL なろ) 

阿 茶 丸 (光佐の 側に 走リ よろ) 父上。 

光佐 何 ぢゃ， 阿 茶。 むづ がって はならぬ。 

阿 茶 丸 父上. 新 門 さま を、 おゆるし なされて 下さり ま 

せ 0 

光佐 (笑 ふ) ふむ。 そち は顯绿 から 智惠 をつ けられて 參 

つたなり 

阿 茶 丸 父上、 御 願て 御座り まする。 新門樣 が此處 へお 戻 

り 遊ばせば、 また、 石山へ 參ら る、 ゆ ゑ、 御勘當 のお ゆ 

るし を 父上に 願うて 御覧な されと 刑 部が 申しました。 

光佐 (鋭 色ん かへ て 立 上ろ) 阿 茶。 何故、 その やうな 車 

をき いて 參 るの ぢゃ。 いかに 頭是 がない とて， 以後 さや 

うな 事 を 申す と ゆるさぬ ぞ。 

阿 茶 丸 (泣 出す)  

北の方 (阿 茶 丸 かば ひながら) 何で 阿 茶 を その やうに 

お叱りな されます る。 兄弟の 情 合と は 思 召さ れ ませぬ 

か 0 

光佐 刑 部 も 卑怯な 奴ぢゃ U 「御 a 影」 の につ いて， わ 

が 心 を 計り かねて 居る —— 阿 茶 を 使うて、 ひそかに わが 

心 を 操らう と 致す のぢ や。 (.e^-Li むらく と 怒ろ) 一 W 語 
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道斷。 今度 こそ ゆるさぬ。 限に 物 ：SI^ せて くれやう ぞ。 

(阿 茶 丸 は 光佐の 權 幕に 恐れて、 0^ か く 泣きな が 

ら、 いよく 北の方に しがみつく。) 

第二 揚 

石山 本願 寺 a 師 堂の 內部、 同じ：：！ の 事で あろ。 も は 

や、 夕方 近い H 射が、 一 方の 窓から、 異様に 赤く 映し 

こんで ゐろ 0 

大蔬の 節，^ 堅く 閉 めて あろ。 げっそり やつれた 敎如 

と、 證誓 * 親 龍、 粟^ 源 六。 その他 善 加越大 一揆 

の 落 武者 黑 丸の 光玄 坊 などが、 M く 坐って ゐろ。 

敎如 (祌經 的に あたり，^！:^ 猶す" ？ t 低く) 賴龍。 

親 龍 は つ 。 

敎如 聖人の 御眞 影の 有無 を 疑 ふ 門徒 どもが、 たと へ 如何 

やうに 迪っ て參 つても、 決して この 粗師 堂に入れて はな 

らぬ。 腹心の 者 どもに、 よく 綠外を 固めさせい。 

00 かしこまりました。 (立 上ろ) 

敎如 待て。 婦リ 綠外を 固む る 者 どもの 太刀 を 取上げて 

置け。 かやうな 機ぢ や。 血迷うて、 傷 沙汰ても 起さば、 

いよいよ、 人々 の 心が 荒 まう ぞ。 

mm 承知 仕りました。 (退場) 

数 如 (吸 1^ 輝かし VO まだ、 決して、 落膽 して はならぬ 0 


門徒た ち は、 御 眞影を 信仰いた す あまりに、 たに 疑 を 持 

つて 參 つたの ぢゃ。 「御眞 影」 が、 眞！ r 此處 になうて、 

鷺の 森の 御坊に お移りな された 事 を 知る 者 は あるまい と 

存 ずる。 

證誓 愚 僭 もさ やうに 思 ひます る。 た^-、 この 上 は、 鷺の 

森より 參る 者を嚴 重に せきとめて、 門徒に 先方の 樣子を 

知らせぬ やうに いたさねば なり ませぬ U 

敎如 さ うぢ や、 それが なかなかむ づ かしい わ。 

光玄 坊 いや、 新 門 機の 御； ST て は 御座る が、 愚 Is はさう は 

思 ひませ ぬ。 門徒た ちが、 第一 不 維 いたす は、 新 門據晨 

朝の 御 勤めに 御眞影 の 御 帳 を 遊ば されぬ 儀て 御座り ま 

する。 

善堯 まだ 聲た かう 中し はいたし ませぬ が * 彼等の 間で 

は • もつ ばら それ を 怪しんで 居ります る。 

敎如 御鑰 取り 役の 常樂 寺が、 驚の 森 へ先發 いたした た 

め- お 鑰 の 所在が 分らぬ。 ：？2 て、 先方に 問合せ、 ぉ鑰を 

見出す まで、 御開 帳 は 取 止め ぢ やと、 布令て あっても * 

やはり 疑 ふの ぢ やな。  - 

善堯 さやうて 御座り まする。 

敎如 (間，. 置いて 沈痛) 門徒 どもの 疑が、 そこまで 深う 

なって 居る と、 この 祖 肺 堂 は、 もはや、 迂 潤に は 離れら 

れ ぬ。 今 曰より、 われら はじめ そちた ち も、 此處 に寢と 
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敎 證賴敎 賴敎 Ml 


まりす る 事に 致す。 

譜誓 さやう の 事 を 致せば、 却って、 門徒の 疑 を 1^ す 道理 

て は 御座る ま いか。 

敎如 (深刻に〕 もはや、 門徒の 疑な ど、 かへ りみ て は 居 

られ ぬ。 此處を 離れて、 この 御 C の 正體を みられた が最 

後、 われらの 身の上 は、 どうなる か 分らぬ。 身 を 守る た 

めに も， 一 味 El 心の 者 は ひたと 寄 合うて 居る 事が 肝要て 

あらう ぞ。 ( ！ 同 緊張) が * 併し、 その内に は、 先日 矢 

文を以 つて 中して 參 つた g; 國の 長 曾 我 部 元 親 の 軍兵が 參 

るで あらう。 彼 は 南海の 英雄 ぢゃ。 近頃、 織 EI を 恨み、 

將軍 家に 好 を 通じて 居る。 これが 參れ ば、 門徒の 心 も、 

また、 ひ 起ら ぅぞ。 

源 六 元來、 門徒 ども は、 新 門樣御 01 ならば、 生死 も 念 は 

ぬと 堅く 誓って 置きながら、 當 寺の 落 目 をみ ると， すぐ 

さま、 かやう に 騒ぎ立て をす る。 不甲斐なき 奴ら で 御座 

るのう 0 

敎如 それが 人の 心ぢ や。 此度 はわれら も、 よい 罄間 をい 

たした わ。 

8 將窜 家義昭 公より 更に 御 消息が 御 趣 ら ぬが、 いか 

が、 いたし 居られます るか. 心掛 りて 御座る。 毛 利 殿の 

方の 相談が 首 Iffi よく 參ら ぬと えます るな。 

如 ^柴秀 吉 が備 中まで 攻 入った と 云 ふ話ぢ や。 毛 利 殿 


も 今が 懸命の 合戰 最中. てあら ラ。 この 上、 本願 寺 を 援助 

さる- - はま づな いと 見ねば なるまい 。大多 和 惣兵衞 が 

こ に參 つて 居る だけても. 過分と 思 はねば ならぬ。 (間) 

われらが 頼む は、 た K 長 曾 我 部 だけ ぢゃ。 あれが 參れ 

ば、 天下に 恐る」 者 はない。  - 

(？ S 飽が 入って くる 0) 

m 仰のと ほりに 取 計ら ひ 置きました。 

如 大儀て あった。 

龍 n^^7、 毛利家ょりっかはされ居りまする大多和惣兵 

衞が、 御 眼 通り を 願 ひ 出で k 居ります る。 

如 限 通り ゆるす。 これへ 呼べ。 

m はつ。 (退場〕 

誓 您兵衞 は 何 を 願 ひ 出づ る 心て 御座ら う 。 

如 もし. 歸國の 願て あつたら、 今. W らく 居殘 つて 買 ふ 

やうに 説いて みねば なち ぬ。 彼の 手に は 二 千の 中國 勢が 

居る。 只今の 二 千 は なかなか 大切 ぢゃ。 

光玄 坊 您兵衞 の 願 は 歸國の て 御座る.. 彼 は 愚僧に 度 々 、 

さやう の 心 を 彼らして 居ります る。 

敎如 そちの 持 場 は 惣兵衞 と は、 隣り ぁひぢ やのう。 

光玄 坊 さやうて 御座る。 愚^ は堺 口の 御門、 彼 は 天 王 寺 

口の 御門 を かため て 居り ます る ひ 

敎如 中國勢 はや はり 門徒と 仲が よくない か。 
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光玄 坊 以前の やうに in:i- 口論 はいたし ませぬ が、 やはり 

何事に つけても 白眼み 合うて 居ります る。 

敎如 困った 者ぢ や。 

sm に案內 y られ て 、大多 和 t や 共衞元 K が 出て くろ。〕 

^兵衞 (平伏) 御 りの 錢， 早速 御 ゆるし 下され 有難 

く 存じます る。 

X 故 如 何時もながら 出^- 新 門 は ifa なう 思 ふぞ。 

惣兵衞 恐 入りまして 御座り まする リ 

敎如 して、 その 方の 願と 申す は 何事で ある ぞ。 

恝兵衞 火急の 御 願、 他の 儀で は 御座り ませぬ。 まこと は 

主人の 小 早 川隆景 より、 密々 の 消息が 御座りまして、 新 

門樣 にも， 旣に御 承知のと ほり、 織 田家 G 軍、 旣に 領内 

深く 打 入りし 由 を^ 參 りまして 御座り まする。 つき まし 

て は、 甚だ 心なき 儀の やうに 御座ります るが、 火急 御 暇 

を 給 はりた う 存じ、. 御 願の ために、 御 股 ど ほり を 願 ひま 

した 次第で 御座り まする。 當山 只今の 有樣を 見す て參ら 

せて， 歸國 いたす^、 某に 於き ましても、 心苦しう は 御 

座ります るが、 何に いたせ、 主の 大事て 御座る。 家来の 

身 と 相 成り まする と、 かやう に 他國 の て 安閑 と 暮らし 

て は 居られ ませぬ。 某の 胸，： ：- 何卒 御 推量の 上、 卽 刻歸國 

の 儀、 おゆるし を 願 ひたて まつろ 次第で 御座り まする。 

證誓 貴殿の 御 願、 御 もっともの 次第と は 存じ 申す が、 御 


覽の とほり、 當山は 、 只今が 危急存亡 の 場 八； 1 で 御- M る。 

殊に 門跡 御 去の 後 は、 籠城の 門徒 も 次第に 散 じ はて、 

一時 五^に あまりし 士卒が、 今や、 ゎづ かに 五 千に も 足 

らぬ 有様て 御座る。 それ とても、 烏 合の 衆、 甚だ、 頼み 

甲斐な さ 者 ども. て 御座る。 然るに、 幸に も、 かの 南海の 

長 曾 我 部 元 親が 、 辆 の 律に 座す 將軍家 の 御懇 請に より 

て * 伊豫 土 佐の 兵を以 つて、 當山を 救 ふよし を 中して 參 

つた。 

敎如 惣 兵衞。 この 儀 は、 まだ 何人に も 明かさぬ。 たビ、 

そチ， -だ けがき くの ぢゃ ぞ。 さやう、 心 い。 

(您兵 衞ば頭 低げ ろ。) 

證誓 卽ち、 四國の 荒武. たちが、 當 山へ 參る は、 もはや 

間 もない 事て 御 13 らう，」 折角、 これまで、 共々 に 籠城し 

生死 を 共に いたせし 我々 て 御座る。 どうぞ、 それ迄、 御 

待ち 下されい。 

惣兵衞 敎行寺 殿のお if を 分けた る 御物 語、 殊に、 陣中、 誰 

一 人知らぬ 秘事まで 打明けての 御頓 み、 ^兵 衞、 肝に 銘 

じて 忘れ ませぬ。 なれ ど、 此處は 一 つ 新 門 樣に御 思案 を 

願 はねば なら ぬ處で 御座り ます る。 某 はじめ 當山 へ 參り 

居ります ろ 中國勢 は、 皆、 毛 利-:^ の、 數代 恩顧 や： ども 

で 御座り まする。 古来 未曾有の 戳 上手と 承 はるかの 羽柴 

秀吉 が、 天下の 大兵 を率ゐ て、 備 中より W 幡に 攻め入り， 
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只今 は 鳥 取 城 を 取 国み 居る 樣 子に 御座り まする。 萬 一 鳥 

取 城が 落城いた さば、 もはや、 毛 利 一 家 は、 枕 を 高う し 

て は られ ませぬ。 當 山の 難儀 を 見捨て 申した てまつつ 

て、 歸國を 願 ふ 惣兵衞 が 心底、 何卒お 汲取 を 願 ひ 上げ ま 

する 0 

敎如 您 兵衞。 先刻より そちの 申す ところ 一 々、 新 鬥は深 

く 感じ入る。 主の 難 in を 兌 捨てかぬ る 段、 まことに もつ 

とも ぢゃ。 すぐさま 歸國 いたせと われらに 於て はかう 申 

したいの は 山. ぢゃ。 併し、 當寺も 今や、 大難に 會、 つて 

ゐる。 只今 そちが 二 千の 中 國勢を ひいて 歸國ぃ たせば、 

恐らく 門徒た ち は、 随病 風に さそ はれて、 散々 になって 

しま ふで あらう。 さすれば、 父に 反いて、 あくまで 籠城 

いたさう と 云 ふ われらが 志 は 無益に なって、 it^ しく 天下 

の 物笑ぢ や。 そこ をと く と 思案し てた もるまい かのう。 

(想 兵衞は 俯いた ま、、 返 寧 1^ しな い。 敎如 長く 您兵衞 

,^n^ つめ ズゐ ろ。 一同 不安 は 刻々 LL つのろ) ど うぢ や 

な。 您 兵衞〕 

您兵衞 (無せ に) 折角て は 御座る が、 どうぞ 御 暇 を 下さ 

れい， - 同じ 死ぬ る ものなら ば、 この 您兵衞 主の 馬 前て 死 

源 六 (怒お か 含んで〕 您兵衞 殿。 これ 程、 事 を 別けて 新 

問 様 御？ S みある は、 よくよくの 事で 御座る ぞ。 あまりと 


云へば 情ない 御 返事 ぢゃ。 今一 應の御 思案 強って 鶴み 入 

る 0 

惣兵衞  

頼 龍 成 程、 承 はれば、 毛 利 家に 於 かせられても、 此度は 

難 溢の 御 様子て 御座る。 然しながら、 毛 利の 御 家 は中國 

の大 藩、 譜代の ER 士が 雲の 如く 居ら る X で は 御座らぬ 

か。 贵殿ー 人御歸 りなく とも、 合 戰に事 は缺き 申さぬ U 

それに 引換へ て當山 は、 たに 今のところ、 知らる とほ 

り 無人の 冇樣 、殊に、 まだ、 御主 君より 歸國の 仰せが 御 

座らぬ 上 は、 お止まり 下されても 義に 於て 缺 くる 處も御 

座るまい。 

惣兵衞 按察使 法檢の 仰せのと ほり、 主人より 歸國 せよ と 

は、 まだ 申して 參り ませぬ。 成程、 某 一 人、 當 山に 殘り 

ましたと て、 合 戰に事 を缺く は 御座りますまい。 なれ 

ど、 それ は 他處^ の 御 思案て 御座る。 當の 某の 胸中 は、 

なかなか 以 つて、 さやうな 吞氣な 事で は 御座らぬ。 

源 六 (愤 然として 詰めよ ろ) 您兵衞 殿。 ぉ控へ 召され。 

^兵 衛 (飛びす. さ リズ 刀の 柄に 手 fS- かくろ) 

源 六 さくに 耐 へぬ 惡ロ雜 言 >  無醴て 御座ら、 「ぞ。 かくな 

る 上 は， もはや 武士の 意地 ぢゃ。 決して 歸國は ゆるし 中 

さぬ。 

您兵衞 (ヒリ ヒリと 後へ さがる) 然 らば 某 は 刀に かけて 
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数 您 敎 


も歸國 いたす。 (拔さ 合 はう とすろ) 

敎如 ( 一 同 殺氣立 つの，^ 押 静めろ や-つ-.. 0 待て、 源 六。 

方々 も 何事 ぢゃ。 坐らぬ か。 

源 六 あまりと 申せば き、 分けな き — 

敎如 えい。 われらが 命ずる 11 坐れ。 (源 六 は じめ 一同 

しぶしぶ 坐ろ) 您 兵衞" そち の 歸國は ゆるして つか は 

す。 さう さう 支度いた せ。 さりながら、 您 兵衞。 肝に 銘 

じて 忘る X な。 此 儀は敎 如に 取って、 身 を 切らる \ より 

辛い 率ぢ ゃぞ。 

您兵衞 は つ 。 恐 入ります る。 (淚か ふ リ拂っ ズ 〕 新 門樣の 

御 心中、 iJf く 御 推 ：5里 仕ります る。 ，ylr この度の 歸國 は、 

ま こと を 申せば 某 の 心中て は 御座り ませぬ。 召し つれ ま 

した 中 國の者 どもが、 强 つて 歸國を 云 ひつの り、 いか や 

うにな だめ 諭しましても、 い つ かな 入れ ませぬ。 染 は、 

一 揆 にも 及ぷ樣 子で 御座り まする ゆ ゑ、 心 を 鬼に して、 

御 願いた す 次第て 御座る。 御 無 禮の段 は いくへ にもお ゆ 

るし 下されい。  - 

敎如 (思！； 1 ず 嗟嘆す J もはや、 士卒 どもの 心 は、 さほど 

まて、 この 新 門 を 離れて しまうた かのう。 

(一 同 言な し。 あた リが少 しづ.^ 1= くな ろ。) 

惣兵衞 御 痛 はしう 存じます るが、 これて 御 別れいた しま 

する" (楚^ん. おさへ る) 各々 方に も、 もはや 御 K にか 


かりませ ぬ。 御免 下されい。 (平伏) 

如 そち も 堅固て くらせ リ 

兵衞 (泣く) はつ。 (静かに 返 場) 

如 (窓.^ 見返って) 空の 色が 不思議な 赤さぢ や。 やが 

て， 暴風雨が 來 よう も 知れぬ。 次第に 暗くな つて 參 つた 

わ。 (此 時- 俄かに、 堂の 外に 叫びの、 しる^が 騷 

がしく きこえろ 0 敎如 >p  くりとして) 何ぢ や。 あの 叫び 

聲は。 

mm 門徒 どもが 御眞 影を拜 みたい と 中して、 ：^；！って參り 

ましたので- 御座り まする。 (出て 行く) 

(外 は 烈し い 級投。 內 では 一 同が 何時と なく 敎如 函 

んで、 近くよ リ かたまる。 やがて. 驟投が 静まろ。) 

(^ 能が つてく ろ。 大 ^^つて つれてくろ 0) 

mm 不思議な g 者 を 拙へ まして 御座り まする。 (大學 の 

磐，^ つかんで、 引 上ば る。 K;? 面隻 K の. Km+ は、 LL つと 人 

侮げ すむ やうに 笑 ふ) 

敎如 广^ え す乘リ いだす) お \ 、そち は大 て はない か。 

(大學 答へ す」 どうして 此 處へ參 つたの ぢゃ。 

mm 只今 門徒 衆 を取靜 めて 居ります ると、 この 紐 肺 堂の 

緣の 下より、 ひそかに 這 出づる 怪し い： m 者が 御座ります 

る ゆ ゑ、 捕へ させて 見ます ると、 この 大學て 御 鹿 り まし 

た 0 
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敎如 (血相, 5- かへ て大學 に) そち は 母上の 間者と なつ 

て、 ^處へ 忍んで 參 つたの ぢ やな。 

大舉 (また 侮げ すむ やうに 笑 ふ) 如何にも 御 推察のと ほ 

りで 御座る。 

数 如 (赫怒) おのれ、 よう も ほざいた な。 打殺して くれ 

ぅぞ 0 

大學 かやう に 捕 へられた 上 は、 生かさう と 殺さう と 御身 

の.： III 由ぢ やひ もとより、 塵埃の やうな 生命. ぢゃ。 惜しい 

と うた.^ は、 近 sra^ ない わ。 (K,^ 閉る) 

源-: ハ 新 門跡 樣に對 し て 無禮の 雜 言， おのれ、 言 を つ、 し 

まぬ か。 

大 (切 する やうな 路で 苦しげ に 笑 ふ) 何ぢ や。 新 門 

ぢゃ。 (笑 ふ) 新 門 も 人 問なら 、 お れも 人問ぢ や。 

證誓 おのれと 新 門樣と は、 自づ から 位が 違 ふわ。 . 

$ 四 海 平等；： や。 人間 も ftri も か はらぬ。 死ん. てし， ま 

へば 髑體ぢ や。 (また 笑 ふ) おれ は、 その 位が 氣に 入ら 

ぬ 0 

敎如 (冷笑) それ 程、 位が 氣に 入らぬ 者が、 何て 母上に 

召使 はる、 のぢ や。 

$  (さげすむ やうな 微笑) 御身の 母御 前 は 美しい 娃婦 

おやから のう 0 

敎卯 (勃然として) 源 六。 そやつ を 切って 捨てい。 


源 六 はつ。 (立ち上ろ。 また 門徒の 押 寄 ぜ る？ T か 5^ くさ 

、 *.K- ろ) 

敎如 待て。 成敗 は 追って 命ずる。 まづ、 一間に 

堅く 縛し めて 置け。 

源 六 はつ。 -.. 大 a-y^ 引立てろ) 

(兩人 退場。) 

(門徒 ^一 リの駿 0 段々 近 まって くろ。) 

(あた リは ますます 1" くな ろ。) 

敎如 (翳 然として) 母上の 事 を 思 ふと. 心が 暗くなる ぞ。 

( 門 徒の 騷提が 紐 M 堂の 外で 烈し く 起ろ。？； 3： 如の 周圍 

に 一 座の 人た ちが 不知 不識 寄り そふ やうに なろ。) 

(扉が 開いて、 一人の 法師が 入口 LL 平伏す る。) 

誇 誓 (こらへ かれて) 何事 ぢゃ。 

法師 只今， 鷺の 森の 御坊より 願 得 寺樣が 御出で 御座り ま 

する。 

敎如 何、 實悟 殿が 見えた と ゆす か。 (證 誓、 紐 龍と^,^ 

見合せ ろ) 思 ひも かけぬ 人が 見えた もの；：. やのう。 

證誓 よ い 事て は 御座る ま い 。 

敎如 何 は ともあれ、 これへ 通せ。 

frn はつ。 (退場〕 

广 やが ズ、 願 寺. K 悟が 现 はれる 。源 六 LIK つてく ろ。〕 
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如 K 悟 殿" 珍ら しう 御座る のう。 

.K 悟 新 門跡に も、 御 無事で 珍 雷で 御座る。 やれやれ、 今 

少し 早う 參る箬 であ つたが、 挑 の 門徒 衆に 引 止 めら れて、 

つ ひ 時 を 過ごし a. した。 時に 寺 內の樣 子 は 如何で 御座る。 

變る事 も 御座らぬ かの。 

敎如 (苦 々しげ！，：) 寺內の 有様 は 散々 で 御座る。 貴僧と 

しかと 御 約束いた し 置きた る にもかかわらず 「開山の 御 

眞影」 は 母上の たく ら みて 驚の 森に お移り 遊ばさる、。 

門徒 どもの 心 は 日 ましに 險 しうな つて 參る。 何に せよ〕 

只今が ー赉 厄介な 處ぢ や。 

(門徒の 校衝" 絕顶に 建す ろ。) 

S ほう。 それ は 御心づ かひて 御座る のう" 只今. 愚 ：|3 

が 案 內 せられて、 この 祀師 堂へ 參る 道す がら、 門徒 衆が 

口々 に 何 かわめきながら、 押しよ せ參 つた は >  あれ は 何 

事て 御座る。 

^誓 「御眞 影」 を拜 ませい と 強訴いた すので 御座る。 

S 門徒 衆の 心が、 そこまで 險し うなった とすれば、 ま 

ことに 容易なら ぬ 儀て 御座る U 御身の ために も、 早う 此 

處を御 引上げな さる \ が、 ようは 御座るまい かのう。 

敎如 いや。 この 敎如 は、 斷 じて 石山 は 離れ ませぬ。 たと 

へ、 骨が 砂利に なっても ぢゃ。 

•K 悟 成程。 悧發 なやう でも、 まだ、 新 門 殿 は 心が 御 若う 


御座る。 世の中の 事 はさ やうに 堅苦しう 考 へて は 生きて 

は 行かれ ませぬ ぞ。 

敎如 實悟 殿。 もはや、 その 御 話 は 無益 ぢゃ" 御免 かう む 

る。 われらの 決心 は、 たと へ 如来の 仰せても 變 へられぬ。 

まづ、 御用 向 を 承 はらうて は 御座らぬ か。 

(門徒の 聲次 第に 静まる。〕 

•K 悟 さ、 それ ぢゃ、 愚 偕が た 今、 申 上げた 事が、 自然、 

此 度の 用 向に か、 はって 參 るの ぢゃ。 

敎如 只今 も 中 せし とほり、 その 御用なら ば、 もはや 承 は 

るに は 及ばぬ。 御 立歸り 下されい。 

S  (きっとして〕 新 門、 ようき かれい。 此度. 展份が 

當 地へ 罷 越した る 用 向 は 他て は 御座らぬ」 本願 寺 常 代の 

門跡 は、 新 門跡 敎如、 及び、 その 一 昧の者 ども を， 改め 

て 宗門より 勘當 いたさる、。 それ を 申しった ふる 爲に參 

つたの ぢゃリ 

( 一 座 動搖。 ：} 

敎如 御 勘當で 御座る か。 (みろ みろ 内に 血相が か はろ。 悲 

愤の驛 しぼって) いや、 此 期に 及んで は、 御 勘 常 をう 

けて ム 我が 心 は ひるが へされぬ、 自體 * 父上 は 如何なる 

仔細あって、 かくまて、 この 敎如を 憎ませら る、 ので 御 

座る か。 なる 程、 御 心に そむいて、 この 石山に 龍 城いた 

した 段 は、 敎如 重々 恐 入る 次第て 御座る が、 これ とても、 
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宗門の 爲を思 ふ 故て 御 .M る。 諸 佛如來 も 照 i3 あれ、 敎如 

の 心に は、 一 點の惱 ましい 處も 御座らぬ。 (1^,^ ふリ拂 

ふ) K 悟 殿。 この 敎如 は、 幼少の 折より、 父上 を 世に も 

1!^? はしう 思-つて 居りました。 只今と て、 (鳴 咽) かくま 

て 無殘な 御言 葉 を：^ は つ た 只今と て * 父上を！^ぬひ ま つ る 

心 は 更に か はり ませぬ ぞ。 

S 敎如 殿" 門跡 も、 御身 をい つくしむ 御 心 は 決して 御 

身に 劣らぬ と、 この 悟 は 推： a いたす。 たド. 何事 も 天 

下の 爲ぢ や。 血の 淚を 流して、 御身 を 御勘當 なされた の 

で 御座る。 そこの 御 思案が 肝要 ぢゃ。 

敎如 いや、 父上 はた i -、 われら を 憎ませら る、 の ぢゃ。 

もし、 父上に 子 を 思 ふ 御 心が 爪 ほど も 御座るならば、 か 

の 御 眞影を 召 上げら る xil が 御座らぬ。 われら は 父上に 

かほ どまで！ Is まれ 參.， ： する が 無念で 御 鹿る。 

S 「御眞 影」 の 儀 は、 門跡 も 我ら も、 夢 知らぬ 内に、 此 

處を御 励 座 遊ば された のて 御座る ぞ。 

敎如 もとより これ は 母上の 御 計ら ひとは 承知いた すが、 

それならば、 何故. W 三 御 願 ひいた すに も か \ はらず、 

當 山へ 御戾し 下さらぬ ので 御座る か。 それと 云 ふ も、 所 

詮は、 敎如を 好かせられぬ 故て 御座る。 

焚 悟 御身の 思案が、 ^ りながら、 まだ、 お 若い と 申す は 

そこて 御座る ぞ。 かの御2^;影は、 淨土 眞宗极 本の S て 御 


座る。 ー且 * 門跡と 共に 鷲の 森に お移り ありし ものが、 

またまた、 故 もな く， 當 寺へ ぉ戾 りなされ て は、 宗門の 

威信に も か、 はり、 門徒の 信心 も ゆるぎ 申さう。 成程， 當 

地より 移し 奉りし 手段 は、 よいと は 申されぬ。 門跡 も 心 

中 li- かく 御愤 りの 御 機子ぢ や、 さりながら * 只今、 事 を 荒 

立て- -、 かの 謀が 萬 一 、外に 洩る、 やうな 事が 御座れば、 

それ こそ 一 大事 ぢ や。 そこ をよう 考へ て 御覧な され い。 

敎如 (悲 W) それにつ けても、 母上 は 罪深い 御方ぢ や.' 

この 恨 は、 敎如 決して 忘れ 申す まじ。 

( 一 人の 武士が あわた  > しく 入って くる。) 

武士 申 上げます。 只今、 嚴 しく 縛め 置きました 大學 が， 

^をう か ひ • 繩を喷 み 切って、 何處 ともなく 逃げさり 

まして 御 Si ります る。 

想 龍 何、 あれ 程、 堅く 縛し め 置きし 繩を喷 切って 逃れた 

と 申す か。 (敎 如に) 御免 を かう むり、 取調べて 參りま 

する。 (退場) 

(武士，..^ 退場。 1： 徒た ちの 擾亂 がまた 烈しくな ろ 0) 

敎如 資 悟^。 繩を喷 切って 逃れた と 申す は、 母上の 問 者 

で 御座る" この 敎 如の 身の上 を fe- るた めに、 母上が ひそ 

かにつ か はされ し 間者て 御座る ぞ II 恐ろし い 御 心で は 

御座らぬ か。 

S いかに 末法： ぬ 世と は 云 ひながら、 御 親子の 問 柄て 何 
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事て 御座る。 勿論、 北の方 も 御 心得 違 ひで 御座る が、 御 

身と て- 北の方に 孝心 厚う おはす と は 申されぬ。 よう、 

考 へても 御覽 なされ。 北の方と て、 罪な き 者 を 憎まる > - 

察 は 御座るまい。 

敎如 (北の方に 對す ろ 惯惡 と侮践 と，^ 露风" Li 現 はして〕 

それに は 仔細が 御 鹿る。 當山を 御 返 去 ある 數日 前、 奥庭 

深き 木立 の 闇に て、 われらが かの 蘭 菊 丸 を 殺害 い た せ し 

儀を母上は漦くぉ^^しみぢゃ、 これより く はしう は、 わ 

れらが 口から は 云 はれぬ 事て 御座る が、 生け 置いて は 我 

家の 恥辱と 存じ 切って 捨てた 次第て 御座る。 その 邊の仔 

細 は 御 推：： m 下されい。 

悟 敎如 殿。 ひたすら 理を 立て、、 ー歩.^曲げぬ御身の 

お 心 は 結構て 御座る が、 理 にな づみ過 ぐると、 はて は淺 

間し い 我執の 鬼と ならねば ならぬ。 われら は 元来、 罪深 

う 生れた 人間 ぢゃ。 決して 聖人 君子. て は 御座らぬ。 此所 

を 念 へば、 EI づと 心の 凝りが 解けて 參 る箬ぢ や。 此度 の 

御勘當 とて、 やはり さ うぢ や。 當 道場の 開山 蓮 如上 人の 

御文 章に も 「むつ かしき 題目なん ど出來 あらん 時 は、 連 

かに、 この 在所に 於て、 執心の 心 を やめて、 退出すべき 

ものな り。」 と ある-て は 御座らぬ か。 .實 悟 は 決 して 惡し 

うは 計ら ひ 申さぬ。 早う 此 石山 を 御 立 返な されい。 さす 

れば、 折 をみ て、 門跡の 御 心 をな だめ 奉り 御 勘當御 赦免 


のために 骨 を 折り 申さう。 

敎如 (ffi 然として) 云 はれな、 實悟 殿。 もはや * われら 

一 昧の^！^：の心は決し申した。 烏滸がまし けれど、 敎如 は、 

當 流の 御開 山 親 耀 聖人の 嫡气て 御座る。 たと へ 父上 33 上 

と 云へ ども、 無法 の 仰せに 阿容 阿容從 ひ 奉る 譯に は參ら 

ぬ。 か、 る 上 はあくまで 石山に 立て こもり、 父上. もし、 

「開山 の 御 R (影」 を 奉じ て 門跡と あ ふ がれ 給 ふなら ば. わ 

れ らも 門 末の 寺々 を 狩り 催 ほして， 新たに 本願 寺 を 開く 

ばかり ぢゃ。 

( 一 -M 緊張。〕 

(門 徒た ちが 「御 願 ひで 御座ります。 御 願 ひで 御座 リ 

ます。」 と 呼ぷ It が 外から き、、 えてく ろ。〕 

货悟 こ は {杵 易なら ぬ 事 を！^ はる。 宗門の 按を 破って、 新 

たに 別派 を 開かる \ は。 ！ と II； じ 罪過で 御座る ぞリ 

敎如 それ もやむ を？ おぬ 事と 存じ 中す。 非理 非 法の 兩 親の 

悟し みが、 敎如 を" かくまて 堕落いた させた のぢ やとお 

傳へ 下されい。 

(「お 願 ひで 御-ぼ リ ます。 御 願 ひで 御座ります 0」 と 叫ぶ 

辞が 次 4 や.. L 烈しくな ろ。) 

(班 龍が 入つ ズ くろ。) 

1 殘 念ながら • 大學の 姿 は • もはや、 何虚 にも 见 えま 

せぬ。 
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a 如 鎖 龍。 また、 門徒 どもが 喧しう ゆす。 取靜 めて 參れ。 

00 そこで 御座り まする。 折角、 御 用談 中と 存じ、 威し 

つ、 すかしつ- さまざまに 申しな だめて 兑 ましたが、 狂 

氣の 如く 湧き 立つ 門徒 ども は、 いっかな 靜 まる 段で は 御 

座り ませぬ。 

敎如 えい、 腑甲斐なき 者 ども ぢゃ。 然 らば われらが 自ら 

參 つて、 說 きさと して くれる わ。 (立 上ろ) 

(一 EI 変色 yJ- 現 はす。 扱亂 その 極に 達す。) 

0m  (w.^ ひかへ て) さりと は輕々 しい 御； i 舞、 何事て 

御座り まする。 只今、 御 姿 を 御 見せな されましたら、 ど 

の やうな 事に ならう も 知れ ませぬ ぞ。 

敎如 (凝 乎つ と赖 龍.^ みる) 構 はぬ。 離せ。 

(！  ss、  口 々に 「お 危なう 御 1^ リ ます。 およしな され 

ませ。」 と 1H ひながら、 敎 如.^ 取リ かこむ。) 

(此 時、 烈しい 騷授 と共に EC が 折れ て m 師堂 の 扉が 開 

く 0 門徒た ち亂 入。〕 

門徒 五六 人 (敷 尻の 虚に舞 まって) 御 願で 御歷 ります。 

「閉山 の 御眞 影」 を拜ま せて 下さり ませ。 (口々 に 叫ぶ) 

敎如 (裔 然として ：} 返れ * 無禮者 奴。 (門徒 威に 打 たれ 

ズ、 まろ) 先日より 度々 申しき かすと ほり、 御 眞影は 

確かに 御 籠の 内 にある。 やがてお 鑰 さへ 見付からば、 何 

時で も拜 ませて つか はす。 


(一座の L の 共 は 太刀，^ 拔き そばめ v^、 敎 如，^ 守ろ。) 

(門徒 -极 きわけ て、 第一 れ I に^の 修綣， 少して ゐた叙 

山 法師が 三人 前に 出ろ。) 

法師 一 (熱狂し ズ) 御 眞 影 は旣に 驚の 森に 御 動 座と 承 は 

る。 眞實、 此處に 御座ります るか。 

法師 二  (恐ろし さ 額 付に て) 此處に 御座るならば その 證 

をお 見せ 下されい。  . 

敎如 眞賁 この 御 籠の 內に 安置して ある。 われら 偽 は 云 は 

ぬ。 (凝 龍 源 六 等 1 化か ヘリみ て) これ、 決して 太刀 を拔 

いて はならぬ ぞ。 よい か。 

法師 三 © りぢ や。 此處に はも はや 御. M ら ぬと 確かに 承 は 

つた。 

法師 一 (斧，^ 投げて 立 上ろ。 大ー せに) 地獄に 墮 ちても 構 

はぬ。 「御眞 影」 の 在所 を 確め よう ぞ。 (亂 入す) 

法師 1 一 三 それ、 御寵を 打ち破れ。 (つ  >  い て亂 入) 

(つ いて E: 徒 七 八 人！ S 師堂に 入 込む。 格闘。) 

(法 M 一  は 斧. か 振って、 大症に 迫る。) 

敎如 (こらへ かれて 叫ぶ) 無法者 を 切って 捨てい。 

(光玄 坊が 太刀.^ 振ろ つて、 法師  一 ，^ 後から 袈 tST かけ 

LL 切リ さげる。 法師 一 は 倒れろ。 法師 二が、 その tgLL 

4<<f "に 近づ ぃズ. ro,^ 打^ろ。 善堯 がお のれと 叫んで、 

その 脇 股,^ 刺 通す。 法^ 二死す。) 
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(大 <:S の 扉の 破れた 虚に、 しっかり 法師 三が 取りつ い」 

て、 內 視く， 源 六が その 背中 1^ 刺す。)  一 

法師 三 (刺されて 苦しみながら、 後 1^ 振 返つ ズ) 空 ぢゃ 0 一 

何もない わ。 (悲痛な ろ 大笑。 その ま、、 ぐた リ となる > 

(門徒 それ，^ さいて 一 時 森と 靜ま ろ。 敎如 手，^ 以 つて 一 

額ぁ蔽 ふ。 窓に 映る 夕榮 ますます 赤く 異樣 に 輝く。) 一 

—— 幕 1 - 


竹： S 三 幕 

E 鐘の が 亂 したやう Li 鳴リ わたろ。 少時、 幕 開く  0 

§5 の 森 別 堂。 中央 本尊 阿彌陀 如來、 一 側に 「ffi^ 

^肉の 御眞 影」 の a 製の 龜。 共-」 扉 vJ- 開かれ ズゐ ろ。 

未明 燭 Li 火ん、 點じ、 佛 前の 燈叨も 燃えさ かって、 塞 

の やうで わろ。 時 は、 天 正 十 年 六月 三日、 前せ や，^ リニ 

年 以後の 事で わろ。 

光佐、 顯尊、 悟、 覺淳、 超乘 その他 御堂 衆、 一 門逑 

枝の 坊主 衆が 居 流れろ。 登淳 以下の 一 門 速 枝の 坊主 衆 

は^ 屮宵, ； i- よ るうて ゐ ろ。 

光佐 (晨 朝の 勤めの 讚經， ^終 ふ) あの E 鐘の 響 を 止めさ 

せい。 もはや 走せ 集まる 門徒 も あるまい。 

法； W  t つ 0  (退 a«) 


(遠く、 鐡 砲の 饗， 000 つ  >  ぃズ 喊驟。 〕 

超乘 いよいよ 刑 部が 打って出 たや- 「で 御座る。 

登淳 刑 部 も ゎづか 二百の 門徒て は、 目 ざまし い 働 も出來 

かねる て 御座らう。 

超乘 刑 部が 打って出た といたす と • もはや 大手に は 平 井 

越後の 手の者が 百 人 あまり 殘 つて 居る だけで 御座る の 

ラ 0 

光佐 もはや、 それだけ か。 

超乘 法師 も 門徒 も 打ち まぜて、 物の 役に立つ は、 それ だ 

けで 御座り まする。 

光佐 (沈痛に) それで はいよ いよ われらの 最後が 近づい 

て參 つた。 (顯^ に) そちの 母 は 如何いた した。 

顯尊 只今。 最後の 御行 水て 御座り まする。 

光佐 そち は， もはや 行水 をす ませた か。 

顯 はい。 父上の 御 後. て K きまして 御 班り まする。 

(鐘の 昔 やむ。 法師 つてく る 0 一人の 法師 武者が 驅 

け乂 本堂の 入口に まろ。) 

法師 武者 愚 13 は 平 井越 後の 手の者て 御座る。 只今、 下 n 

刑 部 殿が、 打って出 てられ ましたが、 忽ち 寄 手の 先陣、 

丹 波 殿の 手の者に 押 包められて、 苦戰の 蹬と兑 うけます 

る。 越後 手勢 を以 つてく り 出し、 刑 部 殿 をお 救 ひいた さ 

うと 存 ずる。 その 儀 如何て 御座らう か。 


霄己城 開山 石 
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光法 光 超  光 超 光 


光 覺光覺 


光佐 控 への 勢 は 何程 あるの ぢゃ。 

法^ 武者 一 手の 鈴 木 孫 一 殿、 殘 りすくな に 打ちな され 

て、 只今 城内て 御 休息 中て 御座り まする。 控 へと 申して 

は その他に は 御 ii り 申さぬ。 

光佐 よし， 孫 一が 居るならば、 直ちに 打って出-てい。 

法： 帥武 * 承知 仕る。 (驅 けて S 場) 

(烈しい 銃 聲。) 

佐 常樂 寺。 織 田 勢 は 一 萬 を こ ゆるて あらう のう。 

乘 さやう で 御座る。 濱手、 山手 を 合せて 一 萬 四 五 千 は 

確か-て 御跑 ります る。 

佐 それに 引換へ て 、味方 はわ づか五 百に 足らぬ 烏 合の 

衆 ぢゃ。 もう 一 時と は 持つまい 。昨夜 申しき けたと ほり、 

最後の 用意 をいた せ。 

乘 かしこまって 御座る。 然 らば 防 矢 を 仕る 者 どもに そ 

の 趣 5. 傳 へて 參 ります る。 (退場〕 

佐 誰か ある。 

fi- よつ。 

佐 そち は 下人 どもに、 この 本堂の 周 11 に 薪 を 積ませい。 

ある だけの 薪 を 殘らず 積ませる の ぢゃ。 

法師 はつ。 かしこま りました。 (退場) 

光佐 (K 目して〕 いよいよ、 寄 手が、 城内に 亂 入いた す 

を合圖 に、 誰ても よい この 木 堂に 火 を かくる のぢ や。 


や、 かやうな 時には、 得て うろた へる もの ぢゃ 0( 吸,^ 開 

ぃズ 一 座^ 物色す ろ) 顯證 寺。 御身に 頼み 申さう。 

淳 (た 頭，^ 低げ ろ)：： 

佐 しかと 賴み 申す ぞ。 

淳 承知 仕る。 

佐 (责 悟，^ か ヘリ 旯ズ) 生きながら * 荼毗の 灰と なら 

ぅぞ 0 

( 一 魔甚深なろ感動，^っく。) 

實悟 (涙 1^ 押へ て) この 實悟 は、 はや 九十に 餘る II て 御 

座る 5 さまざまの 世の 相 も 見て 參 つた ゆ ゑ、 餘生 をむ さ 

ぼる 心 は 更に 御座らぬ が、 門跡 はま だ 四十に も なられぬ 0 

かやうな 亂 世に 世 を 受け 幼少の 機より、 難^な 事ば かり 

なめて 来られた。 いよいよ 御 最期と 思へば、 た 、御 痛 

はしう 存 ずる。 

光佐 いやしくも 一 宗の束 を 司 どる われらが 宗門と 共に 

つる は 當然の 義理て 御座る。 た i -、 われら 何ん とも 諦ら 

めかぬ る は、 石山 籠城 以来、 幾千と も 知れぬ 門徒 衆の 生 

命 を 失 はせ た事ぢ や。 所詮 われら は淨 土に 往生 は 出來ま 

い 11 いかに 如来の 慈悲が 廣大 無邊ぢ やと は 云へ、 この 

罪業 を 償 ふ 事 はむ つかしう 思 はる X わ。 

覺淳 それ は 門跡 御 一人の 罪て は 御座らぬ。 

光佐 いや， われらの これ ま-ての 生涯 を 思へば、 恐ろしい 
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惡 夢の やうな 氣 がいた す。 所詮、 かほ どま. てに a れ 架て 

た 世の中に、 宗門 を ひろむる のぢ や。 降魔の 利劍を ふり 

かざして、 身 を 守り 人 を 押へ、 この 國 土の 上に 眞宗 一流 

の 政 を 施かねば ならぬ と、 かう 思うた のが、 そもそも 過 

りて あった。 

.In; 悟 如来の 慈悲 は廣大 にして、 如何なる 惡 人も攝 取不捨 

と 承 はる。 石山 十一 年の 合戰に 生命 を 失 ひし 門徒 衆 は、 

いまや、 安 淨 土に 往生して、 門跡のお 出 を 待ち 居る て 

御座ら、 つ 。 

光佐 (数珠 f?- 爪ぐ つて) 門徒た ちの 斷末 魔の 聲が いまだ 

に 耳に 殘っ て、 心の 苛責 となり 串す。 南無、 阿彌 陀佛、 

南無、 阿 彌陀佛  

(超乘 が 一:^ つてく ろ。〕 

超乘 門跡の 仰せ。 大手、 搦手の 大將 に. S. 傅へ て參り まし 

た 0 

光佐 御 苦勞ぢ や。 

(顯 尊が この 時， 突然 泣き出す。〕 

光佐 如何いた したの ぢゃ。 (不興げ に) 心が 法れ たか。 

顯尊 いや、 決して 法れ はいたし ませぬ。 父上。 御 ゆるし 

なされて 下さり ませ。 私 は 兄 上に 御 股に か、 りたう 御座 

ります る 0 

( 一 座 $1 泣く。) 


光佐 (思 はす 淚 fs- ハラハラと こぼす) 與門。 もはや、 そ 

れを 中すな。 

顯^ はい。 (1$.^ かんで 泣く) 

光佐 (强 ひて 烈しく) あくまで 親に 反いて、 宗門に 別派 

を樹 つる 勘當 者が、 そち は それほど 慕 はしい か。 云 ひ 甲 

斐 なき 奴ぢ やのう。 

顯尊 もはや、 死なねば ならぬ 身て 御座り まする。 ただ、 

一 限お 眼に か、 りたう 御座り まする。 (泣く) 

光佐 (手で 欲 vJ- おさへ ろ〕 愚^ 奴：： 

(大 寂寞。 やがて >  叙- 感、 つ > い て 烈し い 喊の？ # がき 

こえろ。) 

(北の方が、 眞 蒼な 鋭で 阿 茶 丸. ^しっかり 抱きしめて 

Jf-T.. で 出て くろ。 腰元 三 四 人 恐る しさう に、 ひたと 北 

の 方の 後 LL つ いて 現 はれる 0) 

北の方 わが 夫。 つねの 居間 は 危なうて 居られ ませぬ。 只 

今、 行水 を 致して 居ります る 間に も、 濱 手の 方より 飛ん 

て參る 敵の 流彈 が、 幾つ となく 鴨居 を 打 貫. きます る。 

覺淳 さて は、 いよいよ 敵が 問 近くよ せて 參 つたと 見え ま 

する。 

超乘 濱手 御門 は 少進仲 之が、 ゎづ かの 手勢て 防いて 居り 

まする 0 

赏悟 濱 手の 敵の 大將は 誰て 御座る か。 


liii 城 開 III 右 
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超乘 三 七 信 孝 殿と 兑 受け 申す。 

然.， つば 濱 手の 人 數は、 山手の 方より 多勢で 御座らう。 

いや、 われら も かやう に 安閙 とし て 死 を 待 つ より 濱手御 

門へ 參 つて、 仲 之に 力 を 合せ、 防 矢の 一 筋 も 仕らう. て は 

御座らぬ か。 

乘 いかさま 、願？ お 寺 殿 仰せのと ほり ぢゃ。 各々 方。 參 

らう-て は 御座らぬ か。 

(御堂 衆、 一門 坊衆 一同 立 上る。) 

坊主 衆の 一 人 いざぐ、 御 伴 仕らう。 

( 一 同？？」 場。) 

(光佐と 北の方、 顯 お，、 阿 茶 丸- 腰元 たちだけ 殘 ろ。) 

S  (本堂の 扉の 外にて) 東の 方が 白んで 參 つた。 やが 

て 夜 も 明けよう。 

光佐 (獨語 ン 夜の 明くる 時が、 われらの 身の 終り ぢゃ。 

(腰元た ちが It 高く 泣 出す。) 

北の方 (險 しい 額 色 に て) これ、 見苦しい。 何車ぢ や。 

靜 かにし や。 

法師 つてく ろ) 仰せのと ほり 本堂の 周 圍に薪 を 積ま 

せまして 御 ISj ります る。 

光佐 そち は 表へ 參 つて、 合 戰の樣 子 を 見張りい たせ 。い 

ざと まふ 時 は、 馳せ 屍って * 顯證 寺と 共々 に 薪に 火を點 

くるの ぢゃ 0 


法師 はつ 0 かしこまりました 0  (退場) 

光佐 (北の方に，〕 敵が 亂 入いた しても 見苦しう ないやう 

に、 奥 殿の 方 は 取 片付けて 參 つたで あらう のう。 

北の方 はい。 仰せのと ほり、 取 片付けて 參 りまして 御座 

ります る 0 

光佐 (深い 眼 差で 凝 乎つ と 北の方，^ 見ろ) この 上 はたに、 

心靜か に 最期 の 時 を 待つ ばかり ぢゃ。 

北の方 (齒 1^ 喰 縛つ ズ) はい。 (北の方に しがみついた 阿 

茶 丸が、 突然、 泣 叫ぶ) 靜 かにす るの ぢゃ。 阿 茶 丸。 

光佐 阿 茶 丸 を これへ おこせ。 

北の方 はい。 さ、 父上の 御 側に 行き や。 

阿 茶 丸 父上。 (わつ と 泣きながら、 光佐に しがみつく) 

光佐 (凝 乎つ と 阿 茶 丸,^ つめろ o<fR,,J-.lg ば ！ま,^ うろ ま 

せて) 阿 茶。 もう 泣くな。 われらが、 何時 まても 抱いて 

ゐて やらう ぞ 0 

阿 茶 丸 死ぬ の は厭ぢ や。 父上、 腐 は 死た うは 御座り ませ 

ぬ。 ハ泣 く) 

(北の方 は 餌 1^ 抉で かくす。) 

光佐 これ、 阿 茶。 よい 子 ぢゃ。 さやう にむ づ がろ 物で は 

ない。 この 父 も 母 も、 みな、 ともぐ に淨 土へ 行く のぢ 

や。 如來 さまが 可愛がって 下さる ぞょ。 
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阿 茶 丸 恐い —— 磨 は 恐い のぢ や：： 

光佐 (北の方に) 阿 茶 はま だ、 物心お ぼえぬ 幼子 ぢゃ。 

火に 燒 かれ、 烟に むせんて、 泣 狂 ふ 姿 を 見て は 居られぬ。 

われらが 最期まで、 抱きす くめて 居らう ぞ。 

北の方 何と 仰せられ まする。 

光佐 (^い^ 付-しなろ) 最期 を！ i さぬ やう、 わが 腕で き 

びし う 阿 茶 を 抱きす くめて 置く の ぢゃ。 

(阿 茶 丸ば 光佐の 心,^ 感じて、 前から 悶え てゐ たが、 

此時、 懸命の 力，^ 振つ ズ、 光佐の 手から 逃れ- 北の方 

にしが みつく 0) 

阿 茶 丸 (泣きながら) 母上。 麿 は 父上が 恐ろしう 御座り 

ます 

北の方 (阿 茶 vJ- やさしく 抱きしめ ズ) わが 夫。 

光佐 (迫ろ) 阿 茶 を これへ おこせ。 

北の方 いえ、 上げられ ませぬ (ハラハラと 淚, な こぼす) 

何で その やうな 無慈悲な 事が 出来 ませう。 阿 茶 丸 は 私の 

最愛の 子で 御座り まする リ 

光佐 おこせと 中す のぢ や。 

北の方 (惯. しみの 眼で * 凝 乎つ と 光佐 fj- 見つめろ) 厭で 

御座り まする。 阿 茶 を 手放して は、 私 は 死なれ ませぬ。 

光佐 (愤 然とし ズ) またしても、 われらに 逆 ふ —— おの 

れ、 おこさぬ と、 かう して くれる ぞ。 (立 上ろ) 


北の方 (凄く 笑 ふ) 何れにしても 死ぬ ろ 身で 御座ります 

る。 思 ふと ほりに なされ ませ。 た i -、 阿 茶 だけ は 死んで 

も 離し ませぬ ぞ 0 

(光佐に 飛び か V らうと すろ。) 

願 尊 (見 かねて 泣 さながら) 母上、 何事て 御座り まする。 

此 期に 及んでの 御爭 は、 往生の 障になります ぞ。 罪深い 

事と は 思され ませぬ か。 

光佐 (SR 泣 LL なく) 生死の境まで、 現在の 妻と かやう に 

憎み 合 はねば ならぬ と は、 何と 云 ふ 罪 ふかい 宿業 ぢゃ。 

(喊聲 また 烈しくな ろ。) 

ハ 傷つ いた 一 人の 武士が 驅 けて 出て 來 ろ。) 

武士 大手の 大將、 刑 部 顿廉申 上げます る。 敵 はも はや、 

逆茂木 を 打破って、 御門の 解 際まで、 ひたく と 押 寄せ 

ました。 遞く とも 半時と は 持つまい と 存じます る。 最期 

の 御 W 意 遊ばされ ませい。 

光佐 (きっとな ろ) 心 SS たと 申せり 必ず 氣を 落とすな。 

最後の 一 人に なろ まて 防 矢 仕れ。 

武士 はつ。 承知 仕る。 然 らば 御免。 (退場〕 

(大砲 の 昔が や  >  遠く 二三？ 1:! きこ え る。. H 悟と 覺津が 

房つ てく る 0) 

•la; 悟 もはや、 濱 手の 御門 は 危う 御座る。 防 矢 仕る 者 も * 

僅か 五十人 程に なり 申した。 それ とても、 寺內に 召使 は 
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光 it  北 
佐 て ili ぢ 身 の 


る 、維人 原 を 狩り^めた 後 詰の 勢て 御座れば、 所設 たの 

みに はなり ませぬ。. 

登 ほ 寄 手 もさす が 攻め あぐねて、 只今の 處は、 一 丁ば か 

り 引退 ぞさ、 呼吸 を 入れて をり まする。 もはや、 御 最期 

の 御 仕度と 存じ、 先刻の 御 頼み を 思 出して、 薪に 火 をつ 

くるた めに 房つ て參 りました。 

光佐 然 らばい よく 最期 ぢゃ。 (腰元た ち^ 高く 泣く) 

(火 砲 の IT か 近く  二 三 發 鳴リ赛 く。) 

阿 茶 丸 (泣 出す)：： 

北の方 これ、 靜 にしゃ。 よい 子 ぢゃ。 この 母が 抱いて ゐ 

るの ぢゃ。 恐ろしう はない ぞ よ。 

S 夜が あけて、 あたりが 明るうな つたの て、 海上 を警 

しむる 九 鬼の 船より、 大砲 を發 ちます るの ぢ や。 

® 淳 (恐， C しげ に) 城 崩しと やらお づけ. E. して、 雷の や 

うに 觸る \ 物 を打碎 さます る。 

光佐 顯^ 寺。 御身 は 薪に 火 をつ くる 前に、 この 本堂の 外 

に 廻って、 扉 を 悉く 閉め、 釘 を 打 もっけて 置く のぢ や。 

何と 仰せられ まする。 釘 づけに 致す の-て 御座ります 

るか 0 

光佐 さも-や。 

(腰元た ち 色 1^ 失 ふ。) 

S  (力なく ：} 『水 知 仕る。 (退場) 


光佐 (腰元た ち LL) もはや、 何としても 免れられぬ。 不 

便て は あるが、 そちた もも 覺 悟いた せ" (.13; 悟と 顯^ Li 

向って) 火が 廻って 參 るまでの 問 *  $1、 共々 に、 彌陀の 

和讚 を へよう では 御座らぬ か。 

(1^£刻なる鋭付で) 生きながら-如 來の 引接に 會ひ 

た て ま つ る 御心ぢ やな。 よ い 思 付き と存 ずる。 

光佐 (顯 @ に) そち も 仕れ。 

顯尊 かしこまりました。 (哀願す ろ) 母上。 せめて は 後 

世 安樂の ため、 共々 に、唱へ奉らぅ^^は御座りませぬか。 

(扉の 外よ リ釘, ^打つ 昔が 心,^ 刺迎す やうに 尊く  * 腰元た 

ちば fit 1^ おさ へ ズ 顫ひゐ る。) 

方 (ゎが.^!-內に釘1<^打たろ \ やうに 一せ IS す)：： わが 

は、 阿 茶と 共々 に、 のた うち ま はって 苦み 死 をす るの 

や。 

(周 園の 光景，^ 兄閗さ y  W やう に 眠,^ つぶ リ合 掌し 

) 南無 阿彌 陀怫" 々々々々々々。 

(澄んだ？ t で 和 譜，^ 唱 へ はじめろ) 

無明の 大夜を あはれ みて、 

法身の 光輪、 さは もな く，  + 

无 碍光佛 としめ して ぞ、 

安養 界に影 現す る：：  _A 
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(一同 これに 和す。 念佛稱 名。〕 

(扉の 外に 烈しい 投 a の.！ r 驚 破とば かリ 一 座ば 最後 

の大 緊張. J- しめす。) 

fa; 悟 (大驛 に) 敵が 亂入 いたした。 (忍 はす 立ち上ろ) 

(腰元た ちむ 立 上って、 恐る し い 恐怖の 叫び，^ あげる 0 

扉 た k  く 昔。) 

光佐 (思 はす 顯 尊と 相 抱く。 眼，^ 燜々 と 輝かして、 ひたと 

扉の 方 见 つめろ。 祌經 的な 叫び〕 火ぢ や。 平く 一 火 

は 如何いた した。 

ハ 北の方ば 切れろ やう LL 阿 茶 丸 抱きしめて、 股 1^ つ 

ぶる… -0) 

(烈しい 響- 人聲。 扉が 破れる。 「父上」 と 云 ふ 吊，^ 裂 

く 叫が きこえろ。 堅く 鎧うた 敎 如が 轉ぶ やうに 入って 

くろ。 つ  >  いて 敎 行寺證 誓。 按察使 法樯賴 龍， 粟 律 源 

六が、 同じ やう！. L 甲 宵,^ よ ス うて 入つ ズ くる。 源 六に 

傷,. 5- 負う ズゐ ろ。) 

光佐 (少時 は氣 付かぬ 様子。 凄い 餌付 で^く) 誰ぢ や。 

何者 なれば、 さやうな 狼藉 をいた すの ぢゃ。 返 がれ。 返 

がれ。 

敎如 (跪づ いて) 父上、 私て 御座り まする。 敎 如て 御座 

ります る 0 

光佐 敎如" (かう 云 ひかけ ズ、 凝 乎つ と敎 如の 額 VJ- 舰く 


やうに E ^る。 少時、 思 はす 叫 ItvJ* 上げろ ：} 敎如ぢ や。 お 

お、 そち は 敎如ぢ や。 

敎如 父上。 (かう 云った ま、、 硬ば つた やうな 颜 付で、 

凝 乎つ と 光佐 1^=^ る。 やがて、 その 表情が 破れて、 浜が 

尸 ラ 尸 ラと、 - ぼれ ろ。 聲，^っろまぜて) 敎如。 嬉しう 存 

上げます る。 ：： 

光佐 お \、 よう 戾 つて 參 つた。 (淚， ^押 拭 ふ〕 

顯尊 (敎 如の 側に Li じリ よろ) 兄 上。 

敎如 興 門。 父上 はじめ、 そなたに も 計らず も 今生の 内に 

再び 廻り あうて 嬉しい ぞ。 ：： 

顯尊 (泣く〕 兄 上の 事 を 思 はぬ 日と て は 一日 も 御座り ま 

せんてした。 

敎如 (顯 尊の 手，^ しっか リ 握って) 天下 廣 しと 云へ ども、 

只今、 われら を さほど ま-て 思うて くる 、 は そなた 一 人ぢ 

や 11 その 志、 敎如は 決して 忘れぬ ぞ よ：： 

實悟 (がっか リ したやう に〕 敎如 殿。 よい 時に 戾 つて 来 

られ た。 見ら る、 とほり- 本堂の 扉 を こと <\ く 釘に て 

打ち つけ、 外より 火 を かけんと いたし 居つ た處て 御座る。 

今一 時遲 くば、 もはや 今生の 内に は 御 眼に か X れぬ 害て 

御座った。 0^,^ おとす) 

敎如 (手 LL 額 vS- 埋めて ) われら は 仕 合 者て 御座る I 如 

來は、 まだ われ 等 を 見離し 玉 はぬ：： 
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光佐 そちが 屍つ て參 つたので、 親子 一 門、 打ち そろうて、 

彌 陀の淨 土へ 參ら る、。 (しげく と敎 如の 額， < ^みろ olt 

*^ 暴ら せて) やつれて は 居れ ど、 筋骨 も たくましう. 大晴 

の 男に なった のう：： 

敎如 (心 弱くなる〕 父上、 この 二 年が 程 は、 敎如 も、 こ 

れ ま-て 覺 えぬ 辛苦 を 致しました。 (泣く〕 

光佐 (耐ら なくなろ の.,^ 凝 乎つ と耐 へて、 わざと 强く) 

親に 反いた よい 見せしめ ぢゃ。 

敎如 (泣きながら) この 期に 及んでも、 まだ、 それ を 仰 

せられます るか * それ 程までに、 この 敎如は 親の 憎しみ 

を 負 はねば ならぬ と は、 よくく、 因果な 生れて 御座り 

まする 0 

顯は (ハラハラして) 父上。 只今が、 一門の 者 どもの 身 

の 終りて 御座り まする "兄 上の 罪 をお 咎め 遊ばす こと を、 

ど、 r ぞ おゆるし 下され ませ。 顯門、 £5- にかへ て 御 願いた 

します る 0 

光佐 (泣く) これ、 顯門。 そちに は、 この 父の 心が 分ら 

ぬか。 われ は 決して 敎 如の 罪 を咎 むる ので はない I— わ 

が 子が いと ほしいの ぢゃ。 所詮， わが 者と 思へば こそ、 

か  >  る 愚痴 出る のぢ iSJ  

敎如 (光佐.^ 見つめて ゐろ、 やがて 泣く) 父上、 どうぞ、 

おゆるし 下され ませ。 只今まで は 父上の 御 心が、 この 敎 


如に は 何としても 分り かねた の， て 御座り まする 0 されば 

こそ、 一昨年 以来、 勿體 なく も 父上 を 恨みた てまつ り、 

荒び はてた 心 を Z? つ て、 諸國を 流浪いた したの て 御隨り 

まする。 

光佐 敎如。 もはや、 何れに も參 るな よ。 

敎如 はい、 かしこまりまして 御座り まする。 

光佐 (祌經 的に 笑 ふ) いま 死ぬ る身ぢ や。 もはや 參 らう 

とて、 參られ ぬわ。 

( 一 座 比 や _M  く。) 

(大砲の 音、 喊 聲。〕 

敎如 (開 耳,^ 立 る。 決心，^ ハク キリ 額に 現 はし ズ) も 

はや、 最期の 時で 御座り まする。 あの 喊の聲 に は、 勝ち 

ほこった 络 手の 勢が みなぎつ て 居ります る。 (阿 茶 丸，^ 抱 

いたま、、 敎如^ わざと 见 ないで ゐろ 北の方の 側に 寄る) 

母上 不孝な 敎如 は、 長い間、 母上に も 御 歎き を かけ まし 

た。 おゆるし 下さり ませ。 (凝 乎つ と 北の方,^ 見ろ 0 萬感 

胸 LL あふれて、 ，31 然と 涙が 出て 來ろ。 敎如は聲,^っろま 

せて) さ、 母上、 最後の 御 別れで 御座り まする。 どうぞ、 

ゆるす とた 一  言- 仰せられて 下り ませ。 

北の方 (熱し 切った 冷や V かさて) 父上に 榍 ついて、 門 

末の 寺々 を 集め、 宗門に 謀叛 をいた すそな た ぢゃ。 この 

母の ゆるしな ど は、 望みて は あるまい。 
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敎如 (額 1^ 手で 授ふ) あ k、 やはり 御 心 は 前と 變ら ぬ。 

母上、 どうぞ、 おゆるし 下さり ませ。 御 憎しみ を 負うて 

冥土へ 參るは 罪深い 事て 御座り まする。 

北の方 (凄い 微笑) 阿 茶。 そなたと 二人て、 e に燒 かれ 

て、 抱 合うた ま i 死に ませう ぞ。 (顿 ずり,^ 烈しく する) 

顯尊 母上。 どうぞ、 兄 上 をお ゆるしな されて * 下さり ませ 0 

光佐 (耐へ かれて 北の方 LO 鬼畜に も 劣った ろ 心根 ぢゃ。 

その 心 を 改めず ば， 淨 土に は 參られ まい ぞ。 

北の方 (泣く に 位け 3^ しみに 身, ^颜は せて) 鬼畜に 

劣った 心 は、 生 さながら 地獄に 落ちた 苦しみて 御座り ま 

する。 かやうな 淺 ましい 心极に は、 誰が 好ん てな り ませ 

ぅぞ 0 

光佐 それ は自 か.，：. 求めた のぢ や。 

北の方 (泣く〕  はしい はこの 世の中 ぢゃ。 肉 身の 者 を 

かほ どまでに 憎む と は 世に も 一 伐 ましい 宿世 ぢ^  0ハ 矢 

叫びの 聲が 突然、 大きく^き わたる) 

暨淳 (入 リ來 ろ。 大昔に) いざ。 御 ffl 意 遊ばし ませ。 も 

はや、 寄 手 は 一 の 木戶を 打破り ました 樣 子で 御座ります 

る 0( 大 恐怖。 大 叫喚、 光佐に 立って 「開山の 骨肉の 御 n お 

影」 ^取 出し、 しっかり 抱く U 北の方ば 阿 茶，^ 抱 さしめ 

たま、 俯向く。 敎如は 顯»- と 手. ^取り合 ふ。 腰元た ち は 

人心地な く 突 俯して しま ふ。 航龍源 六 は 互-, 1 剌 $51 へ よう 


として、 刀 1.^ 拔く。 赏 悟と isiw 誓 は 瞑 0、 念佛 i 阿 茶の 

泣聲 が、 高く ^3 く) 

(下 刑 部 敏廉が 入って 來 ろ。) 

賴廉 不思議て 御座り まする。 只今、 寄 手の 而々 が、 旣に 

一 の 木戸 を 打破って、 ひたく と 城 內に入 こみ、 もはや、 

かうよ と兑 えました 折から 、如何な る 仔細 か、 その ま \ 足 

並 をみ だして、 遠く 城外へ 引 去りまして 御座り まする。 

光佐 (ほっとし ズ) 何. 引 去った と 申す か 0 

(超乘 が 呼吸,^ 切って 驅けズ くろ。) 

超乘 御喜び なされ ませ。 敵 は、 もはや 退散いた して 御座 

る 0 

光佐 (Ki^fJ- か ヘリみ て) 然 にば、 新手が せて 參ろま 

て、 生命が のびたの ぢゃ〕 

00 いや、 これに は 何 か 仔細が 御座.. T うかと 存 ずる。 旣 

に 一 の 木戸 を 打破り し 上 は、 新手 を 入れ かふろ 迄 も 御座 

り ませぬ。 つに いて 亂 入いた すべさ 箬で 御座る —— それ 

を 俄かに あわてふためいて 引 去り ましたる は、 察する と 

ころ * 當 山に 味 力の^が、 寄 手の 後より、 ひそかに 攻め 

か >| り ましたる かと 思 はれます ろ。 

光佐 織 田 殿の 威勢、 海内 を賠 する この頃の 時節に、 當山 

に 加擔す ろ 大名 も あ るまい。 

如 私 は 四 國の長 曾 我 部に かくま はれて 居り ましたが、 
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京よりの 問 者が 一お つ て參 りまして、 織 田 殿 大兵 を 以て 四 

國 討伐の 御 仕度 中と 承 はりました ゆ ゑ、 かねぐ Is ませ 

らる、 本願 寺ぢ や、 殊に、 鷺 の 森 は 造 筋 に も當る こと ゆ 

ゑ、 危 ふしと 存じ， すぐさま、 志の 大名た ちに 加勢 を 求 

めました が、 應 ずる 者 とても 御座りません てした。 

光佐 大手 摘 手 共々 に 引 去る と は 不思議 ぢ やのう。 併し、 

油斷 はならぬ。 やがて、 前に 倍す る 勢 を 以て 攻 寄せて 參 

ら 、「ずる ぞ U 

(法師 武者が 驅 けて くろ。) 

法師 武者 鈴 木 孫 一 申 上げます る。 害 手 は 旣に影 も 形 も 見 

えぬ まで 引 去り ましたが、 直ちに 後 を 慕うて、 近擊 いた 

しませう や。 

光佐 いや 待て。 11 敵に 如何なる たくみが あらう も 知れ 

ぬ。 決して n 十 まって はならぬ と 申せ。 

法師 武者 はつ。 かしこまりました。 (退場) 

数 如 かほ どまで 取 国み たる 軍勢が 俄かに 旗 をまい て 立 去 

ると は、 よく/ \ の 仔細と 覺 えます る" (證誓 か ヘリ 

みて) われらが 敵の 圍みを 打破って * 此處 まて 參る にさ 

へ、 一方ならぬ 難儀 をいた したのう。 

00 貝 嫁、 丹の 輪 あたりより 此方に は 敵の 後 詰の 者 ども 

が、 みち./ \ て 居ります る。 

(大 が 血たら けにな っズ本 《：si! の 扉から 舰く 0) 


北の方 (眼 早く 認めて) お \ 大學、 何時 戾 つたの ぢゃ。 

(大學 本堂に 入つ ズ くる。) 

大舉 皆お 揃. ちゃな。 (苦しげ に 笑 ふ) 北の 御 方。 御喜び 

なされい。 信畏は 死んで しまうた わ。 はは：： 

光佐 大學、 何と 申す。 織 田 殿が 死なれた と は- そり や 誠 

か 0 

大學 (侮げ すむ やうな 微笑) われら は 大身の 人た ちの や 

うに 偽 は 云 はぬ。 信 長 は 一昨夜、 京の 本能 寺で、 明智光 

秀に襲 はれて、 腹切って しまうた .11 血 なまぐさい 有樣 

てあつた わ。 はは：： 

敎如 明智 光秀 11 む、、 さて は 謀叛 ぢ やな。 

北の方 (i^ 喜して ：} わが 夫 —— みな/ \ 助が りました ぞ" 

光佐 お、、 命 拾 ひ をいた したわ。 (立 上ろ) 

敎如 ^手の者 ども は、 されば こそ、 浮 足 だって 退き 去つ 

たの ぢ やな。 

( 一 座 動搖ぃ 腰元た ちがわつ と 泣 出す。) 

(鈴 木 孫 一 が 足に^,^ 负っ \^、 出ズ くる 0) 

孫 一 只今、 御 法 進いた しました とほり、 うら、 かな 朝日 

影に 小手 を かざして 見渡しました が、 もはや、 寄 手 は 影 

も 形 も 見え ませぬ。 まづ、 これで、 暫らく は、 呼吸 を や 

すむ る 事が 出来ます る —— 早速、 物見の 者 をつ か はし 置 

きました ゆ ゑ、 やがて、 寄 手の 樣子は 相 知れ ませう と存 
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14： 光お fu  iJc  m 敎 


じます る c 

光佐 孫 一。 (ハラハラと 淚，. 、ぽ す) 喜べ， 織 は 一 

昨夜、 御 in 害 ぢゃ。 

孫 f 何と 仰せられ まする。 

$ 右大臣の 位に 上って， 天下に はびこって 居った 信 長 

も. 明 知 光秀の 恨みの S に 刺 貫かれて、 死ん てし まうた 

わ、 われら はこの g で て參 つたの ぢゃ。 人が 何 K! 人と 

なく 傷 を 負うたり 死んだり いたして、 それ は 快よ い 有樣 

であった わ。 (齒， < ^唸 ひ L ばろ やう に 笑 ふ。 次^に 餌が 

ざめ てく ろ) 

孫 f  (狂喜) まことで 御座る か。 ハ かう 云って、 孫 一 は 

跛 yJ- 引きながら、 ？， お，. 張 上げて 吸び 舞 ふ〕 

あら、 目 出た やな、 E 出た やな。 

法 敵 亡びて、 萬々 

淨土 他力の 宗門 は 

末 is がりに 御 繁盛：： 

(光佐 は 「開山の 御影」，^ 大 翁に を さめ 合 《4  ^ 邦す ろ。) 

北の方 阿 茶。 その やうに 願ふ窜 はない。 もはや.；^ ないで 

もよ いの ぢ や。 

阿 茶 丸 死ないても よいなら、 磨 は、 これ か.. T 柔 なしう い 


たします る。 (北の方の 胸に 埋めろ) 

北の方 (涙ぐんで) お、. 可愛 ゆい 言 を 云うて。 11 母 

は 悲しうな ります ぞ。 

(仲 之が 出て くろ。) 

仲 之 只今 承 はれば， 織 W 殿。 明 智に襲 はれ、 本能 寺に 御 

去の. 3、 何とも 夢の やうで 御 ill る。 これで 宗門 はいよ 

いよ 御 繁盛」 祝 着 至極に 御座り まする。 (平伏) 

光佐 お、、 そちた ちに もい かい 苦勞を せた が、 もはや、 

萬々 歳 ぢゃリ 

北の方 (大學 に 眼 V ^つけて ろ) 大學. いか ビ いたした 1 

—傷 を 負うた か。 

大學 只今、 當 寺に 參 るた めに 寄 手の 陣中 を驅 けて 參 ろと 

さ、 鏜を以 つて 脾腹を 突かれ した。 いや 惜しい 生命. て 

も 御座らぬ。 死んで しまへば、 何人も 驟髏ぢ や。 はは： 

如 刑 部 

^はつ。  - 

如 味方の 軍勢 は 何程 殘 つて 居る。 

服 されば：： 二百 も 居り ませう かと 存じます る。 

如 (m^ 案す る) 二百 か：： 父上、 御 願が 御座り まする。 

佐 何ぢ や。 

如 宗門の 恨み は、 決して 織 3 殿 一人て は 御座り ませぬ 0 
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石山 以來、 味方 を 苦しめし 織 田の 士卒 を 、たに 阿容阿 容、 

このま、 歸 して は- 敎如、 何としても 腹が 癒え ませぬ。 

何卒、 二百の 門徒 をお かし 下され ませ。 まっしぐらに 敵 

を 追うて、 浮 足だった 奴 原 を 皆殺し に 致して くれようと 

存じます る 0 

光佐 (烈しい 憎惡の 眼で、 敎 如，^ みろ〕 何と 中す。 そち 

はこの 上、 人 を 殺したい か。 

敎如 恨 ある 奴；^ を 生かして は歸 され ませぬ。 

光佐 (勃然とし ズ) 默れ、 敎如" そちの 心に は 夜叉が 宿 

つて ゐる ぞ。 やう やく 莴 死の 内 に 一 生 を 得て， 我々  一 EI 

愁眉 を 開いた ばかりの ところ ぢゃ。 今、 われらに は 敵 も 

味方 もない 11 たビ 人間が いとしい わ。 法 敵の 大將" 織 

m 殿. て さへ、 もし、 生きて 居ら る X ならば 、手 を 握 つ て 、 

淚 なが ら に 御物 語 を いたした く 思 ふくら ゐぢ や。 それに 

何ぞ や、 修羅の 心 を 忘れかぬ" 舊 -t 、憎しみに よって、 逃 

げ ゆく 者 共を传 殺しに 致さう と は、 宗門の 者と もお ぼえ 

ぬぞ。 

敎如 さりと は 心 弱き 御 仰せ、 わが 宗門の S に 血 を 流した 

る 門徒 衆 の 仇 を 討た うと は 思 ぼされ ぬか。 

光佐 門徒 衆が 何て さやうな 仇と 思-つて 居らう ぞ。 やはり、 

そち は 母の 心 をう けつ いで 居る。 もはや， われ は、 そち 

を見棄 てた。 七生まで 勘當 いたす ぞ。 


大學 (狂氣 の やうに。 蒼 •  さめた 額で 笑 ふ) はは、：： (や 

がて 大學は 力なく 倒れて 死んで しま ふ) 

顯尊 (泣きながら) 父上、ぁ、兄上：： 

S  (合掌した ま、 顯@に 向つ VO 興 門。 ようお 聽 きな 

されい。 親子と 生れ- 夫婦と ちぎった 人間が、 かやうな 

深い 憎しみに 打 沈み、 不和 をく りかへ して 參る 内に、 そ 

の 血筋より 新たに、 また 人間が 生れて、 世 は 次第に 移り 

か はるので 御座る。 これ こそ 凡慮に は 計り 知られぬ 如來 

の 下された 謎て 御座る のう。 

— ■ 幕 — 
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^0^0  (五！ # 十二 場) 


聖武 天皇 詔勅 

朕以薄 德恭承 大位リ 志存 兼濟。 動撫 人物。 雖 率土 之濱 

已 IK 仁恕。 而普天 之 ド未洽 法 恩。 誠 欲 頼 三 K 之 威靈乾 

坤 相泰。 修萬代 之 福 業動航 咸榮。 ^以 天平 十五 ハホ 歳次 

癸未 十 十五 u。 發 菩薩 大願。 奉 造盧告 那佛金 銅像 一 

躯。 盡 國銅而 象- ^ 削 大山 WIS 堂。 鹿 及 法界。 爲朕知 

識。 遂使同 利益。 共 致 菩提。 夫お 天下 之 富^ 朕 也。 

有 天下 之 勢 朕 也り 以此富 勢 造此绿 像" 事 之 成。 心 

之 難 至" 伹恐 徒お 勞人" 無能 感聖。 或 生鮮 謗。 反 堕罪 

辜。 是故 知識 者〕 懇發 至誠" 各 招 介 福。 宜 毎日 三拜 

盧舍 那佛。 .：： 當 存念 各造盧 舍那佛 也。 如更ぉ 人情 願 持 

一 枝艸 一 把 土 助 造僳考 リ 恣 聽之リ E 郡 等 司" 莫 S 此箏 

41^ 擾：. 《 姓强令 收敛。 布吿. 遐遞知 朕 意 矣- 

人 物 

師 

師 


に 

大 


0 


髙市 3 ぬ 麿 

柿 本 男 玉 

. 行 基 大僧正 

良辨^ 都 

玄光 律師 

藤 原仲麼 

ffi 戶辨磨 

葛 城 若 女 

筑 紫 娘 子 

婆羅門 © 正 

ふい ふ t リめ 

大祌杜 女 

りんお ふの， vr- ぶつ てつ 

林 邑^ 佛哲 

^ 柄 郡 司 

相 模资人 

顿に 黥の ある Ef- 

橘 奈 良 磨 

その他， ^侶、 采女， 賦役の 工人、 土民の 群 

集な ど。 

時 代 

天平 十八 年より 天平 勝 KSI 年まで。 


菩^ 仙那 

宇佐 八幡 翻せ 尼 


その子 

後に 沙 e: 行 信 
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場 所 

平 城 京。 

第 一 幕 

第 一 場 

天 1^ 十八 年 十月の あろ 夜。 ^月。 糜ぃ 路上。 盧 舍那佛 

火 像^ 造の 御 願の ため、 灯，^ 點 したがぶ I  一  g 五 千餘杯 

が、 -i^,™^ の. 池の 周 困から、 三條 大路に かけ ズ、 一面に 

輝 さわた っズゐ ろ。 

正面、 森々 とした 杉の 木立、 次笫に 高くな つた 虑 に、 

興 福 寺と、 その 五重塔と が、 隠見して ゐ る。 左の 方、 

丘の 据 から、 低く 取 廻した 築地の 雜 があって、 支那 風 

の K 展极が 諸處に 見えろ。 ： ほろ A-p の聲 が、 ほそ 

ときこえ ろ。 屮央の 道路 開けて、 興 福 寺の * のと こ 

ろから、 斜に 丘の 下の 築地の あたりまで、 一面に 金 鐘 

寺の 燃燈供 i-Li 出場す ろ 法師た ちが、 式の裝 で 休んで 

ゐ s。 一方 は^ 1^ 寺の 法；！、 一方に 河内の 知  =識 寺の 法 

師. i,: ちで ある。 

智識 寺の 法 M 一  此頃 は、 燈籠を 立て、 供養す る 事が、 大 

流行 ぢゃ。 

同 二 されば ぢゃ。 


同 三 不思議な 事が 流行り だしてき たもの ぢ やのう。 

同一 一昨年、 紫香樂 の 京に、 盧 舍那佛 の 鑄 型 を 作られた 

時から ぢゃ。 あの 時の 燃燈 供養 は 寒かった のう。 

同 il あの 鑄 型 は、 もう 崩れて しまうた てあらう。 

同 二 いや. この間、 紫^ 樂 から 來た 人の 話で は- まだ * 

あの 儘殘っ てゐ ると 云 ふ事ぢ や。 

IS 三 あの 鑄 型 も 成佛は 出来ぬな。 

同 四 本統ぢ や。 もし 魂が あるならば 定めし 宙 宇に 迷うて 

居る 事て あらう。 

同 一 一 氣 の 毒な の は、 楣戶 辨磨ぢ や。 

同一 あの 養 德畫師 か。 

同 二 さ うぢ や。 あの 失敗の ために、 此 度の 鑄 造に は 選 ま 

れ ぬの ぢ や。 

同 四 あれ は國 公麿が 惡 かった のぢ や。 

同 三 どうして 0 

同 四 楣戶辨 磨 は 盧舍那 佛の御 姿 を、 智識 寺の 御本尊に な 

ら ラ て 造ら うと 思-つたの ぢ や。 

同 二 天竺 その ま k の佛の 御姿ぢ やな。 

同 四 さ うぢ や。 辨磨は 皆 も 知っての とほ" 玄防 僧正の 渴 

仰者ぢ や。 ぁの御本尊を玄防|3.正が^^土から持っ て歸ら 

れた 時、 凝 乎つ と 兌 ご、 淚を こぼした と 云 ふ男ぢ や。 

同一 辨麿 は， 份 正が 初めて 智識 寺 に、 帝の 行幸 を 仰 い だ 
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時 も、 来て 嬉し 泣きに 泣いて 居った。 

同 四 さう 云 ふ男ぢ や。 儉正遣 愛の 御本尊に ならうて、 盧 

舍那佛 を 造らう と 思うた の は、 當然ぢ や。 ところが 國公 

磨 は、 また 異 うた 考を 持って 居った のぢ や。 

同一 あの 男 は百濟 人の 孫ぢ や、 亡國の 遺お ぢゃ。 

同 二 さ うぢ や。 我ら 日本の 人間と は、 考も異 はう。 

同 四 公磨 は、 徤駄羅 國の佛 の 御 姿 を 基と して 造ら、 つと 思 

うたの ぢ や。 そこで、 二人の 間に 爭 ひが 起った。 鑄 型 は 

何度と なく 造って は 破され ると 云 ふ 有樣ぢ や。 その 內に 

皆 も 知って 居られる とほ， り、 山火事 は 何度と なく 起る、 

大地震 は あると 云 ふ騷ぢ や。 あの 時 公磨が、 ひそかに 帝 

に、 玄 g 傲 正の 持つ て さた 佛 像に ならうて 造らう とする 

ゆ ゑ、 この やうな 不祥な 事が 起る ので あらう と. ra. 上げた 

のて、 その ま、 御 取 止に なった のぢ や。 

同 三 公磨 は惡 ぃ奴ぢ やな。 

同 二 併し、 あの 男で は、 この度の 盧 舍那佛 もまた 失敗 ぢ 

や。 あの 男に は 何の 勝れた 處 もない。 云 は 凡才 ぢゃ。 

同一 徤駄羅 風の しかも 拙い 盧舍 那佛 が出來 上る であら 

-フ。 はは — 

同 四 この度 も 婆羅門 傲 正が、 桐 戶辨磨 を 帝に 推擧 された 

が、 とうく 御開 入れがなかった と 云 ふ話ぢ や。 

(菅 K 寺の 法^た ち は それ yj^ls いて 次笫 Li 穩 かで なく 


なろ。) 

同 三 玄防 僧正に 緣 ある 者 は、 もう 世の中に は 出られぬ の 

ぢゃ 0 

同 二 それと 云 ふの も、 皆 あの 乞食 坊主の ため ぢゃ。 

同 三 さう とも、 さラ とも。 あの 坊主 は、 撟を 架けたり 井 

戶を 掘ったり して、 愚民 どもの 御機嫌 を 取って ゐれば そ 

れ. てよ いの ぢ や。 

(菅原 寺の 法師た ち は、 怒って 立 上ろ 老、 それ v?^ 留め 

る 者、 互 ひに 入亂れ て、 動搖 すろ。〕 

管 原 寺の 法師  一 (SH めろ の，^ 振拂 つて) もう 聽捨に はな 

らぬ。 これ、 賫僭 ども。 乞食 坊主と は 誰の 事ぢ や。 (1? 

識 寺の 法師た ちは默 つて、 さ...^ 輕践 したやう に觅 ズゐ ろ) 

>  J れ程 言う て も 返事 を せぬ と は、 禮儀も 何も 知らぬ 奴等 

ぢゃ 0 

智識 寺の 法師 二  (冷やかに) 氣 が 何 かわめき 立て-居 

る ゃラぢ や。 喧 ましくて ならぬ。 そろ/ \ 行かう ではな 

いか。 

菅 1^ 寺 一 何、 氣狂ぢ や。 (飛び か、 ろ) 

(雙 方の 法師、 殺氣 立つ。) 

智識 寺 二 さ うぢ や。 氣 狂と 云うた のが、 何で 惡 いの ぢゃ。 

我らが 靜 かに 語り合うて 居る ところに 口を入れて * わめ 

き 立つ るの が、 氣狂 てなくて 何て あらう。 
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^ 行 正の 悪口 を 云うた から ぢゃ。 

,1" 識寺三 誰が その やうな 事 を 云うた のぢ や。 

寺 一 贵 僧た ちぢ や。 

知" 識寺 a 我ら は當時 飛ぶ 鳥 も 落す や うな 行 基 菩薩 の惡ロ 

など は 決して 云 ひ はせ ぬ。 のう。 同宿。 

知" 識 寺の 法師た ち さ うぢ や 。誰も その やうな 事 は 云 ひ は 

せぬ。 

(「い 0-、 言--,.^,:o」「云はぬとは卑怯u^ゃ。」 と 云 ふやう 

な 怒りの 踩が、 #3^ 寺の 同宿た ちの 問に 起ろ。) 

(此^ 從傲 一 名 1^ つれて 興 福 寺の 門よ リ玄光 律師 出て 

くろ。) 

i^lg 寺 二 まあ、 待て。 我らが さっと 應對 して 兑 せる。 (進 

み 出る) 智識 寺の 法 肺た も。 

知" 識寺ー 二  (驛, ^そス へて) 何ぢ や。 

S 二 貴僧た ち は 決し て 行甚 菩薩 の 事 は 云 はぬ と 云 は 

る \ のぢ やな 0 

1? 識寺ニ さ うぢ や。 

サぜ^ 寺 二 然らば 先刻、 井戸 を 掘ったり 撟を 架けたり して 

愚民の 御機嫌 を 取る 乞食 坊主と 云 はれた の は、 誰 を 指し 

たの ぢ やひ 

智識 寺 M 我ら の 一 带厥 ひな 奴 を 指した の ぢゃ。 

(#3^ 寺の Eg  .Ms  >P 立つ。 ぉ識 寺の 法邮 たち も、 互 ひ 


に^ yj- よせて、 いざ と^かり 身 構 へす 一 Co 玄光 愤師は 

默 つて 見て ゐ ろ。) 

菅原寺 二 然 らば、 法師に ある まじい 行 ひの ため 位 を鸾は 

れ筑 紫へ 追 ひ やられた 上、 何者かに 刺殺 さる 》 のと、 井 

戶を 掘り 橋 を 架けて、 民福 を 闘る のと、 何れが 善い 行 ひ 

ぢ やと 田 心 はる  か 0 

智識 寺 四 それ は 皆. 乞食 坊主の 讒言の ため ぢゃ。 あの 才 

學 に 秀で た. W 防 僧正 が 、 何で 法師に ある まじい 行 をな さ 

れ よう。 それとも さやうな 證據 ばし あつ て 言 はる  >- か。 

蓊原寺 二 いや、 我等 は 誰と 人 を 指し はせ ぬ。 た 我らの 

一 番 不潤ぢ やと 思 ふ 奴 を 云うた まで ぢゃ。 

(菅 原 寺 の 同. ：19 の 間に 笑 ひご が 起 ろ 0) 

费^ 寺 一 はは：： 氣 味の よい 事ぢ や。 智識 寺の 法師た ち 

の あの 賢 さうな 顏、 はは：： 

智識 寺 三、 四 おのれ、 嘲弄す るの ぢ やな。 (打ち かゝ S) 

玄光 律師 (前へ 進み出 \^) 待て。 法肺の身でt^^ひをする 

と は 何事 ぢゃ。 

(雙 方の 法師た ちの 間 LL  、『玄 光 律^  や。』 と 云 ふ 低い 

萆 が^く。) 

管 原 寺 一 智識 寺の 法師た ちが、 聞く に耐 へぬ 惡ロ雜 言 を 

いたしました ゆ ゑ、 つい：： 

ひが ふ 

智識 寺 二 いや、 彼等の 僻より 爭 ひとなりました のて 御座 
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玄光 贵 |3 たち は、 今 Q は どの やうな 日ぢ やと 思うて 

居らる、 のぢ や。 忝な くも 帝が、 盧伞 ！： 那佛大 像の 建立の 

ため、 供養 遊ばさる、 曰て 御 ろ。 蚩僧 たち も、 その 供 

養に 列る ために、 此處 まで 来られた ので あらう。 身に つ 

けた 袈裟に 對 して 恥 ぢら る、 がよ からう。 (一 同 無言) 

それとも 强 つて 爭 はう とならば， ^綱 所へ 訴 へて、 法に 

從 つて 裁いて 進ぜる まて ぢゃ。 (沈 跌〕 俺の 云うた 事 

が 分ったならば、 此樣 な處て 道草 を 喰 はずに、 早く 金 鐘 

寺へ 行かる、 がよ い。 

雙 方の 法 M たち はつ。 恐 入りました。 

(法師た ち は 二つの 群 になって、 各 玄光雜 M に 纏して 

去ろ 0) 

玄 光化邮 (後 1^ 見送って 從 僧-」) あまり 騷 がしい ので 何 

事 かと 思うたら、 あの 始末 ぢゃ。 あれが 所謂 末派と 末派 

の 爭ひぢ やな。 恐ろしい もの ぢ や。 俺 も 支度 をして、 そ 

ろ そろ 金鏔 寺へ 行かず ばなる まい。 一 更に は 帝の 出御 ぢ 

や。 (去ろ) 

(舞 S 少時 空虚。) 

(やがて、 一お 柄 郡 司と、 その子の 相模 人が 旅装で 5§ 

に乘 っズ现 はれろ。 從者 一 人。 郡 司 も ft 人 t 刀 子，^ 帶 

びて ゐ -co) 


郡 司 よい 月ぢゃ 。この 邊で、 一休みして 行かう ではない 

か 0 

資人 (年若い 美しい BtO 今 B は 大分 歩きました。 お疲れ 

で 御， 一 り ませう。 

(二人 は^から 下リ ろ。 從 者に Hi^,^ 央 いて 二人の 傍 

はなれ、 路傍の 木 Li つな その 根 Li 腰かけて 居 眠, e- 

始めろ。) 

郡 司 年 は 取りたくない もの ぢゃ。 (石に 腰かけろ) や 

れ やれ、 疲れた。 

人 (立った ま、、 凝 乎つ と考 へて ゐる) 

司 そなた も 腰 を 下して 休んで はどう ぢ や。 

人 父上。 これが 平 城の 京で 御座ります るか。 

司 さ うぢ や。 京. ちゃ。 俺 も 二十 年 振りに、 やう やく 上 

つたので、 嬉しく つてなら ぬ。 此處 が三條 大路 ぢゃ。 

资人 大きな 池ぢ や。 これが よく 父上のお 話し 下された 猿 

澤の 池で 御座ります るか。 

郡^ いかにも、 猿澤の 池お や、 秋風の わたるに つれて、 

小波の 動く 有樣 は、 少しも #3 と變ら ぬ。 この 池の 傍て、 

そなたの 母と 俺と は、 始めて 會 うたの ぢゃ。 

资人 ：： 父上。 私 は 何となく 心細くな つて 參 りました。 

郡 司 (资 人の 額， 股く やうに みろ) 何 ぢゃ。 そなた は 

1!^ ぐんで ゐる のか。 (笑 ふ) 故 鄉を思 ひ 出した のぢゃ 
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な。 相植の 野が 戀し うなった のぢ やな。 よし、 よし。 そ 

れも 一 時の 事ぢ や。 京に 馴れて しまへば、 何時と なく 忘 

る k のが 習 はし ぢゃ。 若い 心 は、 何事に つけても、 氣. の 

沈む 事が ある もの ぢゃ。 

资人 出 會ふ人 も 出"！！ 1 ふ 人 も 賢 しげな 兑 知らぬ 人ば かり ぢ 

や。 築地 を 立 廻した 大きな 館 や、 寺が、 數 限り もな く 立 

並んで ゐ るの みぢ や。 ：： 父上- 京と は 云 ひ 知れぬ 寂し 

ぃ處で 御座り まするな あ。 

郡 司 夜の 寂し さは、 京も鄉 も變ら ぬ。 入の 寢靜 まる 時ぢ 

や。 やがて、 夜が 明ける と、 そなた は 美しい 京の 娘 子 を 

見る てあらう。 平 城の 京 は 今が 世の 盛り ぢゃ。 國々 から 

選 まれて、 京に 召 出された 采女 たちの 赤 裳曳く 姿に、 心 

が あく がれる やうに なると、 兑 知ら ぬ 人に も 怯れ ぬで あ 

らう D 

资人 父上、 私 は 母上の 事が 忍ばれて なり ませぬ。 奈良坂 

こえて、 京に 入る まで は、 钩の足 並 もも どかしい やうで- 

御座り ましたが、 ：： ひとり 寂しく 相模の 家の 灯の 影に 

物な ど 縫う て 居ら れる 母上の 御 姿が ふと 思 出さ れて、 服 

に 見える や う て 御座ります。 

郡 司 物 S 心 ひ は 限の ない もの ぢゃ。 長い 旅路の 疲 から、 心 

が 弱くな つたの かも 知れぬ。 まあ あの 燈 籠の 灯の 池に 映 

る 風情 を 見る がよ い。 そなたに は 美しう はない か。 


资人 さっき、 ；余良 坂の 尾の 上から 見えた の は、 この 灯の 

光で 御座り ましたな あ。 私 は 狭霧の 底に き ら め く數知 れ 

ぬ 光 を 兌て、 夜の { 学が 靜 かな 海に 映る のかと 思つ て 居り 

ました。 その 時- 父上が、 あれが 京ぢ やと 仰し やい まし 

た 0 

郡 司 一 离五千 杯の 燈籠 を盧舍 那佛に 奉られた のぢ やと、 

道行く 人が 話して ゐ たが、 偉い 事 をな された もの ぢ や。 

二十 年 前に はこの やうな 事 は 夢にも 見る 事が 出来な かつ 

たが：： 

资人 その 盧舍 那佛の 出来る 御寺 は 何處で 御座り まする 

郡 司 この 大路 を 北に 行った 處 てあらう。 京の 東 山 を^ 開 

い て 造らる と 云 ふからの う。 

資人 山の やうな 大きな 御佛 が出來 るの ぢ やと、 人々 が 云 

うて 居り ましたが、 本統で 御座ります るか。 

郡 司 さ うぢ や。 餘程大 .v』 な 御佛と 見える。 何時ぞやの 勅 

に、 國 銅を盡 して 象を鎔 すと あつたの を 見ても、 その 規 

摸の 程が 思 はる、。 何 さま 日本 建 圈以來 の 大事 菜ぢ やな。 

資入 帝 は、 その やうな 御 願 を. 何の 爲 めに 御 起しな され 

たので 御座り ませう か。 

郡 司 されば：： 我ら 卑しい 者の 謀り 知る 事の 叶 はぬ 大御 

心ぢ や。 
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资人 恐れ多い 事ながら、 その やうな 大事 業が 人間の 力に 

及ぷ もので 御座り ませう か。 

郡 司 人間の 力に 及ぶ か、 及ばぬ か、 た 御佛が 知って 居 

らる \ だけぢ や。 勅に は 「夫れ、 天下の 富 を 有つ 者 は 朕 

なり。 天下の 勢 を 有つ 者 は 朕な り。 この 富 勢を以 つて 此 

尊像 を 造る。 事の 成 き、 心の 至りが たき、 但 恐らく は、 

人を勞 する あって、 能く 聖を 感ずるな く、 或は 誹謗 を 生 

じ、 K つて 罪 辜に 堕ちん。」 と ある。 世に 名高い 天平 十五 

年の 勅 ぢゃ。 

资人 父上。 帝 は 何時の 頃から. 盧舍 那佛鑄 造の 御 願 をお 

起しな された ので 御座り ませう か 0 

郡 司 さあ、 それ は 我らに は 分らぬ。 入の © では、 國々 に 

國分寺 を 建立 せられた 頃から とも、 また. 大御 位に 卽か 

せられた 時からの 御 願 * ちゃと も 云 ふ、 し 或は、 河内の 智識 

寺に 行幸せられ たと き、 玄防 法師が 唐土から 持歸っ た 天 

竺傳來 の 金銅盧 舍那佛 をお 拜 みなされてから、 思 立 たれ 

たと も 云 ふの ぢゃ 0 

资人 また、 諸國 から、 賦役の 民 を 召さる \ の- て 御座り ま 

せうな あ。 

郡 司 天下 未曾有の 大工 事ぢゃ 。賦役に 召さる、 民の 數は 

大した もので あらう。 11 佛 法の 榮 ゆる は- 結構な 事ぢ 

や。 併し、 京 を 諸處に 移されたり、 大きな 御寺 を數 限り 


もな く 造ら れ たりし て 、 賦役 に出づ る諸國 の 民の 苦しみ 

を 思 ひ やられぬ の は， 心得が たい 事 ども ぢゃ。 

资人 父上、 秋の 風 身に しむ 驛路の 夕暮れに、 私 も， その 

やうな 民の つぶやき をき  >- ました。 

郡 司 廿 年の 間に、 世の中が すっかり 變 つてし まうた。 郡 

司の 職 を 長う つとめた 俺に は、 民の 心が よく 分かる 11 

この頃 は、 人の 心が 次第に 險 しくな つて ゆく や うぢ や。 

资人 山賊 の 群が 多くな つ て 、 眞晝 、 村里 を 襲う てま ゐる 

と、 鈴 鹿の 關 守が 云うて 居りました。 

郡 司 山賊 も 多くなる であらう。 (刻の 鐘 遠く 鳴る) や， 

もう、 酉の 下 刻 ぢゃ。 明日 はまた、 そなた を 式部省に つ 

れて 行かねば ならぬ。 早う 簡試 をす まして、 そなたが 

人 を 命ぜられぬ 內は 安心が 出来ぬ。 

资人 父上， 馬 飼の 童 は 疲れたと 見えまして、 眠って. 居り 

なん 

郡 司 何に せよ。 もう 京に 來て しまうた のぢ や。 今 i せ は 南 

け  ふたち 

家の 參議 さまの 御館へ 參 つて 泊まる のぢ や。 久 振に ゆる 

ゆる 手足 を 仲ば して 寢られ る 事て あらう。 こり や、 馬 飼 

の 童、 起きぬ か。 

资人 馬 飼の 童、 もう 行く のぢ や。 (馬 飼の 童、 眼,.； - さま 

し 起 上って、 馬 1<J- 引いて くろ) 父上、 南 家なら ば、 大納 

言 さまの 御館て は 御座り ませぬ か。 
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郡 仲 郡 


郡 司 大納言 さま は 兄君ぢ や" 我らが 參 るの は、 弟 議 

仲 g さまの 御館ち や。 

a 人 何故 兄 君 の 御館 へ は參ら ぬ の て 御座り まする か 0 

郡 司 それに は 少し 仔細 も あるが、 元来 俺 は あの 濶 達な 御 

氣 象の 參議 さまが 好き ぢゃ。 

资人 (郡 司が 馬に 乘 つたの 見て 自分の 馬の 手綱 1^ 握つ 

て， 地上：， i 立った ま、) 世の中に は 御兄弟の 御 仲が 美 

はしうな い と 申す 者が 御座ります。 

0^  (资人 に は 答へ す 馬上から 方,^ 凝 乎つ と 見つめて 

ゐろ。 やがて) おう、 誰 やら、 あすこから、 公卿ら しい 

御 方が！^ える わ。 眼が 遠うな つて、 よう 見えぬ が：： 

ま 入 大勢の 人が 供 をして 此方へ やって 參 ります。 

都 司 五位 以下の 俺ぢ や。 馬上の 姿 を とがめられても つま 

らぬ。 厄介な 事 ぢゃ。 (馬から 下りろ) 

(藤^ 仲 麿が 從者 数人 俾 つて 騎馬で 出ズ くる。) 

那司 おう、 參 議樣ぢ や。 (ニー 步 逸み 出ろ) 

仲 麿 (馬上よ リ a ろ) 誰 ぢゃ。 

0W  (恭々 しく 縢して) 相 摸の 葦 柄の 郡 司て 御座り ま 

す。 刑 部 多 禰彥て 御座ります。 (馬 飼の 童 は 馬 1^ 引いて 

かくれろ) 

仲麼 うむ。 これ は 珍ら しい。 刑 部の 爺て あつたか。 して、 

今頃， 此の やうな 處て何 をして 居る のぢ や。 


m. た 今、 京へ 着さまして 御座ります。 

is 何、 今 着いた と 申す か。 

司 はい。 これより 御館へ 參 らうと 思うて 居りました 處 

で 御座ります。 

仲麼 何に いたせ、 よう 上って 參 つた。 何 うぢ や。 京も變 

つたて あらう がの。 

郡 司 私の 居りました 頃の 面影 は 少しも 見え ませぬ。 た 

もう 驚く ばかりて 御 鹿り ます。 

仲 麿 して、 その 若者 は 誰 ぢゃ。 

郡 司 私の 子息 奴て 御座ります。 どうぞお 兑 知りお かれ ま 

す やうに。 (頭 低ぐ。 资入、 父の 後よ リ初々 しく 頭ん、 

低げ ろ) 

仲 麿 そちの 子息 か。 よい 若者 ぢゃ。 名 は 何と 云 ふ。 

郡 司 參議 さまに 御 返事 申 上げぬ か。 

資人 贿と 申します。 

郡 司 もはや 十九て は 御座ります るが、 鄕育 ちの まだ とん 

と 何も 辨 まへ ませぬ。 此度召 伴れ て 上りました は 私の 跡 

をつ いで 資 人と 致し、 名 ある 御館に 仕へ させむ 爲て 御座 

ります。 何分と も 私 同 樣ぉ眼 をお かけ 下さり ませ。 

(資人 また 父に ならつ ズ禮， ^すろ o〕 

仲 麿 うむ。 こり ゃ飽。 そちが 父 は 我家に 仕へ て， 心資な 

る 者て あつたに よって、 葦 柄の 郡 司に 推擧 いたしつ か は 
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したの ぢゃ。 そち も 我家へ 參 るが よい。 幸、 今宵 供養の 

場に て、 式部 卿に 出會 ふゆ ゑ 我家へ 參る やう 我らより 取 

計らうて 置かう。 いや、 待て。 (物 vJ- 案す ろ樣 子、 やが ズ、 

從者 たち LL) そちた ち は， 少時、 此處を 遠慮いた せ。 • 

(馬よ： T 下りろ o〕 

從者 たち はつ、 かしこまりました。 (馬 引いて 去る) 

仲 is 刑 部の 爺。 近う：： 

郡 司 はつ。 (恐ろ く 仲 麿の 险 へ 行く) 

仲 麼 (都 司,^ 見つめて ゐろ。 眼光 がに 銳く なろ) そち 

は 昔の とほり 我らに 忠勤 をつ くす 所存に 違 ひ は あるまい 

な 0 

郡 司 (その 威に 打 たれて) はつ。 

仲 麿 (眼 靱 じて、 资 人^見つ めろ) その かみ 長屋 王が、 

私 かに 皇太子 を呪詛 されし とき、 帳內 となって 長屋 王の 

御館に 仕へ-我 藤 原 家の ために * 盡 して くれた 功 は、 我 

ら朱 だに 忘れぬ のぢ やのう。 

郡 司 (感激して) 參議 さま。 身に あまる 御言 紫 恐れ入り 

まする。 

仲 麿 (また 眼，^ 资 人の 上に 轉す) 爺よ。 そちが 親 はや は 

り そちの やうに 我らに 忠勤 を はげむ 心で あらう。 

郡 司 申す まても 御座り ませぬ。 (资 人の 方 兑て云 ふ) 

仲 u いや、 我ら は その 誓 ひ を 、額の 口から き. - たいの ぢ 


や。 

餐人 (跪づ く) 參議 さま。 もし 忠勤 を 怠りましたならば、 

来世 は 地獄に 墮 ちて 八 裂に せらる X 法 も あれ。 (祈る や 

う に 言 ふ〕 

仲 麿 よう 誓うて くれた。 

郡 司 子息 奴に は、 どの やうな 御用 を 仰 付けられます るの 

-て 御座ります るか。 

(资人 は跪づ いたま、 熱心に 仲 麿ん」 見上げて ゐ ろ。) 

仲 麿 我ら 心の 秘密に か. - はる 窜ぢゃ 。人に 洩れて はなら 

ぬ。 ま そっと 近う。 

人 はつ。 (仲 麼の傍 近く 立ちよ る) 

0 鮪 は 橘奈良 磨の 家に K 人と して 行く のぢ や。 

司 あの 諸兄 公の 御子 さまの：： 

0 さ うぢ や。 つとめて 忠勤 を はげむ のぢ や。 そして 奈 

良 麿の 腹心と なる のぢ や。 

资人 何故 その やうな 事 を 致す のて 御座ります るか。 

仲 麿 (聲 低く) 奈良 S は 我らと 血緣 の者ぢ や。 然るに 彼 

の 男 は、 我ら 藤 原の 一 族に 敵意 を 抱いて ゐる。 權勢を 欲 

する から ぢゃ。 やがて は 我ら 一 族 を 亡ぼして 己の 大野 心 

を 遂げよう とする であらう。 我らの 親しい 徒弟. 廣嗣が 

朝敵と なって 筑 紫に 憤-;^ したの も、 彼の 男と. M 防 法師の 

仕業 ぢ やと、 我等 は 白 i ん. ゐ るの ぢゃ。 
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郡 司 廣嗣 さま はお 痛 はしい 事-て 御座り ましたな あ。 

仲 is  •  腐嗣は 聰明な 男て あった。 我.，， ；も あの 男に は 望 を か 

けて 居った が * とうく あの やうな 不幸な 事に なって し 

ま- 「た 0 

郡 司 東の 國 では、 玄防 法師と 吉備眞 備に 含む 處 あって 兵 

を 起された のぢ やと 傳 へられて 居りました が：： 

仲 麼 吉備 眞備も 同類 かも 知れぬ。 

资人 參議 さま， 私 は 奈良麿 さまの 御館へ 仕へ て どの ゃラ 

な 事 を 致す のて 御座り ませう。 

仲 麿 いや、 別に 何事 もない。 た、 V 忠勤 を はげんで、 奈良 

磨に 深く 信ぜられる やうに する のぢ や。 併し 我らと は 何 

のか \ はり もない 物と して 置かねば ならぬ。 そちの 家柄 

も 葦 柄の 郡 司の 子息て は 面白うな い。 何とか 造り かへ ね 

ばなら ぬ。 

资人 もし 奈良麿 さまの 腹心と なりましたならば：： 

仲 麿 奈良 腐が 心 を ゆるした と 見たら ば、 彼の 男の 身に つ 

いて、 そちが 不審と 思 ふ 事 を、 ひそかに 我らに 知らせて 

貰 ふの ぢ や。 (变 人靑 ざめ た 鼓で 仲 麿 1^ 見つめ V ゐ ろ) 

そちの 父 は 長屋 王の 帳 内と なって、 やはり その やうな 事 

をいた した。 それが 國の爲 めに よかった の ぢゃ。 その 功 

によつ て 郡 司の 地位と そちが 母と を 得た のぢ や。 

郡 司 これ、 子息。 たった 一 目お 目 ど ほり をいた したば か 


りで、 かやうな 重い 御用 を 仰せつ けらる、 と は、 そ も は 

仕 合せ 者 ぢゃぞ よ。 

仲 麿 (郡 司に) 打 見たところ、 骨 細で 美く しげな 若者. て 

は あ るが、 心 は 父に お と ら ぬ 丈夫と 我ら は 見た のぢ や。 

司 恐れ入りまして 御座ります。 

麿 鮪. ど うぢ や。 まだ 覺悟 がっかぬ か。 

人 參議 さま、 覺悟 はつ いて 居ります るが、 その やうな 

事 を 致します るの が、 私 は氣づ かひ. てな り ませぬ。 

磨 氣づ かひと は。 

人 惡ぃ 事の やうに 思 はれまして：： 

司 これ、 何と 云 ふ無禮 な。 

磨 よい わ、 爺。 その やう に 口荒く 申すな。 雜の疑 は 

有理ぢ や。 

郡 司 參議 さまの 御前 を も かへ りみ ず あまりと 云へば：： 

仲 麿 そこが よ ぃ處ぢ や。 我らが よく 說ぃ てきかせ ろか 

ら、 まあ 默 つて 見て ゐ るが よい。 鮪. そち はま だ 世の中 

を 知らぬ。 よい 事 も 惡ぃ事 も、 つまるところ は その 心根 

一 っぢ や。 たと へ 一時の 機略 を 行うても 心が 誠なら ば、 

神佛も 決し てと がめ はなさらぬ。 そちが 役目 は 云 はに 間 

者 r つや 0 人の 信 を 裏切ら わば ならぬ。 併し、 奈良 磨は國 

の 政を亂 さむと する 奴ぢ や。 此儘 にして置く ならば- 日 

本の 國は どの やうになる か 分からぬ。 國を救 ふための 間 
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午後、 正面-,! は H の 光，^ 受けて、 笑く しく 葉した 連 

山が 见. たろ。 佐 保 川が この 市場，^ 莨い ズ 流れて ゐ ろ。 

上流の 方 "し 支那 風の 石櫞が 見え、 川の 中！，^、 小舟 二三 

艘種々 の 荷,. 镜んで 沈み さう LL 浮んで. a ろ。 廣 場の 諸 

齒に 土器、 陶器、 美く しい 布、 獸の 肉な どの 物 ni が 山 

の やう LL 精んで わろ。 商人が その 品物の 前に 坐って ゐ 

る。 柳 四 五 株。 藁ぶ きの 家 ニー 一一 軒。 家 に は 皆 大きな 窓 

が あろ。 川 向う から、 この 市の 齒 場へ 來ろ ため じば、 

極く 粗末な 板 橋が か 、つて ゐる、 市場の 上に 溢く 五重 

の 塔が 見えろ。 群集の 內 でお 城 若 女が、 二人の 釆. た 

ちと 話 1^ して ゐ ろ。 

采女ー 行 某： 菩薩 はま だお 見えに ならぬ。 遲ぃ 事で 御座り 

まするな あ。 

采女ニ 私 はま だ 一 度 も 菩薩の 御 姿 を 拜んだ 事が 御座り ま 

せぬ。 今日はよ い 機會ぢ や。 是非 拜んで 戻らねば なり ま 

せぬ。 

采女ー 葛 城 若 女 さま。 あなた は 行 基 菩薩 をお 拜 みなされ 

ました か。 

葛 城 若 女 私 もま だ 拜んだ 事が 御座り ませぬ。 

采女ニ もう 餘程 なお 年て 御座り ませうな あ。 

采女ー 私の 母が、 まだ、 若い S -、 菩薩 さまの 御說敎 をき 

いて、 TP" になって しま はう と 思うた と、 話して きかせた 


者ぢ や。 分った か。  - 

人 はい。 

0 では 引受けて くれる のぢ やな。 

人 (決心して) 仕損じる か は 知り ませぬ が、 兎も角 

も、 奈良瞎 さまの 資人 にして 下さり ませ。 

仲 麿 よく 引受けて くれた。 鲔、 我ら は 嬉しう 思 ふぞ。 

兩人 恭 けな-つ 御座りま^  

仲 磨 もう 供養の 刻が 迫って まゐ つた。 二人とも、 今宵 は 

我家へ 參 つて， ゆるく 寢 むがよ い。 我ら は 供養の 場に 

行かねば ならぬ。 一更に は 帝の 出御 ぢゃ。 

郡 司 そわ-て はお 言葉に 甘えまして、 御館へ 參 るて 御座り 

ませう 0 

仲 磨 さう 致した がよ い。 (驟 高く) 供の 者 ども 馬 を曳ぃ 

て參 れ。 

(從 者た ちば SiT か 引いて くろ。 仲 麿 馬 に 乘 ろ。) 

都 司 それて は參議 さま。 (兩 人頭. "^低げ る) 

仲 磨 また、 明日の 朝會 はう ぞ。 

(從 者た ちに 擁せられて 去ろ。 兩 人後，^ 旯 送ろ 0) 

第二 場 

第一 場よ リニ 三日 後。 平城京 內 の雜沓 した 市場の 光 

景。 
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事が 御座ります 位 ゆ ゑ、 もう 八十に おなりな さるの て 御 

座り ませう U 

采女ニ 菩薩 さま は、 まあ、 この やうに 人 を 待たせて：： 

女 一 ほんに 早う お出て なされば よいに な あ。 

お 城 若 女 (間，^ 置い ズ) 私 は 行 基 菩薩 を拜 むの が * 恐ろ 

しう 思 はれて なり ませぬ。 

采女ニ 何故て 御座ります。 私に は、 淚も こぼる、 ばかり 

ほいお 方と よ" 思 はれませ ぬが：： 

采女ー まあ、 皆 さま、 一度 菩薩 さまのお 顔 を 仰いて 御設 

敎を きいて 御覽 なされ ませ。 神々 しいと 申し ませう か、 

何と 申し ませう か、 その 御 が 心に 染み わたる やうて 御 

座ります。 なるほど 世の中て， 菩薩 ぢゃ、 御佛の 生れ か 

はり ぢ やと 申す 箬ぢ やとし み/ 思 はれます。 

お 城 若 女 それが 私に 恐ろしう 思 はれろ ので 御座ります。 

采女ニ  ic? 城 若 女 さま、 あなた は 不思議な 事 をお 云 ひな さ 

れ ますな あ。 

お 城 S 女 E 勢釆女 さま。 あなた は智光 法師の 物語 を 知つ 

て お出でな されます るか。 

采女ニ いえ 知り ませぬ。 

お 城 苦 女 (釆 女た ちの 中央に 立って〕 智光 法師と 申す 人 

は、 才學. .-s: も 世に 勝れた 法師て 御座り ましたが， 帝 

さ ま が 行 基 菩薩 に 御資 依な されて 厚 くお もてなしになる 


の を か ね <\ 妬ま し く 思う て、 山に 隱れ人 に^:" い て 卷ら 

して 居りました。 そして、 弟子た もに 向って、 行 基 さま 

の 靠を惡 し ざ まに 罵り 散らしてば かり 居り ました。 

采女ニ どの やうな 事 を 申して 罵った のて 御座り まする。 

^!„?城若女 行 基 さまに は 深い 學 間がない。 あれ は 世の 人 を 

欺いて ゐ る 賫僭ぢ やと 申した の て 御座り ます。 

采女ニ まあ、 惡ぃ 法師て 御座り まするな あ。 

お 城 若 女 すると、 或 時、 その 法師 は 別に 苦しみ もせず • 

ふと： 比んで しま ひました。 

采女ー よい 氣 味て は 御座り ませぬ か。 

城 若 女 まあ、 おき、 なされ ませ。 智光 法師 は それから 

十日 目に 蘇生へ りました。 そして 大息 をつ いて 弟子 ども 

に 冥土の 有樣を 話して きかせた のて 御座ります。 呼吸が 

絕 えた と 思 ふと-恐ろしい 鬼が 出 て來て 法師 を逐ぅ て 何 

處 と もな く 行き ま し た が 、 行 手 に 當 つ て , 黄金 造り の 美 

くしい 御殿が 御座りました。 法師が 不思議に 思うて、 そ 

の 鬼に 訊ねます と、 鬼 は 冷笑って、 そち は智惠 者と. V 、い 

たのに、 あれ を 知らぬ か。 あれ は 行 基 菩薩が 来世の 生 を 

受け 給 ふ 御殿 ぢ やと 答へ ました。 

采女 二人 (感歎の 言 1^ 洩らす) まあ：： 

城 若 女 また 何處 ともなく 行きます と、 はるか 途の はて 

に，： S の烟が 空に みちて、 物凄い 處が 見. ズ ました。 鬼が、 
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あれ は そちの 墮 ちて 行く 地獄 ぢ やと 中して き かせ まし 

た。 智光 法師 は、 地獄の 王の 前に 引出されて、 菩薩 を 謗 

り嫉 むだ 罪に よって， 銅の 火の 柱 を 抱かせられました。 

法師 は 身 內の燒 燜れる 苦し さに 耐へ かねて、 一生懸命に 

叫ばう としましたら、 はっと 我に かへ つ て 蘇生った の だ 

さうて 御陛 ります。 

采女ー まあ、 それから 智光 法師と やら はどういた しまし 

た 0 

お 城 若 女 わが 惡行を 悔いて， 行 基 菩薩に お 誇 を 申 上げよ 

うと 思った さう-て 御座ります。 その 頃 菩薩 は 難 波の 撟を 

造つ て 居られ ましたが、 はるかに 智 光法 細の 姿 を 見て、 

につ ことお 笑 ひなされ て智 光法 肺が 誇に 来たと 工人 ども 

に 言 はれた さう ご 御座ります。 

采女ー 冥土の 事 まても 見通して お出て なさる のて 御座り 

まするな 0 

is? 城 若 女 それ をき、 ましてから 私 は 行 基 菩薩が 恐ろしう 

てな り ませぬ 0 

(市場の 方よ リ橋， ^渡って、 招戶辨 麿が 出て くろ。 手 

に 大きな 酒の 瓶 vi- 持って， もう 大分 醉 つて ゐ ろ。) 

(辨麿 は 柳の 下の 石に 腰かけ ズ、 また、 洒,^ 飮 む。) 

采女ニ 菩薩 さまが、 私の 故鄉の 河内へ お出て になった 時 

分、 鄉の 人々 が 大きな 池の ほとりて 宴 を 開いて、 醉 ひし 


れて 居った 事が 御座いました。 (辨 麿醉 ふと 云 ふ 言 V5~ さ 

いて、 ふと 額 14 ^上げろ) 折惡 しく そこ をお 通りになる 

と、 その 群の 一番の 悪戯者が 魚の 瞎を 持って まゐ つて、 

行 基 菩薩に、 「法師、 これ を參 れ。」 と 云うて 差 出し まし 

た。 菩薩 は默 つて、 それ を 召 上りました。 少時して 菩薩 

は 池へ 向って、 腹の 中の 物 をす つかりお 吐きな された の 

て 御座ります。 すると、 その 膾が、 あまたの 小魚と なつ 

て、 泳いで いってし まひ ましたと 云 ふお 話 を、 私 は 聞い 

た 事が 御座ります。 

辨麿 何、 魚の 膾が 泳ぎ だした と 云 ふの か。 はは：： 愚か 

な 少女た ちぢ や。 

(采女 二人 驚いて、 辨 麿の 方 > ^见 つめる。 そし ズ、 何 

か 互に さ、 やさ 合 ふ。 辨麿 また 洒 fj- 飮む。 市人が 一 人 

, 二人 橋，^ 渡って 場 K 來 る。) 

葛 城 若 女 (凝 乎つ と辨 麿，^ 見つめて ゐろ) g 戶辨 腐さ ま。 

辨麿 (驚いて) 誰ぢ や、 我らの 名 を 呼ぷの は。 (氣 付く) 

や、 葛 城 若 女：： (わが 眼 1^ 疑 ふやう に) さ. っぢ や。 あ 

れは葛 城 若 女ち や。 確に さ うぢ や。 (烈しい 感動 ン 

葛 城 若 女 見ればもぅ大分醉ラてぉ出てのゃラ.^ — 辩磨 

さま。 あなた は此 頃、 すっかり 變 つてし まひな された な 

あ 0 

辨磨 (眼，^ すゑて〕 酒 は 偽り を 云 はぬ。 正直者 ぢゃ。 飮 
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めば た^ 醉ふ ばかり ぢゃ。 醉 うてし まへば 何事 も 苦にな 

らぬ。 卽も 往生 安樂 國ぢ や。 我ら は それ ゆ ゑ、 心 を ゆる 

して、 酒 をのむ の ぢゃ。 

お 城^ 女 何と おっしゃる のて 御座ります。 

00 そなた も 公磨 ど の も 酒 は あまりお 好きて はな か つ た 

や うぢ や。 はは — 

お 城 i お 女 (むっとして〕 何かと 思へば、 酒に かこつけて、 

あの や、 つな あてこすり、 私 はもう 聞-. V 、たく は 御座り ませ 

ぬ。 辨 さま。 人の 手前 も 御座ります。 私が、 何時. あ 

なた に 偽り を ゆしました U  (辨 麼、 胸中の 苦悶,^ 迫 拂は 

うとす る やう に、 頻りに 洒 飮む) さ， あ、 辩腐 さま、 男 

らし い 返事 をお きかせな されて 下さい ませ。 

辨麿 (大. 、な！ 出して〕 國 公磨 は大 たはけ ぢゃ C いや. 

小才 子ぢ や。 あの やうな 男 はどうて もなる がよ い。 はは 

：: (泣く〕 酒 は 僞りを 云 はぬ。 酒の ために は 身代 を 失 

ふ もの も ある。 . 处ん でし まふ 者 も ある。 我ら は そこが 好 

きな のぢ や、 人 問に は， 何時ても、 不幸に なりたかった 

り、 死ん てし まひたかった りする 望が 腹の 底に は ある も 

のぢゃ 0 

(市人 や 僧侶が 辨 磨,^ 取リ かこんで、 可笑しげ に 見て 

ゐ ろ。) 

^=?城若女 辨 さま U もうよ い 加減に なされ ませ 父と あ 


なた との 爭は、 公の 事て は 御座いませ ぬか。 その やうな 

らち もない 姿で：： 

(若 女 はかう 云 ひながら、 辨 麿の 肩に 手 vJ- かけて 起さ 

うとす ろ 0) 

辨麼 (振拂 っズ) 辨 麿の 身體は * どうせもう 廢り もの ぢ 

や。 觸れて 貰 ふまい。 (洒 飮む。 泣く) 苦い 酒ぢ や。 

酒 は 誰ても 自分 を 思う て 吳れ る者ぢ や と 信じ てゐ る：： 

馬鹿 ぢゃ。 大 たはけ ぢ や：： 親と 子 は その 姿の 樣に心 も 

違 ふ もの ぢ やと 思うて ゐ る：： 死ね。 不幸の 底に 沈んで 

しまへ。 

采女ニ もう、 およしな され ませ。 その やうな 人に 構うて 

は、 おん 身の 恥になります。 

(群集の 内から 「氣狂 ひか。」 「いや 洒に醉 うて ゐ るの 

i ^や。」 「養 德晝師 * ちゃ。」 「、、の はこの あた リ 1^ 何時 

も醉 うて 步 いて ゐ る。」 などと 云ふ聲 が閗 えろ) 

(行 基、 弟子 二人.^ 伴れ て 現 はれろ。〕 

采女ー (It たかく) 行 基 さま ぢゃ。 菩薩 さまが お出でな 

された。 (跪いて 合掌す ろ〕 

(群集 讃歎、 同じく 跪い \ ^合掌す ろ、 南無 阿 彌陀佛 と 

云ふ聲 が、 一時に 群集の 內 から 起ろ。) 

(行 基は廣 場の 中央 LL 立つ。 法師 四 五 人 柳の 下に 立つ 

て、 行 基 に 反抗の 氣勢 示して ゐろ。 采女 二人.，. -ぉ城 
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若 女 L 跪づ く。) 

行 基 (LL: やか Li) 皆 さま。 ようこそお 集り 下された。 

(輕く 頭，^ 低げ ろ。〕 

群集 南無 阿彌 陀佛。 南無^ 彌 陀佛。  

行 基 皆 さまに 今日 集まって 頂いた の は 何のた めか、 まづ 

俺 は それ をお 話しいた さう。 この 内に は、 商人 も 農 人 も 

居られよう。 人の 妻、 または、 娘 子 ミ> 居られよう。 或は 

資人 兵衞の 方々 も 居られよう。 法師た もも 見 ゆる や うぢ 

や。 その 1 の 違 ふやう に、 顔 かたち、 心 もまた さま ざ 

まぢ や。 而も 一人 殘さ すみな 佛 のために は、 かけが への 

ない 大切な 子供 ぢゃ。 (思に す 合掌す〕 皆 さま を 見て 居 

ら れる佛 5 慈悲の 眦は、 常に 淚 のために、 濡れて 居る の 

ぢ や-〕 

群集 南無 阿彌 陀佛、 南無 阿彌 陀佛。  

行 基 佛の 慈悲 は 廣大ぢ や、 限りが 御座ら ぬ。 それなら 

ば、 何故、 皆 さま を この 現世に 放って 輪廻の 苦しみ をお 

與へ に な ろ か。 魂 は 過去 現在 未来の 三世に 通ず る者ぢ 

や。 皆 さま は. これ 迄 幾千 劫と 云 ふ 時 を 生き か はり 死に 

か はりして 来られた のぢ や。 その 幾千 劫の 善果 を つん 

で、 漸 やく 此 世に 人間と 生れた のぢ や， • それ はみ な俾の 

慈悲ち や。 前世に は 鳥、 獸 てあつた かも 知れぬ。 

集 南無 阿彌 陀佛〕 南無 阿截 陀佛。  


行 基 皆 さまの 心の 内に は、 佛 性と 云うて、 未来の 世て 佛 

になろ 事の 出来る 尊と い 美く しい 芽が 開いて ゐ るの ぢ 

や。 これ は 如何な ろ惡 人に も あろ。 た 我執の 雲に 深く 

お ほ はれて ゐる だけ：, りゃリ 

いれずみ 

顔！ -1 黥の あろ 男 佛 性と は どの や、 つな 者で 御座ります。 

行 基 そなた は 何 の 罪 を 犯し て 黥され た のぢ や。 

額に 黥の わろ 男 馬 を盜ん だのて 御座ります。 

行 基 何度 盜ん だのぢ や。 

額 に^の ある 男 三度 盗みました。 三度 目に この やうに 顏 

に 墨 を 入れられました。 

行 基 そなた はま だ盜 みたい と 思 ふか。 

額 Li 黥の あろ 男 盗みたい と は 決して 思 ひ はいたし ませ 

ぬ。 盜 まねば ならぬ やうになる ゆ ゑ、 つ ぃ盜 むので 御座 

ります。 

行 基 何う して 盜ま ねばなら ぬの ぢゃ。 

額 Li 黥の あろ 男 私 は 伯樂で 御座ります。 生れつ さ 貧しい 

者で 御座ります。 それに 賠 が この 上 もな く 好きで 御座 

ります。 賠 博に 負ける と 一 日 も 二日 も 何も 喧 ベら れぬ事 

が、 始終 あるので 御！ 3 います。 

行 基 それ は氣の 毒な 事ぢ や。 

額 に 黥の ある 男 さう 云 ふ 時に、 人の 家の 肥え ふとった 馬 

を 見ます と、 どうしても 盜 まずに は 居られなくなる ので 
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I ます 

行 基 盗んだ 馬を寶 つた 後て は どの やうな 心持ぢ や。 

敏 に黥 の あろ 男 た V、 これて 餓死 をせ ずに 濟 むと 思って 

安心す る だけて 御座 い ます。 (群集 の內 から 罵ろ の、 笑 

ふ ものが あろ) 

行 基 そなたに は佛 性が ある。 ど うぢ や。 時々 身 も 世 も あ 

られぬ やうに 淋しい 事が あるで あらう。 

级 Li 黥の もろ (考 へる) 御座ります。 御座ります。 そ 

の やうな 時に 私 は耐ら なくなつ て 購博を 打つ ので 御座り 

ます 

行 基 それが 佛性ぢ や。 そなた は佛 性の めざめに 耐 へきれ 

ずして、 つい 惡事を 行 ふの ぢゃ。 明日 俺の 寺へ 来る がよ 

、 0 

^に 黥の あろ Et- (打；： れ たやう に 立 上る) 佛 性が あるの 

ぢ や。 c: 位く) 

僧 一 (柳の 下に 立って 反抗の 氣勢 示して ゐた內 の 一人) 

何が 佛性ぢ や。 資 Is 奴。 (前 へ 進む) そち は 無智の 小人 

に 阿って、 佛法を 害な ふ 極 惡人ぢ や。 

行 基 無智の 小人 も 大才の # 人 も， 佛の 眼に は 一様の 人間 

として 映る のみ ぢゃ。 怫は その やうな 差別 を以っ て 我ら 

を 待って は 居られぬ。 ^の あろ 男に) こり や、 明 

口 はきつ と 俺の 處へ來 るの ぢ や。 忘れまい ぞ。 


僧 一 賣 IT 然 らば、 そち は、 國家 e 刑罰に ふれた その 賤 

人の 何 處に佛 性を認 むる のぢ や。 

行 基 それ こそ 人心の 深秘、 口舌に は盡 されぬ。 たに 心が 

心 を 知る のぢ や。 南無 阿 彌陀怫 々 々  

(群集の 內に高 騍に稱 名念佛 する ものが ある。) 

僧 二  (群集に 向つ"！ 0 行 基 は 佛法を il な ふ 極 惡人ぢ や。 

先哲の 途を たど つ て 、 深く 思を經 典に ひそむ る 事 もな 

く、 た r 肆 に 市井に 現 はれて、 淺 薄の 敎 理を說 くの ぢ 

や。 人々， 彼に 欺かれて はならぬ〕 

(群集 動搖。 行 基，^ 罵る 者、 諧歎 する 者、 高 踩：， L 念佛 

稱名 する 者、 入 亂れズ いよ/, \ 騒がしくなる 0) 

(家の 窓、 ^問く。 中から 機,^ 織って ゐた 女た ちが 視 

くリ 栩戶辨 麿、 熱心 Li 行 基の 額，^ つめて ゐる 0) 

行其丄 皆 さま。 俺 はま だお 話せねば ならぬ *F が澤山 ある。 

靜 かに 聞いて 下され。 (群集 靜 まろ) さて 我ら は佛の 

大な 慈悲に よ つ て 有難く も 現世に 人間と し て 生れて きた 

のぢ や。 ところが 现世 はどう ぢゃ。 やはり 苦の 世界 ぢ 

や。 そ こぢや。 皆 さま はこの ま、 何時 まても この やうな 

苦の 世界に 泣きつ 笑 ひつ 浮き しづみ して ゐ たいと 思 はる 

るか。 輪廻の 波の まに まに 醜し い 喜 怒 哀樂の を 上げて 

悶 がいて ゐ たいと 思 はるる か。 ひと へに 勇猛 精進して、 

来世 は必す 西方 極樂淨 土に 生れようと は 望まれぬ か。 そ 
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れには 皆 さまの 心の 内の 佛性を 培 ひやしな つて、 行かね 

ばなら ぬの ぢ や。 

群 第 南無 阿彌 陀佛" 南無 阿 彌陀佛 い  

行 基 皆 さま。 恭 けなく も 帝 は 現世に 於て、 この B 本の 國 

の 人間 を ことごとく 佛 菩薩から ぁづ かってお いでになる 

のぢ や。 

鬚 もろ 老人 (突然 立 上って) 嘘ぢ や。 日本 は 神國ぢ や。 

帝 は 畏れ多くも 神の 御末ぢ や。 神 世の 昔、 我らの 祖先 は 

天孫 瓊 タ 岐尊を 守護し て 高天原 か ら 天降 つたの ぢゃ。 佛 

は異國 の神ぢ や。 帝 は 我ら 國民を 天 照 御大 神 から 賜 はつ 

たの ぢゃ e 

行 基 さ うぢ や。 m 本 は 神國ぢ や。 帝 は 我ら 國民を 天照大 

御 神より 賜 はった の ぢゃ。 そこ て、 恐れ多い 事ながら、 

天 照大御 神と は 如何なる 御方ぢ や。 

鬚 ある 老人 日の 大御 神ぢ や。 伊 弊 諾伊群 册のニ 柱の 神よ 

お ほひる めむ ちの み-一， 0 

り， 高天原 を ゅづり 受けられた 女神 ぢゃ。 大日 赛貴 命と 

も 申す お 方 ぢゃ。 

行 基 (合掌して) 天 照大御 神は卽 も盧舍 那佛ぢ や。 

鬚 あろ 老人 何ぢ や。 たはけ た 事 を. S. すな。 

(群集 また 騷然。 柳の 下の 法 ^1 たちむ  一 二 歩 並む 0) 

行 基 決してた はけた 事て ない。 我らの 神 大日 雲 貴 命の 本 

地 は 天竺の 盧舍 那佛。 盧 舍那佛 の 化身 は 大日 赛貴 命ぢ や。 


僧 一 (冷笑 ふ) 不思議な 說ぢ や。 我ら 寡聞に して まだ そ 

の やうな 珍 說を經 文て 讀んだ 事がない。 こり や 資^。 如 

何なる 典據 あって そち は その やうな 事 をい ふの ぢゃ〕 

行 S 佛法 は經文 によって、 我らの 心 耳に 明らかになる。 

然 る に經文 はたに 文字 を 集めた もの ぢゃ〕 讀 誦する 人の 

心に よって 死に もし、 また 生き もす る。 佛 法の 意識が 深 

くなければ 如何に 經文 を讀ん だとて 深 旨に 徹する 事 は 思 

ひも よらぬ。 

僧 二 まづ そちの 妄說の 典據を 云へ。 

行甚 いかにも 聽 かせ 進ぜよう。 (合掌) これ は當 今の 帝 

の 御代に 行 はれた 奇 ig ぢゃ。 皆 さま、 帝が この やまとの 

平 城 の 地 を 相し て 十六 丈 の 金 銅 盧舍那 佛大像 を 鑄 造 遊ば 

さむと する 御宿 願 はす-てに 知って 居らる てあらう。 こ 

の 行 基 もまた 帝の 大御旨 を 承 はって、 諸 國に勸 進した の 

ぢゃ。 さて、 愈 建立と なって、 帝 はや はり 遠祖なる 神 .„< 

の 御 心 を 思 召された。 そこで 行 基に 勅が あつたので- 俺 

は 早速 伊勢 の 神宮 に參 つて 內宮 南門 の大 杉の 下 に 盧を造 

り. 帝より 賜った 佛舍利 一 粒 を さ、 げて 祈った のぢ や。 

11 天平 十一 一一 年の 秋の 事て 御座る U すると、 第 七の 夜- 

夢 と もな く 現 ともなく 神殿の 扉が おの づ から 開け， 大昔 

に、 「實相 眞如之 日輪 リ 照- 1 却 生死 之 長夜？ 本 有 常住 之 月 

輪。 爍-, 破お 惱之迷 雲？ 我 今 逢， _ 難. 遭 大脉？ 如 n.#KM 
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又受 寶珠？ 如へ 暗 得 &。 師其 持， >舍 利？ 藏，， 埋飯高 

鄉？  Zf 辆ー 邦家？ と- 唱 ふる 御聲 がき こえた のぢ や。 

群 第 南無 阿彌 陀佛。 々々々  

行^ 俺 は 佛舍利 を さ、 げて、 飯 高 郷に藏 め 京に 歸 つて、 

帝に その 次第 を 奏聞いた した。 帝は大 へんな 御喜び であ 

つた。 その 夜の 帝の 御 夢に 日の 大御 神が 現 はれまし まし 

て、 「日輪 は. 毗盧 舍那佛 たり。 帝よ， この 意に て造營 

を與 さるべし： とお 告げが あった。 

^集 南無 毗虡舍 那佛。 南無 毗盧舍 那佛。  

行 基 帝 はおん なつかし さに、 曰の 大御 神の 御 姿 を 見つめ 

て 居られた、 すると、 大御祌 は 見る みる 內に、 赫々 たる 

光明 を 放って、 B 輪の 相 を 現 はされ たの ぢゃ。 

S  (高 聲に) 南無 毗盧 <^ 那佛。 南無 毗盧舍 那佛。 ： ： 

行甚 帝 は けなく も 龍 顔に 淚を お流しな されて、 俺に そ 

の 次第 をお 話しな された。 我らが 盧舍 那佛を 以て、 天 照 

大御 神の 本 地と 信ずる のば、 この やうな 奇 驟 に 出 會ひ奉 

つたから ぢゃ。 

S 南無 毗盧舍 那佛。 南無 毗盧舍 那佛。  

(群 熟 すろ。 柳 下 Li 立つ 憎た ち はや はリ 反抗の 氣 

勢ん、 保って ゐ る。 鬚 あろ 老人 立って 不滿 らしく 見て 

ゐろ。 m ー门辨 磨が 立 上ろ o) 

辨麿 行 基 菩薩。 盧舍 那佛は 天竺の 佛ぢ や。 いや、 天竺の 


人 の 姿に 現 はれ 給う た佛ぢ や。 そのと ほりに 造り 奉ら ね 

ばなら ぬ。 さう では 御座らぬ か。 

行 基 誰かと 思うたら、 蹄 戶辨麿 どの ぢ やな。 面白い 窜を 

云 はる X。 いま、 俺が 皆 さまに お話しい たさう と 思 ふ 事 

と 全く 關係 のない 事ても ない。 それ ゆ ゑ、 ま づ辩麿 どの 

に 行 基 の 考を お話しいた さう。 

辨麿 我ら は此度 大佛鑄 造の お 役 を 取上げられた のぢ や。 

河内 の 智識 寺 の 盧 舍都佛 に な ら う て、 天竺の 人の 御 姿 に 

大佛を 鑄 奉.，： うと 云 張った から ぢゃ。 國の 公磨の 大 たは 

けが：： 

行^ お待ちな され、 辨腐ど の 。 本 來毗盧 舍那佛 の 御 姿 

は、 帝の 御 夢に 現 はれた 日輪 相ぢ や。 日輪が 我ら 佛 徒の 

信仰の 中に 現 はれ 玉 ふ 時に 毗盧舍 那佛の 御 姿になる のぢ 

や。 天竺の 人に は 天竺の 人の 御 姿に 見える てあらう。 日 

本に あって は、 卽ち 日本の 人の 御 姿に 見えねば ならぬ。 

辨麿  

行 基 そ もく 釋迦 如来が 天竺に お生れな されて、 天地の 

間に 昏く 埋もれて ゐた佛 の 道を發 見され て 以來、 毗盧舍 

那佛 の 慈悲 深 い 御 吸 は、 あ る 時 は 天竺 を 照ら しまた ある 

時は徤 駄羅國 西域に It き、 更に 唐土から 緣 あって、 この 

日本の 國を 照らし 給 ふ 事に なった のぢ や。 いま、 毗盧舍 

那佛の 御 眼 は ひたと 此ロ 本の 國に 注がれて ゐる。 佛 法の 
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日本に 榮 ゆる は そのため ぢゃ。 俺 は 温かい 佛の御 眼の 光 

を 衣 を 通して 膚の 上に 感じます る。 (合掌) 

群集 南無 毗盧舍 那佛。 南無 毗盧舍 那佛。 

行 基 辩麿 どの、 蘀迦 如来 出現 以来、 佛 法の 榮 えた 國 々の 

御佛 は、 皆 その 國の御 姿て 刻まれて ゐ るの ぢゃ。 そして 

その 國の 言葉で 信ずる 者の 魂に 後世 成佛 の 道 を さ  >  やか 

れ たの ぢゃ。 徤駄 羅國ゃ 唐土から 渡った 御佛 を拜ん てみ 

なされ。 よく 分かる 事ち や。 

辨麿 (沈思して) さ うぢ や。 日本の 國 の御佛 は、 我らの 

姿の やうに 刻まねば ならぬ。 あ、、 さ うぢ や。 南無 毗盧 

舍 那佛。 (合掌す ろ) 

行 基 (辨 麿の 肩に 手 かけ VO 辨麼 どの、 よく 理解して 

下された。 俺 もうれ しう 思 ひます る。 

辨麿 夢が さめた や うぢ や。 

(鬚 あろ 老人、 何時と なく 跪づ いて 合掌して. aKJO) 

僧 二  (冷笑して) 栀戶辨 磨は墮 落した。 賈 僧の 辯 舌に 迷 

はされ たの リ や。 愚かな 奴ぢ や。 

僧 一 支離滅裂な 說敎ぢ や。 聽 いて は 居られぬ。 行かう。 

僧 三 何時まで 居っても 同じ 事 ぢゃ。 

(「JW らう、 録 らう。」 と 云 ひ 合 ひながら 橋,^ 渡って 去 

る。) 

辨暦 何が 墮落ぢ や。 


行 基 辨 K どの、 緣 なき 衆生 は 何とも 致 方が な いもの ぢ 

や。 ：： 併し やがて は あの人た ちに も 分ろ 時が 來 るて あ 

らう。 迷 は 悟りの 初め ぢゃ。 皆 さま、 事に 妨げられて 思 

はず 遲く： ^つた。 これから 俺のお 話しいた さう と 思 ふ 事 

に 移る のぢ や。 皆 さま は、 帝が 國銅 を盡し 大山 を 削って 

十六 丈と 云 ふ 未曾有 の 盧舍 那佛大 像 を 何 のために 造ら る 

ると 思うて 居らる、。 これ は 是非 俺が 皆 さまへ 傳 へねば 

ならぬ 事な の ぢゃ。 

群集 南無 毗盧舍 那佛。 南無 毗盧旁 那佛" 

行 基 帝 は 佛の說 かれた 三千 大千 世界 を さながら 汚濁の 現 

世に うつさう と 思 召された のぢ や。 廣大な 御願ぢ や。 卽 

ち この 日本の 國 をー佛 世界と 見て、 六十 餘 州の 國々 に 各 

國分寺 を 設け、 丈 六の 11 迦佛像 を 本尊と なし、 その 六十 

餘州を 統べ 率ゐ る 平 城 の 京に は 總國分 寺と して 柬大寺 を 

建立して 各國 釋 迦佛 の 本 毗盧舍 那佛を 金 銅 十六 丈 の 御 

姿に 鑄 上げ 奉らう と 云 ふの ぢゃ。 これ は當 今の 帝の 御 位 

に卽 かせられた 時からの 御宿 願ぢ や。 卽ち 日本の 國に生 

を 受けた る 者 は、 各 戒律 を 守り、 かの 寂 光 土の 美 はし さ 

を、 さながらに 世 を 過 させむ と 云ふ大 御心ぢ や。 

(群集 合掌す。) 

行 基 されば こそ、 國土 未曾有の 費え もお 厭 ひなされ ぬの 

ぢゃ。 有難い 大御 心て はない か。 
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(群集 感動す ろ。) 

行 基 かやうな 廣大な 工事 ぢゃ。 さすがに 天下の 富 を 有つ 

ておいて 遊ばす 帝 も、 その 造營 のために 消えて ゆく 費え 

の大 なる に 勘 か らず御 心配 遊ばされた。 今は國 の 富を擧 

げて もな ほ 足ら ぬ と 云 ふ 有樣ぢ や。 そ、 .- で 行 基 に 勅が あ 

つて、 あまねく 天下に 財 を 募られる 事に なった のぢ や。 

行 基 は、 北 は 越の 國 より 東海に 及び、 筑紫吉 備を勸 進し 

て や、 つやく 今日 皆 さまに 見 ゆる 事に なった のぢ や。 願 は 

くば 皆 さま、 一 紙 半錢の 寄進に よって、 廣 大な佛 恩に あ 

づ かられよ 0 

群集 南無 毗盧舍 那佛。 南無 毗盧舍 那佛。  

^2? 城 若 女 (感動して) 菩薩 さま、 私 はこれ を 寄進いた し 

ます 

03? 城 若 女 は 玉 VJ- 鏤めた 櫛 取って 出す。 群集ば 爭っ 

て、 「：れ,^差^^げますo」 「寄進いた します。」 と 口々 

li 云う ズ、 さま の 物， ^出す。 窓の 內の女 は、 0^ 

出す。 行 基の 弟子が それ 1< ^集めて 廻る。) 

行 墓 (合掌し ズ) 皆 さまのお 志 を さぞ 帝 はお 喜びな さる 

であらう。 南無 阿彌 陀佛。 南無 阿 彌陀佛 ：： もはや， 日 

も 大分 傾いた や うぢ や。 それで は 皆 さま、 俺 はこれ から 

東大寺へ 行かねば ならぬ。 これでお 別れいた します。 

(行 基- 稱 名念佛 しつ V 去る。 弟子に 寄；？.！ の 物品， <Hg 


いで その 跡 LL 從ふ。 群集 熱狂して， 高らかに 念佛， ^と 

なへ 行 基 1^ 追う ズ ゆく。 お 城^ 女と、 栩戶辨 磨と が、 

廣 HJr に殘 る。 家々 の 窓ば、 閉まつ ズし まふ。 託 陀眞玉 

が 現 はれる) 

眞玉 、喪心した やう Li なって、 かすかに 念佛 なと な へ なが 

ら 、合 〈半し て ゐ ろ 城 若 女の 肩 L1 手，^ かけて) 葛 城 若 女。 

お 城 若 女 (夢から さめ.^ やう に) 眞玉 さま (美しい 徵笑) 

久しくお 眼に か X り ませぬな あ。 

眞玉 我ら は そなたに 會はラ と 思つ て 探し ま はって ゐ たの 

ぢゃ 0 

城 若 女 (眞 玉に 抱きつく) 嬉し-つ 御座いま ，一  

搏戶辨 麿 (凝 乎つ と 死ん たやうな 額 色で それな みつめて 

ゐろ) ：： 

— 幕 — 

第二 幕 

第 一 場 

地獄 谷の 岩窟の 光景。 天平 二十 年の の 事で あろ。 岩 

窟內 中央の 岩壁に 近く 机 一 脚，^ 置. V ヽ 燈明ニ 基.^ 奉リ 

大香爐 に 護摩 1^ 焚く。 机 卜-中央に、 M 大異 形の 壶があ 

ろ。 嚴重 LL 封 じて あろ。 正面 岩壁 LL は、 黃泉國 八 雷の 
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園ん 蜜いた 掛蚰 がべ 幡大 菩薩の 掛軸.^ 中央に して 並べ 

かけて あろ。 八 雷 は 皆 極めて 怪奇な 相貌で わろ。 印度 

婆羅門の 惡祌た r, に似て ゐろ。 鈴と 獨鈷 とが 机に のせ 

て あろ。 すべて、 眞言 宗と 陰陽道と 神道の 祈禱の 形式 

が 混和され てゐ ろ。 筑紫娘 子が 一 人で、 呆ゃリ 物，^ 案 

じ てゐろ 0 

筑紫娘 子 (手に 一疋の 純白な 鬼ん」 抱いて ゐろ) これ， そ 

なた の 名 は 何と 云 ふの ぢゃ。 (間) まあ、 何と 云 ふ 臆病 

な獸 てあらう。 我 身に 抱かれて ゐて、 少しも 凝 乎つ とし 

て は 居らぬ。 これ、 兎、 何て その やうに 耳 を 立てる のぢ 

や。 何 か 不思議な 音ても きこえる のか や。 (間) そちの 

毛 はつ や/ \ として 美しい のう 0 何、 何 か 我 身に 話したい 

事ても あるの かや。 何故 その やうな 圓ぃ 眼て 見つめて ゐ 

るの ぢゃ。 (頗， こすりつける) 我 身 は そちが 可愛 ゆうて 

ならぬ。 かう して ゐ ると、 淚が 出て 眼が 熱くなる や うぢ 

や。 これ、 兎、 そち はもと 月の 宮居に 住んで ゐて、 餅 をつ 

いて ゐ たと は 、誠 か 0 何て 地上 へ墜 ちて さたの ぢゃ： 何 か 

悪い 事 をした ので あらう。 許し ませぬ ぞ。 (笑 ふ) 嘘ぢ 

や。 だました のぢゃ 。まあ、 この 動 棒 の 早 い 事と 云うた ら 

：: 我 身 は そちの 臆病が 可愛 ゆいの ぢゃ。 (また Ig,^ す 

リ つけろ。 相模資 人が そっと 岩窟へ 入って くろ) これ、 

我 身の する やうに して ゐ るの ぢ や。 その やうに 手足 を 動 


かして はならぬ。 何ぢ や。 耳 を 立て i。 此處に は 誰も 來 

る氣づ かひ はない のぢ や。 (筑紫 娘 子 はふと 額.^ 上げて 

驚く〕 

相 模资入 娘 子 此處は 地獄 谷の 岩窟て 御座ります か。 

筑紫娘 子 (鬼，^ 抱いた ま、、 耻と物 怯で 赤くな ろ) さや 

- 「て 御座ります。 

相 模資人 筑 紫の 宇佐 八の 命婦、 大祌 の杜女 さまの 籠って 

居られ る 岩窟て 御座り ま する か。 

筑紫奴 子 はい。 

相 模资人 (頓 子の 心 か 推し て) いや、 怪しい 者で は 御座 

り ませぬ。 我ら は 橘奈良 腐さ まの 资人ぢ や。 け ふこの 岩 

窟で、 膝 原 仲 磨 さまに ひそかにお 眼に か X る 事に 定めて 

あつたた めに 參 つたので 御座ります。 

筑紫娘 子 さやう で 御座ります か。 

相 模资人 (微笑) さぞ 驚かれた で 御座らう。 

筑紫 子 (微笑〕 眼，^ ふせて) かやうな 山の 中 ゆ ゑ：： 

相 換資人 ぷ しっけの 段 はお ゆるし 下さり ませ。 

筑紫娘 子 (赤くな ろ) いえ、 私 こそ。：： 

相 模资人 して、 あなた さま は 誰 人で 御座ります。 

筑紫娘 子 ：： 大 神の 命 婦に仕 ふる 者て 御座ります" 

相 模资人 命婦 さま はお 出て なされ ませぬ か。 

筑紫娘 子 たに 今、 この 下の 谷川の 驟に お出て なされ まし 
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た。 

相 模资人 まだ 仲麼 さま はお 出て なされ ませぬ か。 

统紫娘 子 はい。 

相 換资人 美しい 鬼で 御座り ますな あ。 飼うて お置きな さ 

れま すか。 

筑紫娘 子 (微笑) いえ、 食物の あまり を や" ますので、 

つ い、 この やうに 馴れて しまうた ので 御座ります。 (頭,^ 

撫で V やろ〕 

相 校.. せ 人 あなた さま は、 何と 云 ふ 御名て 御座ります。 

筑紫娘 子 た 、筑紫 娘 子と 呼ばれて 居ります， - 

相模资 人 筑紫娘 子 ： ： しみる と 西國の お 人で 御座ります 

るな。 

筑紫娘 子 はい、 筑 紫の 濱に 生れました。 して あなた さま 

相摸*^人 我.，： は^* の 相模の 野に そ だ つ た 者 て 御座り ま 

す 。 机 紫 は 美し い 處て 御座ります かな。 

筑紫娘 子 筑 紫の 曰 射の あた、 かさ は 何時も 春の やうで 御 

座ります。 山に 參れば • 橘の 寶が 黄金色して 枝 もた わ \ 

になって 居ります り 海の 潮の. 獲い 靑は、 御 空の やうに 澄 

んで 居ります。 珊瑚、 玳璟. 瑠璃な ど、、 世の 人の 贵む a 

は、 數 限り もな く 御座ります。 ：： 紫筑は 美しい 國で御 

座ります。 


相 模资ん 何故 また あなた さま は、 その やうな 美しい 國を 

棄 て、、 京へ お出でな された ので 御座ります。 

筑紫嫫 子 (悲しげに〕 命婦 さまの 仰せ は そむかれ ませ 

む-. 

相 漠資人 (凝 乎つ と、 正面の 掛軸 見ろ) 伊奖冊 命の 御 

かほね 

屍 を 取 閬んで ゐ たと 傳 へらる、 黄泉 國 の 八 雷神 ぢ や。 大 

神の 命婦 がか やうな 惡神や 祭らる X は、 如何な ろ譯で 御 

座ります るか。 筑紫娘 子、 ぉ敎へ 下され ませ。 

筑紫ぉ 子 (色 變 へて) それ をお 訊ねな されて はなり ま 

せぬ。 

相 模资人 それ はまた 何故で 御座ります。 

筑紫娘 子 命婦 さまの 仰せて 御 ii ります。 もし、 私の 口 か 

ら、 それ をお 話いた せば、 私 は 死なねば なり ませぬ。 (悲 

しげに 云 ふ) 

相 模資人 (驚く) 死なねば ならぬ：： あなた さまが：： 

筑紫娘 子 はい。 

相 換资人 (獨 語) 仲 麿 さまの 仰せに は、 大 神の 命 婦は、 

東大寺 の 境内に 宇佐 八 幡宫を 遷座 鎭 祭す るた めに、 この 

岩窟に 隱れて 秘密の 法を修 する のぢ やと あつたが。 ：： 

统紫娘 子 その や、 つな 事 は、 もうお 考へ なされ ますな。 あ 

なた さま も 恐ろしい 目に ぉ會 ひなされ ます。 

相模 安人 恐ろしい 目に：： 
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(大 祌杜 女が 白い 装束 下げ 髮 であら はれ ろ 0〕 

杜女 (凝 乎つ と * 相模 安人，^ 氣 味の 惡ぃ 眼で 見つめて ゐ 

3 變 つた 事 はない か。 

筑紫娘 子 (狼 © して) はい。 このお 方 は參議 さまに ぉ會 

ひなされ る ためにお 出て なされた ので 御座 い ます。 

杜女 (やう やく 眼の 光，.？ -和 げろ) ふむ、 そなた は誰ぢ や。 

相 模资人 (頭 > ^低 げろ) 橘奈良 磨の 資 人て 御座ります。 

杜女 參議公 はま だ 見えぬ 。しかと 定めて 置いた のぢ やな。 

相模 ft 人 はい、 仲 腐さ ま は 未の 刻に 地獄 谷の 岩窟で 會ふ 

と 仰せられました。 

杜女 もう 未の 刻 ぢゃ。 

筑紫娘 子 (鬼，^ 撫で、 ゐ たが、 突然) どなた かお 出に な 

つた やうて 御 ります。 (鬼-」) これ， 靜 かにし や。 

(仲 暦が 現 はれろ。 手 Li 鞭，^ 持って ゐろ。 相模資 人、 

頭，^ 低げ ろ。) 

仲 麿 鮪 か、 さぞ 待った • てあらう。 

相 投资人 私 もつ い 先刻 參 りました 0 

仲 麿 (杜 女に) 見知らぬ 男 を この 岩窟に 待たせ、 そち は 

さぞ 驚いた てあらう、 併し. 心配せ ぬがよ い。 我らが 家 

に 父から 仕へ て 居ろ 者ぢ や。 刑 部 贿と云 ふ 者お や。 

杜女 それ を 承 はりまして、 やう やく 安心いた しました、 

仲 麿 さうて あらう。 我ら も 何の 報せ もな く 鲔を此 處へ差 


向ける の は、 如何 かと 案じた が、 何に 致せ 人 眼が 繁く、 

秘！^ の 物語 は 出来ぬ のて、 やむ を 得ず， 此處を 選んだ の 

ぢゃ。 許せ。 はは：：。 鲔， して 奈良 腐の 方 は 何 うぢ や 

變 つた 事 はない か。 

相 模資人 いよく 御 謀叛の 萠が あら はれて 參 りました。 

仲 麿 ふむ。 現 はれた か。 

相模 * 人 はい。 一昨夜、 遲く太 政官の 庭に 一味の 人々 を 

集め、 天地 四方 を禮拜 して 鹽汁を 飲んで 互に、 死す ろ 期 

は 共に 死なむ と 誓 ひました。 

仲 磨 ふむ。 集ま つ た 者 は 誰 々 ぢ や。 

相 模资人 暗い 處て 御座りました ため、 よく 分り ませぬ。 

黃文 王、 道祖 王、 安宿： 土、 小 野 東 人、 多 治 比 積 養、 大伴 

古 磨、 など 十四 五 人て 御座りました。 

仲 Is 吉 f 眞精 は。 

相 模资人 吉備眞 備は參 り ませぬ。 

仲 麿 ふむ。 一味の 者 ども は 大抵 分った や うぢ や。 

相 模资人 奈良磨 は 私に 人 の 来ぬ やう 見張り を いたせと 云 

付けました。 すると、 誰 やら 喑ぃ處 て 「期 は 何時 ぢゃ 0」 

と 申しました。 奈良麼 は 手 を 振って、 「まだ，^、 急いて 

はならぬ。 密々 寄 合うて、 機の 熟すろ の を 待たねば なら 

ぬ 0」 と 申しました。 

杜女 (突然) 機の 熟する 時 は、 永劫に 來は せぬ。 俺に は 
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よく 兑ぇ 一， -ES る。 

仲 麿 杜女、 如何 致した 物て あらう。 

杜女 構 はずに。 知らぬ 振りして お出て なされ ませ。 いざ 

と 云 ふ 時には、 この 杜 女が よい 謀 を 立てます ろ。 

相 模突人 道祖 王が 「さ うぢ や。 帝 御 萬 歳の 後 を 待つ のぢ 

や。」 と 云 はれました。 すると、 大伴古 麿が、 「併し、 さう 

長々 と は 待 たれぬ。 藤 原 氏の 勢が いよく 盛に なって 參 

ります か.， ：。」 とお 答へ いたしました 0 

仲麼 道 祖王は 何と 云 はれた。 

相 模资人 道， ま 王 は 何とも 答 へられません てした。 奈良腐 

が 傍から 「それ は 恐れろ 處 "てない。 藤 原 氏に も內 輪の 爭 

が あるの ぢゃ 0」 と 申しました、 

仲謄 ふむ， 我ら 兄弟の 事 を 指した のぢ やな。 

相 校 ュ众人 それから 歸 らう と 致し ま し た と き 、 黄 文 王が 

「とに 角 1" 備眞備 を 一 味 させねば ならぬ。 唐土の 軍學に 

かけて は 及ぶ 者 もな ぃ男ぢ や。」 と 云 はれました。 

杜女 備眞備 は 一 昧 する 氣遣ひ はない。 彼の 男 は 冷靜な 

ぢゃ" 何事 も 傍で 凝 乎つ と 見て ゐる だけ ぢゃ。 

仲麼 ふむ。 (沈思) いや、 鮪、 御苦勞 てあつた。 それ だ 

け * ちゃな。 そちが 見て 来たの は。 

相 模资人 はい。 

仲麼 それで は、 もう 行け。 これから 先き が 大事 ぢゃ。 な 


ほ、 よく 氣を つけて ゐて貰 はねば ならぬ。 

相 模資人 畏まりました。 それて は參議 さま。 大神 命婦さ 

ま。 御免 を かう むります。 

(相 投资人 去る。) 

杜女 (後，^ 見送って) 心の 弱さうな 若者て 御座り まする 

な あ。 

仲 麿 眞 面目な 男ぢ や。 

杜女 あの やうな 男 は 間者に は 向 さませぬ。 

仲 麿 何故 ぢゃ。 惡 K い 性て ないだ け、 我ら は 安心して 使 

ふ 事が 出来る やうに 思 ふの ぢゃ。 

杜女 一朝の 恩に 感じ、 女に 迷 ひやす いものて 御座ります。 

御用 心なされ ませ。 

(筑紫 娘 子が 兎.^ 抱いた ま、、 杜 女の 物語 一  心 LL 閗 

ぃズゐ ろ。 级 赤らめて、 夢兑ろ やうな 表情 LL なろ。) 

仲 麿 いや、 我らが 命に は 背かぬ と佛に 誓うた のぢ や。 そ 

れ よりも 杜女。 奈良 磨の 謀反 ぢゃ。 いよいよ 確證が あつ 

たと しても、 あの ま 、にして置く 方が よいと そち は 思 ふ 

のぢ やな。 

杜女 知らぬ顔 をして おいてな され ませ。 もし、 おん 父 諸 

兄 公が お亡くなりな されたら、 御用 心が 大事， ちゃ。 諸兄 

公 御 在世の 間 は、 決して 形に は 現 はれませ ぬ」 

仲 麿 そちの 詛の驗 は 見えた か。 
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杜女 (物凄く 笑 ふ) 驗が 兌え た 段て は 御座り ませぬ。 こ 

れ、 御 i い】 なされ ませ。 虬の血 をし ぼって、 この 壺の 内に 

注ぎ、 百蟲 を 生きながら そ の 内に 封 じ 護摩 を 燃 いて、 攻 

めかけ 祈りました ところ、 このと ほり、 指の 血 を 染めて 

窗き ました 橘 諸兄の 三 字が 蟲喰 ひの やうに 穴に なつ てし 

まひました。 (，：！紹に橘 ^is兄と 穴の叨 ぃたの，_^壺の內ょ 

リ取 出して 示す) 

仲 磨 ふむ。 我らの 世の中が、 次第に 近うな つて さた やう 

ぢゃ。 快い 事ぢ やな。 杜女、 そちの 盡カは 忘れ はせ ぬ。 

宇佐 八 播 の ： 準 M は  >  この 仲 磨が 必ず 成就 さ せて つか はす。 

杜.； 乂 有難う 御座ります。 私の 願 は それ 一つで 御座ります。 

仲- M 宇佐 八 幌は藤 12- 氏 を 加護す ろ神ぢ や。 我らと て 疎か 

に は 思 はぬ" 諸兄 公 さへ なければ、 もう 藤：^ 家の 天下 ぢ 

や。 橘 一 味の ために 謀 K の 汚名 を さて、 縛 首にせられた 

廣嗣. 地 下で 喜 ぶで あ らう。 

杜女 廣嗣 さま は 憎い ぉ方ぢ や。 

仲 そち は 鹿 嗣に會 うた 事が あるの か。 

杜女 一度お 眼 ど ほりいた した 事が 御^ります。 いや、 不 

思議な もの ぢゃ。 今にな つ て 思うて みれば 愤 いお 方と も 

はれぬ。 

仲麼 廣嗣 がそ もに 何 か 手荒い 事ても いたした のか。 

杜女 (见 ys^ 抱いた 筑紫娘 子，^ 兑 つめて〕 この 年に なって 


この やうな お話し をいた す は 愚な 事と は 思 ひます るが 何 

も 懺悔 ぢ や。 參議 さま、 お聞き 下され ませ。 私が 宇佐の 

宮に 仕へ て命婦 となりました は、 廣嗣 さま ゆ ゑで 御" M り 

ます。 人の 運命 程 分らぬ 者 は 御座り ませぬ。 

仲 麿 それ はまた 不思議な 事 をき くもの ぢゃ。 何う したの 

ぢゃ、 廣嗣 が。 

杜女 私 はもと 太宰府の ほ 寺に 居り ました 尼て 御座り ま 

す。 昔話 は 可笑しな もので 御 ill ります るな あ U 

仲 麿 そちが 尼て あつたと 申す か。 

杜女 觀世^1"のためには、 命 も しうな いとまで 思うて 居 

つた 尼て 御座ります。 T 度 私が 二十 一 の 春の 事、 ふと 通り 

か \ つた 山道て、 この やうな 美しい 白 兎を兑 つけました C 

兎 は 腰のと ころ を 矢に 射 貫かれて 苦んで 居りました。 哀 

れなも の ぢ やと 思う て、 私が その 兎 を 抱 上げました と ， J 

ろ へ 馬 を 走ら せて お出でな された のが 廣嗣 さ まて 御 鹿り 

ました 0 

仲 i5 胺嗣が 射 貫いた のぢ やな。 

杜女 それけ 我らが 射た のぢ や。 これへ 持って 參れと 仰せ 

が 御座り ましたが、 何分に も 私 は 兎が 可哀 さう でな り ま 

せぬ。 そこで 私 は鹿嗣 さまに 兎の 命乞 ひ をいた しました。 

する と廣嗣 さま は お 笑 ひなされ て 、 そ れ程兎 の 命が 大切 

ならば、 そちに 逍 はすから、 介抱して やる がよ い。 併し 
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唯 はやらぬ。 ど うぢ や 尼法師， そちの 一番 大切 ぢ やと 思 

ふ もの を 我ら に吳れ るの ぢ やとお つ しゃいました。 私 は 

gMj によろ しう 御座り ますと 中 上げました。 廣嗣 さま は 

我ら は そちの 操 を 貰 ひたい のぢ やとお 答 へな され まし 

た 0 

仲 腐 廣嗣の 云 ひさうな 事 ぢゃ。 

杜女 觀世音 菩薩 さまが 心 の 潔白 を 見守 つて ゐて 下さる の 

ぢ やと 思うて， 地獄へ 墮 ちる 思 ひて * 私 は廣嗣 さまに 身 

をお まかせいた しました" 

仲 iLi 思 ひ 切った 事 をいた した もの ぢ やな。 

朴女 傷いた 兎 は 望 通りに 私の 手許に 殘 りました が、 始め 

て 男女 の 秘密な 昧は つ た 私 は、 も は ゃ舊の やう に はなる 

が 出来 ませぬ。 一 旦 は廣嗣 さま を 憎み 汚れた 我 身を詛 

う て 、死んだ が坍ぢ やとまで 思 ひ > . -んだ の で 御座り ます。 

併しよ く 案じて みます と、 地獄へ 堕ちる と觀 念した その 

刹那の 苦しみが 何う やら 苦しみて なかった やうな 氣 がす 

るので 御座ります。 厭 はしう 思うた のか、 さうて なかつ 

たの か、 觀世昔 さまの 御前に 合掌して、 かう 念じて 居り 

ます 内に、 私 は佛の 御顔 を拜む 事が 出来 なくなって 參り 

ました。 思 ひ 出の なかの 廣嗣 さまが 何時と なくお なつか 

しく 思 はれて ならぬ やうに なった のて 御座ります。 佛に 

そむいた 恐ろし さに た、 「とう 私 は 還俗して しま ひまし 


た。 そして 宇佐の 御 神に 仕へ まつる ij- の 上に なった ので 

御座ります。 

仲 磨 どうして また 神に は 仕へ ようと 決心した のぢ や。 

杜女 身の 汚れ を さつば りと 潔め て 頂きたい と 思うた の で 

御座り まする リ 

仲 磨 ：： してみ ると、 そち は 藤 原の 家と は、 なほ ざり な 

らぬ緣 が あるの ぢゃ。 

(筑紫 娘 子 熱心に 聽 いて ゐる。 ) 

杜女 aw 紫 娘 子に) そちが さう して 兎 を 抱い た 姿 を み て 、 

俺 は 昔の事 を 思 出した のぢ や。 この やうな 話 は、 そちた 

もに はよ ぃ戒 になる。 心して 問 くの ぢゃ。 

筑紫娘 子 はい。 命婦 さま。 

杜女 何 ぢゃリ 

筑紫娘 子 その 兎 はどうな されました〕 

杜女 兎 は 宇佐の 神宮へ 參 つてから、 苦しい 思 出の 種ぢゃ 

と 思うて、 山に 放して しまった。 參議 さま. 私の 纖悔ば 

なし、 さぞ かし 可笑しう 思 召した て 御座り ませう。 

仲 磨 いや、 人の 心の 不思議 を 眼の 前に 見せて 賀 うたやう 

な氣 がいた した、 そちのお 蔭て、 久 振に 我ら は 廣嗣の 事 

を 思 出し た。 あの 男の 氣 性が まざく と 現 はれた やうで 

あった。 や、 もう 大分 時が 經 つた。 そろく 歸ら ずば な 

るまい 0 
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& 中，^ n; つて ゐろ。 大佛の 股 部の 堆 土の 山の 上に は、 

E 火な 坩禍が 五六 個、 間 yJ- へだて、 置いて あろ。 

朝。 初夏の 太陽ば、 烈しく この 生れつ、 あろ 大佛 1^ 照 

らして ゐろ。 前面の 平地に 幅舍が 一 ケ虚 張つ ズ ある。 

幅 舍の内 LL は、 +  乂那 風の 大 卓,^ 据ゑ、 椅子 数個 1^ 置く。 

唐 僧 道？ 一 f か國 公麿と * 卓に よつ \ ^話,^ し ズゐ ろ。 徙駄 

羅、 印度， 唐 その他 各樣 式の 大佛の 雛 形が 卓上に 並べ 

て あろ 0 

道 fi5  (一個の 大佛 の雞 形.^、 凝 乎つ と 見み つめて ゐろ) 

公磨、 これ はどう 見ても 毗盧舍 那佛の 御 姿で はない。 た 

の 法師 ぢゃ。 而も、 この 日本の 國の 法師 ぢゃ。 

公麿 さやうて 御座ります。 佛の御 姿と 云 ふべき 凡俗 を 超 

脫 した 氣 品が 御座り ませぬ。 成程、 衣紋の すぢ のな だら 

かさ， 肉 づけの 工合な ど は眞に 迫って 居ります るが、 併 

し、 それ は 人間と しての 事-て 御座ります。 

道？ 5  (大佛 の 原型と 雛 形と，^ 見比べろ) 人間の 姿と して 

よく 鑄 上っても、 それ は 決して 喜 ぷべさ 事で はない。 經 

文の 上に 現 はれた 眞の佛 の 御 姿て なければ ならぬ のぢゃ 

この 雛 形と 鑄 型と は 見比べて みれば、 成程、 業 は 非凡な 

物て あらう が、 我ら はこの やうな 盧舍 那佛に は、 更に 頭 

が 低 がらぬ。 公磨、 そち は大 W 師の 長て はない か。 何故、 

常々 そちが 禮拜 する 徤駄 羅佛の やうに 鑄 奉らぬ のぢ や。 , 


火佛 禱造ェ 寧の 光 „ 京。 

E 大な. K 舍那怫 の 土禱型 (原型) 屮央に そびえ、 旣に 

腹よ リ 下に. 銅.^ 流し込みた ろた め、 土の 山に ズ 覆に 

る。 その さま、 半身，^ 堆 土の 丘に 埋没した 浮^の やう 

である。 一方にば 枕木 形の 銅 塊. 5- つみ 重ね、 一方 にに、 

寄せ 型 vJ- 造ろ 土砂 1 ^精む。 その他， 足場ん」 組む ための 

木材、 木炭の 山な ど、 その 邊 Li 亂雜に 精 まれて ある。 

大佛の 背後の 丘 は、 殆んど^！？：に削^^されて、 その 

側面が 秘赫 色に 輝いて ゐろ。 その 丘陵の 上に、 圓く和 

やかな 嫩艸 山が、 その 芝艸の 美く しい 街，^ 露 はして、 


杜女 私 はもう お祈り をいた さねば なり ませぬ。 

仲 麿 杜女、 諸兄 公の 事 はこの 上と も 賴むぞ よ。 

杜女 御 心配な されます な。 驗が 見えた 上 は、 もう 長い 事 

が 御座り ませぬ。 

仲 麿 杜女. さらば ぢゃ。 (去ろ) 

(杜 女に 仲 麿，^ 送つ ズ、 岩 腐の 入口へ 行く。) 

筑紫嬢 子 〔凝 乎つ と 白 见,^ 兑 つめ ズゐ ろ) 鬼. そち は 憎 

ぃ奴ぢ や。 かう して くれる。 苦しい か、 苦しうな いか。 

(见， ^しっかと 抱きしめ ズ、 烦す リ,^ すろ。 微笑。) 

.  — 幕 II 
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徤駄羅 の 手法 を傳 へた もの は、 飛鳥 京 以來、 この 日本に 

は、 數 多く ある 箬ぢ や。 

公麿 ：1 駄 羅の佛 像は韓 國を經 て、 日本に 傳 はりました 0 

併し、 只今 は、 日本の 國は 何事 も 唐土で なければ 夜が 明 

け ませぬ U 徤駄羅 の 手法 を傳 へた 佛師 たち は， た 5- 不遇 

に 泣く ばかりて 御座ります。 

健 駄羅の 流れ を 汲む 佛師 て、 世に出て ゐ るの は そち 

だけ か。 

公 IS さやう で 御座ります。 幸と 私共 は あなた さまのお 引 

立 を かう むります るし、 延いては 橘 左大臣 さま 御 一門の 

御 愛顧 を 受けます るので、 今度の やうな 未曾有の 大工 事 

の 長 を 命ぜられ たので 御座ります。 御 恩の 程 は 決して 忘 

れ はいたし ませぬ。  ， 

道？ お 近頃の 唐土の 佛像は 悉く 天竺の 樣式か に 脫 化し た も 

の ぢゃ。 腐れた 心の 生む だ 美く しさ ぢゃ。 所設 官能の 美 

くし さ 以上の もので ない。 我ら は 唐土 人て ありながら、 

徤駄羅 の藝術 IH:^ ふの は、 そのため ぢゃ。 小兒の やうに 

幼ない 技巧の 內に 尊い 光が ある。 卽ち糈 神の 光 ちゃ。 

公麿 私の 祀 父が 百濟の 人て 御座りました ため、 徤駄羅 の 

藝術 は、 私に は、 故瑯の 言葉の やうに なつかしく 思 はれ 

ます リ 

(叱責す る やうに) 公磨、 それ 程、 徤駄 羅の藝 術に 


執着す る そちが 長で ありながら、 何故、 この やうな 盧舍 

那佛を 選む だの ぢゃ。 

公麿 道瓊 さま、 世の中 はむ づ かしい もの-て 御座ります。 

私の 思 ふやう になる ものなら、 何で この やうな 盧 舍那佛 

を 選み ませ、 「-。 

(裙 戶辨 磨が 出て くろ。) 

一 道化お 公磨、 あれへ 參 つたの は 桐戶辨 磨て はない か。 

公麿 いかにも 辨 麿で 御座ります。 あなた さま もお 知りな 

さる、 とほり あの 天竺び いきの あの 辨麼 が、 近頃 は 行 基 

さまの 處 へよ く參ろ さう で 御座ります。 その 爲に 彼奴 は 

智識 寺 の 法師た も に 見放されて、 生活 も 立た ぬ やうに © 

しくな つた さうて 御 趣" ます。 

道 接 辨縻も 行 基に 化かされ たの かも 知れぬ。 (立 上ろ) 

我ら は 金 鐘 寺へ 行かねば ならぬ。 良辩僭 都に 會 ひたいの 

ぢゃ 0 

公麿 では， 後程 * お待ち 申して 居ります る。 

道 i.i? 定めの 時刻に は、 良辨 僧都と つれだって 此處 へ參ら 

i  、つ。 (去ろ) 

一 辨麿 (つかつかと 幅舍へ 入リ、 雛 形の 一つ， <J ^取って 、今， 

一 道璿. が 見て ゐた雛 形と 見比べろ。 そして 大佛の 鑄 型 1^ 見 

一 上げる)： ：o 

i  <ム 麿 (默 つて 辨麿 vJ- 凝 乎つ と 見て ゐろ。 やが 乂) 辨麼、 
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はぬ と 云 ふ 程の 佛師 でもない。 此 度の 鑄 造に は 省いた が 

よから うと 云 はれた のぢ や。 生 菩薩のお 言葉 は驗 たかな 

もの ぢゃ。 

辨麿 それ は 誠 か。 

公麿 (冷たく さげすむ やう 辨磨 見ろ。 やがて) 何て 

僞を云 はう。 

辨麿 (眼が 輝いて くろ) そちが 我らの 事を惡 ざまに 云う 

た の ノ」 、御 役に 塊れ た と ¥^ 螺て あつたが：： 

公麿 我ら は そちと 眞 玉と を 二つ の 手の やうに 使うて 見た 

かった ：： 併し 今と なって は 云うても 甲斐の ない 事ぢ 

や 0 

辦麿 いやいや、 我ら は そち を 信ずる 事 は出來 ぬ。 

公 IS 信ずる 事が 出來. 丁ば、 信ぜず ともよい。 併し、 そち 

は 不幸な 男ぢ や。 我らの 娘 葛 城 若 女 を：： 

mm  (急いで さへ ざ ろ) 何 を 云 ふ の ぢ や。 公磨。 

公 いや， 我ら はよう 知って ゐる。 ：： 片戀は 苦しい も 

のぢ や"  . 

(辨 麿、 卓上 LL 伏して 嗚咽く。) 

(沈 默。) 

公麿 や、 あすこから 來 るの は眞 玉と 葛 城 若 女ら や。 

辨麿 (鎮^ 上げろ) 何， 葛 城 若 女。 (涙に 濡れた 眼で 凝 乎 

つと 公磨の 指さす 方，^ 見る。 苦しげ に) うむ。 眞玉 とお 


(返事な し) 辨麼。 

00 そす、 の やうな 卑劣な 奴の 言絮 をき く 耳 は 持たぬ。 大 

たはけ 奴：：。 

公磨 はは：： 大た はけても 何ても よろしい。 だが、 辨磨、 

よくみ るが よい。 (一 つの 齦 形.^ 指し \^) これ は そちの 

造った 離形ぢ や。 天竺の 樣式ぢ や。 河内の 智識 寺の 本尊 

生寫ぢ や。 (辦 磨の 手の 雛 形 1^ 指して) ところで、 これ 

は 託 陀眞玉 の a つ た 離形ぢ や" (» 麿 は說ぃ ^で 公 麿 1^ 

見ろ) 業に かけて は、 何と 云うても 眞玉ぢ や。 

00 い \ や 、業で は 決して 眞 玉 に は 負けぬ。 た 、樣式 

が惡 かった のぢ や。 日本の 國 の御佛 は、 日本の 人の 姿に 

彫まねば ならぬ と 云 ふ 事 が、 我ら に 分ら なかった のぢ や。 

0 ふむ そち はたう とう 眞 玉に 說 落された のぢ やな。 

0 いや。 行 基 菩薩 の説敎 によ つ て 眼が さめた の ぢ や。 

麼 行 基 菩薩の 說敎： ： はは は：： 

0 何 を 笑 ふの ぢゃ。 

麿 いや。 何も 笑 はぬ 。そち は 聖人 ぢゃ。 

麿 聖人：： 

麿 そちが この度の 大佛鑄 造の 御 役に 拽れ たの は、 誰の 

ため ぢゃ。 皆 行基菩 ii のた めぢ や。 (辨 磨の 级の 色變 る) 

紫 香樂の 京の 鑄 造の 折、 そちが 自說を 固執した ので、 行 

基 菩薩 は 桐 戶辨胺 は^を 好む 男ぢ や。 それに 無くて は 叶 
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城 若 女お や。 

〈ム麿 辨麿。 

,00  (猶、 眼ん 据 ゑて 見つめて ゐる) 何ぢ や。 

公麿 我らと そちと は 此處に 居って はならぬ。 戀に醉 うた 

人々 は、 驚 さやす いもの ぢゃ。 さ、 あの 木の間に 隱れ て、 

今日の 論議の 人々 の 化カ まるの を 待た う。 

(辨 麿ば <K 麿に 手，^ 取られて 鋭く a 返 リ なが ら隱れ 

ろ 0) 

(託 陀眞玉 と お 城 若 女が 現 はれる。 〕 

iS 玉 (大 佛，^ 拜す) 靜 かな 朝 ぢゃ。 葛 城 若 女、 夏の 朝の 

そ ろ 歩き は、 氣 色の よい 物ぢ やな。 

お 城 若 女 ほんに 何とも 云 はれませ ぬ。 咲き ほこる 夏 花の 

茂み を 分けて 參 ります と、 白露が、 地に 碎 ける 音が し は 

せぬ かと. 思 はれます。 

眞玉 何もかも 鮮やか！ fe きわたる。 何處 にも 曇りが 見え 

ぬ。 葛 城 若 女、 あれ、 もう 燕が 渡って 參 つた。 征矢の や 

うに 黑ぃ 姿が 地 をす つて は 飛んで ゆく ではない か。 

お 城 若 女 (快活に) 燕よ， 此處 へ來ゃ 。(手.？^ 拍く) え 

え、 つ いつ いと 知らぬ顔して 飛んで 行って しま ふ 11 何 

て あの やう に 忙しげに 飛ん て ゆく の で 御座り ま せ う。 

眞玉 此處の 土を喊 ばんて 飛んで ゆく のぢ や。 そして， お 

寺の 棰の間 や、 我らの 家の 軒下に 奥 を 組む のぢ や。 


せ？ 城 若 女 その 巢の 内で、 あの 可愛らしい 雛 を 育て あげる 

ので 御座り まするな あ。 

眞玉 さ うぢ や。 (微笑) 我ら も 早う この 大像を 鑄 上げ 奉 

つて、 そなたと 集 を 造りたい もの ぢ やのう。 

城 若 女 燕の 雛の やうに 小さな 口 を 開け て 母親 を せ び る 

子の 可愛 さは、 かう して 思うて みる だ けても 樂し み て 御 

座ります。 

眞玉 長い間、 我ら は m を 造る 日 を 待ち こがれて ゐ たが • 

もうす ぐぢゃ 0. 

^3?城若女 (合掌す) どうぞ その 日が 早く 參 ります やうに 

. . . .眞 玉 さま。 私 はかう して 盧舍 那佛 さまに 願うて 置き 

ます 0 

眞玉 盧 舍那佛 さまと 云へば、 今日は 此處で 名 ある 京の 法 

師た ち ゃ佛肺 どもが 寄 合 はれ る の ぢ や。 賦役 の 人夫 も 化ぶ 

まらず 靜 かな 害 ぢゃ。 工事 は晝 過ぎねば 始まるまい。 

^城 若 女 何の ためにお 寄 合さ れ る の て 御座り ませう。 

眞玉 帝の 仰せが あつたの； やつ 國を倾 けて 造營 さる X こ 

の 未曾有の 大 像が、 もし 後世， 非難 S 的と なって は 面白 

うない。 また 韓國ゃ 唐土より 笑 はれて は、 日本の 恥！ t に 

なる。 念に は 念 を 入れよ ぢゃ。 名 ある 人々 の 進言 を 待つ 

て 改める 處は 改め，；； ばなら ぬ と 云 ふの ぢゃ。 

^！？城^女 ま た 何時 ぞ やの 紫香樂 のお 寺の 時の やうに 恐 ろ 
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しい 爭ひ になり はいたし ませぬ か。 心配て なり ませぬ。 

眞玉 いや、 大した 事に はなるまい。 もうこの 通り， お 膝 

の 上まで 鑄 上げ 華つ た後ぢ や。 た 喧 まし い の は 御面相 

であら 、つ。 

葛 城 若 女 紫 香 樂の時 も、 御面相が 一番 爭 ひの 原て 御座り 

ました 0 

眞玉 あの 時の 論議 は、 火が 出る やうて あった。 併し. 此 

度 はもう 根本 の 主義が. 定ま つて ゐる U 行 基 菩薩 の お 授け 

に よ つ て 我ら の 主張が 通った のぢ や。 

^！？城若女 日本の 人の 御 姿に、 盧 辛；： 那佛 さま を 鑄 上げた て 

まつる と 云 ふので 御座ります か 0 

眞玉 さ うぢ や。 そなた もき いたで あらう。 何時ぞや、 市 

の廣 場で， 行基菩 藤が 循戶辨 ま1 に說 いてお きかせな され 

たと ほり ぢゃ。 我らと 行 基 菩薩と は、 紫香樂 の造營 の 時 

から、 同じ 考 てあつた が、 あの 頃の 帝 は、 まだ 今の やう 

に は 行 基 菩薩 を 信仰して お出て なされなかった のぢ や。 

葛 城 若 女、 見る がよ い。 (大佛 指さす) 鑄 型の 出來榮 

え は 我らの 口から 云 ふの も 異な もの だが、 どの やうな 佛 

像に も 劣る と は 思 はれぬ。 

せ？ 城 t 右 女 か- 「して 御面相 を 見上げて 居ります と、 何う や 

ら險が 熱うな つて、 ，目 づと淚 が 出て 參 ります：： 

眞玉 やがて これが 金 銅の 光 K ゆい 御 姿になる のぢ や。 そ 


の 時 しみじみと 拜 むがよ い。 我らに は 金 銅 十六 丈に 鑄 上 

がった 御 姿が 眼に 見 ゆる や うぢ や。 io? 城 若 女、 我ら は そ 

れを思 ふと、 夜 も おちおち 寢られ ぬ。 凝 乎つ と 輝く おん 

手の 形、 御 胸より 腹に、 盛 上ろ 腐の 力、 また、 頗 より 脣 

にかけ て なだらかに 消えて ゆく 影な どが、 閉ぢた 險に燒 

付く やうに 見 ゆるの ぢ や。 

^：？城若女 (突然) 眞玉 さま、 私 はこの やうな 御 姿 を何處 

やらで 見た 事が ある やうな 氣が 致します。 

眞玉 何、 この やうな お 方 を 見た と 云 ふの か。 そなたが： 

^=?城若女 はい。 たしかに：：：^ た 事が 御座ります。 何處 のお 

方て あった やら：： どうしても 思 出され ませぬ。 

眞玉 このお 姿に 似た 人が、 世の中に あろと は 思 はれぬ。 

葛 城 若 女， これ は 我らの 心が 生んだ 幻 を， その ま、 彫み 

上げた もの ぢゃ。 

寫城若 女 (ひたと 大佛， ^兑 つめて) いえ、 いえ。 私 はた 

しかに 記え て 居ります。 

眞玉 我らに も、 よく その やうな 事が ある。 わが 心の 幻 を 

何時と なく 世の 人に 結 付けて ゐ るの ぢゃ 0 何に いたせ 0 

我ら はもう こ の 上、 人 を 築め て 論議す ろ 必要 を 認めぬ。 

このま \鑄 上げれば、 それ-て よいの ぢ や。 

お 城 若 女 あの 強情な 父が、 どう 思って、 あなた さまのお 
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考に從 うたので 御座り ませう。 

眞玉 公麿 どの は，： m 說を 固く 執って 居られた。 すると * 雛 

形 を 出せ と 云 ふ お 命が 出た。 我ら も 公磨 ど の も 出し た の 

ぢゃ。 行 基 菩薩が、 帝の 仰せ を かう むって その 雛 形の 內 

から、 選 まれた のぢ や。 (卓上の 雛 形,^ 指さす) そのと 

さ， 菩薩が 此 度の 鑄. 造に は. この 雛 形 を 原と します ると 

云うて、 我らの 彫んだ もの を 指された 時には 夢て はない 

かと 疑うた。 公 縻 どの も、 もう 仕方がなかった のぢ や。 

お 城 S 女 眞玉 さま、 私 は 父の 心 をよ く 知って 居ります。 

父 は 心の底て は、 どの やうな 恐ろしい 事 を考へ て 居る か 

も 知れ ませぬ。 御 ffl 心なされ ませ。 

0 玉 我ら も 公 腐 ど の &氣象 はよ く 知って ゐる。 併し、 行 

基 菩薩が 生きて お出て なさる 間 は 大丈夫 や。 さすがの 

公磨 ど の も あ のお 方にば かり は齒も 立た ぬの ぢゃ。 公麿 

どの、、 王 張 さる X 健駄 羅の樣 式も惡 いと は 思 はぬ。 それ 

は 健 駄羅の 人が 造る ベ さもの ぢゃ。 この度の 帝の 思 召に 

從 ふとき は、 どうあって も. 日本の 人のお 姿に 造られ わば 

ならぬ。 健 駄羅は 勝れた 藝 術の 國ぢ や。 我らと て、 取 入 

るべ さもの は 取 入れる の i り や。 徤駄羅 ばかりて はない。 

天竺 はもと よ n 唐土 韓國 の佛 像から も 取れる 處は 取った 

つもり ぢゃ 0 

城 若 女 父に は 健駄羅 より 有難い ところ はない のて 御座 


a; 玉 併し、 この度 は； 公磨 どのが 造 營の長 ぢゃ。 自分の 考 

へのと ほりに 造りたかった 御 心 は、 我らと て しみじみお 

察しす るの ぢゃ 0 

お 城 t お 女 (凝 乎つ と f 说方. ^見る。 やが ズ) もう 時刻と 兑 

えて. あちらより 人 .v がお 出て になります。 今 輿から、 

お降りな された のが、 婆羅門 僧正 さま ぢゃ。 眞玉 さま- 

て  は 私 は 行きます  る。 

眞玉 人 々が 集まられた ところに そなたが 居ても 妙な もの 

ぢゃ。 葛 城 若 女、 それで はまた の 逢 瀕が樂 しみ ぢゃ。 歸 

るが よい。 

^3? 城 若 女 はい。 それで はお 別れいた します。 (微笑、 振 返 

リ 振返リ 去ろ) 

(印，： 婆羅門 僧正、 林： 巴|^ 佛哲が 出て くろ。 兩人 

は 大佛の 前に 跪いて 躞邦 すろ。 その後から、 ^^-i;!!^ 都 

と 唐 僧 道 t おが 何 か 話,^ しながら 出て くろ。 二人 も大佛 

^禮 邦す る。 公 暦、 顔 蒼 ざめ て 眼が 熱^の やうに 輝く 

循戸辨 麿，^ 樹の 問 よりつれ 出す。 託陀 W 玉 は 1： 舍の， s 

で、 頻りに 離 形 1^ 见てゐ ろ。) 

公麿 (燒 付く やうに 腐 玉 1^ 見つめて ゐろ辨 麼 の $2LL 手^ 

かけて) 辨磨、 もう 皆 さま もお^ りなされ た。 さあ. 行 

くの ぢ や- 行く のぢ や、 あの 幢 〈古の 內 へ。 
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い； に： 握舍の 内へ 行って 何 をす るの ぢゃ。 

公. そち はもう 忘れて しまった のか。 今日の 論議 を。 

m.0  (それに は 答へ す) 我ら はもう すっかり 見て しまう 

た 。 盧 舍那佛 が 何 r クゃ。 眞王 が何ぢ や。 (跪づ く) あ 

あ、 宇宙の 大 魔王。 私の 身 も 魂 も あなたの 物で 御座り ま 

する。 身の 毛の よだつ やうな 恐ろしい 力 をお 示し 下さり 

ませ。 (合掌) 

公麿 (間， ^置いて) 所詮 眞 玉と そちと は 昔の やうに 打 解 

ける 機 はもう あるまい。 情ない 事ぢ や。 

00  ：: 我ら は 託陀眞 王を詛 ふ。 奸 誰な 行 基を詛 ふ：： 

(佛 前に 禮拜 したろ 人々 は 握舍に 入リ、 互 ひ LL 挨拶し 

て 倚子 に 腰かけろ。 公磨む 辨麿も 無言 に-ぼ に つ く。) 

婆羅門 僧； 止 行 甚- 大^正 はま だ 見え ませぬ か， j 

良辦 行 甚大 ^ 正に は、 先日より 少し 御 病の 氣^ と 承 はり 

ましたが：： 

婆羅門 僧正 もはやお 年が お 年 ゆ ゑ、 氣遣 ひな 事て 御座る。 

して、 昨日 朝廷より お 使 を 賜 はった 節の 御 返事 を 聞かれ 

た 方 は 御座り ませぬ か。 

公麿 私の 承 はりました 所て は. 病氣 もも はや 大分 怠りた 

れば、 明日 は 推しても 參 ると 云 ふ 御 返事て 御座り まし 

た 0 

婆 維 門 僧正 何時も 早い お 方が、 かやう に遲 くなら る X や 


うて は、 或は 御病氣 がまた 惡 うな つ たの かも 知れ ませ 

ぬ 0 

良辨 私 も それ を氣 遣うて 居ります る。 此處七 八 年の 間。 

大僧正に は、 帝の 御 思 召で 諸 國を勸 進な されて、 御苦勞 

も 多かった やうて 御座り まする ゆ ゑ、 そのお 勞れが 出た 

のか も 知れ ませぬ リ 

婆羅門 僧正 何に しても 氣遣 ひな 事ぢ や。 

(沈 默。 皆々 雛 形,^::^ てゐ ろ。 ej 玉に 行 基が 來ろ 方，^ 

一生懸命に てゐ ろ。 辦 麿ば ひたと US 玉 VJ- 見つめて ゐ 

ろ 0〕 

婆竊門 僧正 もし U 行 基 大僧正が 兌えぬ ものと すれば、 た 

だ 便々 と 雜談に 耽って ゐる の は 愚な 事ぢゃ • 殊に 今日 の 

論議 は S 大な 儀て 御座る。 良辨ど の 、そろく 始めて は， 

どの やうな 物で 御 座 らう。 

良辨 さやうて 御 鹿り まする。 皆 さま. g 何て 御 り ませ 

ラ 0 

( 一 同 Si; 議 もな ぃ樣 子で 頭 fj- 低げ ろ。) 

婆雜門 僧正 然 らば 始め ませう。 別に 御 異議 もない や うぢ 

や 0 

良辨 もし 大僧正が 後から 見えれば、 これに 趑 した 事 は 御 

座らぬ。 

aM 玉 (突然) 末席から 恐 入ります が • 皆 さま、 どうぞ 大 
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僧正のお 見えになる まて、 論議 をお 待ち 下され ませ。 

公磨 眞 玉、 何 を 云 ふの ぢゃ。 かう して 皆 さまが お 揃 ひな 

された 上 は >  たと へ 大僧正お 一人が ぉ缺 けなされても、 

それ は 致 方がない。 まして 御 病中と あれば 御來 否の 程 も 

分らぬ。 按へ るが よい。 

眞玉 いや、 私 はさう は 思 ひませ ぬ。 この度の 大佛鑄 造に 

つきましては、 大傲正 は 一 番ぉカ をお つくしな された お 

方で 御座ります。 如何に 御 病中と は 云へ、 そのお 方 を 措 

い て 論議 を始む ると 云 ふ 事 は 私に は 合 點が參 "ませぬ。 

まあ、 暫 らくお 待ち 下され ませ。 大僭 正の 事 ゆ ゑ、 もし 

御 出席が 出來 ぬゃラ ならば、 必ず その 趣 を 申して 參 るで 

御座り ませう。 

婆羅門 僧正 眞 玉" そちが 申す 事 はー應 もっともの やうな 

れ ども- 深く 慮れば、 必ずしも 道理と は 思 はれぬ。 第一 、 

この 論議 は どなたの 思 召に よって 開か れた の ぢ や。 

iS; 玉 帝の 思 召で 御座ります。 

婆羅門 僻 正 して、 帝 は、 もし 大僧正が 病中なら ば、 論議 

を 待てし」 仰せられた か。 

腐 玉 いや. さや、 つな 仰せ は 御座り ませぬ が、 併し：： 

婆羅 i: 惯正 待て、 眞玉、 然 らば 帝の 仰せに よって 論議 を 

開く  上 は、 大^正の お出でが あっても、 なくても 定め 

られた 時刻に は- 論議 を 関かねば ならぬ。 我らと て、 大 


一 僭 正のお 出で を 待ちた いのは 山々 ぢゃ。 然し 帝の 仰せに 

は從 はねば ならぬ。 それに 此迄 度々 の 論議に よって、 大 

僭 正のお 考へ はよ く 我らに 分って 居る。 旣に盧 舍那佛 も 

大僧正の 御主 張に よつ て， あの やうに 鑄 始め 奉った のち 

や。 我ら は 大僧正のお 考へは 十分 腹の 内に 置いて 論議 を 

始 むろの ぢ や。 ど うぢ や、 眞玉、 我らの 言 ふ 事 はよ く 分 

つたで あらう 0 

良辨 皆 さま、 まづ 論議の 始めに 私から 一 應 お話しい たす 

事が 御座ります。 昨 曰 私が 參內 いたしました 節、 畏 多く 

も 帝から、 勅が 御座りました。 (皆 頭，^ 低げ る) 卽ち、 

此度 S 論議 は、 最後の 論議て ある。 各愼 重の 心 を 以て、 

邦家の 爲 めに 最善の 考慮 をつ くす ように。 とか、 つ 仰せら 

れ たのて 御座ります。 

道璿 帝が この度の 大佛鑄 造に ついて、 かほ どまでに 大御 

心 を 溜ませられ てお 出て 御 趣ろ かと 思へば、 賢い と. -、 畏 

多い とも 何とも 申され ませぬ。 恐れながら 帝の 大御心 を 

推し 率れば、 私 はどう 致し て も .H 分の 思 ふ 事 だけ は 中 

上げねば 心が 濟み ませぬ。 そ もく、 此 度の 纏 造 は 行 基 

大僧正の 主張 さる \ 所 に從 つて、 唐土に も 天竺に 例の 

な い 不思議な 盧舍那 佛を鑄 奉る 事に なった のて 御座る。 

もっとも これに 付て は、 我々 は 一 應の K 對は いたした が、 

一 大僧正が 自說を 固守され たため、 遂に 衆議 一決、 もはや 
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御 膝の あたりまで 鑄 上げ 奉った やうな 次第で 御座る。 併 一 

し、 つく 御 尊 體を拜 み 奉る と 私 はどう も滿 足いた さ 一 

れ ませぬ。 私 はこの 點 につ いて、 今 一 度 皆 さまの 御 考慮 i 

を 仰ぎた い と 田 I ひます る。 

婆羅門 憎 正 我ら..？ 道樓 どの、 ぉ說に 同意 ぢゃ。 併し、 一 

旦、 帝の 御 裁可 を經 て、 これまで 鑄 造いた した もの を、 

また 覆が へす と 云 ふの は 如何て 御座らう。 

良辨 いや、 僧正の 仰せで は 御座ろ が、 私 は その やうな お 

心 遣 ひ は 御 無用 かと 思 ひます る。 何と なれば、 もし、 こ 一 

のま、 でよ いものな らば、 帝 は 決して 今日の 論議 をお 開 

きにならなかった. て 御座り ませう。 この 上と もよ かれと 

思 召されて こそ、 勒 まで 出た 次第で 御座る。 

道化お これが 一 時の 物なら ば、 私と て、 かやう に 頑固に 云 

ひ 張り はいたし ませぬ。 何に いたせ、 萬 世に 殘ろ 大工 事 

ぢゃ。 後世の 小 ざ かしい 者 どもに • 指さし 嘲らろ、 こと 

のない やうに と、 ひたすら 願 ふ 心からで 御座ろ。 

婆羅門 僧正 根本より 鑄 造し 直す と 云 ふ道瑢 どの V ぉ說に 

は、 どなた も 御 異議 は 御座らぬ か。 

辦麿 (毒のぁろ眼ざしで眞玉,^-見て) 私 も 道玲 さまのお 

說を ごもつ ともと 思 ひます。 

眞玉 辨麼、 そち は 何 を 云 ふの ぢゃ。 この 御 尊像の 何處に 

K. 服が あるの ぢ や。  一 


一 辨磨 我らに は、 何處 から 何處 まて 不服ち や。 

眞玉 そち はけ ふ はどう かいたして 居る や うぢ や。 

辦麿 (それ に ば 答へ す) 皆 さま、 私が 河內の 智識 寺の 本 

尊 を うつしました この 雛 形 を、 もう 一 應御覽 下され ませ。 

これ こそ まことの 盧 舍那怫 のお 姿て 御座ります。 

婆羅門 體正 待て、 辦麿。 それ-て は 皆 さま、 御 異議 は 御座 

ら ぬの ぢ やな。 

眞玉 (漸 やく 發 言の 機，^ 得て) いや、 異議が 御座ります。 

婆羅門 僧正 さ ま 、 只今 道ず. まの 仰せられ ま した 御尊體 

の樣 式の 上の 非難 は、 私に はどうし て も 合點が 參り ませ 

ぬ。 その 點に つきましては、 行 基大； 13 正さ まが まだ 鑄 造 

を 始めぬ 内に、 く はしく 皆 さまに お話しな されました か 

ら、 今更く どくは 申し ませぬ が. 何 は 鬼 も あれ、 私 ども 

はこの 日本の 國の、 土の 上に 生れた もので 御座ります。 

日本の 土の 香 は、 私 どもの 血 を溫 めて、 生命の 糧 となつ 

て くれる のて 御座ります。 盧舍 那佛は その 日本の 民の 信 

仰の： S に 生れた 御佛で 御座ります。 成程 我が 日本 は國ま 

だ 幼な く、 民の 心 も、 唐土 や 天竺に 比べて は 暗く 愚かて 御 

座ります。 從っ て、 この 御续像 も- あるひ は それ 等の 諸 

國の 御佛に 劣る かも 知れ ませぬ。 併し、 如何に 巧みに 製 

られ た御绿 像ても、 徤駄羅 や 天竺の 樣 式て は、 日本の 民 

が 思慕 の 淚を注 い で 、 を がみ 窣 る盧舍 那佛で は 御座り ま 
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せぬ D 

佛哲 眞玉、 それ は そちの 見聞が 狭い のて さう 思 ふま て ぢ 

や。 一度 海 を 渡って、 さまぐ の 尊い 御佛 を拜ん てみ る 

がよ い、 忽ち その やう な 說を立 てた 事 を 恥 かしく 思 ふで 

あらう。 

玉 たと へ 海 を 渡って- 唐土 や 天竺 震旦の 尊い 御 怫を拜 

ん だとて、 私の この 信念 は 失せ はいたし ませぬ。 成程 天 

竺は • 始めて 佛 法の 現 はれた 靈地、 唐土 は 中華の 大國， 

ともに 三 S の榮 さはみ なき 樂 土で 御座り ませう が、 私に 

とりまして は 隣り の 子供の 美し さに 過ぎ ませぬ。 如何に 

& 3 でも 醜く とも， 我家に 生れた 子供に 3{ かる X のが 親の 

心て 御座ります。 皆 さま、 私 は 根本より 鋒 造し なほす の 

は、 たビ 徒らに 國 家の 费ぇを 滑す ばかり、 無用の 儀と 思 

TJ ます 

S いや， 眞玉、 そちの 意見 は、 かの 行 基大僭 正に 比べ 

て、 また 一 段と、 偏狹ぢ や。 我ら は、 その やうに わが 日 

木の 國を、 他國と 差別して は考 へぬ。 怫法は 唯一無二の 

敎ぢ やい 天竺 K 且の民 も， 唐土 韓國の 民 も、 また 曰 本の 

,f, 佛を 信ずる 心に 變 はない。 勝れた 樣 式の 佛 像が， 

要するに 必耍 なの ぢゃ。 

〈玉 私 はさう は 恩 ひませ ぬ。 成程、 佛法は 唯一無二の 敎 

て 御座ります。 併し， 佛を 信ずる 心 は、 國 により 民の 心 


によつ て異 ひます。 

公麿 いや、 その 國の 民が、 まことの 佛法を 理解して 居れ 

ば、 異ふ ii がない。 もし 佛を 信ずる 心が 各異 ふと すれば * 

それ は 佛法を 誤 まって 傳 へたの ぢゃ。 眞玉、 この 盧舍那 

佛の 尊像 は、 我らが 長と なって、 經始 から、 鑄 型 をき ざ 

むまで、 殆ん ど、 そちの 思 ふま、 に 造らせて みたの ぢ や。 

ところが、 平生の 大言 にも 似合 はず、 この 出來榮 はどう 

ぢゃ。 成程、 技術と して は 一 點の非 も あろまい。 併し こ 

の 御 尊像の 何 處に. 慈悲の 御 光が ある、 何處 に、 端嚴微 

妙と 經 文に 說 かれた 佛 菩薩の 御 相が ある。 我ら はな まじ 

ひに 行 基 大僧正の 御 仰せに 從 つて、 鑄 造 を そちに 委ねた 

事 を 悔いて ゐ るの ぢゃ。 

Mi 公 腐 どの、 この 盧舍那 佛の御 尊像に は、 慈悲の 御 光 

が 見- ズ ぬ 。 端嚴 微妙な 佛 菩薩 の 御 相が 現 は れて 居ら ぬ と 

おっしゃる のて 御座ります ろか。 

公麿 さ うぢ や。 

眞玉 成程、 類塑に 毒せられ て、 眞の佛 菩薩の 幻 を 見た 事 

のない お 方に は、 さう 見える ので 御座り ませう。 公磨 ど 

の、 烏滸がましい 申 分て 御座り ますが， これ は 私の 獨創 

力が 生んだ 盧舍 那佛て 御座ります。 天竺 健 駄羅の 類型 を 

眞似 たのて は 御座り ませぬ。 新ら しく 案じ 出された 樣式 

で 御座ります。 


2^2 


II 艮開佛 -人 


公麿 は、、、、 そち はこの 盧舍 那佛に 自負して 狂氣 いた 

したな 0 

良辨 これ、 兩 人と も控へ るが よい。 此處は 論議の 場所 ぢ 

や。 惡ロ雜 言 は 無 鱧て あらう。 

婆羅 1: 僧正 さて. い よく 根本より 改 鑄し 奉る とすれば、 

如何なる 樣式 によって 鑄 奉る か。 皆 さまの 御意 兑が承 は 

りたい もの ぢ や。 

眞玉 婆羅門 |5 正さ ま、 婆羅門 僧正 さま、 それで はどう あ 

つ て，.；：： 

婆羅 門 僧正 (冷やかに) 多數の御意見：，^ゃ。 改鑄と決定 

いたす。 

眞玉 (獨 語) 行基大 la 正 はま だ お出でな されぬ。 何うな 

された ので あらう。 

佛哲 只今， 15 正から 申された 樣式 について 私の 考 へた 事 

を 聞いて 頂きたい と 思 ひます。 そ も （-樣 式に つ さまし 

て は、 紫 香 樂：？ 來旣に 何度と なく 論議 を盡 されて、 しか 

も尙 決定し かねて 居る やうな 次第て、 云 は、 V、 この度の 

盧 舍那怫 禱；！ .3 の 基礎と も 思 はれる 闲 難な 問题て 御座り ま 

す。 この 問題 さへ 決定いた しま すれば、 この 未曾有の 大 

像 は、 もはや 左程の 行惱み もな く 出来 上る かと 私に は 思 

はれる ので 御座ります。 私 はこれ 迄， 漂泊の 旅に 多くの 

月日 を 送りました ため、 天竺、 獅子 國、 交 K また 唐土 閫 


越の 地まで、 名 あろ 寺々 に は 必ず 巡拜 いたしました。 こ 

れ 等の 寺々 の 佛像は 皆 勝れた 藝 術 品て 御座りました。 就 

中、 私が 隨喜 の 淚を 流し て 思 は ず 合.！ 手禮拜 いたしました 

の は、 かの 有名な 南 天竺 達觀の 波羅越 寺の 本尊 彌勒 菩薩 

て 御座ります。 その 氣高 さは * 靜 かな 曉の 日の 光の やう 

て 御座りました。 皆 さま、 天竺 は 佛法發 祥の靈 地で 御座 

ります。 たと へ 只今 は 外道の 1^ に ふみにじられて、 見る 

影 もない 有 樣とは 云へ、 古き 世の 費 は 地の 底、 洞窟の €： 

に 人知れず 埋もれて 居ります。 それらの 寶を たま /-、 拜 

み 得た もの は、 釋迦 如来 在世の 頃の 極樂 世界 を. まの あ 

たり 見る やうな 心地が いたします。 皆 さま、 私 は 天竺の 

樣 式を以 つて、 改めて この 盧舍那 佛を鑄 奉 る こと を 主張 

いたします リ 

辨麿 (熱し 切って 行 の來場 待って ゐる眞 玉 fHe やか 

に 見つめて ゐろ) 眞玉。 

眞玉 何ぢ や、 辨 磨。 

辦麼 行 大僧正が 見えぬ と、 そち は 勢が 弱る や うぢ や。 

何故 何時も の やうに そちの 意見 を 強く 主張 せ ぬ 。 

眞玉 大僧正 はきつ とお 出て なさる であらう い 早くお 出で 

なされば よいに：： 

§ いや、 我ら は怫哲 どの 、御意 見に 從ふ譯 に は參ら ぬ。 

皆 さま も 知つ て 居らる i とほり、 我ら は 紫 香 樂造彆 の 時 
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から、 健 駄羅の 樣式を 主張して 居る のぢ や。 徤駄 羅の樣 

式 は 素朴 \； 'や。 大夏、 安息、 太秦 など 云 ふ 西方 萬 里の 國 

國の 不可思議な 藝 術に 彩銜 せられて、 一見、 奇 に 見 ゆ 

るの が 健 駄羅の 纏術ぢ や〕 成程、 造 像の 技巧の 巧拙から 

云うたならば、 或は 天竺に 劣る かも 知れぬ が、 併し 徤駄 

羅の藝 術に は、 深い li? 神が 現 はれて 居る。 暮れ ゆく S に 

一 つ 一 つ 現 はる i 星の 光 を 見る や うぢ や。 る ものに、 

自づ と淚を 催さし むる やうな 所が ある。 

眞玉 (歡弃 して) 行 基 さまち や。 皆 さま、 大 正のお 出 

て 御 鹿り ます。 (指さす〕 

婆羅門^ 正 大 15 正が 參られ たと：： 

S,  玉の 指さす 方，.？ ^見ろ。 ^ざめ た 行 基、 童子に 

助けられて 现 はろ。 行 S ば ま づ大佛 1^ 拜 して、 幄舍に 

入リ、 ^^に.5"釋すろ0) 

婆羅 門^ 正 大 I- 正に は、 御 病 氣と承 はりました が：： 

行 基 (眞 玉と" M 子と に 助けられ ズ翁 席) いや • さほど 烈 

しい 惱 では 御座らぬ。 併し、 仙那 どの、 いよく 行 基 は 

近い 内に 往生の 素懐 を 遂げられ さう-ちゃ。 (皆 驚 い て 行 

ろ 。行 某に 寂しい 微笑， <S ^洩らし V0 かやうな 事 を 

中す と. わざと 事 を 構へ て 天 1^ の 人々 を 驚かす たくみの 

やうに さ こ ゆるが、 近頃 俺 は 夢と なく、 現と なく、 極樂 

莊 の 寂 光^ 界を 見ます るの ぢゃ。 淚も こぼる \ば かり 


美しい 眺め ぢゃ。 (合掌す ろ) 

良辦 ふむ、 大僧正の やうに、 三世に 徹底した 聖人 なれば 

こそ、 さやうな 有難い 奇蹟 も 現 はる 、ので 御座ります。 

婆羅 門 愤正 併し- 盧舍 那佛の 開眼 供養まで は、 どう あつ 

て も、 獨 世に お止まり を 願 はねば ならぬ。 開 服の s>= 肺 は 

大僭 正が お務め 下さらねば：： 

行 基 いや、 その やうな 事 は 思 ひも よらぬ 0 ま づ來ん 年の 

春， 《f 早い 頃. 淨 土に 召さる.. -で 御座らう。 

眞玉 大僧正 さま、 その やうな 事 は 仰せられ ずと、 この 盧 

舍那佛 の出來 上る まで は、 どうぞ 此 世に お止まり 下さり 

ませ。 

行 基 俺 も 帝の 仰せ を 受けて、 折！ W これまで カを盡 した も 

の ゆ ゑ、 天晴出 來榮を 見て 行 さたい と は 思 ふが、 旣に命 

數.： 儿 まる 上 は 是非 もな い：： 仙那ど の。 

婆羅 1： 傲 正 はい。 

行 基 さやう の 次第 なれば、 盧舍 邠怫^ 眼 供養の 折の 導.！ 

は、 是非 贵 IS にお 務め を 願 ひたいと- 俺 はこの 間から 思 

うて ゐる。 御 承引 下さる て 御座らうな。 

婆羅門 僧正 いや、 我らの や、 つな 若裴 では、 とても、 その 

やうな：： 

行 基 どうか 御 承引 下され 0 け ふ此處 へ參る 前に、 もはや 

帝に もお 願 ひいた して 置いた 事 ゆ ゑ。 
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婆 維 門 僧正 (感激す ろ) はい。 不 背の 我らに、 その やう 

な 重大の 儀が 務 まります るか、 た、 2、 それが 心が X りで 

御座る。 

§ 大佾 正、 只今、 衆議に よって、 この 盧舍 邠佛 を、 更 

に 根本より 改鑄 する 事に 定まって 御 鹿る。 

行 基 (靜 かに) 根本より 改 鑄いた す：： それ はまた 何う 

云 ふ譯で 御座る。 

© 玉 この 御 相 は， 御 佛とは 思 はれぬ。 何處に 慈悲の 御 光 

が ある、 端嚴 微妙な 御 相が 現 はれて ゐ ると、 かう 皆 さま 

が 申される ので 御座ります。 

行^^^ さやうな 御意 見 は， これまで 幾度と なく 論議の 席て 

承 はった や うぢ や。 皆 さま. それならば、 佛は 何故 人間 

の 醜し い 姿 を かりて、 この 世に 現 は れ 給うた の で 御座ら 

I 佛の御 力 は. 廣大 無邊ぢ や。 俺が もし 佛 ならば、 人 

間より は 更に 美しい 創造に よつ て 、 我 姿 を 現 はした て 御 

鹿ら う。 然るに 佛は、 人間の 姿 を 以て、 天竺に，；：； 生れな 

された。 これに は 深い 意義がなくて は 叶 ひませ ぬ。 

逍？ せ 大僧正、 佛 はた、. -の 人間と してお 生れな された ので 

は 御座らぬ。 最も 美しい 人間と して 此 世に 現 はれ 給うた 

のて 御座る。 

行 基 されば. ちゃ、 道瑢 どの。 佛の最..^美しぃ人間として 

現 はれ 給うた と 云 ふの は、 卽ち 我ら 人間の 眼が、 第一 に 


佛を 見出し 奉った と 云 ふ事ぢ や。 佛の御 生命 は 森 羅萬象 

の何處 にも 宿って お出て なされる。 これ を 最初 天竺 の 人 

が 見出した からこ そ、 ま づ佛は 天竺の 人の 姿に なって 現 

はれ 給うた のぢ や。 行 基 はさう 信じて 居る。 佛は 入の 心 

が 寂しうな つて、 切に 費い もの を 思 ふとき に、 始めて 現 

はれ 給うた。 然るに 人間に は自 から 差別の 心が ある。 俺 

と 同じ 姿 を 持ち 、 俺と 同じ 言葉 を 吐く 者に 最も 親しみ を 

感ずる。 そこて、 佛は. 衆生 濟 度の 大願 を 3?- す 爲 めに は、 

ど う し て も 彼等 と 言語 容姿 を 同じう せねば ならぬ と 思 は 

れ たの ぢゃ。 人間よりも 美しい 創造に よつ て 現 はれ 給 は 

なかった の は、 そのため ぢ やと 行 基 は 信じて ゐる。 

.:s 大 正の 仰せ は、 よく 我らの 心に 徹し ましたが、 そ 

の やうな 深いお 考が、 この 盧告那 佛に現 はれて 居る と、 

お 思 ひなされ ます か。 

行 基 俺 はよ く 現 はれて 居る と 思 ひます る。 かう して 拜ん 

で ゐ ると、 濁世の 寂し さ を 忘る、 ばかり ぢゃ。 (合掌) 

眞 玉 (跪づ いて) 大僧正 さま 。大僧正 さま：： 

辨麿 (憤りに 驅ら れズ立 上る。 行 基ん、， U 股み つめて) 大 

僭 正さ ま、 頭が 痛んで なり ませぬ ゆ ゑ、 失禮 ながら 私 は 

退席いた します。 

(公磨が 無言で、 彼，^ なだめる。) 
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第 三 揚 

天平 勝资元 3f  二  =  二  B のタ 刻の K: "原 寺 東南 院の內 部の 

光贵。 正而 に は 厚い 帷 慕が 垂れて ゐろ。 その内が 行 

の寢 室に なって ゐろ。 右の 方の 中央に、 大きな 厨子が 

ある。 開いた 扉の 內に、 彌勒 菩薩の 美く しい 乾 漆の 大 

像が 見えて ゐ ろ。 左 は 廣ぃ兩 開きの 入口に な っズゐ 

る。 院の 外から 時々、 群集の 泣 悲しむ 聲ゃ、 稱 名念佛 

の 入 亂れた 膝が、 物凄く 饗く。 僧 四 五 人、 室內 LL 坐つ 

て 話ん して ゐ る。 

僧 一 御門 前の 群 築 はま だ 立 去らぬ と 見える。 もはや 日 も 

暮れて 行く のに。 

低 二 冬の 日 はまこと に 短い もの ぢ^  かほ どまでに 人 

人に 慕 はれて は、 定めし 大僧正 さま も、 この 世 を 去らる 

るの が 辛い 窜で 御座らう。 あれ、 おききなされ、 門前の 

群集の 泣き かなしむ 聲 は， 先刻より 却って 烈しくな つて 

參 つた。 

僧 一 功德は 積んで 置く もの ぢゃ。 大 Is 正が お 若い 時分、 

毎年 洪水の ために 闲 難いた す 淀の 川下の 村の ために 堤 を 

築いて おやりな された のて、 村人た ちが その 御 恩 を 思う 

て、 一昨日の 朝より、 夜の 眼も寢 ずに、 金堂に こもつ 

て、 大僭 正の 御惱御 本復 を 祈って 居ります る。  _ 


偕 一一 一 我らと て、 今一度 大僭 正の 健やかな お 顏を拜 したい 

と 思 ふ 心に か はり は 御座らぬ。  . 

僧 一 いや、 併し、 この度 は大 I- 正 は 御 本復 はむ づ かしい 

ので 御 ij らう。 おいた はしい 事で は 御座る が：： - 

僧 四 た いま、 帝の 厚い 思 召に よって、 朝廷より 効驗神 

の 如しと 云 はる \、 西域のお 藥を. 賜 はりました。 

僧 二 大 正 は それ をお 上りに なりました か。 

僧 四 大僭正 は 聖恩 を 感泣して、 そのお 藥を召 上りました 

が、 もはや、 そのお 藥を 受付け る だ け のお 力が 御座ら 

ぬ。 忽ち もどして しま はれた ので 御座る。 

僧 三 何に いたせ， 長い 御惱ぢ や。 御.： 體の裴 へが 烈しう 

御座らう から — 

(ま 子 一人、 手- -L こぼる V ばかり 咲き誇った 梅花 一杖 

泣きながら 靜 かに 現 はれろ。) 

これ、 淨 麿。 何て その やうに 泣く のぢ や。 

大僧正 さまが：： 

どうしたと 云 ふの ぢ や。 

(漸く 泣 止む) さま、 御 2:^ なされ ませ 0 これ は大 

僧正 さまの 一番 大切に なされました 講堂の 前の 紅梅の 枝 

で 御座ります。 た 1- いま 大傲 正さ まが、 久しく 垂れ こめ 

てゐて あの 紅梅 を兑 ぬ、 定めし 花 も 咲いた であら、.'。 一 

枝 手 折つ て 參れと 仰せられ ま したの て、 參 つて 見ます 
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と、 二 夜の 内に J? 深い 紅の 花が、 このと ほりみ な 白く 變 

. つてし まって 居りました。 (泣く) 大 15 正さ まの 御身の 

上に 悲しい 事の ある 前兆て 御座り ま， 一  

僂 二 いかにも 不思議 ぢゃ。 

(宜子 は 泣く く、 その 梅花 fJ- 捧げて 帷幕の 內に 入る。) 

僧 一 不思議と 云へば、 今日、 良辨 僧都が、 帝の 思 召に よ 

つて、 お見舞に 来られて 我らに 秘かに 仰せられ たが、 今 

黯 近う 吉 備眞備 公が、 占 e8 上て、 天文 を 見て 居らる > - 

と、 遙 かに 酉の方角に 當 つて、 白銀に IS く 大きな 星が、 

俄に 雷の やうな を發 し、 流れ星と なりて、 瞬く 間 もな 

く 地平の かなたに 隱れ 去った さう に 御座ります。 吉備公 

は、 これ 只事に 非ず、 我 日本の 民の 深い 悲ぢ やと 色を變 

じて、 帝に 伏奏せられ たと 云 ふ 事で 御座る。 

僮 二 大僭正 は 三世に 傲 底した 大聖 人ぢ や。 生 菩薩と 尊 ま 

る i お 方. ちゃ。 かるが 故に、 三十 三 天の 諸佛が 聖人の 大 

往生の 不可思議 や. 我らに 示さる > -のぢ や。 (合掌) 

僧 三 かの 大聖 擇 尊の 沙羅 雙樹 下の 御 入滅の 有樣 を、 眼の 

あたり 見る や うぢ や。 (合掌) 

僧 四 (合掌) 我ら 幸に も、 末世に 生 を 受け ズ、 か、 る不 

可 思議に 逢 奉る の も、 何 かの 因緣て 御座らう。 有難い 事 

ぢゃ。 

(沈 默。) 


. (門前の 集の 騒擾 愈 烈しくな ろ。 忽ち 左の 方の 扉の 

, 外に 爭 ひの 聲 がき こえる。 やがて、 二三の 法師に へた 

. てられながら.、 第. 1 慕に 出た 頰 LLii の あろ 男、 僧， かに 

なって 旅装 束で 現 ばれる。) 

法 ill 此處 は大傲 正の 御 寢所ぢ や。 入る 事 はならぬ と 云 

ふに 0 

頗に 黥の あろ 男 いや、 大傲 正さ まに 一目お 目に か、 れば、 

すぐ 分る。 我ら は 決して、 怪しい 者て はない。 

法 M 二 さりと は 強情な 法師 ぢ や。 大借正 は、 いま 御 重態 

ぢゃ。 お許しなくて は、 何人も この 御寢 所に は 入れる 事 

はならぬ。 

頗に 黥の あろ 男 我らの 顏 を御覽 になれば、 大倂 正さ ま は 

さっとお 許しな される。 邪魔すな。 

法師 二 いや、 ならぬ と 云うたら ならぬ 0 

法 M 一  そちの やうな 見 も 知らぬ 法師 を 入れたら、 それ こ 

そ どの やうな お 叱 を 受ける か 知れぬ わ。 さあ 歸れ、 歸れ 

と 云 ふに。 

法 帥 二 これ、 早く 立 去らぬ か。 

僧 四 何事 ぢゃ。 騒がしい。 大僧正の 御 耳に 入ったら どう 

する。 

頗に の あろ 男 大佾 正さ ま は どこに お出. てな されます 

る 0 
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僧 四 贵僧は 一 體 何者 ぢ や。  一 

頗に觫 の あろ (ー禮 して) 私 奴 は いつぞや、 大偕 正さ 

まが、 盧舍 那佛勸 進の ため、 六條の 市場て 御設敎 なされ 

ましたと き、 初めて 一念 發 起いた しました 法師て 御座り 

ます。 大僭 正さ ま 御病氣 御大 切の © を、 過ぐ る 一 月 一 一十 

三日に 筑 紫の 觀^ 音 寺て 聞きまして より 夜 を 日に ついて 

馳 上って 寥 つたの て 御座り ます。 

僧 四 - 法師た ちに) その 方た ち は、 も、 っ參 つても よい。 

(法師 達 去ろ) それ は 御 奇特な 事ぢ や。 貴僧が わざぐ 

遠路のと ころ をお 見舞 下された 次第 は、 何れ 大僧正に 我 

ら より 御 披露いた すて 御座らう。 

額に 黥の ある 男 (あたり，^ 見廻し VO して 大 ® 正さ ま は 

何れに ぉ寢 みで 御座ります。 

僧 四 (帷^^,„^-指さして) あれに お出で ぢゃ。 (頗に 黥の あ 

る つかく と 帷幕の 方へ 行かう とする) これ、 何處 

へ 行かる、 のぢ や。 

§0 い て 皆 行 手に 立ち ふさが る。) 

頓 に驟の あろ 男 もはや 今生のお 別れ ぢゃ。 大僧正 さま を 

拜 ませて 下さり ませ。 

僧 四 折角のお 志 なれ ど、 翳師の 命令に よって、 どなた^ 

お 眼 ど ほり 叶 はぬ 事に なって 居る のぢ や。 

烦に It の あろ 男 (跪いて) たった 一目で よろしう 御痤り 


ます ： ： 

僧 一 只今 申 上げ た や う に. 何と 云うても 御意 態の 事 ゆ 

ゑ、 御 心を騷 がせぬ やうに * 我らが お付き 申して 居る の 

ぢゃ 0 

僧 三 貴僧の 厚い お 志 は、 我ら 必ず 機 を 見て 大僧正に 御披 

露いた す ゆ ゑ、 今日はお 引取り 下され。 

頗に 黥の ある 男 (泣く) 大僧正 さま は、 私 奴に どの やう 

な 時ても、 必ず 會 うて やる と 仰せられました。 私 は、 1 

目拜 まねば、 どうしても 引取られ ませぬ。 

僧 四 それ は 無 禮と云 ふ もの ぢゃ。 この 四 五 曰 は 巳む を 得 

ぬ 筋の 方々 のお 兑舞 さへ、 出来るだけ はお 斷 りいた して 

居る のに。 

顿に it の あろ 男 0? 气， -i 額 1^ 上げろ) 巳む を 得ぬ 筋の 方々 

と は、 どなた さまの 窜て 御座ります。 

憎 a 高位 高官の 方々 ぢゃ。 藤 家の 公達と か 僧正 僧都の 職 

にある お 方が お見舞 下さる 場合 ぢゃ。 

頗 Ll 鯨の あろ m?: 我らと て、 心の 誠 は、 その やうな お 方と 

變りは 致し ませぬ。 どうぞ 大僧正 さまに お 取次な されて 

下され ませ。 

傲 四 はて、 ならぬ と 云、 「たらなら ぬひ 

頗に驟 の あろ 男 (恐る しい 額で) うむ。 そちた ち は、 高 

位 高官の 人々 には^る、 匹夫の 志 は、 ふみにじって^^構 
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はぬ と 云 ふの ぢ やな。 法 肺 にあ る ま じい 奴等 ぢ や。 

爾四 (g つて) 何と ゆす。 

(他の 僭た ち も 不穩の 紐 色に て、 頸-し 黥の あろ 男 LL つ 

めぶろ。 童子の 手に よって 帷 がさつ と、 左右に 開か 

れ る。 一段 高い 床の 上に、 支那 風の 牀,^ まう けて、 そ 

の-上に 病衰 へた 行 基が 坐って ゐろ。 童子が、 先刻の 白 

梅の 校 枕 上の 花瓶 にさして， 行 基の 极の榻 に 腰かけ 

. てゐ ろ。 二人の 老 法師が、 默々 と 現 はれて、 處の燈 

祭 に 灯 點 じて ゆく。 室内 や』 に叨 ろくなろ。 帷幕が 開 

かれろ と， その 方， 4- 见た烦 に驟 の ある 男ば 平伏す る。) 

S 誰かと 思うたら、 そち は 何時ぞや 六條の 市場で 會ぅ 

た伯樂 てあつた のう。 

頗： i 驟の ある e?j さやう で 御座り ま-^  

行 基 いま 聞い て 居れば 、 そ ち は筑紫 の 觀世音 寺から 、 夜 

を 日に ついで 驅 付けた と 云 ふが：： ようこそ 俺 を 忘れず 

に 居て くれた。 厚う 禮を云 ふぞ。 

頗 •」 鯨の もろ 男 ：： 勿體 なう 御座ります •： 

行 基 (凝 乎つ. と 男の 姿 fJ- 見て) そち は 偕 形に なって 居る 

が、 何時 發 心した のぢ や。 

顿に驟 の あろ 男 はい。 六條の 市場て 大僮 正さ まが 私 奴に 

佛 性が あると 仰せられました とき、 ふと、 淚が 出て 思 は 

ず 大聲に 泣き ましたが、 そのと き 大僧正 さまが、 明日 寺 


へ參れ とおつ しゃって f さりました のて よろこん-て、 こ 

の お 寺の 御門 前に 參 りました。 

行 基 俺 は 待って ゐ たのに：： 

頗： i 鯨の ある 男 ところが、 いざ 御門 をく *>- らうと 致し ま 

すと、 どうした 事 やら 氣 法れ が 出て、 いくら 勇氣を 出し 

見ましても、 御門が く  れ ない の-て 御座ります。 御門 

前の 小川て. 水 を 一 杯 飲んだら、 心が 落着くて あ ら う 

と、 ふと 思 ひまして、 小川の 岸に 下りた ちます と、 水鏡 

に 映った 我顏の 黥の あとが はっきり 見えました。 私 奴 は 

そのと き 始めて わが 顔形の 醜 さ を 知 つたの で 御座り ま 

す。 この やうな 顏 をして よく これ 迄 大路 小路 を 歩 い たも 

の だと、 今更ながら 淺 ましくな りました。 

行 基 ふむ。 そちの 本来の 心が 始めて 眼 を さました の ぢ- 

や 0 

頗 に 鯨の あろ 男 すると、 この 御寺の 內 から、 の 音に ま 

じって 有難い 念 佛の罄 が 風の ま に く 聞え て參り まし 

た。 そのと き ハツと 瘧が 落ちた やうな 氣 がして、 心が 凉 

しくな りました。 この 心ぢ やと、 かう 私 奴 は 思うた のて 

御座ります。 

行 基 (感じて) さ うぢ や。 いかにも その 心.； り や。 

頗に の あろ 男 ところが さう 思うて 居り ま 内に、 凉し 

い 心地 は、 また 何時の間にやら、 消えう せて 舊の とほり 
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後悔 懇愧の 苦し さが 胸に 張りつ めて 居ります。 うむ、 こ 

れ ではい かぬ。 た、 k 今の 凉 しい 心地が、 常に 心に 滿 ちて 

ゐ なければ ならぬ と 思 ひまして * さうな る ま. て はお 艮こ 

かチら ぬつ もりで、 御門 前 を 立 去り、 知人 を 尋ねて、 筑 

紫 の 方へ 參 りました。 そし て筑紫 の 觀世音 寺て 出家 い た 

し ま した の て 御座ります。 

行 基 ど うぢ や。 つねに 心に 凉 しさが、 たえぬ やうに なつ 

たか。 

頓 Lilt の あろ 男 仲々 なり ませぬ 0 兎 も すれば、 邪念が 起 

つてな り ませぬ.^ 大 as 正さ まの 御 病氣の 事を閡 かずに 居 

りましたら、 まだな か-, -ぉ 股に はか X れぬ 害で 御座り 

ました 0 

行 基 俺も久 振に そちに 會 うて 嬉しい。 して、 法名 は&と 

つけて K うた。 

烦に 鯨 の ある Ef- 行 信と つけて 實 ひました。 行 ひ を 信ずで 

御座ります。 

行 行 信 か、 よい 名お や。 ときに 行 信、 俺 も そちに 喜ん 

て賀 はねば ならぬ 事が あ る の ぢ や。 

類に 黥の あろ 男 私 奴に 11 何て 御座ります。 

行 基 (に 、、やか に) 目 度たい 事が あるの ぢゃ。 

(託-お 眞玉が 入って くる。 腐 玉ば 僧た ちに 會釋 して、 

行 S の 前に 跪く。) 


行 基 眞玉 か。 遲 かった の、 rb 

SSI 玉 お 使 を 受けました とき、 生憎と 東大寺へ 參 つて 居 

りました ので • つい 遲く なりました。 

行 基 盧舍 那佛の 工事 はどう ぢゃ。 もう 大分 進んだ てあら 

as 玉 はい。 あと はもう 御 胸から 上 を 鑄 奉る ばかりに なり 

ました 0 

行 基 眞玉， 殘 念ながら、 行 基 は、 もう 盧舍那 佛を拜 む 事 

は出來 ぬ 。 今 も この 行 信に その 話 をしょう といたして 居 

つ た所ぢ や。 俺 はいよ 皆と 別れねば ならぬ。 (S 

置いて) もう やがて、 佛 のお 迎 ひが 參る てあらう 0  (合 

掌す る。〕 

(門前の 群集の 念 佛と哀 泣と が、 ： の 時 また 烈し くき 

、 一 え ろ 0) 

眞玉 お 顔の 色な ど は 、何時もより 晴れ やかに お見上げい 

たします が：： 

(行 信、 合掌。〕 

行 基 それ は 嬉しい 事が あるから ぢゃ。 (祕 かに 打明け- 0 

や-つ に) 俺 は 率： 大に來 世の 生 を 受ける 窜 になった のぢ 

や。 (眞玉 も 僧た ち. t 合；： M- すろ) 南無 阿彌 陀怫、 南. 阿 

彌陀佛 ：：。 (行 基 は 合掌した ま、) かう して ゐる 内に 

も、 つ ねに 恐ろしい やうに 光り 轍く 紫の 雲が g 前 を 離れ 
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ぬ 0 

行 信 大僭 正さ ま、 何 かその やうな 御 兆が 御 11 りました 

か。 

行 基 それ を 今 そちた ちに 話して きかせようと 思うて ゐる 

のぢ や。 兜 率 天 は 美しい 處ぢ やり 今朝 曉 近くの 事で あつ 

た。 俺が ふと 氣 がっくと、 眼の 前に 何とも 云へ ぬ 美しい 

世界が 開けて ゐ るの ぢゃ。 はて、 此處 は何處 やらて あつ 

た 0 たしかに 見た 事が あると 思うて、 その 內を さまよう 

てゐ ると * 廣ぃ 池が あって、 人の 頭の やうな 大きな 蓮の 

花が 額 郁と して、 何とも 云 はれぬ 香 を 吐いて ゐる。 俺 は 

夢見る やうに なって しま、 つて、 その 池の ほとりの 徑を歩 

いて まわった の ぢゃ。 すると、 その 徑の つくる ところ 

に、 寶石を 以て 築いた 壯麗 な樓閣 があった。 その 正面の 

攔 間に、 率 内 院と云 ふ 額が あつたの ぢゃ。 ハツと 思う 

て 合掌 禮拜 すると、 彌勒 菩薩が 何時の間にか 俺の 前に 立 

つ て お出で になる のぢ や。 そして 心に 染 透る やうな 御聲 

て、 行 基、 そち は 長い間 我 身 を 信仰して くれた。 仇に は 

思 はぬ。 その 報と して、 そち を 此處に 引取って、 末長く 

我 身の 手許に 召使うて やる と 仰せられた：： 妙なる 樂の 

音が 鮮やかに きこえる。 よい 音 ぢ やと 思うて、 ふと 我 

歸 ると、 菩薩の 御 姿 も莊嚴 世界，.^ 消えて しま ラて、 た 1- 

俺の 頗 がしと 涙に ぬれて 居った のぢ や。 


合掌して 念佛 vJ- とな へろ 0) . 

(門前の 哀泣 がまた さ こえろ。) 

眞玉 (淚， ^押 拭うて) 大偕 正さ ま、 御 後に 殘 ります る 私 

ども は：： (鳴 咽す ろン 

行 信 ot,^ 上げて 泣く〕：： 

行 基 別れる の はこの 世の 定め ぢゃ。 俺 とても そちた ち を 

殘 して 行きた うはない。 (淚 拭 ふ) あの 門前に 泣 悲し 

む 人々 の聲 をき くが よい。 俺 は 昨夜 も 一昨夜 も、 た^ 獨 

りで、 あの 聲 をき いたの ぢゃ。 まことに 腸が ちぎれる や 

うであった。 凝 乎つ と あの 聲に閗 入って ゐ ると、 地獄の 

鬼ても 泣かずに は ゐられ まいと 思 はれる。 (群集の li^ が 

またき こえろ) 

行 信 長い 一生の 内に たった 二度より お 目に か. -れ ぬと 

は、 あまり 果敢ない 御緣て 御座り ま i  大 as 正さ ま、 

どうぞ 私お もお つれな されて 下さり ませ。 (泣 伏す：" 

行 基 獨 世の 業の まだ 盡 きぬ 身 ぢゃ。 そちの 願 は 今 は 叶 は 

ぬ。 何れ、 來 世て は 會 うて 笑うて 話 をいた すて あらう。 

そのつ もりで 修業 を 怠らぬ やうに するがよい。 眞玉、 そ 

ちに もい ろ/^ 話したい 事が ある。 

眞玉 はい：：， 

行 基 まこと を 云へば 盧舍那 佛の御 造營の 終る まて、 俺 は 

此の世に 止りたい と 思うて ゐ たの ぢゃ。 帝が 鑄 造の 大願 
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行 行 行 ii* 


を 起された の は、 天平 十二の 年ぢ や。 まだ 玄防 法師が 生 

きて 居られて、 どうい ふ 物 か、 俺と 心が 合 はず、 互に 罪 

1^ い 内心の 爭 をつ ビ けて ゐ た頃ぢ や。 あれから もう 十 年 

になる。 俺 は その 問 * 隨分 苦しい 思 もした だけ、 あの 盧 

<la 那佛に は 執着が 殘る のぢ や。 併し、 何箏， -、 佛の 思召ぢ 

や。 まして 來 世の 幸福 を 生前に 知る 事 を た 俺が、 その 

やうな 心 を 持って は佛 罰の 程が 恐ろしい。 それ ゆ ゑ、 俺 

はすべ て を そ に 任せる〕 眞玉、 云 ふまても ない が 大勇 

猛 心を以 つて、 誓って、 造 佛の功 を 終らねば ならぬ ぞ。 

よい か 0 

ほ 玉 はい。 

S たと へ 命に か- - はる やうな 窜 があって も 怯れ て はな 

らぬリ 

S 何窜 も覺 悟いた して 居ります。 

S 未 IWJ 有の 大惑 業ぢ や。 險 しい 心の 人 問 もない と は 云 

はれぬ， - 俺 は そちに 菌を かけて、 死んで ゆく のぢ や。 

ほ 玉 (糨 神か勵 まし ズ) 大^正 さま。 どうぞ 御 安心 下さ 

いませ。 たと へどの やうな 事が 御座りましても 私 は 必ず 

盧舍那 佛を鎮 上げ 奉ります。 

行 これまで 度々 我ら の 意兑に 服せ ぬ 人々 の 論議 を 破 つ 

て參 つたの は- 俺と そちと 一 一人て 力めた から ぢ や。. い 

ま、 俺が 入滅 すれば、 あの人々 は、 また 勢 を 得て， おの 


れの 意見 を 言 張る てあらう U その 時ぢ や、 そちが 苦しま 

ねばならな ぬの は。 

玉 は い。 

甚 行 信 _リ 

信 (額. 上げろ) 何で 御座ります。 

甚 そち も >  J れ から、 眞玉 を 助け て 、 盧舍那 怫造營 の た 

めに 盡 して くれねば ならぬ。 悉 しく は、 何れ、 眞玉 がそ 

に 話して きかせる てあらう。 

行 信 大僭 正さ まの 仰せなら ば， 如何なる 事. て もい とひ ま 

せぬ。 

行 基 よう 云うて くれた。 嬉しう 思 ふぞ。 (兩人 平伏す ろ。 

群集の 聲 またき、、 える。 行 某 浜 ぐんで) 門前て 泣き さけ 

ぷ あの人た ち を 思 ふと， どうしても-;^ なれぬ：： 

(寺 僧 一人 現 はれる。〕 

寺 僧 た 今、 參議藤 原 仲 磨 さまが、 お出て なされ まし 

た 0 

僧 一 大 i|a 正さ ま、 藤 原 仲 磨 さまのお 出て 御座ります。 

行 基 仲 磨 公が 見えた と 云 ふの か。 これへ 御案內 いたせ。 

(寺 僧 去る。 やがて 仲麼 1 ^案内し ズ來 ろ。) 

仲 麿 大僧正、 御 病氣は 如何て 御 Ml るか。 

行 基 ゎざ/^-却って恐入りまする。  ： 

仲 1? 帝よりも 大切に との 勅て 御座りました 0 
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行 基 數なら ぬ 私 を大御 心に かけられ， S お見舞 を 賜 は 

り、 また 今日は 珍ら しい 西域のお 藥 まで 頂きまして、 行 

基 はたに 聖恩 を 感泣す るば かりで 御座る。 

仲 麿 lisn 那佛の 鑄 造 もま だ 終らぬ 内に、 大僭 正に もしも 

の 事が 御座って は、 我ら も 途方に 暮れねば ならぬ。 あま 

り 心が \ りになります る ゆ，^、 夜陰に 驚かし 參らす も 如 

何かと 思 ひました が、 兎も角も 御 { 弁 態 を 知りた うて、 つ 

ぃ參 つた やうな 次第 ぢゃ。 

行 基 仲 腐 公、 もう 長のお 別れが 近づいた やうに 思 はれま 

す 0 

仲 i? その やうな 心 弱い 离っ を。 大^正と も覺 えぬ お 言紫ぢ 

や 0 

行 基 いや、 镧勒 菩薩のお 迎が參 るの は * もう 間 も ある ま 

い。 (合掌) 南無 阿 陀佛  

(行 茶. の；^ の 色 次^ LL かばろ。) 

眞玉 (驚い て〕 大^正 さま、 大^正 さま。 (行 基 Li 取す 

がろ〕 

行^^  (眼，^ ひらく〕 仲 牌 公、 かね <\.5. 上げた とほり 盧 

舍那佛 の 事 はお 願 ひいた します る。 萬 事 はこれ なる 眞玉 

にお 聞 取り 下され：： 

仲 麿 大份 正、 その 御 心配に は 及ばぬ。 我らが きっと 引受 

けて 御座る：： 


行 基 (微笑。 やがて 手 fj- 以 つて、. 中，^ 採る) 玉の 陪ぢ 

や。 兜 率 天まで 虹の やうに 美しく つ r いて ゐ る：： 

(行 入滅す。 門前の 哀泣念 佛の踩 がさ わがしく さ こ 

えろ 0 行 信は聲 高く 位 伏す。〕 

仲 麿 (合掌) 南無 阿 彌陀佛 。南無 阿 彌陀怫 ：： 

眞玉 (行 基 Li 取す がって〕 大份 正さ ま、 大傲 正さ ま：： 

(泣 入る) 

(僧た ちに 立って かに 進み 合掌す 0  〕 

靜 かに 11 幕 ！ 

^ 三 幕 

笫 一 揚 

晚^^^五=;顷、 の.^、、 杉の 火木 四 五 株 右の 方 LL 立 

並び、 その 下校 LL は！！ い 紫の 藤の 花&が 長く れてゐ 

る。 正面に は 手 向山が 森の 上 LL 美しい 姿，^ はして ゐ 

ろ 0 

左の 方、 遠く 平城京， a- 望む。 K is; の 上に 寺-; S の 塔が 高 

くそび-たて ゐる。 午後" 一 面 LL 花咲き 亂れた 箪原。 小 

鳥の かの どかに さ こえろ。 城 若 女が 阮成 1^ もて あ 

そびながら 木の 切株に 腰かけて ゐ ろ。 

お 城 若 女 眞玉 さま は 何 をして お出て なさる のか。 通い 
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ぢゃ。 (阮 成.^^ きつ、 3^ ふ) 

花 さきみ つる 卷日 野に 

戀し きひと を ま； くらす 

女心 は 白 藤の 

垂れて 動かぬ 姿 かも。 

悲しき 夢の さめし とき 

涙に しめる 股 を あげて  . . 

ひとりぬ る 夜の さびし さ を 

毗盧 〈せ 那佛 にかき くどく。 

樂 しか.，： ず や、 戀の夢 

た 力なく 君が 手に 

いだかる、 とき- わがな みだ 

微笑む 眼 を 濡らす かな。 

(やつれ ズ顿 のこけ た！ e 玉が 現 はれろ。) 

お 城 若 女 (微笑した ま V やう やく  ひ 終る) 眞玉 さま、 

遲ぃ お出 ぢゃ。 どれほど 待った か 知れ ませぬ。 

M 玉 (肩に 手,^ かける) 我ら も 心に 急いだ が、 生憎 今日 

は、 俄にむ づ かしい 事が 起って、 どうしても 拔 けて くる 


事が 出来なかった のぢ や。 

{2? 城 若 女 何て 御座ります、 むづ かしい 事と は。 

眞 玉 困つ た事ぢ や。 大鑄肺 の 高 市 眞國と 高市眞 磨が 、 黛 

を 組んで 、 我ら の 命令 を 聞か ぬの ぢ や。 

城^ 女 何と 申す のて 御座ります。 

se; 玉 やうく 寄せ 型が 出来た ので、 今日から、 御 肩 を 鑄 

始めた の ぢゃ。 すると、 何 を 憤った のか、 眞 國と眞 と 

が， 面白うな ぃ顏附 でた 1- 立って 居る のぢ や。 その 內に 

柑 堝は燒 けて 眞 赤になる。 我ら は 樋の 口 を 見て、 さあ、 

今ぢ や。 銅 汁の 加減 はどう ぢ やと 訊いても 返事 もせぬ の 

ぢゃ。 腹が立って ならぬ 故. 眞國を 捕へ て 叱る と 「我ら 

は國 公磨 どの の 命令-てなければ 働く 譯に は參ら ぬ。」 と、 

かう 云 ふの ぢ や。 眞麼 は、 それ を Si きながら、 鼻 敬 をう 

たつ てゐ るの ぢゃ。 我.，： を 若輩と 侮って ゐ るの ぢゃ。 

お 城 若 女 眞玉 さま、 夫 は 父の 指 金て 御座り まする ぞぇ。 

眞玉 我ら も その やうな 事で はない かと 思うた。 そなた は 

どう し て 、 公磨 ど の の 仕業と 知 つたの ぢゃ。 

城 若 女 つい 四 五日 前の 事て 御座ります。 父 は 二人の 大 

鑄 師を， わが 家へ 築めて、 何やら 密かに 談合して 居り ま 

した。 私 はふと 通りが X りに 父の 聲で 「そちた ち も 我ら 

もつ まらぬ。 犬 骨折って 臟に とらる、 のぢ や。」 と 云 ふの 

をき  >1 ましたが、 あなた さまのお 話て、 思ひ當 ります。 
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眞玉 ふむ。 公 B どのが、 如何に 力 をつ くされても、 つま 

り は 我らの 功績に なると 云 ふの ぢ やな。 

お 城お 女 さやう で 御座ります。 

眞玉 それ は 小人の 考へぢ や。 藝 術の 上に 功 緩 を a- ふなら 

ば、 何故、 藝 術て 爭 はぬ。 卑しい 手段 を 廻らして. 我ら 

を 苦しむ ると は， 以ての外 ぢゃ。 

is? 城 若 女 眞玉 さま、 わが 父を惡 ざまに 申す は、 罪深い 事 

ながら、 何事に も、 あの やうな 險 しい 手段 を いたす の 

が、 父の 持 前て 御- M ります。 この 上と も 御用 心な さらね 

ばなります まい。 

5£ 〈玉 併し * 如何 やうに 手段 を 廻ら されても もはや 案じる 

事 はない。 行^ 大僭 正が お亡くなり なされた とき はま だ 

鏡 造 も 進まず、 人々 の 意見 も、 さまぐ-てあつた ゆ ゑ、 

我ら も 心 を ゆる す^が 出来なかった が、 此 頃て は、 鑄， 造 

も あのと ほり 進ん て、 今；. e 莫大の 费を かけて 鑄 直すな ど 

と 云 ふま は、 國の 力が ゆるさぬ = jo? 城 若 女. 恐ろしい 費 

て はない か。 今日までに 使うた 銅の 高が、 ざっと 六十 萬 

斤、 炭が 一 萬 石 あまり ぢゃ。 

お 城^ 女 ほんに恐ろしぃ费で御座りまするなぁ。 ^V の费 

もさる ことながら、 行 共. 一 菩薩 のお かく れ 遊ばし てよりの 

あなた さまの 御 苦 勞も， 並大抵の 事て は 御座り ませね。 

よくお ゆ： 命が 續ぃ たも んぢ やと- 私 は 何度か 思 ひまし 


た 0 

眞玉 § ^率 天に まします 大. 肘 正が、 我ら を守譴 して 下され 

たの ぢゃ。 (合 《4) 

せ？ 城 若 女 ほんに 行 基 さま は 御佛の 生れ か はり ぢゃ。 御 姿 

を拜 みまつ る ま-て は、 朱來の 事まで 見通す お 方と きい 

て、 恐ろしう 思うて 居り ましたが、 何時ぞや、 六 條の市 

場て、 有難い 御説敎 をき いたと き、 何とも 云 へ ぬ、 氣高 

さ、 おや さし さに、 われしらず 淚 にくれ てし まひました 0 

眞玉 もうあのお 罄も きかれぬ と 思 ふと. 我ら は 寂しうて 

泣きたい. や うぢ や 0 

(沈 默。) 

is? 城 若 女 (5^ふ) 

彌陀の 光に つ X まろ、 

尊き ひと を 忍びつ 

我らの 戀に幸 あれと 

淚 流して 祈る かな。 

眞玉 葛 城 若 女、 (お 城 若 女の 腰かけ ズゐろ 木の 切株に 腰 

を 下. <： しズ、 ひたと 並び、 肩,^ 抱く) 今一 つ 唄うて きか 

せて くれ。 

城 若 女 (微^^<。 また St ふ) 
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藤の 花 さく 春 口野に 

君と 見 ゆろ うれし さよ。 

眞玉 (頭 城 若 女の mL: 押しつけ ズ、 微笑みつ >0 

究 率の宮 にす む 人の 

守らせ 玉 ふ戀の 幸：： 

(左の 杉の 木立から、 藤の 花 1^ かき 分けて、 大祌杜 女 

が 静か LL 出ズ くる。) 

お 城 若 女 (身動き も乜 すに) K 王 さま、 この 儘に 死んで 

逝る- -も のなら ば、 どの やう に 嬉しう 御座り ませう：： 

眞玉 la^ 城 若 女、 そなた は、 我らの 魂ち や。 

(抱擁。) 

杜女 何者 なれば、 恐 多く も 宇佐 八蹯勸 請の 靈 地で， 戲れ 

てゐ るの ぢゃ。 

眞玉 (驚いて、 i2? 城 若 女の 傍から 離れろ) 誰ぢ や。 

お 城 若 女 (恥 •  ち 恐れて) ：: 

SM 玉 御身 は誰ぢ や。 

杜女 この 森の奥に 住うて、 八^ 大 菩薩 勸 請の 靈地 を守譴 

すろ 者ぢ や。 

眞玉 この 森の奥に：： 御身 は 不思議な 事 を 云 はる X。 こ 


の 森の奥 は 地獄 谷と 云 ふ 人の 恐れて 近づかぬ 魔所ぢ や。 

夜に なれば、 何處 ともなく 詛の聲 がき こえたり、 白い 

木魂 の やうな 者 が 音 もな く 通ったり すると 專ら瞟 の 高い 

ところ ぢゃ 0 その やうな 處に 住んで 居らる、 と は  

(W? 城 若 女 は 恐れて、 腐 玉に 取リ すがって ゐ ろ。) 

杜女 神 靈の岐 に は、 自^ 人智に は 計られぬ 靈怪な 兆が あ 

るの ぢゃ。 たま （- さやうな 事 を 見聞いた した 者が * 恐 

れ て 魔 所な ど 上 W ふの ぢゃ。 此處は 人間 の來 るべ き 所て 

ない、 そちた もも 早う 立 去る がよ い。 

眞玉 何とも 合點の 行かぬ 事ぢ や：： 

お 城 若 女 (恐れて) 眞玉 さま、 早う 參り ませう。 その や 

うな 恐ろしい 處に 長居して 災に會 うても つまり ませぬ リ 

さあ * 早う ： ： 

眞玉 (立 上る〕 行かう、 葛 城 若 女〕 

杜女 (凝 乎つ と、 愿玉 I^B; つめて、 冷やかに〕 これ、 待 

ちゃ。  - 

K 玉 何ぢ や。 

杜女 見れば 二人とも 若うて 美しい 人た ちぢ や。 哀れな も 

のぢ や。 

asri 何が 哀れ ぢゃ。 

杜女 これ は 各の 命數の 秘密に か i はる 事ぢ や。 妄りに 明 

す こと はならぬ が、 未 來の悲 を 知らず、 た 狂 ひた はむ 
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腐 玉 (後，^ 見送って) 氣 味の 惡ぃ 女子 ぢゃ。 

城 若 女 眞玉 さま、 あの 女子の 云うた 事が、 氣 にか、 つ 

てな り ませ ぬ0 

as 玉 (笑 ふ) 大丈夫 ぢ やつ 我ら は. 兕率 天に ますます 行 基 

大 as 正が 守護して 下される。 jog 城 若 女、 案じる 事 はない。 

お 城 苦 女 ：： でも 私 は 案じられて なり ませぬ U 

M 玉 あ の 女子 は 紫 の 藤 の 下 枝 を 分けて 、 森 の內 に隱れ て 

しまうた。 不思議な 奴ぢ や。 狂人 かも 知れぬ。 つまらぬ 

女子に さまたげられて、 折角の 樂 しさが、 何處 へやら 行 

つてし まうたり ^城 若 女り 嫩艸 山の K へ 行かう。 そし 

て、 京の 春 を 見下ろしながら、 人知れぬ 逢激を 心の か. ぎ 

り樂 しまう ではない か。 

^3?城若 女 ： ： あの 森の 內 から 地 ハ介 と や ら 云 ふ 魔 所へ 行 

かれる の て 御座り まする か。 

眞玉 つまらぬ 事 を 心に かける もので はない。 さあ、 行く 

のぢ や。 

(お 城 若 女ば 眞 玉に 伴 はれて 去ろ。 森の 內 から、 筑紫 

娘 子が 出て く- 0  0) 

筑紫^ 子 參議 さま はま だ兑 えぬ。 (二人の 行方 凝 乎つ と 

見守って ゐ ろ。 餌色^„^5?ざめて何となく愁はしげでぁろ) 

燃えた つた やうな 陽炎の 内 を， 歡 しさう に 笑 ひながら 娥 

艸 山の 方へ 歸 つて ゆく。 美しい 人た ちぢ や。 (嗟嘆す ろ： >s 


る、 そちた ちが 不润な あまり 語って さかせる。 ゆめ、 人 

に^らして はならぬ ぞ。 

：: 何 ぢゃ。 

そ. はこの 秋 を 過ごさ^ i J) て 命 を 失 ふ の ぢ や。 

何， 我らが 命 を 失 ふと 云 ふの か。 

さ うぢ や。 そちに は 死相が 現 はれて ゐる。 K. 俩. て は 

あるが、 如何にと もし 難い。 

眞玉 (笑 ふ) 死相が 現 はれて ゐ る：： 愚な 事 を 云 ふ 女子 

ぢゃ。 その やうな 事が、 どして 信ぜられよう。 (お 城 若 

女 は 色ん、 か へ てきいて ゐろ) 

杜女 信ぜずば、 信ぜぬまての*^ 我.：^5-はた^-見たま、を 

云うて きかせた だけ ぢゃ 0  (去らう とする) 

お 城 t お 女 (社 女の手に すがる) ：： しばらく お待ち 下さ 

り ませ 0  . 

杜女 そ. ST たち も 早く 此處を 立 去る のぢ や。 

お 城 若 女 はい。 立 去ります る：： どなた さま か は 知り ま 

せぬ が、 只今 おっしゃった 一 言が 私 は心づ かひで なり ま 

せぬ。 今少し 悉 しう お話し 下さり ませ。 もし、 御 願で 御 

座ります る。 

杜女 我 身に も それより li- うは 分らぬ。 たにこの 若人の 額 

ぎ はに 見 ゆる 暴が 不祥な 未 來を敎 へて くれる のぢ や。 

(去ろ〕 
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もう 影，^ 形 も 見えぬ。 夢の や うぢ や。 0^ ぐむ、 我 身，^ 

赍 むろ やうに) た 泣. V 、たいの ぢゃ。 泣いで 泣いて 泣 死 

んて しまうたら、 さぞよ い 心地て あら ラ：： (总城 若 女 

の 腰かけて ゐた 切株に 腰 fj- 下ス す。 沈思) 

(仲 麿が あら はれろ。) 

仲 磨 (後ぶ リ 肩，^ 打く) 筑紫娘 子-何 を考 へて ゐ るの ぢ 

や 0 

统紫娘 子 (驚い ズ立 上る) 參議 さま。 

仲 磨 (微笑〕 我らの 參 つたの も 知らずに、 何 を その やう 

に考 へて 居った の ぢゃ。 

筑紫娘 子 (紅くな ろ) 何も 考 へて は 居り ませぬ。 命婦さ 

ま は あの 森の 内. てお 待ちな されて お出で、 御座ります。 

暫 らく 此處に お出て 下さり ませ。 命婦 さまに お知らせ 申 

して 參 ります 程に。 (去る) 

(やがて， 杜 女が 素燒の 壶,^ 筑紫娘 子に 抱へ さ ゼズ出 

てく ろ o) 

仲麼 杜女、 久しう 逢はなかった。 そち は變り はない か。 

杜女 有難う 御座ります。 幸と 何の 障 もな くや、 つやく 三年 

に 亙る 大祈禱 を 終りました。 昨夜、 願の 滿 つる 頃、 八幡 

大菩 の 御 託宣が 御座りました。 

仲 磨 八幡 大菩薩 は 御 嘉納 遊ばされ たか。 

杜女 御感應 ましました 段て は 御座り ませぬ。 參議 さま、 


お喜びな され ませ。 (次第に 興 蜜して くろ) 私 は 八幡 大 

菩薩の 御 姿 を、 はっきりと 拜ん だので 御座り まする。 

仲 麿 して、 御 託宣 は 何と あつたの ぢゃ。 

杜女 杜女、 そちが 丹精 をぬ きん 出て 祈 i せし 功績に よ 

つて、 わが 日本の 國の あらむ かぎり、 藤 原の 家は榮 ゆる 

てあらう。 就中 仲 暦 は 此處五 年 を 出で ずして 勢 旭の 昇る 

が 如く、 人臣の 榮を 極む るで あらう と 仰せられました。 

仲 麿 48 い 御 託宣 ぢゃ。 いさ、 か 思 當る節 も ある：： 

杜女 帝 は 御不豫 のた め 出家 人道 遊ば されて、 藥師寺 • 

御 移轉が 御座りました。 參議 さま、 阿倍 內 親王が 天日 嗣 

をおう けに なれば、 あなた さまの 御 出世 はもう 思 ひの 儘 

て 御 ります る。 

仲 麿 橘の 一 族 は， 天平 十 年に 道 祖王を 太子に 立て そこな 

うた 恨 はま だ 忘れぬ の ぢゃ。 道祖王 は、 この度 は 太子に 

立た る、 てあらう。 あのお 方が、 もし 御 位 をつ がる、 や 

うな 事が あって は、 我らの 一 族 は 散々 な K に會 はねば な 

らぬ。 此れ はよ く考へ て 置く 可き こと ぢゃ。 

杜女 a お 味 もりげ に) また、 近々 に 年號が 改まり まする 

ぞ。 

仲 麿 この 四月に 天平 咸 費と 改 つたば かり ぢゃ。 

杜女 (沈 默。 やが ズ) 鬼 も 角 も あなた さまに 御 運が 向い 

てきた や うぢ や。 筑紫娘 子、 その 壷を參 議 さまに 奉る の 
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が、 僧綱 所の 長と して、 帝の 御 歸依を かう むって 居る。 

杜女 良辨 僧都 は、 行 基 大僧正と は、 御 性質 も餘 程ち がう 

て 居ります る 0 

仲 麿 is は 華嚴の 宗徒 ぢゃ。 行基大 15 正 ほどの 德 はない 

が、 智惠 にかけ て はたく ましい 男ぢ や。 

杜女 &{辩 僧都 は 八幡 大 菩薩の 遷座に 御 Ki; 淺 はない 箬 で 御 

座ります る。 

仲键 いや、 腹の 底 は 分らぬ。 併し、 良辨は 今、 我らに 循 

をつ いて は損ぢ やと 云 ふ 事 を、 よう 知って 居る。 困る の 

は 良辨と 仲の よい 婆羅門 僭 正と 道溥ぢ や。 寺院の 境内に 

神社 を 置く の は 異法ぢ やと 云うて、 w 三 帝の 大御心 を 動 

かさう といたした。 

杜女 私 は 橘 家の si^ 議を  一^ 恐れて 居りました。 

く ェビて 

仲 麿 諸兄. 公 も 日本 建 國以來 の 不思議な 御設ぢ やと 云う 

て、 我ら を 白眼み つめて 居られた。 我ら も あまりに 異議 

が 多い の * て、 一 時 はどうなる 事 かと 案じた が、 何に せよ、 

ja- 大寺 はた の舉問 寺で はない。 B 本の 總國 分寺ぢ や。 

卽ち 日本 の 民 を 治む るた めに、 國の 富 を擧げ て 造らる X 

寺ぢ や。 恐れ多い 事ながら、 天照大神 も、 帝の 御 夢に 日 

輪の 相に 現 はれ 給う て 、 我 本 地 を 示し > ^ の 大事 菜 を御嘉 

とほつ みお や 

納まし ました。 宇佐の 御祌 も、 遠祖、 日の 大祌の 本地毗 

盧 舍那佛 の 境內に 遷座 まします のが 何の 不思議て 御座ら 

一 


ぢゃ。 

仲 麿 、「む。 虬の血 をし ぼって、 百 蟲を封 じた 壷 ぢゃ。 こ 

れを どうす るのお や。 

杜女 諸兄 公. 達 調伏の 血 染の絹 を、 護摩の 火に かけて 燒ぃ 

て、 この 壺の 内に 秘めて 御座ります。 これ を 宴の 折 諸兄 

公の 盃に 人知れず 入れて お 置な され ませ。 自づと 德を失 

ひ 人々 に 逆うて 身 を 亡 さる. 、て 御座り ませう。 

仲 麿 杜女、 何から 何まで、 いかい 世話て あ つたの 

(壶， 受取る い) 

杜女 恐れ入りまして 御座り ま. i  

仲 魔 さ うぢ や。 今 曰 は そち を 喜ばせる 事が あ つたの ぢ 

や。 例の 八幡 大 菩薩 遷座の 話ち や。 

帝の お許しが 御座りました か。 

今朝 やうく お許しが 出た のぢ や。 

有難う 御座りま^  

此處は 東大寺の 境內ぢ や。 境内に は 八^ 大 菩薩 を 遷 

座し 奉る と 云 ふ 事 は、 神祇官た ち を はじめと して 法號の 

内に も 同意せ ぬ 人々 が 多かった のぢ や。 帝に おかせられ 

て も、 それ を 押切って お許しになる 譯 にも 行かず、 大， 御 

心を惱 まして お出でな さった のぢ や。 それに そち も 知る 

とほり 行基大 15 正が、 入滅され たために、. 大東寺 造營の 

方針 も敏 なからず 變 つてき たの ぢゃ。 今ては^^{辨份都 
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うと 申 上げて、 やう やく 御 勅許 を かう むった の ぢゃ。 

杜女 これて やうく 私の 一 生の 念願が 屈き ました。 宇佐 

は筑 紫の 遠地 なれば、 何卒して 京に 御 別宫を 設け、 A 幡 

大 菩薩の 神威 を IS かさむ と， たビ、 それば かり を 私 は 願 

うて 居りました。 有難い 事ぢ や。 參議 さま、 八幡 大 菩薩 

のお 喜びの 程 も 思 はれます る。 (默禱 する) 

仲 磨 杜女、 そち はいよ/ \ 宇佐に 歸る つもり か。 

社 女 はい。 もはや、 三年に 亙って、 他行いた しました ゆ 

ゑ、 宇佐の 宮の樣 子 も 案じられます。 とも 角 も 一 應歸り 

まして、 御 遷宮の 用意 もいた し、 また、 御 託宣 を 乞 ひま 

して、 遲 くも、 この 年の暮 る& 頃までに は、 盧舍 那佛參 

拜の ため、 神輿 を 率 じて 京へ 上る 心 紐て 御座り まする。 

仲 暦 天神地祇 を率ゐ て、 身 を 草木 壤 土に 交 へても、 必ず 

盧舍 那佛鑄 の 御 願 を 成就せ しむべし と 云 ふ、 何時ぞや 

の 宇佐の 御祌託 は、 この度の 御 營に は、 帝のお 力と な 

つたの ぢゃ。 神 興を迎 ふるとき に は、 行幸の il^ 式に 準じ 

て 紫色の 與を泰 るて あらう。 

杜女 何分と もに よろしく 願 ひます る。 

仲麼 そちた ち も、 過分の 恩赏 にあ づ かる やうに 我らより 

帝に. 5- 上げて 置く ぞ。 

杜女 有難う 御座り まする" 

筑紫子 (悲しげに) 命婦 さま、 私 もお 俘して 筑 紫へ 參る 


ので 御座ります るか。 

杜女 さ、 r ぢゃ。 かねぐ 故鄉を 慕うて 居った そち ゆ ゑ、 

定めし 嬉しいで あらう。 

筑紫娘 子 命婦 さま。 私 はもう 京 を 離れて、 何 所へ も 行き 

たう は 御座り ませぬ。 此 處に殘 して 置いて 下さり ませ U 

杜女 その やうな 事 はならぬ。 そち は此頃 はどう かいたし 

て 居る や うぢ や。 

仲麼 筑紫娘 子、 白 V3^ はどうい たした。 今日は 抱いて 居ら 

ぬ や うぢ やな。 

筑紫娘 子 はい。 この頃 は >  いくら 呼ん て も 私の 傍へ は參 

り ませぬ。 (泣く) 

仲 麿 杜 女， 筑紫娘 子 は、 少し やつれた や うぢ や。 病氣て 

はない か。 

れ女 年 の 女子 は、 よくこの やうに やつれて 泣く ものて 

御座り まする。 

11 幕 —— 

第二  51^ 

夭 If 勝 齊元ハ 牛 九 月 下句。 タ刻。 

盧 <?c 那佛の 御 體は旣 に 錯終 つて、 いま、 御 頭に 銅，^ 

注入す ろ 時で ある 。犬佛 悉く 土の 山 LL 埋れ て、 五ケ 處 

の 樋の 口が、 天に 向って 開いて ゐろ。 土の 山と、 後の 


240 


as 開佛大 


丘陵とば 殆んど 同じ 高さに なつ ゐ る。 前面 や V 下つ 

た 處に、 ？ が-床く 掘って ある。 その 內に 炭火が 紅く す 

さま じく 熾つ ズゐ ろ。 攝のロ は、 その 壕の內 部に 添う 

て、 造られ ズゐ ろ。 巨 火な^ 禍が * 五 個、 壤の 上に、 

樋の 口 近く、 仕掛に て、 坩禍が 拠の 口の 上に 傾けられ 

ろ やうに、 釣って あろ。 大きな 輸 が 五つ Si いて あろ。 

銅 塊が、 山の やう に 積んで ある。 賦役の 人夫た ちが、 

働いて ゐ ろ。 人々 はこの 山の 七に si ふ： J- は • 後の 丘陵 

から 下リ てく ろ。 嫩艸 山が、 くれて ゆく：； I の 反射 う 

けて、 ハツ キリと 輝いて ゐ る。 丘睃の 上、 杉の 木立の 

稍に 金 鐘 寺の 屋根が 露 はれて ゐろ。 

左の 方、 一而の 森 * 右ば 遠く 眼界が 展 けて. 京の 人 

家、 寺社 塔 影^ 見通す。 佐 保 川が 遠く U に 光って ゐ 

ろ。 山脈が その はて V ^刻って ゐる。 

人夫 一 (長い 鏺の祭 fj- 以て， 炭火，^ 旌 廻し ズゐ ろ) どう 

も 此處の 炭が 思 ふやう に 熾らぬ。 

人夫 二  (傍で 鞴,^ ふんで ゐる) 炭が 濡れて ゐ るので はな 

いか。 

人夫 一 (繁 yS- 傍 LL 置い ズ汗， ^拭く) やれく、 えらい 汗 

ぢゃ 0 

人夫 二 秋と 云うても、 まだ 九月 ぢゃ。 火の そばに 居て は 

耐ら ぬわ。 


(人夫 三 四の 兩 人に、 銅塊，^-批禍に入れてゐろ0〕 

人 失 五 ふみやめ て) やれく， 暑い 窜ぢ やい (坩堝 

の內 1^ 舰く) や、 銅の 塊が 少し づ. - 煮えて さた わ。 

人夫 六 (他の 坩堝，^ 視 いて ゐろ) どうしたの であらう〕 

この 坩堝 は 少しも 火が 廻らぬ。 

人夫 二 大鑄師 たち は、 何處 かへ 行って しまうた。 河內の 

若者. 少し 休まうて はない か。 

人夫 一 此 頃の やうに 夜晝の 差別な くこき 使 はれて は、 身 

體 がつ かぬ。 皆の 衆、 少し 休まう ではない か。 

(十二 三人の 人夫が^ 方よ リ現 はれ 山の 上に 車战 にな 

ろ。) 

- 人夫 七 大鑄師 は 何處へ 行った のぢ や。 

人夫 八 いや、 金 鐘 寺の 方へ 出かけて 行った わ。 

人夫 二 今日は 國<ム 麼は姿 を兑 せぬな。 

人夫 一 やがて 来る てあらう。 うまく ゆけば 今夜て 盧<$： 那 

佛が纏 上る の だからのう。 

人夫 二 やう やく 鑄 上る 事に なった わ。 隨分 長い 工事で あ 

つたが のう。 

人夫 一 本統ぢ や。 何年になる かのう。 

人夫 五 鑄 始めた のが、 天平 十九 ij^ の秋ぢ や。 

人夫 一 (指折り か； てへ VO うむ。 丸 三年 ぢゃ。 

人夫 九 (老人。 身 ^が や ぜズ、 苦し さう である) 俺 も 長 
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い 苦しんだ もの ぢ や。 

人 失 六 ど うぢ や。 今 n は 一 き は 苦しげ に 見えた が：： 

人夫 九 もうだめ ぢゃ。 重い 物を擔 ぐと， ぐらく として 

倒れさ うぢ や。 

人 失 十 (同じく 老人) ^^^婆に居る問は、 樂 は出來 ぬのう。 

人夫 九 併し そ. たち は 結構な 身の 上ぢ や。 賦役が すめ 

ば、 故郷へ 歸れ るの ぢゃ。 

人 失 十 何が 結構 ぢゃ。 俺の やうな &; しい 者 は庸が 出せぬ 

によって、 毎 賦役に 出ねば ならぬ。 

人 失 五 やれ 寺ぢ や、 塔ぢ や、 役所 ぢゃ、 と此 頃の やうに 

大きな ェ窜 ばかり 續 いて は、 耐ら ぬわ。 

人夫 八 併し 丈夫で 國に歸 る もの は幸ぢ や。 この 工事で は 

火 して 死んだ もの も澤山 あるから のう。 

人夬ニ  (沈んで) 虎 舍那佛 さまの 人柱に 立つ のぢ や。 

(沈 默。) 

人夫 九 俺 は 賦役の 人た ちが 羨ましうて ならぬ。 これても 

俺 は 昔 帳！ S: まて 動めた 者ぢ や。 

人央ー どうして 生 駒の 翁 は、 その やうに 零落た のぢゃ 0 

人 九 俺 は 長屋 王の 帳 内て あつたが、 王が 皇太子 を詛ぅ 

た 罪て .H 害な された とき、 賤ほに 下げられて しまうた の 

ぢゃ 0 

人 4；<1 生 駒の 翁に は 妻 はない のか。 


人夫 九 むかし は 妻 も 子 もあった が、 人 買 ひに かどわかさ 

れ てし まラた 0 もはや 死んだ かもしれ ぬ。 生きて 居れば 

何處ぞ の 家の 奴婢に なって ゐる V- あらう。 

人夫 二 やれやれ、 氣の 毒な 事ぢ や。 

人夫 九 俺 は 紫香樂 の造營 から 引っ^いて、 こき使 はれて 

ゐるぢ や。 そのため にこの やうに 病みつ かれて しまうた 

の ぢゃ。 

(沈 默。 ) 

人夫 五 や、 大鑄 肺た ちが やって きた わ。 

人夫 十 鬼 奴が やって きた。 どれ。 (立 上ろ) ， 

(皆 立 上る 0) 

(大 鑄師 高市眞 國、 同 wir 柳 本 男 玉が 現 はれる。) 

眞國 もう 柑堝は 煮った か。 

人夫 一 まだで 御座ります。 

眞麿 (樋の 口 ^頭いて みる) 樋の 口 も、 まだ 赤うなら ぬ。 

そちた も は、 何 をいた して 居た のぢ や。 

(人夫た ち は 無言で 立 つて ゐる 0) 

00  (* 堝 か^いて 廻る。 一つの 咁禍の 前に 立 止って) 

この 坩堝 は、 どうも 火の 廻りが 面白うな い。 

玉 (場の 內，^ 見る) これ、 人夫た ち。 炭が 足らぬ。 炭 

倉から 運んで 參れ。 

(人夫た ち は 「はい。」 と：^； I へて 去ろ。 人夫 九に 疲れて 
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ひ ぢゃリ 

男 玉 好き きら ひ は 別の 話ぢ や。 早く 來て貰 はねば、 仕事 

が はかどら ぬわ。  一 

M0 大方 葛 城 若 女と たは むれて、 定めた 時刻 を 忘れて ぷ 

るので あらう。 此 SC て は 名高い 噂ぢ や。  - 

as 國 公麼 どの も、 眞 玉が 大言を 吐きながら、 城 若 女 を 1 

程よ く 欺 い て ゐる の を 快く は 思う て をら れぬ樣 子 ぢゃ。 . 

男 玉 眞玉は 葛 城 若 女 を 心から 思うて ゐ る：：  一 

眞國 そ も は 正直者 ぢ や。 眞 玉に 化かされて ゐ るの ぢゃ丄 

男 玉 いや、 我ら はよう 知って ゐる 。まことの 戀ぢ や。 一 

眞麿 眞 玉の 戀 など はどうても よい。 我ら は、 もと、 おと. 

と 弟子であった 奴から、 手足の やうに 使 はる \ のが、 履 

にさ はるの ぢゃ。 眞 玉が 公麿 どの i 工場へ 始めて 來た頃 

の 事を考 へて みるが よい。 人 も なげな 此頃 の 振舞が f 

ならぬ のが 不思議 ぢ や。  一 

8 程よ く 行 甚大 僭 正に 取 入った のが、 あやつの 出世の， 

基で あつたの ぢゃ。  ； 

男 玉 併し 眞 玉の 腕 は、 認めて やらねば ならぬ。 

國 いや、 何と 云 はれても、 あやつの 指阖て 働く の は、 一 

我ら は厭ぢ や。  一 

S 我ら- * 厭ぢ や。  一 

(沈 酜。〕  ん 


立てぬ 樣 子。) 

眞、 窘 (眼 いからせて) 皆で 行く のぢ や。 

人夫 九 はい。 (よろくす ろ) 私 奴 は御覽 なさる とほり、 

身體の 工合が 惡 うて、 思 ふやう に 働け ませぬ。 少時 休ま 

せて 下さり ませ _リ 

M 麿 ならぬ。 身體の 工合が 惡 ければ、 何故 組の 長に 屈け 

て、 休ませて 貰 はぬ のぢ や。 

人夫 九 0^,^ こぼして〕 私 奴 は 賦役で は 御座り ませぬ。 

賤奴 に 下げられ た 者で 御座り ま^  

麿 それ は そちが 悪い 事 をした から ぢ や。 行け。 牋奴は 

死ぬ まで 働く のが、 その 身の 運命 ぢゃ。 

人夫 九 ：： どうぞ 特別の 思 召で • 少し 休ませて 下さり ま 

せ 0 

0 そゃっ は札付の^：！者ぢゃ。 

0 行かねば、 痛い 眼 を 見す るぞ。 (鐡 の螫， ^取上げろ) 

夫 九 はい。 (悄然， V して 去る) 

0 はは- - 、。たうとう 行って しま 、つた。 

麿 あの やうな 奴 は、 一度 憫みを かけろ と 癖になって、 

働かぬ もの ぢ や。 

男 玉 坩禍 はま だ 暫く は 煮らぬ。 託 陀眞玉 は 今 3 はどうし 

たの ぢゃ。 

ほ 國 あの やうな 奴 はどうで もなる がよ い。 我ら は 大きら 
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(公 fi が 出て くる。) 

0  (汗.^ ふく) 暑い 窜ぢ や。 此 處へ來 ると 蒸れて 溶け 

さう； ：- や 0 

i 託 陀眞玉 が まだ 參り ませぬ。 

公麿 玉 はたに 今、 我らと 一 緒に 盧舍那 佛の御 魔に-塗り 

奉る 黄金 を 調べる がた め、 大藏 おに 參 つたの ぢゃ。 我ら 

は 一 歩 先き に 出て 參 つたが、 もう やがて 來る であらう。 

くだらの S み yo や-, ふ-、 みちの く 

§  K: 濟王敬 福が、 陸 奥より 奉った 黄金で 御座り まする 

か 0 

公. M さ うぢ や。 五 百 兩と云 ふと、 大分な 量ぢ やのう。 

S 何に いたせ、 始めて 我國に 出ました 黄金で 御座り ま 

する。 我ら も 早う 拜 みたい もの ぢゃ。 

§ この 鑄 が 終り 次第、 東大寺へ 運ばる xil ぢゃ。 そ 

ちた ち もやが て拜兑 が出來 るて あらう。 

Et- 玉 今年 位忙 がしい 目に 會 うたこと は、 近頃 覺 えぬ。 行 

基大傲 正が お 亡れ になる かと 思 ふと、 百 濟王敬 福が 黄金 

を 奉る。 天下の 嘉瑞 とあって、 年號は 改まる。 この 盧舍 

那佛 S 御前に 假 御殿が 出来て、 帝の 行幸が ある。 また、 

御讓 位て 年號が 改まる。 我ら はとん と 眼が 廻る やうて あ 

つたわ。 

00 あの 折 は畿內 七道の あらゆる 御社に、 始めて 曰本國 

に货 金の 出た よしを 使者 を 以て 奏された と 云 ふこと で 御 


座ります る。 

公磨 盧舍 那怫の 御前て 橘 左大臣の 奏せられた 命 は 立派な 

物て あつたのう。 帝 もお 喜びな される 害ぢ や。 大佛に 塗 

り 奉る 黄金 不足と あって は、 末代までの 恥辱 ぢ やと 思 召 

されて、 黄金 を 買 ふために、 逝 唐 使を發 せられる と 云 ふ 

御 相談 まて あつたの ぢゃ。 そこへ 陸 奥から、 使が 來 たの 

ぢゃ 0 

男 玉 黄金の 質 はよ ろしう 御座ります か。 

<ム 磨 唐土より 渡来した 物と 比べて、 決して 劣らぬ や うぢ 

や。 鎮玉は 御 尊體に 塗り 奉る に、 お ほよ そ 何百 兩费 さね 

ばなら ぬか、 今 大藏ハ て 計って 居る のぢ や。 時に 賦役 _の 

人夫た も は 一 人 も 此處に は 居らぬ。 どうしたの ぢゃ。 

(零落の 極く  苦しい 裝, a- した 裙戶 辨縻が 出て くる 0) 

眞麼 炭が 足り ませぬ ので、 炭 倉へ 取りに やりました。 

< ム麼 (辦麼 fj- 見て) それならば よろしい が、 怠けさせて 

はならぬ。 辨 ®o 

辨 磨 (むっつりと) 何ぢ や。 

S 何 か 用事 か。 大 鑄.！ たち は、 皆 わが 腹心 ぢゃ。 如何 

なる 秘密 も遠磁 はいらぬ。 

辨麼 託 陀眞玉 は 居らぬ か。 (諸方 V ^見通す) 

S 眞 玉に 會 ひたいと 云 ふの か。 それならば 今少し 待つ 

がよ い。 (間) 辨麿、 眞 玉に も闲っ たもの ぢゃ。 近頃 は 
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殆んど 傍若無人 ぢゃ。 

S 傍若無人と は：： 

公麿 慮 舍那怫 鑄 造の 功 を 誇って、 人 を 人と も 思 はぬ のぢ 

や。 大鑄師 たち も 皆 心の 內 では. 善く 思うて は 居らぬ の 

ぢゃ。 

0^  (獨 語の やうに) この やうな 大工 事の 場處 では、 何 

處 から ともなく 大 石が 降つ て 来たり、 煮った 銅が 流れて 

きたりす る もの ぢゃ 0 

00 さ うぢ や。 人の 恨 を 買 ふと、 恐ろしい 目に 會ふ もの 

ぢゃ。 眞 玉も氣 をつ けねば なるまい。 

公麿 これ、 何 を 云 ふの；：' や。 その やうな 氣の 荒い 事 は 云 

はぬ もの ぢゃ。 我らが あれ 程 云うて 聞かせても まだ 分ら 

ぬか. - 

眞麿 我ら は 土 や 煮った 銅ば かり あっかって 居る ので、 馴 

れぬ 人間 を 手に かける と、 つ い 手荒な 眞似 をして みたく 

なる の ぢゃ。 惡ぃ 心で はない わ。 はは ：： 

眞國 さ うぢ や。 よう 云うた。 全體眞 玉の やうな 勝れた 男 

は、 我らが さつな 人間と は、 氣が合 はぬ もの ぢゃ。 

公麿 あの 通り ぢゃ。 我ら もこれ について は 心を惱 

まして ゐる。 眞 玉の 振舞 を 見れば、 我らと て 腹 は 立つ。 

が、 そこ を 凝 乎つ と 押へ てみ るの ぢゃ。 何 は ともあれ、 こ 

の 鑄 造の 終る まて は、 眞玉は 大切な 身體ぢ や。 私の K で、 


もし 殺された と 云 ふやうな 翦 があって 見ろ。 それ こそ 大 

變ぢ や。 皆 も、 そこ をよう 考 へて、 蟲を 押へ て 居って 貰 

はねば ならぬ。 天下の ため ぢゃ。 我らが 賴む、 

00 公 腐 どの I- お頼み さへ なくば、 もうとうに 眞玉は 土 

；」 埋 つて ゐ るの ぢ や。 

M0 鑄 造が 終る の も、 もう 問 もな い 事ぢ や。 たと へ 足場 

の 板が 折れて、 眞 逆さまに 一？^ ちょうと， 坩堝が 破れて、 

銅の 煮 湯が 一 面に 流れようと、 その後の 事 は 我らの 知つ 

た 事て はない わ。 

辨麿 (眼，^ 光らす〕 續造は 何時 終る のぢ や。 

公麿 鬼に 角、 今夜 御 頭に 銅 を 注いて しま ふつ もり ぢゃ。 

それから 螺髮を 鑄 上げねば ならぬ。 これが 大變ぢ や。 長 

ゝ りか 、るの. てのう。 

辨麿 (鈍い 整で) 今夜 ぢ やな。 

公麿 さ うぢ や。 今夜の 仕事 を濟 してし まへば、 眞 玉も樂 

になる のぢ や。 (間) 人夫た ち は 遲ぃ事 ぢゃ。 また、 何 

處ぞで 油 を資っ て 居る ので あらう。 炭が 燃え 切って しま 

ふわ。 早う 參 つて 伴れ て來 るが よい。 

(三 人の 大 ば 「仕 やうの ない 奴等；^！? •。」 と 云 ひ 

ながら 去る 0) 

辨唐 (異樣 な 表 iw) 葛 城 若 女 は、 もう s_g 玉 を 見限った と 

云うた な。 
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公 魔 さ うぢ や。 娘 は 賢い 女子. ちゃ。 眞 玉の 心根 を 見 被つ 

て ft 頃は會 ひもせ ぬ。 

辨磨 (沈んだ 恐 k: しい S で 凝 乎つ と 公 iifj- 見つ. S てるろ。 

やがて) そ も は 惡人ぢ や。 恐ろしい 奴ぢ や。 (しわがれ 

た で) 惡 人で-.? 恐ろしい 奴ても ない。 葛 域 若 女が：： 

(f-it は 狂氣の やう に なって、 s けて、 行って しま 

ふ、 

公 營 r 後ん、 見送って) 愚かな 奴 ぢゃ。 あの やう に 零落す 

ると * 心まで が 愚かしう なる。 係し あやつ も 我らの ため 

に は、 なくて はならぬ 男ぢ や。 藥は 十分に 利いた や うぢ 

や。 面白い 見物て あらう。 

(大 鑄師 が、 人夫た ちに 炭，^ 撸が ぜ て 出て くる。 人夫 

たち は 汗に ぬれ ズ るろ。) 

S  (人夫 九が 後れて ょス めくの 見て) こら、 そち は 

先刻 怠けよう とし た 賤奴ぢ やな。 早- 「歩かぬ か。 

人夫 九 (あへ ぶ、 ながら) 大鑄師 さま、 ど、 っぞ お許しな さ 

れて 下さり ませ。 私 はも、 「步け ませぬ。 (倒れる〕 

S え、 歩け と 云 ふに、 (足 Li て 续る。 人夫 九ば、 域ら 

れた ま、、 呻吟って ゐろ) 手の か、 る 奴 ぢゃ。 これ、 誰 

かこ G 翁 を 伴れ て 行け。 

人夫  一二 はつ。 (炭 yj^ そこに „5H んで、 人夫 九,^ 抱へ て 去 

る。 他の 人夫た ちば、 皆、 その後 vJ- 見送ろ) 


(眞 玉が あら れ る。 人夫 十が 南無 S: 彌 K 佛と 小さな 

聲で 云 ひながら、 人夫 九の 炭 で 擦 いで 積 み 上げた 虔へ 

持って ゆく。) 

男 玉 そ 炭 を 壕の 內に 入れる のぢ や。 (人夫た ちば 默っ 

て 炭 fse 濠の 內へ 投げ入れ る0 火が 烈しく s!w つてく る) 

C. 大鑄 « たちば 鐵の箬 で 炭 V:- 搔き廼 して ゐ る。〕 

眞玉 (公麿に) や、 黃金 C 敷が 合 はぬ ために 思 はず 遲く 

なりました。 錮 汁の 加！！？ S は. g 何で 御座" ます" 

公麿 炭が 十分でなかった ので、 まだ 煮らぬ や うぢ や。 

.眞 國 (一 っ坩塌 vJ- 視 いて) この 坩渦は 駄目 ぢゃ。 どうも 

火が 廻らぬ。  ■ 

(ロが-^へ第にくれる。 i-^ の內の 炭が 紅 く 輝く 0) 

眞玉 (地 に 手 ,-5 ^あて、 みろ) もう 土が 熱くな つてき た。 

早く 鋼が 煮えて くれ わば。 (坩 3^,-?^ 親 い て廼 ろ) 人夫た 

ち、 鞴を 踏め。 

(人夫  一、 二、 三は鞴 ふむ。 眞國眞 麿の 二人 は、 眞 

玉が 坩^ 觀ぃ v-® るの ズど 見ろ と、 急に 中央に 集って 

腰，^ 下る す。 火が 壯んに 燥ろ。) 

(沈き 

公麿 眞 玉、 今夜 は 鑄 上る であらう のう。 

眞玉 (坩塥 に 耳 fj- つけろ やうに し \^、 音ん、 さいて ゐ ろ。 

徵笑) 大丈夫、 纏 上ります。 ぉ閗 さなされ ませ。 も-つ 銷 
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M 呉 男 
麿國玉 


が 煮って 參 りました。 

S 我ら は 鳥渡、 東大寺まで 行って 来ねば ならぬ。 火急 

の 用事 を 忘れて 居った。 眞 玉、 すぐ 歸 つて 来る つもり ぢ 

や。 後 は そちに 頼む ぞ。  . 

眞玉 行って おいでな され ませ。  ..j 

(公麿 去る。 大鐃 M 二人ば 樣な眼 附で點 頭き 合つ 一 

て、 その後,^ 見送る、 玉 は、 坩堝， a- 聽 いて 廻ろ 0) ： 

男 玉 (一番 右の 極の 口 ^服いて) もう、 大方よ ささ うぢ 

や 0 

3i! 玉 (舰 く) うむ。 (K 次に 次から. T ズ へと 親いて 廻ろ 。一 

最後に 左の 拠の 口， < ^舰. V 、終き 終って) 土が 大分 燒 けて 來 

たや うぢ や。 (驛 高く〕 大鑄師 たち、 各 持 場 を 定めねば 

ならぬ U 集まって 下され。 (男 玉 一人 眞 玉の 傍へ 來 る。， 

他の 二人 は 返 率. かしない。 眞玉 は、 決然と して〕 高市眞 

國、 眞磨、 早う 來 ぬか。 

(二人 は 不承々々 に 來 ろ。) 

眞國 眞玉、 我ら は そちの 命で 動く 大鑄師 ではない のぢゃ 0 

眞麿 造 營長國 公磨の 命て 動いて ゐ るの ぢゃ。 

M 玉 (勃然として) 大鑄師 、公の 仕事 ぢゃ。 そちた ちが 

懈怠いた せば、 我ら はすぐ 東大寺へ 訴 へて、 事の 曲直お 

檢 ベて 貫 ふまで ぢゃ。 (二人 は默 つて ゐろ) 男 玉、 そち 

はおの 一番の 坩禍を 持つ のぢ や。 人夫 は 十人ぢ や。 ： 一 


男 玉 十 人、 糠に つく 者 を 入れて ぢ やな。 

眞玉 さ うぢ や、 眞國。 そち は 二番の 坩堝 ぢゃ。 大鑄師 の 

敷が 足らぬ ゆ ゑ、 三番 四番の 钳堝は 我ら 一 人で 持つ。 

五番が 眞腐ぢ や。 人夫 は 各 十 人 づっぢ や。 人夫た ち" り 仲 

問 を 呼ん て來 るの ぢゃ。 (人夫た ちの 内よ リニ 三人， 呼 

び L! ゆく) 鳙を ふめ。 (五つの 鞴 に 二人 づっ、 人夫が 付 

いて、 一. li- 懸命に ふむ) よし、 その 勢 を ゆるめて はなら 

ぬ。 (人夫た ちが どやく と 大勢 やってくろ) 人夫た ち 

の 内 より 八人づ つ、 二 組、 三番 四 番の 坩堝に つくの ぢ や。 

(人夫た ち 云 ふ やうに なろ) 

(一番の 坩堝から) 人夫、 八 人 だけ 此處へ 来い。 

此處へ も 八人ぢ や。 

我らの 處へ も 八 人來る の ぢ や。 

(混亂 した 人夫の 群が 漸く、 八人づ つに 分れて， 各坩 

禍の 傍に 集まろ。) 

露 玉 炭が 足らぬ わ。 (人夫 炭，^ 入れろ。 玉ば 樋の 口，^ 

凝 乎つ と^いて ゐ る) 

(他の 大鑄 M たちむ  一 .ij.- 懸命に 樋の 口,^ 視 いて ゐ ろ。) 

男 玉 随の 口が あけぼの 色に 燒 けて 来た わ。 

眞玉 (四 称に 移ろ) まだ ぢゃ。 まだ ぢ や。 まだ 銅 汁 を： 汪 

いで はならぬ。 

眞國 二 * の 熥のロ も、 紅くな つたわ。 
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辨  眞 
麼 やれ 玉 


また 刺す) 眞 玉の 血が 樋の 口へ 流れ こむ わ。 濃い 紅い 

血が：： 

眞玉 (苦しむ〕 辨 腐：： 

男 玉 (また 辨 麿に 組 付く) 人夫 達 は 何 をして ゐ るの ぢ や。 

(人夫た ち バラ-^ と K けよ つて、 とうく 辨 腐1^ 押 

へつ ける。 「太 政せ へ曳 いて ゆけ。」 などと 叫ぷ もの 

が あろ。) 

辨暦 放せ、 放さぬ か U 我ら は 太政官 へ 自ら 行く。 自首す 

るの ぢ^  

(お 城 若 女が 狂氣の やうに なって、 あら はれる。) 

al 玉 in? 城 若女ぢ や。 葛 城 若女ぢ や。 

(人々 動搖 す。 お 城 若 女ば 眞玉 L1 すがりつく。〕 

お 城 若 女 (血，^ 吐く やうに) 眞玉 さま、 眞玉 さま：： 

SS! 玉 (漸く 眼，^ 開く) お 城 若 女 か：： 

お 城 若 女 (泣く) 何と； W ふ 情ない 御姿ぢ や：： 

el 玉 辨 腐が：： 憎い 奴ぢ や：： 

城 若 女 (血^ かへ て) 辨^、 何て この やうな 酷い 窜を 

したの ぢゃ 0 

辦麿 (荒繩 に て、 人々 に 縛られて ゐる) 我ら を 太 政官へ 

曳 いて ゆけ。 

男 玉 (お 城 若 女に) いま 潮く 鐃造を 終った ところに、 こ 

の 辨 腐が 疾風 の やうに 走って さ て 、眞玉 を 刺した のぢ や。 


白烟 彼， .J* 包む) 南無 行 基 菩薩々 々 々 ： ： 

男 玉 (立2^<?.^烟に包まれて姿は見ぇす) まだ、 火 を 返 

いて はいかぬ。 

Mm  CS じく 姿 は 見えす) 左の 壕の 火が 强 過ぎる わ。 

Mm まて、 まて。 もう 炭 を 入れて はならぬ。 

(白煙の 內 11、 影の やうに、 入 亂れて 人々 の 姿が 動く 0 

何やら わめ く^が 喧しく きこえろ。 少 so  .a 烟次第 LL 

薄くな ろ。 大きな 刀が 右の 方から 出る。 突然 疾風の や 

うに 游戶辦 ir か！^ けて 來ろ。 中央に 凝立して 念佛 すろ 

KI 玉に 近づいて、 刀 子，^ M かして、 その^;:,^刺す。) 

(前によ るめ く) 誰ぢ や。 (三番の 拠の 口 の 傍 に 倒 

<o 誰ぢ や。 (血が 流れ ズ、 樋の 口に 入ろ) 辨麿ぢ 

ひ。 恐ス しい^で、 辦 暦，^ つめる。 啤吟 の聲) ：： 

(餌 色 蒼、 さめて) ：: 

(大 餳師 人夫た ち 騒然と して 動搖 すろ。) 

男 玉 (K けよ リて、 後よ リ辦 磨，^ 羽 後- 1 めに する) 何 を 

する の ぢゃ。 これ 辨. g リ 

辨麿 放せ、 え X、 放せと 云 ふに。 眞玉は 憎ん て も 倦き た 

ら ぬ奴ぢ や。 いま 呼吸の 根 を 止めて くれる わ：： 

男 玉 此處を 何處ぢ やと 思 ふの ぢゃ。 これ 辨磨。 氣が狂 

うた 力：： 

辨麿 (男 玉，^ 扳 放して) かう してやる のお や。 cjlM 玉,^ 
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城 若 女 ：： 我 身 はも、 つ 久しい 前から 薄々 知って ゐ たの 

ぢゃ〕 あ：： (慟哭) 眞玉 さま， 私が 惡. つ 御座り まし 

た。 知って ゐ ながら どうしても、 あなた さまに 打 あけて 

申 上げる 事が、 出来なかった のぢ や：： 始終、 それと な 

く 他の 事に よそへ て^ 上げても， あなた さま は、 その 心 

をお lis りなされ なかった のぢ や：： 

K 玉 jo? 城 若 女、 手 を：： そなたの 手 を：： 

城 若 女 (手な 出す。 M 玉し つか リ とそれ vJ- 扱る) 何 か 

につけて 合點の ゆかぬ 父の 素 振 を 見て、 何時ぞや、 春 日 

野で あやし い 女子が 占うた 搴 も 思 出され、 案じられ てな 

ら. 2 ゆ ゑ、 来て みれば この 始末 ぢ や。 

眞玉 父と は：： そなたの 父 か。 公磨 か：： 

お 城 苦 女 はい。 (働 哭) 情ない 事て 御座り ま ^  

公麼 (何時の 問に か、 來てゐ ろ〕 葛 城 若 女、 そなた は * 

この 年を取つ た 父を誣 ひて まて. 男に 付きたい のか。 

(辦麼 は 凝 乎 つと 公 is^ 見つ， S てゐ る。) 

お 城^ 女 0^ 氣の やうに) 父上、 あ 、。父上。 どうして、 

その やうに 恐ろしい 御 心に なられた の ぢゃ。 

(辦麼 は 次第 LLK;- ざめ てく ろ。〕 

§ これ、 娘、 無^な.^ を 云うて、 たった 一 人の 父 を 苦 

しめて、 何になる の ぢ や」 辨 磨が 出来した 事に、 俺が 何 

の關 係が あるの ちゃ。 氣を 鎮める がよ い。 此處に 居る 大 


鑄師 たち も 知って 居る。 今少し 前、 つまらぬ 事の 起らぬ 

やうに、 俺は變 によく 論して きかせた の ぢゃ。 

辨磨 (？ if  く考 へ な が に， 〕 さう ぢ や。 不思議 ぢ や。 

城 若 女 父上、 私に は 云 はれませ ぬ。 (泣く) 一方 は 

生みの親 ぢゃ。 J 方 は 戀人ぢ や：：。 父上、 私 は 何事 も 

よく 知って 居り まする：： 父上 の 御 心 は 鏡に かけて み る 

やうに- よう 分つ てゐ るの ぢ i!J  詛 うても 足らぬ 恨ぢ 

や。 死んでも ら ぬ恨ぢ や：： 

S  (火の やうな 眼附 で) 城 若 女， そなた は 眞玉を や 

はりむ かしの やうに 慕うて ゐる のか。  . 

お 城 苦 女 (辱 か しめられた やうに 反 問する) 慕うて ゐる 

辨磨 .V なた が 眞玉を 捨てた と 云 ふの は噓ぢ やな。 

i»? 城 若 女 眞 玉 さま、 眞玉 さま。 (眞 玉 動かす。 お 城 若 

女 は 凝 乎と！ e 玉の 亡 鹿， 见ろ) は あ：： もう 呼吸が 絕 

えたの ぢ や。 (恐る しい^ ざしで、 ゆ r や 見つめろ。 突然 

立 上つ ズ、 合掌した ま、、 炭火の^-」 飛込 i うとす る) 

南無！：  g 陀佛： ： 

公麿 (抱 止めろ〕 これ、 娘、 何 をす るの ぢゃ。 氣が 違う 

たの か。 

(人々 動搖 すろ。) 

^：？城若女 (泣 伏す) 詛 うても 足らぬ 恨ぢ や。 死んでも；^51 
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ら ぬ恨ぢ や：： 

辩麿 (間,^ 置いて) 公磨、 そち は 我ら を 欺いた な。 よう 

も 我ら を 欺いた な。 (公麿，^ 睨む〕 

公磨 俺 は そちに 諭して きかせた だけ ぢゃ。 

辨麿 嘘ぢ や。 そち は 我らに 何と 云 ふた。 眞玉は 傍若無人 

で 人 を 人と も 思 はぬ。 併し 天下の ため ぢゃ。 この 鑄 造の 

終ろ まで は 何事 もあって はならぬ。 葛 城 若 女 は S い 女子 

ぢゃ。 近頃 は眞 玉と も會 はぬ とそち は 云うた のぢ や。 今 

一 つ 云うた 事 を、 よも そち は 忘れまい。 盧舍那 佛の鑄 造 

が 終れば 恩賞 を 授けられて、 名 を 犬 下に 馳せ るの は眞玉 

一 人 •> り や、 我ら は 犬 骨折つ て騰に 取らる、 やうな つまら 

ぬ 役 廻り ぢゃ。 眞 玉が 名高う なれば. 辩腐、 そ もな ど は 

一 生 浮 ぷ顧は あるまい。 眞玉は そち を 憎んで ゐる。 俺が 

葛 城 若 女 を そちに やら-つと 云うた から ぢ やと、 昨日、 此 

處へ 來る途 で、 そ も は 云うた のぢ や。 

公 S? (冷やか に) 辨麼、 そち は 血迷うて ゐ るの ぢゃ。 成 

程、 眞玉を 傍若無人 だと は 云うた。 天下の ために 事が な 

いや、 つに せねば ならぬ と は 云うた。 夫 は そちの 荒んだ心 

を 戒める ためて あ つ た の ぢ X 

あ ざむ 

辨磨 いや、 も、 つ 我ら は 欺かれぬ。 成程、 た *v きけば 何事 

もない 言ち や。 併し、 その やうな 言が、 どれほど 我らの 

荒んだ心に 毒 を 刺す かと 云 ふ 事 を、 そち はよう 知つ て 云 


ふの ぢゃ。 

公麿 それ はそュ つが？ 1$ を 求める のぢ や。 

辨麼 葛 城 若 女、 死なねば ならぬ の は 我ら ぢゃ。 眞 玉と 辩 

B と は， 盧舍 那佛鑄 造の 人柱 ぢゃ。 (立 上って-: 灰 火の 掾 

飛込む。 烈しい 動搖。 人々 の 口から い 叫 It が ほとば 

し ろ〕 

城 S 女 (突然紐^^上げる) さ うぢ や， 人柱 ぢゃ， 眞玉 

さまの 紅い 血が、 樋の 口に 流れ こむ：： 何時までも 何時 

まで も 流れ こむ：： お 顏が眞 白うな つてし まうた。 (泣 

く) あ \、 眞玉 さま は-死ん-て しまうた のぢ や：： Qall 玉 

の 屍 に 取す がろ。 働哭 J 

—— 幕 11 

第 四 幕 

第 一 場 

雪の 夜。 空に I ^に 晴れて， S の 光が 刺す やうに 輝いて 

ゐ る。 支那 風の 占虽裹 上に、 年老いた る吉備 備が童 

子 一 人. 召 つれて 天文ん、 兑てゐ ろ。 

大きな 不思議な 形の 計、 漏刻， 天球 俵な どが、 並 

ベ ズ ある。 占a^«の周圍はバ ビ 口 ン 風の 裝飾, 小 ほど： 

した 欄で か： まれて ゐろ. -榻 二三 脚、 小 卓 個、 a; 備 
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奈露奈 M 祭 
ゑ 良備 良 備 & 


も # 、子 も 支那 風の 服装、 a 備に 頭巾，^ かぶ リ 厚い 鶴氅 

,^^6てゐろ。 人物の 姿 はすべ て黑 い 影 椿の やうに え 

ろ。 低く 平城京の 火光 塔 影 vj- 望む。 光爛々 たろ 尊 星が 

長い 23 fj- a? いて 天の 一 方 にか、 つて ゐる。 

00  (横 效が黑 く ハ -ソキ "見えろ や うに 立って、 凝 乎と 

星，. 見て ゐろ。 支那 風に 少し 残した 颚~ おが 片 假名の ノの 

字の やう Li はれて ゐろ) も-つ 何時 ぢゃ。 

子 只今 陰陽 寮て、 三更の 鼓 を 打ちました。 

0 夜が 更けた のう。 そ > り は 眠いで あらう。 

子 いえ、 眠う は 御座り ませぬ。 

倘 雪が 晴れた ため か、 寒うな つた や うぢ や。 春と 云 ふ 

のに、 豪い 大 露であった のう。 

童子 お 風邪 をお 召しな されて はなり ませぬ。 もうお 歸り 

なされ ませ。 

M 備 うむ. 俺 もやが て歸 る。 そち は 先き に參 つて 寢 るが 

よい。 

ま 子 老公の 御. 凝み なされ ませぬ 内 は、 ど、 r しても 私は寢 

まれ ませぬ。 

M 備 俺が 命ずる のぢ や。 寢 るが よい。 

索 子 それて はお 先に 御免 を かう むります。 (ー禮 して、 

下 に 降リ ろ) 

M 備 (寂然と し ズ 天の 一方に か、 つた 鋒 星 か てゐ る) 


見れば 見ろ 程 不思議な 星ぢ や。 陰氣： 大に 上って 凝って 藝 

星と 化り、 妖光を 吐く。 これ はよ い 兆で は あるまい。 (長 

い 沈默〕 俺の 身の上 ぢゃ。 ふむ、 今 朝廷に 於て は、 藤 

原 仲 腐が K. 思議に も， わ づか四 五ケ 月の 間に、 俄に 權カ 

を 得て 新 帝 を さし はさんて、 s から 政 を 行うて る。 不 

安な 時ぢ や。 仲 腐 はかの 鹿嗣の 從兄ぢ や。 妖虽の 光に 毒 

されて、 紫微 宮中の 文 曲 星が 光を變 じて ゐる。 ふむ。 俺 

の 身の上に 何 かよから ぬ 事が あるて あらう。 氣を つ けず 

ばなる ま い。 

(長 い 沈 默。〕  ， 

(橘 奈^ 磨が、 私 か に 相模资 人/」 伴れ て、 占： Hu 裏 上-,. L 

現 はれる。) 

0 吉備 公、 吉備. 公。 

誰ぢ や。 この 深夜に、 誰ぢ や。 

0 我らて 御座る。 橘奈ぉ 磨ぢ や。 

何、 左少辨 どの か。 何し に 參られ た。 

麿 吉備 公に 內密 にお 話しいた したい 事が 御座った ゆ 

, かく 深夜に 及んで、 わざと この i 臺へ お尋ね 致し 

たのて 御座る。 相模资 人、 そち はこの 階の 上に かくれて、 

見張り をいた せ。 

相 模資人 はつ、 畏まりました。 (階の 上-」 立って 見張つ 

てゐ ろ) 
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備 俺に 密に 話したい 事が あると 云 はる \ か。 

奈良麿 さやうて 御座る。 (二人 は榻に 腰かけろ) も は 

や 夜 も 更けた る 事 ゆ，^、 御迷惑と は 思 ひまし たれ ど、 何 

さま、 御身の 上に か \ はる 事 ぢゃ。 早速お 知らせい たさ 

ねばと 思うて、 推參 致した 次第て 御座る。 

S ふむ、 俺の 身の上に か、 る 事と は、 如何なる 事で 御 

座る か。 

S0  otl^ ひそめて) 吉備- 公、 御用 心が 大事 ぢゃ。 今 

宵 朝廷 に 於いて は、 御身 を筑紫 に 左遷す る議が 定まり ま 

した ぞ 0 

S 何 、 俺が 筑 紫に 左遷 さ る、：： 左 少辨ど の 、 如何な 

る 罪で 左遷 さる  >- の て 御座る か。 

S0 それ は 我らに も 分り ませぬ。 父 諸兄が 朝廷より 歸 

つ て參っ て、 我らに た、. - 一 言、 吉備公 は筑前 守に 任ぜら 

れた。 あの 御 § て筑 紫に 下向 さる、 は、 ぉ氣 の？ j£ ぢゃ 

と 申しました ゆ ゑ， 筑前 守と は 如何なる 仔細て 御座る と 

聞き ましたが、 父 は K. 與げ に、 海外が 多事 ぢゃ。 吉備公 

は軍學 にも 勝れた 御 人 ゆ ゑ、 太宰府の 防禦に ついて、 お 

力 を^らねば なら ぬ^が あると 云 ふの ぢゃ。 近頃の 朝廷 

の 事 は 我らに は 分らぬ と、 かう 申して、 奥へ 入って しま 

ひました。 .ii" 備公. これ は 仲 磨の 仕業で 御座る ぞ。 (扣 

模资 人が^い 服で こっち，^ 錢 つて ゐ ろ) 


S  (沈思す ろ) 左少辨 どの、 i なされ。 (立つ 乂天 

. ^指さす) 御身の 今 云 はれた 事 は、 旣に 天文に 现 はれ 

てゐ るの ぢ や。 あれが 紫 微宮ぢ や。 紫微宮 の 南に 當 つて、 

あやしい 光 を、 燥々 と 吐く 彗 M が ゆるで 御座らう。 

血の やうな 色の 星て 御座る か。 

眞備 さ うぢ や。 あの 星の 妖 光に 妻-せられて 紫微宮 は、 色 

を變 じて ゐる。 やがて 阈 家に 大難の 来る 兆 ぢゃ。 

奈 i ^磨 大難の 來る 兆と 申さる、 か。 

00 さ うぢ や。 あの 妖星が やがて は 紫 微宫中 を 犯す で， あ 

らう。 その 時が 大切ち や。 左少辨 どの、 我らの左遷はぃ^^ 

歴 として 紫微 宮中に 現 はれて ゐる。 

0M0 なろほど天文は^？？-はれぬもので御座る。 我ら も吉 

備 公の 御敎 によ つてい さ X か ひ當る 事が 御座る。 

M 備 た 、v 今 朝廷に 於て は 二つの 朋黨が 、 暗默 の 內に& う 

てゐ る。 俺 は その 何れが 是な るか を 知らぬ。 た 折に ふ 

れ 時に 應 じて * その 爭が 火花の やうに、 俺の 眼に 映る だ 

け. ちゃ。 たと へば 此 度の 大怫鑄 f3 にしても、 帝が 大願 を 

御發 しなされ てより 旣に十 年を越え て、 今 漸く 成就し よ 

うとして ゐる。 その 間に 起った さまぐ の 出來^ は、 皆 

兩 黨の& ひが 外に 現 はれた 火花に 過ぎぬ。 左少辨 どの、 

御.：^1- を 前 に 置いて • かや うな 設 法な 致す は 、 烏滸が ま し 

い 粲て御 るのう" 
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さ 小. u 腐 我ら を その s: の 一人と 申さる-の-て 御座らう。 

お 〈備 さ うぢ や。 二つの 朋黨 は、 その 原に さかのぼれば 結 

局、 御身と 仲 g との 不和に 歸 する かも 知れぬ。 併し、 大 

佛ゅ！1^3の場合には、 行^と 玄防法 肺との 確執と なって 现 

はれて ゐ るのお や。 

S0 玄^ 法師 はも はや 入滅して 久しうな るて は 御座ら 

ぬか 0  . 

SM 備 玄 防 は 死んだ が、 玄 防の 精神 は、 後に 現 はれた さま 

ざまの 人に よって、 受けつ がれて ゐ るの ぢゃ。 行 S とて 

も、 今 はなき 人の 數に 入った が、 稱^；？念佛を修樂の根本 

として 本 地乖跡 を 信ず る 彼の 主張 は、 民の 心に 深く 殘 つ 

てゐ る。 かのーー人の確執を，慽は|^^考へてみたが、 要す 

るに 二つの 思想の 對立 する 所に 起った 火花 ぢゃ。 

S0  二つの 思想と 中す の は 何て 御座る。 

§ 玄防は て舉問 をした 定師ぢ や。 彼の 魂に は、 天 

竺ゃ s: 域の 匂 ひが 染み こんて ゐる。 行 基 は 元 束 この 日本 

の 土 のお ひ を、 常に 忘れ 得ぬ 男ぢ や。 この 二つの 思想の 

確執 は、 決して 今 始まった 事て はない。 始めて 佛 法が 我 

國 に渡來 した 時より 連綿と して 絕 えぬ gf, ぢゃ。 物 部守屋 

と 蘇 我 S1 子が S に 血 を 流した の も、 やはり この 確執が 原 

になった の ぢゃ。 

併し 物 部 守； S は に 蘇 我 Kil 子に 亡ぼされた では 御 


座らぬ か。 

00 古今 成敗の 跡な- 兑れ ば- 人心の 歸 する 處が掌 を 指す 

やうに 知らる、 もの ぢゃ。 守；^ が 負けた の は 決して 守 崖 

の 罪て はない。 時代の 人心に K いたから ぢゃ。 

S0 怫法を 斥けた のが、 民の 心に 叶はなかった のて 御 

座らう い 

眞備 この m 本の 國が、 もはや 籠來の 培 純な 思想 だ けで は、 

育たぬ やうに なって ゐた 時に 怫法を 斥けた 守屋の 固陋な 

さま. U け 

心 は、 卽ち 人心の 碍 となった のぢ や。 然るに 人心に 乘じ 

て 勝ち ほこった 蘇 我の 一 族 もやが て 藤 原 家に よって」 しぼ • 

され わば なら なくなつ たの ぢゃ 0 

奈. Rii それ は 蘇 我 入 鹿が、 一門の 榮 華に 溺れて 傍若無人 

の 振舞 をいた したため ぢ やと、 きいて 居ります る。 現在 

我ら は 蘇 我の 一族に 劣らぬ 15& 横な 振舞 をな す 奴 原 を 見 

て、 やがて はと 思-つて 居る の-て 御- M る。 

(相 模资 人が、 熱心 に奈良 磨の 言，^ き ぃズゐ る。) 

ほ〈 備 入 鹿が 誅 せられた の は、 御身の 云 はる- -專橫 な 振舞 

のた めば かりで はない。 唐土 天竺の 學 間に 育てられて、 人 

の 心が、 わが 日本の 國の 成立 を、 深く かへ りみ たの ぢゃ。 

そこで 神祇に 仕 ふる 中 ほ の 家から、 鎌 子が 出て 蘇 我の 一 

族 の 政 機 を雜ひ 神武 以来 の 帝の 政に 返し 奉った のぢ や。 

奈 ftl 麿 然ら ば 藤 原 氏 は、 政 を 私した 事 は 御座り ませぬ か。 
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0 藤 原 氏 は 次第に 榮 えて、 第二の 蘇 我 氏と なった。 御 

Ig はし いのは、 尾王ぢ や。 遂に • 上宮 太子の 御子 山脊 

王の 饊を ふませられ たの ぢ や。 

わが 橘の 一 族 は、 あくまて 長 is 王の 罪 無き 次第 を 

朝廷に 於て 陳じ爭 うたので 御座る が、 力及ばず あの やう 

な 情ない 御 最期て 御座った。 

S 長 王の 遗子 安宿 王、 黄 文 王 は此頃 はどうして 居ら 

る- -0 

S0 曰 陰 者の 世に 捨てられた 御暮 しで 御座る。 我ら は 

ぉ氣の S ゆに 思うて、 私 かに 御 補助いた して 居ります る。 

S_M 備 當分 世の中に お出になる 第 は 出来まい。 

S0  士 M 備公、 まこと を ゆせば 安宿 王 黄 文 王の 御 事に つ 

いて、 い ささ か 御意 を 得た き 仔細 あ つ て 我ら は參 つたの 

て 御座る が、 まづ その 前に 吉備 公に 伺 はねば ならぬ 事が 

御 鹿る。 

ほ 倔 何で 御座る。 

0n0  (刀の 柄，^ 堅く 握って) 吉備公 は、 我らと かの 仲 

磨と、 もし、 不幸に して、 劍戟の 間に 見 ゆる 機が 來 たな 

らば、 何れに 黨 せらる. -ぉ考 で 御座る か。 

S 俺が どちらに 黨す るかと 云 はる i か。 (眞備 は 深く 

奈.：；-§?,^-兑っめろ) 

和 雲 人 (突然) 誰か 此處 へ參る やうて 御座ります。 


00 何ぢ や。 誰か 來 る。 (身 構し ズ、 上 リロの 方，^^ ふ) 

爲備 か X る 深更に 及んで、 この 占 星臺へ 上って くる は 

ない 箬ぢ や。 そちの 問き ちがへ ではない か。 

相模资 人 (凝 乎つ と 聴きす まして) いえ、 誰か 上って 參 

ります。 糙 かに 足音が きこえます。 

(お 城 若 女が 樊，^ 根亂 して、 ほの 白い 装で 現 はれろ。) 

奈良麼 誰ぢ や。 そち は 誰 ぢゃ。  ， 

^3?城若女 (聲 高く 笑 ふ) 眞玉 さま、 御 なされ ませ。 美 

しい 處ぢ や。 あれ、 あの やうに 一 面に 蓮の 華が 眞 白に ハ 

いて 居ります。 行 ^=5^ 菩薩が お出て なされた。 にこやかな 

御顔 ぢゃ 0 ほ i  、  \o 

00 そち は 葛 城 若 女て はない か。 どういた したの ぢゃ。 

^3?城若女 (走りよ っズ、 備にす がろ) あれ、 大^正 さ 

ま。 お助けな されて 下さり ませ C 循戶辨 IT が、 恐ろしい 

顏附 て、 追 かけて 參 ります。 

眞備 葛 城 若 女、 そち は氣が 狂うた のぢ やな。 

^„?城若女 帝 さまが お代りな された のて、 折角 鑄 上った 盧 

舍那佛 さまが、 怒って おしま ひなされ た。 その 證據に は 

何 を 申 上げても、 返事 をな さらぬ。 (泣く〕 情ない 事ぢ や。 

託陀痕 玉が 慘 い^に 會 うて 死んで しま ひました と 我 身が 

云うても、 知らぬ顔 をして お出でな さるの ぢ や：： 

奈良 11 國 公麿の 娘て 御座るな。 戀 人に 死なれて 狂氣 いた 
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せし と は、 かねぐ 聽 いて 居り ましたが. 何 さま 正體が 

御座らぬ。 これ、 娘 子。 この やうな 雪の 夜 更に、 何と 思 

うて さまようて 歩く の ぢゃ。 恐ろしう は 思 はぬ か。 

城お 女 恐ろし いのは 父上 ぢゃ。 心の底 は 夜， 义の やうな 

御方ぢ や。 

EI 備 戀 人の 死 を、 まのあたり みて、 か弱い 少女 心が、 ふ 

と 取りつ めて しまうた のぢ や。 左少辨 どの、 託陀眞 玉と 

云 ふ佛師 は. 戀の 恨て 殺された と 中す は 誠て 御座る か。 

奈良麼 されば で 御座る。 我ら も 人傳に 聞いた のて 御座る 

が、 才を嫉 まれた とも、 戀 の恨ぢ やと も、 世の^ はさま 

ざまて 御 嘆る り 

お 城？ お 女 (s^ ふ) 

戀 しき 人 を 待ち くらす 

少女 心の わびし さ を 

知る や 知らず やしの.., めの 

光 は 射しぬ、 ほのぼのと。 

S0  ：: 哀れな 者て 御座る のう。 

相 換资人 これ、 娘 子、 ハ乂御 母御 も 案じて 唐ら る \ てあら 

.1 早う 家に 歸 るが よい。 

れ？ 城お 女 厭ぢ や。 我 身 は歸 るの は厭ぢ や。 歌 を ふの ぢ 


や。 阮咸を 取って たもれ。 

相 模资人 阮咸は 此處に はない。 そなたの 家に 歸 つて 思 ふ 

さま 彈 くが よいて はない か。 

お 城 若 女 (泣く) 我 身の 大事な 阮咸 を， @, 辨 磨が 想 ひ 

取って しまうた のぢ や。 院 威がない と、 我 身 は 寂しうて 

寂しうて、 泣きた くなる の ぢゃ。 

眞備 公磨 もた つた 一人の 娘 ゆ ゑ、 さぞ 力 を 落した で 御座 

らう。 

奈良麿 見れば 美しい 女ぢ や。 親心の 苦し さが 思 ひ やられ 

ます 

城 若 女 (また ふ)  - 

人の 心の底 深く 

千尋の 波 を 分け ゆけば 

みるめた なびく 岩 かげに 

醜き 驟 魚の すめる かな。 

眞玉 さま、 何處へ お出でな された。 眞玉 さま。 (泣く) 

もう 影 も 形 も 見えぬ。 悲しい 事ぢ や- 

ffl 校资人 娘 子、 此處に は そなたの 尋ねる 人 は 居らぬ。 さ 

あ、 早く 歸 つて 親御た ちに 安心させる のぢ や。 

城 若 女 唄うても 足らぬ。 死んでも 返らぬ。 あ. -、 我せ 
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はどうしたら よいの か。 父上- 敎 へて 下さり ませ：： 

奈良麿 この 雪の 夜に 狂女 を さまよ ふま、 にして置く 譯に 

も 行かぬ。 相模^^3;人、 國公 腐の 家 は、 左 京ニ條 大路 三坊 

ぢゃ。 此處 から は 左程 へだたって 居らぬ。 送って つか 

はせ0 

相投^«人 はつ。 畏まり ましたつ これ、 娘 子 。行く の ぢゃ。 

00 よくいた はって やる の * ちゃ。 

和 S 人 よろしう 御 .M ります。 それて は 鳥渡 送って 參り 

ます 

0S 我ら は 一 人て 歸る ほどに、 そち は、 その 狂女 を 送 

りと^け たなら ば、 その ま、 歸 つて やすむ がよ い。 

相校资 人 この 娘 子 を 送りと、 乂 けましたならば、 また 迎ひ 

に參 ります。 

S0 いや、 それに は 及ばぬ。 遠い 處 でもない。 我ら は 

1 人て よい わ。 

ffl 投资人 さやうならば、 ぉ氣 をお つけなされ てお 歸 りな 

され ませ。 (一 醴 して 立 上ろ) 

お 城お 女 我 はこれ から 盧舍 那佛 さまの 處へ參 るの ぢ 

や。 たと へ 帝 さまが、 お代りな されても、 その やうに お 

怒りな されて はなり ませぬ と * お諫め ゆさねば ならぬ。 

盧. 那佛 さま は 我.：^ の が、 この 上な くお 好. ^ ぢゃ。 


蓮の 華の さきみ つる 

S 陀の淨 土へ いざな ひて 

is 住 不斷の 法樂を 

さ づけ 玉へ よ、 盧< せ 那佛： ： 

我 * が この 唄 をうた ふと、 いつも 御機嫌が 直る のぢ や。 

ほほ：： 東大寺へ 行かう。 さ うぢ や。 東大寺へ 行って、 

盧舍 那佛さ ま の 御前て 、心 ゆく ばかり 泣く の ぢ や。 (去 ろ ) 

a! 備 (n- 送って) 人の 心 ほど 不思議な もの は 御座らぬ〕 

あの やうに 深く 迷うて くると、 我れ とわが 身が 分らぬ や 

うになる のぢゃ 0 

(遠くお 城 若 女 の 3^が き こえ て く る 0) 

«玉戀 しゃ、 雪の 夜の 

闇に 立ちた る 而影は 

消えて 跡な く、 わが こ ゑの 

た^ 木魂す る 寂し さよ：： 

(沈 默。) 

奈 &{暦 吉備 公、 もはゃ^^も更けたれば、 御 暇いた すて 御 

座らう。 思 はぬ 女に さまたげられて、 我らの 所存 を 申 

上ぐ る 機な く、 いと 心 を いらだて i 居りました。 まづ 
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先刻 中 上げし 如く、 我らと 仲 腐との 間の 不和が、 形に 現 

はれし とき は、 吉備公 は 何れに 黨 せらる.^ 御 所存て 御座 

るか、 f_ ^はりた う 御座る。 

§ 天下 人心 C 推移 は、 一人の 力て は禦げ ぬ物ぢ や。 只 

今の 形勢て は， 所5^^しのま、ては止むまぃ。 行くべき と 

ころまで は 行く で 御座らう。 

奈良麼 (つめよろ) 行く ベ さところ ま-て 行き ましたる 節 

t  •  •  •  • 

00  (凝 乎つ と奈良 磨，^ 見つめて) 俺 は 一介の 讀書 人ぢ 

や 。 森羅^象 の 秘奥 を さぐって、 宇宙 の 理法 を究 むる 事 

より 他に は、 野心 も 何も 持たぬ 老書 生ぢ や。 たまく 天 

下 の 形勢 を兑て 、 mm め いた 事 を 述ぷる 時 も 御座る が 、 

要するに、 たに 言語の 上に 現 はす だけ ぢ や。 資行は 他人 

に 待たねば ならぬ。 

S0 然 らば 吉備 公に は、. 時琉の 外に 超然と して、 我ら 

兩黨 の 勢力 の 消長 を 眺めむ と 云 ふ 御 所存で 御 座 る か 。 

§ いかにも、 この 老 ぼれ め は、 それより 他に 行く 途が 

御 らぬ。 人の 世の 興亡 盛衰 は 俺の 吸に はた 謹た る 

天の 法の 现 はれと して 映る のみ ぢゃ。 その， 渦に 卷きこ 

まれて、 喜怒哀 樂を肆 にしようと は 思 はぬ。 この 四 五十 

年の 間に わが B 本の 國は、 未曾有 の 進展 を 遂げた 。唐土 、 

韓國を 通じて、 遍く 世界の 文化 を 吸うて 以っ て 我 身の 養 


ひとした のぢゃ 0 今や、 E 富み 民の 力 は滿ち あふれん と 

して ゐ る。 かの 應神 天皇の 御代に、 文字が 始めて 渡来し 

て 以來、 ひたすらに 他國の 文化 を模 して 之れ になら うた 

結果、 外 國崇拜 の 念が、 人の 心に 深く 根 を 張った のぢゃ 

大 化の 革新に 一 度 n ざめ た ni{ の 心 は、 唐土との 交通が 繁 

盛になる に從 つて、 何時か また かの 國の 文化に 惑溺した。 

然るに 天平の 時代に 入って より 民の 心 は- 再び 內に 向つ 

て 目 ざめ て來 た。 わが 日本の 國の文 化 を 建設し ようと 云 

ふ 欲求が、 何時と なく 起って きたの ぢゃ。 勿論 彼等 は 分 

明な 意識 を 以て 動いて ゐ るので はない。 た 然 にし た 

が つ て 推移した のぢゃ U この 度錢， f3 された 盧<|1： 那 佛を兑 

て 俺 は 深く 之 を 感じた。 御； 5r と 仲 腐との 不和 確執 も 根ざ 

すと ころ は此處 にある のぢ や。 

奈 iis 然 らば 吉備公 は、 仲 麼が紫 微中臺 に 入って * 新 帝 

を さしはさん-て 橫 をき は め 、 先帝 は 剃髮し て 藥師寺 の 

宮に世 を はかなみ 給 ふ 目下の 形勢 を 正しい 推移と 觀じ給 

ふので 御座る か。 この頃 朝廷に は 何者と，， "知れず、 涵々 

匿名の 書な 奉って、 時 政 を 非議す ろ 者が 御座る。 平 城の 

京 #5營 以来、 大寺大 像の 賦役に 惱 まされて、 民の 心は險 

し、 r なって 居る やうに 我らに は兑 えます るり .91 ：備公 - こ 

れは最 .4、 憂 ふべ さ 形勢て は 御座るまい か。 

眞備 俺 は 讚 書 人ぢ や。 目前の 事に 激して 政 角の 滴に 身 を 
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投 ずるの は、 その 任て ない。 吾 日本の 文化 は、 今や 漸く 

開く る 時が きたの ぢゃ。 我、. T 讀書 人の 務と して、 俺 はま 

づ 第一 に、 音韻 文字 を 整 ふる 必要 を 感じて ゐ るの ぢゃ。 

奈 ft- 麿 吉 備公、 然 らば 御身 は， たと へ 仲 腐の ために、 筑 

紫へ 左遷 されても、 腹立たし いと は 思され ぬのて 御座る 

か。 まこと を iK へば 我ら は 今夜、 今少し 打^けた お 話が 

いたした うて 推參 いたした のて 御座る：： 

(奈良 麼は迫 ろ やうに 刀の 柄に 手，^ かけて、 ほ； 備の前 

近くす 、みよる。) 

S たと へ 俺が 腹 立し いと 思うた ところで、 どうもなら 

ぬの ぢゃ。 

S0  (.低ぃ^にカ，„^、めて) .It 備公、 我ら は、 今の 天 

下の 形勢に 飽 足らぬ のぢ や。 ：： 同志の 内に は、 藤ぬ の 

1 族 も あ る り 手 笞も旣 に 定まって 居る のぢ や。 御身と て、 

かの 鹿 嗣の戰 以来、 つねに 仲 腐の 白い 眼て. まれて ゐ 

るの ぢゃ。 事を擧 ぐる 期 はま だ 定まらぬ が、 旣に 我ら は 

數年 このかた 機を舰 つて ゐ るの；： や。 吉備 公、 我ら は 一 

味の 者の 頼に よって * 今-狩 御身の 御 同意 を 得る ために 參 

上いた したので 御座る。 

！ pi  (rayj-ffi いて) 俺の 豫 期して 居った 通り ぢゃ。 

奈良麿 御身と して も 今が 一 身 の 去就 を 決 せ ら る k 好機 會 

ではない かと 我らに は 思 はれます る。 もし、 一口 一朝. fg が 


降って、 筑 紫へ 下向 さる X とき は、 忽ち 玄防 法師の 瞰を 

ふまる  >- のぢゃ 0 

眞 備 廣嗣の 亡 靈に取 殺さる X と 云 はる X ので 御座る か。 

奈良麿 鹿嗣の 亡靈と は、 世 を 欺く 仲 腐の 手段 ぢゃ" 恐ろ 

しい 刺容 は、 朝夕の 分ち なく 御身に 影の やうに つきまと 

ふて 御座らう U 

M 備 刺客 は 恐る、 所で 御座らぬ。 面に 殺氣を 含んで、 俺 

を 凝 乎つ と见 つめて 居る 人 を、 これ まて 幾たり となく 俺 

は兑た 事が あるの ぢゃ。 

奈良麿 我らの 一味の 者 は， 是非とも 御身に 加擔 して K か 

ねばなら ぬと 云うて 居ります る。 .It 備公は 唐土の 軍學に 

通じて 居らる、。 窜を擧 ぐる 時、 お 指揮 を 仰がねば なら 

ぬの ぢ や。 

M0  (冷然と して) 俺 は 一介の 讀 書人ぢ や。 宇宙の 法 

を究 むる より 他に 野心ば 御座らぬ。 (沈默 onsu 備はハ ッと 

して、 速 かに 身 退く。  麿に 刀の 柄^く 握りし めズ、 

^か-輝かして ゐろ) 刺 .Jsil は 恐 る k 所で は 御座ら ぬ 。左少 

辨ど の 、 今少し 打ちく つ ろいて お 話いた さう-て は 御 ら 

ぬか。 今小^"の御^-のぉ話は俺は決して* 他言 はいたさぬ 

ゆ ゑ：： 

奈 A 磨 (ra, ^置いて) 然 らば 致 方が 御座らぬ I 吉 備公甚 

だ無艚 の 振舞の みい たし. &譯も 御座ら ぬ リ 
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！ 備 いや、 それ は 俺が 申す こと ぢ や。 おゆるし 下され。 

ついお 話の 面白さに 思 はず 長座いた して 御座る。 

然 らば、 これにて お別れい たす。 只今のお 言絮ど ほり か 

へす がへ す も 御 他言 無用 に 御 願 いたし まする。 

et 備 他言 は 決してい たさぬ り お案じな さるな。 (奈^3-麾 

去る。 iS; 備は その まゝ凝 乎つ と； 大ゅ 1,^n^ つめて ゐるソ 妖 

星が K はれて、 紫 微宮を 犯す.. * 理ぢ や。 ox い 沈默の 後) 

俺の 身の上 も汕斷 がなら ぬ。 氣を 付けろ 事ぢ や。 

—— 幕 I . 

第二 揚 

手 向山の 中腹。 天平 勝齊 ニ年晚 秋の^で あろ。 満山の 

紅 紫が 燃えろ やうで ある。 

！ 5^ は 左から おに 上る やう LL なつ ズゐ ろ。 屮央^ 場. 木 

の 切株 二三 ケ處。 右 は 峻な 斜面に なつ ズゐ る。 K 而 

は 眼界 開け ズ、 低い？^ 舍那佛 造の 場 £ リ：^ 大寺 t ふ 内 

^ 一  而に 渡す。 虚 舍那佛 はも はや 51 上つ ズ今 ij さ yj- 

かけて ゐろ。 足場-か 一 面に 御 體 yj- 取 かこんで ゐろ有 

0^r^, 蜘珠の mLL か、 つた やうに えろ。 左 は 途 

が 山の： につ ぃズ^ 折して 麓の 方へ 下 リてゐ ろの が 木 

の 間から gin^ しズゐ ろ。 金 鐘 寺の 2g 根が、 すぐ 眼の 下 

に 露 はれて ゐろ 0 


仲 麿 これ 鮪、 た 今、 そちが 申した 箏 はまこと か。 

相 校. 贷人 はい、 まこと * て 御座ります 0 

仲 麼 (獨 1! 一口の やうに) 新羅が奈£5^脾を助けるとはぉ尸ぷな 

ら ぬ事ぢ や。：： して 奈良腐 は、 何時 、 そ れを そちに 云う 

て聽 かせた の ぢゃ。 

相 模^ 人 昨夜、 一味の 人々 がまた 太 政 〔=a の 庭に 築 まり、 

密議 を こらしました 歸り途 に、 左少辨 どのが、 そち も g 

知った てあらう。 i!i 々時が 近づいて 參 つたと、 快げ に 云 

はれました 0 そして、 聲を ひそめて、 これ はま だ 一味の 

人々 にも 祕 めて ある 車 なれ ど、 そちに は 打明けて きかせ 

よう。 新羅 の 大 軍が 、我ら の 旗 上げと 同時に 、太宰府 を攻 

むろ 事に なって ゐ るの ぢ やと 云 はれた のて 御 ります。 

仲 磨 太政宫 の 庭の 密議て は、 どの やうな 事 を 語 合うた の 

ぢゃ。 

相 校.^ 人 吉 備眞備 さまの 御身の 上て 御座ります。 

仲 麿 ふむ， 吉備： e 備を いか^ 致さう と 云 ふの ぢゃ。 

相 模资人 士  2 備公は 我ら の 秘密 を 知 つて、 而も 一味せ ぬ 人 

ぢゃ。 赴 度、 また？ お S5 副使 を 命ぜられて、 筑 紫より 京に 

歸 ると 云 ふ話ぢ や。 近頃の 吉備公 は 藤：^ 氏と 綠が 深う 

なった。 このま、 にして 置い たなら ば 、 我ら の 祕密 はや 

が て 、 藤 原 氏 に 筒 拔けぢ やと、 かう 云 ふの て 御座り ます。 

仲 磨 して、 刺. おは 誰ぢ や。 


2广0 
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相 校资人 (-據 低く) 大伴古 麿の 手より 出す 事に なった の 

で 御座ります。 

仲 麿 吉備 眞備は 心の 深い 人ぢ や。 かねて 油斷ば あるまい 

が、 なほ 我らより よく 心 を 付けて 置かう。 我ら 一 族の 淸 

河が 此度 遣唐使と なって ゆく について、 唐土の 事情に 通 

じた ilsi はなくて は 叶 はぬ 人ぢ や。 もしもの^ があって 

はならぬ。 (ra) 時に 行 信 は 運い のヶ。 

相 校资人 如！： いたした のて 御座り ませう。 もう 參ら ねば 

なり ませぬ が：： 

仲 i? 我ら は 例の 地獄 谷の； 1 石 窟に參 つ て 待つ てゐる 程に、 

もし， 行 信が 来たならば * さやう 申して くれ。 御 苦勞な 

が ら 、 そ も は それ まて 此處て 待 つて ゐ るの ぢゃ。 

相 投资人 畏 りました。 (仲 i? 去る。 资人 その後 姿， 见 送つ 

て) 何 さま 不思議 ぢゃ 。地獄 谷 は 人々 が 魔所ぢ やと 云 ふ 

に、 大 祌命婦 は、 もはや 何お となく あの 岩窟に 隱れ 住ん. て 

ゐる。 そして • 何とも 云 はれぬ 異形の 惡祌を 祭って ゐ る。 

(筑 紫：^ 子が 私 かに^ はれる。) 

筑紫娘 子 (感 iw,^ 額に 現" して) 相 模資人 さま。 

相 投齊人 や、 誰かと 思うたら、 筑紫 娘子ぢ や。 

as^fe 子 此 は打絕 えてお^ にか、 り ませぬ。 何故、 岩 

窟に はお 出て なされ ませぬ。 

ffl 校资人 ほんに 久しう^ はぬ。 (is しく W に 手 かけて) 


そなた はどう ぢ や。 變る事 もない か。 

筑紫娘 子 (泥 ぐんで) た V 、會 ひたうて^ ひたうて、 熱 

を 病んだ 時の やうで 御座りました。 (相 校资 人に 縱ろ ) 

相 § 铽人 我らと て そちに 變らぬ 。た^、 務めの 忙が しさ 

に、 つい 訪ねる 窜も りが ちであった。 ゆるして くれ。 

筑紫娘 子 S く) その やうに 優しい お 言葉 をき k ます 

と * どうしても 泣かずに は 居られ ませぬ。 

相 校资人 岩窟に は 命， 婦が 居らる、 故、 事繁 く訪 ぬる は 何 

となく いぶせくて ならぬ。 それに あの 八 雷神が 我らに は 

氣 昧が惡 うてなら ぬの ぢゃ。 そなたの やうな か弱い 娘 子 

が、 よう 恐ろしく 思 はぬ こと \ 我ら は 不思議て 耐ら ぬ。 

筑紫娘 子 幼ない 時より 兑 馴れました ゆ ゑ、 私 は 何とも 思 

ひませ むひ 

相 校 人 筑紫娘 子。 

筑紫娘 子 何て 御座ります。 

相 模资人 八幡 大 菩薩に 仕 ふる 大神 命婦 は、 何故 あの やう 

な 惡祌を 齋 きまつ --て 居らる、 のぢ や。 これまで 何度 そ 

なた に 尋ねても、 他言 すれば、 死なねば ならむ と、 た 

悲しげに 答 ふるだけ ぢ や。 我らと そなたと は 二世 かけて 

誓うた 仲ぢ や。 何故 なわば ならぬ のか、 打明けて 云う 

て K ひたいと 思 ふの ぢゃ。 

筑紫娘 子 また、 それ をお 云 ひなされ まする  ffl 模資 
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人 さま * お 願で 御座ります。 それだけ はお 、なされ ま 

すな リ 

和 mx 何故 ぢゃ。 その やうに 云 はる、 と 我らの 疑 はま 

す/ \强 うなって くるの ぢ や。 

筑紫奴 子 私 は命婦 さまが 恐ろしうて：： 

和椅 ft 人 大祌 命お が 恐し うて 云 はれぬ と 云 ふの ぢ やな。 

ig 紫 娘 子 はい：：  , 

和 SX 筑紫娘 子 • 我ら は 決して 人に 叨し はせ ぬ。 大神 

命婦 とて， 我.，： が祕 かに そなたより、 惡祌 の祕密 を聽知 

つた 事 を 悟ろ. はよ も 出来まい。 

统紫娘 子 ぃュ. ：、 命婦 さまに は， すぐ 知れて しま ひます。 

あ の 御 方 は 、 人 の 顔色 を 讚んで 隱れた 心 を 悟ろ 術 を 知 つ 

て られ ます — 

ffl 校^ 人 我ら は そなたの 身の上の を 何も 知らぬ。 戀は 

疑 iffi いもの ぢゃ。 戀 入の 身の上の 祕密 ぐら ゐ、 心に か > - 

る もの はない。 筑紫娘 子、 我らの 心の 深さ は、 そなた も 

知って ゐ よう。 心が 深いだ け、 疑 ひも 深いの ぢ や：： 

统紫娘 子 相 模资人 さま、 どうぞ、 それだけ はお ゆろ し 下 

さり ませ。 私 は 何もかも 打明けて しま ひたう は 御座り ま 

する が、 まだ 生命が 惜しう 御座ります。 折角 あなた さま 

と、 かやうた m しい 語ら ひ を 致す ^になった ばかりて 死 

なねば ならぬ と は、 酷い 都で は 御座り ませぬ か。 その や 


うな.^ を おっしゃ るより、 まだ 知らぬ 戀の たのし さ を、 

心行く まで、 私に 知らせて 下さり ませ" - 

相 校 ー究人 さらば 聽 かぬ。 我ら は そなたに ついては、 何 

も 知 ら ぬのぢ や。 我らが 始めての Eir てあつた かそれ す ら 

も 知ろ 事が 出来ぬ のぢ や。 

筑紫娘 子 (泣く) まあ、 あなた さま は 酷い 事ば かり：： 

相 模资人 我ら は 二人の 戀を かやう に 果敢な いものて あら 

うと は 少しも 思 はな か つたの ぢ や：： 

筑紫娘 子 あん、 我 身 はどうい たしたら よいの やら：： 恐 

ろしい 命婦 さまに、 もし：： 

相 模资人 そなた はまた 何故 それ 程 恐る \大 祌命婦 に 仕へ 

てゐ るの ぢ や。 

筑紫娘 子 私 は命婦 さま の もと を 離れ て 行く 處 の な い. ％ の 

上て 御座ります。 

相 模资人 そなたの 父 は、 母 は：： 

筑紫娘 子 父母 は 顔 さへ 知り ませぬ。 何時、 どうして、 命 

婦 さまの もとへ 參っ たやら、 それ も 知り ませぬ U 

相 模资人 幼 3- のと さか ら 、命婦 に 養 はれて ゐ たの ぢ やな。 

统紫娘 子 さうて 御座ります。 命婦 さま は. 豫々 私に 「そち 

の 魂 は 生れながら に 我.； が捉っ てゐ ろ。 そ もの 魂が 我 身 

と 離ろ  の は 、そ..； -が 死ぬ ろと ふ、 ぢ や。」 と 仰せられます。 

相 校资人 恐ろしい 言 紫ぢ や 。我.，： に はどうして. 分らぬ 0 
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统紫娘 子 「それが そちの 定められた 生涯 ぢゃ。 ゆめ 非望 を 

起して はならぬ。」 と、 仰せられます。 

祁税资 人 我らに は 分らぬ。 

筑紫娘 子 (！^ の 中に 微笑して) もはや、 その やうな 物語 

はよ して、 さ、 相 模资人 さま、 何時もの やうに 私 を 抱い 

て. >  さり ませ。 

相- 投 一な 人 いや、 我ら はどうしても 知らねば ならぬ。 筑紫 

娘 子、 そな た の 祕密 をき かぬ iS は、 ど う し て も 我ら は 心 

が 安 まらぬ。 

筑紫娘 子 また、 その やうな^ を：： 

相 換资入 我ら も 5^ ぢゃ。 そなたと か i る 契り を 結 ぷ上は 

そなたの 魂 を 握って しま はねば 氣 がすまぬ。 さ、 打明け 

てきかせ て くれ。 そなたの 身の上に、 もし^ 一  の 事が あ 

る 時には、 我らが 向 ふまで ぢゃ。 たと へ 祌と 云へ ども 

恐れぬ。 

紫 奴 子 ：： どうぞ それば かり はお 許し 下さり ませ：： 

相 校资人 どう あっても 打明けられ ぬの ぢ やな。 

筑紫娘 子 はい：： 

和 校^ 人 我ら よ り 大 祌命婦 の 方が 大切 ぢ やと 云 ふの ぢゃ 

なリ 

筑紫娘 子 いえ、 その やうな 1^ は 御座り ませぬ。 私 は、 た 

だ， 命が 惜しう 御座り ま. 一  


相 校资人 嘘ぢ や。 そなた はや はり 命婦の もの ぢゃ。 我ら 

は 欺かれた のぢ や。 

筑紫娘 子 いえ、 いえ、 その やうな 第 は 御座り ませぬ。 5^ 

して 御座り ませぬ。 

相 模资人 もし、 嘘て ない と 云 ふなら ば、 筑紫娘 子、 我ら 

か命婦 か。 この 二つの 一 つ を 取る のぢ や。 今の ま、 で 

け、 所詮 我らの 心 は 安 まらぬ。 

筑紫娘 子 あ k 、情ない 事ぢ や。 (泣く) 

相模！^せ人 さあ、 ど うぢ や。 乎 う 決める のぢ や" 我.，： は. む 

が 急いて ならぬ：： 

筑紫娘 子 (額 vJ- 上げろ。 恐る しい 眼. さし LL なつ ズ、 相 校 #1- 

人に 鎚リ つく) 我 身 は、 あなた さまと 別る、 の はい ゃぢ 

や〕 

相模 » 人 我らと て 同じ 心ぢ や。 

(烈しく 抱 披。) 

筑紫娘 子 たと へ 殺されても いたし 方が 御 Ml り ませぬ。 何 

も かも 打明けて お 話いた します る ゆ ゑ、 もっと、 强く抱 

いて 下さり ませ。 (相投 ^ 人が 强く筑 紫 子，^ 抱. ^ しめ 

ろ) あ X、 もっと 强く 11 呼吸の 极も 止まる ばかり 抱い 

て 下さり ませ。 

相 校 人 何と 云 ふ 胸のと きめき ぢゃ。 

筑紫娘 子 大祌侖 ^さまが、 あの やうな 惡祌 をい つき 祭つ 
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てお 出て なさる の は、 (此^、 何處 ょリ ともなく rtl 羽の 征 

矢が 高鳴りして 飛んで 來て、 筑紫娘 子の 胸に gi く 立つ) 

あつ。 

相 模^ 人 (驚いて、 力なく 倒れようと すろ 统紫娘 子，^ 抱 上 

げろ) これ， 娘 子、 は い。 氣をー すな。 (征 夂の來 

た 方ん 服で 探す) 誰ぢ や。 この や、 r な 酷い^ を：： 

筑紫娘 子 ：： 命婦 さま ぢゃ。 我；^？^にはょぅ分る：： 

(死す。) 

(太 祌命婦 が、 半弓ん i へて、 木立の 後から 出て くる。) 

相 校资人 や、 あなた さま は。 (二三 歩 退ろ) 

杜女 (冷やかに) 惜ぃ 娘子ぢ や。 俺の 誓 を 破った 報 をう 

けて 苦しむ がよ い。 (凝 乎と：^,^ 打见 やつ ズ〕 もう 死 

んで しまうた か、 さてく、 脆い もの ぢ や。 

相 校 ％ 人 (怒に 前後ん 忘れて〕 我らの 娘 子 を 何て この や 

うな 酷い 口に 會は せた のぢ や。 

杜女 筑紫娘 子 は 俺に 仕 ふる 者ぢ や。 魂まで も 俺に さ. -げ 

た者ぢ や。 俺に さ \ けられた 者 を 俺が 殺した のが、 どう 

したと 云 ふの ぢ や。 

相 校 ^ 人 いや、 我らの 娘子ぢ や。 二世 かけて 契り を こめ 

た 娘子ぢ や。 

杜女 そち は 我 身から 娘 子 を 盗んだ のぢ や。 

相 校^ 人 何 を 云 ふの ぢゃ。 (打ち か、 ろ) たと へ 命 Is- 


-て も、 もう 容赦 はならぬ：： 

杜女 (手：：； 十く 半： H-Li 矢 fJ- つがへ て) そち も 筑紫娘 子の 跡 

を 追 ひたいの ぢ やな。 

相 模教人 (微嚼 して) む  >- 、射って 兑 るが よい。 さあ、 

その 征矢て 我ら を 射る がよ い。 

杜女 (大 S^LO 行け。 此處は 靈地ぢ や。 そちた ちの 長う 

居る 處 てな い。 

相 模资人 此恨は 決して 忘れぬ U 杜女、 やがてよ い 報が 來 

よう ぞ。 ai^ 風の やうに 麓の 方に 先リ 去る) 

杜女 (後ん 送つ ズ) 愚かな 奴ぢ や。 (娘 子の；^ な 

3 危ぃ 所て あった。 もし、 俺が 來 介せ ずば、 戀に 

うた 娘 子 は、 何もかも 皆 打 1; けて しま ふ 所て あった」 

(つぶやく やうに) この あたり を 血潮て して は 祌に對 

し て 恐れ ぢゃ。 俺 を 襄 切 つ た い 娘 子 はハ介 底に 落-ち て 、 

鳥獸の ^〈；^ となる がよ い。 (筑紫 娘 子の 1^,^ 谷底へ 押^ 

す) 

(行 信が 上って くる。) 

行 信 命婦 さま、 仲 腐 公は此 あたりに は见 えませぬ か。 

杜女 誰かと 思うたら、 藥師 寺の 行 信 どの ぢ やな。 俺 も 仲 

磨 公 をお 待ちいた して ゐ るの ぢゃ。 ひょっとしたら、 地 

獄谷 の 岩窟 に 待って 居らる、 か も 知れ ぬ。 

行 倍 夫なら ば、 これより お 窟へ參 り ませう。 命婦 さま は。 
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服 開 人- 


行 仲 行 仲 行         仲 杜 行 


仲 磨 何、 吉備 公の 建白書が 參 つたと 云 ふの か。 

行 信 さやうて 御座ります。 

仲 磨 ふむ、 吉備公 は 帝に 學問 をお 数へ 申した 人ぢ や。 帝 

の 御 爲に惡 うは 計られまい。 

行 信 吉備 公が 筑紫 にて 天文 を 御 なされ ますと、 昨年よ 

り 穴 H: の 一方に 姿 を 现 はした：^ しい sn が、 いよく 天 庭 を 

犯す 象が 現 はれた さう に 御座ります。 それ ゆろ r 何い； J も 

只今の ま X、 たビ！ si き 御愼し みある やう 建， U なされた の 

で 御座ります。 

杜女 御 なされ ませ" 何 ぞゃ 私が 中 上げた とほり、 吉 

備公は 冷靜な 御方ぢ や。 何 寧 もた f  、 凝 乎つ と兑て 居ら 

る V だけ ぢゃ Q 

仲 麼 我らが 今日 不 參 いたした 事に ついては-何とも 太 上 

天. J より 御沙汰 はな か つた か。 

行 信 仲 磨 は所勞 のよ し、 大切に いたせと、 御 勅が 御座り 

ましたと？ 欲 はりました。 

杜女 また 明日より あの 盧舍 那佛 さまの あたりが 脤 かにな 

ります る。 かやう に 足場 を かけた ま- - 工場 を 休んで 居り 

ますと、 土民の 惑 も 起り、 つまらぬ 流言が 盛に なって 參 

ります る- リ 

仲 暦 さ うぢ や。 氣を 付けねば ならぬ^ ぢゃ。 併し、 盧舍 

那佛 が此ま V 開跟 さる、 ものと 決まれば、 かの行^^-大|5 


杜女 ！ も Si ろの ぢ や。 

(仲 麿が 下 リズく る。) 

信 や， あれより 仲 腐. 公が 下りて お出て なされ まする。 

女 丁度、 よい 處て、 お g にか、 つた もの ぢゃ。 

m 杜女、 我ら は 只今まで、 岩窟て 待って 居った が、 そ 

ちが 歸 つて 來ぬゅ ゑ、 また 此處へ 戻つ てきた の ぢゃ。 

(杜 女ー禮 する) 行 信、 そちに もよ ぃ處 て出會 うた。 

信 今日の 論議 は、 大分 とりました、 め、 つい、 參る 

のが 遅うな りました い 

0 ふむ。 して、 結果 はどうて あった。 

信 お喜びな され ませ (帝の 思 召 ど ほりに 定まりました 0 

m ふむ。 もはや、 改禱 せぬ のぢ やな。 

信 さやう で 御座ります。 此 儘に 鑄 上げ 率る^ になった 

ので 御座ります。 叨 日より 早速 • 殘 りの 蟝髮を S 始め ま 

する. Kf- に 定まりました。 

仲 磨 それで 我ら も 安心いた した。 

行 信 何に いたせ、 太 上天 の 思 召 を 奉ずる 人々 は、 かの 

橘 諸兄 公 を 始めと して、 良辨^ 都、 瑢 法師な ど、 昔よ 

り、 あの 盧 A せ那佛 の 御 „IHt を 喜ば .3 人々 で 御座り まする 

ゆ ゑ、 一時 はどうなる 事 かと、 案ぜられ ましたが、 丁度 

折よ く 論議 の 眞饅 中に、 筑 紫よ り 備 公が 建白 霄を 奉ら 

れ ました、 め、 漸く 帝の 思 召が 通った ので 御 iii ります。 
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Zrl 'Jr. 左 左 左 


正 はもと より 託陀 33 玉 も、 また、 かねぐ 大^正の S 志 

を 守って. 秘密の 修法 を 行 ふそち も 大鹿ぢ や。 

行 信 (平伏して) 私の 心 巾 をお 察し 下さり ませ。 

仲 麿 我ら もこれ で 安心いた した。 

第 三 揚 

寺 倂辆 所の 光 I 一お。 

天平勝齊ニ3^十 一 月のぁろ朝" 陰 1= として、 何^の 裝 

飾 もな く、 た  >  中央 I？ 上の 藥. 師三 なの 銅像 の 前に 花 

立、 未  が E いて ある。 左右の 壁：， L 兩開 きの 扉 

がわつ ズ、 外に 通 ふ。 « 前 LLtf 一  脚、 榻ニ 脚。 また、 

その 左に や 、長い 飢 末な 卓，^ 前の t 十と 度 M に S いて あ 

ろ。 腰かけ 一 脚。 正而の胖^？上には、 ^尼 令サ七 條，^ 大 

書して？ r けて ある。 左の？； 十 上に は ^ 物 二三 卷と、 筆 溢 

がそな へ て ある 0 中央 S い： 十 ヒには 地獄 ハ 介の 岩^に あつ 

八 1W の II と獨 幼、 鈴、 半 「り、 征矢な どの s„= 據品が 置い 

て あろ。 4iJ せ 二人、 右手の 卓 LL よつ ズゐ ろ。 

左官 一 昨夜の 嵐 はどう ぢゃ。 近來 記えぬ 荒れで あつたの 

5  0 そなたの 家 は 別に 窖 はなかった か。 

左 二 いや、 豪い EI に うたわ。 垣 は 倒れる、 樹木 は极 

こぎに さろ、。 ぉ践- てた うとう 一夜まん じりと もせぬ。 

左 {B 一  我.，： の 家 は、 また 一 段と 烈し い 災害 ぢゃ。 


41； 官ニ 何とした の ぢゃ。 

左せ 一 厨の 尾根 を 吹きめ くられて しまうた の ぢゃ。 

左 {»" 二 それ はえら い 目に 會ぅ たもの ぢ や。 

左官 一 何に せよ、 近年 は 怪しい 事が 續 くのう。 不思議な 

星が 現 はれたり、 大地震が あったり、 世の 季が 近づいた 

のか も 知れぬ。 

*KB  二 不思議と 云へば 昨夜の 5^ に まぎれて •  ^綱 所に 怪 

しい 男が 忍び こんだ と 云 ふ 話 を、 そなた はきいた か。 

左官 一 いや、 初^ ぢゃ。 何の やうな ST が 忍び こんだ のぢ 

や 0 

左 {«: 二 我ら も悉 し い l^f は 知ら ぬ が 此^ 綱 所に 囚 はれて 、 

きびしう つながれて ゐる 宇佐 八播の 命婦を そなた もルた 

事が あらう。 

左 {=11 (點 く) うむく。 氣昧 の惡ぃ 女子 ぢゃ。 從四 

位下 の 位 を 持 つて ゐ る奴ぢ や 0 

左 {B  二 あの 女子 を 窓 ひ 取りに 來 たの かも 知れぬ と 云 ふ 

ぢ や。 それが のう、 忍び こんだ の は 二人 ぢゃ。 

赏ー 連立って さたの か。 

官ニ いや、 出會 うたの ぢゃ。 

官 一 ふうむ。 

官ニ そして、 圏の 內で、 E に 渡り あうた の ぢゃ。 

官 一 ふうむ。 敵 同志 ぢ やな。 
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左 {HI さう かも 知れぬ。 そして、 何方 か 一 方が 傷 を 負う 

たの ぢゃ。 逃げた 跡に、 血が 滴って 居る の を、 我ら は 見 

て來 た。 

左 曲者 を兑 付けた の は 誰 ぢゃ。 

*K:2 二 夜潘ぢ や。 雙方 ともに 深々 と顏を 包んで 居った の 

て、 どの や、 つな WR や.， T 分らなかった と 云 ふ箏ぢ や。 

左 宵 一 我ら は、 その やうな 騷 のあった の を 少しも 知らな 

んだ 11 氣味 の 惡 い 事ぢ やのう。 

左 {»=  二 全體 あの 女子の 罪 は 何で あらうな。 

左せ 一 されば ぢ や り 我ら に は 兑當が つかぬ。 

左れ 二 行 信が 闪禁 された B に、 あの 女子 も 繩られ て來た 

の ぢゃ。  . 

左せ 一 何 か 行 信と 關 係が あるの. てあらう か。 

左せ 二 さう かも 知れぬ U 

左-お 一 行 信と 云 ふ 男 も. あのと ほり 黥まで ある 奴ぢ やか 

らな。 

左. K  二 さ うぢ や 心の底 は 分らぬ わ。 

4t| せ 一 何に せよ 、不思議な 察ば かり ぢゃ。 

さかし. J- ぶ 

左官 二 この やうな 時節に は、 板って、 餘 計な 差 出口な 

どせ ぬ事ぢ や。 

(欠 仲，^ しズ) ^'に^3^1<寺の盧舍那佛も、 もうい 

よいよ 開 g が 近づいた と：； ムふ 話. ちゃな。 


左官 二 大佛殿 も來年 一 杯に は 出来 上る であらう と 云 ふ 事 

ぢゃリ 

左官 一 あの 盧舍那 佛で思 出す が、 去年 は、 さま <\ の 事 

があった のう。 

左官 二 一年の 内に 二度 年號が 改まる やら、 御讓 位が あつ 

て. 太上犬.3^は、 この 藥師 e- へ 御移轉 をな される やら： 

：變ら ぬの は、 我等と そなた 位の もの ぢゃ。 はは、、、 

io 

左官 一 本 統ぢゃ U はは X  、  i  >1。 

(入口の 扉，^ 開けて、 c!- 辦肘 都と 玄光 化い  1 とが 出て く 

る。 左赏 二人 は、 その 姿，^ ろと、 恭 やしく 立って 1 

醸す る。) 

良辨 (榻 II 腰 yJ< 下ス して) 玄光 撖師リ 

玄光 はい。 

rt- 辨 當 寺の 沙門 行 信 は 確か 行^ 大 I- 正の 徒弟て 御座った 

な 0  . 

玄光 さやうて 御座る。 行 港 大份正 入滅の 後、 常 寺へ 參っ 

たもので ござる 0 

良辨 平生の 行 は 如何て ござった。 調べて ぉ@ きな された 

か 0 

玄光 はい。 同宿の 者 ども を、 いろく 取調べました とこ 

ろ、 至極 無口に て、 行狀に は！ fi^ と W 心 はろ、 IS は兑 出さ 


267 


ぬと 云 ふ 事て 御座り ましたが、 彼 や- 闪禁 いたせし 後、 所 

持 品の 内より、 不思議な 品を见 出しました。 

辨 何て 御座る >  不思議な 品と は。 

玄光 (懷 中よ リ盧舍 那佛の |g 像 一葉 y^- 取 出す) この W: 像 

で 御座る。 法師の-せ にて、 佛の 御！^ 像 を 念 持す る は 別に 

不思議と も 云 はれませ ぬが、 よく 御 なされ ませ U この 

盧 舍那佛 は菜大 寺の 盧<カ„,^ 怫て 御座ろ。 

M 辨 何 さまさ うぢ や。 まだ 開股も いたさぬ 佛の箦 像 を 所 

持いた して 一:S る は：： ふむ。 兎 も 1^ 不思議 ぢゃ。 

玄光 それに 大神杜 女 の やうな 者 どもと 密に 往 a5 いたし 居 

ります る は、 何と 云うても、 心？ おぬ 事で 御座る C 

l^M, 昨夜 忍 入りし^ しふ、 „g 者に つ いて は、 ま 

だ 何の 手がかり も 御座. b ぬ か 。 

玄光 殘念 ながら、 まだ、 何の 手がかり も 出し ませぬ。 

-; 2： 辨 して、 大神杜 女 を はじめ 闪禁 いたせし 者 ども は。 

玄光 別に 變りは 御座らぬ 機て 御座り まする" 杜女は 婦女 

子の 事故， 始めは 首枷 を 除いて 置 さました が、 ！^大なる 

罪人 故， もし 重ねて 昨夜の 樣 な危險 があって はならぬ と 

存じ- 今朝 宵 枷 を はめさせて 置 さました。 

.UM 訴人いた せし かの 橘 どの 人 は。 

玄光 やはり 嚴 しく 闪禁ぃ たして さました。 

.Mm あの W を 少し K めて みたなら ば、 存外 早 く 手がかり 


がっく かもしれ ぬ。 

玄光 さやうて 御 鹿る。 昨夜の g おは、 如何いた して ml き 

ませう。 何に いたせ、 太 上天 .Is の 御 所 近く を騷 がせし 

不敵の 者て 御座ろ。 きっと 詮議いた さねば なり ませぬ ゆ 

ゑ、 早速 太 政官に 通牒いた して 置 さませう か。 

辨 (沈思) 玄光 律師、 まづ. お待ちな され。 鬼 も： W も、 

今一度、 訴人いた せし 橘 どの \资 人 を、 取調べて 兑 ろと 

いたさう 0 

玄光 左官たも。 かの资人を曳ぃて來ろょぅに. 使部の^|„； 

どもに 申傳 へえ。 

左 二人 はつ。 畏まりました。 (去る)  - 

良辨 (驟， ^ひくめて) 玄光捧 肺。 

玄光 何て 御座る。 

A 辨 我らの 考 ふろ 所では、 これ は 非常な 大疑 ぢゃ。 宇 

佐の 八 g 宮を 取調べたら、 祌主 たちの 内より！： 入が 大勢 

出る であらう。 それの みか. 今 i にと さめく 京の 左官た 

ちの！ S: にも、 關 係の ある 人た ちが 少なからず あるか も 知 

玄光 どうやら 私に も、 その やうに 思 はる、 節が 御座り ま 

すろ 0 

(相模 ％ 人が 使 部 二人に 引立てられ ズ 出て くる。 ！^<3 

蒼 ざめ た、 悲痛の 色が 深く 现 はれ ズゐ ろ。) 


-68  l!Rr，i'j« -人 


玄光 そちが 橘 左少辨 どの 、^«人か。 

和 校资人 さやうて 御座ります。 

(相 校资 人の 後に ついて 一!^ つてき た 左 {:； たち は、 卷物 

fj- のべて、 口供，， や 取ろ。) 

玄光 此處は 藥肺佛 の 御前 ぢゃ。 決して 偽り を 申立て X は 

ならぬ。 もし、 そちが わが 言葉に そむいて、 偽り を. £■ せ 

ば、 忽も佛 罰 を かう むろの ぢゃ。 分った か。 

和 雲 人 (俾 然として) はい。 

玄光 そちの 名 は 何と 云 ふ。 

相柩 ft 人 刑 部 鮒 と^します。 

玄光 年 は。 

ffl 投资人 二十 三 歳で 御座ります。 

玄光 末 貫 は 何處ぢ や。 

相 校资人 相 投國乂 3^ 柄の 郡て 御 ^ ります。 

玄光 そちの 慰 すろ 氏と、 父の 名 を 云へ。 

ffl 椅资人 氏 は 藤 氏で、 父 は多禰 a と. m. します。 ^柄の 

郡 司で 御 ります。 

藤 i2K ぐ 氏と する そちが、 どうして 橘 氏へ 仕へ たの ぢ 

や 0 

相模资 人：：  一 g 試が すみまして から 式部省の 命に よって 參 

り. ました 0 

玄光 (使 部の 者に) この 紛を 壁に かけて 见ぃ。 (八货 の 


EifJ- 指す。 使 部の 者 は その 掛物， ^壁 上 LI かけ つられろ) 

おばえ 

そち はこの 祌 像に 記が あるか。 

相 模资人 はい。 それ は杜 女の 居りました 地獄 谷の 岩窟に 

あった もので 御座ります。 

玄光 そち は 何 かこれ に 就いて 知って 居る てあらう。 

相 椅资人 何も 知り ませぬ。 宇佐の 命婦は 八幟大 菩薩 を、 

か の 東大寺 の 境内 に 鎖座勸 Si す る た め 、地獄 ハ介 に 隠れて、 

秘宗 の 法 を修す るの ぢ やと 云 ふ 事 を きいた けて 御座り 

ます 0 

玄光 筑紫娘 子 を、 そち はどうして 知った のぢ や。 

ffl 投资人 (口 ろ)：： sl^ 日 降の そ つ 歩 ふ、 に 出 < ^うたの 

で 御座ります リ 

良辦 然ら ば 杜女は 何處て 知合う たの ぢゃ。 

相 校 f5« 人 ：： 

n 辨 そち はこの 神 像 を 地獄お の 岩窟で 见 たと 云うた が、 

そ も は 筑紫娘 子 と 岩^て 會ぅ てゐ たの か。 

相掠^«人 はい。 岩窟て. ひまして 御痤 ります。 

A 辦 云 ふまても なく 杜 女の 守の 折て あったらうな。 

和 投资人 はい。 

良辨 刑 部 節、 杜 女と 何處て 知合うた か、 そち は 何故 云 は 

ぬの ぢゃ 0 

相 模资人 ：： くな ろ) 


IFJ ま佛大 
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^5{辨 (ral^s いて) そちが 云 はずと も、 社 女に 訊けば す 

ぐ 分ろ^ ぢゃ。 (相 校^ 人 T 苦惱 すろ) 杜 女が 筑紫娘 子 

を 射て 殺した の は、 そちの 兑て ゐた處 てあつた のぢ やな。 

相！ g 资人 さやう で 御座ります。 

.U 辨 それ迄 は杜女 は、 そちと 筑紫娘 子と ひそかに 心 を 通 

はして ゐ ろ窜を 知らな か つ た の ぢ やな。 

相 投^ 人 はい。 

ftj 辨 (鋭く) これ、 刑部飽 。そちの 中す 箏は 更に 筋が と 

ほって ら ぬぞ。 そち はま だ， この 外に 知って ゐる 事が 

あるで あらう。 隱 しだて して は、 却って、 そちの 爲 によ 

くないの ぢゃ。 

和 観 人 ：: 

玄光 どうせ 知れる^ ぢ や。 云うて しま ふが よいて はない 

か 0 

相 校 人 いえ、 私 は 何も その他に は 知り はいたし ませぬ。 

A 辨 然 らば これより 大神杜 女 を 取調べよう。 

玄光 大神杜 女 を^いて 參ゎ。 大切な 闪人ゅ ゑ、 よく 氣を 

付 ける のぢ や。 

使 部の 一人 はつ。 (去ろ) 

(相 校资人 に) そち は 相 校から 參 つてより 何年に な 

るの ぢゃ 0 

相^！^；^人 もはや、 足掛五 年になります。 


良辨 驛^ 柔げ て) そちの やうに 若い 時分 は、 兎角 心が 

迷 ふ ものち や。 ゎづ かの 恩に 心を惱 まして、 天下の 大義 

を 忘れたり 、情 愁に虫 かれ て 思 はぬ 偽 を 云うたり すろ も 

の ぢゃ。 よく 氣を 付けて 過 をせ ぬ やうに いたさね ばなら 

ぬ 0 

相 校资人 (泣く)：： 有難う 御座ります。 

良辨 そちの 若さて は、 定めし 父 も 母 もま だ ft 世に 居らる 

るて あらう。 

相 模资人 (泣 伏す)：： 

C 使 部 ra 人が せ 枷，^ はめた 大祌杜 女，" つれ ズ くろ。) 

玄光 そこに 引据 ゑい。  . 

杜女 我 身 は 八幡 大 菩薩に 仕 ふろ 命婦ぢ や。 K ふなく も 帝よ 

り從 HI 位 の 位 を 賜 つた もの ぢ や。 か やうな 處で 取調べ る 

の は 不都合で あらう。 

S 杜女、 我ら は 太 上 天皇 の 思 召に よって、 そち を 取調 

ぷ るの ぢゃ。 神妙に いたせ。 

玄光 宇佐 八幡 大 菩薩の 命婦、 從 E 位下 大神 朝ほ杜 女。 

杜女 (少しく 頭, ^低げ ろ) 

玄光 藥肺怫 の 御前ぢ や。 何事 も 有の ま、 に 巾 上げい。 

杜女 (また 頭.^ 低げ ろ) 

玄光 (半 「りか-示す) 杜女、 この 半弓 を 知って 居る か。 

杜女 (If 然として) それは我.：^!-の物ぢゃ。 知らぃて何と 
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杜 A 杜 JS: 


良辨 して、 筑紫娘 子 は 何と 答へ た。 

W 投资人 筑紫娘 子 は 悲しげに、 それ は 云 はれぬ。 それ を 

打 明 くれば、 死なねば ならぬ と. & しました。 奇を 好む 心 

から、 私が 1W 三聽 きます と、 娘 子 はたう とう 包み きれず 

して、 何やら 云 はう といたし ました。 (齒 1< ^喰 終って 泣 

く) 

A 辨 それから どうしたの ぢゃ。 

和模 ft 人 そのと き：： 

杜女 そのとき我；^？^の矢が娘子の胸に立ったのぢゃ。 

(相槐^«人泣伏す。) 

辨 (間， ^© いて) 杜女. (八赞 の簡. ^指して〕 か、 

る 異形の 祌を齋 きまつる は、 何のた め ぢゃリ 

杜女 八幡 大 菩薩の ため ぢゃ。 

A 辨 默れ、 杜女。 我ら は齊 = ではない ぞ。 これ は • 人竺終 

羅 門の 邪祌ぢ や。 

杜女 何 を 云 はろ、。 これ は 我^の 祌ぢ や。 古事記に も 現 

はれて ゐ るかの 伊奖册 命が 黄泉 國 に 下られた とき、 御.：^ 

の 周りに 蹲く まって ゐ た 八 雷 G 祌ぢ や 0 良辨ど の は 何 を 

思 違う て 居らる.. "の ぢ や 。 

辨 如何にも 八 雷の 神に 似せて、 巧に 本 來の姿 ゃ隱 して 

は あるが、 良 辨の股 は あざむかれぬ。 そち は 此祌像 を：^ 

處て たの ぢゃ。 


しゃう 0 

.U 辨 杜女、 そち はこの 3- を 知って 居る か。 (相模 » 人 1^ 

指す) 

杜女 よく 知って 居ります る。 わが 最愛の 筑紫娘 子の 魂 を 

盗んだ 奴ぢ や。 そして 我 身 を Is 綱 所へ 訴 へた 奴ぢ や。 

辨 何處で 知った のぢ や。 

女 (效 色，^ @ へて 默 ってゐ ろ) ：： 

辨 杜 女- 何で^へ ぬの ぢゃ。 

女 (獨せ "の やう lO 何處て 始めて 會 うたやら、 もはや 

覺 えても 居らぬ。 

糞 偽 を 中せ、 杜女。 かの 地獄 谷の 岩窟て 初めて 會 うた 

の-てあらう 0 

杜女 ：： 

^；：；辨 して、 そち は 何の S つ て 、 そち に 仕 ふ る 筑紫娘 子 

を 殺した の ぢゃ。 

杜女 筑紫娘 子 は 此奴に 欺かされて、 祌を 厚 かしめ ようと 

したから ぢゃ。 

rt- 辨 刑 部 節、 筑紫娘 子 は 何の やうな 事 をして、 祌を厚 か 

しめたの ぢゃ 0 

g 模资人 大祌杜 女が 齋 きまつる 形の 祌は 何ぢ や。 何の 

ために あの やうな 恐ろしい 神 を 祭る のぢ やと、 私が 聽ぃ 

たので 御 趣り ます。 


ittira 佛大 
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杜女 宇佐の 肺に 描かせた のぢ や。 

ftj 辨 これ を 描いた の は 決して 日本の 給 肺て はない。 杜女， 

これ は 天竺の^ ぢ や。 そちが あくまで 云 張るならば、 我 

らは 直ちに I 門 僭 正に 設を 立て 、 K くだけ ぢゃ。 

杜女 ：： 

n 辨 ど、 「ぢ や、 杜女。 そち はな ほ 偽り を 云 はう といたす 

か 0 

社 女 11 如何にも 婆羅門の 邪神て 御座り まする。 

fti 辨 然 らば そち は 何のた めに この やうな 邪神 を齋 きまつ 

るの ぢゃ。 隱 しだて は 却って £1 にならぬ。 潔よ く 白状い 

たせ。 

杜女 それ は 云 はれぬ。 たと へどの やうな K にあうても そ 

れ ばかり は 云 はれぬ。 A 辨 どの、 無益 ぢゃ。 もうお 訊き 

なさるな。 (服 ^ffl. ちろ) 

•U 辨 ふむ。 どうしても 云 はぬ と 云 ふの ぢ やな。 然 らば、 

それ は 改めて また 聽 く 折が あらう。 杜女、 そち は 何處て 

この や うな 邪 祌を祭 る 事 を 習う たの ぢゃ。 

杜女 豐 前の 九 菜 山て、 W 共 人に 會 うたと き、 習うた のぢ や。 

& 左官た も、 杜 女の 口供 は 別册に 認めて おくの ぢ や。 

左せ 二人 はつ。 (別の 卷 物，^ 出して 書く〕 

S 杜女、 そち は 昨夜 ひそかに をち を囚禁 する 室 を 二人 

の = ^者が^ ひよ つたの を 知 つて 居る か。 


杜女 いや、 知り ませぬ。 

辨 あの 恐ろしい 嵐の 內を、 二更 過ぎて、 二人の.^ 者が、 

ひそかに 此處に 忍んで 參 つたの ぢ や。 そして、 互に 鎬を 

削って 切 結んだ のぢ や。 

杜女 (沈 mo ふむ。 それ は 我 身に は關 はらぬ ぢ や。 

(相模 K 人.^ 指さす) 此奴 を 殺さうた めの 刺客 ぢゃ。 

^5{辨 どうして、 そち はさう 思 ふの ぢ や。 

く， C が； J  . 

杜女 . ぉ辨 どの、 我 身の ロは鐵 より 堅い 靠を 世の中の 人 は 

皆 知って 居る のぢ や。 ところが、 此奴 はさう は 行かぬ。 

何 か 途方もない 事 を 云 出されて は、 迷惑す る 人 も 隨分ぁ 

らう。 现 に 我 身 を 見ら る- -が よい 。此奴 の淺 墓な 心 か ら 、 

この や、 つな 服に 會は ねばなら ぬの ぢゃ。 そこで、 世の中 

の 用心 い 人た ちが 此奴の 口 をふさが う と設 てた のぢ 

や。 二人の 者 は、 大方 仲が 惡か つたので あらう。 

相 模^ 人 (色 ys^ 變じズ ^いて ゐろ。 やがて) その他^ は 

捕 へられました か。 

辨 いや、 一人 は 深手 を负 うた ま、、 圓に まぎれて 二人 

とも 逃れて しまうた。 た- V 血潮の 滴が- 殘 つて ゐる だけ 

ぢゃ。 

杜女 一方が 立てば ■ 一方が 立たぬ のぢ や。 

相 模资人 (苦 やがて) あ、、 さ うぢ や。 一方が 立て 

ば 一 方が 立たぬ のぢ や。 
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良辨 ふむ、 一方が 立てば 一方が 立たぬ：： 

(相 模资 人が 突然 倒れ ズ苦 しむ。) 

玄光 どラ したの ぢ や。 

使 部の 一人 (驅 よって 介抱す ろ) \Ki を く 嘴んで 居り ま 

^^i辨 そやつ を 殺して はならぬ。 早く 者 を 呼べ。 

使 部の 一人 (凝 乎と ffl 校资 人.^ つめて ゐろ。 やがて) 

もはや， 絕 命いた しました。 

.U 辨 (立 上ろ い 何、 絕 命いた した。 (相 校^ 人の 屍 LL 立 

少 ばって、 よく 见る) ふむ 。残念な がらもう 駄目 ぢゃ。 

(また t 十のと、、 ろ へ 一!^ ろ) 

杜女 ^{辨 どの、 此奴が 死んだ から は、 もはや 怪しい 曲者 

は參 りますまい。 御 安心な され。 

辨 杜女、 そちと 行 信と は 追って 取調べる。 今日は これ 

迄ぢ や。 (使 部の 者 Li) 杜女を 以前のと ほり 闪禁 いたせ。 

闪禁 がすん てからて よいから、 この 死屍 を 取 片付ける の 

ぢゃ 0  . 

使 部の 者 はつ。 (杜女 vJ- 曳 いて 去ろ) 

*{辨 左官た ち も 引取られい。 

左せ 二人 はつ。 (去る) 

(沈 默。) 

玄光 成程 これ は容 ならぬ 疑獄て 御座ろ。 我らに も、 大 


方の 推量 はつ いたやう で 御座る。 

良辨 むづ かしい 事に なって 參 つた。 (ES の 間に 八の字 

よせて) 我らの 腕て は， とても 裁け ぬ。 

玄光 何う いたしたら よい もので 御座らう。 

良辨 されば ぢゃ。 (深く 思案す ろ) まづ、 我らの 思 ふと 

ころで は、 杜女行 信 は、 このま.^ 闪禁 して 置いて、 徐ろ 

に、 天下の 形勢の 推移 を 待つ のぢ やな。 東大寺の 51 告那 

佛も來 年 一 杯に は、 何とか 開眼の 運びに 至る であらう。 

盧 4!!: 那佛の 開眼が すむ より、 丁度 春の 日に 溶く る 淡雪 

の やうに、 天下の 形勢 は 推移し 始 むろて あらう。 その 時 

になれば、 また 何とかなる てあらう。 

玄光 宇佐の 八幡宮の 方 は 如何 致せば よろしう 御座る か。 

ftj 辨 (案 1^ 打って) さ うぢ や。 京の 方は此 溢に いたして 

おいて、 まづ 宇佐の 八幡宮 を 取調 ぶろ のぢ や。 その 調べ 

の 暇取る 内に は、 盧< 古 那怫の il 服 はすむ であらう。 頗る 

よい E 心付ぢ や。 (.R 辨は か う 云って から、 相校^«人の屍 

の そばに 立 寄ろ。 凝 乎と おな つめろ) みれば、 美しい 

若者 ぢゃ。 哀れな 者 iu^ や。 (合掌) 

玄光 (同じく S^Li 立^って) 戀に 狂うた のが、 却って、 

當人 のために は 幸て あつたか も 知れ ませぬ。 何^も 知ら 

ずに、 た.，、 美しい 幻を兑 つめて 死ん， てし まうた のて 御座 

る ゆ ゑ。 (合 00 南無 阿 彌陀佛 
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良辨 來世 は、 よい 處に 生れさせて やりたい もの ぢ や。 

—— 凝 —— 

^五 幕 

第 一 揚 

大佛殿 前の 光 5?«。 天平 勝寳四 月大佛 開眼 供養の 終 

った数1;:後の夜、=^光が楚のゃぅに輝ぃてゐる。 um、 

斜 に m  .ち ら れ た 大 寺 の 屮 門 が え ろ 。 そ の 後 Li  E 大 

な 大佛の cs; 根が、 丁度 屮 n^mr ろ やうに そ びえ てゐ 

ろ 0 おの 方に^ 池 が あ ろ 0 その 池，^ 罔んで 杉の 大木 

や、 花 さきみ r ，た 櫻の 樹、 枝，^ 長く 地に 垂れた 柳な ど 

が 立って ゐろ。 左に は 今 工事 半 成の 七重の 西 塔が、 足 

場，. 小 かけた 儘、 廢 墟の やうに 刀 光に ら されて ゐ ろ。 

1^$;- 大勢、 地 に 伏して 大佛殿 1<5 ^萍 して ゐる。 月光の 內 

に うごめ く 鮮^ の 何處か ら と L なく 稱名 念佛の 聲が低 

く カ强く 潮の みな >r 、る やうに 響いて くろ。 

の 翁 俺 はも はや W: 歳 を 越えて ゐ るが、 この やうな 騒 

ぎ は、 まだき いた 事 もない。 

男 一 翁 は 他 やか ぢ やのう。 

宵 口の 翁 (微笑) もう 駄目 ぢゃ。 紫 香 樂の宮 で、 大佛造 

^が 始まった 時分まで は、 まだ 股 を いて ゐ たので、 樂 


があった が、 il:: 目に なって は、 おしま ひぢ や。 この 束 山 

へ 来る にも 孫の手 をから ねばならぬ。 

男 二 人 問 も Kz 歳まで 生きる と、 もう 命 も 惜しう は ある ま 

い。 併し * その W 歳の 閊 に は、 定めし さま- 4^ の 世の中 

の 移り か はりが あつたて あ . い うのう。 

盲 B の 翁 それ はさま ぐの *J があった。 身の 毛の よだつ 

やうな 恐ろしい 事 も、 また 祌佛も 及ばぬ この 世の 不可 思 

議も、 俺 はこの 生 さた 眼で 兑て さたの ぢゃ。 壬 ゆの 戰の 

時には、 俺 は あのお 氣の な大 友.；： 罕の 衞士に 召されて 

深手を^；只ぅた。 長 接 王が 御- H 害な されて、 御館に 火の手 

の あがる の も 見て きた。 藤原宮 の 化譽の 時には、 まだ 俺 

i 、若かった から、 飛鳥の 京から、 眞 先に 引 移って きたの 

ぢ や" 併し 俺 はま だ この やうな 騷を きいた 事がない：： 

法 肺 (おい mfo 我ら は 翁に 盧舍 那佛 さまの S 肌 供養の 美し 

さを兑 せなかつ たの を 口 惜し う E 心 ふ のぢ や。 

盲目の 翁 そなた は 兌た のか 9 

法 m  (誇らしげ Li) さ うぢ や。 我ら は 下^の 藥師 寺の 法 

師ぢ や。 末席に あって、 造に 禮拜 いたした が、 まことに 

古今 未曾有の 盛儀て あった。 

盲 口の 翁 (前 LLLL じリ出 る) ^<f:; 那佛 さま は， どの やう 

な 御姿ぢ や。 悉 しう 話して きかせて 下され。 

巧 一 法師 は幸ぢ や。 我.， T 庶民 は、 拜觀を ゆる されぬ ゆ 
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ゑ、 ゎづ かに 御門 外から 拜んだ だけ ぢゃ。 

法師 我ら は 明日 京を發 つて 下野に 下る のぢ や、 か、 る 前 

代 朱 聞の 大 供養に 列席した 身の 果報 を 思うて、 今 齊大佛 

殿に お別れに 參 つたの ぢ や。 

ほ S の 翁 法 肺 どの、 早う 話して きかせて 下され。 

法師 何に せよ U 各國分 寺の 僭 尼と 朝廷の 百官が、 悉く 列 

席した のぢ や。 さすがの 廣大な 東大寺 も 當日は 人々 て 1 

杯であった。 

男 一 さう であらう。 

§ 大佛殿 の 扉が 一 文字 に 開かれて、 紫康 黄金 の 盧舍那 

佛 さま は 御 膝から、 御 掌 御 胸の あたり ま-て はっさり と拜 

まれた。 

盲 S の 翁 南無 毗盧  < せ 那佛" 南無 毗盧舍 那佛。 

法師 大佛 殿の 前の 廣 場に は、 左右に 輕<せ を まう けて、 千 

官の 席と せられた。 我ら は その 末席に ついて ゐ たの 

ぢゃ。 帝 は 公卿た ちに 守られて、 しづくと 玉座に おつ 

きな された。 開眼 導 肺 婆羅門 僧正が、 輿に 难っ て、 .m 蓋 

を かざして、 入って 來られ た。 その後に は、 講. 師讀師 の 

諸 名 偕た ち が續 かれた の ぢ や。 

00;3 の 翁,^ 始めと して、 何時と なく 諸人が 法師,^ 取 

園んで、 ひそ やかに 念佛 すろ。) 

法師 1^ 嚴經の 讀誦が 終る と、 導師 は 立って 大佛 殿の 内に 


入り、 長い 梯子 を 踏み 上って、 盧舍那 佛の雙 K に睛 を點 

せられた。 

S 南無 毗盧舍 那佛々 

法： t 開 服が すむ と、 南門より 樂入 たちが 列 をな して 入つ 

てきて、 大怫 K の 前 を 二度 廻って、 左右に 分れ 立った。 

舞臺に は、 東西に 3 樹を ffi ゑ、 禮盤を 据>么 て ある。 始め 

に は 五節 舞が 奏せられた。 っビ いて 勇ましい 久米 舞、 循 

伏 舞が 行 はれた。 次に は、 二十 人の 女が 左右に 分れて 踏 

歌 を 奏した のぢ や。 それから 唐樂， 林 邑樂、 高 一?i と、 

次々 に樂人 ゃ采 女た ち の 美しい 舞が 日の 暮れろ まで 續ぃ 

たの ぢゃ。 その 舞 振の 雅 かな、 P 、樂の 微妙 さは、 所設ロ 

には^され ぬ。 标•樂t;  土も^  くやと ばかり. て， あった。 

宵 n の 翁 (合 015- して) た かう して 物語に .Y、 いてさへ、 

心が Si 立 つ や うぢ や。 ira 無毗虎 <f:: 邠怫 々 々 ： ： 

群*^-のー人 (突然) や、 大路の 方より、 誰 やらが、 大勢 

馬に 乘 つて 来た わ。 

(皆 「誰. ちゃ、 誰； ^や。」 とひし めく リソ 

群集の 一 人 東の 塔の に 馬 をつな いで、 此方に やってく 

る わ：： 月の 光て よく は 分らぬ が 橘奈良 磨 さ まの や うぢ 

や 0 

群集 奈 磨 さま 御 一人 か。 

群^^15の 一人 いや、 後から まだ 幾人と なく 来る や うぢ や。 
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00 何ぢ や。 何堪ぢ や。 (不 穩の氣 色) 

(橘 奈. 臍、 從者 一 人 l^s ま へ て 現 はれろ。 つ いで は、 

藤ぬ 仲^が やはり 從 從 へて 出て くろ。 人々 は、 池 

の W の樱の 木の下に 立 止る。〕 

S0 仲 牌 公て は 御座らぬ か。 

仲 麼 橘お 少辨 ど の か 。 豪 い 人出て 御座る のう。 

S0 かの 開 股供泰 以來 夜毎に 土民の 群が 東大寺の 門前 

に^^まり、 蹬拜 念佛ぃ たす よし、 人の 噂に 承 はりし ゆ 

ゑ、 如何なる 光：： 京 かと 思 ひ來て みれば、 これ はまた 盛ん 

な 群 猪て 御 鹿る のう。 

仲 土お の祸仰 かほ どまで 盛んな りと は 我ら も 思 ひもよ 

ら ぬ ^て 御座った。 帝に 於 かせられて もこの 冇樣を 間 召 

したなら ば さぞ 御滿 足で 御座らう。 早速 我らより 奏上 い 

たす心紐て御座る." 

(仲 《s,^ 脱んで) この 盧 〈せ 那怫 は、 元來、 先帝の 

御發 願て 御 趣る。 た 今 は 御 不 豫 にて、 藥師 寺の 御所に 

垂れ こめての みお はせば、 我ら、 明 曰に も參內 いたし、 

^こまやかに 群 築の 信心の 御物 語り 參ら せな ばい さ、 か 

は 御 心 も れ るて 御座らう。 

(沈 默。) 

00  fS 無 毗慮<^ 那佛。 南無 毗盧舍 那怫。 ：： 

(吉 -MSBr# がま 子 一 人，^ 召 つれて 現 はれろ。) 


仲 磨 おう • 珍ら しゃ。 ^Mf  0 

00 どなた かと 思うたら 仲 公ぢ や。 久し-つお^ にか- 

り ませぬ。  (ー禮 す) 

0A0 せ備 公、 何時、 京へ はお 歸 りなされ たの ぢ や。 

眞備 橘 左少辨 どのて 御座る か。 相 か はらず 御壯 他て 祝 誇 

至極 ぢゃ。 諸兄 公に もお 變りは 御痤ら ぬか。 

奈良磨 父 も變り は 御座らぬ。 あなた さま も 老いて ます ま 

す 御壯ん の やうに 見受け まする。 

§ 幸と 筑 紫の 土地が わが 身に 逾 して 居った と兑 えて、 

病氣 にも か、 り ませぬ。 俺 は、 一昨日 京へ 屍って 參りま 

■ した。 まだ 旅裝も 解かぬ 次第 ゆ ゑ、 廷 以外 は、 どなた 

にも 御無沙汰 いたして 居ります る。 御 父上 にもよ ろしう 

お 傅へ 下され。 

仲 磨 いて) 筑紫は 如何て 御座った。 唐土、 新羅 

あたりの 様子に 變りは 御座らぬ か。 

SM 備 わ づかニ 年 あまりの 滯在ゅ ゑ、 悉 しく は 分り ませぬ 

が、 新羅 は W つた ものて 御座ろ のう。 

仲麼 ふむ。 多年 朝 R を. 1:! り りしが、 この 三月 王子 金喧 

廉を 以 て 舟七艘 の K 物 を摔げ て 筑紫 に來 泊せ るよ し， 太 

宰府 より 報 ありし が、 士！： 備公は その 使者に お 逢 ひなされ 

てお 座る か。 

眞備 いかにも 會 ひました" 併し 新羅 は、 もはや 我 國に歸 
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順の 志 は 少しも 兑 えませ. 2。 使者の 暴慢 無 禮の事 は 言語 

にっきて 居ります る。 察する に、 大 唐の 威勢 を頓ん て、 

わが 図より 離れ 去らむ 下心 かと 思 はれます る。 

仲 暦 先 Jy. わが 國ょ りっか はした ろ 問責の 使 を 厚 かしめ た 

と 云 ふ 事で 御座ろ。 吉備 公、 して、 大 唐の 形勢 は 如何て 

御座った。 

SM 備 もはや 私が かの 國に參 りまして より、 二十 年に あま 

ろ 問、 造 磨 使 もつ か はされ ず、 公の 交通 絕 えし 次第 ゆ 

ゑ、 しかと は 分り ませぬ が、 玄宗皇 帝の 御代 泰平に し 

て、 咸菌 近隣に 及ぷ やうに 承 はりました。 

仲 65 これまで 遣廣使 をつ か はされ ぬの は • 我ら 昔より 心 

得む 事と 思うて 居った 次第て 御 鹿ろ。 此度、 藤 原 淸河を 

つか はすに ついては、 何かとぎ 備 公の 御 配慮 を わずら は 

す 事て 御 鹿ら う。 淸河は 若い者 ゆ ゑ、 御迷惑ながら 吉備 

公に 是非 御 同行 を 願 ふやう に、 我らより S 上いた した 次 

第で 御座る。 

AM 倫 私と て、 お 役に は 立ち ませぬ が、 幸、 唐土に は. 阿 

倍の 仲 腐が 參 つて 居ります ゆ ゑ、 何かと 都合が よから う 

と 思 はれます。 

$0 阿倍 仲麼は 玄宗皇 帝の 御 寵愛 を受 て、 磨 朝の 袁臣 

となり 居る と 云 ふ 話て 御座る が、 眞て 御座ります るか。 

S 俺 も その やうな 瞟を よく 閗さ まする。 李 白、 王 維な 


ど 、 云 ふ 名 ある 詩人と 深い 交 をな し てゐ ると やら：： 

仲 謄 吉備 公、 新羅 はい ま 一 度 大軍を 鼓し て 、 徴 J らして や 

ら ねばなら ぬと 我ら は 思 ふの ぢゃ。 して、 激 海女 sg につ 

いて は 何もお きな されぬ か。 

S 何もき V ませぬ。 併し-海外 はこれ からます/, \箏 

が 多から うかと 私は考 へます る。 

仲 ii さ うぢ や。 とも 角 も 怠らず 遣唐使 をつ か はして、 廣 

土 の 形勢 を 知 つて 置かねば ならぬ。 

(群集 俄か Li 騒 Av 、立つ C) 

群集 一 何ぢゃ 白 い 物が。 左の 御挲 に。 それ はまこと か。 

群 築 二 まこと ぢゃ。 我らは.；^!-ょりの者が柬大寺に居るの 

て、 その 法師に ^ いて 參 つたの ぢゃ。 大寺は 使 を 諸方 

に 走らす やら、 何やら 火事の や う な 騒ぎ ぢ や 0 

1H 不思議な 談ぢ や。 我らに は 信ぜられ ぬわ。 

00 1 一 信ぜ られ ずば 信ぜ ぬ まで ぢ や リ 

群集 一 何で あらう。 氣が X り ぢ やな。 

盲目の 翁 (一人の 男の： 斗 打 ぃズ) ふむ。 それ はよ い 

兆て はない。 國の亂 る、 時 * または、 天の 災害の 來ろ前 

に は、 よく、 その やうな 不思議な 事が 見 ゆる もの ぢゃ。 

皆々 もつ 、しまねば なるまい。 南無 毗 &,^ <ln 那佛々 々 々： 

仲 麿 (凝平っと、 彼等の骚Ar、,^-IWきすiしてゐろ) 何 や 
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ら 土民 共が、 あやしい 事 を 云、 r て、 騷 いて 居る や うぢ 

や 0 

群集 五 (女、 突然 泣き叫ぶ)：： 恐ろしい 寧ち や。 あ \、 

廣舍 郝彿 さま。 

宵 = の 翁 誰 やら 女子の 聲で 泣いて ゐるゃ うぢ や" 俺 は、 

この やうな 不氣^ な 前兆に、 何度と なく g 會 うた。 何れ 

よくない 事が 起 ろで あ ら -っ 0 

S  05£ 方より 寄リ來 ろ) 何ぢ や、 何ぢ や。 何事が 起つ 

たの か。 

群集 二 盧舍 那佛の 左の 御 掌に 何やら 白い物が うごめいて 

ゐ ると 云 ふの ぢ や。 

00  (口々 に) 何、 白い物が うごめいて ゐ ろ。 

00 誰が 云 ひ 出した 霜で 御座る か 知らぬ が、 跡 方 もない 

^て 御座らう。 

仲 i5 かやうな 事 は 民の 心を损 ずろ 物ぢ や。 折角 力 を 盡し 

て造營 い たされた 東大寺に * つ まら ぬ災が あつ て はなら 

ぬ。 我ら はこれ から 大佛 殿へ 參 つて、 事の 眞否を 確め よ 

うと 思 ふの ぢゃ。 皆 さま 如何て 御座る。 (步み 出す) 

S0 我ら も參 ろて 御座らう。 

S  (歩みながら) 臆 ig; な 法 肺た ちが、 何 か 見誤って、 

かやうな 騷ぎ になった かも 知れ ませぬ. 兎も角も 參 るて 


御座らう- U 

(仲 麿、 眞備 • 奈 良麼、 t:. 群集の 騷投， ^後に して 中 門 

の 方 へ 行く。) 

11 暗轉 I . 

第二 場 

火 佛殿內 部の 光量。 太き 柱の 列。 中央 壇上に は 塗金旣 

に 終つ て、 紫 黄金の 御 虞. 契く しく 輝く 本尊 盧 舍那彿 

大 像.^ 石 銅 二重の 00 座 に 安ん じて あ ろ。 (舞 S にて は 

御 胸 -5 リ上は 見 えす。) 度 舍那佛 の 左の 御 掌に、 朧スげ 

に. n き 者が ^まつ 乂ゐ ろの が 見えろ。 大佛 殿の、 S 子 

の 問より 洩れろ 月光が、 御體 奇怪な斑點に^..^めて 

ゐろ。 佛 前にば 大花立 二 基、 00. 大蠟燭 立な ど 並ん 

でゐ ろ。 その他 さま， ，4,\- の 御供 物が 供 へられて ゐ ろ。 

門前 の 群 第の 念佛禮 i^s .S 驛が 、 l"Mi の內に きこえる。 

次第に 叨 ろくなる。 少時、 前面の 御歸が ギィと 開い 

て、 月光の 内から、 仲 麿、 眞備、 奈 ij-ir か、 法師に 案 

內 せられて 入って くろ。 後に、 良 辨が？ 化^,^ したが 

へて 現 はれろ。 

仲 麿 眞備公 、御琵 なされ。 かの 土民 共の 云 ふごと く、 成 

程、 盧舍 那佛の 左の 御 掌に 白い物が 見 ゆる わ。 

S 不思議な 事て 御座る のう。 


CMC? 


眼 開 佛火 


^良 麿 の 光て 分明に は兑 えね ど、 かの 白い物 は、 何う 

やら 蠢め い てゐろ やうて 御座る。 

仲 麿 はて、 何て あらう。 

良辨 我ら もた 今、 報せ をう けて 驚いて 參 つた 次第て 御 

座る" 夕の 勤行の 折まで は、 何の 變 つた 事 もない やうに 

見受け ましたが、 その 節點 した 佛 前の 大蠟 H の 消えて 居 

るの も 不思議て 御座る。 

奈良暦 (突然) あれ は 人間 ぢゃ。 

仲 麿 人 問：： その やうな.^ は 御座るまい。 御 掌に は 梯子 

の 助 を惜ら わば、 上る 事 は 叶 はぬ のぢ や。 

奈良麼 いや、 たしかに 人 ii の 姿て 御座る。 よく 御覽 なさ 

れ。 白衣 をき て ：ぉ め い て 居ります る。 

(沈 跌。) 

何やら 小さな 隨が きこえ はいたし ませぬ か。 

稲名 念佛の IS ちゃ。 

aM 備 (fi い いて) ふむ， いかさま これ は 左 少辨ど 

の V  一 K はる とほり 人 の や、 r ぢゃ。 

仲 麼 人間と すれば、 どうして あの やうな 處に 上った のて 

御座らう リ 

(大佛 0： や 上の. a い 杓に、 すっと 立 上ろ。 高い 笑 骡,. 發 

すろ。 お 城 t お 女で あろ。) 

お 城 若 女 ほほん X  、。 誰 や" 大勢 參っ たや うぢ や。 


S や、、 あ おは 國公 g の 娘 ぢゃ。 

S0 さ うぢ や。 何時ぞやの 娘子ぢ や、 戀 人に 別れて、 

ふと 心 を 取つ めた 娘子ぢ や。 

仲麼 か ね s-を う た う て 平城京 を さまよ ふ 名高い IJ^ 女 

ぢゃ 0 

お 城お ¥ 眞玉 さ ま は ま 舍那佛 さ まの 人柱に 立った のぢ 

や。 赤い 血が ©の 口から 流れ込ん だの ぢゃ。 何時 まても 

何時までも、 流れて やまぬ。 はて はたう トぅ眞 玉 さまの 

御 節が 隨の 月の やうに 白うな つてし まった。 (泣く) 

仲 麿 何を考 へ て 、 また あ の や 、つ な處へ 上った のて 御座ら 

う.。 我らに は 思 ひ，， - 及ばぬ 事ぢ や。 

良辨 K 公磨の 娘なら ば、 此£-朝夕の分ちなくこの.？.：^をさ 

まようて は、 か の 非 菜に 死んだ 佛肺 53 玉の 第を播 さくど 

いて りました、 何に いたせ- 人騒がせな 眞似 をいた し 

たもの V- 御座ろ。 早速 法 肺た ん に 引下ろ さ せ ろ-て 御 iij ら 

う，」 ^§5 これ、 そち は^ 房へ 參 つて、 法： 帥た ち を 

伴れ て 參れ。 

從僭ー はつ、 E や」 まりました。 (去ろ) 

お 城^ 女 眞王 さまの 赤い 血が 御" M に 流れ込んだ ゆ ゑ、 盧 

< せ那佛 さま は 、 我. せ にさ ま <\ な 御物 語 をし て 下さる の 

ぢゃ。 この 御 掌の 溫 かいこと 上 K うたら、 丁^ 人の 肌の 

や- 「ぢ や。 (泣く) 盧 舍那佛 さま、 眞玉 さま は 只今 どこ 
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に 居 ら れま すか。 どう ぞ 我 身 に 返して 下され。 

仲麼 まことに 正體 もな く 狂うた 渚ぢ や。 

？  A  (H'  t5 し， 

悲し. 夢の さめし とき 

淚 にしめる 股 を 上げて 

ひとりぬ る 夜の わびし さ を 

毗盧 舍那佛 にか さくどく：： 

(笑 ふ) ほほ、 V  X。 盧 舍那佛 さま、 何 を その やうに お 

笑 ひな さる 、のぢ や。 

(法 M た r, 大勢 來 ろ。〕 

§ 法師た も を つれて 參 りました。 

良辨 fi^aa たち は 梯子 を 持って 參 つて、 あの 狂女 を 御 掌よ 

り 下ろす の ぢゃ。 

法師た ち はつ リ 

お 城お 女 いや ぢゃ。 我 身 は 何時までも かう して 溫 かい 御 

掌の 上に 居る のぢ や。 死ぬ まで 居る の ぢゃ。 

法師 一 、、- れ、 狂女。 只今 梯子 を 持つ て參る 程に、 早く 下 

りて 參 るの ぢゃ。 

お 城 若 女 いや ぢゃ。 我 身 は处ぬ 迄、 かう して ゐ るの ぢ や。 

此處は sg 玉 さまの 御 掌の 上ぢ や。 離れ.，： れろ 事て ない。 


(法 ：1 た ち が 0 ん できた 長 い 梯子ん 御； Jf- にかけ る。) 

法師 二 我. いが 上って、 つれて 參，. T う。 (梯子, 上ろ) 

お 城 若 女 これ、 誰ぢ や。 我 身に 近づく と 知せ ぬ。 此. 

は そち 達の 上って くる 場所て はない。 これ. 何で 上って 

くるの ぢゃ。 我 身に 近づいた が 後、 かう して くれる 0 

(；； 城 若 女 は その 梯子,^ 御 掌 rt リ押駄 さう とすろ。) 

S 法師， 下りる がよ い。 その やうな 手荒い 事 を 致す よ 

り、 やさしう 云うて きかせて 下ろす のが  一 ^ぢ や。 

(法師 下りろ。) 

奈 麿 吉備公 は あの 娘 子 を、 むかしより 知って 居らろ、 

ゆ ゑ、 何とか 御 思案 が 御座ら ラ 0  - 

Mm  城 若女リ 

お 城 S 女 誰ぢ や， 今 我 身 を 呼んだ の は、 誰ぢ や。 盧< 古邠 

佛さ まか、 眞玉 さま か。 

E5 満 そち を 呼んだ の は俺ぢ や。 吉備 眞備ぢ や。 

お 城 若 女 行 基 菩薩 ぢゃ。 さ 、「ぢ や、 菩薩の 御驩ぢ や。 菩 

藤 さま、 久しくお 股に か \ り ませぬ。 御な つかしう 存じ 

まする。 (長い SI) うむ、 やうく 分って きた や うぢ 

や。 何時ぞや、 我 身 は、 この 盧舍 那佛 さま を、 むかし 何 

處ぞで 拜んだ 事が ある やうに 思うた が、 その 箬ぢ や。 盧 

A せ那佛 さまの 御顔 は 行基菩 に 生 寫しぢ や。 ほほ X  X  \0 

もう 俺 の 聲も 忘れ て しまうた の ぢ や。 
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お 城 若 女 (S? ふ) 

眞玉戀 しゃ。 雪の 夜の 

暗に 立ちた る 面影 は 

消えて 跡な く、 わが 聲の 

た 丈 木魂す る 寂し さよ：： 

(門前 の の 薛盛 L-き こ え ろ 0隨 公. g が 現 はれろ。) 

公麿 こ れ は ija さま、 夜陰に 及んで、 お騒がせ 申し ま し 

て、 恐れ入りまして 御座り まする。 

奈^ 磨 公^。 

S や、 これ は 左少辨 さまて いらせられました か。 (此 

4^ に ！w 並ぶ 人た ち に 氣 付い ズ 平伏す ろ) 數 ならぬ 私の 娘 

の ふつ X かから、 渐樣な 贵ぃ御 方々 をお 騷 がせ 申し まし 

て、 まことに 何とも S. 譯が 御座り ませぬ。 

j2? 城 若 女 (§^ふ) 

蓮の 華の さきみ つる 

彌 陀の淨 土へ いざな ひて 

常住 不斷の 法樂を 

さ づけ 玉へ よ、 盧舍 那佛： ： 


公磨 (仰ぶ、 觅て) これ * 娘， 何て その やうな 勿體 ない 車 

をす るの；： や 。 そ >  J を 何處ぢ や と 思 う て ゐ る のぢ や。 

^城 若 女 (突然 位く) 一方 は 父ち や。 一方 は 戀人ぢ や。 

あ \ 行 某： 菩 さま、 何の やうに いたしたら よろしう 御座 

り ませう：： 

公麿 何 をら ち もない 事ば かり 云 ふのぢ や。 如何に 狂氣ぃ 

たした と は 云へ、 場所柄 も わき まへ ず、 たはけ た 事ば か 

り を 口先る と は ：： 

お 城 i お 女 さ うぢ や、 我 身 は 小鳥に なった のぢ や。 何時 ぞ 

や、 眞玉 さまと つれ 立って、 卷 B 野 を そぞろ歩き したと 

き， 艸の 茂みに 兑 つけた 鶴の 干 を、 そっと 掌に 1^ せた の 

ぢゃ。 鶴の 子 は、 ^璃の やうに 澄んだ 吸で、 我 身 を 凝 乎 

つと 兑 て- tj.- と いた —— 我 身 は 親の 子 ぢゃ。 行基菩 

薩さ まの 温かい 御 掌に 乘 つた 鶴の 子 ，ナ>  や。 ほほ：： 

(群集の 禮 12 の ^が き こえる "お 城 t お 女は靜 になろ。) 

公麿 城 若 女、 早く 降りろ のぢゃ U 皆 さまに 御 厄介 を か 

けぬ rz:. 一人て 降りて くるの ぢゃリ 

奈良麿 心が 靜 まった のか、 柔 なしくな つたて はない か。 

公磨 時折 は、 常の 人の やうに 心が 明るくな ります ると 兑 

えて、 よく 物 を 聞 分け t 〈寧が 御座ります るが、 すぐ また 

狂 ひ 出します る。 (鼻,^ す  ろ) 

仲 麿 常の 人て は て も あの やうな 處へ 上ろ 事 は 叶 はぬ。 
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狂氣 いたす と不思 譲と 身が 輕 くなる ものと 見 ゆる。 

公 暦 お や-持. まして、 やう.， （、靜 まりました。 今の 內 

に 私が あの 御 梯子 を拜 借いた して、 つれ 下ろし ませう と 

思 ひます ろ。 

ft- 辨 なる ST そちが 參っ て 欺して 下ろす のが 一 番ぢ や。 

もしもの 事の ないやう に、 皆して 梯子の 脚 を 押へ て 居る 

がよ い。 

法 M たち はつ。 

-公磨 それて は 御免 を かう むります る。 (梯子 Li 上らう と 

L ズ足 VJ- かけろ) 

お 城 若 女 何と 仰せられます。 (公 腐 は 梯子 か ら 足，^ 下る 

す) まあ、 何う して それ を 知つ て お い で なされる のぢ 

や。 それ はく 恐ろしい 事て 御座りました。 地獄の 鬼が 何 

人と なく 出て 參っ て、 眞玉 さま を 責めさい なむので 御座 

ります。 ふつく と 煮えた ぎろ 銅の 汁の なかに 追 込んだ 

り、 また、 やう./ \.眞 玉 さまが 出て おいてな さると， 今 

度 は 鐵の太 やか な 誇で 情 容赦 もな くつ まみ 上げて、 炭火 

の 内に 投げ入れた りすろ のて 御座ります。 あ i、 それ を 

見て ゐろ我 身の つら さ、 悲し さ、 まあ 思うても 見て 下さ 

り ませ：： そして、 そして 終に は， 無慘 にも 殺して しま 

うたの ぢ や。 

§ 娘、 これ、 靜 まら. ぬか。 何度 云うたら 分る のぢ や。 


|3? 城 若 女 (泣く ン 眞玉 さま は 世に も 勝れた 佛^ ぢゃ。 地 

獄 の^な どに 呵 なまろ やうな 惡 梁は此 世て は ？5 おに もな 

されぬ のに、 何て 御佛は 救う て は 下さらぬ のぢ や：： 

(群集の 禮 讚の 释が きこえ  一 CO) 

(娑羅 1： 僧正と 唐^ 道？ おが 現 はれる。) 

婆羅門 僧正 これ はこれ は、 皆 さま。 

良辨 僧正に も 道^ どのに も、 夜陰に 御 苦 勞で 御座 る 0 

道 fIS 只今 途上に て、 聽 けば. 勿體 なく も 盧舍那 俾の御 掌 

に 狂女が 乘っ て 居る とか 申して、 土民 どもが 騒いで 居り 

ました。 まことて 御座る か。 

良辨 御 下され〕 あのと ほりて 御座る。 只今 はや、 靜ま 

つて 居ります るが、 先刻よ"、 恐れ多く も 御 掌の 上で， 

亂" に 痴愚 の 言 を發し ま し て 、 我ら ほ と /\當 惑 いたし 

た 次第て 御座ろ。 

婆羅 SIM 正 良辨 Is 都 • して あの 狂女 は 何者て 御座る。 

1 辨 あれなる 國公 腐 の 娘で 御座る。 

S 何、 公磨 の 娘と 仰せら る \ か。 

公磨 道^さ ま、 よしなき 事 を 仕出かして くれ ましたの 

て、 私 は， 途方に くれて 居ります る。 

(沈 默。) 

道^ これ は 只事て は 御座らぬ。 のう、 婆羅門^ 正。 

婆羅 i:^ 正 されば ぢゃ。 かやうな^ は 前代未聞 ぢゃ。 天 
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竺に 於ても まだ 承 はらぬ。 

鍵 それと 申す も 我らが つねに 云うた とほり、 盧 舍那佛 

の 御 尊顔が、 嚴 たる 威容 を そな へて 居らぬ から ぢゃ。 何 

人 も 馴れ 親しみ 得る やうに 見え 奉る ゆ ゑ、 かやうな 不詳 

事が 起つ て參 るので 御座る。 

婆羅門 僧正 何 さま、 道 培 どの、 說 かる X 所 も 一理 あれ 

ど、 我らに はか やうな 不思議の 行 はる、 は、 偏に 我ら 人 

^ の 凡智 に はかられ ぬ 大無邊 の 佛カ の 示現 か と 思 は る 

るの ぢゃ。 

S 不 S 議な設 を 承 はる もの ぢゃ 0 

婆羅 1: 、ぉ疋 御覽 なされ、 泣瑢ど の 。金 銅 十六 丈 の 毗 盧舍那 

佛は、 今 、紫 摩 黄金 の 御 掌 を の ベ て， 映し 入ろ 月の 光に 蒼 

白く 照され たる 狂女 子 を 救 はんとし て 居ら る 、 所. ち や。 

(一 同感 動す。 門外の 群集の 禮 譖の聲 がさ こえる。) 

眞倜 婆羅門^ 正 どの i 只今の 御物 語、 この 眞備 はいと 

喜し く 承 はりました。 我ら * かう して 朧 ろげ なる 月の 光 

に、 御绿容 を拜し 奉る と、 何とも 一 K はれぬ 佛 菩薩の 有難 

さに、 思 はず 淚が こぼれ まする。 慈悲に 滿ち たる あの 御 

股の 濡 ほひと 云 ひ、 今にも 衆生 濟 度の 有難い お 言葉が 出 

づ るかと 思 はる あの 御 唇のに ほや かさと 云 ひ、 我ら 初 

め て 此 世なら ぬ 聖人 の 面影に 見え 奉る 心地 ぢ や。 

お 城 若 女 はい、 よう 分ります。 あ X、 有難い お 言葉 ぢ や。 


(御 掌よ リ乘 出し ズ) 皆 さま、 靜 にお 聞きな され ませ。 

盧 舍那佛 さまが、 今， 有難い 御說敎 をして 下されます。 

(鬥 前の 群 藥の聲 がき こえ ろ 0) 

(沈 

公麿 婆羅門 正さ ま。 親と 子 は 一 世の 契と 承 はりました 

が、 まことて 御」 M ります るか。 

婆羅 e: 僧正 さう.. ちゃ。 一世の 契より はない のぢ や。 

公 S3  城 若 女 • そち はたった 一世の 契りの この 親に、 か 

く まて 苦勞 を かける のぢ やな。 何と 云 ふ 不孝 者ぢ や。 

お 城 若 女 靜か に —— 我 身 は い ま盧舍 那佛さ ま の 御 設敎を 

きいて ゐ るのぢ や" 

(沈き 

公麿 そち を 育てた 苦勞 が- 口 しい や 、「ぢ や。 

(沈 ^0) 

お 城 若 女 (突然、 高 ぃ聲 で) 南無 毗盧 舍那佛 々 々 々 ： ： 

あ \、 寂 光 土の 姿が 見 ゆる = 有難い 事ぢ や。 いま、 ？| 舍 

那佛 さまが、 そち は、 この 世に 生れて、 まことに 苦しい 

目にば かり 會ぅ て-^、 た。 氣の f おな もの ぢ やと 仰せられ 

た。 すると 夢幻の や、 つに 美しい 世界が、 ふと、 見えて さ 

たの ぢゃ。 (^) 盧舍 那^ さま、 私 はま だ 幼ない 時分に、 

よぐ、 この や 、「な 景色 を兑 たやう に 忍 ひます る。 夕暮に 

なろ と， いつも 黄金色の 雲の 崩る i 西の方 を 見つめて、 
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亡き母 上 を 忍びながら、 泯を こぼして 居りました 頃、 よ 

く、 このゃぅな美しぃ量色を31^たゃぅに思ひまする0(月 

光次 第に^ やかに なろ) お \、 あすこに 眞玉 さまが え 

る：： まあ、 何と 云 ふ 美し さぢ や。 この 世の 而影 にない 

ほど ぢゃ。 (1!〕 眞玉 さま、 私 もやう やく 盧<|« 那佛 さま 

の 慈悲の 御手に 救 はれて、 辛い 悲しい 世の中 をす て、 參 

ました U 今から 思うて みると、 あの s„; の 苦し さが、 ま 

るて 夢の やう て 御座り まするな あ。： ：(=; 光に てらされ 

たま ゝ -IS れろ やうに す)  • 

(沈 默リ) 

公麿 これ 娘、 どうしたの ぢゃ 0( 静 梯子 1^ 上ろ。 缠ズ) 

あ 、 、もう 呼吸が 絕 えてし まうた。 悲しい 寧 ぢゃ。 (泣く) 

良辨 公 腐， それ はまこと か。 

公 暦 (位さながら) はい。 の 光が 消えて しま ひました。 

出る 呼吸 も 入る 呼吸 も， もはや 御座り ませぬ。 

( 一 ！ ra 合掌 ひ〕 

(門前の fte- の IT かかす かに. V- こえろ。) 

婆羅門 惯正 我ら はか やうに 美し い 往生 を まだ 見た 事が 御 

座らぬ。 (合掌) 

公磨 どなた か 御手 をお 贷 しなされて 下さり ませ。 死屍 を 

降さねば なり ませぬ。 

(法^た r, の 内に 梯子の 脚,^ おさ へて ゐる 者が ある。 


また 上へ 上って、 公 腐の 手より；！：？ 城お 女の 死屍 か 受取 

る^！？がぁろ。 やがて， 美しい 城 #ぉ 女の 死屍 は豁か Li 

地上に下^<:される0) 

良辨 公磨、 その 死屍 を佛 前に 寢 せて 置く がよ い。 

公磨 は い。 (二三の 法師と  一 Si に 死：^ 抱い て佛前 LiSg 

た へ るゾ 

娑縦 正 我らが 菩薩 を 弔うて つか はさう。 

公麿 有難う 御座り まする。 (沈 默. 凝 乎つ とお 城 若 女の 死 

^,^n^ てゐ る。 やが ズ泣 崩れろ V:. 

奈良麿 これ， 公廣。 そちの 悲しみ は、 もっともて は ある 

が、 淚は怫 のために ならぬ。 {X ム 磨の 一 S に かけて、 

城 i お 女の 死 il^ ょリ 引^す)  ， 

公麿 はい。 (1= い 柱の 藤 LL 職れ る。 蕭ゃ か な 泣聲が 何^ 

まで L さ こえて ゐろ)  

(婆雜 正ば 法師た ちの 先に 立 つて 進み、 一 同|6 か 

に 半^の 形に なつて、 お 城 若 女の 死屍 1^ 取^む。 K 禱。 

仲 12 と 備は、 法師た ちに 離れて 合掌して ゐ ろ。) 

(お 小 ，：5{ 廣は 一人 や V 一  同よ リ 5 おい 處に 立って、 合掌し 

てゐ ろ。 月光は鹿になった^舍那佛の御^^-^^燥然と輝 

かす， =) 

(沈 猷リ) 

11 靜 かに 11 
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U  m き fiiii 
m 圑 f^f  m 
—長 ニ县 


銃殺され た 林 少尉 (一一 一 S 


時 

ロ！^^ 戦役 時代 

南 洲 


叨治 三十 七 年 六月 屮句、 II れた 午前 —— 鳳 凰 城外の 村 

0リ 師 W 司令部に あてた 支那 豪の 家の 一 部" 石 階、 

その上 LL 石疊、 處 LL 「師國 長居 .M」 の 貼 札。 

石 E^Li は、 支那 風の 卓、 地 n 數葉、 四 五 脚の 椅子。 

屋枞， ^支へ た 太い 二 本の 柱に 金文字の 大聯 がか. - つて 

る。 その 前に 衞兵ニ 名。 

慕^  二三 名 石^の 上の 椅子；. 1 よって 話し- Z ゐろ。 

一 どうも 暑い ね。 

1 水浴で もす るかな。 

一 いや" 後が たまらない。 熱って：： 

(師函 .4 つか 上衣， いで 出ズ くろ。)  ， 


君た ち も 上衣 を脫ぎ 玉へ。 

よつ 0 

いくらか しのぎ いいよ 0 

ぢゃ、 一つ 御免 かう むって 脱がう か。 

(慕 僚 一同うな づく。 立 上って 上衣，^ 脫 ぐ。) 

幕僚 三 從卒。 

從卒 はつ。 

濃 三 この 上衣 を何處 かへ かけて 干しと け。 

從卒 はつ。 (持って ゆく) 

ところで、 軍 令 部の 情況 判斷 では、 ：： 賽馬鎮 

附近に 敵の 大部 嫁が ゐ ると にらんで ゐる。 

慕^ 二 ほ 分 もさう 思 ひます。 

師圃& ふむ。 (地 HVJ- みろ) 

(慕^ 二が 地 IS の 上 1^ 指さし ズ 示して ゐろ。 副せ が 出 

くろ 0) 

副せ 師圑長 閣下。 

師圑 e51 (地 n ん」 见な がら) おい。 

軍法 會議の 判士 長が 御 にか  >- りに 來て 居ります。 

^剛畏 Gm,^ 上げろ〕 此處 へ。 

副 (に はつ。 (去ろ) 

^#^三 林 少尉の 一 件て すか。 

さう だ。 
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(副 せが 判士 長 1^ つれてくろ。 そして. a 分 はお S の 端 

に 1^ 立して ゐ ろ。) 

0S 判士 長" 判決 はどうな つたら ラ。 

判士 長 はつ。 やはり 銃殺の 刑に 決定いた しました。 この 

宣 i}c 轡に御 捺印 を 願 ひます。 

師圃長 (受取って 眼 かと ほす) してみ ると、 林少 M は ど 

うして.，、 n 說を =g げな いの だな。 

^士 li« はい。 

肺圃長 銃殺 は 何時 決行す るつ もり か。 

判士 長 肺圈畏 閣下の 御 捺印が すめば すぐ 施行 いたし ま 

す。 J> う， 难備は 整って 居ります。 

師闹長 場所 は。 

判士 長 この 司令部の 襄の廣 場で 施行いた します。 

g 囤長 ：： 射手 は 林 少尉の 部下の 小膝から 出した か。 

判士 長 はつ。 第一 分隊 以下 十二 名 11 司令部の 門前に 

If 合させて 置きました。 

：: 判士 長。 林少 SS を 鳥渡 此處へ 伴れ て 来い。 

判士 長 はい。 (退場) 

Ml (恭 僚た ち Li) 元来 は W 面目な 奴 だよ。 

^：^條三 さう らしいて す。 

とに 角 俺が もう 一 度設 得して みょう。 

^^^ニ それ は 結構です。 (邮圑 長が ほ 室に 入る。 *f 僚 副 


官 退場) 

(. 判士 長が 林 少尉の 繩 c^,^ 兵 *LL 取ら ぜズ つれ^く 

ろ 0〕 

(M 函畏は 服の ト： 衣 yHM て出ズ くろ。) 

^1 林 少尉。 

林 少尉 はつ。 

0S 最後に 俺 は、 J, ラ 一 度 君に 訊く。 どうしても、 君 

の 設を枉 げる事 は出來 ないか。 

林 少尉 はい。 

0S 軍法^議 は、 君に 帝 國：. * 人と して、 最も 耻づべ さ 

刑罰 を 宣告しょう としてみ る。 これが、 判士 長の 持って 

きた だ —— が、 cr 設 を枉げ なければ、 俺ば すぐ 

この 書類に 印 を捺. 5  どう だ。 林少 

林 少尉 巳む や fJS ません。 

Mi 僕は^^を惜しむ ： ： 君の やうな 優秀な 靑年 士官 を 

IE 分の 部下から 失 ひたく はない の だ。 

林 少尉 肺團畏 閣下。 2^?恨もなぃ個人と個人が、 强 ひら 

れ た 意志で 殺し あはなければ ならない この 戥^ を If 合理 

と はお 思 ひに なりません か。 

肺！ 1 長 それ は 我々 の國 民の 摘 利の ためだ。 

休 少尉 横 利：： 我々 の國民 は、 むしろ 平和な 生活 を 衷心 

望んで ゐ ます。 
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師闹ぉ (愤 然として) よし、 俺 はもう この 上お 前 を 偶む 

事 は 3 来ない。 (ボケ- ソト から 印，^ 出して 、宣告 害に 捺 

す〕 お前 は 帝國： 車 人と して 最も 不名譽 な 銃殺の 刑に 處せ 

られ るの だ。 

林 少尉 (_g 色 蒼 a となろ >•: 

師圑 > お 判士 長。 (宣告書，^ 渡す) 

判士 長 はつ。 (進んで それ.^ K 乂 取ろ) 

:1 國長 射手た も を 此處へ 呼べ。 

判士 長 はつ。 (退場) 

林少^3  (換^の 興齋) 師國長 閣下。 銃殺の 理由 をお 聽か 

せ 下さい。 

00.^ 生か じりの 非 戰論を 唱 へて 軍 除の 志氣を 5$ し， 敵 

前に 於て 上^と 鬪©. した fg; 犬な 罪に よつ て だ。 

林 少尉 (凝つ と：！ 國長 つめろ) では 牛. 中 m 殿 は 

M 副 長 牛 25 中尉に は 進；^ 伺 ひ を 出させて 置いた。 

林 少尉 それ は 不合理て す。 最初に 軍刀 を拔 いたの は 牛 島 

中尉 殿です。 

^1 それ はお 前の 非戰 論に 愤激 したから だ。 

林 少尉 (叫ぶ) 自分 だけ 罰せられ るの は、 どうしても 不 

合 gf てす。 

(判士 長入來 ろ。) 


判士 長 射手た ちが 參 りました。 

(一人の 軍曹 Li 指^されて、 武裝 した 十二 名の 兵卒が 

現 はれろ。〕 

S  (低^に) 左 向け 止れ。 捧げ 銃。 

(丘 ハ卒捧 銃の 禝。 林少 SS それ，^ て よろめく。) 

00.^  (舉 手) 御苦努 だな。 行って 休息して 居れ。 

軍^ はつ。 (-ii ハ卒た r, に) 立 銃。 右 向け 右、 Jji へお い。 

林 少尉 不合理です。 どうしても 不合理て す。 

師圑 S 判士 長。 林 少尉 を つれて 行け。 

判士 長 はつ。 (繩 尻，^ 取った 兵卒に 口く ばせ すろ) 

林 少尉 (5? かれて ゆきながら、 膠"，^ しぼって) 閣下 0  Q 

分 は 銃殺され る理 巾はありません。 不合理て す。 どうし 

て も 不合理です。 ：： 

(§ 阴長 に ，陔權 な ^！^；^で K に 火 ，^ つ け る 。) 

(副 せが 出て くろ。) 

副 {:!: 師團長 閣下。 

00M^ 何 だ。 

副 (二 枚の 名刺 vs- 出す) 曰 本 軍事通 si^a; 代表と して、 

この 二 名の 新 g 記者が 閣下に 御 而會願 ひた いと 中 して 參 

つ て 居ります が：： 

國長 of" 打) 而倒 くさい 奴等 だ ： 今忙 がしい からと 


尉 少- 休 たれさ さ 銃 


2S7 


云 ひ 玉へ。 

副せ はつ。 (；？ J 場しょう とすろ) 

0S 副官、 仕方がない 。翁 はう。 此處へ つれてき 玉 

副せ はつ。 (退場) 

(やがて 二 名の 觀戰記 つれてくろ。) 

帥 固 41 (立 上って) 私が 師國 長です が。 ：: 

記者 一 始め て 御 眼に か \ ります。 私 は 帝 國寫眞 賓報社 の 

村 山 愛川です。 

,g 者 二 私 は 太陽 新報 社の 特派 記者、 淑川芳 岳です。 二人 

は 口 本 軍窜； 迎信 fl の 代表と して、 閣；^ に 御 願 申した い 事 

が あつ て參 りました。 

^1 まあ、 おかけ 下さい。 (兩人 椅子に かける) で、 

御 W と いふの は。 — 

記 * 二 いや、 他ても あ. り ま せ ん。 私共の 聞知し ました 

處 では • 先日、 前哨勤務 屮、 同僚の 牛 島中 尉と 喧啼 をし 

て、 軍刀で 切 合った 林 少尉 は、 木日處 刑され ろ さ-つて あ 

ります が。 もう、 閣ドは 少尉の 宣告書に 御 捺印なさい ま 

した か 0 

Mi  (嚴 然とし V0 捺印し ました" 林 少尉 は 銃殺され 

るの てす。 

記者 二 します と、 銃殺の 判決 理由と すると ころ は、 林少 


尉の 思想て すか。 

！ ！國 長 さう です。 あ-云 ふ 思想 を苟 くも 帝 國 のお 譽 ある 

軍人が 公言し て. 憚らな いのは、 怪しからん 事です) 

記者 一 では、 も 、つ 一 つお 訊ねし ます。 相手の 牛 島中お 

は. どう 云 ふ處罰 をう けたので す。 

^1 牛島中尉には進：^伺ひを出させ て笸.^ました0 

記者 二 それだけで すか。 

師團長 それだけです。 

Si 者 二  •  •  ： 初に 軍刀 を拔 いたの は- 牛 屮尉 だと 云 ふ 

^てす が：： 

師画長 牛 島中 尉 は、 短氣 ではあります が.， 常に 軍人の 本 

分 を 守つ てゐ ます。 屮 尉の 罪 は 林 少尉の 言奠に 激して、 

少 々 過激な 行爲を したと 云 ふだけ てす" 

,m 者 二 で は 律 に ffis す ろ と 云 ふ譯 ではない のです な。 

0S 戰 地の 生活 は 平時と 違 ひます。 牛島屮 尉に はよ く 

訓戒 を 施して S さました。 今度の 罪の 償ない として、 巾 

尉に は、 此 次の 戰 場て 拔 群の 働 をす る 事 を 誓 はせ まし 

た 0 

記者 二 成程" 

記者 一 師圑 2« 閣下。 

師圑長 何てす。 

記者 一 私 ども は處刑 前の 林 少尉 を 撮影 させて 頂きた い の 
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てす が、 お許し 下さいます てせ うか。 

記者 二 そして、 少^の 最後の 感想が. t、\ たいの てす。 

;1 國長 折角て すが、 それ は、 お許し 出来ません。 

記者 一 押し て お 願した い のて すが •  • ： 

師圑長 絕對 にお 斷 りします。 それに 林 少尉 は， 今、 處刑 

される ところです。 この  一 二分 中に：： 

記者 一、 二  (殆ん ど 同時に) 本統て すか。 

00M 判士 畏の宣 せが r むと • すぐ 火蓋が 切って 放 たれ 

るの てす。 (時計,^ みろ) 

( 一 齊射 華の 銃 驛が大 .v』 く 反 HI して 1^5J く。) 

記者 一、 二  (ギク リ とし ズ) あれ は：： (同時に^ 國長 

みる) 

^1 (が クカリした やうに) あれが 林 少尉の 殺された 

銃 靡です。 

(沈 默。) 

,S 者 一 (二に 向って) では、 君、 せめて 處 刑の 跡で もみ 

て 行かう か。 

記者 二 さう だね。 

者  一、 二 どうも 御忙 がしい 處を 有難う 御座いました。 

では 失禮 します。 

師圑長 いや、 折角 お出でになった のに：： 私の 許されて 

ゐる範 園-てなら、 何ても 御 相談に 應 じます から、 また、 


お出て 下さい。 

(記者 去る 0) 

(判士 長と is と 射手た ちが 入って 來 ろい〕 

(低 右 向け 止れ。 棒げ 銃。 (捧 銃の 禮。 

長 答禮) 立銃リ 

判士 1:- 今 林 少尉の 刑 を 終りました。 01 圑 41 點 頭く) 

軍 I" (捧 錢〕. z: 分以 T 十二 名， これから 巾 へ 歸. ります。 

師陋長 御苦勞 であった。 林 少尉 は 柔弱な 西洋 S 思想に か 

ぶれた ため、 軍人と し て；：！^ も K. 名^な 期 を 遂げ なけれ 

ばなら なかった。 ぉ前たちはょく林少尉の^^期を膽に銘 

じて、 國 家の 爲に 勇敢な ：4 人と ならなければ い けな い。 

よし、 歸 つて 休む がよ い。 

軍曹 棒げ 銑 —— S000^ 立 銃" 右 向け 右。 前へ お 

い。 (i) 

師圃長 (判士；^ に) 處刑 前の 存樣は 何う だった。 

判士 長 非常に 取亂 しまして 「不合理 だ。 銃殺 は 不合理 

だ」 と 叫びながら、 絕 命いた しました し 

:g 圃畏 (C; 心に) ふむ II 彈丸 は何處 にあた つた かね。 

蠢。 

S 三 發命屮 しました 內て、 頭蓋 銃創が！ 5^ 命 傷て 

あ" ました。 部位 は 右の 眉の 一 セ ンチ ばかり 上方です。 

(感動) ふむ 。や， 御 ギ：： 勞 だった。 歸 つて 休み 玉 


^少林 たれさ 殺 銃 


289 


ぺ0 

兩人 (槊手 敬禮) はつ。 (退場) 

從卒。 

從卒 (出て くろ) はつ。 

ひ 4 

師潮長 (時計 V?- みる) もう 午 だ。 まだ 飯の 支度 は 出来ん 

か 0 

從 卒 先刻 閣下 か ら 聯隊 長 2? 上會食 の 御侖 令が 御座いまし 

たから：： 

0S お \、 さう だった -—— すっかり 忘れて 居った、 も 

う $1 築 まった か。 

從卒 大抵 集まって お出での ゃラ てあります。 

g 圑長 よし、 では 行かう。 (立 上ろ) 副官 U 

副せ (出て くろ) はつ。 

00M 今日 の 會食 の 俺の 講話 の 原稿 はもう 書 い て くれた 

かい。 

； 1 せ はい。 こんな 事で よろしい てせ うか。 (原稿，^ 出す) 

師糊長 ふむ。 (諌 む) 所謂 非戰 論に ついて：： 君。 一緒 

に.3:〈^{場へ行かぅリ 

S はつ。 

(師闹 1^®!?,^ 讀 みながら 退場。 副 {»n 後 に 從ふ。 11 

衛兵 二 名 搾 銃の is。) 


夜 —— 荒錢 した 村落 中の 一 民 屋。 壁が 砲彈 で破壤 され 

てゐ ろ。 白紙に 「第 十 中隊 事務室」 と 書いて、 入口に 

貼って ある。 將校 川の^ 錢、 S. 行李、 軍刀、 軍帽 

などが 亂雜に 置かれて ゐる。 

屋货の 方 に 兵 本た ち の. JK 慕露蒈 の氣 配が きこえる。 正 

面-,, 1 窓が あろ。 戶）^障子もなし0 中央の 古 箱の 上に 裸 

蟥燭が 燃えて ゐる。 中隊長と 牛 島中 尉と、 村 松 少尉と 

が、 特務 曹長の 報 ii:! .5- さいて ゐ ろ。 從卒ニ 名 土間に 跟 

つて、 靴 や 軍刀 1^ 磨いて ゐろ。  - 

特 t^le-lllK  (手帳ん」ひ，^げて) そこで、 第一、 第二、 第三 

の 小險を 通算し ますと、 戰处 十七 名、 負傷. 三十 一名て 

あります。 戰 死者 贯傷 者のお 姓名 は 只今. 申 上け たと ほ 

り-てあります。 

中隊長 特務 曹長。 負傷者の 中. て 煮 傷者 は 何 名と か 云つ， た 

な 0 

特務 普 長 常： 傷者 は 十二 名て あります。 

中隊長 さう すると、 現在の 中 險の缺 員が 戰 死者 軍： 傷者と 

合計で 二十 九 名に なろ 譯 だな。 

特務 曹長 (老眼^,^かけ^51しズ) え  >- と 十七 名と：： 十 

一 一名：： さ、 つであります。 
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中 村 中 
隊 松 隊 
長 少 長 


中隊長 ぢゃ、 君、 御苦勞 だが、 すぐ 大隊 本部へ 報告して 

くれ 玉へ。 

特務 曹長 はい。 承知し ました。 (退場) 

牛嶋 中尉 (左腕に 織帶 して ゐる。 窓から 外へ 向って 叫ぶ) 

おい、 第一 少險の 山 田 軍曹。 

軍曹の 聲 はい。 

牛 島中 尉 第一 少 嫁から は、 まだ、 武器の 破損 を屆 けて 來 

ない ぞ。 

軍 W の驛 はい。 只今、 取調 中て あります。 

牛 島中 尉 早くせ い 11 それから 看護卒 は 居る か。 

珩護 卒の錄 は い。 居ります。 

牛 島中 尉 i 来て 俺の 繃帶を 取替へ て くれ。 

看護卒の It はい。 只今 參 ります。 

(牛 岛 中尉ば もとのと、、 る へ 屍って くろ。) 

中隊長 従卒：： おい、 俺の 從卒は 何處へ 行った。 

靴 1^ みがいて ゐ ろ從卒 中險長 殿の 從卒 は、 炊事場へ 夕飯 

を 取りに 參 りました。 

中隊長 何 を 愚阖々 々して ゐ るんだ。 腹が. S つて 耐 らん ぢ 

やない か。 おい、 靴なん か 後に して、 お前 も 炊事場へ 催 

促に 行って 来い。 

靴 みがいて ゐ ろ從卒 はつ 0  ( 退場) 

村 松 少尉 (また 少年 期の 面影が 殘 つて ゐろ) 中隊長 殿 0 


おい。 

尉 蔑はありません か。 

うん。 さっさ 大隊 畏殿 から K つたの が ある 害 だ。 

(ボケ- ソト, さぐる) や、 殘念 11 みんな 折れて ゐる。 

村 松 少尉 構 ひません。 一本 下さい。 

中隊長 おい。 oail^ 差 出す) 

村 松 少尉 (受取って 輕く頭 ^ばる。 喫 10 あ  >- 、うま 

い：： 生返った やう だ。 

牛.： J! 中尉 村 松。 君の 今日の 援隊の 誘 一； I： 法 はなって ゐ なか 

つた ぞ。 

村 松 少尉 中隊の 右翼に^ 加した 時の *F てす か。 

牛 鳥 中尉 うん。 あれ ぢゃ、 丸で、 側面 を 敵に 暴露して ゐ 

る譯 だ。 ：： 

村 松 少尉 どうも 地形が 惡 くって、 思 ふやう に 行かな かつ 

たんです。 

中隊長 いて) 然し* 今曰は^>f:;戰だったなo 

牛 島中 尉 中險長 殿。 丁度 我々 が 散開す ろと 同時に、 右の 

高地に 機關 銃が 出て きたのに は 全く！ 、ましたな。 

中隊長 あれて 十二 中 陵 はや.，： れ たんだよ。 

牛 鳥 中尉 どうも あいつに や 非道い 眼に 會 つた。 

(看護卒が 現 はれろ。 敬 S 

中隊長 看護卒。 メン トル ブラン は 持って ゐ ないか。 
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^5?護卒 あんまり 減 るんで、 近頃 は翳務 室で 渡して くれ ま 

せん リ 

中隊長 of" 打) 嘘 云へ。 贵樣 たちが 飮ん てし まふんだら 

う b 

看護卒 (牛 島中 尉の 繃帶 1^ 替 へながら、 簿笑 ひし ズ) い 

いえ、 そんな 事はありません リ 

中隊長 ：： つくづく 酒が 飲みたい な。 こんな 激動 をした 

後て は。 

牛 島中 尉 はは：： 始まり ましたな、 中 隙 長 殿。 

(從卒 たちが タ饭, ^述ん でく ろ。) 

村 松 少尉 中隊長 殿。 夕飯が 來 ました。 

中隊長 やっと 有附 いたな。 おい。 從卒、 今日の 菜 は 何 

だ 0 

從卒の 一 は あ、 今 B は 膝と 馬 鈴 薯の煮 付と 大福が 二 個 宛 

てあります 0 

中隊長 御馳走 だな。 早く 持って来い。 

從卒の 二 中隊長 殿。 

中隊長 おい。 

從卒の 二 それから 酒が 各人 一 合 宛 渡りました。 

中隊長 何、 酒 11 本統 か。 

從卒の 一 は あ、 本統 てあります。 

中隊長 おい、 がぢ やない か 0  ( 從卒 たち 笑って ゐろ) 何 


を 愚 阈 付いて ゐ るの だ。 早く 此處へ 持って来い。 

(從卒 三人で 飯盒 へ^った 饭と 菜と 一 合 瓶.^ 一  本宛將 

校た ちの 前に 運 ぷ。) 

村 松 少尉 おい、 從卒。 箸 はどうし たんだ。 

從卒の 一一 一 はつ。 (箬， ^持って くる) 

中隊長 (ま づ、 水筒の S^^J- 取って、 冷洒， ^それにつ ぐ) 

牛 島 君。 甘い ぞ。 

看護卒 (繃帶 か卷き 終って) 中尉 殿， もう 大分 肉が 浮い 

てきました 0 

牛岛 中尉 さう か。 御苦勞 だった。 や、 中隊長 殿、 もう 初 

めました な。 

中隊長 (水筒の か獻 す) さあ、 一 つ 行かう。 

牛 島中 尉 これ はどう も：： (飮 む) うむ、 、「まい. てす 

な。 (返盃) 

中隊長 久しく 飲らん から 醉ぅ ぞ" 村 松 少尉。 さあ， 君 も 

飲め。 (默 す) 

(村 松 少尉 飲んで 返盃。) 

(第一 少隊の 山 田 軍曹が 現 はれる。 敬禮 0) 

軍曹 少隊畏 殿。 

牛 島屮尉 何 か。 

軍？" (手帳 出して みながら) 第 一 少 嫁の 武器の 破損 は、 

劍 鞘の 破損 三. 彈藥盒 の 破 3 五、 銃の 修理が 一 であり ま 
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す 0 

iHS 中尉 よし， 平 速 特務 曹長に 屆 けて、 修理に 出せ。 

S はつ。 (敬禮 り 退場) 

村松少 :•: つむ- 馬鹿に 醉 つた ぞ。 

牛 岛屮尉 どう だ。 村 松、 御 得意の 「七 卿 落，； て もやらん か。 

村松少^3 1 つやる かな。 (兩 眼ん 閉. ちズ、 美く しい 驟で 

跨 摩 琵琶の 七 卿 落， .J- St ふ) 

世 は 刈 菰と亂 れつ- 

茜 さす 曰 も い とくらく 

瀨 見の 小川に 風た ちて 

隔ての 雲と なりに けり 

あら >  いたまし や 玉 木 はる 

内裏に あけくれ 宿直せ し 

赏美别 臣に季 知 卿：： 

(特 普 長が 突然 出て 來る 0) 

$s 中隊^ 殿」 

(村 松 少尉 EC ひやむ 0) 

中隊長 何 だ。 

特務 曹長 いや、 貸に 馬鹿げた 事です が：： 鳥渡、 お 耳に 

人れ とかに やならん と 思 ひまして：： 


中隊長 何 か 起った か。 

特務 |3 長 折角の 御酒 中、 御 邪魔して 申譯 ありません U 

K はこの 間から チ ョ イチ ョィ お聞きに なって ゐる林 少尉 

の 一 件です が：： 

牛 it 中尉 幽靈の 話 か。 

は あ。 

牛 中尉 また 誰か 騒ぎ だしたん か。 

特務 曹長 第二 少隊 の前澤 が、 今， 見た と 云 ふの てす。 

村 松 少尉 あの 一 等 射手の 前潘 か。 

特務 曹長 さう です。 彼奴 は 林 少尉 殿の 銃殺の 射手に 出た 

ん です。 それで 此 間 から、 祌經を 起して ゐ たのです。 

中隊長 まだ、 t= のロぢ やない か。 病な 奴 だな。 で、 何 

處て みたと 云 ふんだ。 

特務 長 何でも 大嫁 本部の 裏の 槐 の 茂った 處だ とか 云 

つ てゐ ました 0 

屮 隊長 特務 寄畏。 此處 へその 兵隊 を 引 つばって き 玉へ。 

特務^ はい。 では、 つれて 參 ります。 (SS 場) 

屮隊长 この間から あれ 程 云って きかせて あるのに、 ま 

だ、 そんな 下.，：' ん螺を 立てる 奴が あるんだ な。 

村 松 少尉 中 嫁 長 殿に は 報 is しません てしたが、 大分 大勢 

見た 奴が あるら し い ん です。 

屮 隊長 氣の迷 さ。 
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5? 松 少尉 ところが この 中 除ば かりで なく、 他の 中隊の 兵 

にまでもう 糜 がって ゐ ます。 

中隊 isli  ：: 何とかし なきやな らん わ。 結局 中朦の 士氣に 

關 係して くるから： ： 

村 松 少尉 銃殺の 時の 射手 を 出した ため か， 第二 少隊 がー 

^盛んな やうであります。 

屮岛 中尉 (冷笑) 林の 奴、 幽靈 になり 下っても まだ 非戰 

論を說 いて ゐる だら う。 

師國長 に て も聽ぇ たら、 中隊の 成績 は 滅茶滅茶 だ 。 

(特務 曹長が 前 澤と云 ふ 兵卒, つ れて くる。 兵卒 敬 

smM つれて 參 りました o 

中隊長 前澤。 

mm はつ。 

中隊 lux お前 は 何を寢 ぼけたん だ。 (前 澤酜 つて ゐろ) 何 

をし に 大隊 本部の 裏へ なんか 行つ たんだ。 

前？ ： 

村松少^3  (强 く〕 おい。 前澤. 上官に 物 をき かれて 默っ 

てゐろ 奴が あるか。 

前 r ゆ (狼 识) はい：： 曹長 殿の 洗濯物 を 干した の を 取り 

に 行 さました。 

屮 ^nJJ お前が 臆 おだから、 そんな 變な 物なん か 見え るん 


村 松 少尉 何 か 出 やしない かと 思って びくびくしながら 行 

つたんだ.，： う。 

前澤 (不服ら しい 表情〕：： 

平ぬ 中尉 こら、 前 揮。 林 少尉が 幽靈 になったら、 まつ 先 

に 俺の 處へ 出て 來 なきやな らん 箬 だぞ。 はは：： さ うぢ 

I 力 

00  (反抗的に) 少尉 殿 は 確かに あすこに 居りました。 

(つ  >- けて 5- か 云 はう とすろ〕 

中隊長 (烈しく) 馬鹿。  - 

前澤 (口 かつぐ む >:. 

中隊 畏 幽靈 なんて 云 ふ 者 は. 今日の 科學の 進歩した 世界 

に は、 居ない の だ 11 あ れ は 皆 昔 の 人の 嘘 だ。 分った か。 

特務 ま2 長 つまりお 前の 心の中て こしら へ てゐ るんだ。 

前渾 ，て も、 あすこで は 十一 中 嫁の 上等兵 も 林 少尉 殿 を 

たさう です  

村 松 少尉 誰か 本 統の將 校が 歩いて ゐ たん ぢ やない か。 

前渾 いいえ。 確かに 林 少^ 殿です。 初め 地面に 突 伏して 

ゐ ましたが、 分が 行く と、 S 靑な 顔です うつと 立上り 

ました。 

中隊 畏 (將 校た ち lO 村 松 少尉の 云 ふと ほり、 醉 つた 將 

校 か 何 かが、 倒れ てても ゐ たんだら う。 
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前 深 ：： でも 眉毛の 上に 傷が あって、 顔が 半面 血 だらけ 

-て ありました：： 

牛 島中 尉 (突然 笑 ふ) はは：： 此奴 銃殺の 時の 夢ても 見 

てゐ るんだら う 0 

(前澤 は 露骨な 反感の 態度，^ 示す。) 

中隊長 やつば り 中 際 長が 云った とほり， お前が 臆 .li だか 

ら、 そんな あり もしない 幽靈 なんか 兑 るんだ。 女 や 子供 

ぢゃ あるまい し、 お前 は 立派な 日本の 軍人 ぢ やない か— 

I これから そんな 事 を 云 ひふら すと 嚴赏 に處 罰する から 

さう 思つ てゐ るが いい —— 分った か。 

前澤 (不承不承に) はつ。 

中隊長 よし、 行け。 (前 澤敬禮 して 去る。 特務 曹 fiLL) 

君から、 よく 中 際の 兵に も その 趣 を 達して 置いて くれ 玉 

へ 0 

特務 is 長 はい。 (敬 醴， 退場) 

村 松 少尉 (凝 乎つ と 遠方の 物音.^ きく 樣子) 中 嫁 長 殿。 

馬鹿に 犬が 吠えて ゐ ますよ。 遠くの 方て：： 

中隊お 此邊は 野良犬が 何百 疋 となく 居る からね え：： ど 

り や、 飯 を 食 はう。 つまらん 幽靈騷 ぎで、 すっかり 遲く 

なって しまった。 

村 松 少尉 僕 も 腹が til つ ちゃった、 從卒、 湯 を 持つ て來 


從卒の 三 はつ。 (湯ん 入れた 水筒 14- 持つ ズ くろ。 中隊長と 

少尉の 飯盒の についで 行く) 

(牛 ft 中尉 はもう 醉 つて ゐ る。) 

中隊長 牛 島中 尉。 飯 はどう だ。 

牛岛 中尉 何、 飯 11 飯なん か^ひません。 酒 だ、 酒 だ、 

こら、 從卒。 酒 を 持って 來ん か。 

從卒の 三 はつ。 (退場〕 

村 松 少尉 中朦長 殿。 

中隊長 何 だ。 

村 松 少尉 どうも 僕 は 不思議で 耐らな いんです。 

中隊長 何が 不思議 だ。 

村 松 少尉 林 少尉 の 事 を 兵 陵が 急 にこの 頃に なつ て あんな 

に 騒ぎ 出した の はどう 云ふ譯 なんてせ う。 

(從卒 の 三が 一 合 瓶.^ 三 四 本 持つ ズ來 ろ。) 

中隊長 さあ：： 僕に も 分らん ね 0  ( 食事 終ろ) 

村 松 少尉 僕 は 兵隊の 心理 を 知る 上から 何 か 得る 處が ある 

だら うと 思って、 實は 研究して ゐ ろんで すが：： 

中隊長 君、 兵 陵の 心理の 硏究 なんて 陸軍 大學 へで も 行く 

連中の する 事 だぜ。 

村 松 少尉 兎に角、 今度の 戰& では、 悲慘な 死 方 をした 者 

も 隨分澤 山 あるん てす。 それに、 林 少尉の 事 だけ 騒ぐ と 

云 ふの は、 何 か 理由が なけり やならん と 思 ふんです。 
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中隊 いや、 隐病 だからよ。 

牛-お 中尉 (突然 叫ぶ) 村 松 —— $:^樣は林少2のー^^を持っ 

て 俺に あてこす るん か。 

(おく 酔つ ズ gr か据 つて ゐ る。) 

村 松 少尉 僕が 林 少尉の：： 馬鹿な • そんな が ある もん 

てす か。 

牛 岛屮尉 (荒く) いいや、 確かに さう だ。 大體、 贵樣は 

ハ ィ カラで 氣に喰 はん —— 軍人 の 面汚し だ。 

村 松 少尉 (氣 色ば む) 何 を 云 ふんです。 中尉 殿 11 何 

時、 僕が 軍人の 面 IS し をし ました。 

中隊長 よせ。 村 松：： 牛 島は醉 つて ゐ るんだ。 一；：； は默っ 

て 我慢し ろ。 

村 松 少尉 中隊長 殿 —— て も、 軍人の 而： れ しだの、 林 少尉 

の 肩を持つ のと 云 はれて は 我慢が 出来ません。 

牛お 中尉 我慢が 出來ん 11 面白い。 貴 ほ は 上官に 反抗す 

るつ もり だな。 よし、 向って 来い。 決闻 しょう (立 上 

つて 5^ 刀 报 る) 

中隊- 4- (强 く) おい. 牛 島。 いい加減に せんか。 

牛 鳥 中尉 (齒ん ク嗞雜 つて 泣く) 耐 らん：： 俺 はも、 r 耐ら 

ん…. 

中隊 长 どうしたんだ。 牛 島 U 


牛 鳥 中尉 .... 中隊長 殿〕 鳥渡 八 中 嫁へ 行って きます。 

0^ 刀 帶ぶ) 

中隊長 大丈夫 か。 

牛 島中 尉 八 中隊の 東屮 尉はバ ン カラ だ：： 俺 は あいつと 

軍人の 士氣を 論じて 泣 くんだ。 (出て ゆく) 

中隊長 村松少 ss。 怒るな —— 牛 島 は あれて 中 々精神 家な 

んだ。 た..^ 酒の 上が 惡 くて M るが：： 

村 松 少尉 え、。 酒の 上です から 我 i! しました。 

(中隊長 集まれの 喇叭が さ、 一え ろ。) 

中隊長 や、 中隊長 築 まれ だ —— 今時分 何 だら う。 (軍刀 

ん帶 びながら 出かけろ) 

(村 松 少尉-こる リと撗 LL なろ。) 

村 松 少尉 おい、 從卒リ 

從卒の 二 はつ。 

村 松 少尉 俺の 靴下 は 洗って 置いて くれたら うな。 

從卒の 二 は あ。 洗 ひました が。 もう、 大分 破れて 居り ま 

す。 

村 松 少尉 當分 此處に 滞在す る だら うから、 明日 酒保 を 開 

いたら、 買って おけよ。 

從卒の 二 はい。 (食器，^ 片付け 退場) 

(沈 默。 村 松 少尉 は 何 か 口す さんで ゐ ろ。 屋 背の 方で 

急 Li がャ ふ 驛。) 
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村松少^1  (起き 上ろ) 何 だら う。 (少時。 特務 曹長が 若 

い 支那の 女.^ 引つ ばって くる〕 何 だ、 その 女 は  

SS 今、 第三 少 嫁の 露營地 の 裏 を 廻 つてみ ますと、 

この 女が うろうろして ゐ るので す。 ど う も 素 振が 可笑し 

いやうて すから 引ば つてき ました 0 

村松少 W 間牒 か，" 

特務 どうも Si 者の やうです。 

村 松 少尉 B=: 者 11 わざと 啞 者を裝 つて ゐ るん ぢ やない 

か。 

特務 曹長 何とも 知れません (女 こ づく) おい。 何 だ 

つて あんな 處へ 入り こんだん だ。 

支那の 女 (怪し い^で) ああ：： (何 かしきり に 手眞似 

特務 I；： 县 (少 尉 か见て 笑 ふ) 何 を 云って ゐ るの かちっと 

も 分りません。 

(支那の 女に 泣 さながら、 頻りに 手！ IM 似,^ すろ。 少尉 

と 特務 長と は 面. n 半分 LIE- てゐ ろ。 何時の間にか 兵 

._Jf たちが 大ぜ ぃ屮 Z て. V 、て^いて ゐろ。 軍事 迎信 B; の 代 

表 二 名出ズ くろ。) 

記者 二 此處は 十 中 嫁 だな。 

記者 一 (村 松 少尉，^ 见て. 釋。) や あ >  御 休息 中 御 邪魔 

して 申譯 ありません。 (二人 名刺 1^ 出す) 私共 はかう 


云 ふ 者です。 あなた 方の 戰鬪 後の 露 營の狀 態を內 地へ 通 

信しょう と 思つ て やつ て來 ました。 

村 松 少尉 あ X、 さう. てす か。 cz 分 は 村 松 少尉であります U 

老ー は あ、 中隊 畏は 居られません か。 

村 松 少尉 中隊長 はい ま 聯隊 本部へ 行かれました。 

記者！ それや 殘 念です。 は屮險 長と あなた 方と お 揃の 

處を フ ラ ッ シ ュ を 燃 い て した いと 思った のて すが。 

村 松 少尉 もう、 やがて 歸 つて 来られる てせ ぅリ 

記^19ニ  (支那の 女 VJ-n- ズ、 特移 ：52 長 に) 今日は 此處 にき 

てゐ ますね。 この 女 は。 

特務 iSs 長 今 捕へ たと ころです。 

村 松 少尉 あなた 方 はこの 女 を 御存知で すか。 

記者 二 え、， 知って ゐ ますと も。 

村 松 少尉 何者で.！  一  體、 この 女 は。 

記者 1 一 何ても 蹇馬集 の HI 舍 の 百姓 の：^ たさ、 「です が ね。 

生来の 啞 者でして わ、 兩 親と 二人で 暮らして ゐ たんだ さ 

うてす。 ところが この間の 戰 gf- て 父親が 流 彈に當 つ て 死 

んて しまったんだ さうて す。 

村 松 少尉 は あ： 

記者 一 今日 の燮間旅圈^？令部て間牒の嫌疑て調べ られた 

さう です よ C 

特務 曹長 いや， この 中 除で も 今 調べ かけた ところて す。 
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村 松 少尉 いろいろ 手眞似 をし ますが、 何が何だか さつば 

り 分らな いんです。 

記者 二 考 へて みり や、 可哀 さうな 女て すよ。 

$ 1 ねえ、 君、 もし、 この 女の 舌が 解けたら 何て 云 ふ 

だら う 0 

記者 二 あ、 やって 手眞 似で 一 生醒 命に 訴 へて ゐる窜 をし 

やべ る だら うよ。 

記者 一 腹の 子の 事 を か。 

村 松 少尉 腹の 子 —— ぢ ゃ姙娠 して ゐ るんで すか。 

S  ^  (卑しく 笑 ふ。) え i 、何ても、 戰&' 前に 入り こ 

んでゐ た 日本人が い たづら をし たんだと 云 ふ てす。 も 

う、 臨月で せう。 

村 松 少尉 非道い 奴 だな。 

記者 一 親 は 殺される、 日本人の 私生兒 ははら む、 お 負に 

生れ 乍ら の啞^ だ。 もうこの 上 めら れる事 も あるまい。 

記者 二  (吐出す やうに) まるで 現在の 滿洲 だ。 

(中隊 ^が^ つてく ろ。) 

中隊長 (大きな 翳で) 君、 明日の 朝、 五 時の 出發 だぞ。 

村 松 少尉 本統 てす か。 

中隊長 うん。 我々 の聯隐 が前衞 ださう だ。 

(この 時 1  巡く：^ 背の から、 十二 三人の 兵卒た ちの 

軍 欲の 合"^ がふ ： - え て く ろ 0」 


軍 歌 

此處は 御國を 何百 里 

離れて 遠 さ 満洲の 

赤い 夕 口に ら されて 

友 は 野末の 石の 下 

思へば 悲し 昨日まで 

眞先 かけて 突進し 

敵 を 散々 こらした る 

勇士 は 此處に 眠れる か  


I  二 

深更 —— 摩灭； ^の 鞍部。 後に 鞍部の 较 線が 空，^ 剠っ 

てゐ ろの vs^ 望む。 口 本 ：4 の 小 t=。 ク i 造の 銃架に 一 列に 

銃 か 立て か けて あろ。 小 踏の 位 S は 四 地に なつ ズゐ 

る。 銃 前咁ニ 名、 默々 として 立つ。 一條の 路、 小-町 

の 傍，^ す ャ 、て、 鞍部の 棱 線の 方へ 走し る。 

小晴 長、 牛 島中 尉、 懐中 la 燈で 地國, ^照らして 乂ゐ 

る0 兵卒た ち は 影の やう-」 ^つて ゐる。 

牛 島中 尉 (低！^ lO おい、 山 w 軍 普。 
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S はつ。 

牛 島中 尉 巡察の 兵隊 は區 分して あるな。 

軍 I" はい —— .H 分 以下 五名 區 分して 置きました。 

牛 鳥 中尉 (やはり 地歸， 見ながら) よろしい。 11 そこ 

てと：： 斥候が 一 つも 報吿 をよ こさん。 どうしたんだら 

うな リ 

S あんまり 喑 いので， 道に 迷って. てもゐ るん ぢ やない 

でせ うか。 

牛 島中 尉 うむ —I 加 藤 上等兵の 組 を 入れて 都合 三組 出て 

ゐる譯 だな。 

曹 さうて あります 0 

(突然 高い 一昔 1^ さ ぜ噻, ^すろ 者が あろ 0) 

牛 鳥 中尉 誰 だ。 今 嚏 をした の は。 

兵卒の 聲 は あ II 自分であります。 

牛岛 中尉 自分 ぢゃ 分らん。 名 を 云へ。 

兵卒の 聲 は あ、 藤 村. てあります。 

牛 鳥屮尉 敵前て そんな 大きな 音 をさせる 奴が あるか 。も 

つと 小さな 嚏 をし ろ。 

兵^5^の猓 は あ。 

(バタ バタと 一人の 兵卒が 走って 來る。 銃. 前晴- 銃，^ 

構へ る。) 

銃 S 晴 誰か。 


兵卒 斥候。 

(銃 前喷 通過，^ 許す。) 

兵卒 (牛 島中 尉の 前に 跪く) 荒 川 斥候 報 

牛岛 中尉 よし リ 

兵卒 荒 川 斥候 はこの 道路 上 約 千 米の 處に 敵の 下士 哨を發 

しました。 なほ， 荒 川 斥候 は 道路の 右側 を迂 廻して 敵 

の 前哨線 を 捜索 中であります。 終り。 

牛 島中 尉 (地 21,^=- つ、) 道路の 前方 約 千 米：： この 邊 

かな。 (兵卒 は 立って、 兵卒た ちの 列 LL 入る。) 山 田 M 

曹。 

軍曹 は い。 

牛 島屮尉 (立 上ろ。) 俺 は 歩^ 線の： 巡察に 行って くる。 

お前 俺 の替 りに 殘 つて ゐて くれ。 

軍！ W はい。 

牛-お 中尉 巡察の 組の 者 五名 出ろ。 (はっと 答へ ズ 兵卒 五 

名 暗中に 立 上ろ。 銃 1^ 執ろ) よし、 俺に つい て 来い。 

(牛 島屮尉 先に 立 つ て 退 51。) 

(沈 默。 段々 話驛 が出ズ くる。) 

兵卒 一 お い。 誰か 蔑 を 持って ゐ ねえ か。 

兵 本 二 半分なら ある。 

兵卒  一 にくれ。 

兵卒 二 そら。 
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兵卒 一 何 だ。 半分 も あり やしね ぇぢ やねえ か。 (パクと 

マ クチ 1 "^す ろ) 

おい U もっと 要領よ く 火 を 點 けろ よ。 俺に 知れれ え 

やうに.^ 

(喑 中の 兵卒 ク ス ク ス笑 ふ。) 

兵卒 三 腹が 空いた な あ。 

兵卒 S 今夜 は 小夜 食 は 出ない のかな。 

兵卒 五 今まで 出な さや、 もう 出つ こねえ よ。 

(沈 默。) 

兵卒 六 もう 何時 だ" 

兵卒 一 待て、 今 見て やろ から。 (贫の 火で 腕時計.^:;^ ろ) 

午前 三時 だ。 

兵 本 六 三時 か —— 何だか 恐し く 寒くな つ て さやが つた。 

兵卒 一 本統 だな あ 11 滿洲 てえ 處は、 晝間は 馬鹿に 暑く 

て、 夜になる と 冬みたい だな あ。 

兵卒 七 俺、 さっき 嚷 をして 憤られち やった。 

兵 本： 一一 お前の 嚷は、 また 馬鹿に 大きかった ぜ。 

兵卒 七 あんまり 寒 いんて、 耐 へきれ なくなつ もやった の 

さ。 あんな 大きな 奴 をす るつ もり ぢ やなかった が、 つ ひ 

出ち まひ やが つた。 

兵卒 八 あ、 * かう やって ゐ ると、 つく-? 内地へ 歸 りて 

えな あ。 


兵卒 九 內地ぢ や， もう 單衣物 をき てゐ るんだ な あ。 

兵卒 八 (^ 置いて〕 畜生 奴。 若え 女の 單衣物 を き て ゐ 

ろ 姿 は、 思 出した だけても 耐らゎ 、ズ。 

軍曹 馬鹿 —— 誰 だ、 そんな ふざけた 事 を 云 ふの は：： 

(兵卒た ちが 1= 中で タス ク ス 笑 ふ。) 

(伍 S が 一 名の兵卒，^-っれて走ってくろ0) 

長 荒 川 斥候。 (銃 前晴 通過 vs- ゆるす) 

川 斥候。 (軍曹に) 小 哨畏殿 は。 

曹 今 巡察に 出かけた。 二十 分 もしたら 歸 つてく る だら 

ぅリ どう だ. 敵狀 はリ. 

荒 川 斥候 何だか 步哨 線の 内が 馬鹿に 騷々 し いやう であり 

ます。 さっき 報告 を 出してから、 右の 方の 歩哨 線の 內へ 

入って みました が、 傳令 らしい.^ が あっちへ 行ったり、 

こっちへ 來 たりして、 どうも 樣 子が 變 てす。 

軍曹 空摸樣 もこん な だ。 また 夜襲に-て もで かける つもり 

ぢ やない かな。 

荒 川 斥候 さあ、 何とも 知れません。 やれく、  くたびれ 

たぞ。 馬鹿に 溫 度が 下った が：： 軍曹 殿、 この 工合 ぢゃ 

明日 は 雨です ぜ。 

軍 iSa さうよ。 星 一つ 見えね えから な あ。 

(沈 默、 一人の 兵卒 は 兵卒た ちの 列に 入ろ。) 


sou 


尉^^？林ァ：れさ殺!^ 


(荒 川 伍長 パクと マッチ,^ すって^,^ つけろ。 遠った 

虚 Ll^ つて ゐろ兵 本た ちの で 話が はじまろ。) 

兵卒 十 おい、 歩哨 掛 りの 上等兵 殿。 今度 は 俺た ちの 上番 

、- こ， 

上等兵 さう だ。 第三 複哨の 交代 だ。 

兵卒 十 (兵 本 十一 に) お前と 俺 だな。 

兵卒 十一 どう 云 ふんか、 この頃 歩哨に 立つ ときに や、 さ 

つと お前と 1 緖 だな あ。 

兵卒 十 おい。 あすこの 複哨 は、 何だか、 不氣味 だぜ。 

卒兵 十一 俺 もさう 思った よ。 昨夜 立った とき：： 前に 太 

い 立 木が ある だら う。 あれが 何だか 人間の やうに 見えて 

厭な 氣持 がした ぜ。 

兵卒 十二 お前た ちの 次 は、 俺の 上 群になる ん だな。 

兵卒 ト もう， その 時分に や、 夜が 明けち ま は あ。 

荒 川 伍長 おい、 兵 除、 靜 かにし ろ。 (凝 乎と 聞 きすます 0) 

山 田 軍曹 殿。 

$ 何 だ。 何う かしたん か。 

荒 川 伍長 何だか 變な聲 がき こえ やしま せんか。 

(沈 默。) 

い \ や 、俺に や 何もき こえない。 

荒 川伍畏 何 だら う：： 俺の. S 耳 かな。 

軍曹 どんな 聲だ。 


荒 川 伍長 人の 吨 り聲の やう だ ぞ：： 

軍 普〕 ：： 犬 か 何 か だら う。 

荒 川 伍長 さう かしら：： 

(沈 默。 ) 

(怪鳥 鳴いて 羽音 烈しく 飛んで ゆく  0〕 

軍曹 何 だ、 あれ は。 

荒 川 伍 鳥て すよ 11 夢ても 見て 寢 ぼけ やが つたんだ。 

軍曹 寢鳥か —— 吃驚 させ やが る。 (畏ぃ 間) おい、 荒 川 

伍長。 

伍長 何てす。 

軍曹 早い もんだ な。 俺た ちが 出征して から. もう やがて 

1 年になる ぜ。 

伍長 でも、 まあ、 お 冗に よく 生きて ゐ たもんで すね。 

軍 1" 全く だ — 一緒に 出征した 中隊の 下士で 殘 つて ゐる 

の は、 お前と 俺 だけ だな あ：： 

伍長 さうて すよ。 つくぐ 考へ ると、 かう して 生きて ゐ 

るの が 不思議て すね" 

軍 普 全く だ。 

(銃 前咐が 問 杏す ろ。) 

錢前咐 誰か。 

斥候の 聲 加 藤 斥候。 

(铳 前晴 通過.^ ゆるす。 兵卒 三 名。〕 
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荒 川 伍長 加 藤 上等兵 か。 

加 藤 上等兵 さう-てあります。 小 哨長殿 は。 

荒 川 伍長 巡察 だ —— もう 歸 つてく る。 

軍 どう だ、 敵狀 は。 

加 藤 上等兵。 (二 名の 兵卒 に) お前た ち は 休んで ろ。 

(兵卒 は 無言の ま V 兵卒た ちの 列に 入る 0) 

荒 川 ffi 長 お前 は どっちに 出た。 

加 藤 上等兵。 (汗， „ ^ふく) 自分 は 本道 上 か ら左 に 出 まし 

た 0 

S 敵の 歩哨 線に 打 突かった か。 

加 藤 上等兵 、t 本道の 左の 高 梁 畑の 內 をく V つて 行く 

と、 不意に 人聲 がす るんで、 吃驚し ましたが、 それが 敵 

の 前哨 中險 らし いんです。 

荒 川 伍長 ぢゃ、 歩哨 線の 内に 入つ たんだな。 

加 膝 上等兵 え X  、も つ とも 知らな いで 入って ゐ たんて す。 

(地 岡.^ ひるげて、 懐 巾 電燈で 照らす) どの 齒 だね 

11 前 中隊 は。 

加 藤 上等兵 夜 だから どうもよ く 分りません が、 (地 SIfJ- 

^さ： む) 何ても、 この 邊 から 左に 切れたん で. 5  さ 

うだ。 この 川が ありました。 さう すると 、この 邊 てすな。 

ふむ。 (記し. つけろ) 何か變 つた 事はなかった 

か 0 


加 藤 上等兵 變 つた 事と 云へば、 前哨線が 馬鹿に 騒々 しい 

やうであります。 

軍 普 ふむ。 敵の 斥攸に は出會 さなかつ たか。 

加 藤 上等兵 三組ば かり 會 ひました。 歸 りに 會 つた 一 組の 

奴 は、 大きな ir て， 何 か 話しながら 行き ましたよ。 

軍曹 間拔な 斥候 だな。 

(ボン ポ ンと 二三 S せ 銃 @が きこえろ。) 

加 藤 上等兵 こっちの 歩哨 線 かな。 

荒 川 伍長 いや 、遠い 11 さ つ と 斥候と 斥候 の 衝突 だ。 

軍 is" 加 藤 上等兵。 御 苦勞だ つ た 11 もう い 、 から 休んで 

ゐ ろよ 0  , 

加 藤 上等兵 はつ。 (1= 中の 兵卒の 列に 入る) 

他の 上等兵の 驛 加 藤 上等兵。 

加 藤 上等兵 何だリ 

他の 上等兵の 驛 敵 は 夜襲ても しさうな 様子 か。 

加 藤 上等兵 何とも 知れね えな。 馬鹿に 騒いて ゐ るから 

：: おい。 今、 此處 から 將校が 一 人出て 行った か。 

他の 上等兵の 聲 い、 や。 

加 藤 上等兵 可笑しい ぞ。 

他の 上等兵の It 牛 中尉 殿 か。 

加 藤 ヒ等兵 いや- 違 ふ。 たった 一 人て、 俺と すれ違つ た 

ん だが：： (少し 蹄た かく) な あ、 おい。 秋 本。 
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秋 本 ：： 牛 島中 尉殿ぢ やねえ よ、 あり や。 

他の 上^兵の 聲 小 哨長殿 は 兵隊 を 五名 つれて 行った ぜ。 

加 藤 上等兵 誰 だら う。 歩哨 線の 方へ 向って すたく 行つ 

た ぜ。 

軍曹 何 處て會 つたんだ。 加 藤 上等兵。 

加 藤 上等兵 銃 前哨の 十 米ば かり 先です。 

(沈 默。) 

誰と も 知れぬ 兵卒の^ 林 少尉 殿ぢ やねえ か。 

S 誰 だ、 そんな 事 を 云 ふの は。 (返 寧な し) おい、 誰 

だ。 返事 をし ろ。 (返事な し) 丁度、 牛. お 中尉 殿が ゐな 

いから い いが、 居る とき にても 云って みろ。 打殺される 

ぞ。 (沈 默) おい、 加 藤 上等兵。 

加 藤 上等兵 はい。 

S お前 も 臆 .1 風に 誘 はれたん ぢ やない か。 

加 藤 上等兵 まさか。 はは、、、 (笑|揮が空虚で恐怖1^51« 

んでゐ ろ) 

荒 川 伍長 てす が、 普 殿、 一昨日の 晚も、 第三 中 嫁の 兵 

隊が 斥候の 歸 りに 林 少尉 殿に 會っ たさうて すよ。 

軍曹 その 話 は 俺 も 知って ゐ る。^ だけ だとしても 兎に角 

いやな 事に なった もんだ な。 

(兵卒た ちが づ ソ コ ソ話 しだす 0 レ 

兵卒 十三 どこ-てよ。 


兵卒 十 HI あの 前哨 中隊の 橫手 だとよ。 

兵卒 十三 本統 か。 

兵卒 十四 顏 がな、 半分 血で 眞 赤だった とよ。 

(沈 默。〕 

誰と，." 知れぬ 兵卒の？ t  (大きく  §>i 虚な聲 で) あん、 厭 だし 

厭 だ 11 金 鶏 勳章も 何ももう 欲し か あねえ。 早く 内地に 

歸り てえ や。 

軍曹 しッ。 誰 だ 。そんな 事 を 云 ふの は。 (兵卒た ち タスク 

ス笑 ふ) 

も-, -acs 誰 力  K 力 

小晴長 小 哨長だ U  (牛. お 中-; r か 兵卒 五名 fj- つれ て歸 つて 

くる) 山 田 軍曹。 別に 異常はなかった か。 

軍曹 はい。 ei 一、 常ありません。 荒 川 斥候と 加 藤 斥候と が歸 

つて 来ました。 

小晴長 さう か。 荒 川 斥候、 敵 狀は。 

荒 川 伍長 は あ、 自分 は 本道から 右 を 捜索し ましたが、 敵 

の 前哨線が 大 へん 騷 がしく ありました。 

小 t= 長 報告 は それだけ か。 

荒 川 伍長 はつ。 

加 藤 上等兵 少哨長 殿。 加 藤 斥候 報 

小晴長 うん。 

加 藤 上：^ サ兵 自分 は 本道から 左に 切れて 高 梁 S の 内 をく に 
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つて 行きます と、 敵の 前 哨 中 嫁ら しい 物に 打 突かり まし 

た 0 

小晴長 (地^,^ 出す) どの 邊の 地點 だ。 

軍曹 (指示) この 邊 らしい やうであります。 

小 t= 長 で、 狀況 は。 

加 藤 上等兵 前哨 中 際は大 へん 騒いで 居りました。 

小晴長 よし、 山 W 軍曹。 どうも 敵 は 夜襲し さうな 形跡が あ 

るな。 歩哨 線のと ころに 頻々 と 斥候が 出沒 する しな：： 

軍 普 自分に もさう 思 はれます。 

小晴長 おい。 皆、 その ま X、 きけ。 もし 夜襲が あったら 

さっさ 云った とほり、 勉めて 沈着に して、 前哨 中 嫁の 前 

の 抵抗 線まで 引上げる の だ。 いい か、 分った な。 どり や、 

敵狀を 中隊 畏 殿に 報告して 置かう。 (圆 籤，^ 出して 中 

電氣の 光， ^たよりに 略 闘 かく) 

銃前晴 誰か。 

中隊長 中隊長。 (中隊長と 傳 令との. 迎 過,^ ゆるす) 

軍曹 小 哨長殿 —— 中 嫁 長 殿が お見えになりました。 

中隊長 どう だ〕 牛 島中 尉。 何 か 異常 はない か。 

小晴長 中險長 殿。 今 報告 を 出さう として ゐた ところて あ 

ります。 敵の 前哨線の 位置 は. まあ、 こんな 物ら しいの 

てす。 (略鬪 vJ- 示す) 

中隊長 ふむ。 ふむ。 


小哝長 それから、 此方の 歩哨 線 に頻々 と 斥候が 出沒 しま 

すし、 敵の 前哨線が 非常に 騒がしい さう-て あります。 

中隊長 夜襲が あるか も 知れん よ、 ^リ 

小^ 長 は あ。 

中隊長 兎に角 > 嚴 重に 警戒して くれ 玉へ。 

小晴長 承知し ました。 

中隊長 歩哨 線の 巡察 は。 

小晴長 只今 自分が 巡察して きました。 

中隊長 あ、、 それ は 御苦勞 だった —— 牛 島中 尉、 馬鹿に 

塞くな つ たな— I 今夜 は 雨 に な る ぜ 。 

小晴長 降られち や 閉口て すな。 

中隊長 うん。 (時計，^ みろ) もう やがて 三時 半 だ。 この 

頃 は 夜が 短い から、 もう、 すぐ 日が 出ろ —— 此處 一時 Si 

ばかりが 肝心 だ。 よろしく 頼む よ。 

小哨長 は あ、 承知し ました。 

中隊長 ぢゃ、 失敬。 (退場) 

(沈 默。) 

荒 川 伍長 また、 聞え る 11 何 だら う。 あの 呻り 聲は。 

小哨長 何 だ， 伍長。 

荒 川 伍長 いいえ、 さっきから、 何 か 人間の 呻り ご ゑみた 

やうな 物が 頻りにき こえる のて あります リ 

小^ 畏 呻 りご ゑ：： 
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小 軍 荒 小 
だ 晴 W 川 晴 

°  ik 伍畏 張 


荒 川 伍-お は あ。 

小咆長 (凝 乎と 閗 入ろ〕 俺に も 何もき こえ やせん。 

軍曹 自分に もき こえな いんです。 

荒 川 伍長 可笑しい な —— ほら、 また、 きこえます。 

(沈 默。) 

小睛長 (兵卒^^ちに) どう だ。 お前た ちに も 何 かきこえ 

るか 0 

兵卒 数名 (一度 Li) いいえ、 何もき こえません。 

小晴長 おい 荒 川 伍長。 しっかりして くれ。 何 をき いて ゐ 

るんだ。 

荒 川 伍長 でも：： どうも 可笑しい な。 

(沈 默。) 

歩咐掛 おい、 三褥の 複哨の 交代 は、 もう 十分し き やない 

ぞ。 そろく 支度 をして おけよ。 (返^5$-なし) おい。 何 

だ。 寢てゐ るの か。 

兵卒 九 え、。 よく 眠って ゐ ます。 二人とも。 

歩晴褂 起して やれ。 吞氣な 奴等 だ。 

兵卒 九 おい。 上番 だ。 起さろ、 起. V- ろ。 

兵卒 十 うんん。 何 だ。 

兵卒 十一 あ、 すっかり 寢 込ん ぢ やった。 

歩晴掛 もう 十分た つと 三番の 複 哨 の 交代 だ。 

兵卒 十 ど • り や、 小便ても して 來 よう。 (立って ゆく) 


(突然^ 射擊 の 音-かけ た V ましく さ： え 30 一  同緊 

0) 

何 だ。 ひお 射攀 はつ  >  いてき、、 えろ) 

M 三番の 複哨 だ。 

塞か。 

(火き な驛 で) おい。 前哨 抵抗 線まで 引上げ るん 

忘れるな。 

(兵卒 立 上る。 銃，^ 取ろ。 暗默の 動搖。 急 射 擊の昔 や 

む。) 

小晴畏 何う したんだ。 

(沈 默。) 

軍 西 敵襲なら。 もう 歩哨が 引上げて 來 さうな 物です。 

小晴 "4-  ^^^s^^w 山 田 軍曹。 お前、 兵 を 二 名ば かり 

つれて 巡察に 行って 来い。 

MW はつ。 おい、 佐 倉と 木 下、 來ぃ。 (三 名 出て ゆく) 

小晴長 (凝 乎つ とき、 入る) 馬鹿に 靜か だ。 (銃^51=の 

と  >  、るまで 出 ろ ，.> 

兵卒 五 敵襲 ぢ やねえ な。 

兵卒 六 敵の 斥候に 打^ら はした のかな。 

兵卒 五 俺、 敵襲 か と 思 つ て 、 吃驚した 。 

荒 川伍畏 おい。 兵 膝。 お前た ちに や、 本統 にあの 呻り ご 

ゑ はき こえない か。 
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兵卒 一 いいえ、 きこえます。 

荒 川 伍長 ほら、 段々 ハツ キリして くる —— 女の S の やう 

だぜ。 

兵卒 八 俺に やき こえね え。 

兵卒 七 ^こえる ぢ やねえ か —— ほ.. つ 後の方 だぜ。 

荒 川 伍長 お前た ち は， 小哨長 殿に きかれた とき、 何故き 

こえない つ て 云つ たんだ。 (共.；^ たち クス ク ス笑 ふ) 何 

故， ^をつ いたんだ。 

兵卒 一 また、 ビ ン タを喰 ひます からね え、 伍長 殿。 

荒 川 伍長 どうして ビン タを喰 ふんだ。 

兵卒 一 林少 殿の 幽靈の 話 をした ばっかりで. 俺 中尉 殿 

のビ ンタを 三つ 喰った からな。 (兵卒 クス ク ス笑 ふ) 

誰と，. > 知れぬ 兵卒の 盤 や， あり ゃ赤坊 の啼蘼 だせ。 

何、 赤 坊：： 

小咐長 (銃 前咁の 前に 立った ま、 中に 向って) 山 田 軍 

曹か。 

(少^  • 山 出 ：4|" と 二 名の 兵卒が 走って くろ。) 

小^ 殿。 

^2 おい。 

敵襲て はありません。 

小^;^^ さう か。 (一緒に 小 咐に來 ろ〕 て. 何だった。 

S 爲鹿 げた 話て- i  また、 林 少尉 殿の 幽靈 をみ たと 


云 ふんて す。 

小晴長 それて 急射擊 をした のか。 

軍曹 さう であります 0 

小晴長 、つろ たへ * 奴が：： よし、 中 際に 報告して 罰に 

處 してやる ぞ。 ー體 どうしたと 云 ふんだ。 

軍 W あの 三番の 複哨 は、 皆 厭が るん てす。 

小- ws^ 鳥渡 游し いだけ ぢ やない か。 

今 立つ てゐ ますの は、 松 田に 崎 山と 云 ふ 兵隊て すが、 

崎 山の 前に、 ひょっこり 將校が 一 人 やって 來 たんだ さう 

です。 そこです ぐ問查 しましたら、 その 將校が ずう つと 

傍へ よってき たんだ さう です。 それで 耐ら なくなって-、 

急 SS. を しながら みると、 半面 血 だらけに なった 林 少尉 

殿だった と 云 ふんです。 

加 藤 上等 共 (突然) 眾曹 殿。 將 校が 一人て やって きたと 

云 ふん. てす か。  . 

軍曹 うん。 (深 か い 沈 默) 

小晴長 $1、 氣の迷 だ 。(ふと 何 かき、 つけろ) 何 だ、 あ 

の 一！^ は 一ー 赤坊の 啼驟ぢ やない か。 

荒 川 伍長 あれです。 さっきから きこえて ゐ たの は：： 

S 赤坊の 啼罄の や、 「です。 

小 おい。 荒 川 伍 长。 I 見て 来い。 

荒 川 伍^ はい。 
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小睛長 それて 松 田 も、 やはり 射擊 をした のか。 

軍曹 は あ。 二人と， i 、見たん ださ 、つです。 

誰と も 知れぬ 兵卒の 聲 たうとう 雨が 降って 來 やが つた。 

小晴長 馬鹿な 奴等 だ、 他處の 兵隊に さ こえて みろ。 いい 

物 笑 だぞ。 いよく 降り だした な。 今夜 は 濡れ 佛だ。 從 

卒。 

3^ 卒 (1= 中 リ) はい。 

小晴 俺の 外套 を 取って くれ。 

從卒 (に い。 外 持つ くろ) 

(小晴 長に 外 fefj- さろ。 荒 川 伍 iC か歸 つてく ろ。) 

荒 川 伍長 小哨長 殿。 

小咐長 うん U 

荒 川 伍長 この間から 此處ら を、 「ろつ いて ゐた の 女が、 

あすこの 木の 下で 子供 を 生んだ のであります。 

小哨長 何、 子供 を：： あの 啞者 がか。 

荒 川 伍長 はい。 

(兵卒た ち 動搖。 ) 

小喷長 ：： それて どうした 0 

荒 川 伍長 自分が 行きます と * 恐がって 子供 をし つかり 抱 

いたま、、 下の 方へ よろく 下りて 行きました。 

(兵卒 動搖。 雨 烈しくなる 0 ン 

(了) 
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澤野忠 庵， 


-南 《 ころび 伴 天逑 

キ リシトワン • ヘレ イラの 事跡 —— 

至だった 人々 

ワン • ヘレ イラ 後に 澤野忠 庵 


キリシ 

アン ジ m 

天使 

廣 人陳穆 

天草 女 まさ 

始臺寺 僭鐵眼 

光源 寺松吟 

曾 我 又 左 衞門尉 

今 村 傳四郞 

遊女 左 近 (洗禮 名カテ リナ) 

その他、 常時の 役人、 南蠻 紅毛の 人々 

切支丹 宗徒 非人 M 侶 群集な ど 大勢。 

一 雪の ®- 瑪利亞 

描^^ゅ高枧在の山中。 丘陵と 森林と- IL か、、 まれた 低地 


见惡な 囚徒 

その 妻 


長^ 奉行 

同 


—— 宽永十 七月 十二  口の 夕方 11 後に 大きな 月が 丘 

陵の 上-.: 露 はれろ。 

切支丹 宗徒の 男女 五六 人 集まって ゐろ。 その 內 三人の 

者が 01: 壞. ^つくり、 大きな 材木で 作った 稚拙な 形の 十 

字 架，^ 丘の 下 LL 樹て、 ゐろ。 觸れ 役と 云って、 宗徒の 

間の 通報 機 脇に なって ゐろ 男が、 その 指 岡 vJ- して ゐろ。 

百姓 一 ぉ觸れ 役り 

觸れ役 何 だ。 (かう 云 ひ 乍ら 十字架の 手傳ひ 1^ して ゐろ) 

百姓 一 今日は 一， 體、 どなたの お祭り だ。 

百姓 二  (老人) 雪の 聖瑪利 亞だリ 

百姓 一 雪の 聖瑪 利亚： ：  ， 

娘 (老母と 二人で さまざまの S 艸の 花,^ 聖墁の ほとり LL 

まい ズゐ ろ〕 雪の 聖瑪 利亞と は。 

百姓 二 俺 もよ く は 知らぬ。 ぉ觸れ 役に きいて 御覽。 

觸れ役 (向きな ほろ) 雪の 聖瑪 利亞と はな、 羅 馬の 都に、 

デウス 

昔 * 起った 天主 さまの 靈驗 だと 云 ふ 事 だが •  • ： 、まあ、 お 

待ち。 今に 伴天連 さまが お出に なると、 よく 分る。 今度 

の 伴天述 さま は、 大 へん 物知り だと 云 ふ 話 だ。 

娘 私 まだ 伴天連 さま を， 一度 も 拜んだ 事がない わ。 

百姓 二 此頃は 御法度が 嚴 しいので、 この 邊 では、 伴天逋 

さま は 滅多に 拜め ぬが、 俺の 若い 時分に は、 よくお 出が 

あった もんだ。 御彌撒 をお 上げな さる 御 蘀 が、 まだ 耳に 


殘 つて ゐる やう だ。 費い 羅甸の 御言 紫で な。 

百姓 三 (十字架.^ 樹て 終ろ) 今度の 伴天連 さま は、 日本 

のお 言葉 は、 どう だな、 お分り かな。 

觸れ役 よくお 分りな さる。 何しろ、 慶 長から この 方、 ざ 

つと 二十 年 も、 こっちに ばかり 居らし つたの だから、 そ 

して、 羅 馬の 法王 さまから、 日本の 敎 區 長と 云 ふ 役名 

をお 貰 ひなす つた 偉い お 方 だ。 

百姓 三 それ は 有難い。 南蠻 のお 言葉て は、 たと へ 通詞が 

つ い てゐて も. 御說敎 がどう も 身に 染みない やう だ。 

百姓 二の 妻 (老女 、胸に 十 宇，^ 切る) あ \ 。昔 は 世の中 

がよ かった：： 瑪 利- 亞 さま を拜 むに もこん なに 人目 をし 

のんで、 逃げ かくれし ないても よかった —— 罕く 波羅葦 

僭へ 行って 正せの. 瑪利亞 さま を拜 みた.、， もの だ。 

百姓 四 (十字架の 脚の 土.^ 拂ふ ：} さあ、 これで、 出来 上 

つた。 あ、、 暑かった。 

(百姓 三、 四、 五の 三人 は、 手の 土，^ 拂 つて、 十字，^ 

切ろ 0) 

娘 (老女に) お母さん、 波羅葦 僧て は、 この 世界で 鳴ら 

す 亜 比 瑪利亞 の 鐘の音が 夢の やうに 聞え る さう ね。 

百姓 二の 妻 (S- 禱) 

百姓 二. 昔 はこの 邊 でも、 日が くれ か、 ると 諸方のお 寺 か 

ら亞比 瑪利亞 の 鐘が きこえて きた もの だよ。 


娘 私 も波羅 -Jff 僧に 行きたい。 天使た ちと 一 緒に 遊び くら 

したら、 何ん なに 而 白いだら う。 

(森の 內 から 中年の 鄉士 とその 從者 とが 出て くろ 0〕 

中年の 鄉士  (觸れ 役：， 0 まだ。 伴天連 さま は 御 出に なら 

ないか。 

GH 姓た ちば 鄕士 に 丁寧 に 挨 1^ する。) 

觸れ役 まだ、 御 出が 御座いません。 

中年の 鄉士  (獨 語) 遲 いな。 もう、 此 處へ來 てゐら つし 

やろ 時分 だと 思って、 やって きたのに：： 

觸れ役 もし か、 路に 迷うて お出な さるので は 御座います 

まいな〕 

中年の 鄉士 そんな 事 は あるまい。 獵師の アン トー 一 ォ久兵 

衞 がお 伴 をして ゐ るから：： 

從者 伴： 大逑 さま は、 久兵衞 の 家へ お 立 寄りな すった のて 

序/ リまづ 

中年の 鄉士 何、 アン ト-ー ォの 家へ。 

從者 はい。 久兵衞 の 女房が、 もう， 長い間 罹らうて 居り 

ます。 それ を 診に お 立 寄りな す つ た ので 御座 い ます" 

中年の 鄕士 あの 伴天連 さまに 診て 頂く と は アン ト -1 ォの 

女房 は果 I だ。 

百姓 一 ジョ ワンの 旦那 さま。 伴 天 速さ ま は、 ssa 者 も 御上 

手 で 御 Ml 、ま 1 力 
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しいの-て、 $: よっぽど 氣を 付けて K はなければ ならん。 

伴 天 速さ まも 此處 へお 出になる のに 虚無^の 姿に 變裝し 

てゐ らしった。 それても 變な 奴に つきまと はれて 大 へん 

お困りに なった 相 だ。 

(此 話の 問に 二人 三人 宛 ぼ 姓 や 商人 體の S?; 女が 五糾ほ 

ど 右と 左の 森から 出て くろ。 そして、 無言の ま、、 十 

字 1^ 切って 默禱 すろ。) 

百姓 二  (立上って人々の數，^-ょむ) お、、 もう 大方お 揃 

ひの や- 「だな。 

中年の 鄕士  (透かして みて) お、、 そこにお 出て になつ 

たの は， 地主の 岡田フ H デ リゴ どのて はな い か。 ， 

岡 田 はい。 フ H デリ ゴで 御座います、 どうも 遲く なり ま 

して：： 

中年の 鄕士 乎 速ながら お尋ねし ますが、 森の 人口-て 怪し 

い 男 を御兑 掛けに はなり ませんで した か。 

八 郞衞門 いや、 別に 誰も 見かけません" 何事 か 起り まし 

たか。 

中年の 鄕士  (後から 來た人 々に) お前た ち はどう だ 。來 

■ る路で 何も 怪しい 事はなかった か。 

. 一い い. ズ、 誰も 居りません。 

一 何も 兑 かけません。 (口々 に 咎 へろ) 

中た ヰの 鄕士  (地主に 向って) いや、 1；5 は 今し がた 森の 入 


sio  庵 忠野澤 


口に 怪しい 男が ゐ たと 申す 者が ありまし たのて 11 觸れ 

役が 見に 行きました から、 やがて、 實 否が 分ります。 

(月が 丘の 上 に 出ろ 0) 

(伴天連 キリシ トヮ ノ • へ レイラが 獵 師のァ ン トー 1 ォ 

久兵衞 と 二人で、 觸れ 役に 案內 されて 森の 內 から 出て 

くろ。 へ レイラに 五十 歳 あま リ、 編 笠 4- かぶって、 虚 

無 僧の 姿に 變裝 して ゐ ろ。) 

g れ役 さあ、 伴天述 さまが お出に なりました。 丁度、 森 

の 入口て お 吸に か X つたので 御 案内いた しました。 

中年の 鄉士 お、、 伴天連 さま、 あまりお 出が 遲 いのて、 

心配して 居りました。 

ヘレ イラ (編 笠ん. 肶ぐ。 半白の 頭 髮ち》 れて肩 に か 、つて 

ゐろ) 大 へん 遲 くれて 申譯 がありません 。寶 はこの 久兵 

衞 どの の 内儀の マリア どのが 痛風で 苦しんで ゐられ ると 

き、 ましたの て、 鳥渡 見舞って きました。 もう、 皆さん 

お集まりに なりました か。 

中 iif の 郷士 はい。 皆 築 まって 居ります。 

(へ レイラ は十-^^-架の前に進んで跪づき默睛する。 衆 

人 これにな らふ 0) 

觸れ役 (祈禱 1-^ すまして 中年の 鄉士に 近よ る) 

ジ m ヮ ン の 且那 さま。 

中年の 鄉士 怪しい 者 は 居った か。  . 


觸れ S いや、 居りません。 あの 邊を よく.^ してみ ました 

が 何 #も 居りませんでした。 

中年の 鄕士 うむ。 ® なければ 結構 だ。 然し S 心 は 肝要 だ 

ぞ 0 

觸れ役 さうて 御座います。 (ヘレ イラ 虚無 13 の 物 

ぐ。 女 これ 受取って S む。 下に 耶蘇 分士の 法服， <^^\^ 

ゐ ろ〕 

お、、 御覽 なさい まし。 伴 H<ji さまが：： 

中年の 鄉士 あれが 敎 區 長の 位 を 持った 伴天逋 さまの 法 

衣 だ。 

百姓 二 あ、、 俺 は 何十 年 振りに 伴 天 速さ まの 法衣の 御 姿 

を 見たら う。 ヂュ ステ 高山 右近 樣の御 時代 以来 だ。 

百姓 二の s„5< 天 正の むかしが また 歸っ てきた やう だ。 (泣 

く) 

女 (手 vJ- 胸に 紐む) ほんと に氣 高い お 姿 だ わ。 

ヘレ イラ (中央に 立つ) 天に まします 我々 のおん 父 天主 

のおん 惠 によって、 私 は、 今日 此聖ら かな 森い- 內 て皆樣 

と ー緖に 雪の 聖瑪 利亞 をお 祝 ひする 事に なりました。 私 

は 遠い 海の かなたの 葡萄牙に 生れました。 そして 天主の 

思 召の ま、 に、 この B 本へ 參 つてから、 もう 二十 三年に 

なります。 慶長 この 方、 嚴 しい 切支丹 御法度の 投 をく 

つて、 南 は 五島 長 崎から、 北 は 蝦夷松 前まで、 幾度と な 
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く 往復し ました。 それ は、 一人ても 新ら しい 信者に 洗禮 

を さ づけ、 天 主 の 御惠を 知らし める ためで ありました。 

(衆人 感激の どよめき) 私と 一緒に この 國に 渡って さた 

多くの 伴： 大速ゃ 伊&滿 は、 殆ん どみ な、 鬼の やうな 役人 

マルチ レス 

の 手に 捕 へら わて、 むごたら しい 拷問に か、 り 貴い 殉敎 

を 遂げました。 彼等の 血し ほ は、 然し、 決して 無駄に 流 

デウス  • 

された の て は あ りません。 天主の 榮光を この 國の 土の 上 

に 赤く 染め上げ たの • てあります。 (人々 の 迫つ-^ 氣 息が 

さ： えろ) た 5^、 私 だけ は、 まだ、 かう して、 一人 皆 さま 

デウス 

の 前に 生き 殘っ て 天主の 御 惠を設 いて 居ります。 山に か 

くれ、 森に 寢て、 北に 南に さまよ ひつ ビ けた 二十 年の 間 

に は、 私 も さまざまの 危難に 出合 ひました。 かう して 生 

殘 つたの がむ しろ 不思議な 位であります。 これ もや はり 

デウス 

人 ii の 計り 知ろ 事の 出来な い 天主の 思 召て ありませ う。 

(十字 を 切ろ) 

(觸れ 役 進み出ろ。 後から 三人の 男女が 恐る 恐ろ つ い 

てく ろ 0) 

.C プチ スモ 

^れ役 伴 天 速さ まに 申 上げます。 この 三人の 者に 洗禮を 

お S け 下さいます やうに お 願 ひいた します。 

へ レイラ よろしい。 -ては 御彌撒 をす ましてから、 洗禮を 

授け ませう。 三人の 名前 は。 

觸れ役 (一人一人 指さし ズ) 上の 山の 作左衞 門に， 新田 


の 庄七 とそ の 女房の そて で 御座 い ます。 

へ レイラ 承知し ました リ 

三人 有難う 御座います" (低頭 平 身して 退く) 

中年の 鄉士  (觸れ 役に) その他 何 か 伴天逋 さまに 御 願 申 

上げろ 事 はない か。 

女 あの：： 御 願が 御座.、、 ます。 

中年の 鄕士 何 だな、 ナタリア。 

女 雪の 聖瑪 利亞と は、 どう 云 ふ 事か敎 へて 頂きたい ので 

御座います。 

ヘレ イラ 今 日 がその 雪の 聖瑪利 亞 の 祝日であります。 

グ  

ピルゼン マ リ 7, 

ヘレ イラ 雪の 聖瑪利 亞と云 ふの は、 童 e:^ 利亞の S い 

不可 思 識が羅 馬の 都に 現 はれた 昔の 物語であります。 そ 

の 時分、 羅 馬の 都に ジョ ワンと 云 ふ 金 持が ありました。 

ジョ ワン は 夫婦の 間に 兒が なかった ので ほ 分た ちが 死ん 

だ ら財奎 を聖瑪 利亞さ まに 差 上げ てし ま はう と 決心 し て 

ゐ ました。 ところが ある 年の 七月 十一 日の 夜. 夫婦の 者 

は 夢に 瑪利亞 さまのお 姿 を 見ました。 その 時、 明朝 雪の 

ふりつもった 丘の 上に 私の 寺 を 建て、 くれと 云 ふお 告が 

ありました。 夫婦の 者 は、 まさか この 熱い さかりに 雪の 

ふった 處は あるまい と 疑 ひながら も、 夜が 明けた のて、 外 

へ 出て みると、 ェ スキ リヌスの 丘が 雪て！ W 白に なって ゐ 
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ました。 ジ ョ ワン は 信心の 涙に むせんて、 早速お 告げの 

通り その H スキ リヌスの 丘に、 聖 瑪利亞 の 御堂 を 建立し 

ました 11 そして 雪の 聖瑪利 亜の 御堂と 名 づけた ので あ 

ります。 それから この. vriq 十二 曰が 雪の 聖！^ 亞 として 

祝 B に 定められました。 

女 ：： あ \> 童貞 聖瑪 利亞： ： 

( 一 同、 童貞 §^ 瑶利 亜：： と稱 名す る 0) 

女 (一心に) 伴 天 速さ ま。 その 御堂 は 只今で も羅 馬の 都 

に 御座いま すか。 

へ レイラ あります。 今では、 聖瑪利 亜の 大 寺と 呼ばれて 

ゐ ます。 (c,^ ながめろ) お X、 月が 大分た かく 上って 

きた。 (觸れ 役-」) 彌徵 のお 祈り を 始め ませう。 

觭れ役 承知いた しました。. (敏燭 の 灯 1^ つけた リ、 その他 

いるく 支度.,^ すろ) 

(へ レイラ は 十字架 Q 前で 彌徹の 祈禱， ^始めろ。 觸れ 

役 .屮 年の 鄉士、 彌 撒の 答へ，^ すろ。 衆人、、、 れ Li 和す。 

:の時、ニ三人の男がひそかに森の内^«ら出てきて、衆 

人の 後に 跪づ く。 やがて、 司祭へ レイラが 供へ 物 1^ さ 

さげ ズ、 おもむる に、 贖罪と 感謝の 祈禱 に 入る。 衆人 

や、、 くつ ぐ。 此時、 突然 後 _レ 跪いた ニー 一一 人の 者が 

立 上る。 呼子の 笛， < ^吹く。 中年の 鄕上が 俄然と 後，^ 振 

向く。) 


中年の 鄕士 誰 だ。 そこに 立って ゐ るの は 誰 だ。 

(衆人 立 騒ぐ。 鳥渡 と >p らぜ^へ レイラ は 一段 聲 

たかく 斬リ つ  > けろ。 少時、 炬火， か 持った 描 手が 周 

閲の 森から パ ラバ ラと現 はれろ。) 

捕手の 頭 伴天連 は 何 處にゐ る。 どれが 伴 天 速 だ。 

捕手 一 (一同 LL 向って) 逃げ かくれ をす ろと、 かへ つて 

爲 にならん ぞ。 

捕手 二  (大聲 に) 誰 だ、 動く の は。 動いて はならん" 

(捕手は 一 同，^-取リか、、む。 一同の * ば 今 は 凝 乎 

つと 動かない。) 

捕手の 頭 (ニー 一一 步 前に 出ろ。 捕手  一 、二、 三、 炬火. ^あげて 

一 人 一 人の 紐 1^ 照らし 始めろ) 伴 天 速 は 居らん か。 

(へ レイラ 撾 手の 頭の 方へ つかつかと 進む。 中年の 鄉 

士 S はや 彼の 方 へ 驅 け.， <  ろ。〕 

女 (絕 望の！^) あ、、 聖瑪 利亞" 

< レイラ 彌 撒のお 祈り を 邪魔して はいけ ません 0( かう 云 

うて. また 十字架の 方へ らうと する) 

捕手の 頭 お前が 俘 天 速 か。 

ヘレ イラ いかにも、 私が 伴天連て す。 

捕手の 頭 此奴 を 縛れ。 

(拙 手  一、 二、 三が、 ばらばらと ヘレ イラ の 傍に 願け 

io) 


屮 の鄉士  (身,^ 以 つてへ レイラ vJ* 防ぐ) こら、 何 をす 

る 0 

ヘレ イラ ジョ ワン、 手 向 ふの はおよ しなさい。 

中年の 鄉士 そわで も ：： 

ヘレ イラ さあ， 私 を 縛る がよ い。 (C 分で 手,^ 後に ま は 

す) 

女 瑪利 ：„s- さま。 どうぞ 伴天連 さま をお 救け 下さい。 

(一同 口々 に 「どうぞ 伴夭述 さま お 救け 下さい o」 と 

叫ぶ。〕 

ヘレ メラ おさん。 殉敎の 時が 愈 近づきました ぞ 。(縛られ 

ろ) 

(描 手ば 一 同の 者 y?- 次から 次に 縛リ 上げろ。) 


二 双子 

玄^^灘" 八月 始めの 夜。 大船の 5. 权 11 太い 帆柱 LL は 

席 人-お. 秒が 亂髮 1^ 風 LL な びか ぜ，/ 棘し つ けられて ゐ 

ろ。 その 妻 天軍 女 まさけ 日本の 服装で や、 離れた とこ 

ろに やば リ 純ら れてゐ ろ。 大きな 帆で さへ ざら れて、 

舳の方 は见ぇ ない。 ヘレ イラ は、： かぜ,；^ はめられて 

兄 か鐵の 銀で つな-かれ ズゐ る。 ヘレ イラの 鎖と 天 女 

まさの 椰：^ と は 同じと こ 7C  Li 結ばれて ゐ ろ。 


陳穆 (怒った 辞で) 御 役人， 御 役人， (誰，， - 出て 來 ない) 

畜生。 この 船に 乖 つて ゐろ 役人の 奴ら は、 みんな 聾と 見 

える 0 

まさ お 役人に 何の 用が あるの さ。 

陳穆 お前の 知った 事ぢ やない。 

まさ 氣 でも 狂った のかい。 お前さん。 今 何時 だと 思って 

ゐ るの さ。 

陳穆 (返事，^ しない)：： 

まさ 伴天連 さま。 今、 何時ぐ らゐて 御座いませう。 

ふ U つ ぼし 

ヘレ イラ さやう。 (空，^ 眺める) ia- の 水平線 は 双子 星が 

出て ゐ ろから、 もう、 やがて 夜 明になります。 

まさ 有難う 御座います。 (陳穆 に) お前さん、 もう、 夜 

明け だよ。 お 役人お 役人って どなって ばかり ゐ ずに、 少 

し 眠ったら どう。 

陳穆 これで 睡れ るかい。 

まさ ぢゃ 勝手にお し。 私 は 知らないから：： 

陳穆 御 役人、 御 役人、 少し 繩を ゆるめて 下さい。 これで 

は 死んで しま ひます。 御 役人。 御 役人。 

まさ お 役人 は 今、 白河夜船の 最中 だよ、 叫り や 叫る だけ 

お前さん. 疲れ まう けぢゃ ないか。 

陳移 やかましい。 默れ、 賣 女め。 貴様に 物 を 云って ゐゃ 

しないんだ。 
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まさ (ふくれ- -co やかまし いな あ、 お前さん ぢ やない か。 

( へ レイラ はこの 騷 A-P も 耳に 入ら S やう に：§| かに 瞑目 

して ゐる 0) 

陳穆 御 役人。 御 役人。 ( 一 段聲， 張 上げて) 御 役人、 御 

願で 御座います。 

(見張りの 役 入 出て くる。) 

役人 何 だ。 夜中 大きな 聲を 出しち やい かん と あれ 程 申 渡 

して あるて はない か 0 

陳穆 御 願て 御座います。 繩が身 體に喰 込んで 苦しくて 耐 

りません。 御 慈悲ても-つ 少し ゆるめて 下さい。 

役人 それ はならん。 

陳穆 (眼 いからして) 何、 ならん。 あの 南 蠻人を あん 

なに 自由に させて 置いて、 何て 俺ば かりこん な 眼に 會は 

せる の だ。 

役人 伴天連と お前と は 違 ふ。 

陳接 兩方 とも 重い 咎人 ぢ やない か 11 依估 *s ほが 過ぎる 

ぞ。 

役人 生 意 氣な事 を 云 ふな。 お前 だって 牢破り や 繩拔け を 

した 事が なけ りやこん な 苦しい 股に は會 はな いで 濟 むん 

だ。 さあ、 靜 にしろ 0  (行き かける) 

陳移 い、 や、 依估 だ。 片手 落 だ。 

役人 默ら ない と， 猿ぐ つ わ を 噴 ませる ぞ 0  ( 去ろ) 


00 畜生 奴。 おぼえて ゐ ろ。 

(沈 默。〕 

(1  很の 音が 寂しく  い てく る。〕 

まさ 伴天連 さま。 今夜 は 月 は 出ない ので 御座いませ 5 か。 

ヘレ イラ 明けが たにな つて 出ます。 

まさ お 星 さまが {1^ 一  ばいに 光って ゐ ますね。 何だかみ て 

ゐ ると、 恐い やうで 御座いま すわ" 

ヘレ イラ 夜が 喑ぃ からです。 

まさ 伴天迎 さまが さっさ 時刻 を お計りに なった 星 は 何處 

に 見えます。 

ヘレ イラ (立 上ろ) 菜の 海の はてに、 御覽 なさい。 低い 

ところに、 丁度、 人間の 服の やうに 二つ 嫁め いて ゐる 星 

があります。 あれが 双子 星です。 

まさ ほんと に 人間の 眼の やうで 御座いま すね。 

デウス 

ヘレ イラ (間 置いて) 私が 二十 年 前に 天主の 敎を ひろ 

める ために、 この 日本へ 向って やって きた 時には、 始終 

あの 星が 舳の 上に 輝いて ゐた 11 私 は その 時 はま だ 若 か 

つた。 あの 星が やさしい 服 付-て、 日本へ 私を迎 へて くれ 

るの だと 思 ひました。 

まさ この 船 は 西へ 向って 走って ゐ るので、 あの 星が 艘の 

方に 見える のて 御座います ね。 

ヘレ イラ (間) 我々 はい ま は あの 星から 兑经ら れてゐ ま 


Jig 忠野渾 
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す o  oc,^ 飛れ ろ。 小さな 聲で) お、、 耶蘇、 基督：： 

まさ (突然 泣 出す〕：： 

^0  (鋭く〕 何 を 泣く の だ。 意氣 地な しめ。 

まさ 伴天述 さま。 お 救け 下さい。 

ヘレ イラ 御 內儀は 何う しました。 

まさ (狂お の やう LL) 私 も あの人 も畏 崎へ つけば すぐ： 

： あ X、 伴天連 さま。 今 あなたの おっしゃった とほり： 

： 私た も は あの 星から 見送られて ゐま^  (泣 伏す) 

ヘレ イラ 崎へ つけば すぐ：： 死な、 ければ ならない— 

I それ を 歎 さ なさる のかな。 

まさ ひ！. んに 竹，^ 上げろ) 獄門 か、 磔か 11 どのみ ち 救 か 

りません：： 

mm はは：： 馬鹿。 分り切った 事ぢ やない か。 

(まさ はまた 泣 伏す。) 

ヘレ イラ (！i:,^sd いて) あなた 方 は、 何ん な 罪 を 犯しな 

すった のか 話して T さい。 

^0 人殺し：： 牢破り の 兇狀だ —— 長崎ぢ や、 俺の 名 を 

さくと *  へ 上ら あ。 

まさ あの人が 牢を 破って、 そっと 家に 歸 つたと き、 張 込 

んでゐ たお 役人 を 殺した のて 御座います。 

陳穆 俺 は その ま-厭が る この 女 を つれて 下關 まて はう ま 

く 逃げたん だが、 やつば り 國が違 ふと * 駄目 だ —— たう 


とう 捕って 此仕末 だ。 

まさ (泣く) お 役 入 を 殺した のが 因果て 御座います：： 

陳穆 獄門 か、 磔か。 (^地の 惡ぃ笑 ひ 方で) ふ ふ：： ど 

つちみ ち 同じ 事 だ。 

まさ 伴天述 さま。 どうぞお 救け 下さい。 

ヘレ イラ (間, ^® いて〕 御內 儀。 あなた は 死ぬ 窜 がそん 

なにお 厭か。 

まさ はい。 考 へた だけても 氣が狂 ひさうて 御座います。 

ヘレ イラ 私 もやつ ばり 長 崎に 死に 行く の だ。 (間) ^か 

火刑 か 鬼に 角慘 いお 仕 Sal に會 はねば ならぬ。 然し、 私 は 

少しも 恐し いと は 思 ひません。 この 世の 苦しみ をの がれ 

て、 波羅葦 僧へ 行く 11 こんな 樂 しい 事が あらう か" 

ま さ 波羅|^3^3 と は 何處て 御座 います。 

ザ ウス 

へ レイラ あの 星の 輝 やく 天の 國、 天主の 極 樂淨土 を波羅 

葦 僧と 云 ひます。 

まさ (ため息な 吐く)：： 

S 先の 事が 分る もんか。 南蠻 人" お前 も餘 程お 目出度 

く 出来て ろな。 

へ レイラ 天主のお 裁きが お前に は 恐ろしく ないか。 

陳穆 そんな 者 は みんな 嘘の 皮 だ。 人間 は. 死ん てし まへば 

土の 內て 腐ろ だけ だ。 

まさ お前さん。 そり ゃ本統 かい。 


316 


庵忠野 


夭へ 天ぺ天 
■ ^レ^レ <6g 


00 さラ さ。 きまつ てら あな。 おい。 そんなつ まらない 

話 はよ して、 少し 睡 らう。 何しろ この 三日 はろ くに 寢な 

かった のて 險 がくつ i きさう だ。 (眠る) 

(まさ はため 息, 吐く。 そして 又し くしく 泣き出す 0) 

デウス 

ヘレ イラ 御内 儀〕 天主 は あなた を 救け ます。 さっと 救け 

ます。 切支丹の 敎を 信じて 御覽 なさい。 死ぬ 事が 恐ろし 

くなくなります。 

まさ ：： 伴天述 さま。 おゆるし 下さい。 あの人の 云 ふ 事 

の 方が 何う しても 私に は本統 だと 思 はれます。 (泣 伏す) 

ヘレ イラ (間. 置いて) 御內 儀， あなた は 私が 長 崎て ％ 

敎を 遂げた とき 始めて 私の 云った 事 を 信じる やうに なり 

ます D 

(沈 默。) 

デウス 

< レイラ (祈ろ) 天に まします 天主よ。 森羅萬 象の おん 

、王よ。 我ら を 偶み 玉へ。 そしてい かなる 苦しみに も 屈せ 

ず殉敎 者の 位に つく 事 を 得させ 玉へ。 亞孟。 

(沈 默。) 

(帆影に かくれた 舢の 方から、 聖馱 yj- 合唱 マる 聲がき 

こえ ズ くる。) 

へ レイラ お、、 舳の 方の 信徒 達が 聖歌 を 唄って 居られる。 

(此時 帆の 影む 陳穆 とまさ Q 姿む 消え 失ぜ て- 太い 帆 

柱の 向う に 十 人ば かりの 信徒が 賻られ たま、 坐って 聖 


欲.^ つて ゐる のが 見えろ。 蒼 ざめ た 織 月が 斜に それ 一 

して ゐろ 0)  一 

(一人の 人が 帆柱の 虚へ現 はれろ 11 H< 使で あろ。) 一 

ヘレ イラ 

イラ あなた は どなたて す 0  ！ 

お前 は 私の 顏を 見知って ゐ ない のか。  I 

イラ どこかで 兑 たお 方の やうに は 思 はれます が：：： 

マルチ レス  ； 

お前 は 一 心に 1^ 敎を 念じて ゐる。 "；^ ぬ 事が 少しも 恐； 

ろしくな いか。  一 

ヘレ イラ 少しも 恐ろしくありません。  一 

マルチ レス 

天使 でも 、殉教 を 念じて ゐる とき、 お前 は 熱病 やみの や 一 

うに 惡髮を 感じて ゐ るて はない か。  丄 

へ レイラ これまで 出合った 事の ない 天主の 不可思議 を 待 一 

ち 設けて ゐろ爲 てす。 

マルチ レス 

天使 お前 は i^J 敎が 近づく と 一 緒に 死 を 感じて 恐れて ゐるー 

の だ。  j 

ヘレ イラ あなた は 死 を 恐ろしい ものと 思 ひます か。 1 

天使 お前 は 時々 涙ぐんで ゐる。  1 

ヘレ イラ それ は 悲しい からてはありません。  , 

天使 て はどうして あ、 云 ふ 感情 を 露 はすの だ。  丄 

へ レイラ 死 を 念 ふとき、 何とも 云へ ない 深い 心 持に 打た 一 

れ るからて す。  ！ 
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デウス 

天使 お前 は淚 ぐんだ ま、、 天主に 向って 一心に 祈る 11 

あれ は 何の 爲 だ。 

デウス  ， > 

ヘレ イラ 天主 を 信じる からてす 0 

天使 信じる からか ー0 疑 ふからで はない か。 

ヘレ イラ あなた は 天主 を 疑 ひます か。 

天使 お前 は n 分の 心 を .2: 分て、 充分 支配して ゐ ると 思 ふ 

か 0 

ヘレ イラ 私の 心 は 天主が 支配して ゐ ます。 

(沈 默。 敬 やむ。) 

天使 お前に はま だ 俺が 分らない か。 

へ レイラ 思 ひ 出せ さう で 思 出せません。 あなた は 1 體ど 

なた てす。 

天使 聖歌の 辯が きこえる か。 

ヘレ イラ きこえません。 

天使 (舳の 方 vJ- 指さす) 見ろ、 殉敎 者の 姿 は あれ だ。 

(信徒た ちの 姿が r 似え ズ * 数多くの^ 微が ざめ た纖 

nj 火照らされて， 、ス がって ゐ ろ。) 

«  ^  W  T  9  r.  IT ウス 

へ レイラ お \  、耶蘇、 瑪利 亜、 天に まします おん 父 天主：： 

天使 俺 は 誰 だか まだ 思 出せない か。 

ヘレ イラ (鈍く) 思 出せません。 

夭 使 (美しい 光叨， ^放って a 然と 消えろ)：： 

ヘレ イラ 天使 だ。 


(陳穆 ぽ總リ つけられ ズ睡 っズゐ ろ。) 

(まさが へ レイラ の 傍 Li 伏して 眠って ゐる 

(^色 C 夜明けの 光景 —— 舳の 方から は 依然と しズ聖 

敬 SJt が i! ぃズ くろ。〕 

(へ レイラ は 跪 づぃズ 泣 さながら 默禱 すろ。) 


一二 奉 行 所 

寛 永 十 九 十六 口 朝。 奉行所。 曾 我 又 左衞門 尉と 今 

村傳 TO: 郞の兩 畏^ 泰 行が 上座に 坐って ゐろ。 |„=蔓 寺鐵 

0.. 光源 寺 松吟の 兩^、 その他、 宗門改め 係、 甞 役な 

どが その 下 LL 居 流れて ゐ る。 

輕 上にば、 同心、 與カ など 四 五名。 

宗門改め 係 og 心た ちに 向つ ズ) 南 蠻國の 伴 天述へ レイ 

ラを これへ 呼 出せ。 

同心た ち かしこまりました 0  0 一名 出ズ ゆく) 

酋我又 左衞門 (宗門改め 係 Li 向って) あの 伴 天 速 は、 我 

國の 法師て 云うて みたら、 どの位の 身分の 者 か。 

宗門改め 役 (ー禮 しズ) さやうて 御座います。 京畿 地方 

の 切支丹の 敎區 SiK と 申します から、 まづ、 日本の 法師で 

申します と， 寺領ニ 三千 石の 寺の 住職の 格式で 御座いま 

せぅ0  . 
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哲我乂 左衞門 ほう。 なかなか 重い 身分 だな ひ 今 村 氏。 先 

日からの 樣 子て みても、 あの 伴 天述は 並大抵の 事て は、 

切支丹 を棄て X ころび はいたし ますまい て。 

今 村 傳四郎 さやう。 江戶 表よりの お M の やうな 手段て 

は容 Eg  く ころばせる 事 はむ づ かしう 思 はれます —— 切 支 

丹の 頑固な のに は、 御同樣 毎々 手を燒 きます るな。 

會我又 左 衞門尉 せめて 一人ぐ らゐは 何とかして ころばせ 

たい もの だ i 江戸 表から 腑 B. 斐な い 奴等 だ と 思 はれる 

の も 心外 だ。 

今村傳 郎 御 出家た ちに は、 何 かよい 思案 はない かな。 

松 吟 私共 の 考て は 、 拷問て 無晴 に資 めつ ける の も 、どう 

かと 思 はれます。 

曾 我 又 左 衞門尉 では 他に 何 か 甘い 手段が あります かな。 

松吟 た， V、 い たづら に 彼等 を 疲れさせる ばかりで は、 こ 

ろばせ る 事 は 出来ません。 却って、 拷問の 結果、 彼等が 

所謂 殉敎を 遂げ れば . 益々 世人の 心 を 感動 さ せる 譯 にな 

ります 0 

今 村 傳四郎 我々 の 心配す るの も、 つまり は それ だて。 

松吟 江戶 表の 御 趣意が、 我國 から 邪宗 門の 根を絕 つに あ 

るので すから、 多少の 方便 を 用 ひても、 ころばせて しま 

はなければ なりません。 

今村傳 四 郎 方便と 云へば つまり 欺す の だな。 


松吟 つまり いろんな 手段 を 使 ふ 事になります。 

會我 又左衞 i: 尉 ところが 彼等が なかなか その 手に 乘 らん 

のでな 0 

松吟 とも 角 もやって 見よう ではありません か。 

今 村 傳四郞 (鐵 眼に) あなた は 何 か御考 はない かな。 

鐵眼 あは は：： どうも 御 注文が ちと 無理 ぢ やな。 

今 村 傳四郎 (キクと なる) 私の 注文が 無理 だと 云 はれる 

のか D 

鐵眼 あなた-て はない。 江戶 表の 御 法文が ぢゃ。 

今 村 條四郞 無理と 云 はる & 仔細 は。 

00 もし、 彼等 切支丹が 眞 人間なら ころべる 害の 者て は 

ない。 假に 私に 向って、 御法度 だから 禪 宗を棄 てろ と： ，ム 

はれた としたら ど うぢ やな。 粲て \ し まふと お 思 ひな さ 

ろか。 

今 村 傳四郎 (^笑して) 相 變らず 理窟 ッ ぼい 和尙 だな。 

酋我又 左 衞門尉 つまるところ 拷問に かける より： CI に 手段 

がない 譯だ。 今 村 氏。 やはり 江戶 表よりの 御指圖 のと ほ 

りに 致す より 仕方が 御座ろ まいて。 

今 村 傳四郞 何 か 手段が ありさうな もの だが な あ。：： 

(同心 二人 繩" 4  取って， ヘレ イラ，^ つれ ズ くろ。 彼 

はやせ ズ 股が 熱 やみの やうに 光って ゐろ 0.} 

宗門改め 係 そこに 坐ら せい。 
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今村條 SI 郎 伴 天 速に 床几 を かして やれ。 

宗門改め 係 はつ。 これ 御 奉行の 仰せ だ。 床几 を 借して や 

れ 0 

同心た ち はつ 0  ( 床几,^ 持って きて、 ヘレ イラに かけさ V> 

ろ) 

宗 n 改め 係 (宗門 調書 1^開 いて) その 方の 名 は 何と 云 ふ。 

ヘレ イラ ジョ ワン *キ リシトワン • へ レイラ 0 

ポ 門 改め 係 年齢 は。 

ヘレ イラ 五十 四 歳。 

宗門改め 係 出生の 國處を 云へ。 

ヘレ イラ 葡萄 1:^^ 國 トレス • ウェド ラスであります。 . 

宗門改め 係 日本へ 渡った の は 何時か。 

へ レイラ 鹿 長 十七 年 四月. てあります。 

fct^^  ろ そん 

宗門改め 係 天河から 渡った か、 呂宋 から 船に 乘っ たか。 

ヘレ イラ 天河から 船に 乘 つて 平戶へ 着きました。 

宗門改め 係 その 方の 役名 は。 

ヘレ イラ 日本 首 部の 敎區 長て あります。 

宗門改め 係 それに 相違ない か。 

へ レイラ 相違ありません。 

ふ； 小 n 改め 係 (兩舉 行 向って) 直ぐ さま 拷 間に かける や 

う 申しつ け ませう か。 

今 村^ 四郎 待て 11 奉行が 直々 話したい 事が ある。 曾 我 


氏、 御免下さい。 (緣 先に 继み 出ろ) 伴 天述。 

へ レイラ (輕 く！ laf^ 低げ ズ 彼，^^ 視 すろ)：： 

今 村 傳四郞 毎々、 取調の 度に 云 ひさ かせた とほり 切支丹 

宗門 は、 我國て 堅く 御法度に なって ゐ ろ。 だから、 かう 

して 捕へ.，： れた 以上、 國 法に 照らして、 當然、 烈しい お 

仕置 をう けなければ ならぬ。 が、 もし、 其方が 悔悟して 

宗門 を棄て ろなら ば、 今ても 遲 くない 。すぐ 許して やる。 

その 方 も 承知して ゐる だら う。 今日が その 方の 最後の 取 

調べ だ —— どう だ 。もう 一 度考へ 直して みる 氣 はない か。 

ヘレ イラ (頭ん 低げ ろ) どうぞ 私に 國法ど ほりの 御 仕置 

を 願 ひます。 

今 村 傳四郎 考へ 商して みろ 氣は ないか。 

ヘレ イラ ありません リ 

今 村 修四郎 考へ 直さなければ 是非がない、 これから その 

方 を 拷問 にかけ なければ ならぬ。 

へ レイラ (跪づ く) おん 父、 天主 は、 も、 「私 を 待ち かね 

ておいて になる。 私 は 早く 波羅葦 M へ 行かねば なり ませ 

ん：： 

今村傳 3 郎 それ は 其方の 迷 だ ぞ。 

へ レイラ そんな 事はありません、 私 はこの 股て その 證據 

を 見ました。 

今 村 傳四郎 證據を 見た と 申す か。 
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へ レイラ 見ました 11 この 長 崎へ 逸られる 船の 内て、 天 

使が 私に 現 はれました。 そして 夠敎の 心 を はげまし てく 

れ ました。 お、、 贵き 天使：： 

松吟 (進む〕 御 奉行。 私に 一言 云 はせ て 頂け ませう か。 

今 村 傳四郞 差 支ありません。 

松吟 伴天連。 私 は あなたの 信仰の 堅い のに 感心し ました 

そこで 失 鱧ながら、 何とかして あなた をお 救け したいと 

思って いろいろ 考 へて みました。 あなた は 切支丹 を 世界 

で 1 难 よい 宗門 だと 信じて ゐられ る。 ところが、 此處に 

私 どもの 信じて ゐる佛 法が ある。 私 ども は 佛法を 一 番の 

宗門と 思って ゐ る。 御 相談した いのは、 つまり 此處 だ。 

伴天連。 あなた は佛法 を學ん てみ る氣 はありません か。 - 

無論、 切支丹 を ころぶ のではありません。 た- V 學 ぶの だ 

そして 學ん でみ た 上、 あなたの 心. てと くと 吟味 分別して 

みて、 もし 佛 法が よいと 思 はれたら、 その 時 はじめて 切 

支 丹 を棄て る：： もし 切支丹が よ い と 思 はれたら ： ： 

< レイラ (押し かぶせて 烈しく) 私 は 天主より 他に この 

S に 神 はない と 信じて ゐ るの だ。 

松吟 ところが あろ。 

ヘレ イラ それ は 異端 だ。 眞 正の 祌 ではない。 

松吟 (氣 色ばん で) 費い 阿彌陀 如來を 神て ない と 云 ふの 

か 0 


< レイラ さう だ。 た 人間に 作られた 物にすぎ ない。 あ 

れは 偶像 だリ 

曾 我 又左銜 門 尉 御 出家。 もうお よしなさい。 南 蠻 人に 佛 

法が 分る 氣づ かひ はないて。 

(與 カー 人 現 はれる。) 

與カ & 上げます。 

今 村 條四郎 何 だ。 

與カ 只今、 あの 牢破りの 唐人 陳穆 のお 仕置 をす まして 參 

りました 0 

今村傳 s 郞 あれ は 獄門だった な。 

與カ さう で 御座います。 

今村傳 11 郎 最後 はどうで あ つ た。 

與カ さすが 無類の 惡人 だけに 尋常て 御座いま したが、 女 

房の 天草 女に は 弱らされました。 

今 村 傳四郞 あれ は 事件に 關 係がない のて 今朝 放免した 害 

ではない か。 

與カ (苦笑) どうしても 陳穆と 一緒に 殺して くれと 申し 

てきかない のであります。 

今 村 傳四郞 あの 兇惡な 唐人 を それ 程 思 ひ 込ん てるた のか 

曰 本の 女の くせに 可笑しな 奴 だ。 

與カ あの 樣 子て は 氣が狂 ふか も 知れません。 

ヘレ イラ (感動して) 天主よ 彼女の 上に 惠を かけ 王へ。 
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今 村 傳四郎 まあ、 なるたけい たはって やれ、 御苦勞 であ 

つた。 

與カ はつ。 御免下さい。 (退場) 

贫我义 左衞門 今 村 氏、 ど- 「しても 轉ば ぬと あれば、 その 

伴天連 を 拷問 にか けても ころばせねば なり ませぬ ぞ。 

今 村 傳四郞 やむ を 得ません な、 ど、 「も。 

I 我 又 左衞門 尉 宗門改め 係。 その 伴 天 速 を 穴 釣る しに か 

けろ 0 

宗門改め 係 かしこまりました。 (同心- ち に) これ、 つ 

ろし 場の 用意に 出来て 居る か。 

同心 はつ-」 出来て 居ります。 

宗門改め 係 伴 天 速 をつ ろし 場へ 引立てい。 

同心 はい。 (繩 尻，^ 取って 引立てろ) 立て。 

ラサ  あるじ デウス 

ヘレ イラ (天.^ 仰いで) 限りなき 聖寵 のおん 主 天生よ、 

早く；；^を迎へとらせ玉へ。 

四 穴 釣る し 

切支丹 宗徒 等 11 俗に 聖 山と 呼 hi れ たろ E 陵の 中腹。 竹 

矢來に て圍 まれた 刑場。 同じ 日の 午 さが リ。 一 列に 數 

個の 穴 1^ 掘リ その 側に 柱 vJ- たズ、 柱から 腕木， ^出す。 

腕木に は 滑車，^ 付け、 繩で 切支丹の 足.^ 縛リ 滑車 に か 


け 逆に 穴の 內に 釣ろ して あろ。 地上から は、 ゎづ かに 

脚 だけが みえろ 0 

中央の 穴 に ばへ レイラが 釣ろ されて ゐ ろので そ S 靴が 

見えろ。 その 左右の 穴に は、 日本人の 宗徒た ち —— 非 

人 六 人、 番， a- して ゐろ。 

非人 甲 (瘤の あろ 大 坊主) 待 もく たびれ たと 見えて、 見 

物 人が 大分 減った な。 おい。 朝鮮 (手で パ クチの 眞似 v5< 

すろ) 昨夜の つ きを 一番 行かう か。 

非人 乙 俺 は 腹が 空って きた。 坊主、 何 か 食 ふ 物 はねえ か。 

非人 甲 俺の 瘤ても 喰らへ。 

非人 丙 (石 地藏の やうな 額 付) はは：： 坊主の 瘤ても 食 

つ てみ ろ 11 雁が さが 染ら あ。 

非人 甲 (丙に) へん、 嫉 むねえ。 石 地蔵め。 手前に や、 何 

一 っ錢 になる 處 はねえ ぢ やねえ か。 この 瘤 は 俺の 錢箱だ 

あ 0 

非人 丙 變 にぐ にや  < --柔 かくて、 氣昧の 惡ぃ錢 箱 だな あ。 

非人 甲 もう やがて 御 彼岸 だ。 一つ この 瘤. て 六 阿 彌陀參 り 

の 婆 さまた もの 巾着 をし ぼって やる ぞ。 

非人 頭 かう、 坊主。 この間お 前が 酒に 噴醉 つて 寢てゐ る 

の を 見て、 俺 飄簞が ころがって 居る のかと 思った ぜ 0( 非 

人た ち 笑 ふ〕 

非人 甲 (しょげろ) お 頭つ まらね え 事 を 云 ひなさん な。 
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それでなくて せえ、 皆で 冷語して 仕樣が ねえのに：： 

非人 丙 坊主が 醉 ふと、 瘤まで 眞 赤になる から 面白え。 

非人 甲 (忌々 しさう LL) あたり 前ぢ やねえ か。 俺が 醉っ 

てるのに、 この 廇 だけ まさか 素面ても 居られめ え。 

(一同 笑 ふ。) 

非人 乙 何か無ぇかなぁ。 腹が{.^^って切なくなってさた0 

非人 丁  (接 脚) 餅で つて 来たらい X ぢ やねえ か。 

非人 乙 俺お けら だ。 昨夜 あの 坊主に すっかり 取られち や 

たつの よ。 

非人 丁 お前 また 始終 あの 坊主に 取られて るぢ やねえ か。 

非人 乙 忌々 しい 瓢簞 だ。  、 

非人 戌 (4 がかけ てゐ ろ) おい 。朝鮮。 腹が つたら、 

ひい 物が ある。 

非人 乙 何 だって、 鼻つ かけ。 

非人 戌 はの な、 今朝 獄門に なった 唐人の 首の 前に、 飯が 

供へ て はる ぜ 0 

非人 乙 本統 か。 

非人 戌 本統 だ。 

非人 頭 さう さう。 あの 唐人の 娘が 泣きながら 供へ てゐた 

つ ナ 0 

非人 乙 よし。 (走って 退場) 

非人 e- や あ、 あいつめ、 獄門の 飯 を か つ ばら ふ氣 か。 呆 

1 


れた 野郎 だ。 

非人 頭 だが、 あの 女 は 唐人の 媳 にや 惜しい 代物 だな あ。 

非人 丁 あり や 天草の， 女 だ。 

非人 頭 あの 惡黨 に悉り 惚れ こんて ゐ たと ふ瞜 だぜ。 

非人 丁 始は 厭が つて ゐ たんだ。 

非人 丙 お 頭。 緣がぁ りやこ そ、 ^ にも 像れ るんだ。 

非人 頭 分らね えもん だな ァ。 

(宗門改め 係。 同心 二人 1^ つれて 巡つ ズ くろ。) 

宗門改め 係 こり や 非人。 別に 異状 はない か。 

非人 頭 御 役人 さま、 一番 穴の 切支丹 は、 もう、 やがて、 

落 入りで 御座います。 

宗門改め 係 マリアと 云 ふ 若い 日本人の 女 か。 

非人 頭 さう で 御座います。 さっきから 脚 をば たばた やり 

ますから、 ころぶ つもり かって 聞いて みました が、 返事 

をいた しません。 

非人 m- 御 役人 さま。 御覽 なせえ まし、 一番 穴の 切支丹 は 

脚の 尖が 眞白 になって きました。 

宗門改め 係 その他の 者 は 何う だ。 

非人 頭 別に 變 つた 事 は 御座いません。 

宗門改め 係 南蠻の 伴天連 は 何番 だつ けな。 

1 ，くにん  ひよ ん ほざ  ， 

非人 戌 御 役人 はま。 四番て 御座いま ふ。 (指さす〕 

宗門改め 係 (つかつかと その 穴の 側-. i 行って 視く) うな 
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つて ゐ るな。 伴天連、 苦しい か。 苦しき や 早く ころべ。 

ころびた くな つたら 右の 手 を ふれ。 いい か。 すぐ ゆるし 

て やる ぞ o( 答へ なし) これ 、非人 頭。 

非人 頭 何て 御 います。 

宗門改め 係 この 伴天連 は 大切な 囚人 だからよ く氣を 付け 

て くれよ。 

非人 頭 かしこまりました 0 

宗門改め 係 また 後刻 見 巡りに 參る。 (去ろ) 

非人 頭 御苦勞 さまて 御座います。 (頭.^ 低げ ろ) 

(非.^^  - 同 頭 1^ 低げ ろ。) 

五 死の 天使 

喑黑。 何者かく ろくる 禍卷 いて ゐる やうな 氣 配が 感ビ 

られ ろ。 ヘレ イラの 苦しげ な 呻吟が きこえろ。 

へ レイラ (姿 は 見えす) お、、 天主よ。 早く 私 を 波羅葦 

僧に 迎へ とり 玉へ。 (氣息 迫りた ろ聲) 早く 早く、 お，^ 

ぜ T ス  サン タマリ ァ 

耶蘇、 聖瑪 利亞： ： 

(暗黑 の焦點 とも 云 ふべき 中央のと こる に、 陳 移の 死 

斑が 人き く 現 はれろ 11 やがて 刺す やうな 鋭い 天草 女 

まさの 泣猓 o〕 

へ レイラ (長い間) お前 は あの 唐人 だ。 お前の やさしい 


女房が 泣いて ゐる。 

死 額 (氣味 惡く笑 ふ) 俺 は 獄門 臺の 上て 女房の 泣く の を 

眺めて ゐ る。 そして、 段々 腐って ゆく の だ：： 

デウス 

ヘレ イラ (膚 に 粟，^ 生す ろ やうな 聲で) お、、 天主：： 

死 額 この 世の中 ほど 不思議な 處 はない 11 俺 はお 前が 不 

潤に 思 はれる。 

< レイラ 何う して そんな 事 を 云 ふの だ、 私 はお 前が 不憫 

で 仕樣がない の だ。 

死 額 お前 は 俺た ちの 知つ て ゐる事 を 何も 知らない：： 何 

の爲 めに 生きて ゐ るの だ。  - 

デウス 

< レイラ 天主の 爲だ。 罪 ある 人た ち を 救ふ爲 だ。 

死 額 (突然 破裂す ろ やうに 笑 ふ) はは は：： 

(死 額 消えろ。) 

(へ レイラの 呻吟の 聲0) 

(少時して、 血の やうな 紅い 斑點 が暗黑 の焦點 に 現 は 

れろ。 そして 次第- レ擴 がって ゆく。 やがて その 斑點の 

內に黑 く 影 綾の やうに 人の 姿が 現 はれろ 11 丁度、 火 

の 背 光，^ 背負った 人の やう LL 見えろ。) 

ヘレ イラ 誰 だ。 そこに ゐ るの は 誰 だ。 

黑影 俺が 分らない か。 

ヘレ イラ 分らない。 

黑影 お前 は 俺 を 知って ゐる。 
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ヘレ イラ 私に は 分らない。 

黑影 まだ 分らない か。 

ヘレ イラ お前 は 今 消えた 唐人 ぢ やない か。 

i| 影 ちが ふ。 

ヘレ イラ 何 か ffl が あるの か。 

黑影 (段々 ハ-ソ キリし ズ くろ) お前が 俺に 用が あるの だ。 

へ レイラ 段々 お前の 姿が ハツ キリして きた やう だ。 だが 

やつば り 分-,? ない。 

黑影 お前 は 俺に 會っ た 事が ある —— 忘れ て 了った のか。 

ヘレ イラ 私 はお 前 を 兑た事 はない。 

黑影 ある。 お前の 智 惠が昏 いから 分らない の だ。 

ヘレ イラ (間) では 何 處て會 つたと 云 ふの だ。 

mi 影 玄 海灘の 船の 上 だ。 

ヘレ イラ やつば りお 前 は あの 磨 人 だ。 

黑 影 ち が ふ —— 唐人 て はない。 

へ レイラ お前の 姿 は 男 だ 11 すると あの 唐人の やさしい 

女房で もない。 私 は あの 時 唐人と 女房より 他に は 誰に も 

會 はなかった。 

黑影 (冷たく) 瞻を 云へ。 お前 はもう 一人 會 つて ゐる箬 

だ 0 

ヘレ イラ (間,^ a いて) では、 お前 は 美しい 光 を 放って 

アン ジ： n 

消えた あの 時の 天使 だと 云 ふの か。 (黑 影の 餌が Si 糠に な 


ろ) 

黑影 お前 は あの 時 俺 を 天の 使と 呼んだ の だ。 

ヘレ イラ ちが ふ。 それ こそ 嘘 だ。 あの 時の 天使 はお 前の 

やうな 恐ろし い 顔で はな か つ た。 

黑影 俺 は 何時でも 同じ 事 だ。 

ヘレ イラ お前に は 生 命が な い 11 冷酷 だ " 單調だ 。 無味 

乾燥 だ， 私 はお 前 を 見て ゐ ると、 石になる やうな 氣 がす 

ゼ f<ス マリ 尸 

る。 耶蘇， 瑪利 亜。 救け 玉 へ 。 

黑影 やう やくお 前に 俺が 分った やう だ。 

ヘレ， 1 ラ (哀 泣〕 私 はこの 世の 内に、 まだまだ 仕殘 した 

事が 澤山 ある 11 今、 それが ハツ キリ 分った：： 

黑 影 お前 は 俺 を 見て 頓 へて ゐる のか。 

ヘレ イラ (强ぃ 聲で) 私 はお 前 を迫拂 はう として ゐ るの 

だ 0  、 

黑影 (刺す やうに) 殉敎 はどうした。 お 仕置場の 竹矢来 

マ- i チ レス 

の 外-て は、 澤 山の 人が お前の 貴い 1^ 敎を 見て ゐ るの だ。 

ヘレ イラ ：：，  ぉ敎 はもう 私に は意昧 のない 言雜 になって 

しまったの だ。 (長い ra,^ 體く) 私 は 私 だ 。竹矢来の 外 

て 私を兑 一. 、一 ゐる 人々 は その 人 々 だ 。 

0 お前 はこの 前 船の 上て、 俺が きいた ときには、 「天主 

が 私 を 支配して ゐる o」 と ハ ツキ リ答 へたて はない か。 

ヘレ イラ 私が 私 を 支配し なければ ならない と 云 ふ 寧が、 
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今、 分つ てきた の だ。 

fi*^rx る そん  マル f レス 

黑影 天河 ゃ呂宋 の敎會 では、 鐘 を 鳴らして お前の 殉敎を 

祝福し お前 を 聖人の 列に 數へ 入れようと 支度 を して ゐる 

—— これまでの 殉敎 者た ちの や、 つに。 

へ レイラ 私 はお 前の 言 紫 をき く 毎に 智惠が 明るくな つて 

くる やうな 氣 がする。 —— 私 は 生なければ ならない。 こ 

れ 迄仕殘 した 事 をして みなければ ならない。 

(黑 影に 段々？ W え て， 小さな 血の やう な 斑 點が殘 

ろ….。) 


六 第一の 石 

W 前の 刑場。 一番の 穴 ：，- つろ された 切支丹の 女 は、，. - 

う 死んで 引 h げられ てゐ ろ。 竹 矢來の 外に は 0^ 物の 男 

女が 澤山ゐ ろ。 死^ は 荒 ^の 上に 寢 かし C わろ。 宗門 

改め 係と、 者と がその 侧にゐ 5。  = ^人た ち は 一方 LL 

かたまって ゐろ。 二人の！ I 心 は 矢来の 外の 集 1^ 制し 

てま はつ て ゐる。 

小 門 改め 係 .a 、、「救 かりま せんか。 

S  (脈，^ 取りながら) もう 脈が 上りました。 餘程 苦し 

かった と 見えて 1^ を 嘴み 切つ てゐ ます。 (立 上る) 

(群 a 動 搖。) 


宗門改め 係 非人 頭。 

非人 頭 へい。 (走って くろ) 何 か 御用て 御座いま すか。 

宗門改め 係 死屍 を 埋める 用意 をいた せ。 

非人 かしこま りました。 

ほ ひや ふにん 

非人 戌 (鼻つ かけ。 宗門改め 係の 側に 來ろ) 御 役人 はま。 

宗門改め 係 何 だし 

非人 戍 四番の 穴の つるし 人が 頻りに 脚 を バタ バタ ひやつ 

て 居ます。 

宗門改め 係 何 四番の (その 方 1^ みろ) 

非人^ はれで 御座います。  . 

ま e: 改め 係 あの 伴天連 だな。 

非人 戍 へ え。 

(宗門改め 係 は 四番の 柱の 側に 行って 內 1^ 靦く。 少時) 

宗門改め 係 (喜色 1^ 額に 漲らし ズ) おい。 伴天連が ころ 

んだ。 (驚^、  1!^ 心、 非人た ち呰 驚いて、 宗門改め 係の 

^^o-3w 右の 手 を 一生懸命に ふって ゐろ。 

(非人 戌 四 称の 穴に ぉリ つて， < ！. ふいで 網か^  く。 へ 

レイラの 逆 釣りの 姿が 現 はれる。) 

(非人た ちが 正氣， ^失った へ レイラ vS- 抱 さか 、 へ て、 

死 K と舰 ベて、 荒 t 孤. ^吸き その上に S はく。) 

(欝師 が 診察す ろ。) 

宗門改め 係 (熱心に 見て ゐろ) 救 かりませ うか。 
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町 始臺寺 斑 裏の 一室。 ヘレ イラが 病みお とろへ て、 寢 

てゐろ 0 

鐵 眼が 入って くろ。 

鐵眼 今日は ど ラぢゃ 。醸 梅 はよ ろしい かな。 

ヘレ イラ よくない。 雪が ふるのて、 氣が 諺 してな らん。 

鐵眼 この 南 國の長 崎に は、 近年 珍ら しい 大雲ぢ や。 私の 

書齋の 窓から みろ と、 市中の 屋 並が 銀の 箱 を 伏せ 並べた 

やうて か やく やうな よい 景色 ぢゃ。 

ヘレ イラ 此 處は唁 い。 あの 拷問に 會 つてから、 心臓が 餘 

程惡 くな つたと 見えて、 動悸が してな らん。 

鐵眼 そんなに 惡 いならな ぜ醫 者に か、 らん。 きけば、 今 

日 は 奉行から よこされた 翳 者を斷 わつ て歸 したと 云 ふて 

はない かし 

ヘレ イラ (冷たく) 俺 はま だ 生命が 惜しい からな。 

鐵眼 あの 男 は 長 崎て は 名 霞の 評判 を うけて ゐ る男ぢ や。 

ヘレ イラ 俺は羅 馬で 醫學 を學ん だ。 俺の 病 氣はぁ の 翳 者 

より、 俺の 方が 餘程、 よく 知って ゐろ。 

鐵眼 自分の 身體 は、 なかなか 見えない。 丁度 自分の 心が 

分らん やうに な P 

ヘレ イラ いや、 分る。 

鐵眼 いや、 分らん。 

ヘレ イラ 分ろ 。 俺 は 罹 馬て 醫學 を學ん だから ： ： 
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鐵眼 はは：： それ-て は 水かけ論 ぢ や。 だが な、 ヘレ イラ。 

これ はお 前の 方に 無理が ある ぞ* 

ヘレ イラ いや、 和尙の 方が 無理 だ〕 

鐵眼 まあ 、聞け。 いい か。 お前 は 切支丹の 祌を すて、 し 

まった のぢゃ 11 まあ 待て • 私 は それ を 非難す るの ぢゃ 

ない。 私 は 先達 も 云った とほり * お前が 拷問の 苦しみに 

耐へ 切れ なくなって、 ころんだ と は 思って ゐ ない。 かラ 

と 思 ひつめ たら 死んでも それ を 貫く だけの 意力 は 確かに 

お前に ある。 

< レイラ (憤然として) 和尙。 何故お 前 は そこへ 議論 を 

持って行 くの だ。 

娥服 そこから 論じて 来ない と 議論が 立たん 。いい か。 切 

支 丹の 神 さへ 棄 てた お前が、 どうして 鞍學 をす てられな 

いの ぢゃ。 

ヘレ イラ だから 和尙の 方が 無理 だと 云 ふの だ。 いい か。 

よく さけ。 切支丹 は 俺の 信仰だった。 ところが、 辩學は 

理解に よって 得た 智識 だ。 どう だ。 分った か。 

鐵眼 ちっとも 分らん。 

へ レイラ だから 俺が 切支丹 を棄 てた からと 云って、 何も 

1； 荸ゃ 天文の 智識まで 菜て X しま ふ 必要 はない。 

鐵眼 そこが 大切な 處ぢ や， ま づ順を 追ってお 前に 說 いて 

きかせろ が、 お 前 は 醫學は 理解 の 力に よつ て 得た 智識 だ 


と 云 ふ。 

ヘレ イラ さう だ。 

錢眼 理解の 底に 信仰がない と 云へ るか。 

へ レイラ 信仰なん かない。 

鐵眼 信仰がない のに どうして お前 は .H 分の 醫學を それ 程 

信じて ゐ るの ぢゃ。 お前が 大切な 時に 臨んで 祌を棄 てた 

の ももつ とも ぢ や。 

へ レイラ 和 尙は俺 を 厚 かしめ るつ もり か。 

鐵眼 まあ、 待てと 云 ふに —— 私 はお 前 を 厚 かしめ るんで 

もなん-て もない。 今 云 ふと ほり、 私 はお 前の 歸學も ® 

だと 思 ふ。 つまり 智識の 信仰が 切支丹の 信仰に 勝った の 

ぢゃ。 

へ レイラ そんな 事 はない。 

鐵眼 それ はお 前が ほ 分の 心 を 知らん から ぢ やな。 

ヘレ イラ 俺 は あの 時 自分の 生命の 贵ぃ事 を 深 かく 感じた 

の だ。 

鐵眼 自分の 生命 を 貴い と 感じた の は 知識に 信じす ぎる か 

ら ではない かな。 お前 は 他の 翳 者より.： m 分の 方が よく 自 

分の 病氣を 見る 事が 出来る と 云 ふ。 1 應 尤もの やう だが、 

大きな 間違 ぢ やと 私は考 へ る。 自分の^^？^體を他人が診る 

やうに 平 氣て兑 る 事の 出来る 入 はま づな いだら うな。 

ヘレ イラ 和 尙は俺 を さげすんで ゐ るな- 
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鐵眼 さげすん では ゐ ない。 お前の 顔 を 苑てゐ ると お前の 

氣持 はよ く 分る。 お前 は 私 をい ま 憎んで ゐるゃ うぢ やな。 

ヘレ イラ うむ。 何-つかして お前 を 苦しめて やりたい。 

00 私 は そこ を 好いて ゐ るの ぢゃ。 光源 寺の 松吟 がお 前 

を 引取って 自分の 門徒に しょうとして ゐ たの だから、 あ 

の 男に 任せて 置けば よかった の だが、 私 はお 前 を 自分て 

引取って 見たかった。 引取って みると * かう して 毎日 議 

論 ばかりして ゐ るが：： 

ヘレ イラ 松吟は 馬鹿 だ。 俺 は 鎮まれても あいつの 處には 

ゆかない。 

鐵眼 まあ、 此處に 居って > 氣 長に 養生す るが いい。 

ヘレ イラ (沈 默) 和尙、 實は俺 は 此處を 出て ゆかう と 思 

つ てゐ る。 

鐵眼 この 寺に 倦き たかな" 

ヘレ イラ いや、 さ うぢ やない 。俺 は 和尙が 嫌ひぢ やない。 

だが、 かう して 和尙と 一 っ處に 居る の はどう も 苦痛 だ。 

鐵 K それなら、 仕方がない。 然し 病氣の 直る まて は 辛 棒 

する がいい。 

へ レイラ いや。 明 曰 出て ゆく つもり だ。 

0^ えらい 急ぢ やな。 それて、 何處へ 行く つもり ぢ やな。 

へ レイラ 家 を 持た うと 思 ふ。 明朝 探さして 貰 ひたいな。 

0^ よろしい。 平 速 探させよう。 


ヘレ イラ (問 fJ ^置いて) 病氣が 直ったら、 俺 は 奉行所の 

通辭 になる。 それて 活 らして ゆく つもり だ。 

鐵眼 お前 は錢が 欲しくな つたな。 

ヘレ イラ うむ。 錢も 欲しい。 

鐵眼 それ もよ からう。 

へ レイラ 御 奉行から、 俺に、 宗門改め 係に なって くれと 

云 ふ 話が 內密 にあった が、 ひょっとしたら、 ならう とも 

思って ゐる U 俺が 宗門改め 係に なったら、 切支丹 を頗へ 

上らせて やる。 

鐡眼 つまり -HI 分 を 苛な むの ぢゃ。 

へ レイラ 俺が ころんだ の を 笑った 奴等に 思 ひ 知らせて や 

るの だ。 

鐵眼 まあ-世間へ 出て みろ。 そして、 思った 事 を やって 

みるの ぢ やな。 菜が 滅し て し ま はなければ お前 は 浮ばれ 

ない。 ：： だが、 旦那 寺 はや はり 始疆 寺に してお くがい 

い。 死んだら、 骨 は 此處へ 埋めて やる から：： 

八 切支丹 一 授 

寬永 十五 年 二お 二十 六 = &。  厄の 城，^ 取 困む 寄 手の 

陣中。 K 家に 傷病兵.^ 收容 して あろ 處 0 11 雨 あがり。 

澤野忠 庵と 改名した  <  レイラ は n 本 服 1^ 翁て、 ！ 人の 
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侍の 太腿の 鐵砲偽 yJ- 洗って やって ゐろ。 黑奴 (忠 庵の 

僕) が 入口に 腰かけて ゐろ。 

鐵砲 傷の 侍 もう 大分 肉が 上って さた や-つ だな U 

忠庵 上って きた。 

鐵砲 傷の 侍 南蠻 流の 外科 は 療治が 上手 だ。 (老人の 侍 

に ) 太 兵衞殿 0 御覽な さい。 某 は 跛 者 にても なり はす 

まい かと 心配して 居った が この 通り- 立派に 直つ てき ま 

した 0 

太兵衞 某 もこの 南蠻 人の 療治て、 生命 だけ はやう やく 取 

止めた。 何しろ 一 揆の 奴！ が 闇の 中て 突出した 竹 鎗の傷 

だけに. 非道い 膿の 持 もやう であった が * さあ • これで 

三途 の 川 だけ は當分 渡ら ずに 濟ん だ譯ぢ や。 然し 手荒 い 

療治で あった 11  fs 變人。 お 前が 創 を 切 つ て 膿 を しぼつ 

た 時 は、 つかみ 殺して やりたい と 思 ふた ぞ。 (笑 ふ) 

忠庵 (冷然と) 慈悲の 心が ある 内 は， 思 切った 治療 は 出 

來ろ. の；，： 'やない。 

太 兵 さう 云 ふ 物 かな U 

破； a 風の 侍 (啤吟 すろ) おい。 南蠻 人。 熱が 非道くな つ 

て さた —— あ、 苦しい 0 早く どうかして くれ。 

中 5 庵 (おる) 俺 は 南 蠻人ぢ やない。 澤野忠 庵と 云 ふ 立派 

な； を 持った 日本人 だ。 

破 風の 侍 早く どうかして くれ。 


忠庵 (低聲 に) 苦しければ；^ ん てし まふが いい。 (かう 

云 ひながら その 內 LL 鐵砲 傷に 細 帶，^ してし まふ) 

額 yJ- 半而 繊 帶 した 侍 忠：^  。樱井 氏が f ん だら 早速 某の 創 

を 診て 貰 ひたい。 また、 今日は 熱 を 持つ てきた やう だぞ。 

忠庵 俺の 身體は 一つし き やない。 一度に 二人 も 三人 も 治 

療は 出来ぬ。 これから 細 川 越 中 守樣の 陣屋へ 治療に 行か 

なければ ならん" (立 上る) 

額 半而 § した 侍 (氣 色ばん で) では 某 を 診て はくれ 

ない のか。 

忠庵 うるさい 奴 だ。 御 家老の 腫物 を 切る だけ だから、 す 

ぐ歸 つてく ろ。 向う は 急ぎ だ。 ハ黑奴 L1 向って) おい。 

ラ マ ダ ン 。 一ての 藥 箱を擔 いで こい。 (黑 奴と 退場〕 

額 半 而繃帶 した 侍 (血相 かへ ズ) 無 鱧な 奴 だ) 

太兵衞 石黑 氏。 まあ、 腹 をお 立てな さるな。 あいつ は 有 

名な 偏屈 者ぢ や。 某な ども 時には あんまり 腹が立つ のて， 

切って 捨てようと 思 ふ 事 も あるが， 何せえ、 療治が うま 

いので， つい 胸 を さすって 我慢す るの ぢ や。 

額,^ 半面 繃帶 した 侍 然し， あま" 我々 をな め 過ぎた 仕 打 

だから：： 

太兵衞 あいつ は 切支丹 を ころんで 長 崎 奉行の 祿を 喰んで 

ゐ る奴ぢ や 。 義理 人情な んて云 ふ 物が 分る 箬が ないて。 

a  
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鐡砲 傷の 侍 偏屈 者の くせに、 あれで 愁の皮 は 人 一 倍つ つ 

ばつ て 居ろ —— 各々 は 御存じ かな、 あいつ は 長 崎て 通詞 

を 勤 めながら、 ひそかに 高利 を 貸し てゐ ると 云 ふ 話 だ。 

腕， 4. 釣った 侍 いや、 某が 聞いた 噤 では、 長崎恭 行の 手先 

になって、 切支丹の 者 ども を 訴人して は、 莫大な 金 を ま 

ラ けて 居る と 云 ふ 事 だ。 

太兵衞 その 位の 事 はやり かねまい て。 

額の 半而に 11 帶 した 侍 顔の 傷が 痛ん て さた —— 忠庵奴 早 

く 房つ て くれば よいが：： 

鐵砲 傷の 侍 雨 あがりで、 まだ 濕氣 が殘 つて 居る から、 傷 

痕が 痛む の だな。 

太兵衞 雨と 云へば、 昨日の 總攻 のお 布令が あの どしゃぶ 

り-て 流れて しまうた の は、 勿怪の 幸ぢ や。 もう 四 五日 延 

び て くれれば よ い 。さう す れば 、某 は戰場 へ 出られる：： 

腕，^-首に釣った侍 御 老人。 總 攻め は 明朝 夜の 引 明けと 同 

時に 行 はる、 事に 定まりました ぞ。 先刻から 御 使 番がぁ 

つも こっちと 馳け 廻つ て 居る。 

太兵衞 何 • 明朝 ぢ やと：： 

額， 半 而繃帶 し-^ 侍 某 もさう 聞いた。 

太兵衞 それ は 殘念ぢ や。 

額， ^半面 繃^した 侍 太兵衞 殿。 總攻は 明朝 だが、 まだ ま 

だ 城 は 落ちまい と 某 は 思うて 居る。 


腕 yJ- 首 LL 釣った 侍 いや， 明朝 は 落ちよう U 

太兵衞 どうして 貴殿に は それが 分る のぢ や。 

腕. i-:iaLL 釣った iS: 城内に 裏切者が 出た さう だ。 

鐡砲 傷の 侍 何. .M 切者が：： 

(四 五 人のお S? たちが 起 上ろ o〕 

太兵衞 貴殿 は何處 てきかれ た。 

腕 Y5-:!«LL 釣った 侍 二三 曰 前に 山 脇 氏から きいた。 鐵砲組 

の 足輕が そいつ の 矢文 を 拾う たと 云 ふ 事 だ つ た。 

額，^ 半 而線帶 した 侍 大將株 か 11 その 裏切者 は。 

腕 に 釣った 侍 大將株 だ。 切 ま 丹 を ころんだ 奴 だと； K 

ふ 話 だ" 

太兵衞 ふむ。 忠 の やうな 奴ぢ やな。 

腕，^ 首に 釣った 侍 もう 城内に は、 兵糧がない さう だ。 こ 

の 儘、 放って置いても 五日と は 持つまい と 云 ふ 事だった。 

太兵衞 いや、 さうて あらう り 切支丹の 一 揆が 籠城して か 

ら、 もう 四 ヶ月に もなら う。 考 へて みれば >  兵糧の つに 

く譯 がない て。 

額 vJ- 半而 II 帶 した 侍 我々 は 折角、 島 原まで きて ゐ ながら 

傷 を 負うた だけて. 一揆の 首 1 つ 取らぬ と は、 よくよく 

武運の つきた 話 だ。 

太兵衞 (間) いや、 某 は 明日 はどう あっても 出陣す る。 

鐵砲 傷の 侍 忠庵は 何 をして 居ろ。 早く 戻って 來ん かな あ U 
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額. J- 半 而繃帶 した 侍 貴殿の 療治 は、 今， 濟んだ ばかりて 

はない か。 

鐵砲 傷の 侍 (そっと 足, 蹈ん でみ ろ) 明日 戰 場へ 出て よ 

いか、 あいつに 聞く の だ。 

腕. 5- 首に 釣った 侍 しかし 强 かった な。 この 孤城に 天下の 

大軍を 引受けて、 三月 以上 籠城した の だから。 一揆と は 

思 はれん な だ。 

太兵衞 何しろ、 元 龜天正 以來故 太^ 恩顧の 古兵が 加 はつ 

てゐ るから な あ。 

1^, ケ半 而繃帶 した 侍 高い 聲ては 云 はれぬ が、 彼等 大阪方 

の 浪人 C 將軍家 へ 對す ろ 恨 は骨髓 に 傲して ゐ るから な。 

鐵 砲 傷の 侍 總大將 の 天草 四 郞は 切支丹の 申し子 だと 云 ふ 

話 だが 本統 か。 

-g,^ 首に 釣った 侍 、つん。 一 を 聞いて 十 を 知る 神童 だと 云 

ふ^だ。 

破 偶 風の 侍 (弱々 しい 聲で) おい、 各々 方、 少し 靜 にし 

てド さい。 何 か 異樣な 聲 がさ こえろ：： 

錢砲 係の 侍 何。 Sil 樣な聲 が：： 

(一 同！： 澄す。 城內 宗 徒の 吸 ふ 聖歌が 間え てく ろ。) 

太-. ii- 衞 うむ。 さ こえろ。 何 ぢゃ. あれ は。 

破 ffii^ の 侍 歌の やう だ。 

腕，！ 甘：，： 釣った 侍 城內で 切支丹 どもが 唄 ふの だ、 (間) 


折々 あ、 して 唄つ てゐ る。 

破傷風の 侍 (苦し さう に) 氣の 滅入る やうな 歌 だ。 

太 兵衞 (ra, ^置く) 明日の 落城 も 知らずに * 不憫な 奴等 

ぢ やな。 

(聖 欲カ强 くさ、、 えろ 0) 

(一同 沈 e5 

(忠 庵が 例の mi 奴に 藥箱 かつがせて 4W つ^くろ。) 

鐵 砲；^ の 侍 これ、 忠 待 t> 兼ねて 居った ぞ。 早く 來て く 

忠庵 何 だ 一 

鐵砲 偽の 侍 明朝、 總 攻めが はじまる と 云 ふ 話 をき いたか。 

忠庵 聞いた。 

鐵砲 傷の 侍 某 は 明朝 戰 場に 出たい の だ。 どう だ。 出て い 

、； •  0 

忠庵 出ても いい。 その か はり、 傷口が 破れて、 今度 はも 

う 生命がない ぞ。 

(破傷風の 侍の 苦しんで ゐ ろの 忠庵 は氣が 付く。) 

鐵砲 係の 侍 貴 樣は某 を 嘲弄す るの か。 

忠庵 嘲弄す るん ぢ やない 。本 統の事 を 云って きかせる の 

だ。 (破傷風の 侍の 枕元 LL 立 寄ろ。 脈，^ 見ろ) ふうむ。 

容態が 惡 いな。 (一同し いんと なろ。 忠^^は藥箱か開け 

て藥， ^盛る) これ。 お 侍。 これ を 飲む がい い。 (飮ま 
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V ろ) 

破傷風の 侍 (藥，^-吐出す。 瘤孿が起ろ)：： 

忠庵 (その 侍の 眼，^ 開いて み る) もう 駄目 だ。 

(破傷風の 侍 死す。) 

(聖 欲の 聲斷績 する。)  . 

太兵衞 (J^.^ 拭く) 七 郞兵衞 はよ い 若者で あつたが、 壽 

命に は 勝てぬ —— かう して 一 緒に 傷の 養生 をした の も 何 

かの 緣 であ ら ラ 。 ど う ぢゃ。 各 々 方。 今夜 は この 七郞兵 

衞の爲 めに 心ば かりの 通夜 をいた さう 。遺骸 は 明日 燒ぃ 

て-骨に して 國 元に 某が 持って 歸る。 

(侍た ち 合掌す  一 C-0) 

(is入陳稷の_^fi-のまさが入ロから視くo) 

黑奴 何 だ。 誰に 用事が あろの だ。 

まさ 長 崎 か ら南蠻 流 の 外科の 先生が 來てゐ らっしゃ るの 

は、 此方で 御座いませ うか。 

黑奴 さう だ。 

忠庵 (ふリ かへ ろ) 外科の 翳 者 は 私 だ。 

えさ 兵糧 方の 女で 御座いま すが、 指に 腫物が 出来て 難^ 

して 居ります。 御 慈悲で 御座います。 診て 下さい ま 

し 0 

忠庵 (不 機敏 Li) 兵糧 方の 下司 女 なぞ 診て やる 醫 者て は 

ない。 


ま さ て は 御 Mj いませ うが 生憎 こ の邊の 御醫 者が みんな 逃 

げて しまって 誰も 居りません から：： 、 

忠庵 ならん。 

(侍た ち は 女.,^ 珍ら しさう：. ！-じる じる 見ろ 0 ン 

腕 1^ 首に. 釣った 侍 おい、 忠庵。 鳥渡 見て やったら どう だ。 

忠庵 (L ぷ しぶ) 俺 は 外科で は 日本一 だ。 あんまり 見く 

びって 貰 ひたくない。 

鐵砲 傷の 侍 さあ、 女。 此處へ 上れ。 いま 忠 庵が 診て やる ぞ 0 

まさ 有難う 存じます。 御蔭-て 助かります。 

(忠 庵、 まさの 傍：. i よって 腿 物，^ 診察す る。) 

額，^ 半面 II 帶 した 侍 どれ、 どれ、 どんな 腫物 だ。 

忠庵 そこに 立って は 暗くて 見えない。 どかない か。 

額，^ 半而 11 帶 した 侍 え X、 因業な 南蠻人 だ。 

(ぶつぶつ 云 ひながら 退く。) 

(侍た r, 笑 ふ 0) 

忠庵 (指，^ 押へ て 〕 どう だ。 痛む か。 

まさ はい。 (^,^ しかめろ ひ 

忠庵 大 へん 熱 を 持って ゐる處 をみ ると、 こり ゃ餘程 ふか 

く 膜んで ゐる やう だ. 切らず ばなる まい。 

まさ (靑 くな ろ) 切る の-て 御座います かり 

忠庵 何. ちょっと 穴 を あけて K を 出す だけ だ』 切って し 

まへば、 卽 座に 拭いた やうに 痛が とれる。 
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まさ て も：： 

忠庵 このま  >- にして置くと. 指が 腐って 落ちる ぞ。 思 切 

つ て 切ったら どう だ。 

額 半面 繩 帶 した 侍 切って 貰へ。 その 方が い、 ぞ。 

まさ ... ではお 願いた しませう か 0 

忠庵 さう すろ がよ い。 (外科 ffl の 小刀,^ 取 出す。 まさ は 

眼 1"^- 閉 つて 觀 念して ゐろ〕 痛 いのは ほんの 束の間 だ。 

(1?~リと W る.； 

まさ 痛い。 (身. ^鯛 はす) 

忠應 膿 か押屮 いす) それ、 もうし まひ だ。 

ま さ (^  の 丧 iw) あ 、、痛い。 

$  (まさの 額.,^ よくみ ろ。 眼,^ 疑 ふやう に 首,^ ふる) 

どう だ。 もう 痛く は あるまい。 

まさ (叶-息，^ つく〕 いいえ * まだ 痛う 御座います。 

忠^ お前 は 何 處ぞて 見た やうた 氣 がする U どうしても 思 

出せぬ が。 

まさ (餌 色 1^ かへ ろ) — さうて 御 Ml います か。 

忠庵 長 崎に 居った 事 はない か。 

まさ •  ：  • い  >1  >ズ 0 

$  (漸く 思 出す) む \。 お前 は あの 陳穆の 女房 だな。 

まさ (驚く。  It 低く) ど、 「して 御存じで 御 います。 

忠庵 私 を 忘れた か。 


まさ は、，。 

忠庵 私 は 玄海灘 を 一 緒に 船で 越した 者 だ。 

まさ (大， -V 、な聲 ^出す 〕 あ、 伴天連 さま：： 

忠庵 あの 伴天連 だ。 どうして お前 はまた こんな 處へ來 て 

居る の だ。 

まさ (複雜 な 感情で) まあ、 伴天連 さま だ。 此ん な處. て 

お 眼に か i らうと は、 ほんと に 思 ひも かけません てした。 

忠庵 どうして お前 は 此處に 來てゐ るの だ。 

まさ あれ か.，： こっちへ 歸 つて 參 りました。 天草が 私の 國 

元て 御座います。  . 

忠庵 それで 兵糧 方に 雇 はれた のか。 

まさ はい 0 

忠^ お前 は あの 頃と ちっとも 變 らん やう だ。 

まさ r 色氣 1^ 含んで) い、 え 。もうこん なに 年を取って 

しま ひました — 

(腿 物の あろ 方の 手 f?^ 劬る やうに 他の 手で さすろ。) 

忠庵 どり ゃ繃帶 をし て やら ラ。 

九い さか ひ 

長 崎五岛 町の 忠 庵の 家。 秋の 午後。 南蠻の 趣味と = 本の 

趣味との 不思議な 沘合， しめす 璺 かな 装飾が 施して わ 
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る。 此虚^1忠庵が^^»として使っズゐろ室でぁろ。 壁 

上に は 萬國地 闘、 星 岡な どが 揭げ てめ リ、 また 人間の 

骸 が 一隅 に 立て、 あろ。 天球儀、 小型 望遠鏡な どが 

朱の 間 1: 置かれて ゐろ。 紫檀の 机 に 洋書が 開いて あ 

ろ 0 

客 (商人 風の 男) 和 蘭の 船が シャム 口の 沖合で 沈んだ の 

が 私の 不運て 御座います。 

忠庵 (.H 髮 に なって ゐろ) だから、 私は證 文のと ほり、 

あなたの 家屋敷 を 頂戴し ます。 

客 どうぞ この 暮れまで 待って 下さい。 家屋敷 を 取られて 

は、 私 は、 もう、 首で も縊 るより 他に 仕方が ありませ 

ん 0 

忠庵 約束の i は、 この 御盆 ぢ やありません か。 

客 申譯 ありません。 

忠庵 あなたが 家屋敷 を擔 保に 書 入れられた 上 は、 私が そ 

れを 取る のが 一番 正しい 仕方 だ。 - てなければ、 金 を 造つ 

てゐ らっしゃい。 

客 いろいろ 奔走して みました が、 金 は 出来ません-てし 

た。 来年の 盆 前に は 和 蘭の 船が 入ります。 さう すれば 何 

とか 工面が つ.. *-、 ます。 

忠庵 三 曰た つたら 私 は あなたの 家屋敷 を 受取り に 上り ま 

す。 どうぞ、 それ迄に 支度 をして 置いて 下さい 0 


容 (絡 望) あなた はなる 程 因業 だ。 評判のと ほりだ。 私 

が あなたから 金 を 借り たのが 不運だった。 

忠庵 三日の に 金の 工面が つけば 、家屋敷 は あなたの も 

の だ。 

客 をれ はきく まで もありません。 序ながら きかせて 上げ 

ます。 浦 上の 切支丹の 間て は、 あなたの 事 を 「サタンの 

忠庵」 と 一 K つ てゐ ます。 

忠庵 もう 用事 はすみ ました。 

客 ゐ ろと 云った つて、 こんな 處 にはゐ やしません。 (去 

ろ) 

(忠庵 眼鏡，^ かけて、 側に ある tts; 盤 v5< 取上げ、 頻りに 

何 か計棼 する。) 

(まさが 出て くろ 0) 

忠庵 (贫 盤.^ 置く) 何 だ。 

まさ あなた はほんと にあの 人の 家屋敷 を 取上げる おつ も 

忠庵 きまって ゐるぢ やない か。 

まさ (獨 語) 恐ろしい 入 だ。 

忠庵 何が 恐ろしい。 あたり まへの 事ぢ やない か。 三百 圓 

の 借金が 期限 後 三 ヶ月 經っ て も 返らない。 だから 擔 保に 

書 入れた 家屋敷 を 取る の だ。 

まさ あの人 はこの n 一 iH. 間 高い 利子 を拂 つて ゐるぢ や あり 
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ません か。 あなた は 元金 をもう 取 返して ゐ ますよ。 

忠庵 そんな 事 はお 前の 知った 事ぢ やない。 

まさ あなた はどうして さう 愁が 深く おなりな すった でせ 

う。 

忠庵 この 世の中て は * 金が 一 番 よく 物 を 云 ふ 事 をお 前 は 

知らないの だな。 

まさ 末 を 恐ろしい と は 思 ひません か。 

忠^ 俺 は 現在が 一 番 大事 だ。 死んで からの 事なん かどう 

.て もい い。 

まさ ぢゃ、 世間の 評判 は。 

忠庵 そんな 物を氣 にして、 何 か 得になる かな。 

まさ あ、、 何故 私 は あなたと 夫婦に なんかな つたら う。 

あなたに 比べ れば、 あの 獄門に なった 人の 方が よっぽど 

人間ら しかった：： 

(黑 奴が 入つ ズ くろ。) 

屮む庵 何 だ。 ラマダン。 

黑奴 御 奉行から、 これ を屆 けて 来ました。 (筘 LL 入れた 

m い 物 わたす) 

忠^  (受取る。 箱 1^ あける。 中から 大きな 十字架 LL か V 

つた せの 銅牌が 出て くろ) うむ これて い い。 確かに 

受取り ましたと 云って 使 を 歸せ。 

(黑 奴は默 つて 去る。) 


まさ 切支丹の 祌樣 てせ う。 (忠 庵！！ 返事 yj- しない. -何か 

考 へて ゐろ) これ を どうな さるの。 

忠庵 (に、、 にこ 笑 ふ) これ か。 これで 切支丹 を 釣 出して 

やる の だ。 

まさ また、 恐ろしい 事 をお 考へ なすった のね。 

忠庵 御 奉行 も 大喜び だ つ た 一 ■ これ-て どんな 切支丹 だ 

つて， みんな 見 露 はして やる。 おまさ。 みて ゐろ。 ま 

た， 切支丹た ちが 顔へ 上る ぞ。 

まさ だって * この頃 は 御法度が さびしい の. て、 もう、 切 

支 丹 はゐな いぢゃありません か。  . 

忠庵 ゐ ない 事が ある もんか。 以前と ちがって、 段々 深く 

かくれて さたの だ。 俺に は、 それが よく 分って ゐ る。 だ 

からこの 聖像 を 使 つ て 見 露 はさ う と 思 付 いたの だ。 

まさ それで どうして 切支丹が 見 露 はせ ます。 

忠^  (機 縦が よくなる) まづ この 聖^ をつ さ 付けて、 怪 

しいと 思 ふ 奴に ふませる の だ。 切支丹の 宗徒に は、 まさ 

かこの 聖像 は蹈 めまい —— はは、 \  >- さうて はない か。 

まさ 私 はもう あなたの 顏を 見る の も 厭に なった —— それ 

では、 まるで 鬼の 仕事 ぢ やありません か。 

忠庵 これ を蹈 ませられる 時の 宗徒た ちの 顏付 は、 考 へる 

だけても 樂し みだ。 

まさ (泣く) あなた 。御 願です から、 私 を離緣 して 下さい。 
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忠庵 馬鹿な 事 を 云へ。 俺 は 一生お 前 を 離し はしない。 

まさ ：： 毎日 こんな 恐ろしい 事ば かり 見たり きいたり し 

てゐ るより いつ そ 死んだ 方が 餘程 いい：： 

忠庵 人間 はさう 安々 と 死ねる もので はない。 ー體 何が そ 

ん なに 厭な の だ。 俺 はお 前に 何 一 つ 不自由 はさせ やしな 

いぢ やない か。 

まさ あなたと 一緒にな つてから、 もう 十 になります。 

そり や 仰し やる とほり あなた は 私に は、 樂を させて 下さ 

いました。 

忠庵 それ ぢゃ、 何も 云ふ處 はない 箬ぢ やない か。 

まさ 私 はこん な 事 をして ゐろ のが 恐ろしくて 耐り ませ 

ん。 今に 何 か 大變な 事が 出来る やうな 氣 がします。 

忠庵 そんな 事が ある もんか。 

まさ 十 年 も 一 緖にゐ ながら- 私に は あなたと 云 ふ 人が ち 

つと も 分りません。 あなたの なさる 事 を 見て ゐ ろと. 何 

處 まで 恐ろしい 方 だか 、底が 知れな い やうに 思 はれます。 

忠庵 (眼, 光らす〕 お前 はまた 逃げ出す つもり だな。 

まさ い、 え、 もう、 逃げません。 逃け て 何もな りません 

もの II . 何時も あなたに 捕ま つて は 引戻さ れま すか 

ら…. 

忠庵 (»t 像の 銅牌,^ 箱 LL ん、 さめる) さう だ 。逃げた つて、 

同じ 事 だ。 一生、 俺 はお 前 を 離し はしない。 


まさ (ため. y5y^ つく) まるで 蛇に 見込まれた 蛙の やうな 

もの だ。 

C 沈 默。) 

忠庵 (銅脾 の站， ^差 出す) これ を簞笥 にし まって 置いて 

くれ。 EI 五日 內に使 はなけ り やならない から：： 

まさ はい 0  (受取って 立 上ろ) 


十 墓  地 

, 40 臺寺の 墓地、 夜 け。 陳穆の おと 書いた 新ら しい 石 

塔が あろ。 大輪の，：！ I 菊の花が 手 向けて ある。 

その^の 前に、 おまさ. か 咽 fj- 突いて 倒れ ズ なろ。 

寺男が、 ^3^地，^掎ぃズゐろ0 培が 渾山 飛んで さて •  0 

地に 下りろ。 

寺男 (老人) お V 、また やって きたな 0 どれ 朝飯 を やら 

う。 (腰の 袋から 米，^ 出して まいて やる。 鳩が^ まつて 

さズ、 それ, „J /食 ふ) 可愛い いもんだ な。 お  >-、 今日は 

茶色の 奴が ゐな いな。 おい. どうした、 お 仲間の 茶色の 

鳩 は 11 病氣 にで もな つた か、 それとも 吹 矢て 吹かれて 

死で もした か。 (かう 云 ひながら、 捧 いて ゐる) それ、 

みろ、 お 日 さまが お出な すった 0 今日 もまた 秋 ばれの い 

い 日 だ。 さあ、 飯 を 喰って しまったら、 裏の 山へ-て も 行 
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つて 遊ん. てこい。 お爺さん はこれ から 忙が しいんだ。 何 

だ。 まだ 欲しい つて 云 ふの か。 仕樣の ない へお ひしん ぼ、 r 

だな。 (また 米,^ まいて やろ) さ、 これても う、 おし 

まひ だよ。 

(寺£^-はそこら,^すっ かリ搏ぃてしまって、 陳穆の 墓 

の 前にく ろ。 まさの 死 K,,J-C^ 付けろ。 驚く。) 

寺男 や、 誰か 死んで ゐる。 (近よ っズ引 起す〕 咽 を 突 

いたんだ- 駄目 だ。 もう、 すっかり 冷え切って ゐる 。む、 

こり ゃ忠 庵さん の 奥さん だ。 やれ、 まあ、 飛んだ 事に な 

つた もんだ。 とに 角、 和尙 さまに 知らせて 來 なきやなら 

ない。 (退場) 

(少時、 鳩の 鳴聲 だけが きこえる。) 

(寺 Ef ；、 鐵眼、 その他 三人の 僧侶が 出て くろ。) 

鐵眼 (死れ.^ 引 起して みろ) む  >  。こり やお まさ どの だ 0 

^识ー 忠 殿に まづ 知らせなければ なりません。 

僧侶 二 それから •：！：： 身 番へ屆 けなければ なりません。 

(沈 默。) 

僧侶 三 この 陳穆と 云 ふの は 誰て せう。 

鈸眼 おまさ どのの 前の 亭主 だ。 牢破り をして 獄門に か、 

つ た 男 だ。 

僧侶 三 それて 奥さん は、 此處に 墓 をた てられた のです か。 

00 さ- 「だ。 


侶 一 忠.. f 殿に まづ 知らせなければ なりません。 

ffl  二  .；111 身恭に 屈け なければ なりません。 

眼 お前た ち 行って 来い。 

侶 一 行って 參 ります。 

侶 二 行って 參 ります。 

(沈默0) 

侶 二 何で 死ぬ 氣に なられた のて せう。 

眼 死人に 口な しぢゃ 0 誰に も 分らぬ。 

男 やさしい お 方だった が、 人と 云 ふ 者 は 分らん ものて 

御座います。  . 

鐡眼 これて やう やく 生-. T 、た 幽靈 から 逃れて、 死んだ 男の 

處へ歸 つて 行った のぢ や。 不 潤な 女 ぢ やな。 

十一 繪  踏 

丸 山の 腐。 正月 八日の タ刻。 妓楼が 軒，^ ならべて ゐろ。 

正 W の 飾。 花 月 樓と云 ふ 看板ので た大 さな 二階^の 家 

が 中央 LL あろ。 

樓 上の 窓から は 一 人の 和 蘭人が ラ ベ イカ，^ 彈 いて ゐろ 

のが 見える。 家の 前にに、 逸女た ちが 華やかな 蹈綠衣 

裳 1^ きて、 家中の 男女と 1 絡 LL 並んで ゐ ろ。 群集。 や 

が \ ^町の 行事が 走って くる。 
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行事 お出て 御座います。 

(遊女た ち，^ のけ ズ、 一同の 者 は 地上に 坐ろ。 遊女た 

ち は 床几に 腰かけろ 。ン 

(m 一い 羽^に 誇.^ ばいた 忠 庵が 先に 立って、 町の 乙 名 

その他の 町役人 三 名、 書 役 一 名.^ つれて やってくる。 後 

から 番屋 5^ が 二人 例の 聖像の 入った 箱 1^ 持って くる。) 

花月樓 主人 (平伏) 御苦勞 さまて 御座います。 

( 一 同 それにつ れズ 平伏す ろ。) 

忠庵 お前が 花 月樓の 主人 か。 

花カ樓 主人 さや-つで 御 ij います。 

忠庵 (町の 二 名，^ か ヘリみ ズ) これて 家中の もの はすつ 

かり 揃つ て 居る の だな。 

二 名 (主人 •」) どう だ 。揃って 居る か。 

花： 《 樓 主人 はい。 殘らず 揃って 居ります。 

二 名 揃って 居る さう で 御座います。 

忠庵 では • これから 人別 帳に よって 一 々引合せて、 sfi 

を蹈 ませろ。 (一同に 向つ \^) 皆 も 知って ゐろ とほり 

切支丹 は嚴 しい 御法度 だ。 それに も か、 はらず、 近年 ま 

た、 お 上の 眼な かすめて、 ひそかに 信仰いた す ものが、 

非常に 滑え てきた。 そして 島 原の 一揆の やうな 上 を 恐れ 

ぬ 仕業 をす る やうに なって きた。 御 奉行 はじめ 我々 はお 

國 のために、 何とかして、 この 異國の 邪宗 を 根 だ やすや 


うにと、 一生懸命に 努めて ゐ るの だ。 ところが 近年の 切 

支 丹 は、 段々 ずるくな つて、 人の 眼に か、 ら ないやう に 

なって きた。 そこて 案じ 出した のが この 櫓 蹈だ。 これで 

取調べる と、 どんな 切支丹で もみん な 見 露 はされ る。 も 

しこの 中に 過って 切支丹 を 信じた 者が ゐ るなら、 今の 内 

に 申 上げて ころぶ がい 、。 櫓蹈 にか、 つ てから だと、 自 

然御 仕置が 重くなる ぞ。 ど うぢ や、 切支丹 はゐ ないか、 

(答な し) では、 そろく 始めよう。 書 役。 

書 役 はつ。 

忠庵 まづ 遊女から 蹈 ませる から、 人別 帳 をよ み 上げろ。 

書 役 は つ 。 

(爺が Sif 像，^ 地上 1： 置く。 群集が ざわめく。) 

番屋 5^ 一  これ、 みんな 靜 かにし ろ。 

番屋爺 二 御 役の 邪魔 をす ると 承知し ない ぞ。 

書 役 花鳥 リ 

花鳥 はい。 

書 役 長 崎 古川 町 彥右衞 門 次女 そて、 二十 一歳 11 これに 

相違ない か。 

^酶 よい。 

書 役 蹈め。 

(花鳥 は 足袋 vJ- はいた ま 、蹈 まう とすろ 0) 

忠庵 足袋 を 脫げ。 


忠! 
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(花 烏 は 足袋，^ K いで 类 くしい 素足，^  像に のせる。) 

花鳥 これでよ ろしう 御座いま すか。 

書 役 よし。 返れ。 

(花鳥 もとの 座に か へ ろ。) 

嘗役 次 は 紫 君、 

Mn はい。 

書 役 肥 前國大 村、 作兵衞 三女き み、 十九 歳 11 これに 相 

遠ない か。 

紫 若 はい。 

書 役 よし。 蹈め。 

(紫君足袋，^-脫 い で ふ む0) 

書 役 れ、 (紫 退く) 次 は、 少將。 大阪 道修寺 町、 孫 

八 長女。 まつ、 二十 五 歳 —— これに 相違ない か。 

少^ はい。 

S 蹈め。 (少將 準： 像 ふむ) 

鮮^の 內 から みろ、 みる あの 足 を 1— 指が 三本し き やな 

ぃぜ。 

返れ。 (少將 紅くな つて 退く) 

^  (群 JSLi) これ、 餘 計な 車 を 云 ふん ぢ やない。 

普 役 次 は S 獺 川、 筑前博 多， S 八 七 女。 せき、 四十 三 歳 

11 これに 相違ない か。 

はい。 


(群集 笑 ふ。) 

#屋 爺 二 笑 ふん ぢ やない、 

書 役 蹈め、 (喜 瀨川蹈 む) よし、 返れ。 

(喜瀨 川 退く。) 

書 役 次 は 左 近、 長 崎 浦 上 村、 茂 右衞門 長女き み、 十八 歳 

11 これに 相違ない か。 

はい。 (なかなか 出ズ來 ない) 

出ろ。 

：: はい。 

出ろ。  . 

は、，。 (ふらふらよ るめ くやう に 出て くろ ■> 

(忠 庵き つと 眼, つけ  一 Co) 

蹈め。 (左 近 は- めら ふ) 

(i^ む) こり や、 足袋 を脫 いで この 聖像 を蹈 むの だ。 

お前に は蹈 めない のか。 

(決然と して) はい。 私に は蹈 めません。 

何故 蹈 めぬ。 

(泣く) 勿體 なくて 蹈 めません：： 

(凝 乎つ と 左 近 fs^ 見つめろ) お前 はこれ が蹈 めない 

處を みると、 切支丹 だな。 

左近 …- 
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左 Ali  /'-： 忠 左 忠 左 忠 


忠庵 (やがて 花月樓 主人 lO この 女 は 何時 召 抱へ たの 

だ。 

花お 樓 主人 去年の 五月で 御座いまし たかと 記憶いた しま 

す 0 

忠庵 此 女の 平生は 何う だった 。別に 變 つた 事はなかった 

か 0 

花 3； 樓 主人 さうて 御座います。 (やりての 老婆 LL 向つ 

ズ) お前が 一番よ く 知って るから 御 役人に .& 上げる が 

い 、。 

や リズ はい。 御 役人 さ ま。 少し 陰氣な 質て 御座 い ます 

が。 まことに 柔 なしい 女で 御座います。 朋輩 付合 もよ し 

ぉ容の 受け も惡く 御座いません でした。 

忠庵 切支丹 だと 云 ふ 樣な素 振 は 少しも 見えな か つた か。 

や リズ いえ、 もう、 ちっとも そんな 樣子は 御座いません 

でした。 

忠庵 よし、 (町役人に) この 女 を 町役人に あ づける 0 明 

日 奉行所へ 同道して 參れ。 

町の 二 名 はい。 かしこまりました。 

忠庵 (花お 摟 主人に) お前に も 追って 奉行所から 御 呼 出 

が あらう。 委細 は その 時 取調べる。 

(主人， 平伏」 」 同 それに つれて 平伏す る。 群集 勖 搖。〕 


0 返事 をせ い。 

近 (泣 倒れろ)：： 

庵 强情を はると 爲 にならん ぞ。 (忠庵 は 左 近の 懐中に 

手，^ 入れ t 字 架 fJ- 引 S す) 

近 (突然) あ、、 聖瑪利 亜 さま。 お 救け 下さい。 

庵 問 ふに 落ちず して 語る に 落ちた な：：。 

近 はい。 私 は 切支丹で 御座ります。 

庵 うむ 0 

近 しかも 私 は あなたに 洗禮を 授けて 頂いた ので 御座い 

ます 

忠庵 何、 俺に：： 

A 近 はい、 浦 上の 在所て、 まだ 七つに なった ばかりの 

時、 . i あなた は、 その 時分、 貴い 伴天連 さまで 御座い 

ました。 (泣く) 

忠庵 ：： 

左 近 白い 伴天連の 法服 を 召して、 私の 頭に 手 を當て 祈つ 

て 下さいました 0 そして、 カテ リナと 云 ふ 御名 をつ けて 

下さ いました 0 

忠庵 カテ リナ：： 

(忠 庵に 凝 乎つ と 左 近の 级 fj- 見つめて ゐ る。) 

左 近 瑪利亜 さま。 これ はどうした 事て 御座います。 神 さ 

まの 思 召が 私に は 分りません。 


life 忠! EH7: 


nil 


十二 温 ^  0 

溫. お：. g の 山顶。 二お 始めの タ刻。 奪が つもって ゐ ろ。 

^^にはまバ間の月が偶微の やうに. H  く  It いて ゐろ。 

や V 平な 返 Li 粗末な 小屋が あろ。 その 前に 切支丹の 宗 

徒 5f! 女 十二 三人 ふ； つく 縛られて 坐つ ズゐ る。 同心 四 五 

人つ さ 添 ふ。 中央に や、 小高い 土手が あろ。 その 向う 

が^ 火 n の 跡の 熱湯の 地獄で ある。 白 烟 が）.. うもうと 

立 上って ゐ ろ。 

鐵 眼と 松 吟が、 ，：. 小 徒の 前 に 立って ゐろ。 醫 師がゐ ろ。 

黑 奴が. a ろ。 

忠庵 さあ、 これ 程す、 めて ころばなければ 已むを 得な 

い。 これから 拷問に 取り か、 らう。 

黑奴 先生 は大 へ ん 顔色が 惡 い やう だ。 

$ 別に 何ともない。 た，. -、 時々 氣が 遠くなる やうな 氣 

がする が、 これ は 心臓の 惡 いため だ U 別に 大した 事て は 

あるまい。 

黑奴 それなら ばい、 が：： 此處は 身 體には 惡ぃ所 だ。 

忠庵 (土手に のぼろ) 丸 山の 遊女 左 近を曳 いて 来い。 

八黑 奴が つ いて ゆく) 

同心  一二 はつ。 (左 近 つれて 土手の 上 に 行き 引据ゑ 

ろ) 


忠庵 左 近。 

左 近 はい D 

忠庵 拷問に かける 前にもう 一 度 訊ねる。 どう だ。 _ ^んで 

助かる 氣 はない か。 

ゼ ft ス午 リスト せいぼ マ リ 

左 近 (眼. ^つぶって 返事.^ しない) 耶蘇 基督、 聖母 瑪利 

亞 この 哀れな 下婢に 限りなき 御惠を 垂れ 玉へ。 亞孟。 

忠庵 では 金輪際、 ころばな いつもり だな。 

左 近 はい。 

忠庵 よし、 广 同心 LL) この 女 を 熱湯の 地獄へ 濱 けろ。 

(これ，. 5- きくと 練られた 男.^ の 切支丹が 錄ん V 上げて、 

サン *- マリア ゼ F<7 、キリスト 

聖瑶 利亞、 耶蘇 基督と 叫ぷ。 ：} 

(左 近の^ は 土手の 下 Li かくれる。〕 

忠庵 その 女の 着物 を はげ。 丸裸に する の だ。 S 煮 

えたぎ ろ 執？？ お を 屑から かけろ。 (間) どう だ 苦しい か 0 

(左 近 の う め き 聲 が きこえ ろ 0) 

忠旅 苦しけ り や、 ころべ。 

(沈 默。) 

忠庵 まだ ころばぬ。 强 情な 奴 だ。 (間) もう 1。 ハイ 硫 

黄の 熱湯 を かけろ。 

(烈し ぃ帅リ Ito) 

忠庵 どう だ、 ころぶ か。 

左 近の 聲 (甲走つ ズゐ る) あ、、 サタン— 
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庵忠" FHT; 


胬 鐵松鐵 松 錢 


m. 黑 鐵 


忠庵 何、 サタン だ、 よく 云った 11 段々 苦しくなる ぞ。 

いよ、 

黑奴 先生。 

忠庵 何 だ。 

黑奴 眼 か. ぃ淚が 流れて ゐる。 何う したの だ。 

忠庵 多分 硫黄に むせたん だら う。 氣に するな。 え、、 そ 

の 女 を 熱湯の 池 に 漬けて やれ。 

同心の 弊 女が 氣絕 しました U 

ハ 師が 急いで 土手から 下 Li おりる。) 

忠呢 死んだ か。 

薛師 の. 遊 い、 や、 まだ 脈が あります" 少し やすませれば、 

呼吸 を 吹き か へ しませう。 

忠庵 (急に ぐらぐ に肢惑 f?^ 感じて、 黑 奴に 拙 まった ま X 

倒れろ〕 ラ マ ダ ン。 

黑奴 先生、 どうしました。 先生。 

(忠庵 死す。) 

K  (かけよろ) 何う したの だ。  . 

吟 病氣 だ" 

吸 (餌，.^ 見つめて〕 いや、 もう 駄目 だ。 

吟 死んだ？ かな。 

眼 うむ。 

M  (上って くろ。 脈 va- 见ろ) も、 つ、 脈が ありません 


病氣は 卒中です。 

松吟 南無 阿 彌陀怫 ：： 

(鐡眼 は 默禱 する。 同心が 左 近 vJ- 抱て 土 上って く 

る。) 

松 吟 こ の 人 は 不思議な 生涯 を 送つ た 人 だ つ た。 然し い ゝ 

人と は 云 はれない やう だり 

眼 氣の 毒な Etr たった。 

奴 (泣く) 先生 はい. -ぉ 方だった。 

吸 これて この 男の 業が やう やく 滅 したの ぢゃ。 


木 下 木 H 太郞篇 
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I ん' 物染 A;:  &和 


松 幸 淸 德 お お お お 


ぁリ。 また 数 本の 竹竿,^ 渡し、 それに 色々 の絲， ^懸け 

て ぁリ。 下手 は 表の.； <戶 となり、 戸の 前 に 腰高障子,^ 

閉め i,: リ、 それよ リ奧ば R- 袋と 壁と にて、 その上のと 

こ るに 門口よ リ取リ 込 みたろ 暖維擴 げた ろ ままに 懸 

ろ。 角の 中 LL 寇、 その 下に 『萬染 物 所』 右に 『和 泉 屋』 と 

二 行に 染め出された リ。 赤き 漆の 地に 金 宇 Li ズ京染 と 

彫リ たろ 看板 も 壁 Li 立て かけられて ぁリ。 後ろ- レ 

戶棚 あり、 其 あ ひだに 奥の間に ゆく 半 間の 障子、 典 ま 

リたろ 所 LL 帳場。 その上 LL 罨燈 あり。 ；： ^に ば 時計、 神 

棚に！ 1 燈 明と 注 連 飾。 棚 は皆戶 1^ はめ たれば、 そこ 

ここ 小 < ちん まりと 片付 さて 居ろ。 殊に 時ば 正 お 元 口の 

夜 九 時 過^に して、 戸外 LL は 盡„ ころよりの 奪な ほ降リ 

續き、 街道に 人^も なく、 家の 內 もまた 靜 かなろ 心 持 

1^ 现 はす。 折々 雪の 崩れ 落つ ろ 昔， < ^きかす。 店先 にに 

おとせ、 おさい、 おけん、 おその の 四 人、 大きな ろ 青 

銅の 火鉢の 傍 Li て 話，^ して 居ろ。 あたりに 茶道具、 菜 

子 鉢、 餅，^-取リたろめ いめ ぃ皿などぁリ。 今し もお け 

んは膝r^リ三味線*J^滑らしたる所なリo輕き笑聲起るo 

おそのに 愼 ましく 根 場の 格子の 前に 坐りて 兩手 膝に 

並べて おろ。 職人の 松 次 郞は藍 壷の 上に 吊した. b 竹竿 

ょリ 紕絲. ^外して 兩手 にかけ てばたば たと 振 ひ、 一 把 

1 把づ つ 数へ ズ 居る。 


和泉屋染物^:^!  (一  5 場) 


登場人物 

と せ 

そ の 

ナ ん 

さ い 

兵 衞 

右衞門  - 

次 郞  ♦ 

義太夫節 にて あく。 

舞_ぉ<|は紺展和^!^屋の內部.^現はす。上手は床低き店先、 

下手 は 土間 。土間に は 数多くの 藍壶 並^ 埋られ て ぁリ。 

そ-  >  と 店の 框 との 間 Li は 叩-.. ^ の リズ 與の 方に 行く 

やうに なりて 3« ろ。 奥と ぼとの 境 Li ば 紺地に 『和 泉屋』 

と 染め出し たる 暖簾が 懸かる。 叩きの 庭に 向へ る框に 

ば 細 木 格の 四 尺 障子 二 枚 ぁリ。 蓝壶の 土間の 上に 電 S 


物染 おお 和 
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おけん (二十 六 儀。 小浩リ 。場所 風の 意氣 なろ 身な リ，^ し 

て： IW る。 髮は やや あだなろ 丸 髭0 氣 さく なれ どむ 1^ も k: 

き 質) ほほ ほ、 もう 之れ ぎりな のです よ。 もう 後 は 知ら 

ない の。 

おさい (四十 六 哉。 大きな ろ 姿體。 同じく 宽濶 なる 性 。昔 

風の 古びた る 小紋の 羽織な ど 著て ゐろ。 落ち 付か ざろ さ 

ま に 坐ろ〕 さあ、 私は往 かう" かう 道草 を 食って は 居ら 

れ ない。 —— それでも まあ 能く それまでに 仕込んだ ねえ。 

もうお 前 位の 歳に なって は、 覺ぇ られる もの ぢゃ 無い の 

12。 (立ち上ろ) 

おけん まあ、 をば さん 可 いぢゃありません か。 ごゆつ く 

り 御 話しな さいな。 ！ でも 小さい 時に 少しても かぢ つ 

て 置く と 違 ひます わ。 . —— をば さん、 まあ 貴方 は往 くの 

です か 0 

おさい もう 嚮っ から 使が 幾度 家 へ 來 たか 知れ はしない。 

その上 また、 もうこ、 に 小 一 時間 も 居に の だよ。 もう 事 

によると 閬は 引いて しまった かも 知れない。 それても ま 

ぁ往っ て 見よう。 ぢゃ、 ねえさん、 さよなら。 早かった 

らまた 歸" に 寄ります よ。 —— ぢゃ、 おけん さん、 お前 

さん もまた 遊びに お出て なさい よ。 

おと- y  (五十二^。 瘦ぜ て 丈 高き 方 0;! 端に 慎まし さ 口許。 

:Kf5 リもゃ V はでな ろ 昔風の 袖の 物^きろ。 小さき 丸 


リ 剃リ齒 f?- 染めて 居る) ぢ やまた お 寄ん なさい ま 

しょ。 11 おその 大戶を 開けて おやり。 

おその (十九 歳。 丈 やや 低く 太リ たる 方。 世惯れ す、 素 

なろ 仕込。 僅か 恨 わろ やうな ろ 表 の E 許。 厢髮。 新. L 

さ 質素なる 著 物。 —— 庭に 下 リズ、 障子の 棧 LL か  > 'リた 

ろ、 萬の 紋の 小さ さぷら 灯 に 燈 ともす) はい、 ぢゃ 

をば さん。 

おさ い (黑 めリん すのお こそ 頭巾 yJ- 被り、 上 リロ に 立て か 

けたろ 蛇の =3 の 傘,^ と リズ〕 はい、 有難う、 おその さん 

それ ぢゃ後 を 閉めて おくん なさい よ。 (おその 表 戶,^ あ 

けろ) 

そ i 

おさい おや 外の 明るい さ。 まるて 月夜の や、 「だね。 月夜 

に 提灯 は 外 M がわる いと 云 ふけれ ども、 6* の 夜 だから 構 

ふまい。 やつば り點 けて ゆき ませう 。て は、 ねえさん、 さ 

よなら。 . I おけん さん、 さよなら。 —— おや 御 飾の 繩 

が 垂れて ゐ ますよ。 何 だと 思った、 頭の 所が 11 お、 寒 

い 0  やお そのさん、 さよなら、 お休みなさいよ 0( 去ろ) 

おその さよなら。 (戸, .5- 閉し、 その 前の 障子 しめて 一:^ 

おけん 富 田屋の をば さん は 何時も 元氣 がよ ご ざん すね 

え.. . 1 ^や も 少し 彈 いて 見 ませう。 佐 和 理の所 だけで 

も、 やつ ばり 素人に はさ わりのと こが 一 番 面白う ござん 
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すわね え。 11 太 棹 だと 好 いんです けど 11 こんな 歌： 二 

昧線ぢ や、 まるて 音なん ど 出 やしません わ。 

おとせ 大 へん 註文が 六つ かしい の だね。 だってもう お前 

六 七 年と いふ もの は 手 をつ けた 事 もない の だもの。 

おその おつ 母さん。 そら 何時ぞや 富田屋 のおて いさんが 

歸 つてお 出での 時に、 貸して 上げた ぢ やありません か。 

おとせ おや、 さう、 さう、 さう だった ねえ 0 さう だ、 そ 

れ であの 時に 鉉も 仕替 へて 吳れ たのだった。 

おけん さう？ おて いさんが 歸 つてき たの。 私 はもう 久 

しく 會 はない。 變 つたで せう ねえ。 

おとせ もうす つかり。 でもお 前大 さう りうと した 態 をし 

て お出でだった よ。 一時 はね、 そら、 あの人に 捨てられ 

て、 隨分 S つた 相だった けれど、 それても 今ぢゃ 好い 且 

那を 見付け て 、 此 節て はお かみ さ んで 帳場に 坐って 居ら 

れ るの だと さ。 色々 と苦勞 した 話 をして 行った よ。 

おけん もうく さう 云 へ ば 一 昔經 ちます ものね。 世が 世 

なら あの人 だつ て 11 お、 さう 云へば あの 菊屋 さん 店 を 

閉ぢ たって ことです ねえ。 

おとせ お前、 この 一一！ g: 年と いふ もの は、 どう 云 ふわけ だ 

か每 年々 々不 景氣で 困つ てし まふの だよ。 去年 はまた 1 

層 ひどくて ね。 (間) 松つ ァん。 おい、 松 次郞。 お前 も 

もうお 仕舞 ひよ。 お 正月の 元日-ちゃ ないかえ 今夜 はノ  J の 


雪ぢゃ 明日の 初資 だって、 そんなに 人は來 はしない よ。 

松次郞 岡维屋 の あのば あさん は あしたき つと 來 ますよ。 

もうこれ て 終へ るの-てす。 

おとせ それ だってお 前、 構 やしないよ。 もうお 休みよ" 

そしても ラ こんなに 雪が 降る の だから、 あしたの 朝 だつ 

て、 そんなに 早くない つて 可い の だよ。 さあお 休み、 お 休 

み。 峯： 所へ 行って 甘酒ても わかして おあがり。 

おけん こ 一一 味 線の 調子 あ 合 は^ながら、 氣 さく に) ねえ 

松つ ァん。 紺屋の 明後日って 昔から 言 ふぢゃありません 

か。 お 正月て す もの、 もうお 終 ひに なさい よ。 

松次郞 いや、 もう 終へ ました。 (間) 

おけん (松 次郞 LL) お前さんが そんなに 働いて ゐ るのに 

此方で はこん なに のんきに 三味線 なんど 彈 いたりして 濟 

まない わね。 11 ねえ、 をば さん、 さっき 鍛冶屋ても か 

ん かんやって ましたよ。 元日の やう. て もな いぢ や ありま 

せんか。 —ー でも なぜ そんなに 不景氣 なのて せう ねえ。 

おとせ ^冶屋 さん はあり や 少し 別 だが ね。 然し 不 4^ 氣に 

は K. 景氣 だよ。 内 だっても、 町の 税 だの、 所得 稅 だのば 

つかり は 昔の 割に 取られて 居る のに、 もう 昔の やうに や 

つて はゐ ない の だし 11 

おけん どこでも 不景氣 不景氣 つて- 1 まあい やて すね 

え。 何故て せう。 橫濱 て、 内に 居ても ね、 三味線 一 っ彈， 
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くの も あたり 近所へ 氣 兼ねなん です もの。 いつも 闲 つた 

やうな 顏 をして、 まあ かう 謹愼 して ゐな いと 跋が合 はな 

いんて す もの 0  (^0  < ！. や  11 笑談 らしく) わ、 をば さん、 

そり やさう と、 私に i> ねえ 近頃 始めて いろんな 人情 や 世 

間の ことが 分つ て來 たんて すよ。 

おとせ (微笑) そり やさう さ。 その 年齢-て 分らな くって 

どうす るの だえ。 

おけん いえ、 て もね え 11 三味線の 歌の 文句なん ぞ もね 

もとは 唯 何の わけもなく 歌つ たんで したがね。 やつば り 

歌な ど 上 K ふ もの は 上手に 作つ て ある ものて 御座ん すわ 

ねえ。 

おと^ さあ、 前置 は 後に して また 歌って お聞かせよ。 お 

前、 こんなに のんきに して、 お前の 三昧 線なん か を 聞く 

や うなと き は 滅多 にあり はしない の だから。 お父さんが 

あ \寢 てし まって は、 私 一人て、 お前、 家の こと を 何 か 

ら 何まで しなけ り やならない の だからね。 早くお そのに 

泰 子ても 貰つ て 後 を やって 貰 はなく つち や 私 やもう かな 

はない の だよ。 

おけん さう いへば ねえ、 幸さん も 11 

おとせ だから、 さあ、 語って お聞かせよ。 

おけん (氣 fj- かへ て) ぢゃ 親類の 二 段 聞きても して 貰 ひ 

ませ ラ かしら。 (新 口村の 佐和现 のと ： ろ^ 小さい 聲で 


語りながら 彈く。 此 間に 松 次郞は 片腕に 一 ばいの 靴 絲.^ 

かけて、 庭の 電燈， 消し 暖簾，^ くぐって 奥の 方に 去ろ。 

外 火の S リの 拍子木が 微か LL 過 >r 、ズ ゆく。 おけん、 中 

途 Li て 文句 にっか へ て 手，^ やめろ) さあ、 又 忘れて しま 

つたわ。 本 を あてに して まだ 文句 も覺 えない もの だから 

11 親子 は 一 世の 緣 とやら、 それから 何でした かねえ。 

この 世から なる ぢ やない。 何てした かしら。 え、 も、 つ 休 

しませう。 忘れて しまった。 —— 何 だって そんなに 眞 W 

目に なつ て聽 いて 居 るん" てす。 きまりが 惡る いぢ や あり 

ません か。 (時計 一 つ 打つ) 

おとせ おや、 おその、 お前 臺 所へ 行って 皆ん なにお 休み 

つて 云って お出でよ。 もう 九 時半 だよ" それでね、 もし 

明日の あさ も 雪なら ば 11 明日 だって 休みつ こ はあり や 

しないよ。 そんなに 早くな くっても 可い つてね。 六 時 頃 

までにお 節が 祝へ さへ すり や 可い つて 云つ て來 ておくれ 

な。 それから、 もし 甘酒が わいて 居たら こ、 へ も 持つ て 

お出でな。 

おその (立って 奥へ ゆく  。障子 yj- 明けろ と屛風 立てた る 

次の間 見 ゆ) 

おけん ねえ、 をば さん、 あの 事 は 早く きめてし まった 方 

が よ 御座ん す のよ。 おその さんの 方 だ つ て 滿 更ぢ やな い 

ん です よ。 確かに さうよ。 養子で ない つて 好んで すよ。 
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一緒にさして おやん なさい よ。  - 

おとな だってお 前、 幸 一 は 全く 當 てに なんない の だから； 

ねえ。  0  -. 

おけん - てす からさ。 祝言 はもつ と 延ばした つて そり や 可 一 

ご座ん すわ。 幸さん がお 歸り になって、 幸さん にお 娶さー 

ん でも 出来て からで そり やよ ござんす がね、 — (やさし 一 

く) ね、 をば さん、 私 や ほんた- 「にさう 思 ひます の。 あ ■ 

の 年頃に 思った 事が 一 番本當 なんてす わ。 年 を とれば 考 

も變 るって 云 ふけれ ども、 そんなに 人間の 考 へと 云 ふ も 一 

の は變る もん ぢ やなく つてよ。 あの 頃に 思った 事が 一 番 一 

邪念が なくつ て 正直なん です わ。 もう 可い わ、 私が どこ 1 

まても 肩を持つ て 上げる わ。 11 私 やねえ、 をば さん (膝 一 

にれかしたるままに三味線,^-弄しながら) 今にな つ て- 

見る とつく. <\ とさう 思 ふの よ。 をば さん、 私 やよ つぼ i 

ど 馬鹿て したの ねえ。  一 

おとせ どうして さ。  一 

おけん だって 11 私 はよ つぼ ど おぼこだった のね、 ちつ 一 

とも 世間の 事 だ の 、 人情 だ のっての が 分らなかった のね 一 

え 0  , 

おとせ さう でも あるまい よ、 お前 は 人よりも 賢い 方 だつ： 

たよ。  一 

おけん (笑) そんな 事 はあり やしません わ。 (蓮 葉に) 一 


隨分だ わね。 i (沈み て) ねえ、 をば さん、 私 は をば 

さんに も濟 まな い 事 をし ましたの ねえ。 

おと 何 を さ。 

おけん 何 をって。 

おとせ お前の 云 ふ 事 はちつ とも 分り やしないの だよ。 

おけん さう。 をば さんに は 分らな くって =^  そんなら 

云 ひます がね、 をば さん も 幸さん も、 私が あすこへ 娶に 

往 つたの を 好い 事に は 思つ て は 居なかった でせ うね。 

おとせ 何が お前、 今更 そんな 古い 事 を 誰が 思って ゐるも 

のかね。 

おけん でも さう ばかり は 行かない わ。 私に も 今にな つて 

見れば 色々 と 思 ひ當る ことがある のよ。 

おとせ そんなつ まらない 事 はお 休し よ。 お前 それよりか 

また 敬ても 閗 かしてお 吳れ な。 

おけん ええ、 ええ、 それ だから、 それ はもう それ 限て す 

からさ、 幸さん を 早く 家へ 呼んで、 好い ぉ娶 さんても 貰 

つて、 をば さんだつて、 もう 樂 をしなさい ましな。 

おと Ifl 本當 に、 ねえお けん、 さうな つて 吳れ ると 私 やど 

ん なに 嬉しい か 知れ はしない の だよ。 

おけん 私 もね、 生れ 故鄉の 古い 家に、 をば さんだ の、 を 

ぢ さんだ の 中に か-つして 居た 方が どれ 程よ か つ たか 知れ 

はしない わ。 知らない 他人の 中て 苦勞 する より は。 
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おとせ 何で そんな 老人 じみた 事 を 云 ふの だえ。 お前な ど 

は且那 さんが 働き者 だから これから ずん く 世の中へ 出 

て ゆく の だよ。 11 だが ね、 今度の 事 は 私に はどうして 

も氣 になって 困る の だよ。 ねえ、 おけん。 どうしたら 可 

いだら ラ ねえ。 

おけん 大丈夫よ、 をば さん、 私が さっきから あんなに 云 

つてる ぢ やありません か。 そんな 事 はあり やしない わ。 

幸さん みた やうな あ 、 いふ 人が 11 

おと 乜 お前 は 何にも 知らない の だよ。 11 幸 一 は 昔の 幸 

一 ぢ やない の だよ。 

おけん そり や 貴方の 誤解 だ わ。 

おとせ さうて ない よ。 事によると 11 今度 だって、 彼が 

やり 兼ねまい もの でもな い か ら さ。 

おけん だって そんな 理由が 無い のでせ う。 (間.； 1 でも 兄 

さん はもう 著き さうな ものです のにね え 0 

おとせ さう さ。 昨日の 手紙で は 確かに 今日中に は歸 ると 

云って あった。 都合が よければ 幸 一 を も 一 遍 兎に角 一 緒 

に 連れて か へ ると 書いて あつたが。 

おけん ぢゃ 蛇度來 るで せう。 も 少し 待って、 見 ませう。 

おとせ もしゃ 萬 一幸 一が あの 事件に 關 係して 居たなら ど 

うしょうね え。 

おけん どうして をば さんに はそんな 事が 考 へられる のて 


せう ね 0 

おとせ お前 は 知らない からだ。 何にも 知らない からだ。 

おけん でもね え、 をば さん、 そんな 取 越苦勞 よりお その 

さんの 話の 方が 肝腎よ。 後生です からお そのさん の 方 は 

くれぐ も 頼みます よ。 ねえ —— (奥の 方に 人の 足音す。 

問。 三味線の 絃， ^弄" ちろ〕 

おその (廿洒 の 茶碗な ど 持ちて 來る) 今 雪て 峯： 所の 煙突 

が 折れた の. てす つて。 

おとせ 煙突が， I その 音だった のかえ、 さっきの は。 

おその え &  0 

おとせ もラ 皆な 寢 たかえ。 

おその もう 寢る やうに 言って 置きました。 て も をぢ さん 

が 多分 今夜お 歸 りで せう から 起きて 居ます なんて 云って 

ゐ ます。 松 次郞は 兎に角、 も 一 遍 河口までお 迎 へ に 行つ 

て 見 ませう か なぞと 申して 居ります の。 

おと いん やもう 可い の だよ。 船 はもう さっき 笛の 音が 

したから 1 - あれから かれこれ 二 時間 も經 つ。 今日は 歸 

つ て は來な い の だら う。 もうこつ ちの 事 は 構 はな いから 

みんなお 休みと 云って お出-て。 (おその 去ろ) 

おと. y 昨日の 新聞の 夕刊に、 また あの 鎖 山の 騷動 のこと 

が 少し 許り 出て 居た が —— (聲 yj^ ひそめ、 目，^^ リて) 

そしてね、 Y<、 お前、 よく は 分らない が、 それが また、 あ 
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の 事件に 關 係して ゐ るの だと 云 ふので、 警察が 活動 を始 

めた なんて 書いて あるの だよ 11 0 

おけん あの 事件て？ 

おとせ そら、 あの：： (聞き 難き 聲にズ 云 ふ) 

おけん (驚きて) まあ さか：： そんな：： 

おと. y 若しも さう だったら 何- 「しょうねえ。 

おけん (不安.^ 被 ひて) まさか、 そんな。 (瞬間の 沈默) 

おと. y だから 節季の 忙 はし い 中 を 態 々お前の 兄さん を賴 

んて 山に も往っ て K ひ、 土地に 親類 も少 いからお 前に も 

かう して 來て 貰った わけなの だよ、 お前 だっても 忙 はし 

ぃ身體 だのに ねえ。 

おけん いんえ、 をば さん、 私 は內に 子供が あるの て はな 

し、 又商賣 が商贅 てす から、 節季 だと 云って 外の 人様の 

やうに 忙 がしい と 云 ふので はなし、 それ は 構 ひ はしない 

んで すが。 —— でも 何う して をば さん は、 幸さん が あの 

仲間に 入って 居る と 仰っしゃる の-てす。 私に はちつ とも 

分らない のです。 

おと-^ それ はま だ 詳しく は 分らない けれども、 幸 一 が も 

う 去年の 春 頃から あの 山に 居た と 云 ふ 事 は 私 はう すく 

知つ て 居た の だよ。 そして やつば り あの 主義の 事から 始 

終お 上の 注意 を 受けて ゐ たと 云 ふ 事 も 知つ て 居た の だ 

よ。 今度 あの 山の 騷 動で 呼ばれた 人の 中に 级持健 作と い 


ふ 人の 名が 兑 えて 居た のさ。 (nl,.J- 光らす) 

おけん (疑^の 表^,^ すろ) 

おとせ そり や 全く 私の 知らない 名 だけれ ども、 私 はどう 

しても — 幸 一の こと ぢゃ 無い かと 云ふ氣 がして ならな 

いの だよ。 そして また さう 思 ふわけ も あるの だよ 0( 錄,^ 

低めて) 一 遍 11 そら 一 昨年ね、 あれが しばらく 內に歸 

つて 居た 時に 11 あの 時 だってお 前 一 I (更に 低く) あ 

れ の 友達が 捕ま つて 牢へは ひった の だつ て 11 わた し や 

なんだか 本當 に m 分の 子ながら 氣 味が 惡 かった よ。 夜て 

なけり や 外へ も 出なかったり してね、 それて 晝間は 一日 

案じ 屈 托して ゐ てね。 11 その 時 あれの 机の 上に 手紙が 

一本 書いて あるの さ。 私が 部： S を 掃除に 往 つて、 何なら 

女中に 出させようと 思つ て 見る と、 裏の 名が 遠つ てゐる 

のさ。 その 時た しかに 靓持 生って 書いて あつたの だよ。 

可笑しい から あれ を 呼ん-て 閗 くと、 何でもな いやうな ij| 

をしながら、 其. K. 引 奪く る やうに その 手紙 を 取つ ちゃつ 

て、 どうかした のさ。 其 時 は を かしな 事 をす るな と は 思 

つたが、 あまり 氣 にも 留めて は 居なかった が、 今考 へる 

とそん な 名て 手紙 を やり取りして 居た のではなかった か 

と 思 はれる のさ。 

おけん (何 か 思 ひ 《おろさ まなれ ども、 定かに は 言 ひ 兼ねた 

ろが 如く) だって、 だって —— そんな 事 はあり やしない 
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でせ う o 今度の 劍 持つ て 人と 何も 關係 はあり やしないて 

せう 0 

おと. (聲， ^低め VO 私 やどう しても 幸 一が 劍 持って 隱 

れ名を 持つ て 居る のぢゃ 無い かと 思 ふの だよ。 

おけん (不安なる 額,^ すろ) まさか。 

おとせ そんな 箬 はあり やう は 無い と 思 ふけれ ども、 また 

然 うだと も 思 はれて ならない の さ。 

おその (再び $S?i 場) まあ、 まだお わがり になり ません か。 

冷めました でせ う。 

おけん おや さう く。 話に 氣を とられて。 (碗.^ とろ) 

でも そんな 事 はあり やしま せんよ。 

おとせ あり はしまい と 思 ふけれ どもね。 —— まあ 冷めな 

いうちお わがり よ。 

おけん え、 ぢゃ預 きます。. il  (別の 感情- して) ねえ、 

をば さん、 私の 子供の 時分に は、 藤三郞 叔父さんが 三昧 

線が 上手でして ねえ。 よく 松づ くし を敎 へられ ましたが 

ねえ 11 あ の 時分 は 男の 人が 義太夫 だ の 踊 だの を 習 つ た 

ものて したねえ、 全く 今と は 世が 違つ てた のです ね。 

おとせ あの 時分 だって， お前、 三味線 を彈 いたりした 人 

達 は 今 は 皆ん な 零落れ て 居る わさ。 

おけん さ-つです ね。 富田屋 でも、 嫁 冶 aS でも I -0 て も 

ねえ 何だか あの 時分が 懐し いわ。 大津^ だの 端 だの 彈 


くと あの 時分の 事が 思 ひ 出 ざれて 悲しくなる ことがある 

わ。 (碗， ^v,r に 置き、 半ば 無意識に 弄ぶ さまに、 指先 u て 

昔のs^、，^彈くu その あ ひだ 遠くに て 喇叭の 一昔す ろ。 戶 外 

に 微かな ろ 人聲。 少時し て 田舍の 車の 表の 街道 ん1 通 

リ 去ろ 響す。 長き 間。 雪の 夜の 深き 寂英) ねえ、 好い も 

のです ねえ、 歌と いふ もの は C 

おその (突然) おつ 母さん、 をぢ さんて は 無い のて せう 

か 0 

おとせ (驚きて) え、 何が さ。 

おその 今 家の外で 何か聲 がした やうて すよ。 

おと VI さう かい、 今 § 馬車より 外に かえ。 

おその え、、 いまよ じ 

おけん さう ねえ。 人だった かしら。 雪が 落ちたん ぢゃ無 

くつ て？ 

おその さうて すねえ。 —— 私 は I も 少し 嚮 汽船の 笛が 

嗚る やう-てしたが 11 汽船が 著いた のぢ やないで せう 

力。 

おとせ 汽船 は 八時ぢ やない かえ。 そしてもう 嚮 著いた と 

云 ふぢ やない かえ。 

おその もしかすると、 さっきの は 別の 汽船で、 今 遅れて 

著いた のぢ やないで せう か。 

おとせ それても 河口から はこ、 まて 一一 1 十分 はか、 るよ。 
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おけん をば さん、 いまの 馬車 は どこから 來 たのです。 河 

口から ぢゃ 無くつ て？ 

おとせ いや あれ は 違 ふ。 あれ は 峠から 来る 馬車 さ。 今夜 

はこん なに 晚く來 たの かねえ、 お 正月 だのに。 (間) 

おその (低く) あれ、 戶を 叩いて 居る やうよ。 (庭-」 下リ 

お i 今夜 は 是非 歸 るって は 書いて あつたが 0 

おその (表の 障子 yS< あけ、 表戶の 潜りの 傍に よる。 低く) 

何方 さまです か。 (間。 聲 なし) 

おけん おその さん、 さ うぢ や 無いて せう。 

おその (氣 味わ ろげ に 後る fj- 向く。  二三 歩 あとへ さがる) 

おけん (おとせ も聲， ^合せて) あ。 

おその (又戶 に 近づ さ) 何方 樣 てす か —— をぢ さんです 

か U  リの開 さの 猿.^ 外さむ とす) 

おとせ (不安な ろ 額： i て W の大 黑 杜 までく ろ) さうな の 

力え？ 

おその 私です。 —— 今お 著き てす か。 (潜りの 0-,^ あく) 

淸 右衛門 (四十 七 歳。 黑の 二重 廻し と 同じ 色の 頭巾 に 、泥 

に まみれた ろ 日和下駄と 一 K ふ 旅 装束。 蝙蝠傘，^ そっと 戶 

の 外にて 振 ひ、 家の 1:^ 口，^ 入 リズ 身 體，^ 搖リ 動かして 外 

套の雪 VJ- 落す。 森閑た る 夜のう ちに、、 のさ やかなる 饗、、 

と. ことしく 想く。 一味の 不安の 氣人々 の 胸 ，.5- 鼓 ふ。 お！ I 


ば さ 1^ -L めズ *< た 店の 上 リロ  Li 1!^ る .} 

おその (不安 さう に) をぢ さんです か。 大 さう 遲 くな り 

ましたね えり 

淸右衞 門 (K したろ ままに 蝙 li^ と 風呂敷 包と,^ 差 出す〕 

おその (それ 1 ^受取りながら) をぢ さん。 

i5S 右衞門 (外套.^ 敝 静かに 雪，^ 拂ひ 落す。 戴 羅紗の せ 風 

の 烏 打 帽子。 兩手 著しく 打 震 ひて 居る。 疑. 深く 四 逸,^ 見 

S はす) 

おけん おや 兄さん、 御歸 へんなさい まし。 

S 衞門 (額く， 外套 差 出す) 

おその (外套ん 受取ろ〕 

^右衞 S:  GS 先に 來リて 框に腰 VJ- 下る す) ねえさん、 只 

今。 大さう 蓮くな りました。 11 もう 皆 休みました か、 

11 おその、 店ゃ臺 所. ^はもう 寢 たかい。 俺 は 寒くて た 

まらない。 少し 寄り道 をして 山 を 越して 來た。 それ、 下 

駄 なん ぞ はこの 通り だ。 

おその お濯ぎ を もって 來 ませう。 

洁右衞 門 おその、 それより 早く 飯に して 吳れ、 俺 は 上ら 

ない。 すぐ 今夜 は 家に 歸ろ。 腹が へ つ た。 もう へ とく 

に勞れ た。 濟 まない が、 早く 何 か 酒 を 一杯 もって 來 てお 

くれ。 屠蘇ても なんても 構 はない。 冷で 結構 .11 臺 所の 

人 は 起すな よ。 わけが ある。 靜 かに。 そっと こ k へ 持つ 
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5W 右衞門 ねえさん • 實 はね 今度 G 事 は 少し 込 人って 居 ま 

してね え 0 

おその (會席 膳 Li 皿な どのせ、 玻璃の 燜德 利に 洒 fj- 入れた 

る，^ 持ち 來ろ) 

おとせ お前さん * 上って ゆっくりして 往 けば 可い のにね 

え。 そんな 腰かけで なん ぞ： ：。 

滞 右衞門 » は 少し 上って 居られな いわけが あるの てす。 

あとて ゆっくり 云 ひます がね え 0 —— おや 濟 まない、 お 

そのさん、 酒の みは いぢが きたなく てね- ズ。 

おと. y さっき 汽船が 著いた とい ふから 見せに やった がお 

前さん は 見えなかった と 云 ふ からど. うし たかと 思った 

よ。 

浩右衞 門 え、 さう です。 實は此 まで は乘っ ては來 ない の 

です。 前の 港で 下りて 雪の 中を步 いて 來 たのです。 もう 

B は とつぷり 暮れて しまったで せう。 知った 道で は ある 

けれども 提灯 は 無し、 二人-てて くくと 歩いて 來 ると： 

おとせ 誰か 道述れ があった のかえ。 

淸右衞 門 え X ：: そこ まて：：。 て、 てく く 雪の 中 を 

歩いて 来ました が、 本當に 泣きたい やうに なり ましたよ。 

山から 見る と 海の 方 は ぼお つと 微ん てゐ るで せう。 遠く 

の 方に 小さく 沖の 蒸氣の 灯が 見える ばかりです。 まるて 
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お お 
そ と 
の ぜ 


驅落者 かなん ぞ のゃラ に：： あんな 事 は 始めて ビ すよ。 

いや、 妙な 氣 がしました よ：： 

おとせ なぜ —— だってお 前さん、 そんな 山 造なん ぞ しな 

くつ て も：： 

洁右衞 門 です けど、 少し 用が あった もんです からね —— 0 

丁度 峠の 少し 前の 所て 幸 ひ 馬 単に 遇った ものて すから. I 

I どこの 別當だ か 知らない 男て し た がね —— そ >  ^ ん所ま 

で乘 つて 来たので すよ。 え、， 山 は隨分 積り ましたよ。 

隨分難 跪て した。 それても 鑿 あかりて^ はよ く 分り.^ し 

た。 乘合も 四 五 人 ありました。 下りに は 別 當が馬 を 飛ば 

して、 分けな く 著き ました。 —— いや、 さラ く， 一  寸 

御免なさい ましよ。 忘れ物 をし ました。 ほ. -、 大事な 忘 

れ物 を。 途中て は あんまり 寒い から 馬^ を 下る の もい や 

だった もんで 我慢 をして 来たの てす。 いや、 上る の は 面 

倒 臭い、 一寸 外の 憚りへ 行って 來 ませう。 —— あ、 おそ 

の。 一寸 • 一寸 一 - まあ 一寸お 出で。 (おその LL 耳 打す) 

おその どっか また 直ぐお 出て になる のです か。 

倚お 衞門 い、 からさ。 また 後て 分る からさ。 よい かえ。 

(また 上 リロ に 戾リ、 德利 yj- 持ち、 その ま、 奧 へと 去ろ) 

おけん ま、 どうしたので せう、 兄さん は。 

おとせ おけん- 

おけん え？  . .. 


おその おつ 母さん。 

おとせ 何 だえ。 

おその 何だか 私心 配て すわ。 

な # 

何故え？ 

あの —— 外に 誰か 居る のて は 無いて せう か。 

おとせ どうしてえ？ 

おその でも 一 I ：ぼ たしかに も 一人 外に 居た やうでした 

よ。 それに をぢ さんが 捉飯を 大急ぎで 挤 へて くれって I- 

— 0 

おとせ まあ。 

おその 何だか 私氣 味が わるい わ。 

おと. y  (思 入) そんなら お前 早く： „s へて あげれば 可 いぢ 

やない かえ 0 おけん —— 

おその 兄さんて せ、 つか。 

おとせ あ、 私 は 本當に 心配に なって 來た。 (庭， ^凡 ま は 

す) 

おその 下駄て すか 。持って来 ませう —— あ。 

おと.^  (大きく び 懸けろ) 淸右衞 門さん てす かい。 

右衞門 (奥よ リ 出て 來ろ) え \私* 私。 (おその 不忠 

議 さう-し 倚お 衞鬥の 手許，^ 见ろ) あ、 私 は 飛んだ 粗相 を 

した。 雪の 上に 酒の 德利を 落して しまうた。 

おその (思 入) まあ。 豪 所に 燈 がつ いて 居ました か。 噴 
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かった でせ う。 

^右衛門 いや 神棚の 御 澄明で よく 分った。 外 は 雪て お前 

月夜の やう だ。 それに 銀冶屋 てま だ 起きて 居て ぼつと 明 

がさして ゐる わ。 

おその 臺 所の 戶締 をして くれました か。 

淸右衞 門 いや 額と 忘れた。 —— おその、 さっきの 事 を 頼 

むよ、 早く。 

おその え、。 (おとせと 額 *J< 見合 はせ ながら、 奥に 去ろ) 

iiS 右衞門 (^, ^低めて) わえ さん、 大變な ことにな り ま 

したよ 0 

おとせ (色 1^ 變す) え、 え、 やつば り それ ぢゃ幸 一 が： 

淸右衞 門 まあく、 わけ は 後て 分ります がね え、 今 来て 

居る のて すよ， 幸 一 が、 ねえさん、 私と 一 緒に。 

おとせ え、、 どこに え？ 

^右衛門 今 木 戶ロを 開けて やって 裏の 物置の 所に ゐ るの 

です よ。 

おとせ まあ。 

洁 右衛門 今夜 中に またす ぐ 出かけて 行かな けり やなら な 

いのです。 だから 早く 辨當 を搏 へて やって 下さいよ" ね 

えさん 幸 一 は 罪人です よ。 大 へんな、 大 へんな 罪人です 

よ 0 え、 もう 飛んだ 事に なって しまって。 そしてもう 嚴 


しく 手が 廻って ゐ るので すよ。 一刻 もぐ づ くしち や 居 

られ ない のです よ。 さっき も 何か氣 * の わるい 人に 出つ 

か はしまして ねえ、 —— それに 汽船 問屋の 入に あ ふの も 

いやて すから、 そんな 事で こ. - まて 乘 つて 来ないで 早く 

上陸つ てし まった のです よ。 

おと ゼ (取亂 して) どうして さうな の だえ。 まあ、 何 を 

したの だえ 0 ぢゃ、 やつば り —— 0 

洁ぉ衞 門 え、、 ねえさん、 山の 方ば かり ぢゃ 無い のです 

よ。 あの方で すよ、 ほら、 あの方で すよ。 

おとせ (色 1^ 失 ふ) え、 やつば り、 それ ぢ ややつ ばり 11 0 

淸右衞 門 本 當に私 やび つくりし ちゃった。 えん、 まあ だ 

けど、 今 は 夫れ ど こぢや 無い のて すよ。 まあ わけ は 後に 

して、 さ、 早く 會っ て お出でな さいよ、 さ、 早く。 

おとせ 早く、 おその や、 おその。 

みんな 

i^s 右衞 i: 靜 かに、 まあ、 皆 を 起しち や 不可ません。 

おとせ 早く こ \ へ 呼ん て來 ておくれな、 ね、 幸 一 を さ。 

早くよ。 

淸 右衛門 不可ません。 そうつ と、 そうつ と。 —— 裏の 稻 

荷さん の 蔭に 居る のて すよ。 

おと (足袋 はだしと な リて旌 に 下り立つ) 

おけん (同じく 足袋 はだしと なろ〕 

淸右衞 門 あ、 まあ、 靜 かに、 しつ。 おい、 おけん、 何た 
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い、 まあ、 お前 はお 出. て、 お前 は そこにお いで。 

おけん (その 儘に 立つ。 おとせ は 去ろ) 兄さん。 (m) 

^^？右衞門 もう 仕方がない。 唯 諦める の だ 。諦める の だ。 

(fM す 〕 

おけん 兄さん、 どうしたん-て すねえ、 ー體 幸さん は。 

十； S 右衞 1： え、、 まあ 何でも無 いの だよ。 何 だって そんな 

に 喋々 しく 云 ふの だよ。 唯つ まらない 山の 騷動 さ。 

おけん てす けどね え JB に 0 —— やつば り それ ぢゃ あの 

淸右衞 1: おけん、 お前、 をぢ さん も 起して 来て おやり。 

もう 今日が —— さあ、 をぢ さんに も會 つて やって 賀 つて 

おくれ 0 

おけん (上 リ框！ 1 輕く 腰かけて 足袋， 脫ぉ、 て 上 にあがり、 

それ,^ 揃へ て 隅に 置く) をぢ さん を 起し ませう か。 

倚右衞 i: (少時の 沈默) さう だ。 おれが 行かう。 どこに 

お休みに なって ゐ るの だえ。 面倒く さい、 おれが 自分-て 

一 寸會っ て來 よう。 さう 足 も 汚れて は 居ない やう だ。 (足 

袋 脚 粋， a- 脫す) 

おけん (低く、 强く) おその さん、 あめ —— 0 

淸 右衛門 何、 よし、 よし、 さう 汚れても 居ない。 (懷 i 

リ 手拭 v;^ 出し v^、 足 指の 凹き 所 vS< 拭 ふ) 

おけん ねえ、 兄さん 、本當 にあの 方って、 何なん です よ。 


私心 配なん です もの。 

倚 右衞門 (異常なる 眼 差に ておけん l^c^ ろ) おけん、 お 

前 は 新聞 を 見たら う 11 。 

おけん (石の 如き 瞬間の 凝視) 

淸右衞 1： あの 恐ろしい 11 C 迸ろ 1^。 腕.^ 額に す 0 その ま 

ま奧に 入らむ とすろ) 

おけん 暗う ござんす よ、 暗う 11 0 

淸 右衛門 大丈夫 だ、 大丈夫 だ。 

おけん 電氣 を點け ませう。 CJS 右衞 門の あと LL つきて 入 

口の 所まで si ヽ 思 ひか へして 座に 戻リ、 物 案す ろ さま 0 

それから 三味線 や 其 他の 器 類，^ 片 つける ： 一 

おその (泣き 膨らした ろ 眼 L1 ズ庭, < ^奥よ リ來 ろ) 

おけん おその さん、 會 つて 来たの、 お前さん は。 

おその ねえさん。 (と 云 ひたろ ま X 店の 上 リロに-て 忍び 

泣く。 11 淸右衞 門 德兵衞 fj- 伴 ひ 奥の リ來 る) 

おけん おや、 もう 火が すっかり 消えて 居りました。 

德兵衞 (六十 餘拔 0 半白の 髮。 錢 なし。 あま リ 商人ら しか 

S 風采。 寢間 著の 上-」 厚. V 、布 子 羽織 リズ ほろ) いや、 

いらぬ、 いらぬ、 些とも 塞く はない。 

幸 一 (二十 九歲。 痩 ぜズ丈 高し。 額脊く 眼 凹み、 斑ら なろ 

髭 ぁリ。 鑛 山に ズ 働く 人の 服裝 にて、 此場 とに 全く 遠雕 
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せる 別の 界 f~ リ來れ ろが 如く  H 々？。 1—— ssir 常に 沈着な 

ろ 歩調 に ズ 庭の 奥より 來リ 少時 土 に 立ちて や、 心 決せ 

ざろ が 如き？^ す) 

おけん (土間に 而さ 0 店の 障子 V5~il く。 幸 と 視線，^ 合 は 

す。 はっとし たろ 心 持。 その 途端に 幸 一歩， 化 動かした る 

故：^ 默は 破裂せ す Li 保 たれた リ〕 

おとせ (この度 は 下駄 もば さて 給- 跟め きな. から 幸 一の 後 

なや」 ひて 來ろ) さあ、 幸 一 、 お父さん だよ。 お父さん だ 

よ。 よく、 よく ぉ會ひ 申しな。 どんなに 家て はお 前の 

こと を 案じて 居た か 知れ はしない の だよ。 まあ 本當 に、 

どうしたら、 お 、どうしたら 可 レと云 ふの だえ 。(泣く) 

幸 一 (極めて 冷靜 に) お父さん。 (間) お 久しぶりて 御 

座い ます。 ぉ變り もありません か。 (異常な ろ 沈默の 間) 

おとせ 幸 一て すよ、 幸 一です よ。 ね、 幸 一、 お前が もう 

一月 早く 歸 つて 來て くれたなら、 こんな 事 もなかったら 

うにね え 。幸 一。 幸 一。 (泣く) 

幸 一 おつ 母さん、 もう 云って 下さるな、 之 も 運命です。 

いやいや、 運命と 云って は、 虚 になる。 かう 成らなくて は 

ならない 事が さう 成った 許りです。 人間業と は 云 ひなが 

ら 、 是が 自然 の 當然な 成 行 だ つたので す。 鏘も道 々 をぢ 

さんに 御 話した のです がね 11 實 際今考 へて 見る と 私 は 

E 分て どうす る 事 も 出来なかった のです。 何だか 分らな 


い 力が、 ずん くと 私の W 巾 か ら 押し て 来た の てす。 I . 

實 際お 父さん や、 おつ 毋 さんや：！. 親類 一同に は、 まこ 

とに 濟 まない 事 をし ました。 昔なら 1 門殘ら ずお 仕置き 

になる 可き でした。 てす けどね え ！  0 

おとせ 何もお 前が そんな 事 をし ないだ つて、 それに はお 

かみ 

上の 人達が どうても 善く やって 下さら うぢ やな 、かえ、 

何もお 前が 猪口才に 11 0 

幸 一 おつ 母さん、 私の 頭の 中に ある もの は、 誰に も 分ら 

なレ のです よ。 (悲し. けに) おつ 母さん、 親と 子な どと 

云っても、 もう 全く 別々 の ものなん てす よ。 

德兵衞 幸 一 、 ぢゃ、 鬼に 角、 新聞に も 出て 居た が • あの 

劍 持と 云 ふ 人 は 全く お前の 事だった の だな。 

幸 一 お父さん。 

徳兵衞 そしてお 前 は 東京て あんな 騷動を 起して、 それ か 

ら鑛 山へ 逃げて 行って：： あの 新聞に 出て 居た 恐ろしい 

事 は みんな 本當の 事だった のか。 

幸 一 新聞て すって？ 新聞に 何 か 出て 居た のて すか。 新 

聞 なんても のが 本 當の事 を 書く ものです か。 あり ゃ皆權 

力の ある 世に 諛ふ 事ば かりなの てす よ。 —— お父さん、 

あ。 何と 云って 可い の やら、 何と 云ったら 分る やら 11 

お父さん， -—— (與 常な ろ 沈着に v^) もう 全く 時代が 違 

ふので すね。 私 はかう やって 皆 樣に御 心配 を かけて 11 
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何とか 云って 謝罪りたい、 身 を 投げ出して、 泣いて お詫 

をしたい と は 思っても、 それ を 私の 心 は 許さない のです 

よ。 私 はなん にも 惡ぃ事 をして は 居ない のて すよ。 私 は 

私の 良心の 命令 通りに 生活して 來た 丈け てす よ。 外の 人 

は 良心が 命令 をしても その 通りの 生活 はしない のです。 

それ を 私 は 心 通りの 生活 をしょう とした 丈な のて すよ。 

(悲しげに) かう 云っても 本當 にお 分りに はならないで 

せう ね、 恰て i« 者の よま ひ 言と しかお 考へ にならないで 

せう ね。 資 際もう 時代が 遠 ふの てす もの o( 絡 望と 狂 熱と 

の 調子) 全く 11 こ、 と は 全く 違った 世界から 私 は來た 

のです。 それから また 全く 違った 世界 へ 之から 行く のて 

す。 今迄の 奴隸の 生活から 出て、 始めて 新しい en 由の 世 

界へ 行く のです。 唯 私達 は、 何にも 考 へないで、 ai 分 達 

の 便利の 爲め 許りに、 何時まで か 古い 因襲 を 護って 行か 

うと 云 ふ 傲慢な 人達 を 憎んだ 許りです。 所が そんな 人達 

は權 力と 云 ふ もの を 持って 居る のて すね。 ですから 此方 

も 其 代りに 心の 革命と いふ 武器 を 選んだ の-てしたよ。 そ 

して まづ 手始めに 鑛 山の、 あの 無知な 二 萬 人の 入の 眼 を 

開けて やらう としたの です。 (寂しき 笑〕 あ、 今 思へば 

あんな 心の はずんだ、 生 甲斐の あ る 生活 は 今迄 は 知らな 

かった のでした。 汗と、 血と、 力と、 意味の あろ 生活、 

私の 耳に はま だ 蒸 氣機關 の 響が つて 居ます。 それが 始 


めは鑛 山の 人々 の 耳に、 世の中 はつらい、 不平 公 だ、 つ 

まらない —— と さう 聞え た の てす。 それが 段々 と 愉快 だ、 

甲斐が ある、 早く 新しい 世界に なれ、 早く 新しい 世界に 

なれと さう 響き 出した のて すね。 倫 快な 努力と 緊張した 

平和と、 ま、 そ 云った ものが 凡ゆる 炭坑の 中へ 行き渡つ 

た の てす。 さう すると 鑛 山の 上役た ち が そ れ を壞し 始め 

たのて す。 その 内 東京 の 方で もとんだ 騷 動が 起 つたので 

す。 私 は 急いて 東京へ 歸 つたの. てす。 さう するともう 後 

の 祭でした。 

德兵衞 ぢゃ お前 は 東京の あの人 達と は 直接の 關係は 無 か 

つたの だね 0 

幸 一 わえ、 お父さん、 貴方 は 私の 小さかった 時分から、 

えらい 人に なれ、 えらい 人に なれと 云って は 私 をお 叱り 

でした ね。 そし て 私 は本當 の 心 の 要求 を枉げ て も ft 方 の 

仰っしゃる えらい 人に ならなければ ならなかった のです 

ね。 今ぢゃ 何でも無い ことです けれども、 自分の 志望 も、 

また まあ 戀 愛と 云った やうな もの を も § にして、 何 か 

しらん えら い 人に ならなければ ならな か つたので すね。 

所が 其 後 私 も、 えらい 人って ー體 どう 云 ふ 人 だら うかと 

みんな 

考へ て 見た のて すよ。 さう すると、 皆の 人の 考 へて ゐる 

事と は 全く 別な もの だって 事が 分つ たぢ やありません 

か。 それて 私 は その 考 通りに 生活し ようと 決心した ので 
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す 。さう して 見る と 、世の中 は虛の 人ば かりて はあり ませ 

んか。 (寂し さ 笑) 私 も、 お父さん、 若しも 方が さう 

云つ て 叱って 下さらなかったなら * そ りやこの 小さい 町 

に 11 昔の 頃 もま だ殘 つて 居ようと 云 ふ 寂しい 港に、 の 

ん きな 昔の やうな 生活 をして、 子と 呼ばれ、 夫と 呼ばれ * 

親と 呼ばれて 罪 もない 牛； 活 をして 朽ち てち やった てせ 

う" 贵方 はさう 云 ふ 世 E 外から 私 を 追 ひ 出して くれました。 

けれども そんなら どんな 世界に^ まなければ ならない か 

つ て 事は敎 へて 下さる こと は出來 なかった のです ね。 だ 

から 私 は 一 人て 搜 したので すよ = そして 搜し當 てた もの 

は 他の 人の 想像して 居る やうな も のて は 無かった のて 

す。 —— あ、、 あ- -、 かう 云っても お父さんに はお 分り 

にならない てせ うね。 

德兵衞 分らな い。 お前の 心 持 は 私に はさつ ばり 分らな い。 

お前 は 新しい 學間 もした の だか ら何か 理が あるか も 知ら 

ない けれども、 第一 お前が 義理の あろ 堀さん の 山て あ. 1 

云 ふ 騒動 を 起すな どと 云 ふ^は 誰が 考 へても * 善い «ぢ 

やない。 その上お 前 は 京で また あんな 主義の 仲 ii と氣 

脈 を 通じて 居るな どと —— もう 私に は 心に も考 へ られな 

い 事ば かりだ。 1 體 お前 はどうし たと ふの だえ。 

幸 一 お父さん 、義理よりも もっと 大^な ものが 人 問 に は 

あるので すよ。 


德兵衞 義理よりも 大箏な ものと は？ 

幸 一 ほ 分の 心の 命令て す。 

德兵衞 幸 一。 お前 も 知って E るぢゃ 無い か。 お前の 實の 

お祖父さん も、 お前の 伯父さんと 云 ふ 人 も、 やつば り 妙 

な、 入に は 分らない 考を もって 居て、 當もなぃ仕^&を企 

ん では、 お負けの 果 には氣 狂に なって"；^ んて しまったの 

ぢゃ 無い か。 さう いふ 事 を兑て 居る から、 たった 一人の 

男の子 を さう 云 ふ ものに はしまい と 思って どんなに 私が 

苦勞 した か 知れ はしない の だ。 そこ をお 前た つても！ S ん 

で くれたつ て 可 さ \ うな ものだった ぢゃ 無い かえ。 それ 

をお 前 は惡く 僻んで 到頭 家 を 出て 行って しま つたの だ」 

幸 一 いや その 事な.， T 熟く 知つ て 居ます。 私 は あの 子供の 

時分に 深く 肝銘され た 恐し い 事件 を それ か.，： も 熟く 考 へ 

て 見ました。 伯父さん は 明治 初ハ 4^ に 耶蘇 敎を始 めて 信仰 

し 出して、 それ を弘 めようと した 爲 めに. 皆に 憎まれて 

到頭 あんな 事に なった のです。 鹏 父さん は 又 人の 知らな 

ぃ議を 始めて" 一生 せっせと 働いて 金 を 儲けた めに 

るん 

人 かに 嫉 まれた のて す。 皆 他の 人より 一 足 進んで 居た の 

てす。 みんなえ らい 人だった のです。 それ を 世間が 氣狂 

にさせ そし まった の-てす。 今度^*京で捕 つ た 私 の 友達 だ 

つ てえ らい 人な のです 。それ を 世間が 罪人に したので す 0 

德兵衞 お前 は勿體 ない 窜を云 ふ。 勿體 ない 事 を 云 ふ。 
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德 幸 #: 

兵— "K- ね 


幸 一 (夢 遊 者の 沈^ v5< 以て) 世界が 遠 ふので す。 お 互 

に理 S しな い のて す。 晴ぃ 夜の 世界から 私 は 始め て叨る 

い 世界 を见 たのて すね。 いやま だ 暗い の だ。 それでも そ 

こ を もっと 良い 處 にしようと、 皆 血と 汗と を 流して 働い 

て 居る の だ。 いやさう ではない 0 まだ 中々 a§ 暗 だ。 地獄 

の 洞の やうに 暗い の だ。 もっと どつ さり 血 を 流さな けれ 

ば 明るく はなり はしない の だ。 それても その 地獄の 洞に 

小さい 孔を 見出し た の だ。 積り， まった 人の 思が 厚い 洞の 

壁に 孔を叨 けたの だ。 其孔 から 明る い 外が 見えた の だ。 

もっと 廣ぃ、 廣ぃ 金色に 光った 海の 表面が 見えた の だ。 

その 海の 向う に 本當の 都が あつたの だ。 さうて す、 その 

世界へ。 廣ぃ、 廣ぃ綠 色の 世界へ、 私達 は 行かな けり や 

ならない の • てす。 

德兵衞 (下駄.^ 搜 すが 如く. MyJ- 見廻 はして) 幸 一 、お前 

は氣が 狂った のか。 

幸 1 (がっくりと 我 LL 歸リ しもの、 如く) え 、お父さん。 

德兵衞 (決心の 調子に て) 幸 r お前 は 良心 が^め てな 

らな いの だ。 もう 仕方がない。 一層 潔く. H: 首して 出ろ。 

(涙す) 

幸 一 (愕然として 戰く 0 更 LL 反語 的な ろ 沈着 vS- 以 C 德兵衞 

の 傍に 寄ろ) え、 あ 父さん、 自 首して 出る のて すか。 私 

が 東京て 何 をして ゐ るか を 本 當には 御存知が な い の てす 


衞 (幸  一 . ^凝. 蛻 す〕 

お父さん。 (德兵 衞に耳 Ifi す) 

衞 (tj 然として 色 失 ひ、， a 氣の 如く 庭に 飛び下り 

て) .f、 何 だと、 何 だと、 まあ * お前 は正氣 なのか。 

本當 か、 本當 か。 

幸  一 (3^<、常なろ笑) あの 事件が 世 問に 知れたら 國 中が ひ 

つくり か へ るで せう。 

德兵衞 おい、 幸 一、 お前 はもう 往 つて はならぬ、 さあ、 

この 通り、 この 通り 頭 を 地び たにつ けろ。 お 上へ も、 御 

先 JS さまへ もお を 中せ。 さあ 年寄の 父親にば かり、 こ 

んな事 を させて 唯 見て 居る のか。 

おけん (下駄，^はきて^^に下リろ) ねえ、 幸さん、 幸 さ 

ん、 お 謝罪り なさい。 —— 何 だって 费方 はお 父 さま を— 

I まあ 貴方 は 酷い 方なん です ねえ。 (一 ^になろ〕 をぢさ 

ん。 をぢ さん、 それで は餘 り勿體 なう ございま すよ。 勿 

體な うご ざいます よ。 

おとせ (おどく しながら) 幸 一 0 幸 一 0 

幸 1 (慄然と して 身頗 ふ) おや、 今の は 雪 か。 雪が 落ち 

たの か。 もうさう 云へば 嚮 から 笛の 音が すろ やう だ。 あ 

の 船て 私 はもう 往 かなくて はならない の だ。 

德兵衛 いや 往 つて はならぬ ぞ、 往 つて はならぬ ぞ。 I . 


361 


俺 はもう 家の 事 や .H 分の 身な ど を か ばって は 居られな 

、 0 

おけん まあ、 をぢ さん、 お 上ん なさい ましよ、 ねえさん、 

兄さん、 さあ どうか をぢ さん を 上に あげて やって 下さい 

よう。 (幸 一 の兩 腕に 兩手， ^かけて) 幸さん。 (泣く) 

幸 一 (おけん の. 手，^ 报リ拂 ばむ とすろ〕 

おけん (1^ 驟 にて) 幸さん、 濟 みません でした。 堪忍し 

て 下さいよう。 みんな 私が 惡 かった のです。 (駄欷 ) 

浩右衞 門 (庭に 下 リズ 德兵衞 回 護 ひ、 無现 にあがらせ、 

幸 一 に n くば^す ろ) 

幸  一 (W び愤 しさ 冷 の 足 どり-, 1 て 奥の 方 LL ゆく。 少時 立 

つて g: 願し、 思 入 あり、 遂に 暖篮， -5- 游リて 退場す) 

おけん まあ、 幸 1 さん。 

おとせ 0!:5- ャ、 幸 一の 後.^ 迫 ふ) 幸 一、 幸 一。 

おその (また 倉お しく 去ろ) 

徳兵 衞 (無言 のま、 にて 見送ろ。 それから がつ くリ と 身 

£ し、 物. ^つぶやき 乍ら 立ち上 リズ.^ の 間 Li 入る) 

や； S 右衞 門 C お 味 ありげ にお けんに B  くば V- す。. 0 らも また 

奥の間に 入ろ〕 

おけん GH; 識ぜ， さろ が 如くお の 間に 上リ 、個 然と考 へて 居 

ろ。 それから 敏に 手,^ あて、 iCi の 上に 俯す。 長き 間。 異 


常な ろ 寂寞。 11 この 問舊剡 _」 於け ろ 佐 和 利の 心 持、 必 

要に 應じズ は 遠き 方の 哄聲 のつ もリ にて、 陰の 淨 璃 

きかす。 一 一 その、 つちに 表の 戶,^ 輕く 打つ 音す 。人の 驛。 

おけん 立ち上ろ) へえ、 へえ、 只今。 (庭 LL 下りる) 

どなた 樣て すか。 

外の 聲 まあく 一寸 開けて おくん なさい よ。 また 房って 

來 ましたよ 0  (ぉけん戶,^-ぁけろ) 

おさい (前の 通りの 風に ズ 內-」 入ろ。 傘，.！ - 壁-」 立て かけ 

ろ) お、 塞い。 さ、 早く 戶を 閉めよう • 内へ 吹き込ん て 

来る。 まだ 中々 やみ 相 もない ね、 珍ら しい 雪 だね。 —— 

もう 皆な 寢 ました かね。 

おけん い、 え 0  ( 戶 しめて 戻ろ) 

おさい ねえさん はえ？ (とい ひ 乍ら、^ > ^つけたる. i  V 

投 灯，^ 適 {几 の にかけ、 おの 手 LL ズ 肩の 雪，^ うつ。 頭巾 

1 ^駄ぶ 、て拂 ふ，； まあ 見て おくれ、 おけん、 こんな もの を 

付けられて 來 たよ，、 (頗 にお 白粉 5! リ たろ 痕 あり) あ 

とて 濡れた 手拭 を 借りて 拭つ て ゆかなくて は。 まだ $3 な 

は 大騒ぎだった けれども 私 は 一 寸 腹が立つ ことがあった 

から そっと 先き に 出て 来た。 これから 內へ 行った つてお 

常 はもう 寢 てみ ろし、 ？ おも 茶 もない からまた 一 寸 寄り ま 

したよ。 今 わ 銀明樓 のお かみさんが！ 2： の 藝者を m 話で 呼 

んで、 いろんな 歌 をうた はして、 そり や 面白かった よ。 
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ねえ、 あすこの 所 は 面白い ね、 ァレ * ッテ チン 鳥が なく 

—— 鳥の 名の 11 わえ、 一寸 眞似も 出来ない が。 私 も 子 

供の 時分 習った 切りても うすつ かり 忘れて しまった。 

GS の 框に腰 fj- 下る さう として〕 何 だもう 火 はすつ かり 

消えて ゐるぢ や 無い かね。  え- まあ、 さう 云へば も 

う 十 時 過 だよ、 わえ さん はもう 寢 ました かね。 おや、 誰 

だね、 この 下駄 は。 淸右衞 門さん が歸 つて 来たので すか 

え。 一寸 まあ？！^ に その 三味線 を贷 して 御 if。 どうだった 

ねえ、 あすこの 所 は。 a 一一 味 線，^ 弄す〕 一寸 調子 を 合 は 

せて おくん なさい よ。 私に はどう も 行かない。 

おけん (餘 儀な く 三味線,^ 受取 リズ) まあ * をば さん。 

おさい おけん さん。 ねえ. さあ 一寸 やって 見て おくん な 

よ。 あすこの 所 を。 それ 11 眺め 兑 飽かぬ —— 0 

おけん (うはの ゆで. i て 三味線の 調子,^ 合 はす。 おその 庭の 

奥よ リ現 はれた めら ふ。 突然 奥に ズ 人の 泣く It す。 おそ 

の 去る。 おけん も 俄に 三味線の 手，^ 止めて、 袖に て Igvs- 

被 ひ、 たまらす 泣き出す) をば さん —— 0 

おさい え X まあ、 おけん、 お前 はどうし たと 云 ふの だえ 0 

(四 下 fJ- 兑廻 はし 奥の 方へ 視線，^ I  ^ る i る 0 — 遠き 方に て 

W び汽 is 鳴ろ) 

1- ® I . 


前 PI 寺! a 南 
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南 M 寺 sz^i 刚 (樂剜 1 慕 一一 Is 


登場人物 

童子 順禮 

千 

常 


等 

枝 


老いた る 男 及び 行人 二三 

うかれ 男 

舞妓 白获 

伊留滿 喜三郎 

學  頭 

所 化 長 順 

所 化 乘圓、 其 他學僧 

老いた る恃 

永祿 末年の こと。 伍し 風俗 は必 すし-,.. 焚 Li 據ら す、 

却って 今人の 眼 に 親しう すろ.^ のとす。 秋の：！；、 it 慕。 

後贵は 京都 四條坊 なろ 南蠻 寺の 高さ 石坦。 その 屮 ほ ど 

ょリ や. * 上手に 寄りて 門。 その 扉 開かれて ぁリ。 門內 


の廣 場に 木立。 そ fj* 透 さて 仄かに 高堂 見 ゆ。 門前の 街 

道 LL 童子 等 鎮まろ、 

第 一 景 

童子 等 (so 

夕 やけ 小 やけ。 

磨 訶陀の 池の 

さんしよ の 魚 は 

さらさら 光る。 

玻璃の ふらす こ、 

ちんた の 酒 は 

さらさら 光る。 

鐘が る。 鐘が 鳴る。 

寺の 御 の 

十字の 金 は 

さらさら 光る-" 


(年少き 姉妹の 順 醴御咏 歌、 

場。 姑な ろ は $:1:=1 な リ。) 

姉の 順禮 (程よ き 所に 立 止リ、 , 

ら怪ぃ 音が する がのう 。この 近， 


た ひながら 下手よ リ登 

め 怪しむ：. f は ひ〕 何 や 

に 海ても あるか いのう。 
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妹の K 禮 何の、 姉 や。 京の 都に は 海が ある もんかの。 

姉の 顺禮 そんなら 河の 音 か。 そや 無け り や 風 かいのう。 

わしゃ 滅相 草臥れた。 今日の 宿 はま だかいな あ。 

妹の W 躞 そやって 姉 や。 擺 からま だ 一里と も來 やせぬ わ 0 

婶の W 禮 何 處ぞで 歌うた ふ聲が 聞え る やう やのう。 

妹の W 禮 姉 や。 此處は 立派な 寺 やん どの。 何樣ぢ や 知ら 

ぬけれ ども 拜んで 行かうよ。 

姉の 航禮 さう かいな。 おい 守なら ば 善う 拜んて 行かう のう。 

(姊 妹 は 門 內，^ 舰 ふ。) 

妹の W 禮 何てい ふお 寺 やろ。 遠くに 立派な 御堂 さまが 見 

える わかいよ。 

姉の K 禮 あ 、 、 わし も 一 目 見た いのう。 

妹の K 體 や。 姉 や。 烏が。 姉 や。 はれ 烏が あんなに 來た 

よ。 11 ぉ日樣 がもうお 隱れ やる かいな。 ——- 西の 天が 

赤な つた。 はれ、 血の やうに 赤な つたわ。 姉 や。 烏が 仰 

山來 た。 寺の 尾根へ 留 つたわ。 はれ、 ほ 极が靑 うく 光つ 

て 来たつ 海の やうに 光つ て 来た わ。 

姉の 巡禮 K ていふお 寺 かいな あ。 

こ  み でら 

妹の 顺禮 これ、 そこな 兒ょ。 この 御堂 は 何とい ふお 寺 か 

いの。 

第一の 衆 子 C 魏む がごと き貌 にて) 名な ど 知らぬ わ。 

妹の «禮 和 子 は 知らぬ かいな。 


第二の 衆 子 おら も 知らぬ わ。 はは はは は。 

妹の 順禮 ほほ、 ft 土地に 雄んで 居 やる のに、 おも 知らぬ 

と は い 子等 やの。 

第 I の ® 子 此 御寺 S 名 を 知る もの は 京 中にはお ぢ やらぬ 

わ。 たって 知りた くば 中の 伴天連に いて 來 やれ。 はは 

妹の 顺禮 我等 は 他國の もの や ほどに K 政へ てく れいのう。 

第一の 帝： 子 、しのお 寺 は 唯のお 寺で は あらない。 

妹の 順禮 唯のお 寺 や 無 い と て 坊樣が 住む お 寺 やろ がな。 

第一の _ 依子 その 坊樣は 眞の人 ii では あら. ない。 

妹の 順 m ほほ。 眞の 人間て 無い のなら、 そんなら 天 狗樑 

かいのう。 

^一  の 童子 いやいや、 天狗 樣 でも あらない。 もっと 怪し 

いもの ぢ や。 

妹の 舰 禮 分った。 そんなら、 そり ゃ随 やろ が。 

第一の 童子 狸で もお ぢ やらぬ わい。 

妹の 順禮 お 時 どのよ。 もう 早う 行かうよ。 わし もな： 小 何 や 

ら窥 味わる うなって 来た。 

第一 の^iH^子 この 寺の 方丈 樣は、 おら はま だ 兌ない が * 皆 

のい うて 居る ことに は、 髮の 毛が 鼠の 毛て、 手の 爪が 熊 

の爪ぢ や。 

第二の 童子 それて 身の 丈が 一 丈 を も 越えて • 手の甲に 鱗 


前門 寺? s 南 


305 


常 千 常 千 常 


千代 遠い い、 遠い い、 父樣 や、 ばば 樣、 ， ちぢ 樣の國 に 行 

きたいと いうて 泣く。 

t  と、  そら てん；？、 

常 丸 父 さまの 國 にえ？ —— 母樣、 父 樣の國 は 天竺に お 

ぢゃ るの かいな あ。 

千代 ^の、 空の、 大空の、 夜 摩の 國と いふと ころに、 ぢ 

ぢ樣 も、 父樣 も、 また 死んだ 其方の 妹 も >  みんな 仲よう 

暮 してお ぢ やる と最勝 寺樣が 申された。 

常 丸 かか 樣、 何とい ふ國ぢ やった かな。 

千代 かか 樣-- 、善う は 知らぬ が、 夜 摩の 國 とか 申された。 

常 丸 その 夜 摩の 國に私 も 行きた いわいな。 

千代 あれ 滅相な、 滅相な こと。 の國に はな、 四つの 服の 

ある 恐ろしい 犬が 居て、 小さい 子供に は 行かれぬ 所 ぢゃ。 

常 丸 (歩み^り ながら) 私 や 其 國に行 さた いわいな。 

千代 これ 常 丸。 その やうに 聞き わけ 無うて は、 もはや 何 

處へも 述れて ゆかぬ ぞゃ。 あれ、 入 曰 に も 間近 い さうな。 

急いて 歸ら、 つよ。 

常 丸 その 四 つの 眼の 犬と は、 どの やうに 恐ろしい もの ぢ 

やえ。 

千代 まあ さ、 その 話 は 後て 詳、 つ する さかいに 、平く 行か 

、つよ e 

常 丸 母樣、 今日のお 會式は 面白う お. ちゃった のう。 私 や 

あ の やうに 而. E う ぉぢ つたの は、 生れてから 今 曰が 始め 


が 生えて ぉぢ やる さ. つ； V： や。 

第 一 の 衆 子 其く せ聲は 鳩の やうて、 ぐ はう、 ぐ はう、 ぐ 

はう、 ぐほうと 啼く稀 有な 方丈 樣ぢ や。 

(口 かげ 傾く。 南蠻 寺の 鐘鳴リ ほじむ。) 

^ 一  の资子 あれ 鐘が なる。 鐘が ある。 皆 早う 去のう よ。 

. I お 主 達 も 早- 「去なない と、 見よ、 今に 南蠻 寺の 門に 

<:S{ はれろ ぞょ。 恐い ぞ、 恐い ぞ、 昨 日 も 一 昨日 も 人が 食 

はれた さ うぢ や。 皆 去のう よ。 去のう よ。 

妹の 順禮 お 時 どのよ。 我等 も 早、 つ 行かうよ。 

(皆々 退場。 く 素 舞甍。 遠くにて再ぴ夕ゃけの5^。〕 

(千代 「年 わかき 母」、 その子 常 丸 下手より 物語りつつ 

登場。) 

丸 そんなら、 その 黑ぃ魚 は 何 處に捷 んてゐ るの ぢ やえ。 

代 人の 心の 臓の 中に るの ぢゃ。 

丸 それが 奈何して 外へ 出る のぢ やらうな。 

代 その 黑ぃ 魚に は 羽が 生えて、 鳥よりも 速う、 {Ti! へ 飛 

んで ゆく とい ふこと ぢゃ 0 

丸 それから 奈何す るの ぢ やえ。 

千代 河ぢ やろ が、 山ぢ やろ が、 日輪ち やろ が、 何處 へて 

も 飛んで ゆく のぢ や。 その 魚が 空を蔽 へば、 日 も 曇つ て、 

b< の 森に 赤兒が 泣く。 

货丸 ^«に奈何して赤兒が泣くのぢゃぇ0 
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てぢ や。 私 やまだ 見て ぉぢ やりたかった のに、 私 や 家へ 

歸る はい や ぢゃ。 

千代 まあ、 此の 子と した ことが —— その やうな 事い ふ も 

の は、 あの 恐ろしい 犬め が拉 つて ゆく ぞゃ。 家て はばば 

さまが 待って ぉぢ やらう 程に * 早う 歸ら うわい な。 

(母な ろ 人の 友、 菊抆、 上手よ リ來 リズ この 母子に 摩 

れ ちが ふ。) 

菊 校 はれ、 待ち やれのう。 お前 は 千代 さまで はお ぢ やら 

ぬかい な。 

千代 あれ、 これ は 菊 枝 さまさうな。 異な 所でお 迎 ひまし 

た 0 

菊 枝 お前 は何處 からお 歸りぢ や。 

千代 今日は 最勝寺 さまの 御 會式ぢ やさ かいに、 死んだ 娘 

ててご  ，ん 

と、 この 子の 父御の 供養し に 參じま をした。 鄉の 母樣が 

强ぅ 止める ゆ あ、 つい 遅うな つて * 今歸 ると ころ ぢゃ、 

してお 前 は何處 から ぢ やえ。 

菊 枝 さて 其事ぢ や、 妾 はな。 近 ごろ 大ぃ 苦勞 をし ま をし 

た。 それ * お前 も 存じての 黑 谷の 加 門樣の 妹娘の こと ぢ 

やが。 あの 娘が 氣 がふれ てな。 

千代 さて、 さて。 

菊 校 ぎざぎざと 針 を 楠 ゑた る 金具 もて、 われと わが 胸 を 

十字に 搔ぃ 傷つけ：：。 


千代 さて、 さて。 

菊 枝 その 揚句に は 親 達 も、 男子" 女子の 兑 さか い 無う 切 

り 付く るの ぢゃ 0 

常 丸 ほん まかえ。 ほん まかえ。 ほん まに 噓て はおりない 

と 云 ふの ぢ やな。 ：： 何ぢ や。 もっともつ と 面白い 處ぢ 

やて や。 いや 夫れ は嘘ぢ やらう わ。 私が 今日 見た 地獄の 

機關 より- もっと 面白い もの は 廢犬竺 にも 決してお りな 

いわ。 ：： 何、 秋ても 冬ても 牡丹の 花が いてお り やる 

て や。 え。 われらの "父上 も、 あの 可愛い、 妹 も 生きて お 

り やる て や。 ：：« 白い 象 も ん ており やる て や。 if ぢ 

や。 ：： 何、 ほん ま ぢゃ。 そんなら 起請 か、 懸 もす るて 

や。 好し、 天 も 地 も 照 if あれ、 指 かけ 小 かけ、 嘘 云 ふ も 

の は 手の指 腐され、 好し、 そんな.，： 入って 兑 よう。 滤ぢ 

ややら、 指 十本 腐る ぞ よ。 ：： (常 丸 門 內に 入ろ、 二人 

の女氣 付かす) 

千代 おう、 それ はとつ と怪 いこと ぢ や。 今年 は 何やら 15- 

厭な 年ぢ や。 出来秋 ぢゃ、 出 來秋ぢ やと 云うて は 米 は不 

作。 

菊 枝 それに また 加 茂 川の 大水。 11 妾の 隣の 祖母 樣は、 

みつき 

きつ い 朝起き ぢ やが、 この 三月が 程 は、 毎朝 毎朝、 一 番 
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鶴 も啼 かぬ 間に 怪ぃ 鳥の 啼聲を 空に 聞く とい ふし、 また 

人の @ では， 先頃 攝津 住吉の 地震 强く、 社の 松が 數 多く 

倒れた とい ふこと： ：o 

千代 ほん まに 氣 味の わるい ことで おり やる のう。 あれ、 

また 話て 時 を 費いた。 妾 は 今日は 急ぐ ほどに、 是て 御免 

蒙り まらせ うず。 お前 も 精々 體を 大事に しゃ。 命あって 

の 物種 ぢ やのう。 さらば またの 日に ぉ會 ひま を さう。 

菊抆 それなら 神 母 さまに も 好う 言 傳言 うてた もれ や。 

(二人 相 別る。 菊 枝 は 下手よ リ 退場。 忽ち 千代け たた 

ましく。) 

千代 はれ、 まあ、 常 丸。 常 丸。 ：： はて、 常 丸と した こ 

とが、 やよ * 常 丸。 常 丸。 —— (ふらふらと 門に 歩み寄 

リ， 內 ひながら〕 はて 惡 いこと をば 致いた。 ここが 

南蠻寺 の門ぢ やと は、 つ ひ ぞ氣 付か いでお ぢ やった が： 

： さて はこの 門め が、 中に 引 込んだ と 見 ゆるよ： ：0 

(千代。 ^？^巡ながらニ 三 歩 門內に 進み 入リ。 「常 丸、 

常 丸。」 と 呼ばう、 答な し 0 凝 はしげ に 再び 門外に 出づ 0;J 

千代 1: 邊には 人 も 見えぬ。 はて 奈何した ものて あら、 っぞ。 

中に 入る の も 心 もとな し ：： 0 

(思 ひ 付きた る さまに、 <!M>r>g:rs リ 離れ 來リ、 往來 に 

立ち止ま リ、 下手の 方， <J- 呼ば ふ。』 

千代 おおい、 おおい。 先に 行く 菊 枝 どのい のう。 菊 枝 ど 


のい のう：： はれ 聞え ぬげな。 (域く が 如く、  二足 三 足 

下手の 方に 歩みより て) おおい、 おおい、 菊 枝 どのい の 

う。 (右手.^ 攀 げて麼 く) あ、 やう やう ffl えた さうな。 

やれ、 うれし や、 の、 つ、 のう- 菊 枝 どのい のう。 平う， 

早う 菊 枝 どの いのう U 

(此 時老 ぃたる5?!ド^^ょリ來リて- -のさま，.2^怪む貌リ) 

老いた ろ 男 やい の、 其 はけた たまし う 何 を 呼ば ふの ぢ 

や。 (額に 手 蘇して、 下手の 方 眺め や リ. また 此方.^ 

向きて) 何が 起った のぢ や。 

千代 われら。 われら：： われら 常 丸が 拉 はれて ぉぢ やつ 

た 0 

老いた ろ mf- 何ぢ や。 何が 拉 はれた て や。 

千代 われら 常 丸-ちゃ。 われら 小さい 男の子 ぢゃ。 

老いた ろ 男 はて. さて、 今時 この 都に 鴛の鳥 はお ぢ やる 

ま いと 思うた が。 

千代 いや 鷲の 鳥で はお ぢ やらぬ わ 。驚の 鳥で はお ぢ やら 

ぬわ。 

老いた ろ 男 驚の 鳥て ぉぢ やらぬなら、 手長猿 かいのう。 

千代 いやいや それても ぉぢ やらぬ。 

老いた ろ さらばお 山の 女 取で もお ぢ やった かいの。 

千代 人 さら ひぢ や。 人 さら ひ ぢゃリ 

老いた る 男 何な。 人 さら ひとは 近 scf§l^ な こと ぢゃ。 何 


368 


前門 寺蠻甫 


處 から 来て、 何の 方角に 隱れて 行った かの。 

千代 (泣 さながら ノ 何處か らも 来ぬ。 何 處へも 行かぬ。 

老いた る 男 其方 は 泣いて 許りお ぢ やって は、 しゃ ほに 分 

ら ぬわ。 

千代 (大驟 Li て) あの 南 鐵 寺が 拉 つたの ぢゃ。 

(菊 枝 1K リ來ろ 0レ 

菊 枝 何ぢ や。 何ぢ や。 何ぢ や。 

千代 南蠻 寺が われら 常 丸を拉 つてお ぢ やった。 ： 

菊 枝 はれ！ (氣絕 す)  ： 

老いた る (猫， U) あれ、 あれ， また 一つ事が 殖えた。 

女子と いふ もの は理が 分ら いて 困る も の ぢ や。 11 (菊 校 

5 やい の、 女子よ、 南蠻 寺が 人を拉 ふわけ はしゃ ほに 

ぉぢ やらぬ。 —— (千代に) 俺 はな、 この 女子 を 介抱し 

てゐる さかいに、 其方 は 早う 行て- 寺の 內に 其方の 子 を 

捜して 來 やれ。 何も 不思議が ある もの か。 不思議 は 皆 心 

から 湧く の ぢゃ。 疑心暗鬼 ぢゃ。 何も 恐ろしい 事 はお ぢ 

やらぬ さかいに、 早- 「行て 子を搜 してお ぢ やれ。 子等 は 

法會の にな、 聞き 像れ てお ぢ やる やろ。 

千代 ほん まに 怪 うはない お 寺 か。  f 

老いた ろ 男 なかなか、 なかなか 0 

千代 さらば あの 中に 天狗の やうな 人 喰 人が ぉぢ やる とい 

ふ は、 あり や ほん まに 魄事 ており やる かいな。 


老いた ろ 何の、 その やうな *F がお り やる もの か。 諄い 

女子 ぢゃ。 な。 この 世の中に 天狗 * 人 喚 人な ど はお ぢゃ 

り あらぬ わい。 あり や 南蠻の 坊主 共ぢ や。 曰 もはや 暮れ 

ろ。 早う 行って ぉぢ やれ。 (千代 門 内に 人る〕 

老いた る やい の、 知らぬ 女子より：： 十う H を覺 しゃ。 い 

やさ、 正 氣に歸 りおれ と 申す にな。 やお。 女 千よ。 (女 

の货， ^打つ) 

菊 枝 あ、 あ、 あ、 あれ、 あれ。 まだ 大 さな 蛇體 が。 蛇體 

力  

老いた ろ 男 愚なる 女子 ぢゃ。 早-つ 正氣 に歸ら れい。 な。 

义 子よ" 邪心 を 以て 見る が 故に、 築 を， 絢うて 造りた る繩 

も 蛇體と 見える のぢ や。 

菊 枝 それ ぢ やと 云-つて：： 今の 蛇體 は？：： 

(： の 間に、 南變寺 の 門扉 音 もな-ひ 自 「リ， ら 内よ リ 閉ま 

ろ 0) 

老いた る 男 は。 やれ、 やれ。 內 なる 門 を鉞す 男よ 。やよ、 

男よ. その 扉 は 今 少時が ほど 開けて かれよ。 やよ。 少 

時が 程ぢ や。 (怒りて) はれ。 内に 人が 入りて ぉぢ やる 

とい ふに な。 (門 全く 閉 さろ。 內よリ 女の 錄 i™ ゆ) 

女の It あれ、 あれ， あれ、 あれえ。 

老いた ろ (兩手 I て 門の 扉 *5- 押し 試みつつ) 誰 ぢゃ。 

門番の 男よ。 扉 を 開けよ とい ふに。 え。 開けぬ 積り か。 
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何。 開けぬ。 いや、 いや、 きっと 開けぬ 積り ぢ やな。 好 

し。 それなら 此方に もす る 術が ある ぞょ。 —— (菊 枝 LL) 

やい の。 女子よ。 そなた は 少^、 此處に 待って たもれ。 I 

—何、 此方に もす る 術が ある ぢ やまて。 —— 俺 は 直き こ 

の 附近に 住ま ふ もの ぢゃ。 われら 家に 住て 持って来る も 

のが ある わ。 少時が ほどこ、 に 待 たれよ。 

菊 枝 妾 一人が 此處 にかえ？ 

老いた ろ 何 • 一人に てはい ゃぢ やと 申す か。 

菊 枝 さ にても おりない が， ：： 妾 は 恐 やの。 

老いた ろ 男 何の こと。 何の こと。 あれ 向 ひから 男子が 大 

勢 来る わい。 そんなら ほんの 少時の 程 ぢゃ。 (去ろ) 

(行人 二三 下手より 登場。) 

菊 枝 ま をし、 ま をし- そこな 方々 よ。 今 此處に 恐し い 事 

が 起り 候よ。 

笫ー の 人 何ぢ や。 恐ろしい 事と は。 

菊 枝 あの 南蠻 寺が 人を拉 うてお ぢ やりました。 

第二の 人 何。 南蠻 寺が 人 を拉. つてお ぢ やった と 言 やる か。 

やれ、 夫 は K か 誓文 か。 

菊 枝 何で 妾が この 年齢して、 益ない 嘘 を，  つき ま をし ませ 

う ぞゃ。 

第一の 人 して 何處の 誰が 拉 はれた のぢ や。 

菊 枝 妾の 知邊， ちゃ。 お 千代 母子が 拉 はれて ぉぢ やり まし 


た 0 

第二の 人 や あれ、 や あれ、 恐ろしい 事ぢ や。 むかし まつ 

かう、 南無 阿彌 陀佛、 南無 阿彌 陀佛。 

^1 の 人 あれ 見よ、 最早 空に 星が 出 そめた さうな。 

，お 二の 人 急ぎ まゐ らうず。 (行人 行きす >P むと す) 

菊 枝 ま をし、 ま をし、 方々。 今 妾の 連が 来る ほどに、 今 

少時 此處に 止まり 候へ。 妾 一 人に て は 物お そろし や。 こ 

t や。 

行人 等 我等 も 急ぎの 用事が ある わ。 

菊 枝 さても 無情の 人々 候ぞ や。 

(行 入な ほ も 行き 去らむ とす。 忽ち 下手の 方脤 はしき 

吸の 聲 (下座の 離 )o 若き うかれ 男。 舞妓 白 荻、 つ 

きて 屋號 vs^ 染めた ろ 提灯，^ 持つ 男。 燈 はい i だ點 され 

す。 ？！？ 一 場。) 

うかれ 男 (扇子 ズ膝 かう ち 拍子と リ/ \s!0) 

f 鐘 さへ 鳴れば、 去な うとお しゃる。 こ、 は佛法 東漸 

の 源、 初夜 後 夜の 鐘 はいつ も 鳴る。 

はは はは は。 (白^- i) 可と て..； -立； A する こと ぢ A-0 

白 萩 されば いの、 私 も 案じて 居た のぢ やわい の。 

提灯，^ 持ちた ろ 男 (私 か L1) 此處 は南蠻 寺で ござります 

る 0 

うかれ m?- 何ぢ や。 南 蠻寺ぢ や。 へへ、 はは はは は。 
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提灯ん 持ちた ろ 男 笑 ひ 事で は 御座り ませぬ ぞょ。 早う 參 

り ませう。 

うかれ 男 南蠻 寺な り. や 恐い 事 はおりない。 

白 萩 あの 晩の 鐘 は、 寺の 深い 井の 底から 湧いて くると い 

ふは眞 かいな あ。 

うかれ 男 (故 更に 嚴肅の 貌，^ 裝ひ) や、 それ こそ は 邪法 

の 内祕、 吉利支 丹 宗門の 眞言、 輕々 し、 っは敎 へられぬ。 

したが 白获 よく 聞き や。 お 許の 怨じ はまこと 心底の 胸 か 

おもて  . 

ら出 やる か、 乃至の 脣の 面から か。 いやさ、 それ を吿け 

いで は、 .ST やくと 数 へられぬ わい。  . - 

0 知らぬ、 知らぬ 。敎 へな うても よ いわいな。 

うかれ 男 はてさて、 是は剛 い 返答 —— (忽ち 侧.^ 向きて 

大聲 LL) こり や！ 

(嚮 よりこの 一 群に、 きつ 離れつ 隨ひ 來れろ 油資、 

. 货は伊 留^ 喜 三郞、 油 桶 は 持た で 背き 頭巾 かぶれろ。 

叱坨 せられ、 袖 凝して すがろ。) 

うかれ 巧 はて 怪 かしい 男 共ぢ や。 

C 萩 あの 男なら、 とうから 我等の 後に 隨 いて 參 りました。 

氣 味わろ いこと. ちゃわい な" 

うかれ 男 何の。 舍け、 舍け。 

(忽ち 寺の 內に遠 波の ごと さ、 奇しき 妙音樂 起る (羅 

§ 的な ろ 西洋 管 枝樂) ささ に 行 さ 去らむ とせし 人々 も 


踵 返す。) 

第一 の 人 何ぢ や。 賑 かな 樂聲ぢ や。 

第二の 人 寺の 内に 何 かお ぢ やる さうな。 

tsu の 人 何ぞ 珍ら しい 異宗の 祭典と 見える よな。 些と視 

いて 見たい もの ぢ や。 

第二の 人 なれ ども 門は閉 されたり。 はて、 如何 致して か 

内 を 見る 工夫 は あるまい かな。 

伊留 ii 喜三郞 (突然 門扉の 內に 屈み ズ) やい の。 やい の、 

皆の 衆よ。 ここの 門の 扉に 細い 隙が あった ぞゃ。 はれ、 

見られい。 や、 何と まあ 美しい 総ぢ や。 唐， 天竺 は 愚か、 

羅馬、 2^譜利亞にも見られぬ阔ぢゃ。 櫻に 善う 似た 麗し 

い 花の 樹の 間に、 はれ 白 象が 竝んて をる わ。 若い 女子 等 

ふ/ -.615 

が靑ぃ 瓶から 甘露 を 酌んで をる わ。 赤い 坊樣ぢ や。 噴泉 

からさら くと 黄金が 流る る 0 眞晝 の やうに 日が 照る わ。 

はれ、 見られい、 見られい、 翼の 生えた 可愛い 稚 子が 舞 

ひながら ぉぢ やった わ。 はれ、 皆が 一 齊に祈 を 上げて を 

る わ。 

(樂聲 快活 LL、 敬虔に、 やがて 急激 にやん 誘惑 的に、 

更に また 憂鬱に。) 

菊 校 して、 して：： あの 千代 どの もお ぢ やる かいな。 

伊留滿 喜三郞 千代 どのと は 何 ぢゃ。 何處 の人ぢ や。 

菊 枝 まだ 二十 五と はならぬ 女子 ぢ や。 なれ ども 二人の 母 


前門 寺 蟹 南 


37J 


人 ぢゃ。 その 妹の 子 はこの 春 死に あつたの ぢ やが。 

伊留 喜三郞 をる ぞ。 をる ぞ。 それ も をる ぞ。 

菊抆 俘の 常 丸 どの もお ぢ やる かいの。 

伊 滿 喜三郞 をる とも、 をる とも、 皆 をる わ。 

菊 枝 はれ、 お 祭 を 見て ぉぢ やる かいのう。 何と まあお と 

ましい 人々 ぢゃ。 此方 は强ぅ 案じて ぉぢ やった のにな あ。 

伊留滿 喜三郞 いや 皆 はもう 神樣 になって。 美しい 冀が生 

えて をる のぢ や。 はれ、 美しい 行列 ぢゃ。 歌§^ってをる 

菊 枝 何と 戯けた 事 をい ふ人ぢ や。 妾は嚮 から、 眞か、 眞 

. かと 聞いて ぉぢ やった のに、 おとまし いこと ぢゃ 0 

伊 喜三郞 はれ 黑ぃ尼 達が 來 てお ぢ やった。 日が 曇つ 

た： ：0 

うかれ 男 やい。 油 寶 奴。 そこ 返き やれ。 —— や、 や、 如 

何にも 此處に 細い 隙間が ある わ。 やれ、 やれ、 某 も 一 つ 

親いて 吳れ むず。  ， 

白 萩 えた かいな あ。 何ぞ兑 えた かいな あ。 

うかれ 男 ぅ兑 える。 善う 見える。 はれ、 偽 の 底が 善 

う 見える。 

白 萩 ほん まに 何が 見える ぞいな あ。 

うかれ 男 南徵寺 の 情 所が 善う 見える わい。 聞き や。 はれ。 

や • 何とも 云へ ぬ 名香の かをり。 身 も 心 も 消 ゆる や うぢ 


や。 四 方に は 華の 瓔路、 金銀、 錦の 幡天 ま、; l?f!? の 障子、 

水晶の 簾。 まった そが 中の 御厨 子の 本尊、 妖娟 なる 天女 

の 姿。 句 ひやかなる 雪の 肌、 消さば 消ち なむ 目 見の 霞： 

. . 造り も 造りたり 僞 の 御堂 よな。 (門扉 の 內よリ 目 vJ- 離 

し、 ふが 如き 調子に ズ) さて。 偽りと は 知りながら * 

悟られぬ のが それ 何やらの 道。 喃* 白获小 女郎、 昔の 人 

は 秀句 吐くな。 

白获 あれ また いやらしい 戯れ ごと。 

うかれ 男 何て 某が いふ ことが 戯言で あらう ぞゃ。 戯れ ご 

と はお 許 等の いふ こと ぢゃ。 いとし、 戀しは 口の 先、 腹 

の 内に は 舌 出いて、 いやさ (so 千た び 百た びお しゃる と 

も、 なる まじ もの をう つ 、なの 其方 や、 われに 主 ある 0 

思 ひとまれ よ。 

などと、 は&、 南蠻 寺の 玄關 て、 誰 やらが よい 歌 唄ラて 

ぉぢゃ るげ な。 

白 萩 あれ また 人 をな ぶる わい な。 

伊留滿 喜三郞 (； 冉ぴ 門扉に 倚リ たるが、 突然 聲高 に) 波 

羅葦滑 ぢゃ" 波羅 葦滑ぢ や。 

笫 三の 人 眞か、 眞か。  、 

伊 §s 滿婁 三郞 じえ えずす、 まりや、 波 羅葦滑 雲、 波羅葷 

掛雲。 

(門 内の 樂 ItKLi 壯ん になろ。 忽ち 下手 に 人驛。 やが 
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て嚮の 老いた る男大 なろ 槌 もち 出づ。 ) 

老いた ろ 男 此方に もす る 術が あるの ぢ や。 

菊 枝 やれ、 やれ、 爺 さま。 久しう 待た して、 ぉぢ やった 

な あ。 

老いた ろ 男 されば 皆の 者よ。 そこ 退き やれ、 そこ 退き や 

れ 。やい、 危 いわい。 (門 內樂聲 息む。 老いた る 男携へ 

來れろ 大槌， ^舉げ て 烈しく 門扉 1^- うつ) —— はら、 やい 

の、 おう。 はら、 やい の、 おう。 (人々 怪しき 驚 5 &の聲 

出しつ ^ 眺む。 老いた ろ 男 少時 槌の手 vi< 休めて、 人々,^ 

顧みながら) 皆の 衆 は、 などて、 さは 默 しをり やる ぞ や。 

念怫 申さぬ か、 念佛 申さぬ 1 C 再び 槌 取り上げ) 

. 南無 帝！ II： 天 王， 五 道 冥官、 日本 伊勢大神宮、 八幡 大菩 

薩、 春 日 明 祌其他 氏 祌>  南無 阿彌 陀佛。 はら、 やい の、 

おう、 南無 阿彌 陀佛。 はおら、 やい の、 おう、 南無 阿彌 

陀佛、 南無 阿彌 陀佛。 ——( 汗 流し、 いたく 勞れ たろ 樣 

に 手， .J- 休めつ、) や、 さても 堅い 扉ぢ やわい。 

(下手よ リ 五六の 學僧 (學 頭、 所 化 長 順、 所 化 乘圓其 

他) 登場。 孰れ も黑き 衣、 黑き 頭巾、 又 長 杖， -5- 持つ。 

但し 先頭の 所 化 乘圓は 「妙法 院」 と 記された る投灯 持 

ちた リ。 提灯 に に燈 ともさろ。 群 W ち漸 に さわがし。) 

* 頭 やよ、 人々、 何とて さは 雜談 致す ぞ。 

(さわ >T 、次第 に 高まろ。) 


«f 頭 何とて さは 雜談 致す ぞと 申す にな。 

第一の 所 化 所 化 長 順が 氣が 狂うて ござる。 

學頭 何とな。 

第一の 所 化 所 化 長 順が 氣が 狂うて ござる。 

長 順 否と よ」 ふつつ に 狂 ひな ど は 致さぬ。 

第一の 所 化 (畏順 LL) 御 宗門 を 疑 ふが、 狂 はいて 何とし 

よう ぞ。 

長 順 ふつつ に 狂 ひな ど は 致さぬ。 

第一 の 所 化 その 證據が 立つ か。 

長 順 立たい でか。 わが 申 開 はこの や うぢ や。 (長 順 腕 i 

リ 数珠， a- 外し、 地上 Li 拋 ちて 足 もて 踏む) 

第一の 所 化 咄 * 仕 をった な。 (皆々 呆れ 怒ろ こなし) 

乘圓 (憂 しげに、 長 順に 向 ひ) 御 宗門 を 足弒に 致した な。 

長 順 足激は 愚か、 矢 を 向け 申す わ。 

第一 の 所 化 やい。 よくも ほざいた な。 はは、 御 宗門に 弓 

引く と 申す から は、 必定 新たなる 見證が 付いて あら- 「な。 

S 見證 なんど は 事 を かしゃ。 釋迦牟 尼 は 畢竟 愚人、 苦 

勞 性なる 摩 訶陀の 王子、 天臺 智者 は 大法 蟝吹、 まった 傳 

敎は 山師の 支店。 

笫 一 の 所 化 默り 召され！ 

長 i 何とて 默 らう ぞ。 佛陀 の敎は 嘘八百、 人 を 欺して 13 

惜しき 若き 命 をむ ざく と 枯木の 如く 朽ちさす 敎：： 
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(やうく 夢幻 的に なリ) 某 在家の 折 柄 は 胡蝶 は 花に 舞 

ひ 戯れ、 鳥が 歌へば わが 心、 君の 心もう も 和み (小3^の 

節 に な リズ) 花の 降る 夕暮 は、 思へ ど 思 はぬ 振り をして、 

喃、 思 ひやせに 瘠せ 候 ひしが：： (再び 我に 返リ たろ 如 

く) 敎觀ニ 門が 何の 眞諦、 三 觀十乘 が 何の 悟道， 某 山 

に 人り てより、 四 年 四月 は 日夜 撓ま r 勤 業苦 行、 ひたす 

らに頓 漸祕密 の理を 追へ ども：： (表た 咏 歎の 調に て) か 

の 日の 幸に 比べむ 幸な く、 わが 美き 人に 似る 神 も：： 

乘圓 長 顺眞に 正氣て か。 

長 順 正氣て 無うて 何としょう ぞ。 

第 一 の 所 化 聞きし に まさる 長 顺が亂 心。 今 は 堪忍の 時な 

らず。 (杖 t て長顺 1^ 打たん とす、 乘師之 yJ- かば ふ) 

乘 K ま、 ま、 待って 下されい。 是は長 順の 正氣 では ござ 

り ませ. 2。 必定 惡魔波 旬の 仕業：： (忽ち 南蠻 寺の 門に 

氣付 きて) あれ、 此處は 邪法の 窟宅、 南蠻 寺の 門前なる 

よな。 さて こそ 必定 邪法の 手練：： 

S  ：: あれ が 聞え ろ わ、 いとしう 人が 呼ぶ さうな。 

乘^  (憂 はしげ に) 長 順、 長顺， 其方 はまた 迷うた さう 

な。 修行が 足りぬ ぞょ。 修行が 足りぬ ぞょ。 

S 乘圓、 其方 も わが 心 は 汲むまい な。 (心 弱く 乘圓の 

腕に..^ たれろ) 

(忽ち 南 ® 寺の 前にて けた ゝ ましき 想す。 沙門の 一行 


は 前な ろ 群集に 近づく。) 

老いた ろ 男 (再び 火槌 もて 門扉 1^ うつ) はて * さて、 怪 

しい 扉ぢ や。 まだ かや、 まだ かや。 えい、 やい ほい、 南 

無阿彌 陀佛。 はら、 やい の、 おう。 南無 阿彌 陀佛。 え、 

まだ かや。 まだ かや。 はら や、 やい の、 おう。 南無 阿彌 

陀佛」 

(老 いたろ 男。 最後の 一 擎,. ^なさむ とすろ 所に、 忽ち 

眩暈き 倒れ、 槌は手 fj- 離れ ズ 地上に 落つ。) 

(門 內樂聲 11 近世 デ カタ ン 的音樂 11 嵐の 如く 高 

ま ろ 0) 

菊 校 ハ、 つち 驚る き \^) や。 これ は 爺 さまい のう。 

伊留滿 喜三郎 (菊 枝,^ 遮リ) 見やれ * こり ゃ祌罰 ぢゃ、 

南蠻 寺の 罰ぢ や。 

菊 枝 何と、 それ は眞 かいな あ。 

伊留滿 喜三郞 大 神-てい ゆすの 威力の 恐し さ を、 遲 かりし 

な。 今覺 りし か。 素より 不信の 極惡 人， 此 儘に 打ち捨て 置 

さ， 風來 犬に な， 食す 可き な れ ど 、今日 は 異例 の 情 を もて、 

聖 まりやに 祈り を 上げ 蘇生ら して 吳れ ずらむ o( 老いた ろ 

男の 傍 Li 進み 寄 リロ  Li 呪文 唱ふ 。老いた ろ 男 目 ざむ。) 

伊留滿 喜三郞 何と、 老耄 * 正 氣に歸 つた か。 

老い.；.： ろ 男 (いぶかしげ LLE1 下 1^ 見廻す 貌) こ、 は何處 

ぢゃ、 何處ぢ や。 
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伊 留滿喜 三 郞 こ k は 四條の 眞中ぢ や。 南蠻寺 の 門前 ぢ や。 

老いた ろ 男 (驚き 逃げ去らむ として) 何 ぢゃ。 南蠻 寺の 

門前 ぢ やて や。 

伊留滿 喜三郞 これ。 逃げな うても 可い わ。 心 を 落 付け や 

い。 某 誠 心を籠めて 大 神に 祈り たれば 汝が罪 は 許された 

り。 —— (衆に 向 ひ) 貴き 御堂の 門扉 を擊 ち、 天主の 威 

靈 1^ 汚す 罪に よりて、 思 ふだに も 恐ろし さ 彼 の 暗黑 の 

いんへ るの、 解けば 卽も 焦熱地獄の その 底に 落ちて 行く 

可き 所なる を、 てい ゆすの 御敎 この 國に 入りて より、 未 

だ 間 もな き 事 なれば、 無知 盲 昧の蒼 民の 疑 ひ 怪しむ それ 

故に、 心に もな き 大罪に 陷ら むを俩 み、 某 祈念 を 凝した 

れば 彼の 罪 も 許された のぢ や。 皆々 有り難き 御 惠の御 鱧 

申 上げた が 可から ぅぞ。 ■—— さんた、 まりや。 さんた、 

まりや。 k 羅葦墦 雲 善 主 磨。 

、、*■、、、  、、、、、、、、 

(皆々 さんた まリ や、 じ. K- えす すま リ やな どぶぶ。) 

うかれ 男 や あれ、 や あれ。 そこな 痴人. 知らぬ 爲 して 聞 

い て あれば 片 腹いた い 妄言 綺 語。 

伊留滿 喜三郎 何。 妄 |§ 語 とな a 雜言も 程 こそ あれ、 世 

にも 恐ろしき 神の 威靈 の 近 き 驗を今 見 ざ るか。 か >1 る賤 

しき 油賈の 姿に わが 身を扮 つして あれば、 貴き 言 紫 も 疑 

はる. >- なれ 11  (伊 留滿 喜三郎 俄に 油賈の 服装 yj- 脫 ぶ 、て 

綠の地 に 金 絲の緣 飾，^ とリ たる 邪宗 門 僧侶の 職脤 11 か は 


ろ。 お 手に 高く 金色の 十字架像. ^凝す〕 今まで は 包み こ 

そ 居れ、 何か隱 さむ。 われ こそ 大祌 てい ゆすが 僕、 伊留 

滿 あんと に ゆすで ある ぞ。 

(人 々たじる ぐ。 或は 「じえ えす す 、まりや o」 などよ ぶ 0) 

伊留滿 喜三郎 それ わが 神て い ゆす は 天地 六合の 唯 一 神、 

宇宙 萬 象の 能 造の 主、 天地 空 寂のう ちに 蓠象を 造り、 か 

るが 故に 日月 星宿 光 を 放 つて、 明歴々 とし て 東 涌西沒 の 

時 を 違へ ず、 地に は 千木 萬 草あって、 飛鳥 落 雜の期 を 誤 

たず。 百 萬の 丞民 善く この 神を拜 する 時 は 死後 生 を波羅 

葦塒 雲の 樂 園に 享く。 然るに、 耳、 目 あれ ども 此祌を 知ら 

ず 猥りに 神 德を害 ふ もの は、 卽 ちいん へる のの 苦 淵に 沈 

む。 抑 も 波 羅葦潘 の國と 申す は、 四時 花咲き、 鳥 歌 ひ、 

.-3  みの 

果實季 なく 實り、 生 あれ ど 死なく、 明 あれ ど 暗な く、 悔な 

く、 迷な く、 苦な く， 禍 なく、 白 象鯓魚 人に 戯れ、 河水 

甘露の 昧を 宿して、 白檀 還：！" のか をり II に滿 ちたり。 失 

せに しもの は此に 見出され、 求む る もの は 此に備 り、 家 

兵燹に 燒 かるる 憂な く、 愛する夫 を戰 場に 死せ しめず、 

偷樂 の和雅 音大 {- ^に 棚引いたり。 如何に 人々， 今 こそ 波 

羅葦滑 雲 近づけり。 時に 羅 るな、 祈り を あげよ。 きり 

, 、、、、、  、、、、 ，考 9  0  ， ，警, , , 

え、 えれ いそん。 くりす て、 えれ いそん。 きりえ、 えれ 

いそん。 さんた、 まりや 0 せす、 きりすて。 

(人々 或は 之に 和す。 門 內には 法 悅信樂 の 妙昔樂 (中 
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世の 宗敎 1。) 所 化 梁 M 投 灯，^ 驟しズ 伊 留滿に 迫る。) 

0^ 伊留滿 あんと に ゆすと. E. す は 其方 か。 

伊 留滿喜 三郞 如何に も 伊留滿 あんと に ゆす は 此方 ぢ や。 

乘圓 咄。 此老 狐、 g おりに 愚民 を 誑ら かし 居るな。 

伊 滿 喜三郞 何とて 人 を 誑ら かさう や。 

乘 S 然 らば 借問す。 てい ゆす 天地 を 造りし は 眞か。 

伊 滿喜！ 一； 郞 設く にや 及ぶ。 

乘 W さらば 其. てい ゆす を 誰が 造りし ぞ。 

伊 滿喜 三郞 でい ゆす こそ は 天地の 唯一 祌。 誰も 造りし 

もの はお ぢ やらぬ 0  . 

乘 回 は、 は、 でい ゆす を 造りし ものが 無うて、 てい ゆす 

能く 天地 萬 象 を 造りし とな。 然 らばて い ゆす は 卽ち五 塵 

の 塊、 五蘿の 泉、 憎 愛 簡擇の 源と こそ 見 ゆれ。 

伊お tl 喜 三郞 然 らば 間 はむ。 如何なる か 是れ佛 法。 

伊 §E 滞 喜 一一 一郎 如何なる か 是れ卽 心 卽佛。 

乘 M  心. §佛。 > 

(伊 滿 忽ち 隱し持 ちた ろ 短刀. 5- 拔 いて、 乘圆が 胸に 

閃かす。)  し 

伊 §s ^喜 三郎 如何なる か是れ 心。 

乘 n  (平然とし ズ〕 法 性 は是れ 無知 亦 無 得。 無 無受 

相 行識。 


うかれ es- (つと 遒 みて 伊 留滿の 手，^ 押へ て) 宗 論に 刃物 

三昧 は 卑怯なる ぞ。 

伊 留滿喜 三 郞 (うかれ 男に 引かれて 二足 三 足 。後へ退り な 

がら) 無知 亦 無 得と は 珍ら しゃ。 本来 空なら ばな どて 天 

地 萬 象が 生せ む や。 

乘圓 法 空 相、 不生 不滅、 不 1%不淫、 不滑 不 減。 

伊留滿 喜三郎 何と 諸 法が S 相と や。 烏滸がましき 似非 經 

文よ な。 本来 諸 法が {t^J 相なら、 何ぞ {-^^ を 空ず るの 相 あら 

む や。 誠 ゃ大祌 てい ゆす 、はび "^れ 天地 能. 造の 主、 人類の 起 

源。 抑 も 天地 虛曠 晦冥。 でい ゆす 光 あれと 呼べば 卽ち光 

あり。 人 あれと 呼べ は 卽ち人 あり。 諸人 何ぞ この 大神を 

崇めざる す。 何ぞ 猥りに 神威 を 疑 ひ、 大 神の 怒， 天地 滅 

盡、 じゅい そぜら るの 時 来らむ を 恐れざる や。 何. ぞてひ 

りい なりる を 取り 自ら 己 が 身 を. 打 つ て 機 悔禮拜 せざる。 

何ぞ さんた、 くるす をす いて. 偏に おらつ しょ を 唱へざ 

る。 波 羅葦壻 雲 近づけり。 祈り を 上げよ。 ぐろ り や、 い 

、 、、、、、、  、、  、、 、 、、- 

ん、 えきせ るし す、 てお 0 さんた まりや。 えす、 きりす 

て 0 

(伊 留滿金 十字架 vS- 頭上に 捧げ、 ひたすら に 聖頌 1^ 唱 

ふ。 門 內の樂 曲， 嚴肅 IK 麗 なろ 寺院 樂 徐ょリ 再び やう 

やう； t 秘奇峭 なろ 近世 的 問題 樂 3に 移ろ。 四 下 やう や 

うさわが しくなる 0) 
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第一の 人 あれ 伴天連が 妖術 を 始めた ぞハ 

第二の 人 何ぢゃ 妖術 だて や？ 


第 


景 


舞臺 やう やく 赤く かすみ 來リ、 後景な ろ 寺の 石垣 模糊 

とし \ ^遠く 退き、 人々 の 形 も藤臟 として 定かなら す。 

樂苷の 旋律 更 •」 激越 悲壯の 度^ 加へ、 之- -L 諧和乜 ざる 

梵音 はた 三絃の 聲も、 雜 然とし ズ亦 その 中に 雜 じろ。 

,«.< んる  さ：， てん！！ i ひ ？ぅ 

乘圓 遠 離 一切 顯倒 夢想。  、一 

伊 §H 滿 喜三郞 らう だむ す， て、 ベね ぢ しむす， て、 あどら 

、、 、  , ， ， 9  ，  9  , 、 

むす • て、 ぐろ りひ かむ す .て0 

乘 11 1^ 竟 涅槃し 

(忽ち 所 化 長 順 群より 離れ * 舞蕞の 中央に 來リ、 舞妓 

白 萩 LL すれ 建 ふ。) 

0 ふつ、 其方 は：： 

(白获 袖，^ 凝して 退く、 これよ リ長順 は. E 萩，^ 追 ひ 之 

LL からむ。 うかれ 男 その 間 L1 入 リズ 之，^ 妨 ぐる 仕草。 

この 三人の 間に 往々 また 伊 滿の姿 現 はろ。 右手 LL 高 

く 金 十字架.； -捧 ぐ。 金の 十字架 々と 光ろ。 沙門 等 は 

下手の 方、 程よ き 所 Li 立ち並ぶ。 樂聲、 沙門、 伊留滿 

等の 析禱唱 讚の 聲、 諸人の 驚き 叫ぶ 聲、 扮々 簏々 とと 

だえ とだえ 11 ひ  >ら ぐ。) 


長 順 ふつ。 其方 はお 鶴 どのて は ござらぬ か。 

G 萩 さう いふお 前 は 源 さま か。 

長艇 あな、 めづ らしゃ * お 鶴 どの、 其方 は 健て ゐ やった 

か 0 

白 萩 あれな つかし や 源 さま。 

0 最早 其方 は此 世に おりない ものと 思 ひ あきらめ：： 

白 萩 怨めし や 源 さま。 

うかれ 3!- やよ 白 萩、 時が 遲ぅ なる わ、 早 やう 罷 らうと 申 

すに な。 

長 順 an 想 LL 耽ろ が 如く、 夢幻 的 lo 彼の 時 其方 は 全盛 

の 歌 ひ 女、 殊に 但馬守 殿が 執着のお も ひ 者、 われ は 貧し 

き 沙門の 小 俘、 どうせ 儘ならぬ 二人の 中、 思 ふが 迷と 人 

にもい はれ：： 

c 萩 お前 は あむ まり li 合 點：： 

長 順 え、 ま X よ、 さうな り や 人 を も 殺し、 われ も 死に、 

無間地獄に 落ちば 落ちと、 暗夜の 辻に もさ まよ ひしが： 

C 萩 源 さまお 前 も あむ まりな、 などて 一 言 その 事 を わた 

しに 明けて はくれ なんだ：： 

長顺 思へば 女 一 人の ために、 身 を 殺さむ は、 さすが 世間 

の 手前、 人の 思 はく も 恥 かしく • 此 世ながら の梵 涅槃、 

桑門の 道に 入り もし たれ、 そなたと 別れて 四 年の 間：： 
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白获 わたし ゃ夜晝 泣いて 泣いて 11 

うかれ 男 早う 去な うと 申す にな。 

S あれ 諄い 衆ぢ や。 歸 りたく ば 一 人て 行なし やん せい 

な あ a 

長 順 始めは 山の 金 鼓の 音、 梵音樂 を 珍ら しみ、 勤行 唱 讚 

に 耽りし が：： 

c 萩 そんなら お前 は、 私の こと はう ち 忘れて か：： 

長 順 止 觀の窓 を 押し 開き、 四敎の 奥に 尋ね 入れば、 無明 

の 流れ は 法相の 大阒鏡 智と變 り はすれ。 

白获 ：： はれ。 

县順 幼き： g. ゆ こがれた る、 ほの 珍ら かにい と 甘き、 いと 

あえかに もな つかしき 「不可思議」 の m 見 は 我 胸より 全 

く 消えう せ， 遺れ る は 氷の 如き 空の 影 11  (演說 の 調に 

て) 法相 眞 如と いふと 雖. -是 れ佛陀 乃至 傳敎等 沙門の 頭 

を寫 したる 幻の 塔、 夢の 伽藍. どうせ 人の 頭より 出た ほ 

どの もの 故 學んて 悟らぬ 辔 はおりない。 悟と いふ は 益な 

い 徒勞、 わが 望む ところ は 彼の 「不可思議」、 解けが たき 

命の 謎、 一た び 捨てに たろ 無明 煩惱ぢ や。 天台 乃至 傳敎 

はわが 胸中の この 費を盜 みたる、 いはば 物 取 强盜ぢ や。 

宗門 を 蹴らいて 何としょう ぞ。 

>-?f  .0 てい  1 らザャ もてい i ら そ 

所 化 等 (遠くの 方に VO 1, if 諦、 波羅 羯諦、 波羅僭 


ぎ やわて：' 

so 

伊留滿 喜三郞 (前方 LL 立ち 現にれ) ぐらし やす、 あじむ 

す、 もび、 ぶろ ぶてる、 まぐな む、 ぐろ り やむ、 つ あむ、 


(忽ち 門內 沈痛 悲壯 なる ゐ おろん ちえ スの 單奏。 旣 LL 

しズ金 光燥爛 たろ 不可思議の 邪宗 禮拜堂 0 前 LL 現出 

す、 端嚴 美麗な ろ祌 女の 姿。〕 

長 順 (舞踊の 間に 黑き 法衣，^ K ぶ、 華美なる 姿と なろ) あ 

の稱ぢ や。 あの 姿ぢ や。 白 萩。 あれ は 其方の 昔の 姿ぢ 

や 0 

もう 今 は 無い 姿ぢ や。 (跪きて 禮拜 す) 

白 萩 (長 顺 になら ひて 跪く) 、 

伊留滿 喜三郞 どみ ね、 てうす、 れ くす、 けれす もす、 ば 

、、  ， 0  ，  9  9  ，  9  ，，，零，  、、*、、、  、 

てる、 おむ に ぼ てんす、 どみ ね ひり、 うに じえ にて、 え 

す、 きりして、 あるち しめ、 どみ ね、 でう す、 あぐぬ す， 

, ，  , , 9  ,  、、、、 

でい、 ひりう す、 ばと りす：： 

第 三 景 

遠 さ 方に、 再び かすかに 童子 等が 夕 やけの s^。 舞臺， 

杠 色の 露 はやう やう 消え ゆきて • さびしき 靑 色の 光と 

なろ。 後景の 石垣 再び 鮮 かに 前 LL 出づ。 門 内の 樂 1 昔 


378 


前門 寺蠻南 


亦 や、 靜. * リ ゆく。 忽ち 上手に 氣 味わろ き 人聲。 

驟 やい * こり や、 喜 三 郞ょ。 

(^色の 衣。 祷の K 立 高く 取った ろ、 年老い 瘦ぜ 屈み 

たろ 侍 • 太刀の 柄に 手，^ かけつ ゝ 上手より 登場。) 

老いた ろ 侍 (愤 怒の 相貌 恐る しく、 手も體 もうち 顫 へつ 

つ) やい、 喜三郎 よ。 其方 はよ つくも また 此處 へ來 てお 

り やった な。 

伊 留滿喜 三郞 (十字架に て 眼，^ かば ひながら) や、 叔父 

上 か。 - 

老. いたろ 侍 只今 其方の 母御 はな .：： え、 思 ふだに 淚が， 

れる わ：： 其方の 不幸 をう、 怨み、 怨み 死にに 死ん てお 

ぢ やった の ぢゃ。 

伊 SS 滿 喜三郞 ええ、 母 人が 死なれた とや。 

老いた ろ 侍 不 f 奴 1 

伊 留^ 喜 三郎 (！ 1H うな；，： れ， 思 ひ 沈む こなし、 やや ぁリて 

——獨 白) この 大 神の 御爲に は， 母 も 捨て、 妻、 子も捨 

てよ と  ええ. にも 記されて ぉぢ やる わ 11 叔父 

上！ 

老いた る 侍 K. 孝の 罪 はま だし も あれ、 汚ら はしき 異國の 

邪法に 迷 ひ、 剩 さへ、 猥りに 愚人 を 惑 はすと は：： . 

伊留滿 喜三郞 え、 惑 はすと は：： 

老いた ろ 侍 ：：不 、不、 不便ながら 其方の 命 は、 父御に 


代り この 叔父が .：： 思 ひ 知れ * 天の 罰ぢ や。 

(老ぃ.^.^ろ侍o 忽ち 刀，^ 拔ぃズ 伊 留滿の 甘 fj- 落す。 四 

圔の 人々、 传驚き 恐れ 「人 殺ぢ や、 人 殺 や。」 などい 

ひつ 、逃れ 去ろ。 長 順， 白 萩と 沙門 等との みのころ。) 

老いた ろ 侍 (刀の 血，^ 拭 ひ 、鞠に 納めながら、 四 下の 人 は 

眼に 入ら ざろ 如く、 つぶつぶと 獨語) ：： 御、 御先 ffl へ 

の. &譯ぢ や：： 御、 御、 御 先祖への 申譁ぢ や：： (よる 

めきつ つ 上手の 方よ リ 去ろ) 

第一の 所 化 (一歩 前へ 路み 出し 乍ら) やれ、 ロ惜 や、 南 

蠻 寺の 妖術め に 化されて ぉぢ やった と は。 

S  (夢中 Li 老いた ろ 侍の 後 yi- 追 ひゆき て) お 侍、 些と 

待た れい。 

第 1 の 所 化 (忽ち 長 順の 領^ 捉 へて) こや， 長 順。 

畏順 離し やれ、 そこ 離し やれい。 

第一の 所 化 お 主 は 血相 かへ て 何す る 積り ぢ やえ。 

長 順 ふむ. 何を隱 さう 11 徒らに 俗世間の 義理 人情に 囚 

へられ、 新しき 敎の心 もえ 覺らぬ 俗人 原、 あの 老毫の 瘠 

首， 丁 切り、 吉利支 丹宗へ わが 人 門の 手土產 にな 致さむ 所 

存。 

第一の 所 化 何と、 吉利支 丹へ 入門と な。 

長 順 新しき 不可思議 世界へ。 

笫 一 の 所 化 や あい、 同學 衆よ、 長 順が 吉利支 丹へ 改宗 ぢ 
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やと 申し る わ。 

所 化 等 え、 邪宗へ 改宗 ぢ やて や。  .  い 

r「4; び門內 に 樂 5t。 あこが ろる が 如きる まんち つし ゆ 

長頗 おお あの 聲 にあく がる 、のぢ や。 

乘圆 (痛ましき 餌. 祐，^ なし 長 順！ (長 順 眼 差 yJ- 落す.) 

S 如何に 方々、 長 順が 墮 落の 程 はも はや 一 毫の疑 も容 

れぬ 所ち や。 .： 芥赦は 無 ffl, ちゃ。 棒を與 へよ リ 

第一の 所 化 長 順 今 ぞ思ひ 知れ！ (杖 yj- 以て 打た むと す) 

乘^  (之ん」 遮 リズ) ま、 ま、 待た れい 方々、 第一 の笞は 

この 乘圓に 任されよ。 —— 〔庚す〕 やよ、 長 順〕 K 惱六 

根の S めに 妨げられ たる 其方の 心で は、 わが 言 はえ 分る 

まいが、 古き 法類ぢ や、 少時 わがい ふこと を聽 かれよ。 

其方と われと はふと したる 奇緣 により、 兄弟 も 及ばざる 

交 を 結びたり しが、 かの 時 誓 ひし 言の葉 は、 まだえ 忘れ 

は 致すまい がな。 

長 順 ふつ。 

乘 M 大恩 敎 主の 御敎は 日月 輪の 如く 明か なれ ども、 波羅 

密 多の 岸 は 遠く、 鈍根 痴愚の 我等 風情の 求道の 旅 は 中々 

の 難 漉、 それ故に 互に 諌め獎 まし、 過 あれば 戒め 懲ら 

し、 よしや 歩は遲 からう とも、 いやさ 精進 慨怠は ある ま 

いと、 誓 ひし 言葉 も覺 えて 居 やる か。  ； 


長 W 如何にも iio れは 致さない が：： 

乘到 さ.，： ば 長 順。 無 慰 なれ ども 其方が 止觀を 曇らす る 邪 

In^ の 源 を斷ち 吳れ むず。 南無 阿彌 陀怫。 (右手 Li て 腰な 

る 如意 1^ 取リ、 長 K の 額 VJ- 打つ) 護法の 笞、 斬 魔の 劍ぢ 

や 0 

「所 化 等 「南無 阿彌 陀佛、 南無 阿 1? 陀佛」 と ui" へ 乍ら、 

校 て 長 順.^ 打つ。 舞妓. m 萩，^ る，^ ろと して 之.^ か 

ば ふ。 長 M 倒ろ" やがて 沙門の 一 行、 列，^ なし ズ 上手 

の 方に 退く。) 

第 一 の 化 (畏順 fj- 顕リ みつ V) 長 順。 莊嚴 光明の 究竟 

0, 般若 波羅密 多に は 行き もせえ で、 女人の 袖に 隱る X 

と は、 はて、 さて、 お 主た ちに 善う 似合うた 邪宗 門の 勤 

行よ な。 

(衆 僧 列.^ な， I 徐ろに 上手よ リ 去らむ とす 0) 

•  r ゝ しう. J うて：， せつ く；： う-一ん- パ じ やうけ い 

S 白 衆 等 聽說、 黄昏 無常 m,- 

所 化 等 此日已 過、 命卽衰 減、 如少水 魚、 斯有 何樂。 

長 順 (傷 l: 呻きながら 後へ よ リ衆僧 Lit- びかく〕 やよ、 

人々、 などて、 徒に 古人の 敎に 著しくお ぢゃ るの ぢゃ。 

此 「不可思議」 を 見ざる か。 この 「不可思議」 を。 

(門內 の 悲しき 音樂 LL 交りて 小 鐘 聲。) 

所 化 等 諸 衆 等、 當勤 精進、 如 救 頭 燃、 但念苦 {&、 無常 勤 

0. 莫 放逸" 
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長 順 (臉踉 きながら 立ち上りて、 南蠻 寺の 門- SlL 至リ倚 

ろ) おお、 この 不可思議に 醉 はいで、 何の 妙、 寶相 がお 

ぢ やらう もの か、 心の底に 生まる る 赤 兒の聲 は、 いつも 

この 不可思議に こがれて 泣く のぢ や。 

(所 化 等のう ち、 或は 首,^！ 1 らして 長 順 顧ろ もの あ 

S  (所 化 等 lO 天魔 波 旬の 誘惑に、 方々 は 心を勞 する 

と 見 ゆるな。 

長 順 新なる 「不可思議」 の 泉に あこがれて 泣く の ぢゃ。 

(倒ろ) 

S 衆生 無邊 誓願 度， 煩 惱無邊 誓願 斷， 法 門無邊 誓願 知、 

無上 菩薩 誓願 證リ 

所 化 等 南無 阿彌 陀佛， 南無 1: 彌陀怫 • 南無 阿彌 陀佛、 南 

無阿彌 陀怫" (沙門 等 悉く 上手より 去る) 

白 萩 源 さま。 —— あれ 源 さまと した ことが、 もう 聲は聞 

こえぬ さうな。 ま をし 源 さま、 源 さまい のう。 

長 順 (立ち上らむ とする 如く- しして、 また 倒れ伏す) お 

お、 この 「不可思議」 にこが るる わ、 「不可思議」 にこが 

るる わ。 (聲 次第に 弱ろ) 

白 萩 あれ、 源 さま。 まだ 言葉 は 聞こえる かいのう。 源 さ 

ま、 源 さま。 


長顺 (細き =1,^ 開き) お 鶴 どの か。 

白 萩 (泣き伏しながら) あい 。鶴ぢ やわい のう。 

長 K やよ、 お 鶴 どの。 四 邊に人 は 見えぬ かいな。 

白获 (四 下，^ 見廻して) いやいや、 誰も 見えぬ わい な。 

今 中お は 月 も 出ぬ さうな。 

長 順 やよ、 お 鶴 どの。 も そっと 近う 其方の 耳を貸し や。 

白 萩 あい。 

長 順 (言葉，^ 改めて) やよ、 鶴ぶ 曰 其方に 戀 ひこ がれた。 

あの 時の 心が いとしい わい。 あの 時 あの 戀 がかな うたな 

ら、 何も 不可思議 は 欲しう は 無かった のぢ や。 (長 順 

目す) 

(門內 の 鐘聲、 大鐘聲Y^Wて終ろo) 

— 幕 — 
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邊^  B 富 國み田 幕 
圭自  き 物 

助 新 成 子 彥子叔 


第 第 第 

幕 幕 


代議士の 家 (i 蕃 @ 


中 岡 左右 五十 餘歲、 代議士 

氏 宅。 五月 中の E^no 午後 一 時。 後る、 洋館 0 

前、 庭。 芝生の 上 Li はね 布な 膝け たろ 食卓と そ 1^ 圍む 

數 脚の 椅子と。 

國彥と 富 子と 

子 おや. 兄さん、 しばらく：： 

彥 お前 敎會へ 行って 来たの かい。 

子 ええ 0 

彥 おつ 母さん も 御 一緒？ 

子 いんえ、 おつ 母さん 今日はい らっしゃらな いの 0 

彥 どうして たらう 。家に もお 出で ない ねえ。 

子 さう、 それ ぢゃ 私の 後て お出に なった のか しら。 

彥 おつ 母さんが 敎會 へお 出て にならない やうな 事 は 無 

かったら う 0 

子 さう わえ、 どラ したんて せう 0 

彥 何 か 家に 變 つたこと はなかった のかい。 

變 つた 事って？ 變な こと を 仰 やる のね え。 

兄さん は此 四 五日 は屢 家へ 歸 つて 来たが 何 か 陰氣臭 

いや うぢ やな いか。 

富 子 家 は 何時 だって 陰氣 臭い わ。 母さん は、 下町の 町家 

てな けり や 陽 氣な家 はない と 仰 やる わ。 昔 だって 侍の 家 


六十 歳、 代議士 

五十 歲、 その 妻 

二十 七 歳、 長男 

十九 歳、 長女 

四十 歳、 學 校敎授 

六十 五歲、 牧師 

11 一十 歳、 牧師 


時 

現 代 

東 京 

第一 の 現 はれた る 世界 

第二の 隱れ たる 世界 

舊の 第一 の 世界 
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ぉ考 へに なって る やうに。 

面彥 それ はさう さ。 兄さん だって 考 へる こと は ある —— 

然し 昔の やうな 事は考 へない。 主觀 的と 云 ふこと と、 社 

會的 とい ふこと を、 後で 說 明して やる。 兄さんの 考 への. 

多少 變 つたこと を もね 11 だけど 此處の 家 は 入 を 罪人 扱 

ひに 爲 たがる よ。 そり や 基督 敎 徒の 惡ぃ癖 だ。 僕が 高等 

學 校の 時分、 學 校で 敎會の 仲 問と 話 をして ゐ ると、 他の 

人が 魔 自分 達の 惡ロを 言つ て る だら うと 邪推 を 廻 はして 

困った ことがあ るが、 然し 實際 そんな 所 も あろの だ。 だ 

が. H 分の 兄弟から 罪人 扱 ひ を 受ける の は厭ぢ やな いか。 

おつ 母さんな ども、 僕が この 家の 闞を 跨ぐ と、 まるて 惡 

. 魔の 臭で も 着物に 附 いて ゐる やうな 眼 をな さるんだ。 お 

父さん も 僕 を 不良少年 か 高等 遊民の やうに ぉ考 へに なつ 

てい らっしゃ るんだら うよ 0 此處の 家へ 來 ると、 だから 

僕 は 裁判所へ でも 行った やうな 氣持 にな るんだ。 敎會へ 

行かない つて 事が そんなに 惡ぃ 事な のかい。 滞りながら 

兄さん だつ て、 一一 イチ ェ位 は讀 んでゐ るよ。 —— お 父 さ 

ん は 基督 敎徒ぢ やな いぢ やない の。 敎會 なん ぞ行 つたこ 

と はな いぢ やない か。 そして また 世間 も 潔白な 國士 とし 

てのお 父さんの 人格 を 疑 ふ もの は 無 いぢ やない か。 

富 子 (常 Li 復し \^) 私に はむ づ かしい 事 は 分らない の 

よ。 だけどね え 兄さん、 兄さんの 考 へだって、 間違って 


は陰氣 臭かった つて。 兄さん も獨 りて 下宿なん かな さら！ 

ないて、 家へ 歸 つてお 出で なさい よ。  ， 

1： 彥 僕 はこん な 陰氣な 家庭 は 嫌 ひだ。  一 

富 子 獨りぢ やな ほ 寂し いぢゃありません か。 (間) ^ 

え、 兄さん。 (間) 私 一 I どうも さう 疑 はれ て よ I ^ 

兄さん。  一 

彥 む？  一 

子 さあ —— こんな 事 を 言って 可 いのかしら。  . 

彥何？  ， 

子 私：： 兄さん は (斑.^ 赤め、！ ^,.5- 催さむ 許リ とな リ 

て) 兄さん は 背 敎者ぢ やない かと 思 ふの よ。 問 違つ ぷ 

ら 御免下さい。 (兩手 1 ^眼に 赏 てる)  一 

國彥 (感動して) 背敎 者；：： 

富 子 (額,^ 隱し たろ まま。 泣聲〕 兄さん、 私に みんな 言 

はして 下さい。 兄さん は 京都から ぉ歸 りに なつてから、 

舊と はすつ かりお 變 りて すねえ。 母さん もさう 言つ て， 

しった わ。 私、 今日 敎 書で 兄さんの 爲に お祈り をした の； 

てす よ。 兄さん、 また 舊の やうに 信仰に 歸 つて 下さい？ 

E 彥 お前 は 泣て るの かい。 —— さう、 そんな 事 はもう 考 

へた こと はない が —— 成程 兄さん は背敎 者だった かも 知 

れな いね。 

富 子 兄さんのお 顔に はいつ も 不安が 見えて よ。 何 か 始終 
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居ない とも 限らな いんて すから、 も 一 遍考へ 直して 御 S 

なさい よ。 母さん だって 兄さんのお 考 へになる やうに、 

そんなに 兄さんの 窜を惡 く 思つ て いらっしゃ るん ぢ やな 

くって よ。 何時もお 祈の 時には 兄さんの 事ば かり 言 ふの 

S  (苦笑して〕 迷へ る 羊と いふ わけ だな。 おつ 母さん 

は 兄さん を どう 5^ つ てるの だら う。 

赏子 本當 はねえ、 兄さん、 兄さんの 洋服の 隱 しからお 茶 

屋の 書付が 出た ことがある のよ。 

S む？ 

富 子 おつ 母さんが 洋服の ズボン をお 疊 みになる つて 云つ 

て、 皺くちゃ になった 手帛 だの、 煙草 だの をお 出しに な 

つた 時 1 - それが 一緒に 出た のよ。 

國彥 (慚愧 の扣, ^表 はす) 

宮子 その 時 母さん はい や あな 顏を なすった の。 その後て 

みんなに 八 ッ當り をした の。 

网彥 さう、 それ は 兄さん も覺 えが ある。 成程ね え、 自分 

に は 分らない けれども、 さう 云 はれ \ は、 兄さんの 生活 

も變 つて ゐる わえ。 廻りが さう 云 ふ 事に は平氣 だから、. 

何とも 思 はなくな つ てゐ るが  あれ は 何 かの 會て兄 さ 

んが 幹事 を やつ た 事が あ つた 時の ことなの だ。 然しね、 

富ち やん、 8f に 依って は. さう 云 ふやうな 機會 —— お 


酒 を 飲んだり する やうな 事が 多少 あるの は 仕方がな い ね 

え 0 

富 子 皆 さう 云 ふ 風に お 言 ひになる わ —— さう ぉ毋 さんが 

言つ てた わ。 

國彥 さう n 牧師と か哲學 者と かいふ やうに、 書 齋の中 

• て 物を考 へる 人に は、 生活の 純 粹は保 たれる。 少し 大き 

く社會 的の 仕事 をす る 場合に は、 淸獨 併せ 吞 むって 車 も 

必要になる。 

富 子 だから 兄さんの 考 へが 變. つたって 言 ふの よ。 11 0 

さんが さ -っ お 言 ひて したわ。 

國彦 何 だい、 母さんが —— 僕が 神學を やって 牧師に なら 

うと 言った 時、 第一 にお 止めに なった の は 母さん ぢ やな 

いか。 

富 子 私 そんな こと、 ちっとも 知らない わ。 

网彥 女なん ぞ 馬鹿 だ 。男の 造った もの を 唯 奴隸的 に 守つ 

て 行けば 之れ て 可い。 11 あの 時分 は漠の 胸の 中に も^ 

くやう に 理想の 火が 燃えて 居たん だ。 僕に は 天上の 祖國 

が 目の前に 見えて 居た。 到底 法律 學 なんて 云 ふ、 下らな 

い 世間 的の 學問は 出来なかった の だ。 其 時に 一番 先き に 

反對 したの は 母さん ぢ やなかった かい。 肺範學 校の 伯父 

さん を 呼んで 僕に 意見 さしたん だ。 お父さん は氣が 大き 

いから、 そり や 心て は 何とお 思 ひに なって 居た か 分らな 
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いけれ ども. そんな 事に は干涉 なさらない て 放任主義 を 

取って いらし つた。 兄さん は餘 りおつ 母さんが 心配な さ 

ろから、 ぉ氣の 毒に 思った。 是 だけ は 小 代 先生に も 御 相 

談は 出来なかったら うからね。 兄さんが 牧師に ならう と 

思った の は、 小 代 先生の 感化だった から。 —— 僕 は 京都 

へ 行って から も 二 年間 はこの 間 題で 苦しめられた" 大學 

の 始めの 二 年間 は その 爲め學 校 も 面白くな く、 休んで 許 

りゐ た。 それても 成績の 惡 いのは 厭だった よ。 大 學を卒 

業す る 時に 牧師に なった 人が ある。 母さん も 他人の 事 だ 

と 感心な さる。 僕 は その 時分 は 初心て、 物 を 合理的に 考 

へる 性だった から そんな 事が 刺戟に なって、 大ぶ 煩悶し 

たよ。 然し 學 校が 後一 年と いふ 時に、 僕 も かう しちや あ 

居られな いと 考 へた" どうせ 學 校へ 入った 以上 ま づぃ成 

績て 社會へ 出たくない。 11 そして —— 唯競爭 心ば かり 

で 勉強した のさ。 すると 面白い もん ぢ やない か、 今まで 

厭 だとば かり 思つ て 居た 法律 學が 面白くな つた。 

富 子 兄さん はお 出来になる からよ。 

00 その代り、 お前、 兄さんの 心に は 神の 國 より 大事な 

ものが 現 はれて 来たの さ。 

富 子 神の 國 よりです つて。 

國彥 地上の 國家 ，• もっと 大きい 現 實の國 だ。 目前の 事實 

だ。 耶蘇 敎 なん ぞ 馬鹿らしく なった。 


富 子 まあ U 

國彥 合理的な 考を 持つ 男の人に は、 價 値の 變 つた 二つの 

S 威に 同時に 服從 する こと は 出来 はしない。 耶蘇 敎は世 

界 的で、 沒國家 的て、 理想的 だ。 國家 的の 耶蘇 敎 なん ぞ 

有りよう tu はない。 僕 はもう 目に 見えない 祌の 理想なん 

ぞに 係って は 居られない。 さう 云 ふ 風に 兄さんの 思想が 

變 つて 来た。 それ を 母さんが また 舊の 所へ 房 さう つて、 

出来る 箬 は 有り やしない。 いくら 親 だって 子供の 思想 ま 

で 干涉 する こと は 出来ない。 

富 子 ひどい わ。 

國彥 ひどい 事が ある もの か。 女なん ぞ、 馬鹿て 保守的て、 

昔の 人が 定めた 宗敎、 道 德の機 威に 從 ふが 可い。 新しい 

もの を 創 成して やる の は 男の 仕事 だ、 男 は 思想が ずん ず 

ん 進歩して 行って， それ を その 度 毎に 實行 すり や 破壞ば 

かりにな るから、 そこに 女が 調停者に なって、 一定の 時 

期 だけ、 型に して 保存して 置く の だ。 それが K 對 になつ 

て、 女の 保守が 男の 進步を 阻害し ちゃなら ない。 女に 世 

話を燒 かれる の は 子供の うちだけ の 事 だ。 ツァラ ッ スト 

ラの 外套の 隱 しから 「眞 理」 が 何と 叫んだ。 「お前 は 女の 

所へ 行く のか。 鞭 を 忘れて 行つ ちゃ 不可ん ぞ， 鞭 を。」 

富 子 そり や、 兄さん は 知識が お 有ん なさる から 理窟 は ど 
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理想的に 調和す ろ 例 は餘り 世間に ない。 羨んで 可い くら 

ゐ だ。 

富 子 いやよ、 兄さん、 そんな 事 はま だ 極った んぢ やない 

のよ。 

國彥 兄さん は 戯談を 言って るん ぢ やない。 まだ 極ん ない 

のなら、 早く 極める が 可い。 11 兄さん は 背敎者 だが、 

お前の 結婚の 時には、 お 祝 ひしょう。 

富 子 (兄の 竊 1^ 見、 案外 に まじめの 相な ろが お LL 、俯く。〕 

(玄關 にて 戶の 開く 昔。) 

國彦 おつ 母さん だら ぅリ 

富 子 さう でせ ぅ虼 度。 (去ろ) 

(富 子と 母と。 0 

みき子 (冷淡に) おや、 いらっしゃい * 

00  (輕く  < ^"释 す〕 

みさ子 (次の間 LL 入ろ) 

國彥 どうも 皆遲 いね。 

(冉 び玄闞 LL て 物音。) 

國彥 今度 は 誰 だら う。 お父さん かしら。 

富 子 さう ねえ。 (去ろ) 

(富 子と 田？ fJ! と。) 

國彥 おや。 

田 今日は。 久しく 會 ひませんで したねえ。 大 暦御储 


うで. M- 附 くわ。 

國彥 理窟 ぢ やない、 眞理 だ。 

富 子 私に は 何も 分りません から、 兎に角 兄さん、 好く 考 

へて 下さいよ。 もう 一時が 打ち ましたよ。 そり や 私 は 兄 

さん を i^E 用し てるのよ。 時 子さん なんか は、 私が 餘 まり 

兄さんの 事ば かり 言う つ て 言つ て 笑 ふくら ゐょ。 

國彥 有り難う。 心配し ないで 見て お出て よ。 大きな 善人 

は、 大きな 惡を も爲ろ 事が 出来る 人 がらで なけり や、 出 

来な いんだ。 兄さんが 新しい 敎を說 いたら まづ 第一 に歸 

依す るんだ よ、 可い かい。 (笑) 

子 そり や 其 時に ならな くち や 分らない わ。 

彥 皆な 遲 いね。 今日の B 曜會 はお 流れ かしら。 

子 お流れに なること はない わ。 いつも 一時 過てな けり 

や 始まらな いのよ 0 

S また 師範 學 校の 伯父さんが 來る だら う、 田邊 さん も 

お出で かい。 

宮子 多分 お出でにな るん， てせ う。 

S 田 邊君は 11 田邊 君と して は —— 立派な 人 だ。 兄 さ 

んも 運命に 依って は あ、 成った かも 知れない。 あんな 立 

派な 入に 愛せられろ お前 は 幸福 だ 。 

常 子 (餌，^1|€くす。 俯く) 

§ 戀 愛と 結婚と 云 ふこと が、 お前さん たも 見た やうに、 


家の 士議代 


386 


に兑 えます 0 

國彥 さう です か、 有り難う。 少し 旅行 をして 居ました か 

ら 0 

田邊 もうお 體 はすつ かり 好う ございま すか。 

國彥 有り難う。 すっかり 好い のです。 

E 邊 夏休みに お 目に 掛 つた 切りで. L たね。 —— お勤めの 

方 は？ 

國彥 まだ ぶら/,, ^して 居ます。 東京の 大學 て、 大學院 へ 

人り ました 0 

田邊 さう さう、 その 事 は 伺って 居りました 。さう です ね 

え。 贵 方に はやつ ばり 學 問の 方が お向きで せう。 

阔彥 さう 云 ふわけ ではない のです。 一生 學 者で 暮す箬 で 

はない のです。 口が 見付かる まで、 腰かけです。 

田邊 然し 學 者の 生活の 方が、 思想の 純 粹が保 たれて 可い 

てせ う。 間へ 出る と いろんな 危險 があります から。 

网彥 私が 實世 問の 危險 に堪 へられな いと 云 ふお 考 へです 

か。 

田 憑 いや 決して、 決して。 そんな わけ ぢ やな いんです。 

0 危險に 臨む の もまた 趣味で せう。 

E 浚 私 はさう は 思 ひません。 態々 .H 分 を 不愉快な 危險の 

地 に^く 必要 はない と 思 ひます。 例へば 政治です ね 11 

一 度宗敎 的の 覺を 通つ て 来た 人が、 寶際 苦痛な しに、 


日本の 政界へ 飛び込む ことが 出来る てせ うか。 

國彥 國 家の 政治 機關を 否定し ようと 云 ふので すか。 

田邊 いや、 私 はそんな 抽象的な 理窟 を 言 ふので はない。 

現狀を 指して 言 ふの てす。 無論 資 方の お 父 さま 見た やう 

な 方 もお 有りです。 が 、然し， お 父 さまの 立場と しても、 

內 心に 苦痛 はお 有り だら うと 私は考 へる のです よ。 

國彥 凡ての 人が 祌の國 からの 派 造 者て な い で せ ラ 0 

E 逢 然し さう 一 K ふ 渦屮に 投じないで、 安らかに in 己の 純 

粹を 保つ 事の 出来る 領域が 許されて あるなら、 そこに 住 

んで 居た 方が 可いで せう。 

國彥 ft 方 は 消極 論者です ね。 

S いや、 私 は 積極 論者の 積り です。 

國彥 どうして てす。 

E 遂 私の場合に は 一切の 妥協 調 iS: に 就かない からです。 

0  (いやな 餌.^ する) さう です 個人主義の 立場から は 

m 極論 者です。 

E 迻 そんな 主義から ではな いのです。 心 か ら の 要求で 

す 0 

富 子 (話 1^ 外ら さんと して) 何故 今日は みんな 遲 いでせ 

1 —— 先生、 今 曰のお 話は大 變むづ かしう ございまし 

たね。 私共に は 分らない 所が ありました。 

田 迻 さう でした かねえ。 私の 云 ひやう が惡 るかつ たんて 
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せう" 皆さん 解らない つてお 云 ひです か。 

常 子 皆さんお 解りで せう けれども —— 

田 经 僕 もね、 今 一寸 革命が 起り かけて ゐ るから I— もつ 

と廣 い、 もっと 基督に 近い 敎義に 就て 考 へて ゐる —— 僕 

はべ ルグソ ンを讀 んで大 に 動かされた —— 

富 子 おやまた お客さん らしい。 (去ろ) 

m.^  は 今 本 を 書かう として ゐ るが、 そしたら 或は 小 代 

先生と 衝突し はしまい かと 思 ふ —— 

國彥 若い 時代に は 若い 思想が 必耍 だ。 君の 良心の 求む る 

所な" 、 構 はな い か ら やり 給 へ 。 小 代 先生 の 宗 敎はパ 才 

n の 亜流 だ、 それと 東洋 思想との 結び付いた 偏狭な 嚴肅 

主義 だ。 —— 君 だから 云 ふが、 僕の 母 はや はりあの 通り 

の！ g 肅 主義者 だ。 —— 僕 は 無論 父 をば 尊敬す るが、 僕の 

父は敎 徒で はない。 ー體 日本の 家庭に 本當の 基督 敎 徒の 

家庭が ある だら うか。 

田邊 それ は 有る、 少 いに は少 いが I . 

M 彥 恐らく 表面 だけの 妥協 だら う。 形式的の こと だら 

う。 

S さう 云 ふべき ではない。 11 然し 時勢が 宗敎的 感激 

に 乏しい と 云 ふこと は事實 だが 11 

(富 子。 山 u 氏。) 

(人々 交互に 挨投 すろ。) 


(M 彥と E 透と は 一 たび 庭の 彼方に 去リ。 冉び舊 位置 

に 屍リ來 る。) 

國彥 どうも 舊とは 感激の 源が 變 つて 来た やうに 思 ふ。 今 

僕 は實行 の 欲望に 燃え て 居る の です。 實 世間 的 の 辜 業が 

したい。 そして また. IJt 世 II 的の 快 樂が昧 ひたい。 11 僕 

は 形式的な 宗敎の 敎錢に 縛られる より、 自分の 本 當の欲 

求に 從ふ 方が 一 層 人間的 だと 思 ふ。 僕 は宗敎 的の en 己 内 

省なん ぞは厭 だ。 內 生活に 沈潜す ると、 實行的 方面の 能 

力が 鈍ろ からね。 

田邊 さう 云って 多くの 事業家 は靈の 上に 蹉跌す るよ。 

S 然し 僕 は往々 、僕の 體の 中に 殘 つて ゐる 耶蘇 敎の血 

を ふ 位 だ U 

田邊 おお、 全く * 货敎 者の 言 紫 だ。 

(玄 關にズ 人.： 老牧师 小 代氏來 る。 人々 此人 v?^ 迎 

へ、 尊敬，^ 現 はす 0) 

(椅子ば 食卓より 遠ざけられ、 人々 芝生の 上に 不规則 

に 坐す〕 

小 代 大部 夏ら しくな りました な。 (國 彥， 兑 1^) お、、 

久しぶり。 どうです、 近頃 は。 

國彥 (小學 校 生徒の 敎師 Li 對 する 時の 如き 畏怖と、 家 

苦 貴との 心 持) いや：： 

小 代 さう、 さう、 君 はもう 大學を 出た のだった ねり 法學 
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士か。 幾つ、 幾って したな あ、 年 は。 

みき子 二十 六です。 11 おや、 七だった ねえ。 

國彥 二十 七です。 

小 代 ちっとも やって 來な いぢ やない か、 來 給へ ちっと。 

國 彥 (額 fJ- 赤め ろ) 

(最後に 主人 來 ろ。) 

叔 や、 今日は 大 變失禮 しました。 何時も B 曜日 は 開けて 

置く のて すが、 急に 今日は 用が 出来て 呼び立てられ たも 

のて すから 11 一寸 御免下さい。 着物 を 着か へて 來ま 

す 0 

(下女^ オイ 等、、 の 間に 众卓 1^ 調へ ろ。) 

みき子 さあ、 それ ぢゃ 皆さん、 何にもありません が、 食 

卓に 御 就き 下さ い。 

(人々 食卓-」 就く。) 

(主人 和服と な リズ 來リ群 LL 加ば る 0) 

小 代 (祈ろ) 今日 —— 私共が、 かかる 些細な、 然し 淸ぃ 

築り を、 此處に 持つ ことの 出來 るの を、 あなたのお 力と 

思 ひ、 感謝いた します。 どうぞ かう 云 ふ機會 にも —— か 

う 云ふ單 なる 食事に 於ても、 あなたの 御 力の 現 はれん こ 

と を 望みます。 そして 是が あなたの 爲 めに 善き 働き をな 

す めの 糧と なることの 出來 るの を 望みます。 この 祈 

を、 主 イエスの 御名 を 通じて 聞し めされむ こと を。 




(人々 稽首す。 主人と 山 口 氏と は 唯沈默 しズゐ ろ〕 國 

彥は其 額に 異常な ろ 自家 苦責の 相 1 ^見せて、 同じく 沈 

K して ゐろ 0) 

みさ子 さあ、 何もありません、 粗末な ものて すけれ ど、 

召 上って 下さい。 

岩 代 いや 、結構です。 (人々 食事 vJ- 始む) 津 田さん， 大 

分 今度の 司法 事件 はや かまし くな りました な。 

叔 いや どうも 政事の こと は、 いつも ごたごた ばかりで 困 

つた ものです。 

岩 代 日 糖 事件 以來 兎角 ごたごたが ありますな。 

みき子 ねえ、 先生. 如何な もので せう。 か- r 社會の 上流 

の 方々 が牢 などへ 入る やうに なったら、 敎 育の 爲 めに 善 

く はないで せう がね え。 ー— 

小 代 どうも 仕方がない-てすな あ。 各自 SI 分の 家庭 だけ づ 

っを淸 潔に して 行く より 外 は 仕方がな いてせ ラ。 

山 口 ど、 r も 近代の 經濟 主義の 餘 弊です な。 

叔 政治家 は 誰も 彼 も皆惡 人の やうに 世間て は 思って ゐま 

すな。 

小 代 我々 素人が 考 へても、 政治 社 會には どこに も かしこ 

にも 屹度 暗い 所があって、 偶然 光て 照らされた 一 角 だけ 

が 罪と なって 現 はれる やうに 見えます な あ。 

叔 心外です が 已むを ません な。 
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みき子 今度なん ぞも 是非 さう 云ふ姆 にしなければ ならな 

かった もので せう か。 それともお 上の 方の 手心で どうも 

なるやうな ものて せう か 0 

小 代 さて、 そこが 間 題て すな あ。 

田迻 私 は 時々 さう 思 ふこと があります よ。 ー體 裁く 人 を 

誰が 裁く かって。 —— . 

みき子 何です か、 西洋に は戰爭 があって • 理が 否で も强 

いものが 勝つ と 云 ふこと が 露骨に 知れて まゐ りました し 

.  また B 本 は B 本で、 今まで 立派な 方々 とば かり 思つ 

てゐた 人樣が 罪人に なったり します と I 何 かかう 大そ 

ぅ氣 味が 惡く思 はれて なりません U 

山 口  (多少 皮肉に) 西洋の 耶蘇 敎的 德も 多少 疑 はれて 

來 ましたな。 

小 代 ^と 政治との 混 ％ は ど う も 弊害が ある もの だが 

叔 どう， な、 政治に は 政權、 金 機の 爭が 始終 附隨 して ゐ るの 

ですから、 往々 罪惡も 生ずる のです よ。 それに 御存知て 

せう が、 代議士と いふ ものが、 みんな 立派な 紳士と して 

敎 養の ある ものと 限りません からな。 

小 代 何時ぞや は 議會の 中に 大變 な騷 動が 起った と 云 ふこ 

とてした が、 資際 あんな ものて すかな。 

叔 殘 念ながら、 珍ら しい ことて はありません。 


田 邊 官吏 や 政治家 は、 今 何と 云つ て も 一 番尊 敬され て 居 

るので すから、 政治家の 一 は 一 番 世間に 影響す ろ だら 

うと 思 ひます が  

小 代 (皮肉 に) さう さ。 宗敎 ゃ道德 などの 權咸を も. 凡 

て 政府の 機關の 下に 置かう と 云 ふ 位 だから 11 いっかの 

三敎會 同の やうに。 

山 口 あはれ さう お取りに なって は 不可いで せう。 何も 別 

に 内務省 や 文部省 を 道 德の府 にしようと したわけ. て も 無 

いてせ う。 

小 代 ^次 は あれて 何を爲 ようと 思った のかし れんて。 

山 口 然し 西洋に も 近頃 は、 宗敎 などに も國家 的の 觀念を 

加へ ようと 論じる 人が 多い やうて すな。 宗敎 だとても 一 

槪に 世界的の もの だと は 限らないで せう。 一番 世界的の 

宗敎を 持つ て 居る 印度人の 運命 はどうで せう か。 私の 考 

へで は、 人道な ども もっと 差別 的て なければ ならない の 

てすな。 實 行の 本源 は簡 家です から。 無論 排外的な、 頑 

迷 偏狭な 主我 的 の 愛國 主義 は 不可 い の です が 、 國家的 生 

活を 離れて、 人道の 資現を 望む こと は 出来ない のて すか 

ら、 人道の 理想の 實現 上、 極めて 重大な 使命 を 有する 自 

覺の 上に 立つ た國家 主義 を 建 てなければ ならない てせ 

う 。私な ども 三 敎會同 は 時機 を 得た ものと 思った のて す。 

小 代 さう ですな。 何 寧， 政府の 力 を 待， i ；,」 なくて はなら な 
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ぃ國 ですから。 

叔 それ はや はり 民間に 金がないから でせ、 「な。 亜 米 利 加 

など は 民間に 金が あるから、 敎育 でも、 ェ荣て も、 民間 

の 事業と して どしどし 發 達して 居ます。 

小 代 (みき子に) さう さう、 贵 方に はま だお 話しません 

けれども、 我々 の敎會 もやう やう ミツ ショナ リイの 手 か 

ら 立 が 出來 さうて すよ。 —— 亜米利加から 歸 朝した 冇 

力な 信者が 出來 ましてね。 

みさ子 へえ、 それ は 好う 御座いま すね。 

小 代 或は 會堂の 建築に も 来年の 春 あたり は 取り かかる 事 

が 出来る かも 知れません リ 

叔 寄附 金の 方 は 大分 集りました か。 

小 代 塚 村さん が 11 今の 亜米利加から 歸 つた 事業家て す 

が 、其 人が 亡くなつ た 奥さんの 記念 として 二 蓖圆 寄附す 

る ことにな りました から 0 

叔 嫁 村？  2^ 村 銀行の 嫁村ぢ やありません か。 

小 代 や、 さうて せう。 

叔 (額 1^ 聾め ろ) 

小 代 御存知て すか。 

叔 いや、 知りません が。 

山 口 貴方の 敎會. て は 金 持 を 優遇す ると 云 ふ 評判が ありま 

すな あ 0 
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小 代 >  J んな廣 い 家な ら靜か な 部屋 は 幾ら て も ある ぢゃぁ 

りません か。 I 國彥君 もまた 少し 敎會 へ來 たまへ。 

S  (餌.^ 赤く すろ) 

小 代 下. S などに 居る と St 浪人 奥くな つて 不可ん よ。 (み 

き 子に) どうも 下宿に 居る の は 善くない やう だな。 殊 

に 大學 の 上級 と か 、 大學を 卒業 して は 不可ない やう だ。 

う もの 敎會の ものても、 下竊に 居る もの は 善くな いやう 

だ。 交際 は廣 くなる。 いろんな .好 が 来る。 酒は飮 む。 夜 

は 夜 深し をす る。 そ れ-て も 社會 はもう 學 生で はない から 

干涉 しないが、 あれて は 浮浪 人 も 一緒 だ。 

0  (1^^^^§はす) 

小 代 奮 慕の 時代に は 武士道と 云 ふやうな ものが あって、 

侍の 問に はお 互に 禮儀 があった の だが —— 今 は も う 全く 

方便 主義 だから = それ は舉 問と かェ 菜と かの、 特別の 仕 

事に は 働いて ゐる だら う が 、 道德的 の 意義な ど は 乏しい 

もの. てすな。 我々 は 國豫君 見た やうな 人から. 11 別に 

宗敎家 を 望 むので はない が、 敎 徒 として 立派に 實 世間 

に 働く 人を耍 求したい のて すな あ。 

(嚮 の婢 W び來 ろ。) 

婢 何 か 急用て、 是非 五分 問て 宜しう ございま すから、 お 

n にか かりたう 御麼 いますと 申して ります。 

叔 (^な^む) さう か、 それ ぢゃ應 接 間へ 待た してお け。 


(み. V 、子に〕 中 岡 だ。 

(婢 去ろ。) 

S 私 は 感激の ない —— 形式に 使 はれる の は 嫌 ひて すか 

ら 11 私 はもつ と 自分の、 本 當に思 ふことの 通りに して 

見る 積り てす。 

小 代 君の 本當に 思ふ亊 は、 まあ どんな 窜 てす。 

國彥 もっと 人間ら しい 事です J —— 道德て も、 法律で も、 

宗教ても 11 昔からの 習慣 や、 何 かて は 無く、 もっと 本 

當の人 問の 要求に 添った ものにする のです。 —— 敎， |3 な 

んて 形式的の ものて なく I . 

叔 私 は失醮 です が、 一寸 中座し ます. どうも 1 刻.^ 靜か 

にして は 置かない のて すから。 (去ろ) 

小 代 S さう いふ 風な 事 を 近頃の 靑年， は 言 ふが、 どうも 僕 

に は 好く 分らない が I— 然し 道德 上の 交友がない と， S 

德の 意識 は衰 へて ゆく。 敎會は 一 方から 云へば、 多少 形 

式 的な ものであるが、 然し その 形式 とても、 放縦に は 勝 

るの だから。 今 君、 敎會を 離れて 見た まへ、 全く 世間の 

人の やうに， 今日 主義に な つてし ま ふよ。 もっと 立派 

な、 宗敎 的の 感激に 滿 ちた、 緊張した 生活 を 創造したい 

ぢ やない か。 

S 貴方 は 私の 生活が 如何に- - 醜い * 惡 いもの チヤう に 

ぉ考 へに なって 居る のです ね。 それ は 基督 敎 の 外 思想 


392 


家の 士議代 


です。 自分の 敎派 以外の もの は 皆 罪惡視 する， 獄吏の 思 

想です。 私 はもう 基督 敎 徒て は 無い のて すが、 自分の 良 

心に 恥ぢ ない、 人間の もっと 本然 的な、 好い 生活 を して 

居る つもりです。 

みき子 お前 は 何て 云 ふ 物の 言 ひじな をす るの だえ。 

小 代 (人惡 く) ねえ、 國彥 君. 撲には 君の 話の 間に、 ち 

らちら と、 君が どうも 安んじて 居ない 所の あるの が 見え 

るが ねえ、 唯 僕 は 君が 何 かする 時には、 本當に 一 遍 反省 

して 見てから する やうに 忠告して 置きたい ねえ。 1 遍實 

行に なった 過 は 取り返しが つかない から。 

國彥 先生 は 何 か 私の 行爲 に不德 でもあった やうに お話し 

なさい ますね 0 

小 代 いや そんな 事 はない。 無論 具體 的に 言った のぢ やな 

い。 . I 諸君 我々 は國彥 君の 爲 めに 祝 は うぢ や ありませ 

んか。 國彥 君の 門出に 當 つて、 今後の 多幸て ある こと を。 

(人々 立ち上 リか けろ 0) 

國彥 (激して) 先生、 義務づけられ るの は 厭です。 私 は 

私の 心の 外に、 11 若し 今 貴方から 祝福して 頂く と、 私 

は 自分の 心 を 枉げて も. 貴方の 御 心 持に 順應 する やうな 

氣 になり ますから —— 私と 貴方が たと は 考も心 持 も大變 

變 つて 居る のです。 私 は  一 SS 贵 方が たと 一緒に 食事す る 

のが 間違って 居た のです。 かう 云 ふ淸ぃ 席に、 背教者た 


る 私の 居た こと は 善くなかった のです。 私 は 行きます。 

(去ろ) 

小 代 (皮肉に) 現代人 だ。 

(1 種の 扣そ ぐばぬ 心 持に て 人々 相對 す。) 

みき子 先生、 國彦は 我々 から 失 はれた のでせ うか。 

小 代 決して さうて はない。 國彥君 は 心 を 持って 居られ 

る。 何よりも 先き に 我々 は. 國彥君 を 呼び 戾 さなくて は 

なりません。 我々 は 我々 の 周 園から. 神の 國の赏 現 をし 

て 行かねば ならん のです か ら。 

(主人 再び リ來 る。 全く 別の 世界よ リ來リ しが 如 

き， 苦 11 の 相其籙 LL 現 はろ。) 

みき子 中 岡さん はもう ぉ歸 りに なりました か。 

叔 歸 つた。 

みき子 何 W です かリ 

叔 いや 大した こと. ちゃなかった。 

みさ子 おや 富 やう やん、 どうしたの 0 

富 子 先生。 (流涕 す。 跪き ズ兩 手，^ 合 はぜる) 先生， 兄 

さん を 救って やって 下さい。 

— 幕 — 
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多 文 四 そ 覆 

く 人の 眼 

のの  の 

m 紳乂靑 
女 江 士人年 


0  (下手よ リ來れ ろ 女) 今 何 を やって るの。 

〇 長 の 踊よ U 

0 誰 だ、 誰 だ。 

〇 市松に 鶴 子に 松 わかよ。 

〇 地 は 誰が 彈 いてる の。 

〇 百合 子さん よ。 

〇 隨分 今度 は盛會 ねえ。 ぎっしり だ わ。 

〇 おや、 お 仙ち やん 今晩は。 

〇 今晩は。 能う いらっしゃい。 

〇 君 も 出る のかい。 

〇 もう 濟ん だのよ。 

〇 それで 踊った のかい。 

〇 まさか。 高音に 出た のよ。 

0 鷥 見たい だな。 藪鬆だ らう。 

〇 どうせ さうよ U 貴方 見たい にどら 犬ぢ やなく つてよ。 

(奧 Li て 噃采の 聲。) 

(一 群の 妓女 石椅の 踊の 衣裳 LL ズ 上手の { せに 入- Co) 

(人々 の 出入 少時 浪雜 すろ。) 

〇 どうも 御苦勞 さま。 

〇 有り難う。 

〇 綺麗だった わ。 

〇 隨分 見に くかった でせ う、 姉さん。 


第二 幕 

人 物 


五 =： 半の 午後 五 時 ごる。 

或ろ 大. V  、なろ 料 现屋に 於て 妓女 の ？，！ 習會ぁ ろ 日。 

ltS<i は 二 間 絞 さの 仕度 部 な 現ば し、 舞踊の 舞 15^ は そ 

の奧 にあろ 心 持。 下手の 換ょリ そこの 觀覽 客に 通じ、 

上手よ リば その 舞 察 奥の間に 通す。 

上手の 室に は 調度 混雜 す。 下手の 室 Li は藝人 男女の は 

入す ろ もの ぁリ。 

n 未だ 全く 1* れた ろに は あられ どむ、 華燭 旣に點 き、 

紅 紫 等 色彩 絢 魔の 調度 及び 女人の^ 腻 に^り、 燦々 の 

美 現 はし、 且つ 昔 曲の 綾 調の 加に ろ あ リズ、 前の 第 

一 の 世界と は 全く 異リ たろ 情調 的雰 圍氣， か 現す。 

この 第二の 世界 は、 第一 、 第三 幕の 間に、 ^ んど 聯絡 

なく 挿入せられ、 ^も 咭 變 ，^以てすろ夢の場の如 

さ 看，^ なす。 
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〇 大變に 結構よ。 

〇 ああら お 世 一! ばかし。 

〇 今晩は。 

〇 今晩は。 

(老人。) 

老人 ー龜 さん は 居ません か。 もう 直ぐ 始まり ますよ。 仕 

樣 がない。 どこへ 行つ たんだら う。 ー龜 さんに 雛 子 さ 

ん。 ー龜 さんに 雛 子さん。 (去ろ) 

〇 ぉ龜 さんに 雛つ 子さん。 

(人 々笑 ふ。〕 

(三人の 女。) 

〇 私 も <5 の 會には 出よう かしら。 

〇 お出な さいよ 、あんた。 

0 氣味， が惡 いわねえ。 

〇 構ばない から 出て 御 ia なさい よ。 

〇 だけど 不可い わ。 もっと 上手に ならな くつち や あ。 

0 そんな 事 を 言って た 曰に や 出る 時 はあり やしない わ。 

〇 餘り 遠" 臆して ゐ ちゃ、 藝は 上らな い つ て 言 ふわ。 

〇 それ もさう ねえ。 私が 出たら 誰か 上調子 を彈 いて くれ 

る 人が あるか しら。 

〇 お前さん 立て 出る の。 

〇 いんえ てな くつ もや。 


〇 唄なん かどうても 可い から 私 三味線が 上手に なりたい 

〇 私祌 田の 方へ 行かう かしら。 

〇 淺草 へい らっしゃ いな。 

〇 いやよ。 私祌 W へ 行く のよ。 おつ 母さんが その 方が 可 

いと 言 ふの よ。 

〇 あの人の 三味線 は. 遞 がうる さいね え。 

〇 大きな 聲. て そんな 事 を 言 ふと 聞え ますよ。 

〇 もう 始まる のよ。 

〇 さよち やんだ わね。 さよち やん は 巧 いわねえ 0 

〇 だけど あの人 は 早 間 だ わ。 

〇 あの人 は綱吉 さんに 夢 巾なん だか. j: 眞似 をす るの よ。 

〇 綱吉 さん は 樣子は 好い けど 恐 い わ〕 あんな 人 は 恐い 

〇 本當 よ。 

〇 藝人は 恐い、 恐い。 

〇 入って 見 ませうよ。 

〇 さう わえ、 おや 中 岡さん が 居る わ。 あの方の 御 連の 方 

が 大分 見える わ。 广 人々 去ろ) 

(後方の^^Hにて音s始まろo) 

(舞 i?s! にに 三 四の 男女の 後ス むきにな リズ 後方の 内 

t ^眺めて 居ろ ものが ある。) 
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文 女 文 女 文 女 文 女 文 女 文 女 


〇 姉さん、 今晩は U 

文 江 あんた も、 っ濟ん だの。 

〇 え、 一 っ濟ん だの。 も 一 度 地に 出る の。 

文 江 忙 がしい のね え。 若い-., ちに たんと お働きなさい。 

〇 まあ、 有り難い わね え〕 

(看客、 遊子、 妓女 等の 會話 はせ しく 機に 臨み 變 すろ 

所 あろべ し。) 

(二人の^ ハヰ。 孰れ も 和装 LL しズ、 、つちの 一 人 は 片眼 

1^ 繃帶 して 居る。) 

覆 服の 责年 (文 江の 前に 立ち ふさがる) 

文 江 まあ、 山さん なの。 誰かと 思った。 

覆 眼の f:^ もう 濟ん だの。 

文 江 (T 寧に、 殷 iLi 、つくる つたる 口調に VO いんえ、 

まだ これから なの。 まあ 好く 來て 下す つたの ねえ。 (他 

の靑 年に) 今晩は。 この間 は。 

笫 二の 靑ハゃ あれから どうしたい。 

文 江 (蓮 葉 Li 、ぞんざいに〕 隨分 しど いわねえ、 もうす 

つかり 醉っ ちゃって、 家へ 歸 つたの も 分ら ない くら 

ゐょ 0 

^二の 靑年 (皮肉に) 臚だ らう。 種 は 上って るよ。 

文 江 何に？ 可笑しい こと を 言 ふの ね U 

第二の 靑年 君が いくら 隱 したつ ご、 もうす つか" 山 君 か 


Gg, 者 文 江、 料理屋の 女中。) 

屮 山さん からさつ き 電話が か、 つて 來 たのよ。 

d 今 tr 來 るって？ 

中 二三 人で いらっしゃる かも 知れない つて。 

江 知れな いのは 心細い わね。 

中 大抵い らしゃる のよ。 今夜 は 何 かお 奢ん なさい。 

江 その 時に なって 见 なくち や 分らない わ。 奢る かも 知 

れな いわ。 

中 あんた も 亦 知れない 方の ね。 

江 お 座敷が あつたの？ 

屮 離れの 六 @1 が 一 つ 明いて る わ。 

江 狹 いわね。 

中 外 はも、 つ 皆 ふさがって 居 るん てす もの。 

江 狹 くっても 離れなら 可い わ。 

女中 山さん は本當 の名ぢ やな いんです つてね。 

文 江 さう、 維に 聞いた の。 

女中 この 問お 速れ の 方が 仰し つたわ。 

文 江 さう。 私に は敎 へない のよ。 今夜 来たら 苛めて やら 

う。 

(出入の 人に 交互 に 挨投し 或は 戯譃. ^なす。) 

(後方の 昔 樂 佳境に 入る。) 

文 江 さよち やん 好い^ わえ。 
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ら g| いちゃつ たよ リ 

文 江 (一種の 媳 態.^ 示した る 笑 ひ 方 VJ- すろ) 何 を 言って 

るの。 餘程 あんた もお たんちん ね。 ！ (覆 服の 靑 年に) 

どうな すった の、 お 眼 は。 

稷 眼の 靑年 トラ ホォ ム。 

文 江 あら 恐 いわねえ。 移る てせ う。 

第二の 靑年 (狡 措な ろ 笑 ひ vS- して) 移った つて 大丈夫 だ 

よ。 眼 だから、 安心す るが 可い。 

文 江 どうして 眼なら 可い の。 (急に 1H 示,^ 解した ろ 如 

く、  is- 二の 靑. Bf,^ 誇張した ろ 眼 LL て 叱しながら) あん 

たはい け 好かない 人 わえ。 

笫 二の 靑年 所が 本當は 眼が 惡 いん ぢ やな いんだよ。 今日 

實は山 君 を 僕が 無理に 引つ ばって 来たんだ。 先生 例に よ 

つて、 まつ 暗な 本の 一杯つ まって ゐる 部屋の 中で 勉強し 

てゐ るの だら う。 そこへ 僕が 尋ねて 行った のさ。 そして 

ファウスト 先生と 呼んだ もの さ。 

文 江 フワ スト 先生って 何な の。 

第二の 靑年 お前さん は 帝劇の 伊場 孝の 芝居 を 見ない から 

話に ならない よ。 

文 江 見た わ、 幽靈の 芝居で せう。 

第二の 靑年 まづ聽 いて お出でよ。 先生 大分 御 勉強です 

な。 わつ も は メフィ ストて すと 言った わ。 


文 江 あんた 何處 かて 召 上って いらし つたの ね。 

笫 二の |« 年 先生 大分 御 勉強の やうて すが、 今 は 氣候も 夏 

の 初めです ぜ。 一寸 窓から 首 を 出して 御覽 なさい、 椎の 

樹には 花が 一杯 さいて、 ぶんぷん と 好い 香 を 立てて るぢ 

やありません か 0 あの 香 を かぐと、 全く 海の そばへ 行つ 

たやうな 氣 になります ねえ 0 心が すう つ と 紫色の 水平 

線へ 消えて ゆく やうで さあ。 人生 は 快活です。 愉快で 

す。 もっと 縹渺 として 居て 面白い ところです。 さあ 書齋 

をお 出なさい。 街頭へ で ませう。 街 は 夏に なって、 女の 

人が 綺麗です ぜ。 さあ 耶蘇 敎の臭 ひ を 洗 ひませ う。 人の 

家の 軒に は 丁度 火が 點く 頃です。 歡樂 はこれ からです つ 

て —— さう 云つ て 無理に ファ ウス ト 先生 を 引つ ばつ て來 

た の さ 0 

文 江 フワ スト 先生 はお 氣の 毒ね え。 

第二の 靑年 然し その 御 氣の毒 は 愉快な お 氣の毒 だから 可 

いの さ。 先生 は 人中へ 出る のが 厭 だとい ふから、 ssr が 1 

策を献 じたの さ。 

文 江 一 さくって 何。 

第二の 靑年 入 智慧 さ。 

文 江 まあ、 惡ぃ 人ね え。 

第二の 靑年 もとから 僕 は惡ぃ 入に 生れ つ い て 居る の だ 

が、 それ はどうで も 可 いんだよ。 そこで 僕が か- - りつけ 
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の 翳 者 へ 飛び込んで 行 つた もの さ。 そこの 息子で 僕の 飮 

み 仲間 を買收 して、 この 通りの 俄 病人 さ。 

文 江 まあ、 さう 云 ふわけ だった の。 

第二の 靑年 そこで 勇 氣を附 ける 爲 めに、 ft 生 堂て ヰスキ 

イソ オダ を 一 杯 やった の だが、 一 寸 妙策 だら う。 誰か 分 

ら なかった らう 0 

文 江 直ぐ 分る わ。 

第二  . S 靑年 それや 君の 眼 だから だよ。 

(第二の 藝 者。) 

第二の 女 おや 林さん 、今晩は。 

第二の 贵年 大變な 頭 だね え。 

第二の 女 早く 来て 御覽 なさい。 あんた の 何が 今 踊って る 

わ 0 

(第二の 女、 第二の 靑年 去ろ。) 

文 江 どうし たんです。 隨分 御無沙汰 ねえ。 

Is 眼の 靑年 あ .>-。 

文 江 あ、 だって。 變な御 返事ね え。 あれから もうかれ こ 

れ 一 月になる のよ。 

股の 责年 さう かな あ。 

文 江 今晩い いんで せう。 お 緩く りなす つてい らっしゃい 

な。 私もう この 次に 出れば， 暇 くんて すから。 — あれ 

から 誰かに 會 ひました か。 


覆 股の 靑年 いん や、 誰に も會 はない。 

文 江 おかみさん ねえ， 山さん 隨 分お 變 りに なった と 云つ 

つ てた わ。 どこか 他て 御遊び になる でせ う。 

覆 眼の 靑年 そんな 事 はない。 

文 江 でも 分らない わ。 

覆 眼の 靑年 そん 事 はあり やしない。 

文 江 だって 隨分 久しくお 見えに ならなかった ぢゃ ありま 

せんか。 

Is 眼の 靑年 家にば かり 居た の だ。 

文 江 も 少しい らっしゃ いよ。 11 今晩は 緩り していら し 

つても 可いて せう、 本當 に。 お宅に 不可な いんて すか。 

覆 眼の 靑年 (答へ す) 

文 江 また あすこの 家へ 行って 面白く 遊び ませうよ。 此處 

に は 座敷が 取って あります から 少時 こ.、 に 入らつ しゃい 

な。 それから 林さん と 一緒に お出でになって、 途中から 

貴方 一 人 ごお 歸 いんな さいよ。 このお 坊っ ちま は是程 

へ て 上げない と 分らない から。 

覆 股の 靑年 氣が 向いたら。 

文 江 氣が 向いたら ぢ やなく つてよ。 屹度よ。 私 電話 かけ 

ときます よ。 (突然) おや。 

(二人の 紳士。 そのうち 一 人 は いたく 酩 町して ゐ る。〕 

文 江 (其方に 行き ズ) ま、 入らつ しゃい。 嚮 からお 出で 
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になった のです か。  一 

第一の 紳士 いや、 今來 たばかり だ。 隣の 家で 今まで 飲ん 一 

て 居た の だが、 こ、 に 踊が あると 云 ふから 一寸見に 來た 一 

のさ G  一 

文 江 皆樣御 一緒て すか。 

第一の 钟士 君 も あとで 隣へ 來 たまへ。 11 勢 田ケ谷 君、 

一 寸 踊を兑 て 行かう。 

第二の 紳士 今 行く よ。 (兩人 奥に 入ろ) 

(女中。) 

女中 文 江さん、 津 田さん が 入らつ しったの よ。 

文 江 さう？ (額 1^ 颦 めろ) 宅へ 寄って いらし つた かし 

ら 0 

女中 隣の 家で 何 か 相談 會 がお あんなす つた やうよ。 

文 江 仕樣がない ねえ。 

覆 眼の 靑年 どうしたの。 

(第三 第 四の 紳士。) 

第三の 紳士 でも 一寸見て 行かう。 

笫 四の 钟士 こんな もの を 見た つてし やうがない がな。 

Oi 過の 途中 文 江，^ 见て 認識の 表情 ,.5- すろ。 低く) 何 か 

やる のかい 0 

文 江 貴方、 うちへ お寄りて した か。 

第 四の 钟士 いん や。  I 


稷 眼の 靑年 (ふと 第 四 の 紳士 見ろ 。忽ち 異常の 驚 の 

ffl,^ 現 はし、 ^^ぐに眸^5-轉す。 一 瞬の 後 Li は 彼 は 後る，^ 

向き、 障子 Li 面し たろ ま \  . 身動き-.^ せす、 凝と しズゐ 

第 四 の钟士  (怪 評の 相より 驚 Si の 相 Li 。やがて 一種の 不 

安な ろ 容貌 な し V  、後向き Li 立てる 靑 年の 姿 か 見 詰む。 

默 したる まま 奧：， i 入ろ) 

(奥の 昔 曲 例の 如し 0) 

覆 眼の 靑年 (後 vj- 向く。 蒼白の 色 • うち 颜ふ 辱) 

文 江 どうな すった の 、貴方。 

覆 眼の 靑年 (與 常な ろ 調子に て) お前、 今の 人。 

文 江 え？ 

覆 眼の 靑 3^ 今の 人 は 誰。 

文 江 當て、 御覽 なさい。 

稷眼 の靑年 誰 だか 言って おくれ。 

文 江 お客さんよ。 

覆 眼の 靑 lif お客さんて？ 

文 江 お客さんて お客さんよ。 (微笑) ぢゃ 言って 上げ 

ませう ねえ、 怒つ ちゃ 不可ません よ。 貴方が いつも 聞き 

たがって ゐた 人な の。 

覆 服の 靑 〔キ 僕が 聞きたがって 居た つて？ 

文 江 私の 旦那よ。 貴方 何時か、 どんな 人 だか 見たい と 仰 
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やった ぢ やありません か。 御 安心な さ い、 あんな 老人 

よ。 (笑 ふ) 

ずは 眼の 靑年 (無言。 烈しき 發作 的の 表 i^) 

文 江 まあ、 どうな すった の？ 

Is 眼の 靑 (女 LI ま へられた ろ ま、〕 あれ は 僕の 父 だ。 

本 常の 父親 だ。 

文 江 C あきれた ろ こなし) まあ -—— さう。 (少時して 烈 

しく 笑 ひ 出す) 兄弟つ てこと は屢言 ふけ ど —— まあ、 私 

は 何. てせ う。 — 本當に 貴方のお 父さん だって 苗字が 違 

ふぢゃありません か。 

の 1^;^ 僕の 苗字 は變 つて ゐ るんだ。 

文 江 あら， 本當 に，  私 はなんで せう。 可 笑 いわねえ 0 

稷 眼の 靑：^  (惯惡 の 眼 1^,:^ て 女，^ る) 可笑しい？ (障 

子の 所へ 兩腕 vHS て、 餌，^ 押へ ろ) 

(第二の 靑 年。) 

フ ァザァ 

第二 音 年 (奧 ょリ來 リズ) 山 君 。君の 父ら しい 人が 來 

たぜ 。晃 つかる と 不可ない。 あっちへ 行かう 0  (-m 眼の 

靑年 促して 自ら まづ 去ろ) 

文 江 (後よ リ覆 眼の 靑^ 1^ 迫 ひ、 -p- 許 Li ささやく) 御 安 

心なさい よ。 私が うまく 繕って 置く わ よ。 何でもない 

わ。 氣を大 さくお 持ちな さいよ。 私 待って 居ます よ。 

覆 眼の 靑年 (少時 女の 斑 f?- 見詰めろ。 默 つて 去ろ) 


(典の^ 敷 さわがしくな リ、 舞础の 終り Li 近. つ さたろ 

,^1" 示す。 二三 人の 人々 旣に 出ズ來 ろ。) 

文 江 (靑 年の 後 姿， ^見送りながら、 一 稀 複雜の 笑 效.^ 爲 

す) 

li —— 

第 三 幕 

入 物 

第 一 場の 時の 人物よ リニ 三の 人々，^ 缺く。 

维 田 氏 宅 日本 室 客間。 

五月 末の 夜 十 時 ご スリ 

みき子 (外よ リ歸リ たろ まま L1 坐って ゐろ〕 

山 口  (奥..., リ來 ろ) 

みき子 どうでした。 

山 口 今 電話て 聞いて 見たら、 大抵 巧く ゆき さう です。 も 

一 人、 私 は 新聞社に 關 係した 人 を 知って ゐ るので すが、 

今から 直ぐ 車て 行つ て 見ようと 思 ひます。 

みき子 ぉ氣の 毒て すねえ。 

山 口 一  寸車を 頼んで K ひませ う。 

みき子 富 子 や、 富 子。 
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み 富み 富 


も來 ませんで したから ね。 

山 口 さう ですな。 それ ぢゃ 分りません な U 

みき子 然し 突然 そんな 風に 精神病が 起る ことがある のて 

せう か 0 

山 口 さあ —— 宗敎 のこと などで 餘り 煩悶したり すると あ 

る ものです が。 

みき子 子供に 宗敎を 吹き込む のは惡 いものて せう か。 そ 

の 爲めぢ やないで せう。 

山 口 何時か 小 代さん のお 出ての 時 も 妙だった ぢゃ ありま 

せんか。 

みき子 さうて したねえ。 あれ も氣が 小さい 方て すから。 

山 口 宗敎は 兎角 人の 氣を 小さく します よ。 兄さん は 何て 

言つ て 居ました？ 

みき子 何とも 言つ て 居ません よ。 忙 がし い つて 云つ て碌 

碌話 もしません 。唯 國彥が 病氣が 直ったら、 本人の 希望に 

住せて、 直ぐ 亞米利 加 へやる つ て 言って 居 るんで すがね。 

山 口 亞米利 加へ てす つて？ 

みき子 私な どに も 病院へ 行ち つや 不可ない と 言 ふので す 

よ。 父 だけに は 國彥も 何 か 話した と 見えます。 私に は 何 

にも 言 ひません。 

山 口 私は惡 いとお もった から、 餘り 聞きません てした 

が。 何 かわけ が あるので すか。 


山 口 妙な 事が 役に立つ ものです。 私の 高等 學校 時分の 友 

達です が、 道 樂の爲 めに 學枝 を廢 めて 新開 記者に 成って 

ゐる のが あるの てす がね。 それが 今ち や 中 々 新聞記者 中 

の 勢力家に なって 居る の ださう です。 偶然 二三 日 前に 遇 

つて 話 をした のです が、 丁度 可い。 今から 行って 一 つ 頼 

んて見 ませう。 私 はどう も かう 云 ふ 事 は 不得手で すか 

ら。 少しお 金 は 使はなくて は K. 可ません よ。 

みき子 可 ござんす とも" 其窜は 心配な く 貴方の 思 ふやう 

にして 下さい 0 

(富 子 C) 

子 母さん、 何てす。 

き 子 早く、 お前、 一つ 車 を 跳へ さしてお くれ。 

子 はい。 (去ろ) 

き 子 山 口さん、 私 本當に 心配て すよ。 もうどうして 可 

いか、 分ら なくなって しま ひました。 

山 口 御 安心なさい。 生命に は 障り はない さう. てす から。 

みき子 だけど 何で 自殺す る氣 になった でせ う。 私 は 少し 

も 分りません よ。 

山 口 國彥 さん はそんな 人ぢ やなかった のです がね え、 や 

はり 時代の 風潮に 感化れ たので せう。 さ- 「云 ふ樣 子は少 

しも 見えませんでした か。 

みき子 いんえ、 ちっとも。 尤も あれつ から 家へ はちつ と 
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みさ子 私に は、 てす から 些とも 分りません。 出世 前の 大 

事な 體 だから、 三四年|3^米利加 へやって 修業 させようと 

宅て は 申して 居りました。 

山 口 そんな 先の 事 は 今 はどうで も 可い のて す。 それより 

惡ぃ 記事が 新聞 へ 出ない やうに しなけ り やなりません。 

新聞て は 嘘の 事を而 白く 書き立てた がります から わ。 女 

と關 係が あつたと か、 哲學に 中毒した とか。 —— 

みさ子 そんな 事 は 決して 有らう 害はありません よ。 國彥 

は 女な ど、 關 係す る やう な子ぢ やなかった の です。 

山 口 兎に角 無根- S 記事が 出る と 不可ません から。 新聞 屋 

は 機敏です からね。 誰でも 可い か.， T 早く 上手な 專門 家に 

頼まない と 不可ません ね。 私共 はかう 云 ふ 世間の 事に は 

慣れない から、 骨が折れます。 

みさ子 島 上さん にで も賴 みませ、 つか。 辯護士 ですから。 

何し て も 宅が 歸ら なくち や。 

山 口 忙し さう です ね。 

みき子 何しろ、 貴方、 出 川さん の 事件が 大變で すから 

—— 政治家 なんて 職荣は 厭です ねえ。 

山 口 出 川さん は 拘引され たんです ね。 

み，. V 、子 まあ、. K 當で すか、 あの 入が 11 宅の 親友です 0 

山 口 多分 本當 でせ、 「よ。 貴方 は 知りません か。 

みさ子 宅 はそんな 事 は 少しも 話しません。 

_ 


山 口 さう です か。 それ ぢゃ 兄さん もお 忙 がしいで せう、 

同じ 政黨 など、 云ふ關 係から —— 0 

みき子 ねえ、 山 口さん、 宅 は 私に はそんな 事 は 少しも 申 

しません が、 宅な ど はそんな 事に 少しも 關係は 無いで せ 

うねえ 0 

山 口 無論です よ。 あり や 皆、 政事 家と 云っても、 極 品性 

の惡ぃ 人達 だけの 事て すよ。 

みき子 それても 近頃 は 大部 世間の えらい 人に、 いろく 

の 事が あります ねえ 0 

擎。) 

子 お 車が まゐ りました。 

山 口 それ ぢゃ 姉さん、 私 一 つ 行って 來 ますよ。 首尾 は 鬼 

に 角 途中 か ら 電話 を 懸け て 寄越します。 若し 都合が 附ぃ 

たら、 歸 りに 一寸 病院へ 寄って 樣子を 見て 來 ませう。 

みき子 山 口さん、 餘り 深く は聽 かないで 下さいよ。 

山 口 いや 大丈夫です。 若し 寢 入って 居たら 會 はずに 來ま 

す 。翳 者に 好く 聞いて 見 ませう。 (去ろ) 

みき子 濟 みません ねえ。 

($1 々山 口 氏 fj- 送 リ\ ^出 づ。 少時 素 舞 蹇。) 

(み. 1- 子、 富 子 再び 一:^ リ來 ろ。) 

みさ子 今夜 小 代 先生に 来て 頂かう かしら。 母さん はどう 

して 可い か、 分ら なくなって しまった。 
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女み 婢  叔み叔 


婢 み 婢 み 


な^ ぢ やない かい。 いやな 夢 は 人に 話して しまった 方が 

可い と 云 ふけれ ども * 餘り いやた 夢だった から 話されな 

かった のよ。 そしたら 兄さんが あんな 事て せう。 やつば 

り 話して しま つ た 方が 可 か つ たんだね え。 

官子 そり や 迷信よ。 そんな 事 はあり やしない わ。 私 こ、 

ぢゃ 手紙 は 書け ない わ" あっちに 行って 書く わ。 

みさ子 唯 用 だけ 短く かけば 可い のよ。 

{S 子 そり やさう です わ。 何 を 他の 事 を 齊 くもので すか 0 

(玄關 に is!- の^さ^る け は ひ 0〕 

(叔 洋服に て 座敷 に 入リ來 ろ。) 

みき子 (立 ち 上りながら) まあ、 費 方で 御座いまし たか。 

ぉ歸ん なさい まし。 

(何も； 一：：" はす 次の間 L1 行く) 

さ 子 國彥の 所へ 寄って 來て 下さいました か。 

到頭 隙がなかった。 鍵 を 借して くお、 簞笥の 鍵 を。 

11 それから 玄關へ 人が 尋ねて 来ても 留守 だと 斷 つてく 

J4 

(小 n 使。) 

奥 さま， 奥 さま。 

さ 子 (1W ろ) 何 だえ。 

屮 (名刺,^ 出す) かう 云 ふ 人が まゐ りました。 .！ 


みき子 (名刺，^ て) い やだねえ、 また 新聞， 記者 11 御 

主人 は 御 不在 だと 申しなさい。 

^ さう. & しましたら、 奥 さまても よろしう ございま すか 

ら、 御 目に 懸 りたう ございま すって。 

子 奥 さ ま は お出で だ と 言 つたの かい。 

い .X  .ズ0 

子 奥 さま も 急用で 外出した とお 云 ひ。 

(去ろ 、- 

(富 子。) 

富 子 母 さま、 lei. を やりました。 —— お 父 さまが 外 所行き 

の 和服 を 出して 下さいって。 

みき子 さう， 只今。 —— お父さん はまた 何處 かお 出て に 

なる のか しら C 

叔 (洋服.^ 脫ぶ」 たるま ま、 大 なる 飽に 書類な ど 入れな が 

ら、 それ，. 拱へ 出づ) 車屋 を 呼べ、 車屋 を。 

(小間使。) 

婢 奧 さま、 どう 申しても 歸 りません 0 

みき子 何 だと 云 ふの だえ。 

婢 ぉ歸 りまで 待って 居ます つて。 

叔 面倒臭い な" 俺が 會 つて やる。 西洋 館の 應接 間に 通し 

てお 置き。 

みき子 それ ぢゃ お前 あとて 車 を 謎へ ておくれ。 
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常 子 母さん、 およしなさい ましよ。 

(間。〕 

叔 (戻 リ來リ て) 富、 こ、 の 荷物 を 片付けて 置き、 客が 

來 るから。 

富 子 はい。 (片付けながら 去ろ) 

みき子 何てす か、 話して 下さい。 私 は 心配-て すから。 

叔 政治家と いふ 職業に は 時々 厄介な 事が ある。 お前 も 知 

つ てゐる 通り。 

み. Y  、子 (蒼白に なろ) 何 か 11 何 か 事件が 起り ました 

か 0 

叔 さ、 早く 帶を 出して くれ。 —— 羽織 —— 良い 方の 紋付 

だ、 良い 方の —.！ いろんた 運命の 傍杖 を  <ぉ つて 困って し 

まふ。 

みき子 (物 考 へて ゐ ろ) 

叔 さ * 早く。 今夜 大阪へ 行って、 一週間 ぐら ゐの內 に は 

歸っ て來ろ 積り だが 11 事に 俊る とも 少し 握くなる かも 

知れない。 詳しい 事 は 後て 分る。 守 中 萬 一 何 か 用事が 

出来たら 山 口と 相談して 吳ゎ。 11 俺 は 一 寸新 £aS 者に 

會 はう。 (去ろ ) 

(玄關 LL ズ物 昔。 山 口 氏。) 

みき子 ぉ歸ん なさい。 御苦勞 てした。 

山 口  (激昂して ゐろ) 


「婢 去ろ。) 

叔 (作服，^和服に^13代へな.から；} 俺 は 今夜 今から 急に 大 

阪の 方へ 行かな けり やならない。 詳しい こと は 手紙て 寄 

越す。 大抵 五六 m で歸 つてく ろ 積り だが  0  0 

守 中 人が 尋ねて 來 たら、 好く 名 を w いてお 置きよ。 

みき子 何で そんなに 急に お立ちになる のです。 國彥の 事 

はどうし ませう 0  - 

叔 あの方 はもう あれて 可 いぢ やない か。 もう 大丈夫 だ、 一 

心配 はない。 む、、 彼奴が 氣の 小さい 奴 だから あんな 塞 

になった。 もう 好く 話して あるから 心配 はない。 

(小間使 再び 來 ろ。)  』 

旦那 樣ぉ 電話て ございます。  一 

誰から だ。 俺が 居る と言うた か。 

お 守と 申しましたら、 奥 さまで もよ ろしう 御座いま 

すから ！ 中 岡て すから と 申しました。 (去ろ) 一 

叔 中 岡？ それなら 俺が 出る。 (去る) 

.:a 子 母さん、 何故 そんなに ぼんやりして 坐って 居らつ 1^ 

やる の 0  一 

みき子 早く 山 口さん が歸 つて 下されば 可い ねえ。 新聞， 

者 は 何 だとい ふの だら う。  し 

富 子 いやな ものね え。 人の 家の 不幸に つけこんで 来て。 一 

みき子 私會 つて 見よう かしら。  一 
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みき子 どうでした 0 

山 口 兄さん は？ 

みさ子 今 新聞記者と 話し をな すって ゐ ます。 

山 口 妯 さん、 仕樣がない。 もう 夕刊へ 出 もやった 。「最後 

B 報」 だ。 一番 質の 惡 ろい 新 です。 

みき子 何 だって 出て ゐ ます。 

山 口 それや も 、つ 出駄ら 目ば かり。 

みさ子 お見せなさい、 新 閗をリ 

山 口 見ない 方が 可い のです よ。 闲っ ちゃった。 困つ ちゃ 

つた。 —— 當分 姉さん、 世 問の 誤解から 來ろ 不愉快 を 忍 

ばなくて はなり ません よ。 

みき子 て もお 見せな さいよ。 

山 口 さあ 見ろ なら 御覽 なさい。 

みき子 (新聞の タ刊, <J ^見ろ。 異常な ろ 感激，^ 示す。 所々 

請 みさし なが、， 語，^ いふ) — 紳士の 家庭に —— 耶蘇 

敎の 家庭に 有らう 害 はない 車ぢ やありません か 11 お k 

苟ぃ事 —— 何て 惡德 新聞で せう —— 隨分 嘘な 事 を 11 お 

お、 私 も、 つ讀 まない。 

山 口 お 休しなさい、 姉さん。 

(S 

みさ子 山 口さん、 貴方 はこの 新聞 を 信じます か。 

山 口 無論、 姉さん、 そり や 皆 g です。 


みさ子 無論 嘘です けど 一 I ねえ、 山 口さん 11- もし 此萬 

分の 一 でも 本當 だったら 11 

山 口 姉さん、 費 方 は 今日は 餘 り興楚 して 居ます から、 正 

當 な判斷 力が ありません。 

みき子 若し 然し 少しても 本當 てしたら —— 祌 さま。 

(小 問 使。) 

婢 奥 さま、 ぉ客樣 てす U 中 岡さん がい らっしゃ いました。 

みき子 旦都樣 にさう 申し。 — 山 口さん、 彼方へ 行き ま 

せう。 

(みさ子、 山 口 氏 去ろ。) 

(其 後に 中 岡 氏案內 もな く 上つ ズ來ろ 0) 

(叔、 l$->r 、來 リ、 緣 側よ リ. がに 「や、 失禮、 今 直ぐ 來 

ろ。」 と 云 ひながら 居間の 方に 入ろ。) 

(後よ リ 女中 蒲 園、 茶な ど 持って くろ。 .H 口 氏 主人 

に 代リ， 居間の 方より、 西洋 館の 應接 間に 行く 樣子 0) 

(叔、 W び來 ろ。) 

叔 や あ、 失敬 大變に 早かった な あ。 

中 岡 (低驟 にて、 赏大 らしく) いや そこまで 自動車て 來 

たから。 —— 肖 動 率 はわ ざと 角に 待た して あろ。 

叔 不可ん か。 

中 岡 いよく 拙い。 

叔 うむ、 不可ん か。 
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中 E 車に よろ と 覺悟を 要する ぜ。 

叔 資は 今夜 名 古屋へ 行く り だ。 

中 §： もう； p、，0 

叔 鬼に 角行って 見よう。 

中！： さ うか 0 

叔 鬼に 角 ：1 き 打合せた やうな 筋て 行かう。 

中 m  (考 へろ) もう 然し どうな ろか、 分らぬ ぞ。 

叔 飽は 君に 依 托する よ。 

中 岡 俺の^ まてに は 間が ある だら う。 

叔 然し 俺の 歸 るまで 中 は 開けて くれるな。 

巾 岡 大抵 はさう すろ。 場合に 依つ AT や 臨機 應變の 處置を 

取ろ。 

叔 君 を 信用す るより 他 は あるまい。 

中 岡 それ ぢゃ歸 ると しょう。 誰か 审 まて 持って行って 貰 

はない と S るな。 運轉 手は殘 して 来たから。 

叔 車屋 を 呼ばう。 

中 岡 面倒 具い な。 他に 持てる だら う。 どれ 見せた まへ。 

叔 (隣室よ リ飽， ^持ち 來る) 是れ だ。 これ だ。 

中 岡 持てろ- 持てる。 

叔 僕 は 今度た け は 恐ろしい よ。 

中 岡 もう 一 か拔 かにな つたら 悟 を 決る さ。 ぐづ くす 

ると 却って みっともない。 何時かの 鹿 村の やうに。 惡人 


になったら 惡 人の 隈で 行 くんだ。 それお や 歸ら う 0 

叔 君の 自動車 ぢ やない か。 自動車が 來 たぜ。 

中！： 成程、 だが 俺の ぢ やない。 この 家を敎 へて 置かな か 

つたから。 

叔 はて、 可笑しい な。 動 車な どの 來ろ 通り ぢ やない。 

中！： 留っ たかな。 さう さう、 君の S 子さん が 怪我 をした 

つてね え。 

叔 誰に 照いた？  ， 

中！！ 誰かに 聞いた。 

叔 ど、 つも 飛んだ 恥さらし だ。 もう 言って くれるな。 —— 

門が 開いた ぜ" 

(人々 沈 默しズ 異常な ろ靜 さとな ろ。 門 者の. HI 動 車の 

音、 門, 化 開く 音、 人の 靴 昔な どば つき リと閗 えろ 0〕 

叔 (不安 さう：， 0 何 だら う。 

中！： 可笑しい ぞ。 

(再び 沈 i -。) 

(呼 鈴の 音。 やがて 女中の 玄關 Li  ,M てた ろ らしき け は 

ひ。) 

(主客 は相對 しながら、 注意深く11^,^^傾けてゐろ0 人 

の^も かすかに Ira えろ。) 

(やがて 女中 換，^ 開けて 入ろ。) 

婢 (一樋 緊張した ろ 容貌-レズ、 一枚の 名刺， ^主人に 波す 0 
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その 際 一 In も： W はや) 

叔 (名刺，^ • 取る。 おぐ 屮 岡の^,^ 见 る。 やがて 名剌， ^中 

1： に 波す， - 突然 無意識に 立ち上る) 

中！！ (同じく 立ち上ろ〕 

女中 (同じく 無意識に. ぶ、 て 奥-,: 入る) 

叔 (慌て、 外へ 飛び出す) 

中！： (續 く) 

(舞？ J?, 少時 素 舞 5!^。) 

(女中。 その後よ リ み-. プ 子。) 

みき子 まづ 此方へ お： 迪し。 あ、 それより 西洋 館の 應接間 

が 可 い 。 もう 新 gs-vlq: は歸 つ た の だ-, T う。 

(女中 去ろ") 

(数人の 足音。) 

みさ子 (山 n 氏の 一 屑に 手, かかけ ろ〕 山 口さん、 どうかし 

て 下さいよ、 山 口さん。 

(車。) 

子 (奥の IE より 敷，^ 靦ひ、 他の 人の 在らざる, <^c^ て、 

そのまま M チの 上-しう つ ぷ しにな る) 

—— 幕 — 
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樂句 と ぉ焉 


i3 花柳 句焉 


谷 子沼樂 馬 


焉 馬と 句樂 (一 S 


物 

落 S5i 家 

同じく 落語家 

船の 宋屋 

焉 の 知って ゐろ女 

講 释帥 

場 所 

航行して みる 船の 5. 板の 上 

或大 ふ、 な 汽船の 屮 板の 上。 船側 か. ら 甲板 i<J -见 たと こ， <： 

で、 下手 华分 は. ra く 塗った 船室の 外側に なって ゐ ろ。 

その 屮 S1 のと、、， CLia^ 入口、 上手ば 藤の 子 や 安樂 

椅子が S いて、 船室の 上の もう ひとつの 5- 枨へ孙 ろ、； 

とが 出來 ろ やう に 梯子が 懸か つて ゐろ。 そして 上手に 

があって、 そこから は 下の 船室へ 通す ろ異降 口が 

ある。 

夜 ももう かな リ晚 いの だけれ ども、 まだ 船室の 窓に は 

S3 々 とした の 光が 映って ゐ -c。 


月の 美しい 晚で、 甲板の 上ば 教の や-つに 叨 S く、 船の 

向う に は 銀の やう-」 輝いて ゐる 海が 见 えろ。 

夏 も. っ終リ LL 近い ® のこと。 

焉馬は &权の 上の 膝の 長椅子に 腰，^ 懸けて、 前に 立 

つ ズゐる 柳 沼と 話し合つ 乂ゐ ろ。 焉 Hi? は 二十 七 八お 

位の 小柄な 男で， s い 背^の 洋服，^ 着て ゐ ろの だけ 

れ ど も 、 の 調 子 で ^ ぐ に 洛語家 だ と 云 ふ こ と が 分 

ろ。 柳 沼 は C い 詰 襟の 服，^ 翁た 二十 六 七の 小肥り Q 

男で、 今ば その 船の^ 屋^して ゐ ろが、 以前 は該名 か 

しん 樂と 云って， 落 Si 家の 前座た つたこと が あろ。 

焉 1^  (懐し さう lO お前が この 船に 1^ つて ゐ ようと は * 

おれ は 全く 知らなかった よ。 何 かい。 お前 は あの 名古屋 

でド n ン をして から、 一 體何 をして ゐ たんだい。 

柳 沼 ニ观， ^かいて) いや • 如 何も その 節 はいろ く 師匠 

にも 御迷惑 を 懸けつ もまい ました。 何 をす るって あなた 

もとく やく. ざに 育った ものに、 何が 出来る ものです 

かね。 金の 盡 きたの が緣の 切れ目て 、祌戶 で 女 と は 別れて 

しまつ て、 それから まあいろ くな こと を やった 揚句が、 

以前 ちょっと やった ことがあ るので、 この 船の 床屋に な 

つたって ぇ譯 なんです 0 

00  (窓外な 欲 付で) へえ、 それ •  ちゃ あお 前 は 今 床屋 さ 

ん かい。 おれ はまた ボ オイ か 何かと 思って ゐ たんだが、 
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;^£1£-とは變っ てゐ るね。 早速 明日 刹つ て 貰 ふぜ。 

柳诏 へえ、 かしこま りました。 

焉 しかし、 何 だら う〕 船に 乘っ てこん な商資 をして ゐ 

ると、 ずゐ ぶん 面白れ えこと も ある だら、 r-0 

柳 沼 な あに 近頃 ぢゃぁ 面白い こと もありません よ。 それ 

でも 以前 この 船が 歐洲 航路 を やって ゐた 時分 は， 一 航海 

して 來る といい 收 入が ありまし たから、 ずゐ ぶん 面白い 

こと も ありまし たが、 上海 航路に 變 つてから は、 もうか 

ら 駄目に なつ てし まひました。 

焉馬 (點 頭いて) さ うだらうよ。 この 客 ぢゃぁ 如何にも 

ならね えだら う。 おれ も 少し 厭に なった よ。 

柳诏 落語なん て てんで 分る 客はゐ ねえて せう。 

S  (忌々 しさう に) ゐる もの かな。 おれ はさつ き 『稱 

問 腹』 を やって、 あんまり 妙な ところて 手を敲 かれたり 

何 かする んで 厭に なつ もまつ たよ。 

柳お ほんと にあた しも 聽 いて ゐて 腹が立ち ましたよ。 若 

し 何 だったら あつ しも 柳亭 しん 樂の 昔に 返つ て、 明日の 

^^€たり前座を勤めさせて貰はぅと思っ てゐたんてすが 

あれ ぢゃ あお やめ だ。 

うん、 よしね え- よ L ねえ、 つまらね え やな。 これ 

て 小 しんなら 何とか 皮肉の ひとつ も 云 ふところ だぜ。 

柳 fS  (考 し氣が 付いた やうな) 三 筋 町の 師匠 は 近頃 如何 


してお ゐて、 す 0 

焉馬 師！ a ！ ああ、 小 しんかい。 うん 相 變.， T ず だよ。 如 

何も 體の 工合が 惡 い つ て 云つ て、 病院 通 ひ を して ゐる 

が、 それが を かしな 病氣で わ。 

柳 沼 へえ • 何て すれ。 

焉馬 何てえん だか 名前 は 知らね えが、 足が ふら {- する 

病氣 なんだ。 

柳？ W  (笑って) はは はは， 師匠ら しい 病氣 てす ね。 

焉馬 しかし それでも 相變ら f 强情っ 張りて ね、 今度 も 誘 

つたんだ けれども * おれ はそんな 觀光團 の餘與 に； 鹿 はれ 

て往 くた めに. 洋服なん ぞ着 るの は-膝 だって 云って、 如 

何しても 來 やがらね えの よ。 

柳 沼 成程* 師匠の云ひさぅなこった。 (E^r^-^ぃて) だ 

けど 驚きました ねえ。 あなたと 句樂 さんが 洋服 を 着て 乘 

り 込んで 來 ようと は 思 ひませんで したよ。 何しろ 句樂さ 

んがカ アキ 色の 詰 襟の 服に、 豆絞りの 手拭で 頗 冠り を し 

た 鬮と來 たらありませんでした からね。 

焉馬 橫濱の 棧瞎の 上て、 あの 格好で 踊 を を どられ た 時に 

や あさす がの おれ もま ゐ つたよ" 

柳 沼 へ ノズさ そいつ はま ゐ ります ね。 ST か 付いた やう Li) 

さあ、 ひとつ ゥヰス キイても 持って 來 ませう か。 今に 句 

樂 さんや ほ ハ 介さん もやって 来る てせ うか ら 0 
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樂句 i 馬焉 


(柳 沼が 下手 li 行き かけろ 時、 良 谷が 下手の 船室 へ の 

出入口から 出て 來 ろ。 四十 w 五 歳 位の 頸 5^.^ 生やした 

er 新 講談.^? -ろ 講竊 飾。) 

柳 沼 (招れ 遠 ひながら 贞谷 LL) や あ， 如何 も 御 苦 勞樣、 

.焉 馬さん は そこに ゐ ますよ。 

(柳 沼 は 同じ 出入口 か ら 去ろ。 貞谷 焉 馬の 傍：， i 來 

ろ 0) 

貞谷 如何したい。 一 人で ぼんやりして ゐるぢ や あない か。 

焉馬 ぼんやり も すら あね。 おれ はもう 東京へ 歸 りたぐな 

つたよ。 

t 谷 (笑つ ズ) また 誰かの こと を 思 ひ 出したん だな。 月 

を 見て 女の こと を 思 ひ 出す なんて 古い 型 だ。 焉馬 師匠に 一 

も 似合 はねえ。 (椅子に 腰 1^ 懸けろ) 

焉馬 そんなん ぢゃ あねえ や。 (氣, ^變 へて) 一 體貞谷 さ 一 

ん、 お前さん は 今夜 は 何 を讀ん だんだ い。  一 

貞谷 今夜 はわし は 『噫 無情』 さ。 さすがに 船の 客 は敎育 

が あると 見えて、 みんな しんとして 聽 いて ゐ たよ。 

焉馬 (面白くな ささう に) さう かい。 『噫 無情』 つて 云 

ふ の は あれ だ わ、 あの ジャ ン バ ル ジ ャ ン だね。 亞米利 加 

へ 行つ た 時 も、 お前さん は何處 でも あ いつば かり 讀んで 

ゐたぢ やない か 0 

貞谷 ffi 米 利 加って 云 や あかう して 船に お前さんと 一緒に 


索って ゐ ると、 あの 亜米利加 行きの 時の £を 思 ひ 出す ね。 

S あの 時は而 白かった が. 今度 は 如何 もつ まらな さう 

だよ。 第一 給金が 安 過ぎら あ。 

良 谷 なに 給金 は 安くっても、 外に 祝儀が たん まり 貰へ る 

つて 話 だか ら 、まあ そっちへ 埋め合せ をつ けて 貰 ふんだ 

雷 な あにお 前、 祝 を 出し さうな お 客 は 一 人 も ゐゃぁ 

しねえ ぢ やない か。 兎に角 亜米利加へ 行った 時 は， 給金 

は 高え し. 博 突 は 打てる し • 毛唐の 淫資 にゃあ 述れ てつ 

て 莨へ るし、 あんな 面白い ことはなかった が、 如何 も 今 

度 は 最初から つけ， が惡 ぃぜ。 

貞谷 しかしお 前さん は 何 だぜ、 あの ロス アンジェ ルスに 

行 つ た 時に や あ 、拳銃 の 音て 脅え 上が つた ぢ やな あいか。 

一 焉馬 (少し 機 縦，^ 直し ズ) さう、 さう、 あの 時 や あ 驚い 

i たね U 何しろ 高座が 球臺の 上で、 何だか 喋り 難く つて 仕 

樣が ねえと ころへ パアンと 云 ふ 音が したん ぢ やねえ か。 

不思議 だね。 亞米利 加の 拳銃 は、 ズ ドンなん て 云 はねえ 

ん だからな。 パアンと 云 ふ あの 妙に 不氣 味な 音 は、 今て 

も 耳に つ いて ゐて 忘れら. れ ねえよ。 

良 谷 (笑つ て) はは はは、 あの 時 はわし より お前さんの 

方が 餘っ 程意氣 地がなかった よ。 (不國 思 ひ 出した やう 

に) ああ、 さう 云 や ああの 時歸 りの 船で 一緒にな つた 


染^  i 
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チ ェ リ ー ダ ン スの 女が この 船に 乘っ てゐ ろぜ。 

(ちょっと 分らない やうな 額 付) チェリ ー ダンス I 

11 何 だい、 チ M リ ー ダンスって 云 ふの は。 

贞谷 何ても ない ぜ。 あの 中 にゃあ 歸 つてから お前さんが 

手紙 を 遣ったり 何 かした 女が ゐたぢ や あない か。 

焉馬 ああ、 あの 覽 會の餘 與に往 つた 踊りの 述中 か。 そ 

れぢゃ ああの 花 子って 女 だら う。 

A 谷 何てえ 名前 だか 知らないが。 兎に角 あの 中ぢゃ あち 

よつ と 踏めた 顔の 女 さ 。たしかに あの 女に 違えね えんだ。 

さっさ 客の 後の方に ゐ るの を * わし はちら と 見付けたん 

だ 0 

焉 (L- ゃリ として) ふうん- ゐ たかい， あいつが I 

ほんと かい。 貞谷 先生が つぐん ぢゃ あねえ だら うね。 

fi: 谷 何 を、 馬鹿な。 お前 を かついだ つて 何になる もの か。 

(柳 沼が 銀色の 盆の 上に ゥヰ ス キイの 壜 やら づ クブ や 

ら 摘み物の 皿 か 載せ て 以前の 出入口から 出て 來 ろ。) 

柳 沼 や あ、 何う も遲 くな つち まひました。 句樂 さんが 

『長屋の 花兑』 を やって ゐ るんで、 つい 面白い の-て 聽ぃ 

てゐ たもんで すから —— さあ、 何う です。 ひとつ。 (卓 

子の 上に 盆，^ S いて ゥヰス キイの 場 vJ* 取ろ) 

焉馬 (K ぐに コップ，. 5- 取り上げて 注がせながら) や あ， 

こり や あ 如何 も 11 (au 仓に ：} 如何です、 先生。 


贞 谷 いや、 わし はもう 止めに しょう。 

焉馬 相 變らず 交際へ ねえね。 もっとも タレの 方ぢゃ あこ 

つ すうて 交際へ ねえが ね。 

谷 笑談 云つ ちゃ あいけ ねえ、 さあ、 わし はもう 寢 ると 

すろ かな 0 

焉馬 おや * おや、 床 急ぎと お出て なすった な。 

負 谷 何 を、 馬鹿な。 

(貞谷 は 上手の 艙口, ^降りて 去る。 短い 間リ 船.^ 打つ 

I 很の音 。) 

焉馬 あいつ はどう も 話せね えよ。 (柳 沼に〕 何 かい、 句 

樂 さん はま だ 中々 高座 を 降りさう もなかつ たかい。 

柳 沼 いえ、 もう 直て せうよ。 何しろ 面白う ござんし たよ。 

冒頭 を ふりながら 船て は 毎日お 菜に 南瓜ば かり <e5{ はせ る 

なんて 云 ふもん だから、 みんな 呆氣に 取られて ゐ ました 

よ 0 

焉馬 (笑って) はは はは、 そいつ は みんな も 面^ったら 

う。 ちょっと 濟 まねえ、 もう 一 杯" (コ- ソプ. 出す) 

柳 沼 (注ャ 、ながら 不鬪氣 が 付い ズ) ああ、 すっかり 忘れ 

てゐ ましたが、 今 そこて 肺 匠に 逢 ひたいって 女が ゐ まし 

たから、 ここに 寄る やうに 云って 置 さました ぜ。 

焉馬 (點 頭い ズ) ああ、 さう かい。 

柳 沼 師匠。 何てす、 あの 女 は。 
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s  (納まつ"！^) うん、 な あに、 ちょっと 知り合 ひの 女 

よ。 何 かい。 その， 女 はレコ がー 緒な のかい。 (親 柑.^ • 出す.) 

柳 沼 ぃゼぇ * 一人の やうで したよ。 

S さう か 。そいつ は 有難え な。 (今度に 手酌で ゥヰス 

キイ vj- 注ぐ) 

C 句樂が 下手の 船 i*i の戶 口から 出て 來ろ。 五十 歳 位の 

坊主頭の tw の ざよ スリ とした mRO 力 アキ 色の 詰 襟の 服 

の 前，^ はだけ v^、 豆絞りの 手拭 >^ 甘に 卷 いて ゐる。 蟲 

蹄で 何 か うた ひながら 焉馬逹 のゐろ 方へ 來 ろ。) 

焉馬 (驛， ^かける) いよお • どうしたい。 大人。 

句染 C 怒った やうな 誠 子で〕 何が 大人 だい。 おれ はもう 

K だよ、 船 なんても の は。 毎日南瓜ば かり<=5^はせゃが 

るし、 何を演 つたって 祝儀 を吳れ やがらね えし、 うめえ 

酒 は 飲めね えし、 おれ はもう 東京に 歸 りたくな つたよ。 

(そ，， の 狩 子に 腰， ^掛けろ) 

焉ぉ (なだめる やう：. L) まあ、 さう 怒らずに 一杯 如何 だ 

、 0 

樂 おや、 何 だい、 そわ は。 

焉 HJ^ ゥ ヰスケ つて やつ さ。 

句 架 うん * そいつ は 有難て え。 (づッ ブ，^ 取リ 上て) 酒 

でも 飲まな くつ もや あ 如何 も 業腹て なり やし わえ。 

00  (女の ことから すっかり いい 機敏に なって) はは は 


は、 大人 ひどく 御 立腹 だが、 な あに またお 前さん にだつ 

ていい ことがあ るよ。 

句樂 (ゥ ヰス キイ.^ ぐっと 飲み乾して) こんな 船に 乘っ 

てるて * 何が いい ことがある もの か。 おれ は 何しろ 南瓜 

の お菜ても うす つ かり 腹が立 つ てゐ るんだ。 

焉 (笑って) はは はは >  何と 云った ね， お前さんの 南 

瓜の 句 は。 

句樂 うん、 「胃の 中 や 今日 も 南瓜の 花 ざ かり」 つて 云 ふ 

んだ。 

焉馬 (面白さう に) はは はは。 

柳 沼 (焉 と 一 緒に笑ったが^^ぐに改まった 調子になっ 

て) ええ、 句樂師 i^。 しば.，： くで ございます。 

句樂 (びっくりした やうに 柳？ S の 額 1^ 見詰めながら) 誰 

だった ね. お前さん は。 

焉馬 何 だよ。 三 筋 町のと ころの 手の者て、 しん 樂と 云つ 

た あの 男 さ。 

句染 ああ * さう かい。 道理で 何處 かて 兒た顔 だと 思った。 

焉馬 今 はこの 船で 床 ：！ をして ゐ るって 云 ふんだ がね。 こ 

れも誰 ゆ ゑみん な 女 ゆ ゑ さ。 

柳！ S 師匠。 冷 かしち や あいけ ません よ。 

(K 而 S な^ 付で) 船の 人と 聽 くと 頼みが あろんだ 

が 11 何 かかう ひ 物の 世話 をして 貰へ ねえ かね。 
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柳沾 ええ、 ようがす。 何 か 探して 來 ませう。 

(柳 沼 は 立ち上って 以前の 11 口から 去ろ。 4? 榮は づ -ソ 

ブで 二三 杯 立てつ づけ に ゥヰス キイ, 飮 む。) 

4? 樂 ねえ、 おい 焉馬、 如何て え、 かう 南瓜ば かり 食 はせ 

ら れてゐ ちゃ ぁ迅り 切れれ え か ら * 今度 船 の 藩いた とこ 

ろて 降り つ ちま は うぢ やねえ か。 

焉！ it うん、 さっさ はおれ もちよつ とさう 考 へたんだ が、 

しかし ま あもう 少し 樣子 を 兌 て からにしょう。 

句 架 樣 子を见 て か ら つ て ——- もう 大抵 分 つて ゐ るぢ や あ 

3. ズカ 

S うん. しかし 何 だよ。 折 出 懸けて 來 たもんだ から 

な" 

句樂 何しろお 前から 聽 いた 時 にゃあ こん な話ぢ や あな か 

つたち や あねえ か。 雜 W だ つ て 一 等 客 並 だって 云 ふし、 

祝践 もばつ ばと 出さう だと 云 ふし、 それで おれ は あんな 

安い 給金て やって 來 たんだ ぜ。 

焉 いや それに 就て は 何とも 一 言 もね えが —— もとはと 

云へば あの^ ハ 介が 持つ て 来た 話て、 何しろ 名の ある 新閗 

社の 催し だと 云 ふし， つ いうつ かりと あいつの 話 を 信用 

しち まった てえ 譯 なんだ。 

句 (忌々 しさう.」〕 ー體 おれ は あの tt ハ 介って やつが 大 

嫌れ えなんだ。 いやに SKi なん ぞ 生やして 大きな 面 をして 


ゐゃ がるが、 何 だい、 あいつの 講 藻と 來 たら —— まるて 

. 藝 にも 何にもな つて ゐ やしね ぇぢ やねえ か。 

焉 うん、 全く 講. 釋と來 たら 聽け たもん ぢ やない がね、 

あいつ は あれで 妙に、 - んな話 を まとめる 腕が あ つ て ね。 

句樂 (いよいよ 忌々 しさう LL) おれ はまた それが 嫌れ え 

なんだ a かうな ると 小 しん はやつ ばり 悧巧 だよ。 あいつ 

の嗤っ てゐる 顔が 見える や- 「だ リ 

焉ぉ 全く あいつ は 器用に 斷り やが つたから な あ。 

樂 そこへ 往 くと お前の eiT 鹿 は 放 n が 知れね え。 全體な 

らもう ；„si 米 利 加 の 時で 懲り てゐる i! ぢゃ あね. ズか。 

焉 35  (辯 解す ろ やう Li) いや * なに、 米 利 加 は そり や あ 

面白かった よ。 

句 (獨リ 言の やうに) いけね え、 いけね え。 また 明日 

のお 菜が 南风 かと 思 ふと， ゥヰス キイ も 咽喉に 通り や あ 

し わ. え。 

(句樂 はさう 云 ひながら）. -ゥ ヰ ス キイ，^ 飲み つづける 

焉 おも 時々 手酌で 飲む。 そこへ 柳诏が やつば リ， # 色の 

盆 の 上 に 何 か ，^^へ む の 盛 つ た 皿 1^ 載 ぜ た の か 持 つ て 

以前の 1:1  口から 出て 來 ろ。 その後から 一 人の t.;? い 女が 

出て 來 ろ。 さっき si-li 出た チ M リ ー ダンスの 花 子と 云 

ふニ十ニ三^！位のちょっと美しぃ女。 厚 化 彼. ^して 女 

優の や-つなけ にくし ぃ身裝 VJ- して ゐろ 0) 
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樂句 i 馬寫 


花 柳 花 柳 
子 沼 子 沼 


S ええ。 ほんた うに —— あれ つき りお 日に 懸から， ：？^ 

えって 譯て すね。 ほら、 根 岸の 競馬に 出 懸けて 往 つた *^ 

れつ さりて すよ。  ム 

花 子 ああ、 さう ね、 あれから あたし 間もなく 上海へ 往っー 

もまった もんだ から —— 

焉馬 (びつ くリ したやう に 目 つて) へえ、 上海へ i 

—大 さう 遠方へ 往っ ちまった もんて すな。 道理て 幾度 手 

紙 を 出しても 返事が 來 ねえと 思った。 何てす かい、 あの， 

やつば り 上海で も. ファ ー ファ ー つて 譯の 分らね え 

うたって、 京都の 舞妓さん 見たい な 姿 をして、 例の ダ、 ビ 

スを 踊って ゐ るんで すかい。  一 

花 子 笑談ぢ やない わ。 何時 まても あんな ダンスば かり ± 

つて ゐる もんて すかね。 あたしね、 今 は 上悔て 料理屋 を 

やって ゐ るの 0 

焉馬 へえ、 つまり それ ぢゃ ああな たは その 料理屋のお 女 

將 さんて 譯 なんです ね。 

花 子 (やや 咬眛 に) ええ、 まあ さうな の。 

焉馬 (《* の 先へ 親指，^ 突き出し VO さて は 出来ました ね 

親指が 11  一 

花 子 嘘よ。 そんな もの はあり やしない わ。  一 

焉馬 OS: 面目-. i) ほんと てす かい。 ほんと に そんな も ®! 

はねえん てす かい 0 


(女に) 奥さん。 こちらて すよ。 

(蓮 紫-., 0 厭 だ わ、 奥さん だなん て ——  ゾ 

それ ぢゃ あお 孃 さんて すか。  一 

ぉ孃 さん も 氣障だ わ。  」 

(二人 は焉 おや 句樂の 傍に 來 ろ。)  ； 

柳 沼 (句 樂に) 師匠。 何もありません よ。 冷い ものば か 

りなん てす。 

句樂 ああ、 南瓜て さへ なけり や あ 何ても 結構 だよ。 1 

(句 樂は柳 沼の 持つ ズ來 たもの fj- 食べながら、 怪 評な； 

額 付で 女の 方，^ ろ。)  \ 

花 子 (焉 馬の 傍に 寄つ \^) しばらくだった わね。 ぉ變. „> 

ない こと。  - 

焉馬 (女の 餌 yj- 見上げて) ああ、 やつば りお 前さん だつ 

たんだな。 チェリ ー ダンスの 女 だって 云 ふから 誰かと 思 

つて ゐ たんて すよ。 

花 子 厭よ。 チェリ ー ダンス だなん て —— そんな こと 云 ひ 1 

つ こなし 0 ここに 懸けても いいこと〕  . 

焉馬 (にや リ としながら) さあ、 どうぞ —— しかし どな 

たかに 叱られ やしま せんかい。  - 

花 子 そんな 人 あ り や あしない わ。 それ ぢゃ あご 免な さ 

い。 (馴々 しく 同じ 長椅子-. i 膝,^ 膝け て) 焉 馬さん ほん 

とに しばらくだった わね 0 


架 句 と ^？；焉 
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花 子 ほんと に そんな もの はあり や あしない わ。 厭な 焉馬 

さん 0 あたしに 何 かそん な ものが あると 思って ゐ るの。 

焉馬 だって あなたの やうな 女 を 誰が 一 人て 棄て 、置く も 

んて すか。 (急に 腐 面目に なって) しかし， 何てす かい 

今度 はお 一 人なん てす かい。 

花 子 (笑 ひながら) ええ、 一 人よ。 

00  (點 頭い ズ) 一人 —— さうて すか。 

花 子 (不 11 思 ひ 出した やう Li) あ \ 、あの 何も 一緒な の 

ね。 何とか 云った わね、 あ の 長い 髯を 生やした 講 II 師 11 

焉馬 ああ、 貞谷 てせ. う。 ええ、 一緒です。 ああ、 さう だ。 

あいつ は 亞米利 加から 歸 りの 船て 一 緒て したから あなた 

も 知つ てゐ ますね え。 

花 子 ええ、 知って ゐる わ。 如何して。 

焉馬 あいつ はもう 寢ち まひ ましたよ。 (氣が 付いて 句樂 

の 方，^ 向いて) おい、 大人 、大人。 

(句樂 は 苦々 しさう に 二人の 方, 見向 さもしす に、 柳 

沼と 何 か If 合って ゐ たが、 呼ばれて 始めて 焉 馬の 方, -5- 

振り向く。  I う 大分 醉 つて ゐ る。) 

句樂 何てえ。 

じょし I:..' 

焉馬 あのね、 この 女 性 は 11 それ、 何時 だかお 前さん 

に 話した ことがある だ らう  亞米利 加 からの 歸 りの 船 

て 一 緒に なった 花 子さん て 方なん だ。 


句樂 (面白くな いと 云った やうな 類 付で〕 ふうん、 花 子 

さんか。 いい 名前 だね。 しかし おれ は 何 だな、 やつば 

り 白玉さん とか 紫 君さん だと か 云った 名前の 方が 好きだ 

な" 

焉馬 (怒った やうな 調子で) 何 を 云って やが るんで え。 

人 が 折角 引 さ 合せ て や.，：' うと 云 ふのに つ まらね え ァ ； と を 

云 や あがる。 (女の 方 14^ 向いて) な あにね。 あいつ 南瓜 

て 腹 を 立て X 自棄酒 を 飲ん. てゐ やが るん てす よ. - 

花 子 (何だか 分らす 唯而 白が つて) さう、 南瓜て 腹 を 立 

て 、 ゐ るの。 ずゐ ぶん 面白い わね。 

句樂 (腹立たし さう に) 何が 面白れ えもの か。 ああ、 厭 

だ、 厭 だ。 ます/, \- 江 戶が戀 しくなる ばかり だ。 小し. < 

の やつ は 羨ましい よ。 今頃 は 席から 歸 つて、 家て 河鹿の 

啼く 罄 でも 聽 きながら、 遯の 刺身 か 何 かて 一 杯 やつ てゐ 

やが るんだら う。 (柳 沼に 向って〕 おい、 お前 は 何とか 

云った ね。 

柳 沼 あたして すか。 あたし は 柳 沼って 云 ふんです C 

句樂 (首.^ 振って) さ うぢ やわえ よ。 以前 小 しんのと こ 

ろに ゐた 時分 何て 云った か 訊いて ゐ るんだ。 

柳 沼 あ X、 さうて すか。 あの 時分 はしん 樂 つて 云って ゐ 

ました 0 

句樂 しん 樂 11 あ i、 さう かい。 お前 は 小 しんのと ころ 
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樂句 と ^！焉 


にゐ たん ぢゃぁ 新 內の富 士丸を 知つ てゐる だら う。 

め としょ" 

柳诏 ええ- 知つ てゐ ますと も。 あの 盲人の 老人. てせ う。 

句 架 さうよ。 堪ら ねえい 、膝の 爺 さんだ。 

柳 沼 あり や 三 筋 町の 師匠が 馬鹿に！ @K てして ね、 何かと 

云 ふとよ く 家へ 速れ て來て 語らせて ゐ ましたよ。 

句樂 あり や あ 全くう めえ からな あ。 あいつの 『尾 上 伊太 

八』 と來 たら 一 度聽 いたら 忘れられ ねえから な あ。 

柳 沼 全く あれ を聽ぃ た -ぃ 忘れ られ ません ねえ。 

句樂 (嬉しがって) さう かい。 お前 も あれ を聽 いたかい。 

柳 沿 え-、 幾度 も 聽 きました よ。 

句樂 さう かい。 まあ、 一杯 上げよ ラ。 (ゴ クプ， ^柳 沼 LL 

差す) 

柳 沼 (受けて) へえ、 有難う。 

樂 (ふらく と 首.^ 板って) 全くい V ねえ、 あり や あ 

1 ねえ、 おい。 全く あいつ は 忘れられね えだら う。 (目 

^つぶつ ズ低昔 に うなろ) 

(焉 おに 默 つて 二人の 話 vJ- 聽 ぃ乂ゐ たが、 馬鹿々々 し 

さう に 舌 打,. する 0) 

焉馬 な あんて え。 力 アキ 色の 服 を 着て、 ハム を 突つつ い 

て、 ゥヰス キイに 醉っ拂 つて、 それで 新 内 をうた つて ゐ 

り や あ 世話 あねえ や。 (女 LL 向つ ズ) あいつ はもう すつ 

かり 醉っ拂 つ てゐ やが るんで すよ 0 


花 さう ねえ。 大分い い 御機嫌の やうね。 しかし 焉馬さ 

ん〕 醉っ拂 つたって 云へ ば あなた も あ の 時の 船の 中で は 

ず ゐぷん 醉っ拂 つたわ わ U 

焉馬 (頭.^ 撥い ズ) あの 假裝會 のあった 晚 でせ う。 いや、 

もう 形な してした ね。 だって あり や あ 酷う がすよ。 あな 

た 達が 寄って たかって、 無理に あんな 假裝を させて、 面 

白が つてお 酒ば かり 飲ませ るん てす もの。 

花 子 (笑って〕 はは はは， ほんと にあの 時は而 由かった 

わ。  ， 

焉馬 いや、 當人 あんまり 面白 か あありませんでした ぜ 0 

一 體 あり や あ 何てえ もんの 假裝 だつ たんです。 

花 子 あれ 一 I あれ はビ Hal よ。 

焉馬 (變 な發 音) ピ H  口 ー です かい。 變な 名前の もんて 

すねえ。 

花 子 (もう 一度 面白さう に 笑って) はは はは、 あたし 今 

て も あなたの あの 時の 姿が 目に 見える やう だ わ。 

焉馬 (わざと 恨めし さう に〕 あり や あ 酷う ござんす よ。 

お 白粉 を 塗って 奥れ たの はいいが、 頰 つべ た を眞っ 赤に 

して、 あれ ぢゃ あまる で 二枚目で さあ。 

花 子 つまり あり や あ 西洋の 三枚目よ。 

焉馬 おや、 おや、 情ね え 役 を 動めた もんです ね 0 しかし 

あなた の 舞妓 姿 はよ ござ ん したせ。 あつ し は 全く：^々 と 


m 化 i 馬焉 
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花 焉 花 
子馬が 子 


しました ね。 (.ちっと女の^^,<^/见っめろ) 

花 子 (額.^ そむけて〕 厭よ。 そんなに あたしの 顔ば かり 

兑 ちゃ あ —— ^何 かまた 惡ロを 云 はう と 思つ てゐ るんで i 

ラ 0  1 

S 笑談 云つ ちゃ あいけ ません よ。 (四邊 な 見廻して か 一 

ら聲. ^低め ズ) ねえ、 花 子さん。  1 

花 子 厭 あよお、 花 子さん なんて 云つ ちゃ あ 11 

焉馬 (やつば リ驟. ^低く) あっし も 上海まで 行 くんです 

が —— 就ち や あちよ つと 話が あるんで すがね。 (そっと 

女の手，^ - 取ろ) 

花 子 (おとなしく 手 取らせながら) な あに、 それ 

話って 云 ふの は。 

(焉 馬が 何 か 云 ひ 懸けよう とすろ 時、 一人のお オイが 

下手の 船室の 戶 口から 出て 來て、 急いで 花 子の 傍に 近 

寄って 來 ろ。) 

i_J オイ ああ、 奥さん。 あのう * あちらで お呼びに なって. 

花 子 (びっくリして^5ォィの方，^向ぃて) ああ、 さう。. 一 

それ ぢゃぁ 直ぐ 往 くわ。  一 

お オイ (柳 招に) ああ、 君。 事務長が 何 か 用が あるって 一 

云って ゐたぜ 0  ； 

柳 沼 ああ、 さう か 。それ ぢゃ あちよ つと 往 つて 来よう。； 


^5ォィ (女に〕 それ ぢゃぁ 奥さん 。直ぐ どうぞ 0 

(^オイと 柳诏と はまた 以前の a'::: から 去る 0) 

それ ぢゃ ぁ焉 馬さん、 あたしもう 往 くわ" (立ち あ 

ろ) 

(ぼかんと した 額 付で) さうて すか。 

(あっさりと) それ ぢゃ あさよなら 。ぉ寢 みなさい。 

(花 子 はさう 云 ひ棄ズ たま ま Ja>p 足に 以前の 戶 口から 

姿，^ 消す。 短い^。 船，^ 打つ 浪の音 。) 

(句樂 はさつ きから 低 昔で 新 內，^ うなりつ づけて ゐた 

が、 オイの 聲ん t 鵜く とふと 氣が 付いた やうに それ,^ 

止める。 また 短い 間。) 

(焉馬 は 立って づク プにゥ ヰスキ ー, ^注ぐ。) 

句樂 (吐 さ 出す やうな 調子で) おい、 何 だい、 あり や あ 

I - お前 も 不思議な 女 を 知つ てゐ るね。 

焉馬 (ぐっと 一息に 飲み乾して) 何も 不思議な こた ああ 

り や あし わえ。 ちょっと 色つ ぼくって いい 女ぢ やねえ か 0 

句樂 何が い \ 女な もんか。 しかし あり や 中々 大變 もんだ 

ぜ 0 

焉馬 な あに ロぢゃ ああん な こと を 云って ゐる けれども、 

あれて まだから 初心な もんだ よ。 以前 おれのと ころに 寄 

越した 手紙なん ぞ にゃあ、 まる-てから ねんね えの やうな 

可愛ら しい 文句が 書いて あるんだ。 
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樂句 と 馬焉 


句樂 馬鹿 0 相變ら ずお 前 は 女に かける とだら しがな いん 

だな。 

焉馬 だら しがない やうに させられ るんだ から 仕方が ねえ 

あの 女 だって 今度 はきつ とものに して 見せる から 見て ゐ 

るが い い。 

句樂 何 を 云って やが るんで え。 お前が 近頃で ものにした 

女って 云 ふの は祌奈 川の あれば かり ぢ やねえ か。 この 土 

用の 眞っ 最中に、 榲袍を 造つ て 待つ てゐ るから 是非 来て 

吳 れつて 手紙 を 寄越した 女よ。 

焉馬 ああ あり や あいけ ねえ、 師匠、 八 木 節を聽 かしてお 

れ よつ て 玉なん だから 11 。 

句樂 (嘲け ろ やうに 笑つ \^) はは はは、 お前の 女って 云 

や あ 大抵 そんな もんだ。 

焉馬 しかし 今の 女 はあり や あさう 惡か あない ぜ。 上海へ 

往っ て 料理屋の 長火鉢の 前に 坐る の もちよつ と 乙 _ ちゃな 

いか。 (句 樂：： 方に 向き 直って) おい、 句樂 さん リ おれ 

もさつ き はちよ つと 船 を 降りつ ちま ひたい やうな 氣 がし 

たんだが、 やつば りおれ は 約束 通り 上海まで 往 くよ。 

句樂 (怒って) 勝手に しゃがれ。 何處 まてて..^ 往 くがい 

いや。 おれ は 誰が 何て 云った つて >  今度 船が 着いた とこ 

ろて 降り つ. ST まふ んだ. - 誰が 苺 日 南瓜ば かり 食 はせ や が 

る こんな 船に 乘っ てゐる もんか。 


焉 まあ、 い いぢ や あねえ か 南瓜 も あれて ちょっと 乙な 

もんだ よ。 

句樂 何が 乙な もんか。 全くお 前の 馬鹿 は 放圖が 知れね え 

よ 0 

焉馬 (ひどく 納まつ ズ) 馬鹿 とても 何とで も おっしゃい 

まし だ。 梶原源 太 はわし か 知らん とで も 云 ひたくな るね。 

句樂 (呆れ返って ものが 云へ ねえ、 飛んだ やっと 一緒に 

やって 來 たもんだ 0  ( ちょっと 考 へて) ええと 11 今度 

船が 着く の は 何てえ ところ だ。 

焉馬 今度 船が 着く ところ か。 何よ、 祌戶 よ。 

樂 神戶 か。 神 戸なら 大阪 まで 往 くの は 譯 はねえ な。 

焉 うん、 直き だ。 電車て 一 時間 も あり や ぁ往っ ちま ふ 

だら う 0 

句樂 さう か。 そんなら ひとつ 大阪へ 住って、 獨演會 を や 

つ て やる かな。 

焉馬 勝手に しゃがれ だ 。おれ は 何と 云った つて 上海へ 往 

くよ 0 

句樂 だから 勝手に 何處 へで も往 くがい、 つ て 一 k つ ごゐる 

ぢ やねえ か。 おれ はおれて 勝手に 大阪 へ 往 くんだ から 

—— 大 阪へ往 きゃあ 雜魚 場の 柴 藤の 且 那もゐ るし • こつ 

ちから 往 つた 遊 橘もゐ るし、 これでち よつ-^ in 白れ え か 

らな。 おれ はもう 何しろ 早く この 力 アキ 色の 服が 位， ぎた 
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くつ て 仕方が ねえんだ。 

焉馬 勝手に 脫ぃ だら い いぢ や あねえ か。 さう して 素っ裸 

で 南瓜 踊ても 踊つ たら、 きっと 客に は 大受け だぜ。 

$  (ほんと に 怒って) 何 だと 11 巫山戯た こと を 云 や 

あがる ねえ。 

焉馬 何，， 、巫山戯た こと は 云 や あしね ぇぢ やねえ か。 

句 架 何てえ。 素っ裸て 南瓜 踊 を 踊れた あ 何て 云 ひ 草なん 

てえ。 (少し 調子,^ 落着け て) それ ぢゃぁ 改めてお 前に 

訊く がな、 お前 は 女と 友達と どっちが 大事 だと 思って ゐ 

る 0 

焉馬 さあ、 女が 大事な 場合 も あり や あ、 また 友達が 大事 

な 場合 も あるね。 

M 嘘を吐け。 お前 は 友達なん か 如何ても いいと 思って 

ゐ るんだら う。 

焉馬 (默 つて ゐる) 

おい 返事 をし ねえ かい、 返事 を ー—  C ちっと 焉 馬の 

^-兑 詰めて ゐ る) 

00  (紛らす やうに 募 a^YJ- うた ふ) 「更けて さびしき 奥 座 

敷。 殺して 通 ふ 上 f3f 履、 やつれた 寢顏 見る につけ、 しが 

ない わたしが ある ゆ ゑに、 さぞ や 世間が 狭から、 「。」 

^0  (い. V  、なリ 前にあった コップん、 投げ付け) 馬鹿。 

焉馬 おや， こん 畜生" 大人々々 と 敬って ゐれ ばい、 氣に 


なり やが つて 11 このまま ぢゃぁ 置かね えぞ。 

(句樂 Li 飛び かかる。) 

句樂 何 を 云 やが るんで え。 素っ裸て 南瓜 踊が 踊られる か 

、 0 

(二人 は 取つ 組みあって 喧嘩,^ はじめる。 二人とも も 

うかな リ醉っ ゐ るので、 だらしなく 甲板の 上，^、 取 

つ 組み合つ たま ま 轉がリ 合 ふ。) 

(柳 沼が 丁度 そこへ 下手の 船室の 戸口から 出て 來ろ 0 

この もの 昔 fj- 聽 いてび つくりして 駔け 出して 來 ろ。) 

柳 沼 如何し たんです。 肺 匠。 くだらね え。 およしなさい 

ょリ (二人 yS* 引き離さう とすろ) 

焉 打つ 棄っ といて くれ。 こん 畜生。 人に コップなん ぞ 

翳き 付け やが つて 11 もう 量 見が ならね えんだ。 

句樂 何 を 云 やが る んて え 。素 つ 裸て 南^ 踊が 踊れる か い 。 

柳 沼 (無现 Li  二人,^ 引き離して) まあ、 肺 匠。 い V ちゃ 

ありま せんか。 

(二人 はやつ と 組み合 ひ 止めて 起き上がる。〕 

焉馬 何てえ。 こんなに 頗っぺ た を 引つ 播き やが つて 11 

斷 つてから 引つ 搔 いて 賀 ひて え や。 

句樂 何 を 云 や あがる。 もうお り や あお 前の やうな 馬鹿に 

あ 口 を 利かね えぞ。 

焉馬 うん、 勝手に 口 を 利かね えがい い。 おれ だってもう 


染句 と ； ?>焉 
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お前と 交際 ふ の は 眞っ平 御免 だ。 

句 架 お 互 ひ樣 だ。 誰が お前 兑 たやうな やっと 交際 ふ もの 

か。 ( 一 称 端の： W 子 LL 腰.^ かけろ) 

S  (顿. ^手で 押へ て) おお、 痛え 。びりく しゃがら 

あ。 (柳 沼に) おい、 如何 かなって ゐ るかい。 

柳 沼 ；顿 見ながら) ああ、 腫に なって ゐ ますよ。 

焉 ひて えこと を しゃがる。 折角の 色 を だいなしにし 

や が つ た o( 句樂 と は 反對の 端の： K 子に 腰.^ かける) 

柳 沼 如何し たんです。 師匠。 驚き ましたね。 (焉馬 に) 

ねえ。 焉 師 iki* 今夜 は餘 つぼ ど を かしな 晚 です ぜ。 さ 

つき も あっちで 夫婦喧嘩が ありまし てね。 

3  (また 不槻 縦) 夫婦 in: 嘩な に氣が 利いて ゐ るが、 あ 

ん なやつ 相手 ぢ や あ 始まらね え や。 

柳氾 しかも その iB.i- の 原因が、 師ぽ あなたなん だから 面 

白れ ぇぢ やありません か。 

焉馬 (ちょつ とびつく リ して) おれが 原因 だって II . 如 

何 云ふ譯 てよ。 

柳？，^ つまり まあ 嫉炻 なんでせ うね。 奥さんて 云 ふの は、 

さっき あなたの ところに やって来た あの 女なん てす よ。 

焉ぉ (目 つて) 奥さん —— それ；：' や ああり や あ 亭主 

持 かい。 

柳 沼 いや、 あたし もさつ きまて は 知らな かったんて すが 


ね、 亭主 だか ロー 那 だか 分らない、 金 持ら しい 支那 人が 1 

緒なん ださう です。 

焉 ほんと かい。 しかし 何 だぜ。 さっさ は 一人 だって 云 

つ て ゐたぜ 0 

柳诏 女の 云 ふこと なんか 分る もん-て すか。 何しろ その 夫 

婦 喧嘩つ てえ のが 面白う ござんし たよ。 

焉馬 (がっかりした 紐 付で) さう かい。 成程、 さう 云 や 

あさつき ボ オイ も 奥さん だって 云つ てゐ たし、 如何 も樣 

子が 變 だった よ。 

柳 沼 (ゥ ヰスキ ー の^, ^取り上げ ズ て) ああ、 まだ 少 

し はあります わ。 コップ もま だ 二つ こ k にあります か 

ら、 仲直りに 一 杯飮ん でお 寢 みなさい まし。 

焉 (氣が 付いた やう に 怒リ 出す) 笑談 云つ ちゃ あ.， け 

ねえ。 誰が あんな やっと 仲直りなん ぞ する もの か。 

句樂 當り 前よ。 仲直りなん ぞ 厭な こった。 もうお 前と は 

一 生 交際 をし ねえつ もり だ。 

ft. ん 

焉馬 いいと も。 お前の やうな やつに 交際 はれて たまる も 

のか。 

(二人 は 遠く 離れた 椅子に 腰 懸けた まま 睨み合って ゐ 

ろ。〕 

柳 沼 (あきらめ たやう に) それ ぢゃ あお 寢 みなさい ま 

し 0 


衆 句 と JJf, 焉 
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n  fi] 焉 も 1 焉 


焉馬 それ ぢゃぁ 船が 祌戶に 着いたら、 誰に も 感付かれ わ 

え やうに、 そっと 二人で 降りて しま はう。 

句樂 よし 來た。 荷物 も 何もね えんだから、 か、 つ 云 ふ. 時に 

は 都合が い、 や。 しかし おれ は 何時 素っ裸に なって、 南 

瓜 踊 を 踊ったら いいんだ い。 

焉ぉ (苦笑 ひ vJ- しズ) はは はは、 あり やおれ が惡 かった 

よ。 もう そんな こた あ 云 ひっこな しにしょう。 (二つの 

ゴ クプ に ゥ ヰスキ 注いで) さ. ぁ句樂 さん。 ひとつ 

仲直りの しるしに 一 杯 や-.： うぢ やな いか。 

句樂 うん、 よから う U 何に しても 酒の こった。 

(二人 はコク プ，^ 取り上げて 飮 む。 と 1E 時に にけ た 

たましい 汽祖の I す/か 聽ぇろ 〕 

句樂 (びっくりして) おお、 何てえ。 びっくり させ やが 

るお や あねえ か。 

(つづい ズ 遠く 招れ iii ふ 船から の 汽笛の 音 0) 

焉馬 ラん， 何 だよ。 何處 かの 船に 摺れ 違つ たんだよ。 

句樂 な あんだ。 つまらね え。 はは はは —— (笑 ふ) 

(焉 Ei5 も 一 緒 Li なって 笑 ふ。 E. 板の 上に はやつ ばリ ti 

の やうに ろい；： J の 光,； -が あろ。 風の ない 靜 かな 晚で 

二人の 笑 ひ おた けが 海に ひびい て 高く 聽 え る 0) 

II 徐ろに .11  . 


(柳 沼に さっさと 二人, ^残して 行って しま ふ。 かな リ 

長い間。 二人 は默 つて 何時までむ 睨み合って ゐ る。) 

(船 第の 窓に 映って ゐろ 電燈の 灯が だん：；：，： ん 消え はじ 

めろ。) 

(句樂 ば 立って 丁度 眞ん 中のと こる にあろ 卓子のと、、 

るに 來て、 づクブ l: ゥ ヰスキ 1,^- 注いで 飮む 。そのう 

ち卓子の^^ぐ傍の椅子に腰,^懸けろ0) 

(WS らくす ろと 焉 a^>^ 立って その 卓子 のと こる LL 來 

ズ、 同： J やうに コクプ に ゥヰス キ，, ^注いで 飮ん でか 

らゃ つば リ K ぐ 傍の： W 子に 腰 1^ 懸けろ。) 

(すべて 無言。 また かなり 長い ilo) 

(不閬 句 樂がゥ ヰ スキ. 'の罎 の 方へ 手，^ 出す と、 焉馬 

も 同時に その 縫の 方へ 手 出す。 二人 ちょっと 額,. ^ 見 

合^て 氣まづ さ、 つに 出した 手,^ 引っ込めろ。) 

M  (くづ 折れた やうな 調子で) ねえ 句樂 さん。 

架 (思 はす 返 寧 1^ すろ) ええ。 

M やつば りおれ も お前さんと 一 緒に 船 を 降りる よ。 

うん、 さう か。 降りる 氣 になった かい。 

^  (しんみりと) やつば り お前さんが ゐ なくなる と 寂 

しいかち な あ。 

句樂 (誘 はれた やうに しんみりと) さう 云 や あおれ も 1 

人に なろ のが 寂し かったん だよ。 
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樂句 たれら iif 


客 群 刑 巡 お 貞典 焉句 

ま 

衆 事查っ 龍 < ま 馬樂 


ど 全部 土間：， i なって ろが、 上手 Li 四 A=is«„!i,^ 敷いた と 

ころが あろ。 疊 敷のと こる Li チヤ， フ蔓が 二つば かリ。 

土間に は 長 い 卓子 や 腰掛が e ぃズぁ ろ。 

正面 は 二 枚の 础子 で、 そこに は 『小 料现 类吉， む』 と 

白く 染め 拔 いた 茶色の 暖簾が 懸かって ゐる。 その外ば 

直ぐ LL 往來。 

上手 蠱 敷の 向う が 板 場に なって ゐ ろ。 壁 は 品 書の 紙 

が 貼り付けられた リ、 俳句 1 ^寄いた 短册が 懸かった リ 

して ゐろ。 十二お の 半顷の 或ろ 夜、 九 時 少し 過お，。 

典 凌と 負 龍と が、 上手の Eg 敷のと： ろで、 チヤ プ g 

, ^差し 抉んで 洒，^ 飮 んでゐ ろ。 典 凌 は髮， ^撫で上げ 

た 苦み 走し つた^の 四 十二 三位の ER。 良 龍 は 斑の 長 

い 小肥りの 同じ 位の if 恰好の 男。 二人と む 今 飮み始 

めた ばかりと ぇズ それほどに 醉 つて ゐな い。 

ほかに土？1の方でゃ.^がニ組ばかリ洒.^^飮んでゐる。 

表の 往來の 方から 何虚 かの 店で やって ゐろ 蓄音機の 

音 や 何 かが 聽ぇ ズ來 ろ。 

客の 一 (权 場の 方 1^ 向いて) おい、 おまつさん、 おまつ 

さん 0 

おまつの 聲 ええ、 な あに： ：o 

客の 一 勘定 だ、 勘定 だ。 

おまつの 聲 へえ、 唯今。 


w^^t^^0  (市井 喜劇 一 慕) 


物 

1 落 一!S 家 


小 料理屋の 娘 


場 所 


草 


時 代 

十 數年前 

第 一 場 

の IS 小路の 近く LL あろ 或ろ 小 料理！ S1 の 内部。 袷ん 


樂句 たれら 搏 
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なくお まつが 铫 子，^ 持つ ズ W ズ來 ろ。 十八 九 歳 

の 丸 ぼち やの 色つ ほい 女。 姚子 yj- 典 凌 達のと こる に 置 

いてから こっち へ來 ろ。) 

おまつ え. ズ と：： ニ圓 四十 五錢 K きます わ。 

容の 一 おい 來た。 お 剩錢は 入らない よ。 さあ、 往 かう。 

容のニ ああ、 おまつさん。 また 來 るよ。 

(一組の 客ば 出て 往 つてし まふ。 おまつ は その後 V5~ 片 

附 けた リ して ゐ る。) 

典 凌 〈思 ひ 出した やうに 餌 * ^上げて) ああ、 何 だって 云 

ふぢ やない か。 お前の 直ぐ 近所の 家に 昨夜 强盜が 入った 

つ て 云 ふ. ちゃ あない か。 

貞龍 ああ、 だんだん 押し詰まって 來 ると 物騷 だよ。 昨夜 

人.， T れ たって 云 ふ 家 は、 おれの 直ぐ 傍に 鶴の 湯 つてお 揚 

屋が ある だら 、つ。 あの 直ぐ 前の 藥屋 さんだ が、 何しろ 短 

刀 を 突き付けられた 時には、 生きて ゐる. S はな か つたつ 

て、 今朝 主人に 會 つたら 話して ゐ たよ。 

典 凌 そり や あさ うだらう。 何でも 二人組て、 三 四日 前に 

根 岸の 方に 入った のと、 同じ 手口 だって 云 ふぢ やない か。 

a; 龍 うん、 何ても 前科 何 犯て 云 ふやうな やつに 違 ひない 

よ。 ひどく 落 や， 着いて ゐ たって 云 ふから な。 

典 凌 さう か。 こんなに 物騒 ぢゃ あお 互 ひに これ ま-ての や 

うに 夜 家 を 空ける こと も 出来ない な。 . 


負 龍 な あに、 大丈夫 さ、 おれ 達の 家に 入った つて、 何に 

も 持って 住く ものがない つて 位 は、 少し 氣の 利いた 盜贼 

なら 大抵 知つ てら あ。 はは はは はは は。 

0 あべこべに 置いて 往 かなく ちゃ あならない からな。 

(同じ やうに 笑 ふ) 

(おまつに 卓子の 上,^ 片附 けてから、 料理 vS- 典 凌 達の 

と-、 ろへ 持つ ズ來 ろ。) 

おまつ 如何 もお 待ち 遠 さま。 

典 凌 (からか ふやうな 調子で) おまつさん。 お前さんな 

ん かも 夜歩き は物騷 だぜ。 

おまつ ええ、 あたし なんか 夜步 きなんて しないから 大丈 

夫て すわ。 

典 凌 如何 だか：：。 この間 も かぶり 際に 宫戶 座の 樂屋ロ 

のと ころに 立って ゐたぢ やない か。 

おまつ あら、 據ょ。 あたし 夜なん か 外へ 出 やしない わ。 

典 凌 だって 何 だぜ、 おまつさん、 お まへ さん は 何でも あ 

す この 芳三郞 に 惚れて ゐ るって 噂 だぜ。 

おまつ 厭 だ わ、 あんな ひと。 あたし あの人の 歩き 付きが 

嫌 ひなの、 あたし は 役者なん かよりも 講 轉 肺の 方が 餘っ 

ぼ どい いわ。 

典 凌 おや、 おや、 おまつ さんの 殺し文句に 會っ ちゃ あか 

な はない な。 それ ぢ やまた これから 日參 だ。 
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樂句 たれ bjf 


Am おまつさん。 しかし 講 n 肺と 云った ところで いろい 

ろ ある だら う。 

おまつ ええ、 そり や あある わ。 

i  (にやくしながら) 一番 好きな の は 誰 だい。 

おまつ さあ、 誰て せう ねえ。 (色つ ぼく 首，^ 傾げて) 自 

分に もちよつ と 分らない わ。 しかし まあ 誰でもい いぢ や 

ありま せんか。 それよりも 跳 子 を 持って来 ませう ね。 

典 凌 ああ、 頼む よ。 

(おまつ 板 場の 方へ 往 つてし まふ。) 

i  (小^で) ねえ、 おい、 大分 色つ ぼい 好い 女に なつ 

た；：' や あない か。 

典 凌 うん * 兎に角 あの 娘が ゐ ろんで こ \ の 家 は 客が 來る 

ん だよ。 

S  (默 頭いて) さ うだらう。 あれ だけの もの は、 兎に 

角、 】 の 界猥ぢ や あ 見當ら ねえ。 

典 凌 (笑って) はは はは は。 ひどく 氣に 入った もんだ な。 

それ ぢゃ お前 もこれ から 毎日 ここへ やって来る や- 「にな 

りさう だな 0 

Mm 無論 だね。 (間，^ 置い ズ) ー體 おれ 達の 仲間て ちょ 

くもよ くこ こへ 來 るの は 誰なん だい。 

典 凌 さう さな。 講 n 肺の 連中 は あんまり 来ない よ。 落語 

家-ちゃ あ 句樂、 焉馬、 小 しんなん ぞ がよく 来る が：：。 


龍 ああ。 さう か： ：o 句樂 にも 久しく 會 はない が 達者 

カオ 

典 凌 ああ、 相 變らず だよ。 

贞龍 近頃 あの 述中 何處へ 凝って ゐ るんだ。 

典 凌 やつば り吉原 さ。 

AM 吉原は 分って ゐ るが： ：o  - 

典 凌 河內樓 へ よ く往く やう だね。 

Mm さう かい 0 

(おまつが 新しい 魏子 持って くろ。 殘 つて ゐ ろ 容の 

1 組の 中の 一 人が？ tvJ- かけろ。) 

客の 三 おい、 姐 さ パ"。 勘定 をして れ ないか。 

おまつ (跳 子,^ 典 凌 建の チヤ プ直に g いてから) ええと 

：: 三圓 七十 錢頂 さます。 

客の 四 いいよ。 おれが 拂 ふよ。 C 勘定，^ すろ) 

(客の 三、 四 出 v^ft つてし まふ。 と、 ほとんど それと 

入れ ひに 句 樂と焉 馬と が 而，： ：： さう に 笑 ひながら 入つ 

て來 ろ。 句！^ は 四 十七 八读 位の 坊主頭で 頗の 削け た n 

の ざよ スっ とした 男。 焉馬は 三十 五六 歲 位の 小柄で 色 

の 淺黑ぃ 男。 句 樂は手 に 钿引繩 の 新しい の vJ- 持？ ズゐ 

ろ。〕 

句樂 はは はは は。 お前が つまらね えこと を 云 ふんて、 馬 

鹿を兑 ちまった ぜ。 
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典 A  Ti 句 


来年 正月から 出直し だよ。 (焉 馬の 方 向い ズ) 焉馬さ 

ん もしば らくだつ たね。 

00 いや. 如何 も：：。 しかし •  rtj 龍さん * 京都 ぢゃぁ 

大分 粹な ことがあつ たんだ つ て ね。 

MM  (笑って) はは はは は。 な あに それほど でもね えの 

さ 0 

典 凌 みんな 知って ゐ るんだ せ 。隱 したって 駄目 だよ。 

句樂 ああ、 さ、 つ、 さう. 何 だってい ふぢ やない か、 お前 

5 ち， iy ひ 

さ ん は 京都て 狂人 の 女に 惚れられ たって 云 ふぢ やない か 

もっとも 狂人の 女 てても なけり や あ お前さんに は 惚れね 

えだら うけれ ど。 

A 龍 如何 もつ まらない 話が 傳 つて ゐ やが るな。 はは はは 

(みんな  一 ^に 笑 ふ。 と、 その 時 不阅典 凌が 句 架の 持 

つて ゐろ 細引 繩に =3 1 ^付けろ。) 

典 凌 おや， 句樂 さん。 お前 妙な もの を 持って ゐろぢ や あ 

ないか〕 如何し たんだい、 そいつ は。 まさか 首ても 縊る 

つもりなん ぢ やなから う 0 

句樂 (細引 繩 1^ 出して) ああ、 この 細引 か： ：o これに 

就て は 馬鹿々 々しい 話が あるんだ。 

典 凌 何 だい、 鹿々々 しい 話って 云 ふの は。 

句樂 こり や あね。 かう 云ふ譯 なんだ。 おれ 達 は 今 並木に 


焉お はは はは は 。まあ， いいやな。 引窓の 紐 か 何 かにす 

り や あい いぢ やねえ か。 

S な あに 使 ひ 道に や 困らね えよ o( 腰 懸けよう として 

典 凌と. 《 龍に 氣が 付く) ああ、 御： S 所お 揃 ひだね。 

典 凌 や あ、 そちら も 御.： g 所お 揃 ひだな。 如何 だい、 一緒 

になら うぢ やない かリ 

m うん。 如何 だい、 焉馬。 

馬 いや 、結構 だね。 

m 久しぶり だ。 一緒に やらうよ。 

^  (桌 龍 に) おい、 その チヤ ブ臺を くっ付け ちま はう。 

(チヤ プ祭 くっ付けて、 四 人に 向 ひ 合って その 前に 

坐る。 直ぐ LL 杯の やりとりが 始まろ。) 

句樂 いや、 ほんと に ま 龍さん と は 久しぶりだった ね 。も 

う 一 年 近く 會 はない かも 知れない ぜ。 

& ああ、 もうかれ これ その 位になる だら う。 何しろず 

、つ つ と 旅ば つ かり 歩いて ゐ たからな。 

句 架 ああ、 さう だった つてな。 如何 だい。 旅 ぢゃぁ 何 か 

而白 いこと があった か。 

S あ ろ もんか 。何處 も かしこ もさん な 態たら くさ 0 

お 人會も 何もあった もん ぢゃ あり や あしね え。 

化 架 さう かい。 それで 今 如何して ゐ ろんだい。 

まあ、 今年 中 は 敷 を 稼ぐ 位の ことにして S いて • 
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^句 たれら ft 


出て ゐ るんだ が、 今夜 席 を 二人て 出て、 廣 小路のと ころ 

を ぶら りと やって 來 ると、 あすこの 田 原 町の 方へ 往 かう 

つて 横町のと ころの sffi 屋に 奇妙な 面 をした 小僧が ゐゃ 

がるんだ。 それで 焉 馬の やつの 云 ひ 出しべ て、 あの， 小 

僧め どんな 聲を出 しゃがる かひと つ 何 か 買物 をして 見よ 

うと 云 ふこと になつ たんだよ 0 

贞龍 はは はは は。 二人とも 相 變らず だな。 

典 凌 それて 如何し たんだ。 

句樂 そわから 二人て 何 を 買ったら い いかと 思って いろい 

ろ考 へた 結果、 兎に角 細引が よから うと 言 ふこと になつ 

て、 細引 を 一本、 一 丈 二 尺 sa: つて 小僧に 口 を 利かせて 見 

たんだが、 な あに 別段 面 ほど 奇妙な， 鶴の や- 「な 聲も出 

さなかつ たって 譯ょ。 

焉馬 いや 全く その 小僧の 面 は 奇妙て したよ。 あたし は 全 

くどん な聲を 出 すかと 思った ね。 

典 凌 はは はは は。 馬鹿 だな あ、 お前さん 達 は。 仕樣が ね 

ぇぢ やない か、 そんな 繩を 買った ところで： 0 

句樂 全く 仕樣が ねえが、 まあ、 家へ 持って 歸 つたって、 

引窓の 紐 位に は 使へ る だら う。 

典 凌 ，てり や あ 使へ る けれど： ：o 

いや、 それよりも 今度 落語家 芝居が ある 時まで 取つ 

て 置いて、 お前さん 達 二人て 『引窓』 を 出 すんだ ね。 


句樂 『引窓』 を：：。 おれに や 芝居なん か出来 や あしね 

え 0 

貞龍 な あに 出来る よ。 譯 あり やしない。 句樂 さん、 お前 

が 南方 十 次 兵衞 で、 それから 焉 馬さん が 濡髮長 五郎 を や 

る の よ 0 

焉馬 成程、 こいつ あいい 趣向 だね。 

句樂 いや、 駄目 だよ。 おれに は 芝居 は 出来ない よ。 

焉馬 な あに、 兄 食、 譯 はない よ。 おれが よく 敎 へて やる 

から やら うぢ や あない か。 

句樂 (首 yj- 振って) いや、 眞っ平 御免 だ。 

典 凌 はは はは はは。 何 を 云って ゐ るんだ い。 細引 ひとつ 

て 芝居 を やる やつ もな いぢ や あない か。 ねえ、 句樂 さん。 

句樂 全く だよ * 焉 馬の 云 ふこと を聽 いて ゐ たら どんな 目 

に會 はされ るか 知れ やしね え * 何しろ 今日は おれ は あん 

まりいい 日ぢ やな かったん だからな。 今朝 は 今朝て 下駄 

泥坊に 會 ふし、 今夜 は 今夜て こんな 細引なん ぞ買 はされ 

るし：：。 (首 vJ- 傾げて) 何 かこの 繩を 使って い い 趣向 

はない もの かな。 

焉馬 繩 飛び は 如何 だい。 

句 樂 馬鹿。 子供 ぢゃ あある めえ し、 犬の 男が 雛 飛びなん 

か出来る かい。 

焉馬 それ ぢゃぁ 網つ 引。 
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句樂 いい加減に しろよ。 (考 へて ゐ たが 不圖何 か 思 ひ 付 

いたやう に) ああ、 如何 だ い、 かう 云 ふ 趣向 は。 誰か 

その 繩て 縛って、 往来 ゃ步 くなん ざ あ 面白い ぜ。 

典 凌 はは はは。 こいつ あ 面白い ね。 つまり 泥坊 ごっこ だ 

AO 

句樂 うん、 まあ、 さう だ。 丁度 こ >- に 四人ゐ るから、 誰 

か 二人が 刑事、 それから 誰か 二人が 縛られる やつになる 

ん だね。 

a; 龍 うん。 さう して 何處を 歩かう つて 云 ふんだ い。 

句^ そり あなるべく 人通りの 多い ところて なくち や あ 面 

白くない やね。 ま、 ここなら これから 廣 小路の 通りへ 出 

て、 それから 仲 店 を 觀音樣 の 方へ 向って 歩 くんだ ね。 

典 凌 しかし おれ 達 は 鬼に 角 顔が 知れて ゐ るから な。 

句 衆 な あに 刑事 は 帽子 を眞 深に 被ろ し、 緙られ たやつ は 

手拭で 顿、 冠り をして ゐりゃ あ 分り や あしね え やね。 

うん、 さう すり や あ 分るまい が、 しかし ー體 誰が 縛 

ら れ るんだ い。 

句樂 さあ， そいつ は 何 だね、 籤引に す るんだ ね。 

典 凌 籤引に：：。 そいつ はいけ ない よ。 こいつ はやつ ば 

り 細引 を 持つ て來 たのが お前さんて、 こいつ を 買 はせ た 

のが 焉馬 なんだから、 一 一人が 縛られる 役に 廻る のが 當り 

前 だよ。 


句樂 (ちょっと 困った やうな 餌付で 焉馬 lO おい、 如何 

だい。 焉馬。 お前 總られ るか い。 

焉馬 (不平 さう に) 、つん。 

i しかし 何 だぜ、 芝居 だって 講 it だって-縛られる や 

つの 方が い X 役なん だぜ。 

焉馬 うん、 そり や あさう だけれ ど： ：o  (句樂 に) 兄貴 

お前 如何す るね。 

句樂 仕方が ねえ。 縛られよう。 (氣 vs^i- へ て) しかし 面 

白れ ぇぢ やねえ が。 いい 趣向 だよ。 いや 、往来の やつ 等 

は. V 、つと みんなび つくり しゃがる ぜ 。何 だら うと 3^ ひや 

が る だら うな あ。 まさか これが 天下の 講韆師 と 落語家 だ 

と は 思 や あしめ え。 

典 凌 うん、 兎に角 面白い よ。 それ ぢゃぁ 早速 支度に 取り 

懸から うぢ やない か。 

(おまつ さっきからの 話,^ 聽 いて ゐた が、 急 LL 笑 ひ 出 

す。) 

おまつ はは はは は。 面白 いわねえ。 焉 馬さん なんかき つ 

とほん とに 泥坊の やうに 見える わ。 

焉馬 おい、 おれ はもう 止す よ。 だってお まつさん がほん 

との 泥坊の やうに 見える つて 云 ふんだ もの。 

句樂 何 を 云って ゐ やが るん-てえ。 ほんものに 見える とこ 

ろが 面白 いぢ やねえ か。 
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典 焉 焉句 


句 架 うん。 

典 凌 それ ぢゃ あれ を おれ 達に 貸して くれ。 さう してお 前 

さん 達 はおれ 達の 此 相子 を 被 つて そ の 上から 頰 冠り をす 

るんだ。 

句樂 よし 来た。  一 

(典 凌と 良 龍 は 鳥 打 帽子,^ 目深に 被って 刑事の 身拖 

へ。 句 樂と焉 馬 は 手拭 ひで 頗冠リ かする。) 

句樂 はは はは は olra 白れ えね o( 典 凌の^,^ ながら) 成 

程 刑事に 見える から 不思議 だよ。 第 一 顏 付が 刑 察つ て 顔 

だ。  一 

典 凌 お前さん のさう やった ところ も、 如何して 立派な 泥 

坊面 だ。 

句樂 さあ、 出 懸けよう か。  一 

典 凌 まあ、 待って くれ、 細引、 細引：：。 細引が なくつ) 

ちゃ あ 芝居が 出来ね え。  一 

句樂 (細引 繩，^ 典 凌に 液し VO さあ、 これ だ。  ： 

典 凌 よし 。(おまつに) ああ、 おまつさん、 濟 まない が 

^3丁を貸して吳れなぃか。 

おまつ ええ： ：o  一 

(ぉまっ^ぐ板場から^^丁1^持って來ろ。 典 凌に^ 

で 細引 繩 yJ- 二つに 切って、 その 一本， A 龍 Li 渡す。) 

典 凌 さあ、 捕繩 だせ。  - 


焉馬 しかし、 こんな ことて おまつ さんに 愛想 を盡 かされ 

ちゃ あつまら ねえから な。 

おまつ (笑 ひながら) 大丈夫よ。 焉 馬さん 愛想なん ぞ盡 

かさない からお やん なさい よ。 

焉馬 ええ、 みんな あ.^ 云 ふんだ から やる こと はやります 

がね。 (句樂 LL ソ 如何す り やい いんだい。 

樂 うん、 手拭 を 出して 頰っ 冠り をす るの よ。 

M うん さう か 0  (顿 冠リ すろ) 

m まだ 早い よ。 

馬 (默 つて 頗冠リ 取ろ) 

凌 はは はは は。 似合 ふよ。 全くお まつさん の 云 ふ 通り 

だ 0 しかし、 お前さんの は 泥坊に しても こそ泥 だね 0 

焉馬 おや、 おや：： つ 

(こんな 話 fj^ して ゐろ も、 みんなに 絶えす 杯の ゃリ 

とリ vJ* して ゐろ 0 おまつ もう 二三 度铫 子の 代リ. 5- 遝 

んで來 ゐろ。 みんな 醉っ ズ來る LL つれて、 だんだん 

、、の 企 \^  Li 興味，^ 待 ち 4i め て來 ろ 0) 

Am さあ、 如何 だい。 早く やら うぢ やない か。 遲 くなる 

と 人通りが 少なくな つち まって つまらない ぜ。 

樂 さ、" だ。 早く やらう、 早く やらう 0 

典 凌 うん、 刑事になる に はと：： 鳥 打 帽子が いいな、 あ 

あ、 丁度い い。 お前さん 達 二人 は 鳥 打 帽子 だら う。 
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fi よし 来た。 早速 ふん 縛つ ちま はう。 

焉馬 おい、 おい、 さう 本氣 になって やら なくたって いい 

ぢ やない か。 

S な あに 本氣で やらな くち や ぁ氣が 入らね えから な。 

さあ、 りきり と 手 を 廻せ。 

S ハ情 なさう に) 厭 だな あ。 

(贞 龃が焉 馬 vJ- 縛ら う とす ろの，^ 句樂が sa めろ。) 

句樂 おい、 こ X の 家から 繩付を 出す の は 酷い よ 。外へ 出 

てから 芝居が かりで 縛られる としょう。 

典 凌 それぢ や 出 懸けよう。 (おまつ lO おまつさん 。勘 

定は 一緒にして 置いて ぉ吳れ よ。 

句樂 さあ、 往 かう、 往 かう、 ちょっと 揚幕を 出る 時の や 

うな 氣持 だな 0 

(みんな 笑 ひながら 出て ゆく。〕 

(「御用 だ。 神妙 にしろ。」 と 云 ふ 典 凌と 貞 龍の 聲が前 

後して 鵜え て 來ろ。 ) 

(おまつ 暖簾のと、、 ろから 外， 4^ 见て、 可笑しく つて 堪 

ら ないやう に^, ^立て、 笑つ ゐろ 0) 

第二 場 

草の 仲 店の 通リ。 

正而 LL は 紅梅 燒屋、 小間物屋、 玩具 屋、 人形 屋、 检雙 


11 と 云った やうな 店が すらりと 並んで ゐる。 

その 前は鋪 石の 敷いた 通り-,, i なって ゐろ。 上手の 方 に 

觀音 堂が あ ろ 心 持。 店に は 煌々 と _m 燈が點 つて ゐて、 

そ： らは畫 の やうに 叨 ろくなって ゐる 0 

同じお の 十 時 ®。 

0S へ 參詣 に往 つ た歸リ の 人 や， 芝 や 活動お！ K ハ 

から 歸リの 人が、 ぞ る/, \ 上手から 下手へ 通リ過 A-P 

ろ 0 それと 反對に 下手から 上手へ 往く入 も 可な リ多 

い 。德て 暫くの EE 人脚が 途切れろ。 と 問 もな く 花道 か 

ら焉 Ei^ の繩 取った 良 龍.^ 先き に 、句 祭の IT 仇，^ 

取った 典 凌が 出ズ來 る。 焉 馬と 句 樂は頗 冠リ. 寅 龍 

と 典 凌 は 刑事ら しく 烏 打 帽子，^ 目深に 冠って ゐ る。 

後から 四 五 人彌次 か附 いて 出て 來る。 

焉馬 (花道の 半 位のと ころで〕 おい、 おれ はもう 厭 だよ 0 

つ まらね え や 0 

S  (小聲 で) おい、 これから ぢゃ あない か、 これから 

仲 店へ か、 つてから が 芝居なん だ。 まあ、 もう 少し 辛抱 

しろよ 0 

焉馬 うん、 しかし：：。 

臾龍 (急に 刑事の やうな 口調で) こら こら 不都合な こと 

を 申すな、 さあ、 早く 歩かん か。 

樂 (思 はや 口 に出して) はは はは。 うめえ、 うめえ。 
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そっくり 本物 だ 0 

典 凌 こら、 何 を 申す。 もの を 云 ふち やい かん、 もの を 云 

ふち やい かん。 

句樂 だって、 お前： ：0 

典 凌 (小聲 で) おい、 聽ぇ ると 底が 割れて 面白く ねえ か 

ら默 つて ゐ ろよ。 (急 Li 大きな 聲で〕 こら、 さっさと 步 

け。 何 を 愚圖々 々しちよ るんだ。 

(四 人 はかう して 舞^に か、 ろ。 彌次 ST かだん だん 多 

くな つて 來る。 ) 

(と、 四 人が 舞堪 の眞ん 中のと こる LL 來た 時分から、 

正面の 背贵 が引逍 具で だんだん 下手の 方 へ 動いて 往っ 

て、 そこにば いる ぃろの^3が现はれて來ろ0) 

(四 人 は 足，^ 動か， L\ ^ゐろ だけで、 だんだん 觀音 堂の 

方へ 近付い ズ往く 心 持。) 

(そのうち そ： LL 築って 來た 群衆 はこの 四 人，^ 取リ圜 

んで、 いろいろの 想像，^ 描き はじめろ。) 

(群衆の 聲。 

〇 おおい、 何 だい、 何 だい。 

〇 うん 何でも 掏兒が 捕ったら しいんだ。 

〇 掏兒 か。 間拔 けな 野郎 だな、 ふん 捕 るなん て。 

0 何でも 仕 立屋銀 の乾兒 て、 前科 何十 犯て： K ふ 凄 いん 

ださう だが、 捕る 時 はやつ ばり 運 だね。 刑事の 懐へ 手 を 


突っ込ん だんだ つて 云 ふから。 

〇 さう か。 お，， 前 見て ゐ たの か。 

〇 う うん、 見て やしね えが 多分 さ. T- だら うと 思 ふんだ。 

0 何 だ、 馬鹿々 々しい。 

(群衆 笑 ふ。) 

〇 何 だってえ ぢ やありません か。 あり や あこの 間う ち 向 

島の 方 を 荒して ゐた こそ泥 だってえ ぢ やありません か。 

0 ああ、 さう です か。 しかし こそ泥に しちや あ ひどく 

ち 着いて ゐ ますね。 

〇 ええ， もうかう なり あ 度胸が 据わり ますよ。 

〇 これ ぢ やもう 遁げ ようたつ て遁 げられ ません からな。 

〇 ええ. 遁 げられ る ものて すか。 

〇 しかし 泥坊に しちや あ 粹な頗 冠り の 仕方 をして ゐ ます 

(群衆 笑 ふ。) 

〇 おい、 昨夜の 强盜が 捕まった つてえ なほん とかい。 

〇 ああ、 ほんと だと も。 千 束 町に 入った 二 人祖の やつ だ 

らう. - 

0 ああ、 さうよ。 成程、 二人とも 强盜 らしい 恰好 をして 

ゐ やがら あ。 

〇 何ても あの 後から 往く のが 親分て 雲 g 仁左衞 つて やつ 

なんだ さう だ 0 


樂 も】/ •: れ' u き 
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〇 ふうん、 さう して 前に 往 くの は 何て 云 ふんだ。 

〇 あり ゃぁ闪 小 傲の 六 之 助って 云 ふんだ。 

〇 ほんと かい。 おい。 

〇 うん。 何しろ さっさ 金 て聽 いて 来たんだ から ほんと 

だら う 0 

〇 何 だ。 ml® にして やが る。 

(群衆 笑 ふ。) 

〇 おい、 おい、 いよいよ 小名 木 川の 人殺しの 犯人が 捕つ 

たつ て 一； ム ふぢ やない か。 

〇 ああ、 それち や あ 何 か、 あり や あ 人殺し か。 

〇 さう だと も。 さう 聽 いたから おれ はび つくりして 飛ん 

で 來 たんだ。 - どんな 面し て ゐる。 

〇 何だか 顿 りして ゐ るん-て、 よく 見えね えが、 何だか 

くだらな さうな やつ だぜ。 

0 さう か。 いや、 さう 云 ふやつ が 人殺しなん ぞ よくやる 

んだひ 

〇 入 役し をした やっつて 聽 くと、 どんな 凄い やっかと 思 

ふが、 兑て兑 ると つまらね えもん だな。 

0 うん、 しかし 惡 いこと は 出来ね えよ。 置キ 忘れた 手拭 

から 足が 附 いたんだ つて 云 ふから な。 

〇 さう かい 0 

〇 何しろ あの 刑事 は 象潟署 でも 名うて の 刑事なん ださう 


だ 0 

(こんな 話，^ しズゐ ろうち にも、 衆 はだん だん 数，^ 

^？しズ來ズ、 給ん ど 四 人が 身動き，. > 出來 ない ほど に な 

つてし まふ 0) 

(その EEL! 背货 はだん だん 動いて 往 つて、 .531 眞 館のと 

こる か ら傳 法院前 の と ：ス に なろ。) 

負 龍 (立ち 留まつ ズ) おい、 おい、 寄つ ちゃ あいかん。 

寄つ ちゃ あいかん 歩け やせん ぢ やない か。 

焉馬 (群衆 LL 向つ \^) 寄つ ちゃい けね えよ。 寄つ ちゃい 

けね えよ 0 

Mm  (繩 1^ ぐいと 引いて) おい、 默 つて、 默 つて： ：o 

焉 HJ^ 痛え ぢ やねえ か、 そんなに 引っ張つ ちゃ あ。 ：：。 

i  (小聲 で) 勘辨 して 吳れ。 勘辨 して 吳れ。 (大 き な 

聲で) 何 を 云 ふんだ。 さあ、 さっさと 歩け。 

焉 歩け る もんかい。 こんなに 人が ゐ ちゃ あ。 ：： 

sit つ 

典 凌 (後の方から) おい、 仕方がな いな あ。 默てゐ ろよ。 

焉 H!5  (怒って) だって、 お前、 厭 だよ おれ はもう こんな 

役 は。 

句樂 まあ そんな こと 云 はねえ でもう 少し だ。 おれが うま 

くきつ かけ を附 ける から、 それまで 待って ゐ ろよ。 

焉お だって、 お前： ：0 

S ええ、 默 つて 歩け。 


434 


樂句 たれら 純 


(四 人に 默っ てまた 步さ かけろ。 と、 丁度 一て こへ 上手 

の 方 か ら 制服 の 巡 杏が 二人 急いで 驅 けて 來 ろ。) 

巡^^のー 何 だ、 何 だ。 

巡 &のニ さあ、 造 を n けろ、 道 を 開けろ。 

(巡査 は どんどん 群衆,^ 搔 きわけ て 四 人の 方へ 近付い 

ズ來 ろ。) 

焉 (巡査.^ 見る とびつく リ して〕 あ X 、巡査 だ。 巡査 

、二、 -0 

(突然 炎 龍の 持って ゐた 繩.^ 报リ 切って 跑げ 出す。 焉 

川 マ か S げ 出した のに 誘" れて、 A 龍 も句樂 I 與凌 L 一 

緒」 なって、 鮮 衆の^ vs^ 拔き 分け ズ通 げろ。) 

(^衆 は 呆氣に 取られた やうに びつ くりして ゐ たが、 

そのうち 誰か 「泥坊が S げた ぞ OL と 火 さな-蘇で 怒鳴 

ろ それから、 群衆 は 何だか 諍の 分らな い 渦 LL 卷さ 込ま 

れ たやう に滅茶 々 々 に .说 亂 す ろ 0〕 

「*^ げた ぞ。」 「捕へ ス。」 「泥坊 だ。」 「„ ^兒だ o」 「人 殺 

した 0」 と 云 ふやうな 叫び 驛が、 その 群衆の 堝の 中から 

起っズみんな入リ亂れて焉馬ゃ句樂の後1^近ひかけ始 

め so) 

第 ；ニ 場 

公 li の瓢欺 池の 傍。 


上手 に 築山が あって、 その 下 1: 口 ハ臺が 置いて あろ。 

立 木が 五六 本 立つ ズゐ る。 正面に 瓢簞 池が あつ ズ， 池 

の 向 ふに 球 乘ゃ女 芝居. や 沾 動寫 〈の 小屋な どが 兄え ろ 

下手 Li もや つば リ 一 かたまりの 木立が あろ。 街燈の 瓦 

斯 の 燈 が ^^ゃ：：！  く そ 、 、 ら 1か 0 らして ゐる。 

同じ 夜。 卜 時ち よつ と 過 ャ」。 

典 凌と いは 龍と が 息せ ききって 下手の 方から 顧け 出し 

て來 ろ。 

典 凌 おい、 如何した らう、 二人 は。 

良 龍 うん， 飛んだ ことにな つち まった な。 

典 凌 う ん 、 如何 も 彌次馬 つ て や つ は 、 あんまり 茶番 氣が 

なさ 過ぎる よ。 

S 全く だよ。 もっかう なつ もや あいくら 云 ひ 譯をー みつ 

たつ て 仕樣がない からな。 

典 凌 如何に かして 唯の お 茶番 だ つて こと を 分 •，： せる 工夫 

はない もの かな。 

龍 そり や 駄目 だ。 並木 か 金 へで も遁げ 込み あ 分 るん 

だが、 あいつ 等に はそんな 氣の 利いた 考へは 浮ばね えだ 

らラ。 

典 凌 だが 二人とも 藝人 のこと だから 誰か 顔 を 知つ てゐる 

ものが ありさ うな も の だ がな。 

(わ あっと 云 ふ 鯨波の-! r か 下手の 方で 聽 こえる o〕 
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i ああ、 あんなに 騷 いで ゐ やがら あ。 大丈夫 かな。 

典 凌 に 角 金 难に往 つて 相談して 來 よう。 

うん、 さう だな。 何しろ 飛んだ ® ぎ になつ. まった 

もの だ。 

(二人が 卜- へ 往 、かけよう としたと こス へ 、 焉 か 

<w か、 り- 4\ で 下手の 方から 驅け 出し ズ來 て、 ^^德に突 

am 柯 しゃが ろん てえ。 

焉 此の 額，^ て) あ., め、 こん 畜生。 よくも おれ を 

ひて え =! に會 はせ やが つたな。 

i まあ、 まあ、 怒ろ なよ。 句樂は 如何したい、 句樂は 

何 處へ往 つも まつたい。 

S 知らね え や. 他人の ことなん かさ あ， おれの 帽子 を 

返して れ。 

am うん、 よし 来た。 (帽子 fj- 取リ替 へろ) 

典 凌 鬼に 角 金 fsf. に往 かう。 あすこの 樂 ：® に 住って 隱れて 

ゐる のが ： 称 だよ。 

おお 何しろ こんな ひて え 目に 會 つたの は、 おれ は 生れて 

か.， T 始めて だよ。 

典 凌 それ もお 前 か.，， ： 起った こと ぢ やない か。 あんな 細引 

を はせ たのが 惡 いんだよ。 

おお さ 、つ 云 や あさう だけれ ど： ：o 


(わ あ つ と云 ふ叫びー降が^^ぐ！！近で聽こぇた ので、 三 

人 はび つくりして 話，^ 止めろ。) 

典 凌 さあ、 往か、 つ、 往 かう。 こんなと ころに ゐる とまた 

どんな H に會 ふか も 知れね え。 

(三人 は" 2 いで 上手の 方に 往っズ しま ふ。 大勢の 群衆 

が 手に 粹っ 切ん 持ったり 何 かして、 下手の 方から a は 

れて來 る。) 

(群衆の 聲。」  • 

〇 ゐね えぞ。 ゐね えぞ。 

〇 何 處へ往 つち まひ やが つたんだら ラ。 

〇 たしかに こっちの 方へ 遁げ て來 やが つ たんだが な。 

〇 向う の 茶畑の 方に るろ かも 知れね え。 

0 うん、 何ても 傳法院 の 方へ 遁げ たらしい ぞ。 

〇 それ ぢゃ ああつ もへ 往っ て兑 よう。 

(«^ 衆 は 上手の 方に 往 つてし まふ。 とまた わ あっと 云 

. ふ 叫び 蘇が、 今度に裼^#の.：カで聽：ぇズ、 それと 同時 

に 句樂が 花 ^ から 驅け 出して 來 る。) 

句樂 (池の 前のと、、 ろで) ああ. 驚いた、 驚いた。 こん 

な 騒ぎに ならう と は 思はなかった よ。 譯 を-一 K つたって 何 

だ つ て かうな つ ちゃ あもう 仕方が ねえんだ から、 19^ に 角 

早く 何處 かへ 週げ なくち や あいけ ねえ。 

一：， H 手の 方へ 往さ かけろ と、 また 上手の 方で わ あっと 
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句 樂と小 しん ( 


S 


人 物 

句  樂 落語家 

小 しん 同じく 落語家 

岡  田 句 架 や 小 しんの caM の 旦那 

醉  狂 山の 茶 の 主人 

おまき 女中 

番  0 

. もう 一 人の 女中 

場 W 

-—— 豆 方面の 或溫 宿 

或 火き な？ W - お {ffi の 階下の 1： 敷で、 八 疊と十 の 二 0 

上手に あろの が 十 S の 战敷. で、 正面 に は 障子が 閉め切 

つて あろ。 上手に は 立派な 一 半の 床の間が あつ ズ傍 

に  一 半の 琵琶 床が 附 いて ゐろ。 ^！^の！！には、 南 蜜の 

概；^ の II が 懸かって ゐろ。 大きな 众 卓が 眞ん中 LLK い 

て もろ 外に、 机. 小饿 筍， 長火鉢、 茶棚、 衣桁な どが 

それぞれのと、、， C に？ a かれて あろ。 下手の 八 Mi の 11 敷 


も 大抵-、 の 十 凝の^ 敷と 同じ やうで、 唯 下手に あろ 床 

の ET か 一間で， その 俊に 一間の 違 ひ 棚が 附 いて ゐるだ 

けが つて ゐ ろ。 正 而も 問 じく 障子。 この 二 間の 正而 

の 向う は緣 側で、 綠 側の 直ぐ 向う に は 絡え す 水の 流れ 

落ちて ゐる 泉水が あろ。 

十二：：！； も，.；， う 可な リ 押し 詰った 或 夜の 六 時- 0;、  走と 

は 思 はれない やう な^かな 晚で、 唯 水の 流れろ 音ば か 

リが聽 えズゐ る。 

下手の 八 A ュの 座敷の ん屮 LL 置いて ある チヤ プ S  fj- 

抉んで， 句 樂と小 しんとが 坐って ゐろ。 句樂は 五十 

ニ三^！^位の坊主頭の顿の、 -けたリのぶ」ょスリとした 

男。 小しんば^ー十五六^^g位の色のI^^-ぃ瘦ぜたGPで、 

足が 惡 いけれ ども まだ 立 \ ^ない と 云 ふ ほどで はな 

い。 二人と-..^ 落語家で、 何 虔か藝 人らしい 枘 の裙袍 

,.5- 翁て ゐ ろ。 丁^ 晚 酌，^ 濟 まして 飯,^ 八 s{ ひ 終った と 

云 ふと： る、 勝が まだ 障子のと： k: に S いて あろ。 

小 しん (頗 vJ- 撫でながら〕 いや， 如何 も ひどく 醉っ チ^ や 

つたよ 0 

句樂 うん、 おれ も 如何して だか 、今日は ひどく 逆上て い 

けね え。 湯 あたり-て もしたん ぢゃ あねえ か 知ら。 

小 しん 1 體 お前さんの 湯 は 長過ぎる よ。 入って 來る やつ 

を 一人々々 つかまへ て、 くだらね え 都々 逸の 講 SI なん ぞ 
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やつ てゐ るんだ から、 あれち や 逆上せろ の も 無理 はわ. え 

よ。 

句樂 しかし みんな おれの 講 11 を聽 いて 喜んでる ぜ。 

小 しん そり や あみん な は 喜んでろ だら うが、 しかしお 前 

さん あ、 畏く 入って ゐ ちゃ 體に毒 だよ。 

句樂 さう か。 それ ぢゃ これから もっと 早く 上がる としょ 

う。 (そ： にあった 綺葉甞 ：；^/ 見付け て〕 こ  >- にある この 

紫 書 は 誰かのと ころに 出す のか い。 

小 しん (點 頭いて) あ、、 出さうよ。 こ V に來 てから も 

う 五日 か 六日になる けれども- まだ 誰のと ころへ も雜書 

一 枚 出さね えんだから な。 

成 ST さう 云 や 上虾の 師匠と、 岡 田の 01 都のと ころ 

へだけ は、 も つ と 平く 出さな けり や 義理が 惡か つ たな。 

それ ぢ やひと つ 書か うぢ やない か。 え、 と —— あたり 箱 

はと •—— (部 嵐の 中，^ 见她 して) あ \ あすこ だ。 

(句樂 は 立つ ズ 机の上の^ 箱，^ 取って 來 ろ。) 

小 しん (手探りに 检紫ま 取リ上 げ て) それ ぢゃぁ 上 

の 肺 K のと ころへ 出す のか. し 書かう か。 

うん、 よか.，： う。 匠き つと 心配して ゐ るぜ。 おれ 

達 二人の こと だから 何 をして ゐ るか 知れ やし わえ と 思つ 

てゐ るから な。 もっとも お前さんが 病人さん だから、 昔 

の やうな 馬鹿 はやり やしまい 位の こと は つ てゐる だら 


うけれ ど llo 

小 しん (苦笑 ひ， ^して〕 何しろ 一 緒に 泊まつ て ゐろ 友達 

が惡 いからね。 

句樂 (1^ か摺リ ながら〕 馬鹿 を 云つ ちゃい けね え。 さう 

云 ふ".！ 人の 方が どの位 惡 いか 知れね ぇぢ やわえ か。 現に 

昨夜 だつ てこれ から 河 向う の 赤べ ンを冷 かしに 往か うと 

云 ひ 出した の は 誰だった い。 

小 しん (笑って) はは はは、 それ ぢゃぁ 大人 伺 ひます が、 

M ぐ それに 御 賛成な す つたの は どなたでした らう。 

句樂 (笑 ひなが、 り) いや、 しかし 往 かたくって よかった 

よ a うっかり 飛び込ん， て往 かう ものなら、 "魂 利 や あがつ 

て 酷え nn に會 はされ る さう だ。 

小 しん さう だら う。 大抵 その 位の こと は 分つ てら あな。 

まさか おれ だって 本 氣て往 かう と 云 ひ 出したん ぢゃ あな 

いよ 0 

$  (s„ お 招ろ の，^ 止めて) さあ 招れ たぜ。 (3^ 箱，^ 小し 

んの 前に 押し やろ) 

小 しん うん X しばらく. ちっと 紛棄窨 の 方 見つめ.；： ま 、 

考 へ てゐ る) 

如何し たんだ。 

小 しん (氣が 付いた やうに： g ん- 上げて) うん、 な あに、 

も よ つ と發 句を考 へ てゐ たんだ。 


ん乙小と^？^句 
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(小 しん はやつ ば リ手拨 りに ^ 箱の 中から 维，^ 取リ上 

-け ズ. 指で 见 常,^ つけ ズ書 さは じめ ろ。) 

句樂 (不圆 それ vJ* 見て〕 おい、 そ い つ は 表の 宛名 を 書く 

方 だぜ。 

小 しん (寂しい^ 笑,^ 浮べて) ああ、 さ、 つ だつ けな" S 

葉書の 裘，^ 返し^ j 一  字 位 消した つてい， -' だら う。 宛名 

は お前さんに 頼む として、 お れ は 唯 發句だ け 書 い て 置く 

ぜ 0 

^榮 (ちょつ と^ぜない やうな 欲 付で) うん。 

小 しん (書きながら〕 ええと ー  — 杖つ いて 見ても あぶな 

し 年の 阪 1 如何 だい この 句 は。 

樂 (舰さ 込む やう にして〕 杖 ：- いて 見ても あぶなし 年 

の阪 か。 成 s^、 もよ つと 面白い 句ぢゃ あない か。 

小 L ん (J.- う 丁 .yrt くやう に) 杖つ いて 見ても あぶなし 

年 の 阪 — し かし 柳亭 小し んも こんな 句 を 作る やう に な 

つちや^ 情；；. えな。 何だか ちょっと 寂しい やうな 氣 もす 

るよ 0 

化樂 何 を 一； ム つて ゐ るん てえ レ 强 情つ 張りのお 前さん にも 

似合 はねえ こと を 云 ふぢ やない か。 (筆 1^ 取って ；} さて 

と —— おれ もや つ ばり 句 を 書かな くち や あい けね え か 

な 0  (しばらく 考へズ から) うん、 こいつ あいい 、こ 

いつあいい。 (< ^いで 讲く ：} 


小 しん 何 だい。 何てえ 句 だい。 

句樂 うん。 新 宿へ ゆく 華 魁の 肺 走 かな —1 つて 云 ふん 

だ = 

小 しん ふうん、 新 宿へ ゆく 華 魁の 肺 走 かな 11 面白れ え 

句ぢゃ あねえ か。 しかし、 そいつ は 何 だな。 上野の 師匠 

にゃあ 向かね え 句 だよ。 

句樂 (^が 付い VO 成程、 こいつ は 上野の 師 K のと ころ 

へ 出す 葉書た つ たんだな。 しかし まだ 宛名 も 書かね えん 

だし、 上野の 師匠のと ころ へ 出す 装 書と 限った こと はね 

えだら う。  . 

小 しん そり や あさう だ 0 

句樂 (點 頭いて) そんなら こいつ は焉 馬のと ころへ 出し 

て やら うぢ やな いか。 

小 しん 焉馬 —— (しに、 りく 考 へて) 焉 馬のと ころへ は 

出した つ て 無駄 だ よ。 あいつ は發 句なん てま る. て 分 か ら 

ねえ 男なん だ か ら —— そ れ より は 岡 田 の 旦那 のと ころへ 

出さう。 

^樂 うん、 さう だ。 岡 田の 旦那のと ころへ 出すなら、 發 

句 だけにして 置いて、 何も 文句 を 書かね え 方が か へ つ て 

氣が利 い てゐる だら- 「る それ に Hi 那 はおれ 達が こ 、 に 來 

てゐ るって こと を 知つ てゐ るんだ から —— だが どっちへ 

出したら いいんだ らう。 
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小 しん どっちって 云 ふと —— 何 だい。 

句樂 深 川 か濱町 かどつ ちって こと さ。 

小 しん そり や あ 無論 濱町 さ。 極まって ゐるぢ や あない 

か。 當時 當り屋 の兼吉 の大將 だ。 家へ なんか 歸る もの か 

な" 

句樂 さう か。 それち や あ 濱町ニ 丁目 三 骄 地と 11  (.s 名 

害 かう として) おや， こいつ はいけ ねえ。 おれ にゃあ 

岡 田の 且那の 名前が 如何しても 思 ひ 出せね え。 

小 しん 馬鹿 だな あ。 a: 之 助って 云 ふん ぢ やねえ か。 

句樂 ああ、 さう さう- 之 助々々々。 (宛名,^ 書く) 

(女中のお まさが 障子の 外で 「ご免なさい まし o」 と 云 

ふ聲， ^懸けてから 入つ \ ^來 る。 二十 二三の 丸ぽ ちゃの 

女。) 

おまき あの、 もうお 濟み になり ましたが 0 

小 しん ああ、 濟 みました よ。 どうぞ-下げて 下さい。 

おまき (膦 yj- 下げながら) 今日は 何處 かへ 御散步 にいら 

しったんで すか。 

句樂 ええ、 ちょつ と あの 瀑 のと ころまで 住って 来たの 

さ。 ところが 欝 いたね、 おまきさん。 あの 爆の 傍の 茶屋 

に ゐる變 な 夫婦 11 あり や 1 體 何もんだ い。 

おまき ああ、 あれ を 御存知な いの 。あれ こそ 有名な 醉狂 

つて 男なん です わ。 


句樂 醉狂 ！ 成程、 醉 狂に 遠 ひねえ。 いやに 馴れ馴れし 

く 師匠々 々 つ て 云 や あがって ね。 さすがの おれ 達 も 少し 

面喰らつ て しまったよ。 

小 しん いや、 如何 も あいつ はおれに は 苦手 だ。 

おまき ああ、 さう 云へば、 今 幅 場に 來てゐ ましてね、 肺 

匠のと ころ へ 遊びに 伺 ふんだ つて 云って ゐ ましたよ〕 

小 しん (倚な さう Li) おやおや、 お助から ねえな。 お ま 

ささん、 如何に かなら ないかい。 

おえさ (笑って) さあね， 赤 ペンに いらっしゃ らうと 云 

ふ 位の 勇氣 がお ありなら、 醉 狂さん 位 何ても あります ま 

小 しん (頭 1^ 後いて〕 はは はは は、 こいつ あ 遣られた。 

もう 今後 決し て 昨夜の やうな 不所存な こと は 申しません 

より 

おまき (膳,. 5- 持って 立ち上りながら) 別に^3^は I . 

小 しん へえ、 別に  もう 何にも 云 はずに おとなしく 寢 

ますよ 0 

句樂 ああ、 おまきさん、 いつもの 通り 按摩 を 頼む よ。 

おまき かしこまりました。 

(おまさ は 障子,^ 開けて 出ズ ゆく 0) 

小 しん あの 女中、 中々 しっかり 者 だね。 

句樂 誰かに 似て ゐ ると 思って 考 へて ゐ たんだが、 やっと 


ん し 小 と 樂句 


441 


思 ひ 出した よ。 

小 しん ふうん、 誰に 似て ゐ るんだ い。 

ぉ樂 うん * うちの 紫 君のと ころの 下 新に さ。 

小 しん 馬鹿。 なにつ け かにつ け 紫 君さん だ。 分った よ。 

お前さんの 逆上る つて 譯は。 こいつ は 湯が 長えば かり ぢ 

や あわえ。 その 紫 君さん て やつが いけね えんだ ね。 

句樂 何 を 云って やが ろ。 が 付いて) まあ、 鬼に 角 

紫 書 を 書い ちま はう。 

小 しん うん、 まあお 前 宛名から 書いて つたら いいだら 

う。 

$ おれに みんな 書かせる 氣か。 

小 しん (笑談 の やうた けれど 寂しく) そこ はま あお 年 役 

句樂 仕方が ねえ。 ええと 11 一枚 は 上野の 師匠と —— 

(書.. V 、かけて 不 さう-」) おや、 いけね え。 如何した 

んだ らう。 東京 市と 書かう と 思った のに、 こんな 字が 出 

来て しま ひやが つた。 こいつ あよく 不動 樣 のお 符に 書い 

て ある 梵字 だせ。 如何して おれ はこん な 字 を 書いて しま 

つたの だら う。 (考 へて ゐろ) 

小 しん うん、 どれ 0  (^ -.V 一  込まう としたが 見えない 心 

持〕 

(障子の 外で 「今晩は」 と 云 ふ 男の 聲が聽 こえろ。 二 


人は不 圆 以前の 明る い 心 持に か へ つて 瓿，^ 見合す。) 

小 しん oi くやう に) おい 、来た ぜ。 

句樂 (これむ 囌 くやう に〕 おれ は 狂人の 眞似 をして びつ 

くり させて やる から 見て ゐ るが い い。 

外の 聲 (もう 一度) 今晩は〕 師匠お ゐ てて すかい。 

樂 (聲 のす ろ 方，^ 向いて) ええ、 をり ますよ。 どうぞ 

お 入ん なさい。 

广 障子 fj^^ けズ醉 狂と 呼-はれて ゐろ 妙な 男が 入って 來 

ろ。 四十 二！ 亍 化の 痩せ.；.： 出つ 尙の野 ffiE の やう .一:.<ERO) 

醉狂 (びよ こくお 辭儀 vJ- して) いや、 如何 も 先刻 は 

—— さぞお 草臥れで げしたら う。 何しろ あの 石の 多い 山 

路の 、 一とて げすから な。 五六 町 あるかな しなんで すけれ 

ど、 師匠の やうに あんまり 4iVV  、つけねえ 方に はえら うが 

すよ 0 

句樂 (形，^-改めて醉狂に向っズ) 下がれ。 無禮 者め が。 

醉狂 (びっくりし ズ句樂 の 額 1^ 見つめながら) ええ、 何 

てげ す、 肺 匠。 

句樂 (默 つて. ちっと 醉 狂の 額.^ 見つめて ゐろ) 

醉狂 (，. ^じ じしながら) 驚き ましたな あ、 こいつ は。 

入つ て來 ると いきなり、 下がれ、 無躇者 はないて せう。 

(小 しんの 方 1^ 向いて) ねえ、 師匠。 

小 しん (わざと Itl^ 低めて〕 いや、 貲 はわ、 この 人 少し 
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一 

氣が變 なんだ よ。 

醉狂 へ ええ、 そ いつはち つ とも 知らな か つ た ね。 

句 樂 (わざとむ Q,.- のしい 調子で) 汝元來 俗人の 癖に、 

濫り に醉 狂な ど號 して 仙人 を氣取 る、 かかる 山中の 茶屋 

の 主人と なりて、 薷麥 など を 高く 資 らんより は、 むし 

ろ 俗界に 赴きて 野帮 間と なれ。 喝。 (大 き な 聲 で 怒鳴 

る，： 一 

醉狂 ofH,^ 縮めて) ああ、 びっくりした。 喝と來 ちゃ あ 

やりきれな いね。 (小 しん-」 向って) 師匠、 成程， 少 

し變 なやうて すね。 

小 しん 少し どころ か、 大した 變 になり やうなん だ。 

樂 (横柄に〕 おい、 醉狂。 引導 を 渡して やつたん だか 

ら、 もういい 加減に 歸れ。 t てれと ももつ とこ こに ゐ たけ 

れば、 ひとつ ス テテ コを 踊って 見せろ。 

醉狂 ス テテ コ は 踊れ ま せんが、 サノサ なら 知 つ て ゐ ます 

よ。 (S? ふやう U) 人 は 武士 氣慨は 高山 彥九 郎， 京の 

三 條の撟 の 上 I —つ てあいつ ならね。 

小 しん (少し 呆れた やう lO おい、 お前さん は 踊る 氣か 

ゝ 0 

醉狂 ええ、 みなさんが 踊れって おっしゃれ ばね。 

句樂 もうよ い、 もうよ い。 踊る の はい いが、 もう 一 度 引 

導 を 渡して やる。 


醉狂 いや、 もうあの つて やつ は 揮 山て け すよ〕 ま た 今 

度 伺った 時に しませう。 (またびよ、、 びよ： ぉ辭 1^,^ し 

て) それ ぢゃぁ 肺 匠、 また 伺 ひます。 

(醉^ は 少し 面^らって 出て 行く。 往 つてし まふと 二 

人 は 瓶.^ 口 y て It f ^立て ズ笑 ふ。) 

句樂 はは はは， 而 白れ え、 1§ 白れ え。 あん 畜生、 面喰ら 

つて 往っ てし まひ やが つた ぢ やない か。 

小 しん はは はは、 い、 お慰み だ。 サノサ なんか 踊られて 

たまる もの か。 

句樂 あれで 臆面もなく 方 々 の 座敷 を 押し 廻 つ て 、 fsil^ に 

あり 附か うって 云 ふんだ から 太え やつ だよ リ 

小 しん おれ 達の 仲 ii にも、 ちょっと あれに 似た やうな 輩 

が、 近頃め つきり ふえて 来た ぜ。 

句樂 だ からよ、 おれ は 今度 東京 へ歸 つたら いよいよ ひ と 

つ 戰@- を おつ 始め るんだ。 協會 派で も 、 親睦^ の 迎 中て 

も 、 誰ても 彼で もみ んな滅 茶 々々に、 遣っ付けて や るん 

；, -0 

小 しん 大した 勢 だな。 

$ その時はぉ前さんもぉれの味方にならなく.^っゃぁぃ 

けね えせ。 如何 だい、 なる かなら ねえ かい。 

小 しん (點 頭いて) なる よ， なる よ。 

一一 句樂 さう か。 (氣が 付いて 维 取リ 上げて) さあ、 今 
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度 は il 違 はねえ やうに 早く 書い ちま はう。 

(句 樂が帝 W さは じめ たと、 ース へ、 緣 側の 方で どやどや 

と 云 ふ 足 昔が^ こえて、 飽 下げた 番 -m,^ 先， 亡に、 さ 

つき 4? 樂ゃ小 しん 建の 話頭に 上って ゐた岡 田が 笑 ひな 

が、 り 障子ん 開けて 人って 來ろ。 は 四十 二三^ 位の 

小肥りの？； で、 或 火. V； な 商家の n; 那 でもろ. か 遊^ 三味 

に-！^！^^-持ち-：！して 、 今では その 心 持 も 傷ま， L いまで 荒 

んでゐ る。 おまきむ 後から 附 いて 來ろ。 ) 

Mm おい、 到頭 やって 來 たよ。 

句樂 (びつ くりし ズ〕 あ、、 岡 田の i 那。 

小- 'ん (懐か！ さう に) よくいら つし やい ましたね。 

Mm  (また そこに 立った まま；：！ ところで、 番頭さん。 何 

處 かこの 近くに 空いて ゐる 座敷 はない かい。 

^.m え \ お 隣り が いて をり ますが ill 。 

ram お 隣 結構、 ここ かい。 (換か 開 けて 見て) うん、 こ 

こがいい。 ここが いい。 (どんく 入って 往 つて a 分て 

座蒲糊，"^-出？-てその上に 胡 坐 ,^^-かく) うん、 中々 い 

い。 中々 い、 鹿敷ぢ やない か 水の fpiB がちよ ろ- (、して 

るな ざ あ 乙な も の だ。 (四邀 l^s; 廻し て か ら句樂 と 小し 

んの 方，^ 向い ズ〕 おい、 句樂， ^小 しん もこつ ちへ 来な 

いか e 

化 梨 ええ、 ほんと によく いらっしゃい ましたね。 今且 那 


のと ころ へ 紫 書 を 雷いて ゐた ところです。 

小 しん 全く n; 那、 不 A§ はひ どうがす ね。 

Mm 不意 討って 譯ぢ やな いんだ がれ、 ちょっと これに は 

譯 があって わ。 (小しんに-：？樂に^：れけられて、 土手の 方 

の. M 敷へ 來 ろり おまき はも- •> 一  人の 女中が 持って 來た" X 

.5- 火鉢に つ いだ リ、 浴衣と 榲敏と ffi ねた リする じ 

おまき (岡 fflLl) あの 旦那、 晚 のお 支度 は。 

HE ああ、 何 か 見つ くろって 貰 はう。 (句^ 建 に) お 

前さん 方 はもう 晚 飯を濟 ましたの かい。 

句樂 ええ、 今濟 ましたと ころて す。 

岡 m さう か 。しかし、 まあい、 だら う 0  (おまきに) 

あの わ、 この 人達に も 何 か お 料理 を 持 つ て 来て 犬れ な V 

か。 何 か 酒の 肴になる やうな ものが いい ぜ.、 

おまき かしこまりました。 それぢ や あ どうぞ 御 風呂 をお 

召し T さい まし。 

(おまさ は 直ぐ Li 出 \ ^ゆく。) 

ME ああ、 それ ぢゃぁ 一風 CS びて 来よう。 (二人の 方 

向いて) おい、 誰か 一緒に 附き合 はねえ か。 

句樂 お 伴し ませう。 

小 しん (句 樂： .1) いい かい、 おい、 逆上せて 困る つて； K 

つ てみ るぢゃ あない か。 

句樂 な あに 大丈夫 だ。 長湯 さへ しなけ り あ 逆上 やしない 
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よ、. - 

S それ ぢゃぁ 行かう。 (飽， ^開けて 石驗 だの タオ^ 

出す)  一 

(岡 H と句樂 と！！ 障子,^ 開けて 緣側傳 ひ Li 風 ta 場の 方 

へ ゆく。) 

(小 しん は 一 人 寂し さう LL 食卓の 前に 取り残されて ゐ 

ろ。 みんなの c え 音が 聽、、 えなくな ろと、 不 か 付い 

たやう に 燈の 方な 兌 上げて、 それから 兩手, の 前 

に 出して、 指, ^動かして；^ つと それん、 见 ようとす ろ 0 如 

何して それが 兑 えない 心 持。 やがて 隣リの ^敷-」 這 

入って 行って， チヤ プ の 上の 給 葉 害 1^ 取り上げて、 

そこに 書い \^ あろ 字,. 讀 まう とする。 f;^ く颇 しても、 

近く 寄せて 1、 如何して ~？ てれが 讀 めない やうな 心 持 

で、 しま ひ に は 情な さう に そ、、 抛リ 出して しま ふ。 

可な リ 長い間。 

小し んは默 つて 面,^. ちっと 伏せて 考 へて ゐ たが、 その 

、つち 淚 が頗, <J -傳 つ V 流れば じめ ろ。 そこへ 障子の 外 

で、 「今晚 は。」 と 云ふ聲 がして、 また さっさの 醉狂 

が 入って 來 る。) 

醉狂 (少し 醉 つて ゐろ) いや、 師 K 。お 一人て すか。 い 

や 驚き ましたな" さっき は 全く あっし はび つくりし てし 

まひ ましたよ。 何しろい きなり 下がれ 無禮 者と 來 たんて 


せう。 少し 氣が變 だつ てこと を 前から 知つ て ゐりゃ あ 何 

もび つ くりす る こた あな か つ たんです が 、 聱間 茶： s で酋 

つた 時 は、 別に 變 つた 樣子も 見えなかった し、 ちっとも 

そんな こと を 知らなかった もんて すから、 すっかり 面 喰 

ら つてし まひました。 それに 師匠 も 人が 惡 いや。 何も 云 

はねえ て唯默 つて 見て ゐ るんだ もの。 あっし はほんと に 

さっき は 師匠が 恨めしう ござんし たよ。 

小 しん (苟々 しながら) うるせ えな。 おれ は 少し 今考へ 

ごと をし てゐ るんだ からち よ つとの 間默 つ て て くれ。 

醉狂 うるせ えな はないで せう。 考へ ごとなん ざ あ 第一 身 

體に 毒て げすよ。 湯治に 來 てまて 考へ ごとなん ぞ して ゐ 

ちゃ あつまりません や。 ねえ 苦勞 忘れて 浮々 しゃん せと 

云 ふ 唄の 文句 も ある こって さあ。 

小 しん うるせ えつてば、 分らね え やつ だな。 

醉狂 こいつ あ 驚いた。 もう 下がれ 無 蹉者は 眞っ平 御免て 

すぜ。 (不 簡 氣が 付いて) ああ、 忘れね えう ちに 御 使 

者の 趣 を 申し上げます がね、 あの 實は あなた 方お 二人 

に、 一 席 づっ演 つて 頂きたい と 云 ふさる ぉ客樣 からのお 

賴 みなんで すが、 どんな もの てげ せう。 

小 しん 何 だ。 座敷 か。 

醉狂 へえ、 つまり そのお 座敷なん て —— 如何です、 ひと 

つ。 濱の 生糸 垦 さんて 紫 鳳つ てい や あ 素人 義太夫 ぢゃぁ 
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有名な 方なん ださう です。 

小 しん 紫 鳳 —— 聽 かねえ な。 

醉狂 この 御 速 中が 四 五 人 見えて、 今夜 義太夫の 會が ある 

ん ださ、 つてす が、 その 前に 是非 一 席聽. V  、たいと かう おつ 

しゃ るんで す 0 

小 しん 何でえ、 素人 義太夫の 前座 か。 そいつ あま あお 斷 

り だな 0 

00 いや、 前座なん て 飛んでも ない。 そんな 譯ぢゃ あな 

いんです よ， L 

小 しん な に) たと へさう ではない にもし ろ. おれ は 

厥 だよ。 

酔狂 (少し-かっか リ して) さう です か。 是非 一席 願 ひた 

いと 云 ふ * たっての ぉ賴 みなん てす がね え。 

小 しん (怒った やうな 調子で〕 厭 だって 云ったら 如何し 

て も 厭 だよ。 鬼に 角、 こいつ はお 斷り をす るよ。 

^狂 しかし、 そこん ところ を 如何に か 願へ ませんで せ 

うかれえ。 あっし は實 はすつ かり 受け合って 來 ちゃった 

んて、 如何 も その 11 困り ましたな あ。 

小 しん 受け合つ たの はお 前が 惡 いん ぢゃ あねえ か。 何し 

ろ 厭 だ つて 云つ たら 如何 あ つ て も 厭なん だから * 斷られ 

ましたと 云って 返事 をす る より 外 仕方が なから う。 

^在 だけどね え、 師ぼ。 


小 しん うるせ え 男 だな。 この 上 何 か 云 ふとおり や あ 怒る 

よ 0 

酔狂 それ ぢゃぁ 仕方が ありません。 さう 返事 をして 置き 

ませう。 (^ 々立上りながら) しかし 師： は愁 がね え 

小 しん 當り 前よ。 愁が あったら 落語家なん ぞ して ゐられ 

ろか い。 

醉狂 それ ぢゃ あまた 伺 ひます。 

小 しん いいよ、 もう 來 なくった つて 11 馬鹿に してやが 

る。 (醉狂 は 障子 開けて 出て ゆく。 とそれ と 引 さ？ s?l へ 

に！： m がタ オシ, ^ぶら下げ ズ、 のつ そリ 上手の 座敷へ 入 

つて 來ろ)  ， 

岡 田 ああ、 いい 氣持 だ。 (隣リ 座敷の 方ん 向い VO お 

い、 小 しん、 どうしたい 0 

小 しん ええ、 今お 座敷が かかりまして ね。 

岡 田 へえ、 そいつ は 大した 景氣 だな。 

小 しん な あに 景氣 だけて さあ。 厭 だから つ て斷っ ちま ひ 

ましたよ。 (匐 ふやう にして こっちの 魔 敷へ 來 る) 

岡 田 (笑って〕 はは はは、 斷 つたの かい。 もっとも お前 

さん は 病人 だからな。 

小 しん な あに 病人 だって 落語 位 は 出来ます がね ！• 旦那 

は 素人 義太夫て 紫 鳳って 名前の 人 を 御存じで すか。 何て 
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ム 濱 の 生糸： K さんだ とか 云 ふ こって すが —— リ 

S ああ、 紫 鳳って 云 ふの は 濱の川 島 だら う。 それが 如 

何した つて 云 ふんだ い。 

小 しん 今の 座敷って 云 ふの は その 方なん です。 

ME あ X さう か。 道理て おれと 一 緒の 汽車に、 町の 藤 

倉 だ の 木場の 福 井 だの 義太夫 を や ろ 速 中が 乘 つて ゐ たつ 

け。 それ ぢ や あ 今夜 デ ン デ ン を 始め やが ろんだ な. 

小 しん 多分 この 池の 直ぐ 向う の、 二階の 廣 間て や ろん て 

せう から、 始まろ と 中々 、つ る さう ござんす よ。 

岡 E まあ、 いいや。 こっち はこつ ちて. 思 ひ 切って 飲る 

さ。 鬼 角 浮^ は 色と 酒って 云 ふけれ ど、 全く だね。 人間 

生きて るう ち は、 遊ぶ、 飲む、 この 二つが、 1 资 面白い 

小 しん (微笑しながら) ロー 邠は まだお 倦き になり ません 

か C 

i;e 倦さない とも —— 倦さたら もうお しま ひだよ。 

小 しん しかし、 旦那。 今度 はお 珍ら し いぢゃありません 

か、 たった 一 人て お出て になる なんて 11 いつも かう 云 

ふ 時に お 伴 をす る 魚 平 は 如何 いたしました。 

岡 W  (ちょっと 寂し さう に) うん、 魚 平 かい。 今度 は あ 

いつも 誘はなかった。 何しろ こつす J にお 前さん 達が ゐる 

ん だから、 一 人ても 寂 し か あないだら、 「と 思って ね。 


小 しん ああ、 左樣 てす か。 Od ぐ 相手の 寂し さ， ^ほ. - じた 

やうに 口，^ 噤む)  一 

一 岡 m 長え な. 句 樂の湯 は 11 (ちょっと？ 低めて) お 

い、 句樂は 少し を かしい やう だよ リ • 

小 しん (問の 意味が よく 牙らない やうな 樣 子で) を かし 

い つ て 云 ひます と —— 0 

m E 何 だ か 云 ふこと が 少し 變だ ぜ 。今一 緒に 湯に 入 ろ と 

おれの 方に 胸 を 向け て 、 旦都こ の 水 落 のと ころ を 押し て 

御 WW なさい、 堅い ぐり ぐり が あるて せラ、 こいつ あ 金の 

塊なん てす ぜ なんて こと を、 眞 面目な 顏を して 云 や あが 

るんだ。 

小 しん (首,. 傾げて) へえ、 そいつ は ちょっと 謹-てす 

岡 E うん、 大分 を かしい よ。 (不 SiiC か 付いて〕 如 M 

したんだ い。 もう ちゃんと 何 か！ g んてゐ る ものと 思つ て 

出て 来たのに、 大變遲 いな。 (fris.^ 押す) 

(^^ぐ に 返事の 鈴の 昔が 緣 側のと こる で聽： え -0  J 

(IW もな くお まきと もう 一 人の 女中が 料理 や 洒の挑 子 

. ^膀に 載せて 速んで 來 ろ。) 

お ま .1:、 如何 ム 通くな りました 0 1J 度お 客樣が 一時にな つ 一 

てし まひました も の て すから I . 

岡 田 ああ、 それ、 それ. I -ぉ待 兼ねのと ころ だ。 (お i 
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さば 料现 の 皿 ， ^食阜 の 上に IT へてから、 姚子 取つ \ ^お 

酌 すろ) 

おまさ 少しお 熱い かも 知れません よ。 

(一杯ぐ つと 飮み 乾して) いや、 上燜 だよ。 (少し 

心^さう に〕 時に 句樂 は 如何した ん だ らう 0 

小 しん また.. t ら と？； S の 巾で. 都々 逸の 講. 1 て もやって ゐ 

やが るんで せうよ。 (おまさに〕 おまきさん。 濟 まね 

えが ちょっと 迎 へに 行って 來て 5!- れ ないかい。 

おまき へえ、 かしこまりました。 (おまき は K ぐ •」 立つ 

て 出ズゅ くい 池 £.2 うで 袭太 失の 三味線の 音が 聽 こえ は 

じめ ろ。 ？ S 瑠 I？ の 文句 は 風の 工合で 聽、、 えた リ聽、 、えな 

かったり すろ： 

小 しん n; 那。 いよいよ 始. まりました ぜ。 

岡 W うん。 (，何か^i!f' へ てゐろ) 

小，^ ん 何だか 義太夫つ て もの は あんまり 陽氣な もん ぢゃ 

あありません わ。 

S, (不 n 額, 5- 上げ ズ) js^ 京から ここまで 電報 は 幾 時間 

位 力 力る 力な 0 

小 しん さう です ねえ。 四 五 時間 はか かるで せう。 

岡 E その 位 はか かろ だら うな。 (考 へズゐ たがお 1^ 變へ 

ズ) おい、 如何した。 お 5g をしょう 「- (魏 子，^ 取ろ) 

小 しん (杯， ^取り上げて) こり や 恐れ入ります。 


岡 m  (手酌で 二三 杯 たてつづけ LL 飮ん で) おい、 世の中 

つ てえ ところ はつ まらね えもん だね。 お前さん は 人 il 何 

のために 生きて ゐ ろんだ か 知つ てゐ ろかい。 

小 しん (はっき リと) 知りません ね。 また 知りたい とも 

思. ひ ません よ。 

岡 田 ところが おれ は 知りた いんだい 如何 も 金を遣 ふため 

ばかり ぢゃ あない やう だよ。 

小 しん しかし 金を遣 ふためば かりだつ て い \ ちゃ ありま 

せんか。 

1： 田 CT 古 笑 ひ， し ズ) うん、 造 ふ 金が あるう ち はね。 

(小 しんが 何 か 云 ひ 懸けよう とした 時、 句 樂が瀰 手拭 

1^ ぶら下げ-;,: まま、 障子 1^ 開けて 入って 來ろ。 つづい 

V お ま きも 新し ぃ姚 子，^ 持って 入つ ズ來 ろ。 ：} 

EE 如何したい。 ひどく ゆっくりして ゐたぢ や あない 

か。 まあ、 一 杯お やりよ。 

ぉ樂 (坐って) へえ、 有難う。 

小 しん (句樂 に) 何 だい。 また 何 か 喋って ゐた のかい。 

句樂 うん、 不動 樣の 御利益の 話 をして ゐ たんだが ね I . 

つ い 話が 面白くな つ て 成 田屋の 不動の？ § 色 を 使った もん 

なんだ。 さうな ると みんな 嬉しがり やが つて、 もっと や 

れ もっと やれって 云 ふぢ や あねえ か。 仕方が ね、.^ んな 

やれって 氣 になって、 知つ てゐる だけの 藤色 を みんな や 
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つち まったん だ。 

岡 田 道理て 畏ぃ湯 だと 思った よ。 

4? 樂 (面 A さう に 笑って) は、 X、、 い、 氣 持でした 

よ。 みんな ほんと に 嬉しがって 吳れ てね. 之から は みん 

な 揃つ て 不動 樣を 信心す るって 云って ゐ ました ぜ。 

岡 E  (劬 はろ や. つ-」) さう か。 そいつ はよ かった ね。 

小 しん ところて、 句樂 さん。 お前さんが 湯に 行って ゐる 

留守の 間に、 また あの 醉 狂の やつが やって 來 てね。 

句樂 あいつ まだ 鍵り ずに やって来 たかい。 

小 しん 懲りる どころ か、 お 客から 賴 まれて おれ 達の 座敷 

の 懸け 合 ひに 來 やが つたんだ。 

句樂 ふ \ ん、 それでお 前 は 何て 返事 をしたい。 

小 しん 無論お 斷 りよ。 ず ゐぷん 執拗く いろんな こと を 云 

や あがった けれど、 如何しても 厭 だつ て 云つ て斷 つち ま 

つたよ 0 

句樂 うん. そいつ は斷 るの が 當り前 だ。 湯治に 来て 座敷 

を 稼いだり しちや あ、 不動 樣 にだって、 申譯 がね えから 

な。 誰 だい、 ー體 おれ 達 を 座敷へ 呼ばう なんて こと を 云 

ふ大 それた 客 は。 

小 しん お前さん も 知ら わえ だら う。 濱の川 島って 云 ふ 生 

糸 g さんて、 素人 義太夫で 紫 鳳つ て 名前の 人 ださう だ。 

句樂 (義太夫の 三味線 聘き 付け VO ああ、 デン デンゃ 


つて やが るな。 あれ だね 0 

小 しん あ X さう だよ。 あの 連中 だ。 

句樂 (耳，^ 傾けて) 何 だ 何 を やって ゐ るの だら う。 (し 

ばらく 唄の 文句.^ 鵜い ゐ てから) ぁ& 「新 口村」 だ 

な。 

小 しん 如何 も あんまりう まくない やう だね。 

句樂 うん、 うまくない。 しかし おれ は 「新 口村」 つて 淨 

瑶璃は あれ は 好きだよ。 一 一分つ き や 持つ てゐ ねえ 礎に 、一 一 

人-て ぢ やらく して ゐる ところが 面白れ ぇぢ やわえ か。 

小 しん 何 だ。 くだらね えと ころ を 面白がって ゐ やが る。 

岡 田 (或ろ 感慨， <J^>.> つて) しかし あ X やって 女と 一緒に 

死ねる K は 仕 合せ だよ。 唯 遊んだ ばかり、 金 を 造った ば 

かりって 云 ふの は 寂しい もんだ よ。 

句樂 さうて すかね え。 (氣が 付い ズ) 31 那 はちつ とも 

上がらな いぢゃありません か。 (おまき LL) おい、 お 

まきさん。 お 酌 だ、 お 酌 だ。 

(おまき みんな に お 酌, <^ すろ。 そ るく 杯の や リとリ 

が 始まろ。) 

句樂 (瞎 しさう に) しかし 且那。 ほんと によく 出 懸けて 

いらし つたよ。 あの 時 旦那 はおれ も 後から 往く よってお 

言 奠 だった けれど、 何しろ 暮の ことても あるし、 とても 

お出 懸け はないだ らうと、 小 しんと も 話して ゐ たん-て 


ん し 小と 樂句 


449 


す。 それに かう してお 見えに なつたん だから、 あっし は 

全く 嬉しう がした。 まあ、 ひとつお 杯 を 戴き ませう。 

rara  (句 樂に 杯,^ 出し VO お前 達が ゐ ない とやつ ばり 如 

い. C,T なな 

何も 寂しく つてね。 情婦に 會 ひに 来る やうな 心 持で やつ 

て來 たの さ。 

いろ をん な  いろ そんな 

樂 (笑って) はは はは、 飛んだ 情婦 だ。 かう 云 ふ IB 

なら 御新造さん も 御 心配 はなさら ねえて せう。 

岡 W  (誘 はれた やうに 笑って) はは はは、 如何 だか —— 

か へ つ て 心 1- する かも 知れな ぃぜ。 

小 しん いや、 そり や 御 心配なさい ますよ。 これ まて だつ 

て 何 か 惡寧を 企てる とする と 、 大抵 ここら あたりが 張 本 

人なん てす からね え。 

S  Gmy?- かい VO はは はは、 さう 云 や あさう だけれ ど 

—— まあ、 いいや、 そんな こと は。 それよりも、 少し 杯 

を 11 さ うぢ やない か。 

岡 E うん、 さすが はもう 師走の 寒さ だ。 少し 酒ても 飮ま 

ない と？ お醒めが する。 

(それから 杯のと リ やりが 盛んになろ。 おまき は姚子 

の转リ に 立って K ぐ また 入つ ズ來 ろ〕 

4? 楽 (いい 機报 になつ ズ) はは はは、 やつば り 世の中 は 

酒の こった。 わえ、 ロー 那、 さ うぢゃありません か。 人間 

萬 翦© の 世の中って 芝居が ありまし たね。 たしか 默阿彌 


さんだつ たと 思 ふが —— 

小 しん 據を 吐け。 あり や あ 金の 世の中 だよ。 

句樂 ああ さう か。 人 問 金の 世の中 i しかし まあ ど 

つち だって 同じ やうな もの だ。 

岡 W  (無理に 笑って) はは はは * やつば りお r. 一  緒 

に 飲む と 面白い ね。 いや 全く ここ ま. て來た 甲斐が あった 

よ 0 

句樂 (大分^つ ズ) 何しろい ぃ氣持 だな。 醉 狂の やつ は 

逐っ狒 ふし、 おまきさん にゃあお 酌 をして 貰 ふし 11 こ 

いつあいい 年忘れ だ。 

岡 田 (わざと 陽氣 に) 如何 だい、 句樂リ まだお 前の 十八 

番の 「辻君」 は 出ない かね。  - 

句樂 「辻君」 てす か。 ようがす。 やり ませう。 (おまさ 

LL) おい、 おまきさん。 濟 まねえ が 帳場へ 往っ て 三昧 

線 を 借りて 来て 吳れ ないか。 

おまき 駄目て すよ、 帳 楊の 三味線 は。 

句樂 いいんだ よ。 どんな 三昧 線 だって 11 ペンと かッン 

とか 音 さへ すり や あそれ ていいんだ。 

おまき それ ぢゃぁ 今 持って まゐ ります わ。 

(おまき は 立って 三味線， ^取りに 出て ゆく。) 

小 しん (句樂 6 おい、 ー體 誰が 一一； 味 線を彈 くんだ い。 

S  (け スリ とし ズ) お前 さ。 お前が 彈 いて おれが ふ 
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と 云 ふ、 かう 云 ふ 趣向なん だ。 

小 しん つまらね え 趣向 だな 0 しかし おれ にゃあ 「； hi 君」 

なんてむ づ かしい もの は彈 けね えよ。 

句樂 なに 彈け ねえ。 それ ぢゃ 何に しょう (5i つと 考 

へて) それ ぢ やひと っ大津 繒 て もやら うか。 

小 しん 大 i か。 大津 縫なら 如何に かやれ る だら う。 

岡 田 (笑って) はは はは、 こいつ あ 面白くな つて 來た。 

小 しんが 三味線 を彈 くなんて おれが 知って から 始めて だ 

ぜ。 

小 しん いや、 もう ひて え 目に 會 ふもん-てす。 

句樂 まあ、 そんな こと を 云 はずに、 如何 だい、 一杯。 

(小 しんに 酌, すろ) 

(そこ へ おまさが 三味線,^ 持って 入つ \^來 ろ。) 

おまき あの 撥が ちょっと 見付からな いんです けれど —— 

小 しん いえ、 撥なん ぞ 入りません よ d  (句樂 に 向って〕 

爪彈て い いだら う。 (三味線，^ 受取 つ て 調子ん 合せる) 

J? 樂 (待ち かれた やうに) いい かい。 

小 しん うん。 

句樂 (ぐっと 一 杯飮み乾してから5^ふ) 

(句樂 の 唄む 小 しんの 三味線 も、 兩方 ともう まく はな 

いが、 しかしう まくない：；；.！ け にか へ つて 妙な 面白さが 

ある。 岡 田は默 つて 聽 いて ゐ るが、 少し 醉の 出た その 


額に は、 荒ん た 寂しい 色が 動いて ゐ ろ。 そのうち 句樂 

がうた ひ 終ろ。) 

岡 田 (取って 付けた やう LL 笑って) はは はは、 面白い、 

面白い。 さあ、 もっと 何 か 陽 氣な唄 を 聽 かして 吳れ。 

句樂 いや、 如何 も 唯 ほんのお 笑 ひ 草て さあ。 (句 樂と小 

しんと は Sti-?- 合せて 笑 ふ。 と、 障子 か 開けて 番 IST か  一 0 

の 電報，^ 持つ ズ 入つ ズ來 ろ) 

番頭 あの、 岡 W さんと おっしゃ るの はこち ら樣 てした 

な 0 

岡 口  (ぶ 、よつ とした やうに 报 向いて) ああ、 さう だよ、 

さう-だよ 0 

#m あの m 報が まゐ りました。 

岡 田 ああ、 さう かい。 

(岡 田 は 称 頭の 手 から^ふ や う Lin 私報 vi- 受取つ ズ讀 

む。 番頭 は K ぐに 出ズ ゆく。 短い 間。 おまき は 不^: W 

が 付いた やうに 姚子 替へ に 立って 出ズ ゆく。) 

(これまで ほんの リ醉の 出て ゐ た！： 田の 額 は、 isi 報、 4- 

見ろ と 同時！. L<;..^ に K=5 ざめ て來 ろ。 その n" は 凝つ i,: やう 

に. ちっと 電報の 上に 注がれて ゐ ろ。 かな リ畏ぃ so み 

んな 無言 o〕 

(池の 向う の 義太夫 は 丁度 「五十 兩遣ひ 果して 二分 残 

る - と 云ふサ  < 'リ のと、、 る 0) 
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岡 m  (そのうち やっと 餌,^ 上げ vO いけね え、 いけね 

え。 人間 は 間違 ひ 出す と 萬 事 駄目 だ。 

小 しん (心配 さう に) 如何な すつ たんです。 且那。 

S うん、 實 はな、 おれ は 今日は 天下 分 目と 云 ふ 大勝 a 

を やって ゐ たんだ。 日本 橋の 店も濱 町の 家 も 深 川の 家 

も、 みんな 抵當に 入れて 金 を 借りて • それで 無暗に 强っ 

氣 に貢塌 つて ゐ たんだが、 今日の 後場て 滅 茶々々 よ。 お 

い、 句樂、 ちょっとお 酌 をして 吳れ。 

J? 樂 (何 か 口の 中で ぶつぶつ 云つ ズゐる だけで 返 寧 1^ し 

ない〕 

S  (手^で 飲みながら) 資は今 曰かう して こっちへ 遣 

つ て來 たつ て 云 ふの もとても 家に ぢっ として ゐられ なか 

つたから なんだ。 それて おれ は 今朝 注文 を 出す と 直ぐに 

汽 率に 乘 つて やって来 たんだが、 しかし 今日 一日 ！ 今 

この 電報 を 見る まで は、 實 におれ は 何と 云つ て いい か、 堪 

まらない 心 持が して ゐ たんだよ。 (あさらめ たやう に) 

いや、 しかし これで さばさばした 0 公債 や 株なん かもう 

疾うに 失く してし まった し、 これで 店 や 家 を 人手に 渡し 

てし まふと、 結局 おれの 手に 殘る もの は 借金 位な もんだ 

らう。 百兩百 貫の 借錢 負うて、 總身が 金の 伊左衛門 か。 

はは はは e  (寂しく 笑 ふ) 

小 しん 且那。 今のお 話 はほんと なんてす かい。 


岡 E ほんと だよ。 まあ、 この 電報 を 見た がいい。 (電報 

な 小 しんの 前 LL 拋ろ) 

小 しん (電報 取り上げ ズ誼 まう としたが 目が 見えない 〕 

岡 田 (^子に 残った 洒^した めろ やう LL して 飮ん でから 

棄 鉢な 調子で) 冷て え 酒 だ。 

小 しん (思 ひ 迫った やうな 驛で) 旦那。 

岡 田 (小 しんの 額 ちっと 見て) うん、 何 だ。 

小 しん (自分の 目，^ 指差して) 實は あたし は 目が 見えな 

くな つち まったんで すよ。 

S  (びっくりし ズ) ええ、 目が 11 何時から なんだ。 

小 しん さう 氣が 付いた の は 今日の 夕方の ことなん てす。 

それ ま • て は ぼんやり 何ても 見え てゐ たんて すが それが 夕 

方 « 寢 から 起きて. そこら を見迥 すと もう 四 邊が眞 つ 暗 

になって ゐるぢ やありません か。 その 時の 情な さったら 

ありませんで したよ。 

S  (傷まし さう に) さう か。 そいつ は 氣の毒 だな あ。 

句樂 (突然. >  ああ 不動 樣， 不動 樣だ。 (一生懸命 床の 問 

の 方に 向って 邦み はじめろ) 

小 しん (悲痛な 顔 付で〕 旦那。 句樂 ももう いけません 

よ 0 

岡 田 (聲， ^呑む やうに しズ) うん。 (點 頭く. } 

(そのうち 岡 S の 目から もト しんの 目 から も 1^ がと め 
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どなく 溢れ出して 來る。 池の 向う からばもう 終リ LL 近 

いこと，^ 思 はせ ろ やうな、 やや； 調な 三味線の 音。) 

— 幕 I 
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句樂 0 妹 

文科 大學生 

亲太郞め整_=|^ 

小 間*{ 

新 太郞の 友達 

^元の 師匠 

猪 古に 來ろ娘 


その他 下男、 煙草屋の 女房な ど 0 

場 所 

東京、 淺草 

時 代 

現  今 

第 一 幕 

隅 W 川 に 臨んで ゐろ 大きな 邸， の 一部。 橋 場 附近 „ 


新 太郞の 香齋と 定められた 十 A ュの 間と 六 f^iQ 次の 11。 

上手の 十 Eg の は 辟 r  の 間 (叙容 に 近き 方) は換 

となって ゐ ろ。 襖の 彼方 はい U ぐに 土- fi の 入口と なって 

ゐて、 拽 tj^ 開けろ と黑ぃ 扉、 太い 格子 L.L などが n ぐ 乙る。 

換と 土藏の 入口との 間の 板壁に、 二三 個の 燈籠 fj^ 懸け、 

その 下 に 赤い 色の 消火器が わろ。 正而 に ば 障子。 その 

向う.」 は •  ぽ，. 緣侧, ^隔てて 玻^ 戸が あろ。 障子 開け 

ろと、 その 玻&リ 迎 して 隅 m 川の 一部が n 个 たる。 

下手の 十疊の ば 床の間と ひ 棚、 六 A„i の は換。 こ 

の換 からすべ ての 人々 が 出入す ろ。 

上手の^ に 添って 棚が あろ。 その 前に 川 に 向って 紫 

挖の 机，^ く。  A い 棚の 外に 床の 1^ に-..^ 書雜雜 誌な どが 

精み m 一れ ズ あろ。 聚集し た 種々 の玩 其が の Elllt 嘗 

棚の 上に も 夥しく s き 並べて あろ。 壁に は 三 四 個の 油 

紛の 懸けられた 屮に、 古い 役者の 似 餌 翁な ど -.. 交づ て 

ゐろ。  . 

机の 傍に 桐の 火鉢。 緣侧に 竹の 椅子。 二 刀下 句の 11? ろ 

口の 午： M。  £ おつ ズゐろ *i は 時々 冷 い H 光ん 洩らす。 

新 太 郞は机 LL 向って 頻リ に肇 ，5- 走らせて ゐろ。 二十 

三^だ が 35- より.， J 若く見える。 美しい 容貌、 强^ の 

近 服で 八ぶ 綠 の：：： 奴，^ 懸けて ゐる。 飛，：：： の？ S 物。 0^ 

1^ぃ乂^|§〔6,^叶：さ、 傍の笳から卷！-^；；^^取って、 ^ 
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んど 無意識 Li 火，^ 附 けろ。 小間使のお ざん が 下手の 

换 開けて 出て 來ろ。 十七 歲。 美しい 目，^ 持った 圓 

餌の 稍 大柄な 女。 よく 火の 熾った 炭 ，.3^ 入れた 十能 

持って ゐ ろ。 

お ざル (火鉢の 傍に 來て) お 火が 消え ましたで ございま 

せう 0 

新太郞 (目が 瓷め たやう に) うん。 まだ あるよ。 

お ざん それでも こんなに 消え かかって をり ますよ。 (火 

繁.^ 取って) まるて 炭 をお つぎに ならな いんです もの。 

新太郞 面倒臭い やね。 それより 早く 書かな くち やなら な 

い 仕事が あるから な。 (お 、んの 頭 LLB,^ 留めて) おや 

お前が 島 田に 結った の は、 おれ は 始めて 見る よ。 

P ん 頭なん ぞご覽 になつ ちゃい けません よ。 

新太郞 お前に は 島 田が 一番 好く 似合 ふね。 これから いつ 

も その 頭に 結って ゐ ると 好い や。 (回想す ろ やうな 眼 差 

^i<.^ あの 晚には —— 

P ん (急に新太郞の言葉，„^遮って) およし 遊ばせよ、 

そんな こと を おっしゃ るの は。 (火 つ いでし まって) 

そんな こと を おっしゃるなら 私もう あっち へ往 つてし ま 

ひます から。 

新太郞 (わざと 冷やかに) ああ、 あっちへ 往 きたけり や 

勝手に お出でよ。 (間) 何故 あの 晚 のこと を 云つ ちゃい け 


ない の だい。 

お >r 、ん それても I . 

新 太 W それても 何 さ。 あの 晚 のこと を 云 はれる の はお 前 

は 厭な の だら う。 

P ん いいえ。 

新太郞 それ ぢゃ ぁ關 はな いぢ やない か。 (笑 ひながら) 

しかし 今 おれが 云 はう と 思った こと は、 つまらな いこと 

なんだ よ。 あの 晚 お前が その 頭に 結って ゐ たら ® 嬉し か 

つたら うと 思った から そのこと をお 前に 云 はう と 思った 

のさ。 

お ざん まあ、 そんな こと をお 考へ になった のて ごさい ま 

すか. > 

(稍 長い 問。 お >r 、んは 感動して 目 LL 淚 XJ- 浮べて ゐろ 0) 

新太郞 おや、 如何し たんだい。 泣いて ゐる のかい。 (お 

ぶ、 ん に 近寄 リ W に 手 か 懸けろ) 何か氣 に！； つたこと で 

も おれが 云った のかい。 (間) 默 つて ゐ ちゃ 分らない 

よ。 何とか 返事 をお しょ。 

P ん r 情熱の 爲 めに 聲,. 3- 顔 はぜて) ほんと に 私 .—— 嬉 

しくつ て 嬉しく つ て — 

新太郞 (同じ 程の is 熱で〕 お前 は それ 程 嬉しい と 思って 

吳れ るの かい。 それ ぢゃ あお 前 はおれと こんな 仲に なつ 

たの を 別に 後悔なん ぞ L てゐ やしないの だね。 
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P ん ええ、 しかし これから 先の こと を考 へます と、 何 

だか 悲しくな ります わ。 

新太郎 如何して。 

お Y 、ん あなた はこ この 跡 取の 方ぢゃ ございま せんか。 如 

何して、 一所に なん ぞ なれ やしません。 いづれ お別れす 

る 時が まゐ ります もの —— 

新太郎 そんな こと はない より 如何しても 一所に ならう と 

思へば、 さう なれない と 云 ふこと はない よ。 

おえ (悲し さう-,, i 頭，^ 扱ろ〕 いいえ 。私に はちゃん と 

分つ て をり ます わ。 お 父う 様ても お 母 ぁ樣て もき つと お 

許しに なりません から 11 

新太郎 さう したら おれ はこの 家 を 出て しま ふだけ だ。 

おぶ、 ん (驚きと 喜びと 混じた 表惜〕 まあ II 

新太郎 さう すれば 一 所に なれる だら う。 

お； V 、ん (放心した やうに) ええ。 

新太郞 (急 L1 興裔 して) さあ、 もう 先の ことなん ぞ考へ 

るの はおよ しょ。 (肩 に 懸け-;.: 手が お ざん の頗 に觸れ ろ) 

如何し たんだい。 お前の 顏は。 火の やうに 熱くな つて ゐ 

るよ。 

おぶ、 ん (うつと リ して) 若樣 だってき つと I— 

新太郞 § なんて 云つ ちゃい けない つて 云った ぢ やない 

か 。(辱，^ お >r 、んの 唇の 近くに 寄 y ズ) もう 外の こと は 


考 へつ こなし だよ。 

(二人 は 接吻す ろ。 稍 長い間。 下手の 換,^ 開けて 信 子 

が 入って 來ろ。 四十 五成。 細面の 掛せ 形の 女。 手に 土 

蔵の 鍵， "J^ 持って ゐろ。 二人が 氣が 付かす 抱擁し ズゐる 

姿 VJ^ 見て 驚いて 立ち 留まる。 短い 問。 K ぐに 土 藏の入 

口に 往き、 わざと 烈しく 扉 開く  11",^ 立てろ。) 

新太郞 (おぶ、 んょリ 離れて) おや、 誰 だら ラ0 

おぎん (信 子，^ 認め VO まあ、 奥樣 I . 

(二人 は藏. ^見合せ ろ。 その 間 に 信 子ば 土蔵の 中 に 入 

ろ。) 

新太郞 (少し S 棄 らしく〕 關ゃ あしない よ" 知れた 方が 

かへ つ て 都合の 好い こと も ある ぢ やない か。 

お ざん (落着かぬ 樣 子で) それても 私 11 

新太郞 どかし さう に〕 何 だい。 もっと はっきり 云 は 

なくつ ちゃ 分らない よ。 關 はない から 何んでも 思って ゐ 

る こと を 云って おしま ひよ。 

お ざん (急： i 戯欽 始めて) もしゃお 暇ても 出る やうな 

ことがあったら、 私 何 處へ往 く 所 も ございません もの I 

新太郞 好い よ、 好い よ。 心配し ずに おいで、 おれが 惡ぃ 

やうに はしない から —— (二度お お、 んの 傍へ 寄つ \^ 抱く 

やうに) さあ、 もう 泣く の はおよ しょ。 

お ざん ええ。 私もう あちらへ まゐ ります わ。 


456 


人 載 IE 


倌 新 信 
子 太 け 子 


新太郎 ああ、 それ ぢゃ あまた 後て おいで。 ほんと に 何も 

心配す る こと はない よ。 

(お ざん は 十能，^ 携 へて 下手の 換へ 入ろ。 新 太 郞はそ 

の 後 送って ゐ たが、 に 氣が 付いて 土蔵の 入口の 

方 か 凝視す る。 稍 長い i ？。 突然 立ち上って 部虽の 中，^ 

歩 さ 猶 ろ。 やがて 荒々 しく 障子，^ 開けて 緣侧に 出で 綺 

子- ,1 腰，^ 掛けろ。 大きな 船の 帆が 玻璃 戶の 前，^ 過ぶ」 て 

ゆく。) 

(土蔵の 巾から 侪 子が 出て 來ろ。 極め \^ 祌經 質な！^ 付 

となつ てゐろ 0) 

(土 fi の-;^ ば ii かれた ろ ままで 手 Li は 箱,^ 持って ゐ 

ろ。) 

信 子 (新 太 郎に近 かゆって) お前 は 今 口 も 舉校を 休んだ の 

かい。 

新太郎 (箭. うさう：， 1) ええ。 

信 子 そんなに 休んでも 關 はない のかね え。 もうお 前が 學 

校 を 怠け 始めてから、 かれこれ 半年 あまりにな るよ。 

新太郎 さうて すね。 もう そんなになります かねえ。 

信 子 s 休みから ずっとなん だもの —— あんまり 長過ぎる 

ぢゃなぃか。 (母親らしき？？|^^) 蹬 でも 惡 いの かい。 

新太郎 (不快な^ 付 ) さう です ねえ 。惡 いと 云へば 惡ぃ 

し、 また惡 くないと 云へば 惡く ない — あんまり 好く も 


ありま せんよ 0  に 話 -m,^ 轉 じて) あのね、 おつ G さ 

ん。 僕 はもう この 樣 子て は、 とても 家 を繼げ さう も あり 

ません ょリ 

信 子 (別 に 驚き も y す〕 如何して そんな こと を 云 ふん 

てす。 何か譯 でも あるの かい。 

新太郎 れむ やうに 子,^ 见ろ) 譯で すか 11 それ は 

おつ 母さんに はお 分りになります まいよ。 唯 僕が 自然に 

こんな 考を 起す やうに なった と 思って 下されば それて 好 

いのです。 しかし こんな こと はま だ 申し上げ まいと 思つ 

てゐ たのて すが、 今日は 丁度 云 ひ 出す 機會 があった やう 

に 思 ひました から、 つい. S. し 上げて しまったの てした。 

(M ハ銜 して 椅子より 立ち上がろ〕 

(堝 まリ 兼れ たやう に) お前 は 11 今 11 (云 ひ 腿 

ズ A めろ) 

郎 (歩み さう として 立ち止まろ) 何てす。 

(厳肅 に) 私の 口から は 何にも 云 ひません。 また 云 

へる こと-て もありません からね。 (女らしい 惚侧 ,.5- しズ) 

何 だね —— てれ 隱 しに そんな こと を 云 ひ 出して 11 家 を 

繼 がない なんて 11 (脅かす やうに) 待って ぉゐで * お 

父う 樣 にさう 中し 上げて 來 るから。 

新太郞 (反抗的に) ええ。 何時までても 待って ゐ ますよ。 

(新 太郞は 机の 前 Li 坐ろ。 信 子が 下手 li 往さ 懸かる 時、 
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お 、んが 下手の 換，^ ITO けて- w ズ來 る。 二人 は^ん ど 突 

き 常リ さう になる。) 

お； -V; ん ({;;^子，^见てぉびぇたゃぅに) あ、 奥樣 11 ご免 

下さい まし、 ついう つかりして をり まして。 

(信 子ば 何と，；. 答 へす LL 下手 へ 入ろ。) 

お ざん (孤り なさ さう に) 如何し ませ、 つ.。 奥樣は 怒って 

いらっしゃる やうて すわ.；；。 

新太郎 (い；？ りし さう Li ぉャ、 んか兑 て. } 心配し なくって 

も 好い よ 。おつ 母さん は に對 して 怒って ゐ るの だから。 

お 、ん (心配 さう に) あなたに 何 か 仰つ たんです か。 

新太郞 う うん 、何とも。 8 あの こと ぢ やな いんだよ。 

まるて 別の ことなん だよ。 

お ざん (稍，： J=< 心して) さうて ございま すか。 0? 亡  11 氣付 

いて〕 まあ、 すっかり 忘れて しまって 11 あの 徑 村さん 

がい らっしゃ いました。 こちらへ お通し 申しまして もよ 

ろし、 r 'ござ います か o 

新太郞 (s かひ そめて) うん。 また 醉 つて ゐ やしない か 

お ざん いい. ズ。 

新太郞 こっちへ お通しよ。 

(お AT 、んは m 布圑， ^火鉢の 傍に 敷い ズ 下手へ 入ろ。 大 

きな 船の 帆が g び 玻^ tz- の-前，^ 過 ゆく。  ffi 長い 問〕 


(おぶ、 んに s# かれ ズ根村 虎彦が 下手から 出ズ來 る。 二 

十五 拔 C 同じく 文科 太學 生。 快沾 だけれ ども 何 鹿と な 

く^ "i^ の 影が あろ。 色 やや 黑く 短い 口 4 &,^ 生やし ズ， a 

おぶ、 ん (拽 の 所で 樫 村に) どうぞ こちらへ。 

(ぉ^んに^&ぐ1.1下手_-.1入ろ0) 

樫 村 (新 太郞か 見て 親. しさう L0 や あ ！ 

新太郎 (無愛想に) 如何し たんだ。 まだ 國へ 歸ら なかつ 

たの かい。 

根 村 (m 布國の 上に 無造作に 胡 坐ん 、かく」 うん。 やつば 

り 東京に ゐた 方が 而.. u いからな あ。 

新太郎 相 變.， T ず 飲み 步 いて ゐ るの だら うな。 それても 君 

は 感心 に 講義 だ けは聽 きに 往 つて ゐるゃ うだ ね。 

檻 村 それが 近 少し 怪しくな つて 來 たんだよ。 君 は "Bl 休 

みからず つ と學 校へ 出な いんだな。 身體の 具合が 悪 いつ 

て 云って ゐ たが、 もうす つかり 快くな つた かい。 

新太郎 まだ 駄 おさ。 かう やって ゐては 到底 快くな りつこ 

はあり や あしない よ。 

樫 村 さう か。 そり や あいけ ない な。 C なつかし さう に〕 

ほんと に暫 らく 會は なかった な あ。 何時 だか 一所に 句樂 

を聽 きに 往っ たさり だから、 もうかれ これ 二  になる よ。 

新太郞 さう だ わ。 句 樂の氣 狂 ひが 癒って から 席へ 出る と 
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云 ふ 始めての 晩だった ね。 僕 は あの 晚位句 樂の話 を聽ぃ 

て變な 心持ちに なった こと はない よ。 人形 町の 角て 君と 

別れてから、 僕 は 何處を 如何 歩いた かまる で、 分らない 

で 到頭 家まで 歩い て歸 つたの だよ り 

樫 村 (不思議 さう に) 何故 そんなに 變な心 持に なった の 

だら うな 0 

新太郞 (少し 興 蜜して〕 そり や あ 何故 だか 自分に も 分ら 

なかった の だ。 唯 句樂の 話を聽 いて ゐる うちに、 何だか 

堪らなく 悲し い 心 持 に なった か ら 、 m. は 無理に 君 を 引つ ■ 

張って 外へ 出て しまったの だ。 (やや 靖^して) 實はぁ 

の 前の 晩にね —— 

ひよ どむ 0) 

(ぉ^^,ん茶道具と菓子皿,^?持って下手から出て來る。 

お A-P ん はお, か れ ろ。) 

樫 村 (無意識に) あの 前の 晩って 云 ふと、 君と 二人で 敬 

舞 伎 座へ 往っ た晚だ ぜ 。 毎日 芝居ば かり 見て ゐ る 時分 だ 

つたから な. あ。 

(お >T」 んば 或ろ： と，^ 直覺 して 額, 餵め、 急いで 下手 

へ 入ろ。) 

新太郎 (おぶ- ん 送しながら ：} さう だ 。あの 晚 なの だ 0 

(急に 氣，^ 變 へて) しかし この 話 は 止さう。 くだらない 

ことなん だから —— 


樫 村 (微笑して) あんまり くだらな くもな ささう だぜ。 

關 はない から 話した まへ。 

新太郞 それなら 話す がね。 實は 君に だけ 相談し ようと 思 

つて ゐ たの だ。 (稍 羞恥 vs^ 感じながら) 僕 は 或る 女と 關 

係して ゐ るの だが 、 それに 就て いろいろ 父 やなん かに 面 

倒な が 起る だら うと 思 ふんだ よ 。それて 君に 相談し 

た いと 思 ふの は  

樫 村 (突然) それ は 何時頃からの 話なん だい。 

新太郞 それが あの 君と 句 樂を聽 きに 住った 前の 晩からの 

ことなんだ 0 そんな ことがあつ たもの だから、 いつもな 

ら 何でもな い 句樂の 話を聽 いて、 何だか 氣が狂 ひさうな 

心 持に なつたん だよ。 (再び 興奮し VO それから そんな 

心 持が 幾日も 續 いたの だ。 毎 曰 ぼんやり 何にもし ずに、 

ま るで 夢 を 見て ゐろゃ 、-- な 時ば かり！ つて ゐた の だ。 

柽村 (同じ やうに 突然) ー體 その 女って 云 ふの は 誰なん 

だい。 

新太郞 (少し 狼狽し ズ) うん。 まあ それだけ は聽 かずに 

ゐて くれ。 

樫 村 (無 邪氣 に) 當て 1 見よう か。 (新 太郞と 3,^ 見合 

け乜 て) それ は あのお ぎんなん だら う。 

新太郞 (ヤ、 くリ と，. -て間 ひ 返す やうに) おぎん 11 

接 村 、つん。 あのお ぎん さ。 あいつ は なかなか S5_s だよ。 
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如何 だ。 當 つたら う。 

(快 5W に 笑 ふ。) 

新太郞 (稍 度， 失った 形 にて) 全く 君の 想 ひ 通り だ。 外 

の 女なら まだ 好 い が 、 おぎんだ か ら 困って ゐ るの だよ。 

何しろう ちの 小間使 だからね 0 

樫 村 な あに そんな こと は關 やしな いぢ やない か。 うちの 

小間使 だか ら 惚れち やい けない なんて ことがあ るかい。 

馬鹿な こと を 云って ゐ るな あ。 君に も 似合 はない。 

新太郞 さう 云へば さ うだが、 僕の 親父なん か實 L1 頑固な 

分らず 屋 だから。 

樫 村 親父 なんても の は みんな 頑固な 分らず 屋さ。 粹な父 

なんて やつ は 御 維新 以來 あり やしないよ。 (^に 眞 面目 

になつ ズ) それで ®- は 僕に 如何 云 ふこと を 相談したい 

と 云 ふの だい。 

新太郎 君から 父に 云って 貰 はう と 思つ たんだよ。 

樫 村 何 を —— 

新太郞 僕が おぎん と 一 所になる こと を 許して 吳れる やう 

こ  

樫 村 (少， L 呆れて) 君 は あの 女と 一所になる 氣 なのかい 

(嘲け ろ やうに) 何 だ。 僕 はまた 君の 相談と 云 ふの は、 

あの 女と 手を切る に は 如何 したら 好いだ ら うと 云 ふやう 

な 事 かと 思つ てゐ たの だよ。 


新太郎 (やや 反抗的に) 僕に はそんな こと は出來 やしな 

いよ" 

樫 村 何故 I . 

新太郞 (急 に 感傷的 になって) 僕 は あの 女と 別れて こん 

な 家に ゐ るより は、 あの 女と 一 所に なって この 家 を 出て 

しま ひたいと 思って ゐ るの だ。 

樫 村 (云 ふべき 言葉に 窮し V0 さう かな。 

新太郞 全く 僕 は 近頃 家に ゐる のが 厭て 紙て 堪らない の だ 

よ。 あの 女と こんなになる 前から も、 僕 は どの位 家 を 出 

ようと 思った か 知れ やしない。 こんな 家を繼 ぐよりも 落 

語 家 にても なった 方が 餘 つぼ ど 氣が 利いて ゐ るよ。 (間) 

僕 はもう 學校も 止めて しま ふつ もりな の だ。 僕 は 何時 ま 

でも 無智で ゐ たいよ。 さう した 無智な 女と 一 所に なって、 

一 生 寂しく 暮らして しま ふの だ。 

樫 村 (きつば リと) そり やい かんよ。 そんな こと をして 

如何す るの だ。 自分て 自分 を 滅ぼす やうな もの ぢ やない 

か 0 

新太郞 さ うぢ やない。 それが 僕の 生きる 唯 ひとつの 道な 

の だ。 

樫 村 如何して 11 (口早に) 小間使と 1 所になる" 學校は 

止めて しま ふ。 家 を 飛び出^  それが 何て が 生きる 

唯 ひとつ の 道な の だい。 
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新太郎 (t;? 立た しさう に) もうこんな こと を 云 ひ 合 ふの 

は 止さう。 到底 分りつ こ はない の だから 1—  (^!棄な調 

子) 13^ に 角 僕 は あの 女と 別れた くないの だ 。さう して 僕 

は此 家に ゐ たくない の だ。 

檻 村 (笑って〕 問答 無益って 形 だね。 また 馬鹿に 惚れて 

しまった もの だな あ。 

新太郎 (沈韈 il〕 もう 止さ-つよ、 この 話 は。 

樫 村 うん。 (机の 上の 原^紙に n,^?i5 けて) 何か窨 いて 

ゐる のかい 0 

新太郎 (慌ただしく 隨 して) 何ても ない。 つまらない 仕. 

事 を 始めて ゐ るの だ。 

樫 付 、思 ひお リし 様子) おは 近 小說を 書いて ゐ ると 云 

ふ嘩 だが ほんと かい。 

新太郎 いいや 。小説なん ぞ w さや あしない よ。 

樫 村 學 校て みんなが そんな^ をして ゐ たぜ。 誰 だか その 

小說の i まで 話して ゐ たやつ があった つけ。 何ても 句 

樂 のこと を窨 いた ものら しかった よ。 

新太郞 句樂 のこと を 書いた もの だって 11 誰 だら うな、 

そんな こと を 云った の は。 

樫 村 誰だった かな。 (問) ああ、 君の 所へ は句樂 はやつ 

ばりち よいちよ いやって 來 るかい 0 

新太郎 うん、 時々 來 るよ。 


樫 村 やつば り 元の 家に 住まって ゐる のかい。 

新太郎 ああ、 12? 道 八丁 0 さ。 何時か 君と 一 所に 往 つたこ 

とがあった つけな あ 0 

樫 村 氣狂ひ はもう すっかり 癒った かね。 

新太郞 もうす つかり 快い やう だね。 しかし 相變ら ず譯の 

分らない こと を饒古 つてば かり ゐ るよ。 

櫟村 (新 太 郎の颜 yj- 凝視しながら) 君 は近顷 大分 句樂に 

かぶれて 来たね。 考 へ る ことなん が 大抵 句 樂が考 へ さう 

な ことば かりだ。 君 は.： n 分で 分らない かも 知れない が、 

僕 はちゃん と 分つ てゐ るよ。 

樫 村 (考 へて〕 そんな こと はない よ。 

(おぶ」 ん 下手よ リ 出で 來 ろ。) 

お ざん (新 太郎 に) あの 句樂 さんが まゐ りました よ。 

新太郞 ああ、 關 はない からこつ ちへ お通し。 (樫 村に) 

やって来た ぜ、 句樂 が。 

樫 村 何か而 白い 話ても 聽 かせない かな。 

(お >^ん はこの 間 L1 下手へ 入ろ。〕 

新太郎 (机の 上の 葉甞 fJ* 取って) 君 はまた 引っ越したん 

だね。 瓦 町 だなん て 洒落た 所ぢ やない か。 

樫 村 うん。 あんまり 洒落ても ゐ ない よ。 今度 遊びに やつ. 

て來 たまへ。 久しぶりで 一 度 飲まうよ。 

新太郎 僕 はまる で 飲め なくなつ たからな あ。 
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徑村 おや、 おや、 酒が 飲め なくなつ たと は 頼もしくない 

やつ だな あ。 

(落語家 の 俳 IS 亭 句！^ が 下手から 中 Z て來 ろ。 五十六 歳。 

十五 六：：： 程 前に 制った tm にば 短い，：： 髮が 生え ズ、 * お L 

球ら に 延びて ゐろリ 皮肉な 容貌。〕 

新太郞 (樫 村に〕 酒の 飲める やつが やって来 たが、 この 

人なら 頓 もしいだ らう。 

句樂 何です い、 若旦那。 K. 意 討ち を 食 はしち やい け ませ 

んぜ。 . 

樫 村 何でもな いんだよ 。句樂 さん。 

樂 さう です か。 (新 太郎 L0 ご免. トさ いまし 0( 坐って) 

今日はね。 あなた —— 何しろ 雪 模樣で 寒く つ て堪ら ねえ 

ん てせ う。 1 つ 風呂 を 浴びて 温まらう と 思って 家 を 出た 

ん， てす が、 急に 若 ロー 那 にお 目に 懸 りたくな つて やって 來 

たんて すよ。 ご なさい まし。 手拭と 石 驗の箱 を 懐に 入 

れ たま まさ 0  (懐から 出して 伎に S く) 

新太郞 相 變らず 飄然と して ゐ るね。 

(お >r 、ん 下手から 出で 來て 茶な どつ いで 入ろ 0) 

句 樂 ねえ、 若旦那。 责は 私に 分らね え ことがあ るん てす 

がね。 昨日から それが 氣 になって 堪ら ねえんで さあ 0 そ 

れて 今日 あなたに 伺ったら 分る だら うと 思つ て やって 來 

たんです が II 


新太郎 何 だい、 その 分らない ことって 云 ふの は。 

句樂 それが さ。 全くつ まらね えこと なんてす よ。 (ew) 

私に は 人間って ものが 何故 生き てゐ るん だ か 分らね え。 

こいつ が 如何 も 昨夜から 馬鹿に 氣 になって 仕方 がれえん 

です。 昨夜 ー晚寢 ずに 考へ ましたが ね。 しかし 如何して 

も 分らね え。 

根 村 こいつ は- 句樂 さん、 大變な こと を 云 ひ 出した ね。 

新太郎 (笑って) それ を聽 きに おれの 所へ やって来 たの 

かい。 そいつ はおれに も 分らない な あ。 

句 架 さう. てす かわ。 私 はこ ちらに 伺ったら 大抵 分る と 思 

つたんだ が 11 (獨 語す ろ やう lO 人間 は 何故 生 きて ゐ 

る 11 た つたこれ だけの ことなん だが、 如何しても おれ 

にや 分らね え。 

新太郎 何 だい。 そんな こと を考 へて ゐ たって 仕方がない 

やわ。 何 か 近頃 而 白い 話 はない かい。 

句 樂 さ、 つです な あ。 あなたに はもう 大抵 話して しまった 

からね。 (僳草 入，^ 出し ズ) 、つん。 あなた はま だ この 話 

は 知らない わ。 (煙草，.^ 吸 ひながら 錢キ； ！リ續 けろ〕 え \ 

と —— 昨 B —— 一 昨日 11 さき 一 昨日の 晚の 話さ。 私 は 

不思議な 夢を見た んて さあ。 まあ、 その 夢の 話から し 

なく もや 分ら わえ から 夢の 話 を ちょっと します がね。 何 

でも 始めは 品 川のお 臺場ら しいんて すよ。 私 はたった 一 
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人で ぼんやり 海 を 見ながら 考 へて ゐ るんだ が、 その 考へ 一 

てゐる ことが を かしい やね。 他の こと は 何にも 考 へずに i 

唯 酒が 飮み てえ とそれば つかり 考 へて ゐる のさ。 こんな 一 

所に ゐ たって 仕方が ねえから、 早く 家へ 歸 りて えと 思 ふ 

けれども 一 隻も 舟が 通らね え。 そのうち 日が だんだん 暮 

れて來 やが つたから * こいつ は 困った な あと 思って ゐる 

と， そこ へ 通り 懸っ た 一 隻の 小舟が ある。 舟の 中 を 見る 

とこい つ が大變 だ。 若 い 男と 女が たった 二人 乘 つて ゐて、 

抱き合つ たま 、泣いて ゐる樣 子なん だね。 はてな 心中で 

もす るん ぢ やねえ かと 思った から 聲を 懸ける と、 ひよ い 

と顏を 上げた 男が 11 若旦那、 あなたな のさ。 それから 

その 舟に 乘 つてい ろい ろ it を聽 いてみ ると やつ ばり 心中 

をし に往 くと ころ だつ たんだが、 その 女って 云 ふの が 面 

白い。 それが. 死んだ 田 之 助なん て さあ。 何ても その 舟 を 

永代の 撟袂に 着けて、 陸へ 上った と 思った 時に 夢が 覺め 

てし まった が、 それからと 云 ふ もの は、 如何 も その 夢が 

氣 になって ならね えんです。 それ. てま あ 家に ゐて もつ ま 

ら ねえから つて 云 ふんて、 品 川に ゐる 友達の 所へ 住って 

見た が、 少し 話して ゐる うちに そいつが、 句樂 さん、 品 川 

心中って 話が あろが、 今朝 は そいつの ほんもの を 見た ぜ 

つて 云 ふんで せ、 つ。 何處 てと 聽 くと 私 は 全く 驚きました 

ね。 若い 男と 女と が 抱き合った まま 死んで ゐ るの を 乘せ 


た 舟が、 崩れ 臺 場に 流れ着い たんだって 云 ふぢ や ありま 

せんか。 それから いろんな こと を考 へた 揚句、 人間 は 何 

故 生きて ゐ るんだ か 分らね えと 一 K ふこと になった のさ。 

(突然 立ち上って) さう だ 。かう やつち あ ゐられ ねえ。 

若且那 • また 伺 ひます。 

(句 樂は堙 草 入， ^置き忘れた まま 下手 へ 入る 0) 

接 村 まだ 餘っ程 を かしい ね。 

新太郞 (何-ことか 考へ \^ゐ る) うん。 

樫 村 (時計， _ 見る) おや 、十一 時 だ。 僕 はもう 失敬す る 

よ。 

新太郞 さう か。 まだ 好 いぢ やない か。 

樫 村 ちょっと 家に 來ろ やつが あるから。 

新太郎 それ ぢゃ强 ひて 留めない よ。 

樫 村 (微笑しながら) まあ、 さっきの 家 を 飛び出す なん 

て 話 は、 よく 考へ てからの ことにした 方が 好い ぜ。 (立 

ち 上ろ ソ 

新太郞 (立ち上りながら) うん。 

(樫 村 は 下手へ 入ろ。 新 太郎も 綾いて 下手へ 入ろ。 舞 

祭 空虚。 やや 長い間。 庭,^ 掃く 下 Bt^ の 姿 玻稱戶 の 向う 

に 見えろ。〕 

(信 子と お >T, んが 下手から 出 \ ^來 ろ。 お >^ん は 箱，. 持 

つて ゐ ろ。 二人 は 土蔵の 中に 入ろ。 新太郞 下手から 出 
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て 來ろ。 机の 前に 坐る。 信 子 土蔵から 出て 來 ろ。 P 

んも 緒く。) 

信 子 (お ヤ、 ん に 鍵，^ 渡して) ちゃんと 閉めて ぉゐて 0( 立 

つた まま) 新太郞 —— 新太郞 11 ちょっと 11 

新太郞 何てす。 何 かご 用です か。 

信 子 今 来て ゐた變 な 坊さん はあり や あ 何 だい。 近頃よ く 

来る やう だけれ ど 一 I 

新太郎 あり や ぁ句樂 つて 落語家て すよ。 

倍 子 (驚いた 樣子) 落語家 11 まあ • 如何して そんな 藝 

人 見た いなものと 附き合 ふの だね。 

(お >r 、んは 土蔵の 扉，^ 閉め v^、 急に 戯欷， ^しながら 話 

聰 いて ゐ ろ。) 

新太郞 (信 子の 言葉 -レ は 答へ す LL〕 お 父つ あん はま だお 

歸り になり ません か。 

倍 子 もうお 歸 りになる だら うと 思 ふけれ ど 11 何 か 用が 

あるの かい。 

新太郞 ええ。 ちょっと 申し上げなくて はならない ことが 

あるの. てす 0 

信 子 私で 分る ことなら 今聽か うぢ やない か。 

新太郞 さうて すねえ。 お母さんて-、 好い。 r 僅かに 斑 色 

^勧 かす) 责は私 はお ぎんと 一所に して 頂. -T 、たいと 思 

ふん. てす 力 —— 


信 子 (冷笑す ろ やうに) 馬鹿な こと をお 云 ひで ない。 あ 

れは うちの 小間使 ぢ やない か。 

新太郞 そんな こと は 分って ゐ ますよ。 しかし 小間使 だか 

らいけ ない なんて、 そんな 馬鹿な こと はないで せう。 

倌子 それ もさう だけれ ど 11 しかしお ぎんに は 今もう 暇 

を やった よ。 さう して 直ぐ 出て 往 くやう に 云つ て 置いた 

よ 0 

新太郎 (冷やかに) それが 如何し たんです。 そんな こと 

は 何でもな いぢゃありません か。 おぎん が 出て 行けば 僕 

も 一 所に 出て 行きます。 

信 子 (呆れ \^) まあ、 何 をお 前 は 云 ふの だい。 よく 氣を 

落ち着けて 考 へ た 上て， お 父う 樣 とも 御 相談したら 好い 

だら う 0 

(信 子 はお ャ、 ん！ >iig 付かす 下手へ 入る。 お ざん は 直ぐ 

新 太郎の 傍に 來 ろ。〕 

P ん 0^,^ こぼし V0 急に お 暇が 出て しま ひました。 

あの ことが 知れた からて ござ いませう ね 0 

(火鉢の 傍に 坐る。) 

新太郎 そり や あさう だよ。 そのこと 何とも 云 はれな かつ 

たかい。 

お ざん ええ。 何とも 11 直ぐ 出て 往 つて 與 れつて おつし 

やった ので ございま すよ。 (鎚ろ やう LL) 私 如何したら 


ま' 
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好う ござ いませう。 これから はもう 今までの やうに お 目 

に懸る こと は出來 ない ので ございませう ね。 

新太郞 (惑って〕 さう だね え、 お前 はこれ から 往く 所つ 

て 云 ふと、 何時か 話して ゐた 叔母さんの 家し かないんだ 

らう 0 

ぉャ、 ん 私もう あ の 叔母の 家へ 往く氣 はな いのて ございま 

す。 往 つたと ころで ろくな こと は ございません もの — 

oe やし 錄，^ 立てて 泣き出す) きっとお 妾 かなん かに さ 

れ てし まひます 0 きっと さう される に 極って ゐ ます 0 

新太郎 (お^んの 傍 LL 擦り寄つ ズ) 泣く の はおよ し 。も 

し 誰か 来る といけ ないから —— 

P ん え え。 だ け ど 私 何 だ か 心細く つて 仕方が ご ざ い ま 

せん わ。 これから 先き 如何なる こと やら —— 自分で 自分 

の 身の上が 分らない のです もの 11 

新太郎 (興^しながら 慰めて) 心配し ずに ぉゐ て、 心配 

しずに ぉゐ て。 おれ はお 前の ために は どんな ことても す 

るつ もり だから 11 (お AT 、んの 手，. 取ろ〕 ね、 これから 

どんな ことがあっても、 おれが 附 いて ゐ ると 思つ て 安心 

してお ゐ でよ。 

P ん (額きながら 1^1^ 拭 ふ) ええ。 

新太郞 (熱情 ,5* こ. S ズ) しかし これから はお 前 もず ゐぶ 

ん苦勞 しなく つて はならない と 思 ふよ。 おれ だって 今 ま，. 


での やうに 吞氣 に はして ゐられ ないだら う 11 ほんと に 

何時ても 二人つ きりで ゐられ る 所へ 往き たいね。 さう し 

て 死ぬ まて さう 云 ふ 所て たった 二人て 暮らした いね。 

お ざん (喜ばし さう に) さう 云 ふこと が 出来たら ほんと 

に 嬉しう ございま すねえ。 

新太郞 出来ろ も 出来ない もない. ちゃない か。 二人で さう 

しょうと 思へば、 何時でも 出来る よ。 

お >r 、ん (恍惚と して〕 ほんと にさう 云 ふこと が 出来 ませ 

うか 0 

新太郎 (お >^ん の 手，^ 堅く 握り締めて) ああ、 出來 ると 

も 11 おれ はもう お前が ゐ なくなれば 家に はゐ ない よ。 

二人て 何處 かに 家 を 持た うよ。 れ、 お前と おれと たった 

二人て —— (ぉ^^、ん，^引き寄ぜて〕 m かい、 —— m ぢゃ 

ないだら う —— さあ 何とか 返事 をお しな。 

お. え (新 太 郎に靠 れ懸っ VO 私もう —— さ 、「なり や 死 

ん でも 關 ひません わ -—— 

(二人に： 吻 1^ する。 長い 問。) 

新太郞 (醉 つた やうに) さあ * 如何し ようね。 これから 

P ん (半 Ell-s-m- ちた まま) 私 は 如何と も あなたの おつ 

しゃろ 通りになります わ。 

新太郎 (おぶ」 んの^  vJ- 離れて 机の 前に 來る) それ ぢゃぁ 
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て.^關はなぃょ。 家も、 肘産も、 親も、 友達も —— 0 一 

おぶ、 ん (新 太郎の に 寄って) どぅぞ：：^棄てなぃで 1 ^ 

何時 まても 11 何時 まても 11  (顿は 新 太 郞の頗 LL 近づ 一 

く)  一 

新太郎 (お >rv ん 抱き 綺 めて) お前 も だよ —— お前 も，：；^ 

よ 11 (熱して) もう 如何な つたって 關ゃ あしない。 お 

前の ためなら 死んでも 好い。  ■ 一 

P ん (^ぐ やうに〕 私 も —— 私 も 11 

(お ざん の帶に 挟んで あった 土蔵の 鍵 突然 墨の 上に 落 

ちろ。 二人 は その 昔に 驚いて 離れろ。 )  ， 

新太郎 何 だい。  一 

お ざん (鍵.^ 拾 ひ 上げて) 奥様から ぉ预り 申した 土藏 の！ 

鍵-て ございま すよ。  一 

新太郎 何 だ 0 そんな もの は何處 かそ こいら に投り 出して 

置けば 澤山 だ。 (句樂 の 忘れて 往 つた 革 入 1^ 指差し ズ〕 

そ れ よりも 句樂が 忘れ て往 つた その Si 草 入 を 、 早く 持 ^ 

て往っ て 渡し てお やりよ。 

(お ケんば 立って 1- ，入， ^取り上げろ。 二人に 效 V^H^ 

合 はぜ ズ寂 しさう に 笑 ふ。)  .. 

(玻璃 戶の 向. つ fj- 大きな 船の 帆が 綾いて 過 >r 、ズ ゆく  0, 

^^かに^。)  . 


わ。 おれが 手紙 を 害いて やる から、 句樂の 家へ 往っ てゐ 

ないか。 

お ざん (，m 不安 感じて) まあ， あんな 人の 所へ —— 

新太郎 さう すり や あ ぐ 後から おれ. 3- 往 くよ。 

お ざん あなたが K に來て 下さろ なら 好う ございま すけれ 

ど —— ほんと に 直ぐ 來て 下さいます か。 

新太郞 ああ、 直ぐ 往く とも 0  ( 机 L1 向って) ちょっとお 

待ち。 今 手紙 を 書いて やる から 11 (手紙，^ 書く) 

P ん (伤 から) あの人の 家 はたし か 馬 道で ございまし 

郞 ああ、 大抵 分ろ だら、 つ。 番地 を聽 いて 往 けば 11 

ん ええ。 しかし なるべく 平く 來て 下さい ましな。 

郞 大丈夫 だよ。 安心して ぉゐ てよ。 (書き終って) 

さあ、 これ を 持って ぉゐ で。 (手紙 1<J- お ざん に 波す) 

お ざん of- に 悲し さう Li) 何だか 今お 別れして しま ふと 

お 目に 懸れ ないやうな 氣 がして、 急に 情なくな つて まゐ 

りました わ。 (寂し さう に 笑って) 全く 私 は 馬鹿て ござ 

い ます わね え。 こんな つ まらない こと を考 へ るなん て— 

新太郞 CM じ 心 持の 中 LL 引き込まれ \^) 何だか かうな る 

と 悲しい やうな 氣 もす るね。 (やはり 寂し さう に 笑つ ズ〕 

しかし これから は 嬉しい ことば かりだから 好い。 おれ は 

お前と .1 所に ゐられ るなら 何もかも みんな 棄 てて しまつ 
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第二 幕 

淺 道 の路 次の 奧 Li あろ 句樂の 家。 

上手に 句樂の 家が あろ。 路次は 上手に 通 やる ものと、 

正面の 奥に 通す ろ） "のと 二つあって. 句樂の 家の 前で 

相 交る。 路 次と路 次との 間 LL 長屋の 一 部が 現 ばれて ゐ 

る。 句樂の 家と 向 ひ 合って 淸 1 兀の^ 匠の 延美维 の 家が 

あろ。 

句 樂の家 は、 路 次に 向つ ズ 格子 1；1 が あろ。 極めて 狭い 

土  ^  。 格 子 戶 と 並 ん で 観 ゃ.^ か ら 泣 い 方 に 所 の 子 。 

六 疊と三 の ニ^、 正面は^^と神入。 の 前に 本箱 二 

個。 その SIl: は 「軍 害」 と 「俳 書」 と 記し ズ あろ。 押 

入の 前にに 芝 の^ 附 など，^ 貼った せい 枕屏風が あ ろ 

杜 に は發 句,^ 害いた 短册が 懸けて あろ。 上手 は 障子、 

その外： しに 狭い. si- 地が もつ ズ複れ た 庭 や 植木鉢な ど 

が散亂 して ゐ -0。 

第 一 幕と じ =： の 午後 三畔 S ；。 雪，^ 催した？； A 投樣。 

句樂は II 范，^ ins ズ安火 LUM りながら、 しき リ Li 句，^ 

案じ ズゐ ろ。 傍に ^箱！ -jcf 盆な どが あろ。 睹々 獨 語 

して は 紙に 句，. J^fs さ 付ける。 延美 律の 家から tlH 味 

線の 昔が 鵜え ズる。 

S  (錄 vS- 取り上げて〕 ええと —— S 樂に身 を 持ちく づ 


す の 風 11 a=,^ 倾け VO  .S 何も 何だか や， 清 かねえ 

な。 成程 こいつ あ 句樂が 作り さうな 句 だと 思 はれな くつ 

もや あつまら ねえから な あ。 (鼙， いて) ^樂. だけ を 

生かして 置いて 11 道樂 をみ なしつ くして —— ぢゃぁ 秋 

, の 風 だな あ。 (銪 びた^で 笑 ふ〕 

おとしの 聲 Gig 所 か ら 〕 何 を 一 人で 笑 つて ゐ るんだ い。 

氣 味の 惡ぃ 11 

句樂 默 つてろ い。 今 名句が 出來 さうな んぢ やねえ か。 (W 

び 筆 か 取り上げ V0 ええと —— 逍樂を 人の ほむる や 春 

の 風 11 はし さう lO  、つめへ、 うめへ、 こいつ あい 

い 句 だ。 (紙にその句.^^?ぉさ付けろ) 

おとしの 驛 兄さん， 兄さん。 

句樂 (俯う さう に〕 何てえ。 

おとしの！^ さつ. V- 兄さんが 留守のう ちに ね、 お 向う の延 

美津 さん の 家て 大騒ぎが あつ たんだよ。 

句樂 (急に 餌.^ 上げ ズ) さう か。 如何した のよ。 (心配 

さう に〕 え、、 おとし • ー體 その 騷. ぎって 云 ふの は. g 

何した のよ。 

(おとし 下手の 障子, ^開けて 出て 來 る。 三十 四 歳。 女 

郎 上りの 女。 ^ん ど絕 なく 悲し さうな 表 ばかりす 

ろ けれども、 W 々嘲け ろ やうに 笑 ふこと. か ある。 神艇 
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おとし (句 樂の前 LL 坐って) さう ねえ。 兄さんが 出て 行 

つ て か.，： 問 もな くのこと なんだ よ。 家の 前を變 な田舍 者 

らしい 男が うろうろして ゐ たが、 延美津 さんの 聲をぢ つ 

と聽 いて ゐる やうな 樣 子なん だよ。 さ、 つ だ。 丁度 wt" 草屋 

のお はつつ て 娘が 習つ てゐる 時だった よ。 私 も 變な奴 だ 

と 思って ゐる うちに、 そいつが いきなり 格子 を 開けて 延 

美 律さん の 家へ 飛び込ん て往 つた ものな のさ。 

句樂 ふうん、 何. てえ、 そいつ は。 

おとし 何だかい まだに 分らな いんだよ。 何ても 話の 樣子 

では、 延美 さんが 北海道て 藝者 をして ゐた 時分に， 世 

話 にても なった 势 らしい の だが、 それにしても ひどい 姿 

をして ゐる のさ。 きつ と 好い 所の 息子 だ つたの が 零落れ 

て あんなに なった の だと 私 は 思 ふよ。 

M さう して それから どんな 騷 ぎが あ つ たんだ。 

おとし 何だか 知らないが、 いさな り延美 Si さん を 蹴倒し 

，て もしたら しいの だね。 家の 中が まるで 引つ く.^ 返る や 

うな ® ぎ なん だんだ ら う 0 私 はもう 延美津 さ ん は 殺さ れ 

て もした ことと 思った の。 (安 火 Li 手,^ 溫 めながら) ほ 

ん とに 怖かった よ。 兄さん。 

句樂 (熱心に〕 それから 如何した のよ。 

おとし それからば つたり 靜 かにな つてし まった が、 おは 

つも やん が a ぬ つ 背な 顔 をし て 出て 來 たか ら * 如何し たん 


だって 聽 いた けれど、 默 つて ゐて如 何しても 話 をし ない 

の だよ。 

句樂 しかしもう ああ やって 稽古 をして ゐるぢ やねえ か。 

おと t ああ、 自分 ぢゃ 何とも 思って ゐな いの かも 知れな 

いよ。 

句樂 その 男 は 如何したい。 

おとし 何處 かへ 往 つてし まった やうだった よ。 さんざん 

いろんな こと を 云って ゐ たやう だった けれど、 ；： (句 

樂の額 て 笑 ふ) 厭 だよ， 兄さん は。 お前 延美、 律 さ 

んに 惚れて ゐ るんだ.；：。 . 

句樂 (少し 狼 W して〕 笑談 云つ もやいけ ねえ。 そんな こ 

た ああり やしね えよ。 

おとし (^ける やうに〕 惚れて ゐ ろなら 取り持って 上げ 

ようか 0 

句樂 (M 而 =に〕 馬鹿 あ 云 ふねえ。 (ra) しかし、 あの 

延美潘 さ んは 死んだ 紫お によく 似て ゐる ぜ。 

おとし (氣 味惡 さう に) さう かい。 

句樂 (悲し さう lO もう 紫 君が 死ん てから 三年に なるな 

あ。 (稍 狂 はしい 調子で) あいつの 所へ は 三年 も： 迎 つた 

ん だ。 ほひ 付 いてた つた 一 一晩て 死ん ぢ まつ たんだから、 

夢の やうな 氣 がする の も 無理 はねえ だら う。 しかし 如何 

しても 忘れられ ねえよ。 今でも まだ 生きて ゐる やうな 氣 
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がして、 ふらふらと 家 を 出 懸けた くなる ことがあ るから 

な あ。 

おとし (わざと 戯れの やう に) 兄さん 。昔の 情婦の のろ 

けなん ざお よしよ。 

(三味線の 音が 止む。 おぶ」 んが 正面の 路 次から 出て 來 

ろ。 ^物, ^着！^ へて、 風呂敷 包 か 持って ゐる。 逡巡ひ 

ながら 佇んで ゐ ろ。) 

句樂 (樂 さう に 身 額 ひ しズ〕 三味線の 音が 止む と 急に 

ひっそりして しま ひやが るな。 如何 も くさくさして 氣が 

滅入って いけね え。 おとし， まだ 酒 を 飮んぢ やい けね え 

かな。 

おとし いけない よ。 また 1^ 氣が 起る と 大變ぢ やない か。 

それにお 錢 だって あり や あしない よ。 

句樂 さうよ な あ、 席 を 休んで から 半年になる からな あ。 

病院 を 出てから 十日つ さや あ 稼がね え。 

(句 樂は安 火に 寄懸 つて 考へ 込む。 延美津 の 家から お 

はつが 出て 來ろ。 十五 位の 娘。) 

お ざん (おはつ に) 句樂 さんて 人のお 宅 はこの ご 近所て 

ございま すか。 

おはつ 〔不思議 さう にお >P ん, 句樂 つて 落語家 さ 

んで せう。 

お ざん ええ 0 さう です よ。 


おはつ それ ぢゃ あそこの 家て すよ。 (句樂 の 家，^ 指す〕 

お ざん ああ、 さう です か。 如何 も 難 有う。 

(おはつ は 正面の 路.^ へ 入る。 お 、んは 句樂の 家の 前 

に 立つ 0) 

お ん ご免 T さい まし。 

おとし (聽き 付けて〕 どなた 11 (立って 障子,^ 開けろ) 

お^ん (極 リ惡 さう lO あの 11 この 手紙 を 持って まゐ 

りました が -—— (手紙, おとしに 渡す〕 

おとし 手紙 を ！一 あなた は どなたで ！■ 

句樂 何でえ、 手紙 か。 早く 兑せ ろよ。 (おとしから 手紙 

, ^受取つ VO 何 だ。 山 崎さん の 若旦那から なんち やね 

え か。 (開いて 誼む) 

おとし (お ざん LL〕 まあ * どうぞお 入りなさい ましよ。 

お ざん (ためらって) ええ —— 

句樂 (快沾 に 笑 ふ) こいつ あ 洒落れ てゐら あ。 (お >r 、ん 

に) まあ、 どうぞ こっちへ お 上ん なさい。 (おとし に) 

おい、 おとし。 ぼんやり 立って ゐ ずに、 何とか 云って 上 

げ ねえな。 

お ざん い い. ズ。 もう 私 はこ こで 澤 山て ございます。 

句樂 笑談 云つ ちゃい けね え。 この 裝&に そんなと ころに 

何時まで 立って ゐられ る もの ぢゃ あねえ。 

おとし さあ、 どうぞ こっちへ お 上ん なさい ましよ。 
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(お AVI んは 家の 中 li 入って^ 敷の 片隅に 坐ろ。 句樂は 

喜ばし さう におお、 んの 姿,^ 眺めろ 0) 

S  (半ばお ャ、ん に、 半ば 獨！ S? の やう に〕 さぞ 嬉しいだ 

らうな あ。 おれ も 昔 こんな ことがあ つたが、 今-て も 時々 思 

ひ 出す よ。 やつば りこんな 雪 もよ ひの 日 だつ け II 家 を 

逃け 出して、 女と 一 所に 長 崎 三界まで 往 つたの だが —— 

あれから 二人て ずゐぷ ん苦勞 をした つけな あ。 

おとし 兄さん 。何 を 云って ゐ るの だね。 

句樂 おれ はこん な ことに 出會 はすと 嬉しくて 堪ら ねえん 

の だ。 

おとし (SS しさう lO こんな ことって — 

$ うん、 お前に はま だ 話さなかった な 。若旦那から 女 

と 二人 何處 かに 匿 まつ て 置いて 吳 れつて ぉ顿 みなの よ。 

好 い 氣持ぢ やねえ か。 惚れた 若い 者 同志 を 見 てゐ ると， 

おれ はも、 「堪らなく 嬉しくな るね。 な あ、 おとし。 何處 

かに 二階ても 贷す家 はねえ かな。 

おとし だつ て そんな ことが お宅へ 知れたら 大變 だら う 0 

句樂 な あに 關ふ もの かな。 •  惚れた 同志で 一 所になる のに 

何も 不思議な こと あねえ ぢ やねえ か。 何處 かこの 近所 を 

聽 いて 見て 5^ れ わえ か。 

おとし ああ 0 

(おとしに 不牲無 に 勝手から 出て ゆく。 殆んど 同時 


に延美 雄が 出て 來ろ。 三十 歳 位の I- 艷な 女。 顿 LL 傳痕 

が あろ。 二人 額 1^ 見合 乜て 挨按 する。) 

延美律 如何 も 先き 程 は .—— あんな 馬鹿が やって 來 たもの 

ですから。 

おとし それでも 怪我なん ぞ しなく つて 好かった わね。 何 

處へ往 くの。 

延美维 聖夭樣 へお 請り に往 かう と 思って ゐ るの。 そこ ま 

で 一 所に 往 きませ う。 

おとし 聖天樣 ならこつ ちの 方が 近いて せう。 

(雪が 降り出す。) 

延美律 おや、 到頭 降り出して 來た。 

おとし そんなに ひどい こと はないだら、 つけれ ど —— 鬼に 

角 傘が なくち ややり きれない わ。 

(二人 は 傘，^ 取りに 家に 1K つて。 何 ごと か嗨き 合 ひな 

がら 下手の 路次へ 入ろ。 この間に お >^ん は 風呂敷 包の 

中から句樂の置き忘れた煙^=^入，^取リ出す。 句 祭 は延 

美 の聲 が聽： えなくな ると 同時に、 つと 悲し さう 

LL 考へ 込んで 何. ことか 思 ひ 出し \ ^ゐ ろ樣 子。) 

お^ん 句樂 さん * これが さっき 置き忘れて あつたの て ご 

ざ い ますよ 0 

句樂 (額.^ 上げて) ええ、 何てす つて！ ( 氣が 付く〕 

あ i、 如何 もこれ は I . 
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お ざん (心配 さう に〕 も、 つい らっしゃ りさうな もんです 

がね え。 

句樂 何も 心配し なさる こた あありません よ。 もう 直きお 

ゐ てになる てせ う。 (感傷的に なつ v^〕 何も そんなに 心 

細 がらな くっても 好い やね。 そり や あさう やって 一 人て 

待って ゐる 間と 云 ふ もの は、 ず ゐぷん 情ない やうな 氣も 

すろ だら うが、 それが また 樂 しみな もの だ。 おれの やう 

な 年に なつち あもう そんな 心 持に なれ やしね え。 たと へ 

惚れた 女が あっても のこと だ。 昔の 女に 似て ゐる とか 何 

とか 云つ て. やつば り 昔の 夢 を 繰り返へ さう とする のが、 

せめても の樂 しみな の だからな あ。 

ぉだ (何の i 湫 なし L1) 昔の 夢つ て どんな 夢なん-て すの。 

句樂 (この 言 薬 vi- 聽 いて 喜ばし さう 1.0 そんな こと を 聽 

いて れる やつ は 、今日まで 一 人 だって あり や あしね え。 

おれ は 嬉しい よ。 おぎん さん。 ほんと に， 嬉しい —— 堪 

ら なく 嬉しい や。 („^,^ こぼして〕 お前さん はおれの 昔 

の 夢の 話を聽 いて 吳れ るかい。 

P ふ え、 ズ， 聽 くわ。 話して 下さいな。 s.^ に 驚い VO 

まあ， 泣いて ゐる のね。 

句樂 (突然 笑 ひ 出して〕 はは はは 、昔の 夢 は どんな 夢 か。 

しかし 待てよ。 よく 思 ひ 出さな くち や 分らね えぞ。 (沈 

默しズ考へ？^3む〕 さう だ 。やつば り 始めは 藥研 堀の 質：！ 


の 妾が 殺された 晚 のこと から だな。 

P ん af 味惡 さう に) 何な の、 ー體 その 話 は。 

句樂 まあ 默 つて 聽 いて ゐ ねえ。 (怖る しさう に〕 闪緣と 

云 ふ もの は 怖ろ しい もの だぜ。 その 妾って 一 K ふの が、 お 

れ の眞實 のおつ 母さんで、 おれが 十四の 時に 殺されて し 

まったん だが、 それにもう 一 人 娘が あって、 それが 後て 

鳥 追お 松になる のよ。 (考 へて) 少し 變 だな。 いけね え、 

いけね え、 さ うぢ やねえ。 何よ、 それ —— 紫；；；^ がま だ 店 

へ 出た ばっかりの ことなんだ。 

(句樂 ば n 取 後の 言葉， ひ 終って から、 ぼんやり 何處 

となく 凝視して ゐろ。 お >^ん は 驚いて f つと 句 の 額 

見ろ。) 

ぉャ」 ん もぅ好ぃゎ、 ^|"の夢の話は。 

句樂 (悲し さう に〕 もう 昔の 夢の 話 も 忘れて しまったよ。 

やつば" 山 崎の 若旦那 位 の 時分 だ らう。 もうかれ これ ニー 

十 年 も 前の こと だからな あ。 おれ は 今までに 驟落を 三度 

したが、 忘れられ ねえの は その 中の 一 度 だけ だな。 それ 

が 昔の 夢の 話なん だが、 今日はもう 話す の は 止さうよ。 

聽 いて 吳れ るの は 嬉しい が、 如何 もま だすつ かり 思 ひ 出 

されな くって いけね え。 まだ 體が惡 いの かな あ。 

おぶ、 ん 關 はない から 横にな つてお 寢 みなさい よ。 

句樂 な あに 寢る にも 及ばね えよ。 
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(新 太郎が 而の路 次から 出て 來ろ。 外^。 屮 折。 句 

樂の 家の 前に 來 ろ。〕 

新太郎 (格子！；^^^-無造作に開けて〕 句 梁さん は 家 かい。 

若 ロー 那 てす か。 さあ、 お 上ん なさい。 さっきから お 

待ち兼ね てす ぜ。 

新太郎 (^敷 Li 上る〕 如何 も 飛んだ こと を 頼ん ぢゃ つ て 

句 な あに 飛んだ こと どころ か 11 早速お としを 搜 しに 

やりました がね。 二階 か 何 かの 方が 好いだら うと 思つ て 

さ、 つ 云 ふこと にして S きました 0 

新太郞 (坐ろ〕 そり や あ 如何 も 有難う。 (寂し さうな il 

子〕 しかし，； r 句樂 さん。 かうな つて 見る と、 おれ も 到 

頭；；；^ 達のお 仲 問 人り をした やうな 氣 がして、 何だか 寂し 

いや ラな心 持 もす るよ。 

句樂 (新 太郎の 言葉の 意味が よく 分らす に) 私達の 仲間 

0 ご  0 

新太郎 ^il から 兑. 1 された 人達 さ。 さう して また こっち 

か ら を兑 離した 人達 さ。 

句樂 (笑って〕 私なん ぞは もっと ひで え や 。世間なん て 

まるて ねえ もんと 思つ てゐ るんだ からね。 結句 その 方が 

幸福 さね。 

新太郞 ぉ^！さんても幸福なんてことを考へ ろかぃ0 


句樂 それや ぁ考 へま さあね。 だが ね、 若 且那、 幸福なん 

て もの は惡ぃ 酒の やうな もの. てす ぜ。 醉 つてろ 問 は 好い 

心 持 だ が、 覺め た後ぢ や あ き つ-^ 頭が 痛み まさ あ。 

(二人 は 笑 ふ。 雪 ば 次 iSLL 烈しくな ろい〕 

新太郞 句樂 さん。 今 u はまる で 酒の 氣 がな ささう だね。 

句樂 ええ、 飲みて えんて すが、 席 を 休ん てるる ものです 

から i 

新太郎 おい、 おぎん。 ちょっと 酒 を！ s; つて 來て吳 れ ない 

か。 (ぉケ ん に 金な 渡す〕 

お ざん 酒： S は どこに あるんで せう。 

句樂 な あにもう おとしが 歸 へって 來 ますから、 あいつ を 

使 ひに やり ませ、 つよ。 

お ざん いいえ。 私が 往 つて 来ます からよ ござんす よ。 

句樂 さうて すか。 そいつ は 恐れ入り ますな。 酒 ：® はこの 

路 を 出る と 直ぐ 向う側て すよ。 

新太郞 (おお 、ん に) おれの 傘が そこに あろよ。 

(お A-r; んは 下手の 路次へ 入ろ 0) 

新太郞 句樂 さん。 何時 だかお 前の 云って ゐた 通り、 00 

家 を 飛び出す ことにな つてし まった よ。 

句樂 いや、 全く 好い こと をし ましたよ。 若い うちに 一 度 

位 家 を 飛び出さな い やうな 男 は 駄目て すよ。 家 を 飛び出 

して ご 覽 なさい。 これから は あなたの iE 由ぢゃ ありませ 
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んか o しかしお 宅ぢゃ さぞ 麓いて ぉゐ てで せうな。 

新太郞 さうても あるまい よ。 結句 好い ことにして ゐ るの 

かも 知れない。 (句樂 の 1^,* 凝視す る) 句樂 さん。 ー體 

お： li さんの あの 病氣 は、 もうす つかり 快くな つたの かい。 

句樂 (ャ 、つくりして〕 ええ。 もう 大抵 快くな つたと 思 ひ 

ますが ね。 しかし 時々 頭の 中に 泥が 一杯 詰まって ゐるゃ 

うな 心 持の する ことがあり ますよ。 

新太郞 何時 だつ け かな あ、 あの 病氣が 起った の は 0 

句樂 さう さ ね。 去年 の 春 時分 か ら餘 つ 程 怪し かった の だ 

が、 ほんと に惡 くな つたの は 八月の 末でした かな。 丁度 

その 時 は 若 竹に 出て ゐて、 それから 兩國 の 立 花 へ 廻らな 

けり や あならなかった のて したが。 電 wj- に 狼って ゆく 途 

中-て —— さう さ、 須田町 を 出て 間もなくの ことで したよ 

11 ふいと 私の 隣 を 見る と、 死んだ と 思った 紫 君が 腰 を 

懸けて ゐるぢ やありません か。 (急 LL 話，^ 止めて〕 この 

話 はもう あなたに は 話して しま ひました かね 0 

新太郎 い いえ。 まだ 聽 かないよ。 紫 君の 話 だけ は聽 いた 

けれど 11 0 

句樂 それ；：' や あま. ぁ聽 いて 下さい まし。 (殆ん ど 呼吸 も 

吐かす に 話す〕 それても う をの 時 は 餘っ程 如何 かして 

ゐた の です ね。 紫 君が 死んだ つて こと は 氣が付 A  、ま せ ん。 

會 つたの が 嬉しく つて、 お前 は 何 處へ往 くんだ つて 云 ふ 


と、 あなたの 後 を 追つ 懸けて 來 たって 云 ふんて せう。 そ 

れ なら 電車の 中で 話 も出來 ねえから、 何處 かで 酒ても 飮 

みながら 話さう と 云 ふので、 淺草橋 あ た り で 電車 を 降り 

たと お 思 ひなせ え。 誰も ゐ やしね えんだ が、 こっち は 女 

と 一 所に 步 いて ゐる氣 ですから、 句樂 だって 情婦 を 連れ 

て 歩く こと は あらあって 顏付 をして、 如何で え 久しく 會 

はなかった な、 お氣だ つ て 話 だが もうす つかり 快い のか 

な ん て 云 ひながら 、 何でも 廣 小路 の 近所の 鳥屋へ 上った 

んで すよ。 さう して 酒 を 飲まう とする と 杯が 一 つし かな 

い。 姉さんお 客 は 二人 だぜ つて 云 ふと、 ご笑談 をって 云 

つたき り まろで 相手に しません や。 仕方が ねえから 一 つ 

の 杯 を^り 取りして -1 ： ての K 一人で 飮 んてゐ るん てす 

が 11 いろんな こと を 話して ゐる。 これ だって 一 人て 何 

か 饒舌って ゐ たんです ね。 もうかう なると 女中 も 何も 出 

て來 やしません。 そいつが ね、 今考 へて 見ても を かしい 

の は、 私の 前に 坐って ゐる紫 君の 姿っても のが、 すつ か 

り 華 魁の 姿 をして ゐ るんで せう。 頭 を 紫 天神 か 何 かに 結 

つて、 禰檔を 着て ゐ るんだ から 面白い やね。 

新太郎 つまり そんな 幻が えたんだ ね。 

句樂 Mmn5 いいえ、 幻ぢゃ あねえん てす。 たしか 

に そこに ゐ たんです からな。 それから 家へ 歸 へって 來て 

ふ い と 傍 や 見る と 今まで ゐ たと 思った 紫 君の 姿が 見えね 
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えんて せう。 私 は その 時 程が つかりし たこと はあり ませ 

んね。 それから 家 を 飛び出して、 吉 原へ 往 つて 見る とも 

、つ 大引け 過ぎです。 蓬萊屋 を敲き 起して 紫 君に 會は せろ 

つ て 云つ て聽 かなかった さうて すが、 何時の間にか 酒に 

醉 つばらって 寢 てし まった ものと 見えます ね。 目 を覺ま 

すと もう 曉の 光が 攔 問の 所へ 差して ゐて、 名代 部屋 に た 

つた 一 人-て 寢てゐ ろん てす。 啊 喉が 乾いて ゐ たのて 水 を 

吞ま、 つと 思つ て、 枕元に 置いて あった 水 差に 手 を 懸けよ 

うとす ろと —— 如何です、 そ い つが 口 をき くぢゃ ありま 

せんか。 

新太郞 大分^! ^新に なって 来たね。 

句樂 句樂 さん、 あんまり 酒を飮 むの はおよ しょ。 毒 だよ 

つて その 水 差が 云 ふので すよ。 さう して そ の 靡が や つ ば 

り 紫 君 の な ん です。 何 だ かその 聲を聽 く と 急に 悲しく 

なって 來 て. 涙が ぼろぼろ こぼれて まるで 留め 度が ねえ 

ん てす。 さ-つし てし まひ に は聲を 立てて 泣き出し まし 

た。 驚いた の はこ こへ 入って 來た華 魁 さね。 私 は みんな 

が SS めろ の も聽 かずに 外へ 飛び出して しまったが、 さて 

何 處へ往 くと 云ふ處 もね えんて せう。 そのう チュ やって来 

たのが 代地 河 it なん-てす。 柳 橋 を 渡らう とすると まるて 

黑 山の やうな 人で さあ。 何 だって 傍の 人に 聽 いて 兑 ると、 

華 魁の .iF 投げ だって 云 ふんて す。 さう すろ とそ こて ひよ 


つくり 出 まった のが 先代の 談州樓 燕 枝 さ。 これが 私の 耳 

の 傍 へ 口 を 寄せ て 驚い ちゃ あ い けね え、 紫 君が 身 を 投げ 

たんだ ぜ つて 云 ふんて せう。 私 は 思 はず 人 を搔き 分けて 

前の 方へ 出て 往 きました ね。 さう すろ とこれ がまた を か 

しい やね。 そこに 並んで ゐる のが みんな 钍扞を 藩た お 役 

人ば かりなん て さあ。 傍に ゐる 人達が 私 をつ かまへ て、 

うっかり あすこに 往っ ちゃ あいけ ねえ * あすこに ゐ るの 

は 幽靈の お 役人ば かりなん だ からって 云つ たんです が、 

そんな ことに 關っ て は ゐられ ません や。 いきなり 飛び出 

し て 住つ て 紫 君の 死骸に 槌り着 いて、 おいお い 聲を立 て 

て 泣いた もんです。 それから 後 はまる で 夢中て さあ。 田 

端 の 氣狂ひ 病院に ゐ る 間 紫 君 のことば かり 云 ひ續け て ゐ 

たんだ さう です よ。 

新太郞 僕の 一^ 始めに 往 つた 時なん ぞ はかなり ひど かつ 

たね。 すっかり 白 井 左 近に なって ゐて 人相 を 見て やる つ 

て 云って 困った ぜ。 

句樂 (笑 ふ〕 はは は， さうて した かな。 もう 大丈夫です 0 

(お A-P んが 下手の 路 次から 出て 來ろ。 家の 中 に 入ろ。 

雪が やや 镜 る。) 

お. え 如何 もお そくな りました。 (赛 所に 往 つて) おや、 

ま ろて 火種が ありま せんね。 

.1? 樂 ぉ燜を 付けて 下さ ろんで すか。 恐れ入り ますな。 (安 
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火， ^押し遣って) ここに 種が あります よ。 

お ざん (安火^^^：^所に述ぶ) まあ、 哀れな 火種 だ こと—。 

句 樂 (お >r 、んの 後 姿， 5- 見送って) 若旦那。 可愛がつ てお 

やん なさい よ。 こんな おとなしい 子 は 今時 あんまり あり 

ません よ 0 

新太郎 (笑って〕 馬鹿 あ 云って る。 0?〕 おとしさん は 

如何し たんだい。 大變 おそい やう だね。 

句樂 さう さね。 あん 畜生、 何 をして ゐゃ がるの か。 しか 

しもう 歸 つて 來 ませうよ。 (上手の 障子，^ 開け て〕 や あ、 

雪が 大分 りました ぜ。 

(沈 默。 ® の 降ろ 昔が 微かに 聰 こえる。〕 

新太郎 靜か だね え。 

句樂 (溜，； B-,^ 吐く〕 ええ、 こんな 時 は 如何 も か 滅入つ 

て いけません や 0 

新太郞 それに さっきの 話て、 また 紫 君の ことで も 思 ひ 出 

したの ぢ やない かい。 

句樂 (悲し さう に 笑つ ズ) ええ、 すっかり 思 ひ 出して し 

まひ ましたよ。 始めて 會 つたの が 丁度 こんな 雪の 降ろ 日 

でね。 お 客に 連れられ て 晝 遊び に往 つたの が 病み 付き さ。 

(お ケん に〕 まだお 燜は 付きません かね。 

おぶ、 んの錄 まだ 少し 溫ぃ かも 知れない けれど —— 0 

(お 、ん 11 臉と德 利と.^ 持って 出 ズ來ろ 0)  ^ 


句樂 (喜ばし さう.」〕 こり や あ 有難て え。 久しぶりの 酒 

だ。 (杯 新 太郎に 差す) さあ、 まあ、 若旦那 一 杯。 

(新 太郎の 杯に お  >:」 んは 洒，^ つぐ。〕 

新太郞 (お ざん に〕 おい、 句樂 さんに お 酌 をして おやりよ。 

お >^ん ええ 0  ( 杯 1^ 句 i-li 差し ズ洒， ^つぐ〕 

句樂 (洒 1^ 飮ん で) 有難て え。 何だか 昔の 1?, タを 見て ゐる 

ゃぅな氣がしますょ。 (突然杯，^-©ぃて〕 いけね え、 い 

けね え、 昔の 夢なん てこと を考 へる と 11 (戰 し て〕 

それ、 また あの -Ig 院へ I - あの 眞っ靑 な.：^ 院へ往 かなく 

ちゃなら ねえ。 

新太郞 (驚いて〕 如何し たんだい、 句樂 さん、 

句樂 いいえ、 何ても わえん です。 (寂し さう に〕 若い 時 

分 に 。 私が 女と ©_洛 を して 長 崎へ 住った > J とが あろんで 

すよ。 その 時 私 も ずゐ ぷん惡 いこ と をした 盛りで した か 

らね。 女を稻 佐の 女郎に 敲さ 費って、 その 金 を 旅費に し 

て 東京へ 歸っ て來 たんて さあ。 それが 不思議 ぢゃ ありま 

せんか。 あの 田 端の 病院が 稻 佐の その 女 を 費った 家に そ 

つくりなんで すよ。 (^) さう さう さっきお ぎんさん に 

昔の 夢の 話 を し よう と 思った が、 如何し て も 思 ひ 出され 

わえ で 止めち まった のでした よ。 (お AT; んに〕 やっと 思 

ひ 出す： と は 思 ひ 出した が、 今度 は 何だか 話す のが 怖く 

つて 仕方が ねえ。 
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お ざん (また：..？ 味が 惡る さう に) もう 好い わ。 さあ、 お 

酌 をし ませう ね。 

句樂 (杯， ^取り上げて〕 これ は 如何 も濟 みません。 (新 

太 郞に〕 醫 者から は 酒 を 飲むな つて 云 はれて ゐ るんで 

すが、 如何 もこれば かり は 止められません よ。 しかし 返 

院 して 二月 やらなかった の-てす から、 もう やっても 好い 

てせ う 0 

新太郞 しかし あんまり 飲まない 方が 好い ぜ。 

お if ええ。 前兑 てえ に はやりません よ。 

(おとしが 正面の 路次 から 出て 來ろ 0  ^^ぐ家の中に入 

ろ。) 

おとし (新 太郞 に) おや、 若旦那。 お出て なさい まし。 

(句樂 に) 兄さん、 お 酒を飮 んでゐ ろね。 お K 者に あれ 

8^ 止められて ゐろ 癖に。 

句 架 何 云って やが るんで， ズ。 關ふ もんか。 惡く なり や あ 

惡く なった 時よ。 

新太郞 (ffl つて〕 おれが 酒 を 買 ひに やつたん だが、 惡ぃ 

こと をした ね。 

句樂 な あに 大丈夫て すよ。 何も ご 心配な さるに や 及び ま 

せんや 0  ( おとし に) まあ、 そんな ことよりも 肝 肾のニ 

階 は 如何し たんだ。 

おとし 方々 搜 したんだ が、 中々 好い 所がな いんだよ。 お 


はつ やん の 所の 二階が まあ 一 带好 ささう だから あすこに 

極めて 来たんだ よ。 

新太郞 何處 だって 好い よ。 それ ぢゃぁ 早く 往か うぢ やな 

いか。 

句樂 まあ、 もう 少しお 待ちなさい。 この 酒 を 飲んで しま 

ふまて。 

おとし そんなに 飮んで 如何す ろ氣 だい。 若旦那と 一 所に 

往っ てお ゐ てよ。 

新太郞 (おお」 ん に〕 おい、 その 二階に 往 つて 见 ようよ。 

おぶ」 ん ええ。 

おとし (句樂 に) 兄さん。 知って ゐる だら う。 あの 奥 服 

屋の 隣の 煙草 展さ。 

句樂 うん。 それ ぢゃ あちよ つと 往 つて 來 るかな。 

お ざん (おとしに〕 如何 もお 邪魔 をいた しました。 

おとし 如何いた しまして 11 

(新 太郞、 おぶ、 ん、 句樂の 三人 は 正面の 路 次へ 入ろ。 

おとし は ii など 片附け 終った 後、 細リに障子,^-ぁけて 

外の 雪，^ 眺めろ。 稍 長い ET) 

(延 美津 下手の 路 次から 出て 來る。 句樂の 家の 前に 來 

て 立ち §s まろ。〕 

延美^ おとしさん。 ひどい- S になって しまったね。 

おとし 今お 歸り I . 大層お そかつ たんて すね。 
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ひ IS つた 時の ことなの だよ。 丁度 家の 隣が 宿屋に なって 

ゐて、 そこに は 東京の 役者に 附 いて 來 たお 離 子の 速 中が 

泊って ゐた のさ。 こつ もも 藝者 のこと だ し 直ぐ 往来 をす 

る やうに なって しまったの だが， そのお 雠 子の 中に 一 人 

ffi を 勤めて ゐる 十七 八の 若い Bfr かゐ たの だよ。 別段 深く 

なって ゐた 仲と 云ふ譯 ではなかった けれど、 も- 「その 一 

座が そこ を 立って is^ 京へ 歸 ると 云 ふ晚 に、 私 は 何だか そ 

の 人と 別れる のが 悲しくな つて 芝居 の閉 ねる の を 待 つ て 

呼び出し たもの さ。 もう 春に はなって ゐ たけれ * とも、 ま 

だ 路傍に は &f が殘っ てゐ て、 月の 光 だって 冷た かったつ 

け。 そり や 今 思 ひ 出し て も そ の晚の 景色が はっきりと 目 

に 浮んで 来る やう だね え。 樂疑 口から 出て 來た その 人の 

手 を 引いて 話し合 ひながら、 ， ぶら/、 歩 いて 往く うち 

に、 何時の 問に か 私達 は 街の 外へ 出て しまった のさ。 (言 

葉，^-止めて：1;恕に耽けろ) 

おとし それから 如何した の。 

延美 $t もう ゆっくり 話しち や ゐられ ないから 急いで 話す 

よ。 (^) それから その 人が 笛 を 吹いた の。 さう して 私 

がその 傍で 泣いた の。 その 人 もし まひに は 笛 を 吹きな が 

ら 泣いて ゐろ のさ。 の にか 額へ てし まひに はもう 吹け 

なくなって しまったん だよ。 (E に淚. ^浮 ベな が ら 笑つ 

て) もう 止さう ね、 こんな 話 は。 ひとが 聽 いたらつ ま 


らな い 話に 極つ てゐ るから 1 . 

おとし それつ きり その 人に は <|3 はなかった のかい。 

延美津 時々 會 ひたいと 思 ふけれ ど —— もうかう なつち や 

ぁ會 つても". 义れ ない よ。 

(句樂 が 正面の 路次か ら 出て 來ろ。 0.m め .V 、なが ら 步 

く。 傘む さして ゐ ない。〕 

句樂 (怒^ろ) なに、 句 樂の無 狂 ひだと —— 馬鹿 11 何 

が氣狂 ひだ。 (空虚な 聲で笑 ふ) はは はは、 世間の 奴等 

は みんな 氣狂 ひなんだ。 そいつ らが何 を 云 やが ろんだ。 

おれ は 小 猿 七 之 助よ -11 それが 仇 討が 怖い のて 俳諧 亭句 

樂 になった のよ。 如何て え。 分った か。 

〔おとし は その！^,^ 聽 いて、 疑 ふやう に 耳,^ 傾けろ。 

句 樂ば蹈 いて 烈しく 格子 戶に 突き 當 ろ。) 

句樂 べらぼうめ。 おれの 云 ふこと は みんな 嘘 だなん て、 

誰が そんな こと を 云 やが ろんだ。 畜生。 さあ、 知し わ 

えぞ。 出て 来い。 

(句樂 はまた 正面の 路 次の 方へ 步 いて ゆく。 おとしに 

外へ 飛び出して 引き §£ めろ。〕 

おとし 如何し たんだね。 こんなにお 酒に 醉 つばらって I 

4? 樂 嬉し いぢ やねえ か。 惚れた 同士が 一 所になる。 こん 

な 嬉しい こた あねえ ぢ やねえ か。 そこて 飮ん だのよ。 若 

且那 から 一 兩賀 つて、 今 そこの 酒屋て すっかり 飮んぢ ま 
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つたんだ。 

おとし さあ、 そんな こと は 如何ても 好い から、 ¥ く 家の 

中へ お入りよ 0 裔物 もす つかり 濡れて ゐ るよ。 

句樂 si ^0^5 お前が 鳥 追お 松 だって こと は 誰 

にも 知ら せち やい けね えぞ。 

おとし (悲し さう Li 句樂の 額， 見ろ〕 お 翳 者が あれ 程 飲 

んぢ やい けない つて 云った お 酒 を、 お前 は 到頭 飲ん ぢま 

つたんだ ねえ。 

4? 樂 (射^,^ 游め VO 好い かい。 もしお 前が 鳥 追お 松 だ 

つ てこと が 知れる と大變 だぞ。 

おとし ぁ&好 いよ。 分った よ 。さあ、 家へ お入りよ。 

(句樂 は 家の 中へ 入ら、 つ として、 驚いて 外，^^ いて ゐ 

た延獒^:と^^1^„^合はぜろ0) 

句樂 (叫ぶ) お、、 お前 は 紫君ぢ やねえ か。 (庙敷 へ 上 

つて) ほんと に 久しく 會 はなかった な あ。 

おとし さ うぢ やない よ 。お 向う の延美 さん ぢ やな いか。 

句 樂 笑談云 ふねえ。 延美津 さん はさつ き聖 天機へ 往 くつ 

て 出 懸けた ぢ やねえ か。 (延美 に〕 さあ、 紫 S ？。 久し 

ぶり だ何處 かへ 住って 一杯 やらう。 

延美 (小， 錄で おとし：.：〕 また 病氣が 起ったら しいね。 

おとし (悲し さう に) 如何したら 好いだら うねえ。 

$  s.^^b さあ、 m-il 々々しずに 支度し ねえな。 


お前に 始めて 會 つたの も、 やつば りこんな に の 降る 日 

だった ぢゃ あねえ か。 (おとしに〕 さあ、 おとし。 お前 

も 早く 逃げな くち やい け わえ。 うっかりして ゐ ると 仇 討 

に 會ふぜ 。 如何 も この間から おれ 達 を附け 親って ゐるゃ 

つが あるのに 違えね えの だ。 だからな 11 それさつ き 云 

つて 置いた 通りに、 素性 を隱 して ゐ なくつ ちゃい けね え 

ぞ。 おり ゃぁ關 はわえ よ。 おれが 小 猿 七 之 助 だって こと 

は 誰でも 知って ゐら あな。 しかしお 前が 鳥 お 松 だって 

こと は 誰も 知らね え。 知れたら それ こそ 大變だ 。それ 11 

講轉 肺の 典 凌って やつ .11 あいつが 如何 も 怪しい ぜ。 藥 

硏 堀の 一件 もた しかに あいつに 違. ズ ねえの だが 11 

おとし (悲し さ-つに 額く) 分った よ。 分った よ。 

(延 美维 立ち上つ ズ らうと すろ の 1^、 句 樂ば慌 た 

しく-ての 前に 立ち塞がろ。) 

句樂 (延美 a: の 手.^ 取る〕 何 處へ往 くんだ。 待ちね え 

よ。 今 一 所に 往 くから 11 何か溫 けえ もん-て 一 杯 やらう 

ぢ やねえ か C  (延类 常 惑して 佇んで ゐろ〕 な あ， 紫 君 

典 凌の やつ はお 前に も 惚れて ゐ たんだ ぜ。 あいつの 煙草 

入 を 質に 入れて、 お前の 所へ 通った こと もあった が 11 

あの 煙草 人の金 具 は 好い 彫だった な。 嬲の 面よ。 誰が 彤 

つたんだ か 知らね えが、 細い 生 * とした 好い 形だった。 

如何 も あれが 袋って ゐ るんだ な。 あれから だぜ。 お前 は 
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どっと 鎖 ひ 付く。 おれ は 博 突て 滅茶々 々 に 負けて しま ふ。 

(<;. ムに笑 ひ 出し VO はは はは、 べらぼうめ。 おれ は氣な 

んど 狂って やしね えぞ。 世間の 奴等 は みんな 氣が 狂って 

ゐ るんだ。 第一 世間の 奴等 は 皆な 嘘 吐，^、 だ * どいつ もこ 

い つも 嘘ば かり 吐き やが る。 さう して 眞實 のこと は ひと 

つも 知らね え。 早い話が 虞貲に 女に；^ れる やつ だって あ 

り やしね ぇぢ やねえ か。 眞實に 女に， 惚れる ことの 出来ね 

え 奴等に おれの 話が 分かつ て堪る もの か。 

延美维 さあ、 この 手 を 離して ぉ吳れ な。 ねえ、 句樂 さん。 

何處 へても お前の 往く 所へ 一所に 往 くから 11 

M さう か。 G.- つと 延 美^の 額 か-兌ろ〕 紫 君、 お前 だ 

け は 一度 も： i を 吐かなかった な" (手 1^ 離し ズ) しかし 

女 はな ほさら さう だ。 おれが 今 まて 曾った 女 は みんな 嘘 

吐きだった。 女 位 のこと を 云 はねえ もの はあり や あ 

しねえ。 

おとし 兄さん 。まあ、 坐ったら 好 いぢ やない か。 

化樂 しかし おれ はこれ から 紫 君と 一 所に 何處 かに 往 くん 

だから、 坐ったり なんかして ゐる暇 はねえ よ。 

延美 iff 句樂 さん。 もう 何處か へ往 くの は 止して、 家て 飮 

まうよ 0 

おとし ああ、 それが 好い、 それが 好い。 ねえ、 兄さん。 

さう おしよ 0 


句樂 それなら 家て 飲んでも 好い が 11 (坐ろ〕 家 ぢゃぁ 

うまくな いからな。 に 何. ことかに 氣付 ぃズ〕 さ、 つ だ。 

すっかり 忘れて ゐた。 (部， おの 隅，^ 见て〕 あすこ だ 11 

あすこ だ —— 

(句 架 は 一 心に 祈 縛す る。 おとし は延类 $e し：：：： で 知ら 

せる。 延美 そっと 立って 所から 拔け 出して、 その 

家へ 入ろ。〕 

おとし 兄さん。 もうお. おみな。 

(雪が 止んで、 Jel に， 叶 5= が 差して 來る。 一 人の 娘が 下 

手の 路 次から 出て 來て 延类 の 家 LL 入ろ。) 

おとし (句樂 の H に 手 fj- 懸けて) 兄さん" 

句樂 (怒って) 何てえ、 うろせ えな。 今 不勖樣 を 拜んで 

ゐる ところ ぢ やねえ か。 おれに はちゃん と 不動明王のお 

姿が 見えて ゐ るんだ が， お前に は：：^ えね えだら う。 (部 

S の 一 隅，^ 指差し ズ) それ * そこよ U 有難て え。 有難て 

え。 お前 も 不動 樣を 信心し なくち やい けね えぞ U さあ、 

拜め、 おれと 一 所に 11 拜 まわえ と ぶん §g るぞ。 

(立ち上って おとし に 打ち 懸 らうと すろ。) 

おとし 何 をす るんだ ね" 拜 むよ.。 さあ、 兄さん もお 坐りよ。 

句樂 (坐って) うん。 よし、 よし。 (同じ 部 辰の 一隅，^ 

指して〕 兑 ろ。 お 難て えお 姿ぢ やねえ か。 まる-て 成 W 崖 

の やった 不動 樣 見て えだな。 (驟色 Ys^ 使 ふ) わが 大明王 
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大 威力 は 五智の 中央に して 大曰 如來の 化. せな り。 一切 衆 

生 を 度 せんがた めに、 面に 愤 奴ん の 相 を 現 はし、 智慧の 利 

劍を 以て 煩 惱の賊 を斷ち —— (身 振 yJ* しながら) 好かつ 

たぜ、 ほんと に  

(延 美淨の 家から 搏び 三味線の 1 昔が 聽、、 え 始めろ。 句 

樂ば に沈默 して 考へ a む。 や X 長い 問。) 

おとし 如何し たんだい、 兄さん。 

句樂 如何 もお れ に は 分らね え 、 ^ と が —— あるんだ が 11 

おとし 何 さ。 

句樂 今 こ、 に 紫 君が ゐゃ. あしなかった かい。 

おとし 笑談 云つ ちゃ あいけ ない よ。 紫 君さん は-死ん ぢま 

つた ぢ やない か。 

句樂 (急 li 怒って〕 馬鹿 あ 云 ふねえ。 紫 君が 死んで 堪る 

もの か。 おれの 生きて ゐる間 は、 紫 君 も 生きて ゐ るに 違 

えね えんだ。 もう 一 度 紫 君が 死んだ なんて 云って 見ろ。 

このま、 ぢゃぁ 置かね えぞ。 (疑 tr しさう にお と し vJ- 見 

て) 何 だな。 ぉ前は紫^«を何處か へ隱 しゃがつ たの だな。 

(激して) 畜生。 さあ、 紫 君 を 何 處へ隱 したんだ。 早く 

出さね え か 早く 出せ —— 早く 出せ 11 出さね えと 承知し 

ね えぞ。 

おとし 今會 はせ るから 靜 かにして ぉゐ てよ。 

S 何てえ。 そんな こと を 云って 胡 魔 化さう つたって、 


おれ はちゃん と 知つ てゐ ろんだ。 不動 嫌が ちゃんと 数へ 

て 下さら あな。 紫 君 は 何 處にゐ ます かって 聽 きさへ すり 

や あ、 きっと 何 處にゐ るつ てこと を 知らせて 下さ るんだ。 

(句樂 ば W. ひ 部展の 一 隅に 向って 祈禱 すろ。 沈默。 夕 

日の 光が 寂しく 障子に 映って く ろ 。〕 

句樂 (突然 起き 上つ ズ笑ひ 出す〕 分った、 分った。 よし、 

さあ、 おれ はこれ か .，： 紫 君の 所へ 往っ て來 る。 (急 に 悲 

しさう lO 可哀想 に 、紫 君 は眞っ 暗な 牢 g のなかに ゐる 

ん だぜ。 その 牢屋の なかには  一 ijft 日の 光が 差した こと 

がね えんだ。 (間) だが あの 牢屋の 鍵 は 誰が 持って ゐる 

ん だら う。 あの 牢屋の なかにはお ぎんさん もゐ るんだ か 

ら — さう だ、 若 H 一都が 鍵 を 持つ てゐ るに 違えね え。 

(句樂 に 突然 跌 足の まま 外へ 飛び出す。) 

おとし (後 1^ 逍 つて) 兄さん 11 兄さん —— 

(句樂 ば 正面の 路 次へ 走リ 入ろ」 おとしば 後，. 追って 

家から 走り出ろ。 路 次の 前 Li 立ち 留 つて 急に 烈しく 泣 

き 始めろ。 延类维 の 家の 三味線の 音が 突然 止 む ，〕 

—— 幕 11 

第 三 幕 

同じく淺^:^.  ：^迸の！！^箪嵐の 1 一階 。六 s と四疊 牛の 1 -^0 
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上手に 六^の の戶 棚と 壁。 正而は 窓。 障子 閉め切 

つて ある。 下手の 四 Mi 牛との は 襖で 隔たって ゐろ。 

下手 に 窓〕 同じく 障子，^ 閉め切つ ズ あろ。 階 子 段に 下 

手に あ； Co すべ ズ この 階 子 段から 出入す る。 壁 L- 外套 

と 中 折が 懸け て わ ろ。 正面の 窓の 下-,, 1 粗末な 机が 1 

個。 その上に 洋燈が 置いて あろ。 火鉢 LL は 藥罐が 懸け 

て あろ。 午後 五 時 le ；。 外 はま だ叨る いけれ どむ. 部屋 

のなか は- 裨 暗くな つ \ ^ゐ ろ。 

新太郎 とお Av」 ん とば 火鉢に 向って 坐って ゐる。 

お ざん (作 燈ん氣 にして) 何だか 厭に 暗う ございま すね。 

(捩子 1^ 動かす) まあ。 急に 明るくな りました わ。 

新太郞 明 H 好い 洋燈を 買 は、 つよ。 まだいろ いろ 買 ひ 物が 

あるね。 

ぉャ、 ん ええ。 (懲 >P 込む〕 

新太郎 如何し たんだい。 また 何か考 へて ゐ るの だね。 

お >^ん それても 何だか あなたに 濟 まない やうな 氣が しま 

して —— 

新太郞 何 だい。 まだ そんな こと を 云って ゐる のかい 。馬 

鹿 だな あ。 もう そんな こと を 云 ふの はおよ し。 水臭 いぢ 

やない か。 

P ん 今頃 は宅ぢ やきつと 驚いて いらっしゃ いますよ。 

新太郎 しかし 歷 村が 家へ 往 つてよ く 話して 吳れる さう だ 


から、 そんなに 驚き もしまい よ。 輕 村 はも うぢき こつ. iC 

へやって 来る だら う。 

お； V； ん ここの 家が お分りに なり ませう か。 

新太郞 句樂の 家で 聽 くから 分る よ。 併し 彼奴 もさつ と 驚 

くぜ。 煙草屋 の 一 一階と は氣 が：？ かない だら うからな あ。 

わざん (笑って〕 ええ。 

新太郞 C ちっとお AT; んの 鋭な 見て) お前 はかう やって ゐ 

るの が 嬉しく はない かい。 

おお、 ん 嬉しくな いなんて —— そんな ，—— G はぐ 涙ぐむ) 

私 は あんまり 嬉し い のて 何だか 夢の やうな 氣 がいた しま 

すわ。 しかし 何時まで かう やって ゐられ ます か 11 先き 

の ことなん ぞ考 へ ると 心細く つ て 仕方が ございません。 

0^,^、、ぼす) 

新太郞 もう そんな くだらな い こと を考 へる の はおよ し 1 

11 さあ、 淚を お拭き ——- (手巾^^^渡す〕 ここの 家の人 

でも 上つ て來 ると 見っともな いからね。 

お ざん (淚， 拭く〕 ええ。 

新太郎 (堪 へがたい 樣 子で) さあ， ここ は 二人の 世界な 

ん だよ。 もっと こっちへ お寄りよ。 (お ざん の 手,. 取ろ) 

如何し たんだい。 冷たい 手 をして ゐるぢ やない か。 

お ざん だって 雪の 降る やうな 塞 さなん てす もの —— 

新太郞 (お ざん の 餌.^ 見ながら) 何だかね、 お前 今日は 
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頼な ささうな 顏 をして ゐる ねえ。 

お ざん さう です か 0 しかし 何ても な い んて ございま すよ 0 

新太郞 ほんと に餘ぐ そんな こと を. 考へ るの はおよ しょ。 

おぶ、 ん (伏：： "になって〕 女て ございます もの — 仕方が 

ございません わ。 (新 太郞 が興啬 して 接吻 せんとす る^ 

避けて〕 まあ —— 

新太郎 如何して —— 

お ざん (耻 しさう に〕 あんまり だしぬけ なんて ございま 

す も の — び つくりい たします わ。 

(二人ば 徐 LL 接吻す ろ。 ，£ 長い間。 突然 階 子 段の 下で 

騷 がしい 物音が 起る。 二人 は 驚いて 離れる。) 

句 樂の聲 (階 子 段の 下で) 若且那 11 若旦那 11 

新太郎 誰 だい。 句樂 さんかい。 お上りよ。 

(句 樂は階 子 段 f^a^ つて 出て 來ろ。 着物に 泥に 塗れ、 

足に は 傷な どが 付いて ゐ る。 1^ ど 人が 變っ たやう LL 狂 

暴な 表惜 となって ゐろ。 摸いて 蠖 草屋の 女 1© と 娘のお 

はつが 現 はれ、 階 子 段の 上に 佇んで ゐ ろ。〕 

句樂 (立った まま) 若旦那。 あなたが 鍵 を 持って ゐ るん 

でせ う。 

新太郞 (驚いて〕 鍵なん ぞ 持って ゐゃ あしない よ。 如何 

したんだ い、 句樂 さん。 着物が 泥 だらけ だぜ。 

女 ISS 跌 足て 上り 込んで 来たんで すよ。 


句樂 (新 太郎 -.i) なに、 持って ゐ ねえ。 そんな こと はね 

え 害 だ。 牢屋の 鍵です ぜ。 それ 傳馬 町の 大牢 ® 鍵 さ。 紫 

君が あすこに 入って ゐ るの-て すよ。 何の 罪咎 もね えのに 

可哀想 ぢ やありません か。 ねえ。 若旦那。 隱 さずに 鍵 を 

出して おくん なさい な。 

新太郞 ほんと に 僕 はそんな 鍵なん ぞ 持って やしないよ 0 

句樂 それ ぢゃ ああな たは まだ 知らね えな。 おぎん さん も 

紫 君と 一 所に その 牢屋の 中に ゐ るの てす ぜ。 

新太郞 (やっと 句樂の 狂って ゐ るのに 氣 付く〕 おぎん は 

ここに ゐ るよ 0 

.1? 樂 笑談 云つ ちゃい けね え。 それや 死んだ W 之 助の 幽靈 

さ 0 

新太郞 (女 lasLi) また 病氣が 起った のて すね。 

女房 さう で ござい ますね。 早く 家 へ 知らせて やり ませ 

う。 

おはつ 私往 つて 來 ませう。 おとし さんに 知らせる のて せ 

(嫫は 階 子 段，^ 降 リズ 去る。 句樂は 坐って 沈酜 した *< 

ま 洋燈の 灯 fj- 凝視す ろ。) 

ん (小聲 で 新太郎 に) 如何し ませう。 怖い わね。 

郞 大丈夫 だよ。 

ほんと にこの 前なん か大變 でした よ。 今お としさん 
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が來 るて せう。 

(女 は 階 子 段 1 ^降りて 去ろ。 障子の 外 も 全く 哈 くな 

ろ。 句樂 突然 立ち上って 叫ぶ。〕 

句樂 ああ、 あんなに 大勢の 楚 音が 聽 える。 畜生。 到頭お 

れの 所 を 捜し出し や あがった な。 それで 仇 討に 來 やが 

つたの だら う。 (急 Li がっか リ して〕 いや、 さ うぢ やね 

え。 楚音 がまる で 聽 えね. ズ やうに なって しまった ぢ やね 

え か。 べらぼうめ。 おれに は 不動 樣が附 いてい らっしゃ 

ろんだ。 いくら 仇 討に 来たって 駄目な ことよ。 (考 へて) 

しかし 何て おれ は 仇 討に 會 ふんだら う。 如何 も 分らね え 

ぞ。 (新 太郞 に) ねえ 若 ロー 那。 あなた は その 譯を 知って 

ゐ るて せう 0 

新太郞 分らない ね 。句樂 さん。 まあ 坐ったら 好いだら 

ラ 0 

S  (坐つ ズ獨 語す ろ) 如何 も 分らね え。 嬲の 煙草 入 を 

質に 人れ たこと かな —— さ うぢ や あねえ —— 何ても 月が 

一 一 つ 出た 晚 のこと だ。 あの 晚 からこの 仇 討が 始ま るんだ。 

冬の 3g つ 最中の ことで *  丁度、 私 は その 時 金 車へ 出て ゐ 

たんだが、 席 を 出てから 何處 かで 一 杯 やらう と 思って、 

ひょいと 空 を见 ると 月が 二つ 出て ゐゃ がる。 私 は その 時 

考 へたね。 こり や あ 世の中が だんだん 惡 くな つた か らだ 

なと かう 思つ たんて さあ。 全くです ぜ、 若旦那。 今に ご 


覽 なさい。 戰が あるから  ^  \  » あります とも。 そり 

や ぁ大. V 、た戰 が ある。 大變 てす ぜ。 &乏 人と 金 持との 戰 

なんて さあ。 私なん か 貧乏人の 方の 大將 になって 出 懸け 

るんだ が、 こいつが 馬鹿に 强 いんて ね。 向 ふ 所 敵な しつ 

て 有機て、 金 持は鑾 殺し さ。 (ra) しかし 若旦那 は 一 體 

どっちの 方なん です ね。 

新太郎 (笑 ひながら〕 無論 句樂 さんの 方の 味方 さ。 

樂 そいつ は i てえ。 何しろ 私 は 若け え 時から 軍書 を 

讀 んてゐ ろから、 戰 のこと に は 詳しい やね。 (指，^ 折つ 

数 へ ろ) 三國 誌、 八 犬傳、 修 紫田舍 源氏、 伊勢 物語、 徒 

然草、 よもの あか、 柳 樽 11 こり や あみん な 立派な 軍 雷 

て さあ。 さあ、 そこて 戰 となると これが みんな 役に立つ 

て來 る。 私の 姿 を 見る と金 持の 方ぢゃ あみん な 逃げ出し 

まさ あ。 とても 敵 ひっこね えんだから. いくら 金 持 だつ 

て 命 は 惜しい やね。 (問) おや、 私 はこん な 話 をす るつ 

もり ぢゃ なかつ たんだが. I さう だ。 月の 二つ 出た 晚の 

話 だつ け。 ぶらぶら 傳法院 の橫を やって来 ると、 ばった 

り出會 つたの が 例の 典 凌って 奴 さ。 何處 かて 一所に 飲ま 

うって 云 ふんで、 二人て 飲み 出した の は 好い が、 この 晚 

はまた 變な晚 て、 いくら 飲んでも 二人とも 醉 はねえん て 

す。 ー體 この 典 凌って やつが 惡 いやつ でね。 こいつが 私 

の 戀 敵な んて さあ。 前から 紫 君 に 惚れて ゐ やが つたに 違 
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えね えんだ が、 その 晚 始めて 紫 君に-惚れて ゐ るって こと 

を 私に 云 やが つたんで すよ。 これが 敵 討の 發端 なんてす 

がね。 (急 に また 思 ひ 出して〕 こんな 話 どころ ぢ やねえ 0 

若旦那。 鍵 を 出して おくん なさい な。 紫 君が 牢屋の なか 

，て 泣いて ゐ るん ぢ やありません か。 

お ざん 如何して あんなに 紫 君って ひとのこと ばかり 云 ふ 

んて せう。 

新太郎 やつば り 忘れられな いの だね、 可哀想に 11 句樂 

さん。 今ぢ さに 鍵を搜 してやる から 待つ てお ゐ てよ。 

P ん 横にても なって ゐ たら 好いで せう。 

新太郎 さう して ゐろが 好い。 その 中に 鍵 を 捜して 置く よ。 

句樂 (荒々 しく) そんな こと をして ゐられ る もの か 0( 部 

屋の 一隅，^ 見 VO ああ、 不動 樣 がいら しった。 不動 樣 

がいら しった。 紫 君が 如何して ゐ ろかもう」 度 不動 樣に 

伺つ て 見よう。 

(句樂 は祈禱 する。 稍 長い間。) 

お ざん 何を拜 んてゐ るので せう。 

新太郞 不動 樣 なんだ よ。 不 動機 を 信心して ゐ るんだら 

ラ 0 

(二人に 句樂 の祈禱 すろ 姿ん、 眺めて ゐ ろ。) 

句樂 (急-,. L 起き 上つ ズ) 若旦那。 紫 君が 牢屋に ゐ るの は 

魄だ つたんで すよ。 あいつ は 山 谷 の 宽 箱て 驗を 食って ゐ 


るんで さあ 0 あん 畜生 人 を 馬鹿にして ゐゃ がる。 (立ち 

上って) ご免なさい まし。 またお 邪魔に 伺 ひます よ。 

(階 子 段の 方へ 步 む。) 

新太郎 (句樂 Li) 何 處へ往 くんだ い。 

句樂 (立ち 留 つて) 山 谷 まて さ。 私 だって 女に は會 ひて 

え やね。 

新太郞 よした 方が 好いだら う。 句樂 さん。 あんな 薄情な 

女に 會 つたって 仕方が な いぢ やない か。 

句樂 薄情です つて —— そいつ は あなたが あの 女 をよ く 知 

ら ねえから だ。 あんな 親切な 女 はあり や あしね え。 全く 

です ぜ。 誰が 何と 云っても、 私 は あの 女が 薄情 だと は 思 

はない ね 0( また 坐って) 考 へて 兑りゃ あ 可哀想な 女 さ。 

あいつの 親父って 云 ふの は 旅役者で， そいつが 金に 困つ 

たもんだ から 娘を寶 つて しまった つて やつなん だ。 (お 

;v 、ん， ^兑て 急に 笑 ひ 出す) はは はは、 田 之 助の 幽靈 め、 

默 つて おれの 話を聽 いて やがら あ。 面白れ え 。 面白れ え。 

こんな 面白れ えこと はねえ。 全く 舞 臺て兑 た 時と ちっと 

も變ら ねえから を かしい や。 (新 太郞) ねえ" 若旦那" 

世の中に 幽靈 なんてね えなん て 云 ふやつ が あるが、 あい 

つ は 嘘 • て すぜ。 幽靈 はたし かに あるに 違えね え。 誰でも 

みんな 魂の ねえ やつ はねえ てせ う。 魂つ て やつ は圓 い， g 

子の 場なん だが、 そのな かに 入って ゐろ 水の 色が 人に よ 
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つて 違 ふんだ。 眞っ 赤な やつが あるかと 思 ふと、 眞っ靑 

なやつ が ある。 中には 眞っ黑 なやつ が ある けれども、 こ 

いつは 一番 小さい のさ。 しかし この 眞っ黑 なやつ は 今に 

だんだん 多くな つて 來 るね。 私の も眞 っ概； だ。 あなたの 

も © っ黑 だ。 (問) この 魂 を 時々 壞す やつが あるんだ 

わ。 何しろ， g 子 だから 直ぐ 壞れら あね。 さう すると 大變 

だ。 直ぐ 氣狂 ひに なって しま ふ 11 

新太郎 さう するとお 前 は —— (言 ひ 懸けて 止める) 

4? 樂 (關 はす 話し 總 ける) だんだん 世の中が 惡 くな ろに 

從 つて、 この 魂 を壞す やつが 多くな つて 來 るの だ。 あつ 

もても こっちても 魂を壞 す。 さう すると 础 子の かけらが 

風に 吹き飛ばされて、 何 處へ往 つても 魂の 粉 だらけ だ。 

しま ひに は 世の中が 氣狂 ひて 一 杯になる。 もうさう なる 

と 理窟 も 何もあった もん ぢ やねえ。 每日々 々方々 で 人 殺 

しが ある あ つ ちても こっちても 血腥 ぃ瞟ば つ かりだ。 

人 問が すっかり 死に 絕 えてし まふまで その 騒ぎが 續 くん 

ナ 17 

新太郞 そいつ は大變 だな。 不動 樣を 信心しても 駄目な の 

かい。 

不動 樣 だって やつば りし まひに は氣が 狂って しま ひ 

まさ あね。 

(階 子 段 vJ- 界 つてお としが 出て 來ろ。 摸いて 樫 村が 出 


て 來ろ。 和服 リ) 

おとし 直ぐ 来ようと 思つ たんです が、 お K 者樣の 所へ 往 

つたり なんかして ゐ たもので すから、 おそくな つてし ま 

ひました。 如何 もお 騷 がせ 申して 濟 みません。 

徑村 今句樂 さんの 所へ 君の ゐる 所を聽 きに 往 くと、 また 

氣が 狂った つて 話 だ もんだ から 驚いた の だよ。 

新太郞 さう か。 可哀想に —— なかなか ほんと に 快くなる 

まで は大變 らしい ね。 

おとし (句樂 に) さあ、 兄さん。 家へ 歸 らうよ。 

句樂 誰の 家へ よ。 

おとし 兄さんの 家へ さ。 

句樂 おれに 家なん ぞ あり やしね えよ。 家なん ぞ あって 堪 

る もの か。 家 は 墓 見て えな もの だ。 唯 家に は 生きた 人間 

が 住ん てゐ るが、 墓に は 死んだ 人間が 住んで ゐる。 たつ 

た それだけの 違 ぇぢ やね え か 0 

おとし (不 圃氣 付いて) 何 を 云って ゐ るんだ ね。 さあ、 

紫 君さん が 待つ てゐ るから 早く 往 かうよ。 

句樂 ほんと か。 それなら 歸 らう。 

新太郞 (おとし 大丈夫 かい。 

おとし (餌く) ええ。 

(句樂 は 立ち上って おとしと 1 所：，！ 階 子 段 fJ- 降 リズ ゆ 

く。〕 
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新太郎 (冷笑の 調子) さう かい。 家の 體面を 汚した つて 

云ったら う、 お 極り 文句 だ。  一 

樫 村 うん。 そんな こと も 云って をら れ たやう だった よ 。一 

それでもう 一 度よ くお 話し をす る こ とに し て來 たの. i 

よ 0  (1^ 落な 態度で〕 考 へて 見り や あつまらな いな あ 。一 

もうよ せよ、 家なん ぞ繼 ぐの は。 それより この 二階に か 

うやって ゐ る 方が 餘っ 程好い ぞ。 

P ん 併し、 私 何だか 濟 まない やうな 氣 がいた します わ。 

新太郞 好い よ。 心配し なくても。 どうせ おれ はかうな る 

べき 人間なん だからね。  ；； 

(沈 默。 三人 は各異 つた 空想に 耽けろ。)  .： 

徑村 (突然) 如何した らうな あ、 句樂 は。 ちょっと 家へ 

往 つて 樣子を 見て 來ら あ。  一 

新太郞 さう か。 直ぐ 歸 つて 來るだ らうね。  一 

榜村 うん。  一 

(樫 村 は 階 子 段，^ 降 リズ ゆく。)  一 

お ざん 私お 宅の こと を考 へる と氣 になって なりません。 

奥樣 なんか さぞ 私 を ひどい 女 だと 思つ てい らっしゃ いま 

せう ね。 

新太郞 (面倒臭 ささう に〕 如何 思って ゐ たって 好 いぢ や 

ないか。 そんな こと を 心配して ゐ たらき りがない よ。 

お ざん (悲し さう LL うな 楚れ ズ) ええ。 しかし あなた は 


お >T 、ん ほんと におと しさんが 可哀想て すね." 

新太郎 もうあの 病氣は 快くな りさう もない やうな 氣 がす 

るね。 好い 藝人を 惜しい もの だ。 (間) 樫 村 君、 君 は あ 

あ 云ふ藝 人の 末路 を考 へた ことがあ るか い。 

櫻 村 そり や あるよ。 今まで 句 樂に會 ふ 度に、 何時も そん 

な こと を考 へたよ。 

新太郞 さ うだらう。 句樂を 見る と 誰ても そんな こと を考 

へずに は ゐられ ない よ 0  ( 感傷的 に) しかし あいつ はま 

あ、 ああ やって 氣が 狂って ゐる 方が 幸福な の だ。 世の中 

に はさう 云 ふ 人が 大勢 ゐる よ。 氣が 狂 つ た 方が 幸福な 入 

だ -—— 

村 君 だの 僕 だの もやつ ばり その 仲間 かね。 

太郞 さう さ。 だんだん その 仲間に 入って 往 くやう だね 0 

V 、ん まあ、 氣狂 ひのお 仲間入り なんて 眞 平です わ。 

太郞 お前 は 大丈夫 だよ" しかしお 前 は 今に あのお とし 

さんの やうに、 氣狂 ひの 介抱 をし なけり や あならない よ。 

お ざん あんな こと を 11 もう そんな 厭な こと を 云 ふの は 

およしなさい まし。 

徑村 (快活に. 笑 ふ〕 つまらな いこと を 云って ゐる。 (急 

に 面目に〕 さっき あれから 橋 場のお 宅へ 往 つてお つ 

母さん だけにお 目に 懸 つたが ね。 お父さん 大分 怒って を 

られ るら しいよ つ 
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何時 迄 も 私と 一 所に ゐて 下さる てせ うねえ。 私 もし あな 

たから 棄 てられる やうな ことがあったら、 それ こそもう 

生きて は をり ません よ。 (泣く) 

新太郞 お前 を棄 てる 11 そんな ことが おれに 出來 ると 思 

つて ゐる のかい。 (お >^ん の 肩に 手 1^ 縣 けて) さあ。 も 

、「泣く の はおよ し。 そん な 泣き 顏を 樫 村に 見られた りす 

ると 變 だよ。 

お ざん ほん と に 私 もし あなたから、 棄 てられたら 身で も 

投げて 死ん ぢ まひます わ。 

新太郞 (い. ちらし さう にお *P んの横 額,^ 見る) さあもう 

そんな こと を 云 ふの はおよ し。 ほんと にお 前 は氣の 小さ 

い 女 だね。 (慰めて) かう やって 家 も 何も 棄 てて しまつ 

て、 お前と 一所に 暮らさう として ゐ る位ぢ やない か。 お 

前を棄 てろ なんて ことがある もの か。 そり や あお 前の 取 

越苦勞 だよ。 

おえ 取 越苦勞 だとす り あや 安心です けれど 11 (泣き 

止んで か 拭く〕  E の緣が 赤くな つて ゐ るて せう。 

新太郞 ああ、 少し 11 

お ざん 樫 村さん が 見て 泣いた つて ことが 分る か 知ら —— 

新太郞 分る もの か。 あいつ はそんな ことに は氣が 付かな 

いよ 0 

お ざん もし 泣いた つて ことが 知れろ と 何だか 極り が惡ぅ 


ございま すわ。 

(遠く 半鐘の 一昔が 鸱こ えろ o〕 

新太郞 おや、 半鐘の 音が 聽 こえ るね。 幾つ 番 なんだら 

お ざん 遠くの やうです わね。 

新太郞 (数へ て) それても 三つ 番 だよ。 

お^ん 何處 でせ う。 

(近くで む半鏠 1^ 打ち 始める。 新太郞 とお^ん は 立ち 

上って 障 牛，^ 開けろ。 奪の 3« つた 屋根.^ 越し ズ、 空に 

映 つ た 淺_:^ 公！ I の 灯明 リが 見え ろ。 1 1 人に 寄り添 ふ や 

うにして 窓から 外 vJ- 见 る。) 

新太郞 寒いだら う。 

お ざん ええ。 (屋根の あなた か 指して) あら、 あすこて 

卜 ^  0 

新太郞 馬鹿な こと を 云つ ちゃい けない よ。 あり や あ 公園 

の 灯が 映って ゐ るの だよ。 

お ざん さう です か。 それ ぢゃ 火事 は何處 てせ うね。 

新太郎 何だか ここから は兑 えない やう だね。 

(樫 村が 階 子 段 1^ 上って 出て 來 ろ。) 

檻 村 火事 だな。 こ、 から 見える のかい。 

新太郎 う うん。 まるて 見えない。 何處 だら うな。 

樫 村 さあ —— 今 下の 娘が 交番へ 聽 さに往 つた やう だか 
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ら、 も うぢき 歸っ て來 ると 分る だら う。 

新太郞 如何したい、 句樂 は。 

樫 村 ぐっすり 寢 込ん てし まって ゐ るよ。 あれで きっと 二 

日位寢 通す の だぜ。 可哀想に あの 妹って 女 は 傍に 坐って 

ぼんやりして ゐ るの さ。 (不思議な： と 見出 したやう 

5 君。 句樂は あの 前に ゐる淸 元の 師匠に， 惚れて ゐた 

らしい ね。 如何 も それて 氣が 狂った のらし いよ。 

新太郞 さう かね。 僕 はまた 句樂が 僕と おぎん と を 見て、 

昔の 自分の 姿 を まざまざと 見せられ たやうな 氣 がして、 

あんなに なった のぢゃ あない かと 思って ゐ たの だよ。 

徑村 さう さな あ。 そんな こと も あるか も 知れない。 しか 

し 今まで 皮肉 や 洒落ば かり 云って ゐた 男が、 急に あんな 

に氣が 狂って しまったり なんかす るの を 見る と、 何だか 

お 互 ひに かう やつ て 話し合つ てゐ るの さへ • 不思議な こ 

との やうに 思 はれて 來 るね。 

新太郞 さう 云へば 世の中の こと は みんな 不思議 さ。 ああ 

やって 鳴って ゐる 鐘の音 さ へ 不思議に 聽 こえる だら う。 

樫 村 さう だな。 (間) もう 下の 娘は歸 つたら う。 

新太郞 (お^ん-」) お前 もよ つと 往 つて 聽 いて 来て 吳れ 

ないか。 

(お ぶ」ん は 階 子 段 降リ C ゆく。 半鐘の 音が 止む と 急 

に ひつ そリ とすろ 0) 


樫 村 如何し たんだい。 馬鹿に 考へ 込んで ゐるぢ やない 

新太郞 何だか 句 樂が氣 が 狂って しまったと 思 ふと、 急に 

世の中が 寂しくな つた やうな 心 持が して 来たの だ。 

(お^んが 階 子 段 v5- nil- つて 出て 來る 0〕 

お ざん 瓦 町て すって —— まだ 燃えて ゐ るんだ さう で ござ 

いますよ 0 

樫 村 (驚い て) 瓦 町 —— そいつ ぁ大變 だ。 僕の 家が 燒け 

てゐ るの かも 知れない。 

新太郎 そんな こと はないだ らう。 

樫 村 鬼に 角 僕は歸 るよ。 それて は いづれ また 會 つて 話さ 

う。 

新太郞 どうぞす  ，よくちよ くやって 来て 吳れ たまへ。 

(樫 村ば 階 子 段，^ 降 リズ ゆく。  二人 は 階 子 段の 上まで 

見送ろ。) 

新太郞 さやうなら。 

樫 村の 聲 (階 子 段の 下から〕 さやうなら。 

(二人 は la- つて 火鉢の 傍 LL 坐ろ。) 

お ざん まさか 樫 村さん のお 宅が 燒 けて ゐ るん ぢ やないて 

せう ね。 

新太郞 さ うぢ やないだ らうと 思 ふが ね。 (窓の 方 l^-n^vo 

おや、 障子 を 開けた ままだった ね。 道理て 寒 いと 思つ 
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た o  (立ち上らう とすろ) 

お ざん (立ち上って) 私が 閉めます からよ ろしう ござい 

ますよ。 (障子,^ 閉めろ) 

新太郎 (坐リ^^して〕 心細い やうな 氣 がする かい。 

お ざん いいえ。 あなた さへ 傍に ゐて 下さるなら —— しか 

し、 これから あなた は 如何な さるお つもり。 

新太郞 仕方がな いから 何 か 書く のさ。 さう してし まひに 

は 句樂の やうに なって しま ふの だら う。 

お^ん (わざとら しく 戰 1^ しズ) 笑談 にも そんな こと は 

云 はないて 下さい。 あなたが あんな 氣狂 ひになる なんて 

11 まあ. 考 へても 怖し いやうな 氣 がいた します わ。 

新太郞 (笑って) 笑談 だよ。 さあ、 もう そんな 話 はよ さ 

う。 もっと こっちへ お寄りよ。 (お んの 手,.^ 握ろ) 

お だ (新 太郞に 寄リ懸 っズ) 私 何時までも かう して 二 

人で 暮らした うご ざいます わ。 

新太郞 まあ、 何時 まても かう やって 暮らさうよ。 たった 

二人て 11 

お ざん ええ 0 

新太郞 ね。 好いだら う。 

(二人 は 接吻す ろ。 長い間。 恍惚と して E と Eys- 見合 

ぜてゐ る。)  . 

(遠く 消火の 半鐘 の 昔が 聽 、  >  え 、縫いて 近くで I 同じ 


やう 1： 消火の 半鐘，^ 打つ。) 

新太郞 (m 覺め たやう L0 火事 もも-つ 消えた や、 「だね。 

(お >r 、んは 默っズ 餌く。  二人 は^ 恍惚と して 目と E,^ 

見合 ぜズゐ る。) 

— 幕 — 
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お 蝶お 山 お お 柳 焉 小 

崎 

せ ぎ 新と た  し 
太 

ん 丸ん 郎 しつ 橋 馬ん 


の 四 半の^ 敷の 正而 LL は 緣侧が あ つ て 障子 fj-ffl め 切 

つて あろ。 上手-,: 換の 出入口が あって 臺 所に 通す ろ。 

壁-」 古い 规见 世の 番附が 貼り付けて あろ。 柱に は 句樂 

の 「五月雨 ややう やう 湯錢 酒の 錢。」 と 書いた 短 册.^ 懸 

けて あろ。 下手の 六噩の 正面ば 半 窓 = 窓に 障子 閉め 

切って あろ。 長火鉢 や 茶箪笥な どが 置いて わろ。 下手 

に 格子戸。 

格子戸の 前 は 狹ぃ路 次。 その 突き 常リは H ぐ LL 大 川の 

河择 となって ゐろ。 路 次の 此方 に 船宿の 一 部が 現 ばれ 

てゐズ 軒！，！ 太い 字で 「網 德」 と 書いた gn^ な 行燈， ^腿 

けて あろ。 三月の 始めの 或ろ お 夜。 路 次の 向う Li 大川 

の 水の面の 銀色に 光って ゐろ のが 見えろ。 

小 しんとお たっと は 長火鉢に 向って 坐って ゐろ。 小 

しん は 三十 歳 位の 痩せた 男。 ^w^で蹇。 絶えす 変鎮 

な 表情, 續け てゐ ろ。 たと へ 快沾な 言葉で 語る 時が 

あってむ 斑 は 暗い。 ぉたっはニ十七八^^位の女。 小 

しんの 女 1 &。 小 しん はおた つに 本. ^護 ませて 一 心に 

それ.^ 聽 いて ゐる。 

おた つ (低い 躁で本 請んで ゐる) 「その 時、 風來 山人 手 

に 持ちし 羽 扇を與 へて 曰く、 是は我 仙術の 奥義 を こめし 

團扇 なり。 抑 この 圑扇を 以て あ ふげば、 暑き 時は凉 しき 

風 出て、 寒き S- は 暖かなる 風 生じ、 飛ばん と 思へば 羽と も 一 


俳諧 亭句樂 の 死 (一 g 


物 


場 

時 

蔵 前 附近の 大 


所 


革 


代 


今 


盲目の 落語家 

落語家 

同 

小 しんの 女 as 

句 樂の妹 

文科 大學生 

新 太郞の 情婦 

宵 0 の新內 語： 

蝶 丸の 女 132 


の 河 wiLL 近いと：,^。  S_M ん 中から やや 

上手 LL 寄って 盲目の 落語家 小 しんの 家が あろ。 古い 家 

だが 数寄な 造作の 半と 六 S との 二 間つ づき。 上手 
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なり、 海 川に て は 船 ともなり、 遠近 を 知り * 幽微 を 見る。 

身を隱 さんと 思へば 忽ちに して 見えざる、 奇妙 稀代の 重 

寶 なり。 以て 天地の 間 を 往来し、 諸國の 人情 を 知るべし。 

汝が 修業 成就して、 再び この 土に 歸 りし 時， また 對面を 

なすべし。 さらば さらばと 云ふ聲 は、 障子に 殘る 風の 音。 

淺之继 は 茫然と 光明 院の 窓の 內に、 眠る ともなく 覺 むる 

ともなく、 机に かかりて もとの 如く 坐し 居た るに、 側 を. 

見れば かの 夢中に 授かりし、 羽 扇ば かり ぞ殘 りけ る。」 (つ 

まらな さう に) 何 だい。 ちっとも 面白くな いぢ やない か。 

小 しん 馬鹿 云って やがら あ 。これからが 面白くな るんだ。 

こり や あ 句樂の 好きな 本なん だせ。 しかし まあ 今夜 は そ 

こまて にして 置かうよ。 

おた つ さう かい。 私 はもつ と讀ん だって 關 はない よ. -し 

かしこの 前 讚んだ 「梅 曆」 の 方が 餘っ程 面白かった ね。 

小 しん (寂し さう に 笑 ふ) 「梅 唇」 を讀ん てゐる 時分 はお 

れ がもう 好い つて 云っても 聽 かずに 讀ん だな。 しま ひに 

は 文句まで 覺 えつち まひ やが つた ぢ やねえ か。 お れも昔 

は 「梅 唇」 が 好きだつ たが 11 

おた つ おや、 おや、 大變 年寄 染みた こと を 云 ひ 出した ね。 

小 しん (何事 か 思 ひ 出して) あの 時分 は 面白かった な あ 

おれと 句 樂と焉 馬の 三人て、 ずゐ ぶん いろんな こと をし 

て 遊んだ もの さ。 それが 今ぢゃ あおれが こんな 盲目に な 


るし. 句樂は 狂人に なり やが るし • 達者な のは焉 馬ば か 

り だ 0 

おた つ 何 だね。 今更 そんな こと を 云った つて 仕方がない 

ぢ やない か。 

小 しん うん。 (間) さう 云 や あ 句樂は どんな 樣子 だら 

う。 この 四 五日 あんまり 好く ねえって 話 だが、 まだ 死に 

や あしね えだら うな あ 0 

ぉ^^っ 何しろ あんな 病氣 だからね え。 何時 どんな ことが 

あるか 知れ やしないよ。 一昨日 もお としさん が 来て 話し 

てゐ たが、 相 變らず 不動 樣 ばかり 拜ん てゐ るの だと さ。 

小 しん ふん、 おとし さんが 來た のかい。 一昨日と 云 や あ 

おれ は 山 崎の 若 曰 ー那の 所へ 往 つて 留守だった な。 あいつ 

の 不動 樣も 久しい もの だ。 一昨日 も 若 且那と あいつの 不 

動 樣の話 をし たんだが 11 何しろ まだ 死なせた くねえ も 

の だな。 今時 あの 位の 落語家 はあり やしない やね。 そり 

や あず ゐ ぶん 飲んだくれの 怠け者 だが、 あれて あいつの 

云 ふこと は變 つて ゐて 面白い よ。 (悲し さう に 溜息，^ 吐 

いて) 句樂が 死ん てし まったら、 どんなに この 世の中が 

寂しくな るか 知れ やしね え。 

おた つ しかし あんな 狂人に なつ てし まって はもう 仕方が 

な いね。 何しろ 可哀 さうな の はおとし さんさ。 兄さんの 

看病て 夜の 目も寢 ない もの だから、 一昨日 來た 時なん ぞ 
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柳 お 
さ 橋ね た 


はすつ かり 寞れ てし まつ てゐ るの さ。 

小 しん あの 女 も不仕 合せな 女 さね。 女郎に 資られ てさん 

ざ 苦勞 した 揚句が、 あの 兄貴が あんな 有樣 なんだら う。 

何時まで 苦勞 する の だか 分らね え やうな もの だ。 (しん 

みリ した 調子に なって) おとしさん ばかり ぢ やねえ 。お 

れは お前に 濟 まねえ と 思って ゐ るよ。 こんな 盲目 を 亭主 

に 持って、 世話が 燒 ける だら うが、 まあ 何 かの 冈緣 だと 

思って 辛抱して くんね えよ。 

おた つ 何 を 云って ゐ るんだ ね。 そんな 澤 市の やうな こと 

は 云 ひっこな しさ。 

小 しん (わざと 涙，^ 紛らす やうに 笑 ふ) 到頭 澤市 にされ 

つち まった な。 

(二人 は 寂し さう に 笑 ふ。) 

(下手 fs リ焉 馬と 柳 橋が 出て 來ろ。 二人と I 落語家。 

焉_ぉば三十五六^1位。 柳撟は 四十 七八歲 位。 二人とも 

稍 酒！： 醉っ ズゐ ろ。 焉. あは 手-,! 竹の 皮 包， ^ぶら下げて 

ゐろ o) 

焉馬 (格子 1^ 開け VO 如何したい。 久しく 會 はなかった 

な 0 

小 しん 誰た。 焉馬 か。 まあ 上ん ねえ。 

焉馬 うん、 柳 橋さん と 一所なん だよ〕 何だかい やに 沈ん 

て ゐるぢ やねえ か 0  ( 座敷 Li 上つ \^) おい、 おた つさん 0 


うめえ もの を 持って 來 たぜ。 

(竹の 皮 包， 渡す。) 

何 だい、 焉 馬さん。 (開い VO おや、 おや、 鮫 だ 

(座敷に 上つ \^) 今 そいって 一杯 やって来た ところ 

小 しん 餾か。 そいつ は 難 有て え。 早速 一 杯 やら かさ うぢ 

やねえ か。 おた つ、 酒の 支度 をして くんね え。 0 一人に 向 

つて) ー體 今日は 何 處の歸 りなんだ ね。 

(おた つば 上手へ 入る。) 

焉馬 なにね、 今日は 句樂の 病院 へ 一 一人で 兑 舞に 往っ て來 

たんだよ。 

小 しん 今日は また 席を拔 いたんだ な。 何しろ 二人とも 席 

を拔 くの は 名人 だぜリ 

焉馬 お前さん だって 昔 は あんまり 拔 かない 方ても なかつ 

たせ。 

(焉 馬と 柳 S 上手の MMi 半の 方へ 來る。 勝手 に 座布國 

^出して 敷く。〕 

小 しん (獨 言の やうに) もう おれ は 高座の 湯の i ぶ も 忘れ 

て しま つ たな あ。 考 へ て 見れば 席 へ 出な くな つ てから、 

もうかれ これ 一 一年になる ぜ。 

柳 K もう そんな こと を 云 ひなさん な。 (慰めろ やうに) 
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焉馬 全く 小 s; はう まかった さう だね。 句樂 はよ く 云って 

ゐたぜ 0 あいつが 生れてから このかた、 生きて ゐた 甲斐 

があった と 思った の は、 その 複の 吉兵衞 さ ん の 唄を聽 い 

た 時 だけ ださう だ。 

柳 橋 その 人 はま だ 達者て ゐる のかい。 

小 しん もう 疾うに 亡くなった とも 云 ふし、 まだ 生きて ゐ 

ると も 云 ふし、 何だかよ く 分らね えんて すよ。 何しろ 狂 

人の 云 ふこと だから 當 になり やしま せんよ。 (上手 の 方 

に 向って) おい、 おた つ。 早く 酒 を 持って 來ゃ。 

(おた つ は； S の 支度，^ した 膳1^ 持って 上手から 出て 來 

ろ 0)  .. 

おた つ ほんと に 何にもありません よ。 

小 しん まあ 好い や。 お持たせの 鳆で 一杯 やら、 つ。 

焉馬 な あに 酒 さへ あり ゃ澤山 だ。 

(おた つ は 上手の^ 敷 LL 膳 vJ- 置いて、 小 しん，^ 助けて 

その 傍に 連れて 來 ろ。) 

小 しん (自分 嘲け る やう-」) 盲目で 蹇と 來てゐ るんだ 

からた まらね え。 近頃 は 乞食に だって こんなの はゐ やし 

ねえ ぜ。 

焉馬 (^口， ^取り上げて) おや、 こいつ は 八 IE 善の 猪口 

ぢ やねえ か-" 

小 しん うん、 そいつ は 句樂が 古道具屋て 五 厘て 賈 つて 來 


やが つたの よ 0 

焉馬 さう か 。それ. ちやこい つで 一杯 飲む としょう。 

(おた つば 焉 馬の 杯 Li 洒 fj- 注ぐ。 三人に 洒 f?- 飮み 始め 

る。 三人と，， - 沈默。 稍 長い間。) 

柳 橋 如何し たんだい。 みんない やに 滅入って ゐるぢ や あ 

ねえ か。 

おた つ 焉馬 さん。 お前さんまで 今夜 は 沈ん-て ゐ るんだ ね。 

いつもの 通り 騷 いだら 好 いぢ やない か。 

焉馬 何ね * さっきから 大分 飲って ゐ るんだ が、 如何 も 今 

n は醉 はなく つて いけね えの よ。 

小 しん 酒を飮 んて醉 はねえ なんて， そんな 茵 棒な 話が あ 

る もの かな。 

焉瑪 よし 來た。 それなら これから うんと 醉ふ ぜ。 

小 しん ああ 好い とも。 うんと 醉 ひねえ。 いくら 醉 つたつ 

て 、や あしね えから —— 

柳 橋 おり や あ 驚く ね。 焉 馬が 醉 つばらつ たと 來 ちゃ あ 手 

が附 けられね えんだ からな 。この間 も 二人で 一 杯 やる と、 

これが また 席を拔 くやうな ことにな つたの さ。 さう して 

そこに お神輿 を据ゑ てし まって、 二人で ふんだんに 飮ん 

だもの なんだ。 

小 しん 何處 てよ、 ー體 11 

柳 橋 傳法 M 丁の 例のと ころよ。 
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小 しん (面白さう に 笑って) また 菊さん の 所へ 往 つたん 

だな。 

焉 .£5  (小 しんに) お 菊さん はお 前に 馬鹿な 偬れ やう をし 

てゐ るせ。 な あ * 柳 橋さん。 この 問 も 小 しんさんの 目 は 

如何 かして 好くなら ないかって 云って ゐ たな。 

小 しん (落語の 通人の やうな 調子で) 如何て げす。 盲目 

になっても 小 しんに は 女が 惚れ やせう。 

焉 Hi!  QM 面目に) 笑談 云つ ちゃい けね え。 あの 女 はぞっ 

こん おれに - 惚れ て ゐ るんだ ぜ。 

小 しん (調子に 乘 つて) さう 云 ゃぁ焉 馬って 男 も 可哀さ 

な ものて げす。 あの 女に は 小 しんと 云 ふ 色男が ちゃんと 

附 いて ゐ るんで すせ。 

柳 橋 (；； 木れ たやう に) おや、 おや、 何が何だか 話が さつ 

ばり 分ら なくなって 來 たぜ。 

小 しん 話って 云 や あさつきの 話の 續き を聽き て え も の だ 

な。 焉馬 師匠 大 とらの 段て やつ さ。 大川亭 柳 橋 先生、 如 

何てす- 一 席 やって 下さいな。 

柳梳 owl-^s いて： >  それからよ。 あすこの 家 を 出た のが 

もうかれ これ 十一 一時なん だ。 一 一人と も 家に 歸 るの は 厭 だ 

し、 何處か 遊びに 往 くのに は 金 はなし • 仕方が ねえから 

ぶら ぷら 茶畑 を 通り 拔 けて、 二 天 門の 方へ 歩いて 住った 

のよ。 別に 何 處へ往 くって 當 はねえん だが、 ひとりて に 


足の 向いた 方へ 歩いて 往っ たもの さ。 こんな 時 は 何ても 

する ね。 ？ i も 像れ た 女が 死ねって 云ったら、 死んだ か 

も 知れね えよ。 

焉 (氣が 無 ささう-,, 0 笑談 云つ ちゃい けね え。 

柳 橋 それから 馬 道へ 出る と， こいつが 如何で え ひとつ 若 

i 那の 所へ 押し 懸け や うぢ やねえ か つ て 云 ひ 出し た ん 

だ。 おれ はもう 晚 いから 止せって 云つ たんだが， 如何し 

ても肯 かねえ。 仕方が ねえから おれ も 一 所に あの 煙草； S 

を敲き 起して、 あの 二階へ 押し 上った もの さ。 

小 しん ふん、 こいつ は若且 那も鷥 いたらうな あ。 

おた つ 全く 焉 馬さん に會 つも や 敵 はない ね。 

柳 橋 まあ それまで は 何でもな いんだが ね。 

焉馬 もう 止しね えな。 あんまり 面白く もね え 話 だぜ。 

小 しん (焉 馬に) まあ 好い やな。 (柳 橋に) それから 如 

何した のよ。 

柳 橋 いや、 それからが 騒ぎなん だ。 まあ 敬ったり 踊った 

りした まて はよ かった が、 しま ひに はこい つが あのお ぎ 

ん さんに 揶揄 ひ 始め やが つたの さ。 それが 醉 つて 執 勘い 

と 來てゐ るから 堪ら ねえ や。 あの 氣の 弱い おぎん さんの 

こと だから、 到頭 泣き出して しまった のよ。 おれ は あん 

なに 闲 つたこと はなかった ぜ。 やっと 引っ張り出し てこ 

い つ の 家へ S り 込んで. 家へ 歸る ともう 夜が 明けて ゐる 
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ぢ やねえ か。 何し ろ 若旦那の 所へ ちょつ と 顔出しが 出来 

ねえ 始末に なつち まったん だ。 

小 しん (笑って) 焉馬 はいつ も 酒と 女て しくじるな あ。 

もっとも それより 外に 能の ねえ BR だが 11 

焉馬 ひて えこと になった もの だな。 

小 しん 何も そんなに ffi 無な さんな。 そんな こと は 句樂は 

毎日 やって 來 たんだ あな。 (急に 悲し さう LL) しかし 句 

樂も まだ：：^ なせた く はねえ な。 おり や 目が 見、 ズ なくなつ 

てから、 如何 云 ふ もの だか あいつの 云った 言葉ば かり 思 

ひ 出されて 仕方が ね え。 あいつ は 全く 唯の 落語家 ぢ や ね 

ぇぜ。 あいつ の考 へて ゐる こと は みんな 眞實 のことば か 

り だ。 盲目に ならね え 前に は氣が 付かな か つ たこと も、 

かう やって 盲目に なつてから 考 へて 見る と、 あいつ 位眞 

實 のこと を 云つ てゐ たやつ はあり やしね え。 

焉馬 (不思議 さう に〕 さう かな あ。 おりあ あいつ 位噓吐 

き はねえ と 思つ てゐ たんだ ぜ。 

小 しん おれ も 盲目に ならね え 前 は、 やつば りさう 思って 

ゐ たもの よ。 句樂の やつ また 法螺 を 吹き出 しゃがつ たと 

思って、 別段 氣 にも 留めずに 聽 いて ゐ たが、 今考 へて 見 

り やそり やみん な眞實 だつ たんだな。 全く 不思議な やう 

に 近頃 は あいつの 云った 言葉 を 思 ひ 出す よ 0( 考 へろ や う 

な 額 付 yj-t ズ) 句樂 はよ くこん な こと を 云って ゐ たら 


う。 人間の 魂って やつ は •  ，s 子の ffii 見て えな もの だって 

—— あいつ はほんと だぜ。 おれ は 盲目に なつてから その. 

砲 子の 場 見て えな ものが、 目の前に ちらついて 仕方が ね 

えんだ。 

柳 橋 變な こと を 云 ひ 出した な。 句樂 見て えな こと を 云つ 

ちゃ あいけ ねえ ぜ。 

おた つ ほんと に 近頃 は 餘っ程 云 ふこと が變 なんです よ。 

小 しん それが 凡夫の 淺猿 しさ さねえ。 おれの 云 ふこと が 

變に聽 える や うぢ や あ、 まだまだ 中々 句 樂の云 ふこと は 

分り やしね えよ 0 

焉馬 おい、 もう そんな 話 は 止さね え か。 それより 飮んて 

うんと 騷が うぢ やねえ か。 

小 しん まあ、 待ちな。 もう 少し おれの 話 を 聽 いて くれて 

も 好いだら う。 (15) それから また 句樂が こんな こと を 

云った ことがあ るんだ。 この 世の 巾 位 馬鹿々 々しい 所 は 

ねえ。 何が 噓. て 何が 眞實 だか まるっきり 分り やしね え G 

しかし その 中で たった ひとつ 誰. W も眞實 にして ゐる こと 

が ある。 そり や あ 死ぬ つて 云 ふこと だ。 

(焉 馬ば 詰らな さう に 低い 聲で s-,^ うたって ゐ ろ。) 

柳 橋 死ぬ なんて 話 は 止さ うぢ やねえ か。 

小 しん それ ぢゃ あこの 話 は 止めに しょう 。だが 如何 だい。 

今日の 樣子は —— 
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柳 橋 今日は 大 變元氣 だった ぜ。 おれ 達が あいつの 部屋に 

入ろ と、 丁度 あいつ は 本を讃 んでゐ ると ころさ。 何を讀 

んてゐ ろの かと 思って 兑 ろと、 それ は 例の 風流 志 造軒傳 

なのよ。 

小 しん (驚い ズ) おや、 おれ もさつ さまて そいつ を 讀んて 

ゐ たんだ ぜ 0 

柳梳 (同じ やう Li 驚いて〕 さう かい。 そいつ は 不思議 だ 

な。 (IE) それから 三人て いろんな 話 をし たんだが 相變 

ら ず句樂 の やつ は 傍に 紫 君が ゐ ろ氣て ゐ るら しいんだ ね 

またい つもの 通り 蝮の 兵衞 さん の 話 をす る 分になる 

ともう 分らね え。 小 猿 七 之 助 だの、 鳥 S お 松 だのし まひ 

に は 白 井 左 近まで 出た つけ。 そのうち あ い つ は 如何 云 ふ 

氣 だか 運座 を やらうて 云 ひ 出 しゃがつ たのよ。 

小 しん さう か。 運座 を やった のか。 

焉 (柳 橋 LL 代って 話し 續く) やった こと はやった が、 

句樂の 句が 面白れ えの よ。 な あ、 柳 橋さん。 何とか 云つ 

たな。 句 樂の句 は —— 

柳梳 さうよ。 さっきまで 覺 えて ゐ たんだが  ええと、 

ひとつ はかう 云 ふんだ 0 グラ ン ドの植 ゑし 櫻 は 燕 枝 かな 0 

如何て え。 何だか さつば り 分らね えだら う。 

焉馬 それからもう ひとつ 而白れ えの があった な 0 それ、 

淸 正 公が 何とか 云 ふやつ よ。 


柳 橋 、つん。 盲目の 淸正公 ゃ初樱 つて やつ だら う。 

焉馬 この 育 目って 云 ふの は、 やつば りお 前の こと を考へ 

てゐ たからの ことなんだ わ。 

小 しん 面白れ えな。 狂人 中々 味 を やる ぢ やねえ か。 

焉馬 うん、 まあ 運座まで は 好かつ たんだが、 それから 凄 

い 一 幕が あった ス だぜ。 

小 しん 如何した のよ." 

1. お前 も 知って ゐる だら う。 あいつが 大事に して ゐる 

嬲の 根付の 着い た煙箪 入が あろ だら う。 急に 立ち上つ て 

あいつ を 出して 來 たから、 何 をす るの かと 思ったら、 句 

樂の やつ 凄い 顏 をして あ の 根付 を脫み 付け てゐ やが るの 

よ。 さう して また 始め やが つたなつ て 云 ふぢ やねえ か。 

小 しん ふん、 それから  

焉 -ii^ さう して あいつ は それから 悲し さうな 顏付 て. あの 

嬲の 根付と 話 を 始め やが つたの よ。 よく 聽 いて 見ろ と 何 

でも 句樂の 目に は その 根付が、 あいつが 子供の 時分に 見 

たって 云 ふ • 夜 お 絹の 曝し首に える らし いんだね。 

それがし まひに はまる て 惚れた 女 にても 會 つて ゐ る や う 

た 調子て、 もう 直きお 前 の 所へ 往 くから 待つ てゐて くれ 

の、 久しく 會 はねえ のと、 いろんな こと を 云って ゐ るの 

よ。 あの 時の 句 樂の顔 付ったら なかった ぜ。 二人 は氣味 

が惡 くな つて 直ぐに 歸 つてし まった のよ。 (間) あいつ 
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ももう あんまり 長げ えこと はねえ ぜ o 

小 しん さう さな 0 おれ も 如何 も そんな 氣 がして 仕方が ね 

えんだ。 しかし おれ も 今日 やつば り 風流 志 道 軒 傳を讀 ん 

で ゐ たんだが —— 

焉馬 何も そんな £ を氣 にしな くっても 好 いぢ やねえ か。 

小 しん 何も 氣 にしね え けれど 11 何だか 馬鹿に 句 樂に會 

ひて え やうな 氣 がする よ。 會 つたって 顏を 見る こと も 出 

來 ねえんだ けれど， せめて 話ても してえ な あ" 

(下手から 新 太郞が 出て 來ろ。 二十 二三 歳 位。 a ぐ 格 

子！^,^ 開け ズ 家の 中へ 入る。) 

新太郞 や あ。 みんなお 揃 ひだな。 敷 に 上って 來る) 

小 しん 若 ロー 那て すね。 今 丁度 一杯 やって ゐる ところで さ 

あ 0 

おた つ (ゆ：^ 圑 1 ^進めて) さあ、 若且那 どうぞお 敷き 下 

さ い まし。 

新太郞 相 變らず 無 賴漢が 築 まって ゐ るんだ ね。 

焉 いや、 どうも —— 若 日ー 那、 先日 はどう も相濟 みませ 

ん 0 

新太郞 な あに 濟む も濟 まない も あり やしないよ。 それよ 

り-^ 僕 は あれから 如何した かと 思つ て 心配して ゐ たんだ 

小 しん しかし 若且那 はえら いよ 。一昨日 私が 伺った 時に、 


そんな 話 はちつ ともしなかった ね。 

焉馬 (杯，^ 新太郎 に せ， i す) 若 i 那、 ひとつ 如何です。 

新太郎 や、. S う。 如何 だい。 焉 馬さん、 何 か 面白い こ 

とてもな いかね。 

焉馬 面白い ことって まるっきりありません ね。 第一 世の 

中が 惡く なり ましたよ。 女 だって ほんと に 惚れて 來るゃ 

うな やつはありません ぜ。 

小 しん しかし 若且那 のお ぎんさん はあり や あ 別 さ。 

焉^ おぎさん て 云 や あ、 まだ 追手 は 懸かりません かね。 

新太郞 家ても 呆れて しまったと 見えて、 何とも 云って 來 

リば いやう だよ。 

柳 m  (始めは 敬 ふやう に) 野暮な 屋敷の 大小 棄 てて、 腰 

も 身 輕な町 住居つ てね。 若且那 もこれ で 洒落れ た 人 さ。 

新太郎 あんまり 洒落れ てもゐ やしないよ。 しかし あの 堙 

草屋の 二階 を 借りた 當座は • 何だか 二人て ゐる のが 寂し 

かった けれど、 驯れ てし まふと 結局 氣樂 さ。 かう やって 

世間 を 忘れた やうに して 暮らして ゐ るの も、 また 面白い 

やうな 氣 がすろ ね。 

小 しん 全く さうて すよ。 ー體 世間 なんても の を 相手に し 

てゐ たらき りが ありま せんや。 (怒った やうな 調子で) 

世間 ぐら ゐ 始末に ならね えもの はあり やしね え。 まあ 盲 

目に なって ご覽 なさ い 。そ の 世間 つて やつが はつ きり 
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に a はれて 來 ます ぜ。 頭 もなければ 尻つ 尾 もね え。 まる 

で 妲妃 のお 百の 芝居に 出て 來ろ 海坊主の やうな もんて さ 

あね。 

焉 Hi^ 馬鹿な こと を 云つ ちゃい けね ぇぜ 0 

小 しん 嘘ぢゃ あねえ よ。 全く さう 云 ふ ものが 見え るんだ 

から 不思議 さね。 だから 私 は 盲目に なっても いろ いろ 今 

まで 見えなかった ものが 見える から 面白い のさ。 私は自 

分の 齊 目に なった ことなん ぞは 何とも 思 はねえ が、 唯氣 

になって 仕方が ねえの は句樂 ばかり さ。 

新太郎 さう さね。 如何 も 今度 はすこし 覺 束な い やう だね 0 

小 しん ええ、 今 B も 柳 橋さん と焉 馬と が、 病院へ 見舞に 

往 つて 来たさう です が、 元氣は 中々 ある けれど 云 ふこと 

が 大分 變 なんだ さう です よ。 今日は あの 嬲の 根付の 着い 

た 煙草 入ね 11 若旦那 も ご存知て せう —— あれと 話 をし 

てゐ たさうて すよ。 

新太郞 あれ は 句樂が 大事に して ゐた 煙草 入 だぜ。 

小 しん ええ。 あいつ は 句樂が 生命よりも 大事に して ゐた 

もんです よ。 きっと あの 煙草 入が 句 樂に何 か 話し 懸ける 

ん てせ う。 私 はさう に 違えね えと 思 ふんだ が 11 

新太郞 さう、 さう。 何時 だか 枕元に 置いて あった 水 差が、 

口 をき いたって 話が あつたつ けな あ。 

小 しん やつば り それと 同じ わけさね 0 


焉.； しかし そいつ を 傍で 兑てゐ ろと. 何だか 淚が こぼれ 

る 樣な心 持が します ぜ。 あいつと 一所に 遊んだ 時分の こ 

とを考 へたり して、 あ、 句樂 もこん なにな り やが つた か 

と 思 ふと、 人間ても の は 分らね えもの だと、 私 はっく づ 

く考 へました よ。 

新太郞 (笑って， >  焉 馬さん も そんな こと を考 へる かな。 

焉馬 そり や あ 私 だって 考 へま さあね。 

小 しん (沈んだ 調子で) ごんな 落語家 見て えな 稼 案して 

ゐる もの は、 存外 哀れな £ ばかり 考 へて ゐる ものです よ。 

(沈 默。 新 太郞は 悲し さう に 小 しんの 額 か つめて ゐ 

ろ。) 

柳 橋 いや， 話が 理に 落ちて 來たぢ やねえ か。 如何て え、 

も、 「少し 杯 を 動かしたら 11 0 

焉馬 (急に はしゃ >r 、出す) よし 來た 。さあ、 今夜 は 飲み 

明かさう ぜ。 

小 しん 盲目ながら も 柳亭小 しんだ。 そんな こと は 敢て辭 

しゃせんな。 ねえ、 若 ロー 那。 あなた も 私達の 仲間入り を 

した 以上 は、 飲み明かす 位の こと は 怖れね えてせ う。 

新太郎 當り前 さ。 そんな こと を 怖がって ゐ たら、 ここの 

闞は 跨げ やしない やね。 

(iw 盛んに 洒 1^ 飲む。) 

, (新 太 郎ば 敷の 隅に 置いて あった 異様な 形の LIB 
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小 焉 小 焉 


, ^付けろ。) 

新太郎 おい、 小 しんさん。 そこに 置いて ある の やうな 

もの は 何 だい。 

小 しん あれが 例の 句 樂の兜 さ。 

新太郞 變な形 の^だな あ。 如何 云 ふ譯て 句樂は あんな § 

を 作った の だら う。 何しろ 大變な もの を 作り やが つた ぢ 

ゃなぃか0  (焉^；^し) おい、 焉 馬さん 。ちょっと 取って 

見せて 吳れ ないか。 

(焉 ss^ は その 兜，^ 取って 新 太郎に 渡す 0) 

焉馬 若旦那。 まあ その の 裏 をご覽 なさい。 持主 俳諧 亭 

句樂と 書いた こっちに、 柳 田 金 次郞と 本名 を 書いた とこ 

ろが を かし いぢゃありません か 0 

小 しん えね、 若旦那。 句樂が この 兜 を 作った 譯が 面白い 

ん てす ぜ。 句樂 はよ く 今に 戰が あるって 云って ましたら 

う。 この 前に 氣が 狂った 時から、 そのこと を 云つ ちゃ あ 

騷 いで ゐ ましたよ。 それ、 金 持と © 乏 人の 戰 ひって やつ 

さ。 句樂は その 戰の 時には 貧乏人の 大將 になって 出 腿け 

るんだ つて 云 ふんて、 一 しゃう 懸命に 作った のが この^ 

なんで さあ。 この 前の 時には この^ を 冠つ て 病院 中 を 暴 

れ 廻つ て W つた さう です よ。 

新太郎 あ、、 その 戰の話 は 僕も聽 いたよ。 それ ぢゃ あそ 

の 戰に出 懸ける つもりで この 兜 を 作つ たんだ わえ o(s^,.J- 


見つめ ズゐ ろ) 

小 しん ええ、 あいつ は その 戰を 今か今かと 待ち 構へ てゐ 

たんです よ。 だから 病院に 入って ゐて も氣が 氣ぢゃ あね 

え やね。 それて i を續 むつ もりで 梅麼ゃ 風流 志 道 軒 を 

讀 んでゐ るんだ から 面白い よ。 

焉 その 兜から 思 ひ 付いて 句樂が 作った 端 S; があった つ 

けな。 もう 狂人に なつ てから だからす ゐ ぶん を かしな 文 

句が ありました ぜ。 誰か 覺 えて ゐ ねえ かな 0 

小 しん うん、 おり ゃぁ覺 えて ゐ るよ 0 

新太郞 さう かい、 ちょっとうた つてお 聽 かせな 0 

焉馬 (おた つに) おた つさん 。ちょっと 三味線 を联 つて 

くれません か。 

(おた つ は 壁に 懸けた n 一味 線，^ 袋から 出して 焉 に 渡 

す。) 

(調子,^ 合せ VO お-い、 この 位で 好い かい。 

もつ と 調子 を 低く して くんね え。 

よし。 (調子，^ 低く する) 

おれもう ろ覺 えだから 文句の 違って ゐる ところが 

あるか も 知れね えよ 0 

焉馬 どうせ 狂人の 作った 唄 だ あな。 

(小 しんに 耿ひ 出さう とすろ けれど 整が 出ない。 何時 

か淚 が』， a ひた 口の 外に 溢れ 乂來 ろ。 焉馬は 驚いて 三味 
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線の 手，^  SS め 小 しんの ig, ^見ろ。) 

焉馬 如何し たんだい。 

小 しん (何氣 ない 樣 子で) 如何 もしゃし ねえよ 。さあ、 

彈 いて 吳れ。 颤 へ 付き て え やうな 好 い 聲ゃ聽 か してやる 

力ら  

焉馬 (彈 きながら 獨 語の やうに〕 久しく 小 しんの 唄も聽 

かねえ な あ。 

小 しん (うた ひ 出す) 

「死ねと 云 ふ、 死なねば ならぬ 今日と なり、 紫 君の 翳 

の 天神 は、 識訪法 性の おん §-、 一夜 會 はねば われ もま 

た、 ^の 下の きりぎりす、 ほんに 哀れ ぢ やない かい 

な」 

(歌 ふ 絡え す 小 しんの 目から IT か 溢れ、 顿 vJ- 博って 

M れ る。 新 太 郞も目 > ^潤 まぜて 聽 いて ゐ ろ。) 

新太郞 おれ は 小 しんさんの g; は 始めて 聽 いたよ。 

小 しん (寂し さう に 笑って) いや、 も. 「大變 な聲て 11 

(焉馬 lO 久しくう たはね えから、 これ だけの もので も 

苦しい ね。 

焉馬 さう だら ラな。 しかし 變な 文句 だな。 如何しても 狂 

人の 作った 唄 だね。 

柳 橋 こいつに も 紫 君って 名が 入って ゐ るね。 

焉馬 あいつ は 餘っ程 紫 君に 惚れて ゐ やが つたんだ な。 
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焉馬 笑談 云つ ちゃ あいけ ません。 私 はちゃん と 知って ゐ 

るんだ から 11 0 

柳梳 若 且那。 隱 しっこな しさ。 

新太郞 僕 はほんと にうた へな いんだよ。 

焉馬 それ ぢゃぁ 私が ひとつ やり ませ ラ 0( 彈き ながらうた 

ふ。 J 

「裏の 土蔵の なか、 姉 やん とつん つら つん、 片手に 提 

灯 片手に 土蔵の 鍵、 しばし 待ちな はれ、 髮を 結うて し 

まふて ね、 おつか あやん を寢せ 置いて、 お 代理 參 りと 

云うて 出 懸け ませう、 つん つら つん つら つん つらつ 

ん、 四 五日 このかた 會 はなんだ、 何から 何まで 話し ま 

しょ、 勿體 ない がお 代理 參り は、 明日の 晚 といたし ま 

しょ、 つん つら つん つら つん つら つん。」 

小 しん こいつ は 句樂が 好きな 唄 だぜ。 よし 来た。 おれ も 

もう ひと つ やらう。 

焉馬 何 を や るんだ い。 

小 しん i^K ひとつ をって やつよ。 今夜 は 句樂の 好きな 唄 を 

みんな やって しま は うぢ やねえ か 0 

00 うん。 さあ、 好い ぜ。 

小 しん (うた ひ 出す) 

「身 ひとつ を 置 所な き 胸のう ち、 一 重の 心 八重に 解き 

指き り髮 きり 暮な 起請 を 神さん へ 、 お 世話 を かけて 


烏羽玉の、 戀の 闇路 ぢ やない かいな。」 

(今度 は 小 しん は 淚，^ 流さない でうた ふ。〕 

焉馬 うめえ、 うめえ。 今度の は 昔の 小 しんの 瞬を聽 いて 

ゐる やう だぜ 0 

新太郞 今夜 句 樂がゐ たら さぞ 面白かった らうな あ。 

小 しん あいつが ゐ ねえと 何だか 寂しい やうな 氣 がします 

ォ 

新太郞 句樂は 今頃 如何して ゐ るかな。 

焉馬 若 且邠。 また 鬱ぃ. てゐ ますね。 

(この 時 河 3St の 近く^ 驟 色つ かひの 舟が 通リ過 >P ろ。 

拍子木の 音な どが 聽 えて 來 ろ。) 

焉馬 あり や あ t:^ 色つ かひの 舟 だな。 

小 しん うん、 中洲 や 代地て あぶれた やつが 歸 つて ゆく の 

よ 0 

焉馬 如何で え。 あいつ を 呼ば うぢ やねえ か。 

小 しん うん、 あいつ を 呼んで 柳 橋さん の聲 色ても 聽くか 

な 0 

焉馬 (障子，^ 開けて 緣 側へ 出る) お V い fj^ 色 Jffi や あい。 

(開けた 障子の 問から 大 川の 水の面 や、 河 向う の 灯明 

りな どが 見えろ 0 舟の 中で^ 色つ かひが 「どうもお 難 

、つ ございます。」 と 云 ふ 驛が聽 こえろ。 焉 Hi? ば 障子，^ 閉 

めて 元のと、、 る へ 坐る。〕 
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小 しん (障子の 外に 向って〕 おい、 何んでも 好い から や 

つて くんね え。 

焉 馬 好い 景色 だな。 向う 河岸 はまる. て 芝居の 書 割の やう 

だった ぜ。 

小 しん さう か。 おれに は それが 見え ねんだ から 情ね え。 . 

(^色.^ つか ふ 聲が聽 こえる 「梅雨 小袖 昔 八 丈」 の閻 

魔 堂 橋の 出會 のと こス。 座敷で は關 はすに 話し 績けて 

ゐ ろ。〕 

新太郞 何だか ここで かう やって 君達と 話 をして ゐ ると、 

家の こと や 世の中の ことなん ぞ 忘れて しま ふね。 

小 しん さう でせ う 。あなた は ど つ ちが 好 い と 思 ひます ね。 

お宅に ゐて 堅苦しい 學間 をして ゐ るのと、 かう やって 吞 

氣 に日を J^i^ つ てゐ るのと —— 私 はかう やって 日 を 送る 方 

が ， 人 問眞資 の 暮らし方 ぢ やない かと 思 ひます がね。 

新太郎 僕 だって さう 思へば こそ 家 を 飛び出して、 あんな 

女と 一 所に 暮らして ゐ るの だ。 

焉ぉ しかし 若旦那 もず ゐ ぶん 變 つた 方 さね。 小間使と 一 

所に あんな 汚ない 煙草屋の 二階に ゐ るなん て 一 I お宅に 

いらっしゃり や あ 若旦那て 立派に やって ゆけ る 方 ぢゃぁ 

りません か 0 

新太郎 それが 嫌 ひだから 因果なん だよ。 考 へ て 見れば 僕 

が こんな こと を考 へる やうに なった の も、 みんな 句樂の 


爲 めだと 思 ふよ。 句樂は 僕に 如何して 生きたら 好い かつ 

てこと を敎 へて 吳れ たの だ。 さう して 僕 は あいつの 云 ふ 

通りに なった の だ。 

at 色が 終ろ と 同時に 急に 寂宾 となろ。〕 

小 しん 柳 橋さん。 丁度 鳴 物が お 詠へ だ。 ひとつ 十八番の 

五代 sn でも 聽か うぢ やねえ か。 (障子の 外に 向って〕 お 

い、 鳴 物 だけ やってくん ねえ。 柳 橋さん。 何 を やる ね。 

柳 橋 さう さな、 例によって 野 晒 悟 助ても やらうよ。 粹菩 

提悟 俠客 —— (聲色 1^ つか ふ〕 

(柳 橋の 聲 色の 終る 少し 前に、 お AT 、んが 下手から 出て 

來る。 格子戸の 前に 佇んで ゐ ろ。) 

柳 橋 (錄 色，. a. 終って〕 いや、 如何 もい けね え。 年を取る 

と 聲が績 かねえ よ。 

焉馬 まだ そんな 年で もね ぇぢ やねえ か。 

小 しん (おた つ に〕 おい、 おた つ。 

(おた つ は 障子ん、 開けて 緣 側に 出 ズ、 藤色つ かひに 金 

退リ、 また 元のと-、 るへ 坐ろ。 色つ かひの 舟は拍 

子 木 打ちながら 次第に 遠ざかって ゆく。) 

お ざん (格子の 外で) ご免下さい まし。 

小 しん おや、 誰 だか 來 たやう だせ。 

おた つ (立ち上って〕 どなた 一 . 關 はない からお 入ん な 

さい ましよ。 (おぶ； ん^ 見て) おや > おぎん さんて すね。 
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お * きん (云 ひ に くさう に) あの. 何 はこ ちらへ 伺って を 

ります でせ うか 0 

おた つ 若 E ー那 てす か。 え i 、いらっしゃ いますよ。 

新太郎 (坐った まま〕 おい、 何 か W が あろの かい。 

小 しん おぎん さん。 まあ、 お 上ん なさい。 

(お 、ん 格子戸，^ 開けて 中 LL 入リ 長火鉢の 傍 U 坐ろ。) 

おぶ」 ん あの 今句樂 さんから お 使が 來て、 こんな 手紙 を 持 

つて まゐ りました よ。 (乎 紙 出す〕 

新太郞 句樂 から 手紙 だ つ て —— 何 だら う。 何だか 變 だな。 

どらお 見せ 11 柳 橋さん、 はばかり 樣。 取って 吳れ ない 

か 0 

(柳 橋 はお ャ、 ん から 手紙 yjv 受取つ ズ 新太郞 に 渡す。) 

新太郎 (手紙 開いて) 何 を 云って 來 たんだら う。 

小 しん 少し を かし-つ ござんす ね 0 句樂 から 手紙 だなん て 

—— あの 狂人から 手紙が 來 るなん てこと はねえ と 思 ふん 

だが ねリ 

新太郎 さう さな。 何だか 不思議な やうな 氣 がする ね 0( 手 

紙 fj- 見ろ) 何だか まるて 讃め やしない。 

小 しん 若旦那 。噴んで 聽 かして 下さいよ。 句樂の 手紙な 

ら 私も聽 きたい やね。 

新太郞 よつ とお 待ちよ。 今讀 むから 11 (手紙 ，.5- 一 g む) 

私 は 今日より. li^ 道 軒と 一 所に. 旅 をす るつ もりに 御座 候" 


何 處へ往 くと 云 ふ あてもなく， 例の 通り 飘然 として I 

飄然の 飘の 字に 氷つ て 字が 書いて ある ぜ。 

焉 Hi? (笑って) 飄然と して 溶ける つもりで ゐゃ がるんだ 

な 0 

新太郎 (手紙 yi- 讀み つづける) 飄然と して 旅 を 致すべく 

候。 志 道 軒と 二人連れに 候へば、 何かと 面白き こと も あ 

る だら うと 思 ひ- それが 樂 しみに 御. M 候。 く はしき こと 

は 旅先より 申 上ぐ ベ く 候。 何だか 發句 見た いなも の が暫 

いて ある ぜ 。(請み にくさう に 考 へて ゐる) 行く  Jti^ やき 

ちが ひ 二人 旅に 出る か。 

小 しん 自分て 狂人って 云って ると ころ は 面白い ね。 しか 

し 何だか まろで 謎 見て えな 手紙です ね。 あいつ は. g 何 云 

ふ氣て ァ J んな 手紙 を あな たの 所へ 寄越した の だら う な。 

新太郎 おい、 おぎん。 この 手紙 を 持って来た 人って 云 ふ 

の は、 一 體 どんな 人だった い。 

おお」 ん 何だか 氣 味の 惡 い お爺さん でし 一た わ。 顔に 一 杯. i 

痕 があって * め 組と 書いた 差つ 子 を 着て ゐま したよ。 

小 しん (驚い ズ) 何てす つて、 おぎん. さん。 そのお 爺 さ 

んは 顔に 痘痕が あって、 め 組の 差つ 子 を 藩て ゐ たん. てす 

か 0 

お ざん ええ。 

小 しん うん、 それ ぢゃ あいつに 違えね え。 な あ. 焉 馬。 
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だ 
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新太郞 さう か。 句樂は 到頭 死んだ のか。 

(手紙 fj* 捉 つた 新 太郞の 手ば 微か-」 額 ふ。) 

おとし さっき 焉 馬さん と 柳 橋さん がいら つし つた 時分 は 

何ともなかった のて すが、 あれから また 例の 紫 s« と 話 を 

始めた のて ございま すよ。 さ、 つして 一 人で 泣いたり 笑つ 

たりして ゐ ましたが、 そのう. 若 口； 那 の 所 へ 手紙 を 出す 

ん だって、 何 か 書いて は 波ったり した 揚句. しま ひに や 

つ と 書き上げた 手紙 を 持つ て、 外へ 出懸 ようとす ろので 

ございます C 

新太郞 (怖し さう に) ふうん、 僕の 所へ 手紙 を 書い たん 

だね。 

おとし ええ、 さう すると 若 且那、 不思議 ぢゃ ああり ませ 

んか。 あの 部屋の 戶 がすう つと 開いた の-て ございます。 I 

さう して 誰か 入って 來 たやうな 氣勢 がし ましたが、 それ 一 

と 同時に 兄 は 誰かと 話 を 始めました。 よくよく その 言 紫 一 

を聽 いて 見る と、 それが あの^の. ft 兵衞 さんと 話 をして 

ゐ るの ぢ やありません か。 

小 しん ねえ、 若旦那。 私の 云った 通りて せう。  一 

おとし それから 急に 容體 が惡 くな り ましてれ。 ものの 1 一 

時 問と 經 たな いう も に 呼吸 を 引取って しまったので ござ 

1, ます 

(沈 酜0 長い間。 小 しんと 新 太 郎とは It  .5- 立て やに 泣 一 
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いて ゐる 0〕 

焉馬 (おとしに) おとしさん、 今 病院に は 誰も ゐ ねえん 

だね。 

おとし え、、 病院の 方が 附 いて ゐる だけです。 

柳 橋 それ ぢ ゃぁ焉 馬さん。 おとしさん も 女の こと だし、 

何かと 後の 用事 も ある だら うから、 これから 病院へ 往っ 

て 来よ うぢ やねえ か。 

おとし 實は そのお 願に 上りました のて —— 

焉 -it それ ぢゃぁ 直ぐ 出 懸けよ 、つ。 

小 しん おれが 目が 見える と 一 所に 往 くんだ がな あ。 

(柳 橋と おとし は 一 所に 格子戸から 出て 下手 LL 入ろ 0) 

小 しん (悲しげに〕 若 且那。 到頭 句樂も 死んで しま ひま 

したね 0 

新太郞 あ、、 何だか まるで 夢の やうな 氣 がする ねえ。 つ 

いこの 間まで 一 所に 飲み 歩いて ゐ たんだが 考 へて 見り や 

あ 句樂が 死んだ こと は、 僕に 取って どの位 悲しい こと だ 

か 知れ やしない。 僕 は あいつが ゐ るんで こんなに その 日 

その 曰 を 经る やう な 暮ら し 方 をす る やうに なった の だ。 

あいつの 口 か ら 出る 言葉 の 中 か ら 、 眞實 の 事 を聽く の を 

喜んで、 今日 まて かう やって 暮 して 来たの だ。 もうあい 

つが 死ん. てし まったら， あんな 言葉 を聽く ことが 出来な 

いんだな あ。 


小 しん 若旦 都。 私 だって 句樂が 死んだ ことが どんなに 悲 

しいか 知れ やしね え。 あいつと 私と は 何 か 闪綠が ある や 

う な氣 がして 仕方が ねえ 。あいつが 狂人に なると 同時に、 

私 も 盲目に なって しまつ たんです。 しかし その 時 私 は 

どんなに 狂人に なった 句樂が 羨ましかった か 知れ やしね 

え。 あなた は 盲目に なった 時の 心 持 を ご存知な いてせ う 

が この 位 世の中に 悲しい もの はあり やしません ぜ。 

新太郞 そり や あさう だら うな あ。 

小 しん しかし 狂人 は 好う ござんす よ。 世の中に 狂人 ぐら 

ゐ 自由な 人間 はあり や あしね え。 何 を 云った つ て 何 をし 

たって、 あり や あ 狂人 だと 云 ふんで 通つ て往 くんだ。 考へ 

て 見り や あ 句樂 なん ぞ もず ゐ ぶ ん 勝手 な こと を 云ったり 

したりして 來 ました ぜ。 (思 ひ 出す やうな 效付 fj- し ズ) 

さうて したな. あ 。始めて 氣が 狂った 時の ことで したよ。 い 

きなり 私の 所へ 飛び込ん て 来て、 これから 深 川の 不動 樣 

へ往 くから 一所に 來 ねえ かって 云 ふんで せう。 まあ、 そ 

の 時の 形が 不思議 さね。 何處て 探して 来たんだ か 職工の 

着る やうな 服 を 着て、 箒 を 持って ゐ ろんで すよ。 何 をし 

に往 くんだ つて 聽 いたら、 何しろ 今の 世の中に は、 魂の 

粉が 一面に 散って ゐ るから、 そいつ を 掃き集めに 往 くん 

だって 云 ふんで せう。 如何して 深 川の 不動 樣へ往 くんだ 

つて 聽 くと、 親分の 家から 掃除 を 始め るんだ つて 云 やが 
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お 蝶 新 蝶 
す： 丸太 丸 


蝶 丸 へえ、 ほんと-て すかい。 惜しい こと をし ましたな。 

小 しん (何 か考 へながら〕 句樂は 何が 好きだつ たかな。 

蝶 丸 さ-つ さね。 尾 上 伊太 八 か 11 新兵 衞小 女郎なん ども 

好きの やうで したね。 

新太郎 句樂も 旅に 住った 入 だ。 「比翼の 初 旅」 て もやつ 

て もら はう * ちゃない か。  . 

小 しん 若旦那。 さう して この 新 內を聽 きながら 思 ふ 存分 

泣かして 下さい。 ね。 よ ござんす か。 笑つ ちゃい け ませ 

んぜ。 私 は 今夜 は 泣きた くって 泣きた くって たまらね え 

ん だから 11 

新太郞 小 しんさん。 おれ も 一所に 泣かうよ。 それ ぢゃぁ 

蝶 丸さん。 「比 冀の初 旅」 を やって 5^ れ ないか。 これが 句 

樂紫君 だ つたら あいつ も 嬉し かつ たらう にな あ。 

小 しん 志 道 軒と 一 所に 旅 をして ゐる氣 だから 可哀 さうて 

すよ。 

(蝶 丸 はうた ひ 始める。 おぜん は 三味線 彈 く。〕 

蝶 丸 (うた ふ) 

「戀の 港に うち 寄す ろ浪の 紋日の 賑はひ は、 都に 負け 

ぬ 色 どころ 三國と 云へ る わけ ざと は、 北國 1 の 遊女 町 

よねの 情に かかり 舟， 淀 T さぬ 客 もな く、 中に 玉屋の 

新兵 衞、 今日 も つくづく 入相の、 鐘が 敵の 浮世と て、 

揚 の不玲 重なりし 金の 代りに 手ば まつの、 粹が嵩 じ 


るの さ。 不動 樣を 親分 だと 思って ゐゃ がるんだ から 面白 

いぢゃありません か。 (急に 悲し さう に) しかしもう そ 

の句樂 にも 會へ ねえんだ な あ。 

新太郞 句樂が 掃除 しないと 世の 巾 は. また 魂の 粉 だらけ 

になる ぜ。 小 しんさん。 僕 もちよつ と 病院へ 往 つて 来る 

よ。 (立ち上がって) あ、、 それから 道. て 蝶 丸に 會 つた 

から、 ここに 來 いつ て 云って 置いた から 來 るか も 知れな 

いも 

小 しん (寂し さう-」) 若 且那。 も- 「少し ここに ゐて F さ 

いな。 私 一人に なると 寂しく つて 仕方がな いから —— 

新太郞 さう かい。 それち やもう 少し ゐ よう。 (お ^^んに) 

お前 はもう 歸っ て も 好い よ。 

(お ざん ほ挨 1^5 し ズ出ズ ゆく。 下手 LL 入ろ。 殆んど 入 

れ$ 幼 ひ：， i 蝶 丸と その 女 お ゼんが 出て 來ろ。 蝶 丸に 盲 

nl の新內 語リ。 三十 四 五歲。 おせん は 二十 五六 歳。〕 

(格子 戶の 外よ リ) ご免-下さ いまし。 

郞 ot.^ 聽き 付けて) 誰 だい。 蝶 丸さん かい。 

へえ * 左樣 でございます。 

つ お 上ん なさい よ。 

(蝶 丸と カゼん は 家の 中 LL 入って、 長火鉢の 傍に 坐 

ろ。) 

小 しん 蝶 丸さん。 句樂が 死んだ よ。 
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て 水風呂 の 柄 伏 せになる 身ぞ つら や、 新兵 衞ぉ ろお ろ 

涙ぐみ、 え、 無念 やな あ、 この 港で： 土 崖の 新兵 衞 とて 

人 に 知られた. ％ なれ ども、 色 ゆ ゑに 身代 は ぼう ふり 蟲 

同前に、 桶の 中に まいまいと、 日影 さへ 兑ぬ戀 の 闇， 

逢 ひたい 兑 たい 太夫に も、 同じ 廊に « は 居ながら、 顔 

さへ 兑ろ 口^ぐ 彝の、 铅母を 初め 主人 夫婦が 见るま へ 

も、 遠 5i ありまの 人形 筆。」 

(小 しん は 烈しく 泣く。 新 太郞は 駄歡， ^すろ。 新內の 

Mr が §5 しさう に 縫く。〕 

— 幕 1 


と ん I 小 
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.^し しと 151  (一  g 


人 物 

小 しん 宫 nr の 落語家 

焉  馬 その 友達の 洛語家 

おた つ 小 しんの 女 《^ 

おさよ 小 しんの 貰 ひ 娘 

岡  田 小しんゃぉ^^？の以前の&质 

小焉馬 焉 馬の？^ 子の 前座 

時 代 

大正 五六 年頃 

場所 

淺 革の 或る 裏町 

落語家の 小 しんの 家。 下手 は 格子 戶 の あろ 玄關 で、 格 

子 1^ の 外 は 直ぐに .1^ 町の 人. 通りの 少ない 往來 になって 

ゐろ。 玄 脇の 中 は タ タキに なつ ズゐ て、 下駄箱、 傘 1^ 

などが ぁリ、 上手 K は 鐡の燈 籠が 吊して あろ。 玄隨 1^ 

上がろ と 二 Mi の 部屋。 その； 止而の 障子の 向う は 二 坪ば 

かりの 狭い. おで、 1= ぃ植 込の 中に 南天の 赤い のが か へ 


つて 寂しい。 

その 部屋と 襖，^ 隔ズ て六疊 のま 敷 0 正面に 床の間と 神 

柳。 床の間に は蜀 山人の 狂耿， ^書いた 懸 物が 懸かつ \^ 

ゐて、 その 前に はかな リ大 さな 概の 置物が 紅い^ 圃に 

載^て ® かれ ズ あろ。 祌 棚の 前の 方に n の 描い ズな い 

赤い 張子の 逮 ij。  ^敷の 隅に 其^ 堂 機 一 の吉 原の 句ば 

かりの 式 紙 貼リ 交ぜに した 枕胖 風。 その 碎 風の 上 •」 

は袖叠 みに した 席棧の 半 線が 懸か つて ゐろひ 

この^ 敷と は 障子 1^ 隔てて * 上手に ~J う  一 ran: 疊 半の 

茶の 問。 錄笥、 長火鉢、 茶棚、 チヤ プ臺 など 上手の 壁 

に は 袋に 入れ-;.: 子俱 持の 小形の 三味線が 一 挺 懸かつ ズ 

ゐ ろ。 正面に 障子。 その， M うは， 所に なって ゐて、 ： 

こから も 人の 出入りが 出 來る。 

六 ^ の^ 敷と ra„e 半の 茶の間に、 s.r 1 つづつ。 し 

かし^：！の叨 ぃた時はタ方だけれども， まだ 灯の 點く時 

刻に はなって ゐ ない。 

十二；：； J の 七 八 nffl の 夕方から 夜に かけて。 

六 Eg の Si 敷の 眞 ん 中のと こる！：、 小 しんと 小焉 と 

が 向 ひ 合つ ズ 坐つ ズゐ る。 小 しん は 三十 二三^の 色 

の m 一い 瘦乜た 5!- で、 官 IM の 上に 蹇 であろ。 黑 八の 襟 

のかかった 古ぼけた 八端の 榲袍。 小焉馬 はまた ニ卞 

一 ニ歲の 小柄な Sf ；。 ぞスリ とした 藝 人らしい 身裝。 
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丁度 小 しんが 小焉 EiLL 「五 人 廻し」 の稱古 vJ- してや 

つて ゐる とこる 0 

小 しん いい かい、 お前。 ここんと こ は 何だぜ 。息 ひとつ 

で 持たせな くつち や あなら ねえと ころ だから、 よくこの. 

盤み 込ん て ゆく 調子 を覺ぇ 込ん ぢま はなく つち や あいけ 

ねえ ぜ。 「知らなければ 云って 聞かせる から、 耳の 穴 を か 

* えづち 

つ ぼ じくつ てよ く 聞き や がれ、 この 才槌め。」 つ て 云 ふと、 

相手の 若え 衆が 「へえ。」 と iK つて 受けら あ。 さあ、 それ 

から 先なん だが 11 

小焉馬 (頭， <J -旌 きながら) 師匠、 怖れ 入ります がもう 一 

度 どうぞ 0 

小 しん (點 頭いて) よし 来た 。かう 云 ふ 調子で や るんだ 0 

(すっかり 高座 LL 上がった 時の やうな 樣 子で〕 「へえ。」 と 

云 ふ 言葉に すぐお つ 冠せ て 「吉 原と 云 ふ もの は、 慶 長年 

間に は 京 橋の 柳 町に あつたの だ。 京 橋が 大門 通へ 移け て、 

明 磨 三年 本 鄕の丸 山の 大火 事で 全燒 になって、 小 田 原の 

庄司甚 內が願 ひ を 出して、 それから 吉原 へ 移け たって こ 

とも、 何代目の 奏子 は何處 から 来て、 誰 は 何時に 死ん て、 

施主 は 誰て、 配り物 は 疆頭か 赤飯 か、 寺 は何處 だって こ 

とも ちゃんと 心得て ゐ るんだ。 お前の やうな 才槌 野郞は 

知る めえ が、 こち とら はおぎ や あと 生れて 三 歳の 時から 

この 廓に 繰り込んで、 何 處の女 はもと 品 川に ゐ たか 新 宿 


にゐ たか 千 住に ゐ たか 根 津にゐ たか、 何處 から 何 處へ幾 

ら 幾らて 住み 替へ をした か、 借金 は い くら あるか、 何 

時に なつ て 年が 開ける か. 誰が 情夫に 取られて ゐ るか、 

殘らず ちゃんと 知つ てゐ るお 兄さん だ。」 とかう だんく 

調子 を 早めて 疊み 込んで ゆ くんだ が、 如何て え. もう 大 

概吞み 込めたら う。 

小焉馬 へえ、 まあ、 あらかた は 呑み込み ましたが、 如何 

もこ いつは 幾度 も 繰り返して 練習 をし ねえと、 うまく そ 

の 調子が 出さう もありません よ。 

小 しん (笑って) はは はは、 練習 はいい わ。 流石 は 亜 米 

利 加が へりの 師 K を 持 つ て ゐる だけ あ つ て 、 使 ふ 言 紫が 

新しい や 0 

小焉馬 師匠、 まあ。 そんなに 冷 かしつ こ はなしに しませ 

う。 

小 しん な あに、 別に 冷 かした 譯ぢ やねえん だよ。 (ち i 

つと 間, ^置い ズ から 寂し さう に〕 しかしお いらなん か 

かう やつ て 爆り 込ん てゐる もんだ から、 だんだん 時世に 

遲れて ゆくな あ。 

小焉馬 笑談 云つ ちゃい けね え。 師匠なん かそん な こと は 

ありません やね 0 

小 しん ところが さう でね えって ことよ。 おれ は 目が 兑ぇ 

なくなって から、 K. 思議に ほんとの ことが よく 分って 仕 
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方が ねえんだ。 人間 ほんとの ことが 分る 位 寂しい こと は 

あり やしね ぇぜ 0 

小焉 Hi^  (怪. 許さう LL) へえ、 さうて すかね 。あっしら に 

はほんとの ことが 分った 方が 世の中 は 安心して 渡れる や 

うな 氣 がします がね。 

小 しん (お. ^振って) ところが それが 大 間違 ひ。 おれ も 

目が 明いて ゐる中 はさう 思って ゐ たが * 今にな つて 見る 

とそれ が 飛んだ 思 違 ひだと 云 ふこと が 分った のさ。 何し 

ろ ほんとの こと 位 怖ろ しい もの はあり <!5 - ねえせ。 まあ 

謦 へが だ。 ここに 惚れ 合った 男と 女と がゐ て， これが 眞底 

から ほんと に 惚れ 合つ てゐる ものと して 見ね え。 こ い つ 

は 一 一人と も 一 所に 死ぬ より 外道が ねえ ぢ やねえ か。 いづ 

れ どっち も 人間の こったから 一 度 は 死なな くつち やなら 

ね. ズ。 さて どっち か 一 人 死んだ 場合 殘 つた 一 人 は 如何し 

たらい いと 思 ふ。 おれ は 二人が ほんと に 惚れ 合って ゐる 

ものなら 殘 つた 一 人 はとても 生きち や あ ゐられ ねえと 思 

ふね。 しかし. お前、 そこで 一人が 死んだ と 云っても、 そ 

れぢゃ あ 一 所に- ん だん ぢゃ あり やしね え や。 つまり 人 

間て えもの は何處 まて 住っても 一 人 ぼつち なんだ。 一 人 

て 生れて 来て 一 人て 死んで 往 くんだ (徐か Li ゆ つくり 

と) 一 人 ぼつち —— たつ た 一 人て 死んで 住く I— こん 

な 怖ろ しい ほんとの ことが 又と 世の中に ある だら うか。 


な あ， おい、 これが ほんとの ことと したら 人間 位 寂しい 

もの はねえ ぢゃ あねえ か。 

小焉馬 へえ、 しかし、 師 ilKO 未来って やつが あるて せう。 

小 しん (冷やかに 笑って) なに， 朱來 だ。 斑 棒め。 そん 

な ものが あって 堪る ものけ え。 おれ はもう この 世の中で 

せ え 倦き 倦き して ゐ るんだ。 この 上 未來だ の來世 だの が 

あられち や 退屈て くさくさ しちや は あな。 

小焉馬 (急に 氣の十 になった やうな 額 付で) 成程.； r 師匠 

の 身に なつ て 見れ あさう 考へ る も 一理 もありません よ。 

小 しん (怒った やうな 調子で) 何 を 云って やが るんで え 

利いた 風な こと を 云 やがら あ。 さあ、 早く 歸ん な。 早く 

往 かねえ と 席の 方が 握くなる ぜ。 

小焉馬 な あに 並木 だから 直きなん です。 

小 しん (或ろ 寂しい 心 持で〕 さう か。 焉 馬の 眞打は 並木 か。 

(短 かい の 沈默。 小 焉馬は そろそろ 歸リ 支度 fj- 始め 

る 0〕 

小焉 HJ^ それ ぢゃ あ、 肺 また 伺 ひます。 

小 しん あ \、 今度 まてに よく 今の 處 をよ く吞み 込んで 來 

るんだ ぜ。 

小焉馬 へえ * かしこまりました (茶の間の 方に 向つ \^) 

それ ぢゃ あ、 ぉ內 儀さん。 御免下さい まし。 

小 しん (それな 遮ろ やう に) ああ、 おた っはゐ ねえ や、 
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さっきき ぃ坊を 速れ て揚に 入りに 出 懸けた やうだった か 

ら  

小焉馬 あ、 さうて すかい。 それ. ちゃ あ 又。 

(小焉 馬 は 立ち上つ ズ 下手の 5^ 子 戶 から 出て ゆく。〕 

(それ.， 殆んど 同時に 上手の 勝手口から 小 しんの 女 

のおた つが^ ひ 娘のお さよ，^ 連れて 入って 來 る。 おた 

つに 二十 八九歲 位の 色に 淺 いけれ ど、 ちょっと 美し 

い 女郎 あがりの 女。 おきよ は 今年 六つ-しなろ 可愛らし 

い 女の子。 二人 は 直ぐ に 茶の^-」 來 る。) 

おた つ おお、 おお- お 家の 中の 晴 いこと。 如何し たんだ 

らゥ 0  氣 はま だ點 かないの かねえ。 (座敷の 方に 向つ 

ズ) 只今。 (おきよ lO おや、 きいち やん は 只今 を 云 

ふの を 忘れた の。 

おき ふ (氣が 付いた やうに〕 只今。 

小 しん ああ、 歸 つて 来たの か。 さあ、 きい 坊、 ここへ 來 

な 0 

おきよ (小， J んの 傍へ 來て〕 な あに、 父ち やん。 

小 しん う うん、 何ても ねえ けれど、 まあ、 ここへ 來 なつ 

てこと よ。 (おきよ の 額，^ 手 採 リに觸 つて 見ながら) お 

や、 頭 髮を綺 腐に 結って 貰って 来たな。 

おき i ああ、 ぉ设 から 上がって から ほ もやん が 結って 吳 

れ たの。 


小 しん さう か 0 いい 子に なったら おとなし くしな くつち 

や あいけ ねえ ぜ。 

おきよ おとなし くして ゐ たらね、 父ち やん あたい を吉原 

へ 連れて 往 つて 吳れ るかい。 

小 しん (笑 ひながら) 馬鹿。 吉 原って ところ はきい 坊見 

てえ な 子供の 往く ところ ぢゃ あねえん だ。 (茶の間の 方 

に 向って) おい、 おた つ。 ほんと に 仕樣が ねえな。 誰 

が.！ B 原な ん てこと を敎 へやが つたんだ らう。 

おた つ 小焉 馬さん か 柳 左さん か、 うちにお 稽古に 来る 若 

ぃ悲が 話して ゐ るので も 聞いた のでせ うよ。 

小 しん さう かも 知れね え。 ほんと に 子供の 前ぢゃ あう つ 

かり 話 も 出來ゃ あしね え。 

おた つ 全く さ (笑談 の やう LL) ねえ、 きいち やん a も 

うこれ から 吉原 へなん ぞ往 きたがる んぢ やない よ。 

おきよ (無 邪氣 に) だって 母ち やん は吉 原に ゐ たん ぢゃ 

ない の。 

おた つ (ち r. つと； Y 、くりとして) 何 だって、 誰から お前 

はそんな こと を 聞い たんだい。 (こっちの 座敷-,: 入って 

來ろ) 

おきよ (おどおどしながら) だって 何時 だか 焉 馬の 叔父 

さんが さう 云つ てゐ たもの。 

小 しん (笑って) こいつ は吉 原へ 速れ て往 つて やる なん 
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て 云った の も、 ひょっとすると 焉 馬の 野郎 かも 知れね え 

ぜ 0 

おた つ (急に 思 ひ 出した やう に) ああ， さう 云へば ね、 

今 あた しお 湯て 焉 馬さん のお かみさんに 逢 ひました よ。 

小 しん 焉 馬の かみさん 11 おかねさん にか。 

おた つ ああ。 

小 しん (歎 すろ やうに) あの 女 も可哀 さうな 女 さ。 

おた つ 焉 馬さん は 近頃 まるて 家に 歸ら ない らしい ね 0 

小 しん ふうん、 おかねさん は 何 かお 前に 云って ゐ たかい 0 

おた つ 別にく はしい 話 は 聞かなかった けれども、 兎も角 

も 近頃 まるで 家に 寄り付かな いて 闲 つち まふと 云 ふこと 

だけ は 云って ゐ たよ。 何 だってね。 焉 馬さん は 近頃 淸元 

の 延多津 さんと い 、仲に なって ゐ るんだ つ てね。 

小 しん うん、 そんな^だ な。 (半ば ひと リ 言の やう 11) 

あいつに も あれき り 逢 はねえ が、 相 變らず 「ずつ こけ」 

を 正て いって ゐゃ がるんだ らう。 な あ. おた つ。 あり や 

あ 今年の 何時頃 だ つ たら ゥな。 

おた つ (ちょっと その 間が 分らない やうな 樣 子で J> あれ 

つ て 云 ふと —— 

小 しん それ、 焉馬 とおれと が 喧嘩した 晚ょ。 あん 畜生. 

根 岸の 二 代 目に さんざ 世話になり や あが つたの も 忘れ 

て、 おれの 前て 惡ロを 云 やが つたから、 おれが うんと と 


つちめ て やつたん だ。 さう すると その 翌晩ぐ てんぐ てん 

に 醉っ拂 ひやが つて.、 手 鍵 を 持つ て おれのと ころへ 暴れ 

込んで 來ゃ がった ことがあった ぢ やねえ か。 

おた つ ああ、 あり ゃ储か 今年の 七月の こったよ。 何ても 

三社樣 のお 祭 時分の ことの やうに 覺 えて ゐ るから 11 

小 しん (懐かし さう に) さう かな あ。 さう すると おれ は 

もう 半年 近く も焉 馬の 野郎に 逢 はねえん だな。 

. (短 かい il の 沈 ST 霄 燈が點 かないので 家の 巾 は う 

かな リ哈 い。) 

おた つ (電 燈，^ 見上げて) 如何し たんだら う。 今日は 電 

氣が點 くの が 馬鹿に 遲 いねえ。 

小 しん 何 だ。 まだ 電氣 が點 かねえ のか。 よし 来た。 それ 

* ちゃ おれが 直ぐ 點 くやう にお 禁を やって やらう。 い い 

か。 きい 坊。 電氣を 見て ゐな。 もう 直きき つと 點 くから 

な。 いい か。 

(小 しん は 指，^ 組んで ぉ呪禁 すろ やうな 眞似， ^する 0 

や や 長 い 間,^ 置いて 電燈が 急にば つ と點 く。) 

おきよ や あ、 父ち やん、 電 氣が點 いたよ。 

小 しん (笑って) そうれ、 見 わえ。 父 もやん のお^ 禁は 

よく 利 くだらう。 

お たつ (同じ やう Li 笑って) はは はは， 、つまく 電氣と 息 

が 合った もんだ ね。 (立って 茶の間の 方へ ゆく〕 
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小 しん (嘲け る やうに 笑って) ほんと に 目の 明いて ゐる 

奴等 は可哀 さうな もんだ な。 おれ はもう 目が 見えな くな 

つ てから 六 年になる が、 盲目に なって 口惜しい なんて 思 

つたこと はた だの 一度 だって あり やしね ぇぜ。 

おた つ そり やお 前さん が强 情つ 張り だから さ。. 

小 しん な あに おら あ 負け惜しみて 云って ゐ るん ぢゃ あね 

ぇぜ。 全く の ところ 盲目に なつ た 方が ど の 位 幸福 だか 知 

れ ねえと 思つ てゐ るね。 幸福 だと も —— 第 一 お前 盲目に 

なると 目の 明いて ゐる うちに 見えなかった ものが、 はつ 

きりと 見える やうになる からな あ。 

おた つ (茶化す やうに) へえ、 さう かね。 そり や あかへ 

つ て煮寶 だね。 

小 しん 何 だ。 笑談 だと 思って ゐ やがら あ、 へつ、 そこが 

凡夫の 淺猿 しさ だ。 (云って から 氣 付いて) おっと こい 

つ は 女 にゃあ 通用し ねえ 文句だった な。 (と 笑った がま 

たもとの 寂しい やうな 心 持 に かへ つて) しかし さう 云 

ふ 風に これまで 見えなかった ものが はっきり 見える やう 

になって から は、 幸福 だと は 思 ふ もの、、 また ひどく 寂 

しい 時 も あるんだ。 何しろ いろんな 入の 思って ゐる こと 

11 つ まり 「こころ」 よ —— こい つ が はっきり 目に 見える 

ん だから 堪っ たもん ぢゃ あねえ や。 こいつ はこん な こと 

を考へ てゐ やが るの かと © つ て 思 はず ぞっ とする こと も 


あるし、 あ X こいつの 考 へて ゐる ことと おれの 考 へて ゐ 

る こと はかう も 違 ふかと 思つ て 急に 寂しくなる こと も あ 

る。 さう 云 ふ 風に して いろんな 人の 「こころ」 が はっき 

り 目に 見える やうに なつてから、 おれ はいよ いよ 人間て 

えもの は 結局 一 人 ぼつち だつ てこと が 分る やうに なった 

ね。 (ゆっくり しんみりと) 一人ぼっち —— この 位 生き 

てゐろ 人間に 取って 寂しい 言 紫 はあり やしね ぇぜ 0 

おさよ (子供の雜誌，^„;^てゐたが突然^^,^上げて〕 父ち 

やん、 あたい も 一人ぼっち なのかい。 

小 しん (急-」 淚，^ 誘 はれて 無言) 

おきよ (返事がない ので 不思談 さう-し 小し んの額 VJ-E^ て 

ゐろ) 

小 しん (直ぐ 紛らす やうに 笑って〕 な あにきい 坊は 一人 

ぼつち な もの か。 かう やって 父ち やん や 母 ちゃんが ゐる 

ぢゃ あねえ か 0 

(短 かい 間の 沈 默。) 

焉 馬と 岡 m とが 下手から 出て 來ろ。 焉馬は 三、 十五 六歲 

位の 小柄な 男で、 何 處か洒 に 荒んだ やうな^ 付，. して 

ゐろ。 宗匠の 着ろ やうな 十德の やうな 外套 LL 鳥 打 帽子。 

岡 田に 四.！ 1 四 五 歳に なろ 小肥りの 男で、 今ば すっかり 

零落し きつ ズゐろ けれども、 以前に 小 しんや 焉馬 など 

vs^a 厘 に して、 一 時 は 「今 文」 などと 云 はれた 人 0搞 
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口 も 分ら なくなった やうな 結 城の 物に 黑ぃ 無地の 羽 

0。 緣の 狭い 色の 秘めた 帽子。 汚れた 前掛。 二人 はも 

うかな リ醉 つて ゐるら t く、  n 田が 先き に 荒々 しく 挤 

子戶ぁ 開けて 中に 入ろ。) 

1； 田 (大きな 聲で) おい、 小 しんさん 家 かい。 おれ だよ 0 

おれ だよ 0 

小 しん (直ぐ LLMra と 云 ふこと，^ 知って) おや、 旦那-て 

すかい。 さあ、 どうぞお 上がん なすって 下さい。 

岡 田 ( やつば リ玄關 に 立った まま) なにね、 今夜 は 一人 

逑れが あるんだ よ。 

小 しん い いぢゃありません か、 お 速れ の 方 も —— (茶の 

間の 方に 向って) おた つ。 岡 田の 旦那 だ。 座 蒲 圑を持 

つて 来な。 

おた つ (座 蒲國 V?- 敷いて から 玄 脇の 方へ 來て) まあ、 旦 

那。 お 上がん なさい ましな。 

岡 ra それ ぢゃ あちよ つと お 邪魔す ろかな (焉 馬の 方 

根り 返って 低い 驟で) おい、 上がら うぢ やない か。 

(ME はすん すん 座敷の 方へ 來ろ。 ^^ぐ後から焉馬が 

ぉづ ぉづ附 いて 來ろ。 おた っは焉 馬の 餌 見て ちょつ 

とびつく リ したやうな 額 付。 おさよ 1^ 速れ て 茶の間の 

方へ 來 ろ。) 

小 しん 如何 も 旦那し ばらく。 


岡 田 (坐って) ああ、 しばらく 。如何 だい、 近頃 身體の 

工合 は。 席の 方 は 出て ゐる のかね。 

小 しん 席の 方 も 近頃 骨が折れて 仕樣が ありま せんから、 

今月の 上席から 休ませて K ひました。 

岡 m さう か。 そり や あその 方が い- -だ らう。 あんまり 無 

理を するとい けね えから な。 

小 しん ええ。 (俯つ むく) 

岡 田 (や、 長い間ん、？ d いた 後で〕 あのな * 今夜 はな， 實 

は焉馬 を 速れ て來 たんだよ。 何時ぞや 喧寧 をして 以來ま 

るつ きり 往来 もしね つて 話 を 聞いて ゐ たから、 餘計 なお 

節介 かも 知れない が、 また 元の やうな 仲に なつ て賀 はう 

と 思つ て、 それで 今夜 焉馬を 速れ て 來た譯 なんだ が、 如 

何 だい、 ひとつ おれの 顔を立て、、 さつば りと 仲直り を 

して 吳れ まい か。 

小 しん (俯つ 向いた ま.^ 無言) 

岡 田 如何 だね。 お前と 焉 馬と は 昨今の 交際と 云 ふ譯. て は 

なく、 子供の 時分からの 友達で、 世間ても 焉 馬と 云へば 

直ぐお 前の こと を 思 ふし、 またお 前の 名 を 云 へば 直ぐ 焉 

馬の こと を 思 ふ と 云った や うな 工合で 、 云 はば 切 つても 

切れね え 腐れ 緣、 と 云つ ちゃ あ 少し 變 だが、 まあ、 さう 

云った やうな 仲ぢゃ あない か。 地體喧 曄 の 原因つ て 云 ふ 

のが あんな くだらね えこと だし —— 
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小 しん (叛. ^上げて その 言葉 vJ< 遮ろ やう 旦那。 依估 

地な こと を 云 ふやうて すが， あっし あくだら ねえ ことて 

喧嘩 をした 覺 えはありません がね。 

raw そり や あお 前に はお 前 だけの 理窟 は ある だら うが、 

まあ、 そこん ところ はおれに 免じて * 如何 だい、 ひとつ 

仲 g り をして やって 吳れ ないか。 兎に^ 焉馬も かう やつ 

て 來てゐ るこつた し、 お前 さへ うんと 承知 をして 吳れり 

やそれ て濟 むこ どなんだ か ら 11 (焉 に 向 つ ズ) おい 

お： ii も 何とか 云ったら い \ ちゃない か。 

焉 へえ 0  ( 小 しん-,, 1 向って) 仙ち やん。 (小 しんの 名〕 

全く 濟ま なかった よ。 勘忍して 吳ん ねえ。 いろいろ 世話 

になった 一 一代 目の こと を あんなに 云ふ氣 はな かったん だ 

が、 そこが、 それ、 つい もの、 機 < ^て あんな ことにな つ 

ちまつ たんだ からな。 

小 しん (點 頭いて) さう 云って 吳れり や 俺 だって 話が し 

いいやな。 何も 好んで 往来 をし ずに ゐ るって 譯ぢゃ あね 

えんだから、 また 以前の やうな 交際に なら うぢ やねえ か。 

^田 さう か。 それ ぢゃぁ 承知して £^ れ たんだな 。ありが て 

え。 これで おれ も 口の 利き 甲斐が あつたと 云 ふもん だ。 

さう 極まり や あ ひとつ 仲直りに 一杯 やら うぢ やねえ か 0 

(立って 茶の間の 方へ 往っズ ) おい、 おた つさん。 濟ま 

ない が これで 酒と、 それから IS? を 何 か 見つ くろって 吳れ 


一 

ないか。 

小 しん (金 渡さう とすろ MSLL 向つ VO 且那。 そんな 

御 心配 はよう ござんす よ。 (おた つに) おい、 おた つ。 

よつ とこ こ へ來 な。 

(おた つ 小 しんの 傍に 來ろ。 小 しん はおた つの 耳に さ 

さやく。 おた つ はまた 茶の 11 の 方へ liw つて 直ぐに 洒の 

支度， ^始めろ。) 

^田 (また 元のと こ X:LL 坐って〕 ああ。 ありが てえ、 あ 

りが てえ。 おれ はもう この間から お前 達 二人の ことが 氣 

になって 仕方がな かったん だ。 しかし こいつ ぁ强 情つ 張 

り の 小し ん の こと だから 中 々 承知し めえ と 思つ て內々 苦 

に んてゐ たんだが、 かう 早く 話しが 附 いたの は w より 

だった。 

焉馬 (頭 V ^扱いて) 如！： も いろいろ 御 心配 を 懸けて 相濟 

みません 0 

岡 田 な あに 濟む も濟 まない も ある もの かな。 (不 圆枕屛 

風に 目，^ 付け ズ) おや、 こいつ は 見馴れね え 鮮 風た な C 

ふふん， 其 角 堂の 句 か。 何 だ —— 「居殘 りの よく 寢るこ 

とよ 春の 雨」 か。 (笑って) はは はは、 こいつ は 佐 平 次 

だな。 成程、 小 しんの 家に ありさうな IS 風 だ。 

小 しん 旦那 その 屏風 は因綠 付きの 屛 風なん てす ぜ。 

岡 田 へえ。 さう かい 0 一  體 それ は 如何 云 ふ因綠 なんだ ね。 
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小 しん 柳 家 小し/ IW 風の^ 來と 云った ところて、 たいし 

たこと ぢ ゃナ I ね えんて すよ。 亡くな つ た 句樂が 死ぬ 少し 

前に、 .In: 分の St 意で 演っ て ゐた話 11 「ちきり 伊勢屋」 だ 

とか、 また 今の 「GS 殘佐平 fK」 なんて やつの 句 を 其 角 堂 

の宗 ikl に 頼んで 書いて 莨つ て * それ を あの 表具屋の 忠助 

爺 さ ん —— 3; 那.， 、御 承知 の あの 峻の 吉兵衞 さん の 友達 だ 

とか 云 ふ、 あの 爺さんの ところへ 屏風に する やうに 鎮ん 

であつ たんて さあ。 しかし まだ 薛 風が 出^上がら ねえう 

に 句樂の やつ 死ん ぢ まった もん てす か ら 、 それで 到頭 

廻り 廻つ てあつし のと ころへ 來る やうに なつたん です。 

Mm さう か 。そいつ ぁ而， ：ii れ. ズ：： S 風 だな。 

焉ぉ おいら あまた SI 綠附き だと 云 ふから、 屏風の 陰から 

妖怪で J5 出 るん. ぢ や あねえ かと 思つ て氣 が氣ぢ や あな か 

つ たぜ。 

小 しん な あに 出り ゃ句樂 の幽靈 位の もんだ あな。 

焉ぉ あいつの こったから 出る とい さなり 酒が 呑みて えつ 

て 云 ふだら ぅぜ 0 

(三人 一 所-」 聲 vii てて 笑 ふ。) 

(おた つ 茶の間の 方から 盃 洗ゃ终 など 1 ^載せた チヤ プ 

^^^^述んで來ろ。) 

おた つ ロー 那， レ焉 馬さん も 何も ござ いません けれど 一 I 

ME いや も、 つ 酒 さへ あり や あ 結構なん だよ。 


焉馬 (おた つ Li 向って〕 おた つさん。 お聞きの 通の 次第 

で、 これから またち よくちよ く 伺 ひます から どうぞよ ろ 

しく  0 

おた つ 何-てす ねえ、 焉 馬さん。 いやに 改まって II 

さあ • さあ、 まあ、 そんな 挨！^ は拔 きにして 一 杯 や 

らうお やない か。 (银 口， ^取り上げろ) 

焉馬 仙 もやん は コップ だな 。(コップ か 小 しんの 手に 持 

た^て やる) 

小 しん おい、 おた つ。 且那 にお 酌 をし ねえ か。 

(おた つ は 岡 田と 焉馬 LL お 酌 した 後で、 小 しんの T- 

タブに 六 分， 目程洒 fj- 注ぐ。) 

小 しん (づ クブ. ^握った ままお たつ LL) おい * こり や あ 

ぉ燜が 少し 温る 過ぎる ぜ。 

おた つ ああ、 さう。 お湯が よく 沸いて ゐ なかった もの だ 

から —— (立 つ て 茶の間の 方 へ ゆく) 

(みんな 盛ん Li 飮み 始めろ。 おた つ は 時刻 1^ 見 計って 

茶の間の 方から 德利 1^ 運んで ゐ ろんだ が 如何 も それが 

間に合 はない 時の 方が 多い。 その 時には 小 しん はきつ 

と 極った やう LL 「おた つ、 早く 洒，^ 持って 來 や。」 と 云 ふ 

おきよ は 茶の間の 方へ 來て 人形 なぞ fj- 持ち出して 遊ん 

でゐ たが、 何時の il に かそ こへ 眠って しま ふ。) 

岡 田 OK ぐ醉 つて) あ、、 ありが てえ * ありが てえ。 こ 
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れ でもう すっかり 安心した。 いい かい、 いい かい。 今夜 

はおれ は 醉っ拂 ふ， ぜ。 

焉馬 酒 を 飲んで 醉 はねえ なんて 篦棒な 話はありません や 

ね。 曰 一 那が醉 ふんなら あっし も醉は あ。 な あ 仙ち やん、 

い いだら う 0 

小 しん (點 頭いて〕 ああ、 いいと も。 

岡 田 (急に 眞 面目に なって〕 いけね え， いけね え 0 おれ 

は 醉っ拂 つ て もい いけれ ど. お前 は醉 つち やい けね えよ。 

焉馬 だって、 旦那。 そり や 無理 ぢ やありません か。 酒 を 

飲んで 醉っ ちゃい けね えなん て、 あっしに はそんな 器用 

な 眞似は 出来ません や。 

岡 m お前 は 如何 酒つ 癖が 惡 いからな。 しかし、 まあ、 

いいや。 醉っ てまた 喧 if なん ぞ される と 困る けれど、 ま 

さか 今夜って 今夜 はそんな こと はねえ だ.，： う。 

焉馬 (恨めし さう に) 笑談 云つ てら あ。 旦那 は あたしが 

喧曄を 稼業に して ゐる やうに 思つ て るんだ から ひどい 

や 0 

岡 E  (笑って〕 まあ、 いいや。 さあ、 お 酌 だ。 お 酌 だ。 

(焉 おの 杯に 注いで やろ〕 

小 しん な あにね、 且那。 焉馬は 近頃 喧嘩 をす る やうな 荒 

事 師ぢゃ あねえん ださう-てす ぜ。 

S へえ、 それ ぢゃぁ 近頃 どんな 役 どころ を往 つて ゐる 


ん だい。 

小 しん 近頃 は 如何してもう すっかり 二枚目 ださ ラ です 

よ 0 

焉 HJ^  (話が よく 分らない やうな 額 仲で) 何でえ * 仙ち や 

ん 0 

小 しん 白ば くれち やい けね ぇぜ。 且那 ももう 多分 誰か か 

ら閗 いて、 御 承知の こと だら うと 思 ひます がね。 

S いいえ 。知らないよ。 何 だい。 

小 しん な あにた かが 色戀の 話なん です が、 相手が 焉 馬に 

や あちつ と 職 過ぎ るんで さあ。 

焉馬 (やっと 氣が 付いて) いけれ えよ、 仙ち やん。 そん 

な こと を 云つ ちゃ あ 11 (岡 田に〕 旦那、 嘘です よ。 誰 

が あんな 延多津 見て えな 女に：^ れる もんて すかね。 

岡 ra さう か。 その 相手って 云 ふの は 延多徵 か。 

小 しん (笑って) 何でえ、 目 分の 口から 云つ ちま ひやが 

つた ぢ やねえ か 0 

焉馬 おっと、 こいつ は大 しくじり 。しかし、 且那 0 延多 

维 なら ちょっと 可愛く つてよう ござんせ う。 

小 しん おや、 おや、 も、 つ 惚氣だ 0 

岡 E 何しろ 焉 馬に 會 つち や あ 敵 はねえ よ。 あれで 下 鹿の 

女に 手 を 出さね えと い い 落語家 なんだ がな。 

小 しん 玉の 杯 底 あるが 如. V、ER なんだから 全く 厭に なつち 
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まひ まさ あ。 

焉 へつ、 嫉め、 嫉め、 と 今夜 は ひとつ 月並て 往く かな。 

小 しん 何 を 云って やが るん てえ。 發 句の ホの字 も 分らね 

え 癖に、 月並が 閗 いて 呆れら あ。 

岡 B や あ、 面白れ え。 面白れ. ズ。 如何て え。 床の間の 狸 

にも 一杯！^ を獻 じょ うぢ やわ、 ズか (杯，.^ 狐の 置物の 前 

Li 置いて から) おい、 焉馬。 ちょっと ここへ 來て與 の 

顏を 見な。 何 處か延 多 律に 似て ゐる ところが ある ぜ。 

焉馬 (悄氣 VO 何 ぼ 何 だって 延多 の 顔が 狸に 似て ゐる 

は ひどうが すね 0 

小 しん (傍から 口..^ 出す) 今に 腹まで 似て 來 るんだら う。 

焉^ おや、 おや、 さんざん だな。 まあ、 仕方が ねえ。 色 

男 は 酷い 目に 會ふ ものと、 芝居で も 昔から ちゃんと 相場 

が 極まって ゐら あ。 

小 L ん いい 氣な もんだ な。 

岡 W 如何 だい、 色男。 いい 氣持 になって ゐる ところて、 

何 かひと つ ra; つ て 聞かせな いか。 

焉馬 おや、 おや、 この 上 まだ 唄まで うた はせ るんで すか 

い。 ようがす。 それ ぢ やひと つやり ませう だが、 仙ち や 

ん、 家に 三昧 線 はあった かね。 

小 しん おっと 三味線 はもよ つと 藏入 だが —— (茶の間の 

方に 向って) な あ、 おた つ、 何處か 三味線 を 借りる と 


ころ はねえ かな。 

おた つ さう さね U  (ちょっと 考 へて) さい 坊 のなら ここ 

にあ るんだ けれど、 あんな 玩具 見た いな 三昧 線 ぢゃぁ 問 

に 合 はないだら うねえ。 

小 しん， ああ、 あれ ぢゃ 仕樣が ねえ。 

焉馬 な あに 胴に 猫の 皮が 張って あって、 糸が 三本 ある も 

ん なら 何ても い k やね。 おた つさん、 ちょっと その 三味 

線 を 見せて 下さいな。 

(おた つに 壁に 懸けて あった 三味線 袋から 出して、 

座敷の 方へ 持つ ズ來 ろ。) 

おた つ 焉 馬さん、 これなん てす よ。 (三味線， ^渡す) 

焉馬 (受け取って〕 成程、 こい つ は 可愛らし いや。 (M 

ぐに 調子， ^合せて s-vo 結構。 これて 間に合 ひます よ。 

(おた つ はまた 茶の間の 方へ ゆく。 焉 H:^ は K ぐに ひ 

始めろ。) 

焉馬 (彈 きながら 唄 ふ) 

「誰が 罪の * あと ぞ 障子に 指 あなの、 すき もる 三味の 

髙 切れ を、 まつ 辻占 を、 聞けば よいよ い {侍 の 首尾。」 

(みんな つと 身動き もしず LL その 吸 fj-ira いて ゐる。 

誰も 杯に 手 か 出 マ もの もない。 §^が終ってから©2くの 

間 は みんな 酔った やう Li なつ ^默 つて ゐ ろ。〕 

焉馬 (調子 づ いて〕 面白れ え、 面白れ え。 揚吞か 何 かて 
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一 杯ぐ つと やつ 附 けたくな つたな。 

Mm よし 來た。 さあ I - (手近に あった 湯 吞，^  sr=t の 前 

に K ぃズ洒 注ぐ) 

焉馬 (ぐっと 洒.^ 吞ん で) 全く、 旦那、 あっし や あ 今夜 

は 嬉しく つて 嬉しく つて； s がね え。 仲の よかった 友達 

と 仲直りが 出来たん だ。 こいつ は 誰 だ つ て 嬉しから うぢ 

やありません か 0 ねえ、 さう でせ う 0 

岡 W さう だと も —— おれ だって どんなに 嬉しい か 知れ や 

しねえ 0 

00 な あ、 仙 す>  やん。 お前た つて 嬉しい と 思って 奥れ る 

だ.. T う。 (小 しんの 方 见 ろ) 

小 しん (俯つ 向いた ま、 無言〕 

焉馬 おい。 如何し たんだよ。 すっかり 默り 込ん ぢ まった 

ぢゃ あねえ か。 

小 しん (やや 長い 問，^ S いてから 額 vJ- 上げ \^) な あにね、 

近頃 は 如何した もんだ か 物事に 感じつ ぼくな つてい けね 

えんだ。 今ぉ前の5^5,」聞ぃてゐると、 何だか 急に 悲しく 

なって 來て淚 が 零れさう になる ぢゃ あわえ か。 こいつ あ 

いけれ え。 こんな こって 泣いたり しちや あい、 恥 曝ら し 

だと 思った から、 ぢっ と 今まで 淚を食 ひ 留め て ゐた の よ。 

焉お さう か。 おり やまた 如何 かした のかと 思った。 それ 

ぢゃ あもう g; の 方 は 止めに して 杯 を 少し 廻 さ うぢ やねえ 


か 0 

小 しん なに さ、 を 止めな くった つてい いぢ やねえ か。 

岡 E さう だと も、 さう だと も。 何も を 止す にゃあ 及ば 

ねえ。 折角 ひとつやった もんだ。 もう ひとつ 何 か^かせ 

ねえ か。 全く 焉 馬の 驊 を 聞い ちゃ あ 大抵の 女 は 偬れ つち 

まふ だら うよ 0 

焉ぉ 煽てち や あいけ ねえ。 いつもなら こんな 甘口の 烟て 

に乘 ろん ぢゃ あねえん だが、 今夜 は 馬鹿に い 、氣持 だか 

ら、 煽てに 乘 つたつ もりで もう ひとつや るかな。 

小 しん 豪 氣に勿 體を附 け やが るな。 

岡 W 相手が たと これ だから 紙に なつち まふね。 

(焉 Hi? は關 はす-」 三昧 線.,^ 彈き 出す。 やがて また a 分 

で 自分の 弊に 醉っ 乂ゐろ やうな^ 付で ひ 始めろ。〕 

「思 ふ 方より 文附 けられて、 讚む にや 讀 まれず、 人頓 

まれず、 裏の 狹戶の 口を出て 見て ひつ 開げ て、 かひ こ 

ろび、 もの も 書かねば 是非 もな や。」 

(みんな また 前の や-つ：. L V つと 身 動.. -T, );5 しすに その 

•y ^問いて ゐ ろ。 3^が終っ てからも今までのしんとした 

四 邀の靜 けさが^く の^ つづく。) 

岡 E いや、 如何 も、 ご 苦勞. ご 苦勞。 さあ、 一杯お 酌 を 

しょう。 (德 利， ^取り上げろ〕 
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焉：^  (杯に 洒 .5- 受けて) へえ、 如何 も 揮り 樣。 いや、 如 

何，， 、久しく s; はれえ もんだ から、 息が 績か ねえて 苦しう 

ござんす よ 0 

小 しん (冷 かす やうに〕 などと 焉馬云 ひかね。 柳 搏の中 

にても あ" さうな 文句 を 云 ふぢ やねえ か。 

焉馬 (笑って) 兎角 突つ 轉ば しって やつ は氣障 がられる 

もん さ 0 

小 しん 自分で さ、 つ 思つ て ゐりゃ あ 間違 ひ はねえ や。 (笑 

ふ〕 

(岡 ra~.> それ LL 釣り込まれた やう に 笑った が、 急 LL 氣 

が 付い. i,: やう LL ふらふらと 立ち上ろ。) 

Mm おい、 tv れぢゃ あ， 小 しんさん 。おれ はもう 歸 ろよ。 

小 しん まあ、 旦那 0 い、 ぢ やありません か。 

岡 田 いや、 なにね、 今度 おれ は ひとつ 酒屋 を やって 見よ 

、つか.. - 思って ゐ ろんだ。 

小 しん (笑って) 且那が 酒屋 を やつたん ぢゃ賣 るよりも 

御. H 分で 飲む 方が 多 さ -っ です ね。 

岡 田 な あに 稼業と なり やそん な こた ああり やしないよ 0 

何しろ おれ 何にもし ずに かう やって ゐ ちゃ 仕方が ねえ 

からね、 ひとつ 何 かやら うと 思って 考 へたの が この 酒屋 

なんだ。 何しろ おれが 道樂 をし 始めてから 轟 R にした、 

お前 達の 仲間 だと か、 役者 だと か、 間 だと か、 そんな 


連中に 廣 めて 貰 や あかな" 稼茱は ある だら うと 思 ふんだ 

が 如何 だら う。 

小 しん まあ、 やって 御 なすったら ようがせ う。 

岡 田 やって 見. る さ。 やって 見る とも。 きっともう 一度 昔 

の 岡 田に なって 見せる よ。 それでね、 そのこと に 就いて 

ね、 今夜 京 橋 G 弟が 呼んで あるんだ。 (急 にあわた だし 

く) それ ぢゃ あまたく るよ 0 

(岡 田ば みんなが 校投， ^す ろ 間 もない、 つちに 玄 il の 方 

へ ゆく。) 

焉馬 旦那。 それ ぢゃ ああつ しも 御 一所に 往き ませう 0( 立 

ち 上がらう とす る) 

小 しん (焉 馬に) まあお 前 はも 、「少しい 、ちゃ あねえ か。 

焉馬 さう か (a ぐ 坐って 岡 田に) それ ぢゃ あ、 且 那。 

ご免 下さ いまし。 

小 しん (殆ん ど 同時に) 旦那。 ご免下さい。 

(おた つ. ：！ 急いで 茶の間から 出 ズ來ズ 帽子 VJ^ 取って 岡 

E に 渡す。〕 

岡 田 (引つ 繰く る やう- レ帻 子,^ 取って〕 さよなら 0 

(岡 格子戸 開けて 早足に 出て ゆく  0〕 

おた つ 如何し たんだら う。 且那は 何 か 怒った のかい。 

小 しん な あに 近頃 は 何時ても あんな 調子なん だ。 金 持が 

© 乏 すると みんな あんなに なつち まふんだ よ。 
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馬焉 と ん し 小 


焉 小 焉 小 


おた つ さう かね。  . 

小 しん こち とら は 金 持でなかった のが 幸福な のさ。 お前 

達 も その上 盲目に なつ てゐ ると^ 幸福なん だが、 肓 目に 

なった だけ おれの 方が 少し 餘 計に 幸福 かな。 

焉 M 何 だい。 また 變な こと を 云 ひ 出した ぜ。 

小 しん (眞面 H に) 笑談 云つ てら あ 。これ を ir たって 云 

ふお 前の 方が 餘っ 程變 だぜ。 まあ、 いいや。 そんな こた 

あ 如何ても い いとして、 お前と は 久しぶり のこと だから、 

今夜 は ひとつ うんと やら うぢ やねえ か。 

焉馬 よし 來 た。 ひとつ 久し ぷ りて 「ずつ こけ」 るかな。 

おた つ 焉 馬さん の 「ずつ こけ」 は あんまり 久しぶりても 

な い んて せう。 あ ん たは 近頃ち つ とも 家 へ 歸らな い んだ 

つ てえ ぢゃ ありま せんか。 

S い \ え、 そんな こた あありません よ 。憚りながら 近 

頃 唯の 一 晚だ つて 家 を 明けた ことなん かねえん ですから 

小 しん おい、 駄目 だよ。^ を 吐いた つて 11 おた つの や 

つ さっさお 湯て お前ん とこのお かねさん に 逢って 來てゐ 

るんだ 0 

焉馬 ああ、 さう か 0 そいつ あいけ わ， ズ。 (頭，^ 极 く〕 

おた つ おかねさん もほんと に可哀 さう だ わ 。偶に は 家に 

歸 つてお 上げな さいよ。  , 


焉馬 へえへ え、 以後 はせ い ぜ ぃ氣を 付けます。 (笑 談_ 

の やうに！^ 1^ 下げてから〕 ところて ひとつ、 お たっさ 一 

ん。 熱い やつ を 一本 持って 來て 下さいな ，o  ： 

おた つ おや、 もうない の。 

(おた つ は 茶の の 方へ 往 つて 燜 のつ いた 徳利，^ 持つ 一 

て來 て、 また _ ^ぐ 茶の 間 の 方へ 立って ゆく。) 

(改 つた 様子で) 如何で え， その後に。 一 

相變ら ずよ。  ； 

いざこざ  i 

お 前 は 一 體 今度 の 紛紜ぢ やどつ もに 附く。 一 

さう さな。 まあ、 どっちって 腹 は 極めち ゃゐ ねえん 一 

だけれ ど、 兎に角 おれ は 金の 餘計 取れる 方に 往か うと a| 一 

ふね。  一 

小 しん (不愉快 さう に) ふつ、 また 金 か。 お前 はそんな 一 

に 金が ありが てえ のか。 

MM  (急 Li 氣が 弱くな つて) な あに そんなに ありが てえ 一 

つ て 譯ぢゃ あねえ けれど、 兎に角 贫乏に はもう 倦き 倦き j 

1- ちまった よ 0  一 

小 しん 貧乏 はお 互ひ樣 だ。 おれ は 生きて ゐ るのに は 倦き 一 

倦き したが、 しかし まだ 貧乏に は 返 屈しね えよ。 i 

焉^ そり や あお 前、 負け惜しみ ぢゃ あねえ か。  . 

小 しん 何 だ。 また 負け惜しみ か。 (舌 打,^ して) 人が 何 一 

か 云 ふと 直きに 負け惜しみ だって 云 やがら あ。 乏す る 一 


馬焉 とんし 小 
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の は？ S 樂ぢ や あね えぞ。 负け 惜しみで SIN が 5£來 るけ え。 

(11 子 1^ 變 へて〕 おい、 お前 は 先 さ 根 岸の 二 代 目に いろ 

いろ；^ 話に なった つ て 云つ て、 いつぞや 惡ロを 云った の 

を iSS びて ゐ たが、 あれ は 本氣で 云って ゐた のか。 

焉馬 木氣て 云って ゐ たんだと も、 何て おれが 嘘 を 云 ふ も 

んか。 

小 しん おい、 ちょっと 斷 つて 置く がな。 おれ は 目が 見え 

なくなつ てから、 これまで えなかった ものが 見える や 

うにな つたんだ ぜ。 譬 へば 人間の 「こころ」 つ て やつよ。 

こいつ は rH の 明いて ゐ るお 前 達に は 見えね えだら う が 、 

おれに はちゃん と はつ 、り 見え るんだ ぜ。 誰が *と んなこ 

と を 思つ てゐ るか 位 分らな くって 如何す る もの か。 

S  (ざよ つと して〕 ほんと か。 

小 しん (ちょっと-ぽ膽^^-拔くゃぅに〕 ほんと だったら 如 

何す るって 云 ふんだ。 

焉 ti^  (まじま じ 小 しんの 額,. s-n^ ながら 跌 つて ゐる〕 

小 しん ざま あ 見や がれ。 噓吐 さめ。 おれ はお 前が 今度の 

い. 3 ござ 

紛紜 に薩て 根 岸の 師匠に 弓 を 引いて ゐ ると 云 ふこと をち 

やん とこの 間から 知って ゐ たんだ。 それに 今度お 前が お 

れの ところに 仲直りに 來 たの も、 おれ をお 前の 方の 側に 

引っ張り 込まう と 云 ふ 魂膽だ つて 云 ふこと もちやん とお 

れには 分って ゐ るんだ。 


00 笑談 云つ ちゃい けね え。 おれ は 何も そんな 魂膽 だの 

何 だのが あって わ ざ わ. ざ 仲直り に來 たん ぢゃ あねえ よ。 

小 しん (嘲ろ やうに) へつ、 いやに 白 を 切り やが るな。 

焉馬 笑談 云つ ちゃい けね え。 まるで 身に 覺ぇ のね えこと 

だ。 しかし、 な あ、 仙 公。 お前 何時 まても こんな 强情を 

張って ゐ ずに、 ひとつ 金 を 取る 氣 はねえ か。 

小 しん 厭 だ。 おれ は 金は大 嫌れ えだ。 

焉馬 まあ、 ^vん な 頑固な こと を 云 はずに よ、 惡 いこと は 

云 はねえ から おれの 云 ふこと も肯 いたらい \ぢ や あねえ 

か 0 

0^ 厭 だ。 厥 だって 云ったら 殺されても 紙なん だ。 

焉ぉ (獨リ 言の やうに〕 へつ、 盲目の 癖に 强 情つ 張りな 

野郎 だな あ。 

小 しん {Jra-.v  、处 n めて〕 何 だと 11 もう 一度 云って 兑 ろ。 

焉馬 (.a 棄腹 になって) え- -、 ま >- にしゃ がれ。 

(焉 はいきな リ 前にあった チヤ プ蔓か 引 つ 繰り返 

す。 蹇の 上の 盃洗ゃ コ -ソブ や^  口な どが そこいら LL 一 

面に 散亂 すろ。 小 しん は •  ちっと 跌っズ 坐って ゐろ。 焉 

-馬は 立ち上がった なリ すっと 玄關の 方へ ゆく。 おた つ 

は座敷の方 へ來ズ：の有樣1^^«^てちょっと立ち竦んだ 

形。 おきよ も 目,^ ゆ まして 座敷の 方，^ のぞく。〕 

焉馬 (拾 蔡詞の やうに〕 畜生" 兑 通しの 法 印が 閗ぃ て呆 
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馬焉 とん L 小 


小 お 小 お 


頗か傳 つて 流れ 始めろ 0) 

.  幕  


れら あ。 誰が もうこんな 家へ やって 來る もんか。 一 

(焉 馬に 荒々 しく 下手の 格子戸ん 開けて 出て ゆく。) 一 

(やや 長い ^ の 沈默。 おた つ は默っ \ ^そ、、. りに 散らか.： 

つた，. - の.^ 片附 けろ。 みんな それぞれ-;; 3 つ た 悲し い 心 一 

持。〕  一 

(小 しんに 寂し さう LL 俯つ 向いた ま 、何時までも 額 14- 一 

上げない。〕 

(おさよ が^ 败の 方へ 入って 來 ろ。〕  _ 

小 しん (不 Hi せか 付いた やうに 餌 1^ 上げて) おい おた 一 

つ。  一 

たつ (短く〕 ええ。  一 

しん (低い 沈んだ 猓で〕 焉馬 はも、 っ歸 つたの か。 ； 

たつ (やつば リ 低い 沈んだ 弊で〕 ええ。  一 

しん (歎息の やう lO さう か。 (やや 長い いて 一 

から 寂し さう に〕 な あ、 おた つ。 おれと 焉 馬と は 如何し 

て あんなに 喧 if. ば かりし なくつ もやなら ねえんだら う。 

おた つ 0H に 1^ んニ 杯， f§ めて っズゐ ろ〕  一 

(おきよ が 膝に 寄リ かかった ので、 小 しんに 始めて そ 一 

こに おきよ. かゐ ろの LLiT か 付く。)  一 

小 しん おお、 きい 坊 e そこに ゐ たの か。 

(. ちっとお さよの 懋, ^抱きしめ 乂& ろうち に、 小 しん j 

の ひ- と閉. ちた^の 間から 1^ がと めどな く 溢れ出して 
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小 しんと 焉馬 後日 譚 (1 5 


人 物 

小 しん 宵の 落語家 

焉 馬 その 友達の 落語家 - 

おた つ 小 しんの 女 133 

おきよ 小 しんの K ひ 娘 

岡 田 小 しんや 焉 馬の 以前の！^ 貭 

0 枝 資れ ない 老人の 落語家 

その他、 ^SHK、 若い者 等。 

時 代 

今から 七 八 年 前 

場 所 

淺 草の 或ろ 裏町 

落語家の 小 しんの 家。 下手ば 格子 戶 の あろ 玄關 で- 格 

子 1:1- の 外 は 直ぐ 襄 町の 人？ i リの少 ぃ往來 LL なって ゐ 

so 玄 蘭の 中 は タ タキに なって ゐて、 下駄箱 や 傘 置が 

あろが、 吊ろ して あろ 鐵燈饈 に は 灯が 入つ ズゐ ない の 

で 暗く つて 何も えない。 格子 II の 外 Li は 雨戸が 閉め 


切って めろ。 

玄關， ^上がろ と 二 の 部 その 部屋と 換 .5- 隔て、 六 „^ 

の 座敷。 正而に 床の間と 祌棚。 床の間にば 蜀 山人の 狂 

欲， 書いた 懸 物が 懸かって ゐろ。 その. S に はかなり 火 

きな 租の 置物が 紅い 布簡 に 載せて 置かれて あろ。 祌棚 

の 方に： y の 描いて ない 赤い 張子の 逢 磨。 座敷の 隅 LL は 

其お 堂槻 一 の に 腺の 句ば かりの 式 紙.^ 貼リ 交ぜ に した 

枕胖 風。 その上に は 袖 sSi みにし^ 1^ 錢の 半纏が 懸かつ 

てゐろ 0 

その 座敷 隔てて、 上手 Li もう  一？ EraA^i 半の 茶の間、 

箪笥、 長火鉢、 茶棚、 チヤ， M 祭な ど。 上手の 壁 LL 子供 

持の 小形の 三味線 U 正面 は 障子。 その 向う が 蓬 所。 

十二お 二十 ロ顷 の 夜の 十二^ 過 Av ；。 

六 ll!! の 座敷に は、 小 しんとお たっとが おき.. 中に 

抉んで 寢てゐ ろの だが、 I ぬ燈が 消して あろので sei つ 

哜で 何も E ^えない。 締め 忘れた 引窓から 射し 込む H: 

の 光が， 茶の間の 障子 ,4- き 白く 照 らして ゐろだ けで 

あろ。 *| が 明く と间 時に 消え 半鐘の 昔が 遠くの 方で 

聞こえる。 や. * 長い rao 

外の： 來 1^ がやがや 云 ひながら 通る 人^。 それが 鵜 

こえな くな つた 時分に、 le.- に 割れろ ばか リ 烈しく、 

格子  ー：^ の 外の 雨戸，^ 叩く ものが ある。) 
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外の 瑶 (烈しく〕 やい、 開けろ、 開けろ。 開けね え かい 0 

^けね えと 叩 つ 壞 すぞ。 何 を愚阚 々々して ゐゃ がるん-て 

え。 さあ、 開けろ つて 云ったら 早く 開けろ い。 早く 開け 

ねえと こんな 雨戶 は、 ほんと に 一思 ひに 叩き 壞 しち まふ 

ぞ 0 

(怒鳴りな. がら もやつ ばリ 雨戸, 激しく 叩き 緩け ろ。〕 

(i=ip^ の 中から 小 しんの li- とおた つの^-か こえて 來 

る。) 

小 しんの It おい、 おた つ 。焉 馬の やつ、 また 來ゃ がった ぜ。 

おた つの！^ 仕樣がない ねえ。 打つ 棻ら かして 置く と、 ほ 

ん と に 雨戶も 何も 叩 さ壞し ちま ふよ 0 

小 しんの It あいつの こと だから その 位の こと は 遣り かね 

ない な。 

おた つの 驛 何し に來 たんだら うねえ * 今時分。 また 喧嘩 

をし に來 たんだら うか。  , 

小 しんの 蹈 當" 前よ。 喧唪 をす ろより 外に 能の ねえ 男ぢ 

やない か。 さっき 何處 かに 火事が あった やう だからき つ 

とその 歸 りに 一杯 やり や あがって、 醉 つた 勢 ひ-て 例の 手 

鍵 を 持つ て乘り 込んで 來 たつ て譯 なんだ。 

(外で は暫 らく 叩く 手ん、 綾め ズゐ たが、 今度 は^に 思 

ひ 出した やうに、 大きな^で 怒鳴りながら、 前より. t 

激しく 雨戸,^ 叩く  0;} 


外の It やい、 何 をして ゐゃ がるんで え。 さあ、 開けろ、 

開けろ。 愚阔々 々して ゐ ずに 早く ここ を 開けね え か い。 

畜生。 如何しても 開けね ぇ氣 か。 如何て え、 やい。 開け 

る氣か 開けね ぇ氣 か返窜 をし ろい、 返^ をし ねえと 叩つ 

壞 すぞ。 

(返^,^ 待つ やうに 叩く 手，^ 止めろ J 

(l=ffll- の 中から また 小 しんの 一 t とおた つの？ t が 開 こえ 

て來る 0) 

おた つの ft  (心 ffi さう に) 如何したら いいだら う、 お前 

さん 0 

小 しんの 聲 畜生。 ほんと に 仕樣の ねえ 野郎 だ。 まあ、 も 

う 少し 默 つ て 機 子を兑 てゐて やらう。 ひょっとすると 叩 

き 痰び れて往 つち まふ かも 知れない から 11 

おた つの 萆 だつ て あの 勢 ひ ぢゃ往 つち まひ さう にも 兑ぇ 

な いぢ や あない か。 

小 しんの 驛 (きつば リと) 往っ ちま はな きゃあ 開けて や 

る だけの こと だ。 な あにた かが 相手 は 焉馬ぢ や あねえ か。 

いくら おれが 目が 見えね えし、 足が 立た わ. えって， 云つ 

たって、 あいつに 負けて 堪る もんか。 

(外で は 返事，^ 待ち かれて また 雨戶， .J- 激しく 叩きに じ 

めろ 0) 

外の It 何でえ、 こいつら は 11 何故 返事 をし やがらね え 
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ん だい。 よも やまだ 寢てゐ るん ぢゃ あるめえ。 寢てゐ ね 

えんなら 返事 をし ろい、 返事 を —— やい、 ー體 この 戶を 

開ける のか 開けね えの かい。 (や、 長い 昍) 一 畜生 11 

返事 をし やがらね えな。 よお し、 さう 云ふ氣 なら 關 はね 

え。 いよいよ 叩き壊す ばかり だ。 

(雨 戶 へ 手 鍵 vS- 打ち込みば じめ ろ。) 

小 しんの 聲 (烈しく 寢 床の 中から) やい、 やい。 靜 かに 

しろい。 

外の 聲 靜 かになん ぞ出來 るかい。 さあ、 開ける のか 開け 

ねえの か 返事 をし ろい。 

小 しんの^ 開ける から 待てって 云 ふんだ。 分らね え か。 

(ばった リ， t の 昔が 止んで に 靜 かにな ろ。〕 

小 しんの 聲 おい、 おた つ。 鼋 燈を點 けて吳 れ。 

おた つの It お前さん、 ほんと に 大丈夫 かい。 

(おた つ はさう 云 ひな-から 電 點 けろ。 .i; 敷が 明ろ 

くな つたので、 始めて 小 しんやお たつ やお さよの 姿が 

そこに 照らし 出される。 小 しん は 三十 六 七歲の 色の 黑 

ぃ瘦 せた 男で， 』.nL;I の 上に 蹇 であろ。 おた つば 三十 八 

九拔の 色の 淺 Mi い、 ちょっと 美しい 女郎 上りの 女。 お 

きょは 六つ になろ 可愛らしい 女の子で あろ。) 

(1, に 燈が點 くと 同時-し、 おきよ が = か- 覺 まし ズ泣き 出 

す。) 


小 しん (やっと 宋 の 上に 起き上がつ VO ああ、 いけね え， 

いけね え。 さい 坊は あっちの 部屋に 連れて さねえ。 そこ 

からお 前の 布圑 もさい 坊の 布圈も あっちの 部屋に 持つ て 

往 くがいい や。 

おた つ (まだ 心配 さう に) お前さん、 ほんと に 大丈夫 か 

、 0 

小 しん 大丈夫 だって ことよ。 うるせ ぇぢ やねえ か。 早く 

きい 坊を 速れ てって 吳れ。 

おた つ (おき よに 向って) さあ、 さあ、 泣く んぢ やない 

よ。 泣く んぢ やない よ。 ねえ、 いい 子 だから 泣く の はお 

止し。 さお. あっちへ 往っ て 母 も やん と 一 緒に 寢ん ねし 

よう 

(おた つ はおき よ.^ 赚 しながら、 茶の 問の 方へ 述れて 

ゆく。 それから..： n 分と おさよ の 布 圏 yJsM 水の 間の 方へ 述 

んで ゆく。 そのうちお さよ は 泣き止む。) 

小 しん おい、 おた つ。 寒い から 半纏 を 取って 吳れ。 

(おた っ碎 風に 懸けた 半纏,^ 取って 小 しんに 着乜 ろ。) 

小 しん (確め ろ やう Li) お前 達の 布團は あっちの 部屋へ 

持って 住って しまったな。 

おた つ ああ、 持って 往 つたよ。 

小 しん (點 頭いて〕 よ をし —— それ ぢゃ あそこへ 座 布 画 

を 敷い といて 吳れ。 


S2S 


譚曰 後馬焉 とんし 小 


(おた つ は 云 はれた 通りに. 11 布圑， ^敷く。 と 外で 待 

ちかれ てまた 雨戶. ^激しく 叩 さは じめ る。) 

外の 踩 (むし ス.！ a ^に) やい、 如何し たん-てえ。 開ける 

なら 早く 開けね え かい。 何 を 愚阖々 々して ゐゃ がるんで 

え。 江戸っ子 は 氣が短 いんだ。 開けるなら 開ける でさつ 

さと 開けて 吳れ。 開けな きゃあ 今度 こそ ほんと に 叩き 壞 

すぞ。 

小 しん (體に 似合 はない 大きな^で) 靜 かにし ろって 云 

つたら 靜 かにし ねえ かい。 野中の 一軒家 ぢゃ あねえん だ 

ぞ。 いけ 騷々 しく 怒鳴り 散ら しゃがって * 近所 隣り にも 

みつとも ねえ や。 Q おた つ Li 向って 徐 に) おい、 おた つ 0 

あすこ を 開けて やって 吳れ。 

おた つ (逡巡 ひながら) だけど —— お前さん。 

小 しん (低い が强 く) 大丈夫 だって ことよ。 いいから 開 

けて やん な。 

(おた つ は 怖々 玄關 のタ タキ LL 下りて 雨戸，. J- 開けろ。 

外に は 霜の ために，：：： く 凍てた、 月の 光が 凄い ほど 明る 

い 往來が 見える。 雨戶が 開く と 同時に 焉馬 がお たつ 1^ 

突さ飛h^すゃぅにして飛びs^3んで來ろ。 焉 馬に 三十 五 

六歲 位の 小柄な 男。 差つ 子 半繮に 頭巾 1^ 被ぶ つた 火事 

装束 vJ- して、 右の 手 L1 手 鍵 yJ- 握って ゐ ろ。 ひどく 醉っ 

てゐ ろら しい IgS 付。 足袋 跌足 のま まづ かづ か 家の 中 LL 


上つ ズ來 ろ。) 

焉 (座敷の 1EI ん 中に 突っ立った ま i) やい、 こん 畜生り 

この 問 はよ くも おれに 耻を 描かせ やが つたな。 今 曰 おれ 

はこの 間の 仕返しに やって 來 たの だ。 

小 しん ふうん、 仕返しに 來た 11 0 そいつ あ 面白れ え。 

そ れで お れを 如何し よって 云 ふんだ" 

焉馬 如何す る も かう する も ある もんか。 こん 畜生。 かう 

してや るんだ。 

(焉 はい さなり 手 鍵， 打ち込んで 來 たが、 醉 っズゐ 

ろので 手許が；^ つて、 ^娘け たばす みに、 神棚の 上の 

張り子の 達磨 Li 鍵 先，^ 打ち込む。 それから は 手 鍵の 先 

-IL 張り子の 建 膳ん 引つ 懸けた まま、 小 しんに 向って 打 

つて かかつ ズ來 ろ。 おた つがび つくりして 止-め LL 入つ 

て、 焉 馬の 腕に しがみ付く。) 

おた つ 危ない つたら 11 焉 馬さん、 何 をす るんだ い。 

焉馬 やい、 こん 畜生。 離さね え かい。 

おた つ 離す もんかい。 そんな もの 振り 廻して 危な いぢ や 

あない か。 

焉馬 (やつば リ手 鍵， 4- 振リ 廻しながら) さあ、 こん 畜生 0 

おれ はもう 如何しても 了簡が ならね えんだ。 

おた つ さあ。 お寄越しよ、 それ を。 焉 馬さん。 如何して 

も 寄越さない のかい。 


鄆日 後] ET) 焉 i/^^tL 小 
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焉馬 何 を 云 やが るん てえ。 女なん ぞの 出る 幕ぢゃ あね 

え。 引っ込ん てゐ ろい。 

おた つ (泣き It になって〕 危ない よ、 そんな もの 振り 迥 

して —— 

焉馬 え X、 離せったら I (振り 離さう とすろ 拍子に お 

たっの何虚か，^^打っ〕 

おた つ (喚く やうに) 畜生 11 。打ち や あがった な。 (い 

きな リ焉 馬の 手 LL 嚼み 付く) 

(焉馬 はおた つに 嚼 付かれた ので、 びっくり. （て 手 鍵 

i^THW す。 おた つが それ 1^ 取 リト； げて、 柄の 方で 向う 腔 

な拂 つたので * 焉馬は その ま、 のめろ やうに 俯向 さ に 

倒れろ。) 

(その 間 小 しん は 一 首 も 口, -5- 利かなければ 身動き もし 

ない。) 

(おた つ は その 騷>^ 、でお きょが 火の 附 くやう に 泣き 立 

てた ので、 その聲，^>聽き付けて茶の問の方へ ゆく。) 

焉馬 (やっと 起き 上つ ズ) 畜生 I ひて えこと をし やが 

る 0 やい， 小 しん。 覺 えて ゐ ろ。 

小 しん (始めて 口,；^ 利く) 覺 えて ゐ ると も：： しかし、 

焉馬。 お前の 仕返しって 云 ふの は それつ さ" か。 

焉馬 (忌々 しさう！！ 向う 經,^ 觸リ ながら) なに、 これつ 

きりて 濟 ます もの か。 おれ はお 前が もうこれ から 一 切 高 


座へ 上がれね え や、 「にして や るんだ。 

小 しん (傷まし く 笑つ ズ) おい、 焉馬。 氣を 付けて 口 を 

利きね え。 おれ はもう 疾 うから 御覽の 通り 腰が 拔 けて 高 

座へ だって 人手 を 借りな くち や あ 上れね え や- 「な體 にな 

つて ゐ るんだ ぜ 0 

焉馬 知って らい、 そんな こと 11 0 今度 は 人手 を 借りて 

も 高座へ 上がれね え やうに してや るんだ。 

小 しん (焉 馬に 關 はす に〕 それに おれ はまた 御覽の 通り 

の 盲目 だ。 お前の 聲 だって * 唯 眞っー 暗な 中から 聞こえて 

來る だけて、 お前が どんな 裝 をして ゐ るか、 お前が どん 

な顏を して ゐ るか、 おれに はまる つきり 見え やしね え 0 

情ね ぇ體 だ。 

焉馬 何が 情ね えもん かい。 そんな 體 をして ゐゃ がる 癖に， 

相 變らず 昔の 通り 剛情つ 張りで、 おれに 耻を搔 かせる や 

うな こと を しゃがる ぢ やねえ か。 

小 しん まあいい や、 おれ はお 前に 耻を搔 かせる つもりて 

云ったり したん ぢゃ あな かったん だが、 それ はま あ 今に 

分る こった。 今 ここ で 何 を 云 つたって お前の 耳に は 入ら 

ないだら うから 默 つて ゐる。 しかし だ、 焉馬。 (きつば 

リ 云って 額 fj- 上げろ) お前 はおれの 目が ほんと に 見えね 

えと 思つ てゐ ると 飛んだ 間遠え だぞ。 

焉馬 (ざよ つと したやう に) 何 だと I . 
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小 しん (きっと 焉 馬の 方へ 額 向け v^) 實 はおれの 目が 

見え なくなつ たてえ の は， あり や なんだ。 (目 1^ 指差 

し ズ) 成程 ここに ある この 目 は 潰れつ ちまった に 違えね 

えが、 しかし 目つ てえ 云 ふ もの はこん なと ころにば かり 

附 いて ゐ やしね えぞ。 おれの 目 はこ こに 附ぃ てゐ るん 

だ。 (胸，^ 叩く) 

3 何 を 云って ゐゃ がるんで え。 药翡 問答 見て えな こと 

を 云って やがら あ。 

小 しん (鹏 しっけろ やう に) 默 つて 聽 いてろ い。 (暫ら 

く 間，^ 置いて から) いい か、 焉馬。 こいつ はつ まり 心眼 

て やつ だ。 それ だからな まじつ かな 目 を 持って ゐ るより 

も- この 目 を 持って ゐる 方が • どの位 調法 だか 知れ やし 

ねえ。 第一 これまで 見えなかった、 いろいろの ものが 見 

えて 來 るんだ から 面白れ ぇぢ やねえ か。 

焉馬 (少し 醉が覺 め \ ^來 たやうな 樣 子で) ほんと か。 ほ 

ん とに そんなに いろいろの ものが 見えて 來 るの か。 

小 しん 見える とも 11 亡くなった 句 樂が氣 が 狂って か 

ら、 いろいろ おれ 達の 目に 見えね え やうな ものが 見える 

やうな こと を 云って ゐ たが、 手っ取り早く 云へば つまり 

あれ だね。 それと 云 ふの も 句樂の は氣狂 ひに なった ため 

だし、 おれ は 盲目に なった お蔭 だし 11 これから 考 へる 

と 達者な 奴 は、 如何 も 一番つ まらね え やうな 氣 がして 憐 


れ になろ よ 0 

焉馬 (少し 呆れて) 飛んでも ねえ こと を 云 や あがる。 

小 しん 何が 飛んでも ねえ ことな もの か。 おれ はほんとの 

こと を 云って ゐ るの だ。 全く 達者な 奴 位 憐れな もの はね 

えよ。 お前なん か は その 中で もまた 憐れな 方 だね。 

焉馬 おい、 おい、 いい加減に しねえ かい。 折角 仕返しに 

やって来 たのに そんな こと を 云 はれち や あ、 張り合が 拔 

けつち ま ふぢ やねえ か。 

小 しん (LL たりと 笑つ VO それなら 仕返し なんか 止めに 

しち まったら い いぢ や あねえ か。 第一 おれのと ころに 仕 

返しに 來 るつ て 云 ふのから して 間違って ゐ るんだ。 

焉馬 如何してよ。 耻を搔 かされり や あ 仕返しに 來 るの は 

當り 前ぢゃ あねえ か。 

小 しん その 耻を搔 かされた と 思って ゐ るのから して 間違 

つて ゐ るんだ。 

焉馬 何てえ、 それ ぢゃぁ 何から 何まで * みんな おれの す 

る こと は 間違つ てゐ ろの か。 

小 しん まあ、 さう だね。 

焉馬 へつ、 馬鹿にして やがら あ。 それ ぢゃ あこの 間の 話 

は、 お前の 云った ことが みんな 好く つて、 おれの 云った 

ことが みんな 惡ぃ とかう 云 ふの かい。 

小 しん さうよ 。極まって ゐるぢ や あねえ か 。よく 胸に 手 
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を當て \考 へて 見ろ。 

焉馬 考 へて 見なく つたって 分つ てら あ。 そいつ はお 前 我 

田 引水と 云 ふもん だ。 

小 しん (喰き 出し さう になって〕 おや、 我田引水 だと-— 

I こいつ あ 面白れ えぞ。 お前、 我田引水 なんて 言葉 を 何 

處で覺 えて 来た。 

焉馬 馬鹿にする ねえ。 何 處て覺 えても 來ゃ あしね え。 そ 

の 位の こと はおれ だって 前から 知つ てら あ。 

小 しん さう か。 そいつ は 豪勢 だな。 しかし 惡 いこと は 云 

はねえ。 お前 は 漢語なん ぞ使 ふ柄ぢ やねえ から、 他所へ 

行 つ た ら そんな II 目 葉 はっか はねえ 方が いい ぜ。 

焉馬 使へ つて 云った つて 使 ふもん かい。 お前のと こだか 

ら 歸に觸 つて 使って やつたん だ。 

小 しん (笑って〕 あんな こと を 云 や あがる 。履に 觸 つて 

漢語 を 使 ふ 奴 もね ぇぢゃ あねえ か。 まあ、 そんな こた あ 

如何-て もい いや。 しかし， 如何 だい。 ちった あ 醉が覺 め 

たかい。 

焉 SH^ うん、 覺めも すら あな。 いやって 程 向う 腔 を 搔っ拂 

はれたん だから 11 (痛 さう に 額.^ 辈 めて) おお、 痛え。 

まだ ひりひり.. J や あがら あ。 

小 しん だから くだらね え 仕返し なんかに 來る もん ぢゃぁ 

ねえって 云 ふんだ。 (ちょっと 點 頭いて) な あ、 焉馬 。お 


前が おれに 腹 を 立って ゐ ると 云ふ譯 は、 つまり かう なん 

だら う。 もとはと 云へば 今度の 紛伝 だ。 腹の 出来て ゐね 

え， どっちて もい X から 金の 餘計 取れる 方へ 往か うと 云 

ふ、 ふ はり ふ はりと した 考へ方 をして ゐる お前の 事 だか 

ら、 こんな 場合 にゃあ 目先の 早え、 あの 兵隊 上りの 燕樂 

に眞っ 先き にっか まりやが つたの に 違えね えんだ。 そし 

て 根が ぐうたら なお 前の こと だから 根 岸の 一 一代 目 へ の義 

理 なんかす つかり 忘れて、 直ぐに 承知 をして しま ひやが 

つたのに 遠え ねえんだ。 ところが あの 落語家に 似合 はね 

すばしっこい 

え、 敏捷い 燕樂 のこと だから、 お前と 云 ふと 直ぐに おれ 

に 目 を附け やが つ た。 そこて お前が 仲直り に かこつけて 

岡 田の 旦那 を だしに 使って、 おれのと ころ へ 御 使者に 立 

つた —— とま あ、 荒つ ぼく 云へば、 かう 云った 筋 書 だつ 

たんだら う。 ええ、 おい、 如何 だい。 おれの 心眼に 映つ 

たと ころで は、 蔭で 燕 樂が糸 を 引いて ゐる やうに 思へ る 

んだ がね。 

焉馬 (暖昧 に〕 うん、 まあ 糸 を 引く つて 程ぢゃ あわえ け 

れど、 鬼に 角燕樂 から 賴 まれたん だ。 

小 しん そ をれ、 見ね え。 おれの 思つ てゐた 通りた。 な あ、 お 

い、 焉馬、 よく 考 へて 見ろ よ。 おれと 燕樂と 同じ 高座に 上 

がれる かい。 お前 も あ ん まり 盆 中が 暗 過ぎ るぢ やねえ か。 

焉馬 ラん、 さう 云 や あさう だけれ ど I - おれ は實は 小し 
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諱ロ 後馬焉 とんし I、 


小 焉 小 焉 


ん なら 今 こそ 喧嘩 をして ゐる けれど、 仲直り さ へして し 

まへば、 如何にても おれの 手-てして 見せる つて、 すつ か 

り受 合って 来て しまったんだ。 

小 しん (點 頭いて) さ うだらう。 すっかり 受 合って 來て 

見たところが、 おれが 如何しても 云 ふこと を肯 かねえ。 

そこ だ、 お前が 腹 を 立てる ところ は。 如何て え。 阖星だ 

らう 0  . 

焉馬 (苦笑 ひ，^ して) まあ、 い いぢ や あわえ か、 あの 時 

のこと は 0 

小 しん まあ、 い いぢ ゃぁ濟 まされね えよ。 お前が おれに 

耻を搔 かされた つて 云 ふの は、 つまり 受 合って 來 た燕樂 

に 顔向けが 出來 ねえと 云 ふだけ のこと で、 今夜も^ 分お 

前 は燕樂 の 家 へ 火事 見舞に 往 つた 歸 りなん だ ら う。 

S うん、 まあ、 そんなと ころ だ 0 

小 しん (ちょっと 調子，.， ど變 へて〕 火事 は 一 體何處 だった 

んだ。 

焉馬 こっちから 往 くと 今 戶橋を 渡って から ちょっと 往っ 

た 河岸つ 緣で • 以前 吉 原の 角 河内の 寮の あつたと ころ だ。 

な あに 大した こた あねえ。 w 五軒 燒 けた 位の もんだら 

小 しん (ちょっと 暗く 眉,^ 寄せて) 今 戶橋を 渡って ちょ 

つと 往 つたと ころ 11 おや * それ ぢゃ 今度 岡 田の 旦那が 


始めた 酒屋 の 店 は 直ぐ 近所 だ ぜ 。 

馬 (始めて 氣が 付いた やうに〕 ああ、 さう だった な。 

しん お前 は 見舞に 寄って 来な かったん だら う。 

馬 うん、 寄らなかった 。實 はすつ かり 忘れて ゐ たんだ。 

しん さう 云 ふ 奴 だ。 お前 は 一 體 義理って こと を 知らね 

えよ。 如何 だい、 旦那のと ころ は。 開店 以来ち つた ぁ繁 

昌 して ゐ るかね。 

焉馬 おれ は 一 度往 つた きりだ けれども、 何しろ あれ ぢゃ 

あいくら 繁昌した ところて 商賣 にゃあな り や あし ねえ 

よ。 來る奴 も 来る 奴 もみん な 吾 の 仲間 か辩 間、 それて 

なけり ゃ雜 俳の 連中て、 それに 旦那 も 止せば いいのに、 

一 々海鼠 腸 か 何 かて 酒 を 出して ゐ るんだら う。 いくら 寶 

れ たって、 あんな こと をして ゐ ちゃ ぁ堪ら ねえ や。 

小 しん 旦那が あんな 派手つ 氣の方 だからな。 成程、 その 

位の ことに はなり さうな こと だ、 それに 近頃 は あの 喬枝 

が 大分 御轟貭 だって 云 ふぢ や あない か。 

焉馬 うん、 如何 云ふ譯 だか あの 爺さんが ひどく お 氣に入 

り-てね、 おれが 近頃 且那 のと ころへ あんまり 往 かわえ の 

も、 ひとつ は それが 氣に 入らね えから なんだ。 

小 しん (首 1<J- 振って) うん、 あり やい けね え 。ああ 云 ふ 

ものが 氣に 入る や うぢ や あ 旦那 ももう あれつ きりだな。 

焉馬 それに 人間 落！ S! れ ると： S のね えもんて ね、 近頃の 
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旦那の 醉ひ 方と 來 たら まるで 昔と は變 つてし まった ぜ。 

小 しん (寂しく 點 5g いて〕 うん、 それ もお れは疾 うから 

氣が 付いて ゐる。 藝人 でも 何ても ひとっこ ぢ れて來 ると 

おしま ひだから な。 

焉馬 何しろ 旦那と 來 たら 近頃 は醉 ふと 直ぐに 喧嘩なん 

だ。 昔 はおつ とりした いい 酒だった が、 近頃 ぢゃぁ 全く 

情なくなる ことがあ るよ。 

小 しん (皮肉に) 醉 つて 喧嘩す るの は、 そこにお 師匠 さ 

んがゐ るから な 0 

焉馬 (笑って) 笑談 云つ ちゃ あいけ ねえ。 そんな こと を 

云 はれる と、 すっかり 醉も 何も 覺 めつ もま は あ。 

小 しん (氣が 付いた やうに 茶の間の 方 1^ 向い ズ) おい、 

おた つ D 

(おた つ はおき よが 泣く の vJ* 賺し 乍ら 添寢, ^して、 初 

めのうち は 心配 さう に 隣リの 話に 問 き 耳,^ 立 ズてゐ た 

が、 そのうち 何時の間にかぐ つす リ寢 込んで しまって 

ゐろ。 それ だから 小 しんに 呼ばれても 返事,^ しない 0) 

小 しん (驛， ^大きく〕 おい， おた つ。 

おた つ (やつ，. f 目，^ 覺 ます) え、 —— 

小 しん 何でえ。 眠つ ちま ひやが つたの か。 あのな、 焉馬 

師 K の 御機嫌が まった やう だから、 ちょっと ここに 來て 

挨投 をし ね- 5, 。 


焉馬 (秘 まリ惡 さう LL) いいよ。 寢てゐ る もの を わざ わ 

ざ 起さな くった つてい、 ぢゃ あねえ か。 

小 しん な あにい いんだ 。まだ 外に 用 も あるんだ。 (また 

茶の間の 方，^ 向いて) おい、 おた つ。 それからな、 醉醒 

の 水って ところ だが、 やつば り 水より 酒の 方が いいだら 

う。 おれと 焉 馬さん とに * コップに 二つ、 酒 を 法いで 持 

つて 来て 吳れ。 

焉馬 いや、 もう おれ は 酒 は澤山 だよ。 

小 しん な あに 澤 山な ことがある もの か。 まあ， 仲直りの 

印に、 一杯 づっ 冷酒て 引つ 懸けよう。 

(おた つが 洒.^ 滿 たした 二つの づ -ソブ 盆の 上-,, i 載 

て 持って くる。〕 . 

おた つ 焉 馬さん。 如何 もさつ きは濟 みません。 痛かった 

てせ、 「o 

焉馬 (恐縮して) いや、 如何 も、 これ は。 何しろ あなた 

の 力の あるのに 驚き ましたよ。 見事に 向う 腔 を 搔っ拂 は 

れ たのて、 あっし はもう 忽ち まゐ つてし まひました。 

おた つ ほんと に濟 みません. てしたね え。 あたし はもう さ 

つき はまる て 夢中だった もんて すから • つい あんな こと 

をして — 

焉馬 いえ、 もう 今 は 何ともありません けれども、 さっき 

はほんと に， うがした よ 0 
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小 しん (ゴ - ソブ， ^取上げて) さあ、 如何 だい、 一杯。 

焉馬 (これ i コ、 ソプ, ^取上げて) 醉醒と は、 やつば りお 

前さん は氣が 利いて ゐる ねえ。 

小 しん 何 を 云って やが るん てえ。 つまらない ところて お 

世 醉を遣 ひや がら あ。 

(二人が コ- ソブ, ^置いた 拍子に、 さっきお たつの 閉め 

て 置いた 玄關の 雨戸,^、 また 激しく 叩く ものが あろ 焉 

馬と おたっとば 斑 vJ- 見合せ- Co 小 しんに V つと 聞き耳 

, ^立てろ 0) 

外の 聲 もし —— もし —— 小 しんさん はお ゐ でて すかい。 

師 K がおう ちなら ちょっと 目を覺 まして 頂きた い んで 

す 力 — 

小 しん (眩く やうに) うん、 喬枝 だな 0 

焉馬 (これ も 眩く やうに〕 こんな 夜中に 何し に來 やが つ 

たんだら う。 

おた つ (小 しんに〕 ねえ、 何とか 返事 をし なくって いい 

んで すか。 

小 しん まあ、 待ちな 0 默 つて ぢっ として ゐ ねえ。 

(外でば まだ 二三 人 ゐろ樣 子で、 がやがや 云 ふ 話し 萆 

が 聞こえて ゐた が、 返事がない ので また 慌ただしく 雨 

u-,^ たたく。〕 

外の 聲 もし、 もし 11 夜中お 騷 がせして 濟 みません が、 


實は岡 田の 旦那が 怪我 をな すった のて、 こちらが 一番 近 

いもんです からお 伴れ 申した つて 譯 なんです が — 

a  二人 は その 聲,^ 開いて びっくり すろ 0) 

小 しん (外に 向つ \^) 今 開けます よ。 ちょっとお 待 

ちな すって 下さい。 (おた つに) おい、 おた つ。 早く 

戶を 開けて 上げて 吳れ。 

おた つ ああ、 いいよ。 如何して 怪我なん ぞ なすつ たんだ 

らうね え。 

(おた つに 立って 雨戸,^ 開けに ゆく。) 

小 しん (焉 馬に〕 焉馬。 お前 も手傳 つて 旦那 を こっちへ 

お 伴れ して 吳れ。 

焉馬 よし 来た。 

(焉 馬も績 いて 立って ゆく。) 

(おた つが 雨戶， ^開ける と、 そこ LL 喬 枝が 立つ ゐ 

ろ。 喬枝は 六十 二三 歳 位の 老人の 落語家。 頭の 禿げた 

目の 窪んだ. 卑しげ な 餌付。 かなり 見窄らしい 身 S-KJ- 

して ゐろ 0) 

(喬 校の 背後 LL は 、汚い 辻 俥の 提灯が 見え、 俥の 上に は 

まるで 死んだ ものの やうに 仰向けに 寢てゐ る 岡 W の 姿 

が 見えろ。 俥の 傍に は 車夫の 外に まだ 一 人 か 二人 誰か 

人の ゐ ろ やうな 氣 勢。) 

おた つ まあ、 喬 枝さん。 1 體 旦那 は 如何な すつ たんです。 
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喬枝 いや-如 何も 飛んだ ことて してな。 

焉 怪我 をな すつ たんだって 11 

0^ や、 これ はこれ は焉 馬さん。 如何 も 全く 飛んだ こと 

てして な。 

焉馬 飛んだ ことば かり ぢゃ 分らね えが I "まあ、 早く 旦 

那を 家へ お入れしょう。 

喬枝 さう、 さう  それで はどう ぞ焉 馬さん. a 、手 を 貸し 

て 下さい。 (外の 方 向いて) 若い 衆さん。 濟 まない が 

どうぞ 手傳 つてな。 いや、 何しろ 飛んだ こと だ。 

(焉 馬と 小 料理屋の 若い者ら しい 男と で、 俥の 上に 寢 

て ゐろ岡 田の 體 ,^、 重さう にかつ >P ながら、 座敷の 方 

へ 運んで 來て、 おた つが 敷いた 布！ i の 上に 徐か Li 寢か 

せろ。 岡 田 は 四十 四五歲 位の 小肥りの 男で， 今 はすつ 

かリ 零落し \ ^ゐ ろが、 以前 は 小 しんや 焉馬 など,^ BS 貭 

LL しズ、 1 時 は 「今紀 文」 などと 云 はれた こと も ある。 

縞 目 も 分ら なくなった 結 城の 着物 に 黑 無地の 羽織。 汚 

れた 前掛。 Ig の 半面 はべつ とリ 血に 染まって 着物）^ 羽 

織 I 泥 まみれ LL なって ゐる、 時々 苦し さうな 呻き 聲,^ 

立てる 0) 

(喬枝 は 後から おどおどしながら 附 いて 來ろ 0) 

若い者 (喬 枝に) それ ぢゃ あ、 あっし はもう —— 

裔枝 ああ、 いいよ。 如何 も 御 苦 勞樣。 御 亭主に よろしく 


な 0 

(若い者 出て ゆく。 おた つ は玄關 の戶, ^閉め Li ゆく。) 

おた つ (歸リ かけて ゐろ俥 夫 に) ああ、 車夫さん、 お 代 

は  

車夫 へ い、 もう 頂戴し ました。 

おた つ ああ、 さう —— 如何 も 御 苦 勞樣。 

(おた つ は 雨戸 vJ- 閉めて 座敷の 方へ 戾 つて 來る。 それ 

ま で みんな 無言で , 唯 心配 さう に 岡 田の 方ば かリ見 詰 

めて ゐ る0 小 しん は. ちっと 俯向いた まま 鴃っズ ，3 ろ。 

もの 凄い やうな 短 い 間。) 

小 しん (突然 額 1^ 上げて) 喬 枝さん。 醫者 はま だ賴 まね 

えんだら うな。 

喬枝 ああ- それ どころ の 騷ぎぢ や あない もんで な。 

小 しん (矯めろ やう に〕 何 を 云って ゐ るんだ い。 年甲斐 

もね え。 醫 者が 一 番 大事 ぢゃ あねえ か。 (おた つに〕 お 

い、 おた つ。 お前 ちょっと そこの 樺 島さん まで 住って 來 

て吳れ ないか。 

おた つ ああ、 いいよ。 何て 云ったら いいだら う。 

小 しん 分って ゐるぢ や あねえ か。 怪我人が 出來 ました か 

ら 直ぐに 來て 下さいって 云 ふんだ 0 代診 ぢ や あ 駄目 だぜ。 

是非 先生に つて 頼んで 來 るんだ。 

(おた つに 點 頭いて、 直ぐ 憂 所の 方の 戶 1^ 開けて 出て 
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f。 おた つの 下駄の 音が 消えろ までの 沈 默。) 

焉馬 (獨リ 言の やうに) ひで え^ 我 だね 。醉 つてる から 

中々 血が 止まらね え や。 (喬枝の方，^*向ぃて〕 喬 枝さん。 

一 體 如何して こんな ことにな つたんだ い。 

喬枝 (面目な ささう に) へえ、 それが 如何 も 飛んだ こと 

でして な。 

焉馬 (少し 怒った やうに) 飛んだ こと 位 は 分って ゐらぁ 

な。 如何して こんな ことにな つた かって 訊い てゐ るん 

だ 0 

喬枝 それが でげ す。 さっき 今 戸に 火事が あつたて せう。 

あの 時 丁度 わたくし は あの 今度の 旦那のお 店に をり まし 

てな、 一杯 頂いて ゐた ところなん てした。 「濡 髮」 つて 

酒 もい いが、 「宮戶 川」 つて 方 も 中 * いい。 ねえ、 焉馬さ 

ん 0 あり ゃぁ兩 方と もちよつ と飮 める ぢゃぁ りません 

か 0 

焉馬 (苛立たし さう：.：〕 おい、 餘 計な こと を 云 はねえ. て、 

早く 先 を 話したら い いぢ や あねえ か。 

喬枝 へい、 へい — ええと 11 一杯 頂いて ゐ ると、 急に 

ぢ やん ぢ やん と來 たん. てせ う。 それって 云 ふんて 表に 出 

て 見る と 火 は 半 町と 離れて ゐ ねえと ころから 上って ゐる 

し、 それに 風下なん だから 驚き ましたね。 丁度 そこに 居 

合せた、 あっしに それから 吉 原の 太夫 衆の きん 孝、 それ 


て あ ひ 

に淸水 町の 宗匠なん て 輩て、 荷物 を挤 へて 直ぐ 運び出せ 

る やうに 支度 をしたり、 屋根に 上って 火の 子を拂 つたり、 

そこん ところ みんな 車輪に なって 働き ましたよ。 が、 そ 

のうち 火事 はたい した ことが なくって 消えて しまったの 

て、 これ ぢゃ あもう 大丈夫 だから、 みんなお 暇 をしょう 

と 云って 歸 らうと すると、 ああ 云った 氣 性の 旦那の こと 

だから、 如何 も そのまま ぢ ゃぁ歸 せない と 見 え るんだ 

焉馬 (點 頭いて〕 うん， それから また 飲った のかい。 (酒 

^飮む やうな 手 附,. ^すろ〕 

喬权 (情な さう Li〕 飮 りました よ、 こんな ことになると 

は 知らね えから。 旦那が みんな 御苦勞 だった から、 これ 

からち よつ とそ こまで 飮 みに 出 懸けよ 、つ。 この間ち よつ 

と おつな もの を 食 はせ る 家 を 見付けた からと 云 ふの をい 

いこと にして、 みんなで あのお 店 を 出た もんなん てす。 

て、 往 つた 先が 師匠 も 知って ゐりゃ あ、 あっし も 偶に は 

出 懸ける ことの ある、 あの 「紺 暖簾」 つて 家 さ。 

焉馬 ああ、 あすこ はおれが 旦那に 敎 へたんだ。 

喬抆 ああ. さう です かい。 まあ、 そこにお 神 與を据 ゑて、 

飲み 始めた まて はよ かったん だが、 旦那 は 如何して だか 

近頃 酒癖が 惡 くって ね、 醉 ふと 變に 絡んで 来たり、 厭に 

突つ 懸かって 来たりす るん てす よ。 て、 今夜 も 少し 酒が. 
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廻つ て來 ると、 また さう 云った いつものお 株が 始まって、 

淸水 町の 宗匠 を 始め きん 孝 も あっし も、 いやもう さんざ 

ん なんて さあ。 そのう., ^ 淸水 町の 宗匠が 見え なくなった 

かと 思 ふと、 きん 孝の やつが 消えて なくなる。 後に 殘っ 

たの は 旦那と あっしと 一 一人つ きりさ。 こいつ はま さか 旦 

那 一人 を殘 して 消える 譯 にも 行かね え。 と、 そこに 蓮惡 

く 喧嘩と 来たんだ。 

S 誰で え、 ー體 その 喧嘩の 相手 は。 

それが 何處 のどい つ だか 分らね え やうな. けちな 三 

下 奴なん だか" 情ね え 話さ。 丁度 あつ し 達が 入って 住つ 

た 時， あの 札 下のと ころで 三人ば かり、 こいつ は 疊屋辰 

の 身内 だな と 思 はれる やうな 男が、 とぐ ろを卷 いて 飲ん 

でゐ るの を 見て、 こいつ はいけ ねえ、 間違 ひがな けり や 

あいい がと は 思って ゐ たんだが、 こんな ことになると は 

思 はな かったんで すよ。 

焉. 4^ さう か。 何 か 言葉の 往き違 ひから 喧曄 になった つて 

譯 なんだ ね。 

S ええ、 それが ほんと につまらね えこと でね、 伯 山の 

講釋 がうまい とかう まくない とか 云 ふこと からなん てす 

よ 0 

焉馬 成程、 そいつ は睹. 嘩に なり さうな こった。 

(小 しん はこの 問默 つて：^ つと 頂 ® れ；^ まま 二人の 話 


聽 いて ゐろ。 時々 心配 さう に 岡 田の 呻き 聲に耳 1^ 倾 

けろ。〕 

(と， この 時 岡 E が 何か瞻 言の や 5 な、、 と 云った の 

で * 焉馬も喬校も話，^-止めて岡田の方*5~見ろ。 小 しん 

す 額 1^ 上げる。) 

岡 田 (今度 ははつ きりと〕 おい、 水 を 一杯 吳れ —— 喉 

が渴 いていけ ない 11 0 

喬枝 へえ、 水て すか、 旦那。 (立って 水. ^取りに ゆく) 

岡 E  (不 S1 氣が 付い.^ やうに 目 1^ 開けて) ここ は 何處だ 

、 0 

焉馬 こ、 は 何てす よ。 小 しんの 家 Y ^すよ。 

岡 m  (焉 馬の 額 1^ しげしげと 見ながら〕 ああ、 焉馬 か。 

おれ はつ まらない 目に 會っ ちまった よ。 

焉馬 ほんと に 如何 も 飛んだ 目に ぉ會 ひでした な。 

小 しん 如何です、 旦那。 お 苦しう ござんす か。 

岡 田 ああ、 苦しい よ。 何だか 胸のと ころ をい やって 程 や 

られ たのて ね。 

小 しん 今お たつをお 醫者樣 のと ころに やりました から、 

もう 直きに 見える だら うと 思 ひます よ。 

岡 田 さう かい。 如何 も濟 まない。 (啤 き聲. ^立てて) お 

お、 痛え。 今までう とうとして ゐ たんて 分.，： なかった が、 

頭 も 何處か やられて ゐ るな。  , 
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(喬 枝が 水 1^ 持って 出て 來 る。) 

喬校 へい、 旦那。 水 11 。 

！：田 あ 11 ありがたう。 (寢 ながら 飮ま うとした が 大抵 

は, して L まふ 0) 

(岡 田 は そのまま 目 VS*K つてう とうとしながら、 時々 

苦し さう に 呻く 0) 

焉馬 如何し たんだら う 。おた つさん は ひどく 遲 いね 。樺 

島さん て 云 や あ 八幡 町の あの 醫者 だら う。 

小 しん ああ， あの 年を老 つた 11 0 あの 醫者 はいつ もお 

れの 懸かりつ けな ん だか ら 直ぐに 來て 吳れ さう な もんだ 

がな あ。 何しろ 夜中の こと だから 中々 起きね えんだ よ。 

焉馬 うん、 中々 起きね え かも 知れね え。 (喬枝 に〕 ほん 

となら 喬 枝さん。 怪我なん ぞの 場合 は醫 者の 家へ いきな 

り往 つた 方が よかつ たんだ ぜ。 

裔枝 さう-てしたな。 何しろ 近いと ころと 思った もん-てす 

から、 こちらへ お 伴れ したやうな 譯 なんてして —— 0 

小 しん な あにもう 直きに やって 來る だら う。 

(暫 らく みんな 默 つて ゐる。 火の番の 拍子木の 音が 遠 

くの 方で 聽、、 え ろ。) 

岡 田 (突然 目 開けて〕 おや、 句樂は 如何したい。 

小 しん (びっくりして〕 ええ. 句樂 11 0 

岡 W 今 そこで 整が して ゐたぢ や あない か。 


小 しん いいえ、 そんな ことはありません よ。 だって 句樂 

は 一 昨年 亡くなり ましたよ。 

岡 田 (徵 に點 頭い VO ああ、 さう、 さう —— 。句樂 はも 

う 死ん ぢ まったん だつ け 11 0 な あにね 11 旦那々々 つ 

て おれ を 呼んで ゐる のが、 如何しても 句 樂の聲 の やうに 

思 はれたん てね 一 0 

(岡 田 はまた 目 v5< 瞑って うとうと する。〕 

焉馬 (低い 驟で小 しんに〕 變 だね。 

小 しん (うな づく〕 うん 0 

焉馬 夢に しても 妙 だし —— ひょっとすると こいつ あもう 

 0 

小 しん (矯める やうに) 何 を 云 やが るん てえ。 (苛々 し 

ながら) おた つの やつ、 如何 しゃがつ たんだら う。 

喬校 ほんと に 少し 遲 うがす ね。 

(岡 ra が この 時 突然 これまでと は 違った、 氣 味の 惡ぃ 

やうな 呻き 立てろ。〕 

小 しん おや、 旦那。 如何 かなす つたん ぢ やありません 

か 0 

焉馬 (岡 田の 額,^;^ つと 見詰めながら〕 ああ、 變 だせ、 

小 しん。 

小 しん 何、 變だ 0  ( 周章て、 岡 田の 傍へ 招リ 寄って ゆく〕 

旦 is — 旦那 — 。 


輝 日 後馬焉 とんし 小 
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小 喬 小 焉 


(さう 云 ひながら も 小 しんの 目からば！^ がと めど もな 

く 溢れて 來 ろ。 焉 馬- 1 喬 枝む 唯；^ つと 岡 田の 死 額 見 

詰めて ゐ ろ。 そこへ 臺所 口の 戶 開けて、 おた つが 息 

切らしながら 入って 來 ろ。) 

おた つ (少し 燥いだ 聲で) あのね、 あすこの 先生の 家の 

やつ は そり ゃ寢坊 で、 いくら 敲 いても 如何して 起きない 

ん だよ。 だけど やっと 起して、 よく 譯を 云って 賴 んで來 

たから、 もう 直に 先生が 見える だら う。 

小 しん (獨リ 言の やうに) もう 醫 者が 来たって 何が 来た 

つて 仕樣が ねえ や。 

おた つ (始めて 氣が 付いて) えつ 11 如何して 11 C 且 

那 はもう いけない のかい。 

小 しん (無言の まま 點 頭く。) 

おた つ まあ * さう かい。 (V つと 岡 田の 死 額,^ 見ながら 

1^1^ こぼす〕 

(小 しんに 肩，^ 顔 はし ズ聲, ^立乂 て 泣き はじめろ。 焉 

馬 I 喬校 もお たつ も それに 誘 はれた やうに 泣く  0〕 

. I 幕 1 


岡 m  (ぐった リ目 暝っ たま ゝ 返事^ しない) 

小 しん (だんだん 淚聲 に なって) 旦那 11 旦那 11 0 

焉ぉ (岡 田の H- の 傍に 口 1^ 押し付けろ やうに し 旦那 

—— 岡 田の 且那 11 。 

(ぃくらニ人で呼んでJ.>岡田は何と，.^返事,^しなぃo) 

馬 (岡 田の 口に 手，^ 遣って〕 ああ、 もういけ ねえ。 

しん (岡 田の 手の 脈 取って 見 V0 もう 駄目 だ。 

枝 (おどおどしながら〕 何てす、 駄目 だって 云 ふの は 0 

しん (悲し さう に〕 も、 「脈が ねえんだ。 

(何とも 云へ ない 喑ぃ 沈默が 三人のう へに 來る。 短い 

間。〕 

小 しん (思 ひ 迫った やうな 聲で) 情ね えな あ。 これが 以 

前 は今紀 文と 云 はれた 人の 死 態 かい。 な あ、 おい、 焉馬。 

ほんと な.，：' 口惜しい と 云 ひたいと ころ だけれ ど、 おれ は 

唯々 情ない よ。 何處 のどい つ だか 分らね え やうな 奴と 喧 

曄 をして、 その 怪我の ために 亡くなる なんて、 何ん てえ 

情けね え 死 態なん だら う。 (岡 田の 死骸 に 向って) 旦那。 

あっし は 泣きません よ 。口惜しけ り や ぁ淚も こぼれる が、 

か、 つ 情けなく つち や ぁ淚も こぼれません。 ねえ、 旦那 0 

あっし はほんと に 泣きません よ。 あっしが 泣かね えと 云 

ふ 心 持 は、 旦那 にゃあ 分って ゐ るて せう。 泣きません と 

も。 誰が 泣く もんか。 
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m 田 


山鈴大 

北 

お 戶 お 

田 

尾 

川 

賴 

松 

賢 

太 

之 

郎 江 木 

秋 進 澄 

一 

ォ オケ スト ラの 男 

道具方 

多勢の 男優 

多勢の 女優 

酒場の 女 

外國の 水兵 

混血 兒の女 

肖 動 の 運轉手 

場 所 

—或 寂れた 田舍町 

(夢に はさま ざまのと ころが 現 はれろ) 

時 

近頃の こと 

第 一 揚 

或ろ 寂れた 田舍 町に 住んで ゐ -0 醫師の 家。 

八" と 六 1® の 二 間つ づき。 和洋折衷の 粗末な 建築で、 

壁 はすべ て黃 いろつ ぼい 色の 壁紙で 貼られて ゐろ。 右 

方ば 八疊の 座敷。 書棚 ゃ簞筍 とが 置いて ある。 正面 

に 西洋風の 大きな 窓。 綠 色の 窓帷" その 左方 は 換.^ 隔 

てて 六叠の 茶の間。 そこにに 茶 簞筍、 長火鉢、 茶棚な 

どが ある。 正面 に 蹇 所へ 通ふ戶 口。 


お 澄の 死 2 慕 九き 


入 物 

或る 哀れな 女 (十五 鼓) 

00  (六十 歳〕 

その 妻 (s 十五 歳) 

驛長 (四十 一一 一歳) 

書生 

看護婦 

- 巡査 0 一一 十八 歳〕 

驟夫 

女中 

お 澄の 夢に 現れる 人物 

亮太郞 

お 澄の 父 

ホ ゼに扮 した 男 

エス カミロに 扮 した 男 

大勢の 子供 


死め^ お 
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左方：， i ば 西洋風の 唐 ーぃ の あろ 出入口が あって， そ、 、か 

ら玄關 や、 診察室の 方へ 行く 事が 出 來ろ樣 Li なって ゐ 

る。 十：：" も 終りに 近い 或 夜の 九 時 ®0 外 はかなり 激し 

い 風雨の 昔。 稻 妻の 閃き。 

主人の 醫師 戸川 贤之 進と その 妻のお 秋と が、 長火鉢の 

傍で しめ やか-し 話し合って ゐる。 主人の 額に は、 晚酌 

の 後の 微蕴が あろが、 しかし 何 IS かに 寂しい 心 持が 現 

はれて ゐろ。 妻 は 傷まし いほ ど ffi! れてゐ ろ。 

主人 今夜 は 何だか 馬鹿に 寒い な。 外 はまる て 嵐の やうな 

吹き降り だ。 

妻 さうて すねえ。 何だか 今年 は 少し 寒さが 早い や うぢ や 

ございま せんか 0 

主人 うん、 年 をと ると さ、 つ 思 はれて 來 るの かも 知れない 

よ 0 

妻 さう 云へば あたし は 光子が ゐ なくなつ てから、 急に 年 

をと つた やうに 思 はれます の。 あなた だってめ つきり 白 

髮 がお 航ぇ になり ました わ。 

主人 (苦々 しげ LL) さう か。 おれ はもう 光子って 名前 を 

聽 いただけても、 胸が むかむかして 来る やう だ。 

妻 しかし、 あなた。 光子 だって 可哀 さうて すわ。 今では 

あの 仁 田 は何處 かの 工場に 出て ゐ るし、 自分 も 何 か內職 

を や つ て 、 ずゐ ぶん ひど い 暮らし をして ゐ ると 云 ふんて 


す もの。 (ふと 柱の 曆. 見て〕 ああ、 丁度 去年の 今夜 

でございますよ、 光子が 家出 をいた しました の は。 

一 主人 さう か。 もう 一年になる かな。 おれ はま だつい 一月 

一 か 二月 か 前の ことの やうに 思って ゐ たのに： ：o 

妻 (思 ひ 切った やうな 調子で) ねえ 、あなた。 

主人 何 だ。 

一 妻 あなた は 如何しても 光子 を 許して おやりに ならない お 

つもり なんです の。 

一 主人 (强 くうな づく〕 無論 おれ は 許さない つもり だ 。親 

に 背いて：： 年 をと つた 親を棄 てて、 男と 一 緒に 家出 を 

する なんて、 そんな だい それた 女 は、 おれ はも、 つ 娘と も 

何とも 思って ゐな いの だ。 おれ はもう いっその こと ん 

で くれた 方が いいと 思って ゐる位 だ。 

妻 しかし、 あなた。 あの 光子の 外に は、 わたくし 達に は 

子と 云 ふ ものがない のぢゃ あご ざいません か。 

主人 それ だから おれ はな ほさら 光子が 憎い の だ。 たった 

一 人の子に 背かれた と 云 ふこと は、 どんなに おれの 心 を 

寂しく した か 知れ やしない 0 全く おれ は 今ても ふと その 

こと を考 へる と、 ゐても 立っても ゐられ ない ほど、 寂し 

くって 寂しく つて 堪 まらなくなる の だ。 

妻 わたくし も 最初 は… •。 あの 置 手紙 を 見た 時には、 ほん 

一 とに 情い 子 だと 思 ひました。 相手 も あらう にあの 藥局生 
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の 仁 田なん ぞと 家出 をす るなん て、 ほんと に 呆れた もの 

だと は 思 ひました が、 しかし 今にな つて 見れば 何だか わ 

たくし は、 あの 子が 可哀 さうて なりません の。 あの 仁 田 

だって、 いろいろ 聽 いて 見れば 中々 感心な 男の やうです 

し、 光子と 一 緒に してやっても いいと 思 ひます わ。 

主人 (怒った やうな 額 付〕 何 だ。 主人の 娘 を 唆す やうな 

やつが、 何で 感心な 再なん だ。 一緒にする なんて 以ての 

外 だ。 おれ は あの 時餘程 誘拐の 訴へ をして やらう と 思つ 

たんだが、 さう すろ と 又 表沙汰に なって 一家の 耻 になる 

£ だから、. ffi; 理に耐 へて おいて やつたん だ 。そんな 男と 一 

緒に する なんて：： そんな 馬鹿な ことが 出来る もの か。 

妻 しかし、 ねえ， あなた。 もし 光子に 子供が 出来たら 如 

何な さるお つもりで すの。 

主人 (胸，^ 剌 された やう に) 子供が：：。 (間) 何 だ 

な。 お前の 所へ 光子から 何 か 手紙で 云って 来たの だな。 

妻 (問，^ 置いて〕 ええ。 實は 昨夜 手紙で 子供が 生れた と 

云 ふこと を 知らせて まゐ りました の。 

主人 (思 はす 釣り Jr^ まれ ズ) さう か。 生れた の は 男の子 

か 女の子 か、 どっちだった の だい。 

妻 男の子で すって。 

主人 男の子 か：：。 さう か：：。 

妻 ねえ、 あなた。 子供まで 生れたん てす し、 ず ゐぷん ひ 


どい 暮らし をして ゐ るら しいんて すから、 もう 許して や 

つ て 下さい ましな。 

主人 (直ぐに 以前の 冷めた さに 返って〕 いや、 何と 云つ 

て も 許す こと は 出来ない。 

妻 (怨めし さう lO 如何して あなた はさう 一 酷な こと を 

おっしゃ るんで す。 あたし なんか 一日 も 早く 歸 つて 来て 

くれれば い いと それば つかり 思って をり ますのに： ：o 

夜なん ぞ ふいと 目を覺 ますと * 玄關の 扉 を 誰 だか 叩いて 

ゐる やうに 思ったり して- ああ、 きっと 光子が 歸 つて 來 

たんだと 思って、 思 はず 起き上が つたこと さへ 幾度 あつ 

たか 知れません わ。 

主人 (叱ろ やう lO 何 だ。 そんな 氣の 弱い ことで 如何す 

るの だ。 おれ は 娘が 歸 つて 来ても、 斷然 この 家の 闞は跨 

がせない つもり だ。 玄關 先から 追 ひ 返して やる：：。 

妻 まあ、 あなた。 そんな こと を： ：o  (泣く) 

主人 何 だ。 泣く やつが あるか。 

(やや 長い間、 欽軟の 聲。) 

(風雨の 中 1^ 微かに 汽車の 駄ろ 音。) 

(それが だんだん 近づいて 來 ろと、 半 町ば かリ 離れた 

線路の 方で けたた まし い 汽笛の き。) 

主人 おや、 何 だら う。 人-て も 礫いた のかな。 

(主人が 立って 座敷の 正面の 窓， 開けろ と、 鬧 通し 
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妻 主 妻 主 妻 主 


妻 しかし， 汽車に 鑠 かれて 死ぬ なんて、 よくよく 生きて 

ゐられ ない 譯が あるから のこと なんてせ うね。 

主人 (重く 沈んだ 聲〕 うん、 さ うだらう。 

妻 ほんと にこ こ は あれが 厭て すわね。 それにき つとまた 

あなた を 呼びに まゐ ります よ。 

主人 (うな づく〕 醫者 をして ゐる 以上 は 仕方がな いさ。 

(二人ば また 長火鉢の 傍 II 來て 坐ろ。) 

(やや 長い間。) 

(やがて 玄關の 扉 烈しく 敲く 音。) 

主人 おや、 玄 關の 扉を敲 いて ゐる やう だね。 

妻 (柱の 時計,^ 見上げ ズ) まさか まだ 家 ぢゃぁ 扉 を 閉め 

やいた しますまい。 まだ 九 時 ちょっと 過ぎ-てす もの。 

主人 いや、 うちの 玄關 だよ。 大木の やっこん な晚 だし 眠 

いもの だか ら 早く 閉 めて しまったの だら う。 

妻 さうて すか 知ら：：。 

(間。 書生の 大木が 左方の 戶 口から 出て 來 る。〕 

書生 ああ、 先生。 今驛 長の 北 尾さん のと ころから 使 ひが 

見えて、 直ぐに 一 人 怪我人 を 連れて 往 くから よろしく 賴 

むって ことでした が： ：o 

主人 怪我人 だ つ て ：：。 それ ぢ や あ 機れ 損なつ たんだな。 

書生 ええ、 何ても男の方は滅茶滅茶に1^られて， もうと 

て も 駄目なん ださうて すが、 女の 方 は 煽りを食って、 彈 


て 向う の 方に、 シグナ^の 靑ぃ 灯が ぼんやり 雨に 濡れ 

て 見える。) 

： ああ， 汽車が 停まった やう だ。 

Or 、よつ として) ほんと に 誰か 礫 かれたん てせ うか。 

6  (何 か考 へて ゐろ やうな 樣 子で 默 つて ゐろ〕 

(立って 窓の 方へ 往き ながら) 誰か 蝶 かれたん てせ う。 

そんな こと 分る もの か。 

(窓際で) まあ、 ほんと に ひどい 吹き降り てす こと： 

主人 うん、 ひどい 雨 だ。 (校く！？ "うに〕 やつば り 誰か 鑠か 

れ たんだよ。 丁度 あすこ は あの 踏切の 近所 だからね。 こん 

な 吹き降りの 晚に はいつ もき つと 誰か 鑠られ る  0 

妻 さうて すねえ。 あたし は 何だか こんな 吹き降りの 晚 

は、 何 か ありさうな 氣 がして、 何だか 氣 味が 惡 いやうな 

氣 がいた します わ。 

主人 (やつば リ 何か考 へながら〕 うん、 如何 もこん な晚 

はよ くないよ。 光子が 家出 をした 晚も、 やつば り 今夜の 

やうな 吹. V 、降りの 晚 だった からね。 

妻 さう でした か 知ら：：。 

主人 さう だった よ 。おれ はよう く覺 えて ゐる 0  (間〕 

さあ、 風邪をひく といけ ないから、 もう 閉めよう。 老人 

に 夜風 は 毒 だからな。 (窓 fj- 閉めろ〕 
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ね 飛ばされた だけら しいんです。 

しん xr-r 

妻 まあ * それ ぢゃぁ 情死な の。 

書生 ええ、 さう らしいで すな。 (主人に〕 それ-て は、 

先生。 何と 云って 返事 をして 置き ませう。 

主人 (何 か考へ ゐた がふと 氣が 付いた やうに〕 うん、 

どうぞお 連れ 下さいって：：。 

書生 は あ。 (往 きかけろ〕 

主人 (呼びと めて〕 おい、 その 女って 云 ふの はいくつ 位 

の 女なん だら う。 

さあ， それ は聽 きませんでした が：：。 

主人 (間，^ 置いて) うん、 さう か。 それ ぢゃ あいい よ 0 

(書生に S ぐ LL 元の 戶 口から 出ズ ゆく。〕 

妻 ねえ、 あなた。 まさか 光子 ぢゃ あないて せう ね。 

主人 (わざと 快活！ i) 馬鹿な：：。 光子なら 驛 長の 北 尾 

君 だって 顔 を 知って ゐ る譯ぢ やない か。 

しん 

妻 さう です ねえ。 しかし 如何 云 ふ譯で 情死なん ぞ したん 

でせ う。 

主人 そんな こと を おれが 知る もの か。 如何 云 ふ譯が ある 

にしろ、 死ぬ なんて 餘っ程 馬鹿な 奴等 だ。 (間) とこ 

ろで と：： 入院 させな くち や あなら な いんだら うが、 生 

憎 病室が 塞がって ゐ ろな。 もっとも たった 二つし かない 

病室 だから. 塞がって ゐ るの も 無理 もない が： ：o 


妻 診察室で はいけ ません の。 

主人 あすこ は あんな 部屋で 寒い からな。 まあ. いい。 診 

てからの こと だ。 あの 何 は 如何したい、 鈴 江さん は。 

妻 ああ、 看護婦 さんて すか。 きっと 二階の 患者さん のと 

ころに 往 つて ゐ るんで せう。 さっき 氷 画 を 持って あっち 

へ往 つた やうです から：：。 

主人 ああ、 さう か。 れぢゃ あおれの 診察 着 を 出して く 

妻 はい 0( 壁 LL かけて あった 白い 轸察着 1^ 主人 に 着^ろ〕 

主人 もう そろそろ やって 來る だら う。 

(主人に 左方の 戶 口から 出て ゆく。) 

(間。 看護婦の 鈴 江が 左方の 戸口から 入って 來 る。) 

看護 録 ああ、 奥さん。 誰か 汽車に 櫟 かれたん です つて：。 

妻 ええ、 何ても 情死ら しいん-て すよ。 男 はもう 滅茶滅茶 

に やられて 駄目なん ださ- 「です けれど、 女 は唯彈 飛ばさ 

れ ただけ て 助かり さう なんです つて：：。 

看護婦 まあ、 厭です わね え。 

妻 しかしね、 死ぬ ほど 思 ひ 詰める なんて、 よくよく のこ 

となん-て せうよ。 

看護 蹄 ええ、 それ はさうて せう けれど、 若し その 女が 助 

かって、 男が 死んだ つて こと を鸱 いたら、 どんな 心 持が 

する てせ う 0 
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女主 女主 


(みんな 手傳 つて 女の 體^ 座敷の 寢 床の 上に 移す。) 

(女！ 1 時々 苦し さう に 呻く だけで、 死んだ ものの やう 

LL 身勖 き， ^しない。 色の 白い 美しい^ 付。〕 

驛長 (妻に〕 いや、 如何 も いろいろ 御 面倒 を かけ まし 

妻 いえ。 如何いた しまして： ：0 ほんと にかう -IK ふこと 

が あるの. て、 あなた も 大抵 ぢゃ あご ざいません ね。 

驛長 ええ。 しかしもう わたくし も かう 云 ふお 客漾 には馴 

れて しま ひました よ 0  (笑 ふ) 

妻 まあ、 厭な：：。 (眉，^ ひそめろ) 

驟長 (氣が 付いた やうに 醫師 に〕 如何です。 少し は氣が 

付いて 来ました でせ うか。 

主人 ええ、 さっきの カンフルが 利いた と 見えて 大分 元氣 

が 出て 來 たやう-てす。 しかし 胸 を ひどく やられて ゐ ます 

からね。 さっき 診た ところでは、 大分 內 出血 をして ゐろ 

らしいで すよ。 それに 肋骨 も 二 本ば かり 折れて ゐる やう 

で .5 J1 :>:: 中 々面倒です 0 

驛長 さうて すか。 成程：： 肋骨が ねえ。 

迎査 (驛長 に〕 何です か.：. 別に 遺書と 云 ふやうな もの 

ほ 長 ええ、 それが 如何 も 見當ら ない の. てす が：：。 ひよ 

つと したら これ まて 泊つ てるた 宿 g か 何 かに 置いて ある 


んぢ やない かと ひます よ。 これ まての 經驗上 大抵 みん 

なさう の やうです。 

巡 is 成程。 さう 云 はれる と 大抵 さう の やうです な。 (帳 

面，^ 出し ズ) ええと：： 年齢 は 十八 歳：： 九 歳 位て す 

かな。 容 i:: 髮 は束髮 と：： 藩 物 は (飄 が 付いて) あ 

あ， 着物 は あっちで したな。 (何 か 書きつ けろ〕 

主人 (脈，. 見ながら i に〕 君。 まあ 書く の は 後に して 

ちょっと こっちへ 寄って ゐて くれた まへ。 

巡査 や あ 。如何 も：：。 (帳面，^ しま ふ) 

主人 (獨 語の やう lO うん、 大分い いやう だ。 (驛長 

に) この 脈の 工合 ぢゃぁ 大丈夫て すよ。 

(女 は微 に：： 3.^ 開ける。 みんなの 視線 は 女の 餌に もつ 

まろ) 

： (やさしく〕 如何 だ。 苦しい かい。 

(K つ \ ^微に うな づく) 

： もぅ直-<^樂になるょ0 もう 直き だ。 

(殆ん ど聽き 取れない 位の 整で〕 あの：： 亮 さん は 如 

何して：.. 亮 さん は：：。 

主人 (訊 さ 返す やうに〕 亮 さん 。 (直ぐ に 氣が付 

く〕 うん、 亮 さんか。 亮 さん は 生きて ゐ るよ。 生きて ゐ 

るから 安心お し。 

女 (微 にうな づく) 
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巡^  (傍から〕 あのね、 お前さんの 名前 は 何て 云 ふんだ 

、 0 

女 (かなり 長い間 V5- 置い vo::o すみって 云 ふの：：。 

巡& うん、 それて お前さんの ところ は：：。 

お 没 (返事 1^ しすに ByJ- つぶろ〕 

主人 (巡 オズの き" 葉,^ 遮る やうに〕 おおい、 君。 もう 少し 

そんな こと を 訊く の は 待つ てゐて くれた まへ。 

巡 杏 さう です か。 それ ぢゃぁ 僕 はもう 一度 現場へ 往 つて 

來 ませう。 (驛 長に〕 驛 長さん。 あなた は：：。 

S ああ、 それ ぢゃぁ 御 一緒に 往 きませ う。 まだ あっち 

は その 儘に なって ゐ るんだ から： ：o  (主人に〕 それ 

ぢゃ あまた 後程 伺 ひます が、 どうぞ よろしくお 願し ま 

す 0 

巡 杏 いや、 どうもお 邪魔 をし ました。 

主人 いや、 どうも 御苦勞 さまて す。 

^s. 巡^、 驟 o; の 三人 は、 元の In-  口 から 出 ズゆ 

く。 妻と 害 生と は 見送 リ にいった が、 妻 だけ はまた 直 

ぐ かへ つて 來ろ。 この間 主人 は. ちっと 女の 餌ば かリ見 

つめて ゐろ〕 

妻 あなた。 

主人 うう む。 

妻 T 度 光子と 同じ 位の isH 好で ございま すわね。 


主人 うん：：。 (何 か考 へて &ろ) 

お 澄 (脅え たやう に m,^ 開けて〕 亮 さん：： 亮 さん：： 

亮 さん はどうして。 あたし：： あのう：： 亮 さんに 逢 ひ 

たい： ：o 

妻 (涙ぐんで) 亮 さん はね、 生きて ゐ るんだ から 安心な 

さいね。 ね：：、 ね：： 分った てせ う。 後て きっと 逢 は 

せます から： ：o 

お 澄 (點 頭いて nIVJ- つぶる) 

(かなり 長 い 極めて 靜 かな 

(主人 は その 間 手の 脈， ^取りながら、 やつば リ. ちっと 

女の 額ば かリ つめ ズゐ ろ。〕 

主人 (重い 落 翁いた 聲で〕 いい 按排 だ。 眠った やう だ 

よ 0 

(みんなの 視線が 女の 額に あつまろ。) 

(かなり 激しい風 雨の 昔。 稻 妻の s; き。) 

(舞臺 はだん だん 暗くな ろ。 〕 

第二 場 

これから 第 八 場までに お 澄の gsio 

舞臺 がだん だん 明 ろくなって 來 ろと、 そ： LLti 美しい 

野の 景色が 現 はれて 來 ろ。 

小川が 一筋 销の やうに a く 流れて ゐて、 そこに は 細い 
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とが 出来る と つ てゐ るんだ。 

お 澄 ほんとの おつ 母さんに 逢 ふこと が出來 たら、 どんな 

にあた し 接しいで せう。 

(S 

(二人 は 何時の ^に か 手 V ^取り合って ゐ ろ。〕 

(五六 人の 子供達が 何 か 面. H さう に 騒ぎながら 出て 來 

3 

子供の 一 ああ、 而， U かった。 明日 もまた あすこに 往 つて 

遊ばう。 

子供の 二  丁度 城の やうに なって ゐ ろんだ もの。 戰爭 ごつ 

こに は 持つ て來 いってと ころ だぜ。 

子供の 三 しかし は 明 曰 は 厭だぜ * 攻められる 方になる 

の は： ：。 

子供の 四 それ ぢゃ 明日 はぢゃん けんて 極めよう。 

子供の 五 それに 何 だよ、 明日 は 負傷 兵 を 入れる 病院 を 作 

つて、 そこに 看護婦 を 置か、 っぢ やない か。 

子供の 六 ああ、 それ ぢゃぁ 女の子 も 入れて やる のかい。 

子供の 五 ああ、 さう さ。 赤十字の 旗 を 立てて おくの さ。 

子供の 一 いいね。 しかし 僕達の 仲間に 入って くれる 女の 

子が あろ か 知ら：：。 

子供の 二 そ" や あある よ。 第一 亮公を 入れて やり や あお 

澄 もやん がきつ と 入って 来る ぜ。 


子供の 一 (二人 見付け ズ) おい、 ゐ るよ、 その 二人 

が….。 

(子供 建に 亮太郞 とお 澄の 傍 に 近づく。) 

(二人ば 立ち上がろ〕 

子供の 三 や あ、 を かしい な。 二人て 何 をして ゐ たんだ 

、 0 

レ 

亮太郞 何にもして やしないよ。 話 をして ゐ たんだよ。 

子供の M  (^す やうに) を かしい な。 を かしい な。 男と 

女と 豆 煎り。 や あい。 

亮太郞 何が を かし いんだい。 

子供の 一 まあ、 いいよ 。怒る の はおよ しょ。 

子供の 二 それよりも、 亮 ちゃん。 君 は 明日 僕達と 遊ばな 

いか。 戰 Sf- ごっこ をして 遊 ぶんだ から：：。 

亮太郞 厭 だよ。 戳爭 ごっこ なんか 僕 はきら ひだ。 

子供の 三 さう かい。 それなら いいよ。 何 だい。 女とば つ 

かり 遊んで ゐ やがら あ。 厭な やつ .： 。 

亮太郞 何 だと：：。 女と 遊ば、 つと 誰と 遊ば、 つと 餘計 なお 

世話 ぢゃ あない か。 

子供の 四 生 意氣云 ふない。 

亮太郞 生意氣 なの は 君達 だよ。 

子供の 五 何 だと….。 (他の 子供 建：. 0 おい、 君。 や 

つ けち まよう。 
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子供達 やっ付けろ * やっ付けろ。 

(子供 *9 は みんなで 亮太郞 fJ- い めろ。) 

(亮太 郎.. " けて ゐ す LL 取つ 組み合 ひん」 はじめろ。) 

(お 澄に 亮太郞 1^ 助けようと したが 女の ことで 如何 LL 

もなら ない 0〕 

(そのうち 子供 Ifa は亮 太郞. ^そこの 草 の 上に 突き倒 

す。) 

子供 建 や あい、 態 を 見ろ。 いい 氣味 だ。 さあ、 往 かう。 

往 かう。 

(子供達 はわい. C い 云 ひながら 往 つてし まふ。 直ぐ 軍 

耿 vJ< うた ふ 聲が聽 こえろ。〕 

(u 漸く 甚れ はじめろ。〕 

お 澄 (亮太郎*5~扶け起し^^) 亮 ちゃん。 何處も 怪我 はし 

なくって： ..0 

亮太郎 (起き上がって) 大丈夫 だよ。 しかしお 澄ち や 

ん。 僕 ロ^し いよ。 

お 澄 あたし だって 口惜しい わ。 大勢で たった 一人 を いぢ 

める なんて： ：0 第一 男らしくな いわ。 卑怯 だ わ。 

亮太郞 しかし 僕も惡 かったん だよ 。默 つて みんなの 云 ふ 

こと を货 いて ゐれ ばよ かったん だ 0 

ぉ麼 あなたが 惡 いなんて：： そんな こと はない わ 。ま 

あ、 こんなに 泥 だらけに して：：。 (着物の 泥，^ 拂 つて 


やろ) 

亮太郞 有難う。 

お 澄 (びっくりして〕 まあ、 腕のと ころ を摺 りむいた と 

見えて、 こんなに 血が にじんで ゐる わ。 痛かない こと： 

亮太郞 少し 痛い けれど 大丈夫 だよ。 

お 澄 さう、 何だか 痛 さう だ わ。 何 かて 縛って 置く といい 

ん だけれ ど： ：o 

亮太郞 いいよ、 いいよ。 大丈夫 だよ (間，.^ 置い ズ) ね 

え、 お 澄ち やん： ：o 

お 澄 ええ。 

亮太郞 (1^ ぐんだ やうな！^ で) 君 は 何時 まても 僕の 友達 

になって ゐ て吳れ ろ： ：o 

お 澄 ええ。 なる わ。 何時 まて-て も：：。 

亮太郞 何時まで. て も：：。 きっと だね。 

お 澄 ええ。 きっと： ：o 

(二人 は 目と 目と Ys-E^ 合 はせ ろ。) 

色 迫ろ 0) 

(茅 花に 吹く 風が うすら 塞い。) 

(舞 JiSfl はだん だん in  くな ろ。〕 

第 三 揚 
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舞 塞がたん だん 明るくな つて 來ろ と、 そ、 -Li は 黑く丈 

の 高い 板稱が 現ば れズ來 ろ。 

お 澄の 家の * の 外。 

稱の 中には 立 木が 五六 本。 丁度 辦の a; ん 中のと こる 邊 

リ に 木戸 口。 

夜 だけれ ども 月 光が か なリ 明るく そ、、 ら,^ 照らして 

ゐろ 0 

前の 場から は 四 五 jif の 後。 

遠く 微に浪 の 音。 

亮太郞 は 二十 歲位。 お 澄 は 十七 八 歳 位。 

亮太郎 は 出て 來て * の；. s,^ あっちへ 往 つたり、、 つちへ 

往 つた リ して ゐ る。 

そのうちお 澄が 木戸の 扉,^ 開け ズ 出て 來ろ。 

お 澄 (低い 獰で) 亮 さん：：。 

亮太郎 (同じく 低い 聲で) ああ- お 澄さん かい。 

お 澄 ええ。 あたし：：。 餘っ程 待って：：。 

亮太郎 いいえ。 そんなに は 待たなかった けれども： ：o 

しかし 誰かに 見付かり や あしない かと 思つ て氣 が氣ぢ や 

あなかった よ 0 

お 港 さう、 ご免なさい。 あたし 先の やうに 自由に 外に 出 

られ ると いいんだ けれど、 あの 話が 始まって からって 云 

ふ もの はもう まるで 一 足 だって 外へ 出して 吳れ ない の C 


亮太郞 (心配 さう に) それで この間 ちょっと 手紙に 書い 

てあつ た 話 は 如何な つたの だい。 

お 澄 それ-て 困って ゐる のよ。 おつ 母さん は 如何しても そ 

の 男のと ころ へ 嫁に 往 けって 云つ て、 も、 つどん どん 話 を 

運ん てゐ るら しいの。 

亮太郞 ふうん、 おつ 母さん もず ゐぷん m 暴 だね。 

お 澄 ええ。 お 父つ あんが ちゃんとした 鱧て ゐりゃ あいい 

ん だけれ ど、 何しろもう 近頃で はだんだ ん病氣 が ひどく 

なって、 毎日 毎日 座 數牢の 中て、 氣 味の 惡 いことば かり 

怒鳴りつ づけて ゐ るって 始末なん てせ う。 あたしもう 自 

分で 自分 の體を 如何して い いか 分ら なくなつ ちまった 

わ。 ねえ、 亮 さん。 あたし 如何した らいいて せう。 

亮太郞 さう だね え。 (哲 らく 考へ ズゐた 後で〕 あのね、 

僕 もま だはつ きり 決心が 付かな いんだ けれど、 僕 は 如何 

しても 東京へ 往か うと 思つ てゐ るんだ よ。 それ もね：： 

お 澄さん がいけ ない つて 云へば 止める つもり だけれ ど： 

お 澄 東京へ 往 つて あなた 何 をす るつ もりな の。 

亮太郞 何 をって：： まだ はっきり 決まって はゐな いんだ 

けれど， 何しろ 家が あんな 事情 だから、 どうしても 京 

へ往 つてし まひたい と 思って ゐ るんだ 0 若し 入れるなら 

音樂學 校に 入りた いんだ けれど、 これが 駄目なら まだ 何 
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か 外の こと を勉强 する つもり さ。 

お 澄 さう ねえ。 あたし も いっそ 東京へ 往 つてし ま はう か 

知ら：：。 

亮太郞 (訊き返す やう lO 東京へ：：。 

お 澄 ええ。 あなたが 往 くなら 丁度 好い わ。 一緒に 東京へ 

往っ てし まひ ませう か 0 

亮太郞 さう ねえ。 あなた だって 今 家に ゐ ない 方が 都合が 

い ぃ譯 なんだから な あ。 

お 澄 ええ。 さ、 つよ。 家に ゐ なけり や あおつ 母さん だつ 

て、 どうす る こと も 出来ない てせ う。 お 父つ あんの こと 

だけ は、 何だか 少し 氣 になる けれど、 しかし：， 母 日； K. 日 座 

敷牢 の 中て 怒鳴 つて ゐ ろ 聲を聽 か されて ゐ るの も堪 まら 

ない わ。 

亮太郞 そり や あ 全く 堪 まらない だら うねえ。 話し を聽ぃ 

ただけ でも、 何だか 堪 まらな ぃ氣 持が する もの ： ：。 

お 澄 さう でせ-つ。 ほんと にあた しが 毎日 どんな 日 を 逸つ 

てゐ るか 察して 頂戴。 あたし 今頓 りに 思って ゐ るの は、 

亮 さん あなたば つかり だ わ。 (問 t^-E いて 思 ひ 切った や 

うに〕 ねえ、 亮 さん。 あたしもう 心 を 決めた わ。 

二人て 東京へ 往っ てし まひ ませうよ。 

亮太郞 お 澄さん。 あなた ほんと に 僕と 一緒に 東京へ 往っ 

て吳れ る： ：0  - 


お 澄 ええ、 往 くわ。 柬 京へ でも どこへ でも 往 くわ。 

亮太郎 きっと だね。 お 澄さん。 

お 澄 ええ 。きっとです とも：：。 

亮太郞 それ ぢゃぁ 何時 往く ことにしよう。 

お 澄 さう ねえ。 明日の 晚 あたりなら 都合が いい わ。 

亮太郞 (考 へて〕 明 曰の 晚… -。 

お 澄 明日の 晚ぢゃ ああまん り 早 過ぎる こと： ：0 

亮太郞 いいえ。 早 過ぎる と は 思 はないけれ ど： ：。 どう 

したら いい かな あ、 みんなに 分らない やうに 東京へ 往く 

のこ io 

お 澄 さう ねえ。 ここの 停审 場から 汽 审に乘 つたんで は、 

直きに 見付かって しま ふわね え。 

亮太郎 そり や あ E ぐに 兑 付かつ ちま ふよ。 汽車よりも 汽 

船の 方が いい かも 知れない と 思 ふんだ けれど：：。 

お 澄 ああ， 汽船が いい わ。 汽船 は！. 母晚出 ろんで せう。 

亮太郞 ああ. 每晚 出る に は 出 ろんだ けれど：： 。しか 

し、 お 澄さん は 何だか 船に 翬 ひさう だな あ。 

お 澄 いい わよ。 最 つたって：：。 (不 SIISW,^ 立てて) 

おや、 ffi だら う。 誰 だか こっちへ やつ. て 来る や-つ だ わ。 

亮太郎 ああ、 見付かろ といけ ない。 早く あすこの 解の 蔭 

に往 かう。 

お 泣 おや 、何だか 怒鳴って ゐる わ。 (氣が 付いて びつ く 
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りした やうに) ああ、 き つ とお 父つ あんだ わ。 お 父つ 

あ ん が 座敷牢 か ら 週げ 出したん だ わ。 

亮太郞 さあ、 早く：：。 兑 付かったら 大變ぢ やない か。 

(二人に » の 藤 LL 隱れ ろ。) 

(木戸 口 yJ- 開け ズぉ 澄の 父が 飛び出して 來る。 老いた 

ろ 狂人。〕 

お 僚の 父 畜生：： 畜生：： 畜生：：。 しつ：： しつ：： 

何處 まて わしの 後を跟 いて 來 るん ぢゃ 。いくら 跟 いて 来 

たって i 、駄目 ぢ やと 云 ふのに ：：0 それよりも な：： お 

前 は あ つ ち へ往っ て、 あすこに 死んで ゐろ 女の 稀 をして 

ゐ るん ぢゃ。 ええ か：： 分った な。 (かう 云って ゐ ろが 

そこに は 何む のの 姿 ）：>  見えない) はは はは：：。 分 

つたと 兑 えて 往っ てし まふた。 ところて わし は ど、 つす る 

かな。 極樂 から も 來ぃ來 い 云う し、 地獄から も 來ぃ來 い 

云 ふ。 どつ .ii' にしたら ええ もの. かな。 (しばらく 考 へて 

ゐたが <. ふに 脅え たやう に) ああ、 何 ぢゃ。 あ り や あお 

重の 聲ぢ や。 今 わし が 殺し て やつ た 女房の 聲ぢ や。 何 

ぢゃ。 蛇が 化けて をった 癖に：：。 わし は 正 體を見 屈け 

るた めに 殺したん ぢゃ。 (血に まみれた 兩 手ん、 出して) 

これ、 見い。 こっちの 手に. a 、蛇の 血が 着いて ゐる。 こつ 

ちの 手に も 蛇の 血が 着いて ゐる。 いかん、 いかん。 早う 

河へ 往っ て 洗つ て來 よう、 こんな 血 だらけの 手 をし とつ 


たんで は、 さっと 極樂 では 入れて 吳れ やせん からな。 わ 

し はやつ ばり 如何 考 へても 地獄へ 往 くの は 厭 ぢゃ。 さう 

ぢゃ。 やつば り極樂 がえ え：：。 極樂 がえ え：：。 

(お 澄の 父ば. ちっと 血に まみれた 兩手 VJ- 見ながら 往っ 

てし まふ。) 

(二人 は 群の^ から 出ろ。〕 

お 澄 (脅え たやうな 瓿付) ねえ、 亮 さん。 お 父つ あん は 

ほんと におつ 母さん を設 した ん でせ、 つ か 。 

亮太郎 (31 じ やうに 脅え た 額 付で) うん、 如何 もさ うら 

しいね。 蹈 敷 牢を壞 して 飛び出して 住つ たんだね。 

お 澄 ど、 つしたら い いてせ う。 亮 さん。 あたし も、 つ 怖く つ 

て 家へ 歸れ ない わ。 

亮太郞 どうだい。 それ ぢゃぁ 明日の 晚 なんて こと を 一 K つ 

てゐ ずに- 今夜 これから 直ぐ 東京へ 往っ てし ま はう。 

お 澄 ええ。 さう しませう。 しかし あたしお 金 も 何も 持つ 

てゐ ません わ。 

亮太郎 いいよ。 二人が 東京へ 往く 位のお 金 は 僕が 持って 

ゐ るから：：。 東京へ 往 つてし まへば 友達 もゐ ろし、 ど 

うに かなろ から 大丈夫 だよ。 

お 澄 is^ 京へ 住って 了へば あたし だって 知って ゐろ 人が ゐ 

るから、 何とか 會 つて 頼んで 見る わ。 あのう：： ほら： 

： あなた も 知って ゐる、 あたしの 級に 吉 岡さん て 人が ゐ 
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たでせ う。 彼 人 も 東京へ 往 つて 女優に なって ゐる のよ。 

亮太郞 ああ、 あのち よつ と 湿血兒 見たい な顏 をした 人 だ 

お 澄 ええ。 さうよ。 

亮太郎 (氣が 付いた やうに〕 あなた ほんと にこれ から 東 

京へ 住け る：：。 

お 澄 ええ。 もう 厭 だ わ、 家へ 歸 るの は：： だって 何だか 

怖 いんです もの。 ほんと にね え， 亮 さん。 これから あた 

し を 東京に 連れて 住って 頂戴。 

亮太郞 (決心して〕 それ ぢゃ あ、 往 かう。 これから 直ぐ 

二  0 

お 澄 (不圆 また 聞き耳 yj- 立てて〕 おや、 また 誰か 来る や 

うだ わ。 さあ、 往 さませう。 早く：： 早く  0 

(二人 は往 きかけ る。) 

(稱の 中で 「人殺し だ、 人殺し； ^0」 「狂人が @ げた o」 

などと 叫ぷ 聲が閉 こえろ 0) 

(浪の 一昔 やや 高くな ろ。) 

(舞蔓 はだんだ ん陪 くなる。) 

第四揚 

暗の 中から 最初 は 遠く 微 に 何だか 分らな い やうな 昔樂 

の 饗さが 隨 こえて ゐた が、 その、 つ ちそれ がだん だん 近 


く はっき リ聽： えろ やう に なつ 來 ると、 はじめて、 

それ は ビ.^  I の 『カルメン』 の 中の 或 曲 だと 云 ふ、、 と 

が 分ろ。 

そのうち 合唱の の 聲が驄 こえて 來る と， 舞 かだん 

だん 明 ろくなって、 そこにば 或ろ 歌劇ば かリ やって 

ゐろ小さな剌場の舞^^か現れズ來る。 

舞基面に^^^^のセ，ヰィラの辻公11の場のと、、るだが、 

背景の 色 も 唯けば けばし いば かりで、 かなり 粗末な 道 

具で あろ。 

g; ろくなった 時 は、 丁度 兵隊 や 女工の 群が 合唱，^ して 

ゐ ろと こる 0 

前の 場からば 一 年ば かりの 後。 

お 澄 は 十八 九齒 位で 力 ヤメ ン に扮 して ゐろ。 

兵隊 や 女工の 群の 合 ir か 終ろ と、 お 澄の 扮 して ゐろ 

力.^  メ ンはハ パネ ラ 欲 ふ。 

力〃 メ ンが 敬って ゐろ 間、 ドン • ホセ に 扮した 男 ® 

は、 しきりに 桟敷 に ゐる 女と 目 まぜ vJ- した リ何 か, 

すろ 0 

桟敷と 思 はれろ 方から は、 「素敵 だ ぞ。」 とか 「い 

よ、 お 澄ち やん。」 とか 云 ふやうな 叫び 聲が、 時々 

投げ付ける やうに 聽、、 えて 來 ろ。 

カ舡メ ンに扮 して ゐ ろお， 像-は 時々 愛橋 笑 ひ 1^ したり 
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何 かして 欲って ゐ ろが、 しかし その 餌に は 何 處か寂 

しい 影が あろ。 力 かメン の が 終ろ と、 棧敷ゃ 土 

と&^ ばれろ 邊 から、 急 に 拍手の 昔が 起ろ。 誰かの.^ 

戯 に く  口 is がその 騒お、 の 中に 鋭く ひ^く。 

舞臺 はだん だん 暗くな ろ。 

第五 場 

咭の屮 から 力 か メンの 欲ふハ パネ ラ が聽 、、えて ゐた 

が、 そのうち 徵-」 ^が 鳴って、 $i の 降りろ 氣配 がする 

と 同 i- に 舞 裏が だんだん ろくなって 來て、 そ、 -には 

前の 場と じ 劇場の 舞 _ 学 の 光贵が 現れて 來る。 

丁度 力 i  メ ン の.： i 慕が 閉まった とこる で、 具 方！： i 忙 

しさう に 背骨の 布, <5 ^運んだ リ して ゐる。 

第二！：^ に 出る ジブ シィの や 女の 扮裝. ^した 人達が、 

何 か 喋った リ舞蹇 裘，^  ？ i リ過 Ay, て ゆく。 

かな リ長ぃ 間。 逍具 方の 怒鳴る 聲ゃ釘 yJ- 打つ 音。 

やが ズぉ 澄の カ^メンが や つば リジプ シ 1- の 娘の 姿で 

出て 來て、 *2 いで 舞臺褢 1^ 通リ拔 けようと すろ。 

T 度 そ、 -へ逍 具の 藤から ひどく 蜜れ.！. -額 fj- した 亮太郞 

が 出て 來ろ。 

お 澄 (びっくりし ズ 立ち 留まって) どうしたの、 あな 

た。 も、 つ 幕が 開 くんお やない の。 


亮太郞 (棄 鉢-」) 幕が 開いた つてい いよ。 おれ はもう あ 

んな ところで， ギタ ー なんか 彈 いて ゐ るの は 厭に なった 

た。 

お 澄 (詰る やう) 何故：： どうして そんな こと を 云 ふ 

の 0 

亮太郞 どうしてって 譯 はない けれど、 唯 厭に なって 来た 

のさ。 つまらな いぢ やない か。 あんな 穴 ぼ こ 見たい なと 

ころに 入って， 見物 席から 來る埃 を 浴びて、 出来損な ひ 

の カルメ ンを彈 いて ゐた ところて 何になる ん だい。 女房 

は舞臺 の 上て 踊って ゐ るし、 亭主 はォ オケ ス トラの 中て 

ギタ ー を彈 く：：。 何 だい、 この 態 は。 體のぃぃ大^,3藝 

人ぢ やない か。 

お 澄 (困った 額 付で) 今 さら そんな こと を 云った つて 困 

るぢ やない の。 兎に角 あなた も あたしと 同じに 半年って 

契約が して あるんだ から、 いくら 厭ても それが 濟む ま て 

は 我慢して M はなく つち や あ：：。 

亮太郞 だって おれ はもう ほんと に 厭に なって しまったん 

だ。 ギタ ー を彈 いて ゐる間 はま だいいん だが、 不圖目 を 

上げて 舞臺を 見る とおれ はもう 堪 まらな くな るんだ。 

お 澄 堪 まらなくなる つて. .. 。どう 堪 まらなくなる の。 

亮太郞 さあ、 何て 云ったら いいんだ らう。 耻 かしい やう 

な、 寂しい やうな、 悲しい やうな、 馬鹿々々 しい やうな 
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：: まあ、 ちょっと何とも：}^ へなぃゃぅな心持だな。 

お 澄 (rj つと 亮太郎 の： 见 つめながら) 何ね：： あな 

や s も, ゥ 

た 嫉妬 やいて ゐる のね。 

亮太郞 つと し ズ) 嫉妬：：。 嫉妬なん ぞゃ きゃあ 

しないよ。 

お 澄 嘘よ。 自分て さう と は氣が 付かない かも 知れない け 

れど、 あなた はたし かに 嫉妬 を やいて ゐ るの よ。 

亮太郞 そんな こと はない よ。 第一 嫉妬 を やく 譯 がな いぢ 

やない か。 

お 澄 いいえ。 ある わ。 大 にある わ。 あなた は何ぢ やない 

の 、 あたしが 舞臺に 出て ゐ ろと 云 ふこと が 厭なん ぢ やな 

いの。 自分が 厭に なった と 云 ふより は：：。 

亮太郞 そり や ああん まりいい 氣持 はしない ね。 こんな 小 

汚い 舞臺の 上で， くだらない 見物 を 相手に、 お前が 敬つ 

たり 踊ったり して ゐ るの を てゐ ると、 全く 情なくなる 

、 J  20 

力.， v-tT 

お 澄 そり や ああた しだって 情なくなる わ 。しかし もうか 

うなったら 仕方がな いぢゃありません か。 ね：： ね：： 

分った でせ う。 仕方がな いと あきらめて、 厭 だなん てこ 

と を 云 はずに * もう 少し どうぞ 辛抱して 頂戴。 

亮太郞 うん， お前が さう 云 ふなら もう 少し 辛抱して もい 

いけれ ど： ：o しかしお 前 も おれ もどう にかして n 十く こ 


の 小： S1 から 出よう よ。 

お 澄 ええ 。出ても いい けれど ：：0 

亮太郞 お前 は 厭なん だら う。 出た くないんだ らう。 何 f 

まても ここに ゐ たいんだら う。 

お 澄 どうして あなた はそんな こと を 云 ふの。 

亮太郎 分って ゐ るよ。 今度 ホセ を やって ゐる 柳！； だつ 

て、 f 丄ス カミロ を やって ゐる古 宇 3 だって、 みんなお 前 

に 惚れて ゐ るんだ。 

お 澄 a. ふ Li ヒス テリ 力〃 に 笑 ふ〕 あは はは は： ：0 あな 

たは ほんと に 嫉妬 を やいて ゐる のね。 馬鹿々 々し いぢ や 

ありま せんか。 向うて 惚れた つて こっちで 惚れな きゃあ 

それ まて ぢ やありません か。 

亮太郞 しかし。 ：：。 (云 ひかけ て やめろ〕 

お 澄 しかし- 何 なの。 

(亮太 郎が何 か 云ば うとした 時. S 具の 蓝 から ォ オケ 

ス トラの 一 人が 出て 來 る。) 

その 男 (亮太 郞に) おい、 君。 もう 幕が 開 くんだ。 早く 

来て 吳れ たまへ。 

亮太郞 うん、 今往 くよ。 

その ER 駄 H だよ」 すぐ 來 なくつ ちゃ あ ：：0  (亮 太郞の 

腕.^ 取って) さあ、 往 かう。 

亮太郎 (お 澄- b まあ、 いいや。 後て 話す よ。 
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(亮 太郎は その 男に 引つ 踉られ ろ やう に して 道具の 藤 

に 入ろ。〕 

(お 澄は默 つて 男の 姿 yS- 見送って ゐた が、 そのうち そ 

の 3 の 中には、 P 一  杯 溜 つて 來 ろ。) 

(鬪平^_?の H スカミ ロに扮した男が出て來て、 お 澄の 

姿，^ つけろ と， そっと、 背後から 忍び寄って， 微笑 

しながら その 肩 に 手 y5^sa  く  o〕 

N スカミ 口  Li 扮 した 男 おい、 澄ち やん。 まだ 返事 をして 

吳れな いんだね。 

(お 澄は默 つて. ちっと * 動き もしないで ゐ たが、 その 

うち 男 はだん だん 甘の 方まで その 手 か 延ばして 捲 さ 付 

けズ來 る。 ？13 くで 幕の 開く の，^ 催促す ろ 拍手の 昔 0) 

お 澄 (<.4に氣 が 付いた やう Li 男の 手，^ 报リ拂 つて〕 あ 

あ、 も、 幕が 開く わ、 幕が 開く わ。 

(お 澄に S げ ろ や うにして 道具の 賠 へ ffi け 込む。) 

(IE なく 慕 開きの 鈴が 鳴って *  . カス タネ- ソトの 伴奏 

でうた ふ ジブ シ ， の 合唱が 聽 こえる。〕 

(舞臺 はだん だん 暗くなる。) 

第六揚 

S 昔 機で やって ゐろ クシ ク の^べ が驟 こえて 來 ろと 同 

時に、 舞|^1|!にまただんだん明ろくなって、 そ、：.！ は 或 


港 街の 陰 凄と した 洒 場の 內 部が 現れて 來 ろ。 

NA\nr  aoTEl. と 大きく かいた 入口 の^子 扉。 いろ 

いろな 洒の 場，^ 並べた 棚。 大きな 外國の 美人の 畫。 蓄 

音 機の 臺。 壁 鏡な ど。 前の 場から は 半年ば かりの 後。 

もう 夜 も 十二時に 近い。 

蓄音機の "タクに つれて、 二人の 女 は 各外國 人の 水兵 

^相手に 踊つ \^ゐ る。 

お 澄 は 蓄音機の 傍の 膝 椅子に 腰，^ かけて、 つまらな さ 

う に みんなの 踊ろ の YJ-n^ て ゐろ。 

洒穩 の 前にば 印度人と 日本人の 血兒 らしい。 色の 黑 

い 荷 痘痕の あろ 四十 女が、 ：れ-^^^^子に靠れたまま： 

くリ こく リ 居眠り.,^ して ゐ ろ。 

" ^ ツ の 曲が 終ろ と、 みんな は 踊る の YJ- 止めて * 隅の 

方の 卓子の 周リ に置 いて あろ： g 子のと ころに か へ つて 

來ろ。 

女の 一 へ ンリ ー さん。 シャン パ ン 奢らない。 

水兵の 一 シャンパンい けません 。高いです。 

女の 一 吝ね。 あんなに 一緒に 踊って やった のに：：。 あ 

あ、 咽喉が 乾いて 仕方がな いわ。 それ ぢゃ ぁビ I ル いけ 

ない。 

水兵の 一 ビ ー ル いいて す。 

女の！ (洒 棚の 方 vJ- 向いて〕 あまさん。 ビ ー ル ぉ吳ん 
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な 0 

女の 二  (水兵の 二に〕 ボ ー ゥ エルさん。 あなた 吝な こと 

を 云 はないて、 シャンパンで なくって いいから、 ゥヰス 

キ イソ， 1 ダ お奢りよ 0 いいだら う。 

水兵の 二  (默 つてうな づく〕 

女の 二  (！^ 血兒の 四十 女 に〕 あのね、 あまさん。 こっち 

にはゥ ヰスキ イソ ー ダ： ：o 

(混血 兒の 女に 立ち上って、 それぞれ 一 H はれた 1^ の 

銀色，^ した 盆の 上に 載^て， みんなの ゐろ 卓子の 方へ 

持つ 乂來 ろ。) 

(お 澄 は この間 やつば リ つまらな さう に みんなの する 

、、と fj- 眺めて ゐろ 0) 

(やや 長い 問。 時計が 懶 うさう に 十二時，^ 打つ。) 

(入 n の 扉が 徐 かに 開いて， 亮太郎 がかな リ醉 つて 入 

つて 來 ろり お， 泡ば ャ< よつ とした 餌付で 立ち上がろ。) 

亮太郞 (空いて ゐる 椅子に 腰 yS- 下ろして〕 おい、 ゥヰス 

キイ を 一 杯吳れ ないか 3 

お 泣 (傍に 往 つて〕 あなた どうしたの。 また 醉っ拂 つて 

ゐ るの ね。 

亮太郞 醉 つて 悪い かい。 何 を 云って やが るんだ い。 お 

い、 ゥヰス キイ を吳 れつて 云ったら 早く 持って来 たらい 

いぢ やない か。 


お 澄 ええ、 上げない と は 云 ひません よ。 

(お 澄 は 自分で 洒 棚のと こる LL 住き、 混血 兒の. t:- から 

ゥヰス キイ，^ 出して 貫って 持って 來 ろ。) 

亮太郞 (俯向きに なって 考 へて ゐ ろ〕 

お、 燈 さあ 、持って来た わ。 お 上がん なさい。 (椅子 Li か 

けろ) 

亮太郎 (l^Y?- 上げ VO ああ、 濟 まねえ。 濟 まねえ。 もう 

止める よ。 明 曰から さっと 止める よ。 しかし、 な あ、 お 

澄。 おれ は 何だか 酒で も 飲んで 醉っ拂 ひても して ゐな 

いと、 どうし て も 生 きて ゐられ ないや、 つ な氣 持が して ゐ 

るんだ。 みんな おれが 惡 いんだ。 みんな おれが 惡 いんだ 

から、 どうぞ 勘辨 して 吳れ。 な あ、 どうぞ あやまる から 

勘辨 して 吳れ。 (涙. J: 、ぼす 〕 

お 澄 何 を 云って ゐ るの。 みんなの 見て ゐる 前て つと も 

な いぢ やない の。 さあ、 もう そんな こと を 云 はないて お 

飮 みなさ い。 しかし、 もうこれ 一 杯ぎ りよ。 

亮太郞 一杯ぎ り：：。 一杯ぎ" つと 云 ふの はつ まり 早く 

歸 れつて ことなの かい。 

お 澄 厭な こと を 云 ふの ね。 さう 云 ふ 意味て 云った んぢゃ 

あない わ。 

亮太郞 嘘を吐け。 いくら さう 云 ふ 意味で 云つ たん ぢゃぁ 

なくっても、 おれの 耳に はさう 云 ふ 意味に 聽 こえたん だ 
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から 仕方が ねえ。 歸 るよ。 これ を 飮ん でから. V 、つと 歸る 

よ。 お前の 商 M の 邪魔になる やうな こと はしな い から 安 

心して ゐる がい いや。 

お ®  (涙ぐんで) いい わよ、 歸ら なくたって：：。 そん 

な こと を 云 ふなら、 いくらても 飲みたい だけ 飮 むがい い 

わ。 身 體を壞 したって 知らないから：：。 

亮太郞 飲む とも：：。 いくら 飲んだ つて 金 さへ 拂 つて や 

り や あそれ ていいんだ らう。 へつ、 おれ だって 偶 にゃあ 

十關 紙幣の 十 枚 や 二十 枚 は 持って ゐ るんだ。 (衣 兜から 

くし や しゃく に し.；^ 紙^,^ 摑み 出して 卓子の 上に 置い 

て) さあ、 ゥヰス キイ を 場 ごと ここへ 持って 來て 吳れ。 

お 澄 まあ、 どうしたの。 こんなにお 紙幣 を：：。 

亮太郎 どうした つてい いぢ やねえ か。 (混血 兒の 女の 方 

,^ 向いて) な あ， おい、 あまさん 。そこに ある ジョ 一一 

ゥォ カァを 持って来て 吳れ ないか。 

血 兒の女 は 紙幣，^ 見た ので、 急に 氣 味の 惡ぃ雜 笑 

ひ しながら、 その-場 1^ 持って 來 ろ。) 

(二人の 水兵と 二人の 女と は， 何時の間にかもう ここ 

に ゐな い。) 

(やや 長い間。 亮太 郞は默 つて ゥ キス キイ， ^飲む。 お 

澄 は： nLi 一  杯 l^yj- 溜めて、 * ちっと 亮太郎 の 餌 ，.5- 見つめ 

てゐ ろ。) 


OS 血 兒の女 はまた 元の 椅子に 腰 かけて 直ぐに、 こ 

くリ こく リ 居眠り,^ はじめる。〕 

お 澄 (思 ひ 迫った やうな^で) ねえ- 亮 さん：：。 

亮太郞 なに、 亮 さんだつて：：。 ひどく 改まった 呼び 方 

をす るぢゃ あない か。 

お 澄 あたしもう いっそ 死ん ぢ まひた くな つたわ。 

亮太郞 (笑って) はは はは：：。 何 だ。 またい つもの 極 

りが 始まった な，」 おれ はお 前の 口から 死ん ぢ まひた い つ 

て 言葉 を、 幾度 聽 いたか 知れ やしない ぜ。 まあ- そんな 

こと を 云 はないで：： どうだい、 一 杯ゥ ヰスキ ー でも 飮 

ん だら： ：o 

お 澄 厭々： ：o あたしに は. お 酒 はどうしても 飲めない 

の。 (間，^ 置いて) ねえ 亮 さん。 亮 さんって 呼んだ つ 

ていい-て せう。 あたし 亮 さんって 呼ぶ と • 何だか 以前の 

あなたの 姿が 見えて 来て 懐かし いんだから：：。 

亮太郞 どうと も 勝手にお 呼びなさい まし だ。 しかし zf 前 

から 見る と、 おれ もず ゐ ぶん 變 つたな あ。 さう 思 ふとお 

れ だって、 何だか 情ない やうな 悲しい やうな 妙な 氣 持に 

なる ことがあ るよ。 おれば かり ぢゃ あない。 お前 だって 

ず ゐぷん ひどい 變 りゃう だからな あ。 

お 澄 あたしなん かもう 滅 茶々々 だ わ。 まだ 舞臺に 出て ゐ 

るう ち はよ かった けれども、 あんな 騷 ぎから あすこに も 
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ゐられ ないやう になって から は、 棄 鉢って 云 ふんだ か 何 

だか 知らない けれど、 もうどうに でもな.；； つ て氣 になつ 

て しまったの 0 

亮太郞 いや、 何しろ みんな おれが 惡 いんだよ。 あの 騷 ぎだ 

つ て おれの やった こと だし、 お前が こんなと ころに 入る 

やうに なった の も、 やつば りおれ の やった ことなんだ。 

お 澄 しかし あなたば つかり 惡 ぃ譯ぢ やない わ。 あの 騷ぎ 

だって 因 はって 云へば. あたしが 惡か つたの よ。 だけ 

ど、 あたし：：。 あなたが あんな 思 ひ 切った こと をす る 

と は 思はなかった わ。 

亮太郞 うん、 あの 拳銃の 一 件 かい。 

お 澄 ええ。 あの 音を聽 いた 時には * あたし はこり ゃぁ大 

變な ことにな つたと 思った わ。 

亮太郎 今にな つ て考 へ て 見れば、 誰に も择 我がな か つ た 

のが 勿怪の 幸 ひさ。 あれで あ い つ に 傷ても 負 はせ て 見ろ、 

今ぢゃ あおり や あ 牢屋の 中に ゐて， こんな 酒なん ぞ飮め 

やしね え 0 

お 澄 ほんと に今考 へて 見ても ぞっとす る わ。 

亮太郞 擊 つた 御當人 のおれ だって ぞっとす るよ。 

お 澄 もうあな た 拳銃なん か 持つ て やしな いでせ うねえ。 

亮太郞 うん、 拳銃 か：：。 (あいまいに〕 持って やし 

ねえ、 持つ て やしね え。 


お 澄 (不思議 さう に〕 だが ね、 亮 さん。 あなた はどうし 

て 今夜 こんなに 澤山 お金 を 持つ てゐ るの。 

亮太郞 うん、 これ か： ：o これ はちよ つと 思惑 を やって 

儲けた のよ。 

お 澄 儲けた つて、 何て 儲けた の。 

亮太郞 まあ、 い いぢ やない か。 そんなに 訊かな くった. つ 

て… .0 

お 澄 だって あたし 心配 だ わ。 

亮太郞 何も 心配す る こと はない よ。 OEf^mM ぃズ から 聲 

潜めて) な あ、 おい、 お 澄。 おれ はもう この 町に ゐ 

るの が 厭に なつたん だが な。 どうだい。 お前 は 何時まで 

こんな 家に ゐる氣 なのかい。 

お 澄 厭 だね。 こんな 家に ゐる 位なら 死ん ぢ まった 方が い 

亮太郞 さう か。 お前が さう 云ふ氣 なら、 おれが 手引 をし 

て、 うまく ここから 遁げ出させて やら あ。 

お 澄 しかし、 やり 損 ふと ひどい 目に 會 ふわ。 それ こそ ほ 

ん とに 殺される かも 死れ ない わ。 ここの マスタ ァは そり 

や あ ひどい 奴なん だもの。 

亮太郎 大丈夫 だよ。 さう 極まり や あ 少しても 金 を 持つ て 

ゐる 方が いい。 (卓子の 上の 紙^,^ しまって〕 二 枚 も 

置い とき や あ 御の字 だら う。 (二 枚 だけ 投げ出す) 


む 澄 ほんと に、 亮 さん。 大丈夫な の。 

亮太郎 大丈夫 だって 云へば。 安心して ゐ ろよ。 (立ち上 

がって〕 それ ぢゃ あまた 明 曰の 晚來て 相談 すら あ。 

お 澄 待って る わ、 明日の 晚： ：o 

(二人が 入口の 方へ 往さ かける 時、 何虚 かで ぼん ぼん 

爆竹の 音が 聰 こえ ろ。) 

亮太郞 、よつ として 立ち まって) おや • 拳銃 ぢゃぁ 

れぇ かリ 

お 澄 違 ふよ。 今夜 は何處 かてお 祭が あるって 云 ふんて、 

南京 街の 方で 爆竹 を 上げて 騒 い て ゐ ろ ん. だよ。 

亮太郎 な あんだ。 爆竹 か：：。 おり やまた 誰か 喧嘩 をし 

て . 拳銃ても 擊 つて ゐる のかと 思つ た。 (！！) それ ぢ 

や あまた： ：o 

お 澄 明日の 晚き つと ね。 

(亮 太郎は 入口の W 子 戸.^ 開けて 出て ゆく。) 

(お 澄ば ぽん ゃリ 見送って ゐ たが、 暫 らくす ろと 氣が 

付いて、 卓子の 上に 置いて あつ ^紙幣，^ 持つ ズ、 混血 

兒の 女の 方へ ゆく。.〕 

(あまさん と 呼ばれて ゐろ， 捉血兒 の 女 は、 この 紙 报，^ 

受け取 リな がら 欠 仲 1 ^すろ。) 

(泣 く^け ざ まに 爆竹の 3 

(舞^sはたんだんi=くなろo) 


第七揚 

閱の屮 ^遠くの 方から、 自動車の 替访の 昔と M ン ジン 

の 響きと が 近づ いて 來ろ。 

そのうち 靑. m い 尖燈 の 光が、 ばつと 哈 1> ^照らした かと 

思 ふと、 ぼんと パ ン クした 音が しズ、 X ン ジ ン の 響 さ 

ばかりが 一 つと ころで 喘ぐ やうに 聽 こえる。 

舞蹇は 依然と し ズ哈黑 のま、。 

唯 尖 燈の 光り Li 依って、 そこ LL. HI 動 車が あろと 云 ふ 

、、とが 分ろ。 

前の 場の 翌晚。 深： 史の W 舍迸。 

-X 几 太郎の It と、 お 澄の 聲。 そして 自動車の 述轉 手の 

聲。 

ヱン ジン の響さは^|3時すろとばったリ消ぇろ。 

亮太 郞の聲 (慌ただしく) おい， 如何し たんだ。 如何し 

たんだ。 

述轉 手の 聲 パンクして しま ひました。 

亮太 郞の聲 なに、 パ ンク した。 そんな こ とが. ある もの 

か。 嘘を吐く と 承知し ない ぞ。 

速鹎 手の It い X え。 噓ぢ やありません。 今 あんなに 大き 

な 音が した ぢ やありません か。 

亮太 郞の聲 大きな 昔が：：。 そんな 音 は 俺 の^に は聽こ 
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えなかった ぞ。 (間) お前に はそんな 音が 聽 こえた か 

、 0 

お 澄の 聲 さう ねえ。 さう 云 や あそん な 音が したやう にも 

思 ふけれ ど： ：o 

亮太 郎の聲 おい、 如何 だ。 パ ンク したん ぢゃ あないだら 

ラ 0 

運韓 手の 聲 いいえ。 やつば り パンクして ゐ ます。 

亮太 郎の聲 さう か 。ほんと に パンクして ゐる のか。 

運轉 手の 聲 ええ。 あんまり スビ I トを 出し 過ぎた からて 

亮太 郎の聲 畜生：：。 仕樣が.；： えな。 おれ 達 は 少し 急ぐ 

ん だからな。 おい、 これから 街まで は 餘っ程 あろ かい。 

述鞞 手の！^ さう です ねえ。 近いと ころで 一里 はあり ませ 

う。 

亮太郎 の？ t おい、 如何 だ。 街まで 往っ て 代りの 自動 を 

呼 スて來 て吳れ ないか。 

述轉 手の！^ 駄 m てす よ。 こんな 夜中に 起きる もん. てす 

か 0 

亮太郞 の It 起きない なんて ことがある もの か。 關 はない 

か ら 敲さ起 すんだ。 おい > お 願 ひだ か.，： 往っ て 來て吳 れ。 

それだけ C 金 はき つ と 出す よ。 

述棘 手の 驛 しかし、 そんな こと をして ゐたら 夜が 明けつ 


ちま ひます ぜ。 

亮太 郎の聲 、よつ とした やう Li) 夜が 明ける。 そんな 

に 時間が かかる もの か。 

(運轉 手に 尖燈の 光で 時計.^ ろ。) 

運轉 手の 聲 だってもう 二 時です もの。 愚圖々 々して ゐる 

うちに は 夜が 明けつ ちま ひま さあ。 (. ^くやう Li) お 

や、 雨 かな 0 

亮太 郎の聲 雨：：。 何 だ。 雨が 降り出した のか。 

運轉 手の 聲 ええ。 何だか ぼつり と 大粒な やつが：：。 

亮太郞 の 聲 (苛々 した 調子で) 仕樣が ねえな あ。 自動車 

はパ ンク する。 雨 は 降り出す。 如何したら いいんだ。 

お 澄の 聲 ほんと に 如何したら いいて せう。 早く 何處 かに 

往っ ま はない と、 捕ったら 大變だ わ。 

亮太 郎の聲 W つたな あ。 ねえ、 運轉 手さん。 それ ぢゃぁ 

ここから 一 番近 い 停車場まで は どの位 ある だら う。 

運轉 手の 聲 さう です ねえ。 停車場 は 街と 反對の 方なん だ 

けど、 やつば り 一 里 位あります かね。 

亮太 郞の聲 さう か。 一里 位 か：：。 おい、 如何 だい。 1 

里 位なら 歩か うぢ やない か。 

お 澄の 聲 ええ。 歩いても 好 けれど：：。 しかし、 汽車に 

乘 つたり 何 かし て 誰か に 見つけられたら 大變ぢ やない 

の 0 
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亮太郎 ああ、 死ぬ とも： ：0 おれ はもう ほんと に 生きて 

ゐられ ない 體 なんだ。 おれ は 詐欺師 だ、 泥坊 だ、 人殺し 

だ。 いづれ は 捕まって 牢屋に 入らなければ ならない 體 な 

んだ。 お前 を こんなにし ちまった の も、 みんな おれが 惡 

かったん だ。 お 澄さん。 おれ も 改めてお 澄さん て 云 ふ 

よ。 ねえ、 お 澄さん。 どうぞ 死 ぬ 前に おれ を 許して 吳 

れ。 おれの 罪 を 許して 吳れ。 どうぞお 願 ひだ。 許す と 言 

ふ 言 紫 を、 どうぞお 前の 口から 聽 かして 吳れ。 (泣く) 

お 澄 何 を 云って ゐ るの。 亮 さん。 許す も 許さない もない 

おやない の。 さあ、 そんな こと を 云って ゐ ないで、 早く 

死に ませう。 あたし 何だか 平く 死にたい。 

亮太 郞 それ ぢゃ あお 前 はおれ を 許して 吳れ ない のかい。 

お 澄 だから 許す も 許さない もない つて 云つ て ゐるぢ やな 

いの。 もう そんな こと を 云 ふの は 止して 頂戴。 そして 今 

夜 は 昔の 樣 な：： あの 茅 花 を 取りに 往 つた子 供の 時分の 

やうな 心 持に なって、 一 緒に 抱き合って 死に ませうよ。 

亮太郎 ああ、 死なう。 子供の 時分の やうな 心 持に なつ 

て：：。 おれ は 嬉しい よ。 お 澄さん。 こんな 心 持に なつ 

たの は 久しぶり だ。 ほんと に 恩 ひ 出す こと も 出来ない ほ 

ど 久し ぷり だ。 

(シ ダナ か の 灯の 色靑 LL か はろ。 微か LLi 讽く 汽車の 

音。) 


お 澄 ああ * 汽車の 昔が 聽 こえる やう だ わ。 

亮太郞 ああ、 汽車の 音 だ。 ああ、 あの 汽車の 音 も 昔 聽 い 

た 汽車の 音 だ。 

お 澄 亮 さん。 よくって：：。 一緒に. 死ぬ のよ。 

亮太郞 ああ、 いいよ。 8 ああ、 だんだん 汽車の 音 

が 近寄って 來る： ：o 

お 澄 さあ、 死ぬ 前に ぢ つと あたし を 抱いて 頂戴。 もっと 

ぎゅっと：： もつ と ぎゅっと： ：0 

亮太郎 ああ、 體中 雨て ぐつ しょり だ わ 。頼つ ベた なんか 

冷たくな つて ゐるぢ やない か。 

お S  (夢中に) さあ、 もっと ぎゅっと：： もっとぎ ゆつ 

と… .0 

亮太郞 ああ、 息が 窒 まる やう だ" それて ゐて體 巾が 何 だ 

かがた がた 額へ る：：。 

(もうこの 時は汽 #f の 音が かな リ近 い。) 

亮太郞 (氣が 付いて) ああ、 もう 直ぐ そこ だ。 

お 澄 (ゃっばリ^：ぶ中に) もっと ぎゅっと：： もっとぎ ゆ 

つと： ：0 

OS 々たろ 車輪の ^き。) 

亮太郞 ああ、 來た。 (叫ぶ) 死ぬ ぞう： ：o  (線路の 

中に 飛び込む) 

(汽車の 通リ す^ろ 音。〕 
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看 主 お 
護つ 人 澄 


お 澄 (n:,^is け \^) ああ、 怖い：：。 亮 さん はどうし 

て… .0 

主人 (慰めろ やうに) うん、 さん はね：： 生きて ゐる 

よ。 快くな つた、，： 會は せる からね：：。 何にも 心配し な 

いで ゐる がいいよ。 いい かい。 分った かね。 

お、 澄 (微か！， i 首，^ 板って) 知って ゐる わ：：。 亮 さん は 

死ん だんだ わ：：。 

主人 何 を 云って ゐ るんだ。 亮 さん は：：^ にゃあ しないよ。 

ねえ. 分ったら う。 何にも 心配し ないて、 靜 かに 寢てゐ 

ると きっと 癒 7 ュ からね。 も- 「何にも 考 へたり 何 かす るん 

おやない よ。 ほんと にさ つ と あたしが 癒して 上げる から 

お 澄 (また 首，^ 振って) いや、 いや：：。 あたし 死にた 

い：： 亮 さんと 一緒に：：。 

妻 (お 澄の 傍へ 來ろ) さあ、 そんな こと を 云 はないで、 

また 靜 かにお 眠み なさい ね。 何にも 考 へないで、 靜 かに 

して ゐ なければ 駄目て すよ。 ねえ、 分った でせ う。 

お 澄 (目,^ 閉 つて 呻く) う うん  ？ つん：：。 

妻 あなた。 何だか 苦し さうて すわね。 今まで は あんなに 

よく 眠つ て をり ましたのに： ：o 

主人 、つん。 何 か 厭な 夢ても たらしい の だよ。 目 を覺ま 

すなり 怖い と 云つ てゐ たからな。 


(けたたまし い 汽仿の 饗さ。) 

(激しい風 雨の 昔。) 

(舞-お， は 全く 1= くな ろ。) 

第 九 5| 

IF の 中で 聰 こえて ゐた： 汲し い 風雨の 音が 段 々逮ざ かつ 

て. ゆく  Li つれて、 Is^ は 段々 ろくなって 來 ろ。 

第一 場の 礙師の 家。 座敷の 中の すべての 光 C 京 は、 袷ん 

ど 前と 變 つて ゐ ない。 

i か 一 場から は 凡そ  一 ^間ば かり， 經 過して ゐて、 外の 

風雨の 昔む 大分 静か になって 來てゐ る。 時々 微な稻 妻 

の 閃 さ 0 

^敷の 腐ん 中の 床の 上に は、 やつば リぉ 澄が 眠って ゐ 

ろ。 主人の 權師は その 法で 心配 さう Li お 澄の 手の 脈 fJ* 

診て ゐろ。 

茶の間の 長火鉢の 傍 Li は、 主人の 妻と 看護婦と が、 ： 

れもゃ つば リ 心配 さう Li 坐って ゐ る。 

(苦し さう に 呻く) ああつ：： ああつ： ：o 

(^く) これ はいかん。 少し 變だ ぞ。 (着 護 婦に向 

5 鈴 江さん。 法 射 器々 なタ： ：。 

0 はつ、 カンフルで ございま すね。 

(；^^江ば注射の支度1^すろ。) 
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妻 主 妻 


妻 さうて すか。 可お さう に：：。 (間) ねえ、 あなた。 

かう して 光子の 裔物を 着て ゐる ところ を 兑 ると、 わたく 

し 何た か 光子が 歸っ て來 たやうな 氣 がして な りません 

わ。 年恰好 も 丁度 同じ 位て すし：：。 

主人 うん：：。 (氣が 付いた やうに 看護婦 LL) 鈴 江 さ 

ん。 まだて すか。 

看護 録 はい。 唯今。 (注射の 邀具. ^王 人の 傍に S く) 

主人 よろしい。 これて 少し は 元氣が 出る だら う。 

(主人 はお 澄 腕に 注射ん」 すろ。〕 

(や 、長い sra。 みんなの 視線 は 悉くお 澄の 額の 上に 注 

がれて ゐろ 0) 

(お 澄の 息 急に 靜 かになる。) 

主人 はてな U  (脈，^取って0-て^^色，^變へ ろ) 

妻 (心配 さう Li) どうかいた しまし たんて すか。 

主人 (nl,^ 開けて -D-vo あ X、 こ" や あいかん 。もう 駄 

目 だ。 

妻 (びっくりして 傍へ 招り 寄って) 何で ございま すつ 

て ：.o もういけ な いんて ございま すか 0 

主人 (偽 まし さう に點 頭いて) 心險 麻痺 を 起したん だ 

よ。 おれ は それ を 心配した から、 さっきから 幾度 も カン 

フル 注射 をして ゐ たんだが：：。 

妻 まあ、 可哀 さう に：： 。もうどう にもなら ない のでせ I 


うか。 

主人 (吐息 1^ ついて) も、 「駄 m だ。 何しろ 胸 を ひどく や 

ら れてゐ たんだから、 おれ は 最初から とても 駄目 だと 思 

つて ゐ たの だ。 

妻 それ ぢゃ あもう ほんと に 駄目なん です かねえ。 何だか 

わたくし はほんとの R 分の 娘が 死んだ やうな 氣 がいた し 

ます わ。 (泣く) 

主人 しかし 考 へて 見る と 死んだ 方が かへ つ て 幸福 だよ。 

これて だんだん 快くなる とすると" いづれ 男が 死んだ と 

云 ふこと が 分る に は 極まつ てゐ る。 さう した 場合に この 

女 は、 一 生死ぬ より 苦しい S ひ をして 過ごさなければ な 

らな いぢ や あない か。 この 女に 取って 生 さると 云 ふこと 

は、 死ぬ と 云 ふこと よりも 幾 層 倍 不幸な こと だか 知れな 

かった の だ。 

妻 さうて ございま すねえ。 さう 考 へれば 死んだ 方が 幸福 

かも 知れません わ。 それ はさつ きム鈴 江さん と 二人て 話 

して ゐ たんで ございます けれど： ：o ねえ * 鈴 江さん。 

看護婦 ええ。 わたくし はこの 前 さ、 「云 ふ 女の人 を 見て ゐ 

ただけ に、 騎更 さう 云ふ氣 がいた します わ。 

(不圆 思 ひ 出した やうに) ねえ。 あなた。 

： うん。 何 だ。 

あなた はどうしても あの 光子 を 許して やって は 下さい 
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ません の。 

主人 うん： ：(；^ つと 考 へて ゐろ) 

妻 ねえ。 あなた。 若し 二人が こんな ことにな つたら 大變 

ぢゃ ございま せんか。 それに 子供 も出來 たって 云 ふこと 

です し、 どうぞ わたくしの 一 生のお 願 ひて すから、 許し 

て やつ て 下さい ましな。 

主人 (やつば リ默 っズ考 へて ゐる) 

妻 そり や 親に 背いて 家出 をしたり 何 かした こと は、 光子 

が赏々 惡 いんて は ございます けれど、 しかし あ れも 今て 

は大變 後悔して ゐ るんで ございま すよ。 昨夜 まゐり まし 

た 手紙に も、 ぉ父樣 にお 誇び をして 吳 れつ てこと が 幾度 

も 幾度 も 繰り 返して 書いて あるんで ございます からね。 

主人 (突然^. -;^ 上げ ズ) お前 は 光子の 居所 を 知って ゐる 

ん だね。 

妻 ええ、 知って をり すす。 

主人 さう か。 (m) それ ぢゃ あお 前から 手紙 を やって 

やれ。 

妻 (嬉し さう-」) えつ、 それ ぢゃ あなた 許して やって 下 

さるんで すか 0 

主人 (點顷 くと 同時に 1^ が險 から 溢れて 來る) 

0 ああ、 それ ぢゃ あわたく し 早速 手紙 を 書いて 出して や 

ります わ。 直ぐ 歸っ て來 いと 書いて やつ て もい、 んでご 


ざい ませう ね 0 

主人 いいと も：： いいと も：：。 直ぐ 今夜に も 大木に 持 

たせて 出させる がいい。 (看^婦 Li) 鈴 江さん。 ちょ 

つと 大木 を 呼んで 來て 下さ い。 この 女が： 处ん だって こと 

を、 もよ つ と 驛畏と 巡査のと ころ へ 知らせる 川 も あるん 

だから：：。 

(看護 録" 立って 左方の 戸 n から 出て ゆく。) 

主人 (泣いて ゐろ 妻に) 何 を 泣いて ゐ るんだ。 さあ、 早 

く 手紙 を 書いたら い、 ぢ やない か。 

妻 ええ：：。 (立ち上がる) 

主人 (父親ら しい 愛の 籠った 調子で) 早く 歸 つて 來 いと 

云 ふこと を 忘れずに な。 

(妻 は 茶の の 方に 來て、 娘 に やろ 手紙 き はじめ 

(風雨の 音 だんだん 靜か LL なって ゆく。 遠く 微かに 稻 

妻の 閃き。) 

(静かに 1:^ か 下りる。) 
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お 淸 柱 小傳喬 

つ 玉傳 

ね 玉 川 朝 朝 枝 


傳 ほ 四十 S 五 歳 位の  一 ti の 3M 打い 検玉 川ば 五十お 位 

の. 一. 乂那 人の 手" s;i だが、 もう 三十 3f 近く もこつ ち に ゐ ， 

ろので、 ちょっと 聽ぃ ただけ では 支那 人と 分らない 伉 j 

日本語が うまい。 しかし 畏ぃ 話の iE.li は、 時 々片ー 百め i 

いた 言 紫が 出ろ。 小傳 朝に 條 朝の 弟子で、 まだ やっと 一 

二十 ん 越した ば  リ 位の 裕語 家。 おつれば 三十 五线 一 

の女で^^^玉川の妾、 この旅迥リの 一 座の下11,-?^勤めて 一 

ゐろ。 高^！^の方からは、 今上が つて ゐろ薛 玉と 云 ふ 娘 一 

義太 失が 語つ ズゐ ろ 、『阿波 の ^門 十 郞兵衞 住家 の 段』 一 

の 文句が、 三味線の 昔と 一緒に 鵜 こえて 來 ろ。 

傳朝 如何 も 何 だね、 桂 玉 川さん、 かう 何時までも 暑く つ 

ちゃ あやり 切れないね。 

桂 玉 川 ああ、 全く やり切れない 。それに あたし 肥って ゐ 

ろから ね、 暑い うち はもう 商 費が. ま に なる よ。 

S と 云った ところて 稼がずに や ゐられ ないし —— これ 

が ま あ 鬼 京 か 大阪な -ぃ 、 稼ぎ 甲斐 も あ る と 云 ふもん だ け 

れど、 かう 田舍 廻りば かり 續 けて ゐ たん ぢゃ あ、 暑い う 

ちば かりてな く、 つくづく 商 費が 厭になる ね。 

桂 玉 川 しかし 師匠なん か 結構 あるよ。 あんなに 綺麗な お 

かみさんと 一 緒に 共稼ぎて 方々 歩いて ゐ るんだ からね。 

(妙な 辞 vj- 立て、 笑 ふ〕 

傳朝 何 を 云って やが るん てえ。 そんな こと を 云 や. あお 前 ； 


(一 S 


&^れなぃ老人の落語家 

その 一 班の US;- 打の 落語^ 

その 弟子 

支那 人の 手品； 1 

傳 朝の 女 liSS で 義太夫 SS リ 

桂 玉 川の 妾で 下座 

東海道 筋の 或ろ 田舍町 

時 代 

こ の ！s„5 

東海道 筋の 或る m 舍町 にあろ、 汚ない 寄席の 樂屋 であ 

る。 秋の 始めの 或ろ 寂しい 晚の十 時 近く。 

樂屋 では 窓に 近いと、、 るで、 野 面から 吹いて 來ろ 風，^ 

入れながら、 傳 朝と 桂 玉 川と が 話し合って ゐろ。 少し 

離れて 小傳 朝と おつれと がそ の 次ぶ、 に 高座に 上が る 、 

桂 玉 川の 手品の 道 14,^ 調べ ズゐ ろ。 


雨の 夜話 

人 物 


場 所 
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さんだつて、 あのお つねさん と 一緒の * お羨まし い 御身 

分ぢゃ あねえ か。 

桂 玉 川 いや、 あれ 駄目 あるよ。 もうお 婆あさん だからね。 

傳朝 (笑って〕 贅澤な こと を 云つ もやいけ ねえ (おつ 

わに 向って) おい、 おつね さん" お前の ロー 那は あんな 

こと を-云つ てゐ るせ。 

おつれ ええ、 も、 つ 何て 云った つて 關 ひません よ。 あたし 

の 方で はも、 つ 疾ぅ か ら 愛想 を 盡 かして ゐ んだ か ら 11 

ft 玉 川 愛想 を盡 か- i —— (笑って〕 それ 嘘々。 ねえ、 肺 

あたしが おつね に 惚れて ゐ ろよりも、 おつね が あた 

しに 惚れて ゐ ろ 分が 澤山あ るね。 

おつれ 笑談 云つ ちゃい けない よ。 &: 惚も 大抵に おしなね。 

そんな こと を 云った つて、 桂さん お前さん は、 あたしに 

別れたら 困ろ だら う。 

is^ 玉 川 いいえ、 あたし 闲ら ない。 若い 女 直ぐ あたしのと 

ころへ 來ろ こと 分って ゐろ。 

おつれ それ ぢゃ あお 前さん は 近頃 何 か浮氣 をして ゐ るの 

かい a 

桂 玉 川 (笑つ ズ〕 浮氣は その 日の出 來 ごころ つてね、 都 

々逸に は 中々 面白い 文句 あるよ" 

おつれ (怒って〕 鹿 に お しでな い よ。 靜 岡で 興行 て ゐ 

ろ 時 だって、 是非お 金の 入る ことがあ るって 云 ふから、 


着物 ム 何も すっかり 貢いて やつたん ぢゃ あない か。 さう 

すろ と 如何 だら う、 そのお 金 を 持って 二 T 町に 往 つて、 

すつ てんてん になって 歸 つて 来て —( 小傳 朝の 方，^ 向 

いて) 一 體小傳 朝さん • お前さんが 惡 いんだよ。 二 丁 町 

に 連れて 往 つた の はお 前さん だ つ て 云 ふぢ やな い か。 

小傳朝 (困った やうな 調子で〕 いいえ 、あつし-ちゃ ああ 

りません よ。 あっしが 何も 11 あり や あお 前さん， 15^ 枝 

さんが 惡 いんです よ。 

おつれ いいえ、 お前さん だよ、 お前さん だよ。 あたしに 

はちゃん と 分って ゐ るんだ よ。 

00 おい、 おい、 いい加減に しろよ。 そんな 大ふ、 な聲を 

出す と、 客席の 方に 聽 こえる ぢゃ あない か。 

おつれ だって、 師匠、 あんまり ひと を 馬鹿にして ゐ ろん 

です もの • いくら あたしの やうな もの だって 口惜し いぢ 

やありません か。 

傳朝 まあ. 何も さう 口 倍し がろ こと はない さ。 

おつれ 0^ 整に なって〕 いいえ、 あたし 口惜し いんです、 

口惜し いんて す。 

00 困るな あ (桂 玉 川に 向って) おい， 桂さん。 さう 

澄まして 納まって ゐ ずに、 如何と かしね え かい" 

桂 玉 川 な あに 打つ ちゃら かして 置く  一^いい あろよ) 

傳朝 (_^^笑ひ，^して) 困つ ちま ふな あ。 樂 fer て 痴話喧嘩 
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なん ぞ やられち や あやり 切れ やしね え。 殘暑 よりも こつ 

ちの 方が 餘 つぼ ど 暑つ 苦しい や。 (不 阅氣が 付いた やう 

に〕 あ. -、 さう 云 ゃぁ喬 枝の 爺さん 如何したい。 

小條朝 あ 、 、 また 出 懸け たな〕 一杯 引っかけに 往 つたん 

てす よ 0 

傳朝 仕樣が ねえな あ。 間 さへ あり や 酒なん だから ——- 今 

日の 「星 野屋」 なんか 醉っ拂 つて ゐて、 何 を 喋って ゐる 

ん だか、 まるて 分らなかった ぢゃ あねえ か。 

小簿朝 ええ、 如何 も あの 爺さんに も 困り もんです よ。 

傳朝 ほんと に 仕樣が あり や あしね え。 お前 も あんな 爺 さ 

んを 見習つ もやいけ ねえ ぜ。 

小鄉朝 しかし 若い 時分に は、 圓 朝さん や 何かと 肩 を 並べ 

た ほど 上手かった つて 云 ふぢゃありません か。 

傳朝 昔が たと へう まくっても、 今が あ はぢゃ あ 仕樣が ね 

え。 もう 辛抱が 出来ね えから、 今夜 限り この 一 座から 出 

て往 つて 貰 はう と 思って ゐ るんだ。 (高座の 義太 失に 耳 

^傾けてから〕 ああ、 もつ 切れた ぜ。 

小傳朝 (びっくりした やうに) ああ、 さう だ。 

(問-.^ なく 拍手の 音と 一 緒 LL 高座の 義太夫が 終って 中 

入リ となろ。 客席の 方から 聽こ えて 來る ざわめきの 音、 

中 夜り の 呼び 聲。) 

(そこ へ 高座，^ 終った 洁 玉が 入つ ズ來 ろ。 iiS 玉ば 二十 


五六 成 位の 義太夫語りで、 傳 朝の 女 © になって ゐ る。〕 

小傳朝 一 

おつれ 一如 何も 響 a > 

淸玉 ほんと に 御 苦 勞樣位 云 はれな くち や あやり 切れない 

よ。 もう 四 五日で 十月 だって 云 ふのに • 何時まで 暑さが 

續 くんだら う。 ねえ、 肺： M、 ちょっと 觸 つて 御 よ。 肩 

衣まで 汗て ぐつ ちょり だよ。 

傳朝 うん、 ひで え 汁 だな。 そこの 手桶に 水が あるから、 

ちょっと 裸になって 拭く とい、 や。 

薛玉 あ、、 さうても しなく ちゃ 氣 持が 惡 いわ。 (おつれ 

に 向って) ちょいと、 おつね さん、 そこの 金盥と 手拭 を 

取って 吳れ ない。 

おつれ。 あ、、 これて すか。 

淸玉 如何 も はばかり 樣。 

おつれ あのう、 背中 を 拭いて 上げ ませう か。 

淸玉 い \ わ、 自分て 拭く から 11 (不圆 氣が付 い. ？.： やう 

に) あら、 如何した の、 おつ ねさん。 何だか 涙ぐんで 

ゐるぢ やな いの 0 

傳朝 、つん、 今ね、 桂さん と 痴話喧嘩 を やって たって 譯な 

ん だよ 0 

淸玉 おや、 おや、 暑い のに 御 苦 勞樣だ わね。 (桂 玉 川に 

向って〕 桂さん、 あんまりお つねさん を苟 める もん ぢ 
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やありません よ。 

桂 玉 川 いいえ、 あたし AS め やしない 。苛められる 何時て 

も あたしの 方 -I , 

玉 如何 だか 分り や あしない わ。 桂さん これて 中々 色男 

なんだ からね。 

桂 玉 川 いいえ、 いいえ、 色男 は 師匠 あるよ。 

3^ 朝 まあ、 餘 計な こと 云 はねえ て、 そろそろ 高座の 支度 

をしたら 如何 だね。 

^玉 川 高座の 支. M 、小傳 朝さん ちゃんとして 吳れて ある。 

0^ しかしお 前さん いくら こんな 田舍て も そんな 襯衣 1 

枚ぢ や あ 出られね えだら う。 

桂 川 (始め ズ i.r か 付いて〕 ああ、 さう さう、 上着々 々o 

00  (笑って) 吞氣 な藝人 だよ。 これ ぢゃ あおつ ねさん 

が 頓り な が る の も 無理 はねえ や。 

滞 玉 だけど こんな 人と 旅 を 廻って ゐ ると、 いくら 御難て 

トャを 貧っても， こっち まてが 吞氣 になる ね。 

俾朝 な あに こんな 人に かぎって そんな 時には、 a っ先ド 

口 ン をして しま ふやつ さ。 

おつれ ええ、 そり や あもう さう に 極まって ゐ ます わ。 何 

し K 、簿情 この 上な しって 人なん てす からね。 

おい、 おい、 また 始めち や あいけ ねえ 玉に 向 

つて) な あ、 おきよ。 (洁 玉の 名) これ だから 何時 ま 


でも 暑さが 續 く 譯ぢゃ あねえ か。 

淸玉 ほんと にさ。 おつね さん も いい加減に おしよ。 

おつれ だって、 お 師匠さん、 あたし 口惜しく つて 仕 が 

いんです もの  

(そこへ 席 亭の 方から 知らせが 來 たので、 おつれ は 

いで 下座の 方へ 往 つて、 賑やかな 三味線，^ 彈き 始めろ。 

桂 玉 川が 高座へ あがる と 同時に- ぞ 恥の 方から 聽 こえ \^ 

來ろ 拍手の 一昔。) 

(やが ズ 高座で 喋って ゐろ驟 や、 容の笑 ひ！ t が聽 こえ 

て來 る。 下座のお つね は 時々 高座の m 藝に 合せて 吸,^ 

うた ふ。) 

淸玉 だけどお つねさん て 人も變 つて ゐるぢ やない の。 

以前 は あれて 赤 坂 あたりて 藝者 をして ゐ たって 云 ふんだ 

けれど、 如何して あんな 支那 人なん かに 惚れち まったん 

だら う 0 

m^. そこが お前、 この 道ば かり は 別 だからね。 それに 最 

初から あの 桂 玉 川の 妾に なつたん ぢゃ あなく つて、 ああ 

なる まてに は、 かなり いろいろ のこと をして 來 たんだつ 

て 話 だせ。 

十 W 玉 そり や あさう だけれ ど 1 

傳朝 一 群 始めが 新派の 役者の 竹林 —— 

淸玉 竹林つ と 云 ふと 二枚目の うまい、 竹林 弁 一 つて あの 
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朝 玉 朝 な 


朝の しんみ リ とした 話し 聲が聽 こえて 來 -co 話^;^ 『眞 

贵累ケ 淵』 であろ。) 

(そこへ 喬 枝が 表から、 したた か Li 醉っ拂 つて かへ つ 

て來 ろ。 喬枝 はもう 六十 四 五 歳 位の 落魄れ；^ i„£ 語 家。〕 

喬枝 (しゃが れ^で 笑って〕 師匠， やって ゐ るね。 ふう 

ん、 眞景累 ケ淵か —— なるほどね、 兎も角も 文句 を 知つ 

てゐる だけても 感心 だよ。 しかし 如何 も 息が 違 ふね。 あ 

あ、 いけね えな。 かう 云 ふの を聽 いて 見る と、 さすがに 

圓 朝つ て 人 はう まかった ね。 憎い やう だが うまかった よ。 

今のところの あの 息なん か は、 敵ながら も堪ら ねえと 思 

つた ほどう まかった からね。 あれに 較べる とこの 傳 朝な 

んて やつ は、 よくも あれで 圖々 しく 人情-新が やれる と 思 

ふ 位まづ いね。 (嘲ろ やうに 笑って) 馬鹿々々 しくって 

聽 いて ゐられ やしね え。 

IS 玉 (聽 きかれた やうに) ちょいと * 喬 枝さん。 お前 さ 

ん何を 云って ゐ るんだ い。 

喬校 (始めて 玉の ゐ ろの LUC か 付いた 樣 子で) ああ、 

清 玉さん か。 これ は 如何 も —- あっし はね、 お前さんが 

そこに ゐ るのに 氣が 付かなかった もんだ から、 ついい ろ 

んな こと を 喋べ つも まって ！一  (  れ隨 しの やうな 笑 ひ 

方 I^L ズ) まあ さ、 まんざら 出^目 を 云って ゐろ譯 て 

もね えんだから、 さ、 つ あっし を 睨めない でお 突ん なさい 


まろで 自分の 孫ても 死んだ 時の やうに 泣 くんだ よ。 

玉 へえ、 を かしな お 爺 だ わね。 あのお 爺さん 近頃 餘っ 

ぼ ど 如何 かして ゐ るよ。 (始めて 氣 付いた やう に) お 

や、 また何^1|か へ出懸けて往ったの。 

00 うん、 問 さへ あり や あ 酒ば かり 飲んで ゐ やが るんだ。 

それに 近 ぢゃ 高座 も 何も 滅茶々 々で、 今夜の 『虽 野屋』 

なん ぞと來 ちゃ あ * 何 を 喋って ゐ るんだ か、 まるて 譯が 

分らね ぇぢ や あねえ か。 あれ ぢゃぁ 如何 もい くらおれ で 

ももう 我 ®r が出來 ねえから、 今夜 限り この 一 座から 出て 

往 つて K はう と W 心つ てゐ るんだ がね。 

玉 ああ、 ほんと にあん な 人お つ 抛り 出しち まった 方が 

いい わ。 あたし だって 毎日の やうに、 ちびちび 酒錢 を-絞 

られ ろんだ から ほんと にうる さくつ て 仕方が あり や あし 

, 0 

しかし 絞られる に は譯が あるんだ からな。 

^だ わ、 師匠。 ， 臼 狀し ちま へばい V ちゃない の。 

その 代" も. う 初心 だなん て 云 はせ ない よつ 

(脤 やかな 離しの 三味線 に つれて、 枝 玉 川が 高座から 

下りて 來る。 , く ん g いてから 傳 朝ば 同じ やうな 離 

しの 三味線に つれて 髙 班に 上がろ。 席の 方から 聽こ 

えて 來 ろ 拍手の 昔。) 

(三味線と 拍手の 昔が 止む と、 ^^ぐに高^！の方から傳 
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m  m  m 喬淸 喬淸喬 


よ。 師 直の 臺詞ぢ や あないが、 これ この 通りお 詫びお 詫 

び だ。 

淸玉 何 だい。 自分が 落語 ひとつろ くろく出来 もしない 癖 

に、 師匠の 惡ロ もない もんだ。 

裔抆 いえさ、 今 云った の を、 師 IE の惡 口と 思って 吳れち 

や あ 困る よ。 あっし は 決して 師 K の 惡ロを 云 ふつ もり 

で、 あんな こと を 云った んぢゃ あないん だからね。 いや、 

全く だよ、 淸 玉さん。 あっし は 師匠の 薩を 思へば こそ あ 

んな こと を 一 K つたんだ。 それでな けり や あ 誰が お前、 わ 

ざ わざ 師匠の 氣に觸 る やうな こと を 喋る もの かな。 

十； S 玉 何 を 云って ゐ るんだ い。 ほんと にこん な 随 爺ったら 

ありあ しないよ。 ねえ、 桂さん 0 

桂 玉 川 ああ、 全く 狸爺 あるね。 しかし 喬 枝さん 狸のと こ 

ろが えら い あるよ 0 

as 校 (CI ら 嘲ろ やうに 笑って〕 獵爺か 11 1! 爺 結構 だ わ。 

あっし はもう 酒 さへ 飲まして 置いて 吳れ さへ すれば、 何 

と 云 はれても 怒らない よ。 

倚 玉 々したやう に〕 怒らない ところが 狸 だって 云 ふ 

ん だよ。 

裔枝 いや 結構々々 I— 何でも お前さんの 云 ふ 通り だ。 

卞 W 玉 ほんと に 厭に なつち まふね え。 

S まあ、 まあ、 さ、 つ 嫌 ひっこな しさ。 これ だってお 前 


さ ん がま だ 肩上げ の あ る 時分から 知 つて ゐ る仲ぢ や あな 

いか。 

桂 玉 川 喬 枝さん、 淸 玉さん をロ說 いちや あいけ ない ある 

よ 0 

校 何 を 云って やが るんで え。 

玉 (氣が 付いて 詰る やうに〕 ああ、 喬 枝さん 11 

校 ええ、 何 だい。 

玉 お前さん は 喋った ね。 

校 何 を さ。 だしぬけに 喋った ねと お出でな すった んぢ 

や あ 分らな いぢ やない か。 

玉 分って ゐ るよ。 分って ゐる 箬 だよ。 

抆 いいえ、 あっしに は 分らない よ。 何 だい、 淸 玉さん。 

玉 ふん、 何處 まで 狸なん だか 分り や あしない。 ねえ、 

喬 枝さん。 お前さん はう もの 師匠に、 あたしが 以前 子供 

を 生んだ ことがあ るって 喋つ たんだら う。 

5g 校 は あてね、 喋った か 知ら 11 

浩玉 おとぼけ てない よ。 あたし は 今 師匠から そのこと を 

云 はれ て 困って しまつ たんだ よ。 何も 隱し てゐ たつ て譯 

ぢゃ あなく つ て、 唯 云 ふ機會 がなかった と 云 ふだけ のこ 

となんだ けれど， 向う か.， T さう 云 はれる と、 何だかち よ 

つ と 氣まづ いぢ や あないの。 

喬枝 成程、 そいつ はちよ つと 氣まづ かった かも 知れない 
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が —— しかし あっし は 師匠に 話した か 知ら 11 如何 も そ 

の邊 のこと が、 はっきり 頭に 殘 つて ゐ ない のて 困り 入る 

第 さ" しかし まあ あっしが 喋った にした ところが、 も 

、つ その子 供 だって 死ん ぢ まったん だし、 師匠 だって 何時 

まても 窥を惡 くして ゐる やうな こと はな いだら うぢ やな 

いか。 

淸玉 そり や あ 師匠 は 別にたい して 竊 にもして ゐ ないやう 

だけれ ど 11 

5^ 抆 そんなら まあい いぢ やない か 0  ( なに しんみ リ とし 

て 調子で〕 だが ね、 淸 玉さん。 あっし はこの 問ち よつ 

と數 へて 見たん だが、 あの 子が 生 さて ゐる とすると、 今 

^はもう 八つになる よ。 

^玉 さう かねえ 

裔抉 さう かねえ つてお 前さん は、 數 へて 見た こ ともねえ 

のかい。 

淸玉 だつ て 死 んだ 子の 年なん ぞ數 へて 見た つて 仕樣が な 

いもの —— 

S ふうん、 さう 云 ふもん かねえ。 

浩玉 いや だよ。 喬 枝さん。 何 だって さう しげ しげ あたし 

の 顔ば かり 見詰め てゐ るの。 

0^ な あにね、 まだ 肩上げの あろ 時分のお きょ ちゃんの 

こと を考 へる と、 こんなに なった のが 不思議に 思 はれて 


ならね えんだ よ。 あの 時分 はお 前さん も、 ほんと に 可愛 

らしい 子だった から わ。 お前さん のおつ 母さんの 颢王さ 

んが、 まだ 猿 3^ 町に ゐる 時分で、 あっし もちよく ちょく 

遊びに 往っ たもんだ が、 あの 時分の こと を考 へる と、 ま 

つたく 夢の やうな 氣 がする よ。 お前さん はもう あの 時分 

のこと は 忘れ つち まつ たらう ね。 

玉 ああ、 も、 つ 大抵 忘れつ ちまった ね。 昔の ことなん か 

覺 えて ゐた ところて 始まらな いぢ やない か。 

喬枝 さう 云つ ちま や あそれ まて だけれ ど —— あの 時 あつ 

し はお 前さん に、 簪を 買つ て やったり 何 かした もんだ ぜ。 

玉 いや だよ。 そんな こと を 云って、 また あたしから 酒 

錢を强 請ら うって 氣 なんだら う。 そんな 手に 乘っ てた ま 

る もの かね。 

喬枝 いや。 そんな 氣ぢゃ あないよ。 つまり 唯の 昔話なん 

だ 0 

涛玉 如何 だか 知れた もん ぢゃ あり やしない。 

桂 玉 川 ほんと だよ * 淸 玉さん。 Si 爺氣を 付けない と危ぃ 

危ぃ。 

(急 Li-JS^ 席の 方から 聽、 、えて 來る 拍手の 音。 と 同時- IL 

打 出しの 太鼓の 音。 どやどやと 4< 勢の 客の 立つ 氣 勢し 

遠く 木 III 口の 方から 聽、、 えて 來ろ 下駄 や 足駄の 音。 ひ 

としき リ さう 云った もの 昔が 騒がしく 緩いた 後. 四？ 迓 
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は わに 静かになる。〕 

(今 降り だした ばかりの 雨の 昔と、 そこらで 寂し さう 

に 鳴いて ゐろ蟲 の 驛。) 

(傳 朝 は 高 m. で禮， ^云 ひながら、 客 fj- あらかた 送り出 

したと、、 で 下りて 來 so) 

小傳朝 ^ 

桂 玉 川 . 御 苦 勞樣。 

おつね 

傳朝 到 1^ 降り出して 來 たね。 

倚 玉 ああ、 さう ね。 ずゐ ぶん 今日は 蒸し ss! かった から— 

桂 玉 川 雨 降ろ 凉 しくな つてよ ろしい。 (ちょっと 間 置 

いて〕 では、 肺 匠、 お 先き へ —— 

淸玉 あら、 おつね さん を 置いて 往く のかい。 

桂 玉 川 あたし ちょっと 寄り道 ある。 

淸玉 いけない よ、 桂さん。 そんなに おつね さんに 氣を揉 

ませる もん ぢ あないって 云 ふのに —— 

桂 玉 川 大丈夫々々々 11 

活玉 大丈夫 ぢゃ あないよ。 さあ、 おつね さん。 早く 支度 

をして 一 緒に ぉゐ でよ。 

おつれ ええ、 ほんと に 油斷が 出來な いんです からね。 

(桂 玉 川に〕 お 待す； なさい よ. あたし 一緒に 往 くから I . 

(桂 玉 川が 出て 行く と、 ぬぐその後,^^;虹ふゃぅにして 


おつれ も 出て ゆく。 細々 と つづく 蟲の 昔。 遠く， ^驶っ 

てゐる 夜汽車の 饗。) 

(雨の 昔が だんだん 激しくな つて 來 ろ。〕 

1 體 あの 二人 は 何處に 泊って ゐ るんだ い。 

小傳朝 ええ、 あのう、 この 向う の 街 はづれ のと ころの 

ない 宿 に 泊って ゐ るんで すが • 桂 的 如何 も そ この 娘と 

出来て ゐ るら しいんで すよ。 

傳朝 へえ、 さう かい。 それて 歸りを ^いて ゐゃ がるんだ 

な) 

小傳朝 ええ、 如何 も あの 支那 人に， つち あわれ われ 日本 

人 たじたじ-てす 0 

傳朝 若え 癖に 意氣 地が ねえな。 

喬枝 全く だよ、 師匠。 あっしなん ぞの 若い 時分 は、 そん 

な もの ぢ やや あなかった ぜ。 

傳朝 (喬 i ^に 向つ VO ああ、 お前さん は 何時 歸 つて 來た 

ん だね。 

枝 あっし かね。 あっし は 丁. ば 師匠が 高座に 上がった と 

ころに 歸っ て來 たんだ C 

00 さう かぶ < た何處 かて 酒 を つ て來 やが つたんだ な。 

喬杖 いや、 な あに、 ほんの コップで 二三 杯 さ。 

00 今 は 二三 杯 だら うが、 今朝つ から 一 體何杯 飲んで ゐ 

るんだ 0 
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0^ 勘定して 飲む ほど 吝 つたれ た眞似 は、 この 年に なつ 

て もした くねえ から、 何 杯 飲んだ かあつし にゃあ 分らね 

え 0 

博 朝 だが よくお 前 1^ 踐が つづく ね 0 

0^  (笑って〕 不思議な もんて こいつ だけ は、 如何に か 

なって ゆく から 豪 な もの さ。 

傅 朝 ST.! 改 つた 調子で) おい、 喬 枝さん。 

喬校 何 だね。 

傅 S おれ は 以前お 前さん が、 圓朝 師匠なん ぞと肩 を 並べ 

丄 なし か 

た 、 立派な 落語家 だ と 云 ふこと を 知 つて ゐ るか ら . 酒 を 

飲まう が 席を拔 かう が、 これまで 默 つて 辛抱し てゐ たん 

だ 0 

8 いや. 如何 も濟 まねえ よ。 全く 師匠 にゃあ 濟 まねえ 

と 思って ゐ るんだ。 だが ね、 肺 匠。 お前さん はう まくな 

つた もんだ ね。 さっきの 累ケ 淵なん ぞは. 全く 圓朝 そつ 

くりって 出来だった ぜ。 あっし はもう 樂 屋で聽 いて ゐ 

て， すっかり 感心し もまった よ。 

傳朝 何 を 云って やが るん てえ。 

淸玉 ほんと に 人 を 馬鹿にして ゐ るね。 全く 呆れた 狸爺 だ 

よ。 (傅 朝 LL 向って〕 ねえ * 師匠り さっき はお 前さん 醉 

っ拂： て かへ つてき て、 高座で お前さんの やって ゐる話 

を 聽 さながら、 よく 圖々 しく 人情 新が やれろ の、 馬鹿 


馬鹿し くって 聽 いちや ぁゐ られな いのって、 さんざん 惡 

口 を 云つ てゐ たんだよ。 

喬枝 笑談 云つ ちゃい けない よ。 

傳朝 いや、 笑 談ぢゃ あねえ だら う。 その 位の こと は 云 ひ 

かわない やつ だ。 

S そり や あ、 師ぼ、 殺生 だよ。 全く あっし はそんな こ 

と を 云った 覺ぇ はな いんだから 11 

洁玉 駄 nz だよ、 喬 枝さん、 ちゃんと あたしの 目の前て さ 

う 云った ぢゃ あない か。 

S まあ、 いい。 まあ、 いい。 云 はねえ なら 云 はわえ に 

して 置かうよ。 しかし ^枝さん。 もう おれ は 辛抱が 出來 

なくなつ たから、 今夜 かぎり この 一 座から 出て 住って 貰 

ひたいんだ。 

0^ なに、 出て 往っ て 吳れ. — 

朝 、つん、 もう 如何あって もお 前さん を、 この 一座に 置 

いてお くこと は出來 ねえんだ。 

喬枝 成程れ、 もう S いて 置く こと は 出来ね えから、 今夜 

かぎり 出て 住つ て吳れ とかう 云 ふんだ ね。 

傳朝 さうよ。 分ったら う。 

喬枝 ところが あっしに は 分らね えんだ。 

傳朝 ふうん、 分らね えって 云 ふの は 何處が 分らね えんだ。 

喬校 何處も そこ も あり や あしね え、 お前さんの 云 ふこと 


m 
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が、 そっくり あっしに は 分らない ね。 

傳朝 何 を 云 やが るん てえ。 ひと を 馬鹿に してやが る。 

喬校 いや、 馬鹿にして ゐる 謹ぢゃ あないが —— つまり 何 

だね、 お前さん は 何にも 知らね えから、 そんな こと を 云 

ひな さるんだ ね 0 

傳朝 何にも 知らね えって 云 ふと -—— 

喬枝 (冷やかに 笑つ 乂) まあ、 止さうよ。 今頃に なって 

云った ところで 仕方が ねえ や。 

傳朝 何 だい。 一 K つたって い いぢ やない か。 

喬枝 ふうん、 そんなに お前さん あっしの 話が 聽き たいの 

かね。 よお し、 そんなら 云って 聽 かせる が、 びっくりし 

ちあいけ ねえ ぜ。 おい、 淸 玉さん り お前さん もよ く聽ぃ 

てゐ なくち や あいけ ねえ (r, よつ と 凄味の ある 問., ^歷 

いて) 實 はね、 傳 朝さん。 この 淸 玉って 女 は， あっし 

の實の 娘なん だよ。 

傳朝 ええ、 笑談 云つ ちゃい けね え。 

淸玉 (笑って〕 馬鹿にお しでない よ。 あたしが お前さん 

の 娘 だなん て 馬鹿々 々しいに も 程が あろ ぢゃ あな いか。 

喬校 (少し 寂し さう に〕 成程ね え。 ほんと にしね えの も 

無理 はない が、 しかしお 前さん 達 はこん な ことに、 嘘が 

云へ ると 思って ゐる のかい。 いくら あっしが 狸爺で も、 

この 話 にゃあ 嘘 はない よ。 


傳朝 (笑つ \^〕 笑談 云つ てら あ。 喬 枝さん、 さ、 つ 云 ふ 嘘 

は 罪が 深いよ。 ねえ、 おい、 おきよ。 お前に は 何 かさう 

云ふ覺 えが あるの かい。 

^玉 ある もん-て すかね。 若し それが ほんと だとす り や あ 

今日まで 默 つて ゐ るの が を かし いぢゃありません か。 

8 いや、 それに はいろ いろ 譯 があって ね I そんな こ 

と を 云 ひ 出し て お前のお つ 母 さん を 苦し めたくなかった 

ん だよ。 

浩玉 だっても うおつ 母さんが 死ん てから 七ハ丰 になる わ。 

喬抉 もうさう なる かねえ。 (淸玉 に 向つ て) 何 かい。 おつ 

母さん はお 前さん に 何とも 云って ゐ なかった か い。 

淸玉 ええ、 何 を 云 ふもんで すか。 

裔枝 それ ぢゃ あお 前 はやつ ばり あの 講 II 師の典 凌 を、 ほ 

ぉャぢ 

ん との 親父 だと 思つ てゐ るんだ ね。 

淸玉 だって そり や あさう に 違 ひな いんだ もの -11 

S  (溜& 5 の やう に) さう か 11 

浩玉 それとも 何 か あたしの ほんとの お 父つ あんだって 云 

ふ ことがあ たしに も 分る やうな 證據 でも あるの。 

喬枝 いいや、 そんな もの はあり や あしね えよ。 

玉 それ ぢゃ 仕樣が な いぢ やない の。 ねえ、 師匠。 さう 

でせ う。 

傳朝 さうよ。 截 から 棒に そんな こと を； K ひ 出した つて、 
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誰が ほんと にす る もの か。 さあ、 くだらね え 夢見て えな 

こと を 云って ゐ ねえで、 さっさと ここ を 出て 往っ て吳れ 0 

喬枝 厭 だ。 おれ は 如何して もこの 一座から 離れる の は 厭 

だ 0 

傳朝 それ ぢゃ あお 前 は 如何しても 出て 往か ねえって 云 ふ 

のか. - 

裔枝 出て 往 かね- ズ でもい 、譯が あるから ここ にゐ るの 

だ。 (急に 强ぃ 調子に なって〕 おれ はおき よの 親父 だ 

ぞ。 お前 だつ てお きょと 一 緒に なつ てゐ るから に は、 も 

う 肺 K と は 云 はせ ね えぞ。 

00 何 を 云 やが るんだ。 手前 は氣が 狂つ たんだな。 

{ ^枝 氣 なん ぞ 狂って 堪る もの か。 今夜 位頭の はっきりし 

た晚 はあり や あしね え。 おれの 目に は あの 晚の ことが 今 

でも はっきりと 見えて ゐる。 隅 田 川が 見える = 聖天樣 の 

森が 見える。 雨 あがりの S1 の 綺麗な 晚 だった つけ。 二人 

は あ ぶな く 心中 をす る ところだった ん だ。 お れも泣 い た 

し 女 も 泣いて ゐた。 それから 間もなくだった。 おきよ が 

生れた の は。 

傳朝 馬鹿野郎。 何 を 夢見て えな こと を 云った ゐゃ がるん 

だ。 おい、 小傳 朝。 この 爺 を 早く 表へ 敲き 出しち まへ で 

小傳朝 だって 師匠、 雨が どしゃ 降りです ぜ。 

00 どしゃ 降り だって 何 だって 關 ふこと あたね え。 何 だ。 


手前 まてが おれの 云 ふこと を肯 かねえ のか。 

小傳朝 いや、 さう 云 ふ譯ぢ やありません けれど ー— S 

枝に 向って) さあ、 喬 枝さん。 師匠が ああ 云 ひ 出した 

からに はとても 駄目 だ。 兎も角も 表へ 出よう。 

喬枝 (泣きながら) 厭 だ。 おれ は 如何しても ここ を 出る 

の は 厭 だ。 おきよ はおれの 娘なん だ U 譯 があって 他人の 

子に なって ゐ たけれ ども、 おさよ はおれの たった 一 人の 

娘なん だ 0 

小傳^ 困るな あ、 喬 枝さん。 兎も角も おれと 一緒に- こ 

の 樂屋を 出て ぉ吳れ よ。 

喬校 (やつば リ泣 さながら) ここ を 出て 何 處へ往 くん 

だ。 この 雨の 中 を 何 處へ往 くんだ。 

傳朝 何 を 愚阔々 々して ゐゃ がるんだ。 さあ 出て 往 けった 

ら 出て 往 かねえ かい- 

喬枝 厭 だ。 如何しても 獻だ。 おれ は 娘の 傍に 何時 まても 

ゐ てえん だ。 

傳朝 畜生。 如何しても 出て 往か ねえな。 

(傳 朝は喬 枝，^ 外へ 突き出さう とする。 {^ おは 柱に か 

;^^リ付 ぃたリ何かして、 どうし ズ L  、、の 樂屋, ^離れ ま 

いとすろ。 二人の 間の 爭 ひの もの 音。 そのうち 喬权ば 

樂屋の 戸 口から 外へ 突 さ 出され ズし まふ。 雨に やつば 

リ 激しく 降リ しきって ゐ る。〕 
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00  ^^生= くだらねぇ ことばっ かり 云ゃがっ て (小傳 

^に 向つ ズ) もうあの 爺 を樂屋 へ 入れる と 承知し ねえ 

ぞ。 (不^ 氣が 付いた やうに) あ、、 今の 騷 ぎです つか 

り 忘れて ゐ たが 俾を 1 1 臺 さう 云って 来て 吳れ。 

小傳朝 ニ臺 てす ね。 

00 當り 前よ。 一人 乘に 二人 乘れ やしね ぇぢ やねえ か。 

(出て 往 かう とする 小傳朝 に) あ、、 それからな、 喬枝 

の やつ まだ そこらに うろうろして ゐ やしね え か、 よく 見 

て 来て 吳れ。 

(小條 朝 へんいで 出ズ ゆく。 短い 間。) 

(雨の 降りしきろ 昔の 間！，！、 ほそぼそと した 蟲の 驛。) 

(不 阅淸玉 の 泣き 聲が聽 こえろ。) 

傳朝 おや、 如何し たんだい。 何 を 泣いて ゐ ろんだい。 

(泣き S ^ばかりで 返事がない。) 

朝 何 だい。 何も 泣く こと はな いぢ や あない か。 

玉 ええ、 だけど あたし ！ 

朝 何 だ 泣く やうな ことがある のかい。 

玉 ええ、 あたし 何だか 枝さん が、 ほんと にあた しの 

お 父つ あん ぢ やない かと 思 はれて 來 たんです の。 

(激しい 雨の 音と 微かな 泣き 聲。) 

11 終 —— 

〔s- 京屮央 放送 W のた め LL ラジオ ドラマと しての 試作〕 
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お 加 扇 旭 淸 小 傅 


下 一千の t 亡し は 時計が 找 かって ゐズ， その 下に は汽 班の 

時間表 や 料 1^ 書いた 紙が 貼り付け ズぁ -0。 廊下の 突 

き 《：3 リは 客室の 换。 

秋の 半 過ぶ、 の 或ろ 藝っ た：： r の黃昏 近く。 しかし まだ 外 

はかなり 明ろ い 0 

座敷でば 玉と おつ れ とが、 火鉢-」 赏リ ながら 話 1^ 

しズゐ ろ。 能 玉 は 二十 五六 歳の 色つ ぼい 女。 義太失 

；ホ i リで條 朝の 女！ ^になって ゐる。 おつれに この 一 座 

の 下座 勤めて ゐる。 三十 五六 歳の 女。 

浩玉 何 だ か 急に くな つ て 來た ね。 

おつれ ええ、 だってもう 十一月に 入つ たんです もの。 こ 

の位寐 いのが 當り 前て すわ。 

玉 さう だね え。 この間う ちの 暑さ は 全く 時候 は づれだ 

つたんだ ね。 

おつれ ええ、 さう です とも。 十月 だって 云 ふのに まるで 

署 中の やうなん です もの。 (不 簡氣が 付いた やうに〕 如 

何な す つたん てせ う。 師 K は 大變週 いぢ や ありま せんか。 

十肘 玉 久 L ぷ-リ て a 藏 さん に會っ たんだから、 きっと 二人 

て 飲んで ゐ るんだら うよ。 

おつれ 名古屋 まて は、 ここから 餘程 かか るんで すか。 

十； £ 玉 いいえ、 電 isK て 三 四十 分 位の もんだら う。 

おつれ それ ぢゃ ぁ大 いして 遠く はな いんです わね。 


渡り. Clf 

i. . (「雨の 話」 後日 Hi, 


物 

朝 その 一座の as 打の 落 家 

傳 朝 その 弟-子 

玉 條 朝の 女 で義太 失語 リ 

藏 傳 朝の 兄弟子の 一條 語 家 

贺 丸 盲 n の 新 内 一!:_i リ 

つ ね 下 斑の 女 

場 所 

東 も 名 古屋に 近い sla:i\ 

時 代 

この のこと 

m 海 筋の 名 古 嵐に 近い、 或ろ E 舍 町の 宿屋の 二階。 

上手の 方 LL 八 S の 座敷。 正面 の^の il にば、 魔 ものの 

岸 駒の 虎 C 驟け 物と 逹 磨の 物。 上手の 障子の 外は緣 

側で、 下に S ぐに 往來 になって ゐろ。 下手の 換の外 は 

幅の い 廊下で、 そこにに 梯子段の 上 リロが 見えろ。 
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淸玉 ああ、 直き だよ。 だけど ここら は田舍 だね え。 席な 

んぞず ゐぷん ひどいだ らう。  一 

おつね ええ、 そり や あもう 樂屋の 汚な さなん て 云ったら 一 

全くお 話に なり や あしません。  一 

涛玉 しかし あの 中 泉の 何とか 云った 寄席より はま だまし 

だら う 0 

おつれ ええ、 まあ、 どっちが どっちと も 云へ ません ね 0 

(今 の 淸玉 の 言葉で 思 ひ 出した やう に〕 中 泉 つて 云へば、 

高 村の 爺さん は 如何し ちまつ たんで せう ねえ。 

十： e 玉 (ちょっと 面，^ 喑 くし ズ〕 さあ、 如何し ちまったら 

うねえ。 豐撟て あたしが 風邪 を 引いて 休んだ 晚、 樂屋へ 

ふらりと やって来て- あたしに 是非 會 はせ ろって 云って 

肯 かないので、 みんなから 酷い 目に 會 はされ たって 話 は 一 

聽 いて ゐ るが、 それから こつ もまろ で 姿 を 見せない やう 

だね。 

おつね ええ， あの 時 は あたし 何だか 可哀 さう になって し 

まひ ましたよ 0 小傳 朝の やつなん ぞこ こぞとば かり 忠義 

立 をして あんな 老人 を 打ったり gl たりす るん てす もの。 

涛玉 (少し ほ る リと して) さう かい。 そんなに 酷い 目に 

會は せた のかい。 

おつれ ええ、 そり や あもうち よつ と 見て ゐられ ない 位 0 

しかし 桂 公が ゐ なくて ようご ざんした よ 0 若し ゐ たら あ 


一 の 馬鹿の こと だから、 ほんと にどん な こと をした か 知れ 

i やしません 0 

！ 淸玉 ああ、 桂さん 如何したら うねえ。 

一 おつれ (吐き出す やうな 調子で) あんな やつ、 どうせろ 

くな こと あありません よ。 

淸玉 しかしお 前さん だって、 ちっと は あの人に 惚れて ゐ 

たんだら う。 

おつれ 惚れて なん ぞゐる ものです か 。あたし 今 ぢゃぁ 桂 

玉 川って 名前 を聽 いただけても ぞっとし ます わ。 

淸玉 だってず ゐぷん 嫉妬 を燒 いたり 何 かして ゐ た；：' や あ 

ないか。 

おつれ そり や 人情で その 位の こと はあった かも 知 わ ませ 

ん けれど、 誰が ほんと にあん なち やん ころに 惚れる もん 

です か。 それに あの 奇術 だって 樂屋 から 見て ゐて、 はら 

はらす る 位まづ いんです もの。 

淸玉 (微か に 笑つ て) はら はらした こと も あ つ た ん だ 

ね 0 

おつれ 厭て すよ。 お 師匠さん さう 云ふ鐸 ではら はらした 

んぢ やな いんです よ。 

(遠くの 方から 町 廻りの 太鼓の 音が、 だんだん こっち 

の 方へ 近付いて 來 る。) 

淸玉 ああ、 歸 つて 来たね。 
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おつね 小！ t 朝さん には篏 まり 役です ね。 ああ やって 太鼓 

を敲 きながら 町 廻り をす の は。 

玉 . ああ、 あのお つちよ こちよい に は 丁度い いよ。 

おつれ (不 II 心配 さう に) しかし 肺 K の歸 りも遐 いけれ 

ど劍 舞の 先生 も 蓮 いぢゃありません か。 まだ あすこに 引 

つ 懸かつ てゐ るんで すか 知ら。 

玉 (^さ 处 c めろ やう Li) あすこって 何 處さ。 

おつれ あら， 御存知な いんです か。 世話になった お 客の 

ところへ 顔出し をし なければ ならない なんて、 あり や あ 

みんな 嘘なん です よ。 

淸玉 さう かい。 何 かおつ こちが あるの かい。 

おつれ ええ. それ だから あの人 豐撟で ごろごろして ゐた 

ん てす よ。 

淹玉 へつ、 馬鹿にして ゐる ねえ。 (氣 にす る やうな 樣子 

で) 何 だい、 藝者 かい。 

おつれ ええ、 何とか 云 ひました ね。 さう、 さう、 小秀と 

か 云 ふま だ 若い 妓 なんてす つて。 

滞 玉 (いくらか 感 らぜ て〕 ー體 あの 五郎って やつ 

は、 束 京に ゐる 時分から 女たら しでね。 田舍を 廻らな く 

つ ち やなら な いやう になった の も、 やつ ばり 女 出入から 

なんだ よ。 

おつれ ええ、 あれで 中 * 色魔なん です つてね。 しかし 桂 


公の 代りに、 あれと 加賀 丸さん が 入つ たんて、 ぐっと 1 

座が-版 やかに なって 來 ましたよ。 

淸玉 ほんと にあた し 桂さん が どろん をした 時には、 これ 

はもう とても 駄目 かと 思って ゐ たんだが、 あの 二人が 來 

て吳れ たんて ほんと に 安心した よ 0( ちょっと 廊下の 突.々』 

(ほりの 部 尾，， 振り返- 0 やうに して) 加賀 丸さん 如何し 

てるね- . 

おつれ さっきから. M てゐる やうて すよ 0 

淸玉 さう かい。 しかし あの人の 新內 はほんと にいい ねえ 0 

樂： S で聽 いて ゐて 全く 堪ら なくなる ことがある からね。 

(太 の 音 一 時ち よつ と聽 こえ なくなった が、 急に ま 

近くな つて 來て ばった リ 止む。 小傳朝 梯子段，^ 上が 

つて 來 ろ。 小傳 朝ば 傳 朝の 弟子で、 まだ やっと 二. 4. 歳 

, ^越した にかり 位の 男 0) 

小傳朝 (襖.^ 開けて) ああ、 唯今。 

淸玉 おつれ (培ん ど 同時に〕 ああ、 如何 も 御 苦 勞樣。 

小傳朝 (中 1^ 見廻 はして〕 あのう、 師 K はま だなん てす 

か 0 

淸玉 ああ、 まだなん だよ。 師匠ば かり ぢゃ 力い、 五郎の 

やつ もま だなん だ。 

小傳朝 ええ、 仕樣が ねえな あ。 あの 先生 今夜が ここの 初 

日 だつ てこと は 知つ てゐ るん-てせ うねえ。 
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淸玉 そり や あ 知って ゐ るよ。 

小傳朝 知って ゐ るなら もう やって 來 さうな もの ぢゃ あり 

ません か。 

淸玉 (いくらか 嫉妬め いた 心 持で) 女が 中々 離さな いん 

だと さ 0 

小傳朝 へつ、 馬鹿にして ゐ やがん な。 (忌々 しさうな 鋭 付 

で そこに 坐して) ねえ、 お 師匠さん。 さ、 っぢゃ ありませ 

んか。 こっち は 一 生 懸命 入り が ある やう にと 思 つて、 腕 

が 痺れる 位 太鼓 をぶ っ敲ぃ て 町 廻り を して ゐ るのに、 女 

の 傍て 5 ぢゃぢ やけて ゐ るなん て、 あんまり 人の 氣を知 

らな 過ぎ まさ あ。 

セ>5 玉 (笑って〕 ここて 怒った つて 仕方がな いやね。 お前 

さん も 早く 小 情婦の 一人 位挤 へたら い いぢ や あない か。 

小傳朝 (LL やに や 笑って) ええ、 そり や あもう 挤.， つへ た 

い の は 山々 なんです が。 

潢玉 出來 ない のかい。 

小傳朝 如何 もい つも 武運 拙く。 

^玉 意氣 地がない ねえ，」 

(外の 光が だんだん 淡れ て赏 燈が點 く。 小傳朝 はび つ 

ぐり？； たやう に 立ち上がって、 换， .J- 開けて 時計，^ 见ろ) 

小傳朝 あめ、 もう 五 時半 だ。 (おつれ LL 向って) おい。 

おつね さん。 往か うぢ やない か。 樂： M の 支度 もしな くつ 


ちゃなら ないから。 

おつれ ああ、 そろそろ 出懸 るかね。 お前さんと 道行 ぢゃ 

あ 始まらない けれど。  、 

小傳朝 何 を 云って やが るんだ い。 ちゃん ころより はま だ 

まし だぜ。 

おつれ な あに ぼちぼちの 癖に。 (淸玉 lO ぢゃ あお 師匠 

さん、 お 先き に。 

小傳朝 ああ， お 先き に。 六 時半までに は 見える てせ うね。 

淸玉 大丈夫 だよ。 

(小 傅 朝と おつれと が 梯子段 降 リズ ゆく と、 丁..》 ^そ 

れと 入れ違 ひ 位に. 修 朝と CS 藏 とが 梯子段，^ 上がって 

來ろ。 傳朝は 四十 四五谈 位の： の 一 斑の as 打の i& 語 { 氷。 

扇藏は 五十 三 四 歳 位の 落 iSi 家で、 名 古 D« での 火眞 打) 

^京に ゐた^ 分 に は、 傳 朝と 同 i: の 兄 m 子で あろ。 二 

人ば 'かなり い い 心 持 LL 醉 っズゐ ろ。) 

00  玉に 〕 おい、 扇 蔵さん を 連れて来 たよ 。层 i ^さ 

ん は 今夜 暇 だから. 是非 スケに 出て 下さる つて 云 ふんだ。 

淸玉 (立ち上がって 座 布國， ^敷 さ しながら) ああ、 そ 

り や あ 如何 も" (扇 藏： .0 さあ、 どうぞお 敷き. 下さい ま 

し 0 

傳朝 ああ. 扇藏 さん。 これが あたしの 家內 さ。 淸 王 つて 

云って ね、 べん べんの 分なん だ。 
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扇藏 (坐って〕 ああ、 さ、 つです か。 あたし は 時雨 家 扇藏 

と 云つ て。 

傳朝 (云 ひかけ ろの,^ 引き取 5 やう- 10 まあ、 いいよ。 

扇藏 さん、 そんな 挨拶 は。 如何 もお 前さん は 堅 過ぎて 困 

るよ。 

扇 蔵 しかしね、 挨投 はも やん として 置 かないと、 如何 も 

あたし は 氣が濟 まない 性て ね。 

傳朝 まあ、 いいって こと さ。 (洁玉 Li 向つ ヾ〕 おい、 お 

,,1: 、よ。 兎も角も 少し 早 間て、 酒の 支度 を させて 吳れ ねえ 

か 0 

ts 蔵 いいよ、 傳 朝さん、 そんなに 心配し なくっても。 

傳朝 な あに まあ こんな 宿屋の こと だから、 ろくな！ ^；? も 出 

來ね えだら うが、 兎も角も ちょっと 飲み 直さうよ。 道中 

の電 率です つかり 醉が 醒めち まった から。 T う 丁度 洁 

玉- 10 さあ、 大急ぎに 支度 させて 吳れ。 

淸玉 (立ち上がりながら〕 しかし. 師匠、 あんまり 飮み 

過ぎち や あ 駄目です よ。 

傅 朝 まだ おれが 高 鹿に 上る まて 三時 間 も ある ぢゃ あねえ 

か。 

(^玉 は^ 鈐 の^,^ 押した が、 不^ 思 ひ 直した やうに、 

C 分で 梯子段な 降 リズ ゆく。 短い 間。 外 はもう 殆んど 

暗くな つて ゐろ 0) 


His 藏 (何 か ひ 出さう とする やう- 」) ええと 誰 だつ け か 

な あ。 お前さんの 奥方 は、 あたしの 知って ゐろ 誰かに 似 

てゐ るよ 0 

傳朝 (鵜き 处ロ めろ やうな 調子で〕 ええ、 誰に 似て ゐ るつ 

て 0 

Gsn さあ、 それが もよ つと 思 ひ 出せな いんだが。 (考 へて 

ゐ たが 不圖氣 付い ズ) ああ、 さう だ 。七 八 年 前に 亡くな 

つた 瓢 玉の 若い 時分に そっくり だ ね。 

傳朝 (笑つ ズ) そっくりな 箬 だ。 扇藏 さん。 あれ は飄玉 

の 娘 だよ。 

蔵 (これ- 1 笑って〕 ああ、 さう かい 。一 てれ ぢゃあ 似て 

ゐ ろに 不思議 はねえ や。 (甘 振リ なが ら诚リ 貢の やう 

lO さ、 つかれえ。 あたし は 五つ か 六つ 位の 時分 を 知って 

ゐ るんだ が、 も- 「今ぢ や あまる で 分らない よ。 

傳朝 五つ か 六つ 位って 云 ふと、 かれこれ 二十 年 位 前の こ 

とだね 0 

izs 藏 ああ、 もうさう なる だら う。 あたしが 名 古 屋に腰 を 

落ち 付けてから 十八 年になる からね。 

傳朝 (感心した やう-」) ふうん、 もう そんなに なろ かね 

え。 

Ills 蔵 なると もさ。 あの 時分 はう ちの 扇 枝師 K、  枝、 さ 

ん 朝な んて 人達が 大 看板 時代なん だ か ら 、もう その 位に 
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はなる だら うぢ やない か。 (不 圆氣 付いた やうに) ああ 

さラ云 ゃぁ喬 枝さん がお 前さん の 一 座に ゐ たんだ さう だ 

傳朝 (ちょっと 不快 さうな 餌付で) ああ、 ゐ たよ。 昔 は 

大 看板 だ つた かも 知れない が、 今ぢゃ あもうす つかり 舌 

がいけ なくなって. 落語と 來 たらと ても聽 いちや ぁゐら 

れな いんだ。 それにもう 一 日 酒つ 氣が絕 えね えと 來てゐ 

る ん だ か ら如 何も 始末 にいけ なかった かよ。 

00  (或ろ 感慨から〕 さう かねえ。 喬 枝さん も そんなに 

なつち まった かねえ。 

(涛玉 は； ？ 氣 なく 梯子段 vJ- 上がつ ズ來 たが、 不圇、 「喬 

枝」 と 云 ふ 名前 1^ 聽 いて、 廊下のと、、， CLL 立ち 留まつ 

た ま、 二人の 話に 耳 fS- 澄ます。) 

傳朝 L かし あの 爺さん 若い 時分 は、 そんなに 落語が うま 

かった のかい。 

扇藏 ああ、 さう だね。 お前さん は あんまり あの人の 落語 を 

聽 いて ゐ ないか も 知れない ね。 賣り 出して 大 看板になる 

と 間もなく、 女の 間違 ひから 束 京に ゐられ なくなって、 

あたしが こっちに 来ろ 少し 前に、 大 阪に往 つてし まった 

ん だから。 

傳朝 な あに 何度も 落語 は聽 いて ゐる けれど • 如 何も あん 

まりう まいと 思はなかった や、 つな 氣 がす るんだ 0 


扇 蔵 さ、 つかねえ。 あたし は あの人の 「ちきり 伊勢屋」 な 

んか 今でも はっきり 覺 えて ゐ るよ。 それに あの人 は當 時 

大 いした 色男て ね、 今の お前さんの 奥方の 母親なん か は 

1 時 は、 夢中で 惚れて ゐ たもんだ よ。 

傳朝 (咬く やうに) ふうん * それ ぢゃ あまん ざら 嘘ても 

なかつ たんだな。 

扇 蔵 ええ、 何 だい。 

傳朝 な あにね、 中 泉ての 話なん だが、 あの 爺さんべ ろべ 

ろに 醉っ拂 つ て 、樂屋 てくだら ねえ こと を 云 やが るから、 

おれ もも、 「辛抱が しきれ なくなって、 今夜 かぎり 斷 るか 

ら 出て 往っ て吳 れつて 云った もんなん だ。 さう すると あ 

の 爺さん 急に 威張り 出して、 おれ はおき よの 父親 だから 

娘の 傍に ゐ るのに 不思議 はねえ、 如何してもお きょの 傍 

を 離れる の は 厭 だって 云つ て肯 かねえ ぢ やねえ か。 

扇藏 (ia.^ 振つ ズ) ふうん、 成程。 それから 如何したい。 

傳朝 (やや 瞹昧 に) う うん、 まあ， それから やっと 出て 

往 つて 貰つ たんだが ね。 L かし 何 かねえ、 ほんた うに あ 

の喬 枝の 爺さん は、 おきよ の 父親なん だら うかね え。 

扇 蔵 、つん、 それが さ。 ー體 あの 瓢 玉って ひとは 中々 浮氣 

な 女で， 講 II 師の典 凌と もさう だった もんだ から、 表 向 

さは 典 凌の 子って ことにな つて ゐ たが、 あたしの 考へぢ 

や あ 如何 も あの 喬 枝さん が、 ほんとの 父親 ぢ やない かと 
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E ぶよ 0 

(それまで默ってニ人の話.^-聽ぃズゐた^^£玉は、 その 

Li 換,^ 開け て轉げ 込む やう：， L 入って 來 たかと 思 ふ 

と、 いきな リ扇藏 の 手，^ 夢中に なつ ズ摑 む。〕 

淸玉 (お， C おろ 躍で) 扇藏 さん。 ほんと にあの 人が、 あ 

たしの 虞資 のお 父つ あんなん てす か。 

扇藏 (少し 面 喰つ ズ〕 いえね。 ほんと と 云っても、 あた 

しが 唯 さう 感じた だけで、 別にた しかな 證據が あるって 

譯ぢゃ あないん てす から。 

傳朝 おい、 おきよ。 何 を くだらね えこと を 訊 くんだ。 

^^玉 (やつば リ 扇 蔵の 手 摘んだ まま) いいえ、 くだら 

ない こと ぢ やありません。 あたし は あたしの ほんとの お 

父つ あんが 知りた いんです。 ねえ、 扇藏 さん。 あなた 知 

つ てゐ るん なら、 何もかも 隱 さず あたしに 敎 へて 下さい。 

(うるみ 聲 になって〕 唯 感じた なんて、 そんな ことない 

わ、 そんな ことない わ。 あなた はちゃん と 何もかも 知つ 

てゐ るんだ わ。 

ぉ藏 (返事に 闲 つて〕 いえ、 ほんと にあた し は 何にも 知 

らな いんて すよ。 唯 その 時分 喬 枝さん と瓢 玉さん とが、 

さう 云った やうな 仲 だ つて こと は 知 つて ゐ るんで すが、 

その外の こと は 何にも あたし は 知らな いんです。 

倚 玉 (やっと 扇藏の 手，^ 離して) さうて すか。 しかし あ 


の喬 枝さん とうちの おつ 母さんとの 間 に、 關係 があった 

こと はたし かなんで すね 0 

扇藏 ええ、 そり や あもう 心中まで 仕 懸けた 仲なん てす か 

ら ね。 

淸玉 (思び 出した やうに〕 ああ、 さう さう、 喬 枝の 爺 さ 

んも そんな こと を まって ゐ ましたよ。 (傳朝 LL 向って〕 

ねえ、 師匠。 喬 枝さん は 如何した でせ うねえ。 

傳朝 (突き放す やうな 調子で〕 知る もんかい、 あんな や 

つの こと。 それよりも 酒 は 如何し たんだ。 

淸玉 (强く 投げろ やうに) 今 持って来 ますよ。 (思- 0 返し 

\ ^哀願す る やうに) ねえ、 師： E  。お 願 ひだから 許して や 

つ て、 喬 枝さん をもう 1 度う ちの 一 Mi に 入れて やって 下 

さい。 ねえ、 ほんとうに あたし 後生 一 生のお 願 ひだから。 

傳朝 駄目 だよ、 あんな やつ。 每日 酒錢を せびられた 上に、 

おや ぢ 

お前 の 女房 の 父親 だなん て 威張ら れた日 にゃあ、 やり切 

れる もん ぢゃ あり や あしね え C 

淸玉 だけど ほんと にあた しあの 人が、 何だか 可哀 さう で 

なら なくなって 来たんで すの 0 それに あたし あの 晚 から、 

何だか そんな 氣 がして 仕方がな かったん だが， 色々 話 を 

聽 いて 見る と- あの人き つと あたしのお 父つ あんに 違 ひ 

ない わ。 

傳朝 (怒鳴り付ける やう Li〕 馬鹿な こと を 云 ふねえ。 あ 
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んな小 汚ね え 爺さんが、 お前の 父親て あって 堪る もの か。 

能 玉 (悲し さう に 首，^ 娠っ ズ〕 いいえ、 いいえ、 たしか 

にさう に 違 ひない わ。 あなたが さう でない つて 云った つ 

て、 あたし はさ うだと 思 ふわ。 (泣き 聲 LL な つて) ね 

え、 肺 匠。 ほんと にお 願 ひだから 許して やって、 もう 一 

度う ちの 一座て 使って やって 下さい。 お 願 ひです。 お 願 

ひです。 後生 一生のお 願 ひです。 (淚. ^こぼす〕 

傳朝 いけね え、 いけね え。 何て 云った つて あんな 爺は眞 

つ 平 御免 だ。 

扇 蔵 (傍から 取りな す やうに) しかしね、 傳 朝さん 。昔 

の喬 枝さん がそん なにな つて ゐる とすり や あ、 ほんと に 

氣の 毒な 話なん だから、 惡 いこと があった かも 知れない 

が 許して やって、 もう 一 度お 前さん のと ころて 使つ てお 

やりよ 0 

00 いや、 如何 もこい つば かり は、 兄 贵の云 ふこ とても 

肯 かれない よ。 

扇藏 しかし、 何 だぜ、 お 互 ひに 藝人 なんても の は、 何時 ま 

たどんな ことて、 今の 喬 枝さん の やうな 身の上に ならね 

えと も 限らね えんだ からね。 情 は 人の 爲 ならず だ。 かう 云 

ふ 時には 助けて やっといた 方が いいと 思 ふんだ がな あ。 

浩玉 ねえ 、師匠。 ほんと にお 願 ひだから 助けて やって 下さ 

い 。あたし 何だか あの 晚 雨に 儒れ て、 とぼとぼ 出て 住った 


あの人の 姿が 、！ S に ちら ついて 仕方がな い ん です。 昨夜な 

ん かも こっち を 向いて、 じっと 掌 を 合せて 拜んて ゐるぁ 

の 人の 姿が、 はっきり あたしの 目に 見えたん です もの。 

傳 朝さん〕 ほんと にお 前さん 助けてお やりよ。 

(傳朝が返^3$-,^しすに默ってゐろとこ，？ へ , 旭 五郎が 

荒つ ぼい 觉音 か-立てて 梯子段，^ 上がって 來ろ。 三十 七 

八 歳 位の き リリ とした 額 立の aR。 劍 舞^だ けれども， 

踊リゃ の.！ が 高座の 人氣 になつ ゐ ろ。) 

五郎 (廊下のと こえで) 師匠、 肺 匠」 

傳朝 ああ、 誰 だい， こっち だよ。 

五郎 (換 1^ 開け ズ〕 ああ 、ここです か。 ご免なさい。 如 

何も 遲く なりまして。 (坐ろ な リ^ぐ u〕 師匠 U 飛ん-て 

もね えこと になり ま したよ。 

傳朝 ええ、 何たい 、飛んでも ない ことって。 

五郎 いえね， あの 裔 枝の 爺さんね。 

傳朝 (ャ 、くりとし VO 如何 かした のか。 

五郎 如何した も か、 つした も あり やし わえ。 到頭 ん でし 

まひ ましたよ 0 

^5玉 (びっくりして〕 ええ、 ほんと なの。 

五郎 ほんと にも 何にも、 あたし は 今まで それにつ かまつ 

てゐ て、 こんなに くな つち まったん てす。 

玉 それ ぢゃ あほん とに： 化ん ぢ まった のね。 
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五郎 ええ、 ほんと てす よ。 誰が 嘘なん か 云 ふもんで すか。 

(脅え ろ やうな 瓿 付で) それ もね、 當り 前の 死に やうな 

らいいん だが、 党る も 無 殘な死 態で ね。 

洁玉 (やつば リ脅 えた やうに〕 ああ、 それ ぢゃ あやつば 

り あたしの 思つ てゐた 思り だ。 あたしの 思つ てゐた 通り 

の 死に やう をし たん だ 。 昨夜 あ ん な に 掌 を 合 は せて 拜ん 

でるたの も、 やつば り 死んだ 知らせ だつ たんだ。 五郎 さ 

ん。 もっと 詳しく 話して 下さい。 如何し たんです。 如何 

して あの人 は 死ん だんです。 

五郎 (恐縮した やうに 頭.^ かいて〕 實 はね、 あたし 昨夜 

客 先から ちょっと 外に 廻る ところが あつ て、 い い 心 持に 

醉 つて 歩いて ゐる うちに、 道 を 間違 へ たと 見えて ずっと 

町 は づれの 方の 鐵 道の 踏切のと ころに 出て しまったんで 

す。 さあ， もうかれ これ 一 時 頃に なって ゐ ました かね。 

霧が ill- いので ちょっと 向、 「が 見えなかった のて すが、 踏 

切 だと 云 ふこと が 分った 時、 丁度 東京 行 の 急行が 通った 

のて、 はっと 思って 立ち竦んで ゐ ろと- 如何で せう。 列 

^が往 つてし まった 後の 線路の 傍に、 何だか 人らしい 黑 

いものが 倒れて ゐるぢ やありません か。 

§ ああ、 それが あの ti!? 枝さん だった のね。 

五郞 ええ、 さう なん-て すよ 0 しかし その 時 はま だ あたし 

に は. 誰 だって ことが 分りません から * もう 蠑き 殺され 


てし ま つ たも の と 思 つ て 、 大急ぎで 停^場に 知ら せ に往 

つて * みんなで やって 來て兑 ると. 鑠 かれたん てな くつ 

て彈ね 飛ばされ たも の と as. え て、 ひどい 怪我 は し てゐま 

したが、 まだ 蟲の 息が 通って ゐ るん-てす。 それて まあ 急 

い ゲ近 所の 病院 を敲き 起し て、 速れ 込んで から 顔 を 見る 

と. それぶ あの 枝 爺さんなん ぢ やありません か 0 あた 

し は 何だか 氣 味が 惡 くって、 昨夜 一 晚 全く 往生して しま 

ひました よ 0 

淸玉 それち や あ 暫く 生きて ゐた譯 なのね。 

五郎 ええ、 もう まるで 死んだ も 同然でした けれど、 兎も角 

も 息 だけ は 通つ てゐ たんです。 しかし 何しろ 顔 は 墮し溃 

された やうに なって ゐ るし- 肋せ，， P  一  二 本 折れて ゐ ろと 

云 ふんだ から 堪 りません や。 さうて すねえ、 今朝の 八 時 

頃-て し た らう か 。 最後 の 息 を 引 さ つたの は。 

活玉 (賴 もし さ、 「に 五郎の |g ん〕 見ながら) それ ぢゃ あな 

たは、 それ まてず、 「つと 附 いて ゐ たのね。 

五郎 (E^ ひ 出して ぞっとし. i ^やうに) ええ、 そり や あ も 

ぅ氣 昧が惡 くって 堪らな かったんで すが、 さう 云 ふと こ 

ろに 往. V 入 C せた の も 何 かの 綠だと 思った もんです から、 

離れず くつ 附 いて ゐ ましたよ。 (傳 朝へ 向って〕 ねえ 師 

匠。 あなた も 一 度お 經 でも 上げて やった 方が ようご ざん 

すぜ 0 あの 爺さん も 死ぬ 少し 前に、 はっきり あなたの こ 
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と を 云って ました からね。 

傳朝 (怒った やうな 調子で〕 何 を 云 や あが るんで え。 薄 

氣^ の惡 いこと を 云 や あがる ねえ。 脅かしつ こなしに し 

よう e 

五郎 いえ、 脅かす 譯ぢ やありません がね、 ほんと にあの 

爺さん 師匠の こと を 云って ました ぜ。 

傳朝 (ちょっと 氣 になろ やうな 樣 子で〕 どんな こと を 云 

つてたん だ。 

五郎 ええ、 そのう、 傳 朝の やつ 覺 えて ゐ ろって。 

傳朝 へえ、 生 意氣な こと を 云って ゐゃ がる。 

五郎 (少し 脅かし 氣味 1.0 何しろ その 聲 つたら ありませ 

ん てした からね 0  ( その 聲,^ US- 似ろ やうに) 傳 朝の やつ 

覺 えて ゐろ。 ああ、 思 ひ 出しても ぞっと すら あ。 

傳朝 もう 止して 吳れ、 そんな 話 は。 おれ は あんな やつの 

話は聽 きたくね えんだ。 誰が ぉ經 なん ぞ 上げて やる もの 

か 0 

CS 蔵 (傍から 口 出し VO しかし、 傳 朝さん。 そんな こ 

と を 云 ふもん ぢゃ あないよ。 せめて 一度 位 はお 經を 上げ 

て やったら い いぢ やない か。 

傳朝 厭 だよ、 おれ は。 あんな 爺さんの ために， ぉ經 なん 

ぞ 上げ て やる 理由 はねえん だ。 

SS 藏 しかし さう してやった 方が、 お前さん も寐覺 めが い 


いだら うにな あ 0 

00  (棄 ばち Li) 寐覺 めなん て 如何 だってい いよ。 (不闥 

淸 玉が 泣いて ゐ るのに 氣が 付いて) おい、 何 を 泣いて ゐ 

るんだ。 何にも 泣く ことなん か あり やしね ぇぢ やねえ か。 

さあ、 それよりも 酒 を 早くし ろって 云って 來て 吳れ。 

Eg 藏 もういい よ。 も、 つ 酒を飮 むの は 止めに しょう。 

傳朝 笑談 云つ ちゃい けね え。 厭な 話を聽 いたんで、 すつ 

かり 酒が 醒めち やった ぢゃ あねえ か。 

藏 しかしお 前さん はま だ これから 高座 を 勤めな くつち 

やなら な いんだら う。 

傳朝 そんな こと は 如何ても いいよ。 ああ， 何だか 寒くな 

つて 來ゃ がった。 いけね え、 いけね え. 酒ても 飮 まなく 

つち や あとても いけね え。 (嘲け ろ やう-」 笑って〕 傳朝 

の やつ 覺 えて ゐ ろか。 何 を 云つ て やが るんで え 0( 急に 立 

ち 上がって) おい、 扇藏 さん 。飲みに 往 かう、 飮 みに往 

かう。 こんな 宿屋て 酒 を 飲んだ つて 仕樣が ねえ や。 さあ 

何處か へ飮 みに 往か う。 (扇 蔵の 手，^ 取って 無理に 引っ張 

つて 往か うとす る) 

扇 蔵 (引っ張られながら 立ち上がつ ズ) しかし 大丈夫 か 

い、 席の 方 は。 

傳朝 大丈夫 だよ。 飮 みに 行った 先から、 ここに ゐ るって 

こと を 知らせて やつ て 置けば い いぢ やない か。 
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m 女 倚 女 


う 一本お 酒 を 持って来て 頂戴。 

(女中 は 梯子段 降リて ゆく。 淸 玉と 五郎と は 膀 の 前 

に 坐つ ズ洒 V ^飲み 始めろ。 二人とも 暫くの 間默 つて ゐ 

ろ 0) 

淸玉 (不 II 思 ひ 出した やう に) ねえ、 五郎さん〕 喬枝さ 

んは あたしの こと を 何にも 云つ てなかったり 

五郎 ああ * さう さう、 二三 度お きよおき よって 云って ま 

したが、 あれ は あなたの こつ てす かね。 

淸玉 ああ、 おきよ つて 云って たの。 

五郎 ええ， あたし は 誰の ことかと 思つ てゐ たんだ けれど 0 

(不思議 さう に淸 玉の 額，.^ 見詰めながら〕 しかし 如何 云 

ふ譯 であの 爺さん は あなたの 名前 を 云った のでせ う。 

淸玉 (悲し さう に點 頭い ズ) それに はいろ いろ 仔細が あ 

るんで すが、 手 短 かに 云って しまへば あの人 は • あたし 

の ほんとの お 父つ あんら し いのよ。 

五郎 へえ、 あなたの ほんとの お 父つ あん。 

淸玉 自分て はもう この 問 中 泉で あたしに 向って. お前 は 

おれの 娘 だって 云つ たんだ けれど、 まだ それだけ では あ 

たし もす つかり ほんと に はして ゐ なかった の。 さう する 

と 今 曰 あの 扇藏 さんが 來て * あの人 も そんな こと を 云 ふ 

の-てせ う。 だから あたしもう たしかに ほんとの お 父つ あ 

んに違 ひない と 思 ふんだ けれど。 


五郎 (心配 さう に) だけど、 師匠。 あんまり 醉 はない や 

うにして 下さいよ。 濱 松の 時の やうに、 お 客と 喧嘩 を始 

めら れ たりす ると 困る からね。 

俥 朝 餘 計な 心配 をす るね え。 (扇 蔵 Li 向って) さあ、 行 

かう、 扇藏 さん。 

(蹲 朝と 扇 藏とは 梯子段，^ 降 リズ ゆく。 五 郞は涛 玉が 

火鉢の 傍で 俯つ 向いた まま 泣いて ゐ ろので、 ちょっと 

困 つ たやうな 鋭 付 j 微か に 寄席の 太鼓の 音が 鵜 こえて 

來ろ 0〕 

(や X 長い間が あってから、 女中が 德利ゃ 料理， ^載せ 

た 膳，^ 持って 梯子段，^ 上がって 來 ろ。〕 

中 (換 開けて) 如何 もお 待 遠樣リ 

玉 (額，^ 上げ ズ) ああ、 もうよ かったん だけれ ど。 

中 ああ • さう でした か 0 

玉 いいえ、 いいのよ 。(五郎に 向って) ねえ 五郎さん。 

二人て 一 杯飮ま うぢ やない の。 

五郎 ええ 結構です な。 併し 席の 時間 は 大丈夫て すかね。 

iie 玉 大丈夫よ。 それに ここから は 直きなん だから、 樂屋 

に ゐて飮 んてゐ る やうな もんだ わ。 

五郎 しかし さう 悠く. り はして ゐられ ません ね。 

玉 まあ、 そんな 心配い い： V つやない の。 あたし あんた に 

相談した いこと も あるんだ から。 (女中 に〕 あのね、 も 
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五郞 Q 分ても さう 云 ふし、 扇藏 さん もさう 云 ふんなら、 

そり や あもうた しかに さう に 違 ひありません よ。 

滞 玉 (少し 涙 含んで) さう すろ と あたし はほんと に惡ぃ 

事 をした やうな 氣 がして ならない のよ 0 それにう ちの. g 

匠 だって あんまり 遣り方が 酷 いんだから ねえ。 あんなに 

ま-てし なくっても い いと 思 ふわ。 

五郎 さう です ねえ。 あなたの ほんとの お 父つ あんだって 

ことが 分って =^ り や あ、 も-つ 少し 何とかしても よかった 

らうに と 思 ひます ね。 

倚 玉 それが もうう ちの 肺 匠と 来たら、 義理 も 人情 も 何に 

も 知らないんだ から 駄 s なのよ。 今 も あ ん たが 聽 い て ゐ 

た 通り、 ぉ經を 上げる の も M だって 云つ てゐる 位なん て 

せう。 あたしもう 何だか 一 緖にゐ るの が 厭に なって 来た 

の。 五郎さん。 一杯 吳れ ない。 

五郎 (周章て て 杯 fj^ 差してから) へえ、 お 酌し ませう。 

少し 溫 いやう です ね。 

洁玉 今 熱い のが 来ろ わ。 (杯，^ 返して) しかし 不思議 だ 

わね え、 丁 度 さう 云 ふところ へ あんた が往き 合せた なん 

て。 ほんと に 何 かの 因綠だ わよ。 (不圆 } ぬが 付 いたやう 

に) ああ、 それで 息 を 引き取つ てから 如何な つたの a 

五郎 いえ、 それが ね、 あたしに は喬 枝さん の 家が 何處に 

あろ か、 まろで そんな ことが 分らな いんで せう。 それて 


まあ 兎も^も 東京の 組合の 方へ m 報 を 打って、 死骸 は ひ 

と 先 づ假塊 葬と： K ふこと にして 置い たんです よ。 

淸玉 ああ、 さう。 そり や あ 如何 も いろいろお 骨折だった 

のね。 

五郎 い いえ、 別に 骨折った 程の £ぢ や あ" ません けれど。 

淸玉 だけど あなたが ゐ たんで ほんに よかった わ。 若し あ 

なた がゐ なか つ たら 何 處の誰 だか 分らない 譯 なんでせ 

、つ 0 

五郎 そり や あちよ つと 分ります まいね。. 

(女中が 梯子段.^ 上がって 來て、 持って 來た德 利 K ど そ 

、、に くと、 そのまま M ぐに 降 リズ ゆく。 や --- 長い iEO) 

淸玉 (不 園氣が 付いて) ああ * 熱い のが 來 たのね。 ハ そ、、 

にあった F お 吞，^ 取って) これに 注いて M 戴。 

五郎 ようご ざん すか， そんな もので 飲んで。 まだ あなた 

は 高座 前なん， てす ぜリ 

淸玉 いいのよ、 いいのよ。 (湯 吞の洒 vi< ぐっと 飮ん で) 

あたし はもう 今夜 は 高座に は 上がらな いんだから。 

五郎 え、、 如何して なんです U 

淸玉 如何してって U  C ちっと 五郎の 级， ^見詰めながら) 

わえ、 五郎さん〕 あんた あたし を 連れて 週げ て吳れ ない。 

五郎 ええ， 遁げて 吳れ。 (笑って 輕く) 笑談 てせ う。 

^玉 劍に) いいえ， あたし 笑^なん ぞ 云って ゐ るん 
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五 frl^ 五 淸 五 


？ if 五 淸 


* ら やない わ。 あたしもう ほんとう にこの 一 座に ゐる のが 

厭に なった の。 この 一座って 云 ふよりも、 傳 朝の やつが 

厭に なった の。 

五郎 厭に なった の は 分って ゐ ますが、 あたしに 連れて S 

げて吳 れつて 云 ふの は 如何 云ふ譯 なんです。 

玉 (焦った さう に〕 分らない 人 だ わね え。 連れて 遁げ 

て吳 れつて 云 へ ば、 大抵 あたしの 心 持 は 分り さ、 つな もん 

ぢ やない か。 

五郎 (s€ 吞 で洒， ^飲んで から 點 頭いて) よろしい、 遁げ 

ませう 0 

せ， S 玉 (五郎の 手,^ じっと 握って) きっと だ わね。 五郎 さ 

ん 0 

郞 ええ、 きっとて すと も。 

玉 今夜 これから 直ぐになん だよ。 

0  (少し 而 喰って) ええ、 これから 直ぐ。 

玉 直ぐ ぢゃ 厭な の。 

ちから ざけ 

郎 い いえ。 よ ござんす よ。 さうな り や あ 力 酒 だ 。(もう 

1 杯揚 乔で飮 む) 

(廊下の 突き 赏リの 襖 1^ 開けて、 新內 語りの 加賀 丸が 

出て 來ろ。 六十 歳 位の 宵 目の 老人。 手探りで 廊下 づた 

ひに 二人の ゐる 座敷の 前まで 來て 「師匠々々。」 と 呼び 

ながら 换 yj- 開けろ。)  一 


(淸玉 と 五郎と ば 思 はす ざ よつ と して 寄り添 ひながら 

じ つ と 息, 殺して ゐ ろ。) 

加賀丸 (返事がない ので 獨リ 言の やうに) はてな， もう 

師匠 は 出 懸けた のかな 0( さう 云って からもう 1 ぼた しか 

めろ やう-,！) 師匠。 傳 朝さん。 お 留守なん てす かい。 淸 

玉さん もお ゐで がな いんて すかね。 (寂しく 笑って) 變 

だな あ。 さっきまで 話し 聲 がして ゐ たのに、 みんな 如何 

しち まったん だら う。 (廊 T の 時計が 六 時 1^ 打つ) な あ 

んだ、 まだ 六 時ぢゃ あねえ か。 おれ はもう 席へ 往く のが 

遲 くな つた かと 思つ たんだが、 六 時な らま だ 大分 時間が 

あら あ 。もよ つと ひとつ 今夜の 語り物 を 浚つ て 置く かな。 

(加賀 丸 はまた 廊下 づた ひに 手探りで、 突き 常 リの換 

, ^開けて 人って しま ふ。 加賀 丸が 往 つてし まつてから 

も、 セぁ 玉と 五郎と はや つばり じっと 寄り添って ゐ ろ。) 

淸玉 (低い 聲で) もう 往 つてし まった やう だ わね。 

五郞 ええ * あたし は小傳 朝の やっかと 思って びっくりし 

ましたよ 0 

玉 力 酒 も 駄目 ぢ やない の。 

郎 だって 湯吞に 一杯 位：，^ や あ。 

玉 (德利 1 ^取り上げ ズ) まだ ある わよ。 も、 「一杯 飲ん 

だら どう 0 

五郎 ええ、 もう 一. 杯 やっ付けます かね。 
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鳥リ後 


m 五 m 
玉郞玉 


さあ 出 懸け ませう。 

淸玉 五郎さん、 大丈夫 だ わね。 きっと あたし を見棄 てな 

五郎 ええ、 そり や あもう。 

淸玉 (立ち上が リな がら) あたしもう すっかり 醉っ ちま 

つたわ。 

五郎 ええ、 あたし もす つかり 醉 ひました よ OCT 玉が 火鉢 

に 躓きそう L1 なった ので) ああ、 危なう ござんす よ。 

淸玉 大丈夫 だ わよ。 

(淸 玉と 五郎と は跫 昔, 忍ばせる やう にして、 そっと 

梯子段, ^降りて ゆく。) 

(加賀 丸の 部 „SI から 體こ えて 來る * 1ー一 味 線の 昔  >哄 の 

聲は それから まだ 暫くの 間績 く。) 

I— 幕  


浩玉 お飲みよ、 五郎さん。 お前さんが ひくび くして ゐち 

や あ 心細い わ。 

五郎 (揚 吞に洒 1^ 注いで 貧って) あなた もちつ とお あが 

ん なさい よ 0 

涛玉 ああ、 それ ぢゃぁ 半分 づっ。 

(突き 赏リ の加賀 丸の 部屋で、 三味線の 昔が し 始めた 

かと 思 ふと 直ぐに 哀れげ な 新內の の聲が 鵜、 - えて 來 

る。) 

(二人ば 默 つて じっと その 唄 vJ< 鵜いて ゐ る。 やや 長い 

問。 ン 

淸玉 (不 鬪氣が 付いた やうに) さあ、 出 懸けよう。 また 

誰か やって来る とうる さいから。 

五郎 ええ、 出 懸け ませう。 (そこら, ^見廻 はして) 何に 

も 持って 往 かないんで すか。 

お金 さ へ あれば い いぢ やない の。 

ええ、 そり や あさう です けれど。 

鬼 も 角 もこ この 家 は 席へ 往く振 をして 出て しま はう 

よ 0 

五郎 ええ、 さう しませう。 

淸玉 さう してず つと 電車-て 名 古 屋へ往 つてし まって、 あ 

す こで 悠 くり 往く先 を 極めよう。 

五郎 さうて すね。 (殘 つて ゐた 酒,^ ぐっと 飮み 乾して) 
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人 物 

新 中納言 ：l? 後に 稱髏尼 

阿證坊 印西 

壽王丸 新 中納言 局の 子 

乳母、 汐路 後に 堂守の 尼 . 

烏 男 一人の 白痴 

鐘樓守 七兵衞 

^数人の 武士， 七 人の 尼、 多くの 市民、 二人の 山賊 等 

出づ。 

偶 gi^ が；？？^ の屮 LL« はる、 者と して、 死、 及び 旣に 

骸骨と なれろ^ 衡其 他の 平家の 人々 ぁリ 0 

場 所 

京， 及び 奈良。 

時 代 

文治 元年 —— 二 年。 


第 一 幕 

第 一 鵠 

京師 一 條萬 里の 小路の 一 部。 

舞臺の 左方 は 一條の 大路に 面す。 廣濶 なろ 坦道 長く 續 

さ， 市街の 上 LLS^ く圓さ 形の 山脈 兑ゅ。 

正面よ リ 右方に 懸けて 萬 里の 小路に 面す。 すべて 築 土 

の 垣。 中央に 兩緖戶 の 土 門ん リ。 簿检 皮の 家の 屋根 垣 

の 上よ リ見 ゆ。 門 破れ 屋极 LL 苹 生や。 

逍 に は 二三 株の 枯柳 ぁリ。 その 下 に 四 五 個の 棄 ョ あ 

晚 冬の 午後、 日光 は 怪しき まで 白く 市街の 上,.？ -gi らし、 

烏の 悲鳴 頻リ LL 聽ゆ。 

慕 明く。 一 群の 市民 道路の 上に 立ち騒 ^ゐ る。 多く 

ば戰亂 の爲め L1 家，^ 失へ る 浮浪 人に して、 身に « 摟 

まと へ る 者 なれ ども、 中 Li は淸楚 なる 衣,^ 1^ へ ろ 

者 も 交れ リ。 老人 も、 靑年 も、 少女 も、 .Mi, すべ 

ズ 恐怖と 不安との 表情,^ 示しつ、、 舞蹇の 左方，^ 凝 

視す。 

烏 と 渾名,. 呼ばろ、 一 人の 白痴， C リ。 三十 歳 位な 

れど 老人の 如く 見 ゆ。 石 に 腰 懸けて 悲しげに^ ふ。 
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白痴の 歌 

烏. 烏、 寒がらす。 

眞黑な 着物 着て、 

悲しげに 鳴 さながら， 

鳴きながら 何 處へ往 く。 

京 は 一 面 血 だらけ だ。 

平家の 操 も 血 だらけ だ。 

(市：^ 等の 沈 默遽か LL 破ろ。 すべて 恐怖と 不安と に滿 

ちた ろ 驛 なり。〕 

第一の 市民 おお、 また あすこの 家から 子供 を 速れ 出して 

来た。 

第二の 市 if あれ、 あんなに 泣いて ゐ るが、 もう 直き 殺さ 

れ てし まふの だな。 

老いた る 市民 可哀 らしい 女の子 ぢゃ。 

第一 の 少女 まあ、 如何したら 好いで せう。 可哀想に 11 

第三の 市民 また 一人子 供 を 捜し出して 來た。 

老いた る 市民 おお、 今度 は 美しい 男の子 ぢゃ。 

(一 瞬間の 沈默。 市 K 等 感動す。) 

第二の 少女 (悲しげに 叫ぷ) あれえ：： あんなに 酷たら 

しく 首を切って しま ひました。 

第一の 市； おお、 あの 武士の 刀から は、 あんなに 眞 赤な 


血汐が 流れて ゐる。 

第ニの^^!^? 今日 迄にもう 幾 百 人の子 供が 殺された らう。 

老いた ろ 市 R 平家の 裔を絕 つと 云 ふが、 まるで 人間の 裔 

を絕 つや うぢ や。 

童 (老いた ろ 市民に) お祖父さん。 あの人 達 はこ こに も 

やって来 るの だら うねえ。 

老いた る 市 は うん。 だんだん 此方へ やつ て 來るゃ うぢ や。 

第一の 少女 もし この 子が 殺されたら 如何し ませう。 

第三の 市民 さう だ。 もしもの 事が あると 火變 だから、 何 

處か へ 逃げた 方が 好い ぜ。 

老いた ろ 市民 (冷 か LO 何處へ 逃げた つて 駄 ：I3 ぢゃ。 

笫四の巿：^^ おお、 前よりも 人 數が墦 したやう だ。 

第五の 市民 二人の 子供 を兩 脇に 擁 へて、 門の 中から 骶け 

出して 来た ぜ。 

第 六の 市民 もう 二人とも 死んで ゐ るの だ。 手足 を まるで 

動力 さな ，J  — 

(この^ 二三の 市民 左右よ リ 走り出 づ。 その 中に 殺さ 

れ たろ 子の © あり。) 

殺された ろ 子の $  (狂へ る 如く) 何卒 あの 子の 簪を 取つ 

て 下さい まし、 何卒 あの 子の 譬を 取って 下さい まし。 

第一 の 少女 まあ 、今 殺された 子のお 母さんなん • て すねえ。 

第一の 市民 あいつ 等 は みんな 源氏 方の 北條 S 家来 だ。 
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第二の^: i{ 響なん ぞ 如何して 討てる もの か。 

isn 一の 市民 みんな 戰に 勝った 人達なん だからな あ。 

殺された ろ 子の $ あの 子 は 平家に 由緣の 者ても なんても 

ない の-て ござ います。 それ だのに あんなに 酷たら しく 殺 

されて しま ひました。 あの 子に は 何の 罪科 もな い のて ご 

ざ います。 

老いた る 市 R これ 、母御 、今 さう 歎 い て も 仕方が な い 事ぢ 

や 。それよりも 早く 歸っ て 亡き 子の 菩提 を 弔うた が 好い。 

第 11 の 市：：^ さう だり 譬を 取つ て くれなん て 事 は、 あんま 

り 云 はない 方が 好い ぜ。 

第五の 市 K もし あいつ 等に 聽 かれたら、 それ こそ 今度 は 

•H 分が 殺される かも 知れぬ。 

殺された る 子の 母 いえ、 いえ、 私 は 殺されても 關 ひませ 

ん。 ああ、 何卒 あの 子の 響 を 取って 下さい まし。 何卒 あ 

の 子の 譽を取 つて 下さい まし。 

(殺された ろ 子の 母 は 泣き叫. ひっつ 右方に 走リ 入ろ。) 

二三の 市民 何 處へ往 くの だ。 何 處へ往 くの だ。 そんな 事 

を 云って 歩く と大變 だ。 

(二三の 市民 も 後,^ 迫うて 右方に 走リ 入ろ。) 

笫 一 の 少女 可哀想に —— 氣 でも 狂 はなければ 好う ござん 

すがね え。 

第二の 少女 大事の 子供 を 殺されて は、 あんなになる の も 


無理はありません ね。 

第一の 市民 (左方.^ 見つつ 叫ぶ) もうこ こに も ゐられ な 

くな つた。 だんだん こっちへ やって来る やう だ。 

第二の 市民 みんな 血 だらけに なって ゐる。 もう 半分 氣が 

狂って ゐ るの だ。 

第三の 市民 もう 直き 京 中の 子供 を 殺し 盡 してし まふ だら 

う 0 

ぁづ， えびす 

第 四の 市民 や あ、 また 一人 男の子 を 殺した。 東夷 は 怖 

ろしい 奴等ば かりだな。 

(左方よ リ 大勢の 人の 荒々 しき 跫音鵜 ゆ。) 

第一 の 少女 あれえ：： そこの 小路から あんなに 大勢 出て 

来ました。 

第一の 市 K 危ぃ。 危ぃ。 逃げろ 11 逃げろ —— 

(市民 等 は 慌ただしく 右方に 走リ 入ろ、 痴 のみ 唯一 

人殘 る。) 

(短 さ 間。 左方より 一 群の 武士 等 出づ。 北 條の家 來。 

すべ て 血 L! 染みた る 刀 1^ 持ち、 狂 へ ろ 如き 表情，^ 示す。 

門前に 立ち 留ま ろ。) 

第一の 武士  (刀に て 右方 1^ 差す) あの 群集の 中に も 二三 

人 子供が ゐ たや うぢ や。 

第二の 武士 あれ は みんな 卑しい 者の 子ぢ や。 

第三の 武士 併し 平家の 子供達 も、 どの やうに 身 を 資して 
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廻った が， っひぞ あんな 歌を聽 いた 事がなかった。 (間) 

何處 かに ひの 調が ある。 何處 かに 恨みの 響きが ある。 

あの 男 も 平家の 滅びた の を 悲しんで ゐる もので あら ラ。 

(間) 今日 阖らず も 京へ 來て 見れば、 見る 事聽く 事す ベ て 

傷まし い 事ば かり ぢゃ 0 ああ、 美し い 平家の 公達が 都 大路 

を 練り歩い たの も、 まるで 昨日の やうに 思 はれる のに、 

もう 今では その 姿 を 見る 事 も 出来 ぬの ぢゃ。 何 處へ往 つ 

て も血腥 ぐさい 話ば かりて、 さながら 地獄の やうな 氣が 

すろ 位ぢ や。 源氏 方の 武土 達に は、 何故 やさしい 心が な 

いのて あらう。 

(門 內遽 かに 騷 がしくな ろ。 印西 は 柳の 樹 蔭；， -隱 ろ。 

武士 等 門 內ょリ 出づ。 第一 の 武士 は 一 人の 童，^ 抱き 擁 

へろ。 * 王 丸。 六 歳。 ^銜の 忘 形見。 胸 Li 傷,^ 負 ひて 

血沙 流ろ。 乳母、 沙路 •  二十 一 一一 四 歳。 泣き叫びつつ 後 

fj- 追 ひて 出 づ。) 

笫 1 の 武士 こいつ は 確かに 平家の 誰かの 子 ぢゃ。 

第二の 武士  .S 緖 ある 人の子 かも 知れぬ。 (間) 胸の 傷 は 

大事 あるまい。 

第一 一一の 武士 呼吸 絕ぇ ぬう ちに 早く 住って、 みんなに 見せ 

ろが 好い。 見覺 えた やつが をる か も 知 ら ぬ ぞ 。 

(第！ の 武士に 壽王 丸， „J ^抱 さたろ まま 左方に 走リ 入ら 

むと す。 乳母 その 前に 立ち塞がる。) 


乳母 何卒お 情て ございます。 そのお 子 だけ はお 助け 下さ 

いまし 0 

第 一 の 武士 これ、 邪魔立て すると 許さん ぞ。 

第一 一一の 武士 貴 樣の命 は 惜しく はない か。 

乳母 いえ. いえ、 私の 體は 如何な つても 關 ひません。 何 

卒そ の お 子 だ け は、 酷たら しい 目に 會は せない-て 下さい 

まし。 お 願で ござ います 0 

第二の 武士 さあ、 退け、 退け。 

第三の 武士 退かぬ と 手荒な 事 をし なければ ならない。 

乳母 いいえ、 退き ませぬ。 死んでも ここ は 退き ませぬ。 

第一の 武士 ええ • 面倒な 女 だ。 (乳母 を 蹴倒す) さあ、 

早く 往 かう。 

壽王丸 (徵か に) SS 、何だか 怖い よ。 (突然 叫び) あつ 

, I 何だか 冷た い 眞 白な も の が 11 花 だ よ i 花た よ。 

第一の 武士 何ぢ や。 冷たい 白い もの ぢ や。 大方 夢ても 見 

てゐ るの だら う。 

(武士 等 は 右方に 走リ 入ろ。 乳母に 起き 上りて 跄 股め 

きつ つ 後，^ 追 ふ。) 

S 壽王丸 さま。 壽王丸 さま。 

(乳 ゆ はお 方-,! 走リ 入ろ。 壽王丸 さまと 呼ぷ聲 次第に 

遠ざかる。 印西ば 柳の 樹蓝 ぐ<リ 出づ。 悲しげに 右方.^ 

凝視す。) 
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印西 (獨 語) もラ あの 子の 呼吸 も絕 える のて あらう。 胸 

に は 傷 を 負って ゐ たや うぢ や。 今日 ここに 來 るまでの 道 

傍に も、 幾人の 子供の 死骸が 投げ 棄 てて あつたか 分らぬ。 

、その 死^の 近くに は * 幾 百 羽の 烏が 群がって、 肉 を喊み 

血を錢 つて ゐ るの， ちゃ。 (嗟歎の 調子) ああ、 平家が 盛 

ん だった 時分 を 思へば、 まるで 夢の や うぢ や。 戰の爲 め 

に 幾 萬の 人が 死んだら う。 戰の爲 めに 燒 かれた 寺 もどの 

位 あるか 知れぬ。 さ うぢ や。 あの 東大寺 も燒 けて しまつ 

た。 (間) 併し あの 寺を燒 いたの は 源氏の 人々 ではな か 

つた。 あれ は 霜 衡が燒 いたの ぢゃ。 重衡も 面白い 事 を 云 

ふ 男だった が —— (錫杖 見て) この 杖の 事 を 運命の 杖 

と 呼んだ の も、 あの 男が 云 ひ 始めた のぢ や。 

(門. S よ リ新中 納言局 出づ。 二十 一 二 歳。 信 西の 孫、 

美し さ 上 藤。 殆んど へろ が 如く 走 リ來リ て 印西に 突 

さ 當ろ 0,,! 

新 中納首 局 (叫ぶ) 壽王 丸。 導 王 丸。 何 處へ往 つたの ぢ 

や。 (印西 fJ- 認めて) おお、 お 上人 樣 だった。 今 男の子 

； r むち ひ 

を 述れて 大勢の 武士が、 この 門の 中 か ら 出て 來 たで J ざ 

いませう。 その 武士 は何處 へま ゐ りました。 

印西 おお、 そなた 新中納 言の 局ぢ やな。 それ-て は 今の 男 

の 子 は そなたの 子 か。 

新 中 納言局 あれ は赏衡 さまの 忘 形見で ございます。 何卒 


取り返して 下さい まし 。あの 子 を 殺されて は、 重 衡 さまに 

さむら ひにち 

申譯 がご ざいません。 あの 武士 達 は どっちへ 往 つたので 

ございませう。 私が これから 後 を 追って 往 つて、 如何し 

て も 取り返し てま ゐ ります。 さあ， 何卒 あの 武士 達が ど 

つちへ 往っ たか 敎 へて 下さい まし。 

印西 そんな 事 をして は そなたの 生命に も關 はる 事ち や。 

そんな 危ぃ事 はなさら ぬが 好い。 これから 後 を 追うた と 

ころて， か弱い 女の 足て はとても 追 ひ 附く事 は 出来まい。 

新 中納首 局 いえ、 いえ、 如何しても あの 子 を 取り返して 

まゐ ります。 さあ、 何卒 あの 武士 達が どっちへ 往っ たか 

敎 へ て 下さい まし。 

印西 さう か。 そんなに 云 はれるなら、 まあ 後 を 追って 往 

つて 見る が 好い。 (地上 差し 示す) それ. その 血汐の 

痕を傳 はって 往 くの ぢゃ。 

新 中 納言局 (地上，^ 凝視す) おお、 血汐 がまる で 紅い 絹 

絲の やうに 續 いて ゐる 0 

印西 それ は あの 子の 胸から 流れた 血汐. ちゃ。 

新 中 納言局 この 血汐 は何處 まて 續 いて ゐ るの やら、 I . 

(次第に 感動す) 壽王 丸 —— 如何 し て そなた を 死な せ て 

好い もの か。 大事な 大 辜な 重衡 さまの 忘 形見 X, ジゃ。 平家 

は 滅びても 戀は 滅びぬ。 (間) さ うぢ や。 早く 籌 王 丸 を 

取り返して 来よう。 
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(新 中納言 局地 上 に緣 きし 血 汐の痕 1^ 傳は リズ、 しど 

る どるに 右方 Li 走リ 入ろ。 印西 は 悲し-けに その後^ 

送ろ。) 

印西 ああ、 あの 血 汐の痕 は何處 まで あの 女 を 速れ て往く 

であらう。 (間) おそらく は あの 女に 死と 云 ふ 不思議な 

事 を 見せる てあらう。 (錫杖 鳴らしつつ) この ！？ぉ 命の 

杖が 多くの 人に 見せた やうに 11 

0= 痴 二度 敬 ひっつ 左方より 出づ。 手に 烏の 死骸 持 

つ C) 

rtl 痴の歌 

烏、 烏、 寒がらす。 

眞黑な 尾 を 振って、 

晝も夜 も ほしく、 

狂 ほしく 鳴いて ゐ ろ。 

京 は 一 面 血 だらけ だ。 

平家の 旗 も 血 だらけ だ。 

(，n 痴は 印西.^ 見ズ 怪しげに 笑 ふ。) 

印： €1 お前 はいつ も 何の 爲 めに 歌-つて ゐ るの ぢゃ。 

n 痴 (» 笑び つ. 0 そんな 事 を 誰が 考 へて ゐるも のか。 

印西 それても お前 はいつ も 歌ば かわ 歌うて ゐるゃ うぢ や 


力  

白痴 今 はもう 歌 を 歌 ふやつ もゐ なくなつ たからな あ。 一 

人位 歌 を 歌 ふやつ でも ゐ なくって は * この 世の中が 寂し 

いだら う。 

印西 うん、 面白い 事 を 云 ふやつ ぢゃ。 (間) その 手に 持 

つ てゐ るの は何ぢ や。 

白痴 これ は 烏の 死骸 だ よ。 今 道 傍 の 子供、 の 死骸に 、 一 杯 

たかって ゐろ 烏の 中へ、 石 礫 を 投げ て 殺した の だ。 (烏 

の 死骸 凝視しつつ) 生きた もの は 何故 死ななければ な 

らな いの だら う 0 

印西 うん。 その II を 解いた 者 はま だ 一人 もない。 (痛ま 

L げに 白痴，^ 見る) その やうな 事を考 へずに、 お前 はい 

つも 歌うて ゐ たが 好い。 わし はこれ から あの 女の 後 を 追 

つて、 悲しい 人の 世の 出来事 を 見なければ ならな い の ぢ 

や。 (右方：， i 步む) 死 か。 (.m 痴 に) さ うぢ や。 もう 一 

度 爲の歌 を 歌って くれ。 それ、 髑髏が 何とか 云 ふ 文句の 

があった な。 

(白痴 は 極めて 悲しげに 歌 ふ。 目にば 涙 溢る。) 

白痴の 歌 

烏、 烏， 寒がらす。 

眞黑な その 胸で、 
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溫 めり や 髑髏 さへ、 

髑髏 さ へ 泣く であろ。 

京 は 一面 血 だらけ だ。 

平家の 旗 も 血 だらけ だ。 

(印西ば 悲し. けに 地上，^ 凝視し つ、、 次第 LL 足,^ 早め 

て 右方に 入る。) 

第二 揚 

速 塞 野と 呼べ ろ鳥邊 山の 一 都。 

山上の 稍 平らな ろ 土地。 右方 は鬱愛 極めた る 杉の 木 

立 あり 0 

中央の 谷 ^隔て、、 {^^かに京の巿街の鳥敵">::ル,"^見ろ0 

銀の 如く 光れる 加 茂 川の 水 は、 煙され た- C- が 如き 午後 

の 空 li 映れり。 

左方 LL 1 屋の 古き 庵室 ぁリ。 懸極、 水 桶 * その 周圍に 

破れた ろ 柴垣、 その 前 Li 小徑ぁ リズ 左右に 通す。 梟の 

聲 など 聽 ゆ。 寂寞。 

最初 は 舞 裏 空虚な リ。 やがて 左方よ リー 群の 人の 党 

音聽 こえ 來 る。 間もなく 市 K 等 走り出. つ。 第 一場に 

現.：： れたる 市民の 一 部分な リ。 

第一の 少女 如何したら 好い. てせ う。 

第二の 少女 (童 fj- 抱きて) この 子 を何處 かへ 隱 さない と 


きっと 殺されて しま ひます よ。 

老いた ろ 市 K いくら 隱 しても 駄目 ぢ や。 

童 お祖父さん。 早く 逃げよう よ。 何だか 怖い よ。 

老いた る 市民 わし はもう すっかり 疲れて しまった。 

第 一 の 市民 さあ、 どんどん 追つ 懸けて 來る やう だから、 

早く 逃げな くち やい けない ぜ。 

第二の 市 K さう だ、 早く 逃げろ。 早く 逃げろ。 

(市 31- 等 急いで 右方 走り 入ろ。 老いた る 市民 一 人殘 

る。 笫 四の 武士 及び 二三の 武士 左方よ リ 走り出 づ。 ) 

第 四の 武士  (叫ぶ) 待て、 待て、 何故 逃げる の だ。 (老 

いたる 市民 LL) 費樣は あいつ 等の 仲間 だな。 

老いた ろ 市民 はい。 左樣 でございますが、 別段 惡ぃ事 を 

した 者で は ございません。 

第 四の 武士 おれ はそんな 事を聽 いて ゐる のて はない。 あ 

の 中に 子供が ゐ やしな いか。 

老いた ろ 市； 一? いいえ 。子供な ど は をり ません。 

第 四の 武士 嘘を吐け。 (他の 武士に) それ、 その 老耄れ 

を 引つ 立てて 來ぃ。 

(武士 等は老 いたろ 市民 fj- 引 連れて 右方に 走リ 入る。 

舞臺 二度 空虚。 長き 間。 二人の 尼徐か li 左方よ リ出 づ。) 

第一 の 尼 如何し たんて せう。 何だか 大勢の 人の 意 音が 聽 

こえる や、 つてす ね。 
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者 は 生き返り は せんぞ。 

S もうかうな りました から は、 せめて 死骸 だけで も 持 

つて 歸り ませう。 (悲しげに) ああ、 今まで 機嫌よ く 遊 

ん ていら しった ものが、 も、 つ.、 ) の やうな 淺 猿し い 姿に お 

なりに なると は、 まるて 夢の やうな 氣が いたします o( 壽 

王 丸の 死骸，^ 抱き 上ぐ) 壽王丸 さま。 さあ、 乳母と 一 所 

に まゐり ませう 0 

第二の 武士 これ、 これ、 その 死骸 を 持って 往く窜 はなら 

んぞ。 

S えつ、 それ は 如！ i: 云ふ譯 なので ございます。 

^^ーの武士 その子の 首が 入用な の だ。. 

乳母 (驚く) ええ、 それて はこのお 子の 首 まても —— (死 

抱き たるま ま 地に 伏す) 壽王丸 さま。 あなた は 何と 

云 ふ 哀れな 身 の 上な の で ございませ う。 

(乳母 は壽王 丸の 死骸の 上に 身，^ 投げて 泣く。 一瞬間 

の 寂寞。 猶ほ 勤行の 叙の 音聽 ゆ。) 

第一の 武士  (左方，^ 見ろ) や、 あすこに 一人の 女が やつ 

て 来る。 

第二の 武士 美しい 上 藤 だ。 併し 何だか 氣 でも 狂って ゐる 

やうな 樣子 だな。 

第三の 武士 おお、 あれ はこの 子の 母親 だ。 さつ，^、 氣を失 

つ て 倒れた 女 だ。  . 


(長き 閗。 左方よ リ新中 納言局 走り出 づ。 武士 等.^ 見 

立ち §H まろ。) 

新中納 言； S おお、 やっと 追 ひ 付いた。 (狂 ほしく 叫ぶ) 

壽王丸 は 何 處にゐ る。 壽王丸 は 何處. にゐ る。 さあ、 竿く 

あの 子 を 返して おくれ。 私 は あの 子が ゐる ばかりに、 今 

日まで 寂しく 生きて ゐ たの だ。 さあ、 早く あの 子 を 返し 

ておくれ。 

第一の 武士  (毒 王 丸の 死骸 yJ- 指差す、 冷やか に) あれ を 

見ろ。 

新 中納言 (死 觅て 驚く) や、 あの 子 はもう こんな 

姿に 11 (乳 これ、 乳母， 一寸 あの 子の 顔 を 見せて 

おくれ 0 

S  (献欷 しつつ) お 局 さま。 如何したら 好いで ござい 

ませう。 

(新 中 納言局 は 無言 に て壽王 丸の 額， <^ 凝視す 。次第に 

烈しき 感動の 表情 示し 來 ろ。) 

新 中 納言局 壽王 丸。 お前 は 到頭 悲しい 戀 の犧牲 となって 

しまったの だね。 重 衡 さまに お別れ 申してから. お前 を 

赏衡 さま だと 思って、 今日まで 寂しく 生きて ゐ たの だよ。 

額 付から 目元 まて 重衡 さま そっくり なので、 私 はお 前の 

顏を兑 る 度 毎に， どんなに か樂 しかった 時 を 思 ひ 出した 

らう。 平家が 滅びて しまっても、 この 戀 だけ は 滅びぬ と， 
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今まで 思つ てゐ たの だけれ ど、 お前が 死んで しまって は * 

もう そんな 事 も 云って をら れぬ。 ああ， 戀も 滅びる S- が 

來 たの ぢゃ。 

(武士 等 nw と 目と 見合 はぜ、 狡 措に 笑 ふ。) 

第二の 武士 それで はこの 子 は 重衡の 子な の だな。 

第三の 武士 それで はこの 首 を 持って 往 けば、 たいした 褒 

美が 直 へ る 譯だ。 

新 中 納言局 (絕 望の 表情) もうかうな つたから は、 何も 

かも 云って 聽 かさう、 私 は 櫻 町中 納言 成範の 娘て， 新 中 

納言 局と 云 ふ もの ぢゃ。 

第一の 武士  (嘲け ろ 如く 笑 ふ) それ ぢゃぁ 重 街が よく 通 

つたと 云 ふ 女 だな。 

新 中納言 局 お前 達の やうな 下司な 人に、 何で 戀 などと 云 

ふ 事が 分ら ラ。 (間) さあ、 もうお 前 達に は 用 はない。 

早く 何處 へな りと 往 くが 好い。 私 はこれ からこの 哀れな 

戀 の横牲 とともに わが 家へ 歸 るの ぢゃ。 

第二の 武士 なに、 さう 聽きゃ あ 平家に 由 綠の女 だ。 

第三の 武士 さう だ。 二人とも ふん 縛って 連れて 往 かう。 

(武士 等 二人の 女.^ 捕へ むと す。 一瞬間の 爭 闘。) 

第一の 武士 さう だ。 この間に この 首 を I . 

ひお 一 の 武士に 壽 王 丸の 首級 1^ 取リ、 死骸 合 問に 投 

げ棄 つ。 阿證坊 印西 左方よ リ走 リ出づ C 錫杖に て 武士 


等と 烈しく 鬪ひ、 遂に 第一 の 武士 i リ 首級 vJ- 奪 ふ。 武 

士等 右方に 逃げ 入る。) 

印西 (冷笑) 鎌 倉 武士と 云 ふ もの は、 存外 弱い もの ぢゃ。 

(錫杖，^ 鳴らしつ、) 併し この 杖に はかな はぬ 箬ぢ や。 

(間) これ は 運命の 杖 だからな あ。 (女に〕 何處 もお 怪 

我はなかった かな。 

新 中 納言局 難 有う ございます。 別段 怪我 は ご" ざいません 

てして。 (印西，^ 見て) おお、 あなた はお 上人 樣 では ご 

ざ いません か 0. 

印西 氣懸 りで ならなかった から、 後 を 追って 来て 見た の 

ぢゃ 0  _ 

乳母 お 庇 藤で 危 いところ を 助かりました。 

印西 それにしても あの 子 は 可哀想な 事 をした な。 やっと 

首 だけ は 靡 ひ 返した が、 死骸 は 谷間 へても 投げ込ん だか 

そこら 邊には 見 當らぬ や うぢ や 0( 首級 yS< 新 中鈉言 局-」 渡 

す) よく 回向 をす るが 好い。 

新 中 鈉言局 (首級.^ 凝視す) ああ さっさ まて 美し かつ 

た 頰の色 も * 今では まるで 螺の やうに 靑ざ めて ゐる。 あ 

あ、 さっきまで 可哀 らしい 事 を 云つ • た 口 も * 今では 堅く 

しひ 

閉 ぢてゐ る。 あの 小さな 靈魂 はもう 何處か へ往 つてし ま 

つたの だら う。 (ra。 急に 感動して) ああ、 今 s の あた 

り まざまざと 死に 向 ひ 合って、 私 は 始めて 戀 よりも 大き 
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な ものが あるの を 知った や ラな氣 がする。 ああ. かう や 

つ て ゐてさ へ胸が裂けるか，^思はれろ程. 暗く 冷た いも 

のが 私の 目の前に あるの ぢゃ。 

乳母 (氣遣 はしげ に) お 局 さま —— 

新 中 納言局 いっそ 私 も 後 を 追うて、 このまま 死んで しま 

はう か。 (間) いや， いや. 私 はま だ 死ぬ 事 は 出来ぬ。 

私の 胸に はま だ 戀の思 ひ 出が 殘 つて ゐる。 さ うぢ や。 私 

はこれ から 戀の思 ひ 出に 生きる の ぢゃ。 いづれ この 首 も 

髑體 となって しまぶ てあらう が、 それでも 絕 えず 身に 着 

けて， 見る 度 每に思 ひ 出す のぢ や。 

乳母 (二度) お 局 さま —— 

新 中 納言局 併し 私 はこれ から 何 處へ往 つたら 好い の-て あ 

らう 0 

(印西に 瞬き もせす LL 新 中納言 局,^ 凝視し ゐろ。 突然 

烈しく 鉍杖 1 ^鳴らす。) 

印西 何 を 思 ひ ^ うて ゐ るのぢ や。 お前の 往 くべき 道 は 唯 

ひとつ ぢゃ 0 

なに とも 

新中納 一一 Big お 上人 樣。 何卒 その 道を敎 へて 下さい まし。 

印西 すべての 過去 を 忘れて しま ふの ぢゃ 。さう する に は 

沙門の 身と ならねば ならぬ。 

新中納 言 局 それ-て は 戀の事 も 忘れて しま ふので ござり ま 

すか。 


印西 無論 戀の 事な ど はま づ 第一 に 忘れて しま ふの ぢ や。 

新 屮鈉言 局 如何して そんな 事が 出來 ませう。 

印西 併し それが お前の 行くべき 唯 ひとつの 道ぢゃ 0( 二度 

錫杖 yj- 鳴らして) これから 尼と なって 一 生 を 逸る のぢ や。 

新 中 納言局 (殆ん ど 無意識に) よろしう ございます 。尼 

となる で ござ いませう 0 

乳母 えつ、 尼に 11 それで は 私 も ご 一 所に 11 

印西 うん。 幸 ひそ こに 庵室が ある。 (柴垣 L1 近寄ろ) お 

賴み 申す。 

尼の 萆 (中よ リ) 何 かご 用で ござります か。 

印西 一寸 ご 庵室の 中を拜 借いた したいが I . 

尼の 聲 何卒お 關 ひなく お入り 下さい まし。 

印西 (二人の 女に) さあ、 あの 庵室の 4. て—— 直ぐに 刹 

髮 せねば ならぬ。 (獨 語の 如く) 運命の 杖 は 何時 外の 道 

を 差す か 分らぬ からな。 

(三人 は 庵室の 中へ 入らむ とす。 山賤 二人 右方よ リ慌 

ただしく 走 リ出づ 0) 

第一の 山賤 何てえ 騷 ぎだ。 おれ はもう 少して 斬られる 所 

だった。 

第二の 山賤 ほんと に 近頃 は 危なく つてう つかり 歩け やし 

ねえ。 

第一 の山賤 全く だな あ。 平家が 滅びて しまって からと 言 
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ふ もの は、 京 はまる て瞎 野の やう だ。 

第二の 山賤 おや、 ここに も 血が こぼれて ゐ るぜ。 

第一の. E 賤 さあ、 また あんな 氣狂ひ 武士に 出會 はさない 

うちに 急いで 歸 らう。 

第二の 山賤 さう だ。 斬られたり しちや あつまら ねえ。 

(山 賤等は 左方に 走リ 入ろ。 新 中納言 局ば その 言葉 

聽き つつ 猶ほ 柴垣の 外に 佇み ゐろ。 印西と 乳母 は 庵室 

の 中に 入ろ。 黄昏。 谷より 狭霧 立ち 始 む。) 

やきつ 

新 中 納言局 (獨 語) あの 山賤 でさへ 源氏の 者 を K うて ゐ 

る。 あの人々 は 平家 を 滅ぼした ばかりでなく、 私の 戀ま 

でも 滅ぼした のぢ や。 (間) あ、， あのお 上人 樣は戀 の 

事なん ど 忘れねば ならぬ と 云 はれる けれど、 私に は 如何 

して 戀を 忘れろ 事が 出來 よう。 (間) さっき は あの 錫杖 

が 何だか 怖ろ しくって、 つ い 尼と なるやう に 云って しま 

つたの ぢ や。 併しもう かうな る 上 は 仕方がない。 尼と な 

つても 戀を 忘れずに、 何 か 秘法 を 求めた 上で、 せめて 幻 

てな りと taji 衡 さまに お 目に 懸 らう。 さう して 錄 源氏の 人 

人 を 呪うて やる のぢ や。 GH 級 兑ろ) この 首が 髑髏と 

なろ 時分に は、 何 か 秘法 を 求めろ 事が 出来る. てあらう。 

乳母 £lt  (中よ リ) お 局 さま 11 お 局 さま 11 

新 中 納言局 ああ、 5^ 母が あの やうに 呼んで ゐる。 (ra.) 

到頭 私 も 尼と なる のか。 


(鐘の音 微かに 聽-、 ぇ來 ろ。) 

新 中 納言局 ああ、 京の 寺 々て は 鐘が 鳴って ゐろ。 その 響 

さへ 昔と はまる で變 つてし まった。 これから 私 も 尼に な 

つ てし まへば、 日毎に 鐘の音 を聽 かなければ ならな いで 

あらう 。何だか 急に 鐘の音が 懐かしく なって 來た。 (間) あ 

あ、 もう 黄昏と なって しまった。 まるて 私の 心の やうに。 

(新 中納言 局に 徐 かに 歩み ズ庵 の 中に 入らむ とす。 

黄昏の 色が 次第 迫リ來 ると と， tLi、 狭霧 は 全く 舞 S 

あ 包む。 鐘の音 二度 微かに. 聽 こえ 來 ろ。) 

第二 幕 

第 一 揚 

奈 良の 大 いなろ 尼寺の. M 下。 

右方 Li 伽藍の 一 部 現 はろ。 口の 前 Li 凡そ 十 級 程の 石 

かに li& ぎよ J1 ん 

a^v; リ。 直ちに 廊下に 接す。 その 石段の 傍- し 魚 权懸れ 

り 0 

廊下ば 舞臺 vS- 横斷 して 左方に 到る。 屋极、 石薆、 枉な 

ど 0 

左方に 石垣 あ リズ. 羅；^ の 枯れた ろが その 面 に|^ ヘリ。 

小 門 ぁリて 廊下に 接す。 

廊下の 前後に 尼寺の iST 廊下の 彼方 Li 大 いなろ 51= 銅の 
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水盤 ぁリ。 水 溢れて 流れ 落つ。 遠く 山門 及び 塔な ど 見 

ゆ。 庭の 面に は 一 面に ハム 孫樹の 落葉 散ろ。 第 一 蔬 ょリ 

殆んど 一 年ん」 經 過す。 

秋の 終り。 午後 晩く。 

幕 くと 同時に、 鐘樓 守、 七 兵衞、 左方の 小 門より 

出づ。 三十 二三 歳 。極めて 醜 さ —— むしる 怖ろ しき 

S. 怖ろ 怖る 廊下 1 ^過ぎて * 堂の 入口に 近寄る。 

鎵樓守 まだ 勤行 はおし めえ になら ねえの かな。 さっき か 

ら 門の 外て 待つ てゐ たが、 あんまり 遲 いので 到頭 ここ ま 

で 入って 來た の だ。 1 體 あの 門 か ら中 へ は 、男が 入 つて は 

いけね えって 淀が あるの だが、 つ いうかう かと 入って し 

まった。 併し 見付かったら 大變 だぞ。 直ぐ この 寺から 追 

ひ 出されて しま はなく つち やなら ねえ。 (扉に 耳 fj* 當て 

て內 部の 物音 聽く) まだお 經の聲 や 鉦の 音が して ゐる 

から 大丈夫 だ。 (石段，^ 下 リズ 水盤の 傍に 來ろ) 今まで 

一度 もこの 門から 中へ 入った 事はなかった が、 何だか ま 

るて 違った 世界へ 來 たやうな 氣 がするな。 公孫 樹の 落葉 

の 句 ひまて が、 何時に なく 胸に 染みて、 氣が うっとりし 

てし まふ やう だ。 おれ は 今 まて こんな 心 持に なった 事 は 

なか つたの だが、 一 一月ば かり 前から と 云 ふ もの は、 如何し 

てこん な に 夢で も 見 て ゐる やうに なった の だら う。 毎日 

每日撞 く 鐘の 數 さへ 間違へ る やうに なって しまった 。(急 


に 狼 狼して) や、 みんな こっちへ やって来る やう だ。 何 

だか 大勢の 話し 聾が 聽 こえる。 見付かつ たら 大變だ ぞ。 

(鐘 樓守は 水盤の 蔭に 隱 ろ。 右方の 堂の 入口よ リ 数人 

の 尼 出づ。 第一 の 尼、 笫 二の 尼 は、 第一 幕 第二 場 L- 現 

はれた ろ 人物な リ。 廊下の 石 14 の 上に 佇む。) 

第一の 尼 まあ：： 公孫 樹の葉 は 皆 散って 了 ひました ね。 

第二の 尼 ほんと にもう 秋 も 終りなん てす ね。 

第一 の 尼 こ、 に來 たの はま だ 昨日の やうに 思 はれる のに 

もう 直き 一 年になる のです ねえ。 

第二の 尼 あの 山て あの 悲しい 寧が あってから 直ぐて すか 

ら、 もう 一 年に もな り ませうよ。 

第一の (右方 vj- 見ろ) 如何し たんて せう、 髑體尼 は— 

第二の 尼 まあ：： あなたまで 髑髏 尼 だなん て 11 

第一 の 尼 それても みんなが 髑髏 尼と 云 ふ ものです から、 

つ い 私まで さう 云 ふやう になって しまったの-て すよ。 

第二の 尼 髑髏 尼 だなん て 誰が 云 ひ 始めた のて せう。 何 だ 

か氣 昧が惡 いぢゃありません か。 

第一の 尼 併し 私 は髑體 尼って 名 は 好きです よ。 

第二の 尼 まあ：： 如何して 11 

第一 の 尼 私 は n 髏 尼って 名を聽 X と， あらゆる 美しい も 

のが 目に 見える やうな 氣 がする のです よ。 


mm 
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第二の 尼 まあ：： (微笑して) 大變な 名です ねえ。 

(二人ば 聲，^ 立て 笑 ふ。 やがて 徐かに 左方に 入ろ。) 

第三の 尼 (二人 1 ^見送りつ、) あのお 二人 は 何時も ご 一 

所に いらっしゃる のね。 

第 四の 尼 ええ、 まるて 私達と は 話 もな さらない のです よ。 

五の 尼 時々 あの 髑髏 尼と 一所の 事が あります ね。 

第 六の 尼 さう 云へば あの 騎髏 1^ は 如何した のでせ う。 た 

つた 一人て あの 太い 柱の 傍に 突っ伏して ゐ たやうて す 

が、 まだ 出て 來な いやう です ね。 

第 七の 尼 .V  、つとまた 泣いて ゐる のて すよ。 

(沈 默。) 

第三の 尼  <  ム孫樹 の 葉の 散る のが、 一日 增 しに 多くな つて 

ゆきます ね 0 

第 四の 尼 庭 は 一面に 黄い ろくなって しま ひました。 

i か 五の 尼 何だか 大變靜 かな 夕方です こと。 (間) それに 

近頃 はもう 戰 の^も あんまり 聽 えて 來 ないや ラ です ね。 

4SH ハの尼 何時ぞや 東大寺が 燒 けた 時 は、 ず ゐぷん 怖 かつ 

たぢ やありません か 0 

第 七の 尼 あの 重 街と 云 ふ 人 も、 到頭 殺されて しまった さ 

う-てす よ。 佛 罰て すね。 

(鐘樓 i 寸は 水盤の 藤よ リ密 かに 尼寺の 方 ふ。) 

の 尼 -V 、う あの 時から 七 年になります ね。 まだ 私が こ 


の 寺へ 来たば つかりの 事て したから 1 . 

第五の 尼 ず ゐぷん ここへ も 流 矢が 飛ん て來 ましたね。 ま 

だ そこいらの 柱に も鏃の 痕が殘 つて ゐ ますよ。 

第 六の 尼 もう そんな 話 は 止め ませう。 話を聽 いてさへ 怖 

ろしくな ります 0 

第 六の 尼 ほんと にあ まり 好い 氣持 はし ませぬ。 毎日 靜か 

な 時ば かり 逡っ て ゐる者 は、 ちょっとした 窜 にも 非常に 

感じる ものです よ 0 

笫 七の 尼 それに 私 は 近頃 何だか あの 鐘の 昔が、 急に 悲し 

い 響 を 出す やうに なった と 思 はれて なりません。 

(鐘樓 守 ざつく リ して 思 はす 全身 1^ 現 はす。) 

第三の 尼 あの 鐘 樓守は 近頃 何 だ か 様子 が變て す ね。 

第 四の 尼 この 問 も あの 鐘樓の 石段に 腰 を 懸けて、 ぼん や 

り 何か考 へて ゐ るので すよ。 さう して 時 々悲しげに 嘆息 

をし て は、 何時 まても 何時 まても 夕日 の 方ば かり 眺め て 

ゐ るので すよ。 

, お 五の 尼 如何し たんて せう ね。 私 もこの 間 門の 傍て 摺れ 

違ったら、 何だか 獨 り 言 を 言 ひながら * 私の 方 を 見て 笑 

つたの てす よ 0 

第 六の 尼 まあ：： 無味が 惡ぃ 11 私 は あんなに 怖ろ しい 

顏を ま だ 見た 事が ありません。 

紫 七の 尼 (鐘樓 守 1 ^認めて) あれえ：： あすこに あの 鐘 
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樓 守が —— 

(尼 等 一 時に鐘樓守の方.^-見る。 鐘 樓守は 誘惑 ぜらる 

ろ 如く 尼 等に 近寄ろ。) 

鐘樓守 (殆ん ど 本能 的-」) おい、 あの 何時ても 髑髏 を 持 

つて ゐる 尼さん は、 まだ ここへ やって 來 ねえの か。 (間) 

あの 何時ても 髑髏 を 持って ゐる 尼さん は 11 

尼 等 (同時 に) あれえ：： 

(尼 等 は 恐怖に 打 たれて、 追 はろ V 如く 左方 に 入る。 

鐘樓 守ば 悲しげ LL 左方，.^ 凝視す。 長き 間。) 

鐘樓守 如何して みんな おれの 顏を 見る と、 あんなに 逃げ 

てし まふの だら う。 おれ はそんな に 怖ろ し ぃ顏 をして ゐ 

るの かな あ。 CH) おれ は 子供の 時分から、 まだ 一 度 も 

鏡に 向って、 自分の 顏を 見た 事が ねえんだ。 おれのお 母 

はお 前 は 決して 自分の 顏を 見るな と、 何時も おれに 云つ 

てゐ たが、 おれ はま だ その 言葉 を 忘ね えで ゐ るの だ。 ラ 

つかり m 分の 顏が 映る といけ ねえと 思 ふ もの だから、 池 

の 傍に も 近寄らね えで ゐた位 だ。 そんな 事を聽 いて ゐた 

から おれ はまる て 人に も會 はずに、 かう やって 今日まで 

鐘 摟守を して 来たの だが、 何故 だ かこの 頃 ぢゃぁ 自分の 

顔が 見た くって ならね え。 時々 關 はねえ から 水 にても 映 

して 見ようかと 思 ふが、 何だか 怖ろ しい やうな 氣 がして 

止めて しまったの だ。 (水盤に 近付く) 併し 今日は 如何 


しても 見ず にゃあ ゐられ ねえ。 あんなに みんなが 逃げる 

の は、 きっと おれが 怖ろ し い 顔 をして ゐ るのに 違えね え。 

(餌 1^ 映さむ として 瞎 躇す) もしおれ の 思って ゐる やう 

な 怖し い 顔 だったら 如何しょう。 さう したら やつば り あ 

の 觸體を 持 つ た 尼さん だ つて、 さっと おれの 顏を 見て 逃 

げ出 すだら う。 さう して おれ もこれ からどん なに 悲しい 

思 をす るか も 知れ やしね えの だ。 いっそ 見ずに ゐた 方が 

好い かも 知れね え。 (ニー 一一 歩 水盤より 離ろ 間) それても 

何だか 今日は、 如何しても 見す に は ゐられ ねえ やうな 氣 

がするな。 思 ひ 切つ て 見て しま はう か。 (夢幻の 境 にんる 

ものの 如く〕 生れてから まだ 一 度 も 見た 事が ねえの だ。 生 

れ てから まだ 一 度 も 見た 事が ねえの だ。 (怖る 怖ろ 水盤 

の 上に 額, ^差し出す。 極めて 深刻な ろ 凝視。 長き 間。 水 

盤の 緣， -J- 摑 みたる まま 次第に 烈しく 戰傈 す) これが おれ 

の顏 なのか。 何てえ 怖ろ しい 顔なん だら う。 まるで 獸の 

やうな 顏だ。 自分が 見て さ へ こんなに 怖ろ しいと 思 ふの 

だから、 人が 見たら どんなに 怖ろ しく 思 ふか 分らね え。 

唯 怖ろ しいば かり ぢ やねえ。 かう やって ぢ つと 凝視め て 

ゐ ると， 何だか 今まで 知らなかった 悲哀が、 あの 額の 邊 

から 湧いて 來ろ やうな 氣 がする の だ。 ああ、 .H 分の 目が 

まるで K ふやう に 自分 を 睨み付けて ゐる。 ああ、 もう 見 

て ゐる事 も 出来ね え。 (失祌せろ如くに水盤，^<離ろ。 EI) 
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ああ、 到頭 おれ は 見て しまった。 生れてから 始めて おれ 

は 自分 の 顔 を 見た の だ。 お 母が 見るな と 云 つたの も 無理 

はねえ。 おれが こんな 怖ろ しい 顏 だと 云 ふ 事 を、 もし 早 

くから 知って ゐ たなら ば， とても 今日 まて 生きて はゐな 

かった の だ。 もう 疾うに 死んで しまって ゐ たらう。 さう 

だ。 ほんと に 死ん てし まった 方が 餘っ 程好い。 これ ぢゃ 

あみん なおれの 顔 を て 逃げる の も 當り前 だ。 (間) あ 

の 髑髏 を 持 つた 尼さん もやつ ばり おれの 顔 を 見て 逃げ る 

だら うな あ。 さう すり や あおれ はもう 生きて ゐる 甲斐 も 

ねえと 云 ふもん だ。 (狂 ほしげ 11) ああ、 おれ はこれ か 

ら 如何したら 好い の だ、 こんな 怖ろ しい 顏 をして ゐ ちゃ 

あ、 たと へ あの 髑髏 を 持った 尼さん に、 おれの 心 を 打ち 

明けた ところで、 如何して おれの 願を聽 いて くれる もん 

ぢゃ あねえ。 (絶望の 調子) ああ • おれ は 何故 こんな 怖 

ろしい 顔に 生れたん だら う。 ああ、 おれ は 何故 こんな 怖 

ろしい 顔に 生れたん だら う。 

(笳樓 守 は 二度 水盤 Li 近付きて その 餌 1^ 映す。 長き 間。 

遂に 倒ろ ろが 如く 地上に 伏し、 烈しく 身 yj^® はせ て 泣 

i 公孫 樹の紫 頻りに 散ろ。) 

第二 揚 

同じ 尼寺の 堂の 内部。 


極めて 太き 園 柱 数 本 並び 立つ。 

中央に 極めて 大 いなろ 香爐ぁ 靑き リ 緩やかに 立 

ち 昇りて、 蘸 堂の 內 部に 谈 つ。 

柱に に 幢幡 懸リ ズ、 微かに 風 に 動く。 奥 及び 左お にす 

べズ 1 "黑。 何. よりと.，. > なく、 雜^ 蕭 やか-し 差し 來リ 

舞 の 一 隅.^ gi らす のみ。 

太 さ Mtt の 接の 簿 明の 落つ ろと こる に、 ^被 尼 唯一 

人 坐 マ 0 新 中納言 局 の 剃髮し て 尼と なれろ ものな リ。 

その 前に 一 個の 小さき^ 储か S きもり。 寂寞。 やが 

ズ 微か に 觸微氾 の 嗟嘆の 聲聽 、、え 來ろ。 

竊體尼 また 夜が 來 ると 見えて、 お 堂の 中が も 、「大分 暗く 

なった。 もう みんな は往 つてし まった のか 知ら —— 一 暗い 

の-てよ く は 見えない けれど、 如何 やらお 堂の 中には 誰も 

ゐ なくなつ たや うぢ や。 (間) 何處 から ともなく 差して 

來る ft 明が、 今日は 何だかい つもより 悲しく 思 はれて な 

ら ない。 ほんと にあの 薄明 は、 一 體何處 から 差して 來る 

ので あらう。 あんな 高い 天井の 上に は 窓 も 開いて ゐ ない 

のに、 如何して あんなに 外の 光が 差し込ん て來 るの やら 

11 ひょっとしたら 何時か 戰 があった と 云 ふ. 時に. 鏑矢 

の當 つた 穴の 痕て、 だんだん 大きくな つたと ころが ある 

のか も 知れぬ。 ああ、 戰と 云へば また 昔の事が 思 ひ 出さ 

れて、 夢の やうに 送って ゐた 時分の 有樣 が、 まざまざと 
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目の前に 現 はれて 來る。 (問) 始めて 霄衡 さまに お 目に 

懸 つたの は、 あれ は 何時の 事であった らう。 何でも 春 も 

もう 終る 時分の 事て あった。 李の 花が 一 面に 咲いて ゐる 

庭て、 夕方から 夜になる まで いろいろの 話 をした のが、 

あれが 始めて てあつた 事と 思 ふが、 あの 時分の 事 は みん 

な 夢の やうな 氣 がして、 はっきり 覺 えて ゐる事 は ひとつ 

もない。 (E) ああ、 もう 夜になる と 見えて， あの 薄明 

も だんだん 消えて ゆく。 それに 引き 代へ て 私の 悲哀 は、 

だんだん 枬 して ゆく ばかり. て、 何時 消える とも 分らない 

のぢ や。 さう は 云 ふ ものの 今日まで かう やって、 一人 寂 

しく 生きて 來 たと 云 ふの も、 みんな この 悲哀が あるば か 

りだつた。 昔 は戀が 生命だった やうに， 今 は 哀が 生命 

となった。 一人 靜か にこの 太い 圆 柱の 傍に 坐って、 熱い 

淚を 流す 時 だけ 私 は 生きて ゐる やうな 心 持が する。 (ra) 

時々 は 京の 事 を 思 ひ 出す けれど、 それ とても 今て はもう 

大抵 忘 れて しまった 0 加 Iffi が どんなに 流れて ゐ たやら、 

淸 水の 鐘が どんなに 響いて ゐ たやら * 今では 蓬の 香より 

も はかなく 胸に 殘 つて ゐ るば かり ぢゃ 0 ( 稍 長き 問) あ 

あ， 併し あの 重衡 さまの 事ば かり は、 如何しても 忘れる 

事が 出来ない。 かう やって この 尼寺に 入って から も、 一 

日で も 忘れた 事がない。 何時も 勤行の 濟んだ 後で、 たつ 

た 一人で かう やって ゐ るが、 その 時 程 いろいろの 事 を 思 


ひ 出す 時 はない のぢ や。 赏衡 さまの 事 を 思 ひ 出す 時 も あ 

る。 または II 王 丸の.^ を 思 ひ 出す 時 も. ある。 それらの 人 

人 を 思 ひ 出す 度 @ に、 私 は 平家の 滅びた 事 を-悲し まなく 

て はならぬ の ぢゃ。 

(簿叨 全く 差さすな ろ。 舞臺 袷ん ど 陪黑。 堂守の 尼 左 

方 rt リ出づ 0 乳母 汐^ の剃髮 して 尼と なれる，；， のな リ。 

手に 燭 vJ- 携へ 音な く 歩みて 觸微 尼の 傍 LL 來 ろ。) 

堂守の 尼 お 局 さま 1 - (急-,： 氣付さ ズ) ご免下さい まし。 

ついう つ かり 昔の やうに お呼び 申して しま ひました。 

(間) さあ、 もう 大抵 祕法も 分りました から， 今夜 試し 

に 行うて 見よう-て は ござ いません か。 

髑髏 尼 おお、 私 もさう 思って ゐ たと ころ-ちゃ。 丁度お 堂 

に 誰も をらぬ。 (問) さあ、 先づ 第一 に 燈火を la ける の 

ぢゃ。 

堂守の 尼 よろしう ございます。 さう して 燭臺 の數は —— 

髑镞尼 四 っぢ や。 

(堂守の 尼 左方よ リ燭甕 1.^ 迅び、 黄蠟に 火， か點 す。 舞 

凝 稍 明る LO) 

堂守の 尼 次 は 甕で ございま すね。 C ぬ體 く) さう し 

て その 藥の數 は 11  , 

照體尼 それ も 四つち や。 

(堂守の 尼 左方より 喪.^ 遲 び燭？ iSI の 傍に ©  く。) 
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堂守の 厄 (喪 差し 示しつ、) これが 蛇の If て ござり ま 

する。 (間) これが 蜥赐の 幾て ござり まする。 (間) こ 

れ が^の .IT て ござり まする。 (1?) これが 守 の 幾て ご 

ざり まする 0 

もうこれ て 好い のぢ や。 お前 は あちらへ 往 つて ゐ 

るが 好い。 

堂守の 尼 それで は 試して ご li なさい まし。 幻 は 多分 現 は 

れろ だら、 「と 存じます よ。 (獨語 の 如く) どんな 幻が 現 

はれます か — 

(堂守の 尼 は徐 かに 左方へ 入る。 偶髏尼の^^には凄慘 

なる 表情 現 はろ。 動作 言語 等 稍 狂 ほし。) 

00M だが、 黄 蠟の光 はなん て 美しい の だら う。 併し こ 

のお 堂の 中 をす つかり 照らす 事 は 出来ないで、 まるて 圏 

の 中に 咲いて ゐる 月見草の やうに * 高く 燃え立って ゐろ 

ばかり ぢゃ。 閱と 光との 間に は、 まるて 黄昏の やうな 色 

i レび 

が 漂って ゐて、 灯が 瞬く 度 毎に、 これが まるて 波の やう 

に烦 へる —— (やや 長き 間) だが、 私 は 今 こんな 事 を 云 

つ てゐる 時て はない。 これから 大事な 仕事 を 始めな けれ 

ばなら ない のぢ や。 (偶 髏, ^取り 上ぐ) 髑髏よ。 お si 

この HI つ の 甕の 油 を 注ぎ 懸けた 時、 きっと 幻 を 見せて く 

れるだ らうね 0 

(^體， 尼に 四つの 喪の： gvS- 髓髏の 上に 注ぐ。 突然 風烈 


しく 吹き出 づ Q 幢幡ば 旌の 如く 翻 ヘリ、 燭蔓の 火  一 ^ 

に 減す。 舞 寧： 全く 哜黑。 稍 ありて き 光舞臺 の 一 隅 

リ 差し 來ろ。 照髏 尼ば 死骸の 如く この 光の 中に 倒れ伏 

した リ く 冷たき 聲ぁリ て、 喑 巾よ リ潤微 na,.^. 呼ぶ。) 

暗中の^ 髑髏 尼 11 髑體尼 11 

ig 微尼 (驚 さて H 覺む) 誰 だら う、 私 を 呼んで ゐ ろの は。 

(間) つ ひぞ聽 いた 事の ない 雜ぢ や。 

1= 中の 聲 髑髏 尼 —— 

^微尼 (起き上がる) たしかに 髑髏 尼と 呼んで ゐ るが、 

誰て あるか まる. て 分らぬ。 髑體 尼な どと 呼 ぷ者は あまり 

ない のに、 誰が あの やうに 呼ぷ ので あらう。 

(この 時 堂の 一 隅 に 死の 姿 臟朧と 現 はれろ。 ^體尼 驚 

きて 倒れむ とす。) 

死 (冷やかに. 笑 ふ) 何も そんなに 驚く 事 はない。 今 わし 

がお 前 を 呼んだ のぢ や。 

髑懺尼 まあ：： 何と 云 ふ 怖し い 姿 をして ゐ るの だら う。 

一 體 お前 は 誰な のぢ や。 

死 わし は死ぢ や。 少しお 前に 用が あって やって来 たの ぢ 

や。 まあ、 もっと 氣を 落ち着け るが 好い。 わし は 別段 怖 

ろしい 者ても 何ても ない。 誰し も 人間と 生れた から は、 

一 度 はわし の 手に 觸れ ねばなら ぬの ぢゃ。 

^髗尼 さう して 私に 用が あると 云 ふの は II 
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死 まあ、 何も さう 心に 驅 ける 事 はない。 (問) 併し 今 は 

お 前 は 何故 そ の 髑體 に、 蛇 や 帳の 油 を 注いだ の だ。 

閥微尼 死んだ 人々 に 會ふ爲 めに 11 

死 唯 それだけの 願な のか。 (問) おれの 事を考 へた あげ 

くに、 思 ひ 煩うての 事て はなかった の だな。 

^懊尼 おれの 事と は 11 

死 (もどかしげ に〕 死の 事ぢ や。 (il) お前 はおれ を 美 

しいと 思って ゐる のか、 また 醜い と 思って ゐ るの か。 

微 ； は 美しい と 思って ゐる。 

死 さう か 0 よし、 よし。 (間) それて はお 前に これから 

この美し いもの i 幻 を 見せて やらう。 併し この 幻 を 見た 

者 は、 一時間と 經 たぬ うちに、 みんな 戀の爲 めに 死んで 

しま ふの ちゃ。 

SM  (笑 ふ) 何で 尼寺の 中に 戀が あらう。 (間) 私 は 

いっそ 戀の爲 めに 死ぬ を うれしい と 思って ゐ る位ぢ や。 

死 いや、 いや、 Hi- 寺の 中に も戀は ある。 (間) さあ、 幻 

が 大窜ぢ や。 (强 く) そ の 髑髏 を 凝視め ながら いろいろ 

の 人 を 思 ひ 出す が 好い。 

(死ば 阅 柱に 凭 リズ 立つ。 啻. V.- 光 は 次第に 白き 光に 變 

す。 i ^一幕の 第一 場に ズ 白痴が 欲へ ると 同じ 誠 子の 欲 

微かに 聰 こえ 來ろ。 次第 に 近付く。 数十 人 の 合唱な 

リ。 幽鬼の 群の 泣き叫ぶ かと 疑 はろ 0〕 


幻の 歌 

屢、 i. され かう ベ。 

悲哀の 湧く と 云 ふ、 

古 甕を轉 がして、  . 

轉 がして 誰が 来た。 ■ 

地獄て 花 も 泣くて あろ。 

平家の 人 も 泣くて あろ。 

(Is 髏尼は 思は すその 欲の 聽 ゆる 方 へ 一 一 三 歩 歩む。) 

^mM おお、 あの 歌 は 京て よく 聽 いた 歌 ぢゃ。 誰が もの 

歌 を 歌って ゐ るので あらう。 

(二度 敬の 聲聽こ ゆ。 極めて 近し。 この 歌の 問に、 一 

群の 幻の 人々 白き 光の 中 に 現 はる。 すべて 骸骨の 人々 

なリ 0  二三の 人々 は 骸骨の 馬 LL 跨ろ。 長刀，^ 持てる も 

の ぁリ。 持てる もの ぁリ。 最後 LL 赤 さ 旗,^ 持てる 

一個の 骸骨 ありて-ての 列，^ 終ろ。 蹄の 音。 武器の 昔 0) 

幻の 歌 

閥髏、 獨髏 • され かう ベ。 

さへ 花 が^く。 

世の中が なんとして、 

なんとして 恨めしい。 
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地獄て 花 も 泣く であろ。 

平家の 人 も 泣くて あろ。 

(一 群の幻の人々は唯^1き光の中.^通過すろのみ。 そ 

の ra^ 微：^ は 叫び 績 く。) 

^WM おお、 みんな 平家の 一 門の 方々 ちゃ。 (間〕 おお、 

あすこに をら るる は 知 盛 さまぢ や。 (間) おお、 敎！^ さ 

まも、 忠. M さま も、 みんな 馬に 跨がって 往 かれた。 (間) お 

お、 あれ はたし かに 維 盛 さま ぢゃ。 徒歩で は さぞお 疲れ 

になった 事て あらう。 (間〕 あれ、 あれ、 あの やうに 鯀 

波の を 作って ゐる。 こんなに 大勢の 軍兵 を率ゐ て、 み 

ん な何處 へ往 かれる の-て あらう 。 黄泉 に は 戰もぁ るまい 

に 11 (突然 幻に 向 ひて 走らん とす。 足 動かす) おお， 

あすこに 衡さ まが —— 昔と 變ら ぬお 姿ぢ や。 逞 ましい 

馬に 跨がって • 美しい 鎧 をお 着けに なった あのお 姿 を、 

如何して 忘れて よい もの か。 (間) 重銜 さま、 何卒もう 

1 度？； ほって 來て 下さい まし。 たった 一 目て よろしう ござ 

いますから * お 目に 懸ら せて. T さい まし。 (IE) おお、 

赤 い 旅が 往く —— 旗竿 は 血 だらけ ぢゃ。 

(c さ 光 は 二度 f: さ 光に 變す。 幻の 人々 消え去る。) 

死 あれが お前の E に 何と 見えた。 

^微 2? みんな 平家の 一 門の 方々 ぢゃ。 


死 いや > その やうな 事 を 聽 いて ゐる のて はない。 あれが 

みんな 骸骨に は、 お前の 目に は 映らなかった らう。 あの 

馬 も 骸骨 ぢゃ。 

髑髏 尼 なに. I 骸骨 11 

死 (高く 笑 ふ) これから 一時 問も經 たぬ うちに、 お前 も 

あんな 姿になる の ぢゃ。 

(死、 消え去る、 舞ー13^突然1"黑となろ。 微かに 欲の 聲 

驟 ゆ。) 

幻の 歌 

髑髏、 髑髏、 され かう ベ。 

蛇に さへ 戀が ある、 

世の中が なんとして、 

なんとして 呪 はし ぃ0 

地獄で 花 も 泣くて あろ。 

平家の 人 も 泣くて ある。 

(何 虚ょリ と，；^ なく、 月光 悲しげに 差し 來ろ。 風 吹き 

ズ頻リ に 幢幡，^ 動かす。) 

SM  (！： ：； 覺め たろ 如く) おお、 今の はすべ て 幻だった 

か。 怖ろ しい 幻を兑 たもの ぢゃ。 (間) 资蠟の 火 は 消え 

て しまったが、 幸 ひ 月の 光が 差して 来て， Q る。 さ 
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尼删 


あ、 も、 っ往 か-つ。 尼 達が 待って ゐ るから —— 

(風の 音、 月光^；ぉく^髏尼の餌^^照らす。 徐 かに 右方 

に 向 ひて 歩む。) 

第 三 場 

第一 場と 同じ 舞 _ 幾 面。 

月夜。 水 機の 水ば 銀の 如く 光リ、 溢れ 落つ ろ 一昔 高く 聽 

こえ 始 む。 

風 烈しく 吹きて、 公孫 樹の葉 夥しく 散ろ。 

鐘 寸は 水盤の 傍に 梳 たはる。 第 一 場の 終りと 同じ 

位 so 

鐘樓守 (突然 面，^ e 上ぐ) 何時まで 待っても やって来 ねえ 

な あ。 お 堂の 中で  一 IS 何 をして ゐ るの だら う。 いっその 

事お 堂の 中まで 入って 往 つて 見よう か 。(間) いや、 そ 

んな事 をし ちゃ あいけ ねえ。 もう 直き 出て 來る だら うか 

ら、 それまで ここ-て 待って ゐ よう。 (突然 起き 上りて 右 

方，"！-^^ふ) や、 誰か こっちへ やって来る やう だ。 

(銃 樓守は 慌ただしく 水盤の 蔭：.！ 隱 る。 堂守の 尼 右方 

ょリ出 づ。) 

堂守の 尼 (廊下 Li 佇む) 好い 月夜に なって しまった。 こ 

んな晚 は 何だか 昔の事が 思 ひ 出されて ならぬ。 お 局 さま 

は 尼と おなりに なつてから も、 絕 えす 昔の事ば かり 思 ひ 


出して いらっしゃる ご樣子 だが、 そんなに 戀と云 ふ審は 

忘れられな いもの だら うか。 (問) あの 幻 を 見る 祕法は 

何處の 誰が 敎 へたの やら -—— oe 亡， i 思 ひ 付きた ろ 如く〕 

お お 私 は 見廻り の 役 をす つ かり 忘れて ゐた。 

(堂守 の 尼 は 左方 LL 入ろ。 鐘樓 守ば 水盤の 藤よ リ現は 

ろ。) 

餘樓守 何 だ。 堂守の 尼だった のか。 (右方の 入口に 近寄 

リズ 屮， ^親く) 如何し たんだら う、 あの 髑體ケ • 持った 尼 

さん は。 何時 まて 待っても 出て 來 ねえんだ な あ。 

(この 時屮 より 燭體； S の^ 聽 ゆ。) 

髑體 尼の 聲 そこに ゐ るの は誰ぢ や。 

(鐘樓 守ば 立ち 魄 みたろ 如くな リ しが、 W ちに 身 飜 

へして 水盤の 藤に る。 殆んど 同時 LLK 微 M の 姿 右方 

の 石段の 上に 現 はろ。) 

髑體尼 誰 だか そこに ゐ たやう だった が —— 何 處へ往 つ て 

しまったの だら う。 (周 透，^ 見廻しつつ 石段ん A 卜ろ) あ 

ぁ、まだぁの^が聽こぇるゃぅな氣がする。まだぁの^^波 

の 聲が聽 こえる やうな 氣 がする。 ほんと にあれ は みんな 

昔のお 姿と 少しも 變 つて ゐぬ やうに 見えた。 とりわけ 重 

衡 さま なぞ は 昔の やうに 勇ましい お 姿. て、 馬 も兑 K えの 

ある 迎錢 葦毛 だ つた。 (間) まあ、 何 と 云 ふ 美し い 月 •  化 

なの だら う。 こんな 月夜に はきつ と重衡 さまと 一 所に 過 
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ごした もの だが • 今. て はこん な 尼寺で たった 一 人で 過 さ 

ねばならない。 ああ、 だんだん 風が 烈しくな つた。 これ 

では あの 公孫 樹の紫 も、 一夜て 散り 盡く してし まふて あ 

らう。 (次第に 左方に 歩む) 併し 今 幻て 見た あの 死から 

聽 いた 言 紫の 中て、 如何 も心懸 りで ならぬ 害が ある。 あ 

の 幻 を 見た 者 は、 一時間 經 たぬ うちに 死ぬ と 云った が、 

あれ はほんとの 事 だら うか。 今と なって は あの 幻が 怖ろ 

しくな つた。 

(左方よ リ 去らん とすろ 時、 鐘樓守 二度 水盤の 蔭より 

現 はれ 11 髏 尼の 俊に 近寄る。) 

樓守 (叫ぶ) 一寸 待って くれ。 おれ はお 前にお 願が あ 

ろんだ。 

(驚く) あれえ：： 

eg 微尼ば 逃げん とす。 鎗樓守 は その 腕.^ 堅く 握 リズ 

離さす 0 

鉤槐守 何も 怖 い こた あねえ。 おれ は鑌摟 守の 七兵衞 だよ。 

ffi^M  p.^^<) おお、 さ-つ 云へば お前 は is 樓守 だね。 

錦 桃 守 うん。 この 錡樓 守の 七兵衞 が、 お前に 一生のお 願 

が あろんだ。 

えつ：： 一生のお 願と は 11 

输樓守 ほんと にお 前が この 願 を かなへ て さへ くれり や 

あ、 おれ はもう 生.^ を棄 てても 關 はねえ。 


閥髏尼 ええ：： 

鐘樓守 おれ はこの 事 をお 前に 云 はう か 云 ふまい かと 思つ 

て、 どの位 迷った か 知れね えんだ。 おれ はほんと に 死ぬ 

やうな 苦痛 をした の だぜ。 毎日々々 その 事ば かり を考へ 

て、 -H: 分ても 體の瘦 せる のが 分る 位だった。 ほんと に 近 

頃 は 夜 もろく ろく 眠った こた ああり や あしね え。 たまに 

うとうと 眠った かと aa ふと、 直ぐ 魔され て 目 を 覺 まして 

しま ふの だ。 (悲しげに) 併しお 前 はおれが 何故 こんな 

に 苦しんで ゐ るか 知らね えだら う。 お前 はおれの 撞く鐘 

の 音が. 近頃 急に 弱った と 云 ふ 事 さへ 知らね えだら う。 

髑髏 尼 さあ、 その 一生の 願と 云 ふの は ー— 

鐘樓守 それ を聽 いたらお 前 はきつ と 驚く に 違 ひねえ。 さ 

,r してきつ と 厭 だと 云 ふに 違 ひねえ。 (間) ああ、 おれ 

は 何故 さっき 自分の 顏を 見た の だら う。 おれ は 生れて か 

ら 始めて 自分の 顔 を 見た の だ。 さう してもう この 願 をお 

前に 云 ふ 力 も なくなって しまったの だ。 さっき はほんと 

に 死なう と 思った よ。 (間) ああ、 併し おれ は 如何して 

も 死ねね え。 お前に この 願 を かなへ て 莨 ふまで は 如何し 

て も 死ねね え。 

髑髏 尼 (# か 腕きつつ) さあ， 早く その 一生の 願と やら 

を 云って おくれ。 (叫ぶ) この 手 を 離して I— この 手 を 
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鏠樓守 その 手 を 離したら お前 は あっち へ 逃け て往 くだら 

う。 8 まあ、 もうす こしおれの 云 ふ 事を聽 いて くれ。 

おれ は 今までた つた 一 人で 暮らして 來 たの だ。 親 もな け 

れば 女房 もね ぇ體 だ。 考 へて 兑れば 三十 幾年の 間よ くた 

つた 一 人で らして 來 たと 思 ふが、 それでも この間まで 

は 寂しい とも 何とも 思って ゐ なかった の だ。 それが 如何 

して だか 急に 寂しく つてた まら なくなり 出した の だ。 近 

頃 ぢゃぁ 一 人で あの 鏠摟の 石段 を 上ろ 時 なぞ は、 涙が こ 

ぼれ る やうな 心 持が して 仕方が ねえ。 

偶體尼 そんな 事よりも 早く その 願って 云 ふ 事 を 11 

綺樓守 (鵜 かざろ ものの 如く) 如何して おれが そんなに 

なった かお 前に 分る かい。 (間) そり や あお 前に は 分ら 

ねえと 思 ふよ。 併し こんな 事 を くどくど 云って ゐても 仕 

方が ね- ズ。 おれ はもう すっかり お前に 云つ てし ま はう。 

(間。 强く) おれ はお 前に 惚れて ゐ るの だ。 

觸體尼 ええ：： 

鐘樓守 何も そんなに 驚く こた あねえ。 (間) 何時 だかよ 

く  S えて ゐな いが、 まだ S の 事だった。 お前 はやつ ばりた 

つた 一 人で お 堂に 殘 つて ゐ たと 見えて. もう 日が 暮れ か 

かろ 時分に あの 鐘樓の を 通った 寧が あったらう。 あの 

時 おれ は 丁度 鍾を撞 き 終つ て、 石段 を 下りよう とすると 

ころだった が、 お前の 姿 を 見る といきな り そこに 立 .ST 練 


んて しまったの だ。 さう だ。 お前 は その 時 もやつ ばり そ 

の 髑髏 を 手に 持って ゐ たな。 さう して ぢっ とその 髑髏ば 

かり 凝視め てゐ て、 おれに はまる で氣が 付かなかった や 

うだった な。 (嫉妬，^ 感 する ものの 如く) ー體 その 髑髏 

は 譲の 髓體 なの だ。 

まあ：： なんて 怖ろ しい —— この 髑髏の 事 なぞ は 

聽 かずに ゐ ておくれ。 

錡樓守 何 だ。 誰の 髑髏 だか 云 ふこた あ 出来ね えの か。 (嘲 

ける 如く) ふん、 何時ても お前 は その 髑髏 を 手から 離し 

たこた あねえ な。 それ だから みんなお 前の 事 を 髑髏 尼つ 

て 云って ゐ るんだ。 (狂暴な ろ 表情) さあ. そんな 髓髏 

は 早く 棄 てつ まへ。 さう して おれと 一 所に この 2^ 寺 か 

ら 逃げて くれ。 

000 まあ：： 如何して そんな 事が 11 

鐘槌守 出来ね えと 云 ふの か (m 怒の iw,^ 腿し 付けつつ〕 

おれが 一 生のお 願と 云 ふの はこの 事な の だ。 何卒お 願 だ 

から おれと 1 所に この 尼寺から 逃げて くれ。 さう して 何 

處 かへ 往 かう。 (間) さう だ。 京へ 往 かう。 こんな 奈良 

なん ぞにゐ たって 仕方が ねえ。 京に はおれ はま だ 一 度 も 

住った 事 はねえ が、 あすこへ 往 けば おれ 達 は、 きっと 幸 

福な 日 を s5S れる だら う。 

ig 體尼 なに、 京へ 往く —— (稍愤 怒と 耻 辱-^ 感じつつ〕 
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誰が 卑し い 錶樓守 風情と 京 へ往 かう。 

鐘樓守 (感； W 勃發 す〕 何 だと 11 それ ぢゃぁ 如何しても 

おれの 願を聽 いて は くれないの だな。 

5! 微尼 さあ、 早く この 手 を 離して おくれ。 

鏡樓守 (二度く づ. れ たろ 樣子) さあ、 そんな 事 を 云 は 

ねえで、 何卒 おれと 一 所に この 尼寺から 逃げて くれ。 さ 

あ、 おれと 1 所に この 尼寺から —— 

000  (戰 I- しつ、) ！！^寺から —— (燭 潤，^ 凝視す) 如 

何して そ んな 事が 出来ろ もの か 11 

鑰槐守 そんな 髑 IS を 持って ゐ るから、 おれの 云 ふ 事 を 聽 

いて くれね えの だら う。 さあ、 01.  くそん な 髑髏 は棄 てつ 

ちまへ。 

(二人 は 髑髏，^、 爭ふ。 錡樓 守の- m に は 次第に 殘 忍なる 

丧 現 はれ 來ろ。 偶微 尼の 逃ぐ る, * 追うて、 水盤の 周 

圃>^走リ»ろ。) 

SM  (叫ぶ) 誰か：： 誰か：： 助けて：： 

蹄樓守 (殆ん ど 意識.^ 失 ひて) さあ、 そんな^ 體は 早く 

菜て つも まへ さう して おれと 一所に この ほ 寺 か 

ら 逃げて くれ。 

(^«:^は^5!权に氣付く0顆體にて烈しく^??板1^敲く0 

その iS; さおく 聰ゅ ろと 同^に、 ^键ば 碎けズ ？w 亂 す。) 

^ 微 尼 (悲しげに) あつ、 ig 體も碎 けて しまった。 


錡樓守 (^髏 の碎 けし も 知らす) さあ、 そんな 髑體は 早 

く棄 てつち まへ。 

照微尼 ああ、 これて みんな 滅びて しまった。 (fw く) 

鐘樓守 さあ、 早く この 尼寺から 逃げよう。 さあ， 早く -—— 

(镜樓 守に 偶髏 尼の 手. ^取りて、 お 方に 拉 せむ とす。 

^ 微 烈 し く 鐘 樓 守 の 胸 1^ 打 ち、 極 め ズ 感 偽 的 に 泣 く  ) 

0$ お前 は 如何しても おれと 一所に 逃げて くれね えの 

だな。 (残忍に 笑 ふ) よし、 それ ぢゃ あおれと 一所に 死 

んで くれ 0 

(鐘樓 守に 狂へ るが 如く 髑體 尼に 飛び 憑かろ。 怖ろ し 

き 一 瞬間。 銪樓守 は 二度 残忍に 笑 ひたろ 後、 獨健 尼， 屮 

引き 招りつつ 石段 vJ- 上 リズ 右方 LL 入ろ。 舞 is^i-i 虚。 長 

き 間。 堂守の 尼. 及び 第一 の：^ と 第二の 尼 左方よ リ出 

.3 

第 一 の 尼 今 誰 だか 魚板 を 鳴らした やうて すね。 

第二の 尼 如何した でんせ う。 誰が 鳴らし たんで せう。 

堂守の 尼 (獨 語の 如く) ひょっとすると 大變な 察が、 お 

堂の 中に あつたの ぢ やないだら うか。 

(この 時 右方の 戶の 中に て燭微 尼の 悲鳴 聽ゅ。 三人の 

尼 一時に 恐怖 感じて 沈默 す。 やや 長き iw。 お 方の 入 

口に 銪樓 守の 姿 現 はる。 尼 等に；. 1- 付かで 臉踉 とし ズ石 

段 vS- 下ろ。) 
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尼 健 偶 


鐘樓守 (夢見ろ 人の 如く) この 手が あの 柔 かい 咽喉に か 

らみ 付いた の だ。 (兩 手，^ 見る) おれ は何處 まても 一所 

に往く 11 何處 まで も 11 (左方に 步む) さう だ。 平く 

おれ も 死なう。 あの 鎵樓の 上て 11 

(鐘 樓守は 廊下の 柱な ど-」 突 さ赏リ つ 、 、 狂 ほしく 左 

方に 入ろ。 CiH 寸の 尼，^ 徐 かに 右方の 戶ロ  LL 入ろ。 二人 

の 尼 は 怖ろ 怖る 堂の 中，^ -視き 込む。 長い i ？、 堂守の 尼 

m で艰 リズ 二人の 尼に 囌く。 三人の 尼歒猷 しつ.^ 地上 

に 倒れ伏す。 風 烈しく 吹きて 魚板 fs- 動かす。 孫樹の 

紫： 光の 中 ,5- 渦卷 きて 飛ぶ。) 


'，奇 iifci で; 港 羽.!^ 
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鳥 羽 港 漂流 奇譚 01 S 


入 物 

出 崎の 藤內 釣針 餒冶 

0  助 膝 內の枠 

おその 藤 助の 妹 

吉  野 下 H の 遊女 

六  藏 船大工 

日和見の 松 乞食 

玄  黄 波 唐の 僧 

杉 原 半 太夫 役人 

老いた る 牢番 

其 他， 駕籠 舁、 捕手、 船頭、 及び 南 蠻國の 

吏 等 出づ。 

場 所 

伊勢の 國、 鳥 羽 

時 代 

宽永 の 末年 


幕 


第 一 場 

.M,f ょづれ 

伊勢の 國鳥 羽の 街盡 頭に もろ， 釣針 鍛冶 出 崎の 藤內の 

家 0 

舞臺の 中央に 粗末な ろ 家 ぁリ。 藁葺と a! 鼓の 屋极 と0 

上手 は 煤 はたろ 障子。 その 障子の 奥に 一 間 もリ。 障子 

,^ 開く ると この間の 正面の 竹 窓よ リ、 逮く鳥 羽の 港の 

1 部 見 ゆ。 .  . 

正面 は 荒壁、 中央に 暖漉 口、 上手 寄リ L- 佛壇 B- 棚な ど。 

また 片隅- 1L 古 .V. 枕 W 風な ど ぁリ。 下手 寄に 釣針， 化 入れ 

おもて 

たろ 箱。 多くの 抽斗の 表 Li ば 釣針の 名，^ 書 さたろ 紙 札 

貼る 0 

下手 一段 低き とこる に 仕事場 ぁリ。 小さき 输、 其 他 釣 

針 銀 冶に 必 なろ 道具，^ 置く。 軒に 『釣針 鍛冶 藤 内』 

と 書きた る 木 札,^ 懸ぐ。 

家の 上手に 遠く 伊勢の 海 見 ゆ。 下手 は a ち 1： 烏 羽の 銜 

に 摸く。 

秋の 終リ LL 近き 靜 かなる 日の 午後。 

おその、 ゆ-敷に 坐リゐ ろ。 藤內の 娘。 十八^^位の美 

しき 女。 六藏、 緣に腰 懸け ゐる。 船大工。 二十 四 五 

歳の 若き^。 


622 


譚奇流 港 羽 鳥 


-: ハ 藏 それ はさう と. おその さん。 お前の 兄の 藤 助 どの 

は、 この頃  一 如何した もの だ。 あれ 程 商 M に 精出した 

男が、 何もせ ずに のらり くらり と、 せ I け 放 题 怠けて ゐる 

の は、 何 か 仔細が 無うて はかな はぬ。 

おその それに 付い て は 私と て も、 心 を 痛めて をり ます 

が、 何 を 云うても 默 つて ゐる 故、 ， さつば り譯が 分り ませ 

ぬ。 それと 云 ふの もこの 正月、 神 戶屋樣 の 持 船の 仕 合 丸 

が 出た 時、 皆の 留める の も聽き 入れずに、 江戸へ 往 つて 

來 てからの こと。 

六 ？„i  (思 ひ 出した やうに) あの 仕 合 丸 を 造る に は、 私 も 

一骨 折った もの だ。 船大工の 仲間で も 誰 一入、 あの やう 

な 大船 を 手懸けた 者が なく、 先づ 土峯： 骨を据 ゑる にも、 

如何して 好い か 分らぬ 有樣。 出来 上る までの 苦勞と 云つ 

たら、 そり や 並大抵の ことではなかった。 

おその (Is き ズ) お ほ、 さ 、つ.. て ござんし たらうな あ。 好 

く 父さんの 云 はれる に は、 釣針 一 つ 打つ さへ、 人に 云 は 

れぬ 苦勞が ある。 一 心 籠れば 餌 はなく とも、 魚 は 自ら 針 

に 懸る。 何 ごと もす ベて さ うぢ やとの こと。 まして 多く 

の 人 を 梨せ、 荒海 を 住く 船の こと 故 * それ を 造る 身の 苦 

勞は、 人一倍で ござんせ う。 

六？ IS あんな 大船 を 造 らず とも、 結構 商 K が 出來る もの 

を， あの 神 戸屋の 若旦那 傳吉樣 の 生物 識 から、 役に も 立 


たぬ 大船 を 造ろ ことにな つたの だ。 あれが 何て 仕 合 丸。 

(氣付 さて) おお、 そなたの 前て 傳吉樣 の 惡ロ云 ふの は 

禁物だった のう。 (笑 ふ) 

おその (^.<J- 赧 めて) 六藏 どの。 何 を 云 はしゃん す ぞい 

の。 傳吉樣 はこの 鳥 羽ても 指折りの 物 持、 あの 神 戸屋の 

若 且那。 私 は 釣針 鍛冶の 娘。 思 ふだけ が 無駄で ご ざ ん 

す 0 

六藏 さう 云 ふから は そなた はやつ ばり、 あの 傅 吉樣を 思 

うて ゐ るの だな。 01) 隱 しても 隱 されぬ 今の 言 紫。 そ 

ん なら そなた を 喜ばす ことがある。 あの 樣も やつば 

り そなた を、 思うて ゐられ ると 云 ふ 導 だ。 

おその (喜ばしげ lO それ は 誠の ことて ござんす か. ブ；。 

8 いや、 いや * 何て あの 傳吉樣 が、 私の やうな 者 を 

思 はさんせ ぅぞ。 その やうな 嘘 を 云うて、 そなた は 私 を 

嬲らつ しゃる の ぢゃ。 

六 蔵 何て 私が そなた を 嬲らう。 もし 噓 だと 思 ふなら、 直 

直傳吉 樣に會 つた 上で， 心の たけを 云 ふが 好い。 

おその 何で その やうな 耻 かしい ことが。 

六 蔵 (笑 ふ) 出来ない と 云 ふの か。 そこら はやつ ばり 女 

だな あ。 しかし 會 ひたけ り や 二見の 茶屋へ * 大抵 

毎日 往 つて ゐ なさる から、 あそこへ 往 けば 何時-て も會へ 

るぜ。 
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おその (不思議 さう に) 何し に 毎日 二見の 茶屋に。 (間) 

好い 娘. てもゐ るの て ござんす かえ。 

六藏 何の 娘なん どゐる もの か。 仕 合 丸の 後て 造った、 あ 

れ より 大きな 龍神 丸。 (四邊 fJ-H^il して) 御法度 破りの 

三 本 檣- こいつ を 外海へ 乘り 出さう と、 日和と 潮の 工合 

を 見る 爲め、 毎日 あすこに 往き なさる のさ。 

おその (驚く) それて は 天下の 御法度な。 

六 蔵 (制して) これ、 そなた だから 云った の だ。 こいつ 

は 誰に も 内密 だぜ。 (立ち上りて) それて は 藤 助 どのが 

房ったら、 急な 用事で 私が 來 たと、 好う 云うて 置いて 下 

され。 

(六 藏>  下手に 入ろ。 おその は 何-ことか 考 へて ゐ ろ。 

風の 音。) 

(藤 助 * 上手よ リ 出づ。 おその の 兄。 ニ十六^5|0 物 思 

ひに 沈み ゐろ。 うかう かと わが 家の 前に 來 ろ。) 

おその (藤 助 yJ- 見ズ) もし * 兄さん。 

藤 助 (而， ^上げて) おお、 おその か。 

(藤 助 は 惱 ましげ に綠 に腰臌 く。) 

おその (心配 さう Li) 兄さん、 お前 は 如何 かしゃし やん 

したの かえ。 見れば 顏も靑 ざめ て. 髮も亂 れてゐ やしゃ 

んすぞ え。 (間) 江 戶に往 かれた 前と 變り、 房ら れてか 

らの お前の 樣子、 私 はとん と 合點が ゆかぬ。 毎日 悲し さ 


、つなお 前の 顔 を、 見る さへ 胸が 塞がって、 その やうに 苦 

勞が ある ものなら、 何故 現在の 妹の 私に、 打ち明けて 下 

さんせ ぬと、 それば つかり 恨みで ござんす。 

藤 助 (悲しげに) 妹て あらう が 親て あらう が， 云 はれぬ 

ことが 世に は ある。 しかし 折角 尋ねて 吳れ たこと 故. そ 

なた ばかりに 打 v> 明けよう 0  (E) 思へば 今年の 正月の 

末、 仕 合 丸の 新艘 下し も、 目出度 濟んで 初 船出。 江戸へ 

往 くの を 幸 ひに、 人の 留める のも聽 かずして、 神 戸屋の 

且那樣 にお ま， み 申し、 無理に も乘 せて 貰うた は、 日頃の 

望 を 遂げる ため、 (間) とかう 云、 つたば かり-て は 分る ま 

いが、 これに は 些と譯 の ある こと。 

おその おお、 その 譯を聽 かして 下さん せ。 

藤 助 (額 さて) あの 祌戶屋 の 若旦那 傳吉樣 はこの 鳥 羽で 

も 一 带物を 識られ た方ぢ や。 それと 云 ふの も 元はと 云へ 

ば、 傳. nn 樣 は祌戶 尾の 御 養子。 生みの親 は 藤 堂 家の 水 軍 

の 中で も 名 ありし 武士 • そなた や 私の 父さんと も、 同じ 

御 家中の 方な のぢ や。 

おその (咬く やう に) その やうな ことと は 少しも 知らず 

こ 0 

藤 助 (氣： k かすして) それ ゆ ゑ 私 も 御眤懇 になり、 隙 さ 

へ あれば いろいろと、 話を聽 かせて 莨うて ゐ たが、 いや 

もう 却々 深い 學問。 いつも 私に 向 はれて は、 この やうな 
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鳥 羽 なぞに、 引っ込んで ゐては 仕方がない。 何 ごと も 海 

.5. 越えて、 外に 出て ねばよう は 分らぬ。 先づ 江戸へ 往け 

江 户へ往 けと、 口癖の やうに 云 はれた の ぢゃ。 

おその (稍 憧惜の 調子 Liv^) そり や江 戶と云 ふところ は、 

將軍樣 のお 膝元 故、 繁華な 都て ござんせ う。 それに 引き 

代へ この 鳥 羽 は、 見る 影 もない 港 街、 船の 出入りの ある 

度に、 諸國の 噂を聽 くば かり。 傳吉樣 のおつ しゃる こと 

は、 そり や 道理て は ござんせ ぬか。 

藤 助 私 も 道理 ぢ やと 思-つた 故、 成程 この 鳥 羽 なぞに、 何 

時まで も ゐても 仕方が あるまい。 こり やもう いっそ 江戶 

へ 出て、 Si 世の 學問 をせ うと 思 ひ、 それで 無理に も 仕 合 

丸の、 上乘 にして 貰うた のぢ や。 

おその それが 何で また 一年 も、 經 たぬ うちに 戾ら さんし 

た 0 

藤 助 (夢 见ろ 如. 眼 差に て) 遠江灘 相摸灘 無事に 越して 

江戸に 着き、 見れば 聽 きしに まさる 繁昌。 わけても 曰 本 

橋の あたりと 云へば、 商 ひの 店が 軒 を 並べ、 槍 を 持った 

おも 住けば、 風呂敷 背負った 丁稚 も往 く。 諸國 のお 大名 

の參動 交代、 制止の 聲 がまに 響いて、 そり やとても 言葉 

に は、 盡 されぬ 程の 賑は しさ ぢゃ。 (悲しげ に) しかし 

のう、 私 は 直ぐに その 江戸が 厭に なって しまう たの ぢ 

や 0 


おその C 詠 かしげに) はて、 それ は 如何して 厭に なった 

ので ござんす。 

藤 助 さあ、 厭に なった と 云ふ譯 は， 外で もない この 私に 

は- 江戶 よりも もっと 好い ところが あると 思 はれて 來た 

のぢ や。 

おその 江戸より 好い ところが、 外に あるで ござんせ う 

か。 それ は 一 體何處 で ござんす。 

藤 助 (稍 カ强 く) それ は何處 とも 分らぬ が、 ある こと だ 

け は 確かな のぢ や。 或は 日本の 中て はなく * 天竺 呂{ 木の 

果 かも 知れね ど、 私 は 如何 あっても そこに 往き、 天晴藤 

助 は 出来した 奴と、 多くの 人から も 云 はれたい。 

おその (驚きて) これ、 兄さん。 それなら お前 は 御法度 

を 破 つ て まても 往く氣 な の か え。 

藤 助 なに、 御法度。 (笑 ふ) 何が 天下の 御法度 ぢゃ。 

おその それても 今から 十 年 程 前に、 出た 御法度て 日本の 

者が、 異 國へ往 くの を 留めて あるのに、 話な りと も その 

やうな こと を 云うて は 大事 ぢゃぞ え。 

藤 助 (額き て) 大事な こと はよう 知って ゐる。 (しんみ 

リと) しかし 私 は そのこと を考 へる と、 かう やって この 

鳥 羽 なぞに、 引っ込んで ゐる ことが、 堪 へられぬ 程 苦し 

いの ぢゃ。 我等 も 根から 釣針 煅 冶の 家に 生れた 者て はな 

し。 父の 一 徹 からこの やうな ところに 埋れて ゐる もの 
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の、 元は 名 だた る 武士の 末。 (問) 今日 も 今日と てこの 

向う の 海に 臨んだ 岩の 上で、 悲しい ことば かり 考 へて ゐ 

たの ぢゃ。 (上手，^ 差す) 

おその (悲しげに) もう その やうな こと 云 5 て 下さん す 

な。 何時まで もこの やうな ところに 埋 れてゐ ると 云ふ譯 

でもな し。 いづれ 世に出られる 時 も ござんせ う。 

藤 助 いや、 いや， さう 云 ふ 時 は 却々 あるまい。 

おその (S ひ 付いて) いいえ、 兄さん、 そり や ある ぞ え。 

藤 助 なに、 あると は。 

おその 先，. プ 船大工の 六藏 どの、 ここに 来ての 話て は， 傳 

吉樣は 近々 のうちに * 今度 造 つ た 龍神 丸 て 、 何處ぞ へ 船 

出 をな さるとの こと。 さう 云 ふお 心と 聽く上 はもう 私 は 

留め ませぬ。 もう 一 度 傳吉樣 にお 願 ひ 申し、 立派な 者に 

なって 來て 下され。 (間) おおそれに また あの 六藏 どの 

が、 何 か 急な 用事が あると 云うて ゐ ました。 

藤 助 六藏 どのの 用事と は 何て あらう。 (考 へて) 龍神 丸 

が 船出 をす ると 云 ふ は 私もう すうす 聽 いたれ ども、 傳 

吉樣 に はこの 前に あの や、 つな 不 しだら が ある こと 故、 如 

何も 私から は 云 ひ 出し 難い。 

おその (よく 分らす に) この 前の 不 しだら と は。 (氣 付 

$^ おお、 あの 下田の 女郎 吉 野と やらが ことで ござん 

すかえ。 何の まあ その やうな こと を、 傳吉樣 が氣に 懸け 


てお ゐ でで ござんせ う。 (稍耻 かしげ に) お前が 云 ひ 難 

ければ 私からで も。 

藤 助 折 も あったら そなたから も 好う ぉ賴み 申して 吳れゃ 

おその 折な どと 云 は れゐて は、 船出に 遲れる こと. てあら 

う。 これから 私が 一 走り。 

(おその は 立 上って 身支度 す。 藤 助ば^ 茫然と 何 ご 

とか 考 へ てゐ ろ。) 

おその それで は、 兄さん。 留守 を 好う 賴ん だぞ や。 

藤 助 うん。 早う 住って 來 るが 好い。 

(藤 助 はお そのの 方 LL は 目 も 遣らす、 何麁 と-.^ なく 眺 

めゐ ろ。 おその は 急 >r、 下手に 入ろ。) 

藤 助 (眩く やうに) あの 吉野 にも 久しう 會は ぬが、 今 は 

如何して ゐる であらう。 龍神 丸が 船出 を すれば， また 下 

田に 船が かり。 さすれば また 會へ ろと 云 ふ もの ぢ や。 

(現の やう に) あれ もや はり 夢 かのう。 

(向うよ リ下 E の 遊女 吉野！ .£? 籠に 乘 リズ 出 づ。 二十歳 

位。 藤內の 家の 前にて 駕籠 fJ- 下す。) 

藤 助 (額ん， -見て 驚く) おお、 吉野 か。 

吉野 (哈ん ど 同時-」) おお、 藤 助さん。 

(吉 野、 駕籠ん」 下リ、 藤 助. 立ち上ろ。) 

藤叻 そなた はまた どうして ここに 0 


626 


隸奇流 漂 港 羽. 4 


吉野 何 かの 話 は 後で ゆっくり 。(駕籠 J*lO これ， 駕籠 

の 衆。 あまり 手間 は 取らせぬ 程に、 そこらて 待って ゐて 

卞 され。 これ はほんの 酒手 代り、 取って 置いて 下さん 

せ 0 

(金 1 ^遣ろ。) 

駑饉 a- 1 へ え • 如何 も 難 有う ございます。 

駕籠 舁ニ それで は あちらて 待って をり ます。 

(駕籠 は 下手 LL 入ろ。) 

吉野 (-W しげに) おお， やっと 會 ふこと が 出来て、 この 

やう に 嬉し いこと はない。 別れてから もう 二月 毎 曰會ひ 

たうて 會 ひたうて、 どの位 苦勞 した か 知れぬ ぞぇ。 

藤 助 私 も そなたに 會 ひたいと * 今 も 思うて ゐた ところ ぢ 

や。 (間) 立って ゐては 話が 出来ぬ。 まあ こっちへ 上つ 

たが 好い。 

吉野 それで は 上っても 大事 ござんせ ぬか。 

藤 助 お お 、 大事な いわい。 今 は 丁度 皆 守ぢ や。 

(吉 野ば 家の 屮にヒ ろ。 藤 助ば ® 合 點の往 かぬ 瓿 付。) 

藤 助 して また そなた は 如何して ここまで- 遙々 尋ねて 來 

てた もった。 何 か 用ば しあっての ことか。 それとも 客 衆 

に述 れられ て、 鳥 羽へ 下った とい ふ譯 か。 

吉野 (ほほ 笑む) どれ.，. ^ これ もてん と 當ら ぬ。 用 もな け 

れば、 客 衆に れられ 鳥 羽に 下った 譯て もない。 唯お 前 


のこと が 忘れられず、 つい 便船が あった を 幸 ひ、 家を拔 

け 出し 乘 せて 貰 ひ、 やう やく 造って 来たの ぢ やわい な 

あ 0 

藤 助 それで は 私の ことが 忘れられず、 わざわざ 鳥 羽まで 

下った のか。 (問) はて、 大 それた 搴 する t 子ぢ やのう o 

吉野 大 それた と はお 情けない。 動めす る 身が こ の やう 

に、 無理な 首尾して 會 ひに 来る は、 並大抵の ことで は ご 

ざん せぬ ぞ え。 (間) とはい へ 家て は 今頃 は、 さぞ 大騷 

ぎで ござんせ う。 

藤 助 さ、 「云 ふ ことな ら 一 時 も 早う、 戾ら ねばなる ま い 

が、 好い 便船の ない 時 は、 何と 云うても 詮ない こと。 

吉野 私の 乘 つて 来た 船 も- これから 室へ 往く とやら。 

(間) しかし、 まあ、 藤 助さん。 來る 早々 その やうに、 

追 ひ 立てず とも 好う ござんす。 

藤 助 別に 追 ひ 立てる と 一 H ふ it- て はな けれど、 二日 三 曰と 

ここに ゐて、 追手の 懸る やうな ことがあって は、 そなた 

も 私 も と も 難儀。 そ れ に 私 は 今些と 企んだ こ ともあれ 

ば、 何時まで ここに ゐられ る やら。 (考へ て) おお、 左 

ST ちゃ。 丁度 好い 船が ある。 私 も それに 乘 つて 往く 故、 

そなた も それに 乘 つて 住け。 下田までの 船の 上で、 何 か 

のこと は ゆっくり 話さう。 

吉野 それなら お前 はまた 江戸へ。 
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藤 助 いいや 。江戸で はない。 江戸よりも もっと 好い とこ 

ろぢ や。 

吉野 はて、 まあ * それ は 何處て ござんす。 

藤 助 何處と 分って ゐる 位なら、 私 はこの やうに 苦勞 はせ 

ぬ。 大方 私の 尊 ねる ところ は、 天竺 呂宋 逼羅安 南、 摩 伽 

陀の國 て も あらう わい。 

吉野 て も、 まあ、 恐し い。 その やうな ところへ 往 かしゃ 

ん して、 如何な さらう と 云 ふお 心で ござんす。 何時か も 

下田の 船頭が、 暴風の 爲 めに 吹き 流され * 呆宋 とやら へ 

往 つたと 云うて、 歸 つて 来てから の 物語。 私 は 話 を聽ぃ 

て さ へ 、 怖うて 怖うて ならな か つ たぞ え。 

藤 助 (笑 ふ) 女子供に は 怖ろ しいか も 知れぬ が， 私に は 

怖ろ しくと も 何ともない の；：' や。 (思 ひ 付き. i,: ろ やう に) 

おお、 そなた 伽羅と 云 ふ もの を 知って ゐゃ るか。 

告野 話にば かり 聽 いて ゐて、 まだ 見た こと も ござんせ ぬ 

が、 それ は それ は 好い 薰 りの する 木ぢ やとの こと。 

膝 助 さて) うん。 それ は 珍ら しい 香木 ぢゃ。 今から 

凡そ 十 iif 程 前に 小 倉の 商人が 瓜 哇に往 き、 澤山 うて 歸 

つて 来て、 えらい 金儲け をした と 云 ふこと ちゃ。 私の 往 

きたいと 思 ふところに は. その 伽羅の 木 も あるで あら 

う。 そなたへの 土産と して は. 伽羅に 上越す る もの は あ 

るまい。 (吉 野の .£に 手ん 懸けて) .S 何ぢ やのう。 


吉ぉ (悲しげに〕 名前ば かり は吉 野ても、 たかが 下田の 

女郎 風情に、 伽羅な どと いふ は 奢りの 沙汰。 私に は 寧 そ 

伽羅よりも、 の 方が 好い わい な あ。 

藤 助 (驟 さ处 n めて) はて、 藻 と は氣懸 りな。 ひょっと 

烈しい 疾風に 出會 ひ、 海の 藻 暦と。 (ョひ 懸けて 笑 ふ) 

何-て その やうな こと が あらう ぞ。 さな が ら 浮城 の 龍祌丸 

ぢゃ。 (間) おお、 龍神 丸と 云へば かう やって、 ゆつ く 

り 話な どして は をら れぬ。 そなた は 直ぐに あの 篤 龍て、 

龍 祌丸を 尋ね 往き、 譯を 話して 頼む が 好い。 私 も 追 付け 

後から 往く。 

吉野 それなら これから 直ぐ 船へ。  . 

藤 助 おお、 何 かのこと は 後て ゆっくり。 

吉野 ここから 鳥^ へ往く 間、 苗 を敷寢 の 舵 枕。 CH) そ 

れ では、 藤 助さん。 私 は 船て 待って ゐるぞ え。 

(吉野 は 下-」 降 リズ 駕龍舁 1^ 呼ぶ。) 

吉野 (下手に 向 ひて) もし、 駕籠の 衆、 駕籠の 衆。 

(下手より 駕籠 St 出づ。 吉 野に^ 籠に 乘る い) 

吉野 それなら、 藤 助さん。 

藤 助 おお、 氣を 付けて 住け。 龍神 丸 を 忘る ろな よ。 

(吉野 は 駕籠：.： 乘 リズ 向う へ 入ろ。 藤 助 立ちて 見送ろ。 

® 語す。) 

藤 助 かう 云 ふこと になった から は， たと へ 如何あって も 
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龍神 丸に、 乘 つて 住かねば ならぬ 身ぢ や。 乘 つてし まへ 

ば 博吉樣 も、 き つ と 喜ばれる に 違 ひな い 。如何て 傳吉樣 と 

て も、 御法度 破りの 天下の 科 人。 (四 邊 fJ- 見る。 間) 密 

かに 造った， あの 船が、 三本 II と 云 ふこと は、 私 もよう 知 

つて ゐ るの ぢゃ。 それ を 知って ゐ るから は、 船に 乘るを 

許さる る は定、 それに あの 吉野 のこと も >  何とかよ しな 

にお 頼み 申さう。 

(、、の 少し 前よ リ藤內 上手の 障子， か 開け、 半！：^出懸リ 

て^ひ ゐる。 突然 驟.^ 懸く。 六十 歳 位。 【观 丈な ろ 爺。) 

藤內 こり や、 やい >  藤 助。 そちゃ まだ 夢が 覺 めぬ のぢゃ 

な あ。 

(藤 內、 班 敷の 方に 來ろ。 藤 助、 驚く。) 

藤 助 (狼 狼へ V0 こり や 親父 樣には 如何して 家に。 (間) 

私 はお sra 守ぢ やとば かり 思うて をり ました。 

藤內 (鹿りながら，. g 助に) 何 をう ろうろ 狼 狼へ 騷ぐ。 ま 

あ、 靜 かに そこに 坐り をらぬ か。 

(藤 助、 坐る) 

藤 内 (怒りと 悲しみの 額 付) やい 、藤 助。 おのれ はまた 

わが 家を棄 てて、 何處 ぞへ往 かう としをる のぢ やな。 

(間) 思 ひ 出せば この 正月、 あの 仕 合 丸が 出来た 時、 傳 

吉樣に 咬 かされ、 皆が あれ 程 留めた のも聽 かず、 如何し 

て も 江戸へ 往 くと 云うて、 船の 上 乘に抱 へられ、 往きは 


往 つたが 奉公の、 手蔓 もな うてう かう かと、 また この 鳥 

羽へ 戾っ て 来た。 云 はう やう な さ 意氣地 無し 奴が。 (哀 

れむ やう lO 身 過 世 過 は樣々 あれ ど、 おのれの やうな う 

つけ 者に は、 何 を 仕出来す こと もなる まい。 

藤 助 (反抗す ろ やう に) それぢ やと 一 K うて 人 は 皆. 運 否 

天賦て ご、 ざり ます。 あの 祌戶屋 とても 昔から、 あの やう 

な 身代て はなかった に、 親 旦那 樣の 運の 好く、 思 はく 當 

つた 出来 分限。 私 とても その 通り、 たと へ江戶 てない と 

云っても、 何處ぞ 好い ところへ 行って、 立派に この 身 を 

立てる ことが、 出來 ぬと 云 ふこと も ござります ま い。 

(嘲ろ やう に) 何の 江戶 ばかりが 都な もの か。 

籐內 何。 それて はお のれ は 何 處へ往 く氣ぢ や。 • 

藤 助 (夢見ろ 如く) 蝦夷松 前 平戶長 崎、 日本 はおろ か 

國 まて。 

藤內 (驚く) よも やよ もやと 思うた に、 氣が 狂うた か 血 

迷うた か、 大 それた こと を 企み をるな。 (間) そちゃ 寬 

永 三 1^} 幕 から 出た 御 禁令 を、 知らぬ とい ふこと はよ も 

あるまい。 しかも この 第 一 筒條 に、 異國へ 日本の 船 遣し 

候 儀 堅く 停止の 事と ある を、 おのれ はも はや 忘れた か。 

藤 助 (熱心に) いいや、 忘れ は 致し ませぬ が、 これば つ 

かり は 如何 あっても、 止む に 止まれぬ 私の 望。 この 前 江 

戶へ往 く 時 は、 唯 何となく 往 つて 見た さに、 うかう か往 
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つたので ご ざり ますが 、今度 は その やうな いた 心で、 

往か うとして ゐ るので は ござり ませ. eo 

藤內 それで は 何處へ 何し に往 く。 

藤 助 はて、 知れた こと。 (强 く) 海の あなたへ。 

(稍長.^間。) 

藤內 (合點 ゆかす〕 うん。 おのれ はまた 傳吉樣 に、 唆 か 

された か 或は また、 ものに 魅 かれての 囈 言 か。 私に はと 

んと八 n 點が ゆかぬ。 おのれの 云 ふこと 思 ふこと、 爲すこ 

とは^ 夢幻、 那 古の 浦曲に 立つ と 云 ふ、 歷氣樓 にも ひと 

し いもの ぢ や。 

藤 助 何の これが 夢幻。 (閗) まあ、 私の 云 ふこと を、 と 

つくりお 聽き なされた 上で、 何なり ともおつ しゃり ま 

せ。 (考 へて) 親父 樣 とても 根から この やうな、 釣針 鍛 

冶て は ござります ま い。 元はと 云 へば 藤 堂 家の 水 軍の 中 

にても 名うての 揖 取。 さすれば 私の 申す こと も、 まんざ 

らお 耳に 入らぬ と 云 ふ、 こ ともないと 思 ふ 故、 今日はす 

つか" 打ち明け ませう。 

^内 、つん。 打ち明け ると は、 そり やまた 何 を。 

藤 助 傳吉樣 の 今度の 企、 うすうす 聽 いた その 次第。 親父 

樣、 こり や 隱密て ござります ぞ。 (間) 傳吉樣 直 々 に 聽 

いた 話て はな けれども、 この間 船大工の 六藏 どのが、 私 

に 話した ことに 據 ると、 か、 つ 云ふ譯 なので ござります。 


あ の 傳吉樣 とても 根からの 商人 風情で はなく、 親父 樣も 

御 承知の 通り， 元は 私共のお 主筋。 とても この やうな 鳥 

羽な どに ゐて、 算盤 秤 をせ せる ことな ど、 御 辛抱が 出來 

まいと、 思うて ゐ たが 案に 違 はず， 先づ 手始めが 仕 合 丸。 

さう して 今度 は あれよりも- 一倍 大きな 龍神 丸。 (間) 

あり や 御法度の 三本 li. 如何なる 遠い 荒海で も、 容易く 

乘り 切ろ ことが 出来る、 ゆゆしき 大船て ござります。 傳 

吉樣が あれに 乘 つて、 これから 始められ ると 云 ふ は、 こ 

れも 御法度の 唐人 商 費。 玳靖 珊瑚 綾錦 を、 異國の 商人 か 

ら買ひ 取って、 大金 儲け をな さら、 つと 云 ふ、 企みな のて 

ござります。 

藤內 して、 おのれ も その 仲間 か。 

藤 助 いや、 いや、 私 は その や、 つな 金儲け をしたい と は 思 

ひませ ぬ。 龍神 丸に 乘 ると 云 ふ も、 唯お のれの 便宜の S 

め、 唯 私が B 頃から 尋ねる ところへ 往 きたいば つかり。 

藤內 うん。 その 日頃から 尋 ぬると ころと は。 

藤 助 (狂 熱の 調子に て) 先程 も 申した 通り、 侮の あなた 

で ござります。 海の あなたの 美し ぃ國 なのて ご ざり ま 

す。 それに は 幸福が 私 を 待って をり ます。 私 は 生きる 爲 

めに、 如何しても そこに 往 かなければ なり ませぬ。 (間) 

親父 樣。 何卒 私の 往 くの を 許して 下さり ませ。 

藤內 (不興げ に) またしても 夢が たり か。 して、 おのれ 


630 


藤 

M 

Jm 

蔑 

助 

た 內 

立 
て, 
上 
'J 

< し 

悲 

助 は 

ろ Tar 

昔 

キ- 

は 

は 

III 

m 

/-V 
は 

プノ 

ズ 

II 

〔線 

けえ 下 

膝 

■ao 

、 

m  ^ 

リ " > 

ろ 

和 稍 

C 

た え 

さ 

] 

し 

1 へ J 

ォ：） 

リ） 

ま 

7)  * 

】 

ん 

介 

見 畏 

"iff  、 

り 

朴 
1 丄 

て 

リ 

し 

•T し 

-t マ 

お 
豕 

の 

レ ) 
や 

ゾ - / 

争 

な 

の 

V  、 

すノ 

fcn 

+、 

お 

•± 
<*- 

覺 と 

せ 

乂 

ら 

i  J: 

1— 七 

> 

ォ Ft 

お 

ふ ん 
X- も 

IX. 

ijr 

入 

て 

-ょ - 、 

ぬ 

i; 羊 

1  - 

■fA 

/ 
\ 

-r- 

上 

ろ 

/十 
は 

に 

リ 

し わ 

力 》 

、y 

(よ 

ぬ 

-A  •■ 
7} " 

田 
'お 

に 
レ 

ム 

0 一 

チ 

ザ - 0 

て 

ぶ 
て 

■Jo 

り 

/ 十 

し 

す 

て fin 

m 

キ f 
不ム 

よ- 
た 

れ 鬼 

■ や 

れ 

に 

れ 

^1 

*9 

ャ 

f 

の 

7 し 

り 

rta 

(p\ 

と 

し 

ん 
U ゝ 

臾 

ャ 

の 

チズ 

り 

て' 連 

/fi ト 

出 

刀 

へ 

力、 

け 

ら 

憎 

If  丁 

丁 

は れ 

さ 

バ 

IX 

1 

ヌ u 

tt 

、し 

不ム 

寸、 

何 て 

US' 
拳 

1± 

が 

サ 

IX 

の 

の 

ir な 

ゆ 

If? 

駄 

非 

-* 

/ 
\ 

は 

， 

し 

mr 
iyj 

し 

間 

れ 

Itij 

レ'） く 

人 

が、 

は 

と 

丁 

て 
し 

L 

C 

-h、 

何 m 

—广 
に 

13 ゝ 

云 

ち 

1円 

!»• 

C 

は 

に 

し 

に、 
レ） 

ま な 

娥 

リ 

ラ 

不ム 

も ♦ 

リ 

/ 
\ 

ネ- 

m 

H 

し 

て' の 

m 

平 

パ V 
/J、 

り 

て 

て 

レン 

り 

レリ 

C 

0 か 

さ 

ハ 

も、 

れ 

I 十 

レ 

慨 

樣 

m 

な 

洗 

み 

ゐ 

の 

案 

は 

な 

の 

や 

位 

ろ 

私 

つ 

を 

ろ 

火 

せ 

け 

親 

引 

眺 

煺 

の 

て 

叶 

リ 

で 

い 

1 

れ 

お 

の 

ぎ 

め 

の 

往 

へ 

外 

ど 

の 

慈 

入 

膝內 (氣付 ふ、 てお 味惡げ に) おのれ は  一 S 他 何處の 奴， ゲ>  や。 

日和 觅の松 私 は 日和見の 松と いふ 乞 Ale て ござります。 

藤內 っひぞ ここらて 見 懸けぬ 奴。 何處 から 來た。 

口和 見の 松 何處 から 來 たか、 私 も 存じ ませぬ。 

藤內 して、 また これから 何處へ ゆく。 

nwE^ の 松 さあ、 何 處へ往 く か。 丁度 あの 船と 同じ やう 

に- その 日 その 日の 風 次第。 

藤內 はて、 を かしな 奴ぢ やのう。 

日和見の 松 そこて 些 とお 願 ひが ござり ますが、 何と 聽ぃ 

て は 下さり ませぬ か。 

藤 内 して、 その 願 ひと 云 ふの は。 

口和 見の 松 針 を 費って 下さり ませ。 

藤內 うん。 (考 へて) いや この 針 は賫る ことが ならぬ。 

日和 兑の松 そり やまた 何故て ござります。 

藤內 釣針 鍛冶な どと 云 ふ、 賤し い 稼業 はして ゐれ ど、 藤 

内 この 年に 至る まて、 まだ 乞食に 賣る や うな 針 は 造ら 

ぬ。 (間) して、 その 針で 何 を 釣る。 

口和 見の 松 (眞而 目-,:) 魚 なぞ は 釣り ませぬ。 私 は 運 を 

紫り ます 

藤 内 何、 運 を 釣る。 (嘲け ろ 如く 笑 ふ) 飛んだ 大公 望 を 

氣 取り をる わい 0 その やうな 針 はな ほさらない わ。 (lr> 

おのれ 阿呆 か 狂人 か、 その やうな こと を 云って ゐ ずと、 
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と つと ここ をお せて 往き をれ。 

口和 見の 松 ろ) 失せて 往か うが 往く まいが、 おのれ 

の 差 岡 はおり や 受けぬ。 おり や 阿呆ても 狂人ても ない。 

運 を 釣ろ のが 何て 不思議ち や。  . 

菔內 おのれ 口の 減ら ぬ 乞 <„3{奴ぢ や の う。 (立ち上 リ \^) 

ええい、 仕事の 邪魔 ぢゃ。 そこ 返け。 退かぬ とおのれ。 

(鎚 v?^ 振リヒ ぐ) 

rrwAS 松 おお、 こり や、 面白い。 打つなら 打て。 

膝內 打たい で 置かう か。 

(藤內 *  = 知見の 松ん 打たん とす。 お-ての、 下手より 

屮： で^きて 止む。 藤 助、 奧ょリ 出づ。 口和 见の松 f^G^ 

て 驚く。) 

藤 助 おお、 そちゃ さっきの。 

確內 おのれ はこの 乞 〈A を 存じ をる のか。 

0M 存じて をる 譯 では ござり ませぬ が、 さっき 岬の 岩の 

と 、 ) ろで 、 不阔 出.！ 1 つ た の て ござります。 

おその して、 また、 この 有樣 は。 

藤內 ぁまり無躇な乞〈„5{故、 打.^^懲さんと存じたのぢゃ。 

口和 見の 松 (投げろ やう"」) 賣らぬ もの は 買 はれ もす ま 

い。 釣針の あるの はこ こばかり と は 限ら ぬ。 (豫言 す る 

やうに) 私 は 唯の 乞食て はない。 何時 何處 にどん な 姿て 

現 はれる か 分らぬ。 よく 私の 顔を覺 え てゐ ろが 好い。 


(：：； 和 見の 松に 下手 1: 入ろ。 三人 は 氣味惡 げに その後 

見送ろ r) 

藤內 氣 味の 惡ぃ乞 {ar ちゃのう 。(おそのに〕 おお、 そち 

や 何 處へ往 つたの ぢゃ。 

おその ちょっと 街 まて まゐ りました が、 父さん、 一大事 

で ござんす ぞ え。 

藤內 何， 一 大窜と は。 

おその 今人の 噂を聽 けば、 何のお 咎め か は 存じ ませぬ 

が、 神 戶屋樣 の. 御 一 家 は、 追 付け 召 捕りになる とのこと。 

藤 助 何、 祌 戸屋。 (^) 傳吉樣 も か。 

おその (悲しげに〕 はい。 

藤 内 おお、 それ. て はこ こに かう して は をら れ ぬ。 これ か 

" 急 い で 神 戸屋に 往き 、 仔細 を 聞 いて 無事に 濟む やう。 

(間) こり や、 娘。 羽織 ケ 出して 吳れ やれ。 

(お-ての、 奧に入リ^ちに羽織1^^持ちて出づ。 藤內、 

羽 綠.^ 着ろ。) 

藤內 ことの 起り はてつ きり 傳吉。 (藤 助と 額，^ 見合せ) 

やい、 藤 助。 私の 屍って 來 るまで は、 外へ 出て はならぬ 

ぞょ。 

(藤 內、 isAV 、足に 向う へ 入ろ。) 

藤 助 (氣遣 はしげ に) 傳吉樣 は 如何な された。 

おその 折よ く 傳士： ：樣 にお 目に 懸り、 兄さんの 話 をした と 
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ころ * 大變 喜んで ゐられ ました ぞぇ。 さう して 如何で こ 

の 工合て は、 まともに 船出 をす る こと も 出来まい。 三日 

のうちに 蘭に 紛れて、 そっと 船出 をな さるとの こと。 六 

藏 どのの 用事と 云 ふの も、 傳吉樣 のお 言傳、 兄さんに も 

仲間に 入れと、 云 ふこと らしう 思 はれます。 

藤 助 おお. それで は 愈々 二三 日のう ちに 0  (il) しかし 

神 戶屋の 御 一 家が、 召 捕りに なると 云 ふの は氣懸 り。 傳 

41 口 樣は そのこと を、 もう 知って をら れ たの か。 

おその いえ， いえ、 まだ 御存知の ない 樣子。 

藤 助 はてな あ。 

(六 蔵 下手より 走り出 づ。) 

六 蔵 大變 だ。 大變 だ。 

藤 助 おお、 六藏 どの。 何事 ぢ や。 

六 蔵 龍神 丸の ことが 知れた と 見えて、 今 神戶屋 へお 役人 

が、 捕手 を 連れて 住った 樣子。 如何 やら 船大工の 方に ま 

で、 御 設議が あると 云 ふこと だ。 

藤 助 して、 傳吉樣 は。 

六 蔵 おお、 傳吉樣 は 今 の 先 , 大急ぎで 龍神 丸 へ 。 

藤 助 や あ、 もう 乘り 込んで しま はれた か？ 

六 蔵 直ぐ 樣 船出 をな さるとの こと。 

藤 助 . こり やかう して は ゐられ ぬわい。 

(藤 助、 身支度 なし、 直ちに 走リ 行かん とす 0) 


六 蔵 血相 變 へて 何處へ ゆく。 

藤 助 私 は龍祌 丸に 乘 つて 往 くの \ り や。 

(おその、 藤 助-」 取リ鎚 ろ。) 

おその 兄さん。 傳吉樣 にお 怪我の ないやう。 

藤 助 おお、 心配す るな。 この 兄が 受け合った。 (間) 親 

父樣 のこと 賴 んだぞ よ。 

(藤 助、 おそ のん ふや プ 離す。 一 散-, i 向う へ走リ 入ろ。 

おその、 泣き伏す。 六 蔵、 驚きて 藤 助の 後， 見送ろ。) 

第二 揚 

鳥 羽の 港の 卑 頭の 一 部。 

正面に 上手よ リ 下手-」 ー帶の 石垣。 石垣の 向う に K ち 

に 海。 彼方 LL 港口。 海にば 船が かりん， -な y ろ 数 艘の船 

など 見 §-0 

所々 Li 松の木 生え、 下手に は 材木 其 他の 積 荷、 請び た 

る 錨な ど亂雜 LLg き ぁリ。 

同じ： H の 黄昏。 鶴の 聲と浪 の 音。 

二三 人の 船頭 話して ゐろ。 

船頭の 一 到頭 あの 龍神 丸の ことが 知れて、 神 戸屋で は大 

騒ぎ ぢ や。 

^頭の 二  (沖の 方^ 見て) もう 追 付け あの 船も燒 き棄て 

られ てし まふので あらう 0 
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船頭の 三 船大工 達 は 飛んだ 災難 ぢゃ。 

船頭の 1 關り合 ひ は 免れられまい からのう。 

船頭の 二  (上手，^ 見ろ) や あ、 あすこに 來 るの はお 役人 

樣 らし い。 

船頭の 三 己 達 もこ こらに ゐて、 傍杖ても 食 ふと 大變ぢ 

や 0 

(船頭 等ば 逃ぐ ろが 如く 下手に 入る。 上手よ リ 役人 杉 

原 半 太夫、 手，^ 引. v> 連れて 出 づ。) 

半 太夫 (沖の 方，^ 見て) うん。 あの 船が 龍神 丸ぢ やな。 

(間) 船出の ffl 意 を 致し をる とのこと 故、 もしも 乘り込 

まんと する 者 あらば、 誰 にても あれ 引つ 捕へ い。 (間) 

油斷 なく 見張" 致せ。 

(半 太夫、 下手に 入る。 捕手 等 は 上手と 下手に 分れて 

入ろ。 藤 助、 向うよ リ 走り出 づ) 

藤 助 (沖の 方 fJ- 見て) うん。 あすこに 見える は 龍神 丸。 

. 直ぐ 樣 これから 乘り 込みたい けれど、 生憎 ここらに 舟 は 

なし。 愚阖々 々して ゐる うちに は、 捕手の 者に つかまる 

は 必定 0 

(捕手 等 左右より 窺 ひ 寄る。) 

捕手の 一 御用 だ。  . 

(捕手 等、 藤 助に 打つ V- 、懸 る。 藤 助. 捕手 等と 烈しく 

鬪ふ。 藤 助、 危く捕 へられん とす。) 


藤 助 ええ、 こり や 寧 そ 泳いで 往 かう。 

(藤 助、 海に 飛び込む。) 

捕手の 二 おお、 海に 飛び込んだ 樣子ぢ や。 

捕手の 三 さあ、 舟ぢ や、 舟ぢ や。 

(捕手 等、 上手と 下手と に 分れ 入ろ。) 

(藤 内、 「おおい」 「おおい」 と 叫びつ、、 向う.^ リ走 

リ 出づ。 石垣の 傍-」 て、 躓きて 轉ぷ。 ) 

藤內 (起き 上リ て) おおい、 傳吉樣 。その 船出して. 下さ 

るな。 もしも その 船出した が 最後、 そなた は 重い 科 人と 

ならねば ならぬ 身で ござる ぞ。 血氣に 住せて 船 を 乘り出 

し、 たと へ 何 處に往 つたと て、 天下の 御法度 は遁 れられ 

まい。 親 且那樣 始め 御 一家の 方が、 召し捕ら るる を 目の 

前に、 見ながら 船出 をな さる 心 か。 (間) 傳 吉樣。 その 

船出して 下さるな。 これば つかりが 私の 願ひぢ や。 

(藤 內、 泣く。 日和見の 松、 下手より 出づ。 黄昏と な 

ろ。) 

日和見の 松 (や はリ豫 言す ろ やう LL) もう 直き 夜が 來 る。 

眞っ 暗な 怖ろ しい 夜が 來る。 夢 もなければ 眠り もない、 

長い 長い 夜が 来る。 (間) さう して その 夜と 一緒に、 怖 

ろしい 暴風が 来る。 (冷やかに 笑 ふ) 暴風 ぢゃ。 暴風 ぢ 

や 0 

(藤 內、 驚 さて 日和見の 松 f ^見ろ。 舞 裏 次第に 1= くな 
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ろ。 船 EC の ？ぉ 悲し -け に聽 ゆ。) 

f 船頭す る 身と {1^ 飛ぶ 鳥 は、 何處の いづこて 果. てる 

やら。 

(藤 内 も 口和 見の 松 も、 悲しげに 海の 方,^ 眺 む。 齒の 

聲と浪 の, Kn。 靜 かに 幕。) 

第二 幕 

南键國 ^纈 城内の 牢獄。 

上手-, - 下手-.." 正 而も、 すべて 灰色の 壁。 险慘 たろ 牢獄 

の 内部ん 现 はす。 上手の 高き とこ， CL! 窓 あか リ。 鐵の 

格子戸。 

li- 面 に 入口。 それより 牢獄の 內 部に 向 ひて 七 八 級の 石 

階 ぁリ。 大 いなろ 鐵の 扉。 

下手に 石の 寢蹇 ぁリ。 二 基の 蠟燐蹇 0 一基 は 上手 LL、 

一 基ば 下手に。 

室の 隅々 に はお 異なろ 惡 鬼の 立像 立ちて、 囚人に 恐怖 

の 念ん、 與ふ。 

膝懸 LLffl ふろ 二三の 石、 室內 にあり。 

曉。 夜 未だ 明けす。 牢獄の 中 殆んど 暗く、 唯 僅に 一 枝の 

娥 IS の 灯に 依 リズ 膝 臓と その 內部" 4- 見ろ,^ うちのみ。 

藤 助、 異樣の 囚衣，.^ 翁て 寢蔓の 上に 眠リゐ る。 髮 延び 


面 疳乜、 n ^ろ.." 偽 ましき 姿と なリゐ ろ。 やがて 曉の. 

光窓より 白く 差し込み 來 ろ。 

藤 助 (s.^ 覺 まして 起き 上ろ) 今 まざまざと 見た 夢 は、 

まさしく 故郷の わが 家の こと。 (間) わがな. t」 後の 悲し 

み を、 思 ひ 遣られる ばかりであった。 父御の 顏も 妹の 顔 

も、 瘤 目の前に ある 心地 ぢゃ。 僅かの 間に 年 を 寄られて、 

父御 も 老を覺 えられた か。 夢の 中て 聽 いた 鎚の音 も、 私 

の 耳に は 寂しく 響いた。 僅かの 間に 髮も 蟹れ て、 妹 もも 

のの 哀れ を 知った か。 夢の 中て 見た 顔の 色 も、 私の 目に 

は 悲しく 映った。 ああ 哀れな 釣針 鰕 冶の 父子 二人 は， あ パ 

あやって 何時 まても 私 を 待って ゐ るの てあらう。 (間) 

しかし 私 はもう あの 鳥 羽へ は歸る ことが 出來 ない。 何時 

まても この 一 暗い 怖ろ しい 獄の 中に ゐ なければ ならない の 

だ。 もう 誰に も會 ふこと，.？ 出来まい。 あの 吉野も 如何し 

てゐ るで あらう。 下田て 別れた のが、 到頭 長い 別れと な 

つてし まった。 (間。 窓，^ 見上げ VO おお、 もう 夜が 明 

けた やう だな。 國を 照らす 太陽の 光 は、 何故 こんなに 

冷たい のて あらう。 私が 鳥 羽に ゐた 時分 は、 こんなに 冷 

たい 太陽の 光 を 見た ことがない。 この 國の人 は 春と 云 ふ ：. 

のに. 私に は 冬と しか 思 はれない の だ。 この 寒さ は 如何 

てあらう。 この 身に 霜 を 置く かと も 思 はれる 位 だ。 (間) 

し. かしこ こて 一 人 14. 思議な の は、 あの 年寄った 牢番 だ。 
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日 はしなければ ならない のか。 呼吸 絕 えんと すれば 藥を 

與へ、 生けつ 殺しつ け 數を經 る。 最早 今日まで 三月 あま 

り。 (間〕 もし 牢番 どの。 言葉の 分る は あなたば かり ぢ 

や。 何故 この やうに 苦しい 目 を， 私 は 見なければ ならぬ 

のか。 仔細 を聽 かせて 下さらぬ か。 

牢番 (冷やかに：) それ は そなたの 夢を覺 ます 爲めぢ や。 

藤 助 何、 私の 夢を覺 ます。 (間) いや、 いや 私 は 夢な ど 

は 見て をり ませぬ。 

牢番 (同じ やうに) そなた は 死なねば 覺 めぬ 夢を見て ゐ 

るの ぢゃ。 しかし 安心した がよ い。 夢 も 今日は 覺め るて 

さらう。 

藤 助 (恐怖の 表 iw) ああ， それて はいよ いよ 私 は、 今日 

殺される ので ございま すか。 

牢番 死ぬ のが それほど 怖ろ しいか。 

藤 助 (呻く 如く) ええ、 何よりも 怖ろ しう ございます。 

私 は 死と 云 ふ 言 紫を聽 いただけても、 身 も 魂 も をのの さ 

ます。 私の 死 を 怖れる の は、 多くの 人が 怖れる のより、 

幾 層 倍 だか 分り ませぬ。 (間) この 呼吸が 絕 えてし まふ 

の ぢゃ。 この 目が 瞑ぢ てし まふの ぢ や。 脈が 打た なくな 

る。 手足が 動かなくなる。 身體 がだん だん 冷たくなる。 

(悲しげ Li 叫ぶ) さう して 私の 魂 は、 穴の やう な^の 中 

に 落ちて ゆく。 (間) ああ、 私 は 如何しても 死なな けれ 


いろいろ のこと をよ く 知って ゐ る。 人の 世の ことば かり 

ではなく、 星の 世の こ ともよく 知って ゐる。 それに 如何 

やら あの 顏は、 何處 かで 一度 見た やうな 氣 がする が、 そ 

れが 如何しても 思 ひ 出されな い。 私 はこん な異 國に來 

て， 日本の 言 紫 を 話す 男が、 あらうな どと は 思へ なかつ 

たのに、 あの 牢番 はよ く 話す。 私が 話の 相手に なって 吳 

れ るの は、 あの 牢番ば かりなの だ。 

(この 時鐵の 扉，^ 開く 鍵の 昔聽 ゆ。) 

藤 助 おお、 朝の 見廻り が やって来 たな。 

(正而 の 織の 扉 14^ 開 さて 南蠻の 獄吏 等 出づ。 老いた る 

牢桥- その後，， 5 リ 出づ。 n 和 見の 松に 酷似 y る 容貌。 

六十 五六お 位。 獄吏 等 は 藤 助，^ 見て 直ち-.. i 入る。 老い 

たろ 牢番 一人 残ろ。 この n すべ ズ無言 0) 

#  (藤 助 Li〕 如何 ぢゃ。 昨夜 はよ く 眠られた かの。 

助 よく 眠られました。 

桥 しか し 今夜 か ら 眠られまい 。今日は この 牢 から 引 

き 出される の ぢゃ。 

藤 助 (驚きと 悲 みとに 打 たれて) ええ。 また 今日から 地 

獄の責 か。 もし 私 は 何故 あの やうな 苦しい 目 を 見な けれ 

ばなら ない のて ございませう。 (間) あの 怖ろ しい 鐵の 

門。 あの 怖ろ しい 銅の 柱。 逆樣に 吊し上げられて、 手足 

の 筋から 油を絞られ、 死ぬ よりつら い 苦しみ を、 また 今 
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ばなら ない のか。 

(藤 助、 泣く。) 

牢番 (猶冷 a か-」) 何 を 悲み何 を 泣く のぢ や。 (間) あ 

あ、 さ うぢ や。 丁度 昨夜 この 城 を 尋ねて 來て、 泊めて 莨 

うた 旅僧が ゐる。 生きて ゐる 者に 回向ても あるまい が、 

會 はす も 私の 慈悲心 ぢ や。 今 直き に 呼んで くる か ら 待つ 

てゐ るが 好い。 

(牢番、 入ろ。) 

藤 助 旅僧な どに 會 うたと て、 私に は 何の 役に立た う。 私 

は それより もこの 牢屋 を、 早く 出して 貰 ひたい。 私の 今 

の 願 ひと 云 ふ は、 唯 この 牢屋 を 出たい ばかり だ。 しかし 

牢屋 を 出た と 云うて、 今では 何 處へ往 くと 云 ふ、 その 目 

的 さへ もない 身の上。 (問) 今と なって は あの 鳥 羽が、 

この 私に は戀 しい わい。 (^ffi ら) 

(牢番、 旅僧ん、 伴 ひて 出づ。 玄黄、 W 十 歳 位。 髮 長く 

伸び、 僧衣 いたく 破れ. a ろ。 牢番、 直ちに 入ろ。) 

玄黄 (静か-」) これ、 この 獄に囚 はれて ゐ るの は、 そな 

た 一人 か。 

藤 助 (驚きて 額， < ^上ぐ) おお、 懐かしい 日本の 言葉。 し 

て 御 僧 は 日本のお 方て ござります か。 

玄黄 おお、 日本に 生れて 唐に 渡り、 それより 諸國を 修行 

に 歩く、 玄黄と 申す 旅僭ぢ や。 


藤 助 (懷 かしげに) おお • それて はや はり 日本のお 方 か。 

お懐かし うご ざり ます 0 

(藤 助、 玄黄 Li 鎚リ付 さて 泣く。 玄黄、 „^VJ* 流す。) 

藤 助 (氣 付きて) 思 はぬ ところて 故！： の 人に 會 ひし 嬉し 

さに、 思 はず、 ^衣 を淚に 汚し、 粗相な こと を 致し まし 

た 0 

玄黄 何の 貧 道に その 言譯。 (間) この やうな 獄に囚 はれ 

てゐ るに は、 何 か 深い 仔細が あらう。 如何して この やう 

なと ころに 來 たか、 それ を聽 かせて 下さらぬ か。 

藤 助 お尋ねな くと も 私の 方から、 お 話 致さう と 思って ゐ 

ました 0  (石,^ 指差す) まあ、 そこにお 懸けな され ませ 0 

仔細 をお 話 申し ませう。 

(玄黄、 腰懸 く。 藤 助、 その 前 Li^ す。) 

玄黄 して、 その 仔細 は。 

藤 助 はい。 私 は 伊勢の 國鳥 羽の 港に 住居 致す、 藤 助と 申 

す 者て ござり ますが、 釣針 銀 冶の 渡世 を 嫌 ひ、 神 戸屋と 

云 ふ 出来 分限 の 造った 船の 新艘 下し 、江戸へ 住く の を 幸 

ひと、 都へ 出た のが 抑 もの 身の 誤り。 江戸ば かりて は 倦 

足らずに、 もっと 好い ところ へ往 きたいと. 大望 起した 折 

も 折、 その 神 戸屋の 若旦那、 傳吉樣 と 云 ふお 方が、 また 

新しく 造られた は、 當時 御法度の 三本 橙、 名 さへ 龍神 丸 

と 云 ふ、 唐人 8< に 使 ふ 大船。 これ 幸 ひと それに 乘り、 


諄 寄 流 漂 港 羽 鳥 


637 


先づ 伽羅の 木 を 手に入れて、 一儲けせ うと 思 ふ 矢先、 船 

のこと がお 上に 知れ、 捕手が 向 ふと 云 ふ 騒ぎ。 いや、 も 

う、 鳥 羽の 港 は 時なら ぬ 暴風が 吹いた やうに なり まし 

た 0 

玄黄 今 曰 本は戰 ひの 後 を 受けた る遽 かの 鎖國 に、 その や 

うな 騷ぎ は何處 にも あ る。 今の 話 も その ひとつ ぢゃ。 

(間) して、 それから 如何 致した。 

藤 助 それから 漸くお 上の 手 を 遁れて 船出 を 致しました 

が、 何 を 申せ 乘 組の 人 數が 足らぬ その上に、 數 度の 暴風 

に 出會 ひまして、 先づ 最初 に 心 懸けた 安南國 へ も往 く， J 

とが 出來 ず、 風の まに まに 吹き 流され、 やっと 漂 ひ 着い 

たの は、 それ は それ は 不思議な 國。 海に は 珊瑚の 枝が 輝 

さ， 陸に は 伽羅の 木が 句 ふ、 世に 珍ら しさ 有樣 を、 見た 

ばかりて 私達 は • 夢 かとば かりに 喜びました。 

玄黃 はてな あ。 その やうな 國 が何處 にあら う。 そり や 夢 

であった てあらう のう 0 

藤 助 いや、 いや、 夢て は ござり ませぬ。 それ はこの 國だ 

つたので ござります。 まあ、 その 先 をお 聽き 下さい まし。 

(間) さう して 私達が そこに 上って、 伽羅の 句 ひに 醉っ 

てゐ ると、 何處 から ともなく 現 はれた. 一人の 老人が ご 

ざ "ました。 その 老人 は 私達に、 ここに ゐては 牛；. 命が 危 

い 、早-つ 歸れと 云 はれました が、 いっかな 聽 かぬ 私 は、 


ここ こそ 私の尋 ぬると ころと、 1 人殘 つたが 運の 盡。 見 

馴れぬ 異國の 人 * に、 取り 圍 まれて 連れ 往 かれ、 この 牢 

屋に 入れられて、 さあ、 それからの 苦 L みは、 一通り や 

二通りの ことて は ござり ませぬ。 (戰傈 しつつ) あの 怖 

ろしい 鐵の 門。 あの 怖ろ しい 銅の 柱。 それから 私 は 毎日 

の やうに、 逆樣に 吊し上げられて、 手足の 筋から 油を絞 

られ、 死の 苦しみ をして ゐる のて ござります。 

玄黄 (眉.^ 顆 めて) はて、 酷い こと を 致す のう。 

藤 助 もし、 ここ は機纈 城と 申しまして、 今お 話 申 上げた 

やうに、 それ は それ は 怖ろ しいと ころて ござります。 あ 

なた も 私の やうな 目に 會 はぬ うち、 早く ここ をお 逃げな 

され ませ 0 

玄黄 その 心 遣 ひは恭 けな けれど、 難行苦行 は 我等の 常、 

少しも 怖る る こと はない。 それよりも そなたの 身の上 * 

何時 まて かかる 牢屋に ゐて、 ■ 苦しい 目に 會 ふよりも、 私 

と 一緒に まゐ つたら 如何 ぢゃ。 

藤 助 (喜びて) おお、 それで は 私 をお 助け 下さります か。 

玄黄 うん。 助ける 程に ここ を 出て、 私と 一緒に 修行せ ぬ 

か 0 

藤 助 はい。 (考 へゐ ろ) 

玄黄 如何 ぢゃ。 

藤 助 (決心して) こり ややつ ばり 私 はこ こに をり ませう。 
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玄黄 何と 中す。 

藤 助 折； W のお 思 召で は ござり ますが、 よく 考 へて 見ます 

ろと、 如何しても ここ は 出られ ませぬ。 よし 出た にした 

ところが、 あなた 機と 御 一緒に 諸國 修行に 歩く も 厭、 ま 

た 日本に 歸るは 好 けれど、 御法度 破りの 罪 を 名のって、 

お 仕置 を 受ける こと なぞ は， 潜更 厭て ござります。 さす 

れば何 處へ往 く 目的 もな し、 如何 も考へ て 見ます ると • 

この 牢屋に ゐる うちに は、 何 か 好い ことがある やうに.' 

思 はれる のて ござ い ます。 

玄黄 はて、 異な こと を 申す のう。 たしかに さう と 思 ひ を 

るか。 

藤 助 はい。 どうも さう 思 はれる ので ござります。 私が 尋 

ねて をり ましたと ころ は、 やはり ここの やうな 氣 がする 

のて ござります。 陸に 伽羅、 海に は 珊瑚。 この やうな 國 

ほ何處 にご ざい ませう。 

玄黄 (寂しげ に 笑 ふ) そり やそな たの 夢幻。 この 城の 外 

は荒凉 たる 大きな 沙漠が あ るば かりて、 草 も 木 もな い 未 

開の 士地ぢ や。 

藤 助 いや、 その やうな こと は ござりますまい 。現在 私 は 

この 城に 述れら れて來 る 時- 伽羅の 林 を 通りました。 

玄黄 (g: らく 考へ \^) それて は そなた はこの 城に 好い こ 

とが あるまで ゐ ると 云 ふの か。 


藤 助 はい。 

玄黄 ゐ たいと あれば 仕方がない。 私 は いづれ 曰 本へ 歸る 

が、 故鄕に 何の 言傳 もない か。 

藤 助 何の 言傳も ござり ませぬ。 もし 鳥 羽へ お出て なされ 

ましたら、 藤 助 は 無事に 生きて ゐ ると、 知らせて 遣って 

下され ませ。 

玄黄 (額き"！^) それ. て はよ しなに 傳へ& はかう。 

(牢番、 出づ。 玄黃 • それ， ^见て 立ち上る 0〕 

玄黄 藤 助 どのと やら、 私 はもう 往 かねば ならぬ。 

藤 助 もう お出でな されます か。 お 名殘^ しう ご. ざり ます 

な あ。 

玄黃 もうこの 世で は會 はれま い。 < ^者定 離ぢ や。 (住き 

懸けて 獨リ 言の やうに) 夢 を 追うて 往っ たもの は、 W び 

歸る もので はない。 知らぬ 他國の 土佛， 夢が 覺 むれば：：^ 

ぬて あら、 r.o 夢見る 人 は 哀れ ぢ やのう。 

(玄黄 入ろ。 藤 助、 その後，^ 見送ろ。 牢番、 藤 助 fj- 凝 

視 しつ つ 佇む。) 

(塑 一口す〕 夢見る 人が 何で 哀れ ぢゃ。 この 醜い 世の 

中に， 夢 程 美し-. ものが あらう か。 (S) しかし 私 は 夢 

を 見て ゐ るの-て はない。 

(牢番、 笑 ふ。) ■ 

藤 助 誰ぢ や。 そこに ゐ るの は 0  (間) お、 牢審の 爺 どの 
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か o して、 また 何で 笑うた。 

牢. 布 そなたの 言 紫が を かしかった から ぢゃ。 私 は そなた 

をよ-つ 知つ てゐ る。 私 は そなたと 一 緒に この 牢屋に 来た 

の；：' や。 

鹿 助 (驚く) ええ。 ー體 そなた は 誰な の ぢゃ。 

(この S- 荒々 しき 跫音鴉 9  0) 

$ おお、 大勢の 愛 昔が 聽 える。 さあ. もう 何もかも おし 

まひち や。 そなた はまた ここから 引き出され るの ぢゃ。 

(mtls: の獄 is- 等 出づ。 藤 助.^ 捕 へ て 連れ 往 かんと 

膝 助 (悲しげに) おお、 また あすこに 引き出されて、 苦 

しい 目に，^ 3 はねば ならぬ のか。 あの 怖ろ しい 鐵の 門。 あ 

の 怖ろ しい 銅の 柱。 (間〕 いや、 みんな 夢で はない。 夢 

でない ものが 何で 覺 めよう。 (間) 海に は 珊瑚. 陸に は 

伽羅。 私 はたし かに それ を 見た の だ。 (II) いや， いや、 

みんな 夢で はない。 (更に 悲しげに) もし これ を 夢と す 

れば 、夢 悲しい も の が 世に あらう か。 

よろ 

(南 © 國：： 獄吏 等、 藤 助 fi- 引き立てむ とす。 藤 助、 踗 

跟 として 地に 倒れ、 身 額 はせ ズ 泣く。 牢番、 靜 かに 

鐵 開く。 門の あなたに 獒 し，， V 、景色 現 はろ。 藤 助 

は 恍惚と して それ， ^眺めながら 说 かれ ゆく。〕 

I  ^  II 
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正面、 中央に 高く 廣き扉 口 ぁリ、 兩 開きの 帷，^ も \ ^覆 

ひ、 その 左右， 壁の 程よ き 高さに 燭臺 各々 一個 1^ 取リ 

附く。 扉 口の 左、 壁 に 沿 ひ 小さき 交椅ニ 個。 

左手、 三 個の 大きな ろ 窓。 

意匠 粗大な ろ 浮彫 稠 間.^ 廻り、 尙、 0. 褂布 なぞ 偕に 

適へ ろ 趣。 

(左右 前後ば 觀 客の 方よ リ稱 ふ。) 

晴れた る 秋の 口の！：： 沒 前後。 窓外に 夕映えの 空。 やう 

やうに 紅视ぜ \ ^行き， 內：. i は 基 暗の 迫ろ あわた し。 

第 一 段 

(イスラ H  サゥ〃 、王座 LL す ひ、 その 左 に 並びて， 

王 軍 總統ァ ブネ か、 王 甥 アデ リエ か * 侍臣 —— 面 ひて、 

祭司よりの 使者、 立ち ズゐ ろ) 

アブ ネル 我 君 11 

サ ゥ.^  (焦ら 立た しく) は あ、 もはや 申すな。 

(間。) 

み くら  み, vtii 

ァプネ か まことに 高き 御座より 此世 をい かに 御覧せば と 

て、 恐れ 乍ら 君 を 始めて その 御 位に 福 閉 ひ參ら せ、 イス 

ラエル をけ ふの 榮 えに 御 導. t 、下されました は、 今 御 昇天 

の聖の 御手て 御座. リ まする。 君が この 程の 御 迷 ひ はと も 

かく も、 け ふこ そ は  


鶴 默王爭 曲 

(サ ウル. ダビ デ王 爭史五 幕、 附、 納曲) 

人 物 

サ ゥ ル イスラ H 〃王 第一 代 

ョナ タン 王 太子 

ミ カル 王女 

アブ ネル 王 軍總統 

エル 王 甥 

長 

デ イスラ H か 王 第二 代 

ブ ダビデ 王謀將 

， ズ 一 ミカ か 之 侍女 

タマル) 

ヤコ ブ ダビデ 之 僕 

廷臣、 將士、 使者， 舍人、 兵卒、 其 他 名 勢。 

序 幕 

サゥか 王宮 殿 * 政事 之 間。  , 

お 手、 壁に 近く 廣ゃ かなろ 壇， (大凡 場の 四 分が 一 占 

め、) その上に 王座 i<J- 据 う。 
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サゥシ け ふ サム エルの 死んだ が何ぢ や。 生死の境の 夢に 

縫れ てた めら ひ 過した 朽 木の 影が、 いま 地上より 消 ゆる 

とて イスラ エルの 東 K が變り もしまい。 いづれ も 老い ぼ 

れの 無益な 繰言 を はやおけ い。 

(間。) 

ァ デリ H か (使者-」) そち はも はや 退る がよ い。 何 は あ 

れ 祭司 之 長が、 此の 御大 事に 自 こそ 參內 致す ベ きぢ や。 

疾ぅ疾 う 罷り 房つ て獬 怠の 趣 恐れ入らせ い。 

使者 祭司 之 長 も 御 追福 さへ 相 濟む上 は、 11 

サゥか 捨て置け い。 け ふまても 生き 乍ら の 屍骸に 仕へ 

しやう も ざ  ちの. t 

て、 自らもう つ、 の 生 は 腐れ 居らう。 いづれ 地上に は あ 

る 甲斐 も 無い 祭司 ども ぢゃ。 いづこへ なりと 主に 繼 うて 

思 ふ もの 影に つ くば ひ 行け い 0 

アデ リ H か (使者に) 疾ぅ 罷り 返れい。 

(使者 去ろ 0) 

おのれ 

アブ ネル 我 君、 自己 を 欺く は賤夫 こそ 致せ、 神の 民 を 知 

ろし 食す 君の 御 事て は 御座りますまい。 

サウ^ アブ ネル、 —— 

アブ ネシ この 年月 サム エル 樣を御 5g 外あって、 恐れ多き 

ェ ホバの 聖劍を 御 心の ま、 に 遊ばして より、 とも すれば 

萬乘の 君が 御 胸の、 ある まじき 御 煩 ひに ft ります る、 I™? 

卒、 


(舍 人出 づ。) 

サウ^  (ァ プネ かの 言葉.^ 遮リ て、 舍 人に) 何ぢ や。 

舍人 戰 場より ダビデの 使將が 到着 致し、 何事 か 差し迫り 

て 截慮を 伺 ひ 度き 由 申します る。 

ァ. フネ か 暫く 次 室に 控 へさせい。 

サゥか 之に 来らせい。  ， 

ァ. フネ か 我 君。 11 

サゥか えい、 その 使 將を疾 、「之に 引いて 參 れい。 

(舍人 去る 0) 

ァ ブネ.^ 我 君、 只 一 と 言 御聽 取り 願 はし-つ 存じます る。 

サ ゥ.^  (激しく〕 は あ、 何 ぢゃレ アブ ネルが 老に うつけ 

て 君臣の 分 を 忘れ もした か。 若人 原に 白 髮の頭 を 打 たれ 

て、 今 はお 身 ま-て われらの 聲を 嘲ら-つ とか。 

第二 段 

(ダビ デ 使將ョ ァプ、 出 づ。) 

ョァプ 恐れ 乍ら 將軍 ダビデの 捧げます る 忠誠 の 後に 附 

し、 數 なり ませぬ 僕の 身 も， 君の 大御氣 色 御 伺 ひ 申 上げ 

まする。 

ナウ. i  (尙ほ 焦ら 立 ち たろ 語調 に ズ) ダ ビ .テ よりの 急 

使と 申す は 何事お や。 疾ぅ 申せい。 
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ョァプ 先つ B ァヅ ラム 大捷の 後、 尙 追ひ擊 ちの 折 を 移さ 

ずべ リシ テの境 を 破り、 夷の 刃 を 末長く 碎 きます るも此 

機と 存じて、 若干 追 援の御 差 遺 を 御 願 ひ 申し上げました 

力  

サ ウタ その 追援は 俺等 許さぬ。 尙ァヅ ラムの 峡間に 趾り 

北境の 守り を 固めよ と、 更 めて ダビデに は 命じた ir ちゃ。 

ョァプ 勅 は 一統に 畏み承 はり、 直 もに 要所の 守り を 固め 

て、 恰も 國 境に 四方より 集 ふ 夷ら の 步騎の 勢 萬に 餘 ると 

聞 ゆる を、 弓 張の 弦 抑へ 難く 待ち設けて 居りました。 然 

るに 敵 は 先度の 大敗より 悉く 志 氣を喪 ひ、 軍の 備へを 探 

ねます るに、 きの ふまで た 血に 飢し封 狼の 夷の 刃 は、 

け ふ 声の 葉の 風に も搖ら ぎ、 士卒い ひ 甲斐 無き 合掌に、 

邪神の 冥加 を 祈る ばかりで 御座り まする。 此方 は 三千の 

士卒 ども いづれ も いづれ 大捷に 勢 ふ 只今、 瘤 ニ千騎 許の 

追 援をも 賜 はらば 峽 間の 關は 破る に 易く、 け ふこ ベリ 

シテの 地上 地下より、 君が 久しき 御 煩 ひの 根を斷 ちます 

る も や はか 難う は 御座り ませぬ。 

サウジ は あ、 —— 

アブ ネシ (サ ゥシ, ^制して) 我 君- —— 

ョァプ 前後の 狀 のか k るに 鑑み、 追 援の儀 を 恐れ 乍ら 重 

こ * ろ 

ねて 敦 慮に 仰 ぎ 度く 、 ダ ビ デ より 心 急 奏請 の 次第で 御座 

ります る。 


サゥか (言葉と 共 に 怒リ VJ^  ^し 行き て) ダ ビ デ より 心 

急き、 —— 重ねて われらに 思 ひ 直せと、 早急の 追 援を致 

し參れ と、 ダビデが それ を 申して 參 るか。 

ョァプ 恐れ 乍ら 僕の 務と 存じ、 11 

サゥか 刃の 嵐に 年 を 經た老 の 耳に は、 若人の 言葉 も 今 正 

しう は 聞えぬ さうな。 年 久しい 王の 憂 ひを斷 つも 易い と 

王の 面に 申す ダビデが * 又 早急の 追 援をも 致 せと 申す 

か。 —— 

ァプネ か 我 君、 II 

サゥ〃 (ァプ ネ^,^ ば 顯 みす、 激しく) は あ、 ベリ シテ 

の 夷の 循 より、 自らが 不遜の 頭 こそ 碎 いて 參 れい。 イス 

ラエルの 王が-： Q の 憂 ひ を、 今 牧羊者に 敎 へらる、 か。 — 

—僕の 務と、 11 天下の 方略 を 土民 ばらが 口に も輕 く、 

あ. 6 つら 

論 ひ、 尙 王の 面に 言絮を 返す が 自らけ ふの 務と 申す か。 

ァプ ネレ， (ョ アブに) 暫く 次 室に 控 へられい。 追て 評議 

の 上 御沙汰 を 申し聞かせる てあらう。 

(ョ ァプ去ろo) 

ァプネ^-  御心靜 かに 遊ばし ませい。 何事 も ある まじき 御 

迷 ひゆ ゑ、 今 忠誠の 僕らが 然るべき 奏請まで、 徒に 影 も 

怪しく 君の 御 眼に は 映 じます る。 まことに ダビデの 申す 

ごとく、 け ふ もまつ ろ はぬ 夷の 地の 胸 深う 神 怒の 恐れ を 

印させます るに 、か- 1 る 折 こそ 又と 得 易う 御座り ませぬ。 
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此の 追援は 早々 に 御 差遣あって 然るべ う 存じます る。 

第 三 段 

(王女 ミカ〃、 一 筒の 書狀 手 にし、 二人の 侍女，^ 從 

へて 出 づ。) 

ミカ： k 廣 間へ 御名 代に 出ます る やう、 仰せ を 承りました 

力  

サウ^  (心 和ぶ、 たる 語調に て) さ うぢ や、 われらに 代り 

ゾバ の 貢 を 受けて くれい。 父 は 公事に 控 へられて 暫く は 

座 を 立ち 難い。 

ミカ か 畏まりました 。只今 彼方へ 參 ります る。 丁度 兄 上 

のお 文が 御座りました ゆ，^、 ともかくもお 目に かけに 參 

りました 0 

サゥか む、 何 を 申して 參 つた。 

ミ カル 之に、 (寄 狀.^ サゥ. ^に 渡しつ、) ヨルダンの 

原 をお 越えな された とば かりで、 委しく は 父上に お便り 

申し 上ぐ ると、 お 文の 面て 御座り まする。 

サゥシ よい、 ともかく 今 は Bi に參 つて 父の 代り を 勤め 

てく れい。 式の 順序 は アデ リエルが 心 居る。 (アデ f 

H  ^に〕 行けい。 われら もやが て 使節 等に 會ふ であら 

う、 凡て 然るべ く 扱 ひ 置け い。 

ァ デリ H 肚 一水 はりました。 


(ミ 力 か、 ァ デリ H か、 侍女 等 去る。) 

第 四 段 

(サゥ i は ミカ かの！ せろ 書狀 1^ 披 きて 譃 む。〕 

(間。) 

サゥか (對 者の 面 l^hi 視す、 半ば きらに) アブ ネル、 ョ 

ナ タン を 都に 召し 還 させい。 —— 夜晝の もの 驟が しいけ 

ふこの ごろ、 國の 太子 を 取り立て i、 夷の 刃に 向か はす 

る もお ろかで あらう。 

サゥか 老の心 を 謗らば 謗れ ョナ タン こそ、 ァヒノ アムが 

命に 易へ て國 とわれら に 遺した 1 人の 男子 ぢゃ。 錢々 に 

力 も 智惠も 又 彼 世より 母 の 后の 祝福 も、 い づ れは 共に © 

り 行く 若人の 眼に は、 あわたに しいけ ふの 世態 も、 我等 

の 見る とは異 つて 映る-てあらう。 —— 折 を 移さず 使 を 立 

て 王子 を 都に 召し 還 させい。 アン モ ンには 今 此方より 戰 

を 仕掛けず とも ぢ や。 

ァ ブネ.^ 仰せの ま. -に 就ら せます る。 —— たに 併し、 も 

ろ もろの 御 煩 ひ はさる ことながら、 君 は 何事 も 御 迷 ひ 無 

く、 日輪の ヱ ホバ の 道 を 曾ての ま 、に 御 踏み固めさへ 遊 

ば さば、 此の 天が下に は 生る k も 埋めら る、 も 君に 誠 を 

誓 ひ 合せ、 禍の 夢の 宿る ベ き 影と て 殘りは 致し ませぬ" 
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何卒 不祥の 雲霧 をば 、 尊き 御 胸よ り 先 づ御拂 ひ 返け 遊ば 

しませ い。 

サ ウル 此の 民が、 昨日 は苟 Q" の 言 紫に も 敬 ひ 畏れた サゥ 

ルの名 を、 け ふ は ぼ 羊. 者の 呼び名に 比べ、 嘲り 歌 ふ浮虚 

の 心に 何の 誠の 誓が あらう。 

アブ ネシ まことに 此亂聲 の 日夜 を 分たず、 や- -も すれば 

恐れ多き 御名 を さへ、 輕き言 紫に 上げます る こそ、 苦々 

しき 限りで は 御座り まする。 つ ひ 思 ひ 寄らぬ 牧羊の 若人 

が、 遠き 野の 夢 かと も 浮び 出で、 忽ち ゴ リア テの首 を 上 

げて國 の 危難 を 救 ひし こそ、 我人 一 と 時 は 驚き 合 へれ、 

おろかの 男女の 尙醉 ひ痴れ て.， 亂聲の 止まらず 濫る ま、 

に、 天下 規準の 堤まで 犯します る は、 捨て置くべき 次第 

でも 御座り ませぬ。 —— 併し乍ら、 所設は 束の間 を衢に 

亂る、 風塵 をば、 風雨 を 孕む 雲の 影と は 世に 紛 ふべ き 由 

御座り ませず、 何よりも ダビデ 自ら こそ、 君の 勅 を 神の 

旨と 畏む 外の 私 無く、 拔ん ずる 忠の 一 と 向に 又 無き 功 を 

重ねます る は、 君 こそと くに 御照覽 遊ばし まする。 此の 

追援の 奏請と て、 —— 

サゥか もうよ い、 冗々 しき 理 なぞ を 聞かず とも、 われ 

ら とて 心得べ さは 心得て ある。 —— ともかくも 折 を 移さ 

ず、 ョナ タンに 召し 還し の 使者 を 立てい。 

ァプネ か 承 はりました。 —— 尙 いづれ にしても ダビデの 


使 將には 特と軍 狀を陳 じさせ、 此の 追 援の儀 は 早々 に 取 

り 定めず ばと 存じます ろが. —— 

サゥか (焦 立た しく) 何事 も 思うた やうに 取り 計へ い。 

(ァ プネ . ^の步 み出づ ろと 同^に 舍 人出 づ。) 

舍人 祭司 之 長の 御參內 て 御座り まする。 

(ァ プネ ル 立ち 止 リて嚴 しく サゥ ル の 面,.^ 視 ろ。 間 0) 

サゥ， i 罷り出させい。 

ァプ ネレ. 我 君、 —— 

サ ウル (愈々 焦ら 立；： しく) 疾、 つ 行けい。 

(ァ プネか 去ろ。) 

第五 段 

(人れ 違 ひて 祭司 之畏出 づ。) 

祭司 之 長 イスラ エルの 萬 物に 悲しみの 日が 落ちまして 御 

座ります る。 

サゥ〃 (-何 ほ 焦ら 立ちた ろ 語調の ま -o サム エルが 死 

んリ もべ 

去の 儀 は、 先刻 侯の 使に より 承知いた した。 

祭司 之 長 御 遺言が 御座り まして 只今 御 追福 も 半ばな が 

ら 、 心 急ぎ 奏聞に 罷 り 出て ました。 

(侍 E 場, ^去ろ。) 

祭司 之 長 け ふ 御 他界に 先ち まする 三夜續 けて、 時 も 違 は 

し Co め  みそな 丄 

ず 黎明に， 聖は稀 有の 御 幻 を した 由に 御座り まする。 
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サゥ〃 (傑 然として。) は あ、 — 

祭司 之畏 曉に 一 と筋洩 る、 光り かと も  一 口の 劍が宙 宇に 

浮び、 執る 手は兑 えず 晴の 上下 を， 一 と 時ば かり 撐ち爭 

ふと 見えた る 後 早 黎明の 仄の 明りに 消 ゆる 趣、 11 

サ ゥ.^ 偽り ぢゃ。 

祭司 之 長 この 程の 夜毎の 暗 は 君が 御寢 所に も、 か、 る 示 

現 を實ら せませ うと- 聖は 仰せ 御座りました。 

(間。) 

祭司 之 長 四 十 年の 昔 此の 國の 始めて 仰ぐ 高き 御座に 君 御 

卽 位の， 砌 にも、 三 夜 綾き て 御 二方に 同じき 示現の 畏さ 

を、 我^も 豫て承 はり 居ります る。 た その 折 は- . I 

サゥか 申すな。 

(間。) 

祭司 之 長 サム H ル樣の 御 遣 言て 御座り まする。 

サ ゥ.^  (强 ひて 自ら VJ- 覆 ふが ごとく) 聞き 度う も 無い。 

しゃう  あざ 

とくより もうつ 、の 生 無く、 薄暗の 夢に 腐れた サム ェ ル 

が， 夜明けの 空に 何 幻 を 見ようと も、 珍ら しからぬ 語り 

草ぢ や。 11 屍骸 は 世の 最終まで 、居れい。 イス ラエ 

ルの萬 物 はわれら 定 むる。 日夜に 荒ぶ 異敎 徒の 刃の 海よ 

り、 われら 救 ひ 出した われらの 民ぢ や。 

(間。) 

祭司 之 長 我 君、 申す も 畏れながら イスラ H ルの 王位の 基 


は、 天に 就る エホバの 眞をカ ナンの 地に 實ら せ尙 もろ も 

ろの 地 靈に迷 ふ 島山に も 久遠の 日月 を 照らせよ との 神慮 

の 巖て 御座 ります る。 然る を この 程 君 はた 御 自ら の 御 

榮ぇを 思し 召す とて、 畏さ祌 慮 を御忽 諸に 遊ばされ、 文 

武の 政事 も 神宣； （は 御從ひ 御座り ませぬ が、 今 か. -る示 

おんさ とし  -<  そな •.< 

現の 恐れ も 多き H ホバ の聖訓 を、 よも 苟且に は 御 覽し御 

サ ゥ.^  (激しく) おけい。  

祭司 之 長 只今 神前 に 御悔改 めの 炎と 血と を 捧げさせら 

れ、 御 恭謙の 曾ての 御 心に 御 立ち 歸り 遊ばさず は、 御手 

の聖劍 はい ま 四方の 秋の 嵐に 折れ 碎け、 刃 は 翻って 恐れ 

乍ら 君の 御身 を 刺し ませう と、 サム ェ ル樣の 御 遣 言で 御 

鹿り ますろ 0 

(間。) 

(サウ^ は 言 ひ雞き 恐怖と 爭 ひて 見 ゆ U 突然 城の 内部 

よ リ歡稱 の聲、 「千代 ませ い、 八千代ま^い、 サ ゥ〃、 

—— 」 と 呼 ぷが開 ゆ。 サゥシ 愕然として 面, 上ぐ。) 

サウ^  (祭司 之 長の 座に 在りし，^ 忘れた ろが ごとく) 

は あ、 罷り 退れ い。 

祭司 之 長 我 君、 —— 

サゥ^- 疾ぅ疾 、つ 罷り 退れ い。 

(間。〕  . 
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祭司 之 長 明日 は燔 祭の 趣， 仰せ を 承 はりまして 御座り ま 

する が、  

サゥか さ うぢ や。 われら 誕辰のお ぎに 奉 謝の 炎 を 天に 上 

ぐる。 罷り 返って それぞれの 用意 を備 へ、 已等も 神と 王 

とに 捧ぐ ベ き 僕 の 誠 を學び 知れ い 。 

祭司 之 長 我 君 •  H ホバの 神事に 勤み まする 祭司 ども 1 

同、 規に應 はぬ 燔 祭の 執り行 ひ は 御辭！ ^申し上げ ねばな 

り ませぬ リ 

サゥか (俄に 燃え立つ ごとく) 何と、 11- 

祭司 之畏 神に 棒ぐ る濱 罪の 聖 き犧牲 を、 規 にも 應 はず 徒 

の 炎に 上げまして は、 天地に ェ ホパ の 御 怒 を 招ぎ まする。 

サゥか 徒の 炎と な、 王の 捧 ぐろ 王の 犧牲を 11 

祭司 之 長 御 懺悔の 御 祈りの 爲と あらば さたち のぼる 聖き 

炎 も、 御- H ら の御榮 えの 爲と あらば 野に 旬 ひめぐ る 徒の 

炎て 御座り まする。 

サ ゥ.^ 心せい、 炎の 鞭 は 我 手に ある ぞょ。 

祭司 之 長 神 怒の 炎 を 御 心 遊ばし ませい。 —— 我 君、 かん 

る畏さ エホバ の 示現 も 御座り まする。 高き に 在す 御身な 

れば こそい よいよ 重き エホバの 聖旨に、 御 心 空しく 只今 

御從ひ 遊ばされ ずば、 1 

サ ウル (立ち上り 王 杖， もて 壇の 床.^ 打ち〕 王 命に 從へ 

い。 —— 疾ぅ 罷り 退って あすの 燔祭を 用意 致せい。 尙此 


ハ の 上 も 王に 逆ひ妄 りな 舌 を 弄ぶなら、 祭  11? ら とて 逆徒の 

刑 は 逃れぬ ぞょ。 —— 王 命に 從へ い。 

祭司 之畏 ェ ホバ の 祭司ら に は、 聖き 祭壇 を 徒の 血に 穢す 

ベ. V 、手 は 御座り ませぬ。 

サゥシ は あ、 (激しく ：- 逆徒 ぢゃ。 

(侍 E 出 づ。) 

サゥ〃 (壇 V ^下り 祭司 之 長 之 面 1^ 睇視 したろ ま、) 此の 

逆徒 を 死罪に 引けい。 

廷臣 恐れ 乍ら 祌の 祭司 を、 I 

サゥか われらより 卽 刻の 死罪に 渡す 。引けい。 一 I 

(侍 E 巳む 無き こ V  て帷 1^ 開き、 內！ i 向いて 何事 

か 呼ぶ。) 

0 1 衞卒 二人 出 づ。) 

祭司 之 長 只今 聖の御 驗に從 ひ參ら する こそ、 己の 身に は 

いかばかり 幸 ながら 、神の 祭司の 血に 濡る \ 御座 こそ、 

やがて 必滅の 秋の 嵐に 碎け、 イスラエルの 王の 劍も 新な 

^^の光りと共に、 神 を 敬 ふ 若人の 手に 蹿くは 程遠う も 御 

サゥか (生色 無く) 疾ぅ 引けい。 行けい。 

(祭司 之 長、 侍臣と 衞本 等と に圉 まれて 去る 0) 

第 六 段 


曲爭王 


649 


(タ 1" 頓 に 迫ろ。) 

サ ゥ.^  (W ほた、 すみた ろ ま. -心 空しく) 行けい、 行け 

い、 II サム ェ ルも 祭司ら も、 暗の あなたに 逐 はれて 行 

けい。 11 天が下 は 暗に 崩る X、 神の 祭司の 血に 染まば、 

イスラエルの 王の 座 も 一 と 夜の 風に 碎 かる、 ぞょ。 l 

行けい、 行けい、 夜半の 劍も 四方の 落 紫 も、 四方の 嵐に 

逐 はれて 行けい。 —— イスラ エルの 王の 劍は 新な 空の、 

ひつ じか ひ 

11 王の 劍が 牧羊者の 手に 輝く と、 —— (蹐 持と しズ窓 

の 方に 歩み 出で) は あ、 炎 を 上げい、 天が下 はわれら 

定 むる。 嵐 吹く 野に に 叛逆の 指が 散らば、 その 野に 空 

に 王の 怒りの 炎 を 上げい。 11 

(fs 語の 終りに 近く ァ プネシ 出て、 少時 扉 口 LL 立ち 止 

リゐろ 0〕 

アブ ネか (サゥ かの 方に 步み 寄りて) 我 君、 11 

サ ゥ.^  (夢よ リ醒 むる がごと く) アブ ネル、  

ァ ブネ か 御 ii に 御 直り 遊ばし ませい。 

(官女 二人 各々 燭火. 5* 携 へて 出で、 左右の 燭臺に 之れ 

VJ^Sd きて 又 静か-し 去る。) 

ァプ ネ.^ 御座に 御 直り 遊ばし ませい。 

(サゥ^-、 アヤ ネ.^ に扶 けられて 王座 Li 着く。 再び 城 

の內 部よ リ歡稱 の 1^、 「千代 まぜ い、 八千代 ま y い >  サ 

ウル、 —— 」 と 呼ぶ^が 聞 ゆ 0) 


サゥか (1^ 然として) 何事 ぢ や。 

ァプネ か 納 貢の 御 式が 廣 間の 方に 取り 蓮ぶ ものと 見え ま 

する。 

ァプネ か 早 何事 も 甲斐 無き 言葉 を 重ねて 申し上げ は 致し 

ませぬ。 唇に 任す 務の果 つる 上 は、 たに 老の 手に 生死 執 

着の 忠を 集め、 然 ばかり も 御 胸を惱 むる もの 、影 をば、 

地上に 地下に 狩り 盡 すまて、 アブ ネルの 眼 は 瞑ります ま 

い。 11 御 ssis^ より 冬へ 御身の 影に 添 ひ參ら する 老の 

僕 を、 御前 を衞ろ 不死の 犬と も 思し召し、 今 はいかなる 

御望み を も、 御 心の ま X に 仰せつ け 下され ませい。 

サ ゥ.^  (足下 LL 眼 yj- 注^た ろ ま、) ダビデ を 失き ものに 

せい。 

サ ゥ.^ ダビデ を 失き ものにせい。 

ァプ ネ.^ 承りまして 御座り まする。 —— まことに 此の 若 

おん やす，？ つ 

人が 自 こそ 罪 を 知らず も、 斯 くまて に 君の 御 安息 を 妨げ 

まして は、 僕に は 早 善惡を 論ら ふ 心 は 御座り ませぬ。 仰 

せの ま、 に 就ら せます る。 た サム ェ ル樣御 他界の け 

ふと 巾し、 故 も 無く？ おに 御 誅戮を 仰せ 出で 御座りまして 

は、 然ら でも 日頃 ダビ デを讃 ふる 狂 燥に 按を紊 る 民 の 上 
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下、 いかばかり か擾亂 し、 ひいては 御 國の楣 矛まで、 却 

つて 危. っ搖ら ぐまいと も 申され ませぬ。 何 か 然るべき 術 

を 講じて 11 、 

サゥャ (再び 焦ら 立ち行きて) あすの 煩 ひ は あすに せ 

い。 け ふの 野 山に 資り 行く ダビデの 名が、 尙日を 重ねて 

雨露に 會 うて はならぬ の ぢゃ。 

ァプネ か 御 心安う 在し ませい。 何事 も アブ ネルが 承り ま 

して 御麼 ります る。 

(侍臣 出 づ。) 

侍臣 祭司 之 長の 死罪 は 只今 執行せ まして 御座り まする。 

サゥか (辛うじて) 祭司 之 長の、 1—— 

ァプネ か 我 君、 ともかくも 御座所の 方に 今 は 暫く 御 寛ぎ 

遊ばし ませい。 

(間。) 

ァプネ か 我 君、 11 

(サ ウルに 心 空しく 境,^ 下リ、 ァ プネ〃 y5« 從へて 侍臣 

の揭 ぐろ 帷中 Li 入ろ。) 
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ョナ タン 別に 變 つたこと も 無い。 いづれ は 風の 來去 のま 

まに 刃を逐 うて 經る 我等 ぢゃ。 

ミカ〃 ほんに 恐ろしい 戰 ばかりて 御座り まする。 それて 

も 今度 はよう 早う にお 歸 りで 御座りました。 又 永い 一 と 

月 も 二た 月 も 胸 騒がしう 途る ことかと 存じ ましたに、 思 

ひも かけぬ お召し 還し が、 ほんに うれしう 御座り まする 0 

11 父上 も 御 一! ひの 夜晝 に、 た 兄 上のお 歸り ばかりお 

待ち受けで 御座りました。 

ョナ タン したが、. H 體 父上 は どの やうな 御樣 子な のぢ や。 

昨夜 は 夜更け ゆ ゑ、 御 挨拶 を 申した ばかりで 御氣色 もよ 

う 伺 はず、 今 も 朝餉の 僅の 程で は、 さしてお 變りも 見え 

ぬ やうな が、 —— 

ミ カル ゆうべ 兄 上のお 歸 りから、 父上..，、 俄に 常のお 心に 

お立ち 歸り 遊ばし ましたが、 ほんに この 程 は、 祭司 之 長 

の ぉ處 刑からで 御座り まする、 何ぞの 影が 絕ぇ間 無う お 

身を逐 ひで もす ろかして、 日夜 分た ぬ お 譫語の 恐ろし さ 

に、 お 側の BR 女 も 常の 心は逐 はれて 居りました。 

ョナ タン (半ば. 0 から lO ある まじい 御 自らの 御 心 ゆ 

ゑ、 御手の 劍も 民の 心 も 甲斐 無う 搖 る」。 今遏 むべき を 

遏め ずば、 やがて は イスラ エルの 野 も 山 も 此の 贖罪の 血 

に 濡れれば なるまい。 —— 


ミカ か 兄 上、 11 お 伺 ひ 致し 度い ことが 御座り まする。 

ョナ タン 何 ぢゃ。 

(間。) 

ミカ^ お便り は、 ！— 死海の 岸からの お便り は、 まだ 御 

座り ませぬ かや。 

ョナ タン まだ 今朝 は 何の 便り も來ぬ さうな。 

ミカ. k ほんに どうな つたので 御座り まする。 一 I 兄 上、 

ダビデ 樣は、 乇 アブ 人との 戰は、 どうな つたので 御座り 

まする。 

ョナ タン 俺 も 今 その ® り を 待て ゐ るの ぢゃ。 之から 敵に 

向 ふとい ふ 早 打が 來て、 五日に もなる と 聞いた が。 —— . 

ミカ^ 六 H で 御座り まする。 ほんに 此の 六日、 夜晝 にめ 

ぐる 轍が 狂 はしう 擾れ でもした ことか、 日の 光り も 夜の 

暗 も 身に 辨へ る 心 は 御座り ませぬ。 ほんに どうな された 

ので 御 鹿り ませう。 この やうな こと は 今 まてに も 御座り 

ませぬ。 どうして、 —— 何てお 便りが 無い のて 御座り ま 

する。 

ョナ タン 萬に 一 不祥な 事が 起つ たなら どうで 知らせ は來 

る 箬 ぢ や。 便りの 無 いのは 氣懸 りなが、 それ かとい うて 

またき つう 案じる こと も 無い。 それに、 —— 

i ちか 仁 

ミカ 兄 上、 けさ 女 どもが 街 方から 聞いて 參 りました が 

何 か 今度 の 戰 をば ダビデ 機の 生きて はお 還へ りに なり 難 
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い 穽 とか、 もつ ばら 衢の 取沙汰 ぢ やと 申します る。 ァ 

、 、 、 、 、 

ヒト ベルの 救 ひとい ふ も >  まこと はっくり ごとで、 ダビ 

デ樣の 小勢 を 味方に 離させ、 恐ろしい モ アブの 大軍 にお 

向けな された のぢ やと、 その やうな こと も 聞いて 參りま 

した 0 

ミカ〃 口 さが 無い 下 々の嗶 なぞ を * 心に かけ もいた しま 

せぬ が、 あんまり 永う お便りが 無い ので、 11 したが、 

よも やその や、 つな、 な あ、 まことて は 御座りますまい。 

その やうな 恥ぢ がましいた くらみが よも や、 11 兄 上、 

いづれ 賤 しいし もべ どもが、 つ い 徒に 言 ひふら す 根無し 

ごとて 御座り ませう ぞぇ。 兄 上、 —— 

(ョナ タン は 陰 糠に 眼, 4- 落して 居ろ。) 

ミカ か (言葉 强く) 兄 上、 —— 

ョナ タ-ン 深う 案じる こと は 無い、 たと へま ことにし たと 

ころて。  

ミカ か そんなら 11 (碎 かれた ろが ごとく 面, 袖に 埋 

む〕 

(間。) 

ョナ タン (ミカ^- の肩に手,.^置きて、半ば自らに確め いふ 

ごとく) 妹よ、 何事 も エホバ を 信じて 望み 深う 祈る 心 

を 失 ふまい。 已が道 を 神の み 畏れて 一 と 筋に 歩む ダビデ 


が、 今 身 を 架す こと は 無い のぢ や。 架て、 はならぬ のぢ 

や。 それに、 11 たと へ 父上 はじめ $1 々は ダビデ を 恐れ 

て、 恥ぢ がましい 策 を 廻ら さう と、 ョナ タン はいつ もお 

身た ちの 味方て ある、 正路 を 走る 勇士 の^を、 なんの た 

くらみ の 係 蹄 なぞで 捉 へ はさせ ぬ。 —— ようお 聞き やれ、 

その 衢て の^とい ふは极 無し ごとと も 言 はれぬ が、 外に 

兄の 計うた ことがあって、 ダビデ はきつ と 恙無う あす に 

も 房って 来よう ぞょ。 そして 又、 —— もうこの 上 由 無い 

父上のお 疑 ひから、 國が 徒に 亂れて はならぬ、 ゆく すゑ 

ず ゑの 固めに も、 今 は 兄より 是が 非お 願 ひして、 そなた 

を ダ ビデ の^らぬ 妻に ときつ と 取りな して 進ぜ る 覺悟ぢ 

や。 —— 何事 もき つう 煩 ふこと は 無い ぞょ。 

ミカ； i 兄 上、 1 - (ョナ タンの 衣 抉に リズ 泣き 入ろ) 

ョ. ナ タン (ミカ^の 手,^ 取 リズ) ミ カル、 何に しても 一と 

先づ 兄が 部屋まで 參る としょう。 此處は 早 父上のお 出 ま 

しに 程 も あるまい。 どうて 之 まて 知った 上 はま だ 外にい 

うて 聞かせる こと も ある ゆ ゑ、 さあ、 ともかく  (ミカ 

^-,^起たしむ) 

(侍臣 出 づ。) 

m ナ タン 何ぢ や。 父上が 早出 御になる か。 評議の 刻が 早 

めら れ たか。 
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侍 E 總統が 早々 の 御 出仕に て、 君 も 俄の 御 動 座 を 仰せ 出 

で 御座りました。 御 評議の 刻に 就きて は 別に 仰せ も 承 は 

り ませぬ 0 

ョナ タン アブ ネルが 早出 仕 致した と。 

ミカ^  (ョナ タンの 腕，^ 取りて) 兄 上、 —— 

(ョナ タン、 ミカ か 去ろ じ 

第二 段 

(や、 §3  く  I ^ありて 後、 二人の 侍童帷 ,-5- 左右に 開きて 

出で， その ま.^ 跪拜 す。) 

(サゥ か、 ョナ タン、 ミカ^、 ァプネ i 出 づ。) 

サゥか (心 晴れ やか-」 王子 等と 語ら ひつ、 王座 L1 步み寄 

ろ) さう か、 評議 まて はミ カル も 此處に 居って よいが、 

又 いづれ ともお 身た ちの 心の ま \ に 致す がよ い 0( 座に 着 

く) 

(ョナ タン、 ミカ.^ 醴しズ 去る。) 

ァプ ネル." 我 君、 實は 差し迫り、 ひそかに 申し上げ 度き 仔 

細あって、 恐れ 乍ら かく 御 早々 の 御 動 座 を も 願 ひまして 

御座り まする 0  (恰， ^場,^ 去らむ とすろ 侍 E に) 御 評議 

の 時刻まで、 何人も 御前 を 御 遠慮 申す やう、 衞 護の 者に 

心得させ い 0 

(侍臣 去る 0) 


サゥ〃 (悉く 心の 平衡 1-;- 失 ひて) 何事 ぢゃ 11 早 打が 參 

つた か。 

ァプ ネル 我 君、 ダビデ 討伐の 儀 は旣に 空しう 成り果て ま 

した 0 

サゥ. V. 何と 申す、  

ァプネ か 御 思し召しに 從 ひ參ら せ、 ダビデ を 討つ と 案じ 

ました アブ ネルの 愚の 策 は" 思 はざる 王子の 御 計 ひを受 

け、 尙 その他 不覺の 違算に て 今 は 甲斐 無う 破れまして 御 

座ります る。 

サウ^ おけい、 —— 

ァ プネ〃 一と わたり 有る が やう を御聽 取り 下され ませ 

.a ん みち  いづ 

い。 王子 は御歸 城の 御途 すがら、 ダビデが 死 戰の趣 を 何 

處 よりか 聞し 召され、 直ちに 御 麾下の 一千 餘騎 を、 ダビ 

デの 援護に 御 遣し 遊ばされ たのて 御座り まする。 K は此 

の 仔細 は兩 三日 以來 聞こえて 居り ましたが * 今 ダビデが 

三千の 精騎を 持てば とて、 倍に も 餘ろモ アブの 刃に 包ま 

れて は、 よも 免れまい と 思ひ賴 み、 成るべくば 王子の 御 

計 ひも 御 耳に は 入れぬ 覺 悟て 御座りました。 然るに 昨夜 

夜半、 かねて 戰場 近く 遣し ました 腹心の 者が 戻って 參り、 

戰の や、 「を 語ろ を 聞けば、 速 日の 亂戰に ダビデ 方 は 1 

敵 ひ 難く、 幾度 か危ふ 、「なりながら、 また 一昨の 日暮れ 

より 夕 空の 星に 光り を 合せ、 草 間 にも ダビデの 刃 が息づ 
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いて 參っ たさう に 御座り まする。 之までの 例に てらし、 

ひ it び 

一 度 彼 者が 劍の 運に 歸 りし 上 は、 早 勝敗 も 定まる ものと 

申さう 外 は 御 度り ませぬ。 事 悉く 思 ふに 違 ひ * 今 は あす 

にも 彼 者が いか やうに か 思 ひあがって、 御前に 出で む も 

知れ ませず。 昨夜 は 王子の 御 歸城も あり、 何事 も その上 

御 包み は 致し かねます る。 併し乍ら， —— 

サ ウル (言葉 重く) 何で ぢゃ， 11 何て ョナ タンが、 何 

ひつじ かひ 

で 我 子まで が、 此の 牧羊者に 力 を 添へ て われらの 思 ひに 

をの こ 

逆ら ふの-ちゃ。 われら を 父と 呼ぶ 唯一 人の 男子まで、 野 

おもて 

に 吹く 風に 聲を 合せて 王の 面 を 嘲らう とか。 何て ぢ や 、 

何て ョナ タン まてが、 賤 しい 土民に 心 を 寄せて。 —— 

ァプネ か 王子 はたに、 アブ ネルが 老の 吐息に 編み出て し 

； i 妹の 網の、 風に も搖ら ぐた くらみ を 御 嘲り 遊ばします 

る 0 

サゥか 何と、 — 

ァ プネシ われから 申し 上ぐ る 面 も 御座り ませぬ が、 きの 

ふ、 け ふ アブ ネル こそ 曾て は 知らぬ 耻と 悔みに 責められ 

て、 胸 も 眼 も 夜晝に 息んで は 居り ませぬ。 た 5.- 君の 御 胸 

の 安： t  くと ねが ふ忠の 一 と 筋に、 叙に 老 ゆる 身が 恥 を 忘 

れて、 け ふ 勢 ひ 立つ 若人の 钩の ゆくてに、 淺間 しう も 企 

てました； i 蛛の網 手 は、 今 は自の K ひの 網と なりはて ま 

して 御座り まする。 まことに ョナ タン 樣 こそ 日頃 正義の 


日月に 上下 を 御 照らし ある 御 心に は、 此の 御 計 ひ はさ も 

あるべく、 思 ふに つけて 老の 身の 恥 は 限り も 御座り ませ 

ぬ" 

(間。) 

ァプ ネル 我 君、 アブ ネルが 今生 最後の 御 暇 を 只今 玆に赐 

はり 度く、 御 願 ひに 參 りまして 御座り ますろ。 

サゥ^- アブ ネル、 — 

ァプネ か 躊躇 ひ存 ふる も 君の 御爲 所詮 甲斐 無き 老の身 

の、 今 は 一 期の 思 ひ 出に、 御 復命に 房る ダビデ を迎 へて、 

私事 を 云 ひが \ら せ、 彼 者と 必死の 刃 を 交へ 度う 思 ひ 決 

めまして 御座り まする。 I— 王子が 贵き御 心の 只 御 一 向 

に , 行く行く の 嵐 も 潮 も 御 顧み 無き はさる ことながら、 

かく 明白の 係 蹄 を 逃れて、 今 歸り來 る ダビデの 心が、 恭 

謙の 昨日の ま V に 居らう とはい かに も 思 ひ 寄ら れま せ 

ぬ。 殊に はいつ か 下々 も、 戰の 由来 を 疑 ひ 語る 有樣ゅ ゑ" 

はしたなき 庶民の！^ の潮騷 が、 いかな ろ 雲 を 招く とも、 

け ふ は豫め 測り 難く 、君が 御座の 泰 きが 爲には "ダビデの 

命 こそ 世に も 忌む ベ う 相 成り ました。 只今な ら ば 彼 者 も 

御 復命に 規定の 手勢の 幾許 も 伴 ひ 難く、 我等 家 子どもの 

刃 を 集めて ゆめ 打ち 損じ は 御座りますまい。 又 萬が 一 、白 

髮の首 は 運に 捨てられ 牧羊者の 手に 上げら るれば とて、 

私 事の 爭 ひより 直ちに は、 劍も钩 も 王城 近く、 亂れは 
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すま じく、 其 上の 手配り なぞ も、 早ァ デリ H ルには 申し 

含めて 參 りました。 もとより 王子と ていよ/^ 御大 事と 

- -ん .a 

ならば、 近衞の 鉢に 御先き a け 遊ばさる、 は、 申す まで 

の 儀 も 御座り ませぬ。 11 我 君、 アブ ネルが 生死の 力 は 

此の 執念の 一 つに 燃え立ち まする。 何卒 只今 • —— 

サゥか (半ば a ら に) よい わ、 —— 明暗 も 別ち 易から ぬ 

老の 身に は、 一念の 矢の 行 衞も危 い。 11 

ァプネ か 我 君、 —— 

サ ゥ.^ われら 老来の 力と 頼む ョナ タンまで、 今 は 父の 思 

ひに 逆ら ひ、 11 

ァプ ネ.^ 王子の 御 逆ら ひあります る は、 神意に 逆ら ふァ 

ブ ネル の 跪 計ば かりで 御座り まする。 

(間。) . 

サ ゥ.^ 何者が 何に 顺ひ 何に 逆ら ふと も、 凡て 廻る 此の 順 

逆 を 誰が 知る ぞい。 王の 手に 結ばれた 國 おは 何として か 

王 を 離れ、 行衞も 知らず 流れて 行く。 殘 さる \ 王の 身 は 

た 5- 一  り 底 ひも 知らぬ もの 影の 暗に 沈む で、 11 沈む と 

はい へ 流さる- -0 流る & はわれら とも、 われらの 民と 

も、 此の 廻る 順逆 を 誰が 捉 へる ぞい。 今 在る われら も わ 

れらで 無う、 王 もやが て 王て は 無う、 民 もやが て は 民て 

は 無い のぢゃ 0  .1 

(^s 突 に 銅 鏺 の ^起 ろ 。〔高 低 無く 只 规則的 Li 斷音 あろ 


急 撥 昔の 述續。 是 は-: 1： 鳴リ a きて 次第に 渡る。〕) 

ァプネ か 御 評議の 刻て 御座り まする。 今 は 何事 も 重ねて 

申し上げ て は 居られ ま せぬ。 けふ斯 くまての 御 頃 ひ を い 

かに かしてと、 m 夜に 心を碎 きながら も不覺 にも 道 を 誤 

はたじるし 

り、 却って 暗き 雲の 旌 を も 招ぎ しこ そ 今更に 許し 難 

か^もの  ** かりいだ 

く、 尙 この 上に 彼 者 を 誇らしう 御前に 罷 出させまして は • 

ェ じしめ 

アブ ネル が 死後 の S も 凌辱 の 灰に 埋もれ まする。 我 

1 何卒 御 暇を赐 はり ませい。 若人の 劍は 運に 强 くも、 老 

の忠に 執念 の^をた、 みかけ、 生き 代り 死に 更り、 死滅 

の^を 此の 御 煩 ひに 刺し 留めず ば 措 さませぬ。 

(舍 人出 づ。) 

舍人 將軍 どもの 出仕て 御座り まする。 

ァプネ か 我； s、 —— 

サゥ i  (<.^ 人に) よい、 罷り出させい。 

(合 人 去る c) 

第 三 段 

(將 軍等繽 次に 現れ、 側の 窓ん 背に して 立ち並び 行 

く、 場末 だ 整 は ざろ 內侥忽 として 銅鑼の 聲罷 み、 アデ 

V  H か 出 づ。) 

アデ fl-H か 我 君、 ダビデが 房って 參 りました。 

(動 搐) 
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アデ 9  H ダ 早朝より 東南に 百騎 ばかりが、 駒 を 急がせ 參 

ると 見え ましたが、 「物見」 にて は、 昨夜より 引き 續き王 

お V ぜ，  *-ぃ  J.S 

子の 御 勢との み 存じて 居りました。 然るに 右の 一 勢が 王 

ャこ ひがし もん い  なんじよ  . 

都の 東門 を 入る より 早く、  HR 女 一 つに ダビデの 名 を 呼 ひ 

ァプネ か 聞き違へ では 御座らぬ か。 一昨日まで 勝負 も 分 

かぬ 戰 ひの 死 侮の 岸より、 いかな 戰 をしょう とも 今日の 

内に は戾れ もすまい。 

アデ" H か 我等 も區々 に 申し 居った が、 早 御城 門に 近づ 

く 旗 じる しに は 紛ら ふ 方 御座らぬ。 

(遠く 歡 呼 の^ 聞 ゆ 再び I 座に 動搖 あり。)  . 

サウ^  (安から す 座 vJ- 視ま はし ズ) ョナ タン は 何處に 

ぢゃ。 

アデ 9  H か 只今お 庭 を 御門の 方に お急ぎの やうて 御座り 

ました 0 

サゥ i 呼べい、 疾ぅ 之に 呼んで 參 れい。 

(アデ n-  H ル 去ろ。) 

ァプネ i  (將軍 等に) 各方 暫く 次 室に 控 へられい。 

(將軍 等 再び 緣次 LL 場 去ろ。) 

(その 最後の 一 人と 入れ違 ひて 舍 人出 づ 0) 

舍 人 ダ ビ ヂ將 軍の 御歸 城で 御座り まする。 


サゥか (焦ら 立ち ズ) 罷り出させい。 

(舍人 去る。) 

(ョナ タン に 導かれ 將軍 ダビ デ、 きて アデ リ H  k 

出 づ。) 

みくら  ぉん*«*-^^.ひ 

ダビデ 萬 王の 王の 高き 御 13 に、 H ホパ の聖福 千代 畏ぅ 

止まり ませい。 —— 祌の靈 と 大君の 稜威 とに 依り、 イス 

ラエル の 叙 は 例 無き 勝利 を 得 まして 御座り まする。 

(サ ゥ.^ は あらぬ 方に 眼, ^注ぶ、、 L のい はむ としても 

のい ひ雜く  G ^ゆ。) 

ダビデ ァヅ ラムの 戰後 俄の 勅を拜 し、 死海に 立ち 向 ひま 

してより、 引き 績き ての 七日 七夜 は、 た， 乂敵 味方 と 血 

と を卷き 立つ る亂 軍で 御座りました。 幸 ひ 一 昨の 暮 暗と 

共に 敵の 備へ はつひに 搖らぎ • 一時に 崩る- -晴の 夜の 混 

,-、 みし  ；，.><  ろ 

亂に、 夷ら は 夜半 を も 待たず、 七 千の 野邊の 屍骸と なり 

果てまして 御座り まする。 尙 分捕の 品々 は、 —— 

サゥ もうよ い。 大仰な 戰話は 童 こそ 喜び K かう、 —— 

ョナ タン 我 君、 11 

サゥか (始めて ョナ タンに 眼,^ 注 、諸 念怒リ LI 破ろ、 ご 

とく。) ョナ タン、 そち は、 —— そち は 我 子 か、 われら 

が 王位の 世嗣は そち か。 

ョナ タン 我 君 * け ふこ そ もろもろの 甲斐 無. V  、& ひを捨 
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て させられ、 神意に 根ざす 王 欖の畏 さ 大義 を、 再び 內外 

に 仰せ 出て 下され 度く、 ョナ タンよりの 御 願 ひで 御座り 

まする 0 

サゥか 默り 居れい。 

ョナ タン 申す も 歎 か はしき ことながら 此の 戰ひは 常の 戰 

ひて は 御座り ませぬ。 

(サ ゥ V 思 は す 立ち上ろ 0) 

ァプネ か (サゥ か， ^制して〕 我 君。 

ョナ タン もとより 此處に 何事 も 過ぎし を 論 ふ 甲斐 は 御 

座り ませぬ。 たビ例 無き 不祥の 發端 も、 いづれ は エホ 

バ の 梨 旨に て、 け ふ 例 無き 廢 福の 終り を實ら せ、 四方 

の 夷 も樣々 の 言葉 一 つに、 君の 稜威を 今更 高う 讚へ ま 

ふつ. 0 ぎ 

する。 此の上 も 御座の 雲 は 晴れず して、 畏き聖 劍が尙 徒 

に li れ まして は、 神 怒の ほどこ そ 思 ふ も 畏れ 御座ります 

ろ。 —— 父上、 け ふの 曰 を 事 凡て 慶福の 終り を 實ぷ緣 の 

機と 思 召し、 サ ウルの 家 又 イスラエルの 繁榮 の爲、 ゴリ 

ァテの 日の 御 約束 こそ. —— 

サゥ. i  (ダビデの 方に 怒 tJ- 集めて) ああ。 11 

ョナ タン 私より 御 願 ひ 申し上げ まする。 此の 日頃 上に 御 

光の 隱 る-につけ、 とも すれば つく 這 ひ 寄す る祥 なき 霧 


つち 

を も、 幾 代 長く イスラエルの 地より 拂 ふに、 之に 過ぎた 

る綠 とて 御座り ませぬ。 け ふこ そ 先年の 御設の 如く、 ミ 

カル をダ ビデ に 御娶せ 遊ば しませい。 

(ミカ 〃場に 現れ、 尙進 みかれ て 扉 口に 立ちて ゐ る。 

サウ^ は 之，^ 知らす。) 

,s  二 

ダビデ 恐れ 乍ら 御： を 賜 ひし 曾ての 日より、 男の 誓 ひ は 

王女の 御 ^ に 棒げ まゐら せ、 君に 奉る 僕の 忠 と共に、 此 

の 身が 生死の 基と も 相 成りまして 御座り まする。 

(サゥ か 王劍の 柄に 手.^ かく。) 

m ナ タン 父上、 —— 

(ミカ 4- 走リ 寄りて サゥか の 前に 跪く。) 

ミカ か 父上、 父上、 —— 

サウ^ は あ、 ミ カル、 賤 奴が そちの 名 を 辱し むる、 除け 

い。 今 父が、 11 

ミカ^ 父上、 お許し 下され ませ、 わたくし は、 11 

サ ゥ.^ そちの 恥 ぢをも 父の 劍は 雪ぎ とらす る、 除け い。 

ミカ. i わたくし は *   わたくしの 命 は、 ダビデ 樣のも 

の-て 御座り まする。 

サ ゥ.^  (壇 fj- 降リ ミカ^の 肩 i<J* 摘みて 物 狂 ほしく) ミ 

カル、 11 心が 亂れ たか、 惡靈に 憑かれて もの を 申す か、 

よも 王の 血 を 泥に 汚して、 父に 狂 亂を敎 へ はすまい。 I 

—まことの 心 を L かと 申せい。 
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ミカ i  (跟 yj- 伏ゼ て) 此の 身に は 外の 心 は 御座り ませ 

ぬ。 (サ ゥか 思ば す 手， や 離す) 

ョナ タン (再び ミカ. 1 の 肩 摑 まむ とすろ サゥ かの 手 

右より 抑へ て) 父上、 —— 

ダビデ (同時に 左 £ リ手 vi< 延べて) 我 君、. I 

サ ゥ.^  (ダビデに 向き 反り VO は あ、 そち は、 —— 

r ビ デ 恐 れ 乍ら 王女 の 御身 に 御手 を 、 ， I . 

(ミカ か、 サゥ， - の 手に 鎚リ 付く。) 

サウ^  (悉く 已,^ 失 ひ-ミカ^,^ ョナ タンの 手 l: 突 さ 倒 

し) おけい。 —— (劍 拔きズ ダビデ，^ 斬る) 

(ダビデ 右 肩 斬られて i る めく。) 

(王 は 動かす、 一座 亂ろ V 中，^。) 

 ^   


第 三 幕 

此の 慕 はた V 正面の み，^ して 場面，^ 作リ、 舞臺 左右の 

前方 Li は黑 色の 慕 fJ- 垂れて 各 側面， <5-覆 はしむ。 

サウジ 王 {0C 殿， 、廻廊 fHS 苑の 一部 (舞臺 の 床) ょリ 見ろ。 

正而 中央-」 幅廣く 高き 石段 ぁリ、 登 リズ それ 同じ 廣 

さなろ 扉 口に 導き、 その 左右に 廼廊, ^走らし め、 摑干 

は 高き 圃拱. J- 戴きて 綾く。 (圓拱 は 此の 場面に て は 左右 

に 各々 二 個 見 はる 0) 


正面 奧の碌 口ば 暗色な ろ兩 開きの 魄 vJ- もズ閉 1^、 その 

前 LL 高く 油燈ん 、吊す。 

前 慕と 同日の 夜半。 —— 弱き 油燈の 光リ。 

第 一 段 

(ミカ ク被 面し、 同じ 姿の 侍女 ラハズ と共に 庭の 右手 

ょリ 忍び 出で、 石段 右側 Li 身 yi- 隱す oil 燈火 正しき 中 

央 に 在 リズ、 石段の 兩 側ば 各々 深き 黑 影.^ 作ろ。) 

ミカ〃 (侍女に 身， ^寄せ 左手の 奧 fJ- 窺 ひつ ゝ囌 きて) 

見えた かや。 11 ラ ハ ズ、 見えた かや。 —— 

(間。) 

ミカ〃 え.. -、 何 をして、 —— よも、， —— よも 手ち が ひに 

なり はせ ま い 0 

ラハズ まあ 外の 女ても 御座り ませぬ。 したが、 II 

(間。) 

ミカ シ ひょっと、 —— ひょっとお 傷が 重りで もして、 — 

ラ 尸メ はて、 姬 君樣、 ぉ氣强 うなされ ませ。 11 

ミカ ャ (何者,^ か 認め 出で たろ がごと く) ああ、 あれ ぢ 

や- タ マル ぢゃ 0 

(や V 長き 間 0) 

あ^し 

ラハズ さう では 御座り ませぬ 。上のお 窓から ぉ燈 火が 洩 

れ たので 御座り まする。 11 それにしても あの 女が、 三 
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番の 夜警 も 早 間近い と 知って 居らう に。 11 

ミカ. i え.^ どうぞい の、 もう、  

ラハズ 姬君樣 、や" よつ とこ、 にお 待ちな されて 下さり ま 

せ。 わたくし はお 木戸まで 一 と 走りして、 もうお 番が更 

つた か 見て 參 ります る。 タマルの 連れ 合 ひさへ 彼 處に來 

てゐる やうなら、 ともかくお 木戶は 出る tj に 致し ませう 

ぞぇ。 この やうな 處に時 を 移して、 誰に 見付けられても 

なり ませぬ 0 

ミカ.^ さ うぢ や。 行って 見て たも。 ぐ づぐづ して はゐら 

れぬ こと ぢ や。 

(ラハ ズ走リ 出で むとして、 忽ち 何物,^ か 見出で たる 

がごと く、 又 石段の 影に 隱れ 入ろ。) 

(間。) 

ラハズ 今度 こそ さうて 御座り まする。 まあ 漸 のこと に (手 

^拫リ 招きつ、) 早う、 早う、 11 

ミカ i 早う、 早う、 — 

(間。) 

(庭の 左手 侍女、 タマ. i、 走り出で 仆 る、 ごとく ミカ 

シ の 前 LI 跪く〕 

タマ i  (な, ^切らしつ、) 遲な はりました。 御免 下さり 

ませ。 

ラ< 'ズ 何 をして ゐ やった ぞぇ 。もう、 —— 


ミカ〃 ど うぢ や， 何もよ いか や、  

タマ i お 宜しう 御座り まする。 何 かのお 仕度 はョ アブ 樣 

のお 屋敷に 備 ひました。 はや 殿 樣も彼 でお 待ち受けて 

御座り まする 。すぐにお 出 ましな され ませ。 したが、 I 

ミカ〃 ああ * お 傷 は、 —— (タマ〃 の 腕^ 捉 ふ) 

タマ か いま はお 痛み もさして は 御座り ませぬ。 したが I 

！ (旣に 走り出で むと すろ ミカ か,^ 引き止め) 姬 君樣、 

お待ち 下さり ませ、 いま 東のお 廊下 を 誰 やら 參る やうで 

御座り まする 0 しばらくお 楠 ゑ 込みに 隱れ てこの やうに 

遲な はり ましたが。 どうやら アブ ネル 樣と お見受け 申し 

ました。 その 內舍 人の イサクが 追 ひ 付いて お立ち 話の や 

うす ゆ ゑ、 思 ひ 切って 出て 參 りました が、 今 刻の 御參内 

では、 きっと こ \ から 大君 樣 の御寢 所に お出で ビ 御座り 

まする。 しばらくお 待ちな され ませ。 

ミカ k え k 、何のと ぐづ/ ^して ゐて は、 もう 誰 ぞに見 

られ て- L まふて あらう。 —— 

ラハズ (タマ かに) それでお 木戸の 方に は 、手落ち も 無 

いで あらうな あ 0 

タマ か それに 手落ちが あってよ いもの かえ。 二番の 夜謦 

から はわし の 逑れ合 ひが、 ちゃつ と更 つて 來てゐ る こと 

ぢゃ 0 

ミカ〃 (二人^ 覆 ひて) しつ、 一 I (左手の 11 廊の奧 に 
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何者 v3- か兑 出で たろ がごと く) あ、 アブ ネル ぢゃ 0 —— 

(各々 面，^ 覆 ひて 潜む。) 

第二 段 

(や .* 長き 間 0) 

(ァ プネシ 廻廊 fs- 左手 リ出 づ。) 

ァプネ か (立ち 止リ て) 誰ぢ や、 何者 ぢ や。 

(三人に 相 抱きた ろ ま V 共に 身，^ 低う す。〕 

聲 (右手の 廻廊より) 君に 千代 ませい、 アデ リエル ぢ 

や。 11 アブ ネル 殿 か。 

ァプ ネル 君に 千代 ませい。  . 

(ァ デリ H シ 迥廊， ^右手よ リ出づ 0) 

ァ デリ H か お 身 も 登城と 存じて 參 つた。 —— ダビデが 兵 

を 集める とな。 

ァプ ふか 如何にも。 戰 場より 伴ひ參 つた 手勢の 外. ョ頃 

ダ ビデ に 心 を 寄す る 其方 此方 の 諸 兵まで 、追々 に 集 ふと 

見 ゆる。 I 愍々 の 御大 事ぢゃ 。寸時 も 早く 鉢 を 集めて、 

今 齊の內 に. - 、過たず 彼 者の 首 を 上げねば、 災禍の 及ぶ 所 

は 測り 難い 0  . 

ァ デリ H か 申す まても 無い。 したが 何よりも 王子が 御 同 

意 無く" io  n 

ァプネ 4- 其 儀 をお 身に 謀ら ひ 度く、 今お 館へ 丁度お 身が 


登城の 後に 立ち寄つ たが、 王子と て斯 くと ならば 此の上 

ダビデ をお 被 ひもな されまい。 申さば 此の 討伐の 成敗 も 

王子のお 聲て 定まる こと ぢゃ。 今朝の祷事ょり御！^所に 

も 御出で 無くお 引き籠り の 樣に見 ゆるが、 卽刻御 旗 を 仰 

ぎ 度き 儀 は、 御 近親のお 身の 口より いかにも してお 願 ひ 

下され 度い。 —— お引き受け 下さる i か、 必ず 御 同意の 

仰がる X やう。 

アデ 9H か —— 承知 致した。 

ァプ ネ.^ 何分に もお 賴み 申す。 身共 は 今より 勅 を 仰ぎ、 

あんや 

た ^ 一  番の暗 矢と なって 此の 御 仇に 立ち 向 ふゆ ゑ、 お 身 

も 王子と 御 共々、 直ちにお 續け 下され 度い。 さらば、 II 

安 かれい、 何事 も エホバ の 下に。 

アデ" H  ^ 安 かれい、 エホバの 下に。  リ 

(ァ プネ かば 帷，^ 排 して 中に 入リ、 アデ" H か は廼廊 

, ^左に 去る。) 

第 三 段 

(間。) 

タマ. i いまて 御座り まする。 その 明い 所 は 一人一人に 出 

た 方が よう 御座り まする。 早う。 11 

(ミカ^ 先づ 忍び 出で ズ 石段の 前の 明き 部分 1^ 走リ拔 

け、 左手の 影に 至る。 次いで タマ . ^出で、 もラ ハズ 
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の 之-」 緣 きて 燈火 vJ- 浴びん と.^ ろ 時 o) 

0  CM の 右手よ リ) 止まれい、 何者 ぢゃ。 

(ラ ハズは その 儘 石段の 中 逢に 博リて 面, a- 伏す" 庭の 

お 手よ リ燈の 光先づ 射リ、 績さ て衞卒 一 人 走り出 づ。) 

衞卒 (ミカ かと タマ かとの 潜めろ 左手の 影  >」 は 心 付かす、 

ラ ハズの 背に 光，^ 向けて) 何者 ぢ や * 誰ぢ や、 や あ 女 

ぢ やな」 立てい。 11 立てい と 申す に。 えい。 御 寢所近 

く 深夜に、 (ラ ハズ， の 腕， ^取りて 引 立つ) 

手の 影- ,< リタ マ . ^跳リ 出で、 赘燈の らさ る 影 

1^ 迥 リて衞 卒の货 後に. 至リ 忽ち 手に もろ 七； ん 閃かし 

ズ衞卒 の 胸 背 fj- 刺し ゑぐ ろ r 衞本急 突かれて 勢 燈,^ 

落しよ るめ さつ、 右手の 影 11 至り、 仆れて 死す 0) 

「ミカ か 影 fi リ 出で、 三女 幽燈の 下に 相 抱きて 空し 

く戰 きゐる。) 

ラハズ (俄に？ よ リ醒. 5 たろ が ごとく 二人 か拉 し て) 

早う 1— (三女 は-: 1： 相 抱く がごと き 姿！. L て、 庭の 左手 U 

走り 入ろ じ 

第 四 段 


(陋 蹄， ^左より、 舍んの 炬火，. 先に 立て 


ナ タン 出 


づ。 尙 無言の ま、 扉 口の 前,^ 歩み 過 、ん として ふと 立 

ち 止 ic-  0) 

3 ナ タン は あ、 何 ごと ぢ や。 アブ ネルが 參 つて 居るな。 

また、 —— (少時 S 心考 して 舍 人-」) そち は 先に 參 つて、 

兄が 急の 用て 會 ひに 来たと、 ミ カル の 女 どもに 申して く 

れい。 アブ ネルの 聲 が 聞え る 上に、 どうやら 父上のお 聲 

が 高い。 わし はしば らく 御寢 所に 立ち寄って * 直に 後 か 

ら參 ると しょ、 つ 0 

舍人 畏 りました。 (廻廊. 右に 去ろ) 

(ョナ タンば 尙 少時 默 思し。 さて、 帷 に 手 ？-觸 ろと： g 

時に 惟 は 中よ リ侍宽 の 手に て 開かる 0) 

第 五 段 

(サゥ か 現ろ。 ァプ ふか 之に 從ひ、 二人の 舍人 左右 LL 

炬火，^ 持ちて 侍す 。〔一 同 未だ 廻 蹄に は 降らす 0〕 ョナタ 

ン扉 口の 前に 跪拜 す。) 

サウ^  (激しく) は あ * 退り g れい。 —— 

ョナ タン 我君は夜半..^過ぎて何方に御出てまし御座りま 

する 0 

サゥか 其處 返り 居れ い 、 妨， け 致すな。 

ョナ タン 我 君、 —— 

サゥ. i えい、 もの を 申すな 。そち こそ は 耳目の 汚れ ぢ や。 
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逆徒の 杖に 王を嗣 ぐべき 首 を 折られて、 父の 冠 も 母の 墓 

I ぢ しの 

を も、 凌辱の 灰に 埋め 居った わ。 出で 行けい、 二度と わ 

おのれ 

れらの 面前に 罷り出るな。 世の 果の 何處 へな りと、 自こ 

そ 灰 を 被って つくば ひ 行けい。 11 は あ、 退り 居らぬ か。 

今 こそに 一 暗に 土民 ばらが 籠き 初む る。 -—- 

m ナ タン 我 君、 ダビデ は 早 王 都の 内に は 居り ませぬ。 

(更 に 二人の 舍人 左右 Li 加に リ 炬火の 數四 個と なる。) 

ナョ タン 己が所^？を凡て棄て、 ダビデ は 今宵 ギベアの 市 

を 立ち 出-てまして 御座り まする。 

ョナ タン 彼 者の 館 近く 夜と 共に 騒が しうな ろ 氣色を 聞 

き， 取り 敢 へず 見定めに 馳せ參 じました ところ、 旣にダ 

ビ デは 何方 へ か 返却の 後で 御座りました。 諸 兵 若干 に 王 

都の 男女 も數を 加へ て、 群れ 騒ぐ やうに は 御座りました 

が、 案ずろ 所 誰 誘 ふと も 無く 思 ひ 思 ひに 寄り 集 ひし 雷同 

の 衆と 見え、 隊の長 ど も數人 の 外 は ダビ デ の 退去 も 知り 

ませず、 おのが じ 無き こと を、 た 姦しう 呼び 合 ふ 

ばかりて 御座り まする。 ともかくも 私より 輕 擧を訓 めて 

居ります る內、 早歸る 心と 舌に 君の 御名 を呼づ 立つ も あ 

り、 いづれ は附 和の 群衆の 追々 に 散り 始め、 何事 も 常に 

歸るは 今い くばく も 御座ります ま い。 

(更 に 二人の 舍人 左右に 加 は リズ 炬火 六 個と なる 0) , 


(ョナ タン の 合 人- 仞 炬火，^ 手に したろ 儘 魉廊， ^右手 よ 

リ 出で V 深く 跪拜 し、 扭ョナ タン-」 近づき、 狀の やう 

なろ >5 の,^ 渡しつ ゝ 何事 か 嚇く。 ョナ タン 然とす 0) 

(更 Li  二人の 舍人 左右 に 加 はりて 炬火 八 個と なる。) 

サウ^  (夢見ろ ごとく 蹌狼 として 廻廊に 降リ 立ち 徐 LL) 

追へ い 追へ い、 逃して はならぬ のぢ や。 —— 何處 まで も、 

地の 果ま でも 追 ひ 立て 行けい。 雨 も 嵐 も 王の 怒りに 伴う 

て、 追討の 刃 を 地の 東西に、 渦卷 かせい。 (左手-し 歩み 35 で 

つ、) i?3 へい 追 ひ 立てい、 この 暗に 野 山 も 空 も 籠き 初 

むる、 I 

(炬火，. 持てろ 舍人等 左右 LL 分れ、 王の 步 調に 隨ひ動 

く。 ョナ タンと ァプネ 〃とに 勧 かす、 各 異る姿 に て 物 

思 ひ ゐ ろ。) 

(次の サゥか の 言葉の 間に ァ デリ H か 左 r<w 出づ。 ) 

サゥか は あ、 アデ リエル、 追へ い。 ダビデ を 逃して はな 

ら ぬの ぢゃ。 晴に 走る 謀叛の 眼に 明日の 日影 を 見さす る 

な。 疾ぅ追 ひ 立てい。 (顔み すして 左に 去ろ) 

(侍 童 舍人等 綾き て 去ろ。) 

ァ プネ〃 (ョ ナタ ンに^しズ王に錢.^ヽァ デリ H  の前,_5- 

f りつ d お出で 下さらぬ か。 

アデ 9  H  直に 續 いて 參る。 

(ァ プネ か 左 に 去ろ 0) 
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第六^ 

(間。) 

m ナ タン (舍 人に) 外に 女 ども も 誰も 居らぬ か。 

舍人 誰 一人 居り ませぬ やうに 御座り まする。 いづれ の 部 

屋 にも 何の 應へは 御座り ませず、 そのお 文 は 姬君漾 お 部 

屋の扉 口に 御座りました。 

(ョナ タン 書 狀，^ 披き て讀 む。) 

(間。〕 

アデ" H か (3 ナ タンの 方に 步み 寄りて) 只今お 部屋へ 

お 伺 ひ 致し ましたが、 I— 

ョナ タン アデ リエル、 お 身 は 暫く 此の 城 を 統べて くれい。 

アデ fl-H か 何と 仰せられ まする。 

ョナ タン (半ば 自ら：， 0 いよいよの 時が 来たの ぢゃ。 今 

こそうつ し 世の 生死 正邪の 思 ひの 下に、 我 名 を 呼ば ふ 宿 

おん tt  ，f 

. 命の 聲も聞 ゆる。 父の 王の 御 屍骸の 衣と なって、 此の 身 は 

野末に 果 つろ 日 もい よいよ 廻 流り 来たさうな。 —— 今 は 

わし も 行かねば ならぬ。 野 分の 行衞の 野に 山に、 いづれ 

落葉の 甲斐 無い 劍を揮 ふまで ぢゃ。 

ァ デリ H 爪 その 儀なら ば 私と て や はか 遲れは 致し ませ 

ぬ。 海山の 何處 へな りと、 君に 從ひ 參ら する 一 と 筋の 道 


より 外 は、 此の世に も 又來る 世に も、 身に 存じ 寄る こと 

は 御座り ませぬ。 

m ナ タン お 身の 忠は疑 ひもせ ぬ。 したが、 いよいよの 時 

あら ほ 

が來 たと はいへ、 まだけ ふ は 明な 刃が 父上に 迫る とい ふ 

ので も 無い。 四方の 氣色は ともかくも、 ダビデ 自ら こそ 

今 頭 を 上げて 王に 向 ふ 心 は 無い のぢ や。 - 1 

(間。) 

ョナ タン (半ば 自ら lO それ も 恐らく 此の 晴の 夜が、 望 

月 を 待つ ひところの 程. てあらう。 イスラ エルの 王 權を誤 

り 用 ゐたサ ウル は 仆れ、 神の 詩人の ダビデ は 立つべく、 

早 エホバの 道に は 定められて あると 見 ゆる。 けふ逐 はれ 

ゆく 若人の 胸の 中に、 やがて 野 山に 溢る、 四 大のカ を 則 

ち 己が 力と 見る、 雄ス； しい 望みが 自ら 湧き 立た うと は、 

今宵 父上の 御聲 こそ 證し をな さる、。 I まことに 葸軍 

みモ は！^  . 

の エホバから 御覽 して は、 神 怒の 嵐に 逐 はれ 行く サ ウル 

を扶 け、 自ら 求めて 自らの 血 を 野 山に 機る 我等 こそ、 寧 

ろお ろかの 叛逆と も 思し 召されう。 止まる と 見 ゆる もの 

必ずしも 止まらず、 きの ふの 順逆 もけ ふ は 上下の 所を更 

ふるが、 人間の 流轉の 定め ぢゃ。 ！ (ァ デリ H かに 向 

き 直 リズ) た i. -、 いよいよ 父上に 刃が 向 ふと 聞 ゆる 日 

まて は、 ともかくも 王城に 主が 無うて は 叶 はぬ ゆ ゑ， お 

身 は 暫く 後に 殘っ て 此の 城 を 守つ て くれ い。 (右手の 奥 
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見やりつ、 J —— ミカ ルも 何れへ か 落ちた さうな。 

アデ" (惜 然として) 姬 君が. I 

ョナ タン ダビデの あと を 慕うて 宵の 間に も 城 を 出た と 見 

ゆる。 かねてよりか うなる 事 かと 案じて ゐ たが、 —— 

舍人 (唐突に 叫びて) 王子 樣、 何者か 仆れて 居ります る。 

(一 同 櫊に凭 リズ 下，^ 見ろ。 舍人 石段， ^走せ 下ろ。) 

舍人 (炬火に Si らして 見つ、) や あ、 刺されて、 11 夜 

警の 者で 御座り まする。 背に 匕首 を 刺されて * —— . 

ョナ タン 刺されて 居る、  

(ョナ タン， も • ァ デリ H  も 石段,. 走 下ろ。) 

舍人 ああ、 女の 被 面が 落ちて 居ります る。 1 • 

ョナ タン どれ， 見せい 0  ( 舍 人より 被 面,. 取リ 、炬火に 照 

らし 見ズ， S ^はす 聲 yj- 上げ) ああ、 —— 

(三者 凝立して あり。) 

11 幕 —— 

第 四 幕 

「喊 野」 の 南、 死海に 近き 村 家の 一 室。 

正面、 壁の 中央に 廣 やかな ろ 窓 ゎリ、 その 腰に 椅 

作し、 窓外に は荒凉 たろ 野 色，^ 越えて 遠山 も 見 ゆ。 

右手、 壁の 中央に 扉 あり。 その 奥、 室の 右 隅と 窓との 


間に、 小さき 卓子と 交椅 と,^ 置く。  一 

左手、 壁の 中央 LL 帷,^ もて 覆へ ろ 扉 口 ぁリ、 その 左 LL 一 

細長き 卓子，^ 置き、 卓上 LL は M^: 琴、 武具、 華美な ろ 貴. 

女の 套衣 なぞ、 凡て 村 家の 逮 具に は、 悉く 應は ざろ 高 一 

貴の 物 具亂れ 置かろ。 

前せ j- ょリ句 u の 後" 夕 近く 曇れろ 午後、 風 吹き 雲 亂れー 

ゐる 0  ^ 

第一 段  ^ 

(ミカ ^窓 腰な ろ 椅裹の 端に 坐し、 ダビ デ右肩 fj- 白 布. 

-」 て裹み ミカ か の 膝 に 枕して 眠リゐ ろ。 ミ 力 ^は 外な 一 

眺めつ V 静-, i 歌，^ 唱 ふ。)  一 

ミカ^  (敬) 1 -  】 

夕され ど  あらし はやまて， 

わかう ど  1 

若人 は  かへ り も 来ねば、  一 

こ ひご \ ろ  髮も みだれて、  ： 

秋の 葉の  散り まふ ま、 に、  一 

あらし 吹く  野に 走せ 出て し、  一 

行衞 しらず も。  . 

ああ 君よ いづ こぞ や。 11  i 

わがしらぬ  森の あなたの  一 
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いづこに か  行きた まひぬ る- 

この 風の  渡る 行衞の 

いづこに か  君 をいだ かむ。 

ああ 君よ いづ こぞ や。 —— 

きた 風の  泣き ゎぷ聲 乎、 

こ ひご、 ろ  呼ば はろ ^乎、 

秋の 装の  くるひ くるひて- 

森 ム野も  散る か あらしの 

人知らぬ  夜の あなたよ、 

行衞 しらず も。 11 


(ダビ デ 欲の 末節より 眼,^ 開き ズゐ ろ。) 

ミカ.^ お 眼 ざめ 遊ばしました か。 

ダビデ 別に 眠り もせぬ。 11 

ミ カル まあよ、 つ 仰せて 御 ii ります る 。もうけ ふ も 暮れ ま 

すろ ぞぇ 0 

ダビデ そんなに なろ か。 (起き 上リ 坐して) どうやら 

啊 喉が 渴く、 水を吳 れい。 

ミ カル (立ち上 リ て) お 冷が 宜し、.' 御座り ませう、 井戶 

から 直の、 11 

-タ ビ デ む。 

ミカ； k  (：J^_::!S の祷 か^しつ、) さあ、 もう 一度お 横にお 


なり 遊ばし ませ。 

ダビデ もうかう して ゐ よう 0  ( 立ち上 リズ) また {ti- が 荒 

れて參 るな。 

S ふ-へ 

ミカ.^ ほんに こ  > -はタ 方になる と、 いっても かう と 見え 

まする。 11 すぐに 參 ります る o( 右手の 扉よ リ去 る) 

C タビ デぽ その ま、 動かす して 外 VJ- 眺め ゐ る。) 

(間。) 

(ミカ か 窓外に 上半身 見し、 手 1^ のべ \ 、湯呑み 差 

し 出 だす。 ダビデ 取りて 吞 む。) 

ミ カル (手，^ 窓框 Ll 置きた ろ ま、) 氣 味の 惡ぃ 空の 色 

で 御座り まする。 また 今夜 も あの 恐ろしい 風の 聲が、 空 

も 野 も搔き 裂く やうに、 夜す がら 聞え るの て、 御座り ま 

せう。 11 お 水 は， もっと 汲む で參り ませう か。 

ダビデ もうよ い。 

(ミカ.^、 ダビデよ リ？ お呑み^ 取 リズ 右手 Li 見えすな 

ろ。 ダビデ は 再び 座に 着き、 椅背 Li 倚りて 心.^ 捨 つ。) 

(間。) 

(ミカ か 右手の 扉より、 湯呑みに 野 花 1^ 挿した ろ， 手 

にして 出 づ。) 

ミカ.^  (野 花 1^ 右 隅の 卓子 LLS きつ、) ゆうべの 嵐に 

花 は 殘らず 散ら されて 、 之 だけ 淋しう 垣根に 疾ぃ て 居り 

ました。 むごたら しい 今夜の 風に は いづれ 逃れ も 無い も 
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の を、 あはれ な 花で 御座り まする。 (ダビデに 並びて 坐 

し、 その 手 fj- 取りて) まあお 手の 暑い。 それでもお 痛 

みは、 11 やつば り 御座り ませぬ か。 

ダビ デ 何にも 覺 えぬ、 —— 

ミカ.^ ほんに もう 何もお 癒り 遊ばした ぞぇ。 あの ョ アブ 

とのお 散歩 さへ お障りに はなり ませいで、 —— な あ、 い 

よ け ふ は 御 本復で 御座り まする。 

ダビデ 一 體此 處に來 てもう 幾日になる かしら、 I 

ミカ.^ ちゃ、 つどけ ふで 十日になります る。 それても， あ 

んな御 無理 をな された から は、 もっとく 永う お 身動き 

もなる まいこと、 存じ ましたに、 まあ 夢の やうに 早い お 

癒り-て、 こんな うれしい こと は 御座り ませぬ。 

ミカ^ ほんに 何もかも 夢の やうて は 御座り ませぬ か 。浮 

世の 涯の 曠野が 原に， 人に も 知られ ぬ 朝夕 を S ろ 現在が 、 

思へば 思 ふ ほど 夢の やうなら、 け ふまで 忍び 忍びの つら 

い 月日 も、 また 長い 夜の 夢 かと 思へ まする o( ダビデの 胸 

に 倚りて) ほんに 魚 も 住ま はぬ 死海の 岸の 曠野と いへ 

ば. 曾て は どの やうに か 恐ろし、 「思 ひもした もの、 今 は 

身に 此處 より 外の 都 も 家 も 御座り ませぬ。 夜毎の^^に吹 

き荒ぷ あの 嵐が、 ゎづら はし い St 世の 姿を拂 うて くれ 

て、 こしかた も ゆく すゑ も， 昔 死 に 沈む だ 町と 一 つに 


われら は 無い もので 御座り まする。 ほんに いつまでもい 

つまで も 二人の 戀の 胸ば かり 此の世の 涯に、 見果てぬ 夢 

を 結び 通して 居り ませう ぞぇ。 

(間。) 

ダビデ (半ば 自ら に) 夢 は 明暗の 境に よろめく 影 ぢゃ。 

やがて 光り か 暗 か いづれ か 一 つに 醒めず ばなる まい。 I 

I 小 止みない 人間 流轉の 流れの 中に、 ふとした 滴卷 きの 

淵が あつたと て、 限り無う 續 くこし かた も ゆく すゑ も 忘 

れては ゐられ ぬ。 新 在の われら こそ 曾ての われら 又將て 

の われら ぢ や。 いつまて もうつ、 無う 滴卷く 夢に 溺れて 

は ゐられ まい。 

ミカ^  (ダビ デ の 言葉の 間 に そ の 胸より 離れて) その 

やうな ものに お 思 ひなされ まする か。 永い 年月. 夜も晝 

»» の も 仁り 

も 願 ひ 通した 喜びの 日が 今 こそ 目前 來て 居ります るに、 

11 1 と 日ても 1 と 夜で も 誰 憚から ず 一 一人き りで ゐられ 

、つなら と、 あの やうに こめた 祈願が、 今 こそ 現に も 叶う 

、 •  、  、  、  * 

て 居ります るに，  ほんに かう なれば こしかた も ゆく 

す， も、 なんにも ゎづ らふ こと は 無いて は 御座り ませぬ 

か。 二人の 戀の 胸の 外に は、 世 も 人 も ありと も 知らぬ 喜 

び を、 たに 束の間の 影の やうに 思 召しな されます るか。 

ダビデ 喜び は 光りと 暗との かつ 爭 ひかつ 幸ふ實 相の 中に 
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こそ ある、 生死の 力の 等しく 廻る 地に 水に 人間の 喜び は 

盡 きずに あるの ぢゃ。 蒼 ざめ た 月の 繭から つむいだ 絹の 

細糸な ぞ では、 日 の 喜び の 魏を 織る に は 便 無い 徒な 夢 の 

緒 琴に 束の間の 喜び を 敬 はう とて、 いづれ 空しい 夜の 影 

なら、 やがて 朝 吹く そよ風に も あと 無、 つ 散らされて しま 

ふば かり ぢ や。 

(間。〕  、 

ミカ シ (衷 なろ 絶望 1^ 抑へ つ V うなだれ \^) ゆく すゑの 

こと  >- て も 兄 上が 何もお 含み ゆ ゑ、 しばらく は此處 にか 

うして、 浮世 忘れた 朝夕 を经 つ て ゐても 案じる こと は 無 

いで は 御座り ませぬ か。 11 父上の 御 不興 も 畢覚は 御 病 

ひの なす わざ ゅス 氷、 やがて 一陽の 春に も なれば、 あの 

なお 胸の 中 も 野 山と 一 つに 柔ぐ は定 のこと で 御座ります 

る。 今 は 閉ぢた 鐵 の 扉 も その上 は 吹く 春風に 自づと 開 

みや 二 

け、 われ こそ 男女の 歌に も迎 へられて、 うれしう 王 都に 

歸れる こと-て 御座り ませぬ か。 11 たと へまた、 あの 王 

都に は 歸.， T ずと も —— タビ. テ漾、 もうこの やうな 話 はや 

めに 致し ませう ぞぇ、 な あ。 —— 

ダビ デ (眼, <^ 足下に 注 >rt たろ ま、。 漸々 Li 熱し ゆきつ -0 

萬 象 の 今 枯れ 落つ る この 秋に 又豐熟 の 歡びは 地に 釀 さる 

とこし へ  i こしへ 

る、 かつ 築き かつ 崩して 久遠に 新に 久遠に 淪らぬ H ホバ 


こそ われら の祌ぢ や。 われら の 世に も 今生る ベ きものが 

生れ、 落つべき ものが 落つ るなら、 凡て エホバの 力 を 力 

とする われらの 力が、 それ を 行 はずに はゐ られぬ ゅゑぢ 

や。 現るべき H ホパ の 力 を 知って 現さう と 力む る 者に、 

人間の 力と 喜びと はあり、 消 ゆべき 者が 殘 らうと 焦る と 

ころに、 人間の 恐れに も 迷 ひに て H ホバ の 力 は 現る、 と 

知らねば ならぬ。 11 暴虐と 跪 計と に逐ひ 立てられ、 ィ 

ス ラエル の 土に 身 を 置く 陰 も 無う、 曠野の 末に 隱れ てと 

もす 覺束 無い 燭の 火が * さても 朝 を 知らす る 金星の 光り 

しんしゃう 

とても 見 ゆる ことか、 新生 を 呼ば はる &聲々 が 傷 つ き惱 

む此 の 身 を め ぐれば 、 又 夜毎 の S に 吹き荒ぶ 嵐の 聲は、 

我が 命に 幾 世の 呪 ひ を 蓮んで やまぬ。 11 生死の 一 一 つ に 

分れながら 何處 にも 我が 名 を 呼 ぷが聞 ゆるに つけ、 さの 

ふまで 取り立て \ は 思 ひもせ なむ だ 身の 命、 身の 力 を も、 

今 は 深う 思 ひ 見ず は ゐられ ぬの ぢゃ。 11 何事 もた に 王 

命に 畏み從 ひ、 自ら 直に は 萬 軍の H ホバ の聖 32 も 思 ひ 測 

つたこと は 無い に、 己が 頭の {.il 高う 聳えて 見えた 山々 は、 

朝日の 前に はら、 くる 夜の やうに、 今 は 一つ 一 つ 崩れ 碎 

くる、 た 何處 にもけ ふ 我が 力 我が 命の み充ち 溢る \を 

見る につけ、 人間 善 惡の思 ひ を 超えた エホバ の 聖旨 も、 

やうく 身に 明らかに 覺 えて 來 るの ぢ や。 

(間。) 
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(ダビデ！ 1 愈 熱して 愈々 語リ • ミカ^ は その 始め 恐怖 

の 心に ズ ダビ デ の 面 见 守リゐ たるが 漸次 K 歡喜 YJi ハ 

に して 行く 0) 

ダビデ 今 こそ ダビデの 胸の 中に、 天地に 活 くる エホバの 

命 は 秋の 豐酒 を！ i して 溢る \。 春が 来れば 花咲き 秋に な 

れば實 る 然 のこ、 ろが、 今 は 此の 胸に も 波打. 躍って、 

夢の やうに 迎り來 たこし かた を やがて 束ぬ る ゆく すゑ ま 

で 影 を 明に して 来る わ。 エホ パは活 くる、 イスラエル は 

活く る 、 ダビデ は 活く る 0 —— あ る もの 凡てよ いの ぢ や。 

雨に も 曰に も 喜び を 等しく 受 くる 野に 山 に 、 成熟 の 木の 

實は みのる。 ダビデの 名を歡 びの 歌に 上ぐ る 遠近 の 我が 

あ 1- が il き 

友 も、 又 日夜 わが 身に 死滅の 咒ひを かくる 仇敵 も、 今 は 

凡てな つかしく 身に 近く こそ 思 はる、、 いづれ 人間の 愛 

憎 は 互に 交す 命の 糧ぢ や。 ダビデ を 憎む 者 は 憎めい、 恐 

る、 者 は 恐れい、 譜 へろ 者 は 讚へ い、 愛する 者 は 愛して 

くれい。 われ も 人 も 今 こそ 新に 力 を 讚へ 力 を 恐れ、 又 命 

の 愛憎 を倶 にせう ぞい。 何處 にも 何人に も エホバの 力が 

き 

新に 溢れ、 わが 胸 も、 わが 友の 手 も わが 敵の 刃 も、 凡て 

强く 利く あれい。 時が 來て れら手 力に 互の 命を爭 ふこ 

とが あっても、 いづれ は 同じ 一つの 神に 一つの 誠 を捧ぐ 

ろ 所以 ぢゃ。 友に 敵に も 何 處の涯 にも、 喜びと 苦しみの 


幸福 こそ 普く あれい。 世 も 人 も 神の 力に 充ち 溢れい、 充 

ち 溢れい。 ——( 歡び 叫び 立ち上ろ。) 

ミカ^  (共に 立ち上りて) ダビデ 樣、 —— 

(ダビ デ 左手に て ミカ か fj- 抱き 唇 VJ- 結ぶ 0) 

第二^ 

(ラ ハズ 右手の 揮 1^ 開 さて 出づ。 ) 

ラハズ ョ アブ 樣 がお 出て.、 御座りました。 

ダビデ よい、 之に 通せ。 

(ラ ハズ 去ろ。) 

(兩 人ば 再び 唇,^ 結び、 ダビデ は 座-」 着き、 ミカ^ は 

室 出で むとして、 ョァプ に 行き あ ふ。〕 

ョァプ 度々 ながらお 妨げに 伺 ひました。 

ミカ.^ よ-つ こ そ , . —— (去ろ :} 

ョァプ 御機嫌 は 如何て 御座り まする。 今朝のお 歩きが 過 

ぎ は 致し ませぬ か。  . 

ダ ビ デ い よく 殘り 無う えたと 見 ゆる。 午過ぎの い つ 

もの 痛み も 更に 無い。 

(間。) 

(ョ ァプ、 ダビ：. ァの方 に 步み 寄ろ。) 

ョ アブ お 心 は * —— お定め 御座りました か。 

(間。) 
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ダビデ (半ば 自らに) 定められた 自の 道を尙 歩まず ば、 

ダビデ は 世に も 法れ 者 ぢゃ。 

ョァプ (ダビデの 面,^ 膝視 し、 さて その 前に 跪 伏して) 

我？； 

so) 

ダビデ 立てい、 ョ アブ。 —— 一同 は參 つた か。 

ョァプ 殘り 無う 參り橥 ひ、 け ふ 暴君に 潰さる i 聖 匱の 御 

守護 を、 面々 エホバ のみ 名の 下に 刃 を 合せて 誓 ひました。 

今 は、 いづれ とも 談議の 上 大小のお 指圖も 仰ぎ 度く、 一 

同 を 伴ひ參 らうと 存じ ましたが、 今 多勢が お 門 近く 群れ 

まして は、 又 そ .i^ こ ちの 目に も 如何で 御座り まする。 今 

朝の 御氣 色と いひ 若しお 障り.，、 御座り ませず ば、 恐れ 乍 

ら 彼方の 茅屋まで. 1 と 時お 出 まし も 願 はる X かと、 お 

乘輿を 用意 致して 參 りました が、 III 

第 三 段 

(ミカ か鬮 盆に 洇囊と 杯と yj" 載乜 たろ, 持ちて 出づ 0) 

ミカ か 又い やな 風が 出て 參" ました。 ほんに 死海の 岸 は 

夜 は、 きまって 凰になる と 見えます る。 (ョ アブに 杯,^ 

取." しめ で) どうぞ、 —— 

ョァプ 之 は 恐れ入り まする。 

(ミカ ルは兩 人の 杯に 洒 yj- 注ぐ。) 


ョァプ (外. ^眺めつ、) 秋の 末に は 何 處の空 も 荒れます 

るが、 此處は 一 入 曠野より 死海に 渡る 風 並が、 —— 

ダビデ ョ アブ 11  (立ち上 リズ) エホバの 下に 安 かれい。 

ョァプ エホバの 下に 安う ゐ ませい。 

(兩人 杯，^ 乾す。) 

ダ ビ デ ミ カル、 劍を 持て い。 

ミ カル (解し 得すして) は、 —— 

ダビデ つい ョ アブの 家まで 行つ てす ぐ戾る 。劍を 持て い。 

のり も <^ 

ョ ァ プ 御機嫌.^ 秀れ て拜見 致します る ゆ ゑ、 お 乘輿を 用 

意 致し. ！- 

ミカ.^  (ダビデに 眼 yS- 注ャ」 ^ろ ま、) それて あなた は此 

の 風に， 川 向う へ なぞお 出 ましと 仰せて 御座ります か。 

ダビデ 間近い 所ぢ や。 夕餉 まてに は 屍って 參.， T う、 さあ、 

ミカ. i 思 ひも 寄り ませぬ ぞぇ、 ようお 成りと はいへ まだ 

お 熱氣も 少し 殘 つて、 今が 大切な 時て 御座り まする。 け 

さのお 散步で 過ぎ はせ ぬかと 案じて 居ります るに、 今 

から 夕方 吹き荒れる 川風 にお 當 りなされ て、 どの やうな 

さに なら、 つも 知れ ませぬ。 お出 まし はなり ませぬ ぞぇ。 

ダ ビ デ (稍 焦ら 立た しく) は て 、 —— 

ミカ.^  (語調, 變へ 歎願の 1^ にて) な あ、 け ふ は どうぞ 

やめて 下さり ませ。 また あすても 同じ ことで は 御 鹿り ま 
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せぬ か。 あの やうに 段々 風 も 荒び て參 ります る。 ぉ歸り 

に は 空 も 暗う、 —— な あ、 また あす 朝の 内の ことにな さ 

れて、 け ふ は どうぞ やめて 下さり ませ。 

ダビデ (稍强 く) あすの こと をい うて 居る 折. て はない。 

今 目；！ i の 用が あるの ぢゃ。 

(ミカ^ 思 はで 身,. 離し、 少時 ダビデの 面 見つめた 

ろ 後、 悄々 とし 左手の 帷,^ 排し、 中 L1 入ろ。) 

(間。) 

(ミカ か劍, .J- 兩手 にて 胸に 當ズ つ、 出で、 胺 vJ- 伏せた 

る ま、 ダビデに 近寄 リ、 その 腰：. L 劍,^ 帶 ばし む。) 

ミカ 少 (ダビ デの身 に 寄り添 ひたろ ま、、 その 面,^ 見上げ 

つ、) ダビデ 樣、 I— 

(ダビ デ 言 無くして ミカ かの 面,^ 見つ む。) 

ミカ か (心安から すな リ VO ああ、 お 痛い ので は 御座り 

ませぬ か。 な あ、 お痛みが 起った ので は 御座り ませぬ か。 

ダビ ヂ樣、 — 

ダビデ (ミカ シの肩 LL 手,.^ 置きて) も、 「痛み なぞ は 何に 

も 無い。 それに 身に 障る も 障らぬ も 橋 一 つ 渡る 僅の 道ぢ 

や。 夕餉の 仕度な と備 へて 快う 待って ゐて くれい。 

ミカが (ダビデの 胸に 倚リ、 眼 落して) 何やら 心 もと 

無、 つ 胸が 騷 いでな り ませぬ。 この やうな 時に お出し 申し 

て、 常ても 無い おから だの 上に、 ひょっと 途 でお 怪我て 


もな さり はせ ぬかと、 胸が 騷 いで 切 無う 御座り まする。 

ダビ デ 何 ぢゃ。 半時 足らずて 往っ て 戻れる 道の 中に、 昔 

譚の 地震 ひがして 又の 死海が 湧き出 もしまい、 おろかな 

こと を 案じまい ぞょ 0 

ミカ^  (ダビデの 胸 Li 面,^ 埋め ズ) ダビデ 樣、 1 . 

ダビデ (稍 強く) さあ、 いつもの そなたの やうに も 無 

い 。何とした のぢゃ 0  ( ョ アブ Li) ョ アブ、 參 らう。 

(ダビデ、 ョァプ の 歩み 出づ ろに、 ミカ ルも已 む 無き 

心に て 共に 從ひ、 一同 右手よ リ 去る。) 

第 四 段 

(長き 間。) 

(ミカ ャ 出で V 窓 側 走リ 寄リ、 手,^ 窓框 U つ きたろ 

ま、 ダビデ,. 見送 リゐ ろ。 ^ほ §3 らく は その 姿に て 遠 

く,^ 眺め ゐた ろが、 やがて 碎 かれる がごと く 俄 LL くづ 

*J~ れ、 面 fj- 伏せ て展 高く 泣く。) 

(長き 間。〕 

0 フハズ 右手よ リ 出で、 瞬時 扉 口に 立ち 止 リズ ミカ k 

の 姿 1^ 見守 リゐ ろ。) 

ラ 0 ス (ミカ かの 傍に 歩み寄 リ跪 きて) 姬 君樣、 11 姬 

I, —— 

(間。) 
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一 フハズ どうぞな されました かや、 姬 君樣。 —— 

ラハズ 殿様が 何ぞ 仰せな された のて は 御座り ませぬ か。 

11 此の 風に まあ 何てお 出 ましな された ので 御座ります 

る、 — な あ、 姬 君樣、 — 

s。) 

ミカ^  (！^*5-拭ひて立ち上リ、 ラ  <'ズの面^:^見すしvo 

もうよ い、 . —— 何ても 無い、 — 

(間。) 

ラハズ ほんに 姬君樣 、どうな された のて 御座り まする。 

何-て も 仰せな されて 下さり ませ。 —— もしゃ * 殿樣 は、 

—I 大君 樣に、 11 

ミカ〃 云 やん な。 

(間。) 

ラハズ な あ、 これ まてお 伴 申した わたくし-て は 御座り ま 

せぬ か、 今史ぉ 胸の 中 をお つ.^ み 下されて は、 お 怨みて 

泡 座ります る ぞぇ。 どこまでも、 どうしてな りと、 お 側 

仕への ラ 〈 ズで 御座り まする。 

(間。) 

ミカ か (再び椅臺"」坐し， ラ ハズの手，^>取リ て) ラハ 

ズ、 —— 

ラハズ (に ヒリ 寄 リズ) 姬君樣 11 


ミカ か (ラ ハズ の髮， ^撫で その 面に 見入りつ、) ほん 

に そち はいと しい 女ぢ や。 11 世 を 悲しみに 生れた ミカ 

V とめ  よそ 

ルゅ ゑ、 そちに まて 處 女の 歡びを 外に させ、 憂い ことば 

かり 見させた もの をよう 之 ま， てに 盡 して くれた。 この 身 

に は 知らな むだ 樂し いことの 數々 も、 その 身に はやが て 

豐に實 る やう 姉の こ \ ろて 祈る ぞゃ 0 

ラハズ 何 を 仰せな されます るぞ え。 —— 

ミカ^  (俄に 而,. 5- 上げて) あ、 * 誰ぞ 門の 戶 をた、 くや 

ラ では 無い か。 

(間。〕 

(風の 音 やう やう 荒び て 開え 始 む。) 

ラハズ 風の 音て 御座り ませう。 今ごろに 誰が くる 箬 も 御 

座り ませぬ。 (立ち上 リ 窓の 外に 面 出し、 忽ち 聲，^ 上げ 

て) あ、、 ほんに、 ヤコ ブが 馬-て 來て 居ります る。 —— 

(外に 呼びて) 今 開ける、 待って や。 (向 さ 反 リズ) 姬 

君樣、 た ごとで は 御座り ませぬ ぞぇ。 11 

ミカ.^ 早う 見て 來て たも、 早う、 —— 

(ラ ハズ 走リて 去ろ。〕 

第五 段 

(や V 長さ 間0〕 

(ラハ ズ、. タ ビデの 僕ャ コア,. 伴 ひて 走り出 づ。〕 
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ラ ハ ズ 大事て 御座り まする、 姬君樣 * 追手で 御座ります 

る。 ヤコ ブは H レゲデ から 參 りました。 —— もうあ そこ 

まて。 

ャ づ プ 徵 干と 無い 大兵が 押し かけ 參り まする。 私 は 間道 

より 馬 を 飛ばせて 參 りました が、 大君 樣 王子 樣の御 旗幟 

も 相 見えました。 

ミ 力 か 王子の 11 しかと 王子の 御 旗に 見 違 へ 無い かや。 

ャづプ 見 違へ は 御 Sj り ませぬ。 御 旗 は 諸 兵の 御先 頭に て、 

ミカ か (自らに) 諸 兵の 先頭に、 —— 兄 上が、. I 兄 上 

力  

ラハズ かう して ゐる 時で は 御座り ませぬ。 姬 君樣. 11 

ミカ ル (ャ づ プ -,1 向 ひ、 語調 靜 かなれ ど J.^ 明かに) そち 

はョ アブの 家まで^ を 飛ばせて、 殿樣は あそこに お出で 

なされる、 —— 此の 急 をお 知らせ 申して たも。 わが 身 は、 

. I す •  く濱 3- ひに 本街道へ 出て お 先き に 待ち 申す ゆ ゑ。 

. I 早う 行き や、 かまへ て遲れ まい ぞゃ。 

ヤコ プ 承 はりました。 (去ろ) 

(間。) 

(風の 昔い よい よ 激しくなる。) 

ラ ハズ それで —— 


もんじょ るる 

ミ 力 i ラハズ 、そち は 文書 類 を 取り 揃 へ て . 本街道て 殿 

樣 をお 先き 待ち 申して たも、 —I 

ラハズ (解 ifi すして) は、 —— 

ミカ か わが 身が 出て は 誰の 眼に も 立つ こと ぢゃ、 そち 1 

人 行って たも。 . I わが 身は殘 つて、 兄 上に もお 目に か 

かり 度い ことがある。 

(間。) 

ラハズ よも やわた くしに その やうな、 よも や ラハズ をお 

思 ひたが へて は 御座りますまい。 此の際に お 側 を 離れて、 

どこ へ 行けと 仰せ 下され まする ぞぇ。 

ミカ ャ なんにも 云 やん な。 今の ヤコ ブに 含めた 次第が 手 

ちが ひに なって はならぬ。 早う 行き や。 

(間。) 

ラハズ (や、 鋭く) お前 樣は 何てお 出 ましな され ませぬ 

ぞぇ。 

ミカ.^ はて、 わが 身 は 出られぬ. 又 兄 上に お 目に かんり 

度い ことがあ るの ぢゃ。 

ラハズ そして、 それから どうな されます る 0 

ミカ か え > -、 何のと ぐづ く、 —— ェ レゲデ から 廻る 追 

手の あしなら もうこん へ は 束の間， ぢゃ。 早う 行き や。 

ラハズ わたくし は 參られ ませぬ. ，ぃ まお 前樣 をお 殘し申 

して どこの SJ 先る こ、 ろ も 御座り ませぬ。 
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烈しく 慟哭す。) 

ミカ.^ あ 、ダビデ 樣、 —— ダビデ 樣、 —— 今 一 度お 目に 

か i り 度， 「御 鹿り ますろ、 なんにも 申し上げず 承 はり ま 

せいで、 た 一  と 目お 額が 見 度う 御座り まする。 —— ミ 

カル は *  11 只今 この 世 を 去ります る。 —— 父と 夫の 

の 間 をい つまても、 よるべな うさ まようて は • お 身の上 

にも わが 身に も、 詮ない 歎きが 重なるば かりで 御座り ま 

せう。 I— ほんに いっか はかう なること，^、 かねて 覺悟 

もして 御座り まする、 もうお 怨み もなん にも 御座り ませ 

ぬ。 天下 をお 統べな されろ お 胸の 中に、 一日ても 宿った 

此の 身 こそ、 何 ぼ 果報な 女ても 御座り まする。 あのお 胸 

に、 11 あ、 お 怨み-て 御座り まする ぞぇ、 ダビデ 樣. ^ 

月のお 誓 ひゆ ゑ ミカ ルは世 を 捨て、、 か へらぬ 流れに 身 

を 投げました もの、 あなた はま あむ ごたら しう お見捨て 

下されました。 たと へ 酷い 言葉 は 仰せ 無うても、 お 耳に 

さけ. ひ 

は 早 血腥ぃ 叫喚が 夜 も 日 も 聞え る 上 は、 ミ カル は 世に 寄 

るべ も 御座り ませぬ。 父上 も 兄 上 も、 . I あ、 い i  、ズ、 

い 、えもう お 怨み もなん にも 御座り ませぬ。 —— ほんに 

あ の お 手が 、 しろがねの k 「絃 をお 調べ な される あ の お 手 

ャ，1 みづ 

が、 やがて 天下の 山水 をお 調べな される 時が 來 ると は、 

存 ぜぬミ カルても 御瘦り ませぬ C その 時が、 — その 時 

が 今 こそ 来たの を， ミ カル もお 鹿び 申し上げ まする。 あ 


あ ダビデ 樣. 大君 樣、 —— なんにも 申し上げないで 今一 

た. ひ 

度、 死ぬ る 間際にお 顔が 見 度う 御座り まする。 たった 一 

と 目お 目に か X り 度う 御座り まする。 ダビデ 樣、 —— 

(たちまち 激しく 門戶 vJ- た、 く 音 聞 ゆ。 ミカ^ 愕然と 

して 面.^ 上げ 手 LLV る套衣 落して 少時 動かす にゐた 

ろが、 やがて 左手の 帷 vJ- 排し \ ^中 Li 入る。 引き 糠き 門 

戶.^ 叩く 音、 毀つ 昔、 「戶， ^叨 けい。」 「誰も 居らぬ か。」 

「庭へ まばって 見い。」 「窓から 入れい。」 ！ I なぞと 

罵 一 c-l^、 騷 然として 亂ろ、 中に、 たちまち 帷の內 よ リ 

ミカ かが 痛苦の 叫び 高く 長く ゆ。〕 

(骚擾 は 愈々 激しく、 つ ひ II 武具の 鏘 然と 鳴ろ 音 * 足音 

なぞ 入リ亂 れズ、 兵卒 等 右手の 扉 yj- 突き 開く 者、 窓，^ 

攀. ち 登る 者 次に 現れ、 口々 に 11 「誰も 居らね か 0」 

「港む で 居ろ の；^ や。」 「家ぐ ろみ 燒き拂 へ い。」 「誰.. - 

出て 來 ぬか。」 なぞと 罵りつ V* 尙 左手の 帷.^ 排し 踏み 

入らん として、 いづれ も 中な ろ 場 Sio-LL 打 たれた るが 如 

く聲, ^上げて たじる ぐ。 右手の 扉よ リア プネ. i 出 づ。) 

ァプネ か (1 同の 樣子^ 見て) 何事 ぢゃ。 (急 >r 、行きて 

左手の 帷，^ 開き 思 はす 驛.^ 上げて) 姬君、 11  (中に 

入ろ) 

(尙 ほ緣 きて 場に 入 リ來ろ 者 等 一 時に 聲，^ 欲む。) 

I 慕 — 
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第五 幕 

第一 場 

ギ^  ^5 ァ山々麓0 

床に 椐 野の 一 部と なリ、 正面 一 體ば虔 の斷面 にて その 

上 に ゆ； 僅かに 見 ゆ。 斷 面にば 灌木 繁み合 ひ、 左手 高所 

ょリ小 徑緩斜 yj- なし て 右に 降ろ。 崖の 上に は 樹木 無 

し。 前 1=^ ょリ 半月の 後。 昧曉。 ©1- は漸々 に 赤らみ 行け 

ど、 舞裘 l^s ひズ 壁の ごとくに^ え 立てろ 崖の 下 は、 

事物 凡て 際く 朧 かに 見 ゆ。 

第 一 段 

(ァ プネか 深く 傷つき、 アデ リ H  と 一隊の 兵卒 等と 

に 支へ られつ. * 右手よ リ 出づ。 ) 

ァプネ i  (*,^ 放た むと 藻 接き つ、〕 えい、 放せい、 捨 

て 置け い。 亂軍ぢ や。 屍骸な ぞは唷 にも 捨て  >-、 君の 御 

守護に 參ら ぬか。 

ァ デリ 煩 ふな、 君 は 王子が 御 一所 ぢゃ 。(强 ひて ァプ 

ネ^ 1^ 横た へしめ つ、) 再び 味方の 立ち直る まで、 此 

處に暫 らく 息 ふが よい。 傷 は 何程 も 深う 無 V そよ。 

ァプネ か は あ、 まだ 兩眼を 持ちながら 此の 亂 軍が 見えぬ 

のか、 行けい。 11 アブ ネルの 命 も旣に 裂かれた 。老 ぼれ 


の 最期 なぞに 關 うて、 空しう 刃 を 曇らす るな。 けい。 

(左手の 奥よ リ戰 呼の 聲 きこ ゆ。) 

ァ デリ H か 何ぢ や、 敵 か、 味方 か 0  — 

ァプネ か (强 ひて 起さ 上らん と 焦りつ、) 行けい、 アデ 

リエル、 —— 君が 危ぃ、 王の 劍が、 喑に碎 くる、 11 ァ 

デリ エル、 行けい、 所詮 敗れた 戰 ながら、 ともかくも 我 

君 を ダビデの 手に 捕へ さするな。 川 添 ひ を 退く だけ 退い 

て， ああ、 I . (仆 ろ) 

(戰 呼の 聲の 中に 「千代 ませい、 サウ^ 11 」 と 叫ぶ 

が SS ゆ。) 

アデ" H か 昧方ぢ や、 11 アブ ネル、 氣を たしかに せい、 

味方の 軍ぢ や。 (右手の 奧，^ 見入 リ劍， ^高く 上げて) 

千代 ませい、 サ ウル。 —— 

(戰呼 之れ LL 應 へ て 近く 聞 ゆ。) 

第二 段 

(左手より 一隊の 士卒,^ 率ゐ てョナ タン 走り出 づ。 白 

布 もて 左 眼,^ 覆ひゐ ろ。) 

ァプ ネ， ノ  (斷末 魔の 聲 狡 リズ) 千代 ませい、 サ ウル。 

11  of) 

ョナ タン あ、、 アブ ネル ぢ やな。 (走 寄りて) 氣 をた 

しかに 持てい、 アブ ネル、 アブ ネル、 I アブ ネル— 
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ァ デリ H.^ —— はや 蹄 切ました やうに 御 麼 ります る。 

ョナ タン (立ち上 リ四 逄，^ 頓み 我 君 は 何 處にぢ や。 

アデ か 王子と 御 一所て は 御座りまぬ か。 

ョナ タン お 身 達と 一所て は 無かった のか。 

ョナ タン 敵 も 味方 も 別ち 無う a を 亂す唁 の 内に いっか 御 

姿 を 失うた が、 必定お 身 達が 添 參らす ると ぢ やと 思うた。 

アデ シ 此方 はまた 王子が 御 一所とば かり 存じて 居り 

ました。 ， I 王子 はお 目 を、 —— 

ョナ タン 暗の 夜の 暗の 戰に眼 も いらぬ。 所詮 は 一時 もせ 

ず 刃の 底に 兩眼を 瞑る 我等 ぢゃ。 (ァ プネ か の 死屍に) 

老の 身ながら 先 a けた 暗の 旅路に、 心 淋しい 思 ひ はさせ 

ぬ、 - 

(左手の 奧 ょリ戰 呼の 聲 「千代 ませい、 ダビデ 11 」 

と 叫ぶ が 聞 ゆ。) 

一 將 敵勢が 近う 寄せ 參り まする。 

ョナ タン (半ば 自ら に。) 寄せ 来らせい、 寄せ 返させい、 

喑に碎 くる 王の 籾 も 夜 を 裂く 朝日 の^も、 今 は 一 つ の 渦 

卷 きに 4j 死の 基 を搖り 動かせい。 (一同 に 向 ひ) いづれ 

も覺悟 はよ いで > やらう、 暗の 接れ の何處 にか 我 君 を 尋ね 

出 だして、 命 を 御 屍骸の 衣と する まで 絕 望の 今一 と 太刀 

ぢゃ。 11  (劍 4- 上げ、 一同と 聲，^ 併 Ifl て) 千代 ませ 


い、 八千代 ませい、 サ ウル。 —— 

(一同 ョナ タンに 尊 かれて 左 LL 入ろ。) 

第 三 段 

(長 10) 

(舞蔓 漸々 l: 明るくな リ 、叫喚の 1^ 斷 して 聞 ゆ。 左手 

よ リア デリ H か。 ョァプ の 太刀 yj- 受け 退リっ var つ 0) 

ョァァ 所詮 無益な 劍を 捨て い 、 覺艰無 い 暗の 刃に 命 は 任 

ね 難い ぞょ。 

ァ デリ H か 刃に は 死 を 任ね て戰ふ 我等 ぢゃ、 犬 奴の 舌に 

暗の刃を嘗め^,3へ い。 

ョァプ 何と〕 —— 

(兩人 激しく 切り結び、 終に ァ デリ H か 胸，^ 突かれて 

仆ろ 0;} 

アデ" H.^ あ.、 *i I- 我 君、 -—— あ、、 —— 千代 ませい、 

サ ウル。 —— (息 絕ゅ) 

ョァプ 呼べい、 呼び立てい、 その 名 を 呼ぷは 早： g 骸の舌 

ばかり ぢ や 。喑に 沈む 屍骸 どもが 劍と舌 を わな \ かして、 

甲斐 無い 名 をば 呼び 立つ る わ、 ！ 

( 一 將 左手よ リ走リ 出 づ。) 

ー將 千代 ませい、 ダビデ 11 m アブ 殿 か。 

ョァプ 千代 ませい、 ダビデ -11 アデ リエ ルを此 處に仕 止 
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めた。 早 敵勢 も 多く は殘 るまい。 したが 暴君 は 何處に ^ 

むか、 まだ 捕 はれず 居る と 見 ゆるな。 

1 將 合阖の 太鼓 はま だ 聞えぬ、 所詮 逃れる 道 は 無い ゆ ゑ、 

いづれ 何 處ぞの 叢に 屍骸の 枯れ葉と なって 落ちて 居よ 

う * やがて 朝に なれば 尋ねる まで も Mi いこと ぢゃ。 

ョァプ やがて 朝に なれば 暗の 聲は あと 無う 消 ゆる、 今 1 

と 時の 爭ひぢ や。 

(左手の 奧 よ リ戰 呼の 聲 「イスラ H か 王 サウジ」 と 叫 

ぶが 閗 ゆ。) 

ョァプ また 屍骸が 呼び 立つ る。 一と 時の 露の 乾ぬ 間に、 

£^ 絕 望の 刃 を も ひらめかさ うとな 0( 友將 と共に 劍， ^上げ 

左手に 立ち入 リ つ、) は あ、 その 血煙 を 暗に 散らせい、 

やがて 来る 朝日の 影の 先 驩りぢ や。 (二人 去ろ〕 

第 四 段 

(間。) 

(-M の小徑 1 ^左手より ま 傷に 惱み 喘げろ ョナ タン、 ダ 

ビデ 方の 一 將と 切り結びつ、 現 はる。) 

ョナ タン (恰、 も劍 敵手の 腹に 刺しつ、) 今一 人、 晴の 

旅路の 伴 をせ い。 

(敬將 は <M!WVJ- 突かれ 苦悶の 聲 1 ^上げつ、、 小 徑ょリ 

韓び落 r, てな 艳ゅ。 ョナ タン も 敵手の 落つ S と共に、 


折ろ ろが ごとく 小 徑の上 LL 仆 ろ。〕 

ョナ タン (つく 匐び 呻きて、 諝末 魔の 息 絶え絶え L1) 父 

上. —— 父上、 —— 何處 にお 出て されます る、 11 父上、 

何處 に、 —— 

(i5 突に 左手の 奧ょリ 地 产ど搖 がす る r とき 大太鼓の 

聲、 おそる しく 職き 渡ろ。) 

ョナ タン (最後の 息 较リ て) あ、、 11 千代 ませい、 

サ ウル。 _!. (かく 叫びつ、 双手，^ 舉 ぐると 共に 重心 

失 ひ * 小 徑ょリ 頭， ^逆にし ズ轉 び； &ち、 死す) 

(同時に ァプネ かの 屍該、 旣 に 枯硬ぜ る 死 指 動かし 

つ 、幽明の 聲.^ 上げて 叫ぶ) 

ァプ ネルの 屍骸 千代 ませい、 サ ウル。 

(再び « 々たろ 大太鼓の 響き、 曉 天の 薄明 1^ 寸^し つ 

つ 轟 さ 渡ろ。 舞臺頓 明ろ くな ろ。 大 いなろ 歡呼 叫喚 

の聲 之れ L1 績きズ 聞 ゆ。〕 

叫喚の 萆 千代 ませい、 八千代 ませい、 ダビデ。 -—— 

— 幕 —— 

第二 揚 納 曲 

日出 前。 新 天 新地 金 光に 照り 輝く。 

舞臺 はた  >  宋全體 に、 なたら かなろ 傾斜 もて 奥に 高 

まリ 行く。 
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中央、 坂の 顶さ LL 近く ダビデ 劍,^ 突きて 立ち、 その 足 

下 左右に、 サゥ かの 死屍と ョナ タンの 死屍と 各裙 LL 

載ぜ黑 布.^ かけて 横た ふ。 

中央 ダビデの 前後.^ 除きて、 ョァプ 以下 將卒等 一 面に 

群が リ立ズ ろが、 今^の 上リ 行く と 同時に、 各々 手 L1 

せ ろ 劍戟又 旗幟な 高く 上げて 歎稱の 聲，^ 併せ。 

一同 千代 ませい、 八千代 ませい、 ダビデ。 11 

(間。〕 

きの 

ダビデ この やうに して 夜 は 明けた、 この やうに して 「昨 

.V  しんしゃ 5 

日」 は碎 け、 地に 袁く 纏うた 闇 ははら i けて • 新生の 日 

は イスラエル に 輝き 出づ る。 11 早 飛び散ら ふ 群 鳥の 翼 

に 初 風 は 喜び を薰ら せながら、 野に 落ちた 屍骸に も 我等 

が 勝利の 刃に も、 け ふの 日の出 を吿げ 渡る、 新生の 朝 は 

今 こそ 来たの ぢゃ。 この 日夜 我等 千々 の 心 を 1 つに け ふ 

の 日 を 待ち望む だが、 け ふの 日 も 亦 我等 を 待ち：^ びて、 

t ち  JJ. ね 

やがて 生るべき 新な 市 は 野に 山に 豐な 種子 を 實らせ 乍 

. ら、 我等の 手 をば 待ち望み 焦ら 立って ゐた、 時 は 来たの 

ぢゃ。 11 今 こそ 天地に 生誕の 歡びは 溢る X。 その 生ま 

るる は 神と 我等， 之 を 逢む だ 者 も 亦 神と 我等の 外に は 無 

い。 新な 天地 を榮 えさす る は 今生る X 我等の 務め ぢゃ。 

戰 ひに 揮 ふ 我等の 刃が 朝日の 征箭の 散る と 一 つに 暗の 刃 

ゃ丄ら y つ、 か  さち 

を 捕へ たなら、 平和 を 耕 ふ 我等の 手に も 白日の 晝の幸 こ 


そ、 溢れねば ならぬ。 まことに 「昨日」 の 宮殿 は 大きく、 

その 宮殿 を 築いた 「昨日」 の 王 は 尊 まるべ. < 、神の 子で あ 

つた。 その 宮殿 を壞 しその 神の 子を仆 した 我等 こそ、 更 

ある 0 

に大 いな 宮殿の 主、 更に 尊い 祌の 子と ならいて は、 この 

犧牲は 徒に 尊貴の 血 を 流し 我等 は 空しく 叛逆の 徒と もな 

ら、 つ。 11 兄弟た ちょ 心 を 併せい。 生れ 出づる この 光明 

を 各の 手に 集め、 今日 こそ 我等の 統ぷる 野の 上に、 天の 

榮ぇを 築き 立つ るが 我等の 務め ぢゃ、 今 生誕に 喜び 搖ら 

あのつ" いよ く^か 

る，^ この 天地 を 彌 榮 えさせ 彌 輝 かする は、 た 我等の 

手に こそ あるの ぢゃ 0 

しんしゃ-つ 

ョァプ その 我等の 新生 もた に 君の 御手に よって こそ 彌輝 

き榮 えます る。 君 は 御代 長く 御榮ぇ 高、 r- まし ませい。 こ 

の 朝、 久しく 暗の 夜の 嵐に 迷 ふ イスラエル も 始めて まこ 

との 王 を 仰ぎ- 輝き 出づ る 天地の 曉に歡 びの！^ を 併せ ま 

する。 我等の 上に * イスラエルの 上に、 —— 

1 同 千代 ませい、 八千代 ませい、 ダビデ。 11 

ダ ビ デ otf^ 高めて) 歡 びの K を 上げ い。 譽を 上げい、 

我 名に も、 お 身た ち 自らに も、 又 我等の 刃に 仆れ たきの 

ふの 敵に も。 —— 今 こそ 新生の 朝日 は 生る、。 我等の 築 

あし；！  ことほ 

く 我等の 榮ぇ を、 先づ この 朝 初日の 歡 びに 祝ぎ 始めい。 

.5 し； I  こ 

朝の. S の 黄金の 靡 を 我等 の 胸よりも 呼ば はり 通せい。 ゆ 

うべ は 野邊の 小川 を 苦しみの 紅に 染めた 敵と 味方の 血潮 
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も， けさ は歡 びの 濃い 酒と なって、 イスラエルの 全土 ま 

た 遠い 異敎 の國々 まて、 流れ 溢れねば ならぬ のぢ や。 聲 

を 上げ、 い、 歡 びの 聲を 上げい。 地の 面に 満卷 く歡び を， 

天の こだまに 應 へさせい。 —— 

(恰も 此の 時 ダビ デ の 背 LL 當リ て、 大 いなろ 日輪の 昇リ 

出づ。 將 卒等歡 喜の、、 、ス, ^極めて 凡て & ら叫號 す。) 

ダビデ (高く 劍,^ 上げて。) 

久遠の 神に 榮ぇ あれい。 

天に 抓に 光り あれい。 

天の 歡びを 地に 築く 我等の 手に 力 あれい。 

榮ぇ あれい。 —— 

一同 (歡 叫して) 榮ぇ あれい、 榮ぇ あれい、 榮ぇ あれい ー 

(® 々たる 歡 叫の 聲の 中に 幕ば 降リ、 燈火 破る、 ごと 

く 輝 さ 出づ ろと 同時に、 かれて 設らへ けろ gallery 

席の 「落ち 慕」 離れ 落ち、 白衣した る 男女 大衆 天井,^ 

めぐ リズ 立 VP 現れ、 次の 合唱，^ 敬 ひお づ 0〕 

(舞 臺の幕 は 合唱の 始まろ 顷旣 に閉； ^終ろ。) 

(合唱。： > 

ああ 曰 は 出で ぬ  ひがしの 空 も 

われらの 胸 も、 今ぞ やぶれて、 

歡 びの 日 は  揮き 出 づる。 


われらの 命  生れ 出て ぬる。 

ああ 出て ぬ。 

見よ、 日 は 出て ぬ。 歡 びうた へや。 

黄金の  嵐た けりて、 


をの  ける 

なげか へる 

B の 叫び 

あめつち は 


星の 燈は 落ち、 

月 もく だけて、 

よもに みちみち 

今よ みが へ る。 


ああ 出て ぬ。 

見よ 日 は 出で ぬ。 

たち.！，. b 

はらからよ、  いざ 手 力に 

光明の  幸 を ほが ひて、 

もろともに、 築き 立てな む， 

夜の 夢の  今ぞ 消えぬ る 

地の 上に、  曰の 住む 宮を。 

ああ 日 は 出て ぬ * ひがしの {1^ も 

われらの 胸 も、 今ぞ やぶれて、 

歡 びの 日 は  輝き 出 づる。 

われらの 命  生れ 出て ぬる。 

ああ 出で ぬ。 

見よ、 日 は 出で ぬ。 歡 びうた へや。 

(新 小說 火 正 六 年 十 1=0 
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濃. ^綠 色の 落ち 慕 yj* 垂ろ。 舞蹇 の奧 よりお ぼる かなる 

光 射し たれば、 覺束無 ふ」 綠光は If の 一 面 ひて あ 

リ。 下手よ リブ 口  口- グ の？！ "年 出づ、 西班牙の 力 ー パ 

の やうな ろ黑き ft 衣,^ まと ひ、 左手 LI 廣き緣 あろ 黑色 

の 帽子，^ 持ち、 お 手に は 象 .4- の 杖.^ つきた リ。 其の 面 

大理石の やうに. H けれど (脚燈 よわくし) 光リ, ^背 

にし たれば * 定かに は .SJ: 姿，^ も わき まへ がた し。 舞臺 

の中遗 LL 止まりて 人々 LL 面 ふ。 調子 は 踏ど强 弱の 變化 

無く、 一 定の 抑揚，^ 靜 なろ 語勢に て 繰り返す に 過ャ」 ざ 

れば、 たと へば 睡リ謠 の やうな 單 調の 惊 趣，^ 思に しむ 

べし 0 

ブ nnl グ 此の 幕の 後に は、 精 靈の國 の 薄明り が 漂って 

ゐる。 丁度 あの 偉き な 太陽が、 西方の 雲に 今 かくれた と 

ころ だと 云 ふやう に、 しめ やかな 金色の 光りに は、 もう 

碧い、 喑ぃ 夜の 吐息が 滲み こんで、 物 思 はし さう に 懐へ 

て ゐる。 それにしても あの 明るい 眞白 な晝 は、 いつ 消え 

て 行った の だら う、 海の 面 を 飛び交す 海鳥の 1 と 群が、 


自分 達の 翼の 赤く 染められ たのに 氣が 付く ころ は、 もう 

太陽が 波の 上に ゆらめいて は 居ない の だ。 忍びやかに 這 

ひよ つて 來た 夜の 足 あと は、 つや、 かな 樫の 紫 並に も 印 

つて ゐる けれど、 其の 枝に 萬 を 作った 梟の 色好みな 瞳に 

さへ、 あの 淫な 素足 は 映らずに ゐた。 捉へ 難い くれがた 

の 藩 明りよ、 晝と 夜との 境よ。 其處 では 凡ての ものが 傈 

へて ゐる、 形の ある 者 も 形の 無い 者 もみん な 深いし め や 

かな 歎息 を 吐いて ゐ るの だ。 石より 金に 積 重ねた 伽藍の 

尖塔 も 、千年 の 老い た 惠を 誇る 公孫 樹 の w も、 蒼，； II ぃ顿 

の處 女が 聖像の 前に 棒げ た 香の やうに 悲しげに 懐へ てゐ 

るの だ。 湖の 底の やうに 靜 かな 金色の 霞よ、 けれども ま 

た 小 やみな くゆらめ いて ゐる 銀い ろの 霞よ、 私 はい ま 

靈の國 の 薄明り の 前に、 一 重の 幕 を 隔て \ 立つ て はゐる 

が、 ひそ やかに 肌に 迫ろ 霞の 轔は、 たと へて いって 見れ 

ば 赤い 雄花の 花粉が、 執念深い 生の 感覺に 誘 はれて 赤い 

雌花の 蜜に まつ はって 行く やうに、 私の 血管に 言 ひやう 

の 無い 戰慄 を傳 へて ゐ るの だ。 それて 私の 口に は 言葉が 

溢れて 来た、 くれがたの 金の 光りに 輝いた 噴水の 銀盤 か 

ら、 虹い ろの 水が 溢れて 出る やうに、 私の 口から も 「日 

常 生活の 純い 言葉」 や 「科學 の 弱い 術語」 と は 丸で 違つ 

た 魔力の 言 紫が 溢れて 出る ゃラ だ、 詩の 言葉が 流れて 出 

るゃラ だ。 精 靈の國 の 薄明り も、 今 まて は 僅かな 織り糸 


グー tj  ni ブ 


681 


の 透 間を靦 つて、 臆病 さう に 這 ひ 込ん て來 たのが、 いつ 

い/ ni ひ  こ-いら 

のまに か 勢 をましても- 「此處 まで 溢れ 漂って 來 たやう 

だ。 靜 かにして 居なければ 聞えなかった 精靈 達の 聲も、 

丁度 あの 激しく 海の 荒れた 日に、 赤い 旗 を 翻して 歸 つて 

くる 漁夫 共の や、 つに、 段々 はっきり きこえて 來た。 やが 

て 此の 幕が 落ち さ へ すれば 其 の 奇麗な 子供達 の 顏も、 精 

靈の姿 を辨る 人々 の 瞳に は、 鮮に 映って 見える の だ。 今 

の 世に、 誰よりも 明かな たまし ひの 瞳 を もった 一人の 賢 

者が. かう いふ こと を敎 へて くれた。 「世に たまし ひ ほ 

ど 『美し さ』 を 求めて ゐるも の はない。 又 『美し さ』 は 何よ 

り もた まし ひ を 求めて 之に 結び付か うとして ゐ る。 それ 

が 此の 世 を 動か し て 行く 力 の もと ゐだ。 たまし ひ はた e 

『美し さ』 によって 顯れ もし 互の 道 を 通じ もす る。 なぜ 

ならば、 たまし ひとは 『美し さ』 より 外の もので は 無い 

からだ、 それ ゆ ゑた まし ひ は 詩よりも 外の 言葉 を 持って、 

は 居ない、 言 ひやう を換 へれば 眞實と は、 詩に 依らな けれ 

ば顯れ る ことの 無い ものな の だ。」 それ だから I!S 靈達は い 

ま 詩の 言葉 を 物語る。 « 實の國 に は 詩よりも 外に 言葉 は 

無い の だ、 昔 は精靈 達の 瘈む國 を 「詩の 島」 と 呼び 慣は 

した こと もあった、 けれども いま はもう 眞 實の國 と呼ぷ 

がよ い、 さもなければ 本 體の國 とで も呼ぷ がよ い。 —— 

人々 は 何より 夢 を 恐れて ゐる、 夢の 世の 蒼い 光りに、 


碧玉の 冕 だと 思った ものが、 晨の 太陽に 照らされ てつ 

い 路傍の 石 だと 知って から、 人 は 聲を擧 げて夢 を 呪 ひ は 

じめ た、 そしてい つか 命の 本體 のた まし ひさへ、 波の 噪 

,1 がば 

ぐ 心 の 上面に は 浮ん て來 ぬと いふば かりに、 夢 の 世の 蒼 

い 煙と 同じ様に、 逃 かくれ をされ る 事に なって しまつ 

た。 人々 はた まし ひ を 恐れ 始めた、 其の 眼 を 下に 落せば、 

此 世に ありと ある 流 轉の相 を 支へ て、 鼠色の 殼を かぶつ 

た 大地 「死」 が慄 へて ゐる、 仰げば 眞 暗な 「恐怖」 の 雲が 

異形 の 掌 を擴げ て 覆って ゐる。 愚な 入々 は 其 雲 の 上に こ 

そ、 永遠 の 太陽が 輝 い て 居る の を 知らな い の だ。 人間 の た 

まし ひ をた と へて いつ て 見れば 鏡の 樣な もの だ。 其 鏡が 

くもって さへ 居なければ、 あの 恐怖の 雲 を 透いて、 ひそ 

やかに 降りて くる 精靈の 薄明り も 映る であらう。 そして 

人 は、 朝の 光りに 照らされた 水晶の 甕の 樣に雜 くこと も 

出来る の だ。 寶玉 の 鏡 を 持 つ た 人 々 の 資さ よ。 數 多く の 

聖者 や 豫言者 や 詩人が その 人々 の 中に ゐた、 あろ 時は戀 

人達 もゐ た、 罪 囚もゐ た。 その 人々 の 心臓に は 生の 血が 

かぎわない いのち  かんむり 

脈を搏 つて、 無 量 壽の 光りが 金の 冕 をつ くって ゐる、 

その 人々 も 「死」 とい ふ 假の衣 を 着て はゐる けれど、 たま 

し ひ はもう 精靈 の國に S むで ゐ るの だ。 此の 地上て は 精 

靈の國 の 光り も、 おぼろげな 薄明り にし か あら はれる こ 

と は 無い。 丁度 くれがたの 捉へ 難たい 吐息の やうに、 意 
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識の涯 の ひそ やかな 池の 面に、 精靈の 蕾が 漂って ゐる、 

そして 日毎 夜毎 待ち 焦れる 望みに 傑へ 乍ら、 あの 銀色に 

1^ いた 風が、 花 勢 を 開きに くるの を まって ゐ るの だ。 精 

靈の使 は 露の 上 を 素足て ふんで 憐の燈 を さげ 乍ら 晝も夜 

も 人々 のた まし ひ を 呼んで ゐる。 たと へば 考へ 深い 老人 

づらひ 

が 長い 病の 後て、 いよいよ 死の 面 を 見出で た 夜更け や、 

心の 純ら かな女が はじめて 熱い 接吻 を 受けた 朝 なぞに、 

精 靈の聲 は、 森屮の 小鳥が 囀り 合した よりも 鋭く、 池の 

面に 反響して きこえる の だ、 それ だのに 臆病な 人々 は、 

假の 象の 「死」 に 心 を 窓 はれて、 額に 汗 を 流し 乍ら せ は 

し 無い 恐怖の 道 を 歩いて ゐる。 

(突如お ほどかな ろ 鐘の音 ひ >  く。) 

ブ： 111， ダ あ \ 。鐘が 鳴った。 心の 海 を 千尋の 底から ゆ 

さぷ らして. 眞珠の 床に 眠った 魂 を、 呼び 醒 まさう とす 

る 響き やう だ。 昔から 東洋の 精舍 では、 あの 鐘 をつ いて 

時の しらせに かへ てゐ た、 そして は 瞑り かける たまし ひ 

の^を、 見開かせ ようとし たもの だ。 此 頃て はた 太陽 

の 光りに 見え 無 いば かりて 精靈 とい ふ 言葉 にさへ 疑 深い 

眼 を 光らす やうに なった。 昔 は 野の 面に 出て、 太陽の 東 

の {Ti! に 登る の を 待ち望む やうに、 神の 國が 天から降りて 

來 るの を 待ち望む だ 人々 もゐ た、 けれども 精 靈の國 は そ 

ん なに 遠く か ら 降り てく る 想像の 雲て は 無かった の だ。 


い ふ 迄 も 無く 汗ば ん だ 夜 の 墓の 幻 なぞて は 無い。 それ は 

人々 の 心の 裏に 眠って ゐる實 在と いふ 者な の だ。 心 は 又 

ありと ある 流轉の 相に 根 を 張って ゐ るので、 谷川 の^に 

^いた 鈴蘭の 根 を 掘っても 、精靈 の 鋤 を 借り さ へ すれば、 

湧いて 出る 泉に 心の 姿 は 映る てあらう。 日常の 表面の 生 

す まひ 

活に は精靈 の む 第 宅 は 無 い、 太陽の 光りて 乾 いたり 濕 

つたり する 大地 は、 四角く 掘って 人の 骨 を 埋める ところ 

お ** へ  十 ** ひ 

だ。 精靈 よ、 私 はこの 地上て 爾が捷 む 三つの 第 宅 を 知つ 

てゐ る。 それ は 沈默と 詩と 音樂 だ。 けれども 今 こ、 に 立 

つ 私の 考 へて は、 その内の 二つ を 門 だと 思った 聖者の や 

うに、 「詩よりも 外に 眞實の 接む 處は 無い」 と いった 方が 

い.^ かも 知れない。 ほんと にあのお どろお どろした 靑銅 

の は  、 、 、 、 

の 呻き 聲が、 霞の 底から 湧き上って、 くれがたの 傷まし 

い 薄明り にに じんて 行く の を 眺めて ゐれ ば、 たと へ考へ 

深い 白髯の 老僧て 無 い まても、 流轉 のこの 世 を 超え て 彼 

岸の 光明 を 思 ふで あらう。 

(再び 鐘の音 ひ 1- く。) 

プ c:  ロー ダ また 鐘が 鳴った。 あの 罄 はもう 精 靈の國 から 

ひ 1- いてく るの だ。 昔 この 國 のなら ひであった 緋滅 とい 

ふ 赤い 鎧 を 着た 若者 や、 振袖と いふ 華 かな 衣 を 着た 娘た 

ちが、 白い 花の香り の やうな 「死」 の 光に つ、 まれて、 

まぼろし  うつしよ 

人々 の 幻影に あら はれようと いふの だ。 鐘の音 は 現世の 
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人々 に 「死」 の 海の 彼 314 を 思 はせ る聲 ともなれば、 その 

うつしよ 

蒼白い 波 を 超えて 現世に 浮ば、 f とする 精靈達 の 知らせに 

もなる の だ。 いって 見れば 「死」 の聲 だ。 

a 千&ぴ 鐘の 昔 ひ >  く。) 

ブ nnl グ お k 。三度 目の 鐘 だな。 私 はつい 忘れて ゐ 

た、 あの 鐘が 四つと はならぬ 內に、 私 はこの 象牙の 杖 を 

ついて、 行くべき ところへ 行かねば ならない の だ。 今日 

はしみ じみと 精靈の 薄明 を 身に 浴び たので、 知ら ぬ內 に 

言葉が 多くな つた。 あの 奇麗な 顏 をした 子供達が、 どの 

やうに もどかし がって ゐる かも 知れ 無い、 それて はもう 

これて おさらば だ。 —— 

(静 に 杖，^ つきて 上手！， L 入る。 其の 姿見え すなろ と 全 

く SIS- に、 4 が 四の 鐘鳴リ 出で、 落ち^|,^落す0) 

(舞^^s!^ははじめ蒼l=き夜の光漂ひ、 朦朧と して 事物の 

所在.^ も辨へ 難き ほどな ろが、 鐘の音の 微 に はかなく 

消えて ゆく につれ、 次笫 に 叨ろ みつ、 漸々 さだかに や 

がズ惊 あら はし 來 る。) 

(新聞 不明) 
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• 人の 死 (二  5 

民の 爲に 一 人の 死す る はよ きこと な， 


力 バヤ 


入 物 

ィ H ス 

ぺ テ P 

ヨハネ 

ヤコ ブ 

イス カリオ テ のュダ 

方伯ビ ラ ト 

マ リ ァ 

マルタ 

ピラトの 妻に 仕へ たろ 侍女 二人 

羅馬 人數人 

ィ エルサレムの 長老 二人 

祭司の 下吏 

方 伯の 廳に從 ける. 下吏 二人 

守衛の 兵卒 數人 


第 


第一 幕 三十 二 年 十月 中旬 

第二 幕 三十 三年 四月 初旬 

一 幕 


ベタ 二 ァ なる シ モ ン の 家。 舞 S 奧 左の 隅 によ ^ て 戸口 

, ^仕切 リ、 之 に つ》 けろ 正面の 壁に 大 いなろ 窓 二つ、 

右手の 壁の 前の 方 L- ば 扉 あ リズ 內 Li?g ふ。 秋の 日 一!^ ろ 

\  LL 近く 、戸口 も 窓 も 開きた ろ ま 、 LL あれば、 お ぼつ か 

なき 夕陽の、 夜の 吐息 LL まじりた るが 11 ひて あり。 外 

而には 掀欖、 無 花 ST  柳の 樹の繁 み.^ こえて、 とほ 

く ネ^の 山、 死海の 面、 夢の やうに かすみて la- ゆ。 戶 

口の 外 左の 方 LL ょリ v^、 枝 もた わ、 に. |3； れろ無 花 * の 

樹の 一 は しあら はれ、 正面ば 樹々 の 葉の 遮る も 無くて、 

直ち に ケデ n ンの谷 に 下ろべき 坂路 通じた リ。 一つと 

して 装飾，^ 無き 簡粗 なろ ユダヤの K 家に て、 中央 縱に 

大 いなろ 食卓 ぁリ、 兩侧 に 沿うて：^ 背 無き 長椅子 fi- 据 

ゑ、 窓侧 に は 二つ 三つの 椅子 f ^置く。 情景に は 限り無 

き 静寂と 哀傷の 氣漲リ 溢ろ。 

マリア 一人 戶 口に 坐し、 とほき 谷の かなたに 見 はろ 

けて あり。 や、 長き 静寂。 右手の 扉,^ あけて マシタ 

入 リ來る 0 
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マ.^ タ まだ ラビ はお 見えに ならない の？ (戸口の 方に 步 

みよ リズ) 何だか 急に 寒くな つたの ねえ、 風 はすつ かり 

やん てし まった けれど —— 0 

マリア (顧みす し 静かに) ほんと にどうな すった ので 

せう。 もう 蟲が あんなに なく 時分 だのに —— 0 

マ. k タ 大 變ぉ遲 いのね え * あのべ テパゲ の 人 は、 夜に な 

ら ない 内お 見えになる やうな 話 をして ゐ たけれ ど、 また 

イエ ルサ レムで とめられて もい らっしゃ るの ぢゃ 無い 

かしら 0 

マリア n 卞く お見えになれ ばい X のに、 今日は 先刻から 妙 

な 動悸が して * 悲しい 心 持で 胸 も 重くな つて ゐ るの だか 

ら。 11 だけどもう あんなに、 谷の 踪櫚 の樹が 煙の やう 

にかす むで 行つ てよ。 

マ.^ タ お まもして ゐ ると 一と 時で もどん なに か 長く 思へ 

る の ねえ。 此の 前 はま だ 百合が 咲 い てゐる 時分 だ つ たか 

ら、 それでももう 四月ば かりよ * ラビ はお 變り になった 

かしら。 (ふと 心付けろ がごと く) すっかり 忘れて ゐた、 

無花果 を 取って 置かなければ ならない のに。 

(お 手の 戶 口より 家の. sll 入ろ。 静寂。 しばらくして 

手に大きなる銀盤^^^もちて出て來ろ。) 

マ.^ タ (ほ、 ゑみ 乍ら) ほんと に まあ、 今まで ちっとも 

氣 力付かずに ゐ たのね え —— 。 


(その At 外 出で 無花果の， K.^ つみ 銀盤に-,? <:"。 

この間 マリア は 身 1^ 動かす： とむな く 同じ 姿に て 遠き 

山河，^ 眺めて あり。) 

マ肛タ (尙 ほ果 ^摘み取りつ、) 外へ 出る とそれ は 寒 

いの、 もう 露が 降りて 來 たのて、 みんな 冷い 銀色の 薄皮 

がか、 つて 居る のよ。 二三 日 取らなかったら 大概 はじけ 

てし まって II 去年 も あんなに 仰った の だから、 きっと 

およろこびになる-て せうよ。 それでももう おしま ひの 時 

分 だし、 丁度い &驗 梅だった。 

マリア (おどる きの 聲にて は 無く 輕く) あ * —— 

マ.^ タ (旣に 銀盤，.^ 滿 たして) どうしたの？ 

あだり Ifc  とこ 

マリア 谷の 底で 急に 燈が點 つたの、 あんな 處に 火が つか 

「と は 思 はな かったんです もの。 

マ 5- タ ザ カリアの 家よ。 谷の 底て 丁度 橄攪の 林の 中 だか 

ら、 早く 日が 晴く なる のでせ う。 

マリア 何ても 無い ことに こんな 氣づ かひな 動 棒が して * 

乳の ささまで 熱ても ある やうに ほてって くる。 —— 

マ.^ タ (銀盤ん」 床に 置き 戶ロ  LL もたれ 立ちて) どうした 

の？ ラビ もお 出て になる つてい ふのに —— 。中へ 這 入 

つてい らっしゃ いな。 少し 顔色 も惡 いや、 つ だし、 何だか 

急に 寒くな つたから。 

(や、 長き 間 0) 
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マリア ほんと は、 先刻 あのべ テ バゲの 人に 今日お 出での 

こと をき いてから、 こんな 心 持が して 来たの、 姉 樣が無 

花果を 取って いらっしゃ るの を 見ながら でも、 さう いふ 

く だもの 

架 實が日 を 浴び て、 段々 熟れて 行く の を 思って ゐ ると、 

私の 胸 も、 かなし さに 重くな つて 行く やうな 氣 がす るん 

です もの。 

マ クタ なぜ そんな こと をい ふの？ 夏の 中から あれほど 

もお まちして ゐ たのに。 

マリア それでも 今度お 出ての 時 は、 きっと あの 恐ろしい 

ことがある やうな 氣 がして、 あんなに おまちして はゐな 

がら、 やつば りお 見えに ならなければ い X と 思ったり、 

いろいろ 考 へて は 一 人で 泣いて ゐ ましたの。 それが 急に 

今 曰の 知らせで、 何だか 重い 石が 胸へ でもぶ つかった や 

、つに、 いよいよの 時が 來た のかと 思って —— 

マ^タ 何な の、 その 恐し いこと つて？ 

マリア この 前の 時 あんなに 云って いらし つた ぢゃ ありま 

せんか、 人の子が 祭司の 長に 付され て、 十字架に 釘ら れ 

るの も 近づいて 來 たって、 —— 

マ.^ タ あれ は 何 かの 譬喩て せうよ。 ラビ はいっても 譬喩 

でお 話になる の だから。 

マリア 私 も はじめは 譬喻 かと 思って 居た けれど. 段々 さ 

うで 無い やうな 氣 がして 來 たの。 あの 小 河の 音に まじつ 


て、 始終 聞え てゐる ラビのお 聲の 中ても、 このごろ は、 

丁度 日 ま し に 寒くな つて 行く 風が 肌へ 泌 みて 来る やう 

に、 あの 時の かなしい お 言葉ば かりき こえて 來 るん-てす 

もの。 (間) いっか 此處て 天國の 幸福 をお 話しに なった 

の は、 丁度 四月の 末だった けれど、 霞と 陽炎に ゆられて 

ぼんやりした 銀色に ヨルダンの 流れて 行く の や、 水に 浮 

むだ 影の やうな ネボの 山 を 眺めな が；；， ク 草の 上 ゃ樹の 蔭に 

坐った 人達が、 みんな、 小鳥の 聲と ラビのお 聲とを 一所 

にきいて、 醉っ たやう になって ゐた ことがあ つたで せ 

う。 ラビ も蹿 くやう に 晴れ やかな ぉ顏 をな すって、 心の 

貧しい 者 や 哀しむ 者の 幸福 を敎 へて いらし つた けれど、 

何だかもう あんな 時 は 一 一 度と 歸っ て來な い やう に 思へ る 

ん です もの 0 

マ^タ ほんと にあの 曰 は 山中の 花が 一 どきに 疾 いたや 5 

な朗 かな 日て、 誰 一 人 ラビ を 神様の 御子 だと 思 はない も 

のはなかった のね え。 .|( 間) あなたが そんな こと を 

いふので， 私まで 何だか 悲しい 氣持 になって しまった。 

マリア (マ クタの 裾-」 すが リ かなしみに 1^ へたる ^にて) 

姉 樣！ 

マ^タ もう 山の 向う に 薄い 星が 見えて 來 てよ 。(マリア 

, ^見て) あなた は 泣いて ゐ るの？ 
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マ リア どうしても かなし い 心 持が す るんで す もの 0( 仰ぶ J 

て 見出で) ほんと に 11 まあつ めた さうな 星ね。 

(間) アンチ オケに ゐた 時分、 眠られ 無 い 晩が 幾晚も つ 

づ くと、 胸が ほて つ て どうす る こと も 出来な くなる の 

で、 いつでも 真珠の 襟 飾 を その ま、 乳に おしつけて ゐた 

けれど、 今夜の 星 は、 何だか そんな 小さい 寶 石の やうに 

つめたく 光って ゐる、 それに 私の 胸 も 丁度 あの 時分の 晚 

の ゃラに ほてって、 —— 乳の 先で も 脈 を 打つ てゐ るの よ。 

so に ti かに 感情の 溢ろ、 調) ほんと に アンチ オケに 

ゐた 間の、 バ ル サムで 薰 らした 恐ろしい 牀 のこと を 思 ふ 

と — 

マ.^ タ マリア！ 

マリア 0W ほ 感激の 調 *^ つ  > けて) ラビ はどうな すった 

のか しら， この 肌の 下まで、 くされた 膏の やうに しみ 通 

つて ゐる耻 も 汚れ も、 みんな ラビが 潔め て 下さ るんだ け 

れど、 (ふと 何事 か 恐ろしき： と： i 思 ひ當れ ろが 如く) 

もし か、 もし か イエ ルサ レムへ いらし つて、 恐ろしい こ 

とに お あ ひに なった のぢゃ 無い かしら ——- 0 

マ^タ でも ラビ はいつ でも 神樣 のお 使に 守られて いらつ 

しゃる の だし、 御.： ：！： 分 は 人ても 蘇生ら す 力が おありに 

な るんだ もの、 祭司の 人達 だって どうす る こと も 出來ゃ 

しないで せうよ。 


(マリア 立ち上 リ 外に 出で 行かん とす。) 

マ.^ タ (上 リ來る 人影，^ 見出した ろが 如く) 誰か 上って 

來る —— (マリア 立ち 止る) 兄樣 かしら。 

(間。) 

マ〃 タ ヤコ ブょ 0 どうしたんで せう、 一人で。 

so ャ コ プ 上リ來 る。) 

ャづア 安 かれ！ 

マ^タ 安 かれ。 ラビ は？ 

十づプ (尙ほ 多く 漁夫の 語調 保ち て) ぢ つきい ま 上つ 

みつ ぎと り 

て 見えよう わ。 つい 麓まで 來か X ると • 税吏の ナ アマン 

がィ エルサレムから 追うて 來 たのよ、 先 前の 数へ を も 一 

度 聞かして 欲しい とい ふの-て、 あんまり 手間の 取れぬ 先、 

ともかく わし をよ こされた の ぢゃ。 (屮に 入 リズ マ〃 タ 

の 進む ろ 椅子, „ ^取り) べテ バゲの 男に も 日の ある 内と こ 

とづけ て 置き はした が、 さう はい はなんだ かの？ 

さ？ 

マ^タ 其のお ことづけだった ので、 先刻から どんなに か 

お待ちして 居りました。 

ヤコ プ ラビ もさう あらう と 言 はれて ゐ たの \T や、 それで 

もま あ 二人とも 變 りが 無うて よかった。 兄 御 はどうな さ 

れ たかい？ 

マ.^ タ ほんと に 折の 惡ぃ ことでした。 あの 時から もう 四 

月に もなります けれど、 毎日 大方 は 部屋に と ぢ こもつ 
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て、 ろくに 物 も 言 はないて 居りました のに、 急に 今朝、 

天國が 近づ いたから 傳 へて 来なければ ならない とか 言つ 

て 麓 へ 降り て 行き ましたの。 ベ テパ ゲ の 人が くる 二 た 時 

ばかり まへ でした。 それ ま で も 時々 は 思 ひ 出した やう 

に、 神樣が この 世と あの世の 秘密 をお 示しになる 夕方が 

近づいた の、 どう しても 一度 麓へ 降り て歡び の 曉が 近づ 

い た 、 J と を 知らせる のと、 わけの 分らない こと を 云って 

は 居ました けれど、 急に 今日 出て 行かう と は 誰も 思って 

居りませんでした。 でももう あんな 風て すから 止めた つ 

て 何にも 聞き はしません し、 今日お 出ての こと も 知らな 

かった のて、 二人とも 默っ て 居りました。 まあ それても、 

先刻へ ブ a ンの 方から 来た 旅の 人が 寄って、 來る途 て 兄 

を 見た 話 をして 行き ましたの。 

ャづプ どの や、 つな こと をい うて 居た かい、 兄 御 は 何 をな 

されて ゐ たの ぢ や。 

マ^タ 何ても 死んで 蘇生ら された シモ ン だとい ふの て、 

村 中の 人達が 多勢^つ て來 るので すって。 その 中 を眞蒼 

な顏を し 乍ら 、 それ は 鋭い -—— 誰ても 恐がらずに 居ら れ 

無い やうな で、 天國は 近づいて 來た、 キリストが 地上 

を步 いて お出でに なると 呼んで ゐ ました さう です の。 も 

うやが て歸 るで せう と は 思 ひます けれど、 折角 初めての 

晚餐 にお そくなら なければ い-と 案じて 居ります。 


ヤコ プ キリストよ、 限り無う ぉ榮 えなされ ませい！ ほ 

んに 天國は 近づいた、 よみが へった 死人 さへ 命の しらせ 

を敎 へ て 歩かう とい ふの ぢゃ， 兄 御も大 けな 幸 を 受けら 

れ よう わ。 此の ごろ はわし の やうな もの.^ 眼に も、 水 や 

木の 色の 中に 正 眞神樣 の 息の 震へ るの が 見えて、 何 か 知 

らぬ夕 やけ 雲の やうに 近づ いて 來る のが 知れて 來た わ。 

ラビが 榮ぇ をお 受けな される 天國 も、 段々 迫つ て來 たや 

うぢ や。 

マ.^ タ だけど もィ H ルサ レムで は、 學者ゃ パリ サイの 人 

達が ラビのお 命 をた くらんで ゐ ると いふの はほんと です 

の？ 

ヤコ プ そんな ことがある にしても 案じる に は 及ばぬ、 新 

しい キリストの Th 國が、 心の 11 つ た 者 や 富んだ 者 の 軻を 

折って、 貧しい 者ても 惠みを 受ける 時が ぢ つき 來 るの ぢ 

や。 學者ゃ パリ サイの 人達 はそんな こと を 信じ 度う も 無 

いの-て、 自分 達 を 惡く言 はれる 口惜し さに 何かと うるさ 

う 言 ひが 么 つ て來 るの よ。 今日 も いつも の廊を 歩き 乍 

ら、 天國 のさ を 葡萄畑の 譬喩て 敎 へて お出でる と、 パリ 

サイの 弟子が へ 口 デの 役人 なぞと 一所に 來て、 ラビの こ 

と を 偽ら ぬ 師ぢ や の 、 誰に も 偏らぬ 眞 理て祌 の 道を敎 へ 

る もの ぢ やのと、 何 やか や 言うた 揚句、 貢 を カイゼルに 

納める の はよ いか 惡 いかと 尋ね 出す のぢ や。 
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、 、 

マ.^ タ ラビ はどう 仰い ましたの？ 

ャ ゴ プ はじめに 貢の 錢を 見せよ とい はれた ので、 へロデ 

の 役人が デナ リを 出した。 すると 「その 像と 號とは 誰か。」 

と 問 はれた のぢ や、 二人して 「カイゼル ぢ や。」 とい ふ 

と、 つい 「カイゼルの 者 は カイゼルに 納め、 祌の物 は 神 

に 納める がよ い。」 と 言 はれた のて、 それだけ になって し 

まう た。 パリ サイの 奴等 も 言 ひが X るって が 無うな つ 

て、 顏を 見合せ 乍ら 引き 退って 行きよ つたわ。 此の頃の 

ラビの お 群 はわし 等で も 恐し、 つ 思 ふ 時が ある。 今日 も 丁 

度歸 りが けに ぺテ n が 殿宇の 美し さを證 めて いふと、 「お 

前 達 はこの 大きな 殿宇ば かり を 見て ゐる けれど、 やがて 

時が 來れ ば、 この 殿宇の 石の 1 つ さへ 把され ずに は 遺ら 

ぬの だ、 その 時 nl は 晦く月 も 光が 無い や、 つに なっても ろ 

もろの 星が 落ちる 中 を、 人の子 は 限り無い 擠 成と 榮光を 

受け 乍ら、 雲の 間に 現れよう。」 とい はれた 時、 わし はどう 

とい ふ わけもなく 總.％ が傈 へて しまうた。 

マリア (定まらざる 思 ひ. y5- ものい ふ 如く 空に〕 ラビ I 

マ^タ それ は 何の 譬喩な のでせ、 つ？ 

ャづプ それ はわし にも 分らぬ、 そして は 燥り 返して 來年 

ナぎニ しつい y ひ  、 、 、  わ；. 1  つけ 

の 薪渝 越 節の ru に、 人の子 は 祭司に 付され て 十字架に 釘 

られ ようと 言 はれる のぢ や。 昨日 もべ テ ti が 此の 譬喩 を 

解いて 下されい とお 願 ひした のよ。 するとし ばらく は 返 


事 もな されずに 悲しい 顏 をして おいてた が、 やがて、 「新 

しい 芽 を 殖やす に は、 日の 光り を 種子まで 吸うて？！" した 

實が、 地に 落ちて 行く こと を 知って ゐ よう、 天 國の命 を 

よろ づの 人に 傳 へる にも、 父の 光りで 熟した 人の子の 血 

が、 十字架の 上に 流されねば ならぬ。」 と言うての ぢゃ。 

何故 また 新しい 天國の 望みが、 方々 にあら はれて 來る今 

になって、 ラビが 此の やうな こと をい はれる のか 誰に も 

分らぬ のよ。 

マ^タ だけど も、 ほんと に その 十字架が 譬喩で は 無 い の 

ぢゃ 無い かしら。 

ャづプ 譬喩で 無い ことがある もの かい。 此 問の 兄 御の 蘇 

生から また ガリ ラャ に歸 つて 行った が、 途々 サ マリアの 

異邦人 ま-て ラビ を キリスト ぢ やと 信じる やうに なつ て 來 

た わ。 わし はま あ 一人の 考 へて、 その 渝越 節の 日に、 何 

か 恐ろしい 天からの 榮 でも あら はれる ことかと 思うて ゐ 

るの ぢ や。 

(此間 マリア はものい はすう つ 、 無き 姿- 1L て 立 ちて あ 

リ しが、 LL はかに 抑へ 難き 心の 溢る 、にあ ひしが ごと 

くひと リ 出で 行く。) 

マ〃 タ マリア！ 

(間。)  . 

ャづプ どうしたの ぢゃ？ 
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マ.^ タ いつでも あんなで すの。 今日は また さっきから、 

先の 時 仰つ た ラ ビ の お 言葉 を氣に し 出し て 、恐ろしい こ 

とが 近くな つたの かも 知れ 無い つて 泣いて ばかり ゐ るん 

です もの。  、 

ヤコ プ (に 5:1 か LL 外の 人影に 心付ける がごと く) ラビ ぢ 

や！ 

、 、 

マ^タ ラビ！ 

(二人と 1^ に 出で 行かん とするとき、. -T  H ス， ヨハネ、 

ペチ n、  rl ダ、 マ "ァ 入リ來 ろ。〕 

ィ M ス 安 かれ、 マ ルタ よ！ 

マ^タ 安 かれ、 ラビ！ (問) ほんと に 久しく お出でが 

御座いませんで したので、 毎日お 案じ 申して 居りました。 

ハイ エスよ リ 初め ズー 同 食卓に 沿 へ ろ 椅子に 腰 かおろ 

す 0 べテ。 とョハ ネと， ー H ス の 左右 侍し、 ャ づ プと 

rl ダと 之れ に 對 ふ。 マリア は イエスの 脚下に 坐リ、 マ 

^タ はや、 離れた ろ ま、 立ちても リ。 夕喑 はやう やう 

濃くな リ まさ リズ、 人々 のお もて.^ も辨ち 難き ほどな 

リ) 

ャづプ ラビ！ シ乇ン が 天國の 幸を傳 へに、 麓へ 降りて 

行きました さうな ぢゃ 0 

マ〃 タ 兄 も 昨日まで は 大方 部屋に とぢ こもつ て 居り まし 


たのに、 今朝に なって 急に 出て 參 つたので 御座います。 

(心付けろ がごと く) まあ こんなに 暗くな つてし まひ ま 

した。 燈を もって 參り ませう。 (お 手の 扉よ リ內に 入る〕 

ャ TT フ ヘプ tl ン から 來た 旅人と か の 話で、 シ モ ン が途々 

, 、 わかし 

ラビの 證ゃ 天國の 近づいた こと なぞ を 多勢の 人に 聞かし 

てゐ たとい ひます るの ぢゃ。 天 國の夜 あけに は、 死人の 

唇に 命の 難が 溢れる と 聞いて ゐ たの も此 事て 御座り ま せ 

う ぞい。 ほんに もう 新しい 王國の 芽ば え は、 丁度 春の 若 

芽が 枯 革の 中に 色づ いてで，. -來る やうに、 其處 にも 此處 

にも 見えて 來 たと 今 も はなして 居ります るの ぢ や。 

イエス 神の 國は 此處に 見よ 彼處に 見よ とい ふやう にあら 

はれて 來る もので は 無い、 祌の國 はお 前 達の 心の 衷 にあ 

るの だ。 

(マ タ 三脚に 火皿,^ 支へ たろ 燈^、 ，..-ぇ-{,1 ろ ま、 に 

持ち 來て 卓子の 中央に 置く 0 おぼつかな けれど，， J 暖き 

たと t 

光 リ充ち 溢れて、 外面な ろ 無 花 架の 枝.^ てら 乜リ。 ) 

(間。) 

ぺテ n  (ュダ と 二人 此の 成の 年長に て、 El^ も 多く 粗 なる 

漁夫の ISiE 調.^ 保て リ) 先 前の 臂喩を も 一 度お 話し 下され 

ませい。 わし は あの やうな 話 をき くと • 何とも わけが 分 

ら ずに 悲しうな つてな り ませぬ の ぢゃ。 

ィ エス (その 猓靜 かに かなし けれど 力、、 1 ^リズ) も、 「今 
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は譬 IS て 話 して ゐ るので は 無い。 

丁度 此 の 山に も 街に も 吹く 風が、 やがて 来る 冬 を 知ら 

せて ゐる やうに、 入の 子 も、 やがて 來る 死の こと を 明ら さ 

まに 話して ゐ るの だ。 お前 達 の 眼に も 明け の 星が 東 の 空 

に いて 見えれば， 程なく 夜明けの 來る のが 知れる であ 

らう、 人の子の たまし ひに も 無量 壽 の 夜明けが 近づ い 

て 見えて 来たの だ。 父の 神の 榮ぇを あら はす 時 は 近づ い 

て 来た。 人の子の 命に 宿った 父の 光り は、 やがて 十字架 

の 上の くるしみに、 何より-.? 强く 輝いて 出る であらう。 

そ の 時 眼 を 射られ て 盲に ならぬ や、 っ氣を 付け てゐ るが よ 

い， 十字架の 上で 人の子が この 世の 息 を 終る 時、 死 も 命 

いのち 

も 一 つに なった 凡ての 壽が、 大{ 登の 雲 を 裂いて 世の 人々 

にあら はれ もしょう。 新しい 春が 来て 草木の 間に 靑ぃ命 

が 萌え出る 頃、 人の子 は擧 げられ て 死なねば ならない の 

だ 0 

お て  ， 警,,  f 

ぺテ n 律法に も、 キリスト は窮り 無う 生きる 者ぢ やと 敎 

へ て あると いひます るに、 十字架に 擧 げらん てお 死にな 

される と は、 どうい ふこと て 御座ります るかい。 

ィ エス シ モンよ、 お前 はやが て 父の 名 を 世に 傳 へる 人々 

の 中に、 勁かぬ 磐と 立てられる であらう けれど、 今 は 何 

事 も 分らずに ゐ るの だ。 人 の 子が 今 曰まで 生き て來た の 

も、 まこと を 云へば 十字架の 上で 死ぬ ためだった とお ぼ 


える がよ い * 世に ありと ある くるしみと かなしみと を 一 

人の 身に 負うて、 人の子が 罪人の やうに 血 を 流す 時、 新 

しい 天 國の命 は 泉の やうに 溢れて 出る の だ。 それでも 三 

よきへ 

曰 目に は 復活って くるて あらう、 お前 達の ために 無量 壽 

の 門 を 開いて、 天の 所を備 へて 歸 つてく るの だ、 父の 家 

に 第 宅 は 多い。 —— もう 時 は 近くな つて 来た。 この やう 

な こと を 話して ゐる にも、 人の子の 心 はかなし み 傷ん て 

くる けれど、 たと へ 今 祈れば とて、 父よ 此の かなしみよ 

り 救 ひ 玉へ と 祈り はせ ぬ、 人の子 は 初めに この 道 を 定め 

,  はつき. r 

た 父の 心 を、 日の 光りで も 見る やうに 明と 知って ゐ るの 

だ C 人の子の 命 さへ もよ ろづの 人の 命と 一所に、 十字架 

の 上で 死ぬ 時に はじめて 生きる とい ふこと や、 凡ての く 

るし みと 凡ての よろこび とが 人の子の 胸に たまって、 そ 

の 十字架から 琉れ るの だとい ふこと も 殘らず 知つ て ゐ 

る。 此の 死の ために、 人の子 は 父の 榮を あら はすこと が 

出來 もす る し- 父 は 人の子の 力 を 示す こと も出來 るの 

だ。 父 を 信じ 父の 聲を きいて、 父の 心 を殘り 無く 知って 

居さ へ すれば， ど の やうな 時に もた まし ひ の 安らか さ を 

失 はずに 居られる の だ。 お前 達 も 何事が 起ら うと、 つね 

に 父 を 信じ また 人の子 を 信じて、 たまし ひの 安らか さ を 

保って ゐ るが よい、 しばらくの 間、 お前 達 も 世の 人達と 
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一 所に、 人の子 を 見なくなる 時が 來る てあらう。 

ぺテ n . 主よ、 何處へ 行かれます るの ぢゃ。 

ィ エス 人の子の 行く 所へ お前 も 今は從 いて 来られぬ。 後 

になれば 多勢と 一 所に 来る ことが 出来る の だ。 

ぺテ n 主よ、 何故 今 はついて 行かれ ませぬ のぢ や。 わし 

は 主の ために 命ても 捨て X かま はぬ と 思-つ て 1© ります る 

の ぢ や、 獄の 中ても 地獄の 中で も 恐れ なぞ は 致し ま せ 

ぬ 0 

ィ H ス その やうに いふお 前 達 も、 やがて 時が 来れば 散々 

に にげ 走、 つて、 人の子 を 一人 殘 して 行く のて あらう。 そ 

れ でも 人の子 は 衝 ゐ るの では 無い、 この 世の 萬 物 を 育 て 

る 父が、 何處 にても 一 所に ゐて 下さる の だ。 人の子 を 捕 

へ る 者が 来て 槍 を 肋 に 突き刺さう と、 人の子の 心に は、 

もう 世に 勝った 平安が 溶かした 金の やうに 重く たま つ 

て、 風の 無い 日の 水 ほど も 動き はすまい。 お前 達 も 此の 

世て はさまぐ の 患難 を 受けよう けれど、 天からの 命 を 

心に 保って、 たまし ひの 平安 を 失 はぬ やうに いつも 祈つ 

てゐ るが よい、 凡そ 人の子の 名 を 呼んで 二三 人ても 集ま 

ると ころに は、 人の子 もき つとま じつ て、 たまし ひの 祈 

る もの をき いて ゐ るの だ。 

(長さ 問。 悲しき 沈默は ゆろ やか LL よどみ 行けり。) 

マ^タ (徐 かに マリア fs- か ヘリみ て) マリア， あんま.^ 


おそく ならない 内に、 晩餐の 仕度 を 整へ て 置き ませ ラ。 

(促す やうに い へど マリア 耳に 入ら ざろ 姿に て 動く こ 

と 無き に、 しばらく はた ゆた ひて 立ち ゐ たれ ど、 やが 

て 一 人內 1： 入リ 行く。) 

みめかたち さと 

ヨハネ (未た 年若く 容姿 聰げ な リ。 かなしげ に ィ H ス の 

面，^ 瞻リ て) 主よ —— 

ィ エス (優しく 愛 L1 みち ズ) ヨハネよ、 お前 はいろ いろ 

まぼろし 

の 異象 を 見る-てあらう。 望み を 失 はずに 居る がよ い。 や 

がて 無崴壽 の 光り が 其 の 胸 を 輝か す 時に なれば • お前の 

智慧 はありと ある 寶 にも まさって、 世々 に傳 へられる こ 

と-てあらう。 蛇の 聰明と 鳩の 柔和と をい つまても 失って 

はならぬ ぞょ 0 

(食器な ど vs- 抱へ 運びて マ f タ 出で 來。) 

マ〃 タ (卓子の 上に 並べ 終へ て 再び マリアの 方，^ 眺めつ 

つ 促す やうに) マリア ー 

イエス (溢し く静 に) マルタよ- マルタよ！ 其方 は 多、 

のこと 

端に 思 ひ 盧 つて ゐる けれど、 世に 心 を こめて 思 はねば な 

らぬ者 は 一 つより 無い、 それ はた 1-、 たまし ひの 願 ひに 

耳 を かたむけ るの だ。 何 を 飮み何 を 着よう と 心 を 煩 はし 

、 

て 父の 聲を さかずに ゐれ ば、 人 は 風に そよ ぐ 葦の やうに 

はかない ものて あらう。 マ リア はい また まし ひの 聲を心 

にきいて ゐる、 その 時人の 聲 が 來て名 を 呼ば はう とも、 
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もう 妨げる こと は 出来 無い の だ。 

(マ^タ 俯れ 立ちて ぁリ。 間。 マリアに はか に 立ち上 

リて內 に入リ 行く。 マ.^ タば その あと 見送りて Q も 

從 ひ入リ しが、 しばらくしズまた新らしき食器,^-運*ひ 

來リ 卓子の 上 LL と、 の ふ。 その 時 マリア 蠟 石に て 造リ 

たろ 希 腿の； i 盒.^ 持ちて 出で 來リ しが、 ィ H スの 傍に 

步 みよ リ 忽ち 盒 yj- 傾けて 中な 一 C  f  ^注ャ 、かく。 つ 

やや かなろ ィ H スの髮 よ. リ 脚に 重き 香脊 流ろ。 やがて 

マ fl- ァの 1^ 溢れ ま た 跪きて 自らの 髮 1>5* 解き 主の 脚^ 

拭 ふ" 弟子 等 驚 さ 顧む。 間。) 

ュダ (醜く 卑しき さまな ろ 容姿) 途方 も 無い 香り ぢゃ、 

へ ロデ 王の 花 室へ 這 入つ て もこれ ほどの 香り はしまい ぞ 

よ。 ほんに まが ひの 無い ナ ルドの 香膏ぢ や、 價も よつ ぼ 

ど 高う す る、 その 盒て三 百有奇 の デナ リに は 間違 ひ 無う 

賫れ たもの ぢ やに、 何で また 無駄に 流して しま ふ の ぢ 

や。 贫 しい 者に どれ だけ 施しが 出来た か考 へても 見い。 

ィ エス 此の 女 を 接さぬ がよ い。 純り の 無い 金に も か へら 

れぬ 心の 香りが、 此の ナ ルドに は 流れて ゐ るの だ。 貧し 

い 者 はお 前 達の 心の ま i にいつ 助ける こと も出來 ようけ 

れど， 人の子 はもう 世 を 離れて 父の 家へ 歸 つて 行く の 

だ。 マリアが 心 を こめた もてなし も、 やがて 葬りの 香膏 

になら、 「か 知れぬ。 いまこの 室 は膏の 香りで 充 ちてゐ 


る。 人の子の 死 を 思 ふ もの、 心に も、 この 女の 名 はナル 

ド の やうに 香る 時が 來る てあらう。 

(長き 間。) 

マリア (跪き ィ H スの 膝の 上に 手，^ 合乜 つ、 哭き g ひて) 

ラビ！ どうしても お死にな さらなければ なりません の 

て 御座いま すか —— 

(間。) 

— やがて 徐 かに 幕 11 

第二 幕 

序 章 

ケデ ロン の 谷なる ゲ -ソセ マ ネの園 U  のなかば 暗 さ 夜 

半な リ。 いと 繁き撖 跪の 樹の 中程な ろに もえ 上れろ 燈 

吊し たれば * 血の 如き 光リ しば だ、 さて、 ほのかに 

明らめろ 樹々 の 枝に は 暗，. ^ 谷の恐怖ぉのゝきてぁリ。 

燈の圍 に 三人の 使徒 等。 べテ a* ヨハネ 、ヤコ プ蹂 る。 

しのい a ひ 

ャづプ 渝 越節ぢ やとい ふに 夜 はま だ こんなに 寒い のか 

な あ、 わし はどうしても 慄 へがと まらぬ。 

ョ< -ネ もう 夜明けに も 近いので、 つめたい 露が 降りて 來 

るの だ。 

ヤコ プ 早う 明けて くれ、 ばよ い、 暗やみて あの 水の 音 を 
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き い てゐ ると • 何 か 知ら 胸が さわぐ やうて ならぬ わ o(LL 

ばか Li 心付ける がごと く) 燈が 小さうな り はせ ぬかい * 

油 は 大丈夫 かの？ 

ヨハネ 何にも 小さうな り はせ ぬ。 わし は 先 前から あの 火 

ばかり をみ つめて ゐ るの だ 0 

(間。〕 

ヤコ プ シ モン、 和 主 は 今日 颜を さげ てゐ たか の う。 

(ぺ テ n 答へ 無くて 腿リ 115 ろ。) 

ャづプ シ モン ！ 

ヨハネ シ モン ！ 

ペチ n  (B^ 醒 ましつ.. 0 何ぢ や一 

ャ ゴ プ 和 主 は 今日 經を さげて ゐ たかのう？ 

ぺ テロ わし はねむ つて ゐた のかい、 ラビよ、 おゆるしな 

され ませい、 何てつ い あのお 言葉 をき いて ゐ ながら * 1 

夜ぐ らゐ 起きて ゐられ ぬの ぢゃ 11 

ャ コ プ わし は 和 主の 鍵の こと をき いて ゐ たの ぢゃ。 

ペテ 口 この 敏か 、(腰よ リ^ 拔きズ ) 半月 まへ に 街で 

もろ よ 

買うた、 口  ！• マ 人の 鎧ぐ らゐは 突き通し も 出來る 双刃ぢ 

や。 (奧の方，^^顕み見て) ラビ はま だ 祈って お出て るの 

かい。 

(ョ ハネ 立ちて 槐の 方,^ 窺 ひ 見る。) 

ャづプ 立って 行くな よ。 祈って ゐる間 は、 こ、 を 動いて 


はならぬ とお 言 ひ 付けな された のぢ や。 

ヨハネ 川の 向う の 石の かげに 祈って お出， てる 11 靜 にし 

て 見い、 くるし さう にかす かなお 藤が きこえる ぢゃ 無い 

か 0 

(間。 不安な ろ沈默 0) 

、 、 

ヤコ プ わしに はなんで ラビが あんなに くるし さう にして 

お出て るの かわけ が 知れぬ。 昨日の 有樣を 思う て も 見 

い。 ベ テパゲ から ィ エルサレムまで、 ラビ を 圍んで 行く 

何百 人の 人の 中には、 四つ 位になる 嬰兒 まで ダビデの 裔 

よ ホザナ よと 呼ばうて ゐた わ。 それに あ の 都 城の 騷ぎ 

ちか 4  、 、 

よ、 わし は 今にも 十二 軍の 機 威が ラビのお 手に 宿って、 

新しい 神の 國が あら はれようと 思うて ゐ たの ぢゃ。 

< テロ まだ 時が 來 ぬの ぢ やよ， わし も 昨日 こそ はと 思う 

てゐ たが、 きっと ラビ はま だ 早い とお 思 ひなされ たの ぢ 

や 0 

(間。)  、 

ャづプ それでも ほんと に ュダの 奴 は、 ラビ を寶 しに 行つ 

たの かい。 ヨハネよ、 和 主 はたし かに 名前 をき いたの だ 

な 0 

II ひつじ  、 、 

ョ ハネ あの 羔 を {c^ ベた 後て ラビが パ ンを さき 乍ら、 こ 

の 内の 一 人人の 子 を 賢す ものが あらう とい はれた 時、 わ 

し は 耳に よって そっとき いて 見た の だ 。すろ と、。 ハ ンに水 
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をつ けて 渡す 者 を 見よ と い はれて、 すぐ それ を ュダ にお 

渡しな された、 それから ュダが 出て 行った の だ。 

(mo) 

ぺテ n たと へ羅 馬の 兵卒が 何人して 捕へ に來 ようと も、 

神の 子の ラビに は 十二 軍の 天使が ついて お出て るの ぢ 

や， 何の 恐れる ことがあら うかい、 これ まても 幾度 パリ 

サイの 奴等で、 ラビ を石擊 ちに しょう とした か 知れぬ 

が、 ラビのお 身に 怪我 一 つなされ たこと は 無い の ぢゃ。 

ョ ハネ それにしても 去年から あれほど も 繰り返して、 十 

字 架の こと を 言 はれた 渝越 節が、 もう 明 曰に なって ゐる 

の だ。 わし は 先 前 食卓に 並んで、 葡萄酒の 杯 を ま はし 乍 

ら 「これが 最後の晩餐に ならう も 知れぬ、 世の ために 流 

す 人の子の.^ を飮ん ておけよ。」 と 言 はれた 時から、 誰に 

も 言 ひ はせ なんだか、 恐し いこと が 眼の 前に 近づいた の 

では 無い かと 思うて ゐ るの だ。 それに あのく るし さうな 

祈禱 のお 聲 よ、 今 和 主 達が 睡 つて ゐる 間に 一寸 房って お 

出て た が • 額から 血の やうな 汗が 流れ て 見えた ぞょ。 

ぺ テ n わしに は 解らぬ、 あの 十字架のお 言葉 も わしに は 

どうしても 何 かの 譬喻 としか 思へ ぬの ぢゃ。 キリス トは 

限り無う 生 さて、 新しい ィ H ルサ レム を 地の 上に たて i 

下さる 方て は 無い のかい。 神の 子の キリストが 何故お 死 

になされ ねばなら ぬの ぢゃ。 あの 死人 さへ もよ みが へら 


した ラ ビ が 、 ど うして お 自分のお 身 を 救 ふこと が お 出来 

なさらぬ のぢゃ 0 

ヨハネ (僅に 幻覺， ^感ぜろ 調 1^ おびて) 和 主が その やう 

に 言 へ ば 言 ふ ほど、 かすかに きこえて ゐた 恐し ぃ聲が も 

うはつき りひ くやう に 思 へ る わ。 ほんに 今 ま-て は 之 ほ 

ども 思うて ゐ なんだ。 (次第 LL 恍 15 の 調な 高めて) 先 前 

からこの 燈 ばかり をみ つめて ゐ たの だが、 和 主が その や 

うな 話 をす る內 に、 段々 あの 聲が 火に あつまって、 葡萄 

酒の 赤い 色 もこの 火の 色 も • みんな 十字架から 流れた ラ 

ビの 血の やうに 思へ て來た わ、 この 血が 命の 泉になる の 

かぎ りな い V いち 

だ、 この.^ の 流れて 行く 野 ほに は 無量 壽 の 花が 咲いて • 

やがて 新しい ィ H ルサ レムの 邦 もた つ の だ ——. 

ャ コ プ (怖れた ろ 調に て 遮リ〕 ョ ハネ よ、 和 主 はどう 

ぞ したのかい。 

ヨハネ (我に 返りて〕 わし は 何 を 言う て ゐた の だ 、(奥 の 

方,^ 顧み) ラビ はま だ 祈って お出て るの だな、 きっと 今 

夜の 內に 祭司 は ラビ を 捕へ に 来よう わ、 ュダの 奴が 行つ 

たから ラヒ が此處 にお 出ての こと も 知れて ゐ るの だ。 

(不安な ろ rao) 

ヤコ プ (W 怖れた ろ 詰 調) ョ ハネ よ、 和 主 は どうぞして 

ゐ るので は 無い のかい。 

(間。〕 
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ぺテ a  si 調 街 突に 怖れ，^ ま 、ら すが 如く) 何の 捕へ さ 

してよ いこと かい、 羅馬 人が 百人來 ようと わし はこの ® 

-て ラビ をお 守りして 上げる のぢゃ 0 

0 一  の 時 右手よ リイ H ス あらにろ。) 

ィ H ス シ モンよ、 斂を 鞘に を さめて 置く がよ い 、齦の 力 

てた たうと する もの は 又 叙の 力て 仆 されて しま ふの だ。 

若し 守られて 身 を 安らかに しょうと 思へば、 人の子の 力 

にどの やうな こと も出來 ると いふの を 知らな いの か。 

8 世に つながれた しい 夢 を い つ まで 見て ゐ るの だ。 

时賓と 希望と を 天に 置け と 人の子 は 何度 敎へ たか 知れぬ 

11 やがてお 前 達の 心の 衷 にも、 新しい 天國の 夜明け は 

來る てあらう が、 今 あからさまに 告げる 一一 =n 紫 を きくが よ 

い。 I— 人の子 は 明日の 節に 死なねば なら ない の だ。 

(間) 命の 力と いふ もの を 人の子 は 今より 强く 思った こ 

とも 無い、 溢れ出る 命の くるしみと いふ 力の 中にはもう 

新しい よろこびの 力が 湧いて ゐ るの だ。 やがて 無量 壽の 

金の 光り も、 十字架から 流れる 血の 色に 輝いて 見える-て 

あらう。 — まだ 祈って 來 ねばならぬ、 人の子の 胸 は あ 

りと ある 死の くるしみに 惱ん- て はゐる けれど、 定められ 

た 父の 心 を 誤り 無う 世に つたへ て、 その 名の 榮を あら は 

せる やうに 終りまで 祈って 居ねば ならな い の だ。 お前 達 

はま だ こ.^ にゐ て。 人の子の 祈 躊を守 つ て くれねば なら 


ぬぞょ 0 

(又 右手よ リ入リ 行く。 恐怖と 不安と 哀傷と LL みて る 

長き 問。) 

ヨハネ (に はか LL 立ち上 リ 左手の 方 1^ 眺めつ、) 見い、 

あすこの 棕櫚 林の 上が 赤うな つた ぞょ。 11 段々 こっち 

へ くるわ， 炬火の 火 だ。 

(他の 二人 齊 しく 立ち 自ら 相よ リて 眺め やろ。 間。) 

ヨハネ 鎧に さはる 魏の 音が きこえる、 兵卒 どもが やって 

来たの だ。 

、 、 

ャ コア ラビ！ 

ぺテ n 父よ、 ラビのお 身 をお 守り 下され ませい ー 

ヨハネ たうとう 川 まて 來て しまうた。 —— 

(間。) 

ヨハネ ュ ダカ ゐ る！ 

ぺテ n  (思 はす 進み出で 傑へ て かすかな ろ聲 なれ ど 鋭く) 

ュ ダ！ 

(間。 同じ 姿 保ちた ろ ま、 三人ば 等しく 右手の 方に 

た じろ ゆく。 劍 節の |a に 觸ろ、 昔き、、 ゆ。 しばらく 

ぁリ イス カリオ テのュ ダ先 だち、 炬火 持ち J^V2- さ 

げたろ 祭司の 下吏 二人、 ^, ^拔き 持てる 守衛の 兵 四 人 

左手より もら はる。 兩者對 立す。 ィ H ス徐 かに 右手 r* 

リ 出で 來 ろ。)  -ー 
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イエス (秘めて 平 かなろ 語調) 刀 や 棒片を さげて 强盜を 

尋ねる やう に 誰 を 尋ねて ゐ る の だ。 

祭司の 下吏 ナザレの ィ H スを 尋ねる のぢ や。 

ィ エス (ー百 ふべ から ざろ 力 こも リて〕 これが ナザレの ィ 

ェ スだ。 

Q 弋レ された ろ 者 等 自ら 期ぜ すして たじる ぐ。〕 

ィ H ス 日毎に 殿宇の 廊て敎 へ をした ナザレの ィ H スだ 0 

早う 捕へ てお 前 達の 役目 を 果してし まふが よい。 

01。 兵卒 等 進み出で^ を拔 けろ ま V に てィ H ス.^ 周 

ろ。 下吏の 一 人 其の 手ん^ し 終れに、 他の 一 人 右手の 

方に 先 だち ij:: 之に 從 はんとす。 誰 ありて 首 ふこと な 

to たちまち ぺ テ 口 躍 リ 出で 鈕，. 郎 ひつ . ^兵 等，^ 打 

たんと して 反って 止めら る。) 

, でさ 

イエス シモ ンょ、 を 鞘に 蹈 めよ というた 詞を 忘れた の 

か。 父の 心から 出た 杯 は， 飲んで しま はねば ならない の 

(W び 歩み 出 でんと して、 ふと-付 左の 樹 K に 俯れ て 立 

ち つくした る ュ ダ 顧み 優しく いふ。) 

イエス ュ ダ よ。 

(ュダ 面，^ 上ぐ ろ こと 無く、 一隊ば 饭 火の 煙 殘 して 

去- Co 三人の 使徒 等 之 LL つ 1- く。 ュダ 一人 場に 残リ何 

方 li 行くべき か *^ 迷へ ろ もの、. 二と くな リ しが、 や-か 


てまた もと 來し 道の 方へ 俯れ よるめ きズ 去ろ。) 

11 幕 I . 

後 章 

方 伯 ボン テオ • ヒ ラトの 臌。 ^築 は 早 初羅馬 期の 樣式 

に 做 ふ。 正面の 奧、 壁の 中央に 犬い なろ Bil さ 扉 ぁリ、 

開けば 露臺 にして、 その上 LL しつら へたろ 霧 判 座の 一 

部， ^ク視 ふべ く、 左お の兩隅 L1 は 太き 角柱，^ 壁め 中に ぬ 

リ 込め、 之， 5- 結びて 全 室ん 覆 ふ 弯窿 とな "fl リ。 右手の 

壁 間に 高さ 天井に 至ろ 座 障 fj^ 構へ 方 伯の 座,^ 設く。 そ 

の 段階に は 豹の 皮，^ しき ズ ぁリ。 左手の 壁 中央に も： 止 

面と 同じき 大 いなろ 扉 ぁリ。 床 に は 赤. V. 絲越 しき、 

扉の 前ん」 除く 外、 室の 緣ニク ビットば かリ. ^や、 小高 

き臺 LL 作ろ。 欄間、 座 障、 綺座、 角柱 等！： は 凡て 重く 

黑き 浮彫,^ 施 ぜリ。 

前景の 事 ありし 叨る朝 * 四月 三 3 渝越 節の 日な リ。 

羅馬人 四人椅 鹿の 此方に 立ち、 见物 Li は 背，^ なして 

語 ろ。 正面の 扉の 兩側 LL は搶 1^ 持てる 守 衞の兵 立ち、 

左手の 扉と 同じく 今 は閉； b てぁリ 0 外面に 喧擾 の聲。 

第一の 羅馬人 段々 騷 ぎが ひ どぐな るぢ や 無い か。 街 中の 

奴等が 狂 入 に でもな つた やう だ。 

第二の 羅ぉ人 今 來る途 て 見て ゐ ると、 若い 女達まで 多勢 
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の 中に まじって かけ 乍ら、 みんなして、 惡 魔の 僕 を 殺せ 

の、 叛逆 人 は 何 處にゐ るの つて 怒鳴る の だが、 まるて 血 

に飢 ゑた 猛獸 共が 吠える やうな 騒ぎ だ。 

いしくれ 

第三の 羅 人 癩病と 石塊の 中に 育った 奴等 だ。 デナ リの 

錢が 欲しければ 豚の やうな まね もす るし * 晝 日中 馬鹿 馬 

鹿し ぃ^？ずズ！^ては狂人にもなる奴等だ。 だが アツ ビ ュ ゥ 

スは 叛逆 人と いふ 男 を まだ てゐ るの か い。 

第一の 羅 人 あれ も 妙な 人 だよ。 何故か あの 男に ひどく 

さつ/,"  ビマ 

感心して、 先刻から 審判 座に 出て ゐ るの だ。 どうも 哲學 

者 なぞと いふ もの は、 己 達に 分らない こと を考 へる もの 

だからな あ 0 

第 四の 羅ぉ人 だが 叛逆 人と いふの はほんと に 危險な 男な 

のかい 、己 はま だ顏も 見な い が 一 體何 をした と いふの だ。 

第一 の 纖馬人 何 をした のても 無 いんだ。 た 自分から 神 

の 子 だの ユダヤの 王 だのと 名乘 つたば かりで、 例の 律法 

の 死罪に 觸れ たと いふの だ 。それが を か し いぢ や 無い か、 

つ い 一 昨日 は 何處か 田舍の 方から 大變な 行列て 這 人って 

來て、 街のお 等 も、 凱旋の 將 軍ても 迎 へる やうに きちが 

ひ騷 ぎて 迎 へたんだ さう だ。 

第二の 羅ぉ人 あの 男 かい。 己 は 丁度べ テ バゲの ネ ッサリ 

ウス を 訪ねよう とすると ころだった、 その 行列に 出會し 

たよ、 先生が 驢馬 かなん ぞに乘 つて やってく ると、 あと 


や 先に 何百と いふ 人達が 取りまい て • 手ん 手に 綜櫚 の雜 

な ぞを 振り 立て 乍ら、 王 だの 神の 子 だの 分らない こと を 

怒鳴って 行 くんだ。 婦達は 自分の 着て ゐる 上衣まで 脱い 

で、 馬の 通る 道の 上へ 投げて ゐ るし、 時候が 時候 だから 

己 は羅馬 の 花祭ても 見る やうな 氣 がして 、 しばらく は 立 

つ て 見て ゐ たつけ。 

第 四の 羅馬人 だけど 分らな いぢ や 無い か、 そんなに まて 

して 騷 いだ 男 を、 なぜ 今日は 罪人に して 引っ張って 来る 

んだひ 

第一 の羅 人 己の 考へ では 祭司の 奴等が どうにかして、 

街 中 をお だてたん だと 思 ふよ。 ともかく 彼奴 等が  一 ^大 

きな 勢力 を 持って ゐ るんだ から。 何に しても こんな 狂人 

達の 考 へが 羅馬 人に 分る こと ぢゃ 無い。 今 も あれて みん 

な 審判 座へ 上らずに、 下から 怒鳴って ゐ るんだ が、 審判 

の 座へ 出る と 身が 汚れる ので、 今夜 節の 盖 が 食へ なく 

なるとい ふんだ さう だ。 方 伯 も あの 騷 ぎの 中で、 ー齊に 

怒鳴り立てる 訴へ をき かれる の だから、 一 と 通りの 骨折 

では 無いだら うよ。 

(此の 時 正面の 扉.^ 開きて 第五の 羅馬人 入リ來 ろ。 扉 

の 開く ろ 時 外な ろ喧扱 明か：， i 聞 ゆ。) 

第一 の 羅馬人 アツ ピュ ウス はま だ 見て ゐる のかって 話し 

てゐ たと ころ だ。 あの 男 は 何 か 言った かい。 
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第五の 羅： 人 不思議な 男 だ。 街の 奴等が わめき 立て、、 

みつぎ 

.H 分て 王と 名乘 つたの、 税を カイゼルに を さめない のと 

いろいろに 訴へ るの だが、 先刻から 一 言 ももの をい はず 

に 立って ゐる、 それが 何 か 恐し い 力 を 握って ゐる やうに 

見える の だ。 ソクラテス 派の 哲學 者が いふ 心の中に 太陽 

の やうな 信念が もえ て 、 生 も 死 も 其 の焰 にや かれて ゐ る 

とで もい ふ 風 だ。 祭司の 奴等 も あんな 男に 生きて ゐられ 

て は、 n 分 達の 安心が 出来ない ので 街 中 を 唆した ものと 

見える。 もう 集議 所の 屋根の 上 まて 一 杯に 上って、 十字 

架に つけろ の石擊 もに しろのと 怒鳴って ゐ るの だ、 方 伯 

も釋し .^:{ いと 思つ て 居られる やう だが、 とても 血 を 見ず 

に を さまる ことで は 無 ささう だ C 

(S 

^53^四の羅馬人 ー體 その 男 は何處 から 出て 来たの だい。 

t 五の 羅 -ii- 人 ガリ ラャの ナザレと いふ 村から 來た の ださ 

うだ。 いっか 君と ァレキ サンド リアの 歸り途 で、 死人 を 

よみが へらした イエ スと いふ 途方 も 無い 若者の 話 をき い 

たぢゃ 無い か。 あの 時の イエ スと いふ 男 だ。 

第 m の 維お 人 (驚 さズ) 何 だ、 ナザレの イエス か、 —— 

己 は 一 W 二日 前べ テス ダの 池の 所て つ い あの 男に 出くわし 

たよ。 いっか は 君 も： iil 鹿々々 しいので 笑って ゐ たが、 全 

く 不思議な 力 を 持った 男なん だ。 其の 時 も 丁度、 生れつ 


きの 跛 者 だとい ふ 老人 を 起た したと ころ-て、 老スは 大き 

な li を あげて、 神の子ょ救世^！？ょと泣き乍ら呼んてゐた 

が . S 太 人 に は 珍ら し い 上品な 顔 をして 不思議に 力 の あ 

る聲 をした 男 だ、 あ んな男 を 殺す こと は 無い ぢ や 無い 

か 0 

(この 時 また 正面の 扉，^ 排 して ヒ ラト、 三人の 羅馬人 

^從 へて 入ろ。) 

ヒ ラト (方 伯の 座- 11 着きつ i 新に 入れろ 笫 六の 羅ぉ人 LL 

さま 

向 ひ烦ば しげに〕 自分 達の 律法て 自分 達 の 思 ふやう に 審 

判 をし ろと でもい つ て くれない か。 

(第 六の 羅馬 人出で 行く。) 

ヒ ラ ト 狂人 達 の 騷ぐ の をい つ まで ffl い て 居られる も の ぢ 

や 無 い 、 昨夜 か ら 妙に 氣 持が 惡ぃ 所へ 彼奴 等 の 騒ぎ を閗 

いて ゐ ると * 己の 頭まで 變 になって 來さ うだ 0 

ゆ の 羅馬人 どうしても あの 男 を 殺さう とい ふの. て 御座 

います か。 

ヒ ラト 馬鹿々々 しい 話 だ、 あの 男が 祌を 見た といった 

り、 ユダヤ人の 王 だとい つたり したから 十字架に つけろ 

とい ふの だ。 1 體 ガリ ラャ 人の ことならへ ロデに 渡して 

置けば よかった ぢゃ 無い か、 血 だの 律法 だの 途方 も 無い 

こと をい ふ宗敎 の騷. き は， 己 は 此の 前から こりごりして 

ゐる C 
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第一の 羅馬人 何ても 彼奴 等の 律法 を 定めた 神と いふの は 

宇宙に 一人し かゐ ない のて * 酒よりも 血の 方が 好きな の 

だと か 馬鹿々々 しい こと を 申して 居りました。 

ヒ ラト 己 も つくづく ユダヤ なぞに ゐる のがい やにな つ 

いし V 

た。 もう 四月の 花が 疾く 時分 だのに、 赤く やけた 燒 地の 

灰ても かぶって ゐて、 街の 鋪石を またぐ にも 律法 だの 魔 

法 だの 癩病 だのが ころがって ゐ るの だ。 11 (頭に 手 1"^ 支 

へて) ゆ ふべ よくね なかった せゐ か、 時 々股の 前が 眞赤 

になって 何だか 妙な 氣 がして ならない 11 

(第 六の 羅^ 人 入リ來 ろ。) 

第 六の 羅馬人 自分 達に は 人 を 殺す 權 利が 無い から 付し に 

来たの だと 怒鳴って 居ります。 私の 考 へて は ともかく あ 

の 男 をお 呼び入れ になって、 一 と 通りお 審べ をな さるよ 

り 外 は 無い やうで 御座います。 

ヒ ラト ともかく 呼び入れる がい  >1 、街の 奴等が 亂暴 をし 

ないやう に氣を 付けて くれ。 

(第 六の 羅馬 人出 ズ 行く。 間。) 

ピラト あの 男に は 何 か 恐し いところ が ある。 いろくな 

奴等が 何 を 言つ て も 一 言 も 口 をき かないで 立つ てゐ るの 

だが、 あの 眼て ぢ つと 己の 眼 を 見られる と、 何 か 火の や 

、つな ものが 頭の 中へ 這 入 つてく る やう だ。 


第五の 羅 Hi! 人 私 も 今 そんなに 申して 居りました、 どうも 

只の 潜 太 人て は 無い やうて 御座います。 もっとも あの 男 

の 名 は 先から 聞いて 居りました、 昨年の 夏シラ 一一 ュ ウス 

と ァレキ サンド リア へ參 つた 歸途て 御座いま したが、 EI 

日の 間 嫁 穴に 葬って あった 死人 をよ みがへ らした とい ふ 

のて、 ベタ- 1 ァの村 は大變 な騷ぎ をして 居りました。 又 

馬鹿々 々しい 例の 妄想 だと 思って 其の 時は氣 にも 止めず 

に 居り ましたが、 今朝 名前 を 聞いて 見ます とそれ が あの 

男な のて 御座います。 

ヒ ラト あの 男が 死人 をよ みがへ らした とい ふの か。 

第五の 羅馬人 勿論 幻 象ば かり を 追つ て 居ります S 太 入の 

申す ことで、 信ずる わけに は參 りません けれど。 

ヒ ラト (正面の 扉に 而 1^ 向けて) ひどい 騷ぎ をす る 奴等 

だ。 中へ 述れて 這 入 る の て 皆が 聲を あげ る の だな。 

(間。 扉 開きて、 手 fj- つながれ たろ ィ H ス、 二人の 兵 

卒と第 六の 羅馬 人と LL?# かれて 入ろ。 いふべ から ざろ 

恐怖 人々 の 面に あら はる。 イエス の 容姿ば. まのあたり 

生命の 眩 燥に 面へ ろが 如く、 前の 夜に 比べ ズは旣 に叨 

に嚴 かなれ ど衷 に は 限り無き 不安の 心，^ へ ゐたリ 0 

ヒ ラトの 前に 立つ。 間。〕 

ヒ ラト お前 は ユダヤ人の 王 か。 

ィ H ス 其方が それ を 尋ねる の は 自分て 思う ていふの か、 
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人の 吿 げたの をき い て 言 ふ のか。 

(問。) 

ヒ ラト 己 は ユダヤ人て はない、 羅馬 皇帝に 命ぜられた 方 

伯の ボン テオ， ピラト だ。 祭司の 長が お前 を 速れ て來て 

己に 刑 を 求めて ゐ るの を 知らない のか。 街 中が お前 を 十 

字 架に つけろ と 迫つ てゐ る、 お前 は 一 體何 をした の だ。 

イエ ス 我國は 此の世の 國 では 無い、 もし わが 國が この 世 

わ； i 

の國 ならば、 僕たち は 此の 身 を ユダヤ人に 付すまい とし 

て戰 ひもす ろて あらう。 此の 身 は 地上の 煩 ひに つながれ 

.e の 

た 者て は 無い の だ。 僕たち も 此の世の 屬 では 無く、 わが 

國も 此の世の 國 では 無い。 

(問。) 

ヒ ラト (旣 に 明かな ろ 恐怖の 語調) お前 は 自分て 王と 名 

乘っ てゐ るの か。 

イエ ス 其方 は 自分で 知らずに いったの だが、 世に まこと 

の 王と 名乘ら ねばならな いもの は 此の 身より 外に 無い、 

此の 身より 外に 天地の もと ゐ となる 眞 理を證 しした もの 

は 無い の だ。 凡そ 眞理に つ かう とい ふ 人々 に 父の 神の 聲 

をき かせ、 無釐壽 と呼ぷ たまし ひの 平安 を與 へる のが、 

世に ある 問 此の 身の して 來 たこと であった、 之から も 限 

り 無く つ とめなければ ならな い 仕事な の だ。 

(や.^  21^ き 間。) 


ビ ラト (第一の 羅馬 人に 間 ひ) チゲ ルリ ウス、 渝越 節に 

一 人の 罪人 を 顧す のが 彼奴 等の 傳習 だ。 己 は ユダヤ人の 

王 を 11 さう と 思つ てゐ ると、 外へ 出て 言つ て くれ。 

(第一 の羅馬 人出で 行く。 間。) 

ヒ ラト (また ィ H ス！ IL〕 それほどの 貴い 身て あり 乍ら、 

なぜ あんな 卑しい ユダヤ人に 捕 へられて しまったの だ。 

-vH ス 此の 身が 十字架に あげられて 死なねば ならぬ こと 

は、 世の もと ゐをも 置かれて ゐ ない 初めから 定めて ある 

の だ。 死と いふ 命の 最後に、 此の 身に 宿った 神の 力と 榮 

と は殘り 無く 輝いて、 凡そ 日の 下に ある 國々 に 神 S 名が 

聲 高く 呼ばれねば ならない、 ありと ある くるしみ とよろ 

こびと を 一. つに した 壽が 此の 身の 死に 輝いて あら はれる 

の だ、 耳 を もってき くもの はきく がよ い。 天地の 失せる 

時は來 よう けれど、 わが 言葉の 失せる 時は來 無い の だ。 

(や、 長き 間。 笫ー の 羅馬人 入リ來 ろ。) 

第一 の 羅馬人 仰せの 通り 申します と、 何 か 祭司の 奴等が 

街の 者 共に 言 ひ 付けました やうで、 すぐ、 此の 男で は 無 

ぃバ ラバの イエ スを釋 せと 喊き 立て X 參 りました。 みん 

な あとからあとから 押して 參 るので もう 先の 者は鋪 石の 

上まで 上って 騷 いで 居ります。 

ヒ ラト バ ラバの イエスと いふの は此 間の 亂 暴な 一 揆を起 

した 男 だな。 
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第一の 維お 人 左樣 で 御座います。 あの 男 こそ 用心せ ねば 

ならない 奴で 御座いました。 

(s 

ビ ラト ともかく 鞭 を 當 てさせる より 仕方が無い。 君は此 

の 男 を 奥庭へ 速れ て 行つ て 兵卒 共に 吩 付けて くれ、 街の 

奴等 も^の 前に 鞭の 當 つた 姿を兑 たら、 其の上 殺せと は 

言 ひ 出せない かも 知れ 無い。 

iSU の 羅馬人 {HI しう 御座います。 

(第一 の 搽ぉ人 先 だち- ィ H スは兵 本 等に 曳 かれつ. *、 

左手の 扉，^ あ n て 入ろ。 間。) 

ヒ ラト あの の 藤に は 恐し い 力が ある やう だ。 胸の 中へ 

鎔けた 金ても 流れろ やうに 重々 しく ひ、. - いてく る， わけ 

の 解ら 無い こと をい ふの だが * あの 聲を きいて ゐ ると. 

己の 心の底で 何 かしら 慄 へろ ものが ある やう だ。 己 は あ 

の Ef: を 殺し 度く は 無い。 

第五の 縱 ^人 ほんと に不 5^ 議な て 御座います。 希臘の 

學者 にも あれほど の 力 を もつ て 死 を 語つ て ゐるも の は 

御 Ml いません、 ソクラテスて さへ あれほど 確に 死 を 克服 

して ゐ たと は 思へ ないやうて 御座います。 一人の 死の 中 

に 命が ある なぞと、 まだ 誰も 云って 居らない こと を， 0 

明の ことの や、 つ に 申して 居ります が、 どうも あの わけ. の 

分らな い 言 紫 の 中に、 何 かし，. T 深い 力 を 握 つて ゐ るので 


は 無い かと 思 はれます。 

(左手の 扉 vs^ 開きて -MLL 磁 けろ 下吏 一 人 入ろ。) 

下吏 奥方から 侍女が 二人お 使 ひに 見えまして 直にお 耳に 

人れ る こと が 御座います やうに 申して おいてに なり ま 

す。 

ヒ ラト 奥から 使が 来た？ (間) ともかく 通して 来い。 

(下吏 出づ。 間。 侍女 二人 入リ來 ろ。〕 

ヒ ラト 何の 用て 来たの だ。 今 曰 は 港 判が あるの を 知って 

居る ぢゃ 無い か。 

笫 一の 侍女 其の 御用で 奥方から のお 使 ひ を 持って 參りま 

した 0  • 

ヒ ラト 何 だ、 審判の 用と いふの は？ 

第二の 侍女 今日お 審判に あ ふとい ふ ガリ ャラ 人の さで、 

. 奥方が お 夢 を 御 になった のて 御座います。 そのと を. e- 

/'つ おしお き 

上げて 餘り 酷い 處刑 をな さらない やうに お 願 ひ 申して 來 

よと 仰る の て 御 Ml い ま す。 

ヒ ラト (甚だ 安から ざろ 語調) あの 男の こと を 夢に 見た 

とい ふの か、 何 だ、 早く 話せ。 

第一の 侍女 曉 方殿樣 がお 出 ましに なりまして 後に 少しば 

か り お 眠み になり ますと、 丁度お 庭の 花苑を 殿樣と お 一 一 

人て ぉ步 ひのと ころだった と 仰る の で 御座 います。 此頃 

の やうに 暖かい 日の 中 を、 いつもの ミ ネル * ヮの 噴水 まて 
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お出でになり ますと、 今までに 無い 眞 赤な 花が 一 輪お 目 

にと まりました のて、 何の 思 召 も 無く、 殿樣 がそれ をお 

摘み 遊ばした の ださう で 御座います。 すると その 花の つ 

み 口から 人の 血の やうな 赤い 水が 流れて、 ついお 手が 汚 

れ ましたの を、 奥方が すぐ 傍の 噴水て お 洗 ひ 申 上げた と 

仰る のて 御座います。 ほんに 申 上げる の も 恐ろしい こと 

て御座ぃま.^  まあ その 血が いくらお 洗 ひに なっても 

落ち ませぬ ばかり か、 奥方のお 手まで すっかり 赤く 染ま 

つ て、 見る 内に 段々 濃くな つて 參 るの ださう で 御座いま 

す。 その内た しかに 噴水の 像の 口から きこえた と 仰い ま 

す、 恐し ぃ聲 がして、 「その 血 こそ あの ガリ ラャ 人の 義し 

いまだ、 いつまでも 二人の 身から 拭 はれる 時 のない もの 

だ。」 と 申す の-て、 思 はず 像の 方 を御覽 になり ますと， そ 

れが まあ、 血に 塗れた 11 殿樣だ つたと 仰る の で 御座 い 

ます  

ヒ ラト (不安に 亂れ たろ 語調〕 もうい、、 夢の 話 を こん 

な 所に 云つ てよ こす 奴が ある もの か、 馬鹿々々 しい 奴 

だ。 己 達 は羅馬 人な の だ。 

(此の 時 扉 vJ- 排 しズィ H ス；. 1 の 人々 Li  9{ かれて 入ろ。 

頭に は 棘-」 て 編める ^のせ、 紫の 布 vJ- 袍 衣の ごとく 

肩よ リ たろ がその さま い ふ ベから す慘 まし。 繩ん持 

てろ 二人の 兵卒 等 正面の 扉,^ 守れろ 共 本 等と 相 见て嘲 


リ 笑む。) 

第一の 羅馬人 ユダヤ人の 王と いふので 兵卒 共が 戯れに 致 

したので 御座います。 別に 傷 を 負 はせ る ことても 御座い 

ません のです る 儘に 任せて 置きました。 

ヒ ラト 己 はいつ そんな 風 を させろ とい ひつけた の だ。 

(問) まあい ( 自ら 段, ^降りつ、) 己の あとから そ 

の 男 を 速れ て 来い。 

(ヒ ラト、 ィ H ス、 第一 の羅お 人、 綺 座の 彼方 li 立ズ 

ろ 四 人の 羅 人 等 正面の 扉 1^ 排し 露 S に 出づ。 問。) 

第三の 羅馬人 方 伯 はどうな さるつ もりな の だら う。 何 だ 

か氣 味を惡 がって 居られる ぢゃ 無い か。 

第二の 羅瑪人 も、 つ 何 をしても {- ^な こと だ、 街の 奴等が か 

う 騒ぎ 出した から は、 あの 男の 血 を 見ない 内に を さまり 

はし 無い。 だが どラも 今度の は、 いつもの 宗敎 騒ぎと 同 

じて は 無い やう だな あ。 

笫 四の 羅馬人 己 は 何だか 妙な 氣 がして 来た 。今まで 考へ 

ずに ゐた いろい ろな ことが 大きな 流れに なって 脇の 前 

へ 迫つ て來た とてもい ふやう だ。 あの 男が 死人 をよ みが 

へらした と いふの も 己 はほんと のこと ぢゃ 一い かと ふ 

よ、 ベタ スダの 地で 見た 時 も 多勢の 眞 中に 立って、 自分 

を 信じろ もの は 死ん て も 生きる とかいって ゐ たが、 全く 

あの 男に は 人 問の 力に 無 いものが 潜んで ゐる やう だ。 
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^三の 羅；^ 人 だが 途方 も 無い こと を 言 ふ 男 だ。 ，3: 分が 十 

字 架に あげられて 死ぬ の は、 此 世の もと ゐも 出来て ゐな 

い 初めから、 きめて ある なぞと い つて ゐたぢ や 無い か。 

(んぉ 五の 羅 £^ 人に 問 ひ 諷刺 的に) 君 なぞの 哲學の 方て は 

あんな こと はお かしい のぢゃ 無い のかい。 

第五の 羅 -iT 人 心の 力で 握って ゐる 生命 さへ 眞實の ものな 

ら、 其れが 思想 や 言 紫と なつ て 意識の 表に 出て くる 時、 

たと へ 幼稚な 形 を 取 つて ゐょ う と 煩 は さる  >- 、 ； と は 無 

い。 段々 己に も、 あの 男の 意識の K. で 感じて ゐる 眞實が 

太陽の やうに 强ぃ 光りの もので， それが いつも 不思議な 

力の 源に なって ゐ ろの だと 分つ て 来た。 人間 の 言葉 や 推 

理 なぞと いふ もの はどうせ 眩惑と 欺瞞と に滿 ちた もの 

だ。 思想 ゃ哲學 はいつ まても 子供な 智識と 一 所に 動いて 

行く のて， 今 曰の 眞理 はもう 明日の 眞理て はない、 日常 

の 事實も 其の 通り だ、 只 言葉 や 事實の 意識の 下に、 此の 

世 を 動か して 行く 永遠 の 眞實が 流れ てゐ る、 そして その 

モ！ 11* れ 

眞實 は、 見る 人の 目に 應 じて 各々 に 見える だけより あら 

はれる こと は 無い ものな の だ。 己 は 二十 年 修辭を 修めて 

希 臘の哲 學も殘 り 無く 調べた が、 眞理 はいつ "て も 言 紫が 

明に 意識して ゐな いところ に 光って ゐる。 だが ソ クラ テ 

スも ブラト ー も、 あの 男の やうに 恐し いと 思 ふ 程 眞實の 

光った 言 紫 を 吐いて はゐ ない。 自分の 死 はありと あるく 


るし みと よろこびと を 一 つ にした 命 だと 云つ て 居た が、 

あれ は 非常な 言葉 だ、 何だか 人 問の 心に は、 あの 言葉に 

あら はれた よりも 强ぃ眞 實を摑 むこと は 出来ない やうな 

氣 がする。 それにしても 平常 どんな こと を敎 へて 居た か 

さ、 度い ものだった。 

第 四の 羅馬人 己の 見た 時 は 死んでも 生きる の だと いふ こ 

とや、 父の 心 を 知らなければ ならない とい ふやうな こと 

をい つて 居た が、 何だか 己に はわけ が 分らなかった。 

(此の 時 再び ィ H ス、 ヒ ラト. 前の 人々 等 出で 來 ろ。 

間 。ン 

ビラ ト (ti に 直 リズ) 街の 者 は あんなに 騷ぎ 立て、 ゐる 

のに、 お前 は 何の 答へ もしない のか。 

(イエ ス 答へ 無くして ヒ ラトの 面,^ 見つめて ぁリ 0;- 

ヒ ラト 何故 己 の 言葉に も 答 へ 無い の だ。 己 はお 前 を 十字 

架に 釘る 機； 威 も あり、 またお 前 を 釋す權 威 も あるの だ。 

己の 手に お前の 命 を 握って ゐ るの を 知らない のか。 

(ィ H ス^ ほ 答へ 無し。 長き 間。 其の さま 直ち LL 人々 

の 心,^ して 眞货 の植威 vS- 思 はしむ。 正面の 扉 開け、 

に歸 けろ 他の 下吏 一 人 入ろ。) 

下吏 祭司 共が 街の 者に 今夜 は 節の 恙 をた ベず とも、 直 

にお 訴 へせねば ならぬ と 申しました やうて、 長老が 十 人 

ばかり 審判 座の 下まで 參っ て 居ります。 あとから 多勢が 
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押して 參る のて、 どの やうに 追ひ拂 ひましても 動く 所て 

は 御座いませぬ。 如何 致せば 宜しう 御座いませ うか。 

(間) 

ヒ ラト 二人ば かり 這 入る やうに 云って 來 い。 

下吏 畏 りまして 御座います。 

(下吏 出で V 行く。  rao) 

ヒ ラト (尙言 無き イエスに 向 ひ、 語調 著しく 謙りて) も 

う 一度 己に 聞かして くれない か、 己 はもつ と 早くお 前の 

言葉 をき けばよ かった と 思つ てゐ る。 先刻 眞理と いふ こ 

と を 云って ゐ たが、 一 體眞理 と は どんな もの をい ふの 

だ。 (間。 不安に 迫らる 、もの、 ごとく) 返事 をして く 

れ ないか。 己 はい ま 聞いて ゐ るの だ。 

(ィ H ス遂 lU<!I ふろ 、、となし。 長き 間。 やがて ィ ヱ〃 

サ レムの 長老 二人、 下吏 L- 連れられて 正面の 扉より 入 

リ來ろ 0) 

ヒ ラト (荒々 しく) お前 達 は 街の iiK 老 だな。 己 はお 前 達 

の 王 を 十字架に 釘ねば ならな いの か。 

第一の 長老 カイゼルより 外に わしら の 王 はあり ませぬ の 

ぢゃ。 若し 此の 男 をお 釋 しなされたら 方 伯 は カイゼルに 

K. 忠な 者と いはれ ます ぞい。 羅 馬まで 使 を やって 此の 有 

樣を申 上る 位 はわけ のない こと ぢ や。 

第二の 長老 わしら に は エホバの 大 神が シ ナイ 山で * モ ー 


ゼに お示しな された 律法が あります のぢ や。 其の 律法 を 

ば 此の 男が 汚し まし た の ぢ， や。 大安 息 B に 麥の穗 をつ 

む、 サ マリアの 女と もの をい ふ、 神の 子ぢ やの 王ぢ やの 

と名乘 る、 恐ろしい 罪 は 一 々數 へても 居られ ませぬ 。此 

の 男 は 死なねば なり ませぬ のぢ や。 

第一 の 長老 何人も 自分て 王と 名 乘る者 は、 カイゼルに 叛 

みつぎ 

くもので はあり ませぬ のかい， 此の 男 は稅も を さめて は 

ならぬ と 申します のぢ や。 途方 も 無 い 叛逆 人 ぢ や 。 

第二の 長老 此の 男 は：： 

もの い 

ピラト もうよ せ。 (間。 思 ひ 切 リズ 語 ふ-ことく) —— 己 は 

此の 義人 の 血に 關係は 無い、 —— 自分て 11^ 吿 すので は 

無い が、 お前 達の 手に 任せて やらう わ、 ！ 己 はこの 人 

の 血 を 見 度く は 無い の だ。 

第 一 の 長老 それて 此方の 用 も すんだ とい ふ もの ぢ や。 此 

んな 男の 血 位 は. わしら とわ しらの 子孫に ふり か-つて 

も 仔細 は 御座り ませぬ わい。 ナザレ 人、 ほんに ナザレ か 

ら キリストが 出る のぢゃ なぞと 途方 も 無いた わけた こと 

をい ふ奴ぢ や。 ナザレの キリストよ * 大工の 御子よ、 こ 

れ から ゴ ルゴ ダへ 行く のぢ や。 ィ エルサレムの 殿宇 を 三 

日て 建てる 位の 神の 子なら、 手足 を 釘 づけに された 十字 

架からても 飛び降りて、 E 分の 身 を 救うて 見せる てあら 

う、 そしたら わしら も 信じ ませう わ 0 
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第二の 長老 罪 を ゆるす の 潔め るのと 無法な こと を 吐いた 

舌 も、 もう 恐れに 硬ば つて 一 と 言 ももの が 言へ ぬと 見え 

る わ。 それにしても 十字架 を 負うて 行く 囚人に、 其の 暴 

と 抱 衣と は不 似合 ぢゃ。 (見と 袍衣 と , ^剝 お」 取リ、 兵 本 

共 に間 ひて) そんなら つ ぃゴ ルゴ ダ まで 曳 いて 行って 下 

されます かい。 十字架 は 用意が してあります のぢ や。 

(イエス、 長老 等、 兵卒 等、 正面の 扉より 出づ。 暴か 

LL 破ろ \か 如き 叫喚の 驛 聞 ゆ。 間。) 

ヒ ラト (旣 LL 閉 たろ 扉の 方 fj- 向 ひ、 そのこ ゑ 節 失 ひ 

て) 己 は あの 男 を 殺した のて は 無い、 —— あの 男の 血が 

己に か、 る 理由 は 無い の だ 11 0 

(再び 11。) 

寧ろ 急に 幕。 

11 終焉 11 

(白樺 大正 元年 十月) 
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ダラ ジ ー ラ いっから さう して 聞いて ゐ たの。 

アリア ドネ まだ 水に 映った 月が 私の 窓の 下 を 流れて ゐ る 

時分に 家 をぬ けて 来ました の。 今日は 朝 目が 覺 めた 時、 

寢 床の 上に さし 込む 日の 光りが、 偶然 眞 赤な 血の 色に 見 

えてから， もう 一 日 丁度 香の 高い 花束 を 枕に 置いて 夢 を 

見た 翌る 日の 樣に、 重い 血が 兩 方の 乳に 下って、 息の 出 

し 入れに も 胸が 騷ぐ樣 てな りませんでした。 それでも 夕 

方、 薄 みどりに 月 を 含む だ 細 い 露の 粉が 髮の 上に 降りて 

來て、 柔 いびろう どの 艷 にし つ と り 包まれる 時分から 

は、 玻璃の 水 鉢へ 入れた 眞珠 でも 眺めろ 樣に、 物事が は 

つきり 見聞き 出来る 樣 になって 來 ました。 段々 月が 高く 

なって、 方々 の 家の 燈 火が 消える 頃、 私 も グラウ 口の 名 

を 念じ 乍ら 窓 をし めようと します と、 川の 底から とも 何 

處 からと も 無く、 あの 聲が 風に 散らされた 金 紗の樣 に 漂 

つて 來 ましたの、 そして 不思議に グラウ II とい ふ 名が、 

海の 底で 眞珠の 光が 搖 らい だ樣に 一 と 言 聞え ると 思った 

ので、 私 はといた 髮を 川の 水に 洗 はれる ほど 身 をのり 出 

した ま i、 息の 音 も 恐がる 樣 にしました けれど、 そんな 

は つ きりした 言葉な ど は、 それ つ きり 何も 聞え なくな つ 

てし まひました。 すると 戰 にならない 前 * よくこの 橋の 

上て 會は うと 約束した 時の 心 持が、 俄にから だ 中 を 波打 

つて 来たので、 も うぢつ として は られ なくなって、 い 


つもの 樣に 裏の 門から 忍ん て^けて 来ました。 来る 道て 

も 丁度 あの 時分と 同じ 樣に. ふはくと 空に 漂った 用の 

無い 雲が、 あんまり 明い 月の 顏に氣 まぐれな 覆 ひで も か 

けて くれる と、 何だか 安心した 氣 持になる 樣 てした けれ 

ど、 此の 橋へ 來て かう して ぢ いっと 聞いて ゐろ 内に、 露の 

冷た さ が 睫毛 の 先に も慄 へて、 段々 あの 聲が戰 場 か ら歸 

つて 來る かちどき だと 分る 樣 になって 來 ました。 - 1 . 

tf- ラ ジ-ラ もう 街の 入 達 は 知って ゐ るの-てせ うか。 

ァ， 'ァ ドネ 私の 来る 時分 はま だ 何 處の家 も 固く 締まって 

ゐ ました けれど， もうあん なに 方々 の 窓が 驚いた 樣に眼 

を あけ 始めた の です から、 やがて みんな の 耳に も 勇まし 

ぃ聲 のしら せが， 渦を卷 いて 聞え るの" てせ う。 私 は 又 あの 

聲を きいて ゐれ ば、 いつもの 樣に 白い ばらの 花へ 自分の 

血 を ふりかけて、 グラウ 口 の 花環ても 編む てゐ なければ 

ならない のに、 なぜ だか 丁度 深い 深い 水の 底へ 沈んで 行 

くと 思ふ樣 な、 不思議に 靜な よろこびの 音ば かり、 耳の 

中で 銀色の 鱗が 攝く樣 にき こえます の。 

ダラ ジ ー ラ (獨 ft の やう LL) 朝の 風が 月 や 星の 光り を 吹 

き 消し て 、 まだ 初 々しい 金色の 日が 方々 の 壁 を 華 か に 照 

らして 來る 時分に は、 もう a マ の 街 は 血腥ひ いきれ に 蒸 

れ 立って、 穴に 捷む 蜘蛛の 樣に 骨ば かりの 老人 や 薄 赤い 

蝦蟇の 樣な 孕み 女まで、 踏みに じられ た 人達の 血 や 腸に 
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.U り 乍ら、 かちいくさの 歡喜を 踊り ま はるので せう。 そ 

んな騷 々しい 血潮の 洪水が 滴卷く 中で 私 は 一人、 ：： 

アリア ドネ (語 fS- 遮 A-p リ) グラジ I ラ、 段々 近くな つて 

くる あの かちどきの 中に、 朝の 光が くらやみの 中から 赤 

い 花 をよ び醒 ます 樣に. あなたの 兄樣. の 名が はっきり 聞 

えて 來 ました。 きっと グラウ 口が 王樣の 前に 馬 を 進ませ 

る樣な 勇ましい 手柄 を 立て、、 幾千の 人達に 名 を 呼ばれ 

てい らっしゃる のよ。 

ダラ ジ ー ラ (依然として 频 白の 調 yJ- つ  >  け 次第に 聲亂れ 

つ、) 私 は 何 かしなければ ならない。 神々 が アル バン 

の K を つたし かへ. L に は、 驕 りの 汗で 油ぎ つた 兄 機の 

胸 を 占 ひ の 血 鍋が ゆだ つ 樣に 赤く 爛ら して、 チ H ッォ 1 

の 耻ぢが 蛇の 皮の 樣に はがれる まて 口 マの よろこび は 私 

の に 呪 はれる の だ。 私の 生れる 時 は 母樣に 血み どろの 

苦み 死に を さして、 n 分の か らだ も眞赤 になった ま、 出 

て來 たとい ふけれ ど、 なぜ だか 今夜 はそんな おそろしい 

母樣 のま ぼろし が、 眼の 前に 泳いで 來る やうな 氣 がする 


アリア ドネ (あわた > しく 再. ひ 語,^ 遮 リズ) あ、 もう 街 

の 人達が あんなに 集まって、 みんな 此の 橋の 方へ 歩いて 

l-J し 上 .c 

來 ました。 栀も劍 も 持て 無くなった 老人な どに、 私達の 

衣が 見られて しま はない 內 UH く 野の 方へ 逃げて 行き ませ 


う。 騷々 しい 暖れ聲 に 露の 降る 音が 消されない 樣な 所へ 

重い 金の 幕 を 垂れて、 こんな 大事の 晚に 私達の 考 へねば 

ならぬ こと を考 へて 居 ませう。 グラジ ー ラ —— 0 

(グ ラジ ー ラ！！ ；-晷 絨み 空しき 方,^ みまも リてァ リア 

ドネの 導く ま、 LL 橋 f ^渡ろ。) 

第二 段 

(舞臺 しにら く 無人。 叫喚と 火光と い r< い よ 近づく 也 0 

下手より 老人の 一 圑。 若き 少女に 從 ひて 橋畔 LL 出づ。 

老婆 等の 相 速れ たろ もの、 兒女 等の 伴へ ろ I の 伍々 之 

に績 き、 中 LL は 若さ 女 等の 歩みん-緩 むろ、、 となく し C 

急 ざ 行く も あれ ど、 多く は 其の ほとりに 駐まろ 0) 

老人 一 たしかに 勝ち いくさの 関の 聲だ。 迫 はれ 乍ら 逃げ 

て 来る 時 は 名 勢の 聲が合 はさっても、 もっと 途切れ 途切 

れに きこえる わ。 その上、 敗け いくさに は 火の 色 を 立て 

ぬ もの ぢゃ。 

老人 二 そんな こと を 物識りら しく 言 はう 時 かい。 あの 勇 

ましい かちどき を 聞いて ゐ ると、 お 互の 乾から びた 身義 

に も 冬 最中 發 かれた 蛇の 巢の やうに、 昔の 血 が 鷲き 乍ら 

かけ 廻って 來るぢ や 無い か。 孫の 奴 血の かたまりの つい 

た 槍 を ふり 立て 乍ら、 足 も 浮かせて 飛んで くるの が 見え 

る や うぢ や。 
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老婆 一 わし は 又 最前から 何 處ぞに 俘 奴の くるし 相な 呻き 

が 聞え る樣 て、 ゆうべ の 夢見 やら 何やら K. 吉 な胸騷 ぎが 

してなら ぬわ。 

老人 三 何 を 言 ふの ぢゃ。 和 主の バ ー ト ランド ー に そこの 

グラウ 口 殿、 それから わし 等と この ォス タシォ とかう 並 

ベて、 ホラ テ イイの 三人 兄弟と もい はれた 口 マの 剛者ぢ 

や。 その 親が とかげの 子で も 生み はすまい に、 法れ たこ 

と は いはぬ もの だ。 

老人 四 わしに はやつ ばり 人の 名 を 繰り返して 呼ぶ 樣に聞 

える が、 誰ぞ 一 入え らい 手柄ても したと 見える わ。 それ 

にしても 一 體 何と 思うて 逃げ 軍の 叫び 聲 だなん ぞと， わ 

け も 無い こと を あの 樣 にわめ き 合った の だ。 

老婆 二 昨日の 夕方 マッチ 一一 の 占 ひ 婆さんが 方々 の 家々 を 

靦 きま はって、 今夜 中に 口 マ の 街 は、 皮を剝 がれた 犧牛 

-ても 見る やうに 眞赤 になって 亡びる 相な と、 おそろし い 

こと を 告げて 歩いた んぢ や。 

老婆 三 わしのと この 窓の 下に も 立って、 丁度な き 出した 

み、 づ を ぐと 蹈ん づ け 乍ら 、 その 樣に 言う てぢ やった。 

老人 二 婆の 奴. きっと 占 ひの 鍋の 中へ • 蝮 蛇の 腸と 蝙蝠 

の 翼と を、 寢 惚け まなこに 取 違へ て 煮た もん ぢゃ。 あの 

勇ましい 関の 聲が 枕に した 死人の 腹へ 街く ので、 今ごろ 

なめず 

鍋の 底な と 舐り 乍ら、 呆れた 面で もして 居る だら ラ わ。 


老人 五 だが まあ 宵 嵐の よい 勝ちい くさで、 どんなに か 芽 

出度い こと ぢゃ。 隣り合せ の國 同志 三月. 勝負が 定まら 

ず、 年より や 女子供の 外 は 誰 一人 街に 殘 つた 者 も 無 いん 

ぢ やからの 0 

老婆 HI あの 子が 生きて 歸らぬ ものなら、 こんな 戰 なぞし 

て 貰 ひ 度う も 無い。 人の 云 ふに は 一番が けに 敵の 中へ 切 

り 込んで、 何十 人の 循に圍 まれ 乍ら やつば り滄を 振り か 

ざ して 居た とのこと ぢゃ。 月の 國 から 銀の 杯 を 取って 來 

たとい、 つて、 どんな 勇ましい 手柄 話は閗 かう とも、 もう 

あの 子が 生きた 聲で、 わし を 呼ぶ の は 聞かれ もせぬ. . - - 

老人 四 やつば り 人の 名 ぢゃリ bravo,  bravissimo  、一一  いふ 嵐 

の 中に、 グラウ a の 名が 騰の樣 に 飛び 馳 ける わ。 戰がぁ 

つたら 目覺 ましい 手柄 を 立てずに 歸らぬ グラウ a 殿ぢ 

や、 きつ と 今夜 も王樣 の 前に 馬 を 進 ませて 御 鹿ら う に 、 

父御 も 妹 御も此 の 内に 見えて かの。 

老人 六 バ ン  一一 ノ殿も グラジ ー ラ殿 も、 さっさから まだ 姿 

は 見えぬ 樣ぢ や。 

老婆 五 グラジ ー ラ殿 といへば、 アル バン 方の チェ ッォ ー 

と い ふ剛 者に 契り を 交し て 見えた の だが、 今度の 皸から 

敵と 味方に 分れて、 どんなに つらい 思 ひ をな された かの 

ラ 0 

老婆 六 丁度 ゆうべ も 寒い 夜風に 紅い 花片の 散る 樣な 姿し 
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て、 物 思 はし 相に この 橋 を 行き 房り なされて ゐ たが、 何 

にしても おいと し いこと ぢ や。 

老人 七 その 樣な こと は 今 は 言 ひ 出さぬ もの だ。 それよ か 

俄に 軍勢の 聲 が 近くな つて 來た わ。 かう いふ 時に 若い者 

の 足 並 は早瀨 にの つた 小魚の 勢て 年より なぞの 考へ にも 

及ばぬ もの だ。 兑ぃ、 丁度 一 と晚 うなされて ゐた 暗い 

が、 朝の 魔法て すき 通 つた 濃綠 色に 變 へて 行かれる の 

を、 金 や 銀の 泡 を 散らして 高らかに 唱ひ 合し 乍ら、 勇ま 

しい 歡 喜の 魚 達 を 虹の 粉と 一 所に お日様の 中へ 投げ上げ 

しれん ぼ 

たり、 吝嗇な 機の 岩が 大切に かくした 眞珠を 攫つ て來、 た 

り、 ひょっとすると 底に 沈んで ゐた 名高い ぉ妃 のされ か 

ふべ まで、 貝の 玉座と 一所に 運び 乍ら、 勇ましい かち ど 

きを あげて 來るゃ ラぢゃ 無い か。 

若き 女 (橋の 彼方 v5- 望みつ、) あ、 誰か^ 馬に 乘 つて か 

けて 來る。 銀色の 鎧が 月に きらきら 輝いて：： 

老人 六 戰 場の 知らせ を 持って 急いでく るの だ。 誰と も 知 

ら ぬが あの 勇ましい 姿 を 見い。 水煙の 散ろ 樣に 白い 馬の 

鬚が 風に |g れて、 また 銀の 鳥ても 飛 ぷ樣に 蹄 は 土に 着か 

ぬば かり ぢゃ。 お 互に 若い 時分の 覺ぇも あるが、 かち 戰 

を 一 人て 知らせに 歸る時 は、 人 も 馬 も狂氣 したやうな 氣 

持になる もの だ。 

(群 架 は 共に 橋の 彼方 LL 眺め 入り， I が、 しにら く あり 


給 ど 口，^ 齊 しくして 高く 叫ぶ。 間。) 

老人 八 あの 小 河 を 飛び 損ねたん おや。 前への めったの て 

人に 怪我 は 無い やう だが、 可愛 相に 馬の 奴 膝 骨を碎 いた 

相な。 

老人 九 馬 をのり すて、 今度 は 自 分が かけて 來 ようとい ふ 

のぢ や。 だが あの 足元の 具合て は 若い者と も 見えぬ がの 

う。 

老人 四 うむ あれ はヂ アンチ ヨット ー 殿ぢ やよ。 グラウ 口 

駿の 叔父 御ぢ や。 甥の 勇ましい 手柄 話 を、 わが 口より 先 

へ傳 へられる がお そろし さに、 陣 から 拔 けが けて 見えた 

んぢ や。 

(この 時 グラウ 口が 家の 門より、 父パ ン ニノ いたく 年 

老いて 腰 ゆがみ 杖つ ふ-たろ が 二人の 從 者，^ 從へ、 階段 

の 上に 出で 止まろ。) 

パン 1 ーノ 皆 も 此處に 出て 見えた のか。 俘の 名 を 呼び 乍ら 

軍勢が 歸 つて 來る やうに 思うた が、 老いぼれた 耳て 聞 さ 

たがへ ました かの。 

老人 十 お聞きた がへ では 御座り ませぬ。 私共 も その 樣に 

聞き 乍ら かう して 最前から、 甲斐の 無い 血 を 湧き 立た せ 

てゐ るので 御座います。 又しても 目覺 ましい グラ ロウ 殿 

がお 手柄と 見えます る。 それに 今 あすこへ ヂ アンチ ョッ 

ト 1. 殿が 何 か 知らせ を 持って お出て になり ました。 


712  み i  ^rmw 


パン 一 1 ノ ほう あれ は 弟 か。 馬に も乘 らず覺 束な い 足元て 

どうしたと いふ こと ぢゃ。 

老人 八 馬 はい まあの 川 をと び 損ねて 膝 を 折った 樣 て 御座 

いました が、 お年寄りのから だに 重い 鎧 を 召した ま.^、 

うすもの 

羅 を 着た 若い 女で も 走る 樣に、 たうとう 1^ けつけ て 見 

えました 0 

第 三 段 

(しばらく は 期待の 沈默。 やが ズ橋上 に ヂァ ン チヨ- ソト 

I 戦場の 鎧，^ 着た ろ ま、 にして 走り出で たろ が， 階段 

の 上に 進み パ ン 11 ノの 双手，^ 取りつ、。) 

デ アン チヨ クト， (狂喜に 迫れろ 語調に ズ) 兄 御 。お 互 

ひに よう 生きて ゐ たこと ぢゃ。 グラウ 口の 名が 口 マの 空 

から 海 を 越え て 、 遠く の 島まで 鳴り ど よむ 時が 来た の ぢ 

や。 (俄に 不安の 情に 目覺 めた ろが 如く) 誰も 先に 来た 

もの はない かの。 

パン 11 ノ  (激しき 感動に 打ち 懐へ つ \) 誰も 來 やせぬ わ。 

それよりも グラウ u がどうし たん ぢ や。 

ゲ アンチ ョクト ー あの 子の 腕が あつたば かりに、 長い 戰 

が 勝ちに なつたん ぢゃ。 丁度 今 何千 人の 栀に うつ、 た 月 

の 影と， 手ん 手に 持った 炬火が. m の 蒸 氣の樣 にもえ る 中 

を、 王 樣の眞 前に 馬 を 立て 、來る 姿 は 日の 神の 申し子と 


いうても 足らぬ。 軍兵 ども は みんな 狂氣 して， i;S の 色に 

赤く 染められた 槍 ゃ楣を ふりかざし 乍ら、 グラウ a の 名 

を わめいて 來る わ。 わし は 又誰ぞ 先に 知らせ はすまい か 

とい ふの が 恐し さに、 つなみの やうに 陣の 中から ぬけ 骶 

け て 飛ば して は 来たが、 氣の あせつ た 上に 馬 は 痰れ る 、 

つ いそこの 小川まで 來か 、つて、 司 愛 相に 兩膝 ともへ し 

折つ てし まうた。 だが もう 街へ 這 入って 來 るの も 程ない 

こと ぢゃ。 待つ 間に は 丁度 皆 も 一 所に グラウ n の 手柄 を 

きいて くれぬ か 0 

(と 下方の 階段 LL 腰， おろせば、 群衆 も 物言ば すして 

集リ 園み、 パ ン ニノば 落ち ゐぬ姿 LL て 上方の 階段に 腰 

1 ^おる す。) 

デ アン チヨ- ソト- 何しろ 今度 は 誰も 知 つ て の 大戰で 、 ァ 

ル バ ン 方 も 王樣の クル イリ ュ ウス が： 处 ん て 國 境まで 退 

いてから は、 もう 一 と 足 も たじろぐ 樣子は 無し、 味方と 

て其處 まて 寄せた 勢ぢ や。 何度 手 合せしても 夥しい 死骸 

こそ ちろ が陣は 落ちぬ ので、 L まひに は兩 軍と も楣の 

面 や 叙の を 鏡の 樣に 磨く 外に は、 仕 やう こと も 無うな 

つた。 そんな 有樣. て 二た 月 もつ く 内とうと ぅ王樣 同志 

使者が 立って、 いつ 果てる とも 見え. S 勝負 を • かう して 

限な くまって ゐ るよりも、 各の 軍 巾から 三人の 勇者 を 選 

り 出して、 六つの 腕に 國の命 を 任せようと いんに きまつ 
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たの ぢゃ。 誰し も 血の 色に 飢 ゑて ゐた時 のこと で、 丁度 

小魚の 群が 網に-て も か 、つた 樣に 我も我もと ひしめき 立 

つたが、 其の 中から 王樣 のお 鑒定 て、 グラウ 口 を隨ー に 

ホラ テ イイの 三人が すぐり 出された のよ。 

老人： 一一 (激しく 語，^ 遮 リズ) わしが ォスタ シォも 外れ は 

します ま いの。 

デ アンチ ョクト ー さ うぢ や . 和 主 のォ スタシ ォにバ 1- ト 

ラ ンド ー を 合せて 三人 ぢゃ。 いよ/ \兩 軍の 對ひ 合った 

眞 中の^ 場 へ 、拜領 の 鎧 を 着て 勇ましく 出て 行く 時には、 

わし はもう 嬉し さと， 4- 恐ろし さと も 知れぬ 心 持で、 た 

慄 へ 乍ら 股 を つぶって ゐる より 外 も 無 か つたわ。 その内 

i-tl づら 

兩 軍の 凄まじい とさの i8r が. ばったり 川面の 樣に靜 かに 

なって、 又 俄に 脈す ぢの 切り口から 血潮の 迸り 出る 勢て、 

前よりも はげしく わめき 出した。 試合の 合圖 がお りたと 

知った のて、 わし はやつ ばり 眼 をつ ぶった ま X 祌々 の 名 

や へて ゐ たが、 もう 誰と いふ こと はなく 槍に でも 突か 

れた 人達の 樣に、 胸 も 張り さける ばかり をら び 乍ら 狂 ひ 

ま はつ て、 陣の 中に も 無益な 血が 流れる ほどの 有樣ぢ や。 

すると 不意に、 黄色い 煙の はふ 樣な 怪しい 呻きが 口々 に 

傳 はつ て、 敵の 陣 から は 七つ の 空 も 落ちる かと 思 ふ 恐ろ 

し い ^が 、 鎖 の 胸 を へ し 折る やう に ひビぃ て 來ろぢ や 無 

いか。 ^.^ははっ と©ぅて眼をぁけた0 昆 ると バ ー ト ラン 


ド ー が 肩先から 切り こまれて 血煙り を 上げ 乍ら 倒れ る の 

だ 0 

老婆 一 (齔れ たろ 語調！， LVO やつば り 俘 はやられました 

かいの。 忌 はしい 夢見が 外れなん だかいの。 やつば りの 

う  0 

ヂ アンチ ョクト ー (老娑 の ものい ふ,^ 殆ど 顧みす して) 

屈强な 若者だった が氣の 毒に 時の 運ぢ や。 さあ かうな る 

とたと へ鐵の 目隱し をされ ようと も、 股 はしつ かり あい 

て 居ねば ならなかった が、 1 體 どの 樣 にして 見て ゐ たの 

か、 人の こと も 自 分の こと も それから 後 は 皆目 覺ぇも 無 

いわ。 何しろ グラウ a はま だ 薄手 も 負 はぬ に 又して. 今 

度 はォス タシォ が：：。 

老人 三 (再度 激しく 語. ^遮りて) 何， ォスタ シォと 言 は 

れま すかい。 あれが どうしたと 言 ひます んぢ や。 

デ アン チヨ- ソト， 劍 をた  >- き 落されて、 見る 内に 腦， 犬へ 

切りつ けられた： ：o  - 

老人 三 噓ぢ ゃ噓ぢ や。 わしが とこの ォスタ シォに 限って 

其の 樣な， ：： 土に 接む けら 蟲の たまし ひに 魅入られた 

というても 其の 樣な 鈍い 事 を させ はせ ぬ。 喷ぢ や：：。 

デ アンチ ョクト ー 和 主が さう いふの も尤 だが かう いふ 時 

に は， 自分の 悴に 怪我が あっても 國の 手柄 を 第一 に 祝 ふ 

もの だ。 まあ 落ちついて くれぬ かい。 いよく 三人の 敵 
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に グラウ a は 一人て 向 ふん ぢゃ。 もう 敵 味方の 陣 から 立 

つと きの 聲 も 耳に は 入らいて、 一 心に 兑 入ろ 内 グラウ 口 

の 奴、 たじたじと なる わ、 やと 思 ふ 暇 もな く 踵 を 返し 

て、 追 ひま くられた 鹿の やうに 逃げ出して 來るぢ や 無い 

か。 敵 味方の 騷ぎを 思うても 見い。 其の 時 は 此の わし ま 

で栀を 地面に た X きつけて グラウ 口 の 名 を 呪うた もの ぢ 

や。 だが 勿體 ない * 今にな つて 考 へれば 神々 の 智慧が あ 

の 子に 降った の だ • それ を 知らず に 親身 の 叔父て あ り 乍 

ら、 など を 吐いた この 舌が， 今日まで 蛇の 舌の 樣 にさ 

かれずに ゐる のが 不思議 ぢゃ。 後 か ら 三人て 追 ひ かける 

の だが、 手 負の 違 ひて I 人 一 人に 離れて 行く。 —— これ 

も 不意 ぢゃ。 グラウ 口 はっと 立ち 止った が、 直ぐ 後に 追 

つて 來た 奴が、 勢 あまって のめり 乍ら ふみ 止まる の を、 

苦 もな く橫 面から 切りつ けた、 つ いて 来たの も 脇腹 を 

つきさ、 れて 仰け 樣ぢ や。 ところへ 血の 滴った 劍が まだ 

拔け もせぬ に、 海の 中から 湧き出た 様な 勇ましい 姿 をし 

てこの 國へも 名の ひ いた チエ ッォ ー が馳 けつけ て來 

た。 もう 左の 股に 傷 を 負 、つ てはゐ たが 何 を 云うても 恐ろ 

しい 剛者ぢ や。 味方 も 敵 も 誰から と はなく、 魚の 群が 潮 

にても 乘っ たや、 つに ずんずんと にじり 出 乍ら. 息の 音 も 

止める やうに 靜 にした の-て 、ぶっかり 合 ふ槻の 音が、 各の 

胸に こたへ て 高く 聞え るば かり ぢゃ。 誰も 夢中に なった 


の て劍が どこ を 突いた の やら 分ら ぬが、 見る 內 にさつ と 

目の 眩む 金の 樣な 血煙り が 立った。 —— のう 兄 御、 グラ 

ゥ a はもう 仆れた 奴の 胸に ふん またがって、 咽喉 を 突き 

傲して ゐる ぢゃ鲤 i いか。 

パン, ーノ  (立ち上 リ聲慄 へつ. >0 グラウ ロ：： 

(よろ ぼひ ズ 叫喚の 近づく 方に 眼 vJ- 放ちつ、 階段,^ 下 

リ來れ ば、 群衆の 中に）^ 之に 附 して 勇者の 名 yj- 呼ぶ も 

ぁリ、 殺 氣，. Ma めろ 興脔の 迫れる が 如し。) 

ヂ アンチ ョクト ー (立ち上り) さあ 兄 御， わしが 腕に つ 

かまつ て來 るの ぢゃ。 もう 行列 も そこまで 見えて 來た， 

和 主 達 もこん なと、 1 ろに 待ちう けて 居よう より、 みんな 

グラウ 口 の 名 を 呼ば はって 廣ぃ 好の 方へ 迎 ひに 行かう も 

のぢ や。 

(群衆に 口々 に ダラウ 口の 名,^ 叫びつ 、悉く 去ろ レ 最 

前よ リ次 第に その 聲 大 にした ろ 叫喚 は、、 の 時、 やう 

や く叨 ,u  bravo,  brs-issimo. グラウ a とき 、、ゆる Ll 至 

リ、 空い よいよ 赤し。) 

第 四 段 

(白髮 なる マ- ソチ 一一 の 占 ひ 婆. 下手より 汚れた る 頭巾,^ 

載き ふしくれの 杖.^ もちて 出づ。 體艇 の！ 15 小な ろに 比 

ベ ズは _^貌 大きく L ズ觥 く、 齡は辦 じ 難き 程 也。) 
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占 ひ 婆 (叫喚の 來リ 迫ろ.^ 眺めつ、) 狂犬 共が 泥 田の 中 

で わめく 樣ぢ や。 あす はお 日樣が 一日 か X つ て も、 衢に 

流れた， 膿 血 は 乾せまい。 土の 底で 眠り かけた 蛇 や 蛙 や 

み \ ず 達 も、 生 腥ぃ臭 ひが 泌 みて 來 るので、 又 のろのろ 

と 這 ひ 出して 来よう も 知れぬ。 わしが 妖術の 鍋で n 蝠の 

羽根 さ へ 殘ら なんだら 、 ロマ はめて たい 勝利の 都ぢゃ 

が 、 何處ぞ に 恐ろしい 女の 念力が あ つ た と 見える は。 

(この 時 ダラウ ー ラは橋 上 1^ 赤き 閃きの 如く 走 乜來リ 

しが 占 ひ 婆の 前に 跪 さ 11 ) 

ラジ， 'ラ お 婆樣。 どうぞ 魔法のお 祈りで 助けて 下さい 

まし。 私 は 忌 はしい 兄妹の W に 身 を まかれる やうで 御座 

います。 遠くに 居る 戀 人の 小さな 息の 出し入れ でさへ 女 

の胸にはひ ^--くと云ひますの に、 チェ ッォ ー の 胸に たま 

つ た 命 の 血が 呻き 乍ら 迸 つ て 出た の を、 夕 霞 の 粉の 中で 

a: 分の 脈 を さく ほどに も氣が 付かない て 居りました。 王 

樣の 前に を 立て、 くる 兄が 誇らし 相に 鞍へ しいた 下着 

を 見る まて、 私 はやつ ばり 兄 を 勇ましい もの 、樣に 呼ば 

はって 居た のて 御座います。 一す ぢ 一す ぢの 赤い 絲も血 

のす ぢを縫 ひ 込む 樣に 織り 上げた 下着が 慘 しく 破り さか 

れて、 ia のま じな ひ を稱へ 乍ら 髮の 毛て 二人の 名 を 縫 ひ 

つけた 胸の 合せ U も、 黑血 と の 汗と に まみれて 居り ま 

した。 遠くの 方から その 血が 毒 針の やうに 私の 眼へ さ \ 


つた 時、 はじめて 自分の 姿 を 朝日に 向いて 鏡へ 映した や 

うに、 はっきり 命の ことが 分った ので、 思 はず チ M ッす ー 

の 名 を 呼び 乍ら 行列の 前へ 躍り 出ようと します と、 馬の 

上から 睨む だ 兄の 股 付きて、 もう 先へ は 一 と 足 も 身動き 

が出來 なくなって しま ひました。 きっと 忌 はしい 兄妹の 

血の 網が 私の 心 もから だ も 包んで しまったの で 御座 い ま 

す。 それで も 丁度 暗やみの 中 を 人殺し の 匕首が 切く 樣 

に , , 私 も 鏡 の 前へ しまつ た 自分 の お 首が 、 眞 赤な 炬火 の 

潮の 中 を 泳ぐ のが 兑ぇ るので * 其 の 影 を 追 ひ 乍ら 人波 の 

間 を 小魚の 機に ぬけ 潜りして 參 りました。 お 婆 樣" どう 

ぞカを 助けて 下さい まし、 いっても 蛇の 鱗に 持た してい 

らっしゃる 力 を、 私の 乳に も 持た して 下さい まし、 どん 

なに 澤 山な 呪の 蛇 達に 身 をく、 られて も、 汚された 二人 

のた まし ひ を 洗 ふに は、 兄の 胸から しかへ しの 血 を 絞り 

取って、 骨の 間にから みついた 薄い 皮まで、 私の 爪が 播 

き 取って 來 ねばな りません。 

占 ひ 婆 おそろしい 念力 を 持った 女と いふの は 和 主の こと 

ぢ やった な。 其の 心配 はおくが よい わ。 今夜の 中に ロマ 

の 街 は， m に ひたって 亡びる とい ふお 吿 げぢ や。 わしが 妖 

術の 鍋に 蝙 幅の 羽根が へばりついて、 壇の 上への せた 牛 

の兒 が、 血の よだれ を 流し 乍ら くたばった、 女の 念力が 殘 

、 、 、  att 

る しるしば かり ぢ やて。 和 主の あ 首 は 餌 を 食 ふ獸の 舌 の 
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樣に慄 へ て、 嬉し さに 呻き 乍ら グラウ 口 の 胸に つ きさ さ 

らう ぞ。 勝ち 軍の よろこび だけで、 もうあの 樣に 狂氣し 

た 人達 は、 和 主の 執念に 燃やされて 恐ろしい 斬り 合 ひ を 

始める のぢ や。 七つ の 空 もやさ 落す ほど 燃え立った 歡喜 

のかち どきが、 黑ぃ 煙の やうな 呻き 聲に代 へられて、 街 

中 を 這 ひなめ づる 頃に は、 道の 角て 生れ 落ちた 犬の 仔 子 

も 血の 波 に 溺れ 乍ら 鳴き わめかう わ。 

ダラ ジ ーラ (躍リ 立ち 心、、、 LL あら ざろ）^ の 如く^ 白 

しつ、 門 に 入る) 重い 霜い 金の 海が 私の 肩から 乳まで 

かぶ さって 來た。 兄と 妹に つながった 血の 呪 を、 きたな 

らしい 胞衣の 樣に斷 ち 切って、 . ^首が グラウ 口 の 胸へ つ 

きさ、 る 時には、 千 も 萬 もの 人の 首から 瀧の 樣に償 ひの 

血が 注がれる の だ。 —— 

占 ひ 婆 さあ 俺 もこの 間に 洞穴へ 房り ましよ。 一番 細い 血 

で 編む だ^ 蛛の網 を 入口に 張って、 舌の 白い 妖魔 どもに 

番をさせたら、 それでもう ゆっくりと、 死人の 腹 を 枕に 

寢られ ると いふ もの ぢゃ。 お 月樣の 眼に も 眠 さう に 薄 や 

にがた まって 來 たの。 やれやれ、 急ぐ こと ぢゃ。 (ダラ 

ゥ 口が 家の 石 培に 沿うて 左折し 消 ゆ。) 

(門 內よリ ダラ ジ 1 ラは 匕首，^ 右手 Li 持ちて 走り出で 

たろ が、 突如 ァ 9 ァ ドネ の 0 影 橋 1^ 渡 リ來て 之 LL 縫 

る0) 


アリア ドネ グラジ .1 ラ、 もう 一と 足 も 動かせ はし ませ 

ん。 多勢の 人波に 長い 髮が渦 を まかれる のて、 あなたの 

舌が グラウ a の 金の 命へ、 火の やうな 況を 吐いて ゐ るの 

き、 乍ら、 思 ふ樣に 追つ ついて 来られなかった の だけれ 

ど、 もうか、 フ して 血 吸 ひ 女の 樣に兩 方の 膝 を だきしめて 

しまへば、 あなたの 眼から 血の 色が 消えて、 小魚の 樣な 

綠 色になる まて、 1 と 足 だって 動かせ はしますまい. 

ダラ ジ， ラ (全くた まし ひう つけたろ 怪しき 獨. n の 調子 

にて) 重い 重い 金の 海が 私の 肩から 乳へ かぷ さって 

来た。 ^;J首の泳ぃで行く血潮の流れへ、 二人の たまし ひ 

もの がれて 行く 11 0 

(眼 fj- 定 むろ： となく- (て 七 首 ァ リア ドネの^- 1L 剌 

す。 ^！！衣に血の華さき最後の聲と共に仆る、 や、 殆ど 

俄 に 群衆の 叫喚 その 勢 V?* 大に し、 bravo,  bravisshll? 

ダラウ 口の 聲 i ^かに、 旣に 先頭の 炬火 橋 上に あら はれ 

ん とす 0) 

ダラ ジ， ラ 眞 赤な 夜 潮 へ、.^ 首の 泳い 行く 金色の 血の 

海へ。 —— 

(ょス ぼひつ、 搭 .5- 走リ 行く。 幕 11 0  ) 

(白樺 叨： iEW 十五 年 二月) 
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しむ。 中央に カミン 爐,^ 仕切 リ、 上に 鏡，^ 置き また 禱 

像， 花瓶 * 陶器， 寫眞 など.^ 並ぶ。 向って 右手に は 庭 

に 通すべき 兩 開きの 扉 ぁリ、 皮張りの 寢 椅子 前方に 横 

は リズ 豹の 皮，^ かけた リ。 其の 傍 書類 のせた ろ 小 

さき 阖卓 ぁリ、 二 脚の 椅子 之れ, ^園む。 向つ \ ^左手 中 

央に扉 ありて 家居 に 通じ、 奧 手の 隅に は大 なる 書棚 あ ， 

リ， 丈 高き 卓子 之れ. に 接し、 上 LL 闊 種の 植木鉢，^ S 

く。 風景 畫の ei 額 正面の 壁に 二 個 * お 手の 壁に は 人物 

查 一 個ん」 かけ •、 壁紙 は 樺色.^ 帶 びた る模樣 v^ffl ゐ、 凡 

ズ 簡素な ろ 政治家の や、 整 ひたろ 趣味 vj- 示す。 

雨 降れる 初夏の 午後。 

左手の 扉,. 排しズ よし子、 さよ 入リ來 ろ。 

よし子 (明か：， i 永 き薆 鬱病 の徵候 示 ぜ る 容貌 語 調 に 

て) 誰も 來ゃ しないだ らうね" あと を しめてお くれ。 

(小さき 圓 卓,. 園め る 椅子の 一 つ,^ 取リ、 さよが 靡,， 

づろ^ まちて) §^母、私はもラどぅしてぃ >- か分らなく 

なって しまった。 まあお 前 かけて おいでよ。 (同じ 椅子 

の 一つ，^ 取らし めつ. *) 此の 年に なって まだ こんな 苦 

しい 目 を 見て 居る より * 死んだ 方が いくらい、 か 知れ や 

しない。 (間) もう つくづく 生きて 居る のがい や だ。 

さよ 又 それ をお 考へ 遊ばす。 しばらく 何も さつば り 遊ば 

した 樣で、 よい 驟梅 だと 存じて 居りました のに、 又お 考 
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へ 始めにな りました のね。 いくら それば かり 苦にな さい 

ましても すんだ こと はすんだ ことて 御麼 います。 それが 

又 格別 大變な 、 ) と にても な つ たと 申すなら て 御座 い ます 

けれど、 ともかく あ X して 皆樣は 何も 御存知な く、 御 家 

も 平に 治まって 參 るので 御座いま すから、 何も 今にな つ 

て そんなに ぉ考 へに なるこ とも 無 いぢ や 御座いません 

か。 

よし子 それ だから 潜の こと 苦しい 目 を 見なければ ならな 

い。 みんなが すっかり 知って くれて、 それて かう して 行 

ける のなら 何も 苦にする こと は 無いだら うが、 みんな は 

何も 知らず、 私 はい は ビ 家中 を 欺 しにかけて 居 るんだ も 

の、 且那樣 が あの 娘 をお 可愛がり になれば なる 程、 いよ 

いよ 恐し ぃ繩 目に 身 を 喰 ひ 込まれる 樣で、 もうどうして 

い 、 の だか 考 へ る こと も出來 やしな い。 

さよ さう お 思 ひになる の も 御尤な 事て 御座 います けれ 

ど、 もう 二十 年 も 昔の こと を、 今更 どうお 考へ 遊ばして 

も 無駄と いふ ものて 御座います。 それ は 遊ばし 事が よい 

ことと は 申されません けれど、 もともと あ  >- いふ 場合の 

ことです し、 何も あなたば かりが そんなに お苦しみ にな 

る 譯は無 い ぢ や 御座 い ません か。 

よし子 お前 はいって もさう お 言 ひだが、 旦那の なすった 

ごと は 世間に いくら も ある こと だけれ ど. 私の したやう 


な こと は 恐し い 『はなし』 にで も 聞かな ければない こと 

なんだ もの。 あの 娘まで がほんとの 自分と いふ もの を 知 

ら ずに、 あ.^ してお 慕 ひして 居る の を 見る と、 もう 一 日 

も録豫 して は 居られない 樣な氣 になって、 何もかも 奇麗 

に 打ち明けて しま はう と 思 ふんだ けれど：： 

さよ それ は 奥樣、 致し方が 御座いません。 御 打ち明け 遊 

ばした 方が、 お 宜しい 事 は 申す まても 御座いま せんが、 

折角 あ、 してい らっしゃる ところ を、 そんな こと を 仰り 

出して どれ 程 恐し いこと になる かお 考へ 遊ばさない-て は 

いけません" それ こそもう 日々 の 御日樣 はおて らしに な 

つても、 御宅から はお 笑 ひ聲ー つ 聞えない 樣 な有樣 にな 

つ てし まふの-て 御座いませう。 

よし子 だけど 今の 樣に みんな を 欺して ゐる 方が、 まだ ま 

だ どんなに 恐し いこと になる のよりも、 尙 すまない わけ 

ぢ やない かひ 

さよ それ はさう で 御 齒 います けれど、 何しろもう 1 と 昔 

も 二た 昔 も 前にす ぎて しまった ことて 御座います もの、 

それに そんな 腐托 ばかりして いらし つて は， おから だ だ 

つて 續きは 致しません。 此頃 はお 顔の 色 も 大層お 惡ぃ樣 

で 御座 います？ 

よし子 夜 だってろ くにね やしないん だもの。 こんな 苦し 

い 目 をして、 さいなまれ 乍ら 生きて 行く より、 一層 病氣 
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にても なって 死んで しまった 方が いくらい &か 知れ やし 

ない。 

さ 二 まあ 緣 起ても 無い こと を 仰い ます。 そんなお 考へを 

お持ちになる のが、 尙ぉ 二人へ すまない ことになるの ぢ 

や 御座いま せんか。 です けれど 一 體 どうな すった のて 御 

座い ます。 此間内 まる-て 忘れた 樣 にさつ ばりして いらつ 

しゃい ましたのに。 

よ. L 子 そのこと. てけ ふお 前に 話が し 度い と 思った の だけ 

れ ど：： (と 湧き出 づ ろが 如き 痛苦の iw.^ 表 はしつ、、 

懷ょリ 紙に 包みた る寫 腐 ,^ 取リ 出して さよの 前 に 置く) 

その 寫眞が 誰の だかお 前 は 知つ てる かい。 

さよ (.51 眞 とよし 子と fj^ 交ろ 交ろ 凝視し つ、 淚 vJ- 含み 

て) まだ こんな もの を 持って いらし つたので 御座いま 

すか。 私 だって 忘れ は 致しません。 この 女が あつたば か 

りに 奥樣 のお 心が 亂れ たので 御座います。 何 一 つ 御 不足 

のない お 家 を 恐し いかくし ごと-て、 刺し 縫つ て 行かな け 

れ ばなら ない 嫌に したの も 此の 女が あつたから ばかり ぢ 

や 御座いま せんか。 

よし子 そんなに その 女ば かり 責める もの ぢ やない。 かう 

なった の は みんなが 惡 かった の だ。 だけど その 女の せゐ 

で、 此の 家が 又お 前の 知らない 一 層鏈れ たものに なって 

ゐ るの かも 知れない よ。 


さよ 私の 知らないと 申します と 何で 御 Ml います。 

よし子 お前 は あの 大 村と いふ 書生 を 何とも 思 はない か 

、 0 

さよ (甚だ 驚きて) ぢ ゃ奥樣 は：： 

よし子 Qsia- 遮りて) 其の 寫眞と 似て 居る と は 思 はない 

かい。 

さ... <  (自ら 言 ひ 出 でんと したる と は、 あま リに 唐突な ろ 

違反に 遭 ひ 痛く 驚きて、 再び 寫眞, 熟視し つ、、 や、 あ 

ろ內 忽ち 恐 ろ ベ き審赏 LL 思 ひ 赏れる が 如く) て は 奥樣、 

ちっとも 存じないで 居りました けれど (間) 大村 とい 

ふ 人 は 曰 ー那樣 のお 子な ので 御座いませ うか。 

よし子 先月の 末に 旦那 樣が、 今度 鶴 田さん に 書生 を 一人 

賴 まれた ので 置かう と 思 ふって 仰った 時から、 私 は 何 だ 

か氣が 進まずに 居た の だが、 いよいよ あの人が 來て兑 る 

と. 無理に かくさう かくさう とな さる 御樣 子な り、 第一 

其の 寫眞に そっくりな あの 顏 なりで 樣子 はすつ かり 分つ 

てし まった。 それが 一 つと して 身に 思 ひ當ら ない こと は 

ない の だから * かくして いらっしゃ るお 怨みで も、 その 

女の 憎らし さ-て も、 一 々通り 矢の 樣に 私の 胸に さんつ 

て， .IZ 分の 咎を又 新しく 責めて 来る のが、 もう 私に は迚 

も堪へ て 居られない。 

さ 御尤もて 御麼 います、 かうな りまして はもう IE と 申 
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上げて よろしい の やら 分りません が、 それ を 承 はります 

と、 ともかく 何より 先に 申 上げなければ ならない ことが 

御座います。 

よし子 邦 子との ことなの だら う。 

さよ もう それ もお 氣が 付いていらつ しゃい ましたの てす 

か 0 

よし子 お前に 話 を さいて 貰 はう と 思った の も、 其の こと 

からの 心配なん だよ。 お前 はいつ 頃から 氣が 付いて 居た 

の だい。 

さよ 今更 申 上げる こと-て も 御座いません けれど、 あの人 

が はじめて 參られ ました 時から、 書生さん にして は顏立 

が 奇麗す ぎる と 思って 居りました の-てす が * 誠に 何とも 

御 申譯の 致し 樣が 御座いません。 充分 氣を 付け ましたつ 

もりで 御座いま すが、 いつのまにか こんな ことにな つて 

居る ので 御座います。 けれども 外の こと，^ は 遠って すぐ 

にお 話 も 致し かねます ので、 出来るだけお 氣を 付け 申す 

樣に 致し 乍ら、 申 上げる 時 を まって 居りました のて 御座 

います。 ほんと に 永年お 付き 致して 居り 乍ら こんな こと 

になり まして、 旦那 樣 にも 奥 樣 にも 何と 申して 御 詫び 致 

せば よろしい やら、 恐れ入りまして 御座います。 

よし子 何もお 前の 咎 とい ふ譯 はないけれ ど、 旦那 樣はぁ 

あい ふ 方 だから、 この こと をお 知りに なったら 二人 を ほ 


ん との 兄弟 だとお 思 ひに なって、 どんなにお くるしみに 

なる か 知れ はしない。 だから ー應 お前の 考へ もき いて 見 

てから だが、 私 はいつ そいます つかりお 打ち明けして ど 

うに-て もなる 樣 にして 頂かう と 決心した の だが。 ：: 

さよ もう 私 は 何とも 申し上げられません。 それ はこん な 

にまで ことが 鏈 れて參 ひました のです から、 お打ち明け 

遊ばした 方が およろ しいか も 知れません けれど、 ：： 

よし子 あら。 (立ち上 リ 窓の 外，^ 眺めつ、) ぉ歸り だ。 

どうな すつ たんだら う。 こんなに 早く。 

さよ ほんと に まあ 大變ぉ 早く。 (手早く 寫眞, ^包みて よ 

し 子に 渡し， 相伴 ひて あわた しく 退場す) 

第二 段 

(舞臺 暫く 無人。 や 、ぁって左手の扉，-?-排し^^山俊ー 、 

よし子 入リ來 ろ。 俊 一 は 身！. i 恰 ひたる フ ロタ クづ， ト 

に.、 金緣の 眼鏡.^ かけ 風采 優れて ゆ。 常 Li 葉卷 yS* 壎 

らす 0) 

よし子 大層お 早う 御座いまし たのね。 

俊 一 うん "用事が 思 ひの 外す くなかった もの だから。 

ora き 布，^ かけた ろ 椅子,^ 取る。 し 子 は 之れ に對座 

す) どうした、 大變 顔色が 惡 いぢ やない か。 具合-て もど 

こか 惡ぃ のか ぃゾ 


ねと 夂 


721 


御 
座 

ま 
す 
が 

1 
し 
子 

ハ 

m 

苦 
痛 

持 
ち 
て 

つ 

歸 
つ 

來 
る 
時 

分 

ナ /- 
な 

の 

て 

は 
ま 
だ 
歸 
つ 

來 

な 

か 

0 

俊 

な 
に 
大 

野 
か 
ら 

0 

間 

し 
子 

の 

方 
直 

視 

す 

リ 

< 

に 

つ 
て 

1 
し 
子 

あ 

さ 
つ 

で 

し 

た 

大 

野 
さ 
ん 
か 
ら 
後 
程 
伺 
ひ 
ま 

か 

'it 
話 
は 

後 

ふ 

ん 

机 
上 
の 

文 

蒈 

通 
リ 

■he 
通 
し 

つ 

の 

午 
後 

に 

伺 

ひ 

-i 

す 
と 

力、 
申 
さ 
れ 

し 

た 

し 
子 

寸 

御 
話 

し 
度 

い 

が 
御 
座 
い 
ま 
す 
か 
ら 

乂 

明 
曰 

し > 
つ 
て 
は 
居 
な 
か 
つ 

た 
か 

伎 

谷 

？ 

名 
刺 
ん 
讀 
み 
て 

あ 

さ 

か 

別 
に 

IBJ 

と 

机 
の 
上 

し 

名 
剌 

取 
リ 
出 
す 

リ 

し 
子 

は 
あ 
谷 
田 
と 
か 

ヽ 

方 

力： 
い 
ら 
つ 
し 
や 
1  、 
ま 
し 
た 

ハ 

も 
留 
守 

は 
來 
な 
か 
つ 
た 
力、 

俊 

何 
し 

用 
心 

し 
な 

ぐ 

つ 
ち 

め 
い 

け 
な 

間 

i 
な 
1  、 
樣 
だ' 
力': 
多 
分 
時 
候 
の 
せ 

だ 
ら 
つ 

つ 
て 
仰 

1  、 
ま 
し 

ァこ 

し 
子 

先 
程 
も 
佐 

ん 
が 
お 
見 

な 
つ 

別 
に 

變 
つ 

た 
所 

。 

と 
顏 
色 
力:' 
優 
れ 
な 

樣 
だ 

が 

醫 
者 

は 

何 

は 

な 

の 
力、 

悛 

候 

力： 

い 

か 
ら 
用 
心 
し 
な 
ぐ 
ち 
や 

い 

け 
な 

近 

頃 
ず 
つ 

し 
子 

え 
別 

度 

-* 

伎 

あ 

今 
曰 
は 
早 
ぐ 

用 
が 
す 
ん 
だ 

も 
の 
だ 
力、 
ら 

八 

間 
丁 

< 

子 

お 

父 
樣 

大 

お 

御 
座 
い 
ま 
し 
た 
の 
ね 

し 
子 

お 

り 

ぐ 
1- 
子 

只 
今 

八 

< 

孚 
入 

來 

ろ 

銳 
し 
輪 

の 
叨 
な 

美 
貌 

0 

後 

お 

入 

扉 
す: 
ぐ 

す 
0 

し 
子 

は 

あ 
そ 
れ 
は 

ね 

あ 
れ 
の 
た 
め 
に 
可 
愛 
相 
な 

と 

に 
て 
も 
な 
る 
と 
い 
け 
な 

1  、 

t、 

ら 

だ 
が 

き 

つ 

ま 
て 
も 

の 
ば 
し 
て 
置 
い 
ち 
や 

却 
つ 

て 
め 
と. 

俊 

れ 

は 
お 

力： 
何 

と 
な 

ぐ 

氣 
が 
進 
ま 
な 
い 
と 

ふ 

の 

尤 

4 

し 
子 

は 

い 

ば 
本 
人 
の 
考 

へ 

次 
第 
て 
や 
つ 
て 
見 

ぢ 
や 
な 

力よ 

か 
な 

の 

だ 
か 
ら 

ま 
あ 
そ 
れ 

4 
模 
樣 
に 
よ 
つ 
て 
だ 
が 

よ 

け 
れ 

あ 
れ 

i 

だ 
し 

つ 
ま 

て 
家 
に 
置 

と 
< 

ふ 
譯 

に 

行 

私 
も 
知 
ら 
な 

が 

ぢ 

や 

せ 
あ 
と 

て 
分 
る 
て 
あ 
ら 

4 

し 
た 
中 
々 
頭 
の 
し 
つ 
t、 
り 
し 
た 
人 
だ 

だ 

は 
し 

と 
は 

だ 

何 

て 

向 

つ 
は 
實 
業 
家 
の 
息 
子 
と 
か 
て 

去 
年 
大 

學 

ち 

卒 
業 

が 

つ' 
れ 
其 
の 

內 
大 

野 

の 
夫 
婦 

か'' 
來 
る 

と 

な 
つ 
て 
Hi 

た 
の 

俊 

實 
は 
此 
間 

本 
t、 
ら 
又 
< 
に 
の 
緣 
談 
て 
話 
力'： 
あ 
つ 

寸- 

に 

の 

だ 

722 


母と 父 


(i し 子 あわた  >し き 眼く ばせ て 之れ,^ 制しつ \0) 

よし子 お前 あのね、 さっき 木 村さん とこから 電話が か乂 

つた 樣 だった よ。 

くに子 あらさう、 何てせ う。 一寸 かけて 來 ませう。 (退 

場す) 

よし子 まあもう 少しお まち 下さい まし 0 何もい ますぐ あ 

れに 仰る こと もな いぢゃありません か。 あと-て 大野さん 

達が いらし つた 話の 模樣 になす つたって、 遲か 御座いま 

すまいのに。 

俊 一 それ はさう だが。：： (よし子 I^E 視 すろ) 

よし子 (逸. 巡し つ、) くにの ことで はま だいろ いろお は 

なし 申されなければ ならない こと も 御座いま すし。 

俊 一 お前 はいつ も そんな こと を 云って るが、 あれ だって 

い つ まで 子供で 居る わけで もな いの だから、 考 へて 見な 

ければ いけない。 

, ^し 子 それ はもう 分って 居ります けれど。 (凡て 是 等の 

發語 恐 ス しき 秘密 に 入らん とする 導火線の 如く、 危險 

と 期待と S 慮と に If へつ、) あなた はま だ あれの こと 

を ぉ氣づ き 下さいません のね。 

俊 一 (不安の 調) 何 だ あれの こと k は。 

(長さ 焦 立た しき 間。) 

よし子 大 村との ことて 御座います。 


俊 一 (^だしき 恐愕の 表情) 何だ大 村との こと だ。 (大 

なる 黑 影の 落ち 來 らんと する が 如き 問。) ぢ やお 前は大 

村と くにと が、 何 か 親しい 話-て もした つてい ふの か。 

よし子 (甚だ 弱く) はい。 

俊 一 かう いふ こと は 外の こと \ 違って、 年を取った 人達 

はよ く 思 ひ 違 ひ をす る 者 だが、 お前 はたし かに かう と 言 

ひ 切る ことが 出來 るの だね。 

よし子 (や.^ 語調，^ 捉へ 得て) 女親が 娘の 胸の 中 を 察す 

るの はそんな にむ づ かしい ことて は 御座いません。 

悛ー いつ 頃から 氣が ついて 居た の だ。 

よし子 十日 程 前からて 御座います。 

悛ー ぢゃ なぜ もっと 早く 言はなかった の だ。 

よし子 外の こと-て は 御座いま せんから、 いよいよ たしか 

めてから と 思って、 何も 申し上げずに 居りました。 

(や、 長き 間 0) 

俊 一 こんな まちが ひ を 起した 責任と して、 私 はお 前に も 

子供達に も 言 ふべき ことで ない こと を 言 はなければ なら 

ない。 いよいよ さう とたし かなこと なら 二人 を 此處へ 呼 

んて貰 はう。 

よし子 どうな さるの て 御座います。 

悛 一 お前 は 驚く かも 知れない が 二人 は 兄妹な の だ。 この 

こと を 知らせる 外に 道 はない。 
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よし子 (弱く) それ は此 間から 存じて 居りました。 

俊 一 (再び 驚きて) 何 知って 居ろ？ どうして 知って 居 

るの だ。 

よし子 どんなにお かくしに ならう となす つても. 御 無理 

なお 仕 打 はすぐ 分ります し、 それに 私 はま だ あの 女の 寫 

眞を 持つ て 居りました から：： 

俊 一 もうい、. みんな 私が 惡 かった の だ。 あの 女の こと 

では 散々 お前 を 苦しめて 來 たの だから、 もう 何も 思 ひ 出 

させまい と 思って、 わざと かくして 置いた の だ。 あの 男 

もこれ まで^ ひ 親に なって ゐた 者が 急に 九州の 方へ 行く 

ことにな つて、 勉强 3 都合 も あり、 まあ 私 も：： こんな 

こと をい ふの は 心苦し いが：： 正しい 問 の 子で はないけ 

れ ど- 子と なれば 矢っ張り 傍へ も 置き 度い 樣な氣 になつ 

たの だ。 (問) だが 二人が 兄妹と いふ こと を 知って ゐ 

たのなら、 たと へたし かで ない にしても なぜ もつ と 早く 

言はなかった の だ。 (間) まあ 併し、 今更 そんな こと 

を 言 ひ 出した つて 仕方がない。 みんな 私が 淺 はかな 祕密 

とい ふこと て、 自分の 資住を 逃げよう としたの が惡 かつ 

たの だ。 ともかく 二人 を 此處へ 呼んで 貰 はう。 

よし子 二人に そのこと を 仰る のて 御座いま すか。 

位 一 外に は 無い， ちゃない か。 

よし子 それ はさうて すけ ど 0 


俊 一 それとも 何か考 へで も あるの かい。 

よし子 別に 考へ とても：：。 

俊 一 おやなん だって そんなに 躊躇す るの だ。 肉 身の 兄妹 

を 少しで もさう い ふ 風に 思 ひ 合せて 置く の は どれ 程悲慘 

な こと だか 分って 居る ぢ やない か。 それに かう いふ こと 

は 少しの 誤解 もない 樣に、 みんなが 一 所に きかなければ 

ならない の だ。 (間) 何 をぐ づぐづ して 居る。 (遂に 

耐へ 切れ， さろ 様 LL て 立ち上り 激しく 鈴，^ 押す) お前 は 

くにを 連れてお いで。 

(よし子 は 流れ 行く 弱き 女性の 眩 感じつ、、 ，はら 

の剎 IS- 知ら ざろ もの、 如く 立ち 出づ。 すれ違 ひに 下 

女 入リ來 ろ。) 

俊 一 一寸 大村を 呼んで 来い。 

下女 はい。 (退場) 

第 三 

(悛ー の 瞑想，^ 沈め ズ、 舞臺に は息づ まろが 如き 沈默ょ 

どむ。 扉 た、 く 音す。) 

俊 一 お 這 入り。 

(大 村久雄 入リ來 ろ。 扉 をと-ちん とし i.- 又 後よ リ來ろ 

人 あろ,. 見、 其の ま V に 入ろ 0っ  >  きて 、よし子く に 子 

ffl 伴 ひて 入ろ。 若き 二人 はかくの 如 さ 機會 Liia へる 若 


724 


母と 父 


き 男女 等の 如く、 甚だしき 恐怖と 不安と.^ 相 通す。) 

俊 一 みんな 腰 を かける がい，^。 (一同 席.^ 取ろ。 間) 私 

はけ ふお 前 達に あやまらなければ ならない。 自分の 行爲 

につ いての 責任 を まちがへ て考 へた \ めに、 私 はお 前 達 

を 恐し い 不幸に 陷れて しまったの だ。 かう 云った ばかり 

では 何の こと だか 分るまい が、 お前 達 は實は 兄妹な の 

だ。 (二人 は 甚だ 驚け ろ も 未だ 信じ 難き 姿^ あら はし、 

よし子の 面 Li は 明らかな ろ 苦悶の s?*^ 兑ろ) ほんと と 

はどうし たって 思へ ないだら うが、 大 村の 實の阿 母さん 

とい ふの は、 十 年 程 前に 死んだ 馨妓 なの だ。 それだけの 

事實 をき けば 樣子は 分ったら う。 

私 は 昔の Si いた 心が 今にな つて 自分の 子供達 を、 こんな 

目にあ はせ ようと は 思はなかった。 誰に も 云 はずに 置け 

ば、 餘 計な 苦勞を する 人 も あるまい と 思って 淺 はかな 祕 

密 とい ふこと を 考 へたの が、 お前 達を殘 酷な 不幸に 陷れ 

て しまったの だ。 (間) それから 先 はもう 何にも 言 は 

ないから、 お前 達 も 心得て 居て おくれ。 

(扉,^ た、 く 音す。) 

俊 一 誰 だ。 

下女 (1^ 口に 立ちた ろ ま、) 大野さん がお 見えに なり ま 

した 0 

悛ー 奥へ お通し 申せ。 一人 かい。 


下女 い、 え 御 夫婦で 御座います。 (^場) 

俊 一 ぢゃ ともかく さう いふ こと を 心得て 居て おくれ、 又 

あとで 話 もしょうが。 (ょし子^^^^視しっ 、立ち上り) 

さあ 立たない か。 

(よし子うな だれた ろ ま 、俊 一 の 後よ リ 退場す。) 

第 四 段 

(苦き 女 vJ- 殘ぜる 舞ー53!！ は、 しんしんと して 果 货 の 熟し 

行く が 如き 沈 Kf^ 保つ。 間。) 

くに子 あなた はほんと \ 思 へて？ 

久雄 もうかうな つてし まって は、 ほんと  思 ふ も 思 はな 

いもな いぢゃありません か。 

くに子 い- - えこれ はほんと ぢ やなく つてよ 。たと へまた 

ほんとの 兄妹に したと ころ-て、 そんな こと は 私達の 知つ 

たこと てな いぢゃありません か。 始めつ からかう と 知ら 

されて ゐ たのなら、 まだし も それが 自分の 境遇 だと 思 ふ 

こと も 出来る けれど， — I それ だって 自分の 手で こしら 

へ た 境遇に く ら ベ れば何 ごもな い の に ——- もう 私達 の 方 

で 何よりも 强ぃ 境遇 を 作って 居る あとから、 私達に は責 

住の な い 境遇 を 知らされ たって そんな こ と が 何に なつ 

て？ 親子 だって 兄妹 だって みんな 私達に は 責任の ない 

境遇なん てす もの。 だけど それ はま あそれ として 私達 は 
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ほんと に 兄妹 ぢ やない ことよ。 

久雄 そんな こと をい ま 云った つて：： 

くに子 い、 えたし かなの、 ふだんから 何 かっき 物の 樣に 

私の 心に こびり ついて 居た 疑 ひが、 今 阿父樣 のお はなし 

や 阿 母 樣の樣 子て すっかり 分った の。 

久雄 何の こと だか 私に 落ち 付いて 信じさせろ 樣 にく はし 

く 話して 下さい。 

くに子 く はしく つ て ほど 私 だってよ く 知つ てる わけ ぢゃ 

ない けれど、 小さい 時分から 何だか 私に は 二 人 阿 父樣が 

ある やうな 氣 がして ならなかった の。 うろ 覺 えに 阿父樣 

だと 覺 え て 居た 顔と、 今の 阿 父樣と はどうしても 容 子が 

違ふ樣 だし * よく 私の 頭 を さすり 乍ら 『くに や』 つて 呼 

んで 下す つ た聲が 、 今 の 阿父樣 の聲と はまる で變 つて 居 

る 樣な氣 がして 仕方がな いんです もの。 それから ずっと 

物覺 えの つ いた 後に も、 雨ても 降る 日に 阿父樣 がお 留守 

で、 阿 母樣と 二人つ きりの 時なん か、 急に 飛び立つ 様に 

して 私 を 抱きしめながら、 永い 永い 問お 泣きになる 妙な 

樣子， などで 私 は 小さい ながらに 何 か 悲しい ことがあ るの 

だら、 つと 思って 居た の、 阿父樣 が何處 かへ 泊って ぉ歸り 

にならない 樣な晚 になる と * よく 私の 顏をぢ いっと 見つ 

め 乍ら、 お前のお 父樣 はどうな すつ たんだら うねえ つて 

仰る から、 明 曰に なつたら 歸っ てい らっしゃる てせ うつ 


ていふと、 い X え 明日に なっても 明後日に なっても、 歸 

つてい らっしゃる こと はな いんだよ つて 泣き 乍ら、 私の 

顏を淚 て 濡らして おしま ひになる こと もあった し、 一 々 

數へ 上げた つて 仕方がない けれど、 私 はこれ に はきつ と 

恐し ぃ祕密 があって、 それで ふだんから 阿母樣 がくる し 

んで いらっしゃ るの だら うと 思って 居た の。 今の 阿 父 様 

のお はなしで 阿母樣 1 人家に いらし つた その 時分の こと 

など を考 へ て 見れば、 丁度 今 も あんな 苦し さうな 樣子を 

していら しったの も、 みんな 私の 身の上の ことに 違 ひな 

いのよ。 私の ほんとの 阿父樣 はきつ と 外に あるの、 小さ 

い 時分から 胸の 中に 網の 樣 にかぶ さって ゐた 疑が、 すつ 

かり はっきりし たのて 何だか 私晴々 する 樣な氣 がして 

よ。 ね、 あなた も 安心して 頂 だい。 (間) 何 だって そ 

んな 臆病者 の 樣な顏 をす るの？ 

久雄 私に は 何だかよ く 分らない けれど：： 

く  Li 子 あれ だけい つても まだ 信じない の (間) あなた 

は意氣 地の 無い 意氣 地の 無い 人な のね、 いつも あんな 心 

丈夫な こと をい つ てた の もみん な 口先ば かりの 噓 だった 

のね。 私 を こんな ものにし ちまつ といて、 今更 一寸した 

知らせ をき いたば かりに 逃げて 行かう とな さるの。 

久雄 もうい、、 安心して いらっしゃい。 どうい ふこと に 

なる の だか 分らない けれど、 私 は あなたと 離れて は 何す 
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る こと も 出来ない。 どんな 恐し いもの k 中 へても 二人し 

て 一 所に 這 入つ て 行き ませう。 

くに子 大 村さん！ (男の 膝に 身，^ 投 ぐ。 問。 忽ち 何物 

かに 驚きた るが 如く 身,^ 離し 立ちて 扉^ 凝視す) 

第 五 段 

(間。 扉 あく。 悛 一 、 よし子 入 リ來ろ 0) 

俊 一 まだお 前 達 は そこに 居た のか。 

よし子 早速 だが 大村、 一寸 内密の 急ぐ 用が あるの だから 

遠慮して 實 ひませ うか。 

俊 一 い- -ぢ やない か、 もう 二人の 身の上が 分って しまへ 

ば、 妹の 大事 だから どうせ 相談 はしな くち やなら な い。 

其處に 居て K はうよ。 まあ かけと いで。 ( 一 同席,^ 取 

る。) くに も 今日は いろいろな こと をき いて K はな けれ 

ばなら ない が、 寶 はまた 緣談 なの だ。 お前 もも- 「學校 は 

一と 通り すんで、 ぃっまで.„^子供で居るとぃふゎけには 

行かない し、 年 も 若す ぎる とい ふ 方で はない の だから、 

まあ 今の 內に is- い 所ても あれば きめと く 方が あとに なつ 

て 心配て ない とい ふ もの だが ね。 これまで も あ X して 幾 

度 も あるに はあった が、 私達の 方ても 何しろお 前の 一 生 

涯 のこと だから、 充分し つかりした 所 をと 思って 躊躇し 

てゐ たの だ。 今 そのこと で 大野さん も 来たの だが、 何 だ 


か 急ぎの 用が あると かで く はしい 話 はきけなかった けれ 

ど、 先づ 普通に は 願っても 無い ところの 樣 なの だ。 お前 

の氣 性と して そんな こと はどうても い  >- と は いふ だら う 

が、 ともかく 平 山と いへば 今の 實業 家で も 指折りの 仲間 

だし、 其の 總領 て大學 も成續 よく 卒業した とい ふの だか 

ら、 決して K. 足な 人物で は あるまい。 それに 風采 もす ぐ 

れた 方の 人 ださう だ。 いろいろの 事 を 一 時 だが 何も 事の 

ついて だから、 これ は 1 つ 決心した 方が い.^ だら うと 思 

ふが ね。 まあお； 11 にもき いてから だが、 大槪 はお 受けし 

度い とい ふ 風に 返事 をし といた けれど どうだい。 それと 

も 何か考 へても あるの なら 遠慮なく いふが い、。 尤も 外 

のこと、 は 違って 早速に 返事が 出来 かねる かも 知れない 

が、 まあよ く考 へて 一 つ 阿母樣 にても 返事 をし といて K 

は うぢ やない か。 

よし子 全く 緣 など k いふ もの はむ づ かしい 者 だから、 こ 

んな 結構な 時 をはづ して、 あ とで 餘 計な 苦勞を すろ 樣だ 

といけ ないから ね 0 

くに子 阿 母樣、 いま 阿 父樣の 仰る 通り、 何も 事の ついて 

ですから。 一つ 大切な こと をお きかせ 下さい まし 0 

よし子 (怪し ふん i へ， ^帶 び たる „ 碑 Li て) 大切な ことつ 

て：： 

くに子 こんな こと をお 尋ねす る の は大 變失禮 てす けれ 
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ど. 阿母樣 どうぞ ほんとの こと を 仰って 下さい。 私達 は 

全く 兄妹な のでせ うか。 

よし子 (意味,^ 知らす しても のい ふが 如く) まあお 前 

よ…. 

くに子 い X えお かくしに なっても 分って 居ります。 私の 

小さい 時分よ く 抱 い て 下す つた 阿 父樣は 今の 阿 父 樣とは 

違 ふん. てせ う。 ねえ 阿 母樣。 お前の 阿 父樣は あしたにな 

つ て も あさってに なっても 歸 つてい らっしゃらな いって 

仰った こと を 忘れ は 致しません. てした。 ほんとの こと を 

仰って 下さい まし。 阿母樣 0 

よし子 (叫ぷ が 如く) もうよ しと くれ、 くに。 

§^0 測 リ難さ 洞穴の 如き 沈默 0) 

悛ー お前 もやつ ばり 恐し い 祕密を 持って 居た の だな。 ： 

： くに は 私の 娘ぢ やない のか。 

くに子 違 ふんて 御座いませう、 阿 母樣。 

よし子 全く あなたの 娘て は 御座いません、 もう どうぞ： 

： (額 v^- 埋む) 

俊 一 それだけき けば 澤山 だ、 何もかも みんな もとは 私 か 

ら 出た ことなの だ。 

くに子 阿 母樣、 ぢゃ 私の ほんとの 阿父樣 とい ふの は、 今 

でも 生 さてい らっしゃ るので すか。 

よし子 お前 はほんと に 恐し い 女 だね え。 お前のお 父樣と 


いふ 方 はもう 生きて はいらつ レ やらな い。 

悛ー 誰の こと だ、 安 H ぢゃ あるまい な。 

ぶし 子 安出さん で 御座います。 

俊 一 何、 安田：： (よ， L 子の 手 1^ 取リ) 皆な 私が 惡か 

つた、 あらためて 許して くれ 。■ 

よし子 (身,^ 悶き つ、) まあ あなた 。どうぞ：：。 

くに子 阿 父樣、 先程の 緣談 はお ことわり 致します。 

俊 一 何、 ことわる つて？ 

くに子 はい， その 方 は どんな 立派な 方 か 存じません けれ 

ど、 私に はこ i に 居る 大 村さん ほど 貴い 人 は 世界に ない 

ので 御座います。 私 はこの 方より 外へ 妻に 行く ことの 出 

來 ないか ら だな の て 御座 います。 家中の 祕密が 殘らず は 

つきり しました ついでに、 私達の 祕密も 申し上げ てあら 

ためて 御 願 致します。 どうぞ 一 一人 を あなた 方のお 手て 正 

式に 結婚 さして 下さい まし。 

俊 一 二た 親の 罪の 結果が 結び あったら、 却って 又 堅い 實 

がみの るか も 知れない。 其の 結婚 は 許して やらう。 

久难 阿 父 樣！ 

くに子 お許し 下さいます か 阿 父 樣！ 

(若き 人々 の歡 喜と、 老いた ろ 人々 の 嗟嘆と， ^喚び つ 

つお もむ るに 幕。) 

(三 ra 文 M チ 明： S 四十 m:^ 八 》:〕 


淸  姬 (一幕) 

若く は 道 成 寺 


此の 演劇に 今，^ 距ろ數 百年、 紀ノ國ロ高郡^^成寺に於 

ズ、 道 成 寺 和尙妙 念、 道 成 寺 僧徒 四 人、 女 鑄 鐘 師久子 

及 ぴ淸姬 等の il に 起り たる ものと して 演ビら るべき も 

のな リ 0 

第 一 段 

(唐突な ろ而 して 甚だ 重き 鐘の音の 一 杵 と共に、 幕 は 驚 

、 、 、 、 

き 逃ぐ る ものの 如く、 すろ すると 捲き 上げら ろれば、 

舞薹 上手 一一！ 分の  一 f?* 占めて 石 dj- によ リ 登りぬべき 鐘樓 

もの-つ 4! 

もリ、 いささか 大 Li 過 >p たろ 爐 なろ 鐘の 片ば しあら 

はろ。 下手 奧 一 面、 谷の 底よ リ這ひ 上りし だ 老いた 

ろ 森林 也。 有 明の 月の 故に、 空ば かく 雜ら叨 りの 漲れ 

リと 知ろ べし。 六十 ォ なろ 蓬髮の 和-何 妙 念に、 鐘樓の 

欄に 手，^ つき 犬の 如 さ 姿して、 今し も 鐘の 餘 韻が 弛み 

たろ 鼓動の 如く 山に 谷 LL:fg ひ 下ろ vJ- 捉 へんと すろ もの 

の 如く、 驟悛と 狂喜との 怪體 なろ 微笑，^ 浮めつつ 獨白 


す。) 

妙 念 無量 百 千 の 梵 音が 聞え るかい。 有難い 鐘の 菅 の 山に 

も 川に も 降って 行く のが、 執念深い 霧で も 這 ふ 嫌に、 谷 

底の 小 蛇の 巢ゃ、 くもの 網な どと いふ ものに まて まつ は 

つて 露の 樣に 震へ てゐ るの だ。 ねぼけ ものの 蝦 S も， 天 

竺の 上人 樣 達と 一 所に 目ても 醒 まして 佛 願に^ ひ 入った 

ことで あらう。 三十 年が 間、 外道の 執念 を 退け 散らし て 、 

この 鐘 を ひびかせ ようと 云 ふ 祈誓ば かりに、 己のから だ 

は 乾した 屍骸の 機に やせこけて、 靑すぢ ばかりみ みずの 

樣 にもれ 上つ てし まった わ。 だが 今度 こそ は 何の 淸姬が 

執念で も、 まじな ひ 程の ひび も 得う 入 れず に、 川底の 小石 

て もな めづ つて、 傈へ 乍ら 聞いて 居る ので あらう。 この 

鐘に はな、 女 鐘 造り 久 子の 一 念て 女人の たまし ひ を 千と 

いふ 數鑄 込んで あるの だ。 久遠とぃふ^^^僅か；；ー十年て 

譯 なく ほどけて しま ふの かい。 二つ や 三つの 鐘 を 陶器の 

樣 にこ はされ たって、 そんな ことで 己の 法力が ゆるみ は 

しないの だ。 この 三十 年が 間、 の 執念のと 小うる さく 

耳元に ささやく 聲が、 小 蟲の樣 に 頭の 中へ 喷み 入って、 

何 を 見る にも こまかい 血色の 網目から のぞく 樣て あった 

のが、 見ろ、 大空の 壁から ひびき 返つ て來る この 梵 音て、 

蛇の 皮ても 剝ぐ樣 にす るする はがれて 行った わ。 は i 、 

は、、 惡 蛇の 麟 にも 被が よって 来たの かな。 (この 時 忽ち 
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何者か か 见 出して、 おそろしき 驚 惜に打 たれた ろが 如 

く。) や！ (間) あの 月に 輝いた 日 高 川の 川面が、 はれ 

ものの 樣 にむ くんて 來 たが ：： またのろ のろ 上って 來ゃ 

うと 云 ふの だな。 このお ほどかな 鐘の音が、 川の 底まで 

搖さぷ つて 居る のに、 まだ 執念深く 呪 ひに 來 やうと いふ 

のかい。 今夜 こそ 長い 戰の 結着 だ。 小 蛇の 樣 にたた きひ 

しいで 吳れ やう わ。 

第二. ほ 

(かく  t  一  S ひもて-何 川の 方 睨みつつ、 石段. ^下りて 下手 

ょリ 退場 ぜんとす ろ 時、 恰も 下手 f< リ^ 徒 四 人、 影の 

如く ふらふらと 出で 來れろ LU 仃き遇 ふ。 物凄き 佇立。) 

妙 念 何にも 登って は來 なかった か。 

sm. (最 -.. "老いて 白 髯,^ 蓄 へたろ 僧徒) 月の 光りて 見 

える ほどの 者 は 何にも 登って は參 りません てした。 

妙 念 お前 達 はしば らく 此處に 居て 鐘 を 見張つ て 居て く 

れ。 おれ は 山門の 傍に まちうけて、 愈 今夜 を 最後に 惡靈 

を 取り 伏せて やる の だ。 

僧徒 乙 (中年の 平凡なる 容貌) 惡蛇 はやつ ばり 登って 來 

るので 御座いませ うか。 

妙 念 今 蹄 ，襖 から 見て 居る 內、 月に 輝いた 日 高 川の 川面 か 

ら、 いつもの 蛇體 がの さばり 出て やって来た わ。 よく 氣 


を 付けて 見張 をして 莨 はう。 白拍子 か 鬼女 か 鬼 も 角女證 

になって 登って 來 るの かも 知れぬ。 (と 其の まま 下手 Li 

入る) 

第 三 段 

(四 人に 恰も 一 つ 腹よ リ 出で たる 猫の 子等の 如く、 甚だ 

臆 なろ 姿に てた たやめ リ。 やや あ リズ 僧徒 &、 つれ 

に 年長の 一 人が かくの 如き 場合に 處 する 調子 LL ズ。) 

僧徒 甲 さあ、 この 樣な 恐し ぃ晚 には默 つて 居る の は 禁物 

だ。 かすかな 出し入れの 息の 音 さへ、 じいつ ときいて る 

内に は 恐し く 思へ て 來る者 だ。 みんな 此處へ 腰をおろし 

て 話ても 始めた がい いぢ や 無い か。 

(と 他の 僧徒 等,^ JP 石段 Li 腰,^ おる さしむ。 然ろ LL® 

徒 等の 內、 最も 若年 LL して 甚だ 鋭感な ろべき 1^ あら は 

せる 蒼白き 額の 僧徒 丙、 何者か,.^ きき 出で たるが^く 

座,^ 立ちて 佇立す。) 

僧徒 甲 何し にさう 立つ の だ 。ぢ つと 座って 居ない かとい 

ふこ 0 

僧徒 丙。 變な 音が きこえる ぞ。 なめらかな 鱗が 笹の葉 を こ 

する 樣な —— 

他の 三人 (聊か 高低 へて 殆ど 同時 lO え！ 

(立ち上りつ つ 四 人は恰 1^ くらげの 浮動す ろが 如き 怪 
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しき 姿して 物の-一 a",^ たづね て あり。 やや 畏き 間。 中年 

なれ ど 送し さ.；^ 姿 か 具へ たろ^ 徒 丁、 腹立たし さ 調子 

も のぃ 

にて 先. つ .さ= ふ 0) 

僧徒 T 何にも 聞え はしな いぢ やない か。 恐ろし さに 耳の 

中まで 傈 へる のて、 自分の 血の めぐる 音が そんな 風に 聞 

える の だら う。 

僧徒 E- ええ 恐し いこと を 言 はぬ もの だ。 (他の 僧徒 等 1^ も 

、リづ くまら しめつつ) みんな もっと 寄り合って 居た 方 

がいい、 少しで も 離れて 居る とつ ぃ寒氣 などが して 來る 

の だ，. 

傲 徒 乙 ほんと に氣 味の 惡 いこと をい ふ 奴 だな。 小 蛇に 背 

す ぢを這 はれた やうな 氣 がする わ。 それにしても 此の 鐘 

が 鳴つ て 居る のても なく、 かう して 默っ て 吊り 下つ て 居 

ろの を 見て 居る と. 何だか 恐し い 形に 見えて 來るぢ や 無 

いか。 

僧徒 丁 おれ なぞ は 鳴らずに 居た 方が いい。 まるで 外道の 

1. く樣 ないやな 音が する ぢ やない か" 何にしても狂^^と 

邪淫と で 鑄 上げた ものに いい 響きの しゃう 箬 が 無い の 

だ 0 

僧徒 5- だが 兎や角 はいふ ものの、 これで 久し振り にお ほ 

ど かな 音 の 出る 鏡が 出来た の だから、 あんまり 不祥な こ 

と は 言 はぬ もの だ。 三十15^.も前のことでぉ前達は誰も知 


るまい が、 丁度 やつば りこんな 恐ろしい 夏の 晩だった。 

思 ひ を 遂げ 度い 一 心に、 まだ ほんの 小娘が 生き 乍ら 魔性 

の 大蛇に なって 追って 來 たの だが、 和尙の はから ひから 

男の 逃げて 這 入った 鐘 を卷く かと 思 ふ 内、 鐘 も も 鉛の 

樣 にど， どろと けて しまった わ。 其の 時分 はま だ 和尙も 

年若な 堅固な 道 人で、 見事に 魔性 を 追ひ拂 つてし まった 

の だが、 その はから ひに 怨み を殘 して、 執念と いふ ものが 

和尙の 胸の 中に^ ひ 入って 來 たのよ。 それにしても 戀を 

欺され た 女の 心と いふ もの は 恐し いもの だ。 あれほど 天 

晴な善 智識だった のが、 一 日 一 日と たまし ひの 奥 を 喰み 

破られて、 此頃 では 爪の 先まで 狂氣の 色に 變 つた 上 * あ 

んな 怪しい 女 かねつく りに 不淨な 胎子を 孕まして、 邪淫 

の 煩 惱て猶 のこと たまし ひ は 蝕ば まれて しま ふし、 鐘と 

云へば 作る の も 作る の も、 供養に 一 とうちす ると 陶器 か 

何 ぞの樣 に めげ てし まふの だ。 

第 四 段 

(この 時 又 下手より 妙 念？ 1„- 場す。 甚 しく 落ち 付か 2 樣 

にて 0) 

まだ 何にも 登つ て來 ない のか。 

先程と 變りは 御座いません。 

さう いふ 害 はない の だが、 お前 はこの 樣な晚 にも ま 
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だ 居眠り をした がるの だら う。 己が あの 山門の 傍て 犬 の 

樣に這 ひつく ばって 、地 をな め づ るみ. クの 動く のに さへ、 

飛び立つ 樣 にして ゐ るのに、 お前 達 は いぎ たなく 唇 を 弛 

まして 眠つ てゐ たに 違 ひない の だ。 

僧徒 甲 眠る どころ て は 御座いません" 自分の 耳の 中 を 廻 

る 血の 音に さ へ、 とかげの 樣に 法え て 心 を 付けて 居り ま 

した 0 

妙 念 何に しても 先刻 川 を 出てから もう 登つ て來る 時分な 

の だ。 お前 達の 運命 ももう 此の 山に 来たから は、 己の 運 

命と 一 所に くくられて しまったの だから、 あの 執念の 網 

から 逃げろ こと は 出来ない の だ。 お前 達の たまし ひに も 

執念の 爪 はさ さって ゐ るの だぞ。 立って 居て 地 を 這 ふう 

ろ この 音が きこえる と 思 ふの かい、 みんな 地べたへ 手 を 

ついて 這って 居る がいい。 (と 凡て 舉措甚 落ち 付す して、 

焦 立た しさ 恐怖に からろ ろが 如く、 去ろ ともなし LL 下手 

より 去ろ。) 

第五 

(甚 不安な ろ 間。〕 

^徒 乙 和 は 何處へ 行った の だら う。 

愤徒丁 己 はもう ナパ の ぼうふらの 樣に 血の 走つ た 眼が ぎよ 

ろぎ よろ す る の を 見て 居ろ と、 怪しい より 僧たら し くな 


つて くるわ 0 

僧徒 E- よさぬ かとい ふのに。 狂氣 した 人の 顏を とやかく 

言 ふ もので はない。 それに 其の 機な こと を 言うた の が 、 

若し あの 耳 にても 這 入つ て、 又 この間の 妙 信の 樣な目 を 

見たら どうす ろの だ。 

僧徒 丁 ほんと にあの 時 は 恐ろしかった な" つい 和 尙の來 

かかった の を 知らずに 、 久 子の 腹の こと を 口走 つたと 思 

ふと、 a! が 小魚ても 握 ふ 機に 首筋 を 引つつ かまへ て、 見 

て 居ろ 内に 鋸の ぎりぎり 引きよ。 

a? 徒 乙 其の 話 はもう やめに しゃう。 妙 信の 奴 一分 一分 首 

根っこ を 刻み 込まれて、 腸で も 手繰り 出される 樣な 悲鳴 

を あげた の が 今 だ に 耳の 中て 渦を卷 いて、 思つ てもぞ つ 

とする わ。 

僧徒 T それから あの 血て ひた ひたに なった 本堂の 隅へ、 

惡魚 の 泳ぐ 樣に這 ひつく ばって 、眞 赤な 口 をしながら 「執 

念が 何 だ、 邪淫の 外道が 何の 法力に かな ふかい」 とわめ 

いた 眼 付 は I - 

僧徒 乙 ええ やめに しろつ たらよ。 さもな いてさへ 恐ろし 

い 此の 夜中に、 そんな 話 は 無用の こと だ- . 

僧徒 甲 ほんと によした がいい。 狂人の 導 をす るの はいい 

こと ぢ やない 。お 互に 因緣 事て 一 度 この 山に 来たから は、 

もう どんなに あがいた ところて、 狂氣と 執念との 網から 
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逃れる こと は 出来ない の だから、 無用の 恐し いこと を考 

へる の はよ した 方が いい 0 

僧徒 丁 逃れる ことが 出來 ない とい ふの かい。 已達は 三 善 

の 智識が 得た さに この 山へ 登って 來 たの だ。 こんな 邪淫 

の =1 蛛の 網に かかって、 外道の 宿業 を 自分の 運命 だ なぞ 

と考 へる うつけ が ある もの か。 山 を 降りれば いつでも 自 

由のから だになる のぢゃ 無い か。 

僧徒 甲 降りる 降りる と は 言 ひ 乍ら， っひぞ 降りた こと も 

無い くせに、 そんな こと を 言 ふ もの ぢゃ 無い。 それにお 

前 だって 鐘 を 造る 千の 鏡 を 奪 ひ に 行った 一人 ぢゃ 無い 

わしら 

か。 どラせ 運命な どと いふ もの は、 俺等に は 分らぬ もの 

だ、 がもう この 網から 逃れられな いとい ふこと だけ は、 

知って 居なければ ならない の だ。 

(然 ろに 此の 時 僧徒 丙、 又 唐突-」 立ち上ろ。 其の 限ば 

甚だ 深く して さながら 髑體の 眼の 如く 也。 他の 僧徒 等 

も 亦 自ら 知らす して 立 つ。) 

僧徒 丙 又 何 か 聞え るぞ。 忍んで 来る 女の 衣 づれの 樣な音 

だ 0 

(長き 間。 僧徒 等の 傑へ つ つ 相 寄れる は 水 LL 沈み 行く 

稀 有なる 群像の 如くな リ しが、 逸 に 何等.^ も 聞く ys- 得 

ざ リし也 0) 

僧徒 丁  (又 股た たしげ に) 何も 聞え やしな いぢ や 無い 


か。 いつまで. M の 無い こと を 言って 人 を 驚かす の だ。 臆 

病な 恐れな どと いふ もの は、 自分で 胸の くらやみ にかく 

して 置いて 人に など 見せる ものて は 無い の だ。 

僧徒 甲 若い者の こと だ。 さう 怒った もので も 無い。 可哀 

相に まだ 二十 二 だと 云 ふぢ や 無い か。 何にも 知らず 入に 

連れられて こんな 山へ 来たば つかりに、 人の 世の 光りと 

いふ こと を 知らず- 目な し 魚の 漾に世 を 終る の だ。 物に 

法え るの は 無理 はない。 だが それにしても あんまり 恐し 

いこと は 口走らぬ もの だ。 

第 六 段 

(此の 時 又 妙 念 あわただしく 下手 i リ？ ！. 化 場す。 きよる 

きよろ と 四邊， +見 まばし つつ。〕 

妙 念 まだお 前 達 は そんなね ぼけ た樣な 恰好 を して 突っ立 

つて ゐる のか。 お前 達の 樣な 奴の 眼の 前へ 形が 見える 先 

に、 忍ん. て來る 物の 音と いふ もの をき くこと が 出來な い 

の だな リ 

僧徒 丙 (極めて 神經 質的 LL 首 1 ^絶えで 微動せ しめつつ) 

さう いふ 忍びの 音 は 聞え ました。 さっきから 一 一度 も 聞え 

ました 0 

(妙 念 愕然た ろ 表情。) 

僧徒 丁 噓 て 御座います。 此奴 は 先刻から びくびくと 物に 
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僧 僧 妙 

徒 徒 念 


久 妙 

子 念 


怯えて は 人 を 驚かして 居る のて す。 

僧徒 丙 あ、 又、 女の 衣 ずれと せき 切った 息の 音が 聞え る。 

(池 底の 如き 沈 默。) 

うん 聞え る 0 たしかに 聞え る。 

丁 今度 は 己に もき こえる 樣 だ。 

m. たしかに 女の きぬずれ だ。 

(僧徒 等 は 期せす して 相摑 むが 如く 寄リ集 ふ。 惡寒,^? 

導く が 如き 問。 忽ち 僧徒 12 一  人 群 yJ- 離れ， 上手の 下 奥 

伺 ひつ. -。) 

僧徒 w あ、 若い 女が， 一人 かけ 上って 參 ります。 眞 蒼な 

顔が 木の間から 洩れ 落ちる 月の 光りで、 ちらち ら と 散 斑 

に てらされる のが、 變 つて 行く 痣の 樣に 見えます〕 孕み 

女の 樣な 苦し さうな 息づ かひで、 あ、 仆れた —— 重さう 

に ci^ を 起す 恰好 は、 どうしても 一 一人の からだ を 運んで ゐ 

る 女の 樣で 御座います。 

(忽ち 妙 念ば 何物 かに 引き 拔か る  が 如き ひよ るけ た 

る發 作に て、 $ ^徒 丙の ^5 に 3iS ょリ 上手の 下奧 伺 ひ 居 

たりし-か， やや あ リズ 疑惧,^ 明か Li したろ 表情に て 0〕 

妙 念 何だ久 子-ちゃ 無い か。 今時分 どうしたと いふの だ。 

それに 今夜 は 女人の 禁制と いふ こと を 知らない のか C 

(恰も、、 の 時 上手より あわただしげ に 女 鑄 鐘 師久子 は 

せ 來リ妙 念に 鎚リ 付く。 甚だ 蒼白な ろ 美貌 也。 僧徒 l«i 


ひ LL 犬 等の 如く 見合 ふ。〕 

久子 (息,^ 切らしつ、) どうしたと 申す どころ て は 御座 

いませぬ。 恐し くって、 恐し くって oc>H おに 四 邊の 僧徒 

等に 心 付き 妙 念よ リ身. ^離しつ、) 此の方 達 は 11 

妙 念 お前 達 は 山門の 所て 見張って 居て 貫 はう。 又 眠つ て 

なぞ 居る と、 お前 達の 未來 ま-て 灰に されて しま ふの だぞ。 

さ、 早く 行かない か。 

(僧徒 等 1$ び 互 ひに 犬 等の 如く 見合 ひて 各 首,^ 俛 れつ 

つ 一人 一 人に 下手- S リ 退場す。 久子又 妙 念！ i 寄り SS. 

る。) 

何 を 其の 樣に 恐れる の だ。 

何 をと 申して 和 尙樣。 鬼女 を 見た ので 御座います。 

もう 此の あたり へ來て 居る かも 知れません。 川の 傍で、 

日 高 川 の 傍て 見た の で 御座 い ます。 

妙お いつ 兑た？ どうして 又 川の 傍へ なぞ 行った の だ。 

久子 たった今で 御座います。 丁度 赤い 月の出る 時分お 山 

から あ の 鐘が 街き 始めた の を 聞 い て 居ります 内、 何だか 

胎の 子ても 動く のかと 思 ふ 位、 妙に じっとして 居られな 

い 氣づか はしい 樣な氣 持に なりまして、 ふらふら 家 を 出 

て參 りました が、 一 つ 二つと ひびく 鐘の音に 丁度 海の 潮 

が 胸 にても ぶっかる 嫌に、 私のから だは あちこちへ ひよ 

ろ ひよ ろ 振り 動かされる 樣て、 狐に つかれた 人達の 樣に 
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どこと いふ 宛 もな く * 夜の 更けろ の も 知らずに 村 中 を さ 

まよ ひ 歩いて 居ります 內、 とうとう いつのまにか 川の 所 

まで 來て しまったの. て 御座います。 

妙 念 川の 中から 蛇體が 上って 来たの か。 

久子 いいえ 川 は 少し 薄らいだ 月の 光が 靜 にうつつ て、 丁 

まん ヤ. =• 

度 魚鱗の 樣に キラ キラ 輝 いて 居りました、 私 はま だ 茫然 

して 橋から 此方へ 步 いて 居ります と、 不意にう しろから 

人 の 名 を 呼ぶ 者が 御座 い ます。 

妙 念 (愈々 焦 立た しく〕 ええ どんな 顏 をして 居た、 お前 

は それから どうしたの だ。 それから どうしたの だ 0 

久子 振り向いて はっと 思 ふ 内， 魚が 水 にても 沈ん ど 行く 

樣 に何處 かへ 消えて しま ひました。 川底の 魚の 樣 なつめ 

た 相な！ 6 蒼な 顔が 月の 中に ふうはり 浮んで、 口 だけが ま 

だ 濡れて 居る 血の 樣に 赤う 御座いました。 私 はも ラ 恐し 

くって 恐し くって、 胎の 子の こと も 何も 忘れて ただ わく 

わくと はせ 上って 參 りました。 それに 中途から 鐘が なり 

止む だのて、 尙 のこと 恐し くな りました。 あの 音が なつ 

て 居る 間 はま だ 何 か 頼りになる 樣な 心丈夫な 氣 がして 居 

りました のに 0 

妙 念 つい 今し がた まで 一つ一つ とついて 居る 間に * 日 高 

川の 川面が はれものの 樣に むくんで 來て、 蛇體 らしい も 

のが 這 ひ 上る 樣 子だった ので、 下まで はせ おりて まも 受 


け樣と 思った の だ。 それにして ももう 此の 邊に 登って 來 

なければ ならない 0 

第 七 .！SS 

(すな はち 此の 時何處 i リ登リ しと もな く， 鐘樓 Li.^ 

女淸姬 あら はろ。 久 子の 叙說 LL 言 へ ろが， 如き 物凄 さ 形 

相,^ 具へ、 さ 左手, ^もて 鐘の 一端 vJ< つかみ 右手に 欄 

Li つかへ、 のぞく が 如く  Li して 不掙 なる 僧と 女との も 

のい ふ樣 見下して ぁリ 0) 

久子 ええもう どうしても 上 つて 來 て 居る 箬 て 御座いま 

す。 和 尙樣- 今夜 こそしつ かりなす つて 下さい まし。 惡 

蛇の 執念な どと いふ もの を 和 尙樣の 法力. て、 粉の 樣に撒 

き 散らして 下さ いまし。 

(かく 言 ひつ .X ふと 鐘樓 仰 >P 見た る や 忽ち 恐ろ ti-- 

鬼 形，^ 見出で たろ 也 。甚だ 怪しき 結 叫,^ 放ちて lit 倒す。 

妙 念 は あら はれた ろ 魔 幻に たまし ひ,^ 楚 はれた ろが 如 

く懵 然とし ズ鐘樓 の 方，^ 眺めて ぁリ。 皮 腐に 痛き 程な 

ろ沈跌 は、 恐怖と 絕望 と愤 怒と 刻々 に啄 くが 如く、 

老 狂の-お 識，^ 激與せ L むろに 似たり。) 

淸姬 (冷嗍 の 調子) まだ 心と いふ もの を 自分で 持って 

居る と 思 ふの かい。 いよいよ 最後の 今夜 だから 敎 へて 上 

げ るの だけれ ど、 もう 世界に お前と いふ もの はなくな つ 
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たの だ。 年取つな 盲 女の 樣に うろた へた 隨 病な 手 付 をし 

て 探し ま はっても、 命知らずの 若者 を眞 似して 向う 見す 

に 走り 廻っても、 もうお 前と いふ もの は 見付か りつこが 

ない の だよ。 たった 一と 晚と いふ 女の 願 も にげて 来た 臆 

病 男 を、 こんな 鐘の 中に かくまつ たの は 怨めしい お前の 

はから ひだった もの ぢゃ 無い か。 魔性と いふの は 怨みば 

かり を 餅に， L て 居る ものな の だ。 この 三十 年が 間ち びち 

びお 前の たまし ひに 喰 ひ 付 さ 乍ら、 そんな ゑら さう に い 

ふ 法力な どと いふ もの も 殘らず 吸 ひ 取つ て、 其の 代り 狂 

氣と いふ お前に は 他人 だ つ た 外道 の 息 を 吹き込ん て や つ 

たの だ。 

妙 〈：^  (顿 れるキ "端 1 か强 ひて 動かしむ るが 如く。) お前 

は 己が iil 人 だとい ふの だな。 己の 法力が 嘘の 法力て でも 

あると いふの だな。 先刻から 川底の 小 砂まで 搖 ぶる 樣に 

ひびいた 此の 鐘の 梵 音が、 嘘の 法力て 出来る と 思 ふの 

か 0 

^5姬 お前が 自分て 法力 だの 知識 だのと 思って、 たまし ひ 

の 奥 どころ に 生み 立てて 大切に して 居た の は、 そこに 仆 

れてゐ る 女の 醜い 腹の 中で、 きちが ひ 痣の 臭い 胎 子が 育 

つて 行く ことだった の だ 。そんな 邪娃の 外道て あ. リ 乍ら 、 

えら さう に 法力な どと 頼りに して るの も、 皆 私が お前 

の 心 をな J ひ 破つ て、 もう 世の中に お前と いふ ものがない 


からの 道化な の だ。 は&、 何が 梵音 だ。 村の 人達 はみ 

んな あの 音 をい やらし がって、 1=V に ふた をして 居る わ。 

邪淫の 響の 外に 梵音 など 聞え る箬も 無い こんな 鐘 は、 今 

夜 執念の 炎で 鉛の 樣に とかして せる からまって 居る が 

I  、 

(かく 言 ひもて 鐘の 下 LL 身 入る ろ や、 怪しき 響きし 

て E 鐘 は 地に 搭ち 魔性の 姿 vJ- 蔽ひ 52。 妙 念！； -I はや 何 

等の 興 蜜ん t つくろ LL 唯へ ざるが 如く、 凡て 目前の 異 

或は 知ら ざろ 者の 如く 又は 知れる 者の 如く、 絲に 

て 吊られた ろ 人形の 如き 姿して 怪し：. おに ほら 立ズ リ。 

この 時 最前の 憎 徒 四 人、 逃げ まどへ ろ 哀れな ろ 獣 等の 

如く 走 y 上リ、 久 子の 仆れ たろ，^ 見て 更に 驚け ろ樣な 

リ しが、 一同 妙 念の 前 LL 跪きつつ。) 

僭 徒 甲 大變て 御座います。 怪しい 火が お 山 を 取り 卷 いて 

參 ります。 

僧徒 丁 仰せの 通り 山門の 處に をり ますと、 何處 ともなく 

麓の 方から めら めら と がー 面に もえ 上つ て參り まし 

た 0  , 

僧徒 甲 もう 裏口の 谷川へ 傳 つてお りなければ お 寺と 一所 

に 灰になって しま ひます。 和 尙樣. さあ。 何 を 其の 樣に 

おろかな 風 をして 立つ て お出でな のです。 

僧徒 乙 (立ち上り) や、 あの 音 は 中 門の 傍の 大 杉が 燒き 


仆れる 音 だ。 こんな 所に ぐ づぐづ して 居て は、 みんな 燒 

かれて しま ふば かり ぢゃ 無い か。 

(もと fs リ たまし ひ拔 けたろ 妙 念 は、、 の 恐ろ べき 知ら 

ぜ も 袷ん ど解乜 ざるが 如き さまに て * 最前 ，><リ 漸次 

昏迷の 狀 態に 至リ、 この 時遂 LL 枯れた ろ 幹の 如く 女體 

の 傍に 仆ろ。 丙の 僧徒. 除く 三人 は、 互 ひに 驚愕の 內 

l: も  一^喜 悅の 漲れろ 殘 忍なる 表情^-,. -て 見合^ つ 

つ、 上手に 走り L1 ぐ。 僧徒 一 人殘れ リ。) 

僧徒 丙 (鐘 樓，^ 仰 ざ 見つつ。) や、 鐘が 落ちて 居る。 (と 

石段，^^ リ銪 Li 手 1^ 支へ、 下手の 空.^ 眺め 渡しつつ。) 

ああ 丁度お 日樣が 上る の だな。 今朝 はお 山の 炎が 映って 

か 血で 塗った 珠の樣 に眞赤 だが、 あ、 見て ゐる 内に、 つ 

いつい 擴 がつ て 大きくな つ て 行く わ。 

(舞蹇 は火焰 と朝嗷 とが 刻々 と 赤き 色 ,-5- 流し 來 たらん 

i すろ 內、 さてお もむ, CLi 幕。) 

(スパ か 大正 二 年 一 一一 H0 


ノ、  JJI ろざら かべす 敗 腐 
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八 物 

口べ スピ ー ァ 

テオ  ー 

第一 の 山黨員 

第二 の 山黨員 

第三の 山黨員 

遁. 者 一人 

ダ ン トン の 亡 靈の聲 

ギ チンに 搬 ばる、 女人の 悲鳴 

ギ" チンに 搬 ばる k 男子の 叫號 

時 代 

怫瑚 W 恐怖 時代 

場 所 

巴 ffl 市外の 森林 

恐し，^. - 森林 也。 風ゃゝ はげし さに、 ^^明の空に散. 


へる 星く す は、 消えなん とすろ lg 光の 如く、 咭黑と 罪 

惡 との 夜 嚼 み食リ つ、 畫は、 —— かくい ふはい とも 

怪しき、、 とながら —— 更-レ 光明と 顯 惡と 1^ 世 LL もたら 

さんと す ろ 也。 

今、 赤き 曙光の K.x に 漲れろ"、 洪水の 如く 巴 3- の 街 

1^ 涵 したろ 血の 波の ズリか ヘリ 也。 もし は. 幾 十の V 

口 チンより 立ちの ぽリた ろ 赤き 蒸 氣也。 

立ち並び たろ 木々 の 姿 も、 思 ひなし LL はかの 名高き 詩 

人の 想像， a- 呼びて、 異形なる 妖怪の 如く も 見 ゆ。 

巾 央.， <リ や V 下 奧、 平た さ 石の そば Li、 魔女 テオ 

i つ。 

石 上に は. G きな め ，- 皮し きて ぁリ —— 恐ろ ベ きかな 

そ は 昨！ られ たる ダン トン のな めし 皮 也 —— その 

上 LL 五つの 蠟 燭めリ て、 四つ は 悉く 盡さ、 中央の 一 

つのみ 未だ 消えが ズ に また V けろ 也" 

打ち殺さる、 犬 等の、 長き 長き 血に 染めろ 蜘 珠の絲 

の 如き 悲鳴 , 卽 V,, 幾 十の 束れ られ たろ 女人の 悲鳴、 

始め かすかな るより 次第に 近づき 來リ、 K に 憎む ベ 

き^さ 車輪の. れさス くと と  > るく- IL まじ リて， 又. 

H- かリ ゆく  0- 

n べスヒ ，ァ上^i^f<リ^s!^,場o 

テオ I 今： H は 遲ぅ御 膝い ましたの わ、 今 あの 女達の け じ 
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めの 車が、 通って 行く ところでした。 

n べスヒ ー ァ 妙な 夢に 苦し； め ら れ て、 遲 くな つてし ま 

つた。 だが 今日の しるし はどう だ。 

テオ _ 上々 て 御座 います。 御覽 遊ば せ。 (とかの 怪しき 

燭か 指さす) 

n ぺ スヒ， 'ァ 神 樣御禮 を 申します。 今朝の 夢が 妙 だ つ た 

のに、 あんまり 急いだ せゐ か、 路々 三度 も 躓いて 仆れた 

ので、 死人の 首の 様な 重 い 心配が、 胸に か、 つ て 息をす 

る に も 苦 しかった。 でも 惡 いし る しで 無く て 何より だ。 

(il 。かの 怪し さ少 さき 光リ. *^ 凝視し つ、 0) テオ，" - 

今朝の 火の 色 は 昨日の よりも 赤い 樣ぢゃ 無い か。 

テオ ー きの ふと ゆうべとの 間に、 四百 人の 血が 流れた の 

です，， r の、 何 だつ てち つと は 赤くなる でせ う。 

n ぺス ビ-ァ (間。 魔女の 方に 進み 寄ろ。 5^ くして し か 

~J 注意の *f まら ざろ 眼光) お前 は， 焰の 色と 血の 色と どつ 

ちが 綺魔 だと 思 ふ。 

テオ.' ギロチンから 进 つて 出て くる 時な ど は、 血 ほど 綺 

麗な者 は 無い と 思 ひます けれど. すぐ 泥の 樣 にさた なく 

黑 ずんで しま ひます のね。 焰て も！^ え て ス間は ほんと 

に 綺麗て すのに、 き 眼に しみ る樣な 煙になる ん です も 

の。 だけど 私、 焰も 血.. -兩方 共 大好きで すの。 こんな 小 

さな、 簿ぃ^ぃ へらへらした^2などは、 どんな 花びらよ 


り も 可愛 い と お 思 ひ になり ません か。 

ロペス ヒ ー ァ (嬉しげ-. L) お：！ i も と 血が 好きな のか 

い。 大好きな のかい。 (急に ひざ ま づき. テオ- -」 寄り 

鎚リ つ 、：- テオ .-、 いつま て も已を 捨てずに 居て く 

れ、 毎朝 毎朝 • 其の 綺麗な 蠛燭の 火て， 己の 吉兆 を 占つ 

て くれ、 己 は 其の 小さな 焰に敎 へられて、 フランスに 道 

德を しく ことが 出来 る の だ、 無神論者 や 不道德 な 母 等 

の. けがれた 血 を 殘らず 絞り出して、 道德 の？ a を 天にまで 

上げる の だ、 さう して 己 は豫言 者になる の だ。 (夢-」 驚 

きたろ が 如く 立ち上ろ。 あはれ なる 唐突な ろ發 作ば、 ： 

の-偉 太なる 革命家 VJ- し V ^野獣の 姿，^ 帶 びし めたり) S 

は豫言 者になる の だ。 マ ホ メッド ゃク ロム ゥ エル の樣な 

豫言 者に なって、 人類に 道 德の火 を 放す の だ。 (や ゝ畏 

き 間。 併しャら其の興ilIは^^流の如く忽ち通リすぉ」て、 

不安な ろ 佇立の 姿と なリ、 蒼^：：なろ！^面は、 おびえた る 

a 性が たじる； V； つ、 K リ來る vj- あら はす。 其の 間 魔女 は 

なリ ゆく 樣， ^鋭く 眺めて あり。 さ ズ冷か L.0 

テオ， 大層お 懷 へになります のね 。どうかな さいました 

か 0 

n ベ テヒ. 'ァ いや 何でも無い。 森の 中が あんまり 寒す ぎ 

るの だ。 (とかの 石 上の なめし 皮 LL 腰 おる す) 之が 

ダントン だな。 大きな 血迷った こと を 言っても、 犬の 子 
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の 樣に譯 もな く 皮をはがれて、 重い 蠟の 误を吸 ひなが 

ら、 己の 運命 を判斷 する の だ。 だが あ S 男 は 綺麗な 肌 を 

持って 居た もの だな、 この 手 ざ はりの 搰か さは、 丁度 戀 

を 知らぬ 處 女の の樣 だ。 

テオ- からだ を 廻る 血の 湧き 立って 居ん 者 は、 いっても 

綺麗な 肌 をして 居ります。 (この 時 怪しき 燭の光 消 §0 

あ、 丁度 蠟燭も 消えて、 燈 火がなくても 人の 首が 見える 

時刻に なりました。 又 明朝までお いとま を 下さい まし。 

(下手よ リ 退場) 

(恐怖に 狂へ ろ 子の、 罵詈， 叫號 のせて • 

又ギ n チン に 赴く 第一 一 の^、 饗々 -來リ 饗さ 去る。) 

第 二  ros 

n ぺ スヒ. 'ァ (深き K 想に；^ み、 "^女 の 去れろ 1^ 知ら 

す。) 無神論な ど .、 い ふ もの は 貴族的な 者 だ。 なまけ 者 

と金 持と が、 勝手に 作り出した 宗敎 だ。 之に 反して 神 を 

11^ ずる こと は、 平民 的な 普遍的な、 そして 更に 必要な 信 

仰な の だ。 もし 神が 存在して 居なかった のなら、 我 * は 

之 を 造り 出さねば ならない。 イスラ 14 ル の 昔から 神 は 血 

と^と を 愛して 居た の だ。 我々 の 造り 出す 神 も 血と 錢と 

を 愛す る 者で なければ な ら な い 。 

(怪しき かな や この 時、 何 虔ょリ と， t 知らす、 空洞に 


ぴヾく 銅鑼の 如き もの 言 ふ聲、 この 大 なる 森林 1^- たリ 

と>ス かし ズき こえ 始 む。 是れな むかの ダン ト ン の 亡 

靈が、 ギロチン 上に さけびし、 最後の 絶叫 緣リ 返^ 

る 也。 幾 萬 民衆の 大 氾濫 1^ こえて、 セ ィヌ對 岸まで 聞 

えた リと 歴史 LL 残れろ 驛 なれば、 すな はち 劇場の 調子 

ん破リ ぬべ からん 也。 而 L て 舞 * は 次第に、 かの-通に 

血潮が うつれろ 如き、 怪しき 赤色に つ .^ま れ來 so) 

(背 s!„- は その ま V 也。) 

ダントンの 萆 己 は 口べ スピ ー ァを 地獄に 連れて行かずに 

は 置かな い の だ。 あ の 狼 を 連れ て 行く の だぞ。 貴樣 達が 

どんなに 騷 いだって、 己 達の 首 は in: 分から 先に、 首 かご 

を喧ひ 付きに 行く の だ。 馬鹿々 々しい こんな 世の中に、 

一刻 も 生きて 居た く は 無い。 己の 始めた 革命 も、 結句 氣 

.ir が ひの t ^な； さわぎに されて、 のんだくれ や 姦淫に けがさ 

れ てし まふん ぢゃ 無い か。 早く 殺して くれ。 己の 名前 は 

もう 永遠に 歴史の パ ン テ ォ ン に 記された の だ。 誰が 思 ひ 

殘す ことなん か ある もの か。 口べ スビ ー ァの 奴、 あと か 

ら ついて 來 るんだ ぞ。 地獄の 中へ 引っ張り 落して やる か 

らまって 居ろ。 今 己の 首が 乘 つかる ギロチンに、 すぐ あ 

の 首が のっかる の だ。 もう 十日の 內に は、 貴樣 のこしら 

へた 此の世の、 地獄より、 もっと 恐し い 地獄の 血 沼で、 

たまし ひもから だ もずたず たに、 切り刻 ざ かれて 煮られ 
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る の だ。 支度 をし てまって 居る がい、。  " 

(舞臺 は 全く かの 怪しき 赤色に つ、 まス .0 も はれな ろ！ 

革命家 は. 萍 にか V れろ 野獣の 如く、 狼 犯し て なら 1^ 一 

おかす、 耳,^ 掩 ひつ、 うづく まれ リ。 しかれ ど，. -、 か _ 

の碟々 たろ 呪， m は あらしの 如く. あはれ なろ. まし ひ j 

はんみ がらの 如く、 すな はち かり 立てら ろ、 也。 絶望 i 

の 叫 號。)  一 

。ぺ スヒ ー ァ 血の 粉 を 撒け。 世界の 表に 血の 粉 を 撒け。 一 

不道德 な 亡 露の 眼 をつ ぶして、 一 寸先も 見えない 樣 にす 一 

るの だ。 日の 光り も 月の 光り も、 さし 通す ことの 出来な 一 

い 血の 霧が この 世 を 包んで * いつまで 道德の 50 を 守， 0_ 

の だ。 そして 女の 腸で 造った 網 を、 にも 地に も 水に も 一 

投げ かけて、 If 道德な ダントンの たまし ひ をつ かまへ て j 

來て、 永遠に 血 沼の 底から 浮ぶ こと も 出来ない 樣に * 百 一 

ばかり 鉛の 彈 丸が 打ち こんて、 金よりも 重くな つた、 刑. 

人 の 首 を 縛 へた ま、、 地獄の 谷へ 投げ 込む て やる の だ。 _ 

第 三 ^  . 

(第 一 の 山黨鼓 下手よ リ登 場。〕  . 

1 時に 常の 色 LL 復す。 旣に日 は 朝 に 入 リズ、 赤 一 

き 空む ほがらか なろ 粃靑と 化ぜリ 0)  i 

第一 の 山 黨炱 此處 にお 出て. -し たか、 どちら かと 思つ 丄 


て さっきから 尋ねて 居りました。 

口べ スヒ I ァ ($ ；失祌 のす. かたに ズ) ダントンの たまし 

ひ はっか ま へた か。 

笫 一の. E  (無 員 0® しき 驚 li の 色。 や V ぁリ て) まだで 

御座います。 何しろ ギロチンの 廻りに は、 川床の 小石の 

樣 にこ ろ が つ て 居ります の. て、 少し 血に 濡れまい と 致 

します と、 百 や 二百の 首 を ふみ 碎 かずに は 歩け ない 有樣 

で 御座 い ますから、 どれ を ダ ン ト ン の 首と も 見 わける わ 

けに は參 りません。 昨日までに ギロチンに かけました 首 

の 數は三 萬 位 だら うと 思 ひます。 

(さわやか なろ 朝の 光り は、 次第 に 狂豫言 者の 血 夢 

明に すろ が 如く、 蹌跟 として 又 かの 石 上に 腰，^ おろ 

す、 疑惧の 狀 也リ) 

第一 の 山黨員 大層お 顏 色が 惡 いぢゃありません か。 それ 

に ひどく 慄 へ て お出て の樣 です が。 

n ベ スビ. 'ァ 別に 何でもな い。 森の 中が あんまり 寒 適ぎ 

るの だ。 (間) だが お前の 来たの は 何の 用 だ。 

第一の 山黨員 もう 六畤 になり ましたから、 なめし 皮 を か 

けようと 思 ひまして。 

C ぺスヒ I ァ うん *  丁度 こ  >- にある 。小刀 を 出せ、 今 曰 

はかう 書いて やらう。 (と. H き 紙片 1^ 黨義に 渡-;') 

第一 の 山黨負 (錄 低く む) 
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我に 贊 すろ 者よ。 我に 敵す ろ 者よ。 

記憶べ し" 

我等 血に よ" て淨 めら れ たる、 

恐怖と 道 德とを 以て、 

今日 の 制 をし か ん とする 也。 

00  ロペス ヒ-ァ は 刀, 5- 取 リズ、 此の 呪 の 如 さ 法 

例 か， なめし 皮に 切 取- 0 間、 黨 R が 上より 之,^ のぞき 

込 めろ に、 兩 者の 頭 顧め ど 接 ぜんと マ ろ 也。) 

口べ スピ， ァ (理. E 無き 小 萆にズ ) sj- の 皮 は こ ん な に 

よく かける。 女の は 薄い 上皮が * 一所に よ ぢれて 取れる 

の • て， きたなくな つて 駄目 だ。 明日から 制 文 を 書くな め 

し 皮に は * 男のば かり 剝ぐ やうに いひつ ける がい、。 さ 

あ、 これへ ずっと 血 を 流し込んで、 いつもの 處へ かけて 

来い。 

一の 山 負 (布の 如く 捲 さた、 み、 脇-しか V へつ、〕 

では 行って 參 ります。 (上手より 退場す *  、、の^, お 二の 

山黨 員？！？： 場し、 すれ I 連 ひに 鋭 く^み 合 ふ) 

第二の 出黨具 新しい ギロチン を 据えつ けて 參 りました。 

始 め か ら あ る 内 十ば かり は 、豪に 血が しみ 込んで 朽ちた 

やうに なりました から、 それと 取り か へ る ことに 致し ま 

した。 今朝 私が くる 時、 女 を 束に した 一 と 車が つき まし 

たので、 T 度 それ を かけて 參 りました が、 したぎ を 引つ 


剝 いで、 素っ裸に される の を いやがった 女 共 は、 其の 場 

で擊ち 殺して 來 たと 申して 居りました。 

a ぺスヒ ー ァ うん、 それて い，、。 一 番野蠻 な 、 J と は 慈悲 

とい ふこと な の だ。 赤兒も 育てば すぐ 狼に なろ の だか 

ら、 生れた ばかりの でも 何でも、 血と いふ もの さへ 持つ 

て 居る のなら みんな ギロチン へ 持って行く がい 、。 巴 里 

の 街に 空地が なくなる まで、 首の ® を ふらして、 セィヌ 

の 川が 溢れる まで、 不道德 なね 等の 血 を 流す の だ リ 

(镜ぃズ第三の内黨^:$_:^-揚0) 

第三の 山黨員 影 刻の 方の 支度が 整 ひました。 『知識』 の 

大理^ 像 を こしら へ て 居り ま し た 彫刻家が、 昨日 ギ 口 

チ ンに かけられ ました のて， 新ら しい 人が 後 を 引き 受 

けて、 昨夜の 内に 仕上げ をす ましてし まひました。 燒か 

れる 方の 木像 達と 一所に、 式場の 方へ 据 ゑつけ て參. リま 

したが、 丁度 仰い ました アルプスの 雪の 柱の 樣に、 見事 

な 形に 出来 上りました。 

(これより 先、 柁に^；^ぷ嵐の如ふヽ ffii- ならろ、 人々 

の泣號 と、 人の 放てろ が 如 さ 殺伐な ろ 快活な ろ銑聲 

と、 遠く  ft リ き、、 ぇ來リ しが、 この 顷 Li 至 リ、 その^^ 

ち LL 人々 の 胸 4* 捷 つが 如き 銃聲 と、 赏感 にして しかも 
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解 說 

能 島武文 

B 本 戯曲 全 築 は、 その 現代 戯曲 篇の 第十篇 として、 長 W 

秀雄、 木 下 空 太郞、 吉井 勇、 並びに 故 郡 虎 彥の四 氏 を 選び、 

その 作品 を紐錄 して ゐる。 

この 四 氏 を 選んで 1 卷 となした ことに ついては、 編輯 者 

は 十分の 意義 を 持 つて ゐる こと k 信じる。 私も亦 この 四 氏 

の 作品 を 以て 一 卷を 編む ことに 不自然て な い 意義 を 感じ 

る。 卽ち 作品の 持つ 色 合、 思想， 傾向の 類似の 上から も、 

また その 交友の 上に 於ても、 更に 何よりも 四 氏が その 最初 

の 作 を 以て、 我が 劇壇に 擡頭した 時代 を 殆んど 同じう する 

點に 於て、 四 氏 を 以て 一 卷を 編む こと は、 文學 史的に 十分 

の 意義 を 認めなければ ならない。 

私が 解説す るの は、 故 郡 虎 彥氏を 除いた 三 氏に 就いて e 

あるが、 今 各 作家 個人の 解說に 入る に 先だって、 四 氏 を 生 

むに 至った 當 時の 我が 劇界の 趨勢に ついて， その 槪觀を 

述べる こと は、 四 氏の 理解に 便 するとに 於て、 決して K. 必 


耍な ことて はない と 信ずる のて、 一 應 il 氏の 處女作 を 生む 

に 至つ た當時 の 文學界 並び に 劇界の 槪减を 述べ た い 。 

今 私の 手， 記に 依って その 處女 作を發 表し た 年代 を 調査し 

て 見る と、 長 田秀雄 氏が 處女作 「歡樂 の 鬼」 を發 表した の 

は 明治 四十 三年、 吉井勇 氏の 「午後 三時」 が 四十 ニハ 中、 木 

下 杏太郎 氏の 「南蠻 寺 門前」 が 四十 二 年、 郡虎彥 氏に つ い 

て は 私に は 確信 を 以て 言 ひ 切れないが、 四十 四 年の 「鐵 輪」 

が處女 作で はない かと 思 はれる。 いづれ にしても 四 家と も 

その 戯曲と しての 處女作 は 明治の 末- i^r 四十 二 年から 三 四 

年に かけて 發 表せられた。 

さう して この 四 家に 加へ て 秋 田 雨 雀 氏、 谷 崎 潤 一 郎 氏-. 

池 田大伍 氏、 仲木貞 一 氏 等、 數 氏が いづれ も 明治 四十 二三 

^ (一九 一 0 頃) その 處女 作を發 表した 戯曲 界の 新人て あ 

り、 また 實に 創作 劇 運動の 先驅 をな した 作家で あると いは 

なければ ならない。 

一 體 日本の 戯曲と いふ もの につい て考 へ て 見る の に、 そ 

れは 常に 劇場 あ つての、 俳優 あ つ て の 戯曲て あ つ て 、 戯曲 

が 戯曲と して、 文學 的な 作品と して、 印刷せられ 觀賞 せら 

れる やうな こと はな かつ た.， 德川 時代 か ら 何百 iy- 、劇作家 は 

狂言 作者の 名の 下に、 劇場 付の 作家と して、 また 劇場 付て 
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ない まても 俳優の 依賴、 劇場 側の 依賴 によって、 その 作品 は 

常に 劇場の 舞臺 にの み發 表せられた。 從 つて 常に 幾分、 俳 

優な り、 または 劇場の 實際 的な 機構に 制約せられ ねばなら 

なかった。 

明治維新 は 社會の あらゆる 制度 を 改新した とはい ひなが 

ら 、保守的な 劇場 は 尙德川 時代 の 制度 を その 儘に 繼 承した。 

更に 河 竹 默阿彌 とい ふ 偉大なる 劇場 作家が あって、 新時代 

の 機運 は、 劇場に 於て、 戯曲 界に 於て、 尙遲々 として その 

歩み を はこんで ゐた。 

演劇 改良 會、 演劇 燸風會 等 は 早く， 浪 劇の 革新 を 叫んだ 

とはい ふ もの \、 戯曲の 精神に. K て は 入る こと は出來 なか 

つた。 二十^紀の 聲を 聞く と共に、 岡本綺 堂. 山 崎 紫 紅、 

松 松 翁、 諸氏の^ を、 劇場 ：2： に 見出す やうに なった と は 

いふ もの X、 尙 未だ 新時代の 黎明 は來 なかった。 

一方 當 時の 歐洲文 藝界を 見る に、 十九 世紀 中葉 を 風廳し 

た It マ ン ティ シズム は旣に 亡びて、 寫實 的な.： E 然 主義の 息 

吹 は、 あら ゆろ 國の あら ゆろ 文藝ぉ の 分野 を 吹いて ゐた 。さ 

う し て それ は當然 の 勢 を 以て 、戯 =£界 にまで 侵入して ゐた。 

.H 然主義 の母國 ともい ふべ さ フランス では 早く 旣 に 、 デ 

ュ マ， フィス .ォ| ジ ェ*サ ル ドウ 等に 依て、 劇壇 は寫實 主義 


的な 傾向に 向 ひつ 、あつたば かりで なく、 千 八 W 八十 七 年 

(明治 一 一 十 年) に は アンドレ • アン 卜ヮス に 依て 自由 劇場 の 

蓮 動が 始められ、 近代的な 寫實 生義 的な 戯曲の 先驅 者と い 

ふ.. 7 テ ンリ- ベ ックを 生ん て ゐた。 - 

それば かりて はな 。 近代劇 の 始祖 , 寫實， 王義劇 の 生み 

の 親、 ヘンリック • ィプセ ンは千 八 百 六十 九 年 鰻 初の 社會劇 

「靑年 同盟」 を 書いて 以来、 千 八 •rn 七十 九 年 (明治 十二お，〕 

に は 「人形の 家」 を 書き * 八十 一 年に は 「幽 靈」、 八十 sii: ふ 

に は 「鴨」 を 書. V ヽ その他 旣に 知られて ゐる 通りの 多くの 

作品 を 書き、 多くの 人々 に 良 > 刺戟 を與 へて、 千 九 百 六 年 

(明治 三十 九 年) その 生 を 終って ゐ る。 

その他、 イプセン を 先達と して、 スト リンド ベリ /-、 マ 

ァ テル リンク、 トルストイ、 ハウプト、 マ ン 等 は 相. T ズ いで そ 

の 名作 を 書き 近代劇の 精華 は 一 時に 歐洲の 天地 を g< さ 塊め 

るの 槪 があった。 

この 機運が 明治維新と 共に 鎖 國の夢 を 踏み破り、 久しき 

に 亙 る 禁書 か ら 解放 せ ら わ . 更 に 日 淸戰爭 に 依て 新興 の 機 

運 をい やが 上に も あ ふ ら れ た 當時 の 靑 年 を 刺戟 し な い が 

なかつ た。 才能 あ ろ靑年 は -燃 ゆる や --, な 熱情 を以 て * 新 

しき 歐洲の 文明に 灌漑 せられた。 


tern- 
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旣に明治三十四^^^-には高安月郊氏が 「イブ セ ン社會 劇」 

のおの 下に、 「人形の 家」 と 「壯會 の 敵」 の飜 譯を發 表し 

た。 坪內 逍遙 氏 は 早く 旣に 「自由 太刀 餘波 鋭鋒」 とい ふ 名 

の 下に、 シ エイ タス ピアの 「ジュリア ス？ ン ー ザ ー」 の 難 

テく發 表して ゐ たが、 更に この 新 機運に 乘 じて、 「新 史劇 論」 

ゃ發表 して， これ まで 唱 へ ら れ た 演劇 改 良會ぁ たりの 皮相 

な 演劇 改. お 論 を ー獄 して、 功利的な 勸 善懲惡 主義 以外に、 

眞の翳 術 的な 史劇の 必要 を 論じ、 續 いて 二十 七 年に は 「桐 

一葉」 「牧の 方」 を 創作して、 自ら 範を 示した。 また 森鶊外 

氏 は 「玉 錢兩浦 喫」 や 「B 蓮 上人 比設 法」 を 書いて、 別途 

に 新^代の 耍求 に應 ずべき 戯曲 を 示した。 鷉外氏 は それば 

かりで なく、  ^くの 近代劇 —— 後に 正、 績、 新、 「 一 幕 物」 

に收 めら れた 11 を飜譯 紹介して、 新 機運の 藤 成に 資しよ 

うとした。 

だから この 明治 三十 15^ から 四十 年に かけての 十 年間 は、 

> る 短い 文章で は 十分に 盡す こと は 出來な いと はい ふ もの 

の ぃろぃろな意昧で我が戯曲戶^；にとっ て は 重要な 紀念 すべ 

-v  、時代て あると いはなければ ならない。 

さう して これらの 時代 こそ、 この 十 年 こそ 本 輯輯錄 の 四 

氏 を 劇作家と して の 今日 を 成す ベ く はぐくんだ 時代て あ つ 


たの. て ある 0 

やがて この 近代劇 移 械 運動に、 劇壇 を も すに 至って、 

遂に 小山 內薰、 市 川 左 M 次兩 氏に よろ n 由 劇場の 創立と な 

り、 明治 四十 二 年 十一月 二十 七、 二十 八の 兩日、 イブ セ ン の 

「ジョン • ガブリエル. ボルク マ ンし に 依て、 第一 回 試？ ゆの 

藍 は 開けられた。 實 にこの 日 こそ、 新時代が その 第一 雜を 

劇壇に 放った 日て あった。 

續 いて 翌 四十 三年 五月、 第二 1： 試演と して ゥ H デ キント 

の 「出發 前半 時間」， 森 S 外 氏の 「生 田 川」、 チ H ホフ の 「犬」 

の 三 作 を 上演し、 同年 十二月の 第三 1： 試演に はゴル キイの 

「夜の 宿」 と共に、 吉井勇 氏の 「夢 介と 僭と」 を 上演した。 

かくて 翌 四十 四 年 六月に は 第 四 回 試演と して、 長 田秀雄 

氏 作 「截樂 の 鬼」、 吉井勇 氏 作 「河 內展與 兵衞」 、秋 田 雨 雀 氏 

作 「第一 の曉」 の 三 新人の 作に マァ テル リンクの 「奇蹟」 

と を 上演した が、 當時島 崎 藤 村 氏 もい はれた やうに、 これ 

こそ 新劇 運動、 創作 劇 運動の 「第一 の曉」 であった とい は 

なければ ならない 0 

引. ^續 き 第 六 回に は 當時萱 野 • 一十一と いつ た 郡虎資 氏の 

「道 成 寺」 を 演じ、 そ の 他數回 の 近代劇 上演 を以 て その 使命 

を 終つ て ゐる。 
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かう して 四 氏と も 戯曲 界 と 劇壇と を 通じての 近代 劇 移植 

運動の 巾に 培 はれた 人て あった。 た e 當時の 我が 文 學界、 

特に 小設界 が.； Hi^l 主義 の 强 い 色 を 以て 彩られた やう に 、 ィ 

ブ センの 寫資的 自然主義 を 初めと して、 マァ テル リンクの 

神祕 主義、 ヰ ー ン 派の 新浪？ K 主義 や 、その他 口 シャの トル 

スト ィゃ チュ ホフ や、 北歐の スト リンドべ リイ、 その他 あ 

ら ゆる 傾向の 一 時に、 百花の 競 ふ 如くに 紹介 せられた 我が 

戯曲 界が、 小 設界の 如くに 一色に 彩られなかった の は、 止 

む を 得た いこと であ つたと いはなければ ならな い と共に、 

そ > ) にあら ゆ ろ 近代劇の 色 合に 依つ て 彩ら れ 染め ら れた當 

S- の 戯曲 家が、 精神 は 近代的な 思想； g 向を攝 取し っ&、 そ 

ここ 種^ 樣な 新劇の 華 を^ かした の は、 むしろ 時代 的特 

長と して 祝福す ベ きて あ ると、 私 は考へ た い 。 


長田秀 雄篇 解說 

長 田 秀雄氏 は 明治 十八 年 五月 十三 日、 東京 市祌田 區 神 保 

町に 生れた。 父祖 は 代々 熊 本 藩の SB 家て あった。 誕生の 翌 

年、 ft 町 九 段 中 坂 上へ 一家 は 引っ越された。 こんて 氏の 少 


年 時代 靑年 時代 は 经られ た。 小學 校を卒 へる と共に、 翳 家 

たらしむべく 考 へた 父君 は、 氏 を |g 逸 協 會附屬 中學へ 入^ 

せしめられた 0 

同級に 後年の 木 下 空太郞 事、 太 田 正 雄 氏が あった。 この 

後年の 劇作家が 相 揃って 同時に 摘 逸 協 會中舉 に人學 し、 相 

共 に 劇作家 として 立った こと はまた 不思議なる 運命と いは 

なければ ならない。 兎に角 この 二人の 劇作家 は、 實に 十四 

歳 の 年少 多感の 時、 旣に 深い！^ い 友交の 中に あった。 

天才 的な 情熱 家 木 下 空太郎 と 不覉 奔放 自由 の .稱 神 に 富ん 

だ 長 田秀雄 氏と、 そこに 我々 は當時 の 新 機運 に 若く 見 K め 

る ベ き 萌芽 を 見出さな いで は ゐられ ない。 旣に. H. 學：； 一年の 

時、 氏と 木 下 氏と はさ、 やかな ろ 回覽雜 誌 を こしら へ てゐ 

た ほどて あつたと いふ 話で ある。 

中 學を卒 へる と共に、 父君の 命に 依って 氏 は 大阪^ 科大 

學、 當 時の 大 阪醫學 專門學 校に 入學 すべく 大阪に 赴いた。 

さう し て 濱寺 海岸に 日 を经る こと X なった。 が 當時旣 に 文 

學者を もつ て 終生の 目的と した 氏が、 そのこと に 心 を 打ち 

込んで 行ける 箬 がなかった。 

間もなく 歸京 すると 共に 明治 大學 に、 また 濱寺 海岸に 赴 

いて、 關 西大學 に入學 したりした。 その 間に も. 文 學に對 
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鼓に 至つ て 我が 戯曲 界は 初め て 自然主義 的な 近代劇 の 正 

統 にある 作品 を 生んだ とい ふこと が 出来ろ。 

引き 績 い て 氏 は 同じ 倾 向の 上に ある 「黄金 截」 「錢 兵院夜 

曲」 「姙婦 授康 所」 「死骸の 哄笑」 「鑠： ：^」 等の、 自然 主 誘 

な觀 察の 上に、 更に ゥ ェデ キント 流の 諷刺 的な 色を帶 びた 

作品 を發 表し、 最近に 至って は 「隨」 「微笑」 「惡鬼 跳躍」 等 

に 及ん-て ゐる。 

一 方、 大正 元年 十 一 月に は 四 幕より なる 「琴 平 丸」 を 「三 

田 文學」 に發 表した。 これ は 飽くまで も 自然主義の 寫實的 

傾向 を强 調した も のであって、 氏の 観察の 正し さ を 示す と 

共に、 戯曲 構成の 才能の 非凡 さ を 示して ゐる。 

さ -っ し て ， J の 寫實 的な 傾向 は 更に 進んで 、大正 四 年 四月 

に は 「飢 餛」 三 幕 を „- 早稻田 文學」 に發 表して、 氏の 代表 

作で あるば かり. てな しに * 新劇の 生んだ 傑作と して 一 世の 

賞 讚 を 受けた。 

「飢 餛」 は どちら か といへば チ N ホフの 影 iS を 多く 受けて 

ゐる やうに 思 はれる 作品で あ る が 、 そ の 自然主義 的な 觀察 

と 表現に 加 ふるに、 更に 叙情詩 的な 風韻 を 以てして、 惻 * 

として 哀音の 身に 迫る もの 、あるの を 感じさせる 作品て あ 

る 0 


この r 飢餛 J は發 表の 後 間もなく 新劇 場に 依て 初演され 

た。 この 上演 はさ ほど 好評 を 得な かった が 、大正 十 年 五月 * 

尾 上 菊 五郎 1 座に 依て 市 村 座に 於て 上演され、 作者のお を 

更 に 高く す ると 共に、 新劇 俳優と し て の 尾 上 菊五郞 の 聲便 

を も 決す るに 至った ほどの 秀れ た 舞峯； を 見せ る に 至 つ た。 

尙 この 寫. K 的な 現代劇 の 部類に 這 入 る 作品に は 「放火」 

三 幕、 「父の 別莊」 四 幕 • 「女の 職業」 HI 幕、 等 多くの 作品 

が ある。 

そ の 後 大正 七 八 の 一 一年間、 氏 はしば らく 沈 默を續 け て ゐ 

たが、 大正 九 年 四月に 至って、 「大佛 開眼」 六 幕 十二 場 を 

「人間」 に發 表して、 奈良朝 時代、 佛法 渡來當 時に 於け る 

新舊 思想 の 葛藤、 新時代 へ の 煩悶 を捉 へ來 つて、 そ こに 大 

正 初頭 に 於け る新舊 思想 の 葛藤と 喑鬪と 勝利 と を 諷刺す る 

文明 史的な 作品 を發 表し、 堂々 たる 作者の 手腕 を： ポ した" 

その後 氏 は 尾 上 菊 五郎の 請に 依 て 市 村 座 に 人つ て 劇場 の 

實際 的な 經營 に當 る ことにな つた。 この頃から 氏 は 更に そ 

の 自然主義 的な 觀察眼 を 歴史 の 上 に 投ず る に 至 つ た" 勿論 

その 以前から 「お 七吉 三」 三 幕の 如き 「牡丹 燈籠」 四 幕の 

如き 作品が ないて はな か つ たが、 それら はむしろ 寫责 的な 

表現の 薄い 傾がない てはなかった。 むしろ 初期の 作に 屬す 
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氏の. H 名 は 太 田 正 雄 氏、 目下 東北 帝國 大學醫 科大學 皮膚 

科卞. 任 敎授の i: 寧 博士て ある。 

氏 は 故鄉伐 豆に 小學 校を卒 へる と共に、 上京して 長田秀 

雄 氏と！！！ じ 獨 逸據會 中學 に入學 した" さ-つして 長 田 氏の 解 

說に 於て 述べた やうに 二人の 若き 多感の 靑 年の 間に 美しき 

交友の n 月 は 始められた。 

氏 は當時 1= 本 橋の 知己の 家に 寄寓し て 居ら れ たが、 この 

南画に 生 ひ 立つ た 情熱 的に し て 多感 の 少年 は 、 故！： の 山河 

を 離れて 更に その 夢み 勝ちな 魂 は 何物 ともなき 憧 情の 情に 

燃えねば ならなかった。 

詩才 あり 更に 縛畫的 才能 を 多分に 持つ て ゐた氏 は、 小 網 

町 の f や 、 靈岸嶋 の 邊り と , 都市 放浪 を績 けた。 そ の 當 

時の こと を 氏 は 戯曲 築 「南蠻 寺 門前」 の 跋文 中 に 述 ベ て ゐ 

ろ 0 

中 學を卒 へる と共に 第 一 高等 學校 第三 部に 入り 續 いて 東 

京 帝 大を經 て 醫學士 となった。 

その後 南滿翳 堂に、 名古屋！^科大學に、 さう して 現在 

の 東北 帝大敎 g に 至って ゐる。 

しかも その ら氏は 常に 燃 ゆる やうな. 1 情 を 以て， 一 貫 

L て 文 學にそ G  K の 生命 を灌 い で 來 ら れ た 。 さう し て 長 W 


氏と 同じ やう に當時 の 新時代 の 情熱 的な 氣蓮は 當然氏 を も 

捲き 込んで しまった。 新 詩 社に あって 詩作の 發表 をな しつ 

つ あると 共に、 一方 獨逸、 殊に ホフマン スタ ー ルの影 鬱 は 

氏の 上に 大 さく 働いて 行った。 

やがて その u マン ティ ックな 情熱に 更に 新たな ものが 加 

はった。 「南 ii 寺 門前」 践 文の 中で 氏 はいって ゐる。 

「明治 四十 一年の 夏、 予は新 詩 社の 先輩 與謝 野寬 氏、 友人 

北 原 白 秋、 平野 萬 里 ■ 、吉井 勇の 諸氏と 共に 九州 西岸 を 旅し、 

平戶、 島 原、 長 崎 等の 風光と 其 歴史的 與昧 とから 深厚なる 

感激 をう けた。 天草 洋上 を航 する 小蒸氣 船より 眼 を 放って 

左 を 見れば 一 帶の山 影 を H^?。 其 最も 高峻 なる もの は甞て 

かの 伴 天 速の 徒 を 陷れた 所の 溫泉 岳で はない か。 島 原の 市 

街 を 離れて 行く、 、-と 半里 なれば、 廣ぃ桑 畠の 巾に 崩れた る 

石垣が あり、 其： 卜の 水 涸れた る 濠に は 淡 紅の 蓮の 花、 また 

藤色 の 臺灣藻 の 花が 所 狭く^き 亂れ てゐ る。 是れ こそ 彼の 

不思議な る 天才 天草 四郞 の 立籠つ た る 有 馬 城 の 址： て はな い 

か。 その他 平戶 では 和 蘭 陀据、 和 蘭 陀井戶 を 見， 天草 島中 

の 寂しい 村落に は 天草 言 紫 の 巧みな る 佛國 Is 侶 に 遇って、 

サ ンタ • クルスの 數々 を兑 せて 實 つた。 さう いふ 資景 と、 其 

後の 野史の 涉總 とに 由って、 予，： ： 頭 は德川 初期の 舶來 文明 
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の 悲劇的 稱 神て 灌漑 せられた」 と。 

さう して その 中から 「南蠻 寺 門前」 が 成り、 四士 一年 二 

月の 「ス バル」 紙上に 發 表せられた。 

この 「南蠻 寺 門前」 は 氏. 目 身 もい つて ゐる や、 つに 情調と 

形式との 作品て ある。 さう して この 傾向 は 常に 氏の 一面 を 

代表して ゐる。 

この 作品の 中 か ら.； IT 然 主義 的な 觀察 とか、 ま た は 劇的な 

事件 等 を 求めて はならない。 これ は 一片の 嬉畫 であり、 1 

聯の 叙情詩で あると いはなければ ならない。 

氏の 本質 は H ス テテ イシ ズム であろ。 舞臺の 色彩 的な 効 

果と、 賓 白の 叙情詩 的な 情調と. 科 擧のリ トムと 形式と、 

そこから 審美的な 美學 的な 効果 を ねら つ てゐ るので ある。 

社會 劇的な 問題 や 事件 を 描いて ゐる 場合で も、 氏 は 常に 

その 問題の 解決に は 赴かないで、 その 事件の 陰に 動く 情の 

薄明に 淚を灌 がう とする。 

「南蠻 寺 門前」 の 後、 更に ホ フ マ ン スタ ー ルの影 街の 多 い 

「燈臺 直下」 「溫 室」 等を發 表し つ 、 、また イブ センの 影響 

や 思 はせ ろ 「實驗 時代」 を 書いた。 

その後 11 十四 年 三月 三 田 文學に 「和 泉 尾染物 店」 一幕 を 

發 表した。 、 』 の 作品 も 氏 の 從來の 傾向 を 示して は るた が、 


その 寫寶 的な 手法の 點で從 来の 氏に なかった もの を 付け 加 

へ たば かりで なしに 、この 作品 は 後に 久保田 万 太 郞氏を 刺 

戟 して 戯曲 創作の 暗示 を與 へた ほどで、 寶に その後に 於け 

る 寫實的 傾向の 先騵 をな したと いはなければ ならない 劃期 

的な 作品て ある。 さう して この 傾向 を 押し進め たもの こそ 

大正 三年 三月 太陽に 發 表ら れ せた 「柏屋 傳右衞 門」 三 慕 十 

場て あった。 

その後， 「天草 四 郞と山 田 右衞門 作」 を 書き、 更に 社會劇 

風の 「- が： 地 裏の 殺人」 と 「代議士の 家」 と を 書き、 喜劇 「花 

* 遠 ゆ 、聲」 を 書いた 後、 久しく 小說 に、 また 紀行文に、 更 

に 考+； ：學 的な 探究に、 その は マ ン ティ ックな 性情 は 止まる 

所 を 知らない。 さぅして今年眧和三^^^-四月 「常 長」 を 女性 

に發 表した。 

その 作品、 戯曲と して は 十 數篇. 或 物 は 詩的なる もの、 

或 物 は社會 劇的なる もの、 いろいろに 含んで ゐる。 が、 そ 

の 根本 を 流れる 作者の 氣：^ は 「南蠻 寺 門前」 の處女 作より 

「常 長」 に 至る まで、 常に 魂の 薄明の 中に、 何物 か を 求め、 

遠. V 、國を 憧れ、 見え ざろ 物 を 希 ふ。 浪漫主義の 香氣に 依て 

滿 たされ、 彩られて ゐる。 さう して その 影に 代 的な 神經 

が， 情の 薄明 を 透して 迫って 來 るので ある。 
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說解 


經て、 早 _1 田大學 文科に 入り、 後轉 じて 政治 經濟 科に 入つ 

たが 、 年少より の 多感 の 氏 は 到底 政治に 身 を投 ずべ くもな 

かった。 遂に 半途 返學 してし まった。 

その 頃から 氏 は 短歌の 制作に 從 事し た。 今 歌集と して 

「酒 ほが ひ」 「昨日まで」 「祇園 歌集」 「旅情」 「黑髮 集」 「未 

練」 nt うつぎ」 「河原 蓬」 「毒の 華」 等が ある ほどて， 實に 

氏の 文壇に 於け る 最初 の 足跡 は、 先づ 歌人と して 初め ら れ 

た。 殊に その 最初の 稍 民衆的な 作品 を經 て、 戀 愛 歌の 制作 

に 至って、 氏 は 「明 M」 派 歌人と して、 斷 然として 認めら 

れる やうに な つ た。 、 ーの情^^ケノタ感の贵.公子の〔1ひ出す愛の 

歌 は、 一 時ゎが短歌3,^;を風靡するかの趣さがぁった。 また 

その 短歌と 短文と を 合 はせ たる 物語 「戀愛 小品」 や 「水莊 

記」 は、 四十 年代の 靑年を 刺戟す る 所 は 非常て あった。 

そこに 前述の通り 近代劇 移植 運動 は 華 々しく 文 學界を 風 

ました. - 多感に して 才能に 誇つ てみ た當 時の 氏が 戯曲に そ 

の 天分 を 試み る の はまた 當然 てあつた と い はなければ なら 

ない。 

四十 二 年 三月に は 遂に 處女作 「午后 三時」 が 「ス バル」 

紙上に S 表せられ た。 この 「午后 三時」 はマァ テル リンク 

の 影 變 を 多分に 示した ものて、 象徵 的な 香りの 髙ぃ. ^想 


的な 感じ を與 へ る 作品で あ つ た。 

引き 續さ 「淺 草觀音 堂」 を 同年 六月に、 「鶴の 死骸」 を 同 

年 八月に 發 表した。 尙 翌年に は 「海の 子」 「河内 屋與兵 衞」 

「夢 介と 僧と」 「銀行 頭取の 娘」 「偶像」 を 相つ いて 發 表し、 

その 多産な ろ 作品に よって、 その 天分 を 示した" 今 戯曲 i ぶ 

「午后 三時」 に收 めら れてゐ る 十一 篇は、 すべて この 神秘 

的 傾向 を 代表 して ゐる ものば かりて ある。 

やがて 四十 三年 十一月に は 自由 劇場 第三 回 試演と して 

「？ ク 介と © と」 が 上演せられ • 績 いて 第 四 回 試演に は 「河 

内屋與 兵衞」 が 上演 せられた。 

島 崎. 1 村 氏 は 「河 內屋與 兵衞」 を 見て、 「豐 富な 色彩に 心 

を惹 かれ」 また 「抒情詩 を舞臺 の 上で 味 はふ やうな」 氣が 

したと いふ こと を 批評で 述べられた。 か-つして 全く 氏の 劇 

作家と して の 地歩 も 確立 さ れ た 。 

その後. 年を經 ると 共に ま た 一 方 文學界 に 於け ろ @ 然主 

義の 流行と 共に. その 傾向 は 稍變遷 して. 手法の 上に 於て 

從來の 作品より は遙 かに 寫實 的な 分子が 加 はつ た 。 さう し 

て 大正 三年 七月に は 頼漢」 四 幕 を、 同年 四月に は 「佛 

諧亭 句樂の 死」 を發 表して、 先づ 現在の 寫. K 的な： « 向の 先 

驅を 示した。 
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しかし 手法の 上に 寫赏 的な 色彩が 加 は つたと はいふ もの 

の、 £ ^その 底に は 神秘的な^ 想 的な 魂の 思慕が、 常に かく 

ル t- れてゐ る。 魂への 想、 li! 命への 怖れ、 未来への 憧れ、 

未知なる もの へ の 畏怖、 これらが 常に その 寫實 的な 表現の 

陰に 波う つて ゐる。 

氏 は その 處女作 以來、 常に 多 蜜な 發表を 怠らない。 おそ 

ら く 氏 の 全 作 を數 へ 上げたならば 百 を出づ るので はない か 

と 思 はれる リ 

その内 文學 史的に 見て 氏 を 代表す る ものと して は 前期の 

神秘的な 作品の 中には、 「午后 三時」 「淺 草觀音 堂」 「河 內屋 

與兵衞 」「一?K- と 13 と」 「夜」 「襲の 女」 等が あり、 寫實 的な 

もの の內に は、 「狂 g 人」 「無頼漢」 「俳諧 亭句樂 の 死」 「幸 

福」 等が ある。 

本^ 輯錄 の 作品 は どちら かとい へ ば 後期 の 寫實 的な も の 

のみが 占めて ゐ る。 この 選 揮 は 作者 iiE 身の， 選擇に 依る もの 

であ ると い ふ 話て ある が 、 私自身 の 希望と し て は 前期の 神 

祕 的な 作品の 二三、 せめて 「午后 三時」 「河内 屋與 兵衞」 

等 は 、 文學 史的 にいって 是非 選擇 せられたかった と 殘念 に 

堪 へない。 

その代り 後期の 寫實 的な 作品、 特に 氏 11.21 の 特長と もい 


ふ ベ き 落語家 の 生活 を 描け る 、 所謂 世相 劇と も いふべ 作 

品に ついては. 先 づ遣燧 がない といっても 好い。 その 點て 

、 、- の 輯錄 に も 恐 ら く 作者 として は 十分 の 意義が あ ると 信じ 

るリ 

尙 最後に つけ 加へ て讀 者と 吉井 氏と に 謝さなければ なら 

な いのは、 私 は 最近 の 吉井氏 の 作品 の 發表 年代 等 の リスト 

を 持って ゐな いこと である。 その 爲こ、 に輯錄 された 作品 

につい て 十分 の 發表 年代 を 付け 加 へる ことの 出来な い の を 

殘 念に 思 ふ。 且 目下 氏 自身 は 旅行 中て あるとの 事で *  くれ 

ぐれ も殘 念に 思 ふ 次第て あって、 深く 讀 者と 吉井 氏との 寛 

恕を乞 ひたい。 

「焉 馬と 句樂」 

大正 十三 年 一 月隨篷 所載。 

「狂藝 人」 

大正 三年 一月 三 田文學 所載 

「俳諧 亭句樂 の 死」 

大正 三年 四月 中央 公論 所載， 同年 九月 於 市 村 座 狂言 座 上 

演 0 

「小 しんと 焉馬」 
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故 郡虎彥 氏の 戯曲に ついて 

圊池 公功 

日本で は 郡 虎 彥と云 ふよりも、 萱野 二十 1 と 云った 方が、 

ま. た 知ら れ て 居る かも 知れな い 。 氏が 英文で 窗 い た 最後 の 

戯曲 Tlu  Toils  of  Ypshitomo. (義朝 記) は 一九二 一年 十 

月 三日から 三 週間、 倫敦の リットル • セァタ ー に 上演され て 

英國 劇壇に 大セ ンセ ー シ ヨン を 起した。 此の 1 戯曲に よ 

つて、 郡 虎 彥の名 は 日本に 於け るよりも 却って 海外に 有名 

である。 

同氏が 倫敦で 上梓した 著作に， 前述 戯曲 (一九二 二 年刊 

行) の 外 Absalom  (1920)，  Saul  and  David  (Iss).  walla— 

wa  :  The  Incantation  (1918〕 等が ある。 

本篇 に 收錄し た 「干； 季曲」 は 「サ ウル. アンド • デヴ イツ ド」 

の 原文て ある。 是は 大正 六 iiH- 1 月の 「新 小說」 誌上に、 

同氏が 萱野ー 一十一な るべ ンネ ー ム を廢し て 、 初めて 郡虎彥 

の 本名 を以 て 發表 した 戯曲て あ る 。 

萱野 二十 一 の 名 は、 同氏が 言 一十一 の 時に 維 誌 「太陽」 

の 懸赏小 說に應 蘇して、 內田普 庵 氏の 選の 下に 一 等 を 得た 


「松 山 一 家」 に 始まる ので、 是が 同氏の 文壇 出世作て あつ 

た 0 

「ブ n  口 ー グ」 は 戯曲 「鐵 輪」 の 序曲で、 ？ g 後 同氏の スク 

ラップから 發 見され たもので あ る。 發 表された 新聞 名 や 年 

月日 等 は 不明て あるが、 餘り 人に 知られて 居ない と 思 ふか 

ら 特に 採 錄 する ことにした。 是 には發 表の 後、 作者が 肇を 

入れた 處が ある。 

「淸 姬」 は 明治 四十 四 年 六月に 「ス バル」 に發 表された も 

のて、 その翌！^^目ぬ劇場の臺本として改作した 「道 成 寺」 

の 原作で ある。 小山 內薰氏 市 川 左圑次 氏の 自由 劇場の 全盛 

時代 を 記憶す る もの は、 明治 四十 五 年 四月 二十 七、 二十 八 

の 雨 日、 帝國 劇場に 於て、 第 六 回 公演と して マァ テル リン 

クの 「タンタ ディルの 死」 と共に この 「道 成 寺」 が 上演 さ 

れ て 好評 だ つたこと を覺ぇ て 居る であら ラ。 

批評家の 見る 眼に 據 つて、 夫々 意見 は 違 ふが、 戯曲と し 

て は 一 部の 批評家から 「道 成 寺」 より 「淸 姬」 の 方が， 評判 

がよ かった のて、 本 篇には 特に 「淸 姬」 の 方 を採錄 する こ 

とに した 0 

郡虎彥 氏 は 明治 一 一十三 年 六月 一 一十 八日 東京 市 京樯區 八丁 

堀の 鈴 木 家に 生れ、 生後 直ちに 母方の 叔母に 當る神 戶の郡 


家に 藻 子と して 赴いた。 同 三十 五 年 神 戸の 小學 校を卒 へて 

上京し， 學習院 中等 科に 入り、 高等科 を經て 東京 帝國 大學 

文科に 人學. 間もなく 中途 退學 した。 

氏が 最初に 攝 逸 へ 行った の は 大正 一 一年の、 」 と である。 翌 

年に は 歐洲大 戰勃發 の 爲め難 を 避け て 英國に 渡り 、 其 後 倫 

敦を 生活 中心 として 伊太利、 Sf 西 等 に 旅 をす る こ と數回 、 

大正 十三 年 三月より 二た 月に 亙つ て大阪 朝日 新聞に 速 載 さ 

れた 「藝 術覺 書」 を 未完の ま、， 病 を 獲て 大正 十； 一一 年 十月 

六日？ r 西モ ンタナ 山上の 客舍に 永眠した。 行年 三十 五。 「義 

朝 記」 の 次に 執 すべ き 戯曲の 構想 を 抱き 乍ら 夭逝した 氏 

の 文 境 的 牛； 涯 は 決して 長い ものと は 云へ ない。 同氏の 創作 

は 主として 「白樺」 「三 田 文學」 「ス バル」 「朱 樂」 等の 誌 

上に 發 表された。 同氏の 邦文 創作に 戯曲 十篇、 小說 七篇、 

詩 六篇， 隨筆 「戯曲 論議」 「藝 術覺 書」 外 十 數篇、 飜譯戯 

曲 ニ篇が ある。 

本篇 に集輯 した 七篇の 戯曲 は發 表された 後 未だ 嘗て 1 度 

も 他の 全集 その他に 收錄 された ことのな いもの のみて あ 

る。 各 篇の發 表 年月に 於い て は 夫々 の 末尾に 記入して 置い 

た 0 


印 檢者表 代權作 著 
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